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は
じ
め
に

　

濃
尾
平
野
の
北
東
部
に
広
が
る
木
曽
川
由
来
の
扇
状
地
、
網
の
目
の
よ
う
に
河
川
が
流
れ

て
い
た
頃
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
は
こ
の
地
で
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
旧
石
器
・
縄
文
時

代
の
こ
と
で
す
。

　

弥
生
時
代
、
人
々
が
余
野
に
定
住
し
、
そ
の
南
東
に
あ
た
る
仁
所
野
に
墳
墓
を
造
り
、
約

千
年
前
か
ら
記
録
が
遺
る
小
口
神
社
は
、
こ
の
地
域
や
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
っ
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

戦
国
の
世
と
な
る
直
前
、
織
田
広
近
が
小
口
城
を
築
き
、
犬
山
へ
通
ず
る
織
田
街
道
沿
い

は
、
多
く
の
人
の
往
来
風
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
の
約
百
年
後
、
御
供
所
村
で
生
を
受
け
た
堀
尾
吉
晴
は
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳

川
家
康
に
仕
え
功
を
重
ね
な
が
ら
、
佐
和
山
、
浜
松
を
経
て
遠
く
山
陰
の
地
で
松
江
城
と
そ

の
城
下
町
を
築
き
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
ま
た
同
じ
村
で
生
ま
れ
た
堀
尾
金
助
は
、
母
と
と
も

に
東
海
道
熱
田
の
精
進
川
に
架
か
る
裁
断
橋
を
舞
台
と
し
て
、
母
子
慈
愛
の
物
語
を
紡
ぎ
ま

し
た
。
そ
の
足
跡
は
、
四
百
有
余
年
を
過
ぎ
た
今
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
と
わ
た
し
た
ち
を

結
び
、
交
流
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
尾
張
の
人
々
を
苦
し
め
て
い
た
木
曽
川
に
治
水
が
施
さ
れ
、

入
鹿
池
の
造
営
に
よ
っ
て
こ
の
地
の
新
田
開
発
は
進
み
、
五
条
川
を
軸
と
す
る
田
園
が
広
が

る
ま
ち
の
原
風
景
が
つ
く
ら
れ
、
村
営
の
慣
習
や
行
事
が
定
着
し
、
自
治
の
枠
組
み
も
萌
芽



し
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
時
代
、
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
っ
て
隣
接
す
る
ま
ち
で
は
紡
績
業
が
隆
盛
す

る
中
、
こ
の
地
は
桑
の
栽
培
や
養
蚕
を
主
産
業
と
す
る
純
農
村
の
営
み
が
続
き
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
後
、
市
町
村
再
編
と
い
う
大
き
な
う
ね
り
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
逆
境
に
立
た
さ
れ
、
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
先
人
達
は
、

工
場
誘
致
や
五
条
川
堤
へ
の
桜
植
栽
、
土
地
改
良
事
業
や
区
画
整
理
事
業
に
取
り
組
み
、
今

日
見
る
ま
ち
の
姿
に
つ
な
が
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

二
十
一
世
紀
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、「
自
立
と
共
助
」
を
ま
ち
づ
く
り
理
念
と
し
て
掲

げ
、
諸
施
策
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
、
こ
の
ま
ち
に
関
わ
る
方
々
が
公
益
に
寄
与

す
る
活
動
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
飲
水
思
源
」
の
精
神
を
信
条
と
す
る
私
は
、
こ
の
ま
ち
の
あ
ゆ
み
を
、『
大
口
村
誌
』（
大

口
村
成
立
か
ら
約
三
十
年
後
の
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
発
刊
）、『
五
十
年
の
歩
み
』（
村
政

五
十
周
年
と
な
る
一
九
五
六
年
発
刊
）、『
大
口
町
史
』（
町
政
二
十
周
年
と
な
る
一
九
八
二
年

発
刊
）
を
読
み
解
き
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
諸
先
輩
方
が
皆
、
郷
土
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
文
字
と
し
て
整
理
し
、
後
世

に
遺
す
こ
と
で
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
み
広
げ
、
町
勢
の
発
展
を
願
う
想
い
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
十
二
月
、
約
一
年
半
後
に
平
成
の
時
代
の
閉
幕
が
公
表
さ

れ
、
そ
の
三
年
後
に
お
お
ぐ
ち
は
、
人
生
で
い
え
ば
還
暦
と
な
る
町
制
施
行
六
十
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
歴
代
町
村
長
に
習
い
町
史
編
さ
ん
の
適
時
と
判
断
し
、
二
〇
一
八
年
一
月
に



町
史
編
さ
ん
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
お
お
ぐ
ち
」
に
は
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
一
九
四
五
年
以
降
は
、
世
の
中
の
飛
躍

的
な
発
展
か
ら
一
旦
取
り
残
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
っ
た
先
人
の
尽
力
に
よ
っ
て

今
日
の
繁
栄
を
掴
み
取
る
、
ま
ち
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
を
重
ね
る
画
期
で
す
。

　

そ
こ
で
本
書
は
主
に
、
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
ま
で
の
歴
史
的
事
実

と
、
彩
り
と
な
る
人
々
の
生
活
や
地
区
の
あ
ゆ
み
、
風
俗
に
光
を
当
て
、
実
体
験
や
見
聞
き

し
た
話
を
コ
ラ
ム
と
し
て
数
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本
文
を
読
み
進
め
る
際
に
、
そ
れ
ら

を
織
り
交
ぜ
て
頂
く
と
、
人
々
の
記
憶
や
想
い
を
垣
間
見
て
、
当
時
の
出
来
事
を
よ
り
鮮
や

か
に
感
じ
取
っ
て
頂
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
古
き
も
の
は
古
き
が
ゆ
え
に
尊
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
た
時
、
時
代
の
変

化
に
対
応
す
る
際
に
は
、
先
人
が
次
世
代
へ
脈
々
と
引
き
継
い
だ
、
教
訓
や
知
恵
、
恩
を
十

分
踏
ま
え
て
か
ら
先
に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
胸
に
刻
み
ま
し
た
。『
大
口
町
史
～
現
代

史
編
～
』
発
刊
は
、
次
世
代
に
ま
ち
の
発
展
を
託
す
種
蒔
き
で
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
編
さ
ん
す
る
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
監
修
の
後
藤
致
人
先
生
、
編
集
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
、
資
料
の
調
査
及
び
情
報
提
供
な

ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
関
係
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月

大
口
町
長　

鈴
木　

雅
博



　
凡
　
例

１　

本
書
は
『
大
口
町
史
～
現
代
史
編
～
』
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
（
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
）
か
ら
二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
ま
で
の
大
口
町
域
に
関
わ
る
歴
史
を
叙
述
し
た
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
前
後
の
時
代
に
つ
い
て
も
叙
述
し
た
。

２　

本
文
の
記
述
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
や
固
有
名
詞
、
学
術
用
語
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
企
業
・
会
社
名
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
等
を
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。
な
お
、
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
語
り

手
の
想
い
を
直
接
的
に
表
現
す
る
た
め
、
語
り
手
個
人
の
歴
史
的
認
識
・
経
験
・
方
言
な
ど
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
。

３　

読
み
に
く
い
人
名
・
地
名
・
歴
史
的
用
語
、
難
読
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
が
あ
る
語
句
に
は
、
適
宜
振
り
仮
名
を
付
し
た
。
読
み
方
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
推
測
に
よ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　
　

）
に
現
行
の
市
町
村
名
を
記
し

た
。
な
お
、
現
行
市
町
村
の
表
記
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
も
の
に
よ
っ
た
。

４　

本
文
中
で
は
、
原
則
と
し
て
敬
称
・
敬
語
を
略
し
た
。

５　

年
月
日
に
つ
い
て
は
、
西
暦
を
用
い
、
適
宜
（　
　

）
で
和
暦
を
付
し
た
。
改
元
が
あ
っ
た
年
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
出
来
事
の
あ
っ
た

日
の
元
号
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
コ
ラ
ム
に
記
載
し
て
い
る
語
り
手
の
生
ま
れ
年
に
つ
い
て
は
、
語
り
手
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
観

点
か
ら
和
暦
を
用
い
た
。

６　

資
料
（
史
料
）
を
引
用
す
る
際
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
。

７　

本
文
に
用
い
た
資
料
（
史
料
）
の
注
記
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
巻
末
の
参
考
文
献
一
覧
に
示
し
た
。

８　

写
真
・
図
・
表
に
は
、
章
ご
と
の
通
し
番
号
を
付
し
、
巻
末
の
掲
載
図
版
一
覧
で
表
題
・
出
典
な
ど
を
示
し
た
。

９　

巻
末
に
主
な
事
項
・
人
名
な
ど
の
索
引
を
付
し
た
。

10　

本
文
・
引
用
文
・
図
・
表
の
中
に
、
身
分
や
職
業
に
関
す
る
差
別
的
な
用
語
や
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
史
実
に
基
づ
い

て
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
本
書
で
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
差
別
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
。
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第
一
編

自
然

大口町史 現代史編

第 1章　地誌と気候
第 2章　生物
第 3章　災害

1





第
一
章

た
り
、
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
五
条
川
や
広
大
な
田
園
地
帯
が
豊

か
な
自
然
を
育
ん
で
い
る
。

　

地
形
は
、
過
去
一
万
年
に
わ
た
り
木
曽
川
及
び
そ
の
支
流
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
犬
山
扇
状
地
か
ら
成
り
、
粗
粒
な
砂
れ
き
層
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
（
沖
積
平
野
）
で
あ
る
。
町
域
は
、
北
東
か
ら

南
西
に
向
か
っ
て
木
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
、
中
央
を
五
条
川
が
流

れ
、
北
東
か
ら
南
西
に
か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜
を
も
つ
。
標
高
は
、

北
端
で
海
抜
四
〇
ｍ
、
南
端
で
海
抜
一
五
ｍ
で
あ
り
、
町
域
の
中
央

に
位
置
す
る
役
場
付
近
が
海
抜
二
五
ｍ
で
、
役
場
の
位
置
は
、
東
経

一
三
六
度
五
四
分
二
八
秒
・
北
緯
三
五
度
一
九
分
五
六
秒
で
あ
る
。

　

道
路
網
は
、
国
道
が
町
域
内
に
二
路
線
あ
り
、
国
道
四
一
号
（
名

濃
バ
イ
パ
ス
）
が
町
内
を
南
北
に
、
国
道
一
五
五
号
（
北
尾
張
中
央

道
）
が
町
南
部
で
東
西
に
通
っ
て
い
る
。
県
道
は
小
口
岩
倉
線
・
小

口
名
古
屋
線
・
外と

坪つ
ぼ

扶
桑
線
・
若
宮
江
南
線
・
宮み

や

後う
し
ろ小

牧
線
・
草
井

羽
黒
線
・
斉
藤
羽
黒
線
の
計
七
路
線
あ
り
、
そ
の
他
、
都
市
計
画
道

第
一
節
　
地
誌

	

　

大
口
町
は
、
愛
知
県
の
北
西
部
に
あ
り
、
犬
山
扇
状
地
の
南
東
部

に
位
置
し
て
い
る
。
平
成
の
合
併
以
降
、
隣
接
市
町
は
、
北
に
扶
桑

町
、
東
に
犬
山
市
、
西
に
江
南
市
、
南
に
小
牧
市
で
あ
る
（
１
―
1
―

1
）。
名
古
屋
市
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
二
〇
㎞
の
近
郊
地
域
に
あ1-1-1　位置図（⃝は役場）

大口町

扶桑町

岐阜県

江南市

犬山市

小牧市

岩倉市

一宮市

稲沢市

あま市

清須市

大治町
名古屋市

春日井市北名古屋市 豊山町

地
誌
と
気
候

3　 第一節　地誌



路
・
農
業
用
・
生
活
道
路
な
ど
の
町
道
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

公
共
交
通
機
関
は
、
鉄
道
と
し
て
は
町
域
外
の
西
側
を
沿
う
よ
う

に
名
鉄
犬
山
線
が
通
っ
て
お
り
、
名
鉄
柏

か
し
わ

森も
り

駅
・
江
南
駅
・
布ほ

袋て
い

駅

な
ど
が
最
寄
り
の
駅
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
公
共
交
通
機
関
と

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
基
幹
ル
ー
ト
・
北
部
ル
ー
ト
・
中

部
ル
ー
ト
・
南
部
ル
ー
ト
と
あ
り
、
町
内
の
主
要
施
設
と
名
鉄
柏
森

駅
・
江
南
駅
・
布
袋
駅
を
つ
な
い
で
い
る
（
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）。

面
積

　

大
口
町
は
、
東
西
約
三
・
六
㎞
、
南
北
約
六
・
一
㎞
、
総
面
積
が

一
三
・
六
一
㎢
で
あ
る
（
国
土
地
理
院
の
面
積
調
の
測
定
方
法
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
面
積
は
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
か
ら
〇
・
〇
三
㎢
増
加
し
た
）。

　

戦
後
の
町
内
に
お
け
る
地
目
推
移
を
み
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和

三
十
）
年
と
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
の
比
較
か
ら
、
人
口
の
増
加

に
と
も
な
い
、
宅
地
は
五
倍
弱
の
増
加
に
対
し
、
田
は
半
減
、
畑
は

七
割
近
く
減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
１
―
１
―
２
）。

　

農
業
の
変
化
（
兼
業
化
・
離
農
）
と
と
も
に
、
一
九
七
〇
年
十
一

月
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区

分
が
決
定
さ
れ
る
と
、
市
街
化
区
域
で
は
区
画
整
理
事
業
や
住
宅
開

発
に
よ
り
、
農
地
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
。

人口（人）
（各年10月1日）

民有地（千㎡）（各年1月1日）
宅地 田 畑 その他

1955 8,552 941 6,926 3,402 209
1965 12,248 1,505 7,012 2,927 217
1975 15,894 2,940 6,000 2,470 230
1985 17,247 3,420 5,050 1,900 220
1995 19,031 3,717 4,461 1,508 703
2005 21,602 4,021 4,180 1,297 873
2015 23,274 4,384 3,827 1,172 947
2020 24,220 4,667 3,597 1,096 961

1-1-2　民有地の地目推移（『愛知県統計年鑑』）
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大
口
町
を
流
れ
る
河
川

　

町
域
を
流
れ
る
河
川
は
、
愛
知
県
が
管
理
す
る
五
条
川
・
木こ

っ

津つ

用

水
（
合あ

い

瀬せ

川
）・
巾は

ば

下し
た

川
・
境

さ
か
い

川
・
矢や

戸ど

川
の
五
川
と
、
二
十
余
の
水

路
が
あ
る
（
1
―
1
―
3
）。

　

昔
か
ら
水
田
の
大
切
な
用
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
た
多
く
の
小
川

は
、
田
か
ら
田
へ
と
流
れ
、
再
び
下
流
で
流
入
す
る
い
わ
ゆ
る
用
水

兼
排
水
路
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
水
田
の
基
盤
整
備
事
業
の
進

行
と
と
も
に
用
排
水
路
が
分
離
さ
れ
、
多
く
の
河
川
は
改
修
・
整
備

を
お
こ
な
い
、
今
日
で
は
排
水
路
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
も
の
が
多

く
な
り
、
地
内
を
流
れ
て
い
た
小
川
は
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

五
条
川

　

河
川
改
修
の
完
了
を
機
に
一
九
五
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
桜
の

植
樹
が
お
こ
な
わ
れ
た
五
条
川
堤
は
、
春
に
な
る
と
美
し
い
桜
並
木

で
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
条
川
は
、
岐
阜
県
多
治
見
市
北き

た

小お

木ぎ

町
の
高た

か

社や
し
ろ

山
付
近
を
源
流

と
し
、
愛
知
県
犬
山
市
の
八は

っ

曽そ

山
の
南
を
通
り
入い

る

鹿か

池
に
流
れ
込
む
。

そ
し
て
、
入
鹿
池
の
南
西
か
ら
流
れ
出
て
約
三
㎞
の
地
点
で
、
北
上

し
木
曽
川
に
流
れ
込
む
新し

ん

郷ご
う

瀬ぜ

川
と
、
西
方
に
向
か
う
五
条
川
に
分

か
れ
る
。
こ
の
地
点
か
ら
上
流
は
各
市
町
村
が
管
理
す
る
準
用
河
川

の
五
条
川
、
下
流
は
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
の
五
条
川
と
な
る
。

そ
の
後
、
犬
山
市
か
ら
大
口
町
に
入
り
、
江
南
市
・
岩
倉
市
を
通
り
、

北
名
古
屋
市
・
一
宮
市
・
稲
沢
市
の
境
界
を
進
み
、
清き

よ

須す

市
を
南
下

し
新
川
に
流
入
す
る
（
１
―
1
―
4
）。

　

五
条
川
の
名
称
の
由
来
は
い
く
つ
か
説
が
あ
り
、
清
須
城
下
に
か

か
る
「
御ご

城じ
ょ
う橋

」
の
御
城
か
ら
転
化
し
た
と
い
う
説
、
五
河
川
（
幼

お
さ
な

川
・
矢
戸
川
・
境
川
・
巾
下
川
・
青あ

お

木き

川
）
が
合
流
す
る
た
め
五
条

と
い
う
名
称
を
つ
け
た
と
い
う
説
、
あ
る
い
は
古
代
土
地
制
度
の
条

里
制
か
ら
と
っ
た
説
が
あ
る
。

　

ま
た
、
か
つ
て
五
条
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
流
域
は
、
現
在
の
一
宮

市
五
日
市
場
の
青
木
川
合
流
点
か
ら
下
流
域
の
こ
と
で
、
上
流
の
岩

1-1-3　河川地図

新木津用水

木津用水
（合瀬川）

昭和用水

境川 巾下川

五条川

矢戸川

合瀬川

荒井堰
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倉
市
大
山
寺
ま
で
を
生い

く

田た

川
、
さ
ら
に
上
流
は
幼
川
（
稚

お
さ
な

川
）
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
幼
川
と
名
前
を
変
え
る
大
山
寺
あ
た
り
に
「
曽そ

野の

」

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
れ
に
敬
語
を
加
え
て
「
御お

曽そ

野の

」
に
な
り
、

幼
川
や
稚
川
に
転
化
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

木
津
用
水
・
新
木
津
用
水

　

町
内
を
南
北
に
流
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
開
削
さ
れ

た
木こ

っ

津つ

用
水
（
合
瀬
川
）
と
新
木
津
用
水
で
あ
る
。

　

木
津
用
水
の
流
路
は
、
木
曽
川
か
ら
水
を
取
り
、
町
域
を
北
か
ら

南
に
直
進
し
、
新
川
に
流
れ
込
む
。
町
内
で
は
、
所
々
で
水
を
取
り
、

用
水
と
し
て
田
畑
を
潤う

る
おし

、
船
に
よ
る
輸
送
路
と
し
て
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
新
木
津
用
水
の
流
路
は
、
荒
井
堰せ

き

を
通
過
後
に
分

離
し
、
春
日
井
市
で
八
田
川
に
合
流
す
る
。
八
田
川
は
、
そ
の
後
、

庄
内
川
に
流
れ
込
む
（
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）。

1-1-4　河川流路図

五条川
（幼川）

木曽川

五条川
（生田川）

新川

八田川

合
瀬
川

庄内川

高社山

八曽山
入鹿池

青
木

川

新
郷
瀬
川

木
津
用
水（
合
瀬
川
）

巾
下
川

境
川
境
川矢

戸
川
矢
戸
川

新
木
津
用
水

岐阜県
　多治見市

岐阜県 各務原市

大口町

犬山市

小牧市
春日井市

瀬戸市

尾張旭市

長久手市

江南市

一宮市

稲沢市

岩倉市

豊山町

大治町

北名古屋市

名古屋市

清須市

あま市

扶桑町
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一
九
八
三
年
八
月
十
五
日
の
四
〇
℃
、
最
低
気
温
は
一
九
八
一
年
二

月
二
十
八
日
の
マ
イ
ナ
ス
九
℃
で
あ
る
。

降
雨
量

　

年
間
総
降
雨
量
は
、
上
下
の
推
移
は
激
し
い
も
の
の
総
体
的
に
右

肩
上
が
り
と
い
え
る
（
１
―
1
―
6
）。

　

一
九
八
三
年
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
記
録
的
短
時
間
大

雨
情
報
」
と
い
う
用
語
が
、
平
成
に
入
る
と
頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
数
年
に
一
度
し
か
発
生
し
な
い
短
時
間
の
大
雨
を
観
測
・

解
析
し
た
と
き
に
気
象
庁
が
発
表
す
る
も
の
で
、
土
砂
災
害
や
中
小

河
川
の
洪
水
災
害
の
危
険
を
知
ら
せ
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

　

丹
羽
消
防
本
部
で
の
観
測
で
、
一
日
当
た
り
の
降
雨
量
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
一
日
に
記
録
し
た
二
四
一
・
五

㎜
で
、
梅
雨
時
の
六
月
・
七
月
に
お
け
る
、
一
月
の
総
雨
量
に
匹
敵

し
た
（
東
海
豪
雨
）。

　

ま
た
、
一
時
間
当
た
り
の
降
雨
量
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
二
〇

一
七
年
八
月
十
八
日
午
後
十
時
か
ら
の
九
〇
・
五
㎜
で
あ
る
。
同
年

七
月
十
四
日
に
も
午
前
十
時
か
ら
の
一
時
間
で
七
五
・
五
㎜
を
観
測

し
、
町
内
を
含
む
近
隣
市
町
で
は
、
道
路
冠
水
や
床
上
・
床
下
浸
水

が
発
生
し
た
。

第
二
節
　
気
候

	
気
象
の
変
化

　

一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
開
催
さ
れ
た
地
球
温
暖
化
に
関
す

る
初
め
て
の
世
界
会
議
（
フ
ィ
ラ
ハ
会
議
）
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

で
も
次
第
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
の
変
化
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
平
成
の
半
ば
に
な
る
と
、
短
時
間
で
局
地
的
な
大
雨
が

降
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
八
（
平
成

二
十
）
年
に
は
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
気
象
の
変
化
は
、
町
内

で
も
、
一
九
八
〇
年
代
と
二
〇
一
〇
年

代
の
数
値
の
比
較
か
ら
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
（
１
―
1
―
5
）。
ど
の
項
目

で
も
、
二
〇
一
〇
年
代
の
方
が
、
数
値

が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
（
以

下
「
丹
羽
消
防
本
部
」）
が
一
九
七
六
年

に
観
測
を
始
め
て
か
ら
の
最
高
気
温
は
、

1980年代 2010年代

平均気温（℃） 12.5 ～ 15.4 15.3 ～ 16.9

最高気温（℃） 28.9 ～ 40.0 37.0 ～ 39.9

最低気温（℃） -9.0 ～ -3.5 -6.0 ～ -3.1

降 水 量（㎜） 919.0 ～ 1573.8 1576.0 ～ 1988.0

1-1-5　気温と降水量の比較（丹羽広域事務組合消防本部 『消防年報』）
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1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 備考

年間最多風向 北西 北西 北東 北東 北東 北東 北西 北東 西 北西 北東：5回

年間平均風速 2.62 2.9 3.1 3.2 2.9 3.0 3.0 2.9 3.2 3.1 平均3.0m

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 備考

年間最多風向 東北東 東北東 東北東 東北東 東北東 東北東 西北西 西北西 西北西 西北西 東北東：6回

年間平均風速 2.6 2.6 2.6 2.7 2.7 2.5 2.3 2.3 2.4 2.3 平均2.5m

1-1-6　年間総降雨量・日最大雨量・時間最大雨量（丹羽広域事務組合消防本部『消防年報』）

1-1-7　年間平均風速・最多風向（丹羽広域事務組合消防本部『消防年報』）
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一
九
八
〇
年
代
と
二
〇
一
〇
年
代
を
比
較
す
る
と
、
年
平
均
風
速

で
は
、
二
〇
一
〇
年
代
の
方
が
若
干
弱
ま
っ
て
い
る
。
風
向
に
つ
い

て
は
、
一
九
八
〇
年
代
で
は
北
東
、
二
〇
一
〇
年
代
で
は
東
北
東
か

ら
の
風
が
多
い
（
１
―
1
―
7
）。

　

ま
た
、
十
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
西
・
北
西
・
西
北
西
か
ら

の
風
が
吹
く
こ
と
が
多
い
。
大
口
町
か
ら
西
北
西
の
方
角
に
は
伊い

吹ぶ
き

山
（
１
―
1
―
8
）
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
吹
く
冷
た
い
風
を
「
伊
吹

お
ろ
し
」
と
呼
ぶ
。「
お
ろ
し
」
と
は
、
日
本
海
側
に
雪
を
降
ら
し
、

山
を
越
え
て
太
平
洋
側
に
吹
く
乾
い
た
冷
た
い
風
の
こ
と
で
あ
り
、

越
え
て
き
た
山
の
名
前
を
つ
け
て
「
〇
〇
お
ろ
し
」
と
い
う
名
称
が

日
本
各
地
に
存
在
す
る
。
伊
吹
お
ろ
し
は
滋
賀
県
の
伊
吹
山
か
ら
吹

き
降
ろ
し
、
濃
尾
平
野
か
ら
渥
美
半
島
ま
で
風
が
届
く
。
最
大
風
速

は
秒
速
10
～
15
ｍ
程
度
で
あ
る
。

　

な
お
、
丹
羽
消
防
本
部
で
記
録
し
た
最
大
瞬
間
風
速
は
、
一
九
九

八
年
九
月
二
十
二
日
に
観
測
し
た
四
三
・
七
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

台
風
第
八
号
が
二
十
一
日
十
六
時
に
和わ

歌か

山や
ま

県
田た

辺な
べ

市
付
近
に
上
陸

し
、
台
風
第
七
号
が
翌
二
十
二
日
十
三
時
過
ぎ
に
強
い
勢
力
の
ま
ま

和
歌
山
県
御ご

坊ぼ
う

市
付
近
に
上
陸
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
台

風
に
よ
っ
て
各
地
で
大
雨
と
な
り
、
台
風
第
七
号
の
中
心
が
通
っ
た
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範
囲
で
は
暴
風
と
な
っ
た
。
伊
勢
湾
台
風
（
一
九
五
九
年
九
月
）
の

際
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
が
記
録
し
た
最
大
瞬
間
風
速
で
あ
る
四

五
・
七
ｍ
に
匹
敵
す
る
風
速
で
あ
っ
た
。

1-1-8　町内から望む伊吹山

9　 第二節　気候





第
一
節
　
野
生
動
物

	

　

町
域
は
、
犬
山
扇
状
地
に
位
置
す
る
た
め
平
坦
な
地
形
で
、
現
在

は
土
地
開
発
が
進
み
原
生
的
な
自
然
環
境
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い

な
い
。

　

残
さ
れ
て
い
る
主
な
自
然
環
境
と
い
え
ば
、
五
条
川
や
合あ

い

瀬せ

川
な

ど
の
河
川
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
河
川
敷
・
水
田
・
用
水
路
な
ど
の

水
辺
環
境
や
、
畑
地
・
雑
木
林
・
竹
や
ぶ
・
社
寺
林
・
五
条
川
沿
い

の
桜
並
木
と
い
っ
た
緑
地
空
間
に
限
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
は
町
内
に
生
息
す
る
野
生
動
物
に

と
っ
て
の
貴
重
な
生
活
空
間
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
今
で
も
数
多
く
の

野
生
動
物
が
生
息
し
て
い
る
。
広
大
な
山
林
や
河
川
、
湿
地
な
ど
原

生
的
な
自
然
環
境
を
有
す
る
地
域
に
比
べ
れ
ば
生
息
す
る
動
物
の
数

や
種
類
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
か
に
は
絶
滅
危
惧
種
や
希

少
種
な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
お
い
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

る
動
物
も
数
種
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
近
年
は
人
為
的
に
国
内
外

か
ら
町
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
り
、
侵
入
し
た
り
し
て
定
着
し
た
外
来

種
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
農
業
被
害
や
生
態
系
の
か
く
乱
な
ど
が
懸

念
さ
れ
、
そ
の
駆
除
や
対
策
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
町
内
で
確
認
で
き
た
野
生
動
物
の
う
ち
、
よ
く
見
ら

れ
る
種
や
、
絶
滅
危
惧
種
、
注
意
す
べ
き
外
来
種
な
ど
を
数
種
と
り

あ
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
四
月
か
ら
二
〇
二
二
（
令

和
四
）
年
十
二
月
の
間
に
、
現
地
で
の
観
察
・
聞
き
取
り
・
交
通
事

故
死
し
た
個
体
の
回
収
な
ど
の
方
法
に
よ
り
調
査
・
記
録
し
た
も
の

で
、
こ
こ
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
種
も
含
め
て
、
巻
末
資
料
に
種

類
ご
と
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

第
二
章
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物
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哺
乳
類

　

町
内
で
見
ら
れ
る
哺
乳
類
は
九
科
一
三
種
で
、
タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ネ
・

イ
タ
チ
な
ど
の
食
肉
目
（
ネ
コ
目
）
が
主
に
見
ら
れ
、
外
来
種
で
は

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
ラ
イ
グ
マ
や
中
国
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
も
生
息
し
て
い
る
。

タ
ヌ
キ　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
、
広
葉
樹
林
・
針
葉

樹
林
・
農
地
・
市
街
地
・
都
市
化
が
進
行
し
た
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
に
適
応
し
て
生
息
し
て
い
る
。
夜
行
性
で
雑
食
性
で
あ
り
、

鳥
類
や
ノ
ネ
ズ
ミ
類
な
ど
の
小
型
動
物
・
昆
虫
・
野
生
果
実
類
な
ど

を
採
食
す
る
。
尾
は
ふ
さ
ふ
さ
し
、
四
肢
が
短
く
ず
ん
ぐ
り
と
し
た

体
形
を
し
て
い
る
。

　

一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

に
余
野
地
区
の
休
耕
田
で
タ
ヌ
キ

の
親
子
と
キ
ツ
ネ
の
親
子
が
地
元

住
民
に
よ
り
目
撃
さ
れ
て
お
り
、

新
聞
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
第
一

編
第
二
章
第
二
節
）。
尾
張
平
野

部
で
は
、
一
九
四
五
～
五
五
年
頃

に
タ
ヌ
キ
と
キ
ツ
ネ
は
絶
滅
し
た

と
い
わ
れ
、
そ
の
姿
が
住
宅
地
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
当
時
で
も
か
な

り
珍
し
い
事
例
で
あ
っ
た
。
町
内
で
は
住
宅
地
で
も
た
び
た
び
姿
を

現
す
こ
と
が
あ
り
、
畑
や
人
家
の
周
り
に
現
れ
て
エ
サ
を
探
し
た
り

（
1
―
2
―
1
）、
交
通
事
故
に
遭
遇
し
て
死
亡
し
て
い
た
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
。
タ
ヌ
キ
は
驚
く
と
そ
の
場
で
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
う
習

性
が
あ
る
た
め
、
自
動
車
が
近
づ
い
て
も
逃
げ
出
さ
ず
そ
の
ま
ま
交

通
事
故
死
す
る
個
体
が
多
い
。
町
内
で
は
、
調
査
期
間
中
に
河
北
・

外
坪
・
奈
良
子
・
二
ツ
屋
・
替
地
・
大
屋
敷
・
秋
田
地
区
で
計
一
三

個
体
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。

キ
ツ
ネ　
都
市
郊
外
か
ら
山
岳
地
ま
で
様
々
な
環
境
に
生
息
す
る
が
、

主
に
は
森
林
と
畑
地
が
混
在
す
る

田
園
環
境
を
好
む
。
食
性
は
多
様

で
あ
り
、
ノ
ネ
ズ
ミ
類
・
鳥
類
・

大
型
の
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
な
ど
主
に

小
型
動
物
・
果
実
・
人
家
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
な
ど
を
食
べ
る
場
合

も
あ
る
。
町
内
で
は
、
近
年
に
な

り
タ
ヌ
キ
ほ
ど
で
は
な
い
が
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
余
野
・

1-2-2　キツネ

1-2-1　タヌキ
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河
北
・
竹
田
・
秋
田
・
丸
地
区
な
ど
で
道
路
・
緑
地
・
田
畑
を
横
切

る
姿
が
住
民
に
よ
り
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
は
、

河
北
地
区
で
食
物
が
な
か
っ
た
の
か
、
柿
を
食
べ
た
り
、
畑
で
穴
掘

り
を
し
た
り
す
る
姿
が
写
真
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
（
1
―
2
―
2
）。

二
〇
一
八
年
四
月
五
日
に
大
屋
敷
一
丁
目
地
内
の
道
路
上
で
雄
の
成

獣
が
交
通
事
故
死
に
遭
っ
て
い
た
。

ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ　
イ
タ
チ
科
の
な
か
で
も
土
を
掘
る
方
向
に
進
化

し
た
ア
ナ
グ
マ
は
、
前
肢
が
大
き
く
発
達
し
、
鋭
い
爪
の
あ
る
大
き

な
前
足
を
有
す
る
。
雑
食
性
で
土
壌
動
物
や
小
動
物
、
果
実
類
な
ど

を
主
に
捕
食
す
る
。
三
河
地
方
を
中
心
と
し
て
分
布
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
尾
張
地
方
で
の
分
布
情
報
は
少
な
く
、
犬
山
市
・
小
牧
市
（
東

部
の
山
地
）・
春
日
井
市
・
名
古
屋
市
（
緑
区
鳴
海
町
）・
知
多
市
（
北

浜
町
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
に
町
内
城
屋
敷
二
丁
目
地
内
の
道
路
上
で
交
通

事
故
に
遭
っ
て
い
た
。
当
初
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
と
し
て
個
体
が
回
収
さ

れ
て
い
た
が
、
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
成
獣
の
雌
で

あ
っ
た
。
町
で
の
過
去
の
生
息
確
認
記
録
や
事
故
死
体
回
収
記
録
は

な
く
、
本
種
が
確
認
で
き
た
初
記
録
と
な
る
。

シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ　
イ
タ
チ
は
町
内
の
広
範
囲
の
地
域
で
見
ら
れ
る

が
、
イ
タ
チ
と
い
っ
て
も
、
外
来
種
の
シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ
（
1
―
2
―

3
）
と
在
来
種
の
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
の
二
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。
シ

ベ
リ
ア
イ
タ
チ
は
、
東
ア
ジ
ア
に
広
く
分
布
す
る
種
で
あ
る
が
、
日

本
で
は
対
馬
の
み
に
自
然
分
布
す
る
。
朝
鮮
半
島
由
来
の
個
体
の
子

孫
が
外
来
種
と
し
て
西
日
本
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の
都
市
部
を

中
心
に
生
息
し
て
い
る
。
町
に
定
着
し
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
九
七
七
年
に
安
城
市
で
、
一
九
八
〇
年
に
名
古
屋
市
で
本
種
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
と
は
外
見
が
と
て
も
似
て
い
て
、

尾
と
胴
体
の
比
率
や
頰
か
ら
耳
に
か
け
て
の
毛
色
の
違
い
な
ど
で
種

の
判
断
を
お
こ
な
う
が
、
性
別
・
季
節
・
成
長
段
階
に
よ
っ
て
変
化

す
る
形
質
も
あ
る
た
め
、
識
別
に
は
複
数
の
形
質
を
用
い
て
総
合
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

両
種
と
も
に
俊
敏
に
動
き
回
り
、
路

上
や
畑
地
・
水
田
な
ど
を
一
瞬
で
通

過
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
肉

眼
で
の
種
の
判
別
は
難
し
い
。
町
で

は
、
調
査
期
間
中
に
河
北
・
大
屋

敷
・
丸
・
下
小
口
・
余
野
地
区
で
計

八
個
体
の
交
通
事
故
死
し
た
個
体
が

1-2-3　シベリアイタチ
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回
収
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
の
屋
根
裏
に
住
み
着
い
た
り
、
ご
み
箱
を

あ
さ
っ
た
り
す
る
姿
も
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
イ
タ
チ　
日
本
固
有
種
で
、
低
地
か
ら
山
地
ま
で
の
様
々
な

環
境
で
見
ら
れ
、
泳
ぎ
が
得
意
で
、
水
辺
に
生
息
す
る
甲
殻
類
・
昆

虫
・
魚
類
・
は
虫
類
・
両
生
類
を
採
食
す
る
が
、
鳥
類
や
そ
の
卵
・

ネ
ズ
ミ
類
も
よ
く
食
べ
る
。

　

本
種
は
、
西
日
本
や
関
東
地
方
の
都
市
部
な
ど
自
然
分
布
地
域
の

一
部
で
は
個
体
数
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
は
、
都
市
化
お
よ
び
体
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い
近
縁
種
シ
ベ

リ
ア
イ
タ
チ
の
分
布
拡
大
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実

際
の
生
息
状
況
は
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
町
内
で
は
、
二

〇
一
六
年
（
1
―
2
―
4
）
と
二
〇
二

一
年
の
二
例
の
み
河
北
地
区
の
水
路

内
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
交

通
事
故
死
し
た
個
体
が
確
認
さ
れ
た

の
は
、
河
北
地
区
で
一
個
体
、
竹
田

地
区
で
一
個
体
の
二
例
の
み
に
と
ど

ま
る
。
町
内
で
の
両
種
の
生
息
割
合

は
不
明
で
あ
る
が
、
回
収
さ
れ
た
交

通
事
故
死
し
た
個
体
の
内
訳
で
い
う
と
、
シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ
の
方
が

圧
倒
的
に
多
い
。

鳥
類

　

町
内
で
見
ら
れ
る
鳥
類
は
二
四
科
四
八
種
で
、
主
な
種
を
観
察
地

別
に
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
（
1
―
2
―
5
）。

1-2-4　ニホンイタチ

場　所 名　称

河川・水田など
の水辺

オシドリ、マガモ、カルガモ、カワ
ウ、ゴイサギ、アオサギ、ダイサギ、
チュウサギ、コサギ、ケリ、コチド
リ、オオジシギ、タシギ、クサシギ、
タカブシギ、タマシギ、カワセミ

都市部・公園

ドバト（カワラバト）、キジバト、ア
オバト、ハシボソガラス、ハシブトガ
ラス、シジュウカラ、ツバメ、ヒヨド
リ、メボソムシクイ、メジロ、ムクド
リ、ツグミ、ジョウビタキ、オオル
リ、スズメ、キセキレイ、ハクセキレ
イ、セグロセキレイ、カワラヒワ

畑地・雑木林・
社寺林

キジ、トビ、ハイタカ、オオタカ、ノ
スリ、オオコノハズク、チョウゲンボ
ウ、モズ、トラツグミ、シロハラ

1-2-5　町内で見られる野鳥一覧（観察地別）
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チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ　
ハ
ヤ
ブ
サ
科
の
鳥
で
、
農
耕
地
・
河
川
敷
の
草

地
・
埋
立
地
な
ど
の
荒
地
に
生
息
す
る
。
主
に
ハ
タ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

小
型
哺
乳
類
の
ほ
か
、
小
鳥
類
・
昆
虫
類
・
両
生
類
・
は
虫
類
な
ど

も
捕
食
す
る
。
町
北
部
に
あ
る
ご
み
焼
却
処
理
場
の
江
南
丹
羽
環
境

管
理
組
合
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
の
建
屋
を
二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
一

年
ほ
ど
ね
ぐ
ら
や
生
活
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
た
（
1
―
2
―
6
）。

ま
た
、
大
口
町
役
場
周
辺
（
下
小
口
地
区
）
上
空
を
飛
翔
し
て
い
る

と
こ
ろ
（
1
―
2
―
7
）
も
目
撃
さ
れ
て
お
り
、
餌
と
な
る
小
動
物
が

い
る
見
晴
ら
し
の
良
い
農
耕
地
が
多
い
地
域
で
た
び
た
び
目
撃
さ
れ

る
。

オ
オ
タ
カ　
平
地
か
ら
山
地
の
林
、
農
耕
地
な
ど
に
生
息
し
、
近
年

は
市
街
地
の
公
園
や
社
寺
林
な
ど
で
繁
殖
す
る
例
も
あ
る
。
鳥
類
の

ほ
か
小
動
物
や
ウ
サ
ギ
や
テ
ン
な
ど
も
捕
食
す
る
。
町
の
北
部
地
域

で
は
、
飛
翔
し
て
い
る
姿
や
、
農
耕
地
や
緑
地
な
ど
に
お
り
た
ち
ド

バ
ト
や
サ
ギ
類
を
捕
食
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
ま
れ
に
目
撃
さ
れ

て
い
る
（
1
―
2
―
8
）。

タ
マ
シ
ギ　
環
境
省
・
愛
知
県

と
も
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
種
で
、
平
野
部
の
淡

水
湿
地
、
主
に
水
田
で
繁
殖
す

る
が
、
繁
殖
場
所
と
し
て
あ
る

程
度
の
面
積
の
あ
る
水
田
を
必

要
と
す
る
。
夜
間
に
人
工
光
や

騒
音
の
少
な
い
環
境
が
必
要
で
、
都
市
化
や
道
路
建
設
に
よ
り
生
息

に
適
し
た
環
境
が
消
失
し
続
け
て
お
り
、
近
年
急
激
に
生
息
数
が
減

少
し
て
い
る
。
秋
田
地
区
で
、
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

は
虫
類
・
両
生
類

　

大
口
町
は
、
水
田
や
農
業
水
路
な
ど
の
水
辺
環
境
が
多
い
地
域
な

の
で
、
水
辺
に
依
存
す
る
種
類
が
多
く
確
認
で
き
る
。

　

町
内
で
見
ら
れ
る
は
虫
類
は
一
二
種
で
、
両
生
類
は
四
種
で
あ
る
。

1-2-6
チョウゲンボウ

1-2-7
町役場上空を飛翔する

チョウゲンボウ

1-2-8　ハトを捕食するオオタカ
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ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ　
日
本
固
有
種

で
、
国
内
で
は
、
本
州
中
部
か
ら
西

部
に
か
け
て
の
地
域
・
四
国
・
九
州

に
分
布
す
る
。
水
生
昆
虫
や
甲
殻
類

な
ど
を
食
べ
る
（
1
―
2
―
9
）。
環

境
省
・
愛
知
県
で
は
準
絶
滅
危
惧
種

と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
生
息
適

地
の
喪
失
、
外
来
動
物
に
よ
る
捕
食

や
生
活
の
圧
迫
な
ど
に
よ
り
個
体
数

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
内

で
は
、
尾
張
東
部
丘
陵
か
ら
三
河
地

方
・
渥
美
半
島
・
知
多
半
島
に
分
布

し
、
濃
尾
平
野
の
低
地
部
に
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
が
、
小
さ
な
個
体
群
が

い
く
つ
か
あ
る
。
町
で
は
、
五
条
川
・

合
瀬
川
と
い
っ
た
河
川
や
水
路
な
ど

で
泳
い
で
い
る
姿
が
ま
れ
に
見
ら
れ
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
は
用

水
路
で
幼
体
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
（
1
―
2
―
10
）。
一
方
、
河
川
・

水
路
な
ど
で
見
か
け
る
カ
メ
と
し
て
は
外
来
種
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ

ミ
ミ
ガ
メ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
晴
天
の
日
に
は
、
五
条
川
・
合
瀬
川

な
ど
の
護
岸
や
中
州
な
ど
で
複
数
個
体
が
集
ま
り
甲
羅
干
し
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ　
日
本
固
有
種
で
、
顎
の
後
ろ
に
毒
腺
を
持
ち
、
こ
の

毒
と
は
別
に
頸け

い

部ぶ

の
皮
膚
の
下
に
も
毒
腺
を
持
つ
ヘ
ビ
で
あ
る
。
か

つ
て
は
水
田
に
多
い
カ
エ
ル
食
の
代
表
格
で
あ
っ
た
が
、
農
薬
の
使

用
や
餌
と
な
る
カ
エ
ル
類
の
減
少
、
土
地
改
良
に
よ
る
乾
田
化
、
交

通
事
故
死
な
ど
で
県
内
の
減
少
傾
向

は
顕
著
で
あ
り
、
平
野
部
で
は
ほ
と

ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
町
内
で
は
、
河
北
地
区

の
水
田
や
そ
の
周
辺
の
合
瀬
川
の
河

川
敷
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
（
1
―
2
―
11
）。
そ
の
他
有
毒
ヘ

ビ
で
は
、
ニ
ホ
ン
マ
ム
シ
も
同
じ
地

域
で
生
息
を
確
認
し
て
い
る
。

ナ
ゴ
ヤ
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル　
町
内
の
水
田
や
そ
の
周
辺
の
水
辺
環
境
で

見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
固
有
種
で
東
海
か
ら
近
畿
、
中
国

地
方
に
分
布
す
る
。
生
息
地
で
あ
る
水
辺
環
境
の
減
少
・
喪
失
に
よ

1-2-9　ニホンイシガメ

1-2-11　ヤマカガシ

1-2-10　ニホンイシガメの幼体
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り
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
環
境
省
・
愛
知
県
に
よ
っ
て
絶
滅
危

惧
種
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
よ
り
ず
ん
ぐ
り

し
た
体
型
で
あ
る
。
本
種
は
水
辺
か
ら
は
な
れ
な
い
傾
向
が
強
く
、

一
生
を
通
じ
て
低
湿
地
で
生
活
す
る
。

　

土
地
開
発
や
住
宅
開
発
に
よ
り
湿
地
・
水
田
と
い
っ
た
貴
重
な
水

辺
環
境
が
喪
失
し
生
息
地
が
減
少
し
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
ら
の
絶
滅

危
惧
種
に
限
ら
ず
、
水
辺
環
境
に
依
存
し
て
い
る
多
く
の
在
来
の
は

虫
類
・
両
生
類
は
今
後
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
。

魚
類

　

大
口
町
北
部
地
域
の
五
条
川
と
合
瀬
川
、
そ
の
周
辺
の
農
業
水
路
・

水
田
・
湿
地
な
ど
で
確
認
で
き
た
魚
類
な
ど
を
一
覧
と
し
て
示
し
た

（
1
―
2
―
12
）。
魚
類
は
、
二
一
種
で
、
コ
イ
・
ギ
ン
ブ
ナ
・
オ
イ
カ

ワ
・
ヌ
マ
ム
ツ
・
タ
モ
ロ
コ
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
ナ
マ
ズ
な
ど
は
普
通
に

よ
く
見
ら
れ
る
が
、
ヤ
リ
タ
ナ
ゴ
・
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
・
カ
ワ
ヒ
ガ

イ
・
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
・
ミ
ナ
ミ
メ
ダ
カ
は
五
条
川
で
単
体
又
は
数
個

体
の
み
生
息
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
、
現
在
よ
く
見
ら
れ
る
種
と
は

い
え
ず
詳
し
い
生
息
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
外
来
種
で
は
、

オ
オ
ク
チ
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
・
カ
ダ
ヤ
シ
・
カ
ム
ル
チ
ー
が
見
ら

れ
る
。

ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ　

町
内
で
は
、
水
田
周
辺
の
水
路
内
の
サ

ラ
サ
ラ
と
し
た
砂
地
に
生
息
し
て
い
る

（
1
―
2
―
13
）。
オ
ス
の
体
長
は
五
㎝
・

メ
ス
は
七
㎝
で
東
海
地
方
（
静
岡
西
部

と
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
の
伊
勢

湾
流
入
河
川
の
み
）
に
分
布
し
、
た
め

池
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
水
路
、
水
田
地

1-2-13　トウカイコガタスジシマドジョウ

種　類 名　称

魚　類

コイ、ギンブナ、ヤリタナゴ、カワバ
タモロコ、オイカワ（シラハエ）、ヌ
マムツ、モツゴ、カワヒガイ、タモロ
コ、カマツカ、ドジョウ、トウカイコ
ガタスジシマドジョウ、ナマズ、カダ
ヤシ、ミナミメダカ、ブルーギル、オ
オクチバス、ヌマチチブ、カワヨシノ
ボリ、カムルチー、ニホンウナギ

貝　類

スクミリンゴガイ、マルタニシ、ヒメ
タニシ、マツカサガイ、カワニナ、マ
シジミ、タイワンシジミ、トンガリサ
サノハガイ

その他
水生生物

チスイビル、ウマビル、ミナミヌマエ
ビ、スジエビ、アメリカザリガニ、モ
クズガニ、ミズムシ、カイエビ、カブ
トエビ類、ホウネンエビ

1-2-12　町内で見られる魚類・貝類・その他水生生物一覧
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帯
の
河
川
に
生
息
す
る
。
丘
陵
地
か
ら
平
野
部
の
水
田
地
帯
に
広
く

生
息
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
生
息
地
の
開
発
、
水
質
の
悪
化

な
ど
に
よ
り
絶
滅
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い
。

カ
ム
ル
チ
ー　
通
称
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
。
大
型
の
肉
食
魚

で
あ
り
、
魚
類
・
両
生
類
・
哺
乳
類
な
ど
を
捕
食
す
る
。
日
本
へ
は

朝
鮮
半
島
及
び
中
国
大
陸
な
ど
か
ら
一
九
二
〇
年
代
頃
持
ち
込
ま
れ

た
。
町
民
の
話
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
頃
の
町
内
の
た
め
池
で
は
よ

く
見
ら
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
る
こ
と
が
な

く
、
五
条
川
で
ま
れ
に
姿
を
見
か
け
る
程
度
で
あ
る
。
本
種
の
ほ
か

に
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
や
コ
ウ
タ
イ
な
ど
の
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
科

の
魚
も
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
カ
ム
ル
チ
ー
以
外
の
種
の

生
息
は
県
内
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

貝
類

　

水
田
や
水
路
内
に
お
い
て
、
在
来
種
で
は
、
マ
ル
タ
ニ
シ
・
ヒ
メ

タ
ニ
シ
・
マ
シ
ジ
ミ
が
、
そ
し
て
外
来
種
で
は
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
、

タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
一
部
の
水
路
で
は
数
は
少

な
い
が
、
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
・
ト
ン
ガ
リ
サ
サ
ノ
ハ
ガ
イ
な
ど
の
在
来

性
の
希
少
な
二
枚
貝
が
確
認
で
き
た
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ　
南
米
原
産
で
一
九
八
〇
年
代
頃
に
食
用
の
た

め
ア
ジ
ア
各
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
と
呼
ば

れ
、
流
れ
の
緩
や
か
な
水
路
・
細
流
・
湖
沼
・
水
田
な
ど
比
較
的
水

温
が
上
が
り
や
す
い
淡
水
域
を
好
む
よ
う
で
あ
る
。
町
内
の
水
田
や

水
路
に
大
繁
殖
し
て
お
り
、
産
卵
期
に
は
、
ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
が
水

田
・
水
路
内
の
壁
面
、
稲
穂
な
ど
陸
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
産
み
つ

け
ら
れ
て
い
る
（
1
―
2

―
14
）。
本
種
が
県
内
に

移
入
・
定
着
し
た
の

は
、
一
九
八
五
年
頃
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
町
内
で
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
正
確
な

年
代
は
不
明
で
あ
る
。

昆
虫
類

　

昆
虫
類
は
全
体
の
種
数
が
多
く
、
県
内
だ
け
で
も
記
録
種
は
、
二

九
目
五
二
二
科
一
万
四
四
三
種
と
な
る
。
体
が
小
さ
く
様
々
な
自
然

環
境
に
生
息
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
全
体
数
を
把
握
す
る
た
め
に
は

十
分
な
人
員
・
経
費
・
期
間
・
機
材
な
ど
も
確
保
し
、
各
昆
虫
の
生 1-2-14　スクミリンゴガイの卵塊

第二章　生物　 18

第一編　自然



態
や
生
息
環
境
な
ど
に
合
わ
せ
た
調
査
方
法
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
河
北
地
区
の
北
部
地
域
周
辺
に
あ
る
自
然
環
境
（
五

条
川
・
合
瀬
川
の
河
川
敷
・
水
田
の
畔
・
畑
地
・
休
耕
田
・
緑
地
・

土
中
・
雑
木
林
な
ど
）
を
中
心
に
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
主
と

し
て
昆
虫
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
し
た
地
域
内

で
は
な
い
が
、
町
内
の
特
定
の
竹
や
ぶ
に
お
い
て
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
生

息
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

　

調
査
の
結
果
、
八
目
五
九
科
一
四
〇
種
の
昆
虫
が
確
認
で
き
た
が
、

種
数
が
多
い
た
め
、
主
な
昆
虫
を
種
類
別
に
ま
と
め
た
（
1
―
2
―

15
）。
河
川
敷
や
土
手
な
ど
で
は
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
・
キ
タ
テ
ハ
・
ツ

マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
・
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
・
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
・

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ
・
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

な
ど
が
、
草
地
で
は
、
オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
・
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
・
ト
ノ

サ
マ
バ
ッ
タ
が
、
水
田
・
水
路
内
で
は
、
ア
メ
ン
ボ
・
ヒ
メ
ガ
ム
シ
・

ハ
イ
イ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
水
生
昆
虫
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
雑

木
林
内
の
樹
木
に
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
・
コ
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ナ
ブ
ン
な

ど
が
樹
液
を
求
め
て
集
ま
り
、
樹
木
の
根
本
や
落
葉
な
ど
が
堆
積
し

た
腐
葉
土
中
な
ど
に
は
、
セ
ン
チ
コ
ガ
ネ
・
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
な
ど

徘は
い

徊か
い

性
の
昆
虫
が
見
ら
れ
た
。

目　名 科・種数 主な昆虫

トンボ目 5科8種 ハグロトンボ、アジアイトトンボ、ギンヤンマ、ナツアカネ、アキア
カネ、ウスバキトンボ、シオカラトンボ

バッタ目 6科12種 エンマコオロギ、ケラ、クサキリ、クビキリギリス、ツユムシ、ト
ノサマバッタ、オンブバッタ、ツチイナゴなど

カマキリ目 1科4種 コカマキリ、オオカマキリ、カマキリ、ハラビロカマキリ、ムネア
カハラビロカマキリ

カメムシ目 11科22種 ニイニイゼミ、クマゼミ、コオイムシ、マツモムシ、シマアメンボ、
アカシマサシガメ、キマダラカメムシ、アカスジカメムシなど

コウチュウ目 16科47種 アトワアオゴミムシ、ハイイロゲンゴロウ、ヒメガムシ、コクワガタ、
カブトムシ、ヤマトタマムシ、アオドウガネ、キボシカミキリなど

ハエ目 5科7種 アオメアブ、ホソヒラタアブ、シマアシブトハナアブ、ミスジミバ
エ、メスアカケバエなど

チョウ目
チョウ類 4科15種 アオスジアゲハ、アゲハ、ミヤマカラスアゲハ、キタキチョウ、キ

タテハ、ツマグロヒョウモン、ゴマダラチョウ、ヤマトシジミなど
チョウ目ガ類 5科7種 ホタルガ、カノコガ、シロヒトリ、クロホウジャクなど

ハチ目 6科18種
クロアナバチ、オオセイボウ、フタモンアシナガバチ、コガタスズメ
バチ、ニホンミツバチ、セイヨウミツバチ、タイワンタケクマバチな
ど

1-2-15　町内で見られる主な昆虫類
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ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン　
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科
に
分
類
さ
れ
る
チ
ョ
ウ

の
一
種
で
あ
る
。
南
方
系
の
チ
ョ
ウ
で
世
代
を
重
ね
な
が
ら
生
息
域

が
北
上
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
県
西
部
で
記
録
が
増
す
よ
う
に
な
り
、

数
年
後
に
は
県
内
の
広
範
囲
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幼
虫
は
、

パ
ン
ジ
ー
を
は
じ
め
園
芸
品
種
の
ス
ミ
レ
類
を
広
く
食
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
栽
培
地
域
の
拡
大
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る
冬
季
の
最

低
気
温
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て
生
息
域
が
拡
大
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
本
種
は
、
調
査
地
に
限
ら
ず
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
確

認
で
き
る
。

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ　

ミ
ツ
バ
チ
科
に
属
す
る
ハ

ナ
バ
チ
類
の
一
種
で
あ
る

（
1
―
2
―
16
）。
体
長
は
二

二
㎜
～
二
八
㎜
で
、
竹
の

中
に
穴
を
作
っ
て
幼
虫
を

育
て
る
。
中
国
産
の
輸
入
竹
か
ら
侵
入
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
発
見
以
来
、
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、

在
来
種
の
キ
ム
ネ
ク
マ
バ
チ
や
そ
の
他
の
花
粉
を
利
用
す
る
昆
虫
と

の
競
合
や
竹
材
活
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。
調
査
地
で
は
、

五
条
川
や
合
瀬
川
河
川
敷
、
緑
地
帯
な
ど
で
確
認
で
き
た
。

オ
オ
セ
イ
ボ
ウ　
セ
イ
ボ
ウ
科
に
分
類
さ
れ
る
寄
生
蜂
（
昆
虫
の
体

内
に
寄
生
す
る
ハ
チ
）
の
一
種
で
あ
る
（
1
―
2
―
17
）。
体
長
は
七

㎜
～
二
十
㎜
で
色
彩
は
変
化
に
富
み
、
紫
薫
色
か
ら
青
緑
色
、
頭
部

及
び
体
側
部
は
緑
金
色
に
な

る
個
体
も
あ
る
。
花
に
や
っ

て
く
る
。
幼
虫
は
ス
ズ
バ

チ
・
ト
ッ
ク
リ
バ
チ
な
ど
の

巣
に
寄
生
し
て
育
つ
。
五
条

川
の
河
川
敷
の
草
地
周
辺
を

飛
翔
し
て
い
た
。

キ
マ
ダ
ラ
カ
メ
ム
シ　
カ
メ
ム
シ
科
に
分
類
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
の
一

種
。
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
帰
化
種
で
、
サ
ク
ラ
・
カ
キ
な

ど
の
樹
木
に
寄
生
す
る
。
近
年
分
布
が
急
速
に
北
上
・
拡
大
し
て
お

り
、
県
内
で
は
二
〇
一
一
年
に
名
古
屋
市
瑞
穂
区
で
最
初
に
確
認
さ

れ
た
。
他
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
植
栽
樹
と
共
に
持
ち
込
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

1-2-16
タイワンタケクマバチ

1-2-17　オオセイボウ
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コ
オ
イ
ム
シ　
コ
オ
イ
ム
シ
科
に
分
類
さ
れ
る
カ
メ
ム
シ
の
一
種
で
、

体
長
は
一
七
㎜
～
二
〇
㎜
で
、
体
は
扁へ

ん

平ぺ
い

で
卵
型
で
あ
る
。
巻
き
貝

や
昆
虫
類
を
食
べ
る
。
名
前
の
通
り
、
メ
ス
が
オ
ス
の
背
中
に
卵
を

産
み
付
け
、
オ
ス
が
背
中
に
卵
を
背
負
っ
て
孵
化
す
る
ま
で
守
る
。

水
草
の
多
い
溜た

め
池
、
水
田
地
帯
の
素
掘
り
の
水
路
、
休
耕
田
や
湿

地
の
浅
い
水
た
ま
り
、
河
川
の
ワ
ン
ド
な
ど
に
生
息
す
る
。
環
境
省

の
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
で
は
、
比
較
的
産

地
・
個
体
数
は
多
い
。

ヒ
メ
ボ
タ
ル　
ホ
タ
ル
科
に
分
類
さ
れ
る
コ
ウ
チ
ュ
ウ
の
一
種
で
あ

る
（
1
―
2
―
18
・
19
）。
今
回
の
調
査
対
象
地
域
で
は
な
い
が
、
町
内

の
特
定
の
竹
や
ぶ
で
見
ら
れ
る
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

と
違
い
、
成
虫
・
幼
虫
と
も
に
陸
上
で
生
活
す
る
ホ
タ
ル
で
あ
り
、

小
型
（
五
・
五
㎜
～
九
・
五
㎜
）
だ
が
光
は
強
く
金
色
に
短
く
点
滅

す
る
。

　

町
内
で
は
、
竹
や
ぶ
内
を
毎
年
五
月
中
旬
頃
、
一
週
間
程
度
の
短

期
間
に
発
光
し
な
が
ら
飛
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
地

元
住
民
の
話
で
は
、
年
々
飛
翔
し
て
い
る
個
体
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
土
地
開
発
に
よ
る
、
竹
や
ぶ
の
減
少
や
街
路

灯
の
整
備
な
ど
の
都
市
化
に
よ
り
、
生
息
地
の
周
辺
環
境
が
変
化
し

た
こ
と
が
そ
の
一
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
確
認
場
所

は
生
息
地
保
全
の
観
点
か
ら
非
公
開
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
の
他
に
、
か
つ
て
木
津
用
水
を

は
じ
め
町
内
の
河
川
な
ど
で
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が

飛
翔
し
て
い
る
姿
が
目
撃
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
二
三
年
現
在
両
種

と
も
に
野
生
下
で
の
生
息
は
確
認
で
き
な
い
。

1-2-18　ヒメボタル

1-2-19　ヒメボタル（腹側）
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第
二
節
　
町
民
が
残
し
た
野
生
動
物
の
記
録

	

　

町
民
が
町
内
の
野
生
動
物
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に
記
録
を
残

し
た
事
例
や
、
町
民
が
野
生
動
物
と
の
か
か
わ
り
や
当
時
の
風
景
な

ど
の
記
憶
を
コ
ラ
ム
形
式
で
ま
と
め
た
事
例
な
ど
を
紹
介
す
る
。

「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」（
近
藤
豊
治
氏
作
）

　

余
野
地
区
在
住
だ
っ
た
近
藤
豊
治
氏
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
八

年
）
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
の
夏
に
、
養
蚕
や
田
の
草

取
り
を
す
る
昼
休
み
の
合
間
に
、
採
取
し
た
昆
虫
を
標
本
化
し
、
そ

れ
を
一
枚
の
絵
画
（
横
一
〇
一
㎝
×
縦
七
一
㎝
）
と
し
て
描
き
上
げ

た
。

　
「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」
と
題
さ
れ
、

チ
ョ
ウ
類
を
は
じ
め
一
〇
三
個
体
の
昆
虫
が
原
寸
大
で
精せ

い

緻ち

に
描
か

れ
て
い
る
（
1
―
2
―
20
）。

　

内
訳
と
し
て
は
、
チ
ョ
ウ
・
ガ
類
が
三
六
個
体
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類

（
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
・
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
・
ホ
タ
ル
な
ど
の

仲
間
）
が
三
六
個
体
、
ハ
チ
類
が
一
三
個
体
、
ト
ン
ボ
類
が
一
〇
個

体
、
ハ
エ
類
が
五
個
体
、
カ
メ
ム
シ
類
（
セ
ミ
）
が
三
個
体
で
あ
る
。

1-2-20　「丹羽郡大口村大字余野周辺採集昆虫写生図」（大口町教育委員会所蔵）
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カ
ブ
ト
ム
シ
・
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
・
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
ナ

ミ
ア
ゲ
ハ
・
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ

な
ど
、
描
か
れ
て
い
る
昆
虫
の
多
く
は
現
在
で
も
県
内
で
一
般
的
に

見
ら
れ
る
昆
虫
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
下
方
に
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
の
一
種
で
「
キ
ベ
リ
マ
ル
ク
ビ

ゴ
ミ
ム
シ
」（
1
―
2
―
21
）
と
呼
ば
れ
る
昆
虫
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ

の
昆
虫
は
『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
―
動
物
編
―
』

に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類
（
ご
く
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の
危

険
性
が
極
め
て
高
い
も
の
）
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
こ
の
五
十
年
ほ
ど
の
間
、
生
息
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す

で
に
絶
滅
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
県
内
で

は
庄
内
川
河
川
敷
、
名
古
屋
市
内
各
地
な
ど
で
採
集
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
は
平
野
部
に
お
い
て
普
通
に
見
ら
れ
た
が
、
以
降

県
内
で
は
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
昆
虫
で
あ
り
、
絵
画

が
制
作
さ
れ
た
一
九
四
八
年
時
点
で
は
、
余
野
地
区
に
本
種
が
生
息

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
・
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
（
1
―
2
―
22
）

な
ど
、
町
内
に
お
い
て
野
生
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
昆
虫
も
描
か

れ
て
お
り
、
当
時
の
余
野
地
区
に
生
息
し
て
い
る
昆
虫
層
を
知
る
上

で
貴
重
な
絵
画
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

一
〇
三
個
体
中
八
七
個
体
の
昆
虫
の
種
名
を
特
定
し
た
が
、
一
六

個
体
（
チ
ョ
ウ
類
三
個
体
、
ガ
類
二
個
体
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
二
個
体
、

ハ
チ
類
二
個
体
、
ト
ン
ボ
類
二
個
体
、
ハ
エ
類
五
個
体
）
は
、
形
態

や
模
様
以
外
に
、
裏
側
の
模
様
や
、
体
内
に
あ
る
諸
器
官
を
調
べ
る

な
ど
し
な
け
れ
ば
種
の
特
定
は
難
し
い
。

　

こ
の
絵
画
は
、
近
藤
氏
の
没
後
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
十

一
月
二
十
一
日
に
遺
族
に
よ
っ
て
町
へ
寄
付
さ
れ
、
二
〇
二
三
（
令

和
五
）
年
現
在
、
大
口
町
中
央
公
民
館
二
階
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。

1-2-21　キベリマルクビゴミムシ

1-2-22　ゲンジボタル
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『
余
野
の
タ
ヌ
キ
　
ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
』（
近
藤
俊
夫
氏
作
）

　

余
野
地
区
在
住
だ
っ
た
近
藤
俊
夫
氏
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
七

年
）
は
、
地
元
の
休
耕
田
に
お
い
て
野
生
の
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ
や
ホ
ン

ド
タ
ヌ
キ
を
撮
影
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
1
―
2
―
23
・
24
）。

　

そ
の
写
真
は
、
中
日
新
聞
（
一
九
八
七
年
七
月
二
十
九
日
尾
張
版
七

頁
）
に
「
タ
ヌ
キ
の
親
子
連
れ 

執
念
で
撮
影
成
功
」
と
の
見
出
し
で

紹
介
さ
れ
、
撮
影
に
至
る
経
緯
も
含
め
て
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
藤
氏
は
そ
の
写
真
を
使
用
し
て
『
余
野
の
タ
ヌ
キ　

ポ

ン
子
と
ポ
ン
太
』（
1
―
2
―
25
）
と
い
う
本
を
制
作
し
た
。

　

こ
の
絵
本
で
は
、
タ
ヌ
キ
を
ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
と
名
付
け
、
子
育

て
か
ら
、
こ
の
地
を
去
っ
て
い
く
ま
で
の
数
か
月
間
に
つ
い
て
、
撮

影
し
た
写
真
を
も
と
に
、「
お
じ
さ
ん
」
と
「
ポ
ン
子
」「
ポ
ン
太
」

の
出
会
い
か
ら
別
れ
ま
で
を
物
語
と
し
て
書
い
て
い
る
。
文
章
を
自

ら
執
筆
し
、
写
真
を
直
接
貼
り
付
け
た
手
作
り
の
本
は
、
町
内
の
小

学
校
に
教
材
と
し
て
提
供
さ
れ
、
大
口
町
教
育
委
員
会
に
も
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
や
絵
本
は
、
当
時
の
余
野
地
区
に
生
息
し
て
い
た

タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
な
ど
の
生
活
史
や
、
当
時
の
野
生
動
物
を
と
り
ま

く
余
野
地
区
の
自
然
環
境
の
あ
り
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

1-2-23　タヌキの兄弟（1987年撮影）

1-2-24　キツネの親子（1987年撮影）1-2-25　『余野のタヌキ　ポン子とポン太』
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こ
こ
で
は
、
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
昔
の
町
内
の
自
然
に
関
す
る

思
い
出
な
ど
を
コ
ラ
ム
形
式
で
紹
介
す
る
。
町
内
で
は
も
う
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
風
景
や
生
き
も
の
な
ど
が
登
場
す
る
の
で
興
味
深
い
。

　
「
ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
と
貝
と
り
」
は
、
外
坪
地
区
の
住
民
に
よ
る
一
九

五
〇
年
頃
の
思
い
出
話
で
あ
る
。
そ
の
住
民
は
当
時
、
小
学
生
だ
っ
た
。

　
「
ラ
イ
ギ
ョ
」
と
は
「
カ
ム
ル
チ
ー
」（
1
―
2
―
26
）
の
こ
と
を
指

す
と
思
わ
れ
る
（
第
一
編
第
二
章
第
一
節
）。

　
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
や
「
ド
ウ
ビ

ン
」
は
淡
水
性
の
二
枚
貝
で
あ

る
。「
ド
ウ
ビ
ン
」
の
正
式
名
称

は
「
ド
ブ
ガ
イ
」
で
あ
り
、
一

般
的
に
泥
臭
く
食
用
に
は
向
か

な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
町

内
で
は
な
い
が
、
水
の
き
れ
い

な
場
所
で
生
息
し
て
い
る
も
の

は
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
と
貝
と
り

　

私
の
子
ど
も
の
頃
、
昭
和
二
十
年
代
は
、
池
や
境
川
（
私
が
住
む
外
坪

地
区
を
流
れ
る
小
川
）
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が

多
い
時
代
で
、
そ
の
横
に
は
池
が
あ
っ
て
魚
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
間
で
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
ラ
イ
ギ
ョ
釣
り
で
、
釣
り
竿
に
、
カ

エ
ル
の
皮
を
む
い
て
針
に
引
っ
掛
け
て
池
に
入
れ
る
と
、
面
白
い
よ
う
に
ラ

イ
ギ
ョ
が
釣
れ
ま
し
た
。　

家
の
空
地
で
、
壁
土
用
の
土
を
掘
る
の
で
池
が

で
き
て
、
そ
こ
に
釣
っ
た
ラ
イ
ギ
ョ
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

父
は
、
台
湾
に
兵
隊
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
ギ
ョ
を
「
タ
イ
ワ

ン
ド
ジ
ョ
ウ
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、
私
も
「
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
」
と

か
「
ソ
ウ
ギ
ョ
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
に
な
っ
て
「
カ
エ
ド
リ
」
の
時
期
に
な
る
と
、
大
人
が
魚
を
取
っ
た

後
に
子
ど
も
が
入
っ
て
フ
ナ
や
モ
ロ
コ
を
捕
っ
て
持
ち
帰
り
、
焼
い
て
串

に
刺
し
て
か
ら
さ
ら
に
干
し
た
も
の
を
祭
り
の
押
し
寿
司
に
乗
せ
た
り
し

ま
し
た
が
、
ラ
イ
ギ
ョ
は
食
べ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　

境
川
で
は
、
貝
も
よ
く
と
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
ウ
レ
ン
や
マ
ン
ノ
を
持
っ

て
い
き
、
黒
く
て
大
き
い
「
ド
ウ
ビ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
二
枚
貝
と

少
し
細
長
い
感
じ
の
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
が
よ
く
取
れ
ま
し
た
。

　
「
カ
ラ
ス
ガ
イ
」
は
、
私
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
が
薄

い
感
じ
で
あ
ま
り
人
気
が
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
実
の
大
き
い
「
ド
ウ

ビ
ン
」
は
持
ち
帰
っ
て
、
家
で
味
噌
あ
え
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
今
で
は
、

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

1-2-26　カムルチー（五条川）
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郷き
ょ
う

愁し
ゅ
う

の
淡
水
魚

　

肥ひ

沃よ
く

な
土
壌
と
清
流
が
結
ば
れ
る
荒
井
の
あ
た
り
は
、
多
様
な
生
き
物

が
生
息
し
て
い
ま
し
た
。
淡
水
魚
の
種
類
も
豊
富
で
、
昔
は
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ

ギ
や
ア
ユ
な
ど
を
見
か
け
ま
し
た
。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
は
、
目
の
後
ろ
に
七

つ
の
え
ら
穴
が
あ
っ
て
口
が
吸
盤
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
面
白
い
魚
で
、

ア
ユ
は
、
秋
ご
ろ
、
木
津
用
水
の
橋
の
下
か
ら
群
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い

る
の
が
見
え
ま
し
た
が
、
と
て
も
賢
い
魚
で
、
子
供
の
こ
ろ
捕
ま
え
よ
う

と
試
み
て
も
、
素
早
く
逃
げ
て
し
ま
う
の
で
、
手
に
負
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

浅
瀬
の
流
れ
が
速
い
所
で
は
、
ハ
ゼ
に
似
た
魚
を
よ
く
見
か
け
、
方
言

で
ス
ナ
ク
ジ
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
背
中
が
ぶ
つ
ぶ
つ
で
動
き
が
鈍

い
ダ
ボ
と
い
う
珍
し
い
魚
や
、
身
体
が
透
き
と
お
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
シ
マ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ア
シ
の
茂
る
水
辺
に
は
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
を
見
か
け
ま

し
た
。
ま
た
、
ウ
シ
の
よ
う
な
鳴
き
声
を
す
る
大
き
な
ウ
シ
ガ
エ
ル
も
見

か
け
、
人
が
あ
ま
り
近
づ
け
な
い
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
よ
う
な
所
で
は
、

背
中
が
黒
く
て
腹
が
赤
い
両
生
類
の
イ
モ
リ
を
見
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ド
ジ
ョ
ウ
は
至
る
所
に
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
り
「
い
ぼ
れ
」
の
水
が

増
す
と
、
ど
こ
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
の
か
一
斉
に
「
い
ぼ
れ
」
の
流
れ
に

向
か
っ
て
泳
ぎ
始
め
ま
す
。
そ
の
時
に
な
る
と
祖
父
は
器
用
に
竹
製
の
「
い

げ
」
を
作
り
、「
い
ぼ
れ
」
に
土
手
を
築
き
、「
い
げ
」
を
仕
掛
け
、
登
る

習
性
の
あ
る
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。「
い
げ
」
に
は
「
あ
ご
」

と
呼
ば
れ
る
一
度
魚
が
中
に
入
る
と
再
び
外
へ
出
ら
れ
な
い
工
夫
が
施
さ

れ
て
い
て
、
と
て
も
多
く
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
い
た
の
が
面
白
か
っ

た
で
す
。
捕
ま
え
た
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
料
理
の
材
料
と
な
り
ま
す
。
ぬ
め
り

と
泥
臭
さ
を
取
り
除
き
、
身
を
引
き
締
め
る
た
め
赤
唐
辛
子
を
い
く
つ
か

瓶
に
放
り
込
み
、
毎
日
、
水
を
取
り
替
え
て
い
ま
し
た
。
ド
ジ
ョ
ウ
の
料

理
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
代
表
的
な
も
の
は
ド
ジ
ョ
ウ
鍋
で
、
冬と
う

瓜が
ん

と

ド
ジ
ョ
ウ
を
濃
い
味
噌
で
煮
込
み
ネ
ギ
を
刻
ん
で
た
べ
る
独
特
の
田
舎
料

理
で
す
。
寒
い
と
き
に
は
あ
っ
た
ま
る
の
で
大
変
う
れ
し
い
料
理
で
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

石
諸
子
（
イ
シ
モ
ロ
コ
）

　

木
曽
川
水
系
で
魅
力
的
な
淡
水
魚
は
「
石い
し

諸も
ろ

子こ

」
で
す
。
形
は
ア
ユ
に

似
て
、
成
魚
で
も
せ
い
ぜ
い
一
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
川
石
の
下
に
身
を
隠

し
、
な
か
な
か
人
目
に
つ
き
ま
せ
ん
。
腹
部
に
黄
色
い
模
様
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
大
変
美
し
く
、
秋
落
ち
の
木
津
用
水
で
こ
の
石
諸
子
を
捕
ま
え
る

こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
石
の
下
に
は
、
石
諸
子
の
ほ

か
に
、
ア
カ
ザ
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
魚
も
潜
ん
で
い
て
、
ア
カ
ザ
を
私

達
は
「
赤あ
か

鯰な
ま
ず」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ア
カ
ザ
の
口く
ち

髭ひ
げ

あ
た
り
に
触

れ
る
と
蜂
に
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
が
走
り
、
こ
い
つ
に
は
大
変
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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「
郷
愁
の
淡
水
魚
」・「
石
諸
子
」
は
、
共
に
中
小
口
地
区
の
住
民

が
、
小
学
生
で
あ
っ
た
一
九
四
五
年
頃
の
生
き
物
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
話
で
あ
る
。

　

コ
ラ
ム
に
登
場
す
る
多
様
な
生
物
の
中
に
は
、
標
準
和
名
で
は
な

く
当
時
の
地
方
名
や
俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
種
も
多
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
図
鑑
で
確
認
し
、
コ
ラ
ム
の
語
り
手
に
聞
き
取
り
調
査
を
し

て
俗
称
を
現
在
の
標
準
和
名
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
、「
ス
ナ
ク
ジ
」

と
は
「
カ
マ
ツ
カ
」、「
ダ
ボ
」
は
「
ド
ン
コ
」、「
シ
マ
メ
ド
ジ
ョ
ウ
」

は
「
ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
」、「
イ
モ
リ
」
は
「
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
」、「
イ
シ
モ
ロ
コ
」
と
は
「
モ
ツ
ゴ
」
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
コ
ラ
ム
に
登
場
す
る
動
物
を
ま
と
め
る
と
、
ヤ
ツ
メ

ウ
ナ
ギ
（
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
）・
ア
ユ
・
カ
マ
ツ
カ
・
ド
ン
コ
・
ト
ウ
カ
イ

コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
・
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
・
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ

リ
・
ウ
シ
ガ
エ
ル
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
モ
ツ
ゴ
・
ア
カ
ザ
と
な
り
魚
類
が

九
種
、
両
生
類
が
二
種
で
あ
る
。
ド
ジ
ョ
ウ
・
ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス

ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
・
カ
マ
ツ
カ
・
カ
ワ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
・
ウ
シ
ガ
エ
ル
・

モ
ツ
ゴ
は
二
〇
二
三
年
に
お
い
て
も
町
内
の
河
川
や
水
田
周
辺
の
用

排
水
路
な
ど
の
水
辺
環
境
で
よ
く
見
ら
れ
る
生
物
で
あ
る
。

　
「
荒
井
」（
1
―
2
―
27
）
と
は
、
上
小
口
地
区
と
中
小
口
地
区
の
境

界
部
に
あ
る
「
荒
井
堰せ

き

」
の
こ
と

で
あ
り
、
こ
こ
は
、
か
つ
て
生
き

物
が
豊
富
に
あ
つ
ま
る
場
所
と
し

て
、
釣
り
を
し
た
り
生
き
物
を
捕

ま
え
た
り
す
る
遊
び
場
と
し
て
有

名
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

家
の
周
り
に
は
排
水
と
し
て
の

役
割
の
あ
る
「
い
ぼ
れ
」
が
掘
っ

て
あ
り
、
そ
こ
に
魚
が
流
入
し
て

く
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、「
い

げ
」（「
う
げ
」
と
も
称
す
）（
1
―

2
―
28
）
と
呼
ば
れ
る
漁
具
を
用
い

て
「
い
ぼ
れ
」
に
土
手
を
築
き
そ

の
魚
を
捕
ま
え
て
食
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ラ
ム
で
は

ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
鍋
に
し
て

食
べ
た
と
あ
る
。

　

当
時
の
荒
井
堰
に
お
け
る
自
然

環
境
の
豊
か
さ
、
生
物
の
多
様
性

が
こ
れ
ら
コ
ラ
ム
か
ら
う
か
が
え

1-2-27　荒井の風景（1960年代頃）
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

1-2-28　いげ（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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る
。
な
お
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
の
荒
井
堰
は
、
常
時
水

量
が
多
く
流
れ
が
速
い
の
で
、
中
に
入
っ
て
泳
い
だ
り
魚
を
捕
ま
え

た
り
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ
る
（
1
―
2
―
29
）。

　

こ
こ
で
、
登
場
し
た
魚
類
の
一
部
に
つ
い
て
写
真
を
掲
載
し
紹
介

す
る
。
モ
ツ
ゴ
（
1
―
2
―
30
）
と
カ
マ
ツ
カ
（
1
―
2
―
31
）
は
町
北

部
地
域
の
五
条
川
水
系
で
捕
獲
し
た
個
体
で
、
ド
ン
コ
（
1
―
2
―
32
）

と
ア
カ
ザ
（
1
―
2
―
33
）
は
江
南
市
北
部
地
域
の
木
曽
川
水
系
に
て

捕
獲
し
た
個
体
で
あ
る
。

1-2-29　荒井堰（2020年 8 月撮影）

1-2-30　モツゴ（五条川）1-2-32　ドンコ（木曽川）

1-2-31　カマツカ（五条川）1-2-33　アカザ（木曽川）
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ホ
タ
ル
の
思
い
出

　

町
で
は
一
九
六
五
年
頃
ま
で
、
五
条
川
や
木
津
用
水
な
ど
の
河
川

周
辺
で
野
生
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
見
ら
れ
、
捕
獲
・

観
賞
が
さ
れ
た
。
麦
わ
ら
で
作
ら
れ
た
「
ホ
タ
ル
籠か

ご

」（
1
―
2
―
34
）

に
ホ
タ
ル
を
捕
獲
し
て
持
ち
帰
り
、
寝
る
時
に
蚊か

帳や

を
つ
っ
て
、
そ

の
中
で
ホ
タ
ル
が
光
を

放
っ
て
飛
び
交
う
の
を

楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
透

明
の
瓶
の
中
に
ホ
タ
ル

を
入
れ
て
観
賞
し
て
い

た
。

1-2-34　ホタル籠
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

ホ
タ
ル
の
思
い
出

　

子
ど
も
の
頃
、
五
条
川
に
も
ホ
タ
ル
が
い
ま
し
た
が
、
茂
み
の
下
の
方

に
い
る
ホ
タ
ル
は
、
捕
ま
え
て
は
い
け
な
い
と
父
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
理

由
を
尋
ね
る
と
「
マ
ム
シ
の
目
が
光
っ
て
、
ホ
タ
ル
と
見
ま
ち
が
え
る
か

ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
種
の
保
存
の
た
め
の
言
い
伝
え
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）

西
小
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
と
ホ
タ
ル

　

大
口
西
小
学
校
の
敷
地
内
に
つ
く
っ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
あ
る
池
に
、
ヘ

イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
を
入
れ
た
の
は
、
平
成
十
三
年
六
月
ご
ろ
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
近
隣
の
住
民
達
で
協
力
し
て
こ
の
活
動
が
始
め
ら
れ
、
私
も

こ
れ
に
賛
同
し
て
一
緒
に
汗
を
流
し
て
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
の
ホ
タ
ル
が
成
虫
と
な
っ
て
飛
び
交
う
の
は
、
う
ま
く
い
っ
た
と
し
て

も
翌
年
の
夏
頃
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
夏
休
み
に
入
っ
た
こ
ろ
、
ビ
オ
ト
ー
プ
で
ホ
タ
ル
が
飛
ん

で
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
ど
う
や
ら
池
の
水
質
が
変
化
し
た
こ

　

寮
に
住
む
女
工
さ
ん
を
誘
っ
て
、
木
津
用
水
に
ホ
タ
ル
を
見
に
行
く
友

達
を
う
ら
や
ま
し
く
見
て
い
ま
し
た
。
若
い
時
の
ち
ょ
っ
と
ほ
ろ
苦
い
思

い
出
で
す
。�

（
昭
和
十
七
年
生
ま
れ
）

　

平
成
十
四
年
の
五
月
か
六
月
の
こ
と
。
夜
、
足
の
悪
い
母
に
付
き
添
っ

て
歩
い
て
い
る
と
、
母
の
肩
に
光
る
も
の
が
止
ま
り
ま
し
た
。
母
は
、

「
あ
ぁ
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
だ
。
ま
だ
い
る
の
ね
ぇ
。
お
父
さ
ん
が
、
迎
え
に
来

た
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。
そ
の
年
の
冬
に
母
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
と
な
っ

て
は
、
母
と
の
大
切
な
思
い
出
で
す
。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）
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ホ
タ
ル
の
飼
育

　

大
口
町
余
野
地
区
に
あ
る
大
口
西
小
学
校
で
は
、
二
〇
〇
一
年
三

月
か
ら
地
域
住
民
ら
と
協
力
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
き
物
が
集
ま
る

空
間
）
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
。
学
校
内
に
ホ
タ
ル
が
生
息
で
き
る

よ
う
、
ビ
オ
ト
ー
プ
「
西
っ
子
の
里
山
」
を
整
備
し
、
専
用
の
飼
育

室
に
て
人
工
飼
育
し
た
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
（
1
―
2
―
35
・
36
）

を
ビ
オ
ト
ー
プ
内
の
池
に
放
流
し
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
も
ホ
タ
ル

が
生
息
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

大
口
西
小
学
校
で
人
工
飼
育
さ
れ
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

と
で
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
の
好
物
で
あ
る
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
が
大
量
発
生

し
、
そ
の
結
果
幼
虫
の
成
長
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
飛
ば
そ
う
と
計
画
し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保

全
活
動
を
さ
れ
て
い
る
御
嵩
町
に
有
志
で
勉
強
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
を
い
た
だ
き
、
夢
中
に
な
っ
て

カ
ワ
ニ
ナ
を
育
て
ま
し
た
。
や
が
て
、
六
月
中
旬
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

飛
び
始
め
、
そ
の
あ
と
に
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
も
飛
び
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ホ
タ
ル
は
、
特
に
蒸
し
暑
く
て
風
の
お
だ
や
か
な
夜
に
よ
く
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
内
に
飛
び
交
う
ホ
タ
ル
を
間
近
で
見
た
り
、

ホ
タ
ル
を
見
に
き
て
く
れ
た
人
達
と
お
話
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

　

最
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
祖
父
母
を
連
れ
て
見
に
来

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
お
年
寄
り
が
、
昔
の
思
い
出
を
孫
に
語
っ
て
い
る

姿
を
見
て
心
が
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
、
こ
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら

思
え
る
瞬
間
で
し
た
。
き
っ
と
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作
り
守
っ
て
き
た
皆
さ

ん
も
同
じ
想
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
）

写
真
二
点
は
大
口
西
小
学
校

よ
り
提
供

1-2-35　ヘイケボタル（幼虫）

1-2-36　ヘイケボタル（成虫）
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の
う
ち
、
主
な
種
を
数
種
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
二

〇
一
九
（
令
和
元
）
年
一
月
か
ら
二
〇
二
二
年
十
二
月
の
間
に
、
現

地
で
の
観
察
・
聞
き
取
り
・
採
集
な
ど
の
方
法
に
よ
り
調
査
・
記
録

し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
種
も
含
め
て
、
巻
末

資
料
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

町
の
主
な
植
物
に
つ
い
て

　

町
内
は
土
地
開
発
が
進
み
、
多
く
の
自
然
植
生
（
そ
の
地
域
本
来

の
自
然
環
境
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
植
生
）
が
失
わ
れ
て
お
り
、

人
為
的
な
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
代
償
植
生
（
人
間
活
動
の
影

響
を
受
け
た
後
に
成
立
し
た
植
生
）
が
多
い
。
町
で
見
ら
れ
る
主
な

植
物
を
1
―
2
―
38
に
ま
と
め
た
。

河
川
環
境
の
植
物

　

五
条
川
や
合あ

い

瀬せ

川
な
ど
の
河
川
内
・
河
川
敷
に
は
、
ヨ
シ
・
ジ
ュ

ズ
ダ
マ
・
オ
ギ
な
ど
背
丈
の
あ
る
湿
性
植
物
が
群
落
（
異
な
る
植
物

が
集
ま
っ
て
生
育
し
て
い
る
ま
と
ま
り
）
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

五
条
川
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
キ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ミ
ゾ
ソ
バ
が
、
巾
下
川

や
境
川
で
は
マ
コ
モ
な
ど
抽
水
性
植
物
（
茎
や
葉
が
水
面
を
突
き
抜

け
て
空
気
中
に
出
る
植
物
）
の
群
落
も
あ
る
。
ま
た
、
五
条
川
の
川

1-2-37　濃尾平野の地形
（『濃尾平野の歴史 1 』より作成）

自然堤防帯

デルタ

各務洪積台地

小
牧
洪
積
台
地

犬
山
扇
状
地

犬
山
扇
状
地

庄
内
川

木
曽
川

揖
斐
川

長
良
川

扇状地

第
三
節
　
植
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町
が
位
置
す
る
濃
尾
平
野
は
、
ほ
ぼ
木
曽
川
・
長
良
川
の
下
流
部

左
岸
か
ら
東
部
の
丘
陵
地
ま
で
の
広
大
な
平
坦
地
で
あ
る
（
1
―
2
―

37
）。
こ
の
地
域
は
開
発
が
進
み
、
ほ
と
ん
ど
が
耕
作
地
や
住
宅
地
で

あ
り
、
比
較
的
自
然
度
が
高
い
箇
所
と
し
て
は
河
川
沿
い
し
か
な
い
。

特
に
木
曽
川
の
河
川
敷
は
発
達
し
、
多
く
の
注
目
す
べ
き
植
物
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
で
植
物
を
多
く
目
に
す
る
主
な
場
所
と
し
て
は
、
五
条
川
を

は
じ
め
と
し
た
諸
河
川
内
や
河
川
敷
と
そ
の
周
辺
の
水
路
・
水
田
・

農
耕
地
な
ど
の
水
辺

を
中
心
と
し
た
環
境

や
、
社
寺
林
・
雑
木

林
・
竹
や
ぶ
・
公
園

な
ど
の
樹
林
や
草
地

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

こ
こ
で
は
、
町
内

で
確
認
で
き
た
植
物
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底
に
は
、
エ
ビ
モ
・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
・
フ
サ
ジ
ュ
ン
サ
イ
が
、
巾
下

川
に
は
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
・
ヤ
ナ
ギ
モ
・
サ
サ
バ
モ
な
ど
沈
水
性
植
物

（
植
物
全
体
が
水
中
に
沈
ん
で
成
長
す
る
植
物
）
の
群
落
が
あ
る
。

　

諸
河
川
の
堤
防
沿
い
に
は
、
ス
ス
キ
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
・

ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
・
チ
ガ
ヤ
・
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
や
、
ク
ズ
・
ヤ
ブ
ガ

ラ
シ
・
ノ
ブ
ド
ウ
・
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
な
ど
の
蔓つ

る

性
植
物
が
お
い
茂
り
、

春
の
堤
防
沿
い
に
は
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
・
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
・

ベ
ニ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
（
1
―
2
―
39
）
が
、
秋
に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
広

範
囲
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

場　所 植物名

河川内 ヨシ・オギ・ジュズダマ・キショウブ・ミゾソバ・マコモ・セキ
ショウモ・オオカナダモ・ハゴロモモ・オオフサモ

河川敷

セイヨウカラシナ・セイヨウアブラナ・ヒガンバナ・エノコログ
サ・ベニバナツメクサ・ススキ・セイタカアワダチソウ・アレチハ
ナガサ・ヒメジョオン・ハルジオン・ノブドウ・ナワシロイチゴ・
クズ・ヤブガラシ・ヘクソカズラ・カナムグラ・ネザサ・セイバン
モロコシ・チガヤ・ヨウシュヤマゴボウ・クララ・ワレモコウ

畑地・水路・水田

ヒメムカシヨモギ・メマツヨイグサ・ギシギシ・ノボロギク・シマ
スズメノヒエ・タチスズメノヒエ・アメリカセンダングサ・コセン
ダングサ・ミズハコベ・オランダガラシ・コナギ・チョウジタデ・
ウキアゼナ・イヌタデ・クサムネ・アオウキクサ・カラスムギ・ノ
チドメ・タガラシ・アレチヌシビトハギ

寺社・雑木林 ヒノキ・アラカシ・クスノキ・サカキ・シラカシ・ヒサカキ・ヤツ
デ・イロハモミジ・エノキ・ケヤキ・コナラ・ムクノキ

住宅地・公園・歩道

マツバウンラン・ナガミヒナゲシ・シロツメクサ・セイヨウタンポ
ポ・オオキンケイギク・スベリヒユ・オランダミミナグサ・オッタ
チカタバミ・ユウゲショウ・ヘラオオバコ・ネジバナ・オドリコソ
ウ・ノボロギク

1-2-38　町内で見られる主な植物一覧

1-2-39　ベニバナツメクサ（外坪）
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畑
地
・
水
路
・
水
田

　

畑
地
の
畔あ

ぜ

道み
ち

や
休
耕
田
な
ど
に
は
、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
・
ギ
シ

ギ
シ
・
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
・
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
な
ど
が
、
水

路
・
水
田
内
に
は
、
コ
ナ
ギ
・
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
・
イ
ヌ
タ
デ
・
ウ
キ

ア
ゼ
ナ
・
ク
サ
ム
ネ
・
ア
オ
ウ
キ
ク
サ
・
タ
ガ
ラ
シ
な
ど
が
広
く
見

ら
れ
る
。

寺
社
・
雑
木
林

　

常
緑
針
葉
高
木
で
あ
る
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
、
ア
ラ
カ
シ
・
ク
ス
ノ

キ
・
シ
ラ
カ
シ
・
サ
カ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
高
木
・
小

高
木
や
、
エ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
・
コ
ナ
ラ
・
ム
ク
ノ
キ
な
ど
の
落
葉
広

葉
高
木
が
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
樹
林
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。

一
部
寺
社
の
周
辺
に
は
水
田
や
雑
草
地
が
広
が
っ
て
い
る
場
所
も
あ

り
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
、
一
定
の
緑
地
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。

住
宅
地
・
公
園
・
歩
道
な
ど

　

市
街
地
で
は
、
道
端
・
空
地
・
人
家
の
庭
な
ど
に
ネ
ジ
バ
ナ
・
カ

タ
バ
ミ
・
ミ
ミ
ナ
グ
サ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
な
ど
の
在
来
性
の
雑
草
の
ほ

か
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
・
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
・

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
な
ど
の
外
来
性
の
植
物
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ヨ
シ　
ア
シ
と
も
い
う
。
湖
沼
や
た
め
池
・
河
川
・
水
路
か
ら
湿
原

ま
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
の
水
域

や
湿
地
に
最
も
普
通
に
生
育
す

る
多
年
生
の
抽
水
～
湿
性
植
物

で
、
地
下
茎
は
地
中
深
く
を
横

に
這は

う
。
花
期
は
八
～
十
月
で

あ
る
。
町
内
の
五
条
川
・
合
瀬

川
な
ど
の
河
川
内
・
河
川
敷
・

土
手
沿
い
な
ど
の
水
辺
環
境
で

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
群
落
を

形
成
し
て
い
る
（
1
―
2
―
40
）。

オ
ギ　
ス
ス
キ
に
よ
く
似
て
い
る
。
ス
ス
キ
は
大
き
な
株
に
な
っ
て

叢そ
う

生せ
い

す
る
が
、
株
と
株
の
連
結
は
な
く
、
オ
ギ
は
地
下
茎
が
横
に
伸

び
節
々
か
ら
茎
が
一
本
ず
つ
単
立
し
連
な
り
、
大
群
落
を
つ
く
る
。

ス
ス
キ
は
乾
い
た
と
こ
ろ
で
も
よ
く
育
つ
が
、
主
に
湿
地
や
水
辺
に

生
育
す
る
。
草
丈
は
一
～
二
・
五
ｍ
で
花
期
は
九
～
十
月
で
あ
る
。

町
内
で
も
、
湿
地
・
休
耕
田
・
河
川
敷
な
ど
の
水
辺
環
境
で
よ
く
見 1-2-40　ヨシ（河北）
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ら
れ
る
（
1
―
2
―
41
）。

茎
は
丈
夫
で
七
月
下
旬

頃
に
町
内
で
お
こ
な
わ

れ
る
輪
く
ぐ
り
（
第
三

編
第
四
章
第
二
節
）
の

材
料
の
一
つ
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
。

マ
コ
モ　
オ
ギ
と
同
じ
く
、
輪
く
ぐ
り
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
植
物
で
、
巾
下
川
や
境
川
な
ど
一
部
の
河
川
内
に
広
く

群
落
が
見
ら
れ
る
（
1
―
2
―
42
）。
低
地
の
水
辺
に
生
育
す
る
大
形

の
多
年
生
草
本
で
、
株
の
基
部
は
水
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
イ
ネ

科
植
物
の
中
で
は
よ
く
目
立
つ
種
類
で
、
良
好
な
低
湿
地
環
境
の
指

標
と
な
る
。
大
形
の
植

物
で
あ
る
が
、
開
発
圧

力
の
高
い
平
野
部
の
水

辺
に
生
育
し
て
い
る
た

め
、
改
修
工
事
な
ど
に

よ
り
消
滅
し
て
し
ま
う

こ
と
も
多
い
。
町
内
の

河
川
内
で
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
輪
く
ぐ
り
の
材
料
と
し
て
採
集
す

る
こ
と
が
年
々
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

エ
ビ
モ　
平
野
部
の
小
水
路
な
ど
に
生
育
す
る
沈
水
性
の
水
草
で
、

時
に
止
水
域
で
も
生
育
す
る
。
五
条
川
内
の
一
部
や
周
辺
の
水
路
内

な
ど
に
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
生
育
が
確
認
で
き
る
（
1
―
2
―
43
・
44
）。

県
内
の
水
草
は
全
体
的
に
水
質
汚
濁
の
影
響
を
受
け
て
衰
退
し
て
お

り
、
未
だ
減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ
な
い
種
も
含
め
て
、
注
意
深
く
観

察
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
内
の
自
生
地
の
周
辺
の
流
域
に
は
、
キ
シ
ョ

ウ
ブ
・
フ
サ
ジ
ュ
ン
サ
イ
・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
・
オ
オ
フ
サ
モ
な
ど
の

外
来
性
水
草
の
群
落
が
あ
り
、
水
質
環
境
の
変
化
に
加
え
、
今
後
外

来
種
と
の
競
争
に
よ
り
自
生
地
が
侵
略
さ
れ
減
少
し
て
し
ま
う
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
。

1-2-42　マコモ（二ツ屋）

1-2-43　エビモ（河北）

1-2-44　エビモの群落（河北）

1-2-41  オギ（下小口）
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ク
ラ
ラ　
多
年
草
で
、
原
野
・
あ
き
地
・
土
手
な
ど
に
生
育
す
る
。

茎
は
叢
生
し
高
さ
は
一
～
一
・
五
ｍ
に
な
る
。
葉
は
長
さ
一
五
～
二

十
㎝
で
、
長
楕
円
形
～
長
卵
形
を
し
て
お
り
、
茎
か
ら
互
い
違
い
に

生
え
る
。
八
月
に
茎
先
に
淡
い
ク
リ
ー
ム
系
の
花
を
総
状
に
多
数
つ

け
る
（
1
―
2
―
45
）。
環
境
の
変
化
に
敏
感
で
、
近
年
、
全
国
的
に

著
し
く
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
根
を
舐な

め
る
と
目
が
く
ら
む
ほ
ど
苦

い
の
で
ク
ラ
ラ
と
い
う

名
が
つ
い
た
。
こ
の
苦

味
は
有
毒
で
あ
る
。
昔

は
駆
虫
薬
と
し
て
ウ
ジ

殺
し
に
使
わ
れ
た
。
町

内
で
は
、
五
条
川
や
合

瀬
川
の
土
手
沿
い
で

所
々
見
ら
れ
る
。

コ
ナ
ギ　
代
表
的
な
水
田
雑
草
で
、
と
き
に
た
め
池
や
河
川
の
浅
水

域
に
も
生
育
す
る
一
年
生
の
抽
水
～
湿
性
植
物
で
あ
る
。
花
は
青
紫

色
で
、
葉
よ
り
高
い
位
置
に
は
咲
か
な
い
。
葉
の
形
は
矢
尻
の
よ
う

な
幅
の
狭
い
も
の
か
ら
円
心
形
の
広
い
も
の
ま
で
極
め
て
変
化
に
富

む
（
1
―
2
―
46
）。
い
っ
た
ん
水
田
を
放
棄
す
る
と
一
面
を
覆
い
尽

く
す
勢
い
で
繁
殖
す
る
。
町
内
に
あ
る
水
田
内
に
よ
く
見
ら
れ
る
雑

草
で
あ
る
。

ミ
ズ
ハ
コ
ベ　
湿
田
に
多
く
、

水
路
・
河
川
・
湖
沼
な
ど
に
も

見
ら
れ
る
。
葉
の
形
は
生
育
環

境
で
著
し
く
変
化
す
る
。
田
ん

ぼ
の
よ
う
な
陸
生
や
水
面
の
浮

葉
は
、
普
通
へ
ら
形
や
し
ゃ
も

じ
形
を
し
て
い
る
が
、
水
中
で

は
線
形
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ

と
よ
く
似
た
種
で
外
来
種
の
イ

ケ
ノ
ミ
ズ
ハ
コ
ベ
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
沈
水
葉
が
す
べ
て
幅
の

広
い
楕だ

円え
ん

形
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ミ
ズ
ハ
コ
ベ
と
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
町
内
で
は
、

五
条
川
周
辺
の
流
れ
の
あ
る
一

部
の
水
路
で
生
育
が
確
認
で
き

て
い
る
（
1
―
2
―
47
）。

1-2-45　クララ（河北）

1-2-46　コナギ（河北）1-2-47　ミズハコベ（河北）
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ワ
レ
モ
コ
ウ　
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
に
生
育
す
る
多
年
生
草
本
で
、

秋
に
は
紅
紫
色
の
楕
円
形
の
花
穂
を
つ
け
る
。
ス
ズ
サ
イ
コ
や
オ
ミ

ナ
エ
シ
と
共
に
、
代
表
的
な
里
草
地
の
植
物
で
あ
る
。
平
野
部
の
河

川
の
堤
防
や
用
水
路
の
土
手
な
ど
に
も
生
育
し
て
い
る
。
町
内
で
は
、

五
条
川
の
土
手
沿
い
で
見
ら
れ
る
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク　
原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
で
、
日
本
に
は
明
治

時
代
に
渡
来
し
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
た
。
河
川
敷
や
埋
立
地
、
路

傍
の
荒
地
に
生
息
す

る
。
花
期
は
五
～
八

月
頃
で
、
町
内
で
は

合
瀬
川
・
五
条
川
周

辺
の
堤
防
沿
い
や
道

路
沿
い
な
ど
で
広
く

群
落
を
形
成
し
て
い

る
（
1
―
2
―
48
）。

オ
オ
フ
サ
モ　
南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
日
本
へ
は
大
正
期
に
観
賞
用

に
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
野
生
化
し
た
と
い
わ
れ
る
（『
ブ
ル
ー
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
』）。
多
年
生
の
抽
水
性
水
草
で
、
茎
は
直

径
約
五
㎜
の
円
柱
状
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
赤
み
を
帯
び
、
分
岐
し
な

が
ら
泥
中
ま
た
は
水
中
を
長
く
進
む
。
パ
ロ
ッ
ト
フ
ェ
ザ
ー
の
名
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
密
集
し
た
群
落
を
形
成
し
て
水
面
を
覆
い
、
他

の
水
草
の
生
育
を
妨
げ
る
。
二
〇
二
〇
年
頃
か
ら
河
北
地
区
周
辺
の

五
条
川
や
合
瀬
川
内

の
岸
辺
で
群
落
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
〇
二
三
年
現

在
で
は
、
周
辺
の
水

田
内
に
生
育
範
囲
を

広
げ
て
い
る
（
1
―

2
―
49
）。

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ　
南
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
日
本
へ
は
大
正
期
に
渡
来

し
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
野
生
化
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
日
本

へ
は
植
物
生
理
学
の
実
験
材
料
や
熱
帯
魚
飼
育
の
た
め
の
水
草
と
し

て
導
入
さ
れ
た
。
ア
ナ
カ
リ
ス
の
名
で
観
賞
用
水
草
と
し
て
流
通
し

て
い
る
。
常
緑
で
多
年
生
の
沈
水
性
水
草
で
あ
り
、
水
中
に
密
集
し

た
群
落
を
つ
く
り
、
他
の
水
草
の
生
育
を
妨
げ
る
。
茎
は
一
ｍ
以
上

に
な
る
。
町
内
で
は
、
五
条
川
や
巾
下
川
な
ど
で
広
い
群
落
が
確
認

1-2-48　オオキンケイギク（河北）

1-2-49　オオフサモ（河北）
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で
き
、
切
れ
た
茎
の
一

部
が
用
水
路
に
侵
入

し
、
水
底
に
根
を
張
り

水
路
内
の
流
れ
を
せ
き

止
め
る
ほ
ど
繁
殖
し
て

い
る
場
所
も
あ
る
（
1

―
2
―
50
）。

1-2-50　オオカナダモ（河北）

し
た
。
そ
の
木
の
実
は
赤
く
、
母
に
見
せ
る
と
「
桑
い
ち
ご
だ
ね
」
と
言

わ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
桑
の
実
は
赤
く
て
形
が
イ
チ
ゴ
に
似
て
い
た

の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
地
方
で
は
昔
か
ら
養

蚕
が
盛
ん
で
、
カ
イ
コ
の
餌
と
な
る
桑
の
葉
を
育
て
る
た
め
に
、
桑
畑
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

庭
の
柿
の
木

　

私
の
家
の
庭
に
は
、
柿
や
梅
の
木
を
は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
木
が

植
え
て
あ
り
ま
し
た
が
、
家
を
建
て
直
し
た
と
き
に
敷
地
を
整
地
し
直
し

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
処
分
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

柿
の
木
は
、
私
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
植
え
て
あ
っ
た
も
の
で
す
。

昔
の
農
家
で
は
凶
作
に
備
え
て
柿
の
木
を
植
え
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
柿
の
実
が
な
る
と
、
母
が
む
い
て
夕
食
後
に
出
し
て
く
れ
て
、
甘

く
て
お
い
し
く
、
最
初
は
、
喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
あ
る
時
、
そ
の
柿
の
木
に
大
き
な
ヘ
ビ
が
い
た
の
を
見
て
か
ら
、

そ
の
ヘ
ビ
が
怖
く
て
、
自
宅
の
柿
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
母
に

理
由
を
言
う
と
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
𠮟
ら
れ
ま
し
た
。

　

梅
の
木
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
知
ら
な
い
人
が
写
真
を
撮
り
に
来
て

い
ま
し
た
。
残
す
の
は
無
理
だ
と
は
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
と
て
も
寂
し

く
な
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

ウ
ル
シ
に
気
を
付
け
て

　

神
社
の
境
内
は
、
い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
の
遊
び
場
で
す
。
昭
和
四
十

年
代
前
半
、「
神
社
に
遊
び
に
行
く
」
と
母
に
告
げ
る
と
「
ウ
ル
シ
に
か
ぶ

れ
ん
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ル
シ
が
ど
ん
な
も
の
か
も
知
ら

ず
生
返
事
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
神
社
で
友
達
と
遊
ん

で
い
る
と
お
年
寄
り
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
ウ
ル
シ
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
」
と
。
最
近
、
散
歩
を
す
る
よ
う
に
な

り
、「
あ
れ
は
ウ
ル
シ
か
な
？　

触
る
と
ひ
ど
い
目
に
合
う
か
な
？
」
と
思

い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
二
年
生
ま
れ
）

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
と
桑
の
木

　

一
九
七
〇
年
代
頃
の
、
私
が
小
学
生
の
時
の
話
で
す
。
学
校
の
通
学
路

に
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
い
る
木
が
あ
っ
て
、
行
き
帰
り
に
捕
ま
え
て
遊
び
ま
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町
と
か
か
わ
り
の
あ
る
植
物

町
の
木
・
町
の
花　
一
九
八
二

（
昭
和
五
十
七
）
年
、
町
制
施
行
二

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
民
の
緑
化
に
対
す
る
認
識

を
高
め
る
た
め
、「
町
の
木
」
と

「
町
の
花
」
が
公
募
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
町
の
木
に
は
「
も
く
せ
い
」、
町
の
花
に
は
「
さ
く

ら
」
が
選
ば
れ
た
。『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
昭
和
五
十
七
年
三
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
集
計
結
果
は
、
1
―
2
―
51
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、「
も

く
せ
い
」
は
、「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」（
1
―
2
―
52
）
を
さ
す
。

区
の
木
の
制
定　
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
は
、
町
制
四
十
周
年

の
記
念
の
年
で
あ
り
、
六
月
に
記
念
花
と
し
て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を

制
定
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
年
に
「
区
の
木
」
も
制
定
し
（
1
―
2
―
53
）、
十
一

月
二
日
の
町
制
四
十
周
年
記
念
式
典
で
各
区
の
木
を
発
表
し
た
。

◦
秋
　
田
　
　
　
花
水
木
（
秋
田
学
共
に
植
樹
）

◦
豊
　
田
　
　
　
南
天
（
豊
田
学
共
）

◦
大
屋
敷
　
　
　
エ
リ
カ
（
大
屋
敷
学
共
）

◦
外
　
坪
　
　
　
花
水
木
（
外
坪
学
共
）

◦
河
　
北
　
　
　
樫
木
（
神
明
社
）

◦
余
　
野
　
　
　
錦
木
（
余
野
中
央
公
園
）

◦
上
小
口
　
　
　
こ
ぶ
し
（
上
小
口
学
供
）

◦
中
小
口
　
　
　
山
柿
（
小
口
神
社
）

◦
下
小
口
　
　
　
紅
葉
（
白
山
社
）

◦
さ
つ
き
ケ
丘
　
花
水
木
（
集
会
場
（
現
さ
つ
き
ケ
丘

防
災
セ
ン
タ
ー
））

1-2-53　各区の木（2002年当時）

1-2-52　キンモクセイ

町の木・町の花の応募結果

◦町の木
応募総数（有効）…… 2,245
もくせい……………… 939
もみじ………………… 571
くろがねもち………… 356
かなめもち…………… 230
もっこく……………… 149

◦町の花
応募総数（有効）…… 2,252
さくら……………… 1,374
さざんか……………… 332
さつき………………… 303
おうばい……………… 123
きく…………………… 120

1-2-51　町の木・町の花の応募結果
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明
に
堤
防
が
崩
壊
し
、
入
鹿
池
の
水
が
流
出
し
た
。
南
に
隣
接
す
る

神か
ん

尾の

村
（
現
犬
山
市
池
野
）
は
水
没
し
て
人
家
四
〇
軒
が
流
失
し
、

溺
死
者
二
人
を
出
し
た
。
西
に
隣
接
す
る
安あ

ず

楽く

寺し

村
（
現
犬
山
市
池

野
）
で
は
三
〇
軒
流
失
し
た
が
、
溺
死
者
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
濁
流
は
、
尾
張
冨
士
と
本
宮
山
の
谷
間
を
通
る
こ
と
で
よ
り

勢
い
を
増
し
な
が
ら
西
へ
向
か
い
、
直
撃
を
受
け
た
朝
日
村
（
現
犬

山
市
羽
黒
朝
日
）
で
は
人
家
約
一
一
〇
軒
が
流
出
、
溺
死
者
約
二
六

〇
人
で
あ
っ
た
。
朝
日
村
か
ら
濁
流
が
三
本
に
分
か
れ
、
北
側
を
流

れ
る
一
筋
は
五ご

郎ろ
う

丸ま
る

村
（
現
犬
山
市
五
郎
丸
）
か
ら
小お

口ぐ
ち

村
・
余よ

野の

村
に
達
し
、
上か

み

小お

口ぐ
ち

・
中な

か

小お

口ぐ
ち

で
は
人
家
約
七
〇
軒
が
流
失
し
、
溺

死
者
は
一
一
三
人
に
の
ぼ
っ
た
。
南
側
を
流
れ
る
一
筋
は
河こ

北ぎ
た

村
に

達
し
、
流
出
し
た
人
家
は
二
三
軒
、
溺
死
者
は
二
七
人
と
な
り
、
上

小
口
・
中
小
口
同
様
、
荒
れ
地
と
な
っ
た
。
中
央
の
一
筋
は
羽
黒
村

堀
田
・
河
原
町
（
現
犬
山
市
大
字
羽
黒
）
を
襲
っ
た
。

　

ま
た
、
楽が

く

田で
ん

村
（
現
犬
山
市
楽
田
）
か
ら
外と

坪つ
ぼ

村
・
伝で

ん

右え

も

ん
衛
門
新

第
三
章

　

こ
こ
で
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
大
口
町
に
関
連
し
た
災
害

を
第
一
節
に
ま
と
め
、
第
二
節
か
ら
第
四
節
で
は
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
被
災
し
た
地
震
・
台
風
・
豪
雨
に
つ
い
て
記
す
。

第
一
節
　
明
治
・
大
正
時
代
の
災
害

	

入
鹿
切
れ

　

入
鹿
池
は
、
犬
山
市
東
南
部
に
あ
り
、
江
戸
時
代
初
期
に
人
工
的

に
造
ら
れ
た
農
業
用
の
た
め
池
で
あ
る
。
こ
の
池
の
堤
防
が
崩
壊
し
、

尾
張
北
部
を
中
心
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
を
も
た
ら
し
た
水
害

が
、
通
称
「
入
鹿
切
れ
」
で
あ
る
。

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
初
夏
、
雨
が
降
り
続
き
、
例
年
で
あ
れ

ば
水
位
は
六
間
三
尺
（
約
一
三
・
五
ｍ
）
の
と
こ
ろ
、
五
月
中
旬
に

な
る
と
、
五
条
川
へ
の
圦い

り

近
く
で
九
間
九
尺
（
約
二
四
ｍ
）
と
な
り
、

土
俵
を
積
み
重
ね
て
防
水
対
策
を
し
た
。
し
か
し
、
五
月
十
四
日
未

災
害
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田
・
御ご

供ご

所し
ょ

村
に
も
濁
流
が
押
し
寄
せ
、
人
家
は
無
事
で
あ
っ
た
が

荒
れ
地
と
な
っ
た
（
1
―
3
―
1
）。

　

被
害
状
況
に
は
諸
説
あ
り
、
資
料
に
よ
っ
て
数
値
が
異
な
っ
て
い

る
。
被
災
し
た
翌
日
、
尾
張
藩
に
提
出
さ
れ
た
太
田
代
官
所
の
報
告

書
に
よ
る
と
、
河
北
村
は
約
一
八
〇
軒
の
集
落
で
あ
っ
た
が
四
軒
し

か
残
ら
ず
、
小
口
村
は
三
〇
軒
ほ
ど
流
さ
れ
た
と
あ
る
。
河
北
・
上

小
口
・
中
小
口
・
下し

も

小お

口ぐ
ち

・
秋
田
の
各
地
区
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
が
わ
か
る
（
1
―
3
―
2
）。

　
「
羽
黒
水
災
記
」
に
よ
れ
ば
、
被
災
直
後
の
六
月
以
降
、
尾
張
藩
主

の
要
請
で
死
者
が
多
く
出
た
各
地
で
法
要
が
営
ま
れ
た
。
町
域
内
で

は
七
月
三
日
、
中
小
口
地
内
の
東
の
荒
れ
地
で
施せ

餓が

鬼き

（
故
人
の
霊

を
供
養
す
る
た
め
の
法
要
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
柴し

ば

山や
ま
と
う
ぞ
う

藤
蔵
（
一
七
九

二
～
一
八
七
五
）
が
荒
井
堤
の
榎え

の
きの

下
（
木
津
用
水
か
ら
五
条
川
へ

の
圦い

り

が
あ
る
場
所
、
荒
井
堰せ

き

）
に
石
碑
一
基
（「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」）

を
建
て
た
。
卒そ

塔と

婆ば

は
、
中
小
口
の
六
部
橋
に
建
て
ら
れ
た
。
翌
四

日
に
は
河
北
村
妙

み
ょ
う

智ち

庵あ
ん

で
も
施
餓
鬼
が
お
こ
な
わ
れ
、
卒
塔
婆
は
妙

楽田楽田

朝日朝日

五郎丸五郎丸

河北河北

萩島萩島外坪外坪

寺田寺田

〔〔〔〔
荒井荒井

六部橋六部橋
余野余野

上小口上小口
中小口中小口

下小口下小口

大屋敷大屋敷
伝右伝右

八佐八佐
御供所御供所 宗雲宗雲

長桜長桜

安楽寺安楽寺

神尾神尾

尾張冨士尾張冨士
入入
鹿鹿
池池

▲▲

本宮山本宮山
▲▲

1-3-1　大口町・犬山市における入鹿切れ被災地の位置図
（青色の線は河川流路を示す）

●：「暴水流亡各霊墓」の位置

1-3-2　入鹿切れ被害の状況

村　名 溺死（人） 水高（ｍ）
河北村 76 3
余野村 4 1.2
長桜村 6 1.8
八佐衛門新田 18 1.2-1.8
宗雲新田 10 同上
伝右衛門新田 5 同上
外坪村 10 同上
御供所 4 同上

地区名 溺死（人） 水高（ｍ）
小口村上組 28 1.2-1.8
小口村中組 53 1.2
小口村下組 11 1.2
小口村寺田組 不詳 1.8
小口村萩嶋組 13 1.2-1.8
・・溺死 :「入鹿切ニ付溺死人ノ調」（『入鹿池史』）
　　　   ただし、外坪村・御供所村は「入鹿切れ溺死人明細記」

（『大口町史』）
・・水高 :「羽黒水災記」（『大口町史』）
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智
庵
門
前
に
建
て
ら
れ
た
。
柴
山
藤
蔵
は
、
現
愛
知
県
清
須
市
の
商

家
で
、
宮
城
県
塩
釜
・
香
川
県
琴
平
な
ど
広
範
囲
に
奉
納
寄
進
物
が

あ
る
。

六
部
橋
付
近
に
集
め
ら
れ
た
石
碑
群

　

石
碑
「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」
が
一
八
六
八
年
に
荒
井
堰
に
建
て
ら

れ
た
後
、
い
つ
移
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
一
九
三
五
（
昭

和
十
）
年
刊
行
の
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
こ
の
石
碑
が
六
部
橋
西
に

あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
3
）。
当
時
の
石
碑
が
あ
る

場
所
は
、
五
条
川
の
河
川
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
る
前
の
六
部
橋
付
近

で
あ
る
。
石
碑
が
移
さ
れ
た
当
初
は
、
河
川
改
修
以
前
か
ら
あ
っ
た

丸
い
川
原
石
製
の
水
神
碑
と
六
部
回
国
供
養
碑
が
間
隔
を
あ
け
て
配

置
さ
れ
て
い
た
。
六
部
回
国
供
養
碑
は
、
一
七
六
一
（
宝
暦
十
一
）

年
に
日
本
全
国
を
廻ま

わ

る
修
行
者
で
あ
っ
た
六
十
六
部
廻か

い

国こ
く

聖ひ
じ
りの

た
め

建
立
さ
れ
、
六
部
橋
と
い
う
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
（
第
三

編
第
四
章
第
三
節
）。

　

こ
れ
ら
の
石
碑
が
、
河
川
改
修
後
に
一
か
所
へ
集
め
ら
れ
た
。
最

も
新
し
い
石
碑
は
、
一
九
五
四
年
に
建
て
ら
れ
た
水
神
碑
で
あ
る
（
1

―
3
―
4
）。

1-3-3　
「暴水流亡各霊墓」（1935年頃）

（『大口村誌』）

1-3-4　 1 か所に集められた石碑（2022年撮影）

右から
「暴水流亡各霊墓」（1868年）
「水神碑」（1954年）
（幅84㎝・厚19㎝・高184㎝）
「六部回国供養碑」（1761年）
（幅46㎝・厚30㎝・高100㎝）
「水神碑」
（幅24㎝・厚9.5㎝・高56㎝）

右側に「六部回国供養碑」がある。
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「
暴
水
流
亡
各
霊
墓
」
に
は
、
向
か
っ
て
右
側
面
に
被
災
年
月
日
、

左
側
面
に
は
施
主
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
5
）。
台
座
に
は
、

犠
牲
者
を
出
し
た
村
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
1
―
3
―
6
）。1-3-5　暴水流亡各霊墓（2022年撮影）

（正面37㎝・側面31㎝・高171㎝）
右：右側面「慶応四戊辰歳五月十四日」
中：正　面「暴水流亡各霊墓」
左：左側面「施主　キヨス　柴山藤蔵」

1-3-6　「暴水流亡各霊墓」台座の文字（2022年撮影）

1-3-6　台座の文字 

（正面）幅74.5㎝・高21㎝
（左右側面）幅58㎝・高21㎝

（右側面）

（正面）

（左側面）

死
人
有
（
之
）

神
尾
（
村
）

羽
黒
（
村
）

小
口
（
村
）

河
内
屋
（
村
）

伝
右
エ
門
（
新
田
）

御
供
所
（
村
）

宗
雲
（
新
田
）

河
北
（
村
）

余
野
（
村
）

入
鹿
（
新
田
）

長
桜
（
村
）

五
良
（
丸
）
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濃
尾
大
地
震

　

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
十
八

分
、
福
井
県
と
岐
阜
県
の
県
境
付
近
に
あ
た
る
根
尾
川
上
流
か
ら
濃

尾
平
野
北
東
縁
に
か
け
て
発
生
し
た
Ｍ
八
・
〇
の
地
震
で
あ
る
。
地

震
に
よ
っ
て
で
き
た
「
根
尾
谷
断
層
」
は
、
後
に
国
指
定
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

　

死
者
は
愛
知
県
が
二
四
五
九
人
、
岐
阜
県
が
四
九
〇
一
人
で
、
負

傷
者
は
愛
知
県
が
六
七
三
六
人
、
岐
阜
県
が
七
九
六
七
人
で
あ
っ
た
。

多
く
の
人
が
起
床
し
た
時
間
帯
に
発
生
し
た
の
で
、
家
屋
の
倒
壊
率

の
割
に
は
圧
死
者
が
少
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
町
域
に
存
在
し
た
太
田
村
・
小
口
村
・
富と

み

成な
り

村
の
被
害
は
、

合
計
で
死
者
が
六
人
、
負
傷
者
が
一
七
人
、
建
物
の
全
壊
が
六
二
三

棟
、
半
壊
が
一
〇
五
七
棟
で
あ
っ
た
（
1
―
3
―
7
）。

　

な
お
、
濃
尾
大
地
震
以
後
も
余
震
が
あ
り
、
住
民
の
不
安
は
増
大

し
、
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
学
校
も
大
半
は
被
害
を
受
け

て
一
時
休
校
と
な
り
、
十
一
月
三
日
頃
よ
り
仮
小
屋
や
野
天
で
授
業

が
再
開
し
た
。
余
震
に
お
び
え
、
藁わ

ら

葺ぶ
き

屋
根
の
仮
小
屋
を
つ
く
り
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
住
民
も
い
た
。

明
治
四
十
五
年
の
降
雹

　

一
九
一
二
年
四
月
十
九
日
の
降こ

う

雹ひ
ょ
うは

、
丹
羽
郡
一
帯
の
建
物
や
農

作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
午
前
十
一
時
頃
西
空
に
黒
雲
が
発

生
し
、
雷
と
同
時
に
激
し
い
風
と
雹
が
約
十
五
分
間
続
き
、
人
々
は

戸
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
地
面
に
積
も
っ
た
雹
は
、
直

径
約
一
㎝
か
ら
三
㎝
程
の
球
状
に
近
く
、
積せ

き

雹ひ
ょ
うは

約
九
㎝
か
ら
二
一

㎝
程
に
な
っ
た
。

1-3-7 村別震害取調表 1891年11月30日調（『丹羽郡誌』）

太田村 小口村 富成村 計
戸　数（戸） 580 661 247 1,488
人　口（人） 2,763 2,916 1,157 6,836
死　者（人） 2 4 0 6
重傷者（人） 0 5 1 6
軽傷者（人） 1 7 3 11

居　宅
（棟）

全　壊 45 46 21 112
半　壊 90 382 136 608
破　損 223 190 82 495

土　蔵
（棟）

全　壊 10 16 3 29
半　壊 27 50 23 100
破　損 48 55 18 121

社　寺
（棟）

全　壊 2 2 0 4
半　壊 2 1 1 4
破　損 1 0 0 1

学校（棟） 全　壊 3 0 0 3
官公署（棟） 全　壊 0 1 0 1

その他
（棟）

全　壊 94 319 61 474
半　壊 57 216 72 345
破　損 60 271 140 471
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大
口
村
で
は
、
負
傷
者
六
人
、
住
居
倒
壊
一
件
、
添そ

え

屋や

（
主
た
る

住
居
以
外
の
建
物
）
倒
壊
九
件
、
田
畑
面
積
一
万
一
五
五
反
が
被
害

を
受
け
、
被
害
額
は
、
二
七
万
九
一
八
六
円
に
の
ぼ
っ
た
。
大
口
村

は
、
丹
羽
郡
内
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
（
1
―
3
―
8
）。

　

農
作
物
別
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
四
月
は
二
毛
作
で
麦
類
を
主

に
作
っ
て
い
る
時
期
の
た
め
、
総
被
害
額
の
半
分
は
麦
類
で
、
被
害

面
積
の
八
割
に
達
し
て
い
た
（
1
―
3
―
9
）。『
大
口
村
誌
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
「
降こ

う

雹ひ
ょ
う

被ひ

害が
い

略り
ゃ
く

図ず

」
に
よ
る
と
、
村
の
ほ
と
ん
ど
が
収

穫
皆
無
と
さ
れ
て
お
り
、
村
全
域
に
降
雹
被
害
が
あ
っ
た
（
1
―
3
―

10
）。

　

大
屋
敷
地
区
の
「
雹
害
補
助

金
領
収
人
名
簿
」（
1
―
3
―
11
）

に
よ
れ
ば
、
家
屋
と
苗
代
水
田

を
除
く
被
害
に
つ
い
て
、
そ
の

被
害
の
程
度
を
四
等
級
に
分

け
、
大
屋
敷
の
地
主
有
志
が
田

畑
の
復
旧
の
た
め
、
小
作
人
に

補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。
な

お
、
被
害
の
等
級
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。

「
一
等
被
害　
　

九
十
ニ
対
シ
二
円
五
十
銭

 

二
等
被
害　
　

八
七
ニ
対
シ
二
円
也

 

三
等
被
害　
　

六
五
ニ
対
シ
一
円
五
十
銭

 

四
等
被
害　
　

三
四
ニ
対
シ
一
円
也
」

1-3-8　丹羽郡内で被害額の多い町村（『丹羽郡誌』）

1-3-9　農作物の被害状況（『大口村誌』）

1-3-11
「雹害補助金
領収人名簿」
（個人所蔵）

町 村 名 面積（反） 被害額（円）
大 口 村 10,155 278,786
古知野町 7,600 276,111
西 成 村 5,650 203,604
布 袋 町 5,127 170,890
扶 桑 村 8,200 153,208

面積（反） 被害額（円）
大　麦 6,172 113,965
小　麦 1,210 23,000
裸　麦 540 9,900
大根種 138 4,020
桑　園 1,496 108,055
その他 599 20,246

計 10,155 279,186

※『大口村誌』の被害総額と相違があるのは小麦の被害
額中、田で5割以上減収の40反分の被害額400円が足
されていないため

明 治 四 十 五 年 四 月 十 九 日

収
穫
皆
無

七
分
以
上
皆
無

五
分
以
上
皆
無 小

河

口

大屋敷

野
北

外
坪

田 秋田 豊

余

1-3-10 「降雹被害略図」（『大口村誌』）
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小
作
人
の
持
つ
土
地
の
被
害
状
況
を
収
穫
減
の
割
合
で
四
区
分
し
、

小
作
料
と
し
て
納
め
る
べ
き
米
一
石
に
つ
き
被
害
等
級
の
金
額
を
乗

じ
て
個
々
の
補
助
金
額
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
基
準
は
、
村
で
の
一

般
的
な
規
定
で
あ
り
、
六
月
十
六
日
か
ら
実
行
す
る
旨
が
、
六
月
十

二
日
付
け
で
、
大
屋
敷
地
主
の
有
志
同
盟
会
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
各
小
作
人
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
基
準
額
の
増

額
の
要
望
が
あ
り
、
六
月
十
七
日
に
地
主
の
会
合
で
規
定
の
と
お
り

と
し
増
額
し
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
大
屋
敷
地
区
で
は
、
六

月
二
十
七
日
か
ら
支
給
が
始
ま
り
、
総
額
で
約
三
〇
〇
円
が
一
〇
〇

人
近
く
に
対
し
支
給
さ
れ
た
。

　

大
屋
敷
地
区
で
こ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
大
屋
敷
の

庄
屋
で
あ
り
、
当
主
が
代
々
名
前
を
継
い
だ
丹に

羽わ

甚じ
ん

吉き
ち

で
あ
っ
た
。

大
正
元
年
の
暴
風
雨

　

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け

て
、
台
風
が
襲
来
し
、
大
口
村
は
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
時
、

村
内
の
死
者
四
人
、
負
傷
者
四
人
を
出
し
、
住
家
の
全
壊
二
六
二
戸
、

半
壊
一
五
七
戸
、
大
破
一
二
六
戸
と
な
っ
た
（
１
―
３
―
12
）。
農
作
物

も
稲
作
と
桑
園
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
面
積
は

九
〇
四
〇
反
、
被
害
総
額
は
一
〇
万
八
七
八
六
円
で
あ
っ
た
（
１
―
３

―
13
）。

　

同
年
四
月
の
降こ

う

雹ひ
ょ
うで

、
麦
・
桑
の
収
穫
に
大
き
な
被
害
を
出
し
、

九
月
に
は
台
風
に
よ
り
建
物
と
米
、
晩
秋
蚕
の
餌
と
な
る
桑
に
被
害

が
出
た
。

1-3-13　農作物の被害状況（『大口村誌』）

住家（戸） その他（戸）

全　壊 262 265

半　壊 157 71

大　破 126 90

計 545 426

面積（反） 被害額（円）

水　稲 7,307 91,629

陸　稲 125 2,048

大　根 148 1,184

白菜等 550 4,120

桑　園 805 7,830

その他 105 1,975

計 9,040 108,786

1-3-12　建物の被害状況（『丹羽郡誌』）
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里
帰
り
し
た
獅し

子し

屋
形

　
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
大
口
町
大
屋
敷
の
本ほ
ん

郷ご
う

地
区
で
家
の
敷
地
内
に

新
屋
を
建
て
る
工
事
の
た
め
に
、
屋
根
瓦
の
業
者
が
来
て
い
た
。
そ
の
業
者
が

施
主
に
「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
は
、
こ
の
あ
た
り
で
す
か
」
と
尋
ね
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
そ
の
業
者
が
住
む
岐
阜
県
郡ぐ

上じ
ょ
う郡
美み

並な
み
村
山
田
の
門か
ど
福ふ

手で

地
区
に
あ

る
獅
子
屋
形
が
、
元
は
大
屋
敷
本
郷
地
区
の
獅
子
屋
形
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

　
門
福
手
地
区
で
は
、
大
正
の
初
め
ご
ろ
に
名
古
屋
の
古
道
具
屋
で
獅
子
屋
形

を
購
入
し
、
五
人
か
六
人
で
荷
車
を
引
い
て
数
日
か
け
て
持
ち
帰
っ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
何
度
も
手
入
れ
を
し
て
大
切
に
使
っ
て
き
た
。
平

成
に
入
り
、
金き
ん

箔ぱ
く

を
含
め
た
手
入
れ
の
た
め
に
業
者
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
屋
形

の
底
か
ら
明
治
初
期
に
修
繕
を
し
た
際
の
寄
付
金
の
書か
き
付つ
け
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
た
地
名
を
仕
事
で
訪
れ
た
先
で
尋
ね
て
み
た
と
い
う
。
そ
の
際
、

獅
子
屋
形
の
側
面
に
書
か
れ
た
「
本
郷
」
の
意
味
も
大
屋
敷
の
本
郷
地
区
を
表

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
大
屋
敷
本
郷
地
区
で
も
、
一
九
一
二

（
明
治
四
十
五
）
年
の
降
雹
被
害
に
よ
り
獅
子
屋
形
を
手
放
し
た
と
い
う
伝
承

が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
縁
で
、
両
地
区
の
交
流
が
始
ま
り
、
獅
子
屋
形
も
里
帰
り
と
称
し
て

一
九
九
九
年
十
月
十
三
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資

料
館
で
展
示
さ
れ
た
（
1
―
3
―
14
）。

　
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
に
は
、
町
制
四
十
周
年
記
念
伝
統
芸
能
発
表
会
に
門
福

手
地
区
が
参
加
し
、
獅
子
屋
形
を
曳ひ

き
な
が
ら
祭
ま
つ
り
囃は
や
子し

を
披
露
し
た
。

　
な
お
、
郡
上
郡
美
並
村
は
、
二
〇
〇
四
年
に
郡
上
郡
の
七
町
村
で
合
併
し
郡

上
市
美
並
町
と
な
っ
て
い
る
。

1-3-14　旧 大屋敷本郷地区の獅子屋形
（高2.7m、長1.8m、幅1.1m）
大口町歴史民俗資料館での展示の様子（1999年10月）
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第
二
節
　
地
震

	
東
南
海
地
震

　

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
十
二
月
七
日
午
後
一
時
三
十
五
分

（「
三
十
六
分
」
と
す
る
記
録
も
あ
る
）、
遠
州
灘な

だ

か
ら
熊
野
灘
沖
で
発

生
し
た
地
震
で
、
規
模
は
Ｍ
七
・
九
、
愛
知
県
と
静
岡
県
の
一
部
地

域
で
は
震
度
七
相
当
の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

被
害
は
、
東
は
長
野
県
か
ら
西
は
兵
庫
県
ま
で
の
広
い
範
囲
に
及

び
、
被
害
の
中
心
は
愛
知
県
・
三
重
県
・
静
岡
県
で
、
愛
知
県
が
最

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
地
震
に
よ
る
死
者
の
総
数
は
一
二
二
三

人
、
負
傷
者
の
総
数
は
二
八
六
四
人
で
、
そ
の
う
ち
愛
知
県
内
で
の

死
者
は
四
三
八
人
、
負
傷
者
は
一
一
四
八
人
で
あ
っ
た
。

　

県
内
で
も
半
田
市
と
名
古
屋
市
南
区
で
は
、
軍
用
工
場
建
屋
が
倒

壊
し
、
県
内
死
者
の
約
半
数
に
あ
た
る
二
一
七
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

大
口
村
も
、
強
い
揺
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
体
験
談
か
ら
も
う
か
が
え

る
が
、
具
体
的
な
被
害
は
不
明
で
あ
る
。

三
河
地
震

　

一
九
四
五
年
一
月
十
三
日
午
前
三
時
三
十
八
分
に
、
愛
知
県
三
河

地
方
で
発
生
し
た
直
下
型
地
震
で
、
規
模
は
Ｍ
六
・
八
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
震
の
三
七
日
前
に
東
南
海
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
東
南
海

地
震
の
余
震
、
ま
た
は
誘
発
地
震
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

死
者
の
総
数
は
二
三
〇
六
人
、
負
傷
者
は
三
八
六
六
人
で
、
そ
の

う
ち
愛
知
県
は
、
幡は

豆ず

郡
・
碧へ

き

海か
い

郡
（
現
碧
南
市
・
刈
谷
市
・
安
城

市
・
知
立
市
・
高
浜
市
・
岡
崎
市
の
一
部
・
豊
田
市
の
一
部
・
西
尾

市
の
一
部
）・
宝ほ

飯い

郡
（
現
蒲
郡
市
・
豊
川
市
の
一
部
・
豊
橋
市
の
一

部
）
で
死
者
二
二
五
八
人
と
な
り
全
体
の
約
九
八
％
を
占
め
た
。

　

東
南
海
地
震
と
同
じ
く
戦
時
報
道
管
制
の
下
、
地
震
発
生
以
降
、

そ
の
概
要
な
ど
報
道
さ
れ
た
が
、
被
害
の
詳
細
に
つ
い
て
は
厳
し
く

統
制
さ
れ
た
。
大
口
村
も
揺
れ
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時

は
東
南
海
地
震
の
余
震
と
思
わ
れ
て
い
た
（
１
―
３
―
15
）。1-3-15　三河地震発生翌日の新聞記事の一部

（『中部日本新聞』1945年 1 月14日）
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東
南
海
地
震
・
三
河
地
震
の
記
憶

　

地
震
が
あ
っ
た
と
き
、
私
は
大
口
北
国
民
学
校
の
三
年
生
で
し
た
。
教

室
に
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
授
業
中
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
記

憶
が
あ
い
ま
い
で
す
が
、
確
か
最
初
は
机
の
下
に
隠
れ
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
の
倒
壊
を
心
配
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
外
に
出
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
面
が
揺
れ
て
い
て
、
ま

と
も
に
歩
け
な
い
ほ
ど
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
思
わ
ず
相
撲
場
の
柱
に
し
が

み
つ
く
と
、「
そ
こ
は
危
な
い
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
何
と
か
運
動
場
ま
で
逃

げ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
は
、
余
震
が
続
き
ま
し
た
。
廊
下
に
は
、
家
族
分
の
藁わ
ら

草ぞ
う
り履

が
準
備
し
て
あ
り
、
ど
こ
か
ら
外
へ
逃
げ
る
の
か
決
め
て
あ
り
ま
し
た
。

夜
中
に
外
に
逃
げ
る
と
き
に
は
、
両
親
が
コ
タ
ツ
を
持
ち
出
し
、
私
と
妹

は
足
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震
の
影
響
な
の
か
戦
争
の
影
響

な
の
か
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
間
も
な
く
分
教
所
で
の
学
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
た
ち
三
年
生
は
近
所
の
尼
寺(

観
音
寺)

で
勉
強
し
、
四

年
生
は
余
野
神
社
の
社
務
所
で
勉
強
し
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）

　

私
は
当
時
、
五
歳
一
か
月
で
、
母
と
弟
の
三
人
で
日
当
た
り
の
良
い
南

向
き
の
小
屋
の
中
で
、
蒸ふ

か
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
地
震
が
発
生
し
、
母
が
大
声
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
が
何
の
こ
と
か

わ
か
ら
ず
、
私
は
母
の
着
物
に
つ
か
ま
り
、
弟
は
母
に
抱
か
れ
小
屋
の
外

へ
と
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
地
震
が
収
ま
っ
た
後
、
母
屋
に
入
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
障
子
紙
は
破
れ
、
帯
戸
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
た
ぶ
ん
家
具
は
倒
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
地
震
発
生
の
二
～

三
日
後
、
風
呂
に
水
を
入
れ
カ
マ
ド
に
火
を
入
れ
て
み
た
ら
、
風
呂
が
被

害
な
く
使
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
母
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
の
後
、
何
回
も
地
震
が
続
き
母
屋
が
傾
い
た
こ
と
も
あ
り
小
屋
の

土
間
に
藁わ
ら

を
敷
き
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
寝
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
か
ら
三
～
四
か
月
過
ぎ
た
頃
、
戦
地
の
父
よ
り
手
紙
が
届
き
地
震

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
無
事
か
と
い
う
内
容
が
書
い
て
あ
っ
た
と
母
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。
三
河
地
震
の
記
憶
が
全
く
な
い
の
は
、
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
や
、
東
南
海
地
震
の
余
震
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

�

（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
）

　

近
所
の
お
寺(

外
坪
の
本
光
寺)

で
遊
ん
で
い
た
ら
大
き
な
地
震
が
発

生
し
て
、
お
寺
の
住
職
が
大
き
な
声
で
「
あ
～
、
お
堂
が
倒
れ
る
」
と
言
っ

て
走
り
回
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
本
堂
も
、
鐘
つ
き
堂
も
揺
れ
て

い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

兵
庫
県
南
部
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
大
災
害
で
あ
る
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
、
本
震
が
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
一
月
十
七
日
午
前
五

時
四
十
六
分
五
十
二
秒
、
Ｍ
七
・
三
の
規
模
で
発
生
し
、
近
畿
地
方

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
死
者
は
六
四
三
四
人
、
行

方
不
明
者
三
人
、
負
傷
者
四
万
三
七
九
二
人
に
の
ぼ
っ
た
。
名
古
屋

市
で
も
、
震
度
三
を
記
録
し
た
。

　

こ
の
地
震
は
、
犠
牲
者
の
内
、
八
三
％
が
建
物
倒
壊
や
家
具
の
転

倒
に
よ
る
圧
死
・
窒
息
死
だ
っ
た
た
め
、
耐
震
補
強
・
家
具
の
固
定

に
関
す
る
国
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
一
九
九
五
年
十
二
月
二
十
五
日

に
「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
耐
震
改
修
促
進

法
）
が
施
行
さ
れ
、
新
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
建
築
物
に
つ
い
て

積
極
的
に
耐
震
診
断
や
改
修
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
内
で
は
、
こ
の
地
震
で
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、
一
般
住
宅

の
耐
震
診
断
に
力
を
入
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　

地
震
発
生
後
、
大
口
町
は
、
一
月

十
九
日
に
職
員
が
三
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で

乾
パ
ン
二
四
〇
〇
個
と
毛
布
二
六
〇
枚
、
缶
詰
の
米
飯
五
〇
〇
食
を

被
災
地
に
届
け
た
（
１
―
3
―
16
）。
ま
た
、
大
口
西
小
学
校
児
童
会

は
、
一
月
三
十
日
に
缶
詰
や
菓
子
な
ど
を
、
大
口
郵
便
局
を
通
じ
て

被
災
地
に
送
っ
た
。

1-3-16　救援物資の輸送

支
援
活
動
の
心
構
え

　

地
震
発
生
翌
日
の
午
後
、
役
場
の
広
報
担
当
を
し
て
い
た
私
は
、
町
長

室
へ
呼
ば
れ
ま
し
た
。「
救
援
物
資
を
持
っ
て
夕
方
、
神
戸
へ
行
っ
て
も
ら

う
。
記
録
写
真
も
撮
っ
て
き
て
欲
し
い
」
と
指
示
を
受
け
ま
し
た
。「
道

中
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
」
と
現
金
を
預
か
り
、
消
防
団
幹
部
と
職
員

三
名
、
二
台
に
分
乗
し
て
夕
方
出
発
し
ま
し
た
。

　

交
通
規
制
の
中
、
尼
崎
ま
で
は
高
速
道
路
、
そ
れ
よ
り
西
へ
は
一
般
道

路
で
神
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
マ
ホ
ど
こ
ろ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
携
帯
電
話
も
無
い
時
代
。
頼
り
は
地
図
と
ラ
ジ
オ
、

応
急
掲
示
さ
れ
た
案
内
板
の
み
で
し
た
。

　

ク
ラ
ッ
ク
の
入
っ
た
神
戸
市
中
央
区
役
所
の
階
段
で
仮
眠
し
、
翌
朝
、

救
援
物
資
を
下
し
て
被
災
現
場
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、
報
道
関
係
者
と
の
差
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
内
に
戻
る
ま
で
預
か
っ
た
お
金
を
使
う
場
所
が
無
く
、
同
行
し

た
職
員
の
奥
様
が
ご
主
人
に
持
た
せ
た
、
パ
ン
や
飲
み
物
頼
り
の
行
動
を

経
験
し
、
支
援
活
動
の
際
の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）
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東
日
本
大
震
災
　

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
、
東
北
地
方
太

平
洋
沖
で
発
生
し
た
。
地
震
の
規
模
は
日
本
の
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ

九
・
〇
、
三
陸
沖
の
宮
城
県
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
一
三
〇
㎞
付
近
で
、

深
さ
約
二
四
㎞
を
震
源
と
す
る
地
震
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
宮
城
県
や
茨
城
県
で
は
最
大
震
度
七
を
観
測

し
、
震
度
六
弱
の
範
囲
は
岩
手
県
か
ら
千
葉
県
に
広
が
っ
た
。
気
象

庁
の
観
測
で
は
、
ほ
ぼ
日
本
全
土
で
地
震
が
観
測
さ
れ
、
大
口
町
の

震
度
は
三
と
発
表
さ
れ
た
。

　

人
的
被
害
が
き
わ
め
て
多
く
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
三
月
十
一

日
現
在
、
全
国
の
死
者
は
一
万
五
九
〇
〇
人
、
行
方
不
明
者
二
五
二

三
人
と
な
っ
て
い
る
。
地
震
だ
け
で
な
く
大
津
波
の
発
生
が
、
被
害

を
よ
り
大
き
く
し
た
。

　

特
に
復
興
を
長
期
化
さ
せ
た
の
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
に
お
け
る
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
発
生
で
あ
る
。
長
期
の
停
電
及
び

計
画
停
電
、
そ
し
て
原
子
炉
建
屋
の
損
壊
に
よ
る
大
量
の
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
た
。
事
故
発
生
後
は
、
廃
炉
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
本
国
内
外
で
支
援
の
輪
が
広
が
り
、
復

興
に
際
し
て
は
、
支
援
物
資
を
は
じ
め
、
が
れ
き
撤
去
や
避
難
所
運

営
な
ど
の
人
的
支
援
、
そ
し
て
自
治
体
職
員
も
多
く
被
災
し
た
た
め
、

日
本
全
国
の
自
治
体
か
ら
職
員
の
派
遣
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

大
口
町
に
お
い
て
も
、
震
災
直
後
か
ら
支
援
物
資
を
何
度
も
送
り
、

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
岩
手
県
遠と

お

野の

市
綾あ

や

織お
り

町
に
支
援
活
動

拠
点
「
大
口
絆き

ず
なつ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
」
を
六
月
に
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
と
派
遣
先
を
割
り
振
る
活
動
を
一
か
月
間
に
わ
た
り

展
開
し
、
延
べ
二
八
四
人
の
町
民
が
支
援
活
動
を
し
た
。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
町
職
員
を
宮
城
県
本も

と

吉よ
し

郡
南
三
陸
町
の
教

育
委
員
会
に
一
人
派
遣
し
、
当
初
の
任
期
は
半
年
で
あ
っ
た
が
、
翌

年
か
ら
は
一
年
間
、
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
派
遣
を
続
け
た
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
」
が
実
施
す
る
、
岩
手
県

陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田た

市
内
の
最
大
津
波
到
達
地
点
に
一
〇
ｍ
間
隔
で
桜
の
木
を

植
え
る
活
動
に
、
町
民
の
有
志
が
参
加
し
た
。
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側
溝
清
掃
、
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
事
務
局
で
の
業
務
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
山
積
み
の
ガ
レ
キ
は
被
災
者
に
と
っ
て
柱
一
本
で
も
思
い
出
の

品
、
ま
た
、
遺
品
で
も
あ
り
ま
す
。
撤
去
作
業
は
小
さ
な
瓦
や
ガ
ラ
ス
の

破
片
な
ど
を
手
で
拾
い
、
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
写
真
を
選

別
し
な
が
ら
拾
っ
て
い
く
と
い
う
地
道
な
作
業
で
し
た
。

　

避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
は
、
憩
い
の
場
所
と
し
て
「
和な
ご

や
カ
フ
ェ
」
を

開
店
し
、
小
倉
ト
ー
ス
ト
と
麦
茶
五
条
川
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
と
て
も

評
判
が
よ
か
っ
た
で
す
。

　

大
口
町
か
ら
総
勢
二
八
四
名
が
七
ク
ー
ル
に
分
か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
一
か
月
で
、
復
興
支
援
に
あ
た
り
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
日
常
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
方
た
ち
と
の
出
会
い
で
、「
復

興
」
と
い
う
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
し
た
。
拠
点
と
な
っ
た
遠
野
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
や
さ
し
さ
」
か
ら
発
し
た
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。
休

憩
時
間
に
私
た
ち
に
冷
え
た
お
茶
を
す
す
め
、
笑
顔
で
話
さ
れ
る
被
災
地

の
方
か
ら
は
「
元
気
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
年
九
月
に
は
第
二
弾
支
援
活
動
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
大

口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
「
絆
11(

イ
レ
ブ
ン)

」
を
結
成
し
、
翌
年
に
は
こ
の
団

体
と
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
共
催
で
、
第
三
弾
支
援
活
動
と
し
て
小
学

校
五
年
生
か
ら
高
校
生
を
募
り
、
大
槌
町
で
桜
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

�

（
昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ
）

大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会 

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　

私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有

の
光
景
を
、
報
道
番
組
を
通
し
て
幾
度
と
な
く
見
て
き
ま
し
た
。
震
災
直

後
か
ら
、「
我
々
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」「
被
災
地
の
た
め
に
何
か
し

た
い
」「
復
興
支
援
活
動
に
参
加
し
た
い
け
れ
ど
、
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
声
が
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
な
町
の
組
織
で
は
支
援
活
動
は
難
し
い
と
半な
か

ば
あ
き
ら
め
て
い
ま

し
た
が
、
私
た
ち
社
会
福
祉
協
議
会
と
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
「
少

し
で
も
継
続
で
き
る
支
援
活
動
を
支
援
し
た
い
」
と
の
想
い
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
現
地
支
援
拠
点
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

大

口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
」
を
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
基
地
は
、
比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
岩
手
県
遠
野
市
で
市
民
を

中
心
に
社
会
福
祉
協
議
会
・
青
年
会
議
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
協
力
し
、

被
災
地
を
継
続
的
に
支
援
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
遠
野
ま
ご
こ

ろ
ネ
ッ
ト
」
と
し
ま
し
た
。
拠
点
・
宿
舎
を
砂い
さ

子ご

沢ざ
わ

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
に
置
き
、
二
〇
一
一
年
六
月
一
日
（
水
）
か
ら
三
十
日

（
木
）
ま
で
の
一
か
月
間
復
興
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
、
支
援
物
資

を
積
ん
で
岩
手
県
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

大
口
絆
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
は
、
民
家
の
ガ
レ
キ
撤
去
や
家
屋
内
の
泥
出
し
、
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第
三
節
　
台
風

	
伊
勢
湾
台
風

　

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
九
月
二
十
六
日
午
後
六
時
頃
、
和

歌
山
県
潮

し
お
の

岬み
さ
きの

西
に
、
中
心
気
圧
九
二
九
・
六
㍱
の
勢
力
で
、
台
風

一
五
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
が
上
陸
し
た
。

　

こ
の
台
風
は
、
明
治
以
降
で
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
、
一
九
三
四

年
の
室
戸
台
風
、
一
九
四
五
年
の
枕

ま
く
ら

崎ざ
き

台
風
と
と
も
に
昭
和
の
三
大

台
風
（
犠
牲
者
が
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
台
風
）
の
筆
頭
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。

　

被
害
は
死
者
・
行
方
不
明
者
数
五
〇
九
八
人
で
、
う
ち
八
三
％
を

占
め
る
四
二
一
四
人
が
伊
勢
湾
奥
部
を
中
心
と
す
る
愛
知
・
三
重
両

県
に
集
中
し
た
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
市
区
町
村
で
は
被
害
が
激
甚
化

し
、
と
り
わ
け
、
名
古
屋
市
南
区
に
お
け
る
犠
牲
者
数
は
一
四
一
七

人
と
突
出
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
貯
木
場
か
ら
直
径
一
ｍ
、
長

さ
五
ｍ
、
重
さ
数
ｔ
に
及
ぶ
木
材
が
大
量
に
流
出
し
、
住
宅
を
破
壊

す
る
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
降
の
干
拓
に
よ
っ
て
陸
地
化
さ
れ
た
場
所
で

あ
り
、
低
平
地
を
守
る
べ
き
堤
防
が
湾
奥
部
を
中
心
に
二
二
〇
か
所
、

総
延
長
三
三
㎞
に
わ
た
っ
て
被
災
し
機
能
を
失
っ
た
こ
と
で
多
く
の

犠
牲
者
を
出
す
引
き
金
と
な
っ
た
。

　

大
口
村
で
も
、
死
者
三
人
、
行
方
不
明
者
一
人
、
重
軽
傷
者
三
八

人
、
住
宅
の
全
壊
七
七
世
帯
、
半
壊
一
三
五
世
帯
の
被
害
で
あ
っ
た
。

隣
接
自
治
体
で
あ
る
扶
桑
町
は
死
者
一
人
、
行
方
不
明
者
〇
人
、
住

宅
の
全
壊
五
八
世
帯
、
半
壊
九
九
世
帯
の
被
害
で
あ
り
、
そ
の
他
の

項
目
を
比
較
し
て
も
、
扶
桑
町
よ
り
大
口
村
の
方
が
被
害
を
受
け
た

（
１
―
３
―
17
）。

　

体
験
談
か
ら
も
、
土
曜
日
の
半
日
勤
務
を
さ
ら
に
短
く
し
て
社
員

の
帰
宅
を
急
が
せ
た
会
社
が
あ
っ
た
こ
と
、
夕
方
に
は
電
車
が
動
か

な
く
な
り
、
翌
日
代
行
バ
ス
が
出
た
こ
と
、
強
風
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
や
、
神
社
に
お
い
て
は
倒
木
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
1
―
3

―
18
・
19
）。
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1-3-17　大口村・扶桑町の伊勢湾台風被害状況（「伊勢湾台風 災害救助費清算書」
( 愛知県公文書館所蔵 ) からの抜粋）

1-3-18　被害を受けた八剱社（大口町歴史民俗資料館所蔵）

被害項目 大口村 扶桑町
罹災者総数（人） 1,038 815

人
的
被
害

死    者（人） 3 1
行方不明（人） 1 0

負傷
重  傷（人） 4 2
軽  傷（人） 34 10

合    計（人） 42 13

住
宅
の
被
害

全 壊
戸  数（戸） 77 52

世帯数（世帯） 77 58
人  員（人） 350 288

半 壊
戸  数（戸） 135 99

世帯数（世帯） 135 99
人  員（人） 688 527

流失建物・人員（戸・人） 0 0
床上・床下浸水（戸・人） 0 0

合 計
戸  数（戸） 212 151

世帯数（世帯） 212 157
人　員（人） 1,038 815

非住家の被害（戸） 542 304
仮設住宅の設置（戸） 20 15
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1-3-19　倒壊した公民館大屋敷分館（大口町歴史民俗資料館所蔵）

職
場
を
早
退
し
て

　

こ
の
日
、
私
は
名
古
屋
市
西
区
の
会
社
に
い
ま
し
た
。
風
雨
が
次
第
に

強
く
な
り
、
社
員
は
午
前
中
に
全
員
退
社
し
ま
し
た
。
家
に
帰
り
、
台
風

の
襲
来
に
備
え
て
準
備
し
た
専
用
の
木
を
雨
戸
に
斜
め
十
文
字
に
固
定
し

ま
し
た
。
し
だ
い
に
雨
・
風
が
強
く
な
り
、
私
は
玄
関
の
戸
を
懸
命
に
中

か
ら
押
さ
え
て
い
ま
し
た
。
も
う
駄
目
だ
と
叫
び
な
が
ら
、
台
風
の
通
過

す
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
台
風
が
去
っ
た
後
、
藁わ
ら

葺ぶ
き

屋
根
の
ワ
ラ
が
飛
ん

で
し
ま
っ
た
家
も
あ
り
ま
し
た
。
我
が
家
は
瓦
が
か
な
り
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。
道
路
は
倒
れ
た
大
木
で
、
自
転
車
や
車
は
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。�

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

翌
日
の
帰
宅

　

私
は
、
名
古
屋
の
銀
行
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
土
曜
日
で
し
た

の
で
午
後
二
時
に
仕
事
を
終
え
て
、
夕
方
ま
で
友
人
と
名
古
屋
市
内
に
い

ま
し
た
。
帰
ろ
う
と
名
古
屋
駅
に
行
き
ま
す
と
、
す
で
に
電
車
は
止
ま
っ

て
お
り
、
一
晩
を
地
下
ホ
ー
ム
の
階
段
で
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
、
代
行

バ
ス
で
布ほ

袋て
い

駅
ま
で
戻
り
ま
し
た
が
、
駅
か
ら
自
宅
ま
で
の
道
す
が
ら
、

多
く
の
倒
壊
し
た
家
屋
や
倒
木
を
見
て
、
自
宅
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心

配
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
家
が
建
っ
て
い
た
の

が
見
え
た
と
き
に
、
ほ
っ
と
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

�

（
昭
和
十
年
生
ま
れ
）
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消
防
団
員
と
し
て

　

台
風
一
五
号(

伊
勢
湾
台
風)

が
東
海
地
方
に
上
陸
し
、
タ
方
か
ら
夜

に
か
け
て
大
変
で
し
た
。
私
の
家
も
、
当
時
茅か
や

葺ぶ

き
の
家
で
屋
根
の
茅
が

風
で
飛
び
雨
戸
も
障
子
も
風
で
飛
ば
さ
れ
、
家
の
中
を
風
が
吹
き
抜
け
て

い
ま
し
た
。
風
の
強
ま
っ
た
十
時
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
、
風
圧
で
土
台
が

二
〇
㎝
ぐ
ら
い
浮
上
り
、
家
が
倒
れ
る
か
と
思
い
、
外
の
鶏
小
屋
の
ほ
う

に
避
難
し
ま
し
た
。
夜
中
に
風
も
治
ま
り
、
外
か
ら
見
回
り
を
し
た
ら
扉

が
壊
れ
雨
で
土
壁
が
落
ち
、
屋
根
瓦
も
落
ち
て
大
き
な
被
害
で
し
た
。
当

時
は
ま
だ
大
口
村
で
、
私
は
消
防
団
の
年
長
で
し
た
の
で
、
懐
中
電
灯
を

持
っ
て
災
害
の
状
況
を
見
回
り
に
行
き
ま
し
た
。
倒
れ
た
家
が
三
軒
程
あ

り
ま
し
た
。
茅
葺
の
家
が
倒
れ
て
い
て
懐
中
電
灯
で
照
ら
す
と
、
お
ば
あ

さ
ん
と
息
子
さ
ん
が
入
り
口
で
土
台
と
鴨か
も

居い

に
挟
ま
れ
て
い
た
の
を
発
見

し
、
村
役
場
に
連
絡
し
ま
し
た
。
係
の
方
が
来
て
一
緒
に
救
助
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
私
は
、
建
築
の
仕
事
に

出
て
い
ま
し
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
休
み
、
自
宅
の
修
理
と
片
付
け
を
し
ま

し
た
。�

（
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
）

小
学
生
の
記
憶

　

昭
和
三
十
四
年
七
月
に
南
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
て
誇
ら
し
か
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
同
年
九
月
二
十
六
日
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風
は
、
社
会
的
に
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
の
出
来
事
な
の
で
、
台
風
は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
翌
日
が
日

曜
日
で
学
校
が
休
み
だ
っ
た
の
で
、
神
社
に
行
っ
て
倒
木
の
上
に
乗
っ
て

遊
ん
だ
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

南
小
学
校
に
残
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
特
に
瓦
の
損
傷
が
激
し
く
、
校
区

の
皆
さ
ん
に
勤
労
奉
仕
で
学
校
の
補
修
に
の
べ
九
日
来
て
い
た
だ
き
、
六

年
生
の
修
学
旅
行
が
三
月
二
日
・
三
日
に
変
更
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

教
員
と
し
て

　

私
は
そ
の
日
、
大
口
中
学
校
に
残
り
、
同
僚
の
先
生
と
台
風
に
備
え
て

い
ま
し
た
。
夜
に
な
り
、
強
風
の
中
、
校
庭
の
方
へ
見
回
り
に
出
ま
し
た
。

背
後
で
も
の
す
ご
い
音
が
し
て
振
り
返
る
と
、
三
棟
あ
る
校
舎
の
う
ち
門

に
近
い
校
舎
の
西
側
半
分
が
倒
壊
し
て
い
ま
し
た
（
1
―
3
―
20
）。
残
っ
た

東
半
分
の
校
舎
に
は
職
員
室
と
裁
縫
室
が
あ
り
、
翌
朝
、
裁
縫
室
に
入
る

と
、
向
か
い
に
あ
る
村
役
場
の
瓦
が
教
室
中
に
散
乱
し
て
い
て
、
と
に
か

く
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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自
宅
は
下
小
口
に
あ
り
、
瓦
が
飛
ば
さ
れ
る
被
害
も
受
け
ま
し
た
が
、

一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
水
道
が
し
ば
ら
く
使
え
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
当
時
の
簡
易
水
道
は
、
電
動
ポ
ン
プ
で
水
が
汲く

み
上
げ
ら
れ
て
、

各
家
庭
に
水
が
供
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
か
月
ほ
ど
停
電
が

続
き
、
水
道
の
水
が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
に
も
、
ご
近
所
で
井
戸

を
併
用
さ
れ
て
い
た
家
か
ら
水
を
分
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
炊
事

に
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
電
気
や
水
道
の
あ
り
が

た
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

1-3-20　倒壊した大口中学校の校舎（大口町歴史民俗資料館所蔵）

第
二
室
戸
台
風

　

一
九
六
一
年
九
月
十
六
日
午
前
九
時
過
ぎ
、
台
風
一
八
号
は
高
知

県
室
戸
岬
西
方
に
上
陸
し
、
同
日
午
後
六
時
に
能
登
半
島
東
部
に
達

し
日
本
海
へ
抜
け
た
。
上
陸
時
の
中
心
気
圧
は
、
九
三
〇
㍱
で
最
大

瞬
間
風
速
八
四
・
五
ｍ
／
秒
と
い
う
猛
烈
な
風
と
と
も
に
能
登
半
島

へ
進
ん
だ
。
台
風
の
上
陸
が
昼
間
で
あ
り
、
二
年
前
の
伊
勢
湾
台
風

の
教
訓
も
あ
っ
て
早
め
の
避
難
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
死

者
・
行
方
不
明
者
数
は
一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
と
比
べ
七
％
に
減

少
し
た
。

　

大
口
村
の
詳
細
な
被
害
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
口
南
小
学
校
の
瓦

屋
根
や
ガ
ラ
ス
窓
に
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
住
居
へ
の

損
害
も
大
き
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
同
小
学
校
に
残
る
記
録
（「
学
校

沿
革
史
」）
に
よ
る
と
、
九
月
十
五
日
は
、「
台
風
接
近
の
た
め
第
五

時
限
で
一
斉
下
校
」
と
な
っ
て
お
り
、
翌
十
六
日
は
、「
台
風
一
八
号

来
襲
の
た
め
臨
時
休
校
。
屋
根
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
等
被
害
甚
大
」
と
あ

る
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
四
日
に
は
、「
第
二
室
戸
台
風
被
害
復
旧
工

事
（
屋
根
瓦
）
は
じ
ま
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
勤
労
奉
仕
」
を
う
け
た
。
当
時

積
算
さ
れ
た
修
繕
費
用
の
書
類
に
は
、
校
舎
四
棟
・
講
堂
・
給
食
室

と
い
っ
た
す
べ
て
の
建
物
が
被
害
を
受
け
、
大
半
の
屋
根
瓦
、
窓
ガ

ラ
ス
が
修
繕
を
必
要
と
し
た
（
1
―
3
―
21
・
22
）。
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台
風
の
強
風
対
策

　

私
が
子
ど
も
の
頃
、
屋
根
は
瓦
で
は
な
く
藁わ
ら

葺ぶ
き

屋
根
が
多
く
、
台
風
の

風
が
吹
く
と
ワ
ラ
が
飛
ん
で
い
か
な
い
よ
う
に
竹
で
組
ん
で
、
そ
れ
を
屋

根
の
骨
組
み
に
番
線
（
ハ
リ
ガ
ネ
）
で
括く
く

り
つ
け
て
い
ま
し
た
（
1
―
3
―

23
）。
の
ち
に
、
ト
タ
ン
で
屋
根
全
体
を
覆お
お

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
南
風
で
建
物
が
北
方
向
へ
傾
か
な
い
よ
う
に
、
屋
根
か

ら
南
側
の
庭
に
番
線
を
引
っ
張
っ
て
い
る
家
も
よ
く
見
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
通
過
し
た
と
き
、
南
風
よ
り
も
吹
返
し
の
北
か
ら
の
風

が
強
く
て
、
建
物
が
南
側
に
傾
い
た
家
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
住
居
の
北
側
に
金
属
製
の
支
柱
を
斜
め
に
固
定
し
て
、
傾
き
を
直
し

た
家
も
多
く
あ
り
ま
し
た
（
1
―
3
―
24
）。�

（
昭
和
二
十
六
年
生
ま
れ
）

1-3-21　給食室
窓枠・屋根瓦が散乱

（「伊勢湾台風関係書類綴　大口南小学校」
大口町歴史民俗資料館所蔵）

1-3-22　大口南小学校講堂
瓦は飛ばされ、出入り口の破損も激しい

（「伊勢湾台風関係書類綴　大口南小学校」
大口町歴史民俗資料館所蔵）

1-3-23　屋根を竹で押さえ、南からの強風に備え
番線を張った様子（地元住民の作画）

1-3-24　伊勢湾台風後に固定された支柱
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第
四
節
　
豪
雨

	
停
滞
前
線
と
台
風
一
四
号
に
よ
る
大
雨
（
東
海
豪
雨
）

　

二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
九
月
十
一
日
の
夕
刻
か
ら
十
二
日
未

明
に
か
け
て
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
未
曽

有
の
水
害
を
ひ
き
お
こ
し
た
。

　

こ
の
水
害
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
一
〇
人
、
負
傷
者
一
一
五
人
、

床
上
浸
水
二
万
二
八
九
四
棟
、
床
下
浸
水
四
万
六
九
四
三
棟
、
総
被

害
額
は
八
六
五
六
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
泥
水
を
被
っ
て
使
え
な

く
な
っ
た
家
具
や
電
化
製
品
、
畳
な
ど
の
水
害
ゴ
ミ
の
量
は
、
愛
知

県
の
二
一
市
町
で
合
計
八
万
一
四
〇

〇
ｔ
に
も
及
ん
だ
。

　

町
域
内
の
最
大
時
間
雨
量
は
四
五

㎜
で
あ
っ
た
が
、
一
日
の
降
雨
量
が

二
四
一
・
五
㎜
で
一
九
七
六
（
昭
和

五
十
一
）
年
に
丹
羽
消
防
本
部
が
観

測
を
始
め
て
以
降
最
大
の
降
雨
量
と

な
っ
た
。
被
害
は
、
五
条
川
の
越
水

に
よ
り
南
部
の
豊
田
地
区
で
約
三
〇

1-3-25　被災した北河原橋

世
帯
が
床
上
や
床
下
浸
水
、
同
地
区
の
五
条
川
に
架
か
る
北
河
原
橋

で
は
、
橋
げ
た
が
破
損
し
、
道
路
と
橋
の
間
で
約
一
ｍ
の
段
差
が
で

き
た
（
1
―
3
―
25
）。

　

も
っ
と
も
雨
が
激
し
く
、
か
つ
大
量
に
降
っ
た
の
は
名
古
屋
市
内

で
あ
り
、
名
古
屋
地
方
気
象
台
が
観
測
し
た
降
雨
量
は
、
最
大
一
時

間
降
雨
量
九
三
・
〇
㎜
、
最
大
日
降
雨
量
四
二
八
㎜
、
総
降
雨
量
五

六
七
㎜
で
あ
っ
た
。

　

被
害
が
激げ

き

甚じ
ん

化か

し
た
要
因
と
し
て
、
当
時
、
秋
雨
前
線
が
山
陰
沖

か
ら
能
登
半
島
、
東
北
地
方
北
部
か
ら
太
平
洋
に
か
け
て
横
た
わ
り
、

ゆ
っ
く
り
南
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
前
線
に
向
か
っ
て
台
風
か
ら

伸
び
た
湿し

つ

舌ぜ
つ

（
台
風
の
中
心
付
近
か
ら
温
か
く
て
湿
っ
た
気
流
が
舌

状
に
な
っ
て
一
定
方
向
に
吹
き
つ
け
る
こ
と
）
が
、
鈴
鹿
山
脈
に
衝

突
し
て
次
々
と
積
乱
雲
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
の
雨
雲
が
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
し
た
東
海
地
方
に
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。

　

東
海
豪
雨
を
機
に
、
町
職
員
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
が
結
成
さ
れ
、
大
き
な
水
害
を
受
け
た
西に

し

枇び

杷わ

島じ
ま

町
（
現
清
須
市
）

に
赴お

も
むき

、
被
災
者
の
手
助
け
な
ど
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

同
じ
く
、
河こ

北ぎ
た

地
区
の
「
河
北
の
環
境
を
考
え
る
会
」
と
「
河
北

交
友
会
」
の
メ
ン
バ
ー
約
六
〇
人
は
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
心

を
い
や
す
た
め
、
西
枇
杷
島
町
内
の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
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六
か
所
に
約
二
五
〇
〇
株
の
パ
ン
ジ
ー
の
苗
を
植
え
た
り
、
贈
っ
た

り
す
る
活
動
が
報
道
さ
れ
た
。

尾
張
北
部
の
集
中
豪
雨

　

二
〇
一
一
年
八
月
二
十
三
日
、
町
域
内
で
降
雨
量
が
午
前
二
時
か

ら
の
一
時
間
で
六
六
・
五
㎜
を
観
測
し
た
。
上
小
口
地
区
で
床
下
浸

水
が
一
軒
、
さ
つ
き
ケ
丘
地
区
の
町
道
一
か
所
が
冠
水
し
た
。
こ
の

時
は
、
扶
桑
町
の
被
害
が
大
き
く
、
床
上
浸
水
二
四
世
帯
、
床
下
浸

水
五
八
世
帯
、
犬
山
で
も
善
師
野
な
ど
で
床
下
浸
水
七
世
帯
と
郷
瀬

川
で
堤
防
側
面
が
一
部
崩
れ
落
ち
た
。

　

二
〇
一
七
年
七
月
十
四
日
、
大
口
町
で
降
雨
量
が
午
前
十
時
か
ら

の
一
時
間
で
七
五
・
五
㎜
を
観
測
し
た
。
犬
山
市
・
小
牧
市
で
は
一

時
間
に
一
二
〇
㎜
も
の
雨
量
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
負
傷
者
一
人
、
床
上
浸
水
一
七
棟
、
床

下
浸
水
一
八
三
棟
の
被
害
が
確
認
さ
れ
、
町
内
で
は
住
宅
五
棟
（
最

終
的
な
報
告
は
八
棟
）
が
床
下
浸
水
し
、
道
路
冠
水
に
よ
り
四
か
所

が
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
五
条
川
沿
い
の
尾
北
自
然

歩
道
に
あ
る
桜
の
木
が
道
路
側
に
倒
れ
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
浸
水
す

る
な
ど
し
た
。

　

五
条
川
は
、
豪
雨
に
よ
り
増
水
が
進
む
と
、
御
供
所
一
丁
目
の
大

之
瀬
橋
上
流
で
越
水
し
、
田
が
水
没
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
。
五
条

川
は
、
大
之
瀬
橋
か
ら
二
五
〇
ｍ
上
流
で
、
そ
の
流
れ
を
西
か
ら
南

に
変
え
て
お
り
、
そ
の
地
点
で
北
か
ら
昭
和
用
水
が
合
流
す
る
。
ま

た
右
岸
側
の
堤
防
が
左
岸
よ
り
も
最
大
四
五
㎝
高
く
な
っ
て
お
り
、

越
水
は
左
岸
の
大
口
側
で
起
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
大
口
町
・

江
南
市
両
側
が
水
没
し
た
。
こ
の
状
況
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

上
空
か
ら
の
映
像
と
と
も
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
扶
桑
町
内

で
は
、
床
上
浸
水
が
八
件
、
床
下
浸
水
が
五
二
件
、
小
牧
市
内
で
は

床
上
浸
水
が
七
件
、
床
下
浸
水
が
一
〇
一
件
の
被
害
を
出
し
た
。

　

同
年
八
月
十
八
日
に
も
、
大
口
町
で
降
雨
量
が
午
後
十
時
か
ら
一

1-3-26　町内水位計設置位置図
（『広報おおぐち』2018年 8 月号）

五条川：万願寺橋（中小口二丁目）
　　　　甚左橋（奈良子二丁目）
合瀬川：長蔵橋（萩島一丁目）

長蔵橋

甚左橋

万願寺橋

大口西
小学校

柏森駅

ほほえみ
プラザ

役場

丹波消防

大口南
小学校堀尾跡公園

大口北小

国道

41

国道

155
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時
間
当
た
り
九
〇
・
五
㎜
を
観
測
し
、
犬
山
市
で
は
一
一
〇
㎜
、
岐

阜
県
可
児
市
で
は
一
〇
〇
㎜
の
猛
烈
な
雨
と
な
っ
た
た
め
、
大
口
町

と
小
牧
市
で
は
床
下
浸
水
、
近
隣
市
町
で
も
道
路
冠
水
が
発
生
し
た
。

岐
阜
県
可
児
市
の
一
部
で
は
避
難
指
示
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

非
常
時
に
は
、
町
職
員
が
目
視
で
町
内
河
川
の
水
位
を
確
認
し
て

き
た
が
、
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
河
川
に
も
水
位
計
設

置
の
意
向
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
六
月
、
県
に
よ
っ

て
町
内
の
五
条
川
・
合
瀬
川
に
水
位
計
が
設
置
さ
れ
た
（
1
―
3
―
26
）。

報
道
に
戸
惑
う

　
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
七
月
十
四
日
の
集
中
豪
雨
は
、
午
前
中
の
み
で

正
午
に
は
雨
は
上
が
っ
て
い
た
。
正
午
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
全
国
中
継
で
堀

尾
跡
公
園
か
ら
南
部
の
大
之
瀬
橋
ま
で
、
五
条
川
周
辺
の
田
が
水
没
し
て
い
る

様
子
が
上
空
か
ら
映
し
出
さ
れ
、
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
印
象
が
強
く
残
っ
た
。

そ
の
直
後
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
取
材
の
た
め
に
続
々
と
町
に
や
っ
て
来

て
、
被
害
状
況
や
災
害
対
策
本
部
の
対
応
に
つ
い
て
次
々
と
質
問
し
て
い
っ
た
。

　
大
之
瀬
橋
上
流
左
岸
（
大
口
町
側
）
の
田
が
水
没
す
る
こ
と
は
経
験
が
あ
っ

た
も
の
の
、
右
岸
側
は
江
南
市
で
あ
り
、
ま
た
、
経
験
の
な
い
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
の
取
材
に
役
場
の
職
員
は
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
経
験
は
、
改
め
て
マ
ス
コ
ミ
対
応
を
含
め
た
災
害
へ
の
向
き
合
い
方
に

つ
い
て
、
研
修
を
重
ね
る
契
機
と
な
っ
た
。

尾
張
北
部
の
集
中
豪
雨
の
記
憶

　

大
口
町
河
北
一
丁
目
に
あ
る
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
午
前
中
に
す
ご
い
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
お
昼
に
な
る
と
雨
は
止
み
外
に
出
て
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
地
域
は
、
合
瀬
川
と
五
条
川
に
囲
ま
れ
た

水
田
地
帯
な
の
で
、
両
川
か
ら
水
路
を
つ
た
い
溢
れ
出
た
濁
流
に
よ
っ
て

一
帯
は
公
道
、
水
田
、
用
水
路
の
境
目
が
わ
か
ら
な
く
な
る
く
ら
い
水
没

し
て
い
ま
し
た
。
幸
い
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
や
そ
れ
に
つ
な
が
る
県
道
草

井
羽
黒
線
は
冠
水
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
ご
み
収
集
車
の
往
来
に
は

支
障
が
な
く
、
ご
み
の
受
け
入
れ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

五
条
川
の
氾
濫
は
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ
た
よ
う
な
の
で
、
長

野
県
や
東
京
都
に
い
る
知
人
か
ら
心
配
す
る
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
届
い

て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
は
水
没
す
る
こ
と
が
な
い
場
所
も
水
に
つ
か
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
地
面
を
徘は
い

徊か
い

し
て
い
る
昆
虫
や
ク
モ
類
な
ど
が
大
量
に
水

に
浮
い
て
な
が
さ
れ
て
お
り
、
長
靴
に
つ
か
ま
り
上
に
這は

い
上
が
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
驚
き
ま
し
た
。�

（
昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ
）
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章

第
一
節
　
原
始
・
古
代

	

　

地
質
学
で
い
う
新
生
代
、
つ
ま
り
哺
乳
類
が
台
頭
す
る
時
代
の
う

ち
、
約
二
六
〇
万
年
前
以
降
を
第
四
紀
と
呼
ぶ
。
第
四
紀
は
地
球
上

で
人
類
が
活
動
し
て
お
り
、
石
を
打
ち
欠
い
た
打
製
石
器
を
使
用
し

は
じ
め
た
。
そ
の
時
期
区
分
を
石
器
時
代
と
呼
び
、
さ
ら
に
約
一
万

二
〇
〇
〇
年
を
境
と
し
て
そ
れ
以
前
を
旧
石
器
時
代
、
以
後
を
新
石

器
時
代
と
分
け
て
い
る
。
こ
の
区
分
は
欧
米
を
中
心
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
日
本
列
島
で
は
同
時
期
の
土
器
出
現
を
境
に
、
旧
石
器
時
代

以
降
を
縄
文
時
代
と
設
定
し
て
い
る
。

　

旧
石
器
時
代
の
う
ち
、
日
本
列
島
で
確
実
に
人
類
の
痕
跡
が
確
認

で
き
る
の
は
約
三
万
五
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
後
期
旧
石
器
時
代
で
あ

る
。
こ
の
時
代
の
遺
跡
は
列
島
各
地
で
数
多
く
確
認
さ
れ
て
お
り
、

鍵
と
な
る
地
層
（
火
山
灰
層
）
や
各
地
で
定
型
化
し
た
ナ
イ
フ
形
石

　

大
口
町
域
に
お
い
て
「
大
口
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
、
大
口
村

が
誕
生
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
か
ら
、
こ
の
地

に
は
人
々
が
生
活
を
営
ん
で
き
た
。

　

旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
が

活
動
し
は
じ
め
、
各
時
代
に
お
い
て
も
当
時
の
人
々
は
町
域
内
で
活

躍
し
続
け
て
き
た
。
積
み
重
ね
ら
れ
た
痕
跡
は
、
現
在
も
残
る
記
録

類
や
遺
跡
な
ど
か
ら
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
章
は
、
町
域
に
お
け
る
原
始
時
代
か
ら
、
大
口
村
と
な
り
、
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
の
あ
ゆ

み
を
た
ど
る
。
た
だ
し
、
本
書
は
現
代
史
を
ひ
も
と
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
た
め
、
各
時
代
に
お
け
る
概
要
の
み
を
紹
介
す
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
一
九
八
二
年
刊
行
の
『
大
口
町
史
』
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
大
口
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
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器
の
消
長
を
基
準
に
時
期
を
細
分
化
し
て
い
る
。
愛
知
県
に
お
い
て

後
期
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
分
布
が
比
較
的
集
中
し
て
い
る
の
は
、
東

か
ら
豊と

よ

川が
わ

流
域
、
矢や

作は
ぎ

川が
わ

流
域
、
濃
尾
平
野
と
な
っ
て
い
る
。
当
時

は
最
終
氷
期
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
約
七
℃

ほ
ど
低
く
、
そ
れ
に
と
も
な
い
海
水
面
が
大
き
く
低
下
し
て
い
た
た

め
、
海
岸
線
は
現
在
よ
り
も
遠
く
、
伊
勢
湾
及
び
三
河
湾
は
陸
地
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
現
在
湾
内
の
海
底
に
も
遺
跡
が
存
在
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

後
期
旧
石
器
時
代
に
お
け
る
尾
張
北
部
域
の
遺
跡
と
し
て
は
、
犬

山
市
の
入
鹿
池
周
辺
遺
跡
、
小
牧
市
の
西に

し

之の

島し
ま

遺
跡
・
総そ

う

濠ぼ
り

遺
跡
、

春
日
井
市
の
上か

み

八は
っ

田た

遺
跡
・
梅う

め

ケが

坪つ
ぼ

遺
跡
・
梅
ケ
坪
南
遺
跡
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
確
実
に
同
時
代
の
石
器
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
立
地
の
共
通
点
と
し
て
、
尾
張
平
野
東
部
の
洪
積
台

地
・
丘
陵
上
で
あ
る
。
反
対
に
洪
積
台
地
よ
り
西
側
に
あ
た
る
犬
山

扇
状
地
（
沖
積
低
地
）
に
は
分
布
が
希
薄
と
な
る
。
町
域
内
に
お
い

て
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
の
石
器
群
を
発
見
し
た
西に

し

山や
ま

神が
み

遺
跡
が
存

在
す
る
が
、
遺
跡
の
帰
属
時
期
は
縄
文
時
代
の
可
能
性
が
高
い
た
め
、

明
言
は
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
町
域
に
お
い
て
表
採
さ
れ
た
石
器

が
数
点
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
（
２
―
０
―
１
）。

　

後
期
旧
石
器
時
代
が
終
末
を
迎
え
る
頃
、
地
球
上
で
は
自
然
環
境

に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
。
旧
石
器
時
代
を
通
じ
て
は
氷
期
と
間
氷

期
を
繰
り
返
す
氷
河
時
代
が
続
い
た
。
氷
河
時
代
が
終
わ
る
と
地
球

全
体
の
温
暖
化
が
進
み
、
北
極
や
南
極
の
氷
床
が
減
っ
て
世
界
的
な

海
水
面
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
列
島
で
は
「
縄
文
海
進
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
約
一
万
九
〇
〇
〇
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
現
象

に
よ
り
、
日
本
列
島
は
海
に
囲
ま
れ
、
中
国
地
方
と
四
国
地
方
が
分

離
し
、
瀬
戸
内
海
が
形
成
さ
れ
た
。
伊
勢
湾
岸
域
を
み
る
と
、
こ
れ2-0-1　旧石器・縄文時代における主要遺跡
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ま
で
陸
地
で
あ
っ
た
伊
勢
湾
・
三
河
湾
に
海
が
流
入
し
、
縄
文
海
進

の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
約
六
〇
〇
〇
年
前
は
、
現
在
の
海
岸
線
を
越
え

て
さ
ら
に
内
陸
へ
と
入
り
込
ん
だ
。
そ
の
後
、
徐
々
に
気
温
と
海
水

面
が
下
が
り
海
退
が
進
み
、
約
四
五
〇
〇
年
前
に
小
規
模
な
海
進
、

約
三
〇
〇
〇
年
前
に
さ
ら
な
る
海
退
が
起
こ
り
、
現
在
の
地
形
が
成

り
立
っ
て
い
っ
た
。
尾
張
北
部
に
広
が
る
平
野
部
に
目
を
向
け
る
と
、

約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
に
あ
た
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
頃
は
、
後
期

旧
石
器
時
代
に
引
き
続
き
、
遺
跡
の
分
布
は
小
牧
市
の
小
牧
山
南
遺

跡
、
春
日
井
市
の
梅
ケ
坪
遺
跡
な
ど
、
洪
積
台
地
・
丘
陵
上
に
集
中

す
る
。
町
域
で
も
犬
山
扇
状
地
の
微
高
地
上
に
あ
た
る
中な

か

原は
ら

遺
跡
で

有
舌
尖
頭
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
約
一
万
年
前
の
縄
文
時
代
早
期

に
入
る
と
、
段
丘
よ
り
標
高
の
低
い
位
置
に
あ
た
る
平
野
部
で
も
微

高
地
を
利
用
し
て
人
々
が
生
活
し
て
い
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

町
域
で
は
北き

た

替か
え

地ち

遺
跡
の
ほ
か
、
扶
桑
町
の
下し

も

林ば
や
し遺

跡
、
犬
山
市

の
上か

み

野の

遺
跡
な
ど
で
あ
る
。
縄
文
海
進
の
ピ
ー
ク
に
あ
た
る
約
六
〇

〇
〇
年
前
は
、
平
野
部
ま
で
海
岸
線
が
進
出
し
た
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
町
域
を
含
め
た
平
野
部
で
は
遺
跡
が
確
認
で
き
な
く
な
る
。
そ

の
後
、
海
退
に
よ
っ
て
徐
々
に
平
野
部
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
縄
文
時
代
中
期
後
半
あ
た
る
時
期
に
は
、
町
域
の
西
山
神
遺

跡
、
扶
桑
町
の
下
林
遺
跡
な
ど
犬
山
扇
状
地
上
の
遺
跡
に
加
え
、
沖

積
地
に
あ
た
る
自
然
堤
防
に
お
い
て
も
一
宮
市
の
佐
野
遺
跡
、
岩
倉

市
の
ノ
ン
ベ
遺
跡
、
清
須
市
の
朝
日
遺
跡
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
中
部
高
地
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
集

落
で
は
な
く
各
遺
跡
で
想
定
さ
れ
る
集
落
の
規
模
は
小
さ
い
。
約
四

〇
〇
〇
年
前
か
ら
縄
文
時
代
後
期
、
晩
期
と
続
く
が
、
こ
の
頃
に
な

る
と
海
退
が
一
層
進
み
、
平
野
部
に
は
多
く
の
遺
跡
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　

尾
張
北
部
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
最
盛
期
を
迎
え
る
の

は
晩
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
代
表
さ
れ
る
遺
跡
は
一
宮
市
の
馬ま

見み

塚づ
か

遺
跡
で
あ
り
、
愛
知
県
内
で
最
大
規
模
を
誇
る
。
町
域
で
は
西に

し

浦う
ら

遺
跡
が
該
当
す
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
と
と
も

に
、
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
が
一
点
出
土
し
て
お
り
、
両
時
代
の
移

行
期
に
あ
た
る
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
育
ま
れ
た
農
耕
技
術
が
、
日
本
列
島
へ
伝で

ん

播ぱ

・
定
着

し
て
特
に
西
日
本
に
住
む
人
々
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
貌
し
た
。

大
陸
か
ら
の
文
物
は
数
度
に
わ
た
っ
て
伝
わ
り
、
水
稲
農
耕
と
そ
れ

に
と
も
な
う
道
具
が
出
現
し
た
。
集
落
は
周
囲
を
堀
で
囲
ん
だ
環か

ん

濠ご
う

集
落
と
な
り
、
金
属
器
は
技
術
革
新
と
新
し
い
思
想
を
生
み
出
し
、
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逆
に
争
い
と
い
う
負
の
側
面
も
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
縄
文
時
代

と
は
一
変
し
た
弥
生
文
化
は
、
紀
元
前
四
世
紀
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

尾
張
北
部
に
お
い
て
は
、
清
須
市
か
ら
名
古
屋
市
西
区
に
か
け
て
展

開
す
る
朝
日
遺
跡
が
代
表
的
で
あ
る
が
、
町
域
内
で
も
弥
生
文
化
が

花
開
い
た
（
２
―
０
―
２
）。
特
筆
す
べ
き
は
現
在
の
余
野
地
区
を
中

心
と
す
る
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
余
野
遺
跡
群
で
あ
る
。

　

余
野
遺
跡
群
は
、
大
小
含
め
た
集
落
遺
跡
が
集
中
し
て
お
り
、
時

期
は
弥
生
時
代
中
期
～
古
墳
時
代
中
期
が
中
心
で
あ
る
。
犬
山
扇
状

地
を
網
の
目
の
よ
う
に
流
れ
る
大
小
の
河
川
で
形
成
さ
れ
た
自
然
堤

防
上
に
立
地
す
る
。
区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う
調
査
に
よ
っ
て
竪た

て

穴あ
な

建
物
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
採
集
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
小
型
仿ぼ

う

製せ
い

鏡き
ょ
うと

小
銅ど

う

鐸た
く

が
発
見
さ
れ
た
（
２
―
０
―
３
・
４
）。
そ
の
全
容
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
本
来
は
犬
山
扇
状
地
に
お
い
て
当
該
期

の
拠
点
的
な
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
余
野
遺
跡
群

の
南
東
、
河
岸
段
丘
上
に
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
が
所
在
す
る
（
第
三
編
第
六

章
第
二
節
）。
仁
所
野
遺
跡
は
弥
生
時
代
終
末
期
の
方
形
周
溝
墓
、
全

長
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
白
山
一
号

墳
が
立
地
し
て
お
り
、
墳
墓
群
の
造
営
母
体
を
余
野
遺
跡
群
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
町
域
で
は
弥
生
時
代
に
比
定
さ
れ

2-0-2　弥生時代における主要遺跡

2-0-4　余野遺跡群（神明下遺跡）で
発見された小銅鐸

2-0-3　余野遺跡群（清水遺跡）で
発見された小型仿製鏡
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る
遺
跡
は
余
野
遺
跡
群
程
の
規
模
で
は
な
く
、
向む

か

江え

遺
跡
は
竪
穴
建

物
二
棟
及
び
溝
状
遺
構
、
大
御
堂
遺
跡
は
竪
穴
建
物
一
棟
が
そ
れ
ぞ

れ
確
認
で
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
全
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

仁
所
野
遺
跡
に
所
在
す
る
墳
丘
墓
群
は
、
弥
生
時
代
を
代
表
す
る

墓
制
で
あ
り
、
日
本
列
島
に
は
各
地
域
で
特
色
を
持
っ
た
多
種
多
様

な
墳
形
・
副
葬
品
を
持
つ
墳
丘
墓
が
築
造
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
規
模

も
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
周
囲
の
墳
丘
墓
よ
り
規
模
が
大
き
い
も

の
も
現
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
徐
々
に
権
力
と
富
を
手
に
し
た
人
が

出
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
特
定

の
個
人
が
、
他
の
人
々
と
隔
絶
し
た
権
力
と
富
が
集
中
す
る
社
会
と

な
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
個
人
の
た
め
、
巨
大
な
墳
丘
を
有
す
る
古
墳

が
出
現
し
た
。

　

古
墳
は
、
前
代
ま
で
の
墳
丘
墓
と
は
違
い
地
域
性
は
な
く
な
り
、

前
方
後
円
墳
や
前
方
後
方
墳
と
い
う
特
徴
的
な
形
態
に
ま
と
め
ら
れ
、

遺
体
を
納
め
る
施
設
で
あ
る
主
体
部
の
構
造
・
副
葬
品
、
墳
丘
上
の

葺ふ
き

石い
し

・
埴は

に

輪わ

な
ど
、
古
墳
を
構
成
す
る
要
素
も
地
域
差
が
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
弥
生
時
代
ま
で
に
お
け
る
地
域
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
「
邪

馬
台
国
」
を
代
表
す
る
ク
ニ
へ
と
な
り
、
そ
れ
ら
が
さ
ら
に
広
域
的

な
連
合
と
な
っ
た
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
の
誕
生
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

動
き
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　

古
墳
時
代
の
開
始
時
期
と
さ
れ
る
三
世
紀
中
頃
よ
り
以
前
、
二
世

紀
後
半
以
降
に
お
い
て
、
後
の
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
に
繋つ

な

が

る
同
形
の
墳
丘
墓
が
築
造
さ
れ
た
地
域
が
存
在
し
た
。
尾
張
北
部
に

お
い
て
は
、
清
須
市
の
廻は

さ

間ま

遺
跡
、
一
宮
市
の
西に

し

上じ
ょ
う

免め
ん

遺
跡
に
代
表

さ
れ
る
前
方
後
方
形
の
墳
丘
墓
が
展
開
す
る
。
こ
の
特
色
は
古
墳
時

代
に
入
っ
て
以
降

も
前
方
後
方
墳
が

造
営
さ
れ
続
け

る
。

　

そ
の
後
四
世
紀

中
頃
に
な
る
と
、

前
方
後
円
墳
へ
と

墳
形
が
一
変
す

る
。
ま
た
、
濃
尾

平
野
か
ら
の
視
点

で
み
る
と
、
古
墳

時
代
の
始
ま
り
以

降
、
四
世
紀
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
扇

状
地
・
沖
積
地
や
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美
濃
山
麓
に
前
方
後
方
（
円
）
墳
が
多
く
築
か
れ
る
。
五
世
紀
以
降

に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
造
墓
活
動
が
な
か
っ
た
名
古
屋
台
地
周
辺
部

で
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

町
域
内
で
は
、
仁
所
野
遺
跡
の
白は

く

山さ
ん

一
号
墳
が
挙
げ
ら
れ
る
（
２

―
０
―
５
）。
白
山
一
号
墳
は
、
前
方
後
方
墳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
な
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
た
め
、

現
状
で
は
墳
丘
の
規
模
・
形
状
で
認
識
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
余
野
遺
跡
群
は
弥
生
時
代
に
引
き
続
き
、
古
墳
時
代
を
通

じ
た
遺
物
も
確
認
で
き
る
た
め
、
白
山
一
号
墳
は
仁
所
野
遺
跡
の
墳

丘
墓
に
後
続
す
る
古
墳
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

再
び
尾
張
北
部
に
お
け
る
主
要
な
古
墳
造
営
に
目
を
向
け
る
と
、

三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
頭
に
三
角
縁
神
獣
鏡
を
は
じ
め
と
し
た

豊
富
な
副
葬
品
を
備
え
た
前
方
後
方
墳
で
あ
る
犬
山
市
の
東

ひ
が
し

之の

宮み
や

古

墳
が
築
造
さ
れ
、
四
世
紀
中
頃
の
前
方
後
円
墳
で
県
内
二
位
の
規
模

で
あ
る
犬
山
市
の
青
塚
古
墳
へ
と
繋
が
る
。
そ
し
て
五
世
紀
に
入
る

と
犬
山
市
の
妙

み
ょ
う

感か
ん

寺じ

古
墳
を
最
後
に
、
尾
張
北
部
、
特
に
犬
山
扇
状

地
で
は
大
型
の
古
墳
造
営
が
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
う
。
再
び
活
況
を

示
す
の
は
古
墳
時
代
後
期
に
あ
た
る
六
世
紀
以
降
と
な
る
。

　

特
に
現
在
の
江
南
市
南
東
部
か
ら
町
南
部
に
あ
た
る
範
囲
に
お
い

て
、
五
条
川
の
両
岸
に
展
開
す
る
複
数
の
古
墳
が
注
目
さ
れ
る
（
２

―
０
―
６
）。
そ
れ
ら
は
六
世
紀
を
通
じ
て
継
続
的
に
築
造
さ
れ
て
お

り
、
全
長
六
○
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
六
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
江
南
市
の
曽そ

本も
と

二ふ
た

子ご

山や
ま

古
墳
を
筆
頭
に
、
出
土
し
た

埴
輪
か
ら
六
世
紀
前
半
に
あ
た
る
富ふ

士じ

塚づ
か

古
墳
、
町
域
内
に
は
出
土

遺
物
か
ら
六
世
紀
中
ご
ろ
と
さ
れ
る
、
い
わ
き
塚
古
墳
（
第
三
編
第

六
章
第
二
節
）、
未
調
査
の
神し

ん

福ぷ
く

神じ
ん

社じ
ゃ

古
墳
が
点
在
す
る
。
以
上
の
古

墳
は
五
世
紀
ま
で
の
大
型
古
墳
と
比
べ
規
模
が
小
さ
い
古
墳
で
あ
る

が
、
そ
の
周
囲
に
は
、
滅
失
し
た
も
の
も
含
め
、
直
径
一
〇
ｍ
程
度

の
円
墳
が
立
地
し
て
い
た
。
先
述
の
古
墳
時
代
前
・
中
期
に
お
け
る

犬
山
市
域
を
中
心
と
し
た
造
墓
活
動
か
ら
、
後
期
以
降
、
こ
の
地
で

活
発
と
な
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
域
内
に
お
い
て
は
、
滅
失
し
た
も
の
、
伝
承
の
み

残
っ
て
い
る
も
の
な
ど
を
含
め
る
と
、
約
四
〇
基
の
古
墳
が
確
認
で

き
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
直
径
一
〇
ｍ
程
度
の
円
墳
で
あ
る
。
た

だ
し
、
調
査
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
不
明
な
古

墳
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
、
先
述
と
同
規
模
の
円
墳
を
調
査
し
た
際

は
、
近
世
以
降
の
塚
、
も
し
く
は
新
田
開
発
の
際
に
発
生
し
た
河
原

石
な
ど
を
塚
状
に
し
た
も
の
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
「
入
鹿

切
れ
」
由
来
の
土
砂
を
塚
状
に
寄
せ
集
め
た
も
の
（
第
一
編
第
三
章

第
一
節
）
な
ど
、
本
来
の
古
墳
で
は
な
い
事
例
を
確
認
し
て
い
る
。
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古
墳
時
代
は
畿
内
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
政
治
構

造
も
築
き
上
げ
ら
れ
た
。
六
世
紀
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
直
接
仕
え
る

集
団
が
ウ
ジ
を
形
成
し
、
ウ
ジ
は
支
配
下
に
部
を
組
織
し
て
王
権
に

奉
仕
し
た
。
そ
し
て
各
地
方
に
は
元
々
存
在
し
た
県あ

が
たと

呼
ば
れ
る
も

の
か
ら
国
造
に
再
編
さ
れ
る
。
尾
張
で
は
六
世
紀
前
半
に
断だ

ん

夫ぷ

山さ
ん

古

墳
を
築
い
た
と
さ
れ
る
尾
張
氏
が
台
頭
し
、
勢
力
を
拡
大
し
た
。
七

世
紀
に
入
る
と
、
県
内
で
は
古
墳
時
代
終
末
期
に
あ
た
る
が
、
畿
内

で
は
中
央
集
権
国
家
へ
の
道
程
を
歩
み
始
め
る
。

　

六
世
紀
中
ご
ろ
に
朝
鮮
半
島
か
ら
仏
教
が
伝
来
し
、
七
世
紀
後
半

に
は
地
方
に
も
広
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
古
墳
か
ら
寺

院
へ
と
権
威
の
象
徴
が
変
化
し
、
古
墳
の
築
造
数
も
減
少
し
た
。
そ

し
て
六
四
五
（
大
化
元
）
年
の
乙い

っ
し巳

の
変
（
大
化
の
改
新
）
以
降
、

地
方
に
対
し
て
公
民
制
の
構
築
と
戸
籍
の
作
成
に
よ
る
税
制
の
施
行

や
、
国
評
里
制
の
成
立
に
至
る
行
政
組
織
の
編
成
を
お
こ
な
い
、
六

九
四
（
朱
鳥
六
）
年
に
藤
原
京
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
七
〇
一
（
大

宝
元
）
年
に
大
宝
律
令
を
制
定
し
、
中
央
集
権
国
家
と
し
て
の
体
制

を
整
え
た
。

　

七
世
紀
に
お
い
て
町
域
内
に
直
接
関
係
す
る
地
名
な
ど
が
記
載
さ

れ
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
藤
原
京
出
土
木
簡
の
う
ち
六

九
六
年
の
「
尾お

治わ
り

国こ
く

尓に

波わ
の

評こ
お
り」

と
記
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
、
評

（
郡
）
レ
ベ
ル
の
よ
り
広
域
の
地
名
は
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
八
世
紀
も
同
様
に
資
料
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
が
、
集

落
遺
跡
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
白し

ら

木き

遺
跡
で
あ
る
。
白
木
遺
跡
は
、

豊
田
一
丁
目
地
内
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
か
ら
お
お
む
ね
八
世
紀
前

半
ま
で
続
い
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
白
木
遺
跡
の
調
査
に
よ
り
、
直

径
一
ｍ
の
柱
穴
が
一
列
に
並
ぶ
掘
立
柱
建
物
、
竪
穴
建
物
を
検
出
し

た
。
白
木
遺
跡
周
辺
は
古
墳
時
代
か
ら
人
々
の
営
み
が
活
発
に
お
こ

な
わ
れ
て
お
り
、
中
世
・
近
世
に
至
る
ま
で
様
々
な
文
化
遺
産
が
集

中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
町
域
の
み
な
ら
ず
、
周
辺
自
治

体
を
含
め
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

奈
良
・
平
安
時
代
を
通
じ
て
、
町
域
内
に
関
係
す
る
史
料
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
九
二
七
（
延
長
五
）
年
に
成
立
し
た
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
の
巻

九
・
十
に
あ
る
、「
神じ

ん

名み
ょ
う

帳ち
ょ
う」

に
「
小
口
神
社
」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

に
は
、

尾
張
国
丹
羽
郡
に
あ
る
一
三
の
郷
名
の
う
ち
に
「
小
口
」
と
い
う
名

が
確
認
で
き
る
。
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第
二
節
　
中
世

	

　

平
安
京
を
舞
台
と
し
て
、
天
皇
と
一
部
の
貴
族
を
中
心
と
し
た
時

代
か
ら
、
武
力
を
背
景
に
伸
長
し
た
武
士
が
徐
々
に
権
力
を
掌
握
す

る
。
鎌
倉
に
お
け
る
武
家
政
権
の
樹
立
を
軸
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

契
機
は
、
一
一
八
〇
（
治
承
四
）
年
に
源

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
し
、

一
一
八
五
（
文
治
元
）
年
の
壇だ

ん

ノの

浦う
ら

の
戦
い
で
平
家
を
滅
亡
さ
せ
た
。

頼
朝
は
全
国
に
守
護
・
地
頭
を
設
置
し
、
一
一
九
二
（
建
久
三
）
年

に
征せ

い

夷い

大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
な
り
、
鎌
倉
幕
府
の
確
立
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
に
お
け
る
町
域
内
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
尾
張
北
部
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
源
氏
と
平
家
の
内

乱
で
あ
る
治じ

承し
ょ
う・

寿じ
ゅ

永え
い

の
乱
の
際
、
一
一
八
一
年
に
起
こ
っ
た
墨す

の

俣ま
た

川が
わ

の
合
戦
は
墨
俣
の
渡
（
現
岐
阜
県
大
垣
市
）
を
中
心
に
展
開
し
た
。

ま
た
、
一
二
二
一
（
承
久
三
）
年
に
幕
府
軍
と
後ご

鳥と

羽ば

上
皇
と
の
間

で
起
こ
っ
た
承

じ
ょ
う

久き
ゅ
うの

乱
で
は
、
尾
張
川
合
戦
に
お
い
て
尾
張
・
美
濃

の
国
境
で
あ
る
尾
張
川
・
墨
俣
川
を
挟
ん
で
、
後
鳥
羽
方
と
幕
府
軍

が
対
峙
し
て
い
る
。
町
域
を
含
め
丹
羽
郡
で
は
、
在
地
勢
力
と
し
て

良よ
し

峰み
ね

氏
が
い
た
と
さ
れ
、
一
族
の
一
人
で
あ
る
原は

ら

高た
か

成な
り

が
大お

お

縣あ
が
た神

社

の
大
宮
司
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
原
氏
が
町
域
周
辺
に
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
荘
園
と
し
て
町
域
は
、
稲い

な

木ぎ
の

荘し
ょ
う

の
一
部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
末
期
に
あ
た
る
一
三
三
三
（
正
慶
二
（
元
弘
三
））
年
、
幕
府

軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
足あ

し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

が
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
側
に
つ
き
、

鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
。
一
三
三
六
（
建
武
三
（
延
元
元
））
年
に
建け

ん

武む

式し
き

目も
く

を
制
定
し
、
室
町
幕
府
が
成
立
す
る
が
、
南
北
朝
の
対
立
は

続
き
、
合
体
し
た
の
は
一
三
九
二
（
明
徳
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
四
〇
〇
（
応
永
七
）
年
頃
、
幕
府
の
管
領
と
し
て
中
核
を
担
っ
て

い
た
斯し

波ば

氏
が
尾
張
国
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
以

前
よ
り
守
護
を
務
め
て
い
た
越
前
か
ら
織
田
氏
を
尾
張
国
守
護
代
と

し
、
両
国
支
配
を
進
め
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
斯
波
氏
の
勢
力
が
衰

え
て
い
く
と
と
も
に
、
尾
張
国
内
に
お
け
る
織
田
氏
の
影
響
を
強
め

て
い
く
。
そ
の
中
で
、
守
護
斯
波
氏
を
含
め
た
継け

い

嗣し

争
い
が
立
て
続

け
に
起
こ
り
、
一
四
六
七
（
応
仁
元
）
年
の
応お

う

仁に
ん

・
文ぶ

ん

明め
い

の
乱
へ
と

発
展
し
た
。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
前
後
に
お
け
る
町
域
内
で
、
挙
げ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
人
物
は
織
田
遠

と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

江
守
広
近
で
あ
ろ
う
。
広
近
は
、
尾
張
国
守

護
代
を
務
め
る
織
田
郷さ

と

広ひ
ろ

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
守
護
代
を
継
い

だ
兄
・
敏と

し

広ひ
ろ

の
補
佐
を
務
め
た
。
一
四
五
九
（
長
禄
三
）
年
に
小
口

城
を
築
き
、
応
仁
・
文
明
の
乱
直
前
の
緊
迫
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
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尾
張
北
部
の
経
営
拠
点
と
し
た
（
２
―
０
―
７
）。
小
口
城
は
本
来
古

墳
（
小
口
城
古
墳
）
で
あ
っ
た
場
所
に
築
き
、
周
囲
を
方
形
の
堀
で

囲
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
近
は
そ
の
後
、
一
四
六
九
（
文
明
元
）
年
に
木き

之の

下し
た

城
（
現
犬

山
市
図
書
館
南
側
）
を
築
き
、
当
時
衰
退
し
て
い
た
徳と

く

蓮れ
ん

寺じ

を
再
興

し
、
名
を
徳と

く

林り
ん

寺じ

に
改
め
た
。
そ
し
て
一
四
七
五
年
に
隠
居
所
で
あ

る
万ば

ん

好こ
う

軒け
ん

（
現
妙

み
ょ
う

徳と
く

寺じ

）
を
建
て
て
お
り
、
小
口
城
・
徳
林
寺
・
万

好
軒
（
妙
徳
寺
）
と
い
う
町
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
遺
産
や
寺
院
を

遺
し
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　

応
仁
・
文
明
の
乱
か
ら
日
本
列
島
で
戦
国
期
に
入
り
、
尾
張
国
内

で
も
織
田
緒
家
に
よ
る
動
乱
が
続
く
。
そ
の
中
で
台
頭
し
て
き
た
の

が
、
織
田
弾だ

ん
じ
ょ
う
の
ち
ゅ
う

正
忠
家
の
信の

ぶ

秀ひ
で

・
信
長
親
子
で
あ
る
。
信
長
は
家
督
相

続
後
、
一
五
六
〇
（
永
禄
三
）
年
の
桶お

け

狭は
ざ

間ま

の
戦
い
に
お
い
て
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

を
討
ち
、
美
濃
の
斎
藤
氏
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
犬
山
・
東
美

濃
方
面
の
攻
略
を
始
め
る
。
そ
の
際
に
小
口
城
は
信
長
に
攻
め
ら
れ

て
い
る
。『
信
長
公
記
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
小
口
城
主
は
信
長
に
敵

対
す
る
犬
山
城
の
織
田
信の

ぶ

清き
よ

の
支
配
下
に
い
た
中な

か

嶋し
ま

豊ぶ
ん

後ご
の

守か
み

で
あ
っ

た
。
信
長
は
小
口
城
を
攻
め
る
も
落
と
せ
ず
退
却
す
る
。
信
長
は
拠

点
を
清
須
城
か
ら
小
牧
山
城
へ
遷う

つ

す
と
決
め
、
築
城
が
始
ま
る
と
小

口
城
勢
は
守
備
し
難
い
た
め
、
城
を
放
棄
し
て
犬
山
城
に
籠
も
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
小
口
城
は
放
棄
後
に
廃
城
と
な
っ
た
。

　

城
主
で
あ
っ
た
中
嶋
氏
は
、
中
嶋
城
跡
（
現
下
小
口
七
丁
目
地
内
、

Ｊ
Ａ
愛
知
北
育
苗
セ
ン
タ
ー
付
近
）
に
居
を
構
え
て
い
た
と
い
わ
れ

て
お
り
、
時
期
は
少
し
降
る
が
余
野
神
社
に
は
、
中
嶋
佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うが

一
五
九
七
（
慶
長
二
）
年
に
奉
納
し
た
と
刻
ま
れ
た
鰐わ

に

口ぐ
ち

が
遺
る
（
第

三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　

信
長
は
そ
の
後
、
勢
力
を
拡
大
し
、
他
の
戦
国
大
名
と
は
一
線
を

画
し
て
い
く
が
、
一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
の
本
能
寺
の
変
に
よ
り

最
期
を
迎
え
た
。
信
長
亡
き
後
、
織
田
家
の
内
紛
が
始
ま
り
、
台
頭

2-0-7　主な中世関係遺跡・寺院位置図
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し
て
き
た
の
が
羽
柴
秀
吉
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
一
五
八
四
年
に

起
こ
っ
た
、
秀
吉
と
織
田
信の

ぶ

雄か
つ

・
徳
川
家
康
連
合
軍
に
よ
る
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
小
口
城
は
秀
吉
方
の
砦
と
し
て
再
利
用

さ
れ
た
。
こ
の
時
に
小
口
城
は
大
規
模
な
改
修
を
受
け
た
と
さ
れ
、

二
重
の
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
縄
張
を
展
開
し
た
。
そ
の
姿
は
、
江

戸
時
代
に
描
か
れ
た
「
丹
羽
郡
小
口
村
古
城
絵
図
」（
名
古
屋
市
蓬ほ

う

左さ

文
庫
所
蔵
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

小
口
城
は
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
及
び
一
九
九
六
年
に
、
公
園

整
備
（
現
小
口
城
址
公
園
）
に
と
も
な
い
、
先
述
の
絵
図
で
い
う
「
や

ぐ
ら
台
」
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
は
、
井
戸
・
礎
石
・

野の

鍛か

冶じ

炉ろ

跡
な
ど
を
検
出
し
、
出
土
遺
物
は
大
半
が
小
牧
・
長
久
手

の
戦
い
の
時
期
（
一
六
世
紀
後
半
）
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二

〇
一
〇
年
に
は
、「
や
ぐ
ら
台
」
東
側
に
相
当
す
る
曲く

る

輪わ

に
存
在
し
た

大
口
北
小
学
校
の
移
転
に
と
も
な
い
、
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
、

内
堀
及
び
外
堀
跡
、
礎
石
を
と
も
な
う
柱
穴
な
ど
を
確
認
し
た
（
２

―
０
―
８
）。
こ
こ
で
は
遺
物
の
出
土
量
が
少
な
く
、
時
期
に
つ
い
て

は
一
部
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
内
堀
・
外
堀
の
検
出
な
ど
、
当
時
の

小
口
城
の
一
端
に
つ
い
て
把
握
で
き
た
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
後
、

秀
吉
は
小
口
城
の
道
具
・
柵
・
兵
を
犬
山
へ
、
兵
糧
を
長
島
へ
運
ぶ

よ
う
指
示
し
、
小
口
城
は
再
び
廃
城
と
な
っ
た
。

　

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
い
て
、
町
域
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
武

将
が
、
秀
吉
方
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
。
名
前
を
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

と
い

う
。
堀
尾
氏
は
菩ぼ

提だ
い

寺じ

で
あ
る
大
本
山
妙

み
ょ
う

心し
ん

寺じ

の
塔た

っ

頭ち
ゅ
う寺

院
、
春

し
ゅ
ん

光こ
う

院い
ん

所
蔵
の
「
堀ほ

り

尾お

家か

譜ふ

系け
い

」
及
び
尾
張
藩
が
作
成
し
た
『
寛か

ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』
な
ど
、
十
七
世
紀
に
成
立
し
た
史
料
か
ら
、
吉
晴
の
父
で
あ

る
泰や

す

晴は
る

の
代
よ
り
尾
張
国
丹
羽
郡
御
供
所
村
（
現
大
口
町
堀
尾
跡
一

丁
目
地
内
）
を
本
拠
と
し
て
い
た
。
堀
尾
氏
の
居
館
は
、
同
地
内
に

所
在
す
る
八は

っ

剱け
ん

社し
ゃ

境
内
を
中
心
と
し
た
範
囲
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
２

―
０
―
９
）。
二
〇
〇
九
年
に
八
剱
社
よ
り
西
へ
一
〇
〇
ｍ
程
の
位
置

で
県
道
小
口
岩
倉
線
の
建
設
に
と
も
な
い
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

2-0-8　2010年の範囲確認調査で検出した内堀跡
（『小口城跡範囲確認調査報告書』）
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十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前

半
に
相
当
す
る
堀
立
柱
建
物
跡

群
、
堀
と
考
え
ら
れ
る
大
溝
な
ど

を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
方
形
居

館
の
一
部
を
構
成
す
る
施
設
で
あ

り
、
堀
尾
氏
の
居
館
と
考
え
ら
れ

る
。

　

吉
晴
は
、
一
五
四
三
（
天
文
十

二
）
年
に
泰
晴
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、『
太た

い

閤こ
う

記き

』
に
よ
る
と
、
信

長
・
秀
吉
・
家
康
に
仕
え
て
日
本
列
島
各
地
で
活
躍
し
、
一
六
〇
〇

（
慶
長
五
）
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
後
は
出
雲
・
隠
岐
両
国
二
四
万
石
を

拝
領
し
て
、
現
在
の
島
根
県
松
江
市
に
所
在
す
る
松
江
城
と
城
下
町

を
築
い
た
。
吉
晴
に
つ
い
て
の
同
時
代
史
料
は
町
内
で
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
町
内
に
限
ら
ず
、
吉
晴
に
関
す
る
同
時
代
史
料
の

初
見
は
一
五
八
〇
年
の
羽
柴
秀
吉
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
動
き

は
小お

瀬ぜ

甫ほ

庵あ
ん

が
の
ち
に
執
筆
し
た
『
太
閤
記
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
こ
の
た
め
、
一
五
八
〇
年
以
前
の
事
績
は
不
明
な
点
が
多
い

が
、
町
内
出
身
の
武
将
と
し
て
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
堀
尾
家
譜
系
」
で
吉
晴
の
長
子
と
さ
れ
る
金き

ん

助す
け

は
、『
裁

断
橋
物
語
』
で
悲
運
の
死
を
遂
げ
、
そ
の
母
が
裁
断
橋
の
架
け
替
え

の
際
に
刻
ん
だ
擬ぎ

宝ぼ

珠し

銘
文
は
、
母
子
の
慈
愛
に
満
ち
た
文
章
で
あ

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
（
２
―
０
―
10
）。
し
か
し
こ
れ
は
全
て
創
作

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
金
助
は
先
述
の
系
図
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

春
光
院
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
一
五
九
〇
年
の
小
田
原
征
伐
に
よ
り
亡

く
な
っ
た
際
、
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め
吉
晴
が
創
建
し
た
俊

し
ゅ
ん

巌が
ん

院い
ん

が

改
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
擬
宝
珠
も
実
物
は
名
古
屋
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
金
助
と
擬
宝
珠
の
存
在
は

確
実
と
い
え
る
が
、
金
助
の
母
の
実
態
な
ど
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
も
多
い
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）。

2-0-10　堀尾跡公園に復元した裁断橋（写真上）と
擬宝珠（写真下）（2017年撮影）

2-0-9　堀尾氏邸宅跡（2017年撮影）
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第
三
節
　
近
世

	

　

一
六
〇
〇
（
慶
長
五
）
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
後
、
徳
川
家
康
の
四

男
で
あ
る
忠た

だ

吉よ
し

が
清
須
城
に
入
る
が
、
一
六
〇
七
年
に
病
死
し
た
た

め
、
家
康
は
九
男
義よ

し

直な
お

を
配
置
す
る
。
義
直
は
一
六
一
〇
年
に
清き

よ

須す

越ご
し

に
よ
り
名
古
屋
に
城
下
町
を
形
成
し
た
。
そ
の
前
年
よ
り
名
古
屋

城
築
城
も
始
ま
り
、
一
六
一
四
年
に
本
丸
御
殿
が
完
成
し
、
翌
年
に

義
直
の
婚
儀
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

町
域
周
辺
で
は
、
三
河
出
身
で
幼
少
よ
り
家
康
に
仕
え
、
義
直
の

傅も
り

役や
く

で
あ
っ
た
成な

る

瀬せ

正ま
さ

成な
り

が
、
義
直
の
後
見
役
で
あ
っ
た
竹

た
け
の

腰こ
し

正ま
さ

信の
ぶ

と
と
も
に
藩
政
の
最
高
職
で
あ
る
両
家
年
寄
、
付つ

け

家が

老ろ
う

と
な
り
、
一

六
一
七
（
元
和
三
）
年
に
犬
山
城
を
二
代
将
軍
秀ひ

で

忠た
だ

か
ら
拝
領
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
尾
張
藩
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
て
い
く
中
、
町
域
内

の
村
々
も
そ
の
支
配
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

に
成
立
し
た
主
要
な
街
道
で
あ
る
岩
倉
街
道
（
柳
街
道
）、
上
街
道
及

び
稲
置
街
道
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
立
地
す
る
た
め
、
街
道
沿
い
の
村

と
比
べ
商
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
業
が
主
体
の
村
で
あ
っ
た
。

　

町
域
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
村
々
に
と
っ
て
、
関
係
が
深
い
事
項

は
、
治
水
・
用
水
工
事
と
新
田
開
発
で
あ
る
。
一
六
〇
八
～
九
年
に

2-0-11　江戸時代における大口町域の村々（『まんが大口町の歴史』）

衛

衛

衛

衛

衛

小折入鹿（出）新田
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家
康
が
お
こ
な
っ
た
木
曽
川
の
築
堤
工
事
は
、
御お

囲か
こ
い

堤つ
つ
み

と
し
て
有
名

で
あ
る
。
以
降
、
十
七
世
紀
中
頃
ま
で
に
、
尾
張
北
部
で
は
灌か

ん

漑が
い

施

設
が
整
備
さ
れ
た
。
町
域
内
に
直
接
関
係
の
あ
る
灌
漑
施
設
は
、
一

六
三
四
（
寛
永
十
）
年
に
入
鹿
池
、
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
に
木

津
用
水
、
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
に
新し

ん

木こ
っ

津つ

用
水
が
完
成
し
た
（
第

一
編
第
一
章
第
一
節
）。
こ
れ
ら
の
完
成
に
よ
り
、
既
存
の
村
々
で
新

田
開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
新
田
開
発
を
契
機
と
し
て
新
し
い
村
も
成

立
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
、
町
域
内
で
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
村
（
小
口
村
・

河こ

北ぎ
た

村
・
余
野
村
・
外
坪
村
・
大
屋
敷
村
・
長
桜
村
・
御
供
所
村
）

に
加
え
、
新
田
開
発
に
よ
っ
て
新
し
く
成
立
し
た
村
と
し
て
、
入
鹿

清せ
い

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
宗そ

う

雲う
ん

入
鹿
新
田
・
入
鹿
伝で

ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
入
鹿
八は

ち

左ざ
え
も
ん

衛
門
新
田
・
入
鹿
長な

が

桜さ
く
ら

替か
え

地ち

新
田
・
入
鹿
三さ

ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
入
鹿

又ま
た

助す
け

新
田
・
入
鹿
九く

郎ろ
う

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
小こ

折お
り

入
鹿
出
新
田
が
あ
る
（
２

―
０
―
11
）。
全
て
の
新
田
村
に
「
入
鹿
」
と
付
く
の
は
入
鹿
池
築
造

を
機
に
成
立
し
た
た
め
で
あ
る
。
新
田
村
は
町
域
南
部
に
多
く
成
立

し
、
自
立
し
た
運
営
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、
例
え
ば
神
社
も
新
田
村

単
位
で
創
建
し
て
い
る
。
神
社
が
町
域
北
部
に
比
べ
、
南
部
に
多
く

立
地
し
て
い
る
由
縁
で
あ
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
）。

　

こ
れ
ら
の
村
々
の
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
の
地
誌
で
あ
る
一
六
五

五
～
七
三
（
明
暦
～
寛
文
年
間
）
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
寛か

ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』
と
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
完
成
し
た
『
尾お

張わ
り

徇じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』

を
み
る
と
（
２
―
０
―
12
）、
新
田
開
発
に
よ
っ
て
成
立
し
た
村
で
も
、

以
前
か
ら
存
在
す
る
村
々
よ
り
圧
倒
的
に
規
模
は
小
さ
い
こ
と
が
わ 2-0-12　江戸時代における村々の状況（『寛文村々覚書』『尾張徇行記』）

1670年頃 1822年頃
戸数（戸）人数（人）馬数（匹）戸数（戸）人数（人）馬数（匹）

河北村 46 287 23 85 356 7 
小口村 202 1,050 65 417 1,941 36 
余野村 72 421 18 132 520 10 
外坪村 33 221 7 68 201 6 

大屋敷村 82 529 36 137 538 13 
長桜村 11 74 6 22 80 2 

御供所村 59 329 21 142 583 12 
入鹿長桜替地新田 13 47 3 29 115 1 
入鹿八左衛門新田 5 22 1 14 64 0 

宗雲入鹿新田 6 33 3 22 87 3 
入鹿九郎右衛門新田 5 35 2 4 12 0 
入鹿三右衛門新田 3 5 2 3 15 1 

入鹿又助新田 1 3 0 0 0 0 
入鹿清右衛門新田 7 30 2 16 44 1 
入鹿伝右衛門新田 8 46 4 26 110 3 
小折入鹿出新田 6 53 2 18 91 3 

合　計 559 3,185 195 1,135 4,757 98 

序章　「大口」と呼ばれるまで　 76
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か
る
。
新
田
村
が
成
立
し
て
間
も
な
い
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
る

と
、
戸
数
が
一
〇
を
超
え
る
新
田
村
は
、
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
の
み

で
、
そ
れ
以
外
の
新
田
村
は
一
桁
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
約
一
五
〇
年
後
に
あ
た
る
『
尾
張
徇
行
記
』
に
記
載
の
新

田
村
の
状
況
と
比
較
す
る
と
、
順
調
に
規
模
を
拡
大
し
た
村
も
あ
れ

ば
、
規
模
が
縮
小
、
も
し
く
は
村
そ
の
も
の
が
消
滅
し
た
と
こ
ろ
も

存
在
す
る
。
新
田
開
発
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
村
々
は
、
約
一
五

〇
年
間
で
着
実
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
ほ
か
に
も
、
河
北
村
が
成
瀬
氏
の
采さ

い

地ち

（
領

地
）、
小
口
村
が
成
瀬
氏
と
同
じ
く
尾
張
藩
付
家
老
で
あ
り
、
美
濃
国

今い
ま

尾お

（
現
岐
阜
県
海
津
市
）
を
領
し
て
い
た
竹
腰
氏
の
采
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
町
域
内
に
お
い
て
河
北
村
・

小
口
村
以
外
の
村
々
は
尾
張
藩
領
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
一
七
八
二

（
天
明
二
）
年
に
設
け
ら
れ
た
小
牧
代
官
支
配
所
と
年
貢
・
諸
役
の
納

入
、
書
類
の
届
出
、
願
書
の
提
出
、
藩
か
ら
の
触
れ
に
つ
い
て
村
内

へ
の
伝
達
な
ど
の
や
り
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
村
々
は
、
農
業
を
軸
に
生
活
・
祭
礼
な
ど
を
通
じ
て

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
繋つ

な

が
り
が
強
く
結
ば
れ
た
。
江
戸
時
代
の
村

単
位
が
、
現
在
ま
で
続
く
地
域
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
（
第
四
編
第

一
章
）。

第
四
節
　
近
代

	

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
に
起
こ
っ
た
入
鹿
切
れ
に
よ
り
、
町
域

内
の
村
々
で
二
三
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
頃
（
第
一
編
第
三

章
第
一
節
）、
日
本
列
島
は
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。
入
鹿
切
れ

の
起
き
た
五
月
十
四
日
は
ち
ょ
う
ど
尾
張
藩
が
組
織
し
た
民
兵
の
部

隊
、
草そ

う

莽も
う

隊た
い

が
甲
信
・
北
越
へ
の
派
遣
の
た
め
、
名
古
屋
を
出
発
す

る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
五
月
、
函は

こ

館だ
て

の
五ご

稜り
ょ
う

郭か
く

に
お
い
て
戊
辰
戦
争
が
終
結
し
、
新
政
府
に
よ
る
様
々
な

仕
組
み
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
整
え
ら
れ
て
い
く
。
地
方
制
度
に
つ

い
て
は
、
一
八
七
一
年
の
戸
籍
法
・
廃は

い

藩は
ん

置ち

県け
ん

以
降
と
な
る
。

　

当
時
の
町
域
内
に
と
っ
て
直
接
関
係
す
る
出
来
事
と
し
て
は
、
一

八
七
二
年
の
愛
知
県
区
画
章
程
に
よ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

た
村
々
が
大
区
小
区
制
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
区
画
章
程

で
は
、
町
域
が
位
置
す
る
丹
羽
郡
は
第
四
大
区
と
な
っ
た
。
小
区
は

町
域
内
の
村
々
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
小
口
村
・
河
北

村
は
現
扶
桑
町
北
部
と
現
犬
山
市
の
一
部
と
と
も
に
第
三
小
区
、
余

野
村
は
、
現
扶
桑
町
南
部
と
と
も
に
第
四
小
区
、
そ
れ
以
外
の
町
域

内
の
村
々
は
第
六
小
区
と
な
っ
た
。
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一
八
七
八
年
に
は
郡
区
町
村
編
成
法
公
布
に
と
も
な
い
、
小
口
村

（
小
口
村
と
入
鹿
清
右
衛
門
新
田
が
合
併
）・
河
北
村
・
余
野
村
・
外

坪
村
・
大
屋
敷
村
・
秋
田
村
（
長
桜
村
・
宗
雲
入
鹿
新
田
・
入
鹿
伝

右
衛
門
新
田
・
入
鹿
八
左
衛
門
新
田
・
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
が
合

併
）・
豊
田
村
（
御
供
所
村
・
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
・
入
鹿
又
助
新

田
・
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
・
小
折
入
鹿
出
新
田
が
合
併
）
と
な
り
、

一
八
八
九
年
は
さ
ら
に
小
口
村
（
小
口
村
・
余
野
村
が
合
併
）、
富
成

村
（
河
北
村
・
外
坪
村
が
合
併
）、
太
田
村
（
大
屋
敷
村
・
秋
田
村
・

豊
田
村
が
合
併
）
へ
と
集
約
さ
れ
た
。
余
野
村
は
一
時
期
柏
森
村
へ

と
編
入
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
六
年
、
小
口
村
・
富
成
村
・
太
田
村
・

余
野
が
合
併
し
、
大
口
村
が
成
立
し
た
（
２
―
０
―
13
）。
大
口
村
成

立
時
の
人
口
は
七
三
〇
〇
人
、
戸
数
一
四
一
八
戸
で
あ
っ
た
。

　

合
併
当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、「
太
田
・
小
口
・
富
成
各
村
の
合
併

に
関
す
る
議
事
録　

別
紙
」
に
各
村
の
考
え
方
が
端
的
に
表
れ
て
い

る
。
そ
の
史
料
に
よ
る
と
、
県
か
ら
提
示
さ
れ
た
合
併
案
に
対
し
、

県
知
事
発
の
諮
問
を
受
け
た
各
村
会
が
そ
れ
ぞ
れ
答
申
を
し
て
い
る
。

太
田
村
は
小
口
村
・
余
野
を
合
併
し
て
「
田
口
村
」
に
す
る
と
い
う

案
に
賛
同
し
、
小
口
村
は
太
田
村
と
同
じ
内
容
の
諮
問
を
訂
正
し
、

太
田
村
・
富
成
村
・
余
野
を
合
併
し
て
「
大
口
村
」
と
す
る
と
答
申

し
て
い
る
。
富
成
村
は
、
楽
田
村
・
羽
黒
村
・
池
野
村
と
合
併
し
、

2-0-13　1906年大口村合併直前における各村の位置図（『まんが大口町の歴史』）
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「
二
宮
村
」
と
す
る
合
併
案
に
賛
同
し
て
い
る
。

　

一
九
一
二
年
は
、
降こ

う

雹ひ
ょ
うに

見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
る
と
と
も
に
（
第

一
編
第
三
章
第
一
節
）、
野の

田だ

正ま
さ

昇の
り

が
村
長
に
就
任
し
た
（
第
三
編
第

七
章
）。
一
九
一
〇
～
二
〇
年
代
は
、
村
及
び
そ
の
周
辺
自
治
体
に
お

い
て
、
養
蚕
を
含
め
た
製
糸
業
が
盛
ん
と
な
る
。
野
田
は
一
九
一
四

（
大
正
三
）
～
一
八
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
景
気
に
よ
り
、
扶

桑
村
高
雄
（
現
扶
桑
町
高
雄
）
に
所
在
し
た
扶
桑
製
糸
が
休
業
し
た

際
、
扶
桑
村
長
と
と
も
に
昭
和
館
と
し
て
再
発
足
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
の
頃
の
村
域
内
は
、
昭
和
館
の
よ
う
な
製
糸
工
場
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
養
蚕
組
合
が
各
地
区
に
誕
生
し
、
桑
苗
の

生
産
か
ら
蚕
の
共
同
飼
育
、
繭
の
共
同
販
売
を
お
こ
な
っ
た
。
製
糸

業
の
隆
盛
も
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
始
ま
る
世
界
的
な
恐

慌
に
よ
り
、
他
の
産
業
を
含
め
て
徐
々
に
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
っ

た
。

　

一
九
三
七
年
の
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う事

件
よ
り
、
本
格
的
な
戦
時
下
と
な
っ
た

日
本
に
お
い
て
、
村
に
は
軍
需
工
場
な
ど
の
施
設
が
な
か
っ
た
た
め
、

空
襲
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
に
各
務
原
陸

軍
飛
行
場
（
現
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
）、
南
に
小
牧
陸
軍
飛
行
場

（
現
県
営
名
古
屋
空
港
）
や
、
名
古
屋
・
一
宮
な
ど
の
主
要
都
市
が
あ

る
た
め
、
特
に
終
戦
間
際
は
往
来
す
る
爆
撃
機
に
緊
張
感
が
走
り
、

焼し
ょ
う

夷い

弾だ
ん

も
投
下
さ
れ
、
二
人
亡
く
な
っ
て
い
る
。
戦
争
を
直
接
体
験

せ
ず
と
も
、
当
時
の
村
内
の
人
々
は
一
九
三
八
年
の
国
家
総
動
員
法

公
布
後
、
銃
後
の
軍
事
援
護
活
動
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
村
内
は
終

戦
間
際
に
お
い
て
都
市
部
か
ら
の
疎
開
を
受
け
る
側
で
あ
り
、
家
族

単
位
の
疎
開
受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
桂け

い

林り
ん

寺じ

・
徳
林
寺
な
ど
の
寺
院

で
は
名
古
屋
市
内
の
小
学
校
児
童
の
集
団
疎
開
が
あ
っ
た
。

戦
争
中
と
戦
後

　

当
時
は
各
家
で
防ぼ
う

空く
う

壕ご
う

と
い
っ
て
、
屋
敷
の
空
き
地
に
大
き
な
穴
を
掘

り
、
上
に
板
を
乗
せ
、
上
空
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
空
襲
警

報
発
令
の
合
図
が
出
る
と
防
空
壕
の
中
に
入
り
避
難
し
ま
し
た
。
当
時
は

竹た
け

藪や
ぶ

が
多
く
て
、
伝
右
（
現
大
口
町
伝
右
）
に
焼
夷
弾
が
落
ち
た
時
に
は
、

パ
ン
パ
ン
と
竹
の
は
ぜ
る
音
が
し
て
大
変
こ
わ
か
っ
た
の
を
今
も
覚
え
て

い
ま
す
。
学
校
へ
行
っ
て
も
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
家
に
帰
り
、

豊
田
八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

の
前
に
「
馬
場
」
と
い
う
春
と
秋
の
祭
り
に
馬
を
走
ら
せ
る

高
台
が
あ
り
、
そ
こ
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
ま
だ
高
い
ビ
ル
も
な
く
、
名
古

屋
の
栄
町
・
大
曽
根
あ
た
り
に
爆
弾
が
落
ち
て
炎
や
煙
の
上
が
る
の
を
見

て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
家
も
焼
け
て
食
糧
が
な
く
て
食
べ
る
の
に
大
変
で
、
東
京
や

名
古
屋
か
ら
身
内
を
頼
り
に
大
口
村
へ
疎
開
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
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田
舎
に
は
食
べ
物
の
余
裕
が
あ
る
の
で
、
名
古
屋
方
面
か
ら
衣
類
を
風

呂
敷
に
包
ん
で
布
袋
の
駅
か
ら
背
負
い
、
米
・
麦
・
さ
つ
ま
い
も
・
あ
わ
・

キ
ビ
な
ど
と
物
々
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
運
動
場
一
面
は
麦
畑

で
、
昼
の
放
課
に
麦
ふ
み
を
し
ま
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
三
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
養
蚕
が
盛
ん
な
農
家
に
桑
の
木
の
皮
む
き
の
手
伝
い
に

二
時
間
ず
つ
行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
芋
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う・
さ
つ
ま
い
も
の
蒸
し
た
の

を
も
ら
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
）

空
襲
と
防
空
壕

　

昭
和
二
十
年
の
夏
、
私
は
小
学
校
低
学
年
で
し
た
。
国
語
の
授
業
を
受

け
て
い
た
と
き
、
担
任
の
先
生
が
急
に
大
声
で
泣
き
だ
し
ま
し
た
。
何
故

泣
く
の
か
な
あ
と
不
思
議
で
し
た
。
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
こ
と
が
原
因

だ
と
い
う
こ
と
が
後
で
わ
か
り
驚
き
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
頃
、
図
画
の
時
間
は
戦
闘
機
と
か
軍
艦
ば
か
り
を
描
き
、
先

生
も
上
手
に
描
け
た
と
よ
く
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
放
課
後
の
遊
び
は
戦

争
ご
っ
こ
が
多
く
、
何
事
も
戦
争
一
色
で
し
た
。

　

近
く
に
は
小
牧
の
飛
行
場
や
各
務
原
の
飛
行
場
な
ど
軍
需
工
場
が
あ
っ

た
の
で
、
艦
載
機
に
よ
る
空
襲
は
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
名
古
屋
市
辺
り

は
Ｂ
二
九
爆
撃
機
に
よ
る
激
し
い
空
襲
が
あ
り
、
夜
に
友
達
と
近
所
の
見

晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
へ
出
か
け
、
申
し
訳
な
い
こ
と
だ
が
ま
る
で
花
火

の
よ
う
な
名
古
屋
空
襲
の
光
景
を
見
ま
し
た
。
大
口
村
に
生
ま
れ
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

戦
争
の
思
い
出

　

戦
地
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
兵
隊
さ
ん
は
、
召
集
令
状
が
役
場
を
通
じ

て
届
く
と
、
お
宮
さ
ん
に
お
参
り
し
、
た
す
き
を
胸
に
巻
き
、
日
の
丸
の

は
ち
ま
き
で
大
勢
の
村
人
に
見
送
ら
れ
戦
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
悲
し
い

こ
と
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
兵
隊
さ
ん
が
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
間
近
の
こ
と
で
す
が
、
お
宮
さ
ん
で
竹た
け

槍や
り

の
軍
事
訓
練
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
年
寄
り
と
主
婦
が
中
心
で
、
藁わ
ら

の
人
形
を
敵
と
見
立

て
、
突
進
し
竹
槍
で
刺
す
と
い
っ
た
訓
練
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
は
背
が

高
い
と
の
噂
う
わ
さ
で
、
鳥
居
を
目
指
し
て
届
き
も
し
な
い
竹
槍
の
訓
練
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
近
く
の
お
宮
さ
ん
へ
行
き
、
南
の
方
を
見
た
ら
、
Ｂ

二
九
の
爆
弾
投
下
で
炎
上
す
る
名
古
屋
方
面
が
ま
る
で
雷
が
落
ち
た
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
後
で
わ
か
り
ま
し
た
が
、
見
た
の
は
名
古
屋
大
空
襲
で

し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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第
一
節
　
地
方
自
治
法
施
行

	

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
四
日
、
日
本
は
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
の
終
結
に
関
す
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
翌
日
に
国

民
は
天
皇
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
そ
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
占
領
軍
の
第
一
陣
が
八
月
二
十
八
日
に
日
本
へ
到
着
し
、

横
浜
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
置
か
れ
た
。

日
本
は
占
領
政
策
に
よ
り
、
非
軍
事
化
と
民
主
化
を
目
的
と
し
て
、

空
襲
に
よ
る
復
興
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
大
き
な
変

革
が
起
こ
っ
た
。

　

大
口
村
は
名
古
屋
市
や
一
宮
市
な
ど
の
都
市
部
に
比
べ
、
戦
災
に

よ
る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
記
録
に
は
残
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
以
前
と
は
全
く
違
っ
た
占
領
施
策
に
対
し
対
応
す
る

こ
と
は
周
辺
町
村
と
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
よ
り
大
口
村
長
で
あ
っ

た
野の

田だ

正ま
さ

昇の
り

は
一
九
四
六

年
に
退
き
（
第
三
編
第
七

章
）、
そ
の
時
助
役
を
務
め

て
い
た
酒さ

か

井い

久ひ
さ

美か
ず

が
村
長

に
就
任
し
た
（
２
―
１
―

１
）。
し
か
し
、
翌
年
に
は

仙せ
ん

田だ

賢け
ん

弌い
ち

が
村
長
と
な
る

（
２
―
１
―
２
）。
仙
田
の
村

長
就
任
の
年
に
あ
た
る
一

九
四
七
年
は
、
五
月
三
日

の
日
本
国
憲
法
施
行
と
同

日
に
地
方
自
治
法
も
施
行
さ
れ
、
新
し
い
制
度
が
矢
継
ぎ
早
に
確
立

さ
れ
た
。
仙
田
は
そ
の
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

全
国
の
自
治
体
が
新
し
い
制
度
の
対
応
に
追
わ
れ
る
中
、
当
時
の

第
一
章

村
政
・
町
政
の
移
り
変
わ
り

2-1-1　酒井久美2-1-2　仙田賢弌
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村
政
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
一
九
五
〇
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
大
口
村
公
民

館
で
あ
る
（
２
―
１
―
３
）。
竣
工
後
は
村
民
の
手
に
よ
る
民
主
的
な

事
業
を
進
め
る
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
続
け
た
。
仙
田
は
村
長
を
一

九
五
一
年
に
退
い
た
。

第
二
節
　
自
立
へ
の
礎
を
つ
く
る

	

社し
ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

（
在
任
期
間
一
九
五
一
～
六
三
年
）

　

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

締
結
を
も
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
名
古
屋
で
は
初
の
民

放
「
中
部
日
本
放
送
」
が
産
声
を
あ
げ
た
。

　

そ
の
頃
の
大
口
村
は
、
繊
維
業
の
隆
盛
が
先
導
し
て
戦
後
復
興
が

進
む
近
隣
自
治
体
に
遅
れ
を
と
り
、
農
業
以
外
に
際
立
っ
た
産
業
が

な
い
純
農
村
で
あ
り
、
非
常
に
苦
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
年
村
長
に
就
任
し
た
の
が
、
一
九
四
七
年
か
ら
村
会
議
員

を
務
め
て
い
た
社
本
鋭
郎
（
一
九
〇
一
～
八
二
年
）
で
あ
る
（
２
―
１

―
４
）。

　

精
麦
工
場
を
営
む
実
業

家
で
あ
り
、
回
顧
録
に
よ

れ
ば
地
元
住
民
に
一
九
四

九
年
、
公
民
館
建
設
委
員

長
当
時
の
手
腕
を
認
め
ら

れ
「
た
と
え
半
期
で
も
村

長
を
」
と
後
押
し
さ
れ
た

2-1-3　大口村公民館（1952年）（「公民館の実態」）

2-1-4　社本鋭郎
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こ
と
が
、
村
長
就
任
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

社
本
が
村
長
就
任
後
に
ま
ず
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
村
議
時
代
に

痛
感
し
て
い
た
村
財
政
の
苦
し
さ
を
打
開
す
る
た
め
の
工
場
誘
致
で

あ
っ
た
。

　
昭
和
の
市
町
村
合
併　
一
九
五
三
年
十
月
一
日
に
町
村
合
併
促
進

法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
新
し
い
地
方
自
治
の
確
立
の

た
め
、
行
財
政
改
革
が
必
要
と
な
り
、
自
治
体
の
組
織
・
運
営
の
能

率
化
、
住
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
自
治
体
規
模
の
適
正
化
が
目
的
で

あ
っ
た
。
町
村
規
模
の
基
準
を
人
口
八
〇
〇
〇
人
と
し
た
の
は
、
新

制
中
学
校
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
生
徒
数
を
確
保
で
き
る
、
当

時
の
人
口
規
模
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
村
の
人
口
は
八
七
八
一
人
で
あ
り
、
そ
の
基
準
を
満
た
し

て
は
い
た
も
の
の
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
町
村

と
の
合
併
を
模
索
し
た
。

　

県
は
同
年
に
愛
知
県
町
村
合
併
促
進
審
議
会
を
設
置
し
、
愛
知
県

町
村
合
併
促
進
要
領
を
策
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
合
併
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
ラ
ジ
オ
宣
伝
、
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
啓

発
・
宣
伝
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
一
九
五
四
年
一
月
に
は
、
各

地
方
事
務
所
に
対
し
、
町
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
を
依
頼

し
た
。
各
地
方
事
務
所
は
調
査
後
、
管
轄
内
に
お
け
る
町
村
合
併
試

案
の
作
成
を
重
ね
て
い
る
。
村
が
管
轄
内
に
あ
た
る
丹
葉
地
方
事
務

所
も
合
併
試
案
の
作
成
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
案
と
し
て
、

村
を
分
割
合
併
す
る
内
容
も
存
在
し
た
。
県
に
よ
る
合
併
促
進
の
動

き
が
活
発
に
な
る
中
、
村
は
近
隣
町
村
と
の
協
議
を
重
ね
る
も
の
の
、

合
併
へ
と
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
、
全
国
的
に
昭
和
の
大
合
併
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
村
周
辺
の
自
治
体
を
み
る
と
、
施
行
前
の
一
九

五
二
年
に
扶
桑
村
が
町
制
を
施
行
し
て
い
た
が
、
施
行
後
は
一
九
五

四
年
に
犬
山
市
（
犬
山
町
・
池
野
村
・
城
東
村
・
羽
黒
村
・
楽
田

村
）・
江
南
市
（
古
知
野
町
・
布
袋
町
・
宮
田
町
・
草
井
村
）、
一
九

五
五
年
に
小
牧
市
（
小
牧
町
・
味
岡
村
・
篠
岡
村
）
が
誕
生
し
た
。

村
以
外
の
近
隣
町
村
で
合
併
が
進
ん
で
い
く
中
、
社
本
村
長
に
と
っ

て
は
自
主
自
立
の
村
政
を
目
指
す
た
め
、
工
場
誘
致
策
を
進
め
る
、

よ
り
確
固
た
る
信
念
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
村
長
就
任
二
年
目
の
一
九
五
二
年
、
五
条
川
の
河
川
改
修
工

事
の
完
了
を
待
っ
て
、
そ
の
堤
に
桜
の
植
樹
を
開
始
し
て
い
た
。

　

い
ず
れ
の
施
策
も
当
時
の
村
政
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
画
期
的
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
幾
多
の
批
判
的
な
声
が
あ
る
中
、
社
本
村
長
は
そ

の
結
実
ま
で
一い

ち

途ず

に
陣
頭
指
揮
を
執
り
推
し
進
め
た
。
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町
制
施
行　
村
は
、
時
代
を
経
て
純
農
村
か
ら
工
場
誘
致
施
策
が

高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
た
こ
と
と
、
隣
接
す
る
小
牧
市
に
名
神

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
決
定
に
よ
り
工
場
進
出
が

促
さ
れ
、
産
業
地
域
へ
と
変
貌
を
始
め
た
。

　

さ
ら
に
、
工
場
進
出
と
と
も
に
従
業
員
の
転
入
者
が
増
え
宅
地
開

発
が
進
み
、
人
口
は
一
万
一
〇

〇
〇
人
を
超
え
、
住
民
の
意
識

も
多
様
化
し
、
行
政
の
対
応
は

大
き
な
変
容
を
迫
ら
れ
た
。
そ

の
状
況
に
お
い
て
約
六
〇
年
続

い
た
村
制
に
幕
を
引
き
、
一
九

六
二
年
四
月
一
日
、
町
民
の

「
親
話
と
団
結
」
を
信
条
に
、
調

和
の
と
れ
た
地
域
開
発
を
町
政

の
基
本
と
す
る
大
口
町
が
誕
生

し
た
（
２
―
１
―
５
）。

社
本
鋭
郎
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
二
章
第
一
・
三
節

　

第
三
編
第
七
章

井い
の

上う
え

誠の
り

之ゆ
き

（
在
任
期
間
一
九
六
三
～
七
五
年
）

　

戦
後
復
興
期
か
ら
経
済
成
長
期
へ
と
移
行
し
、
毎
年
一
〇
％
程
度

の
経
済
成
長
が
続
い
て
い
た
一
九
六
三
年
、
国
産
初
の
連
続
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
放
映
が
始
ま
り
、
経
済
成
長
を
後
押
し
す

る
名
神
高
速
道
路
（
尼
崎
―
栗り

っ

東と
う

間
）
の
開
業
や
黒
部
川
第
四
発
電

所
の
完
成
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
た
東
海
道
新
幹
線

整
備
な
ど
、
幾
多
の
国
家
的
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
す
る
中
、

町
に
お
い
て
も
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

町
制
施
行
へ
と
導
い
た
社
本
町
長
が
任
期
満
了
で
退
任
し
、
そ
の

後
任
に
、
一
九
五
二
年
か
ら
助
役
を
務
め
て
き
た
、
井
上
誠
之
（
一

九
一
一
～
七
五
年
）
が
就
任
し
た
（
２
―
１
―
６
）。

　

井
上
は
一
九
六
六
年
、
町
制
施
行
五
周
年
式
典
に
お
い
て
「
天
の

恵
に
よ
っ
て
、
生
を
こ
の
地
に
享
け
、
限
り
な
き
聖
恩
に
浴
し
て
業

を
、
先
人
の
膏こ

う

汗か
ん

に

よ
っ
て
美
化
せ
ら
れ
た

る
此
の
地
に
営
な
む
、

吾
人
は
温
故
、
知
新
相

扶
け
相
励
み
、
以
て
報

恩
感
謝
の
途
の
講
ぜ
ざ

る
可
か
ら
ず
、
而
し
て

2-1-5　町制施行式（1962年）
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他
を
知
ら
ん
と
欲
っ
せ
ば
、
先
づ
己
を
知
る
こ
と
の
最
も
必
要
事
た

る
を
考
え
。
言
々
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、『
大
口
村
誌
』
巻

頭
に
記
さ
れ
て
い
る
、
大
口
村
長
野
田
正
昇
の
序
文
で
あ
る
。
井
上

が
町
政
運
営
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
想
い
を
引
き
継
ぐ

意
思
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

土
地
利
用
政
策　
町
が
財
政
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
積
極
的
な
工

場
誘
致
施
策
に
取
り
組
む
中
、
国
に
お
い
て
は
、
一
九
六
一
年
に
農

業
基
本
法
を
制
定
し
、
食
糧
増
産
か
ら
生
産
性
の
向
上
へ
と
新
た
な

農
政
を
目
指
し
た
。

　

一
九
六
四
年
に
土
地
改
良
法
が
改
正
さ
れ
、
町
に
お
い
て
も
全
域

で
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手
し
、
一
九
六
六
年
に
は
秋
田
工
区
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
。

　

ま
た
一
九
六
八
年
都
市
計
画
法
が
全
面
改
正
さ
れ
、
経
済
成
長
に

よ
る
市
街
化
の
進
展
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
開
発
許
可
制
度
の

側
面
が
色
濃
く
な
っ
て
お
り
、
町
も
工
場
誘
致
や
ほ
場
整
備
状
況
を

勘
案
し
て
土
地
利
用
や
幹
線
道
路
計
画
を
定
め
た
。

　

こ
の
時
代
に
定
め
た
土
地
利
用
計
画
、
特
に
市
街
化
調
整
区
域
を
、

二
〇
一
〇
年
代
ま
で
大
き
く
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
世
代
間
で
受
け

継
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
農

地
が
各
所
に
広
が
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
の
工
場
誘
致
を
可
能
と

し
た
。

　

生
活
基
盤
整
備　
国
に
お
い
て
は
、
戦
災
に
よ
り
多
く
の
住
宅
が

失
わ
れ
た
こ
と
や
外
地
か
ら
の
復
員
・
引
き
揚
げ
、
さ
ら
に
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
住
宅
戸
数
の
絶
対
的
不
足
状
況
に
あ
っ
た
。

　

町
に
お
い
て
も
、
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
・
第
三
次
産
業
へ
ゆ

る
や
か
に
産
業
構
造
が
転
換
し
、
住
宅
施
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
た
。
一
九
六
〇
年
に
は
県
営
垣
田
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
町
営
植
松

住
宅
の
建
設
や
誘
致
し
た
企

業
で
働
く
人
の
企
業
関
連
住

宅
も
建
設
さ
れ
て
い
る
（
２

―
１
―
７
）。

　

ま
た
主
な
交
通
手
段
が
、

徒
歩
・
自
転
車
か
ら
、
自
動

車
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
時
代

で
あ
り
、
ほ
場
整
備
に
よ
る

農
道
整
備
に
あ
わ
せ
、
町
道

整
備
も
計
画
的
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
。
特
に
、
町
域
中

2-1-7　県営垣田住宅（1962年頃）
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央
を
五
条
川
が
貫
流
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
に
不
可
欠
な

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

整
備
も
手
掛
け
た
。

　

さ
ら
に
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

戦
前
戦
後
は
、
井
戸
・
川
・
水
路
に
頼
っ
て
い
た
が
、
生
活
改
善
の

中
で
、
一
九
五
四
年
、
下
小
口
竹
田
地
区
に
お
い
て
、
良
質
な
飲
料

水
を
供
給
で
き
る
簡
易
水
道
が
整
備
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て
周
辺

集
落
へ
普
及
し
、
村
一
円
に
簡
易
水
道
が
整
っ
た
。
一
九
五
七
年
の

水
道
法
の
制
定
以
降
、
各
集
落
営
か
ら
順
次
村
営
へ
と
移
行
し
、
一

九
七
〇
年
に
は
町
営
水
道
と
な
り
、
県
が
立
案
し
た
、
尾
張
水
道
用

水
供
給
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
扶
桑
町
と
と
も
に
、
一
九
七
二
年
に

尾
張
北
部
水
道
企
業
団
を
設
立
し
た
。

　

文
教
福
祉
施
設
整
備　
高
度
経
済
成
長
が
続
く
中
、
井
上
町
政
一

二
年
間
で
、
生
活
環
境
改
善
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
の
が
、
文
教

福
祉
施
設
の
整
備
で
あ
る
。

　

保
育
園
は
人
口
増
へ
の
対
応
と
し
て
、
一
九
六
六
年
に
中
保
育
園

を
現
西
保
育
園
所
在
地
に
、
一
九
七
〇
年
に
東
保
育
園
を
現
ラ
・

モ
ー
ナ
幼
稚
園
所
在
地
に
新
築
す
る
と
と
も
に
、
一
九
六
八
年
に
南

保
育
園
を
現
大
口
南
小
学
校
西
側
駐
車
場
に
、
一
九
七
一
年
に
北
保

育
園
を
現
大
口
中
保
育
園
所
在
地
に
新
築
移
転
し
た
。
小
中
学
校
は
、

一
九
七
〇
年
に
大
口
中
学
校
を
、
一
九
七
二
年
に
大
口
南
小
学
校
を
、

一
九
七
四
年
に
大
口
北
小
学
校
を
近
代
的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
改
築
し
た
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
、
一
九
七
二
年
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
新
設
す
る
。

　

ま
た
、
町
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
担
保
す
る
診
療
所
の
改
築
と
母

子
保
健
セ
ン
タ
ー
の
新
築
を
一
九
六
六
年
に
お
こ
な
い
、
現
大
口
町

野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
所
在
地
に
、
野
球
場
一
面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
各
二
面
、
二
〇
〇
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
、
一
〇
〇
ｍ
直

線
コ
ー
ス
か
ら
な
る
大
口
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
九
七
〇
年
に
整

備
し
た
。

　

一
九
七
二
年
、
町
制
施
行
十
周
年
を
迎
え
た
年
に
町
章
を
制
定
し
、

現
大
口
町
役
場
庁
舎
も
建
設
し
て
い
る
。
旧
庁
舎
は
、
大
字
大
屋
敷

字
植
松
（
現
丸
二
丁
目
）
地
内
に
あ
っ
た
が
、
大
字
大
屋
敷
字
丸
（
現

下
小
口
七
丁
目
）
地
内
へ
移
転
し
て
い
る
。

井
上
誠
之
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
二
章
第
二
～
四
・
六
節
、
第
四
章
第
二
・
三
節
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第
三
節
　
財
政
健
全
化
と
施
設
整
備

	
大お
お

竹た
け

喜き

久く

雄お

（
在
任
期
間
一
九
七
五
～
八
三
年
）

　

日
本
経
済
が
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
た
高
度
経
済
成
長
が
一
九
七

三
（
昭
和
四
十
八
）
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
終

し
ゅ
う

焉え
ん

し
、
安

定
成
長
期
へ
と
移
行
を
始
め
た
一
九
七
五
年
、
三
期
一
二
年
続
い
た

井
上
か
ら
町
政
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
大
竹
喜
久
雄
（
一
九
二
八
～

二
〇
一
七
年
）
で
あ
る
（
２
―
１
―
８
）。

　

大
竹
は
、
一
九
四
五
年
に
大
口
村
役
場
に
勤
め
、
一
九
五
六
年
に

収
入
役
、
一
九
七
一
年
か
ら
は
助
役
と
し
て
歴
代
町
村
長
の
下
で
町

政
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
お
り
、
町
に
と
っ
て
戦
後
初
の
行
政
経

験
者
か
ら
の
首
長
で
あ
る
。

　

大
竹
は
、
歴
代
町
村
長

が
手
掛
け
た
政
策
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
、
町
民
の
よ
り

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に

取
り
組
ん
だ
。

　

公
共
施
設
整
備　
井
上
町
政
時
代
に
は
、
校
舎
の
新
改
築
に
取
り

組
ん
だ
が
、
大
竹
町
政
で
は
、
学
校
運
営
に
付
随
す
る
施
設
整
備
や

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
一
九
七
一
～
七
四
年
）
に
よ
る
児
童
生
徒

の
増
加
に
対
応
し
た
。

　

付
随
施
設
整
備
は
、
大
口
南
・
北
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
（
講

堂
）、
大
口
北
小
学
校
・
大
口
中
学
校
の
プ
ー
ル
を
新
改
築
し
、
児
童

生
徒
の
増
加
に
対
し
て
は
、
一
九
七
六
年
に
大
口
西
小
学
校
の
開
校
、

大
口
南
小
学
校
及
び
大
口
中
学
校
の
校
舎
増
築
を
お
こ
な
っ
た
。
ま

た
、
新
設
中
学
校
の
整
備
に
向
け
た
取
組
み
を
始
め
た
。

　

い
ず
れ
の
施
設
整
備
も
、
町
域
が
名
古
屋
空
港
（
現
県
営
名
古
屋

空
港
）
を
離
発
着
す
る
自
衛
隊
機
（
後
の
民
間
機
）
の
飛
行
ル
ー
ト

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）（
そ
の
後
運
輸
省
（
現

国
土
交
通
省
）
が
担
当
）
が
所
管
す
る
、
防
音
対
策
補
助
事
業
の
採

択
を
目
指
し
陳
情
を
重
ね
、
整
備
財
源
を
確
保
し
た
。

　

町
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
公
民
館
活
動
・

社
会
教
育
活
動
の
場
と
な
る
施
設
整
備
も
進
め
た
。
具
体
的
に
は
先

述
の
防
音
対
策
補
助
金
を
活
用
し
て
、
一
九
七
九
年
に
中
央
公
民
館
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
か
ら
な
る
総
合
福
祉
会
館
を
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、

町
民
が
余
暇
活
動
を
各
地
区
に
お
い
て
実
施
で
き
る
よ
う
、
学
習
等

共
同
利
用
施
設
・
学
習
等
供
用
施
設
整
備
に
着
手
し
た
。
大
竹
の
任

2-1-8　大竹喜久雄
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期
中
に
は
七
地
区
で
整
備
を
完
了

し
、
各
地
区
住
民
の
福
祉
増
進
や

自
治
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
（
２
―
１
―
９
）。

　

一
九
八
二
年
、
国
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
計
画
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ

た
大
口
町
温
水
プ
ー
ル
を
竣
工
し

た
。
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
と
は
、

第
一
次
石
油
危
機
直
後
の
一
九
七

四
年
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
開

発
の
必
要
性
か
ら
計
画
化
さ
れ
た
国
の
政
策
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ー
ル
は
、
太
陽
熱
を
利
用
し
た
施
設
と
し
て
全
国
的
に
も

注
目
を
浴
び
、
社
会
体
育
事
業
で
あ
る
水
泳
教
室
を
手
掛
け
た
こ
と

は
、
そ
の
後
の
児
童
生
徒
の
成
長
の
み
な
ら
ず
、
大
人
の
健
康
維
持

に
も
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

社
会
教
育
活
動
の
推
進　
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
公
害
監
視

員
・
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
・
消
費
生
活
講
座
・
家
庭
教
育
学
級
事
業

が
始
ま
り
、
軟
式
野
球
連
盟
大
口
支
部
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
安
定

経
済
成
長
期
に
入
っ
た
大
竹
の
町
長
就
任
前
後
の
時
期
か
ら
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
の
尺
度
が
広
が
り
を
み
せ
た
。

　

そ
し
て
総
合
福
祉
会
館
竣
工
の
前
年
、
教
育
委
員
会
に
社
会
教
育

課
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
総
合
福
祉
会
館
の
整
備
も
含
め
、
日
常
生

活
の
中
で
社
会
教
育
活
動
を
意
識
す
る
機
運
の
高
ま
り
や
、
そ
の
よ
う

な
活
動
の
必
要
性
を
啓
発
す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
会
館
行
き

バ
ス
の
運
行
や
、
み
ん
な
の
消
費
生
活
展
、
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
な
ど
、
町
民
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
数
多

く
の
余
暇
活
動
施
策
が
始
ま
っ
た
。

　

町
制
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
る
一
九
八
二
年
、
町
民
投
票
に
よ
っ

て
、
町
民
憲
章
・
町
の
木
「
も
く
せ
い
」・
町
の
花
「
さ
く
ら
」
を
制

定
し
、
町
勢
映
画
や
大
口
音
頭
「
さ
く
ら
色
よ
く
」
も
制
作
し
た
。

　

さ
ら
に
『
大
口
町
史
』
を
編
さ
ん
し
発
刊
し
た
。
一
九
三
五
年
の

『
大
口
村
誌
』
以
来
で
あ
り
、
町
の
歴
史
な
ど
を
記
し
た
貴
重
な
資
料

と
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

生
活
基
盤
整
備　
大
竹
は
町
長
就
任
後
、
一
九
七
四
年
か
ら
五
か

年
を
計
画
年
度
と
す
る
大
口
町
第
二
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
町
民

の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活
基
盤
整
備
を
推
進
し
た
。

　

各
地
区
が
保
有
す
る
境
内
地
や
空
地
を
活
用
し
た
児
童
遊
園
の
整

2-1-9　豊田学習等共同利用施設（1980年）
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備
、
生
活
道
路
や
町
の
中
央
を
東
西
に
貫
く
幹
線
道
路
の
町
道
大
口

桃
花
台
線
、
愛
岐
下
水
路
・
郷ご

う

浦う
ら

排
水
路
な
ど
の
整
備
に
着
手
し
た
。

　

ま
た
国
の
農
政
施
策
の
流
れ
に
乗
り
、
一
九
七
八
年
、
町
は
農
業

近
代
化
や
農
村
生
活
環
境
整
備
に
取
り
組
む
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業

の
実
地
計
画
作
成
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
、
農
業
基
盤
整
備
・
農
業

集
落
排
水
事
業
・
農
村
公
園
な
ど
に
着
手
し
た
。

　

さ
ら
に
一
九
七
五
年
、
扶
桑
町
と
丹
羽
消
防
組
合
の
発
足
を
取
り

ま
と
め
、
翌
年
に
消
防
組
合
庁
舎
の
竣
工
を
も
っ
て
、
消
防
・
救
急

業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
は
町
職
員
が
消
防
分

団
員
を
兼
ね
、
本
部
分
団
の
構
成
員
と
し
て
担
っ
て
き
た
業
務
が
、

安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

国
の
産
業
構
造
の
主
体
が
農
業
か
ら
製
造
業
へ
と
移
行
し
輸
出
額

も
飛
躍
的
に
増
加
す
る
中
、
町
内
に
立
地
す
る
企
業
も
目
覚
ま
し
い

成
長
を
遂
げ
、
一
九
八
一
年
、
町
は
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と

な
っ
た
。

大
竹
喜
久
雄
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
二
章
第
四
節
、
第
三
章
第
一
・
四
節
、
第
四
章
第
三
節
、

　

第
六
章
第
二
節

　

第
三
編
第
一
章
第
四
節
、
第
七
章

江え

口ぐ
ち

一か
ず

信の
ぶ

（
在
任
期
間
一
九
八
三
～
九
一
年
）

　

一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
（
石
油
輸
出
国
機
構
）
が
段
階
的
に
原
油
価
格
の
大
幅
値
上
げ
を

実
施
し
、
こ
れ
に
イ
ラ
ン
革
命
や
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
影
響
が

重
な
っ
た
た
め
、
国
際
原
油
価
格
が
約
三
年
間
で
約
二
・
七
倍
に
も

跳
ね
上
が
っ
た
（
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）。

　

そ
の
後
三
年
に
わ
た
る
景
気
後
退
期
か
ら
よ
う
や
く
脱
し
、
景
気

回
復
へ
と
踏
み
出
し
た
一
九
八
三
年
四
月
、
愛
知
県
議
会
議
員
選
挙

へ
の
立
候
補
に
よ
り
町
長
を
退
任
し
た
大
竹
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き
継

い
だ
の
が
、
江
口
一
信
（
一
九
二
二
～
二
〇
一
一
年
）
で
あ
る
（
２

―
１
―
10
）。

　

江
口
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
大
口
村
役
場
に
勤
め
、
職
員
と
し
て

二
七
年
、
大
竹
町
長
の
下
で
の
助
役
も
含
め
、
長
年
、
町
行
政
に
携

わ
っ
て
き
た
。

　

一
九
八
五
年
、
プ
ラ
ザ

合
意
に
よ
っ
て
急
激
に
円

高
が
進
み
一
旦
は
不
況
に

陥
る
。
そ
の
対
応
の
た
め
、

日
銀
が
徹
底
し
た
低
金
利

策
を
打
ち
出
し
た
こ
と

2-1-10　江口一信
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員
の
海
外
派
遣
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
制
度
化
し
た
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
礎
と
な
っ
た
。
一
九
八
八
年
九
月
に
は
、
児

童
生
徒
数
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
手
狭
に
な

り
、
米
飯
給
食
の
定
着
な
ど
、
食
事
内
容
の
多
様
化
へ
の
対
応
も
必

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
仕
様
に
改
築
（
新
設
）
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と
防
災
対
策　
戦
後
、
青
年
団
・

婦
人
会
・
公
民
館
活
動
と
い
っ
た
場
で
、
日
々
の
暮
ら
し
に
お
け
る

人
と
人
が
触
れ
合
う
機
会
が
培
わ
れ
、
高
度
経
済
成
長
を
経
た
こ
と

で
生
活
様
式
の
変
化
や
核
家
族
化
が
進
む
中
、
一
九
八
三
年
、
自
治

省
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
設
定
要
綱
を
定
め
、
都
道
府
県
に
通

知
し
て
い
る
。
そ
こ
で
江
口
町
政
で
は
、
大
竹
が
進
め
た
社
会
教
育

活
動
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
行
政
区
を

単
位
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区
を
組
織
し
、
活
動
に
必
要
な

備
品
購
入
費
や
活
動
費
の
助
成
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
七
八
年
に
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
、
翌
年
の
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
、
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
東
海
地
震
へ
の
対
応
と
し
て
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
が
指
定
さ

れ
た
。
大
口
町
域
は
範
囲
外
だ
っ
た
が
、
防
災
意
識
の
喚
起
は
不
可

で
、
空
前
の
資
金
余
り
が
生
じ
、
そ
れ
が
株
式
や
金
融
資
産
な
ど
へ

流
れ
込
ん
で
実
態
以
上
に
資
産
価
値
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
が
バ
ブ
ル

経
済
期
で
あ
り
、
江
口
の
二
期
目
は
、
そ
の
状
況
を
背
景
に
諸
施
策

を
推
進
し
た
。

　

次
代
を
担
う
人
材
育
成
施
策
の
推
進　
町
の
発
展
に
よ
る
人
口
の

増
加
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
中
学
校
生
徒
の
急
増
と
い
う

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
就
任
早
々
、
大
竹
町
政
時
代
に
検
討
を
重

ね
た
中
学
校
の
新
設
に
着
手
し
た
。

　

町
制
施
行
以
来
の
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
整
備
に
慎
重
な
意
見
も

あ
っ
た
中
、
中
小
口
地
区
内
に
学
校
用
地
を
買
収
し
、
運
輸
省
（
現

国
土
交
通
省
）
の
騒
音
防
止
対
策
事
業
に
よ
り
、
窓
を
閉
め
切
っ
て

も
授
業
が
実
施
で
き
る
全
館
空
調
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
教
育
環
境

の
充
実
を
目
指
し
、
一
九
八
五
年
に
大
口
北
部
中
学
校
と
し
て
開
校

を
実
現
し
た
。

　

一
九
八
二
年
、
初
代
町
長
社
本
の
遺
族
か
ら
寄
付
を
受
け
た
。
江

口
は
、
以
前
よ
り
次
代
を
担
う
人
材
育
成
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し

て
い
た
た
め
、
こ
の
寄
付
を
契
機
に
育
英
基
金
と
奨
学
育
英
制
度
を

設
け
た
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
、
町
内
企
業
関
係
者
か
ら

の
寄
付
金
を
活
用
し
て
国
際
交
流
事
業
基
金
を
設
け
、
教
員
・
町
職
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欠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
述
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
主
体

に
、
地
域
住
民
を
役
員
と
す
る
自
主
防
災
組
織
を
一
九
八
五
年
か
ら

一
九
八
九
年
に
か
け
て
町
内
全
地
域
で
設
置
し
た
。
こ
の
組
織
で
は
、

災
害
時
の
活
動
に
必
要
な
運
営
体
制
の
検
討
や
備
品
管
理
を
お
こ

な
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
に
昭
和
か
ら
平
成
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
記
念

と
し
て
、
学
習
等
共
同
利
用
施
設
・
学
習
等
供
用
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
施
設
に
「
兼
六
園
四
季
桜
」
を
記
念
植
樹
し
た
。

　

町
民
生
活
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る　
江
口
は
自
ら
が
薬
剤
師
資
格

を
持
つ
と
い
う
知
識
を
生
か

し
、
一
九
八
三
年
に
町
で
は

初
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
た
。
ま
た
、
大
規
模

な
行
事
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

一
九
八
九
年
に
大
口
町
総
合

運
動
場
（
現
オ
ー
ク
マ
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
を
、
一
九
九
〇
年

に
大
口
町
民
会
館
を
開
設
し

た
こ
と
で
、
住
民
の
健
康
増
進
・
住
民
相
互
の
交
流
が
促
進
し
た
（
２

―
１
―
11
）。

　

生
活
基
盤
面
で
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
場
や
町
の
中
央
を
東
西

に
貫
き
通
過
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
町
道
大
口
桃
花
台
線
、
五
条

川
左
岸
流
域
下
水
道
の
町
内
管
き
ょ
整
備
を
町
南
部
か
ら
積
極
的
に

進
め
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
土
地
改
良
事

業
区
域
以
外
に
お
け
る
国
土
調
査
事
業
を
本
格
化
さ
せ
た
こ
と
は
、

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
に
完
了
し
た
名
称
地
番
変
更
に
大
き
く

寄
与
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
電
算
機
器
の
技
術
革
新
が
目
覚
ま
し
く
、
行
政

事
務
に
お
い
て
も
電
算
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
種
々

検
討
を
重
ね
、
一
九
八
九
年
度
に
電
算
機
器
を
自
己
導
入
し
、
翌
一

九
九
〇
年
一
月
か
ら
電
算
機
器
に
よ
る
住
民
票
発
行
を
開
始
し
た
。

江
口
一
信
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
二
章
第
二
節
、
第
三
章
第
四
節
、
第
四
章
第
三
節

2-1-11　町民会館（2019年撮影）
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鈴す
ず

木き

　
愽は
く
し（

在
任
期
間
一
九
九
一
～
九
九
年
）

　

一
九
八
七
年
十
月
十
九
日
、
世
界
的
な
株
価
暴
落
（
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン
デ
ー
）
に
よ
り
、
東
京
市
場
で
は
翌
二
十
日
に
日
経
平
均
株
価
が

率
に
し
て
一
四
・
九
％
急
落
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
か
ら
日
経
平
均

は
目
立
っ
て
回
復
し
始
め
、
一
九
八
九
年
十
二
月
に
は
、
株
価
は
史

上
最
高
値
（
日
経
平
均
三
万
八
九
一
五
円
）
を
記
録
し
た
。

　

翌
年
か
ら
株
価
は
下
落
を
始
め
た
が
、
金
融
機
関
に
お
け
る
担
保

制
度
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
土
地
の
資
産
価
値
に
対
す
る
思
い
は

強
く
、
当
時
に
あ
っ
て
も
「
土
地
の
価
値
は
下
が
ら
な
い
」
と
い
う

土
地
神
話
は
生
き
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
一
年
ま
で
土
地

の
資
産
価
値
は
上
昇
を
続
け
た
。
そ
の
年
、
町
議
会
議
員
を
三
期
一

二
年
、
大
口
町
商
工
会
長
を
二
期
四
年
務
め
た
、
鈴
木
愽
（
一
九
二

八
～
二
〇
〇
三
年
）
が
町
長
に
就
任
し
た
（
２
―
１
―
12
）。
鈴
木
は
、

初
代
町
長
社
本
以
来
の
企

業
経
営
の
経
験
を
持
ち
、

施
策
構
築
や
実
施
に
際

し
、
そ
の
知
見
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
た
。

　

町
長
就
任
と
町
制
三
十
周
年　
鈴
木
の
町
長
就
任
時
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
に
よ
る
町
財
政
へ
の
影
響
は
ま
だ
軽
微
で
、
多
く
の
人
々

が
後
に
そ
れ
が
失
わ
れ
た
一
〇
年
・
二
〇
年
・
三
〇
年
と
、
長
期
に

わ
た
る
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
受
け
止
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

鈴
木
は
、
自
身
の
経
験
か
ら
「
人
々
が
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

健
康
や
文
化
的
活
動
は
欠
か
せ
な
い
」
と
の
信
念
を
持
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
た
。

　

町
長
就
任
の
翌
年
に
あ
た
る
一
九
九
二
年
、
町
制
施
行
三
十
周
年

を
迎
え
た
。
こ
の
周
年
事
業
で
は
、
記
念
事
業
推
進
委
員
会
や
行
政

職
員
が
年
間
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し
た
り
、
町
勢
紹

介
映
像
や
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
制
作
、
さ
ら
に
は
、
国
際
交
流
を
テ
ー

マ
に
、
イ
ベ
ン
ト
や
海
外
か
ら
一
流
の
合
唱
団
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
た
り
す
る

な
ど
、「
文
化
の
か
お
る
ま
ち
に
し
た
い
」
と
の
思
い
を
具
体
化
す
べ

く
取
り
組
ん
だ
。

　

健
康
と
文
化　
女
性
と
の
懇
談
を
通
し
て
、
女
性
の
意
見
を
聞
き

施
策
に
取
り
入
れ
た
い
と
「
44
（
し
あ
わ
せ
）
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、

さ
ら
に
任
期
半
ば
に
は
各
行
政
区
に
出
向
い
て
住
民
と
意
見
交
換
を

す
る
地
区
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
常
に
住
民
目
線
や
住
民
生
活

の
「
現
場
」
を
強
く
意
識
し
た
施
策
を
進
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

2-1-12　鈴木　愽
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ま
た
、
人
々
の
暮
ら
し
は
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
次
に
人
が

求
め
る
の
は
「
健
康
」
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
手
狭

で
あ
っ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
の
移
設
と
健
康
維
持
・
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
手
掛
け
、
施
策
方
針
を

示
す
「
健
康
お
お
ぐ
ち
21
」
を
策
定
し
て
い
る
（
２
―
１
―
13
）。
高

齢
者
・
障
が
い
者
施
策
へ
の
ニ
ー
ズ
が
本
格
化
し
た
時
代
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
や
看
護
学
校
誘
致
、
健

康
推
進
員
の
設
置
に
よ
り
住
民
の
健
康
増
進
に
特
化
し
た
施
策
を
展

開
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
頃
、
五
条
川
堤
の
桜
に
識
別
番
号
札
を
取
り
付
け
、
町
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
め
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
新
し
い
ま
つ
り

づ
く
り
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
り
す
る
な
ど
、
現
在
の
桜

保
全
活
動
や
や
ろ
舞
い
大
祭
の

礎
と
な
る
取
組
み
も
始
め
て
い

る
。

　

一
九
九
五
年
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
た
折
、
家
業

の
一
つ
と
し
て
製
造
し
て
い
た

軍
手
は
、
震
災
対
応
に
役
立
つ

と
い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
二
日
後
、
救
援
物
資
と
し
て
被
災
地
へ
届

け
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
後
に
こ
の
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
経
験
か
ら
、
団
体
活
動
の
継
続
に
と
っ

て
法
人
格
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
一
九
九
八
年
、
衆
議
院
に
お
い

て
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鈴

木
の
判
断
と
指
示
は
、
先
進
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

五
条
川
と
歴
史　
江
口
町
政
ま
で
の
間
に
、
学
校
・
保
育
園
・
社

会
教
育
施
設
の
整
備
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
鈴
木
は
人
々
の
余

暇
活
用
に
視
点
を
あ
て
公
共
施
設
整
備
を
進
め
た
。
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
町
に
伝
わ
る
歴
史
的
資
産
を
活
用
し
て
い
る
。
町
南
部
の
豊

田
地
区
に
位
置
す
る
、
堀
尾
氏
邸
宅
跡
・
堀ほ

り

尾お

金き
ん

助す
け

と
そ
の
母
の
親

子
愛
の
物
語
『
裁
断
橋
物
語
』、
町
北
部
の
中
小
口
地
区
に
あ
る
織お

田だ

遠と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

江
守
広
近
が
築
城
し
た
小
口
城じ

ょ
う

址し

と
い
っ
た
史
跡
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
述
の
歴
史
的
資
産
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
愛
知
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業
で
慈
愛
と
歴
史
を
み
つ
め
る
舞
台
づ
く
り
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
堀
尾
跡
公
園
、
町
単
独
事
業
と
し
て
小
口
城
址
公

園
を
整
備
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
五
条
川
を
住
民
の
心
の
拠
り
所
と
位

置
づ
け
た
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
構
想
を
ま
と
め
、
堀
尾
跡
公
園
・
小

口
城
址
公
園
に
加
え
、
五
条
川
沿
い
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
桜
橋
公
園
・

2-1-13　健康文化センター（2011年撮影）
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わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
運
動
公
園
（
現
上
小
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
）・
河
北

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
整
備
し
た
。

　

公
共
施
設
を
整
備
す
る
際
、
従
来
は
必
要
な
用
地
を
購
入
し
て
か

ら
整
備
に
着
手
し
て
い
た
が
、
鈴
木
は
企
業
経
営
の
経
験
か
ら
、
土

地
所
有
者
の
意
向
に
よ
っ
て
は
借
地
で
も
可
と
し
、
売
却
意
向
を
持
っ

た
折
に
購
入
す
る
こ
と
を
是
と
し
た
た
め
、
事
業
整
備
の
ス
ピ
ー
ド

は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

一
九
九
七
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
を
、
こ
の
地
に

伝
わ
る
「
蔵
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
整
備
し
、
一
九
九
八
年
に
開
館
し
た

歴
史
民
俗
資
料
館
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
木
津
用
水
を
使
っ
た

「
木こ

っ
つ津

の
曳ひ

き

舟ぶ
ね

」
や
農
村
の
暮
ら

し
を
目
に
見
え
る
形
で
表
現
す

る
こ
と
で
、
人
々
の
暮
ら
し
の

歴
史
継
承
に
も
尽
力
し
て
い
る

（
２
―
１
―
14
）。

鈴
木
愽
に
関
連
す
る
内
容

　

第
一
編
第
三
章
第
一
節

　

第
二
編
第
二
章
第
二
節
、

　

第
三
章
第
三
・
四
節

第
四
節
　
地
方
分
権
時
代
へ
の
対
応

	

酒さ
か

井い

　
鍈え
い

（
在
任
期
間
一
九
九
九
～
二
〇
〇
九
年
）

　

地
方
自
治
法
公
布
か
ら
五
〇
年
余
が
経
過
し
、
地
方
分
権
一
括
法

が
成
立
し
た
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
、
酒
井
鍈
（
一
九
四
六
～

二
〇
一
八
年
）
が
町
長
に
就
任
し
た
（
２
―
１
―
15
）。

　

酒
井
は
、
給
食
会
社
を
創
業
し
企
業
経
営
に
携
わ
り
な
が
ら
、
一

九
九
五
年
か
ら
町
議
会
議
員
を
務
め
て
い
た
が
、
住
民
本
位
の
分
権

型
社
会
へ
の
転
換
と
い
う
時
代
の
流
れ
を
い
ち
早
く
つ
か
み
理
解
し

た
こ
と
か
ら
、
町
長
選
挙

に
「
住
民
は
風
、
行
政
は

帆
」
を
自
ら
の
政
策
理
念

に
掲
げ
て
立
候
補
し
、
住

民
か
ら
負
託
を
受
け
た
。

　

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り　
酒
井
は
、
国
が
示
す
地
方
分
権
は
町

政
の
羅
針
盤
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
持
ち
、
先
代
ま
で
の
町
長
が
公

共
施
設
建
設
を
進
め
た
こ
と
で
そ
の
整
備
は
一
定
の
水
準
に
達
し
た

と
判
断
し
、
住
民
の
行
政
参
画
と
参
加
を
町
政
の
尺
度
と
し
て
、
各

2-1-14　歴史民俗資料館で展示している「木津の曳舟」
（2022年撮影）
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種
施
策
の
見
直
し
と
そ
の
推
進
を
図
っ
た
。

　

就
任
二
年
目
に
は
、
小
規
模
自
治
体
と
し
て
は
先
駆
的
で
あ
っ
た
、

情
報
公
開
条
例
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
条
例
を
制
定
し
て
、
そ
の
具
現

化
の
取
組
み
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
活
動
の
展
開
を
導
い
た
。

夢
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
０
１
と
称
し
て
、
公
募
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
町

内
企
業
か
ら
土
地
の
一
時
利
用
と
活
動
資
金
提
供
を
受
け
て
、
公
園

づ
く
り
と
そ
の
活
用
事
業
を
展
開
し
た
。
ほ
か
に
も
、
大
口
北
部
中

学
校
農
園
事
業
と
し
て
、
商
工
事
業
者
有
志
に
よ
る
、
学
校
敷
地
の

余
剰
エ
リ
ア
を
利
用
し
た
農
園
づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
大
口
西
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業
と
し
て
、
校
区
内
の
住

民
及
び
事
業
者
の
有
志
と
児
童
が
協
働
し
て
、
学
校
敷
地
の
余
剰
エ

リ
ア
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
建
設
し
、
生
物
・
生
態
観
察
会
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

　

そ
の
後
の
諸
施
策
に
お
い
て
も
、
実
業
家
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま

え
、
初
期
投
資
は
行
政
、
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
有
志
団
体
）・
民
間
な
ど

と
い
う
尺
度
を
持
っ
て
そ
の
推
進
を
図
り
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し

て
、
二
〇
〇
九
年
、
検
討
と
住
民
説
明
会
を
重
ね
た
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
制
定
し
た
。

　

酒
井
が
町
長
に
就
任
し
た
年
、
東
海
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

町
域
内
で
は
、
豊
田
地
区
内
の
北
河
原
橋
が
破
損
し
、
そ
の
下
流
に

お
い
て
は
五
条
川
の
越
水
に
よ
る
数
軒
の
床
下
浸
水
を
記
録
し
た
。

酒
井
は
、
五
条
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
に
対
し
、
堤
防
の
か
さ

上
げ
を
要
望
し
、
そ
の
実
現
ま
で
の
間
は
自
ら
の
ま
ち
は
自
ら
守
る

と
い
う
信
念
か
ら
土ど

嚢の
う

を
置
き
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
が
早
期
に

実
現
し
た
。
そ
の
後
、
土
嚢
は
撤
去
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
の
市
町
村
大
合
併　
行
財
政
改
革
や
道
州
制
を
見
据
え
、
地

方
分
権
改
革
の
一
環
と
し
て
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
年
を
時
限
と
す

る
合
併
特
例
法
が
成
立
し
た
。
町
は
二
〇
〇
三
年
、
旧
丹
羽
郡
三
市

二
町
（
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
扶
桑
町
）
で
の
合
併
協
議
に

参
加
し
た
。

　

従
来
の
い
わ
ゆ
る
明
治
や
昭
和
の
大
合
併
の
流
れ
を
踏
襲
し
、
国

に
よ
る
強
制
的
な
合
併
推
進
を
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
元
利
償
還

金
を
交
付
税
算
入
す
る
合
併
特
例
債
や
地
方
交
付
税
算
出
に
お
い
て

経
過
措
置
を
設
け
る
な
ど
、
合
併
誘
導
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
昭
和
の
大
合
併
時
と
状
況
は
大
き
く
変
わ

り
、
近
隣
自
治
体
と
比
較
し
て
恵
ま
れ
た
財
政
状
況
で
あ
り
、
人
口

規
模
で
は
最
少
の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
将
来
展
望
な
ど
、
意
思
表
示

が
し
や
す
い
立
場
に
は
あ
っ
た
。

　

当
面
の
財
政
運
営
に
大
き
な
懸
念
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
行
政
規
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模
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
経
済
効
率
が
上
が
る
こ
と
は
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
た
め
、
自
主
自
立
の
精
神
を
堅
持
し
つ
つ
、
合
併
協
議

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
協
議
会
を
結
成
し
て
程
な
く
、
犬
山

市
が
協
議
か
ら
離
脱
し
た
も
の
の
、
町
か
ら
自
治
体
内
自
治
区
（
当

時
の
呼
称
）
を
提
案
し
て
協
議
は
再
ス
タ
ー
ト
し
た
（
２
―
１
―
16
）。

　

自
治
体
内
自
治
区
と
は
、
自
治
体
内
を
い
く
つ
か
の
区
域
に
分
け

て
自
治
区
（
旧
市
町
単
位
を
想
定
）
を
設
け
、
議
会
や
管
理
部
門
は

自
治
体
で
、
暮
ら
し
に
身
近
な
施
策
は
、
自
治
区
毎
に
財
源
と
権
限

を
付
与
し
て
実
施
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
、

そ
の
考
え
方
は
他
の
自
治
体
の
理
解
が
得
難
く
、
結
果
と
し
て
二
〇

〇
四
年
三
月
、
町
は
協
議
会
か
ら
離
脱
し
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
は
、
町
行
政
の
最
上
位
計
画
と
な
る
総
合
計

画
の
全
面
改
訂
の
年
で
あ
り
、
そ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
行
政
の
普

遍
性
、
地
方
分
権

時
代
に
求
め
ら
れ

る
住
民
の
参
画
と

参
加
、
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を

行
政
の
行
動
理
念

と
し
、
将
来
の
ま

ち
の
姿
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
第
六
次
大
口
町
総
合
計

画
（
計
画
年
度
二
〇
〇
六
～
一
五
年
）
は
、
政
策
や
施
策
を
ほ
と
ん

ど
表
記
し
な
い
、
理
念
的
な
計
画
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
議
決
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
町
の
人
口
規
模
か
ら
、
周
辺
市
町
と
合
併
し
た
折
に
は
、

教
育
環
境
整
備
の
優
先
順
位
が
他
地
域
に
比
べ
下
が
る
恐
れ
が
あ
る

と
想
定
し
た
こ
と
か
ら
、
合
併
協
議
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
学
校
施
設

の
更
新
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。
周
辺
市
町
と
の
合
併
機
運
は
消
滅

を
し
た
も
の
の
、
そ
の
施
策
は
継
続
し
、
任
期
中
に
新
生
大
口
中
学

校
を
建
設
し
、
閉
校
し
た
大
口
北
部
中
学
校
を
増
改
築
し
て
大
口
北

小
学
校
を
移
転
さ
せ
、
大
口
南
小
学
校
校
舎
の
新
築
更
新
へ
の
道
筋

を
築
い
た
。

酒
井
鍈
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
三
章
第
五
節
、
第
四
章
第
三
節

2-1-16　「江南市・岩倉市・大口
町・扶桑町合併検討協議会だより」
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森も
り

　
進す
す
む（

在
任
期
間
二
〇
〇
九
～
一
三
年
）

　

二
〇
〇
八
年
九
月
、
米
国
の
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス

の
破
綻
に
端
を
発
し
た
世
界
的
不
況
（
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
は
、

国
内
の
経
済
の
根
幹
を
成
す
製
造
業
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
、
火

急
的
に
救
済
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
二
〇
〇
九
年
、
森

進
（
一
九
五
一
年
～
）
が
町
長
に
就
任
し
た
（
２
―
１
―
17
）。

　

森
は
長
年
、
職
員
と
し
て
町
行
政
に
関
わ
っ
て
き
て
お
り
、
酒
井

が
示
し
た
地
方
分
権
時
代
の
公
共
の
あ
り
様
に
基
づ
い
て
、
そ
の
理

念
を
引
き
継
ぎ
、
施
策
と
し
て
具
現
化
す
る
こ
と
に
邁ま

い

進し
ん

し
た
。

　

酒
井
町
政
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
小
中
学
校
の
整
備
、
北
小
学
校

の
旧
北
部
中
学
校
へ
の
移
転
と
南
小
学
校
の
新
築
更
新
、
庁
舎
及
び

中
央
公
民
館
の
耐
震
化
工
事
を
年
次
毎
に
着
々
と
手
掛
け
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
れ
以
前
に
積

み
立
て
た
整
備
基
金
を
主

な
財
源
と
し
て
、
世
界
的

不
況
に
よ
る
建
設
単
価
の

下
落
も
追
い
風
と
な
っ
て

実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

住
民
自
治
の
推
進
と
ま
ち
づ
く
り　
酒
井
は
就
任
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
軸
と
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
次
の
段

階
で
は
、
地
方
分
権
時
代
の
住
民
自
治
に
つ
い
て
模
索
し
た
。

　

こ
れ
は
、
世
の
中
の
様
々
な
仕
組
み
が
右
肩
上
が
り
で
あ
っ
た
時

代
が
終

し
ゅ
う

焉え
ん

し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
低
成
長
・
成
熟
経
済
の

到
来
へ
の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
森
は
そ
の
理
念
の
下
で
職
員
と
し
て
実
務
を
重
ね
た
経

験
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念
に
従
い
、
住
民
と
共
に
次

の
時
代
を
見
据
え
た
行
政
施
策
や
公
共
の
在
り
様
の
本
格
的
な
検
討

に
着
手
し
、
そ
の
姿
の
一
つ
と
し
て
住
民
に
示
し
た
の
が
地
域
自
治

組
織
で
あ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
促
進
条
例
制
定
後
一
〇
年
余
が

経
過
し
、
活
動
事
例
や
小
規
模
自
治
体
な
が
ら
活
動
団
体
も
増
え
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
そ
の
理
念
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の

違
い
の
理
解
が
進
み
、
そ
れ
ら
団
体
活
動
が
公
共
施
策
の
遂
行
に
協

働
事
業
と
し
て
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
経

常
経
費
の
抑
制
に
寄
与
し
は
じ
め
た
。
一
方
で
、
地
域
自
治
組
織
制

度
に
つ
い
て
は
、
町
に
従
来
か
ら
根
付
い
て
い
る
行
政
区
活
動
と
の

役
割
の
違
い
に
関
す
る
理
解
が
進
ま
ず
、
そ
の
検
討
や
活
動
は
一
進

一
退
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
る
。

2-1-17　森　進
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ま
た
、
福
祉
施
策
が
多
様
化
す
る
中
、
民
間
組
織
が
持
つ
経
験
や

知
恵
の
導
入
を
図
る
こ
と
は
、
施
策
の
維
持
や
質
の
向
上
が
よ
り
担

保
さ
れ
る
と
考
え
、
障
が
い
者
施
策
を
担
う
ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
の
組

織
強
化
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
に
向
け
た
協
議
、
保
育
園
の
公
設

民
営
化
の
検
討
と
運
営
試
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災　
二
〇
一
一
年
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有

の
事
態
に
日
本
列
島
は
直
面
し
た
。
森
は
、
消
防
防
災
行
政
を
実
務

担
当
者
と
し
て
経
験
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
関
連
施
策
を
平
時
か
ら

進
め
、
被
災
対
応
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
ち
早

く
行
動
に
移
し
て
い
る
。

　

震
災
直
後
は
、
当
面
の
事
業
を
中
止
し
、
そ
の
事
業
費
を
被
災
地

へ
義
援
金
と
し
て
届
け
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
（
や
ろ
舞
い
大

祭
実
行
委
員
会
）
が
主
体
的
に
交
流
し
て
い
た
岩
手
県
釜
石
市
へ
職

員
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
県
の
要
請
に
よ
り
、
岩
手
県
大お

お

槌つ
ち

町
（
保

健
師
な
ど
）、
宮
城
県
仙
台
市
（
家
屋
調
査
）、
中
学
生
か
ら
の
投
書

「
桜
の
町
と
し
て
、
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
活
動
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

を
応
援
し
て
欲
し
い
」
に
応
え
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
町
独
自
の
支
援
活
動
の
展
開
を
考
え
、
大
口
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
そ
の
実
現
を
働
き
か
け
た
。

　

森
の
行
政
経
験
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
活
動
は
、
主
体
が
民
間
レ
ベ

ル
と
な
る
こ
と
で
、
行
政
諸
制
度
や
公
平
性
と
い
っ
た
面
で
の
自
由

度
が
高
く
な
り
、
皆
の
力
が
結
集
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
職
員
に
よ
る
現
地
視
察

を
お
こ
な
い
、
岩
手
県
遠
野
市
の
砂い

さ

子ご

沢ざ
わ

地
区
公
民
館
を
同
年
六
月

か
ら
一
か
月
間
借
り
受
け
た
。
そ
し
て
現
地
の
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ

ト
の
協
力
を
得
て
、
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
参
加
者
や
資
金
提

供
者
を
募
り
、
大
口
町
被
災
支
援
活
動
拠
点
を
設
置
・
運
営
し
た
。

　

森
は
、
被
災
地
支
援
の
側
面
に
合
わ
せ
職
員
と
し
て
も
貴
重
な
経

験
と
な
る
は
ず
と
考
え
、
希
望
者
を
中
心
に
職
員
研
修
の
一
環
で
派

遣
を
推
奨
し
、
一
連
の
支
援
事
業
に
よ
っ
て
、
一
年
間
で
事
務
系
職

員
の
三
割
程
が
被
災
地
を
訪
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
、
全
国
町
村
会
か
ら
派
遣
依
頼
を
受
け
た

た
め
、
職
員
を
多
数
亡
く
さ
れ
行
政
事
務
に
支
障
を
来
し
て
い
る
団

体
へ
の
派
遣
を
希
望
し
た
結
果
、
宮
城
県
南
三
陸
町
に
職
員
を
派
遣

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
年
、
来
町
し
た
佐
藤
南
三
陸
町
長
と
の

面
談
に
お
い
て
震
災
当
時
の
状
況
な
ど
、
様
々
な
話
を
伺
い
、
復
興

支
援
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
職
員
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
る

こ
と
か
ら
以
後
、
町
村
会
な
ど
を
通
さ
ず
、
南
三
陸
町
と
直
接
、
職
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員
派
遣
の
手
続
き
を
お
こ

な
っ
た
。
後
任
の
鈴
木
町

長
も
佐
藤
町
長
か
ら
、
生

き
残
っ
た
者
に
は
使
命
が

あ
る
と
の
強
い
志
の
話
を

聞
き
、
被
災
地
支
援
活
動

に
参
加
し
た
職
員
の
働
き

か
け
も
加
わ
り
、
復
興
の

基
本
方
針
に
示
さ
れ
て
い

た
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）

年
度
ま
で
職
員
派
遣
を
続

け
た
（
２
―
１
―
18
）。

　

そ
の
思
い
や
経
験
は
、
町
内
避
難
所
整
備
や
中
央
公
民
館
の
改
築

の
考
え
方
（
東
海
地
方
の
大
震
災
に
お
け
る
後
方
支
援
拠
点
と
な
り

う
る
た
め
の
改
築
）、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
事
業
な
ど
に
発
揮
さ
れ

結
実
し
た
。

森
進
に
関
連
す
る
内
容

　

第
一
編
第
三
章
第
二
節

　

第
二
編
第
三
章
第
一
・
二
・
五
節
、
第
四
章
第
二
節

第
五
節
　
子
孫
に
贈
る
ま
ち
づ
く
り

	

鈴す
ず

木き

雅ま
さ

博ひ
ろ

（
二
〇
一
三
年
～
）

　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
十
一
月
、
二
〇
年
余
に
わ
た
り
企

業
経
営
に
携
わ
っ
て
き
た
鈴
木
雅
博
（
一
九
五
四
年
～
）
が
町
長
に

就
任
し
た
（
２
―
１
―
19
）。

　

こ
の
前
年
、
国
に
お
い
て
は
、
消
費
増
税
を
柱
と
す
る
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
が
ま
と
ま
り
、
衆
議
院
選
挙
の
実
施
に
よ
り

政
権
が
交
代
し
、
長
引
く
不
況
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た

三
つ
の
政
策
の
柱
、
金
融
緩
和
・
財
政
出
動
・
成
長
戦
略
（
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
）
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
。
特
に
、
日
本
銀
行
に
よ
る
国

債
や
株
式
の
買
い
取
り
に
よ
っ
て
市
場
に
資
金
を
潤
沢
に
供
給
す
る

異
次
元
金
融
緩
和
策
は
、

景
気
回
復
策
の
第
一
矢
と

し
て
実
施
さ
れ
、
世
界
的

な
経
済
環
境
の
好
転
も
重

な
っ
て
、
初
期
に
お
い
て

は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

2-1-18　南三陸町役場新庁舎（2017年撮影）

2-1-19　鈴木雅博
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鈴
木
は
青
年
時
代
、
江
南
青
年
会
議
所
に
所
属
し
、
そ
の
活
動
を

通
し
て
多
く
の
経
験
と
人
脈
を
築
い
て
お
り
、
日
本
青
年
会
議
所
へ

の
出
向
で
は
最
終
的
に
副
会
頭
に
就
い
た
。
そ
の
折
の
国
際
的
な
舞

台
で
の
活
動
は
、
後
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

そ
の
経
験
か
ら
、
こ
の
国
の
施
策
動
向
を
い
ち
早
く
つ
か
み
、
町

長
選
に
お
い
て
掲
げ
た
「
五
十
年
後
の
ま
ち
の
礎
と
な
る
施
策
を
」

は
、
自
身
の
経
験
や
価
値
観
か
ら
、
初
代
町
長
社
本
の
取
組
み
に
感

銘
を
受
け
、
時
を
超
え
て
今
の
時
代
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
子
や
孫
へ
こ

の
ま
ち
を
引
き
継
ぐ
想
い
と
、
今
、
そ
の
好
機
と
捉
え
た
覚
悟
と
し

て
議
会
の
場
で
所
信
表
明
し
た
。

　

土
地
利
用
の
見
直
し
と
道
路
網
の
整
備　
一
九
六
五
年
以
降
の
土

地
改
良
事
業
と
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
指
定
に
よ
っ
て
、
町
内

の
土
地
利
用
に
は
大
き
な
制
約
が
課
さ
れ
て
お
り
、
町
は
名
古
屋
市

近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
水
田
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

時
は
二
〇
一
〇
年
代
へ
と
移
り
、
次
第
に
農
業
従
事
者
が
減
少
し
、

国
の
農
業
集
約
策
に
よ
っ
て
集
団
化
を
図
っ
て
は
き
た
が
、
管
理
す

る
に
は
水
田
が
ま
と
ま
り
き
ら
ず
不
効
率
な
状
態
に
あ
っ
た
。
特
に

苗
田
と
呼
ば
れ
る
、
育
苗
用
の
小
区
画
が
配
置
さ
れ
た
場
所
に
お
い

て
は
、
大
半
が
兼
業
農
家
で
か
つ
自
家
育
苗
者
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
放
棄
田
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

鈴
木
は
、
作
業
用
品
に
あ
わ
せ
て
物
流
業
も
手
掛
け
て
い
た
こ
と

か
ら
、
倉
庫
や
製
造
企
業
が
将
来
を
見
据
え
た
事
業
用
地
需
要
の
高

ま
り
を
つ
か
ん
で
い
た
。
こ
の
た
め
、
未
利
用
苗
田
や
農
業
衰
退
に

よ
る
放
棄
田
対
策
も
兼
ね
て
、
専
門
組
織
を
設
置
し
、
土
地
活
用
策

を
推
進
す
る
。
こ
の
取
組
み
に
対
し
て
は
、
町
の
景
色
が
変
わ
る
、

一
時
的
な
貯
水
機
能
が
低
下
す
る
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
が
、
将
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
現
実
的
な
取
組
み
だ
と
理
解
を
求

め
た
。
結
果
と
し
て
、
既
存
立
地
企
業
の
第
二
拠
点
の
整
備
や
工
場

用
地
の
拡
幅
、
さ
ら
に
新
規
立
地
や
物
流
倉
庫
建
設
が
続
い
た
こ
と

に
よ
る
税
収
増
は
、
徐
々
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
財
政
運
営
に
大

き
く
寄
与
し
た
。

　

ま
た
、
土
地
利
用
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
、
道
路
網
の
再
整
備
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
町
内
の
大
規
模
な
道
路
網
整
備
は
、
主
に
土

地
改
良
事
業
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
都
市
計
画

道
路
（
愛
岐
南
北
線
と
小
口
線
）
整
備
と
、
既
存
道
路
の
一
部
改
良

や
維
持
管
理
を
重
ね
て
い
た
。

　

鈴
木
は
町
長
就
任
以
前
か
ら
、
道
路
は
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

お
い
て
重
要
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
通
過
交
通
道
路
と
生
活
道
路
の
役
割
を
明
確
に
し
て
整
備
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す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
交
通
環
境
の
実
現
を
目
指
し
た
。

　

具
体
策
と
し
て
、
土
地
改
良
時
代
に
整
備
さ
れ
た
道
路
に
つ
い
て

は
、
擁
壁
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
拡
幅
し
、
路
面
を
補
強
す
る
。
特

に
、
通
学
路
や
町
内
を
南
北
に
通
じ
る
道
路
に
重
点
を
置
く
。
都
市

計
画
道
路
に
お
い
て
は
、
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
早
期
開
通
を
目
指

す
こ
と
で
、
既
存
道
路
の
整
備
効
果
を
高
め
た
。
企
業
活
動
を
念
頭

に
、
道
路
拡
幅
や
路
線
変
更
を
計
画
し
て
着
手
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
街
路
灯
や
防
犯
灯
の
整
備
、
さ
ら
に
は
懸
案
課
題
で

あ
っ
た
、
国
道
四
一
号
六
車
線
化
や
国
道
一
五
五
号
四
車
線
化
に
つ

い
て
も
、
国
関
係
機
関
へ
そ
の
重
要
性
な
ど
を
積
極
的
に
働
き
か
け
、

事
業
始
動
に
尽
力
し
た
。

　

歴
史
文
化
と
ま
ち
の
誇
り　
島
根
県
松
江
市
は
、
町
域
内
が
生
誕

の
地
と
さ
れ
て
い
る
、
戦
国
武
将
・
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

が
島
根
県
安
来
市
（
旧

広
瀬
町
）
の
富
田
城
か
ら
拠
点
を
移
し
、
松
江
城
と
城
下
町
を
築
い

た
こ
と
に
よ
り
開
府
さ
れ
た
地
で
あ
り
、
町
の
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
や

丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
民
間
交
流
は
重
ね
ら
れ
て
き
て
い

た
が
、
自
治
体
規
模
の
違
い
か
ら
行
政
間
の
交
流
に
つ
い
て
は
町
側

に
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

の
念
が
あ
っ
た
。

　

町
に
お
い
て
「
堀
尾
」
と
い
え
ば
堀
尾
金
助
と
そ
の
母
の
慈
愛
の

物
語
『
裁
断
橋
物
語
』
で
あ
り
、
大
口
南
小
学
校
区
に
お
い
て
は
語

り
継
が
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
校
区
に
お
け
る
認
知
度
が
低
く
、

堀
尾
吉
晴
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

鈴
木
は
、
一
介
の
武
将
か
ら
大
名
へ
と
立
身
出
世
し
た
郷
土
の
偉

人
、
堀
尾
吉
晴
を
核
に
、
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
と
し

て
確
立
で
き
な
い
か
と
考
え
、
行
政
間
交
流
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示

し
た
。

　

松
江
市
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
松
江
城
築
城
四
百
年
に

当
た
る
二
〇
一
一
年
ま
で
五
年
間
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に

お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
際
、
長
き
に
わ
た
り
藩
主
で
あ
っ
た
松
平
家

の
み
な
ら
ず
、
開
府
の
祖
と
な
っ
た
堀
尾
家
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
こ
と
か
ら
、
行
政
間
交
流
へ
の
機
運
が
芽
生
え
た
。

　

二
〇
一
四
年
、
両
自
治
体
の
行
政
間
に
お
い
て
事
前
協
議
が
始
ま

り
、
翌
年
春
に
株
式
会
社
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
が
県
営
名

古
屋
空
港
―
出
雲
縁
結
び
空
港
間
の
就
航
を
始
め
、
そ
れ
か
ら
程
な

く
し
て
松
江
城
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
五
年
八
月
、
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た
松
江
城
国
宝
化
記
念

式
典
の
場
に
お
い
て
、
堀
尾
吉
晴
が
導
く
四
百
余
年
の
時
を
経
た
ご

縁
に
よ
る
、
松
江
市
と
大
口
町
の
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
た
（
２

―
１
―
20
・
21
）。
以
後
、
小
中
学
生
へ
の
継
続
的
な
出
前
講
座
や
官
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民
問
わ
ず
交
流
の
輪
が
次
第
に
拡
が
り
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年

に
は
、
大
口
中
学
校
生
徒
が
修
学
旅
行
で
松
江
の
地
を
訪
れ
、
二
〇

二
二
年
か
ら
は
、
両
自
治
体
の
小
学
校
六
年
生
が
訪
問
・
交
流
を
す

る
事
業
も
開
始
し
た
。

　

さ
ら
に
、
五
条
川
に
植
栽
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
は
別
に
、
町

に
残
る
古
来
種
の
桜
に
着
目
し
、
そ
の
分
析
と
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
活

用
し
た
苗
木
作
り
に
取
り
組
み
、
公
募
に
よ
り
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」

（
商
標
登
録
済
）
と
命
名
し
た
。
こ
の
桜
に
は
、
行
者
の
杖つ

え

が
定
着
し

て
育
っ
た
と
す
る
昔
話
を
歴
史
資
産
と
し
て
捉
え
、
町
内
に
広
め
る

こ
と
で
、
住
民
が
誇
り
に
し
て
い
る
「
桜
の
ま
ち
お
お
ぐ
ち
」
を
、

さ
ら
に
趣
深
く
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
、
事
業
着
手
か
ら
四
年
を
経
て
、
多
世
代
が
集
う
憩

い
広
場
や
五
条
川
堤
の
桜
枯
死
跡
な
ど
に
植
栽
を
開
始
し
、
二
〇
二

一
年
春
、
開
花
を
確
認
し
た
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
は
寿
命
説
が
あ
り
、

枯
死
木
も
目
立
ち
始
め
て
い
る
中
、
今
後
は
そ
の
代
替
木
と
し
て
植

栽
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

鈴
木
雅
博
に
関
連
す
る
内
容

　

第
二
編
第
二
章
第
一
・
三
・
四
節

2-1-20　姉妹都市盟約時に握手を交わす
鈴木町長（写真右）と松浦正敬松江市長

※当時（写真左）（2015年）

2-1-21　姉妹都市盟約書（2015年）
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戦後の村長・町長の年齢
年　齢 35 40 45 50 55 60 65 70 在任年数

野田　正昇 35 69 34年

酒井　久美 46 47 6か月

仙田　賢弌 63 67 4年

社本　鋭郎 51 63 12年

井上　誠之 52 64 12年

大竹喜久雄 46 54 8年

江口　一信 60 68 8年

鈴木　　愽 62 70 8年

酒井　　鍈 52 62 10年
6か月

森　　　進 58 62 4年

鈴木　雅博 59 現
在

2-1-22　村長・町長の在職時の年齢

　

一
九
四
六
年
、
大
口
村
長
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
村
政
を
け
ん
引
し
て
き
た
野
田
正
昇
が
辞
職
し
、
そ

の
後
村
政
・
町
政
含
め
一
〇
代
の
首
長
が
就
任
し
た
。
本
項
で
は
、
野
田
正
昇
を
含
め
、
戦
後
の
大
口
村

長
・
町
長
一
一
人
に
つ
い
て
共
通
点
な
ど
を
探
る
（
２
―
１
―
22
）。

就
任
年
齢

　

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
野
田
正
昇
が
村
長
に
就
任
し
た
の
は
、
三
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

次
に
若
く
し
て
村
長
に
就
任
し
た
の
は
、
野
田
正
昇
の
跡
を
継
い
だ
酒
井
久
美
で
四
十
六
歳
六
か
月
の
時
、

同
じ
く
四
十
六
歳
七
か
月
で
町
長
に
就
任
し
た
の
が
大
竹
喜
久
雄
で
あ
っ
た
。
村
長
・
町
長
就
任
時
の
年

代
を
ま
と
め
る
と
、
三
十
歳
代
一
人
、
四
十
歳
代
二
人
、
五
十
歳
代
五
人
、
六
十
歳
代
三
人
と
な
っ
た
。

在
職
年
数

　

在
職
年
数
が
長
か
っ
た
の
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
の
村
政
を
け
ん
引
し
た
野
田
正
昇
で
三
四
年
間
で
あ

る
。
次
に
在
職
年
数
が
長
い
の
は
、
社
本
鋭
郎
と
井
上
誠
之
の
三
期
一
二
年
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
最
も
短

か
っ
た
の
は
、
野
田
正
昇
の
辞
職
に
よ
り
急
き
ょ
助
役
か
ら
村
長
に
な
っ
た
酒
井
久
美
の
六
か
月
が
最
短

だ
が
、
野
田
正
昇
が
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に
衆
議
院
議
員
と
兼
務
し
て
い
た
た
め
、
酒
井
に
は
村

長
代
行
の
時
期
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他

　

助
役
（
現
副
町
長
）
か
ら
村
長
・
町
長
に
就
任
し
た
の
は
、
酒
井
久
美
・
井
上
誠
之
・
大
竹
喜
久
雄
・

江
口
一
信
・
森
進
の
五
人
だ
っ
た
。
一
九
六
二
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
、
初
代
町
長
と
な
っ
た
社
本
鋭
郎

か
ら
数
え
て
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
の
鈴
木
雅
博
町
長
は
、
八
人
目
の
大
口
町
長
と
な
る
。
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第
一
節
　
母
な
る
五
条
川
と
桜

	

五
条
川
改
修
工
事

　

河
川
改
修
す
る
前
の
五
条
川
は
、
蛇
行
に
よ
っ
て
大
雨
が
降
る
と

越
水
し
農
作
物
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、
大
口
村
だ

け
で
な
く
、
下
流
の
岩
倉
町
を
は
じ
め
流
域
自
治
体
に
と
っ
て
も
河

川
改
修
は
悲
願
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
は
、
五
条
川
沿
い
の
自
治
体
が
五

条
川
改
修
工
事
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
、
愛
知
県
及
び
内
務
省
に
改

修
工
事
を
請
願
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
か
ら
、

下
流
の
新
川
合
流
点
を
起
点
と
し
て
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。
岩
倉

地
区
ま
で
工
事
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
満
州
事
変
に
よ
り
工
事
は
中

断
し
た
も
の
の
一
九
四
〇
年
に
は
再
開
し
、
一
九
五
三
年
に
完
工
し

た
。

　

村
内
に
お
い
て
は
、
一
九
四
七
年
に
最
下
流
で
あ
る
豊
田
地
区
内

で
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
五
一
年
に
は
荒
井
堰せ

き

（
五
条
川
が
木こ

っ
つ津

用

水
に
合
流
し
、
水
門
か
ら
再
び
五
条
川
と
し
て
分
岐
す
る
地
点
）
ま

で
進
ん
で
い
る
（
２
―
２
―
１
・
２
）。
村
の
五
条
川
改
修
工
事
負
担
金

は
、
一
九
五
〇
年
度
に
決
算
額
三
二
万
六
九
九
四
円
、
一
九
五
一
年

度
に
予
算
額
二
〇
万
円
、
一
九
五
二
年
度
に
一
一
万
円
、
一
九
五
三

年
度
に
六
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

第
二
章

変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
の
姿

2-2-1　五条川改修工事年表
（『大口町史』）

一
九
四
七
年
度

一
九
四
八
年
度

一
九
四
九
年
度

一
九
五
〇
年
度

一
九
五
一
年
度

　
　
　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　
（
五
二
七
五
）

布
袋
曽
本
地
内　

～
大
口
豊
田
地
内    （
六
五
〇
）

曽
本
用
水
取
入
口
～
御
供
所
大
之
瀬
橋
（
八
〇
〇
）

御
供
所
大
之
瀬
橋
～
大
屋
敷
五
条
橋
（
一
四
〇
〇
）

大
屋
敷
五
条
橋　

～
小
口
高
岡
街
道
（
一
五
二
〇
）

小
口
地
内　
　
　

～
荒
井
溢
流
堤       

（
九
〇
五
）

　
　

区　

間
（
工
事
距
離 

ｍ
）

四
八
二
〇

八
〇

六
〇
〇

一
四
〇
〇

一
五
四
〇

一
二
〇
〇

工
費
（
万
円
）
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改
修
工
事
の
完
了
後
は
、
一
九
五
四
年
度
補
正
予
算
で
「
五
條
川

改
良
工
事
記
念
碑
建
設
費
負
担
金
」
と
し
て
二
〇
万
円
計
上
し
、
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
「
五
条
川
改
修
記
念
碑
」

は
、
現
中
小
口
三
丁
目
地
内
の
柿
野
橋
西
側
に
所
在
し
、
碑
文
に
は
、

一
九
五
二
年
中
に
荒
井
堰
ま
で
工
事
を
進
め
、
翌
一
九
五
三
年
に
河

北
地
区
の
河
川
改
修
を
終
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
２
―
２
―
３
・
４
）。

　

ま
た
、
大
口
村
大
字
小
口
中
組
（
現
中
小
口
地
区
）
が
改
修
を
記

念
し
て
、
現
城
屋
敷
一
丁
目
地
内
の
六
部
橋
西
側
に
水
神
碑
を
建
立

し
て
お
り
、
石
碑
裏
面
の
碑
文
に
は
、
一
九
五
一
年
三
月
に
荒
井
堰

ま
で
改
修
が
完
了
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
２
―
２
―
５
・
６
）。

　

こ
れ
ら
二
基
の
石
碑
の
碑
文
に
加
え
、「
昭
和
二
十
八
年
大
口
村
事

務
報
告
書
」
よ
り
村
内
の
う
ち
、
荒
井
堰
よ
り
上
流
の
河こ

北ぎ
た

地
区
の

五
条
川
改
修
工
事
は
一
九
五
三
年
度
に
完
了
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

2-2-2　五条川河川改修工事区間及び記念碑位置図

新木津用水

木津用水

五条川

荒井堰

小口高岡街道
（天神橋）

五条橋

大之瀬橋

1953年度

1952年度
堰堤 工事
1952年度
堰堤 工事

＝＝

＝＝

＝＝

＝＝

五条川
改修記念碑
五条川
改修記念碑

六部橋六部橋
水神碑水神碑

1951年度1951年度

1950年度1950年度

1949年度1949年度

1948年度1948年度
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本
邦
古
来
農
業
を
以
て
本
と
な
す
　
即
ち
良
田
を
啓
い
て
瑞
穂
を
培
ひ
　
以
て
民
族
の
生
存

を
伝
統
す
　
則
ち
惡
水
を
排
し
て
灌
漑
を
便
す
　
利
用
厚
生
の
途
是
に
於
て
起
る
　
惟
ふ
に

尾
北
の
地
開
辟
数
千
年
由
来
漸
し
　
五
條
川
は
往
昔
幼
川
又
於
曽
那
川
と
も
称
し
源
を
尾
州

東
北
端
の
黒
平
山
に
発
し
入
鹿
池
を
通
じ
西
流
丹
羽
郡
の
中
央
を
西
南
に
注
ぎ
海
部
郡
萱
津

に
至
り
新
川
に
合
流
す
　
比
間
多
数
の
惡
水
を
併
せ
　
亦
用
水
の
数
川
を
合
し
　
且
つ
至
る

所
分
派
灌
漑
し
　
地
方
一
帯
の
田
面
と
潤
澤
す
　
所
謂
農
業
上
重
要
水
路
の
一
と
な
す
　
然

り
と
雖
も
旧
来
自
然
河
川
の
態
を
な
し
　
路
線
屈
曲
　
河
積
狭
隘
　
就
中
堤
塘
不
備
に
し
て

一
旦
暴
雨
に
際
し
　
　
濁
流
横
溢
し
被
害
頻
々
　
或
は
連
年
に
互
る
沿
線
の
住
民
惴
々
　
其
危

惧
に
堪
へ
す
　
近
世
に
至
り
大
正
の
末
関
係
町
村
合
議
協
力
し
　
既
成
同
盟
会
を
組
織

鋭
意
孜
々
之
れ
か
工
事
を
懇
願
せ
し
か
ば
　
至
誠
遂
に
政
府
当
局
に
通
し
　
国
庫
及
び
県
費

の
補
助
を
蒙
る
に
至
る
　
是
に
於
て
本
県
の
指
導
に
基
き
　
施
工
方
法
を
下
流
よ
り
上
流
に

及
ぼ
し
　
昭
和
十
三
年
丹
羽
郡
岩
倉
町
地
域
に
達
す
　
惜
む
可
し
支
那
事
変
勃
発
の
た
め
中
止

す
る
に
至
る
　
さ
れ
ど
改
修
の
続
行
は
焦
眉
の
急
を
告
げ
沿
川
住
民
の
渇
仰
を
諒
と
し
関
係

代
表
者
の
嘆
願
に
因
り
遂
に
政
府
は
昭
和
十
五
年
度
よ
り
復
工
を
認
む
　
時
に
軍
国
多
端
の

間
　
之
れ
が
强
行
は
絶
無
に
し
て
僅
有
の
事
と
称
す
　
是
よ
り
次
で
岩
倉
町
よ
り
工
を
上
流

に
進
め
仝
廿
二
年
に
及
ん
で
大
口
村
域
に
達
し
　
先
づ
豊
田
地
区
よ
り
施
工
　
大
屋
敷
小
口

を
経
て
仝
廿
七
年
木
津
用
水
荒
井
分
水
點
の
元
杁
及
び
溢
流
堰
堤
を
築
き
　
仝
廿
八
年
河
北

地
区
を
修
備
し
て
　
茲
に
大
口
村
全
区
域
の
改
修
を
卒
ふ
　
斯
て
此
水
路
に
因
る
灌
排
両
通

向
来
子
孫
の
恩
惠
に
浴
す
る
奈
何
ぞ
蓋
し
地
方
産
業
の
軒
昴
期
し
て
俟
つ
可
し
　
乃
ち
此
功

労
者
を
下
記
に
勤
し
て
不
朽
に
伝
ふ

　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
乙
未
年
三
月
建
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
口
村

故
内
務
次
官
代
議
士
　
　
　
加
藤
　
鯛
一

故
県
会
議
長
大
口
村
長
　
　
野
田
　
正
昇

内
務
省
技
師
　
　
　
　
　
　
水
谷
　
鏘

愛
知
県
技
師
　
　
　
　
　
　
髙
木
　
哲
之
助

故
木
津
用
水
組
合
会
議
員
　
松
永
　
恒
三
郎

一
宮
土
木
出
張
所
長
　
　
　
永
草
　
正
夫

愛
知
県
技
師
　
　
　
　
　
　
淺
野
　
保
一

大
口
村
長
　
　
　
　
　
　
　
仙
田
　
賢
弌

建
設
委
員
長
大
口
村
長
　
　
社
本
　
鋭
郎

　
撰
文
　
小
牧
山
下
　
　
　
津
田
　
應
助

　
筆
　
　
大
口
村
　
　
　
　
髙
木
　
天
仙

2-2-3　五条川改修記念碑の碑文
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改
修
記
念

五
條
川
は
慶
応
の
昔
入
鹿
池
氾
濫
以
来
河
床
の
広
狭
一
定
せ
ず
堤
防
亦
見

る
可
き
処
な
し
　
依
て
昭
和
十
四
年
七
月
沿
川
町
村
に
よ
り
五
條
川
改
修

期
成
同
盟
会
を
結
成
し
当
局
に
改
修
の
必
要
を
具
申
す
　
而
て
翌
年
下
流

よ
り
遂
次
改
修
に
着
工
さ
れ
昭
和
廿
三
年
四
月
同
廿
六
年
三
月
の
間
に
於

て
本
村
大
乃
瀨
橋
下
流
百
米
よ
り
荒
井
溢
流
堤
ま
で
延
長
五
千
二
百
七
十

五
米
完
成
す
　
之
に
要
せ
し
土
地
六
万
六
千
六
百
五
十
二
平
方
米
　
架
橋

十
七
堰
埭
六
箇
所
　
出
役
延
十
二
万
人
　
工
費
は
国
庫
支
出
に
よ
り
四
千

八
百
二
十
万
円
也
　
其
他
美
田
を
供
し
地
元
民
相
携
え
て
本
工
事
に
参
画

し
土
砂
の
堀
鑿
運
搬
築
堤
及
架
橋
作
業
等
流
汗
淋
漓
能
く
其
完
遂
に
精
根

を
傾
注
せ
り
　
視
る
者
感
激
の
他
な
し
　
併
て
道
路
の
拡
充
と
大
口
北
小

学
校
々
庭
の
拡
張
並
に
プ
ー
ル
設
置
も
亦
天
恵
の
余
沢
と
し
て
完
成
す
之

本
工
事
に
関
係
せ
し
県
係
員
の
盡
瘁
と
地
元
民
の
努
力
に
よ
る
も
の
な
り

茲
に
　
御
水
神
を
祀
り
水
利
の
潤
沢
と
流
域
の
豊
穣
併
て
村
中
安
泰
を
祈

念
し
　
本
鴻
業
の
録
と
な
す

　
昭
和
廿
九
甲
午
歳
二
月
建
之
　
　
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
小
口
中
組

2-2-5　水神碑の碑文

2-2-4　五条川改修記念碑（2021年撮影）

2-2-6　水神碑（2021年撮影）
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桜
の
植
樹
事
業

　

一
九
五
二
年
、
村
長
で
あ
っ
た
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

は
村
内
融
和
と
村
民
の

憩
い
の
場
づ
く
り
の
た
め
、
私
費
を
投
じ
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
苗
木

を
購
入
し
、
村
民
に
呼
び
掛
け
て
五
条
川
堤
に
植
樹
を
敢
行
し
た
（
２

―
２
―
７
）。
そ
の
際
、
春
に
は
桜
、
秋
に
は
紅
葉
が
楽
し
め
る
よ
う

に
、
カ
エ
デ
も
植
樹
し
て
い
る
。
流
域
住
民
の
協
力
の
も
と
進
め
ら

れ
た
植
樹
事
業
で
あ
っ
た
が
、
河
川
を
管
理
す
る
国
や
県
の
許
可
が

な
か
な
か
下
り
ず
、
五
条
川
沿
い
に
水
田
を
持
つ
地
主
か
ら
は
苗
木

が
成
長
す
る
と
日
陰
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、
反
対
の
声
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

　

人
々
の
想
い
が
込
め
ら
れ

た
苗
木
は
大
き
く
育
ち
、
五

条
川
は
桜
の
名
所
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇

年
（
平
成
二
）
年
に
は
「
日

本
の
さ
く
ら
の
名
所
百
選
」

（
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の

会
）
に
選
ば
れ
、
町
の
大
き

な
魅
力
と
な
っ
た
。

社
本
村
長
の
五
条
川
へ
の
想
い

　

社
本
村
長
（
当
時
）
の
次
男
宮
明
氏
に
、
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

明
治
以
来
、
五
条
川
の
水
を
使
っ
て
水
車
業
を
営
ん
で
き
た
社
本
家
に

と
っ
て
、
五
条
川
へ
の
感
謝
の
念
は
強
く
、
特
に
父
鋭
郎
は
そ
の
思
い
が

強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
村
長
と
し
て
、
村
内
融
和
と
村
民
の
憩
い
の
場

づ
く
り
の
た
め
、
桜
を
五
条
川
堤
に
植
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
が
、
個

人
的
に
は
五
条
川
へ
の
感
謝
の
想
い
か
ら
、「
稼
業
を
育
ん
で
く
れ
た
母
な

る
川
を
美
し
い
花
で
飾
っ
て
、
地
域
の
人
々
に
末
永
く
残
る
財
産
と
し
て

贈
り
た
い
」
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。
会
社
の
用
事
で
移
動
す
る
と

き
は
、
私
が
運
転
を
す
る
こ

と
が
多
く
、
五
条
川
沿
い
を

通
る
と
車
を
止
め
る
よ
う
に

言
わ
れ
、
気
に
な
っ
た
背
の

高
い
草
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

晩
年
、
桜
と
交
互
に
植
え

た
カ
エ
デ
が
思
う
よ
う
に
育

た
な
か
っ
た
様
子
を
見
て
、

「
カ
エ
デ
は
、
う
ま
く
い
か
ん

か
っ
た
な
ぁ
」
と
、
よ
く
つ

ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
（
２
―
２

―
８
）。

2-2-7　河北地区での植樹風景（1953年頃）

2-2-8　紅葉するカエデ（2020年撮影）
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桜
を
守
る
活
動

　

五
条
川
堤
に
植
樹
さ
れ
た
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
あ
り
、
全
国
的

に
戦
後
の
桜
の
植
樹
で
よ
く
使
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
自
体
の
歴
史
は
浅
く
、
病
原
菌
に
弱
い
こ
と
か
ら
寿
命
は
五
〇

年
か
ら
六
〇
年
に
な
る
と
老
衰
期
に
入
る
。
五
条
川
の
桜
並
木
も
、

植
樹
か
ら
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
樹
勢
に
衰
え
が
見
え
は
じ
め
て

い
た
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
以
降
、
町
と
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団

体
・
流
域
住
民
が
協
力
し
て
、
桜
を
保
存
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。

　

桜
の
根
に
絡
み
つ
き
養
分
を
吸
い
上
げ
る
雑
草
、
特
に
サ
サ
や
ス

ス
キ
を
草
刈
り
に
よ
っ
て
駆
除
し
、
さ
ら
に
施
肥
に
よ
り
養
分
を
補
っ

た
。
ま
た
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
日
差
し
を
好
み
、
枝
を
幅
広
く
横
に

張
り
成
長
す
る
一
方
で
、
枝
が
重
な
り
混
み
合
う
と
十
分
な
光
が
得

ら
れ
ず
下
枝
は
枯
れ
て
腐
り
、
病
原
菌
が
侵
入
し
や
す
く
な
る
。
そ

こ
で
枝
が
光
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、
剪せ

ん

定て
い

や
間
伐
を
お
こ
な
い
、

切
り
口
に
は
薬
を
塗
っ
た
。
さ
ら
に
、
毛
虫
の
発
生
は
場
所
に
よ
っ

て
時
期
が
ず
れ
る
た
め
消
毒
の
時
期
や
回
数
を
研
究
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
樹
木
医
の
指
導
の
も
と
進
め
た
。

　

二
〇
一
三
年
、
町
は
五
条
川
の
桜
並
木
に
対
し
県
の
占
用
許
可
を

取
得
し
た
。
桜
の
植
栽
当
時
か
ら
、
河
川
管
理
上
、
堤
防
へ
の
工
作

物
の
設
置
や
植
栽
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
県
は
、

五
条
川
の
改
修
と
桜
の
植
樹
の
記
憶

　

五
条
川
の
改
修
工
事
を
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
重
機
も
な
く
ト
ロ
ッ
コ

を
使
っ
て
川
底
の
土
を
地
上
に
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
巻
き
上
げ
て
い
ま
し

た
。
改
修
が
完
成
し
て
か
ら
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
九
年
生
ま
れ
）

　

小
学
校
六
年
生
（
昭
和
二
十
六
年
）
の
時
、
窓
際
の
席
で
授
業
中
に
よ

く
外
を
見
て
い
た
の
で
、
先
生
に
よ
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
河

川
改
修
の
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
川
底
の
工
事
で
物
珍
し
い
機
材

が
多
く
、
飽
き
も
せ
ず
毎
日
、
外
の
工
事
を
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
）

　

昭
和
二
十
七
年
に
現
大
口
町
秋
田
か
ら
上
小
口
に
嫁
入
り
し
た
私
は
、

年
末
に
里
帰
り
す
る
際
、
義
母
が
自
転
車
の
後
ろ
に
私
を
乗
せ
て
送
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
五
条
川
沿
い
の
未
舗
装
の
道
を
転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら

走
り
ま
し
た
が
、
堤
防
に
は
桜
の
木
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
植
え
ら
れ
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。�

（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）

　

小
学
校
六
年
生
の
時
に
み
ん
な
で
植
樹
を
し
ま
し
た
。
北
小
か
ら
下
流

に
向
か
っ
て
植
樹
し
、
当
時
は
山
羊
が
川
辺
に
つ
な
が
れ
て
お
り
、
苗
木

を
か
じ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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歴
史
的
な
経
緯
を
尊
重
し
、
撤
去
ま
で
求
め
な
い
も
の
の
、
公
に
桜

の
維
持
管
理
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
町
は
県
と
協
議
を
続
け
て
い

た
。
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
、
再
度
協
議
し
た
結
果
、
い
く
つ
か

の
条
件
の
も
と
、
維
持
管
理
が
認
め
ら
れ
、
新
た
に
植
樹
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜

　

町
内
の
津
島
社
（
秋
田
一
丁
目
地
内
）
と
諏
訪
社
（
高
橋
一
丁
目

地
内
）
に
は
、
五
条
川
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
も
少
し
早
く
花
が
咲

く
桜
が
自
生
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
、
両
地
の
桜
の
木
を
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
種
で
あ
り
、
樹
齢
は
一
〇
〇

年
を
超
え
、
遺
伝
子
的
に
近
縁
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
た
た
め
、

町
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
両

桜
と
も
樹
勢
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
五
年
、
ク
ロ
ー

ン
培
養
技
術
に
よ
り
苗
木
を
つ
く
り
保
存
・
継
承
を
目
指
し
、
二
〇

一
六
年
に
ク
ロ
ー
ン
培
養
技
術
で
小
さ
な
苗
木
が
誕
生
し
た
。

　

こ
の
苗
木
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
品
種
で
は
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
商
標
登
録
す
る
た
め
、
同
年
十
一
月
に
五
条
川
堤
の
桜
並

木
の
生
み
の
親
で
あ
る
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

に
ち
な
み
、
桜
の
名
前
に
「
鋭
」

の
字
を
入
れ
る
こ
と
を
条
件
に
名
称
を
公
募
し
た
。
そ
し
て
、
町
民

の
投
票
を
経
て
、
名
称
を
「
お
お
ぐ
ち
観か

ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら」

と
決
定
し
、
二
〇

一
八
年
三
月
二
日
に
商
標
登
録
し
た
（
２
―
２
―
９
）。

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
、
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
に
初
め
て
苗
木

を
植
え
た
（
２
―
２
―
10
）。
五
条
川
堤
の
桜
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
か
ら

「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」
へ
徐
々
に
植
え
替
え
て
お
り
、
町
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

事　　　柄

2016年度
2015年に作成したクローン培養を、試験管
培養から始め、フラスコ培養、インキュ
ベーター（恒温器）による培養まで育成。

2017年度
インキュベーター培養を経たポット苗を
徐々に通常の空気に慣らすため、温室で育
成。

2018年度 温室で育成した苗を、ほ場で育成し、高さ
80㎝以上まで成長したものを町へ納品。

2-2-9　クローン培養技術による大口町古代種桜の
　　苗木育成事業委託の内容（ 3 か年計画）
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桜
を
生
か
す

　

地
産
地
消
資
源
が
注
目
さ
れ
る
中
、
大
口
町
商
工
会
が
主
導
し
て
、

桜
の
花
び
ら
か
ら
「
五
条
川
桜
」
と
名
付
け
ら
れ
た
酵
母
を
開
発
し
、

こ
れ
を
使
っ
た
純
米
酒
「
お
お
ぐ
ち
」（
２
―
２
―
11
）、
桜
酵
母
か
ら

で
き
た
酒
か
す
と
地
元
産
の
米
粉
を
使
っ
た
焼
き
菓
子
（
ブ
ッ
セ
）

が
誕
生
し
た
（
２
―
２
―
12
）。

2-2-11　純米酒「おおぐち」

2-2-12　焼き菓子（ブッセ）

2-2-10　「おおぐち観鋭桜」とその開花（2021年撮影）
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総
合
治
水

　

町
域
内
を
流
れ
る
河
川
は
、
五
条
川
を
は
じ
め
庄
内
川
の
支
流
に

あ
た
る
た
め
、
庄
内
川
水
系
で
あ
る
（
第
一
編
第
一
章
第
一
節
）。
こ

れ
ら
の
河
川
は
降
雨
や
降
雪
が
流
入
し
、
最
終
的
に
新
川
を
経
て
庄

内
川
へ
流
れ
込
む
た
め
、
流
域
と
し
て
も
庄
内
川
流
域
と
な
る
。
そ
の

流
域
に
加
え
、
河
川
に
関
連
し
た
水
利
用
地
域
や
氾
濫
原
を
含
め
た

範
囲
の
こ
と
を
流
域
圏
と
呼
ん
で
お
り
、
町
内
の
河
川
は
周
辺
自
治
体

を
流
れ
る
河
川
と
と
も
に
新し

ん

川か
わ

圏
域
と
さ
れ
て
い
る
（
２
―
２
―
13
）。

　

新
川
圏
域
は
一
九
六
五
年
以
降
、
水
害
が
頻
発
し
た
。
こ
れ
は
、
圏

域
の
開
発
に
と
も
な
っ
て
洪
水
の
流
出
形
態
が
変
化
し
た
こ
と
が
原
因

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
圏
域
の
開
発
と
治
水
の
関
係
を

技
術
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
早
急
な
治
水
安
全
度

の
向
上
に
は
、
河
川
対
策
の
み
な
ら
ず
流
域
対
策
を
含
め
た
効
果
的

な
治
水
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　

県
は
、
一
九
八
〇
年
に
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、
一
九
八
二
年
に
は
新
川
流
域
整
備
計
画
を
策
定
し
て
総
合
的
な
治

水
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
発
生
し
た
東
海
豪

雨
に
よ
り
新
川
圏
域
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
全
国
各
地
に
お
い
て

も
同
様
な
豪
雨
被
害
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
国
は
二
〇
〇
四
年
に
特

定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
を
施
行
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
六
年
に
全
国
で
二
番
目
と
な
る
特
定
都
市
河

川
及
び
特
定
都
市
河
川
流
域
に
新
川
圏
域
が
指
定
さ
れ
、
新
川
流
域

水
害
対
策
計
画
を
策
定
し
、
圏
域
で
の
連
携
を
強
め
て
効
率
的
な
浸

水
被
害
対
策
が
実
施
さ
れ
た
。
県
で
は
、
二
〇
〇
七
年
に
新
川
圏
域

河
川
整
備
計
画
を
策
定
し
た
。
町
内
に
お
い
て
は
、
合あ

い

瀬せ

川
と
青
木

川
放
水
路
が
本
計
画
に
お
い
て
整
備
対
象
に
な
っ
た
。

2-2-13　新川圏域地図（『一級河川庄内川水系　新川圏域河川整備計画』）
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合
瀬
川
の
整
備

　

合
瀬
川
は
、
犬
山
市
橋
爪
東
地
先
を
起
点
に
、
五
条
川
と
合
流
し

た
後
、
荒
井
堰せ

き

に
て
再
び
五
条
川
と
分
派
し
て
南
流
し
、
新
川
に
合

流
す
る
人
工
の
農
業
用
水
で
あ
る
。

　

そ
の
歴
史
は
、
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
に
入
鹿
池
の
灌か

ん

漑が
い

水
量

が
不
足
し
た
こ
と
か
ら
、
農
業
用
水
と
し
て
木
曽
川
の
派
川
で
あ
る

一い
ち

之の

枝え

川
分
岐
地
点
跡
か
ら
取
水
し
、
五
条
川
と
交
差
し
て
南
下
す

る
木こ

っ
つ津

用
水
を
開
削
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
用
水
の
中
下
流

部
が
現
在
の
合
瀬
川
と
な
り
、
小
牧
山
か
ら
東
に
あ
た
る
尾
張
丘
陵

北
側
の
地
域
の
排
水
も
担
っ
た
。

　

さ
ら
に
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
、
入
鹿
用
水
・
木
津
用
水
の
恩

恵
を
受
け
な
い
春
日
井
原
と
呼
ば
れ
る
原
野
と
そ
の
下
流
の
灌
漑
を

目
的
と
し
て
、
小
口
村
の
木
津
用
水
・
五
条
川
交
差
地
点
か
ら
分
水

し
、
薬
師
川
を
経
由
す
る
新
木
津
用
水
が
開
削
さ
れ
、
八
田
川
に
流

入
し
庄
内
川
へ
合
流
し
た
。

　

合
瀬
川
の
改
修
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
中
小
河
川
事
業
に
よ
り
改

修
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
新
川
水
害
対
策
計
画
に
お
い
て
、
小
牧

市
岩
崎
原
新
田
か
ら
木
津
用
水
合
流
点
ま
で
の
河
道
改
修
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
七
・
八
月
に
発
生
し
た
愛
知
県
・

岐
阜
県
に
お
け
る
豪
雨
に
よ
り
、
五
条
川
と
合
瀬
川
で
越
水
し
、
国

道
四
一
号
が
冠
水
す
る
な
ど
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
同
年
に
災
害
対
策
緊
急
事
業
推
進
費
に
よ
り
合
瀬

川
の
改
修
に
着
手
し
、
木
津
用
水
合
流
地
点
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

青
木
川
放
水
路
事
業

　

五
条
川
が
西
か
ら
南
に
流
路
を
変
え
る
町
南
部
の
御
供
所
一
丁
目

地
内
で
は
、
雨
が
多
く
降
る
た
び
に
左
岸
側
（
大
口
町
側
）
で
越
水

が
発
生
し
た
。
原
因
は
、
流
路
の
屈
曲
地
点
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

昭
和
用
水
（
昭
和
川
）
の
合
流
地
点
と
も
重
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
（
２
―
２
―
14
）。

2-2-14　五条川流路図（御供所一丁目地内）
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青
木
川
は
犬
山
市
上
野
か
ら
端
を
発
し
、
扶
桑
町
・
江
南
市
・
一

宮
市
・
稲
沢
市
を
通
り
五
条
川
に
合
流
す
る
。
流
路
は
一
之
枝
川
の

名
残
り
で
あ
り
、
元
の
水
源
は
江
南
市
前
野
町
に
存
在
し
た
。
同
地

内
の
し
み
ず
公
園
に
は
、「
青
木
川
水
源
地
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

残
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
五
年
以
降
、
青
木
川
流
域
は
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
急
速
に
発
展
し
、
田
畑
が
宅
地
へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

雨
が
降
る
と
青
木
川
を
は
じ
め
、
流
域
沿
い
の
低
地
に
雨
水
が
集
中

し
、
青
木
川
は
川
幅
が
広
く
な
い
た
め
、
す
べ
て
下
流
へ
流
す
こ
と

が
で
き
ず
、
住
宅
・
道
路
が
浸
水
す
る
被
害
が
発
生
し
た
。

　

青
木
川
自
体
は
河
川
改
修
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
川
圏

域
と
し
て
は
、
青
木
川
放
水
路
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
川
上
流

域
の
慢
性
的
な
浸
水
被
害
を
早
期
に
解
消
・
軽
減
す
る
た
め
、
江
南

市
の
般
若
川
・
青
木
川
・
昭
和
川
に
町
内
の
奈
良
子
川
を
含
め
た
計

四
河
川
の
水
を
一
部
、
木
曽
川
に
排
水
す
る
地
下
放
水
路
整
備
事
業

で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
五
月
よ
り
昭
和
川
か
ら
木
曽
川
ま
で
約
五
㎞

の
区
間
で
供
用
を
開
始
し
た
。
二
〇
一
八
年
に
発
生
し
た
五
条
川
と

合
瀬
川
で
の
越
水
に
よ
り
、
中
断
し
て
い
た
青
木
川
放
水
路
事
業
は
、

昭
和
川
調
節
池
か
ら
奈
良
子
川
調
節
池
ま
で
の
区
間
で
工
事
が
再
開

さ
れ
た
（
２
―
２
―
15
）。

2-2-15　青木川河川整備計画地図（『一級河川庄内川水系新川圏域河川整備計画』）
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第
二
節
　
土
を
生
か
す

	
ほ
場
整
備
事
業

　

ほ
場
と
は
、
水
田
や
畑
な
ど
農
地
の
こ
と
で
、
ほ
場
整
備
と
は
農

地
の
区
画
整
理
・
農
道
の
整
備
・
農
業
用
用
排
水
路
の
整
備
を
指
す
。

　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
以
降
、
国
全
体
の
農
業
は
農
地
改

革
に
よ
り
農
民
の
営
農
意
欲
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、
農
民
の
所
得
水

準
の
向
上
が
進
ま
な
か
っ
た
。
一
方
、
工
業
生
産
の
拡
大
に
よ
る
経

済
成
長
は
工
場
労
働
者
・
都
市
労
働
者
の
所
得
を
向
上
さ
せ
、
両
者

の
格
差
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
大
量
の
人

口
流
出
を
引
き
起
こ
し
、
農
業
人
口
の
急
激
な
減
少
を
も
た
ら
し
た
。

そ
こ
で
、
農
業
の
生
産
性
を
向
上
し
、
農
家
所
得
の
増
加
を
図
る
た

め
、
一
九
六
一
年
、
国
は
農
業
基
本
法
を
制
定
し
、
農
業
構
造
改
善

事
業
が
一
九
六
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　

町
内
は
、
米
麦
中
心
の
純
農
村
地
帯
で
、
用
水
・
農
道
の
不
備
、

区
画
の
不
正
形
・
狭
小
に
よ
り
労
働
力
の
浪
費
が
大
き
く
、
農
業
経

営
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
度
か
ら
農
業
構
造

改
善
事
業
に
取
り
組
み
、
大
型
農
業
機
械
で
作
業
可
能
な
農
地
の
大

規
模
化
（
一
区
画
三
〇
ａ
基
準
）・
集
団
化
・
道
路
及
び
用
排
水
路
の

整
備
な
ど
を
お
こ
な
う
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
始
ま
り
、
一
九
六
五

年
十
二
月
二
十
二
日
に
大
口
町
土
地
改
良
区
設
立
の
許
可
を
得
た
。

　

事
業
は
減
歩
と
い
う
農
地
の
提
供
な
ど
農
家
の
大
き
な
負
担
が
と

も
な
っ
た
た
め
反
対
も
あ
っ
た
が
、
一
九
六
五
年
度
か
ら
一
九
七
三

年
度
に
か
け
て
各
工
区
が
結
成
さ
れ
、
町
内
全
域
（
現
面
積
一
三
・

六
一
㎢
）
の
耕
地
な
ど
（
約
七
四
〇
ha
）
が
七
工
区
に
分
け
ら
れ
工

事
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
約
七
七
㎞
の
農
道
、
約
六
六
㎞
の

用
水
路
、
約
六
五
㎞
の
排
水
路
を
含
む
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ほ

場
整
備
事
業
は
県
営
事
業
の
ほ
か
、
町
土
地
改
良
区
主
体
の
事
業
も

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
２
―
２
―
16
）。

　

道
路
の
整
備
は
農
道
の
新
設
・
改
廃
に
加
え
、
一
九
五
五
～
六
六

年
の
工
場
誘
致
に
よ
る
工
場
の
立
地
状
況
と
、
一
九
六
四
年
の
道
路

整
備
計
画
決
定
に
よ
る
県
道
・
国
道
の
配
置
も
含
め
て
進
め
ら
れ
、

道
路
網
整
備
の
礎
と
な
っ
た
。
農
地
の
換
地
本
登
記
が
完
了
し
、
土

地
改
良
事
業
が
全
て
終
了
し
た
の
は
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年

九
月
で
あ
っ
た
。
改
良
区
に
よ
っ
て
は
、
整
田
碑
が
建
立
さ
れ
た
（
２

―
２
―
17
）。

　

大
口
町
土
地
改
良
区
の
特
色
と
し
て
、
換
地
処
分
に
あ
た
り
国
土

調
査
を
併
用
し
、
地
区
外
を
含
め
旧
大
字
を
廃
止
し
て
、
現
在
の
丁

目
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
所
表
示
の
近
代
化
を
図
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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2-2-17　土地改良区整田碑　秋田・二ツ屋・仲沖

工区名 地　区　名 換地面積
（ha） 結成年度 換地処分日 備考

1 秋　田 100 1965年度 1979・ 3 ・14 県営ほ場整備事業

2

中小口

181 1968年度 1979・ 1 ・31 同上

下小口（川東）

下小口（川西）

北外坪

外　坪

3

仲　沖

94 1970年度 1979・ 3 ・22 同上ニツ屋

外坪萩島

4-1 河  北 48 1969年度 1997・10・ 1 同上

4-2 川　田 12 1972年度 1991・ 7 ・ 8 同上

5 上小口 39 1972年度 1978・ 8 ・30 同上

6-1

大屋敷

112 1967年度 1992・ 1 ・ 8 同上
寺　東

ハッ垂

池　尻

大御堂 3 1969年度 1992・ 1 ・ 8 同上

6-2 竹　田 37 1968年度 1999・12・21 同上

7 豊　田 112 1971年度 1993・ 3 ・29 同上

石河原
御供所一丁目

9 1984年度 1986・ 2 ・12 農村総合整備
堀尾跡一丁目

大御堂・大御堂腰 2 1969年度 1995・ 5 ・10 県費補助

余　野 10 1969年度 1979・ 3 ・16 町単独事業

下　島 4 2002年度 2007・ 6 ・25 同上

仲　沖 1 2003年度 2007・11・ 6 同上

合　　　計 764

2-2-16　土地改良区換地処分状況

117　 第二節　土を生かす



特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

　

特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
法
に
基
づ
き
お
こ
な
わ
れ
る
都

市
計
画
事
業
で
あ
る
。
健
全
な
市
街
地
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
交

通
安
全
の
確
保
や
防
災
の
た
め
、
宅
地
造
成
や
公
共
施
設
に
関
す
る

整
備
計
画
を
立
て
て
お
こ
な
わ
れ
る
事
業
で
、
町
内
で
は
余
野
地
区

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

　

余
野
地
区
は
、
町
北
西
部
に
位
置
し
、
名
鉄
犬
山
線
柏
森
駅
に
近

接
し
た
面
積
約
六
〇
・
四
ha
の
区
域
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
の
市
街

化
区
域
編
入
を
契
機
に
区
画
整
理
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
が
高

ま
り
、
一
九
八
七
年
一
月
に
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
が

設
立
さ
れ
た
。

　

当
時
、
余
野
地
区
は
小
規
模
の
宅
地
開
発
が
数
か
所
お
こ
な
わ
れ
、

今
後
、
市
街
地
化
が
急
速
に
進
み
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
無
秩
序

な
開
発
に
よ
り
、
不
良
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
こ
の
地
区
の
将
来
を
見
越
し
て
、
土
地
利
用
計
画
に
適
合

し
た
良
好
で
健
全
な
市
街
地
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の

整
備
改
善
を
図
る
た
め
、
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
に
よ

る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
た
（
２
―
２
―
19
・
20
）。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
良
好
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
新

た
な
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
新
た
に
整
備
さ
れ

た
都
市
計
画
道
路
に
歩
道
と
植
樹
帯
が
設
け
ら
れ
、
歩
行
者
の
交
通

安
全
を
図
っ
た
。
ま
た
、
街
区
も
特
別
の
場
合
を
除
い
て
整
形
ま
た
は

こ
れ
に
近
い
形
状
に
整
備
さ
れ
た
。
各
道
路
に
は
側
溝
を
整
備
し
、
路

面
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
な
っ
た
。
公
園
は
近
隣
公
園
が
一
か
所
と

街
区
公
園
が
六
か
所
適
所
に
配
置
さ
れ
、
居
住
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
及
び
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
確
保
し
た
。
ま
た
、
緑
地
を
三
か

所
整
備
し
、
そ
の
う
ち
二
か
所
は
調
整
池
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
本
地
区
の
農
業
経
営
希
望
者
の
要
望
に
よ
り
、
地
区
北
東
部
に

五
画
地
、
南
西
部
に
三
画
地
の
集
合
農
地
が
確
保
さ
れ
た
。

月　日 事　項

1986 8月 4日 都市計画決定

1987
1月26日 組合設立認可

2月 8日 組合設立総会

1988

8月16日
　～29日 仮換地案の縦覧

11月25日 起工式

1996

6月 1日 換地計画の決定

7月15日 換地計画の認可

9月30日 換地処分公告

12月16日 区画整理登記完了

1997 2月 1日 竣工式

2-2-19　組合事業略年表

第二章　変わりゆくまちの姿　 118

第二編　政治・経済



2-2-20　区画整理対象地域
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
土
地
利
用

　

都
市
計
画
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
に
東
京
市
区
改
正

条
例
が
施
行
さ
れ
、
首
都
・
東
京
の
市
区
改
正
（
都
市
計
画
）
が
進

め
ら
れ
た
。
県
内
で
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
名
古
屋
市
が

そ
の
条
例
を
準
用
す
る
指
定
を
受
け
、
翌
一
九
一
九
年
に
は
（
旧
）

都
市
計
画
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
古
屋
市
が
引
き
続
き

適
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
全
国
各
市
が
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
一
九
三
三
年
に
は
同
法
が
改
正
さ
れ
、
町
村
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
県
内
の
町
へ
も
拡
大
し
た
。
大
口
町
が
都
市
計
画

を
策
定
す
る
の
は
、
一
九
六
八
年
公
布
の
都
市
計
画
法
以
降
と
な
る
。

　

町
で
策
定
し
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
法
第

十
八
条
の
二
に
基
づ
く
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
」
に
該
当
す
る
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
し
て
一
九
九
五
（
平
成
七
）

年
に
策
定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
整
備
目
標
年
次
を
二
〇
一
〇
年

と
掲
げ
、
土
地
利
用
や
道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
都
市
施
設
・

街
並
み
や
風
景
な
ど
、
都
市
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
に
関
す
る
将

来
あ
る
べ
き
姿
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

目
標
年
次
が
近
づ
く
と
、
策
定
以
後
、
国
全
体
の
動
向
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
た
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
、
市
民
意
識
の
多
様
化
、
環

境
問
題
の
深
刻
化
、
産
業
構
造
の
変
革
、
高
度
情
報
社
会
の
進
展
、

国
際
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、
尾
張
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
や
第
六
次
大
口
町
総
合
計
画
な
ど
の
計
画
も
踏
ま
え
、
二
〇
一
一

年
に
は
お
お
む
ね
二
〇
年
後
の
都
市
の
姿
を
展
望
し
、
整
備
目
標
年

次
を
二
〇
三
〇
年
と
掲
げ
た
計
画
を
改
め
て
策
定
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
に
策
定
し
た
計
画
は
、
目
標
年
次
に
対
応
し
た
都
市

全
体
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
土
地
利
用
及
び
都
市
施
設
の
あ
り
方
な
ど

を
示
す
全
体
構
想
編
と
地
域
ご
と
の
市
街
地
像
や
町
づ
く
り
の
考
え

方
、
整
備
の
内
容
、
方
策
な
ど
を
示
す
地
域
別
構
想
編
で
構
成
し
た
。

土
地
利
用
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
の
配
置
、
市
街
地
の
整

備
や
改
善
と
い
っ
た
個
別
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
の
計

画
の
上
位
計
画
と
な
る
第
六
次
大
口
町
総
合
計
画
を
具
体
化
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
全
体
構
想
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
や
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
交
通
軸
、
環
境
軸

及
び
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
を
位
置
づ
け
た
将
来
都
市
構
造
を
設
定
し
、

土
地
利
用
、
道
路
・
交
通
、
公
園
・
緑
地
、
河
川
・
下
水
道
、
市
街

地
整
備
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
都
市
環
境
形
成
、
都
市
景
観
形
成

並
び
に
都
市
防
災
の
方
針
を
定
め
た
。
こ
れ
ら
の
方
針
の
中
か
ら
、

土
地
利
用
、
公
園
・
緑
地
の
方
針
を
述
べ
る
。
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土
地
利
用
の
方
針

　

土
地
利
用
の
方
針
は
、
市
街

化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
・

そ
の
他
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
針
を
定
め
た
（
２
―
２
―

18
）。
市
街
化
区
域
は
、
住
宅

地
・
商
業
地
・
工
業
地
の
区
域

を
配
置
し
、
原
則
と
し
て
市
街

化
区
域
内
の
低
・
未
利
用
地
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
無
秩
序

な
宅
地
化
の
拡
大
を
抑
制
し
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
の
形
成

を
推
進
す
る
と
し
た
。

　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
農
業

地
・
集
落
地
・
商
業
地
・
工
業

地
を
配
置
し
、
原
則
と
し
て
田

園
風
景
の
保
全
を
図
る
た
め
、

無
秩
序
な
宅
地
化
の
拡
大
を
抑

制
し
て
い
く
。

2-2-18　土地利用方針図（2011年）（『大口町都市計画マスタープラン』）
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公
園
・
緑
地
の
整
備
方
針

　

公
園
・
緑
地
の
整
備
方
針
は
、
公
園
・
緑
地
の
計
画
的
な
確
保
、

安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
、
親
水
空
間
の
整
備
と
桜
並
木
な
ど
の
適

正
な
維
持
、
民
有
地
の
緑
化
の
推
進
と
町
民
と
と
も
に
進
め
る
公
園
・

緑
地
の
維
持
・
管
理
と
い
う
四
項
目
を
掲
げ
た
（
２
―
２
―
21
）。

　

こ
れ
ら
項
目
の
う
ち
、
公
園
・
緑
地
の
計
画
的
な
確
保
は
、
低
・

未
利
用
地
の
市
街
化
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
適
正
距
離
に
お
け
る
公
園
・

緑
地
の
確
保
に
努
め
て
い
き
、
今
後
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

身
近
な
公
園
・
緑
地
の
必
要
性
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

市
街
化
区
域
を
中
心
に
確
保
し
た
。

　

一
九
九
五
年
の
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
後
、
一

九
九
八
年
に
外
坪
公
園
・
二
ツ
屋
公
園
・
堀
尾
跡
公
園
（
２
―
２
―

22
）・
余
野
２
号
公
園
・
余
野
３
号
公
園
・
余
野
５
号
公
園
を
開
設
し
、

そ
れ
以
降
も
町
内
各
地
に
公
園
を
整
備
し
た
（
２
―
２
―
23
）。
年
代

が
一
番
新
し
い
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
整
備
し
た
役
場
南
ひ
ろ

ば
（
２
―
２
―
24
）
は
、
二
〇
二
三
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

の
花
見
橋
と
あ
わ
せ
、

五
条
川
の
桜
並
木
を
観
賞
で
き
る
新
た
な
名
所
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

2-2-21　公園・緑地の方針図（『大口町都市計画マスタープラン』）2-2-24　役場南ひろば

2-2-22　堀尾跡公園
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都市公園名 所在地 公園面積（㎡） 開設年月日

外坪公園 大口町外坪一丁目68番地 3,274 1998・ 8 ・22

二ツ屋公園 大口町二ツ屋一丁目18番地 2,685 1998・ 8 ・22

堀尾跡公園 大口町堀尾跡一丁目50番地 7,419 1998・ 8 ・22

余野１号公園 大口町余野三丁目138番地 1,000 2022・ 9 ・23

余野２号公園 大口町余野三丁目256番地 1,500 1998・ 8 ・22

余野３号公園 大口町余野三丁目555番地 1,588 1998・ 8 ・22

余野４号公園 大口町余野四丁目30番地 1,200 1999・ 4 ・ 1

余野５号公園 大口町余野六丁目83番地 1,000 1998・ 8 ・22

余野６号公園 大口町余野五丁目219番地 2,374 1999・ 4 ・ 1

余野中央公園 大口町余野六丁目436番地 10,523 2002・ 3 ・ 9

余野１号緑地 大口町余野四丁目23番地 911 未 供 用

小口城址公園 大口町城屋敷一丁目261番地 3,499 1999・ 3 ・ 1

多世代が集う憩い広場 大口町城屋敷一丁目308番地 10,024 2018・ 1 ・15

平和記念公園 大口町丸一丁目38番地4 915 ※2013・4・1

替地夢キャン広場 大口町替地三丁目245番地10 997 2017・ 4 ・ 1

ふれあい池 大口町伝右一丁目161番地 1,960 1999・ 4 ・ 1

竹田公園 大口町竹田三丁目44番地 3,851 2001・ 5 ・ 1

役場南ひろば 大口町下小口七丁目167番地 8,222 2022・11・ 1

※ 平和記念公園は、2008年12月10日に大口中学校の学校用地として竣工し、2013年4月1日に都市公園となった。
※ふれあい池は、2023年7月1日に廃止した。

2-2-23　都市公園・緑地一覧
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第
三
節
　
ま
ち
の
発
展
を
願
う

	
工
場
誘
致

　

戦
後
の
大
口
村
は
国
の
農
地
改
革
・
食
糧
増
産
策
を
受
け
て
農
業

生
産
は
向
上
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
以
外
の
産
業
に
乏
し

く
、
村
内
に
は
鉄
道
路
線
や
国
道
と
い
っ
た
幹
線
道
路
も
な
か
っ
た

た
め
、
村
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
村
長
に
就
任
し
た
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

は
、

一
九
五
三
年
の
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
時
に
隣
接
町
村
と
の
合
併

が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
施
策

の
一
つ
と
し
て
工
場
誘
致
を
進
め
た
。

　

県
が
一
九
五
〇
年
五
月
に
愛
知
県
工
場
誘
致
委
員
会
を
設
置
し
、

市
町
村
・
商
工
会
議
所
な
ど
と
全
県
で
工
場
誘
致
を
推
進
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
村
は
隣
接
市
町
よ
り
早
く
、
一
九
五
五
年
八
月
に
大

口
村
工
場
設
置
並
に
拡
張
に
関
す
る
固
定
資
産
税
減
免
並
に
奨
励
条

例
を
制
定
し
た
。
一
九
六
一
年
九
月
に
は
大
口
村
工
場
設
置
並
に
拡

張
に
関
す
る
奨
励
条
例
に
全
部
改
正
し
、
一
九
六
三
年
九
月
、
大
口

町
工
場
誘
致
条
例
に
改
正
し
た
。
一
九
六
六
年
三
月
に
同
条
例
が
廃

止
さ
れ
る
ま
で
工
場
誘
致
を
推
し
進
め
た
（
２
―
２
―
25
）。

2-2-25　誘致工場位置図（『町勢要覧1966年』）

1 兼房刃物工業株式会社 23 和泉製菓株式会社
2 岩田産業株式会社 24 田中産業株式会社
3 名古屋モールデング第一工場 25 合資会社加藤硝子製造所
4 内田車輌株式会社 26 金松産業株式会社
5 不二自動車工業株式会社 27 興和薬物株式会社
6 名古屋モールデング第二工場 28 株式会社山崎鉄工所
7 岐阜トラック運輸株式会社 29 日吉鋳工株式会社
8 株式会社名古屋建陶社 30 西武運輸株式会社
9 名古屋菓子産業団地 31 同興紡績株式会社
10 寿がきや食品株式会社 32 株式会社青山製作所
11 飴浜製菓株式会社 33 株式会社東海鋳造所
12 松原一郎自動車教習所 34 日本紙工株式会社
〃 株式会社山田商店 35 松岡建鉄工業株式会社
〃 鈴木正男洋服店 36 株式会社大和屋漬物店
13 民成紡績株式会社 37 東海食品工業株式会社
14 日本電話施設株式会社 38 株式会社巴製作所
15 東海電気通信局 39 吉田製線工業株式会社
16 大口工業会団地 40 尾北福祉センター
17 株式会社陸浦鉄工所 41 株式会社丸栄工業所
18 民成紡績株式会社第二工場 42 株式会社林内製作所
19 株式会社大隈鉄工所 43 三益金属工業株式会社
20 パロマ工業株式会社 44 日本衣料株式会社
21 合資会社丸英商店 45 西武運輸株式会社
22 日新乳業株式会社 46 株式会社小林車輌製作所
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土
地
・
水
・
道
路
網
の
整
備

　

一
九
四
七
年
か
ら
一
九
五
〇
年
の
第
二
次
農
地
改
革
に
よ
り
、
地

主
・
小
作
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
農
家
の
営
農
意
欲
が
高
ま
り
、
一
九

五
五
年
に
は
農
家
戸
数
が
全
世
帯
の
八
五
％
を
超
え
た
。
工
場
用
地

を
確
保
す
る
た
め
に
農
地
を
売
却
す
る
こ
と
に
は
住
民
か
ら
の
強
い

反
対
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
村
全
域
を
豊
か
な
地
域
と
す
る
た
め
、

工
場
を
全
地
区
（
当
時
の
大
字
単
位
）
に
立
地
す
る
こ
と
や
特
定
の

業
種
に
偏
ら
な
い
な
ど
の
誘
致
方
針
の
も
と
、
村
長
・
役
場
職
員
だ

け
で
は
な
く
、
村
議
会
議
員
や
大
字
区
長
も
巻
き
込
ん
だ
組
織
で
地

主
と
の
調
整
を
粘
り
強
く
お
こ
な
っ
た
。
企
業
と
し
て
は
、
一
九
五

五
年
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
っ
て
、
事
業
拡
大
の
意
欲
が
強

く
、
都
市
部
で
の
過
密
化
や
環
境
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
た
め
、

既
存
地
で
の
工
場
拡
張
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。

　

当
時
の
工
場
誘
致
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
土
地
・
水
・
道

路
網
で
あ
る
。
村
内
に
は
工
場
建
設
に
必
要
と
さ
れ
た
比
較
的
地
価

の
安
い
十
分
な
広
さ
の
土
地
（
農
地
）、
水
（
地
下
水
）
は
確
保
で
き

た
が
、
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
、
名
古
屋
ま
で
の
幹
線
道
路
は
整

備
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
七
年
に
名
神
高
速
道

路
の
建
設
計
画
が
具
体
化
し
、
一
九
六
一
年
に
は
名
古
屋
市
北
部
（
現

名
古
屋
市
北
区
黒
川
）
と
名
神
高
速
道
路
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

計
画
地
を
結
ぶ
産
業
道
路
が
開
通
し
た
。
名
神
高
速
道
路
は
、
一
九

六
五
年
七
月
に
西
宮
市
と
小
牧
市
を
結
び
全
線
開
通
し
た
。
ま
た
、
東

京
圏
と
結
ぶ
東
名
高
速
道
路
は
一
九
六
九
年
五
月
の
開
通
で
あ
っ
た
。

　

一
方
町
内
で
は
、
一
九
六
四
年
十
二
月
に
建
設
省
告
示
に
よ
る
都

市
計
画
街
路
網
が
策
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九
六
五
年
度
か
ら
全

域
を
対
象
と
し
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
七
三
年
度
ま
で
に
農
道
だ
け
で
な
く
広
域
道
路
を
含
む
道
路
整

備
が
進
ん
だ
。
一
九
六
九
年
に
開
通
し
た
町
内
を
南
北
に
縦
断
し
て

小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
接
続
す
る
名
濃
バ
イ
パ
ス
（
現
国
道
四

一
号
）、
そ
し
て
町
南
部
を
東
西
に
横
断
す
る
北
尾
張
中
央
道
（
国
道

一
五
五
号
）
も
こ
の
事
業
の
中
で
整
備
が
進
み
、
一
九
七
九
年
に
完

成
し
て
い
る
（
第
二
編
第
二
章
第
四
節
）。
こ
の
よ
う
に
、
工
場
誘
致

当
初
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
交
通
網
が
徐
々
に
完
成
さ
れ
、
工

場
立
地
の
三
つ
の
適
地
条
件
が
年
月
を
重
ね
な
が
ら
揃そ

ろ

っ
た
。

誘
致
工
場
の
稼
働

　

誘
致
工
場
数
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
条
例
を
廃
止
し
た
一
九
六
六

年
三
月
ま
で
に
金
属
製
品
・
機
械
・
食
料
品
を
主
体
に
七
四
社
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
十
月
ま
で
に
稼
働
し
た
工
場
は
二
四
社

に
過
ぎ
ず
、
用
地
取
得
後
数
年
で
転
売
し
た
事
業
者
も
い
た
。
こ
の
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時
期
は
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
や
む
を
得
な

か
っ
た
面
も
あ
る
。

　

誘
致
工
場
の
そ
の
後
を
み
る
と
、
海
外
に
複
数
の
工
場
を
設
け
、

世
界
的
企
業
と
な
っ
た
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
・
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

株
式
会
社
・
兼
房
株
式
会
社
な
ど
、
町
内
に
本
社
を
移
転
し
、
操
業

を
継
続
拡
大
し
て
い
る
企
業
が
多
い
一
方
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
、

生
産
品
目
を
変
更
し
た
企
業
や
、
操
業
を
止
め
て
用
地
を
他
企
業
に

売
却
し
た
企
業
も
多
く
あ
る
。

　

一
九
五
六
年
、
最
も
早
く
操
業
し
た
民
成
紡
績
株
式
会
社
（
２
―
２

―
26
）
は
、
そ
の
後
豊
田
紡

織
株
式
会
社
、
そ
し
て
合
併

を
経
て
二
〇
〇
四
年
に
ト
ヨ

タ
紡
織
株
式
会
社
と
社
名
変

更
し
、
紡
績
業
か
ら
自
動
車

部
品
の
生
産
へ
と
業
態
を
変

え
た
。
同
じ
く
紡
績
業
で

あ
っ
た
同
興
紡
績
株
式
会
社

は
一
九
六
〇
年
よ
り
操
業
し

た
が
、
一
九
九
六
年
に
工
場

を
休
止
し
、
跡
地
に
は
一
九

九
八
年
か
ら
大
規
模
小
売
店
が
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
誘
致
さ
れ

て
操
業
し
た
の
ち
時
代
の
趨す

う

勢せ
い

の
中
で
廃
業
と
な
り
、
分
譲
住
宅
地

と
な
っ
た
例
も
み
ら
れ
る
。

　

工
場
誘
致
は
、
法
人
か
ら
の
村
民
税
や
工
場
の
立
地
・
操
業
に
よ

る
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
と
い
っ
た
歳
入
を
増

や
す
こ
と
に
よ
り
、
村
財
政
を
豊
か
に
し
て
、
住
民
の
福
祉
を
向
上

す
る
た
め
に
進
め
ら
れ
た
。

市
街
化
調
整
区
域
内
の
工
場

　

誘
致
さ
れ
た
工
場
の
中
に
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
に
立
地
す
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
〇
年
の
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
た
、

区
域
区
分
設
定
以
前
か
ら
工
場
が
立
地
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
ま
と
ま
っ
た
広
大
な
工
場
用
地
の
確
保
の
た
め
、
当
時
と
し

て
は
貴
重
な
農
地
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
、
工
場
が
居
宅
の
近
く

に
立
地
す
る
こ
と
で
自
宅
か
ら
通
い
や
す
く
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
企

業
と
地
域
と
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
意
図
し
、
各
大
字
区
に
そ
の

確
保
を
割
り
振
っ
た
結
果
で
あ
る
。

　

な
お
、
一
九
八
三
年
十
月
の
町
議
会
一
般
質
問
に
対
し
、
大
手
企

業
八
九
〇
〇
人
の
従
業
者
の
う
ち
、
一
一
％
に
あ
た
る
一
〇
二
六
人

が
町
民
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

2-2-26　民成紡績（株）（1957年頃）
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社
本
村
長
の
工
場
誘
致

　

村
の
財
政
を
豊
か
に
す
る
に
は
、
他
の
自
治
体
で
も
始
ま
っ
て
い
た
工

場
誘
致
で
し
た
。
当
時
、
景
気
の
良
か
っ
た
の
は
紡
績
業
で
し
た
が
、
時

期
に
よ
っ
て
好
不
調
の
波
が
あ
る
こ
と
は
、
企
業
人
と
し
て
理
解
を
し
て

い
ま
し
た
。
県
で
も
、
製
鉄
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
知
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
、
紡
績
業
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
業
種
で
、
規
模
の

拮き
っ

抗こ
う

す
る
同
業
二
社
に
来
て
も
ら
い
、
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
で
企
業
が
発

展
し
、
村
に
と
っ
て
も
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
川
を
汚
し
た
り
、
目
に
見
え
て
煙
突
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
煙

を
出
し
た
り
す
る
工
場
は
論
外
で
す
。
工
場
の
排
出
す
る
ト
イ
レ
の
水
に

対
し
て
懸
念
す
る
声
が
出
た
と
き
も
、
社
本
村
長
は
「
浄
化
槽
完
備
だ
か

ら
問
題
な
い
。
お
望
み
な
ら
、
そ
の
水
を
飲
み
も
す
る
し
、
顔
だ
っ
て
洗

お
う
」
と
言
い
切
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
糞ふ
ん

水
問
答
」
は
当
時
の
語
り
草
に

な
り
ま
し
た
。

　

晩
年
、
工
場
誘
致
を
振
り
返
り
、「
ご
先
祖
様
か
ら
受
け
継
い
だ
大
切
な

農
地
に
工
場
を
建
て
る
た
め
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
反
対
さ
れ
て

当
た
り
前
だ
と
思
う
。
色
々
な
人
の
協
力
が
あ
っ
て
、
工
場
を
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

立
地
し
た
企
業
側
の
想
い
（
そ
の
一
）

　

う
ち
の
社
長
（
の
ち
の
会
長
）
は
、
大
口
村
の
工
場
誘
致
に
際
し
て
社

本
村
長
が
用
地
の
確
保
や
道
路
の
整
備
な
ど
、
同
じ
企
業
人
と
し
て
何
を

す
れ
ば
企
業
の
た
め
に
な
る
の
か
を
十
分
理
解
し
た
上
で
我
が
社
を
誘
致

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
尊
敬
と
感
謝
の
言
葉
を
絶
え
ず
口
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

社
本
村
長
は
、
よ
く
激
励
に
も
来
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
、
話
好
き
の

社
長
は
社
本
村
長
と
の
親
交
を
大
切
に
温
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

い
っ
と
き
、「
本
社
が
名
古
屋
に
戻
る
」
と
い
う
デ
マ
が
流
れ
、
大
恩
あ

る
社
本
さ
ん
に
申
し
訳
が
な
い
と
、
す
ぐ
に
社
員
に
訂
正
す
る
よ
う
、
徹

底
的
に
や
る
よ
う
に
指
示
を
出
す
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
後
年
、

社
本
さ
ん
に
長
く
会
社
の
監
査
役
を
お
願
い
し
て
い
た
の
も
、
社
本
さ
ん

へ
の
尊
敬
と
か
深
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
長
に
な
っ
て
か
ら
も
、
絶
え
ず
社
本
さ
ん
の
話
を
さ
れ
る
と

と
も
に
、
本
社
機
能
を
大
口
か
ら
移
す
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
最
後

ま
で
社
本
さ
ん
へ
の
深
い
尊
敬
と
感
謝
の
思
い
を
大
切
に
し
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。�

（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）
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将
来
を
見
据
え
た
工
場
誘
致

　

工
場
誘
致
で
培
っ
た
財
政
基
盤
に
支
え
ら
れ
、
町
は
一
九
八
一
年

度
か
ら
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
間
に
は
一
九
九
一
年
か
ら
始
ま
る
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
い
っ
た
、
時
代
を
象

徴
す
る
不
景
気
に
も
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
企
業
が
市
町
村
に
所
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
税
収
に
は
、
主
な
も
の
と
し
て
法

人
町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
法
人
町
民
税

が
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
の
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
は

そ
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
が
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
契
機
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
一
九
五
〇
年
の
地
方
税
法
の
根
本
的
改
革
に
と
も
な
い
創

設
さ
れ
て
お
り
、
固
定
資
産
の
保
有
と
市
町
村
が
提
供
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
の
間
に
存
在
す
る
受
益
関
係
に
着
目
し
た
財
産
税
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
税
源
の
偏
り
が
小
さ
い
期
間
税
目
と
な
っ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

　

二
〇
一
三
年
十
月
に
町
長
に
就
任
し
た
鈴す

ず

木き

雅ま
さ

博ひ
ろ

は
、
こ
の
固
定

資
産
税
の
安
定
性
に
着
目
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
客
体
で
あ
る
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
す
べ
て
を
備
え
る
工
場
を
中
心
と
し
た
企

業
誘
致
を
進
め
た
（
２
―
２
―
27
）。

立
地
し
た
企
業
側
の
想
い
（
そ
の
二
）

　

私
は
社
長
に
同
行
し
て
、
我
が
社
の
工
場
を
建
て
る
契
約
の
た
め
に
大

口
村
役
場
に
行
き
ま
し
た
。
役
場
に
到
着
す
る
と
、
社
長
は
木
造
の
役
場

の
中
に
入
り
私
は
車
で
待
機
し
、
帰
り
に
建
設
予
定
地
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
私
は
、
工
場
建
設
の
責
任
者
で
し
た
。

　

車
の
中
で
社
長
は
、
社
本
村
長
が
工
場
誘
致
の
た
め
に
、
国
道
四
一
号

が
大
口
村
を
通
る
よ
う
に
必
死
の
努
力
を
し
た
こ
と
、
村
人
全
員
が
一
体

と
な
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
に
私
財
を
投
じ
て
桜
と
も
み
じ
の
木
を
五
条
川

堤
に
交
互
に
植
え
た
こ
と
、
村
の
財
政
を
考
え
て
無
給
で
村
長
を
引
き
受

け
た
こ
と
な
ど
、
傑
出
し
た
人
物
だ
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
桜
の
植
樹
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
た
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

五
条
川
か
ら
何
百
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
花
び
ら

が
工
場
の
敷
地
ま
で
飛
ん
で
く
る
の
で
す
。
当
時
、
大
口
工
場
・
技
術
セ

ン
タ
ー
の
責
任
者
だ
っ
た
私
は
、
社
本
村
長
の
話
を
熱
く
語
ら
れ
た
社
長

の
姿
を
社
員
た
ち
に
何
度
も
話
し
た
も
の
で
す
。

　

私
の
父
は
若
い
頃
に
大
口
村
の
実
家
を
出
て
県
外
に
居
を
移
し
、
私
も

県
外
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
大
口
工
場
の
建
設
責
任
者
と
な
り
働
い

た
ご
縁
は
、
祖
父
が
導
い
て
く
れ
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

（
昭
和
七
年
生
ま
れ
）
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二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
月
一
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度

か
ら
、
国
の
税
制
改
革
に
よ
り
法
人
町
民
税
の
税
率
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
引
き
下
げ
相
当
分
で
地
方
法
人
税
（
国
税
）
の
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
い
う
税
制
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
固
定

資
産
税
と
と
も
に
町
の
発
展
の
両
輪
を
な
し
て
き
た
法
人
町
民
税
が

さ
ら
に
一
部
国
税
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
正
で
固
定
資

産
税
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
と
も
な

う
世
界
的
な
経
済
の
停
滞
に
よ
り
、
企
業
進
出
は
一
旦
凍
結
さ
れ
る

な
ど
、
企
業
用
地
確
保
の
動
き
は
減
速
し
た
。
町
を
取
り
巻
く
状
況

は
依
然
厳
し
い
が
、
鈴
木
は

就
任
か
ら
一
貫
し
て
主
張
し

て
い
る
「
先
人
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
こ
の
町
の
豊
か
な

暮
ら
し
を
五
〇
年
先
の
孫
子

の
世
代
に
受
け
渡
す
」
を
実

現
す
る
た
め
、
攻
め
の
施
策

と
し
て
、
企
業
誘
致
事
業
を

積
極
的
に
継
続
す
る
と
公
言

し
た
。

2-2-27　鈴木町政最初の工場誘致となった
トヨタ自動車（株）大口第二部品センター

（写真提供：トヨタ自動車（株））

豊
田
紡
織
株
式
会
社　
大
口
南
工
場

　
民
成
紡
績
株
式
会
社
は
一
九
六
二
年
、
町
内
に
新
工
場
の
建
設
を
予
定

し
て
い
た
が
、
繊
維
業
界
の
不
況
に
よ
り
計
画
は
一
時
中
断
し
た
。
そ
の

間
、
町
は
工
場
建
設
に
必
要
な
用
排
水
路
の
整
備
な
ど
の
環
境
整
備
を
お

こ
な
っ
た
。

　
一
九
六
七
年
、
社
名
を
豊
田
紡
織
株
式
会
社
と
変
更
後
、
一
九
六
九
年

に
建
設
計
画
が
動
き
出
し
、
翌
年
に
は
大
口
南
工
場
が
完
成
し
て
稼
働
を

開
始
し
た
。
工
場
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
（
現
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社
）
向
け
カ
ー
ペ
ッ
ト
原
糸
、
婦
人
・
紳
士
服
の
生
地
、
カ
ー

テ
ン
地
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
・
衣
料
品
な
ど
を
生
産
し
た
。

　
し
か
し
、
一
九
七
三
年
に
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
て
大
不

況
が
襲
い
、
繊
維
業
界
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
豊
田
紡
織
株
式
会

社
で
は
同
年
に
自
主
減
産
へ
踏
み
切
り
、
一
九
七
六
年
に
は
繊
維
事
業
の

縮
小
と
人
員
適
正
化
の
一
環
と
し
て
、
大
口
南
工
場
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
。

　
工
場
の
土
地
・
建
物
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
販
売
株
式
会
社
（
現
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
）
へ
譲
渡
さ
れ
、
一
九
七
八
年
に
大
口
セ
ン
タ
ー
部
品

倉
庫
（
現
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
大
口
第
一
部
品
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
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四
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人
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き
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う

	
　

本
節
で
は
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道
・
バ
ス
の
ほ
か
、
今
で
は

生
活
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
自
動
車
の
保
有
状
況
と
あ
わ
せ
て
交
通

の
基
盤
を
な
す
道
路
と
と
も
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
発
達
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
述
べ
る
。

鉄
道

　

尾
張
地
区
の
鉄
道
の
敷
設
は
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
二

月
に
庄
内
川
架
橋
工
事
が
始
ま
り
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
八
月

に
は
一
宮
線
（
枇び

杷わ

島じ
ま

～
西
印
田
間
）
と
犬
山
線
（
岩
倉
～
犬
山
間
）

が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

・
開
通
し
た
。
枇
杷
島
か
ら
犬
山
方
面
へ
行
く
際
は
、
岩
倉

で
乗
り
換
え
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
、
一
宮
線
は
西
印
田
か
ら
東

一
宮
ま
で
延
長
さ
れ
、
西
印
田
駅
は
廃
止
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
に

は
、
岩
倉
～
小
牧
間
も
開
業
し
て
い
る
（
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）

年
廃
止
）。

　

岩
倉
～
犬
山
間
の
敷
設
が
計
画
さ
れ
た
際
、
そ
の
経
路
決
定
の
過

程
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
当
時
は
郡
役
所
が
布ほ

袋て
い

に
あ
り
、
そ
の

位
置
は
岩
倉
の
北
、
大
口
の
西
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
口
は
経
路
を

外
れ
易
い
位
置
関
係
で
あ
っ
た
。

　

経
路
の
計
画
段
階
で
は
、
一
九
〇
六
年
八
月
に
小
口
村
役
場
で
電

車
敷
設
の
運
動
が
あ
り
、
同
年
十
月
の
大
口
村
誕
生
を
挟
ん
で
、
翌

年
二
月
に
は
大
口
村
電
車
敷
設
の
評
議
員
会
を
設
け
た
。
当
時
の
記

録
に
は
委
員
に
旧
小
口
村
上
組
三
人
、
中
組
四
人
、
下
組
五
人
が
選

出
さ
れ
、
陳
情
や
経
費
の
確
保
な
ど
強
力
な
敷
設
活
動
を
展
開
し
た

も
の
の
実
現
せ
ず
に
残
念
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一

九
〇
七
年
二
月
に
、
名
古
屋
電
気
鉄
道
（
現
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
）

は
、
尾
張
電
車
鉄
道
か
ら
未
開
業
事
業
を
譲
り
受
け
、
同
年
五
月
に

岩
倉
町
か
ら
犬
山
町
間
に
軌
道
敷
設
特
許
を
申
請
し
て
い
る
。

2-2-28　町周辺の鉄道路線図
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結
果
と
し
て
町
域
内
に
は
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

（
２
―
２
―
28
）。
住
民
は
、
住
居
か
ら
近
い
駅
や
利
便
性
を
考
え
て
、
名

鉄
犬
山
線
で
あ
れ
ば
柏
森
駅
・
江
南
駅
・
布
袋
駅
、
名
鉄
小
牧
線
で

あ
れ
ば
羽は

黒ぐ
ろ

駅
・
楽が

く

田で
ん

駅
を
利
用
し
て
い
る
。
駅
ま
で
の
交
通
手
段

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
自
家
用
車
・
自
転
車
・
徒
歩
な
ど
で
あ
る
。

特
に
柏
森
駅
は
、
駅
に
最
も
近
い
余
野
地
区
で
施
行
さ
れ
た
区
画
整

理
事
業
に
と
も
な
う
人
口
の
増
加
に
よ
り
利
用
者
が
増
え
、「
線
路
を

渡
ら
ず
大
口
側
に
も
改
札
口
を
」
と
の
要
望
が
高
ま
り
、
一
九
九
六

（
平
成
七
）
年
十
二
月
一
日
、
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社
が
南
仮
駅
舎
を

設
置
し
仮
ロ
ー
タ
リ
ー
と
共
に
利
用
が
開
始
さ
れ
た
（
２
―
２
―
29
）。

　

二
〇
〇
五
年
八
月
に
は
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
柏
森
駅
・

布
袋
駅
に
加
え
、
江
南
駅
へ
の
乗
り
入

れ
を
開
始
し
、
翌
年
二
月
に
は
柏
森
駅

近
く
の
敷
地
に
町
が
管
理
す
る
駐
輪
場

を
設
置
し
た
（
２
―
２
―
30
）。
二
〇
〇
八

年
三
月
に
は
柏
森
駅
舎
の
橋
上
化
が
整

備
さ
れ
た
（
２
―
２
―
31
）。
南
仮
駅
舎
や

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
、
駅
舎
の
橋
上
化

事
業
は
、
町
民
の
利
便
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
町
も
工
事
費
を
負
担
し
た
。

2-2-29　柏森駅南仮駅舎

2-2-30　公設駐輪場

2-2-31　橋上化された柏森駅

名
鉄
犬
山
線

　
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？
駅
名
変
更

　
名
鉄
小
牧
線
・
羽
黒
駅
は
一
九
六
六
年
に
明
治
村
口
駅
と
名
称
を
変
更

し
た
が
、
一
九
八
五
年
に
再
び
羽
黒
駅
へ
と
戻
し
て
い
る
。
ま
た
、
名
鉄
犬

山
線
・
江
南
駅
は
一
九
八
一
年
に
古
知
野
駅
か
ら
変
更
し
た
名
称
で
あ
る
。

　
昔
あ
っ
た
名
鉄
犬
山
線
の
駅
（
一
九
六
九
年
に
廃
止
）

　
石
仏
駅
と
布
袋
駅
の
間
に
小
折
（
小
折
口
）
駅
、
江
南
駅
と
柏
森
駅
の

間
に
宮
後
駅
が
あ
っ
た
。
駅
と
い
っ
て
も
、
無
人
で
簡
易
な
つ
く
り
で
あ
っ

た
。
個
人
の
日
記
に
は
、
一
九
四
三
年
に
「
小
折
口
で
下
車
」
と
い
う
記

述
が
確
認
で
き
る
。
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路
線
バ
ス

　

か
つ
て
、
町
内
を
名
鉄
バ
ス
が
二
路
線
（
浄
心
線
・
羽
黒
線
）
走
っ

て
い
た
。

　

浄
心
線
は
、
名
古
屋
市
西
区
浄
心
町
と
西
春
日
井
郡
北
里
村
小
木

の
区
間
を
営
業
す
る
乗
合
自
動
車
を
譲
り
受
け
、
一
九
三
二
年
六
月

に
浄
心
自
動
車
が
設
立
さ
れ
、
浄
心
か
ら
小
木
を
通
過
し
、
大
口
村

小
口
ま
で
運
行
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
扶
桑
村
小お

淵ぶ
ち

ま
で
延
長
さ
れ

た
。
一
九
四
三
年
八
月
、
同
会
社
は
名
鉄
自
動
車
と
合
併
し
た
。
浄

心
線
は
、「
浄
心
バ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
、
町
内
か
ら
名
古
屋
市
内
に
直

接
行
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
っ
た
。

　

一
九
六
六
年
刊
行
の
『
町
勢
要
覧
』
に
は
、「
本
町
は
従
来
„
陸
の

孤
島
＂
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
名
鉄
バ
ス
（
二
路
線
）
の
開
通

に
よ
り
、
便
利
と
な
り
、
更
に
工
場
、
住
宅
等
の
立
地
か
ら
需
要
者

の
増
加
は
必
然
と
さ
れ
、
増
発
の
要
求
も
計
画
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

名
古
屋
～
小
淵
間　

五
往
復
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一

九
七
一
年
に
小
口
～
小
淵
間
が
廃
止
と
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
は

町
内
の
乗
り
入
れ
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

羽
黒
線
は
、
一
九
五
八
年
に
古
知
野
～
羽
黒
駅
前
間
で
開
設
さ
れ

た
。
当
初
は
、
羽
黒
線
を
「
新
線
」
と
し
、
も
う
一
路
線
「
延
長
線
」

と
し
て
東
一
宮
駅
か
ら
布ほ

袋て
い

駅
ま
で
の
路
線
を
、
布
袋
駅
か
ら
東
奈

上
飯
田
線
（
現
小
牧
線
）
の
思
い
出

　

私
は
、
現
在
の
春
日
井
市
味あ
じ

美よ
し

で
生
ま
れ
育
ち
、
戦
後
、
結
婚
し
て
大

口
に
住
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
七
年
に
は
線
路
は
で
き
て
い
た
記
憶
で
す
が
、

子
ど
も
の
頃
は
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
、
そ
ん
な
に
通
ら
な
い
の
で
線
路
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

　

戦
時
中
、
代
用
教
員
の
資
格
を
取
る
た
め
に
上
飯
田
線
を
利
用
し
て
名

古
屋
の
学
校
ま
で
通
い
ま
し
た
。
時
々
名
古
屋
で
空
襲
に
あ
い
、
怖
い
思

い
を
し
ま
し
た
。�

（
大
正
十
四
年
生
ま
れ
）

　

幼
少
の
頃
（
昭
和
二
十
年
代
）
上
飯
田
線
は
貨
物
機
関
車
が
走
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
現
在
の
小
牧
基
地
に
米
軍
が
駐
留
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
為
に
物
資
輸
送
が
お
こ
な
わ
れ
春
日
井
駅
近
辺
か
ら
基
地
内
へ
の
引

込
み
線
が
あ
り
ま
し
た
。

　

時
々
機
関
車
が
黒
煙
を
出
し
な
が
ら
ポ
ー
ッ
と
汽
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら

基
地
へ
貨
物
車
が
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
然
旧
四
一
号
線
を
横
切
り
ま

す
。
東
の
方
で
汽
笛
の
音
あ
る
い
は
電
車
の
ホ
ー
ン
音
が
聞
こ
え
る
と
、

「
明
日
は
天
気
が
悪
い
ぞ
、
雨
が
降
る
ぞ
」
と
言
っ
た
も
の
で
す
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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良
子
・
秋
田
ま
で
延
長
す
る
路
線
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
新
線
に
つ

い
て
は
、
羽
黒
線
と
し
て
一
九
五
八
年
二
月
十
五
日
か
ら
開
通
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
が
（
２
―
２
―
32
）、
延
長
線
は
開
設
さ
れ
な
か
っ

た
。
一
九
六
六
年
、
一
宮
駅
か
ら
古
知
野
駅
を
経
由
し
て
羽
黒
駅
に

至
る
長
い
区
間
を
七
往
復
し
て
い
た
（
２
―
２
―
33
・
34
）。

　

一
九
六
九
年
に
は
、
古
知
野
～
明
治
村
口
間
と
路
線
が
短
く
な
っ

た
が
、
一
九
七
二
年
に
は
、
古
知
野
～
明
治
村
口
間
を
八
往
復
し
て

い
た
。（
２
―
２
―
35
・
36
）。

　

一
九
八
四
年
十
月
一
日
、
江
南
～
大
口
役
場
間
を
一
日
一
三
往
復

と
し
、
明
治
村
口
ま
で
を
一
日
三
往
復
に
減
ら
し
、
江
南
駅
へ
の
利

便
を
重
視
し
た
ダ
イ
ヤ
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
後
、
江
南
駅
～

大
口
役
場
間
の
み
と
な
り
、
一
九
九
一
年
十
月
二
十
一
日
、
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
休
止
さ
れ
、
町
内
に
バ
ス
路
線
は
な
く
な
っ
た
。

2-2-32　旧役場庁舎前のバス停
（1958年）

2-2-34　東一宮～羽黒間のバス
（『町勢要覧　1966年』）

2-2-33　町内バス路線図
（『町勢要覧　1966年』）

7往復

5往復

133　 第四節　人が行き交う



2-2-36　古知野～明治村口間のバス
（『町勢要覧　1972年』）

2-2-35　町内バス路線図
（『町勢要覧　1972年』）

浄
心
線
の
思
い
出

　

子
ど
も
の
頃
の
話
で
す
か
ら
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
家
の
前
を
名
古
屋
か
ら
上
小
口
ま
で
走
る
路
線
バ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
式
木
炭
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
バ

ス
の
後
ろ
に
送
風
機
の
ハ
ン
ド
ル
が
あ
っ
て
、
バ
ス
が
止
ま
る
と
、
そ
の

ハ
ン
ド
ル
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
す
い
た
ず
ら
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
の
前
は
県
道
と
い
っ
て
も
砂
利
道
で
、
し
か
も
狭
か
っ
た
の
で
、
車

が
す
れ
違
え
る
よ
う
に
待
避
所
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
縁
場
（
ヘ
リ
バ
＝
待

避
場
）」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
う
ち
も
「
縁
場
」
と
し
て
土
地
を
提
供
し

て
い
た
の
で
、
名
鉄
バ
ス
の
会
社
か
ら
年
貢
を
も
ら
っ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
り
、
名
古
屋
の
職
場
に
行
く
の
に
晴
れ
た
日
は
布
袋
駅
ま
で

自
転
車
に
乗
っ
て
電
車
通
勤
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
る
と
バ
ス
に
乗
っ

て
明
道
町
で
降
り
ま
し
た
。
帰
り
は
座
り
た
い
の
で
、
名
駅
バ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
で
歩
き
ま
し
た
。
小
木
で
電
車
に
乗
り
換
え
る
た
め
、
降
り
る
人
が
多

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
乗
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
頃
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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自
動
車
が
生
活
必
需
品
に

　

戦
後
の
大
口
村
に
お
い
て
、
広
く
使
わ
れ
て
い
た
車
両
は
、
荷
車
・

牛
馬
車
・
自
転
車
で
自
動
車
の
普
及
は
少
な
か
っ
た
（
２
―
２
―
37
）。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
自
動
車
の
普
及
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

村
の
よ
う
な
純
農
村
地
帯
で
は
貨
物
車
の
需
要
が
高
く
、
一
九
六

五
年
頃
ま
で
貨
物
自
動
車
の
台
数
が
乗
用
車
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
貨
物
自
動
車
の
台
数
も
増
加
し
た
が
、
一
九
九
八
年
か
ら
減

少
傾
向
に
転
じ
た
の
は
、
農
家
の
兼
業
化
か
ら
離
農
へ
の
影
響
も
あ2-2-37　車両数の変化

　

大
口
北
部
の
上
小
口
か
ら
名
古
屋
の
浄
心
方
面
に
、
当
時
木
炭
バ
ス
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
後
部
に
木
炭
を
燃
や
す
大
き
な
タ
ン
ク
が
つ

い
て
お
り
、
お
そ
ら
く
手
動
式
送
風
機
の
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
火
力
を
出

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

野
良
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
頃
、
県
道
を
ゆ
っ
く
り
走
る
木
炭
車
を
見

か
け
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

延
長
線
は
実
現
し
な
か
っ
た

　

子
ど
も
の
頃
に
聞
い
た
話
で
す
が
、
布
袋
か
ら
名
鉄
バ
ス
が
村
内
を
走

る
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
南
小
学
校
の
北
側
の
郡
道
は
道
巾
が
狭
く
、

バ
ス
が
す
れ
違
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
待
避
場
所
を
作
っ
て
バ
ス

が
走
る
の
を
待
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
結
局
バ
ス
は
走
ら
ず
じ

ま
い
で
地
元
の
皆
さ
ん
は
残
念
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

�

（
昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
）

乗用車
（台）

貨物車
（台）

自転車
（台）

リヤカー
（台）

1950 4 14 2,642 1,269 

1955 61 124 4,008 2,054 

1960 216 493 4,390 

1965 283 645 4,570 

1970 1,639 816 6,000 

1975 3,093 1,033 

1985 4,949 1,443 

1989 7,948 1,599 

1998 11,701 1,830 

2008 14,059 1,459 

2018 15,627 1,530 
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る
。
ま
た
、
乗
用
車
の
台
数
が
急
激
に
増
加
し
た
の
は
、
一
世
帯
で

夫
婦
と
子
ど
も
が
一
人
一
台
、
乗
用
車
を
所
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
農
家
で
あ
れ
ば
庭
が
広
く
駐
車
場
の
確
保

に
困
ら
な
い
と
い
う
町
の
特
徴
と
も
い
え
る
。

　

町
は
、
鉄
道
の
駅
を
持
た
な
い
一
方
、
工
場
誘
致
の
た
め
に
道
路

整
備
を
推
進
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
で
は
自
動
車
が
あ
れ
ば
移

動
が
容
易
と
な
っ
た
。
町
外
へ
出
る
際
は
、
国
道
四
一
号
で
名
古
屋

方
面
や
岐
阜
県
飛ひ

騨だ

方
面
へ
、
国
道
一
五
五
号
で
西
は
一
宮
、
東
は

小
牧
・
春
日
井
方
面
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
高
速
道
路

も
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
近
く
、
東
名
・
名
神
・
中
央
道
・
東

海
北
陸
自
動
車
道
・
北
陸
道
な
ど
の
ル
ー
ト
で
遠
隔
地
へ
行
く
こ
と

も
で
き
る
た
め
、
町
域
内
は
利
便
性
の
良
い
土
地
と
い
え
る
。
さ
ら

に
名
古
屋
高
速
道
路
の
整
備
が
進
み
、
二
〇
〇
二
年
四
月
に
は
小
牧

北
入
口
が
完
成
し
、
小
牧
市
か
ら
名
古
屋
市
中
心
部
ま
で
一
五
分
程

度
で
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
２
―
38
）。

　

ま
た
、
電
気
や
水
素
と
い
っ
た
新
た
な
燃
料
を
使
う
自
動
車
が
開

発
さ
れ
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
町
内
に
で
き
た
（
２
―
２
―
39
）。

2-2-38　町周辺の道路環境

国道19号

国道155号

中央自動車道

東海北陸自動車道

東名高速道路

名神高速道路

大口町

名古屋高速
11号小牧線

名古屋高速
16号一宮線

国道41号

国道22号
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2-2-39　水素ステーション（大口町中小口三丁目地内）

交
通
事
情

　

前
輪
が
一
つ
、
後
輪
が
二
つ
の
オ
ー
ト
三
輪
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
大

き
な
ハ
ン
ド
ル
を
両
手
で
持
っ
て
運
転
し
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
始

動
は
足
踏
み
式
キ
ッ
ク
で
何
回
も
踏
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ン
ド
ル
の
両
側
に
補
強
用
の
棒
が
二
本
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
自
転
車
、
こ
の
自
転
車
を
運
搬
車
と
も
い
っ
て
い
ま
し
た
。
時
々
自
転

車
後
輪
に
エ
ン
ジ
ン
を
取
り
付
け
た
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
も
走
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
数
が
少
な
か
っ
た
で
す
。

　

通
常
の
自
転
車
は
女
用
・
男
用
が
あ
り
ま
し
た
。
女
用
は
ハ
ン
ド
ル
と

ハ
ン
ド
ル
の
間
に
フ
レ
ー
ム
が
な
く
、
乗
り
降
り
が
楽
で
し
た
。
男
用
は

サ
ド
ル
と
ハ
ン
ド
ル
の
間
に
フ
レ
ー
ム
が
あ
り
、
乗
り
降
り
は
フ
レ
ー
ム

を
ま
た
い
で
お
こ
な
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
砂
利
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
路
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

木
炭
車
は
消
え
去
り
、
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
式
が
主
流
と

な
り
、
そ
の
後
、
リ
ア
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

は
、
車
は
右
肩
上
が
り
と
な
り
、
車
社
会
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。
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町
内
の
道
路
整
備

　

町
の
道
路
整
備
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
工
場
誘
致
施
策
に

重
点
を
置
い
た
た
め
、
さ
ら
に
重
要
な
施
策
と
な
っ
た
。
物
流
を
見

据
え
た
道
路
整
備
は
、
町
内
企
業
だ
け
で
な
く
、
町
域
を
通
過
し
て

国
道
へ
出
よ
う
と
す
る
町
外
の
車
両
の
増
加
や
、
道
路
沿
線
の
開
発

に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
民
が
町
内
を
移
動
す
る
利
便
性
や
交
通
安
全
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
路
の
確
保
も
重
要
で
あ
り
、
道
路
整
備
は
経
済
活
動

や
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
角
的
な

視
野
と
長
期
的
な
計
画
を
持
っ
て
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

（
２
―
２
―
40
）。

　

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
、
町
長
の
鈴す

ず

木き

雅ま
さ

博ひ
ろ

は
、「
道
路
網

は
、
人
に
例
え
れ
ば
血
管
。
そ
の
整
備
は
血
管
を
清
掃
し
流
れ
を
良

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
暮
ら
し
や
企
業
活
動
、
土
地
利
用
に
変

化
を
も
た
ら
す
た
め
、
将
来
展
望
を
持
っ
て
地
道
に
取
り
組
め
ば
、

よ
り
良
い
暮
ら
し
が
実
現
す
る
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
ま
ち
づ
く

り
と
な
る
」
と
示
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
夜
間
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
安
全
性

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
集
落
間
の
道
路
に
は
街
路
灯
（
防
犯
灯
）
を

積
極
的
に
設
置
し
た
。

道
路
・
交
通
の
整
備
方
針

　

道
路
・
交
通
の
整
備
方
針
は
、
自
動
車
の
専
用
道
路
・
都
市
計
画

道
路
・
そ
の
他
の
道
路
・
そ
の
他
の
交
通
施
設
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
針
を
定
め
た
（
２
―
２
―
41
）。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
都
市
計
画
道
路
は
、
幹
線
道
路
と
し
て
主
要
幹

線
道
路
・
都
市
幹
線
道
路
・
地
区
幹
線
道
路
・
補
助
幹
線
道
路
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
都
市
計
画
道
路
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
上
で
未

整
備
区
間
の
整
備
を
促
進
し
た
。

　

国
道
四
一
号
及
び

一
五
五
号
（
北
尾
張

中
央
道
）
は
、
計
画

幅
員
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
計

画
車
線
数
の
整
備
促

進
を
定
め
た
。

2-2-40　道路整備状況の比較（『愛知県統計年鑑』）

1980 2018

総延長（㎞） 216.8 276.6 

国　道 5.3 5.3 

県　道 17.6 18.3 

町　道 193.9 253.0 

町
道
内
訳

　舗装道 142.1 244.0 

　砂利道 51.8 9.0 

　舗装率（%） 73.3 96.4 
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国道 国道41号、国道155号

都市計画 
道路

国道41号線、北尾張中央道、
愛岐大橋線、愛岐南北線、
犬山富士線、江南池之内線、
大口楽田線、江南大口線、
斎藤羽黒線、豊田岩倉線、
小口線、役場前線、
余野線、柏森大口線

県道

小口岩倉線、小口名古屋線、
外坪扶桑線、若宮江南線、
宮後小牧線、草井羽黒線、
斎藤羽黒線

2-2-41　道路・交通の方針図（『大口町都市計画マスタープラン』）
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都
市
計
画
道
路
認
定
制
度

　

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
に
制
定
さ
れ
た
新
た
な
都
市
計
画

法
に
よ
っ
て
、
以
前
は
都
市
計
画
事
業
と
し
て
土
地
収
用
可
能
な
施

設
を
定
義
し
て
い
た
が
、
道
路
・
公
園
な
ど
都
市
施
設
を
定
義
し
、
都

市
計
画
の
決
定
権
限
を
国
か
ら
各
都
道
府
県
及
び
市
町
村
へ
移
譲
し

た
。
そ
し
て
都
市
計
画
を
元
に
土
地
利
用
・
建
築
の
規
制
を
行
い
、
都

市
施
設
を
建
設
す
る
際
は
、
認
可
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
土

地
収
用
対
象
と
な
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

　

町
内
の
都
市
計
画
道
路
は
、
一
九
六
九
年
三
月
に
決
定
し
た
。
決

定
当
初
は
、
合
計
一
一
路
線
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
変
更
及
び
追
加

さ
れ
、
一
四
路
線
と
な
っ
た
。
町
内
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、
一

九
六
五
年
以
降
に
始
ま
っ
た
土
地
改
良
事
業
及
び
ほ
場
整
備
事
業
に

お
い
て
、
多
く
の
用
地
を
取
得
し
た
（
２
―
２
―
42
）。

国
道

　

国
道
は
、
町
域
内
の
南
北
に
四
一
号
、
東
西
に
一
五
五
号
（
北
尾

張
中
央
道
）
が
貫
通
し
て
い
る
。

　

一
九
五
三
年
六
月
、
二
級
国
道
一
五
五
号
に
指
定
さ
れ
た
県
道
名

古
屋
犬
山
線
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
行
政
協
定
に
よ
り

「
防
衛
道
路
」
と
し
て
一
九
五
三
年
八
月
か
ら
翌
年
三
月
に
拡
幅
全
面

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五

九
年
に
一
級
国
道
四
一
号
（
名
古
屋
～
富
山
）
に
昇
格
し
た
。
一
九

六
五
年
に
は
、
一
級
・
二
級
国
道
の
区
別
が
撤
廃
さ
れ
、
一
般
国
道

四
一
号
と
し
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
に
町
内

を
通
る
現
国
道
四
一
号
が
国
道
に
な
る
と
、
県
道
一
〇
二
号
名
古
屋

犬
山
線
と
な
り
、
通
称
「
旧
国
道
四
一
号
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

一
方
、
一
九
五
七
年
、
小
牧
飛
行
場
の
拡
張
に
と
も
な
う
公
共
補

償
の
一
環
と
し
て
、
建
設
を
開
始
し
た
県
道
名
古
屋
小
牧
線
（
当
初

「
四
一
号
バ
イ
パ
ス
」）
は
、
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
接
続
し
、

高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
名
古
屋
北
部
の
工
業
化
を
推
し
進
め
る

た
め
、
産
業
道
路
と
し
て
性
格
を
変
え
た
。
一
九
六
一
年
、
名
古
屋

市
北
区
黒
川
か
ら
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
九
・
〇
㎞
、
幅
員
二

五
ｍ
（
四
車
線
）
が
総
工
費
約
四
億
円
を
か
け
て
完
成
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
の
道
路

　

砂
利
道
で
、
道
路
の
中
央
に
は
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
集
落

に
道
路
工
夫
さ
ん
が
い
て
、
自
転
車
に
ス
コ
ッ
プ
・
ト
ン
グ
ワ
な
ど
積
み

道
路
を
巡
回
し
、
水
た
ま
り
の
く
ぼ
み
の
修
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
雨
上

が
り
の
日
に
は
、
道
路
で
油
石
を
見
つ
け
家
に
持
ち
帰
り
、
暗
い
と
こ
ろ

で
石
を
か
ち
か
ち
と
た
た
き
小
さ
な
火
花
が
で
る
の
を
楽
し
み
ま
し
た
。

農
道
は
リ
ヤ
カ
ー
が
通
る
程
度
で
雑
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）
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№ 路線名など 都市計画
決定年月日

計画延長
（㎞）

整備済
延長（㎞）

整備率
（%）

計　画
車線数

供用開始
年月日

1 国道41号 1971年 3 月31日 3.85 3.85 100.0 ６車線 随時

2 北尾張中央道 
（国道155号） 1971年 3 月31日 1.66 0 0 ４車線 整備中

3 愛岐大橋線 1971年 3 月31日 1.93 1.93 100.0 ２車線 1981年10月 9 日

4 愛岐南北線 1971年 3 月31日 1.60 1.28 80.0 ２車線
1988年 7 月 8 日 

～ 
1992年 6 月15日

5 犬山富士線 1971年 3 月31日 0.38 0 0 ２車線

6 江南池之内線 1971年 3 月31日 1.66 0.95 57.2 ２車線 1981年 9 月24日

7 大口楽田線 1971年 3 月31日 3.54 3.54 100.0 ２車線 1983年 3 月30日

8 江南大口線 1971年 3 月31日 2.21 1.89 85.5 ２車線 随時

9 斎藤羽黒線 1971年 3 月31日 2.57 0 0 ２車線

10 豊田岩倉線 1971年 3 月31日 0.55 0 0 ２車線

11 小口線 1971年 3 月31日 2.11 1.36 64.5 ２車線 1994年 4 月 1 日

12 役場前線 2001年 5 月15日 0.46 0.33 71.7 ２車線 1982年 3 月26日

13 余野線 1986年 8 月 4 日 0.55 0.55 100.0 ２車線 1994年 4 月 1 日

14 柏森大口線 1971年 3 月31日 1.81 1.81 100.0 ２車線 1973年 3 月30日

合　計 24.88 17.49 70.3

2-2-42　都市計画道路整備状況（2023年 1 月現在）
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名め
い

濃の
う

バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立

　

一
九
五
七
年
に
名
古
屋
・
小
牧
間
の
道
路
建
設
が
始
ま
り
、
名
古

屋
市
か
ら
豊
山
町
・
小
牧
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
・
犬
山
市
・
岐
阜

県
可
児
市
を
経
て
美
濃
加
茂
市
ま
で
結
ぶ
国
道
四
一
号
に
お
け
る
一

連
の
整
備
・
発
展
は
、
沿
線
の
自
治
体
で
組
織
す
る
名
濃
バ
イ
パ
ス

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　

当
初
の
目
的
は
、
国
道
四
一
号
（
バ
イ
パ
ス
）
を
美
濃
加
茂
市
ま

で
着
実
に
延
伸
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
名
古
屋
高
速
道
路

の
整
備
計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、
名
古
屋
高
速
道
路
を
小
牧
か
ら
延

伸
さ
せ
る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
道
四
一
号
の
整
備

　

一
九
六
八
年
、
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以
北
、
犬
山
市
五
郎
丸

間
七
・
七
㎞
、
幅
員
三
〇
ｍ
、
二
車
線
（
片
側
一
車
線
）
が
着
工
さ

れ
、
翌
年
十
月
開
通
し
た
（
２
―
２
―
43
）。
そ
の
後
、
一
九
七
八
年

度
に
四
車
線
化
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
（
２
―
２
―
44
）、
日
本
経

済
の
発
展
、
生
活
環
境
の
進
展
に
よ
り
交
通
量
は
増
大
し
続
け
、
町

内
に
お
け
る
渋
滞
は
朝
夕
を
中
心
に
慢
性
化
し
、
そ
の
緩
和
に
六
車

線
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
盟
会
を
中
心
に
県
や

国
に
陳
情
を
重
ね
た
。

　

鈴
木
雅
博
町
長
は
、
道
路
網
の
再
整
備
を
掲
げ
て
就
任
し
た
こ
と

か
ら
、
近
隣
市
町
と
国
・
県
へ
の
陳
情
・
要
望
活
動
に
力
を
注
い
だ
。

二
〇
一
三
年
度
に
小
牧
市
村
中
交
差
点
か
ら
犬
山
市
五
郎
丸
交
差
点

間
七
・
〇
㎞
の
区
間
に
お
け
る
六
車
線
化
事
業
の
着
手
が
決
定
し
た
。

　

国
道
建
設
当
初
、
国
道
を
横
断
す
る
農
耕
車
が
信
号
交
差
点
を
通

過
し
な
く
て
も
済
む
よ
う
、
地
域
の
要
望
に
よ
り
各
所
に
ず
い
道
（
ト

ン
ネ
ル
）
が
設
け
ら
れ
た
が
、
六
車
線
化
に
あ
た
り
、
将
来
的
な
道

路
形
態
を
見
据
え
、
こ
れ
ら
の
ず
い
道
を
撤
去
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

通
常
の
施
工
方
法
で
は
、
ず
い
道
の
撤
去
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
交
通
量
が
減
少
す
る
年
末
年
始
に
集
中
し
て
施
工
さ
れ

た
。

　

町
内
で
は
、
外
坪
地
内
の
ず
い
道
を
廃
し
、
交
差
点
「
外
坪
５
丁

目
」
が
新
設
さ
れ
（
２
―
２
―
45
・
46
）、
接
続
す
る
町
道
内
津
々
線
の

安
全
対
策
工
事
（
歩
道
設
置
）
と
、
県
道
若
宮
江
南
線
以
西
を
拡
幅

し
て
江
南
市
方
面
へ
延
伸
す
る
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め
、
通
過
交

通
の
利
便
性
と
沿
線
住
民
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
し
て
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
八
月
に
「
中
小
口
３
丁
目
」
交

差
点
ま
で
の
区
間
が
六
車
線
化
さ
れ
て
開
通
し
た
（
２
―
２
―
47
）。
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国
道
一
五
五
号
の
整
備

　

春
日
井
市
か
ら
一
宮
市
に
至
る
国
道
一
五
五
号
バ
イ
パ
ス
（
都
市

計
画
道
路
「
北
尾
張
中
央
道
」）
の
整
備
は
、
一
九
六
八
年
に
関
連
す

る
犬
山
市
を
含
め
沿
線
四
市
一
町
（
一
宮
市
・
春
日
井
市
・
江
南
市
・

小
牧
市
・
大
口
町
）
で
北
尾
張
中
央
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
が
発

足
し
、
県
に
よ
る
工
事
が
始
ま
っ
た
。
町
域
内
は
、
一
九
七
二
年
九

月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
よ
り
四
車
線
化

の
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
、
渋
滞
解
消
の
取
組
み
と
し
て
、
江
南
市
内
の
名

鉄
犬
山
線
布ほ

袋て
い

駅
付
近
踏
切
部
の
高
架
化
が
完
了
し
た
。

2-2-45　工事前の高架　（2016年）

2-2-46　高架から交差点　（2020年撮影）

高架から国道41号に新設された
「外坪５丁目」交差点

変貌する国道41号

2-2-47　六車線化（2020年撮影）

2-2-44　四車線化（2002年）

2-2-43　対面二車線（1972年頃）
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県
が
手
が
け
る
都
市
計
画
道
路

　

県
が
事
業
を
お
こ
な
う
都
市
計
画
道
路
で
町
内
を
通
る
七
路
線
の

う
ち
、
愛
岐
大
橋
線
（
上
小
口
地
区
か
ら
国
道
四
一
号
ま
で
）
は
、
一

九
八
一
年
に
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

江
南
市
安
良
町
か
ら
小
牧
市
へ
つ
な
が
る
江
南
池
之
内
線
は
、
ほ

場
整
備
に
あ
わ
せ
道
路
用
地
が
確
保
さ
れ
た
区
間
が
多
く
、
一
九
八

一
年
に
一
部
区
間
に
お
い
て
供
用
さ
れ
た
が
、
秋
田
一
丁
目
交
差
点
よ

り
東
は
、
ほ
場
を
斜
め
に
分
断
す
る
こ
と
か
ら
、
地
元
に
協
力
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
中
断
し
た
。

　

江
南
市
前
野
町
か
ら
愛
岐
大
橋
線
ま
で
東
西
に
延
び
る
江
南
大
口

線
は
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社
や
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
が
沿
線

に
立
地
し
、
通
勤
や
物
流
を
担
う
重
要
な
路
線
と
な
っ
た
。
五
条
川

か
ら
愛
岐
大
橋
線
ま
で
の
区
間
は
、
一
九
九
三
年
に
完
成
し
た
。
ま

た
、
江
南
市
前
野
町
か
ら
町
道
柏
森
大
口
線
ま
で
の
区
間
は
、
五
条

川
右
岸
流
域
下
水
道
幹
線
や
青
木
川
放
水
路
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
整

備
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
二
〇
年
に
完
了
し
た
。

　

江
南
市
般
若
地
内
か
ら
国
道
一
五
五
号
（
北
尾
張
中
央
道
）
に
つ

な
が
る
愛
岐
南
北
線
は
、
一
九
九
六
年
に
江
南
市
江
森
町
・
前
野
町

地
内
で
名
鉄
犬
山
線
を
横
断
す
る
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
うが

完
成
し
、
県
道
一
宮
犬

山
線
か
ら
県
道
若
宮
江
南
線
（
奈
良
子
地
内
）
ま
で
開
通
し
た
。
二

〇
二
〇
年
に
新
し
く
五
条
川
に
架
か
る
「
八は

っ

剱け
ん

橋ば
し

」（
２
―
２
―
48
）
が

完
成
し
、
二
〇
二
三
年
現
在
、
国
道
一
五
五
号
四
車
線
化
整
備
（
２

―
２
―
49
）
と
と
も
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
２
―
２
―
50
）。

2-2-49　国道155号拡幅工事（2022年撮影） 2-2-48　八劔橋（2022年撮影）

2-2-50　愛岐南北線の工事（2022年撮影）
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町
が
手
が
け
る
都
市
計
画
道
路

　

町
の
都
市
計
画
道
路
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
こ
な
わ

れ
た
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
ほ
場
整
備
と
あ
わ
せ
て
用
地
が
割
り
出

さ
れ
整
備
を
進
め
た
。
ま
た
、
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
っ
て
余
野
地
区
が
市
街
地
整
備
さ
れ
た
際
、
柏
森
大
口
線
・
余

野
線
・
小
口
線
も
整
備
し
た
。

　

小
口
線
は
、
余
野
三
丁
目
地
内
か
ら
江
南
大
口
線
（
県
道
小
口
岩

倉
線
）
ま
で
の
区
間
を
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
二
〇
〇
三
年
度
に
か
け

て
整
備
を
お
こ
な
い
、
江
南
大
口
線
か
ら
樋
田
橋
に
か
け
て
は
、
二

〇
一
七
年
度
か
ら
用
地
取
得
を
お
こ
な
い
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
し
た
。

　

役
場
前
線
は
、
二
〇
〇
一
年
に
小
口
線
の
計
画
変
更
に
あ
わ
せ
、

新
た
な
路
線
と
し
て
計
画
し
た
。
整
備
は
、
二
〇
一
五
年
度
よ
り
役

場
東
側
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。

　

こ
の
他
、
一
般
町
道
は
、
農
業
用
と
し
て
整
備
さ
れ
た
道
路
が
生

活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災

害
時
の
避
難
路
と
な
る
道
を
中
心
に
二
〇
一
五
年
度
か
ら
拡
幅
工
事

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
施
工
方
法
は
、
用
地
買
収
を
お
こ
な
う
こ
と

な
く
田
ん
ぼ
か
ら
道
路
に
至
る
法の

り

面め
ん

を
垂
直
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
で

道
路
を
拡
幅
し
、
通
行
の
安
全
を
確
保
し
た
（
２
―
２
―
51
）。

2-2-51　拡幅工事を施工した町道

拡幅後の町道（2022年撮影）拡幅後の町道断面模式図

拡幅前の町道（2022年撮影）拡幅前の町道断面模式図

田んぼの面

拡幅面

境
界
杭

田んぼの面

道路面

法面

境
界
杭

145　 第四節　人が行き交う



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
巡
回
バ
ス
）

　

一
九
九
二
年
に
町
内
の
路
線
バ
ス
（
名
鉄
バ
ス
）
が
休
止
と
な
り
、

鉄
道
と
と
も
に
公
共
交
通
機
関
が
通
ら
な
い
町
と
な
っ
た
。
路
線
バ

ス
の
再
開
は
難
し
く
、
町
は
代
替
と
な
る
交
通
手
段
を
模
索
し
た
。

　

当
初
は
「
路
線
バ
ス
が
休
止
に
な
り
不
便
だ
か
ら
再
開
を
」
と
い

う
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、
高

齢
者
や
車
を
持
た
な
い
住
民
に
対
し
て
移
動
手
段
の
確
保
と
い
う
課

題
と
と
も
に
、
町
内
企
業
へ
通
勤
す
る
車
が
引
き
起
こ
す
渋
滞
の
緩

和
や
駐
車
場
の
確
保
、
排
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
環
境
汚
染
と
い
っ
た
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ
た
。

　

町
は
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
巡
回
バ
ス
試
行
に
関
す
る
研
究
チ
ー
ム

を
作
り
、
巡
回
の
可
能
性
の
調
査
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
経
路
を
設

定
す
る
た
め
に
中
型
バ
ス
で
走
行
し
た
が
、
集
落
内
は
道
幅
も
狭
く

定
刻
に
運
行
で
き
な
か
っ
た
。
一
〇
人
乗
り
程
度
の
ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ

で
あ
れ
ば
、
く
ま
な
く
運
行
が
で
き
た
た
め
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

二
〇
〇
三
年
三
月
、
巡
回
バ
ス
試
行
事
務
局
は
バ
ス
の
試
行
運
行

（
運
賃
無
料
）
を
開
始
し
た
。

　

し
か
し
、
課
題
は
多
く
、
運
行
経
費
の
町
費
負
担
を
抑
え
、
継
続

的
に
運
行
で
き
る
運
営
方
法
の
確
立
と
、
町
域
を
越
え
て
近
接
す
る

名
鉄
犬
山
線
の
駅
（
柏
森
駅
・
布
袋
駅
・
江
南
駅
）
ま
で
ル
ー
ト
を

延
ば
す
こ
と
は
、
避
け
て
通
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
、
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
五
年
八
月
か
ら
大
人
一
〇
〇
円
、
小
学
生
以
下

無
料
と
す
る
有
償
化
実
証
実
験
を
お
こ
な
っ
た
。
同
時
に
柏
森
駅
・

江
南
駅
・
布
袋
駅
へ
接
続
さ
せ
、
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
・
バ
ス
停
設
置

な
ど
を
配
慮
し
、
通
勤
バ
ス
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
町
内
企

業
に
申
し
入
れ
、
支
援
費
を
確
保
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
の
車
両
に
企

業
の
広
告
を
出
資
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
広
告
収
入
も
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
。
以
上
の
収
入
と
県
か
ら
の
補
助
金
を
あ
わ
せ
、
運
行
に

関
す
る
事
業
費
の
う
ち
、
町
が
負
担
す
る
支
出
を
大
幅
に
圧
縮
で
き

た
。

　

こ
の
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
い
う

取
組
み
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
に
愛
知
県
「
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
ラ
イ

フ
推
進
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
朝
の
通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
、
往
路

は
駅
を
利
用
す
る
人
を
、
復
路
は
駅
か
ら
町
内
企
業
へ
向
か
う
人
を

乗
せ
る
と
い
う
、
バ
ス
を
よ
り
効
率
的
に
運
行
す
る
工
夫
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
全
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
合
言
葉
に
、
町
内

の
ど
こ
に
い
て
も
三
〇
〇
ｍ
ほ
ど
歩
け
ば
バ
ス
停
に
到
着
で
き
る
コ
ー

ス
を
設
定
（
２
―
２
―
52
）
し
、
狭
小
な
道
路
で
も
通
行
で
き
る
ワ
ゴ

ン
型
バ
ス
（
２
―
２
―
53
）
を
導
入
し
た
。
ま
た
、
便
ご
と
の
乗
客
数
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2-2-52　コミュニティバス路線図（2023年）
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や
バ
ス
停
ご
と
の
乗
降
状
況
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
毎
年
最
適
な
ダ
イ

ヤ
に
組
み
替
え
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
は
住
民
主
導
で
バ
ス
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
が
結
成
さ
れ
、
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
公
共
バ
ス

の
課
題
を
議
論
し
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
仕
組
み
を
考
え
る
機
会
を

持
つ
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
、
二
〇
一

一
年
以
降
、
利
用
者
数
は
一
二
万
人
台
で
推
移
し
て
き
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
る
高
校
・
大
学
の
休
校
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
増
加
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
度
は
大
幅
に
減
少
し
た
（
２

―
２
―
54
）。

2-2-53　導入当時のバス（2005年）

2-2-54　コミュニティバス利用者延べ人数（『決算に係る主要施策の成果報告書』）

68,248

85,521

105,516

111,408
117,380 121,561

128,975
132,054

121,518

123,920

126,545

120,732

123,183

118,143

86,873

96,831

（年度）

140,000

130,000

120,000

110,000

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

（人）

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

第二章　変わりゆくまちの姿　 148

第二編　政治・経済



第
五
節
　
気
持
ち
を
伝
え
る

	
郵
便
局

　

大
口
郵
便
局
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
月
に
無
集
配
局

と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
近
隣
の
町
村
に
比
べ
非
常
に
遅
く
、

住
民
待
望
の
開
設
と
な
っ
た
（
２
―
２
―
55
）。
開
設
前
は
、
電
報
・

郵
便
と
も
布ほ

袋て
い

郵
便
局
が
担
当
し
、
一
九
二
七
年
か
ら
扶ふ

桑そ
う

郵
便
局

が
担
当
し
た
。

　

大
口
郵
便
局
は
、
開
設
直
後
か
ら
業
務
の
積
極
的
な
拡
大
が
は
か

ら
れ
、
貯
金
・
郵
便
・
為
替
・
保
険
な
ど
を
中
心
に
利
用
度
は
高
か
っ

た
。
一
九
四
八
年
四
月
に
は
、
業
務

の
総
合
的
な
拡
張
と
充
実
の
た
め
、

局
舎
を
新
築
移
転
し
た
。
ま
た
、
一

九
五
五
年
に
は
電
信
業
務
も
一
部
開

始
し
た
。

　

大
口
郵
便
局
は
開
設
以
降
、
移
転

を
繰
り
返
し
て
お
り
（
２
―
２
―
56
）、

当
初
は
小
口
字
宮
前
（
現
下
小
口
一

丁
目
）
地
内
（
❶
）
に
あ
っ
た
が
、

一
九
四
八
年
に
小
口
字
新
田
前
（
現
下
口
七
丁
目
）
地
内
（
❷
）
に

移
っ
た
（
２
―
２
―
57
）。
そ
し
て
、
一
九
七
七
年
、
道
路
の
拡
幅
に

よ
り
小
口
字
植
松
（
現
丸
二
丁
目
）
地
内
（
❸
）
へ
移
転
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
（
２
―
２
―
58
）。
最
初
の
移
転
で
は
建
物
が
完
成
す
る
ま

で
、
当
時
の
役
場
の
敷
地
内
（
＊
）
に
仮
移
転
し
て
い
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
利
用
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
新
た
な

郵
便
局
の
開
設
が
望
ま
れ
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
、
秋
田
一
丁

目
地
内
に
大
口
南
郵
便
局
が
開
局
さ
れ
た
（
２
―
２
―
59
）。

2-2-56　大口郵便局移転位置図

郵便局名 開設年

布 袋 郵 便 局 1873（明治 6 ）年

古知野郵便局 1899（明治34）年

扶 桑 郵 便 局 1908（明治41）年

大 口 郵 便 局 1943（昭和18）年

2-2-55　近隣郵便局開設年
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二
〇
〇
七
年
十
月
か
ら
郵
政

民
営
化
に
と
も
な
い
、
日
本
郵

政
株
式
会
社
の
下
に
郵
便
局
株

式
会
社
・
郵
便
事
業
株
式
会

社
・
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保

険
の
四
社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

郵
政
民
営
化
前
ま
で
は
、
特

定
郵
便
局
で
も
窓
口
で
預
か
る

各
種
郵
便
物
調
べ
や
各
種
貯
金
総
額
調
べ
が
あ
り
、
民
営
化
後
は
業

務
の
集
約
に
よ
り
個
々
の
調
査
が
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
二
〇

二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
町
内
に
あ
る
郵
便
ポ
ス
ト
は
二
九
か
所

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
含
む
）
で
あ
る
。

農
事
有
線
放
送
電
話
施
設

　

こ
の
施
設
は
、
一
九
五
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
農
林
省
（
現
農
林

水
産
省
）
の
新
農
山
漁
村
建
設
計
画
に
よ
り
補
助
対
象
に
含
め
ら
れ
、

翌
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
で
業
務
を

許
可
制
と
し
た
。
そ
し
て
、
農
林
漁
業
地
域
の
電
話
普
及
対
策
と
し

て
大
口
村
農
業
協
同
組
合
は
許
可
を
受
け
、
一
九
五
八
年
に
大
口
村

公
民
館
で
有
線
放
送
開
通
式
を
お
こ
な
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
に
お
け
る
大
口
村
全
体
の
戸
数
一
八
七
一
戸
に
対
し
、

有
線
放
送
電
話
を
架
設
し
た
加
入
者
は
一
三
六
七
戸
で
、
加
入
率
は

七
三
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
電
話
の
加
入
者
は
住
宅
用
の
み
が
一
二

六
戸
で
加
入
率
が
六
・
七
％
と
非
常
に
低
か
っ
た
。
有
線
放
送
電
話

の
加
入
率
は
年
々
下
が
っ
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
非
農
家
世
帯
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
、
加
入
戸
数
に
大
き
な
増
減
は
な
い
（
２
―
２
―
60
）。

　

有
線
電
話
は
当
初
、
電
話
局
と
加
入
者
間
の
一
回
線
を
複
数
の
加

入
者
が
共
有
し
て
利
用
で
き
る
共
同
方
式
で
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
回

2-2-59　大口南郵便局（1995年～）

2-2-58　大口郵便局（1977年～） 2-2-57　大口郵便局（1948年～）
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線
の
家
は
呼
ば
れ
な
く
て
も
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
か
す
か
に
通

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
回

線
使
用
中
で
使
え
な
い
こ
と
を

知
ら
せ
る
役
目
が
あ
っ
た
と
は

い
え
、
通
話
の
秘
密
保
持
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
有
線

電
話
の
使
用
は
非
常
に
多
く
、

交
換
手
は
休
む
ひ
ま
が
な
か
っ

た
。
自
動
接
続
機
器
導
入
ま
で

は
、
有
線
電
話
の
使
用
を
午
後
十
時
ま
で
に
限
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
二
年
、
防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
の
基
地
周
辺
補
助
事
業
と

し
て
、
ク
ロ
ス
バ
ー
方
式
全
自
動
有
線
放
送
電
話
施
設
工
事
を
実
施

し
、
電
話
機
を
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
よ
る
自
動
接
続
・
秘
話
式
に
改
善
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
話
が
他
人
に
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、

よ
り
有
効
的
な
利
用
の
拡
大
を
計
っ
た
。

　

放
送
の
主
な
内
容
は
農
協
・
役
場
の
連
絡
事
項
、
火
災
な
ど
の
緊

急
時
の
放
送
、
学
校
・
保
育
所
な
ど
の
お
知
ら
せ
で
あ
り
、
時
に
は

娯
楽
番
組
・
教
養
番
組
な
ど
も
盛
り
込
み
、
町
民
に
大
変
喜
ば
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
電
話
の
普
及
率
が
上
が
り

有
線
電
話
の
利
用
度
は
極
端
に
減
少
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
視
聴
率

の
上
昇
と
と
も
に
有
線
放
送
へ
の
関
心
が
低
く
な
っ
た
。
農
協
が
お

こ
な
う
有
線
放
送
設
備
の
老
朽
化
が
目
立
つ
中
、
一
九
九
〇
年
に
役

場
庁
舎
内
に
行
政
防
災
無
線
の
機
器
を
設
置
し
、
翌
年
に
防
災
行
政

無
線
受
信
機
の
戸
別
配
布
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
九
二
年
四
月
一
日

か
ら
行
政
情
報
の
放
送
を
開
始
し
、
農
協
は
開
始
を
も
っ
て
有
線
放

送
事
業
を
廃
止
し
た
。

通
信
環
境
の
変
化

　

一
九
五
二
年
に
、
日
本
電
信
電
話
公
社
（
以
下
「
公
社
」）
が
設
立

さ
れ
た
が
、
一
九
五
八
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
有
線
電
話
の
普
及

率
の
方
が
高
か
っ
た
（
２
―
２
―
61
）。
公
社
の
電
話
を
新
規
に
申
し

込
む
に
は
一
九
五
三
年
で
加
入
者
債
券
を
購
入
す
る
た
め
に
約
六
万

円
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
通

話
料
も
必
要
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
九
年
の
有
線
電
話
施

設
の
使
用
料
は
、
月
々
定
額
で

五
五
〇
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
全

町
内
で
公
社
の
電
話
が
交
換
手

で
は
な
く
自
動
接
続
に
な
っ
た

2-2-60　有線放送電話の加入状況
（1958・67年は『大口町史』、1973年以降は

『第 4 次大口町総合計画』）

2-2-61　昭和期の有線電話
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

加入戸数（戸） 加入率（％）

1958 1,367 ―

1967 1,491 57.4

1973 1,496 28.5

1975 1,422 27.8

1983 1,334 27.8
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の
は
、
一
九
六
八
年
に
下
小
口
地
内
に
大
口
電
話
交
換
局
が
扶
桑
電

話
交
換
局
よ
り
離
れ
開
局
し
、
無
人
局
が
で
き
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
住

宅
用
の
固
定
電
話
は
、
一
九
七
五
年
に
普
及
率
が
九
九
％
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
三
月
十
九
日
午
前
〇
時
か
ら
、
局
番
が
九
か
ら
九
五

の
二
ケ
タ
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ
市
外
局
番
（
〇
五
八
七
）

と
な
っ
た
扶
桑
町
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
稲
沢
市
へ
の
通
話
が
市
外

局
番
を
省
略
し
て
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
、
公
社
が
民
営
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
公
社
か
ら

貸
与
さ
れ
た
黒
い
電
話
機
か
ら
、
留
守
番
機
能
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の

送
受
信
が
で
き
る
家
電
製
品
と
し
て
の
多
機
能
な
電
話
機
を
自
由
に

購
入
し
、
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
ベ
ル
が
普
及
し
、
一
九
九
一
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
小
型
軽
量
化
し
た

携
帯
電
話
が
発
売
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
携
帯
電
話
は
単
な
る
通
話
機

能
だ
け
で
な
く
、
カ
メ
ラ
機
能
の
ほ
か
、
様
々
な
機
能
が
付
加
さ
れ

た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
能
を
搭
載
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が
進
み
、
連
絡
手
段
だ
け
で
な
く
、
情
報
の

収
集
・
消
費
活
動
・
支
払
い
な
ど
様
々
な
機
能
が
集
約
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

大
口
町
サ
イ
バ
ー
タ
ウ
ン
・
プ
ラ
ン

　

一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
既
存
の
電
話
回
線
を
使
い
信
号
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
並
行

し
て
使
え
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
が
普
及
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
入
る
と
、
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
よ
り
も
通
信
速
度
が
格
段
に
速
い
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
普
及
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
の
後
半
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

回
線
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
普
及
で
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
通
信
の
高
速
化

と
大
容
量
化
）
の
定
額
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
各
社
の
競
争
が

激
化
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
通
信
が
発
展
す
る
中
、
二
〇
〇
一
年
八
月
の

段
階
で
、
数
年
以
内
に
町
を
含
め
て
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
導
入
し
た
事
業
を

予
定
す
る
通
信
事
業
者
は
な
か
っ
た
。
人
口
規
模
な
ど
に
よ
る
採
算

性
の
問
題
か
ら
、
民
間
に
よ
る
情
報
通
信
基
盤
整
備
が
遅
れ
、
情
報

後
進
地
域
と
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
中
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式

会
社
か
ら
「
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
Ｉ
Ｐ
電
話
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
っ

て
通
話
す
る
電
話
）
を
全
町
内
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
実
験
に
協
力

願
え
な
い
か
」
と
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
町
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

の
孫そ

ん

正ま
さ

義よ
し

社
長
を
迎
え
、
酒
井
町
長
と
大
口
町
サ
イ
バ
ー
タ
ウ
ン
・
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プ
ラ
ン
の
共
同
記
者
会
見
を
開
催
し
た
。
町
全
域
に
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
網
で
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
化
を
進
め
、
情
報
の
共
有
と
ま
ち
づ
く

り
の
優
れ
た
道
具
と
し
て
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

光
ケ
ー
ブ
ル
は
、
新
た
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る

必
要
が
あ
り
、
多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
に
な
る
の
に
対
し
、
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
は
既
存
の
電
話
回
線
網
を
利
用
す
る
た
め
、
低
コ
ス
ト
で
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
を
整
備
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
反

面
、
電
話
交
換
局
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
通
信
速
度
に
差
が
出
る
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
が
、
電
話
交
換
局
が
町
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、

交
換
局
か
ら
直
線
三
㎞
以
内
の
範
囲
に
町
全
体
が
含
ま
れ
、
距
離
の

問
題
も
比
較
的
好
条
件
で
あ
っ
た
。

　

Y
ahoo!BB

の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
モ
デ
ム
を
各
家
庭
で
接
続
す
る
こ
と
で
、

自
宅
の
一
般
電
話
が
Ｂ
Ｂ
フ
ォ
ン
と
な
り
、
通
話
料
が
全
国
一
律
、

距
離
に
関
係
な
く
低
料
金
で
Ｂ
Ｂ
フ
ォ
ン
同
士
の
通
話
料
は
無
料
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
な
い

家
庭
で
も
電
話
の
通
話
料
が
安
く
な
り
、
全
町
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化

を
推
進
で
き
る
と
考
え
た
。

　

翌
二
〇
〇
二
年
一
月
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
三
〇
〇
件
を
選
定
の
上
、

二
月
下
旬
か
ら
実
証
実
験
を
開
始
し
、
通
話
音
声
が
安
定
し
な
い
な

ど
の
問
題
を
克
服
し
た
。
ま
た
、
通
信
デ
ー
タ
を
発
信
す
る
交
換
局

か
ら
三
㎞
で
通
信
速
度
に
差
が
出
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
技
術

の
改
良
の
結
果
、
五
㎞
の
地
点
で
も
安
定
し
た
通
信
速
度
が
保
て
る

よ
う
に
な
り
、
五
月
末
で
実
証
実
験
を
終
了
し
た
。

　

六
月
か
ら
、
全
町
民
を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
回
線
（Y

ahoo!BB

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）
の
受
付
が
開
始
さ
れ
た
。　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
）

　

町
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
町
政
情
報
な
ど
様
々
な
情
報
、
災
害

時
の
防
災
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
開
設
し
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（Facebook

）・
Ｘ

エ
ッ
ク
ス（

旧

T
w

itter

）・
ラ
イ
ン
（LIN

E

）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
町
政
情
報
な
ど
を
不
定
期
に
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（Y

ouT
ube

）
で
は
、
町
内
で
開
催
さ
れ
た

行
事
の
模
様
や
、
五
条
川
の
桜
の
開
花
か
ら
散
る
ま
で
の
間
、
ラ
イ

ブ
配
信
を
す
る
な
ど
様
々
な
動
画
配
信
を
開
始
し
た
。
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第
六
節
　
き
れ
い
な
暮
ら
し

	
塵じ
ん

芥か
い

処
理

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
以
降
、
戦
後
復
興
・
経
済
発
展
が
進

む
中
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
に
よ
っ
て
ハ
エ
や
蚊
の
発

生
、
伝
染
病
の
拡
大
な
ど
公
衆
衛
生
の
問
題
が
生
じ
、
そ
の
対
策
と

し
て
一
九
五
四
年
に
清
掃
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ご
み
の
収
集
・
処
分

を
担
う
市
町
村
に
、
国
・
県
が
財
政
的
・
技
術
的
援
助
を
お
こ
な
う

こ
と
、
住
民
に
も
収
集
に
協
力
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
所
得
の
増
加
や
家

電
の
急
速
な
普
及
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
登
場
な
ど
に
よ
る
販

売
方
式
や
消
費
行
動
の
変
化
に
よ
り
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の

経
済
構
造
が
進
展
し
、
ご
み
は
急
速
に
増
加
・
多
様
化
し
た
。

　

ま
た
、
活
発
な
生
産
活
動
に
よ
っ
て
、
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

各
種
廃
棄
物
の
不
適
切
な
処
理
や
不
法
投
棄
に
よ
り
公
害
問
題
が
顕

著
化
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
に
清
掃
法
が
全
面
改

正
さ
れ
、
廃
棄
物
を
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
に
区
分
し
た
、
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
景
気
に
よ
る
消
費
増
大
や
生
産
活
動
の

拡
大
に
よ
っ
て
、
廃
棄
物
排
出
量
は
増
加
し
続
け
た
。
ま
た
、
大
型

化
し
た
家
電
製
品
な
ど
適
正
処
理
が
困
難
な
廃
棄
物
の
出
現
や
容
器

包
装
の
使
用
拡
大
な
ど
、
廃
棄
物
の
種
類
が
よ
り
一
層
多
様
化
し
た
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
普
及
し
は
じ
め
た
。

　

一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
廃
棄
物
処
理
法
が
改
正
さ
れ
、
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
と
分
別
・
再
生
（
再
資
源
化
）
が
法
律
の
目
的
に
加

わ
り
、
以
後
、
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
制
定
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
経

済
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
し
、
三
Ｒ
（
発
生
抑
制
：Reduce

・
再
使
用
：

Reuse

・
再
生
利
用
：Recycle

）
を
推
進
す
る
循
環
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
大
量
消
費
社
会
の
二
十
世
紀
か
ら
循
環
型
社
会
の

二
十
一
世
紀
へ
移
行
す
る
節
目
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ご
み
減
量
に
向
け
た
啓
発
活
動
や
地
域
に
根
ざ
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
、
積
極
的
な
分
別
収
集
や
そ
の
細
分
化
な
ど
に
住
民

が
協
力
し
、
産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
規
制
も
強
化
さ
れ
る
な
ど
、
実

効
性
あ
る
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ

の
取
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る
環
境
及
び
資
源
に
関
す
る
各
施
設

に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
（
２
―
２
―
62
）。
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中
間
処
理
（
ご
み
焼
却
）

　

一
九
六
七
年
、
一
市
二
町
（
江
南
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
に
よ

る
江
南
市
扶
桑
町
大
口
町
衛
生
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
同
年
に
は
、

ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
用
地
を
大
口
町
大
字
河こ

北ぎ
た

字
南
川
田
地
内

（
管
理
棟
は
河
北
字
柳
原
。
現
大
口
町
河
北
一
丁
目
地
内
）
と
定
め
、

十
一
月
に
は
工
事
を
始
め
た
。

　

一
九
六
九
年
五
月
一
日
、
ご
み
焼
却
施
設
（
処
理
能
力
：
一
二
〇

ｔ
／
二
四
時
間
）
の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式
が
お
こ
な
わ
れ
、
七
月
か
ら
正
式
に
稼

働
を
開
始
し
た
。
竣
工
当
時
は
、
炭
鉱
離
職
者
が
多
く
採
用
さ
れ
、

施
設
内
に
職
員
用
の
住
居
が
併
設
さ
れ
た
（
２
―
２
―
63
）。

　

一
九
八
二
年
に
は
、
ご
み
焼
却
施
設
の
全
面
改
修
（
処
理
能
力
：

一
五
〇
ｔ
／
二
四
時
間
＝
七
五
ｔ
／
二
四
時
間
×
二
炉
）
と
粗
大
ご

み
処
理
施
設
が
併
設
さ
れ
、
組
合
名
を
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
に

改
称
し
、
施
設
名
称
を
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
と
し
た
（
２
―
２
―
64
）。

八
月
十
四
日
に
焼
却
炉
の
火
入
れ
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
一
月
一
日

か
ら
正
式
に
運
転
を
開
始
し
た
。

　

一
九
九
一
年
に
は
最
終
処
分
場
が
併
設
さ
れ
、
焼
却
灰
に
セ
メ
ン

ト
を
混
ぜ
た
固
化
灰
を
埋
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
度
か
ら

二
〇
〇
一
年
度
に
か
け
て
、
排
ガ
ス
高
度
処
理
施
設
整
備
工
事
を
実

施
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
二
〇
一
一
年
度
に
か
け
て
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
機
能
回
復
、
安
全
で
安
定
的
な
燃
焼
維
持
を
目

的
と
し
た
基
幹
整
備
補
修
工
事
を
お
こ
な
い
、
二
〇
一
三
年
度
に
は
、

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
建
屋
の
耐
震
補
強
工
事
及
び
外
壁
や
屋
上
な
ど

の
劣
化
部
補
修
工
事
を
実
施
し
た
。

2-2-64　更新された環境美化センター
（ごみ焼却施設・粗大ごみ処理施設）

2-2-63　ごみ焼却施設（1970年代前半）
手前に職員用住居が見える。

2-2-62　環境及び資源に関する施設位置図
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新
ご
み
処
理
施
設
の
設
置

　

県
は
、
国
が
推
進
す
る
ご
み
処
理
の
広
域
化
政
策
に
基
づ
き
、
一

九
九
八
年
度
に
第
一
次
愛
知
県
ご
み
焼
却
処
理
広
域
化
計
画
を
策
定

し
た
。
そ
の
計
画
で
は
、
県
内
を
一
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
割
り
し
て
、

町
は
、
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
・
岩
倉
市
・
扶
桑
町
と
と
も
に
、

尾
張
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
四
市
二
町
は
、
協
議
を
重
ね
た
も
の
の
難
航
し
、

四
市
二
町
の
枠
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
第
一
小
ブ
ロ
ッ
ク
（
犬

山
市
・
江
南
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
と
第
二
小
ブ
ロ
ッ
ク
（
小
牧

市
・
岩
倉
市
）
に
分
け
て
広
域
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
が
所
属
す
る
第
一
小
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
を
二
〇
〇
九
年
に
策
定
し
た
。
第
一
小
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
に
あ
る

犬
山
市
都
市
美
化
セ
ン
タ
ー
と
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
は
、
両
施
設
と
も
稼
働
後
四
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、
県

内
で
は
最
も
古
く
、
全
国
的
に
み
て
も
老
朽
化
が
進
ん
だ
施
設
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
早
期
に
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
を
整
備
す
る
必
要
性

か
ら
、
二
〇
一
七
年
に
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業
主
体
と
な
る

一
部
事
務
組
合
と
し
て
尾
張
北
部
環
境
組
合
が
設
立
さ
れ
、
江
南
市

内
に
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
着
手
し
た
。

な
ぜ
大
口
町
に
ご
み
焼
却
場
が
で
き
た
の
か

　

父
親
や
近
所
の
年
長
者
か
ら
聞
い
た
と
い
う
、
河
北
に
お
住
い
の
方
々

の
話
で
す
。

　

江
南
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
の
一
市
二
町
で
、
広
域
ご
み
焼
却
場
を
作

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
各
市
町
の
候
補
地
を
出
し
て
検
討

を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
候
補
地
と
な
っ
た
各
市
町
の
地
区
か
ら
は
反

発
が
強
く
、
場
所
選
び
は
難
航
し
ま
し
た
。

　

当
然
、
大
口
町
か
ら
出
し
た
河
北
の
候
補
地
に
も
、「
な
ぜ
大
口
町
な
の

か
。
な
ぜ
河
北
な
の
か
」
と
い
う
反
発
が
あ
り
ま
し
た
。

　

河
北
は
町
の
北
の
端
の
水
田
地
帯
。
そ
の
北
側
に
犬
山
市
の
屠と

畜ち
く

場じ
ょ
うが

あ
り
、
そ
の
血
な
ど
が
水
田
に
流
れ
込
ん
で
い
た
た
め
米
の
収
量
が
少
な

く
、
し
か
も
、
野
犬
や
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ
て
、
大
人
で
も
近
づ
く
の
を
た

め
ら
う
よ
う
な
場
所
で
し
た
。

　
「
米
は
あ
ま
り
取
れ
ん
し
、
野
犬
も
多
い
。
河
北
の
集
落
か
ら
も
少
し
離

れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
、
ど
こ
か
が
受
け
な
い
と
決
ま
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
」

　

そ
ん
な
先
人
の
想
い
が
あ
っ
て
、
大
口
町
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
の
で
は
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

第二章　変わりゆくまちの姿　 156

第二編　政治・経済



粗
大
ご
み
処
理

　

一
九
八
二
年
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
敷
地
内
に
粗
大
ご
み
処

理
施
設
（
処
理
能
力
：
三
〇
ｔ
／
五
時
間
）
を
設
置
し
、
破
砕
処
理

の
上
、
可
燃
物
は
焼
却
、
金
属
類
は
回
収
し
、
資
源
化
を
し
た
（
２

―
２
―
65
）。

最
終
処
分
場

　

一
九
九
一
年
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
敷
地
内
に
最
終
処
分
場

を
整
備
し
、
焼
却
に
よ
り
発
生
し
た
固
化
灰
及
び
不
燃
物
の
埋
立
て

を
開
始
し
た
（
２
―
２
―
66
）。

　

一
九
九
五
年
よ
り
最
終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
た
め
、
公
益
財

団
法
人
愛
知
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
埋
立
場
に
搬
出
を
開
始
し

た
。
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
末
の
最
終
処
分
場
の
埋
立
量
は
、

約
五
三
％
で
あ
る
。

家
庭
ご
み
収
集

　

大
型
消
費
生
活
が
進
行
す
る
中
、
各
家
庭
か
ら
は
排
出
さ
れ
る
ご

み
は
増
加
し
、
生
活
環
境
衛
生
上
、
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
迅

速
化
が
計
ら
れ
る
と
と
も
に
、
不
法
投
棄
の
絶
滅
な
ど
が
求
め
ら
れ

た
。
一
九
七
一
年
に
ご
み
（
可
燃
物
・
不
燃
物
）
の
収
集
を
開
始
し
、

一
九
八
五
年
か
ら
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
が
週
二
回
に
な
っ
た
（
２

―
２
―
67
）。

2-2-66　最終処分場

搬入量（ t ）

1982年度 13

1992年度 169

1997年度 164

2002年度 160

2007年度 146

2012年度 175

2017年度 200

2022年度 258
2-2-65　町が直接搬入した

粗大ごみの搬入量
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不
燃
物
・
資
源
ご
み
収
集

　

二
〇
二
三
年
現
在
、
各
地
区
と
も
月
一
回
、
指
定
の
集
積
場
で
収

集
し
て
い
る
。

　

な
お
、
町
で
分
別
収
集
が
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
七
六
年
に
開
始
し
た
空
き
カ
ン
の
分
別
収
集
が
最
初
で

あ
り
、
分
別
種
類
は
次
第
に
増
加
し
た
（
２
―
２
―
68
）。

2-2-67　可燃ごみ収集経路
（『2022年度大口町まちのカレンダー』）

2-2-68　分別収集のあゆみ

分別収集の内容

1976年度 空きカンの分別収集開始

1978年度 空きビンの分別収集開始

1980年度 不燃物の分別収集開始

1981年度 指定月を設けて粗大ごみを集中的に収集開始

1991年度 廃棄物処理法が改正、廃棄物の排出抑制と分別・再生（再資源化）・各種リ
サイクル法が制定　粗大ごみの収集を毎月実施

1993年度 アルミ缶の分別収集開始

1996年度 ペットボトル・食品トレー・蛍光管の分別収集開始

1999年度 廃食用油の分別収集開始

2000年度 容器包装リサイクル法スタートで容器包装類の分別収集開始

2002年度 資源リサイクルステーション設置（2007年移設）

2014年度 資源ごみ分別啓発 DVD の制作・貸出
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ご
み
の
減
量
化

　

一
九
九
一
年
の
廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
廃
棄
物
の
排
出

抑
制
と
分
別
・
再
生
（
再
資
源
化
）
が
法
律
の
目
的
に
加
わ
っ
た
。

　

ご
み
焼
却
場
が
立
地
す
る
町
内
で
は
、
住
民
の
理
解
・
協
力
も
あ
っ

て
、
ご
み
排
出
・
処
分
に
関
す
る
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
き
て

い
る
。

　

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は
既
に
説
明
し
た
が
、
そ

の
ほ
か
に
も
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
助
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
本
格
的
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
の

は
、
酒
井
町
長
が
提
唱
し
た
全
町
農
業
公
園
構
想
を
起
点
と
す
る
。

　

構
想
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
が
、
家
庭
ご
み
の
残
菜

の
減
量
で
あ
っ
た
。
町
内
で
は
残
菜
は
家
庭
に
お
い
て
庭
先
や
田
畑

で
処
分
す
る
文
化
が
根
付
い
て
い
た
が
、
ご
み
焼
却
場
の
稼
働
や
生

活
水
準
の
向
上
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
く
は
焼
却
処
分
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
町
で
は
そ
れ
を
再
度
、
堆
肥
化
し
て
田
畑
や
花
壇
へ

戻
す
こ
と
に
よ
り
焼
却
量
の
減
量
を
試
み
た
。

生
ご
み
堆
肥
化
の
取
組
み

　

暮
ら
し
の
中
で
ご
み
減
量
化
が
意
識
さ
れ
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
実
践
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
エ
コ
バ
ッ
グ
の
持

ち
歩
き
に
よ
る
レ
ジ
袋
の
削
減
、
詰
め
替
え
用
商
品
の
利
用
に
よ
る

使
い
捨
て
容
器
の
削
減
、
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
こ
れ
ま

で
徐
々
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
が
、
意
識
さ
れ
た
当
初
は
地
球
環
境

を
守
る
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
目
に
見
え
る
形
で
ご
み
の
減
量
に
関

す
る
取
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
、
全
町
農
業
公
園
構
想

事
業
の
一
環
と
し
て
生
ご
み
堆
肥
化
企
画
会
議
を
設
け
、
町
の
現
状

に
あ
わ
せ
た
堆
肥
化
に
つ
い
て
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
、

ご
み
焼
却
場
が
立
地
し
て
い
る
河こ

北ぎ
た

地
区
が
、
他
地
区
に
先
ん
じ
て

生
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
す
実
験
的
な
取
組
み
に
参
加
し
た
。

　

取
組
み
の
考
え
方
は
、
多
量
の
水
分
を
含
む
生
ご
み
は
燃
や
す
の

に
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
燃
や
す
こ
と
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

の
排
出
も
無
視
で
き
な
い
。
生
ご
み
を
堆
肥
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ゴ
ミ
減
量
だ
け
で
な
く
土
壌
改
良
に
つ
な
が
れ
ば
、
ま
さ
に
一
石
二

鳥
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
岐
阜
大
学
の
林

は
や
し

進す
す
む

教
授
の
監
修
を
受
け
、
ド
ラ
ム
缶
を

使
っ
た
手
作
り
の
堆
肥
化
装
置
を
河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
輪
場
に
並

べ
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
２
―
２
―
69
）。
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発
酵
の
促
進
と
臭
気
を
抑
え
る
た
め
納
豆
菌
を
使
い
、
装
置
内
を

撹か
く

拌は
ん

す
る
作
業
を
二
四
時
間
お
こ
な
っ
た
。
生
ご
み
投
入
後
、
二
週

間
ほ
ど
で
で
き
上
が
っ
た
有
機
質
の
堆
肥
は
、
月
一
回
資
源
ご
み
の

回
収
日
に
河
北
学
供
・
仲
沖
集
会
場
・
二
ツ
屋
学
共
で
無
料
配
布
さ

れ
た
。
こ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
が
地
域
住
民
の
協
力
で
あ
っ
た
。
各
家
庭

で
生
ご
み
を
し
っ
か
り
分
別
し
て
出
す
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
収

集
に
は
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
が
参
加
し

た
。

　

早
朝
に
役
場
職
員
が
河
北
地
区
内
の
数
か
所
に
計
二
〇
個
ほ
ど
の

ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
設
置
し
、
回

収
時
間
に
あ
わ
せ
老
人
ク
ラ

ブ
の
会
員
が
手
分
け
し
て
軽

ト
ラ
ッ
ク
で
回
収
す
る
作
業

を
週
二
回
お
こ
な
い
、
そ
れ

が
二
年
ほ
ど
続
い
た
。

　

こ
の
手
作
り
堆
肥
化
装
置

は
地
域
住
民
に
徐
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
、
自
分
た
ち
の
施

設
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ほ
う
き
な
ど
の
掃
除
道
具
を
常
備
し
て
住
民
に
よ
る

掃
除
や
、
脱
臭
装
置
の
取
り
付
け
が
な
さ
れ
、
河
北
地
区
の
ご
み
分

別
意
識
は
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
。

　

堆
肥
化
装
置
が
行
政
と
住
民
の
交
流
の
橋
渡
し
と
な
り
、
ま
た
、

住
民
の
力
が
結
集
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
二
〇
〇
五
年
の
資
源
循

環
型
生
産
シ
ス
テ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
資
源
循
環
型
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
会
主
催
）
に
お
い
て
、
大
口
町
生
ご
み
堆
肥
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
住
民
の
活
動
団
体
も
誕
生
し
た
。

焼
却
ご
み
減
量
促
進
活

動
に
よ
り
環
境
保
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
た
河
北
エ

コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
あ
る
。
こ
の
団
体
は

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
協

力
し
、
で
き
上
が
っ
た

堆
肥
を
積
極
的
に
土
壌

改
良
に
利
用
し
た
（
２

―
２
―
70
）。

2-2-69　駐輪場に置かれた堆肥化装置

2-2-70　堆肥でつくった野菜
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河
北
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
輪
場
を
使
っ
た
実
証
実
験
を
経
て
、
二
〇

〇
四
年
十
一
月
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
の
一
角
に
、
河
北
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
食
品
廃
棄
物
堆
肥
化
施
設
）
を
開
設
し
た
（
２
―
２

―
71
）。
生
ご
み
を
生
分
解
す
る
菌
の
活
動
を
助
け
る
加
温
や
撹か

く

拌は
ん

を

自
動
で
お
こ
な
う
堆
肥
化
機
械
を
三
台
設
置
し
、
生
ご
み
の
収
集
か

ら
機
械
を
操
作
し
堆
肥
を
搬
出
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、
河
北
区
民
の
協

力
に
よ
り
運
営
し
た
。
こ
の
処
理
機
は
、
生
ご
み
の
投
入
後
、
五
日

間
で
生
分
解
に
よ
り
堆
肥
化
す
る
も
の
で
、
そ
の
堆
肥
は
野
菜
作
り

に
活
用
さ
れ
た
が
、
生
ご
み
の
分
別
や
収
集
の
手
間
か
ら
結
果
と
し

て
活
動
の
拡
が
り
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

可
燃
ご
み
二
〇
％
減
量
へ
の
取
組
み

　

愛
・
地
球
博
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
五
年
時
点
で
は
、
町
の
年
間

可
燃
ご
み
焼
却
量
が
増
え
続
け
て
い
た
。

　

可
燃
ご
み
袋
を
開
け
分
析
す
る
と
、
重
量
比
で
四
〇
％
程
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
紙
類
の
ご
み
で
、
こ
れ
を
ど

う
や
っ
て
減
ら
し
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
住
民
・
事

業
所
・
行
政
・
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
減
ら
す
工
夫
は
で
き
な
い
か

と
い
う
強
い
想
い
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
二
〇
〇
五
年
十
一
月
二
十
六
日
に

町
民
会
館
で
焼
却
ご
み
減
量
町
民
集
会
を
開
催
し
、
可
燃
ご
み
量
を

二
〇
〇
四
年
度
比
で
二
〇
％
減
量
を
目
標
と
す
る
焼
却
ご
み
減
量
宣

言
を
採
択
し
た
。

　

以
後
、
二
〇
一
一
年
度
末
時
点
で
家
庭
系
、
事
業
系
を
含
め
約
一

一
％
の
可
燃
ご
み
が
減
量
で
き
た
が
、
二
〇
二
〇
年
の
時
点
に
お
い

て
も
、
目
標
値
で
あ
る
二
〇
％
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

2-2-71　河北エコステーションの
外観（上）と内部（下）
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資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

二
〇
〇
二
年
八
月
、
下
小
口
二
丁
目
地
内
（
旧
愛
知
北
農
業
協
同

組
合
大
口
北
支
店
の
北
側
）
に
開
設
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
四
月
、

下
小
口
六
丁
目
地
内
（
現
オ
ー
ク
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
）
に
、
大

口
町
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
移
設
し
た
（
２
―
２
―
72
）。
ご

み
の
分
別
を
確
実
に
お
こ
な
い
、
焼
却
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
開
設

の
目
的
で
あ
っ
た
。
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
、
い
つ
で
も
ご
み
を

持
ち
込
め
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
評
判
も
よ
く
、
利
用
者
数
も
高
い

水
準
で
推
移
し
て
き
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
施
設
の
利
用
促
進
啓
発
と
ご
み
減
量
に
よ
っ
て
節
減

で
き
た
経
費
を
利
用
者
に
還
元
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
助
成
制
度

を
設
け
た
（
二
〇
二
〇
年
廃
止
）。

　

し
か
し
、
二
〇
一
六
年
頃
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
民
間

業
者
が
積
極
的
に
資
源
回
収
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
利
用
者
は

減
少
傾
向
と
な
っ
た
（
２
―
２
―
73
）。

　

二
〇
二
二
年
度
、
開
業
日
を
火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
週
五
日
に
変

更
し
た
。

2-2-73　資源リサイクルセンター利用者延べ人数（『決算に係る主要施策の成果報告書』）! " #" $$$9:;<=>?@.A+ BCDEFGH $
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2-2-72　資源リサイクルセンター（外観（左）　内部（右））
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有
機
資
源
回
収
（
剪
定
枝
・
草
）

　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
豊
田
地
区
内
、
二
〇
一
六
年
四
月
に
二
ツ

屋
地
区
内
（
大
和
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
敷
地
内
）
に
、
循

環
型
社
会
形
成
の
一
環
と
し
て
剪せ

ん

定て
い

枝
・
草
・
竹
を
分
別
収
集
す
る

目
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機
資
源
保
管
所
を
設
置
し
た
（
２
―
２
―
74
・

75
）。
今
ま
で
焼
却
ご
み
の
中
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
枝
や
草
を
資
源
と

し
て
扱
い
、
焼
却
ご
み
を
減
ら
し
た
。
豊
田
地
区
の
収
集
日
は
金
曜

日
・
日
曜
日
、
二
ツ
屋
地
区
は
土
曜
日
と
月
曜
日
に
収
集
を
お
こ
な

い
、
町
全
体
と
し
て
週
四
回
の
収
集
と
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
剪
定
枝
の
一
部
は
破
砕
機
を
使
っ
て
細
か
く
破
砕
し
、

土
壌
改
良
材
や
マ
ル
チ
ン
グ
材
と
し
た
う
え
で
、
住
民
に
対
し
無
償

で
配
布
を
お
こ
な
っ
た
。

2-2-74　豊田有機資源保管所

2-2-75　二ツ屋有機資源保管所

野
焼
き
の
禁
止

　
昭
和
初
期
、
九
割
以
上
が
農
家
で
あ
っ
た
大
口
町
域
に
お
い
て
、
屋
敷

の
庭
は
農
作
業
が
で
き
る
よ
う
広
く
と
ら
れ
て
い
た
。
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
は
庭
で
焼
却
し
、
大
き
な
ご
み
は
田
畑
で
焼
却
し
た
。

　
生
ご
み
も
、
台
所
か
ら
の
排
水
も
水
路
に
流
れ
出
す
手
前
に
大
き
な
穴

が
あ
り
、
そ
こ
の
沈
殿
物
と
共
に
庭
の
隅
も
し
く
は
田
畑
に
埋
め
て
、
そ

れ
が
微
生
物
に
よ
っ
て
発
酵
分
解
さ
れ
て
肥
料
と
な
り
、
土
に
混
ぜ
る
こ

と
で
肥
沃
な
土
を
作
る
、
ま
さ
に
循
環
型
の
生
活
で
あ
っ
た
。

　
一
九
六
九
年
ご
み
焼
却
施
設
が
操
業
を
開
始
し
た
が
、
多
く
の
家
庭
で

は
、
し
ば
ら
く
以
前
と
同
様
の
対
応
を
し
て
い
た
が
、
暮
ら
し
が
豊
か
に

な
り
、
生
活
用
品
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
、
処
理
し
づ
ら
い
も
の
や
燃

や
す
と
有
害
な
煙
な
ど
を
出
す
も
の
が
増
え
、
野
焼
き
と
称
さ
れ
る
自
家

処
分
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
一
年
四
月
、
廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ
っ
て
原
則
、
ご
み
な

ど
の
野
外
焼
却
が
禁
止
と
な
っ
た
。
庭
先
な
ど
で
の
ご
み
の
焼
却
は
禁
止

行
為
と
な
り
、
次
第
に
家
庭
用
の
焼
却
炉
は
撤
去
さ
れ
、
田
畑
で
の
雑
草

や
剪
定
枝
の
焼
却
も
、
消
毒
成
分
な
ど
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
懸

念
と
、
煙
や
に
お
い
な
ど
か
ら
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ご
み
排
出
量
の
推
移

　

町
内
に
お
け
る
ご
み
排
出
量
の
推
移
を
概
観
す
る
（
２
―
２
―
76
）。

　

家
庭
系
ご
み
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
か
け
て
増
加
す
る
も
の
の
、

そ
の
後
徐
々
に
減
少
し
、
二
〇
一
四
年
度
以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
事
業
系
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
数
の
減
少
、
民

間
の
再
生
資
源
業
者
な
ど
を
活
用
し
た
生
ご
み
の
資
源
化
な
ど
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
度
で
は
二
〇
〇
四
年
度
比
で
約
一

三
％
減
少
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
度
以
降
は
横
ば
い
に
推
移
し
て

い
た
が
、
二
〇
一
五
年
度
以
降
増
加
し
て
い
る
。

　

集
団
回
収
量
は
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
団
体
登
録
し
た
町
内
事
業

所
に
対
し
て
も
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
助
成
金
制
度
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
の
一
〇
年
間
で

約
一
割
増
加
し
て
い
る
。

　

町
の
資
源
ご
み
排
出
量
は
、
二
〇
〇
四
年
度
の
一
六
八
八
ｔ
か
ら

二
〇
一
二
年
度
は
二
一
七
三
ｔ
へ
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
増
加

し
、
そ
の
後
は
二
〇
一
八
年
度
ま
で
一
七
九
七
ｔ
へ
、
緩
や
か
に
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
回
収
や
民
間
の
拠
点
型
回

収
の
増
加
の
影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

総合計 家庭系合計 事業系ごみ（可燃のみ） 資源ごみ 集団回収

総
合
計
（
ｔ
）

内
訳
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）
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2-2-76　ごみ排出量の推移（『大口町ごみ処理基本計画』）
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し
尿
処
理

　

一
九
六
一
年
に
愛
北
衛
生
処
理
組
合
を
設
立
し
、
一
九
六
四
年
か

ら
し
尿
処
理
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
組
合
は
四
市
二
町
（
犬
山
市
・
江

南
市
・
小
牧
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
で
構
成
さ
れ
、
プ

ラ
ン
ト
を
岩
倉
市
野の

寄よ
り

に
設
け
処
理
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

一
九
八
七
年
に
小
牧
市
が
脱
退
し
た
が
、
プ
ラ
ン
ト
の
更
新
を
重

ね
、
一
九
九
三
年
に
、
し
尿
施
設
の
更
新
と
下
水
処
理
施
設
を
新
設

す
る
た
め
敷
地
内
の
再
整
備
を
し
て
、
施
設
名
称
を
愛
北
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
と
し
た
（
２
―
２
―
77
）。

　

一
九
九
九
年
に
は
愛
北
衛
生
処
理
組
合
と
、
尾
張
北
部
聖
苑
・
尾

北
広
域
事
務
組
合
を
統
合
し
て
、
愛
北
広
域
事
務
組
合
と
し
て
名
称

変
更
し
た
。
こ
れ
は
、
尾
北
広
域
事
務
組
合
が
所
管
し
て
い
た
伝
染

病
患
者
の
収
容
隔
離
及
び
治
療
に
関
す
る
事
務
事
業
が
廃
止
さ
れ
、

農
業
共
済
事
務
も
二
〇
〇
三
年
に
は
尾
張
農
業
共
済
事
務
組
合
に
移

譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
三
つ
の
組
合
が
同
じ
三
市
二
町
（
犬

山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
で
構
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
り
統
合
さ
れ
た
。

　

下
水
普
及
率
が
二
〇
〇
六
年
に
前
年
の
二
三
・
三
％
か
ら
五
三
・

七
％
と
急
激
に
上
が
る
と
、
し
尿
収
集
量
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
下
が

り
は
じ
め
て
い
る
（
２
―
２
―
78
）。

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
し尿（Ａ） （単位 kl）

 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量
大口町 476.51 1.95 445.16 1.82 406.2 1.66 420.14 1.75 364.73 1.5
他市町 6377.32 26.14 6311.71 25.87 6073.31 24.79 5512.92 22.96 4909.52 20.2
合　計 6853.83 28.09 6756.87 27.69 6479.51 26.45 5933.06 24.71 5274.25 21.7

1日当たり
の処理量 18.78kl／日 18.51kl／日 17.75kl／日 16.21kl／日 14.45kl／日

浄化槽汚泥（Ｂ） （単位 kl）
 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量

大口町 2945.05 12.07 2898.1 11.88 2976.5 12.15 3013.97 12.56 3473.24 14.29
他市町 68754.57 281.78 70116.22 287.36 69959.81 285.55 71213.29 296.72 72494.67 298.32
合　計 71699.62 293.85 73014.32 299.24 72936.31 297.7 74227.26 309.28 75967.91 312.61

1日当たり
の処理量 196.44kl／日 200.03923kl／日 199.83kl／日 202.81kl／日 208.13kl／日

合計（Ａ）+（Ｂ） （単位 kl）
 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量 年間搬入量 日量

大口町 3421.56 14.02 3343.26 13.7 3382.7 13.81 3434.11 14.31 3837.97 15.79
他市町 75131.89 307.92 76427.93 313.23 76033.12 310.34 76726.21 319.7 77404.19 318.54
合　計 78553.45 321.94 79771.19 326.93 79415.82 324.15 80160.32 334.00 81242.16 334.33

1日当たり
の処理量 215.21kl／日 218.55kl／日 217.58kl／日 219.02kl／日 222.58kl／日

※日量の分母搬入日数    244 244 245 240 243
2019年のみ366日で計算

2-2-77　愛北クリーンセンターへの搬入量
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下
水
道
事
業

　

生
活
雑
排
水
は
、
農
家
に
あ
っ
て
は
敷
地
内
に
水
路
を
作
り
地
下

に
浸
透
又
は
自
然
蒸
発
を
待
つ
、
あ
る
い
は
稲
作
用
水
路
に
流
入
す

る
と
い
っ
た
不
衛
生
な
処
理
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
経
済
発
展
に
よ
っ

て
そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
一
九
六
八
年
、
県
に
お
い
て
総
合
排
水
対

策
の
検
討
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
愛
知
県
広
域
下
水
道
調
査
計
画
会

議
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

　

町
は
県
の
計
画
に
よ
っ
て
、
町
域
の
中
央
を
貫
流
す
る
五
条
川
の

左
岸
と
右
岸
に
処
理
区
域
が
分
け
ら
れ
、
左
岸
処
理
区
は
一
九
七
七

年
、
右
岸
処
理
区
は
一
九
九
二
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
流
域
下
水
道
事
業

と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
事
業
に
着
手
し
た
。
ま
た
、
町
は
一

九
八
八
年
に
大
口
町
公
共
下
水
道
基
本
計
画
を
策
定
し
、
県
の
計
画

見
直
し
に
あ
わ
せ
て
見
直
し
を
お
こ
な
っ
た
（
２
―
２
―
79
）。
具
体

的
に
町
に
お
け
る
公
共
下
水
道
事
業
は
、
県
が
流
域
下
水
道
事
業
と

し
て
、
処
理
場
及
び
処
理
場
か
ら
町
境
ま
で
の
幹
線
管
路
を
整
備
し
、

町
は
流
域
下
水
道
関
連
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
、
区
域
内
の
管
路

を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
が
実
施
し
た
整
備
は
、
一
九
八
八
年
に
五
条
川
左
岸
流
域
の
管

路
整
備
（
処
理
場
は
小
牧
市
に
所
在
す
る
五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン

2-2-78　し尿収集量と下水道普及率（『愛知県統計年鑑』）
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タ
ー
）
に
着
手
し
、
一
九
九
六
年
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
九
八
年
に
五
条
川
右
岸
流
域
の
管
路
整
備
（
処
理
場
は
岩
倉
市

に
所
在
す
る
五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
に
も
着
手
し
、
二
〇
〇

六
年
か
ら
供
用
を
開
始
し
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
普
及
率
が
八
三
・

七
％
ま
で
上
が
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
一
年
、
生
活
排
水
対
策
と
し
て
家
庭
用
の
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
事
業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
三

年
、
五
条
川
右
岸
流
域
下
水
道
区
域
の
大
屋
敷
地
区
と
豊
田
地
区
の

一
部
を
対
象
区
域
と
し
た
農
業
集
落
家
庭
排
水
処
理
事
業
（
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
）
に
着
手
し
、
一
九
九
一
年
、
大
口
町
農
業
集

落
家
庭
排
水
処
理
施
設
で
あ
る
大
口
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
供
用
を
開
始
し
、
下
水
処
理
の
一
端
を
担
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
、

処
理
場
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
排
水
管
を
五
条
川
右
岸
公
共
下
水
道

に
接
続
し
て
処
理
場
を
廃
止
し
た
た
め
、
農
業
集
落
家
庭
排
水
事
業

に
幕
を
下
ろ
し
た
。

公
務
員
は
、
つ
ら
い
よ

　

県
営
垣
田
住
宅
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
住
居
と

し
て
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
マ
ッ
チ
箱
を
並
べ
た
よ
う
な
小
さ
な
平

屋
が
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
七
九
年
、
住
宅
が
新
し
く
鉄
筋
四
階
建
に
替
わ
る
と
い
う
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
住
民
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
県
か
ら
汚
水
処
理
場
を

南
の
角
に
す
る
と
、
隣
接
す
る
区
と
住
民
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
日
目
に
す
る
の
は
ご
め
ん
、
臭
い
も
気
に
な
る
と
反
対
す
る
住
民
に
、

工
事
す
る
側
は
、「
土
地
が
低
い
か
ら
流
し
や
す
い
、
悪
臭
も
最
新
の
科
学

的
処
理
を
お
こ
な
う
か
ら
大
丈
夫
」
と
説
明
さ
れ
、
納
得
の
案
が
出
ず
に

皆
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
折
、
あ
る
方
の
家
の
側
に
持
っ
て
行
く
案
が
出

さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
方
は
公
務
員
で
、
県
か
ら
も
再
三
何
と
か
で
き
な
い
の
か
と
随
分

懇
願
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
家
に
帰
れ
ば
家
族
か
ら
「
引
っ
越
し
た

方
が
い
い
よ
ね
」
と
板
挟
み
に
あ
い
苦
悩
の
日
々
。
県
の
意
向
も
、
住
民

の
立
場
も
知
り
尽
く
さ
れ
て
お
ら
れ
、
心
な
ら
ず
も
受
け
入
れ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
か
。

　

周
り
の
住
民
は
皆
、
そ
の
方
に
感
謝
し
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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2-2-79　下水道計画図（『大口町公共下水道基本計画説明書』2021年度）
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上
水
道

　

町
内
に
お
い
て
昔
か
ら
生
活
用
水
は
、
す
べ
て
の
家
庭
が
井
戸
水

を
使
用
し
て
い
た
。
井
戸
は
大
部
分
が
戸
外
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
の
中
で
不
便
な
面
も
あ
っ
た
。

　

一
九
四
〇
年
代
後
半
、
村
内
在
来
の
井
戸
水
で
は
良
質
な
水
を
得

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
簡
易
水
道
を
つ
く
る
声
が
高
ま
っ
た
。
県

も
一
九
五
〇
年
に
補
助
制
度
を
設
け
て
集
落
単
位
の
小
規
模
な
簡
易

水
道
の
普
及
に
努
め
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
五
二
年
か
ら
は
国
の
補

助
制
度
も
新
設
さ
れ
、
普
及
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

　

一
九
五
四
年
四
月
、
下
小
口
地
区
の
竹
田
集
落
に
、
同
年
十
月
に

は
豊
田
地
区
の
小
折
新
田
集
落
に
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
水
道
が
敷
設
さ
れ

た
。
両
集
落
の
敷
設
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
労
力
提

供
と
と
も
に
、
工
事
費
の
四
分
の
一
は
県
費
補
助
を
う
け
て
完
了
し

た
。
竹
田
集
落
で
は
四
八
戸
、
小
折
新
田
集
落
で
は
二
九
戸
が
簡
易

水
道
を
利
用
し
、
各
戸
の
生
活
改
善
と
と
も
に
集
落
の
環
境
衛
生
面

で
も
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。
こ
の
成
果
が
周
辺
地
区
へ
の
普
及
に

大
き
な
力
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
五
六
年
七
月
に
は
豊
田
地
区
全
域
と
秋
田
地
区
の

一
部
、
小
口
・
余
野
地
区
が
村
の
援
助
を
う
け
、
南
部
水
道
・
北
部

水
道
と
称
し
た
簡
易
水
道
を
敷
設
し
た
。
こ
れ
ら
は
村
営
水
道
で
、

工
事
費
の
四
分
の
一
が
国
費
補
助
を
う
け
て
同
年
十
一
月
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し

た
。

　

そ
し
て
秋
田
地
区
の
替
地
集
落
を
皮
切
り
に
、
大
屋
敷
地
区
・
秋

田
地
区
の
未
敷
設
集
落
に
も
簡
易
水
道
が
完
成
し
、
つ
づ
い
て
河こ

北ぎ
た

・

外
坪
地
区
に
も
敷
設
さ
れ
る
な
ど
、
村
一
円
に
簡
易
水
道
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
当
時
の
村
内
で
は
、
十
一
か
所
に
水
道
組
合
が
で
き
、
簡

易
水
道
の
管
理
運
営
を
お
こ
な
っ
た
。

　

こ
の
際
、
大
屋
敷
地
区
で
は
、
一
九
五
七
年
八
月
六
日
午
前
十
時

か
ら
中
部
簡
易
水
道
と
い
う
名
称
で
竣
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
勤

労
奉
仕
に
よ
り
、
水
道
管
の
埋
設
工
事
は
住
民
も
手
伝
っ
た
。

　

一
九
五
七
年
、
水
道
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
各
地
区
の
簡
易
水
道

は
順
次
、
行
政
の
管
理
に
移
行
し
、
一
九
七
〇
年
よ
り
町
内
一
円
が

大
口
町
営
水
道
と
な
り
、
安
定
供
給
に
努
め
た
。
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尾
張
北
部
水
道
企
業
団

　

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
全
国
的
に
急
激
な
都
市
化
に
よ
る
井

戸
の
乱
掘
と
過
剰
揚
水
の
た
め
、
地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
水
量
不

足
と
水
質
悪
化
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　

尾
張
地
域
全
体
に
お
け
る
水
資
源
の
有
効
な
利
用
開
発
と
、
将
来

を
見
通
し
た
計
画
を
進
め
る
た
め
、
当
該
市
町
村
長
が
県
へ
働
き
か

け
た
。
そ
の
結
果
、
県
は
愛
知
県
営
尾
張
上
水
道
供
給
事
業
計
画
を

立
案
し
、
木
曽
川
を
水
源
と
す
る
尾
張
地
域
全
体
の
水
道
事
業
を
推

進
し
た
。
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
大
口
町
及
び
扶
桑
町
は
、
一

九
七
二
年
四
月
、
尾
張
北
部
水
道
企
業
団
を
現
大
口
町
河こ

北ぎ
た

二
丁
目

地
内
に
設
立
し
た
。

　

当
初
は
、
町
の
町
営
水
道
と
、
扶
桑
町
の
町
営
水
道
・
水
道
組
合

の
簡
易
水
道
を
統
合
し
、
既
存
の
水
源
施
設
を
改
良
し
て
給
水
事
業

を
開
始
し
た
。
一
九
七
五
年
か
ら
は
、
木
曽
川
に
あ
る
取
水
口
か
ら

県
営
犬
山
浄
水
場
で
浄
化
し
た
県
営
水
道
（
以
下
「
県
水
」）
を
河
北

配
水
場
へ
受
水
す
る
よ
う
に
な
り
、
井
戸
か
ら
汲く

み
上
げ
た
地
下
水

（
以
下
「
自
己
水
」）
で
は
不
足
す
る
水
量
を
県
水
で
補
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　

一
九
七
五
年
当
初
、
県
水
の
受
水
量
は
、
総
配
水
量
の
一
〇
％
に

も
満
た
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
六
年
か
ら
県
水
受
水
量
が
自
己
水
量

を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
２
―
80
）。
県
水
は
、
河
北
配
水
場

か
ら
補
給
水
と
し
て
、
町
及
び
扶
桑
町
に
点
在
す
る
配
水
場
へ
送
ら

れ
、
深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
自
己
水
に
加
え
、
塩
素
滅
菌
さ
れ
た

の
ち
に
各
家
庭
に
供
給
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
第
一
期
拡
張
事
業
に
着
手
し
、
一
九
七
五
年
三
月
に
は
河
北

配
水
場
管
理
棟
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

、
一
九
八
一
年
ま
で
に
二
基
（
四
六
〇
〇
㎥
×
二

池
）
の
配
水
池
（
貯
水
タ
ン
ク
）
を
設
置
し
事
業
を
完
了
し
た
。
一
九

八
五
年
以
降
、
簡
易
水
道
敷
設
の
頃
か
ら
使
っ
て
い
る
老
朽
化
し
た
給

水
管
布
設
替
五
か
年
計
画
・
漏
水
対
策
年
次
計
画
・
水
道
整
備
実
施
計

画
を
策
定
・
更
新
し
な
が
ら
、
上
水
道
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
。

丹
羽
広
域
事
務
組
合

　

二
〇
〇
二
年
四
月
、
尾
張
北
部
水
道
企
業
団
と
丹
羽
消
防
組
合

は
、
事
務
の
効
率
化
と
経
費
削
減
を
目
的
に
、
丹
羽
広
域
事
務
組
合

と
し
て
統
合
し
た
。
こ
の
組
合
は
、
水
道
・
消
防
・
事
務
局
の
三
部

門
を
設
置
し
、
両
組
織
に
共
通
す
る
事
務
を
一
本
化
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
の
健
全
化
と
効
率
・
効
果
的
運
用
を
目
指
し
、
施
設

の
統
廃
合
に
取
り
組
み
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
は
扶
桑
北
部
配

水
場
を
新
設
し
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
、
六
か
所
の
配
水
場
と
九
つ
の

水
源
を
効
率
・
効
果
的
に
運
用
し
、
両
町
の
給
水
を
担
っ
て
い
る
。
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2-2-80　年間総配水量中の自己水と県水の量（管内）
（『水道事業年報』）

上
水
道
の
話　

～
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
よ
り
～

　

大
口
町
に
は
、
水
道
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
い
つ
で
も
蛇
口
を
ひ
ね
れ

ば
安
全
な
水
を
安
定
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
昔
か
ら
水

道
が
普
及
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
水
道
普
及
率
は
九

八
％
以
上
と
な
り
、
徐
々
に
普
及
率
が
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
、
水
道
が
な
か
っ
た
時
代
で
は
ど
の
よ
う
な
水
を
利
用
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
川
に
流
れ
る
漂
流
水
、
地
中
を
掘
っ
て
地
下
水
を
利
用
す

る
井
戸
水
な
ど
、
地
域
の
人
々
み
ん
な
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
水

道
が
普
及
し
た
か
と
い
う
と
、
川
や
井
戸
の
水
に
病
原
菌
が
発
生
す
る
事

案
が
多
数
発
生
し
、
不
衛
生
な
水
の
使
用
に
よ
る
感
染
症
が
増
加
し
た
か

ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
日
本
で
初
め
て
と
な
る
水
道

が
横
浜
市
で
生
ま
れ
、
以
降
、
全
国
的
に
上
水
道
が
発
達
し
ま
し
た
。
大

口
町
で
は
、
一
九
七
二
年
に
尾
張
北
部
水
道
企
業
団
が
発
足
し
、
近
代
的

な
上
水
道
の
創
設
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
見
て
も
日
本
の
水
道
事
業
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
走
り
続
け
、

蛇
口
か
ら
の
水
を
飲
め
る
国
は
日
本
を
含
め
て
一
〇
か
国
程
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
で
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
安
心
・
安
全
で
安
定
し
た
水
道

を
め
ざ
し
、
施
設
の
維
持
を
怠
ら
ず
持
続
可
能
な
水
道
供
給
を
目
指
し
て

い
ま
す
。�

（
昭
和
四
十
七
年
生
ま
れ
）
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第
一
節
　
暮
ら
し
を
守
る

	

警
察
と
駐
在
所

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
十
月
の
町
村
合
併
に
よ
り
、
大
口

村
の
前
身
で
あ
る
太お

お

田た

村
・
小お

口ぐ
ち

村
・
富と

み

成な
り

村
が
誕
生
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
警
察
署
の
名
称
変
更
と
、
村
ご
と
に
巡
査
駐
在
所
が

順
次
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
太
田
村
は
小こ

折お
り

警
察
署
（
旧
布ほ

袋て

野の

警
察
署
）、
小
口
村
・
富
成
村
は
小
折
警
察
署
犬
山
分
署 

（
旧
稲い

な

置ぎ

警

察
署
）
の
管
轄
と
な
っ
た
。

　

一
九
〇
六
年
に
三
か
村
が
合
併
し
大
口
村
に
な
る
と
、
全
村
域
が

布ほ

袋て
い

警
察
署
（
一
八
九
四
年
に
小
折
警
察
署
が
改
称
）
の
管
轄
と
な

る
。

　

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
は
警
察
制
度
の
改
革
に
よ
り
、

布
袋
警
察
署
か
ら
国
家
地
方
警
察
愛
知
県
丹
羽
地
区
警
察
署
と
改
称

し
、
そ
れ
と
は
別
に
自
治
体
警
察
署
が
古
知
野
町
・
布
袋
町
・
岩
倉

町
・
犬
山
町
に
で
き
た
。
自
治
体
警
察
署
は
一
九
五
一
年
に
廃
止
さ

れ
、
国
家
警
察
に
統
合
さ
れ
た
。

　

一
九
五
四
年
六
月
に
町
村
合
併
に
よ
り
江
南
市
が
誕
生
し
、
同
年

七
月
、
警
察
法
の
改
正
に
よ
り
愛
知
県
警
察
本
部
が
発
足
す
る
と
と

も
に
、
江
南
警
察
署
と
改
称
さ
れ
た
。
以
降
、
村
は
江
南
警
察
署
の

管
轄
と
な
る
。

大
口
の
駐
在
所

　

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
刊
行
の
『
丹
羽
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
刊

行
し
た
当
時
、
布
袋
警
察
署
管
内
に
は
一
七
か
所
、
犬
山
分
署
管
内

に
は
八
か
所
の
巡
査
駐
在
所
が
あ
り
、
村
内
に
は
豊
田
と
小
口
に
駐

在
所
が
布
袋
警
察
署
管
内
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
。

　

一
九
三
五
年
刊
行
の
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
三
か
所
の
駐
在
所
が

あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
２
―
３
―
１
）。

第
三
章

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
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一
九
六
八
年
、
小
口
駐
在
所
が
新
築
移
転
す
る
と
、
豊
田
駐
在
所

が
大
口
南
駐
在
所
に
、
小
口
駐
在
所
が
大
口
中
駐
在
所
に
、
河
北
駐

在
所
が
大
口
北
駐
在
所
に
名
称
を
変
更
し
た
。
ま
た
、
河
北
地
内
に

あ
っ
た
北
駐
在
所
は
、
一
九
七
〇
年
前
後
に
上
小
口
地
内
に
移
転
し

て
い
る
（
２
―
３
―
２
）。

　

一
九
八
八
年
、
中
駐
在
所
は
改
築
さ
れ
大
口
派
出
所
と
な
り
、
同

時
に
北
駐
在
所
と
南
駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
各
駐
在
所
の
役
割
は
、

大
口
派
出
所
に
集
中
さ
れ
る
。
の
ち
警
察
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
大
口
派
出
所
か
ら
大
口
交
番
と
名
称
が

変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十
二
月
、
大
口
交

番
は
大
口
中
学
校
の
東
に
あ
る
平
和
記
念
公
園
の
南
側
に
移
転
し
て

業
務
を
開
始
し
、
翌
年
一
月
に
開
所
式
を
お
こ
な
っ
た
。

犯
罪
発
生
の
状
況

　

戦
後
の
混
乱
期
に
お
け
る
犯
罪
の
発
生
は
多
く
、
村
内
に
お
い
て

も
一
九
四
八
年
度
の
犯
罪
発
生
件
数
が
五
九
件
で
あ
っ
た
。
以
降

徐
々
に
減
少
し
、
一
九
六
三
年
に
は
一
三
件
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後

は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
件
未
満

で
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
一
〇
〇
件
台
で

推
移
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
六
年
に
二
〇
〇
件
を
超
え
る
と

急
激
に
犯
罪
件
数
が
増
え
、
二
〇
〇
三
年
に
は
七
三
七
件
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
年
以
降
は
、
器
物
損
壊
が
増
え
て
い
る
。
ど
の
年
も
、
犯

罪
件
数
の
八
割
前
後
が
窃
盗
犯
（
侵
入
盗
・
乗
物
盗
・
非
侵
入
盗
）

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
以
降
は
、
犯
罪
件
数
が
減
少
に

転
じ
た
（
２
―
３
―
３
）。

駐
在
所
名

受
持
区
域

設
立
位
置

豊
田
駐
在
所
秋
田
、
豊
田
、
大
屋
敷

大
口
村
大
字
豊
田

小
口
駐
在
所
中
小
口
、
下
小
口
、
余
野
、
竹
田

　
　

同　
　

小
口

河
北
駐
在
所
河
北
、
外
坪
、
上
小
口
、
萩
島
、
二
津
屋　
　

同　
　

河
北

2-3-1　駐在所の受持区域と位置

大口北駐在所

大口南駐在所

大口中駐在所

2-3-2　町内に所在していた駐在所（1972年）
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2-3-3　町内における犯罪発生件数（1948～2020）（1948～1971年『大口町史』、1973～2020年『愛知の犯罪統計』）
※表中斜線は記載なし。

※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

1948 1949 1950 1955 1960 1963 1965 1971 1973 1974 1975 1976 1977 1978

犯罪件数 59 32 43 20 21 13 38 57 65 79 79 107 90 88
窃盗犯 57 66 76 102 84 68

侵入盗

乗物盗

非侵入盗

凶悪犯 ― 1 ― ― ― ―
粗暴犯 5 2 2 2 ― 4
知能犯 2 5 ― ― 1 4
その他 1 5 1 3 5 12

1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1989 1990 1991 1992 1993

犯罪件数 72 88 138 130 149 130 117 132 143 122 120 188 158 185
窃盗犯 64 78 125 126 131 119 105 110 132 112 108 175 143 181

侵入盗 33 25 43 34 51
乗物盗 40 35 60 48 54

非侵入盗 39 48 72 61 76
凶悪犯 ― 1 2 2 ― ― 1 2 1 ― 1 4 2 1
粗暴犯 ― 2 5 1 5 4 ― 2 2 1 3 2 3 2
知能犯 4 2 4 1 11 5 10 18 6 5 6 4 9 ―
その他 4 5 2 ― 2 2 1 ― 2 4 2 3 1 1

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

犯罪件数 204 138 207 218 295 406 433 554 537 737 664 632 468 374
窃盗犯 189 127 188 205 278 396 411 519 498 570 513 503 363 289

侵入盗 67 41 52 35 46 67 44 90 95 111 97 120 67 75
乗物盗 53 29 45 56 56 57 92 113 85 113 79 81 50 47

非侵入盗 69 57 91 114 176 272 275 316 318 346 337 302 246 167
凶悪犯 3 ― 1 2 ― ― 1 ― 1 3 ― ― 1 ―
粗暴犯 1 4 10 2 5 2 10 10 12 16 12 13 10 6
知能犯 2 3 6 6 7 8 5 7 11 25 16 10 7 7
その他 9 4 2 3 5 ― 6 18 15 123 123 106 87 72

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

犯罪件数 440 487 366 387 326 302 297 257 240 271 193 164 114
窃盗犯 374 387 287 305 255 232 228 198 180 211 149 124 82

侵入盗 48 76 71 64 41 54 38 31 24 48 22 18 17
乗物盗 80 106 60 61 68 52 52 33 35 41 29 17 9

非侵入盗 246 205 156 180 146 126 138 134 121 122 98 89 56
凶悪犯 ― ― 2 3 ― 1 ― ― ― ― ― ― ―
粗暴犯 5 7 5 6 3 12 9 11 15 11 12 8 7
知能犯 3 5 4 7 6 4 9 10 9 4 7 5 4
その他 58 88 68 66 62 53 51 38 36 45 25 27 21
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防
犯
灯
設
置
事
業

　

一
九
七
〇
年
代
頃
よ
り
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
防
犯
灯

を
設
置
し
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
以
降
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
と

更
新
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
ほ
ぼ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
に
切
り
か
え
た
。
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
持
つ
特
徴
で
あ
る
蛍
光
灯
式
よ
り
明
る
い
と
い
う
こ
と
に
加

え
、
維
持
管
理
の
面
で
も
長
寿
命
で
電
力
料
金
の
軽
減
効
果
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
国
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
補
助

金
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
集
落
間
の
防
犯
対
策
に

も
目
を
向
け
、
通
学
路
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
の
防
犯
灯
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
災
害
対
策
事
業
と
し
て
も
、
大
口
町
地
域
防
災
計
画
で

避
難
路
に
指
定
し
た
路
線
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明
防
犯
灯
を
増
設
し
た

（
２
―
３
―
４
）。

　

二
〇
二
三
年
の
時
点
で
は
、
二
六
七
九
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し
て

い
る
。

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会

　

二
〇
〇
〇
年
度
に
大
口
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
会
議
が
設
置

さ
れ
て
か
ら
、
地
域
や
関
連
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
い
き
、
安
心

し
て
生
活
を
送
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
自
主
的
な
住

民
の
活
動
で
あ
る
大
口
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
が
発
足
し

た
。
協
議
会
は
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
て
、
犯
罪
の
防
止
に
つ
な

げ
て
い
る
。

あ
ん
し
ん
・
安
全
ね
っ
と

　

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
登
録
制
で
は
あ
る
が
、
防
犯
情
報
や

火
災
情
報
、
生
活
情
報
な
ど
を
町
か
ら
配
信
す
る
こ
と
で
、
住
民
に

対
し
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
八
月
一
日

か
ら
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
二
〇
二
三
年
三
月
末
の
登
録
者
数

は
三
八
二
二
人
で
あ
る
。

交
通
安
全

　

一
九
六
二
年
に
町
内
各
種
団
体
や
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
大
口

町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
発
足
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
や
街
頭
監

視
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
七
七
年
に
は
交
通
指
導
員
の
配
置
を

2-3-4
LED 化された防犯灯

（2022年撮影）
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導
入
し
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の
街
頭
指
導
に
よ
る
事
故
防
止

に
努
め
て
き
た
。
一
九
八
六
年
三
月
に
は
、
大
口
町
交
通
安
全
の
町

宣
言
を
お
こ
な
い
、
交
通
安
全
の
啓
発
看
板
を
建
て
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
七
八
年
に
大
口
南
小
学
校
、
一
九
七
九
年
に
大
口
西

小
学
校
、
一
九
八
〇
年
に
大
口
北
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
交
通
少
年
団

が
結
成
さ
れ
、
警
察
官
や
各
団
体
の
指
導
者
な
ど
の
指
導
に
よ
り
、

交
通
安
全
教
室
、
交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
街
頭
奉
仕
活
動

な
ど
幅
広
い
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。

　

道
路
整
備
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
歩

道
の
用
地
を
確
保
し
、
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
は
歩
車
道
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
特
に
危
険
な
現

場
か
ら
横
断
防
止
柵
を
設
置
し
、
通
学
路
な
ど
で
は
狭
い
道
路
の
路

側
を
緑
色
に
す
る
カ
ラ
ー
塗
装
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
の
通

行
帯
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
整
備
を

す
す
め
た
（
２
―
３
―

５
）。

　

交
通
安
全
に
配
慮
し

た
道
路
の
整
備
を
お
こ

な
っ
て
き
た
が
、
国
道

を
中
心
に
、
町
内
道
路

の
交
通
量
の
増
加
に
と

も
な
い
、
交
通
事
故
の

件
数
も
増
加
し
た
。
人

身
事
故
に
限
れ
ば
一
九

七
〇
年
代
ま
で
は
一
〇

〇
件
未
満
で
あ
っ
た

が
、
一
九
八
〇
年
代
は

一
五
〇
件
前
後
、
一
九

九
〇
年
代
末
か
ら
急
激

に
増
加
し
、
二
〇
〇
四

年
の
三
一
六
件
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
な

り
、
二
〇
一
八
年
以
降

は
二
〇
〇
件
を
下
回
る

よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
３

―
６
）。

2-3-5
カラー塗装された歩行者の通行帯

（2022年撮影）

2-3-6　町内の人身事故の推移（『愛知県統計年鑑』）
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自
主
防
災
組
織

　

一
九
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
第
五
条
第
二
項
に

お
い
て
、
地
域
住
民
に
よ
る
隣
保
共
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な

防
災
組
織
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
一
九
八
五
年
に
大
口
町
自
主
防
災
組
織
設
置
推
進
要
綱

を
作
成
し
、
行
政
区
を
単
位
と
し
て
設
置
推
進
を
図
っ
た
。
同
年
、

余
野
区
と
上
小
口
区
に
設
置
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
九
八
六
年
に

豊
田
区
・
大
屋
敷
区
、
一
九
八
七
年
に
秋
田
区
・
中
小
口
区
、
一
九

八
八
年
に
下
小
口
区
・
さ
つ
き
ケ
丘
区
、
一
九
八
九
年
に
外
坪
区
・

河
北
区
・
垣
田
区
に
順
次
設
置
し
、
防
災
知
識
の
普
及
な
ど
に
努
め

た
。

　

一
九
九
五
年
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、
広
域
に
わ

た
り
同
時
発
生
す
る
大
規
模
な
災
害
に
対
し
、
行
政
組
織
の
対
応
力

の
限
界
を
露
呈
し
た
た
め
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
地
域
住
民
に
よ

る
防
災
活
動
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
町
内
に
お
い

て
も
、
自
主
防
災
組
織
の
設
備
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
用
ホ
ー
ス

や
消
火
器
な
ど
を
各
地
区
に
配
備
し
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
初
動

体
制
を
整
え
、
万
が
一
の
災
害
発
生
に
備
え
た
。

防
災
無
線

　

一
九
九
二
年
、
有
線
放
送
電
話
（
農
業
協
同
組
合
・
市
町
村
な
ど

の
地
域
団
体
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
地
域
内
の
固
定
電
話
兼
放
送
設

備
）
の
廃
止
に
よ
り
、
農
事
放
送
や
行
政
放
送
が
停
止
し
た
（
第
二

編
第
二
章
第
五
節
）。

　

同
じ
時
期
、
国
・
県
に
お
い
て
は
、
東
海
沖
地
震
が
発
生
し
た
際

に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
お
り
、
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
防
災
行
政
用
無
線
の
整
備
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
た
。

　

町
で
は
、
行
政
防
災
無
線
機
（
戸
別
受
信
機
）
を
一
九
九
一
年
に

整
備
し
、
翌
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
。
当
初
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

無
線
で
、
各
世
帯
に
戸
別
受
信
機
を
無
償
貸
与
す
る
と
と
も
に
、
防

災
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋
外
拡
声
器
）
を
設
置
し
た
（
２
―
３
―
７
）。
し

か
し
、
導
入
か
ら
二
〇
年
経
過
す
る
と
、
機
器
の
老
朽
化
や
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
戸
別
受
信
機
の
生
産
終
了
に
と
も
な
い
、
機
器
更
新
の
必
要

に
迫
ら
れ
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
切
り
替
え
、

各
家
庭
へ
は
行
政
防
災
無
線
と
一
般
簡
易
無
線
を
つ
な
ぎ
、
二
〇
一

三
年
か
ら
地
区
ご
と
に
順
次
、
新
し
い
戸
別
受
信
機
（
２
―
３
―
８
）

に
交
換
ま
た
は
新
規
配
付
し
た
。
新
し
い
戸
別
受
信
機
も
、
設
置
を

希
望
す
る
世
帯
に
無
償
貸
与
し
、
毎
日
朝
晩
二
回
、
日
々
の
点
検
を

第三章　豊かな暮らしの実現　 178

第二編　政治・経済



主
な
目
的
と
し
て
町
の
行
事
や
ご
み
の
収
集
日
な
ど
の
生
活
情
報
を

定
時
放
送
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
（
２
―
３
―
９
）。
ま
た
、
火
災
・

気
象
情
報
の
臨
時
放
送
も
あ
り
、
日
常
的
に
活
用
し
て
い
る
。
行
政

防
災
無
線
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
情
報
源
で
あ
り
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
重
要
な
媒
体
で
も
あ
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
洪
水
の

被
害
が
顕
著
に
な
り
、
町
内
で
は
二
〇
〇
〇
年
九
月
に
発
生
し
た
東

海
豪
雨
や
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
起
こ
っ
た
尾
張
北
部
の
局
地
的
豪

雨
に
よ
り
五
条
川
が
越
水
し
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
も
こ
れ
ま
で

の
常
識
で
は
通
用
し
な
い
想
定
外
の
局
地
的
な
短
時
間
豪
雨
な
ど
も

発
生
し
て
お
り
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
２
―
３
―
10
）
の
作
成
や
、

日
頃
か
ら
そ
れ
ら
に
備
え
る
た
め
の
周
知
の
必
要
性
は
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

防
災
倉
庫

　

防
災
備
蓄
品
は
従
来
、
役
場
庁
舎
内
で
保
管
し
て
い
た
が
、
利
便

性
が
悪
く
備
蓄
品
の
増
加
に
も
対
応
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
二
〇
一
三
年
に
役
場
庁
舎
東
側
へ
防
災
倉
庫
を
新
築
し
、

備
蓄
品
の
基
幹
配
布
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
（
２
―
３
―
11
）。
防
災

倉
庫
は
、
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
て
、
延
床
面
積
は
三
六
八
・
七
八
㎡

で
あ
り
、
一
階
に
は
、
長
期
保
存
用
の
ご
は
ん
・
パ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
食
料
の
ほ
か
、
発
電
機
・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
・
災
害
用
ト
イ
レ
な
ど
の
防
災
備
品
を
保
管
し
て
お
り
、
二
階
に

は
事
務
室
を
設
け
、
災
害
時
に
在
庫
管
理
が
で
き
る
。

2-3-7　屋外拡声器
（2021年撮影）

2-3-8　戸別受信機（デジタル方式）
縦15×横18㎝（2021年撮影）

2-3-9　放送卓（2022年撮影）
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2-3-10　洪水ハザードマップ（2020年 4 月作成）
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町
内
に
は
役
場
防
災
倉
庫
の
ほ

か
に
も
、
各
小
学
校
・
大
口
北
防

災
セ
ン
タ
ー
・
さ
つ
き
ケ
丘
防
災

セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館
に
そ
れ

ぞ
れ
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
各
地

域
に
お
い
て
迅
速
に
防
災
備
品
が

運
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
。

さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー

　

さ
つ
き
ケ
丘
区
は
、
地
域
内
の
高
齢
化
率
や
単
身
高
齢
者
世
帯
数

の
上
昇
を
懸
念
し
て
お
り
、
災
害
時
に
お
け
る
最
寄
り
の
避
難
所
整

備
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
三
年
に
老
朽
化
し
た
さ
つ
き
ケ
丘
集
会
所
を
取
り

壊
し
、
新
た
に
さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
。
こ
の
防

災
セ
ン
タ
ー
は
、
延
床
面
積
三
七
五
・
五
一
㎡
、
鉄
骨
造
一
階
建
て

で
あ
り
、
井
戸
や
災
害
備
品
な
ど
、
避
難
所
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、

平
常
時
は
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
３
―
12
）。

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー

　

旧
大
口
北
小
学
校
校
舎
の
取
り
壊
し
時
、
す
で
に
耐
震
工
事
を
終

え
て
い
た
同
校
体
育
館
は
取
り
壊
さ
ず
、
屋
内
運
動
場
と
し
て
利
用

開
放
し
た
。
そ
の
際
、
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
た
が
、

空
調
設
備
の
更
新
や
外
壁
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
時
に
、
北
小
学
校

区
の
防
災
拠
点
と
す
る
案
が
浮
上
し
、
二
〇
二
一
年
に
延
床
面
積
九

九
二
・
三
三
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
に
改
修
し
、
翌

年
か
ら
大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
た
。

　

平
常
時
は
、
大
口
町
北
地
域
自
治
組
織
の
事
務
所
と
し
て
運
用
す
る

こ
と
で
、
防
災
の
み
な
ら
ず
地
域
の
活
動
拠
点
で
あ
る
（
２
―
３
―
13
）。

2-3-11　役場防災倉庫（2022年撮影）

2-3-12　さつきケ丘防災センター（2022年撮影）

2-3-13　大口北防災センター（2022年撮影）
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消
防
団

　

明
治
初
め
の
大
口
町
域
で
は
、
各
戸
で
防
火
に
努
め
る
考
え
方
で

あ
っ
た
が
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
頃
に
は
箱
型
竜

り
ゅ
う

吐ど

水す
い

を
購
入

し
て
消
火
に
あ
た
る
地
区
が
あ
ら
わ
れ
、
一
八
九
二
年
頃
に
な
る
と
、

各
字
に
腕
用
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
年
齢
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
前
後
の

男
子
各
戸
一
人
が
加
入
す
る
私
設
消
防
を
組
織
し
た
。

　

一
八
九
四
年
に
消
防
組
規
則
が
制
定
さ
れ
、
府
県
知
事
の
管
掌
と

し
て
公
設
消
防
組
の
設
置
を
図
り
、
大
口
村
で
は
一
九
二
二
（
大
正

十
一
）
年
か
ら
地
区
ご
と
に
大
口
公
設
消
防
組
へ
と
順
次
改
組
し
た
。

昭
和
に
入
り
、
消
防
組
と
防
護
団
を
統
合
し
、
新
た
な
警
防
組
織
を

設
け
る
た
め
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
一
月
に
警
防
団
令
が
公

布
さ
れ
た
。
明
治
以
来
の
消
防
組
は
解
消
し
、
同
年
四
月
一
日
、
村

も
警
察
の
補
助
機
関
と
し
て
大
口
村
警
防
団
が
発
足
し
た
（
２
―
３
―

14
）。

　

一
九
四
七
年
に
消
防
団
令
が
公
布
さ
れ
る
と
、
従
来
の
警
防
団
は

解
消
し
、
新
た
に
全
国
の
市
町
村
で
自
主
的
民
主
的
な
消
防
団
が
組

織
さ
れ
る
。
村
も
大
口
村
消
防
団
と
し
て
再
び
本
来
の
目
的
で
あ
る

防
火
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
六
二
年
、
町
制
施
行
と
と
も
に
大
口
町
消
防
団
と
改
称
し
た
。

さ
ら
に
丹
羽
消
防
組
合
（
現
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
）
の
発

2-3-14　大口町消防団　年表（『大口町ホームページ　消防団』
『平成 9 年度決算に係る主要施策の成果報告書』）

事　　柄
1939 警防団令公布（消防組と警防団を統合）大口村誓防団（９分団）発足
1947 消防団令公布、大口村消防団と改称　団員数490人
1955 団員数を173人に縮小
1961 団員数を123人に縮小、身分を村直営消防団員に改正
1962 町制施行にともない「大口町消防団」に改称

1976 丹羽消防組合発足（職員数16人）本部分団解散 
大字ごとに９分団編制とする（団員数97人）

1987 大口町小型ポンプ操法大会開始
1997 消防団活動の活性化を目的に委員会を設置
2005 第50回愛知県消防操法大会小型ポンプ操法の部準優勝
2009 第54回愛知県消防操法大会小型ポンプ操法の部準優勝

2010

第55回愛知県消防操法大会小型ポンプ操法の部優勝 
第22回全国消防操法大会で大口町消防団が「優良賞」を受賞 

（愛知県代表として小型ポンプの部に出場し、全国７位に入賞「優良賞」を
受賞） 
初の女性消防団員誕生

2013 日本消防協会特別表彰「まとい」受章 
女性消防団員10人による予防啓発団設置。予備団員制度廃止

2015 第22回全国女性消防操法大会に出場し、敢闘賞を受賞
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足
に
と
も
な
い
本
部
分
団
を
解
散
し
、
消
防
団
活
動
の
活
性
化
を
目

指
し
た
委
員
会
活
動
、
さ
ら
に
は
女
性
の
入
団
な
ど
時
の
経
過
の
中

で
変
化
を
重
ね
た
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四
月
一
日
現
在
の
団

員
数
は
八
一
人
で
あ
る
（
２
―
３
―
15
）。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
消
防
団
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
は
変
わ
っ

て
き
た
が
、
そ
の
使
命
で
あ
る
、
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
、
そ
し
て
「
私
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
の
手
で

守
る
」
と
い
う
信
念
は
変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
。2-3-15　大口町消防団　団員数（2023年 4 月 1 日現在）

（『丹羽広域事務組合消防本部消防年報』）

昭
和
三
十
年
代
の
消
防
団

　

昭
和
三
十
年
代
、
大
口
の
各
集
落
に
は
手
動
式
の
ポ
ン
プ
車
が
あ
り
ま

し
た
。
台
の
両
側
に
大
き
な
車
輪
、
中
央
に
ポ
ン
プ
、
そ
の
両
サ
イ
ド
に

Ｔ
の
字
の
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
皆
で
ハ
ン
ド
ル
を
上
下
に
動

か
し
て
水
を
吸
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
の
制
服
は
、
上
着
は
半は
ん

纏て
ん

で
ズ
ボ
ン
は
股も
も

引ひ

き
タ
イ
プ
の
も
の
で

し
た
。
火
事
の
現
場
ま
で
団
員
が
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
走
り
な

が
ら
ポ
ン
プ
車
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
大
口
に
は
、
消
防
車
が
一
台
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
隊
列
訓
練

は
全
地
区
の
団
員
が
大
口
中
学
校
の
校
庭
に
集
ま
り
、
前
進
・
回
れ
右
・

敬
礼
な
ど
の
訓
練
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

年
末
は
、
集
会
場
で
夜
明
け
ま
で
夜
警
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
会

場
に
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
み
、
す
き
焼
き
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
。
拍
子
木
を

た
た
い
て
「
火
の
用
心
」
と
叫
び
、
深
夜
過
ぎ
ま
で
夜
警
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

地
域
の
実
態
は
、
ど
こ
の
消
防
団
で
も
団
員
が
少
な
く
、
い
ざ
火
災
が

発
生
し
た
場
合
、
火
災
現
場
ま
で
ポ
ン
プ
車
を
迅
速
に
運
ぶ
こ
と
が
難
し

く
、
消
防
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
四
年
生
ま
れ
）

団 長 1人

副 団 長 2人

秋 田 分 団 8人

豊 田 分 団 3人

大 屋 敷 分 団 4人

外 坪 分 団 10人

河 北 分 団 9人

余 野 分 団 9人

上 小 口 分 団 9人

中 小 口 分 団 7人

下 小 口 分 団 9人

予防啓発団員 10人

合　　計 81人
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義
務
金
の
消
滅

　

消
防
団
活
動
を
維
持
す
る
た
め
、
各
分
団
で
は
地
域
内
在
住
の
一

八
歳
以
上
に
あ
た
る
男
性
は
全
員
入
団
し
、
入
団
で
き
な
い
場
合
は

分
団
活
動
費
を
担
う
義
務
金
を
納
め
る
と
い
う
慣
例
が
存
在
し
た
。

し
か
し
、
就
業
形
態
な
ど
に
よ
り
活
動
が
困
難
な
人
が
増
え
、
ま
た
、

男
性
の
み
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
の
不
公
平
さ
や
、
徴
収
す
る
団
員
の

負
担
を
鑑
み
、
平
成
に
入
る
と
、
義
務
金
徴
収
制
度
は
徐
々
に
消
滅

し
て
い
っ
た
。

　

な
お
消
防
団
活
動
は
、
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
活

動
と
い
う
こ
と
で
区
会
か
ら
助
成
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
金
額
に
つ
い
て
は
各
区
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
っ
た
。

消
防
操
法
大
会

　

町
は
消
防
技
術
向
上
を
目
指
し
て
、
一
九
八
七
年
よ
り
、
町
内
の

全
分
団
が
出
場
す
る
大
口
町
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
実
施
し
て
い

る
。

　

愛
知
県
消
防
操
法
大
会
（
以
下
「
県
大
会
」）
は
一
九
五
六
年
に
第

一
回
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
町
は
当
初
、
丹
羽
郡
代
表
と
い
う
枠
で

出
場
し
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
か
ら
大
口
町
・
扶
桑
町
・
葉
栗
郡

木
曽
川
町
（
現
一
宮
市
木
曽
川
町
）
の
三
町
が
輪
番
で
出
場
し
た
。

二
〇
〇
五
年
に
木
曽
川
町
が
一

宮
市
と
合
併
し
た
の
を
機
に
、

大
口
町
・
扶
桑
町
が
隔
年
で
県

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
全
国
消
防
操
法

大
会
が
隔
年
開
催
で
あ
り
、
か

つ
県
は
「
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
」

と
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」

に
交
互
で
代
表
を
派
遣
し
て
い

た
た
め
、
二
〇
〇
九
年
の
県
大

会
か
ら
は
、
両
町
二
年
ご
と
に

出
場
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

大
口
町
消
防
団
は
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
九
年
の
県
大
会
で
準
優

勝
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
優
勝
し
た
た
め
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

そ
こ
で
全
国
七
位
の
優
良
賞
を
受
賞
し
た
（
２
―
３
―
16
）。

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

　

二
〇
一
三
年
、
歴
代
団
員
の
活
躍
、
消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
活

動
や
全
国
消
防
操
法
大
会
へ
の
出
場
経
験
、
日
本
消
防
協
会
の
表
彰

歴
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
日
本
消
防
協
会
表
彰
と
し
て
は
最
高
栄
誉
で 2-3-16　全国消防操法大会に出場した大口町消防団（2010年）
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あ
る
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
授
与
さ
れ
た
（
２
―
３
―
17
）。「
ま
と

い
」
は
、
江
戸
時
代
に
町ま

ち

火び

消け
し

が
用
い
た
旗
印
の
一
種
で
あ
り
、
火

災
現
場
の
屋
根
の
上
で
掲
げ
、
目
印
と
す
る
と
と
も
に
仲
間
を
鼓
舞

し
た
。

団
員
数
の
減
少
・
高
齢
化
と
女
性
団
員
の
加
入

　

消
防
団
員
数
は
、
一
九
七
六
年
に
定
数
を
九
七
人
と
し
た
当
時
、

毎
年
継
続
的
に
入
団
者
が
あ
り
、
団
員
の
勤
続
年
数
は
三
年
か
ら
五

年
で
、
二
〇
〇
四
年
度
ま
で
条
例
定
数
の
団
員
数
を
維
持
し
た
。
し

か
し
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
口
の
増
加
や
就
業
形
態
の
変
化
、
勤
務
時
間

の
多
様
化
に
よ
り
、
徐
々
に
入
団
す
る
消
防
団
員
が
減
少
し
た
。
さ

ら
に
団
員
の
減
少
と
共
に
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
四

月
一
日
現
在
の
団
員
の
平
均
年
齢
は
二
三･

七
歳
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
二
三
年
四
月
一
日
現
在
の
平
均
年
齢
は
四
一･

〇
歳
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
、
町
内
で
は
初
の
女
性
消
防
団
員
が
入
団
し
、
男
性

団
員
と
同
様
に
建
物
火
災
へ
の
出
動
や
訓
練
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
消
防
団
は
消
火
活
動

だ
け
で
な
く
、
防
災
知
識
や
応
急
手
当
て
の
普
及
・
啓
発
な
ど
幅
広

い
活
動
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
口
町
消
防
団
で
も
広
報
活

動
を
主
と
し
て
、
住
民
の
防
災
意
識
と
知
識
習
得
に
貢
献
す
る
役
割

を
担
う
女
性
の
登
用
を
進
め
、
二
〇
一
三
年
に
一
〇
人
が
入
団
し
た
。

　

一
〇
人
の
女
性
団
員
は
、
分
団
所
属
で
は
な
く
、
消
防
団
本
部
付

き
と
し
た
。
主
な
活
動
は
、
火
災
予
防
広
報
を
は
じ
め
、
小
中
学
校

で
消
防
職
員
が
実
施
す
る
救
命
講
習
の
補
助
な
ど
応
急
手
当
の
普
及

活
動
、
保
育
・
幼
稚
園
で
の
防
火
啓
発
活
動
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
二
二
回
全
国
女
性

消
防
操
法
大
会
が
二
〇
一
五
年

に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
際
、

女
性
団
員
は
愛
知
県
代
表
と
し

て
出
場
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し

た
（
２
―
３
―
18
）。
出
場
時
の

名
称
は
大
口
町
女
性
消
防
隊
で

あ
っ
た
。

　

二
〇
二
三
年
四
月
現
在
、
在

籍
し
て
い
る
女
性
団
員
は
一
三

人
で
あ
る
。

2-3-18　全国女性消防操法大会に出場した大口町女性消防隊

2-3-17　特別表彰
「まとい」
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丹
羽
消
防
本
部
の
設
置

　

一
九
七
〇
年
、
新
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
町
内
に
市
街
化
区
域
を

設
定
し
、
の
ち
に
施
行
す
る
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
、
住
宅
建
設
の
活
発
化
を
予
想
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
町
内
企
業
の
建
物
拡
張
と
高
層
化
、
化
学
危
険
物
の
使
用

量
の
増
加
に
よ
り
、
火
災
発
生
率
の
上
昇
と
火
災
に
対
す
る
高
度
な

技
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
専
門
性
を
も
つ
常
備
消
防
（
消

防
署
）
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
小
牧
市
に
委
ね
て
き
た

救
急
搬
送
も
出
動
回
数
の
増
加
に
よ
り
、
町
内
に
消
防
本
部
を
置
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
一
九
七
五
年
十
月
に
、
大
口

町
と
扶
桑
町
に
よ
る
丹
羽
消
防
組
合
が
発
足
し
た
。
当
初
は
扶
桑
町

の
体
育
館
に
仮
事
務
所
を
設
置
し
、
救
急
業
務
と
予
防
業
務
を
開
始

し
た
。　

　

一
九
七
六
年
七
月
、
大
口
町
上
小
口
一
丁
目
地
内
に
新
庁
舎
を
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
同
年
八
月
か
ら
消
防
本
部
と
丹
羽
消
防
署
が
設
置
さ
れ
、
す

べ
て
の
消
防
業
務
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
一
九
番
通
報
を

受
け
て
か
ら
緊
急
車
両
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、
管
内
を
一
二
分

以
内
で
網
羅
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
六
年
四
月
に
は
、
扶
桑
町
内
に
丹
羽
消
防
署
扶
桑
出
張
所

が
で
き
、
一
九
九
八
年
に
は
丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
を
大
口
町
秋

田
一
丁
目
地
内
に
設
置
し
た
。
こ
れ
以
降
、
年
々
増
加
す
る
救
急
搬

送
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
管
内
を
五
分
以
内
で
網
羅
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
四
月
、
大
口
町
と
扶
桑
町
か
ら
な
る
尾
張
北
部
水
道

企
業
団
と
丹
羽
消
防
組
合
を
統
合
し
、
丹
羽
広
域
事
務
組
合
が
発
足

し
た
。
事
務
の
効
率
化
や
経
費
削
減
が
目
的
で
、
新
組
合
で
は
水
道

部
・
消
防
部
・
総
務
部
の
三
部
門
を
設
置
し
、
両
組
織
に
共
通
す
る

事
務
を
一
本
化
し
た
。
総
務
部
は
、
水
道
部
の
あ
る
大
口
町
河
北
二

丁
目
地
内
に
置
か
れ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
に
一
部
改
正
さ
れ
た
消
防
組
織
法
で
は
、
市
町
村
消

防
の
広
域
化
の
推
進
が
示
さ
れ
、
都
道
府
県
に
推
進
計
画
の
策
定
を

求
め
ら
れ
た
。
県
は
二
〇
〇
八
年
に
愛
知
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
示
さ
れ
た
消
防
広
域
化
の
圏
域
七
市
三
町
で

尾
張
中
・
北
部
消
防
広
域
化
研
究
会
が
置
か
れ
、
協
議
を
重
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
春
日
井
市
を
除
く
六
市
三
町

（
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
・
岩
倉
市
・
清
須
市
・
北
名
古
屋
市
・

豊
山
町
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
市
長
・
町
長
を
協
議
会
員
と
す
る

尾
張
中
・
北
部
消
防
広
域
化
準
備
協
議
会
が
発
足
し
、
同
年
十
一
月
、

広
域
化
に
先
行
し
て
消
防
通
信
指
令
事
務
の
共
同
運
用
が
決
定
し
た
。
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二
〇
一
六
年
四
月
に
は
、
尾
張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
小
牧
市

消
防
本
部
に
隣
接
し
て
設
置
さ
れ
、
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
・

岩
倉
市
・
丹
羽
広
域
事
務
組
合
（
大
口
町
・
扶
桑
町
）、
西
春
日
井
広

域
事
務
組
合
（
清
須
市
・
北
名
古
屋
市
・
豊
山
町
）
の
六
市
三
町
に

よ
る
共
同
運
用
が
始
ま
り
、
同
年
よ
り
丹
羽
広
域
事
務
組
合
か
ら
三

人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
に
関
す
る
各
種
統
計

　

大
口
町
内
に
お
け
る
出
火
件
数
と
救
急
活
動
の
推
移
は
、
グ
ラ
フ

に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

建
物
の
出
火
件
数
で
一
〇
件
以
上
に
な
っ
た
年
は
、
丹
羽
消
防
署

が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
六
回
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
３
―
19
）。
最
も

多
か
っ
た
年
は
、
二
〇
〇
六
年
の
一
四
件
で
あ
っ
た
。
最
も
損
害
額

が
多
か
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
七
月
六
日
に
起
き
た
倉
庫
火
災
で
、

損
害
額
は
一
三
億
六
五
六
七
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。

　

救
急
出
動
に
つ
い
て
は
、
急
病
と
一
般
負
傷
の
増
加
が
み
ら
れ
、

合
計
件
数
も
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
（
２
―
３
―
20
）。

2-3-19　出火件数の推移（『丹羽広域事務組合消防本部消防年報』）
※「その他」は、建物火災と車両火災を除く火災であるが「枯草火災」が含まれる。
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1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991

急病（件） 78 102 97 95 100 89 81 83 98 83 96 91 126 122 96

交通事故（件） 62 64 68 75 79 90 91 97 108 104 136 126 144 130 149

一般負傷（件） 12 24 24 28 19 16 22 22 20 17 20 25 17 21 21

労働災害（件） 5 16 15 18 12 8 13 10 17 11 17 23 11 17 15

その他（件） 16 14 14 17 10 19 12 17 14 7 19 8 17 13 18

合計（件） 173 220 218 233 220 222 219 229 257 222 288 273 315 303 299

1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

急病（件） 129 131 126 178 171 187 218 235 231 282 356 345 360 413 409

交通事故（件） 165 154 146 142 125 147 115 155 121 172 136 147 167 165 143

一般負傷（件） 19 17 30 38 33 32 43 52 45 73 62 71 79 73 98

労働災害（件） 12 11 11 18 13 17 16 14 27 23 24 20 18 25 26

その他（件） 12 13 14 21 18 20 19 29 34 33 35 37 35 38 30

合計（件） 337 326 327 397 360 403 411 485 458 583 613 620 659 714 706

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

急病（件） 439 455 425 498 471 503 514 475 500 576 613 674 641 519 619

交通事故（件） 157 145 142 131 134 162 117 145 137 128 142 117 127 86 94

一般負傷（件） 76 77 89 89 101 100 105 114 109 106 137 159 122 157 139

労働災害（件） 21 26 14 14 17 13 15 19 14 15 19 28 26 18 14

その他（件） 28 27 35 30 26 26 39 45 35 53 41 53 69 34 61

合計（件） 721 730 705 762 749 804 790 798 795 878 952 1031 985 814 927
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2-3-20　救急出動件数（『丹羽広域事務組合消防本部消防年報』）
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丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
の
開
所

き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
口
町
の
消
防
団
長
、
役
場
の
担
当
者
や
扶
桑
町
の
消
防
団
長
さ
ん
な

ど
と
合
議
の
上
、
大
口
町
と
扶
桑
町
で
候
補
地
を
出
し
合
う
こ
と
に
な
り
、

扶
桑
町
境
の
上
小
口
地
区
に
、
土
地
の
形
は
少
し
い
び
つ
だ
け
ど
、
こ
こ

で
あ
れ
ば
土
地
の
取
得
が
で
き
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
２

―
３
―
21
）。�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

2-3-21　丹羽広域事務組合消防本部（2022年撮影）

消
防
署
の
設
立
の
願
い

　

私
は
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
か
け
て
消
防
団
の
副
団
長
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
時
中
の
警
防
団
の
頃
か
ら
、
農
業
を
し
な
が
ら
携

わ
っ
て
い
た
の
で
、
消
防
署
が
な
く
と
も
消
火
活
動
は
十
分
で
き
る
と
い

う
自
負
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
工
場
誘
致
に
よ
っ
て
工
場
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
万
が
一
、

工
場
で
火
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
大
規
模
火
災
に
な
り
か
ね
ず
、
昭
和

四
十
年
代
に
入
る
と
消
防
署
の
必
要
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
消
防
署
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
火
災
で

は
な
く
救
急
搬
送
が
遅
れ
知
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
昭
和
四
十
年

代
、
救
急
は
小
牧
の
消
防
署
に
お
願
い
し
て
い
た
そ
う
で
運
悪
く
救
急
車

が
出
払
っ
て
お
り
、
犬
山
の
消
防
署
も
同
様
で
し
た
。
結
局
、
江
南
の
消

防
署
か
ら
救
急
車
が
来
た
の
は
、
最
初
の
通
報
か
ら
一
時
間
近
く
が
経
っ

て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
消
防
団
の
副
団
長
や
農
業
関
係
の
役
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
県

庁
に
行
く
こ
と
も
多
く
、
県
の
消
防
担
当
に
「
大
口
町
に
消
防
署
を
」
と

い
う
話
を
何
度
も
し
ま
し
た
。

　

大
口
は
人
口
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
色
よ
い
返
事
を
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
口
町
単
独
で
は
無
理
だ

け
ど
、
大
口
町
と
扶
桑
町
で
一
つ
の
消
防
署
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
応
援
で
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丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
の
開
所　
丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
は

一
九
九
八
年
に
開
所
し
た
（
２
―
３
―
22
）。

　

丹
羽
消
防
署
管
内
の
理
想
的
な
消
防
署
配
置
数
は
、
消
防
力
の
基

準
（
一
九
六
一
年
）、
消
防
力
の
整
備
指
針
（
二
〇
〇
〇
年
）
を
み
る

と
、
管
内
人
口
五
万
人
で
二
か
所
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
計
画
の
中
で
は
、
道
路
や
地
形
状
況
、
消
防
の
行
動
時
間

や
管
内
面
積
な
ど
か
ら
、
理
想
の

署
所
必
要
数
を
三
か
所
と
算
出
し

て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
、
扶
桑
出
張
所
が

開
所
し
た
後
、
町
南
部
へ
の
出
張

所
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
建
物
延
べ
面
積
六
〇
〇
～
七

〇
〇
㎡
、
職
員
配
置
人
数
は
一
五

人
程
度
、
消
防
・
救
急
活
動
が
可

能
な
車
両
配
置
で
あ
っ
た
。
大
口

出
張
所
の
建
設
予
定
地
と
し
て

は
、
町
南
部
の
主
要
道
路
で
あ
る

県
道
若
宮
江
南
線
、
県
道
宮
後
小

牧
線
、
そ
し
て
都
市
計
画
道
路
で

あ
る
江
南
池
之
内
線
（
県
道
若
宮
江
南
線
と
県
道
宮
後
小
牧
線
を
直

線
で
結
ぶ
建
設
予
定
道
路
）
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
が
選
ば
れ

た
。

　

出
張
所
開
所
前
後
の
消
防
・
救
急
車
の
現
場
到
着
所
要
時
間
別
件

数
を
み
る
と
、
開
所
前
の
一
九
九
四
年
は
八
一
八
件
中
到
着
ま
で
三

～
四
分
は
二
九
七
件
、
五
～
九
分
は
四
二
七
件
で
あ
っ
た
。
扶
桑
出

張
所
開
所
後
の
一
九
九

七
年
は
一
〇
一
五
件

中
、
到
着
ま
で
三
～
四

分
は
五
四
六
件
、
五
～

九
分
は
三
一
六
件
、
大

口
出
張
所
開
所
後
の
一

九
九
九
年
は
一
一
三
九

件
中
、
到
着
ま
で
三
～

四
分
は
六
七
四
件
、
五

～
九
分
は
三
一
五
件
と

な
り
、
出
張
所
建
設

は
、
町
内
の
消
防
力
の

強
化
に
大
き
く
貢
献
し

た
（
２
―
３
―
23
）。

2-3-22　丹羽消防署大口出張所（2022年撮影）

2-3-23　消防・救急車の現場到着所要時間別件数
（『丹羽広域事務組合消防本部消防年報』）
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第
二
節
　
い
の
ち
を
守
る

	
社
会
保
障
制
度

　

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
か
ら
大
口
村
に
お
い
て
工
場
誘
致
が

始
ま
り
（
第
二
編
第
二
章
第
三
節
）、
日
本
全
体
と
し
て
も
高
度
経
済

成
長
へ
と
進
み
出
し
た
頃
、
国
は
一
九
五
八
年
に
国
民
健
康
保
険
法
、

一
九
五
九
年
に
国
民
年
金
法
を
制
定
し
、
両
法
律
と
も
一
九
六
一
年

か
ら
実
施
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
は
国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
と
い

う
社
会
保
障
制
度
も
充
実
し
は
じ
め
た
。

　

こ
れ
よ
り
前
の
医
療
提
供
は
、
医
療
の
値
段
は
医
師
及
び
患
者
の

経
済
状
況
次
第
で
決
ま
る
こ
と
が
多
く
、
貧
困
層
と
富
裕
層
で
受
け

ら
れ
る
医
療
に
格
差
が
あ
っ
た
。
村
は
一
九
五
一
年
に
診
療
所
を
設

置
し
た
が
（
第
二
編
第
三
章
第
三
節
）、
医
療
施
設
は
少
な
く
、『
五

十
年
の
歩
み
』
に
よ
る
と
、
一
九
五
六
年
に
開
業
医
三
人
、
助
産
師

二
人
で
あ
っ
た
。

　

当
初
の
保
険
制
度
は
五
割
給
付
で
入
院
は
事
前
承
認
が
必
要
と
な

り
、
投
薬
に
も
剤
数
に
限
り
が
あ
る
な
ど
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
保

険
外
医
療
も
多
く
存
在
し
た
。
ま
た
、
富
裕
層
は
医
療
費
を
全
額
自

己
負
担
す
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
始
ま
っ
た
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
農
林

漁
業
・
自
営
業
な
ど
を
中
心
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
高
齢
化

社
会
が
進
む
に
つ
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
や
介
護

期
間
の
長
期
化
、
ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
や
介
護
す
る
家
族
の
高

齢
化
、
介
護
に
よ
る
離
職
が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　

国
は
、
民
間
企
業
な
ど
が
介
護
事
業
に
参
入
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
介
護
保
険
制

度
を
創
設
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
満
四
十
歳
に
達
す
る
月
か
ら
保
険
料
の
支
払

い
が
始
ま
り
、
収
入
に
応
じ
て
生
涯
に
わ
た
り
支
払
い
義
務
が
発
生

す
る
。
そ
し
て
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
介
護
保
険
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
満
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
を
第
二
号

被
保
険
者
、
六
十
五
歳
以
上
を
第
一
号
被
保
険
者
と
わ
け
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
に
公
布
さ
れ
た
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
老
人
保
健
制
度
（
一

九
八
二
年
創
設
）
に
か
わ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
制
度
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
人
及
び
一
定
の
障
害
が
あ
る
た
め

申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
六
十
五
歳
以
上
の
人
に
関
す
る
医
療
に

つ
い
て
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
従
来
の
医
療
保
険
制

度
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
運
営
主
体
は
全
市
町
村
が
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加
入
す
る
各
都
道
府
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
し
た
。

　

老
人
保
健
制
度
で
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ
て
保
険

料
に
差
が
あ
り
、
若
人
と
高
齢
者
の
費
用
負
担
が
不
明
確
で
、
医
療

保
険
者
か
ら
は
老
人
保
健
拠
出
金
が
年
々
高
く
な
る
な
ど
の
課
題
が

あ
っ
た
。

　

特
に
国
民
健
康
保
険
で
は
、
所
得
は
低
く
、
医
療
費
は
高
額
で
あ

る
高
齢
者
が
多
く
加
入
し
て
い
る
た
め
、
高
い
拠
出
金
を
支
払
う
必

要
が
あ
る
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
。
町
で
も
二
〇
〇
二
年
度
は
拠
出
金

が
一
番
高
く
、
四
億
二
九
五
四
万
七
九
〇
二
円
で
、
保
険
給
付
費
八

億
五
三
六
七
万
二
四
三
七
円
と
比
較
す
る
と
、
半
額
を
超
え
る
状
況

と
な
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
は
、
保
険
料
を
個
人
単
位
で
住

所
地
の
自
治
体
に
支
払
い
、
自
治
体
か
ら
広
域
連
合
に
納
付
す
る
。

保
険
給
付
は
広
域
連
合
が
お
こ
な
い
、
個
人
負
担
を
除
く
医
療
費
の

財
源
内
訳
は
、
五
割
を
公
費
が
負
担
し
、
一
割
を
高
齢
者
の
保
険
料
、

四
割
を
医
療
保
険
者
が
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
し
て
拠
出
し
た
。

　

以
下
は
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
制

度
に
つ
い
て
、
町
の
統
計
資
料
を
も
と
に
推
移
を
述
べ
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
制
度

　

町
で
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
被
保
険
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

世
帯
単
位
の
被
保
険
者
証
か
ら
個
人
単
位
で
高
齢
受
給
者
証
を
兼
ね

た
被
保
険
者
証
（
以
下
「
保
険
証
」）
に
変
更
し
た
。
一
般
的
に
は
、

七
十
歳
～
七
十
四
歳
の
人
は
、
保
険
証
と
負
担
割
合
が
わ
か
る
高
齢

受
給
者
証
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
期
限
も
異
な
る
。

　

町
は
、
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
す
る
際
に
、
保
険
証
と
高
齢
受
給
者

証
を
一
体
化
し
た
（
２
―

３
―
24
）。

　

二
〇
一
八
年
に
は
、
国

か
ら
各
自
治
体
に
対
し
、

高
齢
受
給
者
証
を
兼
ね
た

保
険
証
の
推
奨
が
あ
っ
た

が
、
町
は
先
行
し
て
実
施

し
た
こ
と
に
な
る
。

2-3-24　高齢受給者証併用保険証の設計案

大口　花子
昭和３５年　９月２３日 平成２０年　４月　１日

平成２０年　１月　１日

保険者番号 保険者名　　大　口　町

退職被保険者扶養

大口　花子
平成２０年　４月　１日

平成２０年　１月　１日

保険者番号 保険者名　　大　口　町

【一部負担割合　1割　】

大口　花子
昭和１０年　９月２３日 平成２０年　４月　１日

平成２０年　１月　１日

保険者番号 保険者名　　大　口　町

高齢受給者証

平平成成２２11年年　　７７月月３３１１日日

999999999999

平平成成２２11年年　　７７月月３３１１日日

999999999999

女

性　別 女

氏　　名

生年月日 交付年月日

性　別

国民健康保険 有効期限

被保険者証 記号番号

取得年月日

世帯主氏名 大口　太郎

印
0000223300661155

住　　所 愛知県丹羽郡大口町下小口七丁目155番地

国民健康保険 有効期限 平平成成２２11年年　　７７月月３３１１日日

被保険者証 記号番号 999999999999
資　　格

国民健康保険

氏　　名

生年月日 昭和２５年　９月２３日 交付年月日

取得年月日 平成２０年　１月　１日 該当年月日

記号番号

大口　太郎
住　　所 愛知県丹羽郡大口町下小口七丁目155番地

印6677223300661155

印
0000223300661155

一般医療被保険者保険証

退職医療被保険者保険証

高齢受給者証併用保険証

住　　所

取得年月日

被保険者証
有効期限

世帯主氏名

愛知県丹羽郡大口町下小口七丁目155番地

世帯主氏名 大口　太郎

氏　　名

生年月日 交付年月日

性　別 女
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加
入
状
況

　

被
保
険
者
の
加
入
状
況
は
、
人
口
の
増
減
・
医
療
制
度
改
正
・
社

会
保
険
の
適
用
拡
大
に
影
響
さ
れ
る
。

　

一
九
九
一
年
度
は
、
全
世
帯
の
約
三
割
の
世
帯
、
人
口
の
二
四
％

が
加
入
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
人
口
増
や
定
年
退
職
に
よ
る
加
入
に

と
も
な
い
、
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
年
々
増
加
し
た
（
２
―
３
―
25
）。

　

二
〇
〇
八
年
度
は
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
被
保
険
者
数
は
減
少
し

た
が
、
そ
の
後
は
横

ば
い
と
な
っ
た
。
二

〇
一
四
年
度
以
降
、

定
年
延
長
や
再
雇
用

に
よ
る
六
十
歳
～
六

十
四
歳
ま
で
の
社
会

保
険
適
用
の
継
続
・

拡
大
の
影
響
も
あ

り
、
被
保
険
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。

　

被
保
険
者
の
年
代

別
区
分
で
は
、
六
十

五
歳
～
七
十
四
歳
ま
で
の
被
保
険
者
の
割
合
が
毎
年
高
く
な
っ
て
い

る
（
２
―
３
―
26
）。
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2-3-26　年代別被保険者数
（『決算に係る主要施策の成果報告書』『大口町国保運営協議会資料』）

2-3-25　国民健康保険世帯加入状況
（『決算に係る主要施策の成果報告書』『大口町国保運営協議会資料』）
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歳
出
と
保
険
給
付
費
の
状
況

　

歳
出
事
業
費
に
つ
い
て
、
一
九
八
九
年
度
か
ら
一
九
九
一
年
度
ま

で
は
若
干
の
減
少
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
度
以
降
は
、
二
〇
〇

八
年
度
と
二
〇
一
二
年
度
を
除
き
二
〇
一
五
年
度
ま
で
ほ
ぼ
増
加
傾

向
と
な
っ
た
（
２
―
３
―
27
）。
二
〇
〇
八
年
度
は
、
医
療
制
度
改
正

に
と
も
な
い
減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
二
〇
一
五

年
度
の
事
業
費
は
、
一
九
九
〇
年
度
の
約
三
・
五
倍
の
額
と
な
る
。

　

以
降
は
、
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
に
よ
る
被
保
険
者
の
減
少
と
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
が
都
道
府
県
単
位
と
な
っ
た
た
め
、
町
の
歳
出
と
し
て
は
介
護

納
付
金
や
共
同
事
業
拠
出
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
な
ど
が
な

く
な
る
な
ど
、
減
少
が
続
い
た
。

　

保
険
給
付
費
は
、
歳
出
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
医
療
制
度
改
正

や
診
療
報
酬
の
改
正
、
被
保
険
者
の
増
減
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。

　

一
九
八
九
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
二
〇
〇
二
年
度
の
減

少
は
、
年
間
保
険
給
付
期
間
の
見
直
し
に
よ
り
一
一
か
月
分
の
保
険

給
付
費
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
二
〇
一
五
年
度
は
、
高
額
薬

剤
が
保
険
適
用
と
な
っ
た
た
め
全
国
的
に
も
医
療
費
が
高
い
。
二
〇

一
六
年
度
以
降
の
減
少
は
、
被
保
険
者
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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国保事業費納付金 その他

2-3-27　歳出事業費の内訳（『大口町歳入歳出決算書』）
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一
般
会
計
繰
入
金
の
状
況

　

一
九
八
八
年
度
は
、
六
八
二
三
万
三
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
は
徐
々
に
増
額
し
、
二
〇
〇
三
年
度
に
二
億
円
を
超
え
、
そ
の

翌
年
に
は
二
億
七
三
〇
万
八
四
六
八
円
と
最
高
額
と
な
り
、
一
九
八

八
年
度
と
比
べ
約
三
倍
の
額
と
な
っ
た
（
２
―
３
―
28
）。

　

二
〇
〇
八
年
度
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
一
億
二
九
五
七
万
三

八
一
四
円
ま
で
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
は
増
減
を
繰
り
返
す
。

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
、
都
道
府
県
単
位
に
広
域
化
し
た
こ
と
に
と

も
な
い
、
保
険
税
の
増
大
を
抑
制
す
る
た
め
財
政
支
援
を
お
こ
な
っ

た
。
こ
の
た
め
一
般
会
計
繰
入
金
は
二
億
円
を
超
え
る
な
ど
、
そ
れ

以
降
は
高
い
水
準
と
な
る
。

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
う
ち
、
低
所
得
者
に
対
す
る
被
保
険
者
の
軽

減
分
を
公
費
に
よ
っ
て
補
填
す
る
保
険
基
盤
安
定
制
度
が
一
九
八
八

年
度
か
ら
始
ま
り
、
創
設
当
時
は
三
二
三
万
三
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
度
に
は
軽
減
率
の
拡
大
や
低
所
得
者
の
人
数
に
よ
り

算
定
さ
れ
た
額
の
繰
り
入
れ
を
す
る
制
度
が
追
加
さ
れ
、
大
幅
な
増

額
と
な
り
、
そ
の
後
も
軽
減
対
象
者
の
拡
大
な
ど
も
あ
っ
て
、
二
〇

一
五
年
以
降
で
は
八
五
〇
〇
万
円
を
超
え
る
額
で
推
移
す
る
。

2-3-28　一般会計繰入金内訳（『大口町歳入歳出決算書』）
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一
人
当
た
り
の
給
付
費
と
納
付
額

　

一
人
当
た
り
の
納
付
額
は
、
一
九
八
九
年
度
の
約
六
万
六
〇
〇
〇

円
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
は
一
〇
万
三

〇
〇
〇
円
を
超
え
、
比
較
す
る
と
そ
の
額
は
、
約
一
・
六
倍
と
な
っ

た
（
２
―
３
―
29
）。

　

一
人
当
た
り
の
給
付
費
は
、
一
九
八
九
年
度
の
約
一
一
万
円
か
ら

徐
々
に
上
昇
し
、
特
に
二
〇
〇
八
年
度
は
、
自
己
負
担
の
見
直
し
や

医
療
の
高
度
化
に
よ
り
、
前
年
と
比
べ
四
万
五
〇
〇
〇
円
急
激
に
上

昇
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
一
・
二
〇
一
二
年
度
は
減
少
し
た
も
の
の
、
二

〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
五
年
度
に
か
け
て
は
急
上
昇
し
た
。
特
に

二
〇
一
五
年
度
は
、
前
年
九
月
に
高
額
な
薬
剤
が
承
認
さ
れ
保
険
適

用
と
な
っ
た
た
め
、
全
国
的
に
医
療
費
が
上
昇
し
た
。
二
〇
一
六
年

度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
に
か
け
て
は
二
九
万
円
台
を
推
移
し
て
お
り
、

一
九
八
九
年
度
の
約
二
・
六
倍
で
あ
る
。

　

給
付
費
に
対
し
て
の
保
険
税
の
負
担
割
合
を
み
る
と
、
一
九
八
九

年
度
は
約
六
割
と
高
か
っ
た
が
、
財
政
支
援
や
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
な
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
度
以
降
は
三

割
か
ら
四
割
の
間
で
推
移
す
る
。

2-3-29　 1 人あたりの給付費と納付額
（『大口町歳入歳出決算書』『国保運営協議会資料』）
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介
護
保
険
制
度

　

介
護
保
険
が
創
設
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
度
に
お
け
る
町
の
高
齢
化

率
は
一
三
％
で
あ
っ
た
が
、
年
々
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年

度
は
二
二
・
七
％
と
な
っ
た
（
２
―
３
―
30
）。

　

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
に
お
い
て
も
二
七
三
三
人
か

ら
二
倍
以
上
の
五
五
〇

八
人
と
な
り
、
そ
の
う

ち
七
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
の
割
合
は
年
々
上

昇
し
、
二
〇
二
〇
年
度

に
は
全
体
の
半
数
を
超

え
る
な
ど
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
る
。

　

世
帯
の
状
況
に
お
い

て
も
、
六
十
五
歳
以
上

の
単
身
世
帯
や
高
齢
夫

婦
世
帯
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。

介
護
保
険
料
の
推
移

　

介
護
保
険
料
は
、
三
年
に
一
度
改
定
さ
れ
、
金
額
は
市
町
村
が
定

め
る
。
町
に
お
け
る
第
一
期
の
介
護
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）
は
二

九
四
一
円
で
、
県
内
に
お
い
て
三
番
目
に
高
く
、
県
や
国
の
平
均
を

や
や
上
回
っ
て
い
た
が
、
第
二
期
以
降
は
、
県
や
国
の
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
（
２
―
３
―
31
）。

　

第
八
期
に
お
け
る
、

国
・
県
平
均
の
保
険
料
基

準
額
は
、
創
設
時
と
比

べ
、
二
倍
を
超
え
る
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
は
約

一
・
五
倍
の
額
に
と
ど
ま

り
保
険
料
の
上
昇
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
保
険
料
段
階
は
、

国
の
基
準
よ
り
段
階
を
多

く
し
、
所
得
の
中
間
層
に

納
付
し
や
す
い
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

2-3-30　高齢化率と第 1 号被保険者（65歳以上）の推移
（『大口町介護保険事業報告書』）

2-3-31　介護保険料基準額（月額）の推移
　　（『大口町高齢者ほほえみ計画』『厚生労働省資料』『愛知県高齢福祉課資料』）

65～74歳 75歳以上 高齢化率（％）
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大口町 愛知県平均 国平均 大口町 国

第1期（2000年度〜2002年度） 2,941 2,737 2,911 5 5
第2期（2003年度〜2005年度） 2,941 2,946 3,293 6 5
第3期（2006年度〜2008年度） 3,450 3,993 4,090 7 6
第4期（2009年度〜2011年度） 3,450 3,941 4,160 9 6
第5期（2012年度〜2014年度） 3,750 4,768 4,972 10 6
第6期（2015年度〜2017年度） 3,750 5,191 5,514 11 9
第7期（2018年度〜2020年度） 4,041 5,526 5,869 11 9
第8期（2021年度〜2023年度） 4,596 5,732 6,014 15 9
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歳
出
と
保
険
給
付
費

　

介
護
保
険
制
度
創
設
時
の
二
〇
〇
〇
年
度
の
事
業
費
は
、
約
四
億

四
〇
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
五
年
度
に
は
一
〇
億
円
を
超

え
、
年
々
上
昇
し
て
い
る
（
２
―
３
―
32
）。

　

総
事
業
費
（
歳
出
合
計
）
の
う
ち
大
部
分
を
保
険
給
付
費
で
占
め

て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
保
険
給
付
費
は
約
三
億
八
三
〇
〇
万
円
、

そ
の
う
ち
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
約
一
億
二
六
〇
〇
万
円
、
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は

約
一
億
二
六
〇
〇
万

円
で
あ
っ
た
が
、
一

〇
年
後
の
二
〇
一
〇

年
度
に
は
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
が
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を

上
回
り
、
そ
の
後
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
年
々
増
加
し
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

要
介
護
認
定
者
数
の
推
移

　

介
護
保
険
制
度
を
創
設
し
た
二
〇
〇
〇
年
度
の
要
介
護
認
定
者
数

は
、
介
護
保
険
制
度
の
周
知
度
も
低
く
三
一
四
人
で
あ
っ
た
が
、
制

度
が
周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
認
定
者
は
年
々
増
加
し
、
二
〇
二
〇
年

度
に
お
い
て
は
六
八
六
人
と
な
り
、
二
倍
を
超
え
る
人
数
と
な
っ
た
。

　

認
定
者
の
要
介
護
度
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
要
支
援
者
は

四
七
人
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
、
二
〇
二
〇
年
度
で
は
一
五
二

人
と
三
倍
を
超
え
た
。
特
に
二
〇
〇
六
年
度
は
、
国
に
よ
る
介
護
認

定
区
分
の
見
直
し
が
あ
り
、
要
支
援
は
要
支
援
一
、
要
介
護
一
は
要

支
援
二
と
要
介
護
一
に
変
更
し
た
た
め
、
要
介
護
一
が
減
り
、
要
支

援
者
が
多
く
な
っ
た
。

　

要
介
護
一
・
二
の
軽
度
認
定
者
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
が
五
二
％
、

一
六
三
人
と
半
数
を
超
え
て
い
た
が
年
々
割
合
は
減
少
し
、
二
〇
二

〇
年
度
は
四
〇
％
、
二
七
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
要
介
護
三
～
五
の

重
度
認
定
者
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
三
三
％
、
一
〇
四
人
と
三
分
の
一

を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
年
々
人
数
が
増
加
し
二
〇
二
〇
年
度
は

二
五
九
人
と
、
二
〇
年
前
と
比
べ
二
・
五
倍
に
な
っ
て
い
る
（
２
―

３
―
33
）。

2-3-32　保険給付費の推移（『大口町歳入歳出決算書』）

居宅介護サービス 地域密着型介護サービス
施設介護サービス その他
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主
な
介
護
者
の
状
況

　

主
な
介
護
者
の
性
別
に
つ
い
て
、
大
口
町
が
三
年
に
一
度
お
こ
な
っ

て
い
る
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
度
の
調

査
で
は
、
女
性
が
八
〇
・
八
％
と
高
く
、
多
く
は
配
偶
者
や
子
の
妻

が
介
護
を
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
九
年
度
の
調
査
で
は
、
女
性
は
六

一
・
九
％
と
減
り
、
男
性
が
三
七
・
七
％
と
高
く
な
っ
て
お
り
、
退

職
し
た
息
子
が
介
護
を
す
る
と
い
う
状
況
が
増
加
し
て
い
る
（
２
―
３

―
34
）。

　

ま
た
、
介
護
者
の
年
齢
は
高
齢
化
が
進
み
、
七
十
歳
代
以
上
が
全

体
の
約
四
割
を
占
め
て
お
り
、
老
々
介
護
の
状
況
を
読
み
と
る
こ
と

が
で
き
る
（
２
―
３
―
35
）。

2-3-33　認定者数の推移（『決算に係る主要施策の成果報告書』『大口町介護保険事業報告書』）
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重度合計（要介護3・4・5） 合計

2-3-34　主な介護者の性別
（『大口町高齢者実態調査報告書』）

 
 

42人
18.8%

181人
80.8%

1人 0.4%2001年度

男性 女性 無回答

103人
37.7%

169人
61.9%

1人 0.4%2019年度

男性 女性 無回答
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

保
険
料
率
は
、
愛
知

県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
二
年
ご
と
に

保
険
給
付
の
見
込
み
の

も
と
見
直
し
を
お
こ
な

う
。
そ
の
推
移
を
み
る

と
、
制
度
創
設
時
か
ら

二
〇
一
七
年
度
ま
で

年
々
上
昇
し
た
が
、
翌

年
度
の
保
険
料
率
は
、

前
年
度
に
余
剰
金
が
多

く
出
た
た
め
所
得
割
、

均
等
割
が
共
に
減
少
と

な
っ
た
（
２
―
３
―
36
）。

　

賦
課
限
度
額
は
、
創

設
時
は
五
〇
万
円
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
二
〇

年
は
、
六
〇
万
円
と
上

昇
し
て
い
る
。

2-3-35　主な介護者の年代別（『大口町高齢者実態調査報告書』）

 

2001年度

４０歳未満 40～64歳
６5～74歳 ７5歳以上
無回答

2人
0.7%

83人
30.4%

78人
28.6%

69人
25.3%

39
14.3%

2人
0.7%

2019年度

４０歳未満 40代・５０代
６０代 ７０代
８０代以上 無回答

13人
5.8%

131人
58.5%

55人
24.6%

18人
8.0%

7人
3.1%

均等割（円）

均
等
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・
賦
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（
円
）
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2-3-36　保険料率等の推移（『愛知県後期高齢者医療広域連合資料』）
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被
保
険
者
数
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

　

被
保
険
者
数
は
、
二
〇
〇
八
年
度
が
一
六
六
六
人
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
年
々
増
加
し
、
二
〇
二
〇
年
度
に
は
二
九
七
四
人
と
な
り
、

制
度
創
設
時
の
一
・
八
倍
と
な
っ
た
（
２
―
３
―
37
）。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
は
、
町

が
被
保
険
者
か
ら
徴
収

し
た
保
険
料
な
ど
を
愛

知
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
納
付
す
る

も
の
で
あ
り
、
被
保
険

者
数
と
同
様
に
増
加
傾

向
で
あ
る
。
二
〇
〇
八

年
度
の
一
億
四
〇
五
九

万
二
二
三
七
円
に
対

し
、
二
〇
二
一
年
度
は

三
億
四
八
三
九
万
四
六

四
三
円
と
約
二
・
五
倍

の
額
と
な
っ
た
。

障
が
い
者
の
自
立
支
援
　

　

障
が
い
者
福
祉
は
、
一
九
四
九
年
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
と
一
九
六

〇
年
の
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
旧
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
）
に
基
づ
き

進
め
ら
れ
た
が
、
障
が
い
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
七
〇
年

に
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
一
九
九

三
年
に
障
害
者
基
本
法
へ
と
改
め
、
国
が
障
害
者
基
本
計
画
を
策
定

し
、
市
町
村
も
障
害
者
計
画
の
策
定
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
。

　

同
年
、
国
際
連
合
に
お
い
て
障
が
い
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が

採
択
さ
れ
、
日
本
は
二
〇
〇
七
年
に
署
名
し
、
障
害
者
基
本
法
の
改

正
や
障
害
者
総
合
支
援
法
へ
の
改
正
な
ど
国
内
法
の
整
備
が
進
め
ら

れ
、
日
本
は
二
〇
一
四
年
に
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
八
年
の
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
市

町
村
は
障
害
児
福
祉
計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
ら
れ
た
。

障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
市
町
村
障
害
者
計
画

　

町
は
一
九
九
九
年
、
障
が
い
福
祉
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
た
第
一
期
大
口
町
障
害
者
計
画
を
策
定
し
た
。

　

第
一
・
二
期
計
画
は
五
年
ご
と
、
以
降
六
年
ご
と
に
改
訂
し
、
二

〇
二
一
年
に
は
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
み
計
画
（
第
五
期
大
口
町

2-3-37　被保険者数と 1 人あたりの納付額の推移
（『愛知県後期高齢者医療広域連合資料』）
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障
害
者
計
画
）
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
と
も
に
分
か
り
合
い
、
と
も
に
支
え
合
う　

み

ん
な
で
つ
く
る
ま
ち　

お
お
ぐ
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
、
障
害
者
基

本
法
の
目
的
で
あ
る
「
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社

会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
障
が
い
者
一
人
ひ
と
り
の
潜
在
的
な
能
力

を
引
き
出
し
、
伸
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
生
活
の
質
を
高
め
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
、
第
一
期
大
口
町
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
三
年
ご
と
に
改
定
し
、
二
〇
一
八
年
か
ら
は
、
第
五
期

大
口
町
障
害
福
祉
計
画
と
、
障
が
い
児
を
対
象
に
し
た
第
一
期
大
口

町
障
害
児
福
祉
計
画
を
あ
わ
せ
て
策
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

障
が
い
児
に
対
す
る
通
所
支
援
な
ど

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
障
が
い
児
に
対
す
る
発
達
支
援
を
お

こ
な
う
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
規
定
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
障
が
い
児
通
所
支
援
（
児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
医
療
型
児
童
発
達
支
援
・
保
育
所
な
ど
訪
問
支
援
）
と

し
て
児
童
福
祉
法
に
引
き
継
が
れ
、
町
内
外
の
民
間
事
業
所
に
お
い

て
障
が
い
児
に
対
す
る
発
達
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
は

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
事
業
法
（
現
社
会
福
祉
法
）
に

基
づ
き
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
・
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
非
営

利
の
民
間
組
織
で
あ
る
。

　

社
会
福
祉
事
業
法
は
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
六
月
に
施

行
さ
れ
、
初
め
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
た
が
、

都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
、
日
本
社
会
事
業

協
会
と
戦
災
者
の
保
護
に
あ
た
っ
て
い
た
同
胞
援
護
会
、
全
日
本
民

生
委
員
連
盟
の
三
団
体
が
統
合
し
て
、
中
央
社
会
福
祉
協
議
会
（
中

央
社
協
）
が
発
足
し
た
（
後
に
「
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
」
に
改
称
）。

　

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
一
九
五
〇
年
十
二
月
に
県
内
の
社

会
福
祉
事
業
関
係
者
・
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
社
会
福
祉
事
業
法

の
施
行
に
と
も
な
い
、
一
九
五
二
年
五
月
に
社
会
福
祉
法
人
と
な
っ

た
。
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
三
月

ま
で
に
全
て
の
市
町
村
で
設
立
が
完
了
し
た
。

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
沿
革

　

社
会
福
祉
事
業
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
一
九
五
一
年
に
任
意
団

体
と
し
て
大
口
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足
し
た
。
主
な
役
割
は
、

地
域
の
諸
問
題
に
つ
い
て
対
策
を
協
議
し
、
福
祉
活
動
の
総
合
的
な
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計
画
を
立
て
、
住
民
相
互
の
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第

一
次
大
口
町
総
合
計
画
（
一
九
六
六
年
）
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
「
社
協
」）
を
強
化
す
べ
く
専
任
の
職
員
を
配
置
し
、
住
民
の

保
健
福
祉
を
増
進
す
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
社
協
は
、
民
生
委
員
・

保
護
司
・
更
生
保
護
婦
人
会
・
婦
人
会
な
ど
の
代
表
で
組
織
さ
れ
て

お
り
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
町
の
所
管
課
に
よ
っ
て
社
協
の
事
務
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
当
時
の
活
動
は
各
構
成
団
体
の
活
動
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

例
え
ば
民
生
委
員
の
活
動
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
世
帯

構
成
運
動
や
心
配
ご
と
相
談
事
業
、
一
九
六
一
年
か
ら
県
社
協
よ
り

市
町
村
社
協
が
委
託
を
受
け
開
始
し
た
く
ら
し
資
金
貸
付
業
務
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
三
年
の
社
会
福
祉
事
業
法
の
改
正
で
、
こ
れ
ま

で
任
意
団
体
で
あ
っ
た
市
町
村
社
協
が
法
人
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
的
信
用
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
の
専
門
機
関
と
し
て
の

責
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
県
社
協
は
同
年
に
市
町
村
社
協
機
能

基
盤
強
化
計
画
を
策
定
し
、「
未
法
人
社
協
は
向
こ
う
五
年
間
（
一
九

八
七
年
ま
で
）
に
法
人
格
を
取
得
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。

こ
の
た
め
、
法
人
化
さ
れ
て
い
な
い
市
町
村
社
協
へ
出
向
き
、
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
協
議
す
る
一
日
県
社
協
を
実
施
し
た
。
町
で

は
一
九
八
五
年
に
開
催
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
十
二
月
に
町
は
法

人
化
促
進
会
を
発
足
し
、
法
人
認
可
申
請
に
向
け
て
の
検
討
や
審
議

が
始
ま
っ
た
。

　

一
九
八
七
年
二
月
、
任
意
社
協
の
解
散
が
決
定
さ
れ
、
同
年
七
月

一
日
、
社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

事
務
所
は
当
初
、
大
口
町
役
場
内
に
置
き
、
同
年
九
月
、
当
時
の
大

口
町
保
健
セ
ン
タ
ー
西
館
（
現
ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
の
敷
地
内
）
に
移

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
な
る
大
口
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
心
配
ご
と
相
談
所
の
機
能
を
設
け
、
十
二
月
に
は
地
域
説
明
会
を

開
催
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
社
協
運
営
の
意
義
を
説
明
し
、
会
員
募

集
を
開
始
し
た
。

法
人
化
後
の
事
業

　

当
初
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
低
所
得
世
帯

な
ど
を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
在
宅
介
護
事
業

を
手
掛
け
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
四
月
、
町
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
を
受
託
し
、
同
年
十
一
月
に
は
福
祉
功
労
者
・
金
婚

者
へ
の
顕
彰
を
は
じ
め
、
映
画
上
映
・
講
演
会
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
盛
り
込
ん
だ
第
一
回
大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催
し
た
。
二
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〇
一
二
年
度
か
ら
大
口
町
表
彰
式
と
し
て
町
と
共
催
で
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

一
九
九
一
年
四
月
か
ら
は
、
児
童
生
徒
の
福
祉
の
心
を
育
む
福
祉

協
力
校
指
定
事
業
を
開
始
し
、
の
ち
に
福
祉
実
践
教
室
と
し
て
町
内

全
校
で
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

一
九
九
三
年
四
月
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
町
か
ら
受
託
し
、
同

年
七
月
に
大
口
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
開
所
し
た
。
そ
の
後
、
同
施
設
の
南
側
に
新
築
移
転
し
、
一
九

九
五
年
か
ら
は
大
口
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
て
運

営
し
て
い
る
（
２
―
３
―

38
）。

　

一
九
九
八
年
十
一
月
、

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

に
と
も
な
い
、

事
務
所
を
同
セ
ン
タ
ー
二

階
に
移
転
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
の
介
護
保

険
制
度
開
始
と
と
も
に
、

居
宅
介
護
支
援
・
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
の
三
事
業

所
を
経
営
し
、
地
域
福
祉
と
在
宅
福
祉
を
か
ね
た
法
人
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

二
〇
一
一
年
六
月
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
（
第
一
編

第
三
章
第
二
節
）
に
お
い
て
、
避
難
所
・
仮
設
住
宅
で
の
憩
い
の
場

の
提
供
や
支
援
活
動
先
の
役
割
分
担
な
ど
の
経
験
は
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
の
地
域
福
祉
活
動
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
た
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を
展
開
し
、
町
内
一
七
か
所
に
お
い
て
、
高
齢

者
の
交
流
の
場
や
安
否
確
認
、
活
動
を
支
援
す
る
役
員
の
意
見
交
換

の
場
と
も
な
り
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
町
か
ら
の
受
託
と
独
自
事
業
と
し
て
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
総
合
福
祉
相
談
事
業
に
よ
る
金

銭
管
理
な
ど
の
相
談
業
務
は
、
二
〇
一
五
年
に
福
祉
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
し
て
、
本
人
・
世
帯
の
暮
ら
し
全
体
を
と
ら
え
、
本
人
に
寄

り
添
い
な
が
ら
継
続
的
に
個
別
支
援
を
し
て
関
わ
る
伴
走
型
支
援
の

柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
か
ら
事
業
化
し
た
住
民
参
加
型
生
活
支
援
お
た
す
け

2-3-38　大口社協デイサービスセンター
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隊
サ
ー
ビ
ス
は
、
制
度
の
狭
間
の
困
り
ご
と
や
複
合
的
な
生
活
課
題

を
抱
え
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
域
住
民
の
力
で
解
決
す
る
し

く
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
地
域
力
の
強
化
や
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
の
推
移
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入

者
の
推
移
で
み
る
。
当
初
は
、
ゆ
る
や
か
に
増
加
し
て
い
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
発
生
の
一
九
九
五
年
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
い

い
、
こ
の
年
を
境
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
大
き
く
増
加
し
、
二
〇
一

一
年
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
。

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
、
町
が
団
体
向
け
保
険
で
あ
る
団
体

活
動
総
合
保
障
制
度
に
加
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
加
入
者
が
そ
の
制
度
に
移
行
し
た
た
め
、
グ
ラ
フ
上
で
は
減
少
し

て
い
る
（
２
―
３
―
39
）。

2-3-39　ボランティア登録者数の推移（ボランティア登録者数＝ボランティア保険加入数）
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社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会

　

町
で
は
、
心
身
障
が
い
者
の
家
族
が
、
心
身
障
が
い
者
の
権
利
拡

大
と
親
睦
を
目
的
と
し
て
、
一
九
七
九
年
に
大
口
町
心
身
障
害
児

（
者
）
親
の
会
を
会
員
一
二
人
で
発
足
し
た
。

　

一
九
八
五
年
四
月
、
大
口
町
心
身
障
害
児
（
者
）
親
の
会
が
、
旧

大
口
町
診
療
所
の
建
物
を
利
用
し
、「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
を
通
所
者
六

人
で
開
設
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
は
、
町
が
大
口
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
運
営
委
託
し
、
大
口
町
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
施
設
と
な
っ

た
。

　

一
九
九
九
年
に
は
、
安
定
的
運
営
・
自
主
運
営
・
施
設
建
設
を
目

指
し
、
ふ
れ
あ
い
の
家
法
人
促
進
会
を
設
立
し
、
研
究
会
を
一
二
回

開
催
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
社
会
福
祉
法
人
（
仮
称
）

お
お
ぐ
ち
福
祉
会
設
立
準
備
会
を
発
足
さ
せ
、
二
〇
〇
一
年
に
社
会

福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
と
し
て
設
立
認
可
を
受
け
法
人
登
記
を

お
こ
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
二
年
、
町
か
ら
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
（
三
八
七
四
・
四

四
㎡
）
の
無
償
貸
与
を
受
け
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
（
通
所
）
ハ
ー

ト
フ
ル
大
口
（
延
床
面
積
六
九
五
㎡
）
を
開
所
し
た
（
２
―
３
―
40
）。

　

二
〇
〇
五
年
に
施
設
を
増
築
（
五
四
一
・
三
三
㎡
）
し
、
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
定
義
は
、
自
分
の
時
間
に
余
裕
が
あ
る

と
き
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
、
見
返
り
を
求
め
な
い
で
自
発
的
に
お
手

伝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
口
町
社
協
の
設

立
当
初
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
し
て
人
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
ま
さ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
定
義
が
多
く
の
意
志
あ
る
方
に
よ
っ
て
具
体
的
に
実
践
さ
れ
、
後
に

一
九
九
五
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
を

境
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
者
）
は
大
き
く
増

加
し
、
二
〇
一
一
年
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

大
口
町
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
浸
透
す
る
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
、
み
ん
な
で
参
加
す
る
、
当
た
り
前
に
な
り

つ
つ
あ
る
側
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
六
年
生
ま
れ
）

第三章　豊かな暮らしの実現　 206

第二編　政治・経済



　

二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

多
機
能
型
事
業
所
（
生
活
介
護
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）
と
な
っ
た
。

二
〇
一
六
年
か
ら
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利
用
者
が
、
町
の
委

託
を
受
け
、
大
口
町
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
職
員
と
と
も
に

就
労
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
よ
り
八
七
三
・
八
三
㎡
の
土
地
（
下
小
口
地
内
）
の

無
償
貸
与
を
受
け
、
二
〇
二
〇
年
に
共
同
生
活
援
助
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
の
家
を
定
員
五
人
で
開
所
し
た
。

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

一
九
八
六
年
、
長
寿
社
会
対
策
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
一
九

八
九
年
に
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
）
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
消
費
税
導
入
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
分
野
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備
を
全
国
規
模
で
進
め
る
こ
と
と
し
、
数
値
に
よ
り
明
確
化
し
て

い
る
。
一
九
九
〇
年
に
福
祉
関
係
な
ど
八
法
が
改
正
さ
れ
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
か
ら
在
宅
サ
ー
ビ
ス
中
心
へ
と
、
市
町
村
を
中
核
と
す
る
高
齢

者
福
祉
体
制
が
示
さ
れ
た
。

　

市
町
村
に
は
、
老
人
保
健
法
と
関
連
す
る
市
町
村
老
人
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
町
で
は
一
九
九
三
年
に
大

口
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策
定
し
た
。
一
九
九
五
年
に
社
会
福

祉
法
人
愛
生
福
祉
会
が
運
営
主
体
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
御み

桜ざ
く
ら

乃の

里さ
と

の
開
所
に
あ
わ
せ
、
同
法
人
に
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相

談
に
応
じ
支
援
す
る
大
口
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委

託
し
業
務
を
開
始
し
た
。

　

町
が
二
〇
〇
五
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
を
受
け
て
策
定
し
た
、

二
〇
〇
六
年
の
大
口
町
第
四
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
三
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
同
年
四
月
、
大
口
町
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
こ

2-3-40　ハートフル大口（2022年撮影）
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の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
保
健
師
・
社
会
福
祉

法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
よ
り
派
遣
を
受
け
た
社
会
福
祉
士
の
三
職
種

が
連
携
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
の
総
合
的
な
相
談

窓
口
と
し
た
。

　

同
年
九
月
に
は
、
町
独
自
の
施
策
と
し
て
、
支
援
の
必
要
な
障
が

い
者
と
高
齢
者
が
、
年
齢
や
状
況
に
関
係
な
く
相
談
で
き
る
窓
口
を

一
本
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
か

ら
、
さ
ら
に
一
人
の
社
会
福
祉
士
の
派
遣
を
受
け
て
組
織
強
化
を
図
っ

た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人

お
お
ぐ
ち
福
祉
会
よ
り
看
護
師
が
一
人
増
え
、
業
務
を
お
こ
な
っ
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
職
務
内
容
は
、
高
齢
者
や
そ
の

家
族
に
対
す
る
総
合
相
談
支
援
を
は
じ
め
、
権
利
擁
護
、
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
障

が
い
者
（
児
）
相
談
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

開
設
当
初
は
、
大
口
町
健
康
福
祉
部
所
管
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一

〇
年
に
社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
委
託
す
る
と
と
も
に
、
同
法
人
敷
地
内
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を
建
設
し
て
、
二
〇
一
一
年
よ
り
業
務
を

開
始
し
た
（
２
―
３
―
41
）。
そ
の
後
、
認
知
症
高
齢
者
や
単
身
高
齢

者
、
相
談
事
業
の
増
加
に
と
も
な
い
職
員
を
増
員
し
て
対
応
し
た
（
２

―
３
―
42
）。

2-3-41　地域包括支援センター事務所

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020

高齢者 
相談件数 1,074 2,298 3,749 3,090 4,550 3,949 4,686 5,160

障がい者 
相談件数 103 335 659 639 697 1,704 2,181 2,242

2-3-42　相談件数の推移（『地域包括支援センター活動のまとめ』）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

　
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
地
域
社
会

に
密
着
し
た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
を
家
庭
・
事
業
所
・
官
公

庁
な
ど
か
ら
引
き
受
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
て
い

る
会
員
に
対
し
、
希
望
や
能
力
に
応
じ
て
就
業
を
提
供
し
て
い
る
。

大
口
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立

　

一
九
八
〇
年
、
国
は
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
労
働
対
策
の
た
め
、

高
年
齢
者
労
働
能
力
活
用
補
助
事
業
を
新
た
に
設
け
た
。
一
九
八
六

年
、
高
年
齢
者
な
ど
の
雇
用
の
安
定
な
ど
に
関
す
る
法
律
を
施
行
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
法
律
に
基
づ
く
法
人
組
織
と
定

義
さ
れ
た
。　　

　

町
で
は
一
九
九
一
年
四
月
、
社
団
法
人
大
口
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
設
立
準
備
会
を
発
足
し
、
同
年
十
月
一
日
に
設
立
し
た
。

　

会
員
は
五
八
人
、
事
務
所
は
、
旧
大
口
町
保
健
セ
ン
タ
ー
西
館
（
大

口
町
下
小
口
七
丁
目
地
内
）
に
置
い
た
。

社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に
よ
っ
て

雇
用
不
安
が
深
刻
化
し
、
町
を
所
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
四

十
五
歳
以
上
に
あ
た
る
中
高
年
齢
者
の
有
効
求
人
倍
率
が
特
に
低
い

状
況
で
続
い
た
一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
増
加

す
る
就
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
会
員
確
保
が
充
分
に
で
き
て
い
な
か
っ

た
。

　

そ
う
し
た
課
題
の
解
消
と
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
高
齢

者
と
中
年
者
（
四
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
）
が
協
力
す
る
こ
と
で

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
活
動

の
幅
を
広
げ
、
高
齢
者
の

経
験
や
技
術
の
伝
承
を
目

的
と
し
た
中
年
者
就
業
事

業
を
立
ち
上
げ
、
二
〇
〇

三
年
十
月
、
町
は
構
造
改

革
特
区
計
画
及
び
申
請
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し

た
。

　

厚
生
労
働
省
及
び
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

2-3-43　大口町コミュニティー・ワークセンター事務所
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事
業
協
会
と
の
方
針
協
議
、
県
と
の
定
款
変
更
の
事
前
協
議
・
認
可

を
行
い
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
中
年
者
就
業
事
業
を
開
始
し
た
。
そ

の
際
、
名
称
を
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
活
動
拠
点
で
あ
る
高
齢
者
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
口
町
下
小
口
六
丁
目
地
内
）
を
総
合
運
動
場

駐
車
場
の
一
角
に
町
が
建
設
し
て
、
事
務
所
を
移
転
し
た
（
２
―
３
―

43
）。

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
一
三
年
四
月
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
と
も
な
い
、
公
益
社

団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。

　

設
立
時
、
五
八
人
で
あ
っ
た
会
員
数
は
、
二
〇
二
〇
年
現
在
で
二

二
七
人
と
な
り
、
事
業
規
模
も
約
一
億
円
に
成
長
し
た
。

　

受
注
す
る
業
務
と
し
て
は
、
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
屋
内
外
作
業
、

パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど
の
事
務
、
公
園
・
駐
車
場
管
理
、
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
あ
る
。

　

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
る
中
、
社
会
全
体
で
は
定
年
延
長
や

再
雇
用
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
が
果

た
す
役
割
も
重
要
で
あ
る
。　

契
約
金
額
と
会
員
数
の
推
移

　

大
口
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
以
降
、
二
〇
〇
四
年
度
ま

で
、
家
庭
・
事
業
所
・
官
公
庁
か
ら
受
注
し
た
剪せ

ん

定て
い

・
草
刈
・
除
草

作
業
を
は
じ
め
と
し
た
外
作
業
・
清
掃
作
業
・
施
設
管
理
業
務
、
大

型
量
販
店
に
お
け
る
軽
作
業
を
中
心
に
、
契
約
金
額
は
順
調
に
増
え

た
。

　

二
〇
〇
五
年
八
月
、
独
自
事
業
カ
フ
ェ
き
ん
も
く
せ
い
を
オ
ー
プ

ン
し
、
女
性
会
員
の
就
業
機
会
創
出
を
図
る
一
方
で
、
就
業
形
態
適

正
化
に
よ
る
請
負
業
務
の
見
直
し
や
二
〇
〇
八
年
度
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
従
来
業
務
契
約
の
打
ち
切
り
な
ど
に
よ
り
、
二
〇

〇
九
年
度
に
至
る
ま
で
契
約
金
額
は
減
少
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
は
、
シ
ル
バ
ー
労
働
者
派
遣
事
業
へ
本
格
的

に
参
入
し
た
こ
と
で
、
請
負
業
務
で
対
応
で
き
な
い
事
業
所
な
ど
で

の
工
場
内
軽
作
業
や
運
転
業
務
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
加
え
、
家
事
援
助
を
目
的
と
し
た
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
三
〇
分
を
一
単
位
と
し
て
ワ
ン
コ
イ
ン
＝
五
〇
〇
円
）、
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
貼
り
と
い
っ
た
新
た
な
事
業
の
展
開
を
図
っ
た
こ
と
も

功
を
奏
し
、
二
〇
一
九
年
度
ま
で
契
約
金
額
は
増
加
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
派
遣
事
業
を
中
心
と
し
た
セ
ン
タ
ー
と
事
業
所
な
ど
の
間
で
締
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結
し
た
契
約
が
打
ち
切
ら
れ
る
事
態
が
相
次
い
だ
結
果
、
契
約
金
額

は
前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
少
し
た
（
２
―
３
―
44
）。

第
三
節
　
健
康
の
ま
ち

	

診
療
所
の
設
置

　

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
は
、
戦
後
医
師
不
足
の
地
域
を
な
く

す
目
的
と
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
。

　

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
大
口
村
で
も
国
・
県
の
補
助
を

受
け
て
建
設
し
、
住
民
の
診
療
を
開
始
し
た
。
一
九
六
六
年
に
は
、

新
し
い
設
備
の
導
入
と
と
も
に
改
築
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
２
―
３
―

45
）。
そ
の
後
、
町
内
に
民
間
医
療
機
関
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
八
三
年
に
廃
止
し
た
。

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

一
九
六
六
年
に
施
行
さ
れ
た
母
子
保
健
法
に
よ
り
、
診
療
所
に
隣

接
し
て
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
（
２
―
３
―
46
）。
当
初
は
、

妊
産
婦
の
健
康
相
談
・
出
産
・
検
診
・
予
防
注
射
な
ど
母
子
衛
生
に

関
す
る
活
動
が
主
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
住
民
の
健
康
相
談
・
保
健

指
導
・
各
種
検
診
・
家
庭
巡
回
な
ど
保
健
師
の
活
動
範
囲
は
広
が
っ

て
い
っ
た
。

2-3-44　契約金額及び会員数の推移
（『コミュニティー・ワークセンター総会議案書』）
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健
康
の
拠
点
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

一
九
八
三
年
に
施
行
さ
れ
た
老
人
保
健
法
に
と
も
な
い
、
廃
止
と

な
っ
た
診
療
所
建
物
を
活
用
し
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
替
え
て
保

健
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
保
健
事
業

に
加
え
、
一
般
健
康
相
談
や
健
康
手
帳
の
交
付
、
検
診
や
成
人
病
教

室
の
実
施
、
寝
た
き
り
老
人
の
家
庭
訪
問
、
健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
、

住
民
全
般
に
わ
た
る
保
健
活
動
へ
と
広
が
っ
た
。

　

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
地
域
保
健
法
第
一
八
条
に
お
い
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
は
「
住
民
に
対
し
、
健
康
相
談
・
保
健
指
導
・
健
康

診
査
・
そ
の
他
地
域
保
健
に
関
し
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
」
と
定
義
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
の
健
康
課
題

に
沿
っ
て
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
保
健
活
動
を
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
に
は
、
介
護
保
険
法
制
定
に
よ
り
、
町
で
も
高
齢
者

の
健
康
維
持
に
対
す
る
事
業
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
十
一
月
、
町
民
の
健
康
と
文
化
の
拠
点
と
し
て
大
口

町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
建
物
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
移

転
し
た
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
町
民
挙
げ
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
（
２
―
３
―
47
）
を
開
催
し
、
四
六
〇
人
が
参
加
し
た
。
以
後
、

健
康
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
健
康
推
進
員
を
中
心
に
毎
年
開
催
さ

れ
、
三
〇
〇
～
四
〇
〇
人
の
参
加
者
が
あ
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割

　

母
子
保
健
事
業
に
始
ま
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
担
う
事
業
は
住
民

全
般
に
わ
た
る
保
健
活
動
へ
と
幅
が
広
が
り
、
保
健
師
の
役
割
も
よ

り
多
様
化
・
細
分
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

一
九
八
九
年
か
ら
国
・
県
が
推
進
し
た
、
八
十
歳
に
な
っ
て
も
自

2-3-45　大口町診療所（1966年）

2-3-46　大口町母子健康センター（1966年）
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分
の
歯
を
二
〇
本
以
上
保
つ
八
〇
二
〇
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運

動
に
、
町
も
翌
年
か
ら
推
進
・
啓
発
し
て
き
た
。
二
〇
一
九
（
令
和

元
）
年
に
は
、
全
て
の
町
民
が
歯
と
口
の
健
康
を
通
し
て
生
涯
に
わ

た
り
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
大
口
町

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
を
制
定
し
た
。
こ
の
条
例
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
四
十
歳
か
ら
の
歯
周
病
予
防
健
診
を
、
二
十
歳
か
ら

に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢
者
の
歯
科
口
腔
健
診
を
無
料

で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
の
老
人
保

健
法
の
改
正
に
よ
り
、
法

律
名
が
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
に
変

更
さ
れ
、
成
人
病
を
生
活

習
慣
病
と
改
め
た
。
改
正

で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
と
し
て
医
療
保
険
者

に
対
し
、
健
診
と
そ
の
後

の
保
健
指
導
ま
で
責
務
を

果
た
す
よ
う
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
町
で
は
戸
籍
保
険
課
に

保
健
師
を
配
属
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
新
た
な
業
務
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
町
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
健
康
生
き
が
い
課
を

新
設
し
、
課
内
に
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
を
担
う
健
康
グ
ル
ー
プ
と
、

介
護
保
険
・
高
齢
福
祉
を
担
う
介
護
グ
ル
ー
プ
を
置
い
た
。
さ
ら
に

同
年
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
規
模
で
流
行
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

お
い
て
、
フ
ェ
ー
ズ
６
の
流
行
宣
言
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
医
師
会
と
連
携
し
て
実

施
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
、
国
に
お
い
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
事
業
が
開
始
さ
れ
、
町
も
介
護
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
、
医

師
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
。

　

二
〇
二
〇
年
に
は
、
大
口
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、

保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
型
で
設
置
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
力
を
注
い
で

い
る
。

　

二
〇
二
一
年
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
保
健
師
全
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室

と
兼
務
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
を
担
っ
た
。

2-3-47　健康文化センターオープン
記念事業ウォーキング大会（1998年）
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大
口
町
健
康
の
町
宣
言

　

一
九
九
三
年
十
二
月
、

町
議
会
に
お
い
て
大
口
町

健
康
の
町
宣
言
が
議
決
さ

れ
、「
健
康
は
ま
ち
の
財
産

で
あ
り
、
し
あ
わ
せ
の
源
」

で
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
、
町
の

健
康
づ
く
り
施
策
の
進
展

を
始
め
た
（
２
―
３
―
48
）。

　

そ
の
根
幹
を
担
う
の

が
、
一
九
九
五
年
六
月
に

創
設
し
た
、
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
、
地
区
住
民
の
健
康

意
識
を
高
め
、
地
区
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
健
康
推
進
員
制
度
で
あ
る
。

健
康
推
進
員

　

各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
健
康
推
進
員
は
、
地
区
担
当
の
保
健
師

と
連
携
・
協
力
し
、
地
区
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
、

研
修
会
、
栄
養
・
料
理
教
室
な
ど
の
地
区
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
る
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
さ

ら
に
、
各
行
政
区
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も
会
な
ど
の
様
々
な
事
業

に
協
力
す
る
な
ど
、
地
域
で
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
町

の
事
業
に
お
い
て
も
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
や
町
民
体
育
祭
な
ど
に
積

極
的
な
参
画
・
協
力
を
お
こ
な
い
、
健
康
を
軸
と
し
た
町
全
体
の
健

康
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
合
言
葉
と
し
て
、
健
康
推
進
員
を
中

心
に
地
区
の
住
民
と
一
緒
に
進
め
て
き
た
健
康
づ
く
り
の
様
々
な
取

り
組
み
は
、
介
護
保
険
開
始
以
後
二
十
余
年
が
過
ぎ
、
町
の
介
護
給

付
費
の
伸
び
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
県
内
で
も
低
い
介
護
認

定
率
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
介
護
予
防
に
も
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
任
期
を
三
年
か
ら
二
年
に
変
更
し
、
着
実

に
積
み
重
ね
て
き
た
健
康
推
進
員
活
動
は
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
地

域
の
中
で
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
を
担
う
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

健
康
お
お
ぐ
ち
21
計
画

　

二
〇
〇
〇
年
、
国
に
お
い
て
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ

く
り
運
動
「
健
康
日
本
21
」
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
は
県
の

策
定
に
よ
る
健
康
日
本
21
あ
い
ち
計
画
が
施
行
さ
れ
た
。

2-3-48　健康の町宣言啓発看板
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こ
れ
を
受
け
て
、
町

で
も
二
〇
〇
四
年
度
か

ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で

の
九
年
間
を
計
画
期
間

と
し
た
健
康
お
お
ぐ
ち

21
（
第
一
次
計
画
）
を

策
定
し
、
町
の
健
康
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め

る
大
き
な
指
針
と
し
た
（
２
―
３
―
49
）。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
健

康
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
と

捉
え
、
健
康
推
進
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
住
民
や
職
員
が
携
わ
り
、

理
念
を
共
有
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
た
。

　

計
画
は
「
健
康
で　

笑
顔
の
お
お
ぐ
ち　

今
日
も
元
気　

明
日
も

元
気
」
を
め
ざ
す
姿
と
し
て
大
目
標
に
掲
げ
、
町
の
健
康
課
題
に
沿

い
、
当
初
は
運
動
分
野
、
食
生
活
分
野
、
こ
こ
ろ
分
野
、
た
ば
こ
・
ア

ル
コ
ー
ル
分
野
、
歯
の
健
康
分
野
の
五
分
野
を
目
標
と
し
て
定
め
た
。

　

そ
の
後
、
中
間
評
価
時
に
は
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
始
ま
る
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
な
ど
を
踏
ま
え
、
生
活
習
慣
病
予
防
分
野

を
追
加
し
、
様
々
な
健
康
推
進
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
あ
る
健
康
ク
ラ
ブ
笑
顔

21
と
の
協
働
で
、
健
康

お
お
ぐ
ち
21
元
気
体
操

や
旬
の
野
菜
レ
シ
ピ
本

の
作
成
で
あ
る
（
２
―

３
―
50
）。

　

ま
た
、
二
〇
一
二
年

か
ら
は
「
血
管
を
守
ろ

う
」
を
合
言
葉
と
し
、

医
療
・
介
護
・
健
康
を
担
当
す
る
町
の
職
員
で
連
携
し
、
元
気
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
二
万
人
体
力
測
定
や
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
な
ど
で
継
続
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
健

康
お
お
ぐ
ち
21
（
第
二
次
計
画
）
で
は
、
母
子
保
健
・
学
校
保
健
な

ど
子
ど
も
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ま
れ
、
す
べ
て
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
を
対
象
と
し
た
。
第
二
次
計
画
の
目
指
す
姿
は
「
健
康

で
笑
顔
の
大
口　

み
ん
な
元
気　

ず
っ
と
元
気
!!　

～
見
直
そ
う　

生
活
習
慣
～
」
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
と
生
活
習

慣
病
予
防
を
意
識
し
て
、
住
民
自
身
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
を
地

域
・
団
体
・
行
政
が
支
援
し
た
。

2-3-49　健康おおぐち21パンフレット

2-3-50　旬の野菜のレシピ本
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第
二
次
計
画
を
受
け
、
住
民
自
ら
が
健
康
意
識
を
持
ち
自
発
的
に

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
や
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
参
加
で
き
、
介
護
予
防
の

要
素
も
取
り
入
れ
た
、
い
き
い
き
一
〇
〇
歳
体
操
な
ど
の
事
業
が
始

ま
っ
た
。

　

町
は
、
介
護
認
定
率
が
低
く
（
２
―
３
―
51
）、
そ
の
要
因
と
し
て
、

健
康
推
進
員
制
度
に
よ
る
地
域
住
民
の
健
康
へ
の
意
識
・
関
心
の
高

さ
と
、
地
区
担
当
の
保
健
師
を
配
置
し
、
地
域
と
町
の
関
係
を
築
い

て
き
た
官
民
連
携
に
よ
る
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
八
年
に
は
介
護
予
防
の
要
素
も
加
わ
り
、
人
生
一
〇
〇
年

時
代
に
向
け
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
様
々
な
役
割
を

担
う
人
々
で
構
成
さ
れ
た
大
口
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
協

議
会
を
設
置
し
た
。
国
は
、
団だ

ん

塊か
い

の
世
代
（
一
九
四
七
～
四
九
年
生

ま
れ
の
世
代
）
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
二
〇
二
五
年
を
目
指
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
目
標
設
定
し
て
お
り
、
町
も
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
元
気
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
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各
種
検
診
事
業

　

町
の
成
人
保
健
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
徐
々
に
成
人
病
対
策
が
開

始
さ
れ
、
町
内
を
巡
回
し
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
検
尿
、
血
圧

測
定
、
保
健
指
導
を
す
る
住
民
検
診
と
成
人
病
（
循
環
器
）
検
診
を

実
施
し
た
。
胃
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
も
こ
の
頃
に
は
す
で
に

実
施
し
て
お
り
、
一
九
八
二
年
に
は
、
乳
が
ん
検
診
も
追
加
し
た
。

一
九
七
九
年
、
大
口
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
発
足
し
、
一
九

八
三
年
の
老
人
保
健
法
施
行
に
と
も
な
い
、
成
人
病
（
循
環
器
）
検

診
は
一
般
健
康
診
査
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
を
追
加
し
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
・
寝
た
き
り
予
防
な
ど

を
目
的
と
し
た
諸
事
業
を
開
始
し
た
。
一
九
八
七
年
に
は
、
一
般
健

康
診
査
が
廃
止
さ
れ
、
四
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
基
本
健
康
診
査

と
な
っ
た
。

　

一
九
九
四
年
は
、
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
が
開
始
さ
れ
、
二

〇
〇
一
年
に
は
、
脳
ド
ッ
ク
が
追
加
さ
れ
た
。
翌
年
、
肝
炎
対
策
の

一
環
と
し
て
、
基
本
健
康
診
査
時
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
加
え

た
。

　

二
〇
〇
三
年
五
月
、
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
、
若
い
世
代
か
ら

の
生
活
習
慣
病
予
防
の
必
要
性
か
ら
、
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
を
対

象
に
、
同
年
よ
り
わ
か
ば
健
康
診
査
を
開
始
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
は
集
団
が
ん
検
診
に
、
前
立
腺
が
ん
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
今
ま
で
無
料

で
あ
っ
た
が
ん
検
診
に
、
自
己
負
担
金
を
徴
収
す
る
よ
う
制
度
改
正

し
、
翌
年
か
ら
は
、
基
本
健
康
診
査
を
除
く
各
種
検
診
を
有
料
と
し

た
。
ま
た
、
四
十
歳
以
上
の
節
目
年
齢
を
対
象
に
、
歯
周
病
予
防
健

診
を
医
療
機
関
委
託
で
開
始
し
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
、
集
団
の
乳

が
ん
検
診
に
超
音
波
検
診
を
導
入
し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し
て
、
医
療
保
険
者
を

対
象
と
す
る
基
本
健
康
診
査
に
変
わ
り
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
、
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
事
業
が
開
始
さ
れ
、
対
象
年
齢
の
住
民
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
配
布
し
、
受
診
率
向
上
に
努
め
た
。

　

二
〇
一
三
年
、
医
療
機
関
が
ん
検
診
に
胃
内
視
鏡
検
査
を
導
入
し
、

翌
年
に
は
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
抗
体
及
び
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検

査
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
節
目
年
齢
（
四
十
・
四
五
・
五
十
・
五
五
・

六
十
歳
）
の
が
ん
検
診
自
己
負
担
金
を
無
料
と
し
、
二
十
歳
の
子
宮

頸
が
ん
検
診
と
あ
わ
せ
て
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
町
単
独
で
実
施

し
た
。
さ
ら
に
、
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
を
二
十
歳
以
上
に
下
げ
、

歯
周
病
予
防
健
診
の
対
象
者
を
四
十
歳
以
上
と
し
て
自
己
負
担
五
百

円
を
無
料
と
す
る
な
ど
、
検
診
事
業
を
拡
充
し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
О
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
、
人
に
伝

染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健

機
関
に
対
し
て
新
た
に
報
告
さ
れ
た
、
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
急
性
呼
吸
器
症
候
群
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
第
一
例
目
は
、
中
国
か
ら
の
帰
国
者
で
あ
り
、
同

年
一
月
十
五
日
に
感
染
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
世
界
中
で
そ
の

感
染
が
確
認
さ
れ
、
感
染
力
が
強
く
肺
炎
を
発
症
さ
せ
た
一
方
で
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
す
ぐ
に
用
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
人
の
移
動
に
か
つ
て
な
い
制
限
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
経
済
活
動
は
大
き
な
打
撃
を
う
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
全
数
把
握
が
で
き
た
二
〇
二
二
年
九
月
末
現
在
、
の
べ
二
一
二

六
万
五
八
六
二
人
の
感
染
者
と
四
万
四
七
八
九
人
の
死
亡
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
十
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
そ
の
後
感
染
は
都
市
部
か
ら

始
ま
り
全
国
に
広
が
り
、
公
共
施
設
の
閉
鎖
や
各
種
事
業
の
中
止
、

保
育
園
の
休
園
や
学
校
休
業
と
い
っ
た
様
々
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
二
〇
二
三
年
九
月
末
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
町
民
の

感
染
者
数
は
、
の
べ
四
二
二
一
人
で
あ
る
（
２
―
３
―
52
）。
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2-3-52　愛知県と大口町の感染者数の推移（月別）
（厚生労働省「データからわかる－新型コロナウイルス情報－」
大口町「過去の新型コロナウイルス感染者の発生状況について」）
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

二
〇
二
〇
年
三
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し
、
国
は
同
年
四
月
、
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
し
た
。
そ
の
後
、
予
防
接
種
法
の
規
定
に
基
づ
き
有
効
な
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
次
第
、
臨
時
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
自
治
体
に
示

し
た
。

　

町
で
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

室
を
発
足
し
、
大
規
模
な
接
種
体
制
を
構
築
し
た
。
同
年
四
月
、
感

染
に
よ
る
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
高
齢
者
な
ど
か
ら
、
順
次
ワ
ク
チ

ン
接
種
券
を
発
送
し
、
五
月
か
ら
接
種
を
開
始
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
地
元
の
医
療
機
関
を
は
じ
め
薬
局
・
企
業
な
ど

の
協
力
に
よ
り
、
中
央
公
民
館
集
会
室
で
お
こ
な
っ
た
集
団
接
種
（
２

―
３
―
53
）、
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
、
企
業
が
実
施
主
体
と
な
っ

た
職
域
接
種
や
県
が
開
設
し
た
大
規
模
接
種
が
進
み
、
接
種
率
は
飛

躍
的
に
伸
び
た
。
大
規
模
接
種
会
場
へ
は
、
県
が
用
意
し
た
バ
ス
の

他
、
町
内
の
企
業
（
株
式
会
社
東
海
理
化
・
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株

式
会
社
・
株
式
会
社
青
山
製
作
所
）
の
協
力
を
仰
ぎ
、
社
員
送
迎
用

バ
ス
を
借
り
上
げ
迅
速
に
対
応
し
て
接
種
を
進
め
た
。

　

こ
の
時
点
で
開
発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
は
二
回
接
種
が
基
本
で
あ
っ

た
が
、
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
抗
体
価
が
下
が
る
こ
と
か

ら
、
二
〇
二
二
年
一
月
よ
り
追
加
接
種
と
し
て
三
回
目
及
び
四
回
目

接
種
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
二
〇
二
二
年
九
月

に
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
す
る
ワ
ク
チ
ン
へ
の
切
り
替
え
を
経

て
、
最
大
で
五
回
目
ま
で
接
種
を
お
こ
な
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
三
月
か
ら
は
、
五
歳
～
十
一
歳
対
象
の
小
児
接
種
を

始
め
、
同
年
九
月
に
は
第
一
期
追
加
（
三
回
目
）
も
開
始
し
、
同
年

十
月
、
乳
幼
児
接
種
と
し
て
生
後
六
か
月
～
四
歳
へ
と
対
象
者
が
段

階
的
に
拡
大
さ
れ
た
。

2-3-53　新型コロナワクチン集団接種会場の様子（2022年撮影）
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第
四
節
　
暮
ら
し
に
潤
い
を

	
社
会
教
育
か
ら
生
涯
学
習
へ
の
変
化

　

国
は
社
会
教
育
を
、
戦
後
の
民
主
化
に
向
け
た
動
き
の
も
と
で
、

人
々
の
自
発
的
な
学
習
活
動
を
基
盤
と
し
た
本
来
の
姿
に
立
ち
返
ら

せ
る
た
め
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
、
都
道
府
県
並
び
に
市

町
村
が
社
会
教
育
委
員
を
任
命
し
、
公
民
館
の
開
設
を
推
奨
し
た
。

そ
し
て
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
お
い
て
も
社
会
教
育
の
振

興
を
規
定
し
、
一
九
四
九
年
に
社
会
教
育
法
、
翌
年
に
は
図
書
館
法
、

一
九
五
一
年
に
博
物
館
法
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
た
。

　

大
口
村
で
は
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
公
民
館
建
設
は
提
唱
さ
れ
て

い
た
が
、
一
九
四
九
年
の
社
会
教
育
法
の
公
布
を
契
機
に
建
設
を
望

む
声
が
高
ま
り
、
公
民
館
を
一
九
五
〇
年
三
月
に
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
一
九
四
九
年
七
月
、
同
法
に
基
づ
く
社
会
学
級
を
開
講
し
た
。

設
立
当
初
は
、
主
と
し
て
婦
人
層
を
対
象
に
婦
人
社
会
学
級
を
発
足

し
、
年
を
経
て
男
女
を
問
わ
ず
一
般
成
人
に
対
し
講
座
を
開
催
し
た
。

　

社
会
学
級
の
目
的
は
、
①
地
域
社
会
の
生
活
の
向
上
、
②
郷
土
の

改
善
、
③
公
民
的
教
養
の
向
上
を
目
指
し
て
、
村
内
の
小
学
校
（
大

口
南
小
学
校
・
大
口
北
小
学
校
）
ご
と
に
開
講
し
、
会
場
は
両
校
と

大
口
村
公
民
館
を
主
会
場
と
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
講
演
会
・
座
談
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

あ
り
、
会
員
は
毎
年
度
二
五
〇
人
を
超
え
た
。
ま
た
、
自
主
活
動
は

民
主
的
な
運
営
で
進
め
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。

　

一
方
同
時
期
、
戦
後
の
混
乱
に
よ
る
不
良
少
年
対
策
の
た
め
、
一

九
四
九
年
、
全
国
一
斉
に
新
制
中
学
校
を
地
域
に
開
放
し
た
成
人
学

級
、
翌
年
に
は
勤
労
青
年
を
対
象
と
し
た
青
年
学
級
も
開
講
し
多
く

の
青
年
が
進
ん
で
参
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
公
民
館
や
開
放
さ
れ
た

学
校
を
拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

社
会
教
育
行
政

　

社
会
教
育
は
、
あ
く
ま
で
も
住
民
の
自
主
的
な
活
動
の
た
め
、
行

政
と
は
切
り
離
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
理
念
に
よ
り
、

国
は
一
九
五
六
年
の
社
会
教
育
法
改
正
ま
で
、
社
会
教
育
団
体
へ
の

補
助
金
を
禁
じ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
社
会
構
造
や
国
民
意

識
が
急
激
に
変
化
し
、
国
民
の
学
習
需
要
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
社

会
教
育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

文
部
大
臣
（
現
文
部
科
学
大
臣
）
は
、「
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
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に
対
処
す
る
社
会
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
社
会
教
育
審
議
会

に
諮
問
し
、
一
九
七
一
年
四
月
、
同
審
議
会
よ
り
答
申
が
あ
っ
た
。

　

答
申
で
は
、
社
会
教
育
の
概
念
を
、
民
の
多
様
な
機
会
と
場
所
に

お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
各
種
の
学
習
を
教
育
的
に
高
め
る
活
動
を
総

称
す
る
も
の
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
こ
と
や
、
家
庭
教
育
・
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
三
者
を
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
体
系
化
を
図
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
人
間
性
の
回
復
と
生
き
が
い
を
目
指
す
学
習
内
容
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
内
容
・
方
法
の
多
様
化
・
高
度
化
を
図
る
こ

と
と
し
た
。

　

生
涯
教
育
理
念
に
立
脚
し
た
同
答
申
は
、
都
市
化
し
つ
つ
あ
る
社

会
を
視
野
に
入
れ
た
、
新
た
な
社
会
教
育
行
政
へ
の
転
換
を
促
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
地
方
自
治
体
で
は
行
政
施
策
と
し
て
、
社
会
教
育

施
設
の
設
置
や
学
校
施
設
の
開
放
、
学
習
機
会
や
情
報
提
供
な
ど
を

実
施
し
た
。

　

町
は
一
九
七
七
年
、
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
有
す
る
複
合
施
設
で
あ
る
総
合
福
祉
会
館
の
建
設
に
着
手
し
、
翌

年
に
は
社
会
教
育
課
を
設
置
し
た
。
総
合
福
祉
会
館
は
一
九
七
九
年

に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
（
２
―
３
―
54
）、
社
会
教
育
関
係
事
業
を
前
公
民
館
か
ら

引
き
継
い
だ
（
２
―
３
―
55
）。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
行
政
区
毎
を

目
途
に
学
習
等
共
同
利
用
施
設
（
運

輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）
補
助
事
業
）

及
び
学
習
等
供
用
施
設
（
防
衛
施
設

庁
（
現
防
衛
省
）
補
助
事
業
）、
温
水

プ
ー
ル
（
２
―
３
―
56
）
や
白
山
ふ
れ

あ
い
の
森
な
ど
、
社
会
教
育
活
動
の

場
と
な
る
整
備
を
実
施
し
た
。

　

施
設
整
備
に
あ
わ
せ
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
各
種
講
座
や
啓
発
事
業
を

展
開
し
、
一
九
八
八
年
に
は
、
愛
知

2-3-55　消費生活講座（婦人学級）
（『昭和54年度社会教育概要』）

2-3-56　温水プール
（『大口町温水プール竣工リーフレット』）

2-3-54　大口町中央公民館（旧総合福祉会館）
（2022年撮影）
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国
体
に
向
け
た
準
備
も
あ
り
、
社
会
教
育
課
の
所
管
か
ら
体
育
部
門

を
分
離
し
て
、
社
会
体
育
課
を
設
置
し
た
。
そ
の
動
き
と
あ
わ
せ
て
、

一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
に
は
大
口
町
総
合
運
動
場
（
２
―
３
―
57
）、

一
九
九
四
年
は
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
運
動
公
園
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工

し
た
。

社
会
教
育
か
ら
生
涯
学
習
へ

　

一
九
六
五
年
、
ユ
ネ
ス
コ
に
お
い
て
生
涯
教
育
の
構
想
が
提
唱
さ

れ
た
が
、
国
に
お
い
て
そ
れ
が
本
格
化
し
た
の
は
、
一
九
八
七
年
の

臨
時
教
育
審
議
会
に
お
け
る
最
終
答
申
で
、
教
育
改
革
の
一
環
と
し

て
生
涯
学
習
へ
の
移
行
が
提
唱
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
生
涯
学
習
振

興
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

こ
の
法
律
で
、
教
育
の
一
環
だ
け
で
な
く
、
首
長
部
局
が
所
管
す

る
施
策
に
も
生
涯
学
習
的
要
素
が
あ
る
点
と
し
て
、
今
後
は
そ
れ
ら

を
包
括
し
た
施
策
を
展
開
す
る
と
し
た
。

　

町
も
一
九
九
五
年
に
組
織
改
革
し
、
社
会
教
育
課
と
社
会
体
育
課

を
統
合
し
た
生
涯
学
習
課
を
設
立
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
教
育
委

員
会
部
局
と
首
長
部
局
が
連
携
し
て
、
生
涯
学
習
基
本
構
想
を
策
定

し
た
。
ま
た
、
大
口
中
学
校
と
大
口
北
部
中
学
校
を
統
合
し
て
新
し

い
中
学
校
を
設
立
し
た
際
に
は
、
そ
の
理
念
に
基
づ
く
学
校
づ
く
り

と
、
学
校
施
設
自
体
を
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
す
る
よ
う
に
検
討

し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
の
組
織
改
革
で
は
、
教
育
部
を
生
涯
教
育
部
に
改
め
、

学
校
教
育
活
動
も
生
涯
を
通
し
た
学
習
活
動
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を

体
現
し
た
。

2-3-57　総合運動場（『大口町総合運動場竣工リーフレット』）
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生
涯
学
習
基
本
構
想

　

文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
が
、
一
九
八
八
年
に
生
涯
学
習
局
を

設
置
し
、
生
涯
学
習
振
興
法
を
施
行
し
た
後
、
県
は
一
九
九
五
年
、

生
涯
学
習
推
進
本
部
を
設
置
し
、
翌
年
に
愛
知
県
生
涯
学
習
推
進
構

想
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

町
は
一
九
九
五
年
、
教
育
委
員
会
に
生
涯
学
習
課
を
設
置
し
た
が
、

生
涯
学
習
活
動
の
指
針
と
な
る
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
を
策
定

し
た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
想
で
は
、
社
会
教
育

か
ら
生
涯
学
習
へ
の
移
行
を
明
確
に
す
る
た
め
、
策
定
は
全
庁
的
な

取
り
組
み
と
し
、
生
涯
学
習
活
動
の
基
本
理
念
を
「
夢　

追
い
求
め　

一
人
ひ
と
り
が
き
ら
め
く
共
助
の
ま
ち　

お
お
ぐ
ち
」、
目
標
を
「
学

び
の
創
造
・
学
び
の
協
働
・
学
び
の
輪
」
と
し
た
。
ま
た
、
町
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
、
参
画
と
参
加
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
と
の
協
働
も
念
頭
に
お

い
た
。
こ
の
構
想
は
、
計
画
年
度
が
経
過
し
た
二
〇
一
五
年
、
そ
の

理
念
を
継
承
し
た
改
訂
を
お
こ
な
っ
た
（
２
―
３
―
58
）。

　

な
お
、
構
想
に
も
示
さ
れ
て
い
る
生
涯
学
習
施
設
に
つ
い
て
、
小

中
学
校
や
学
習
等
共
同
利
用
施
設
な
ど
を
除
い
た
も
の
を
一
覧
で
示

す
（
２
―
３
―
59
）。

2-3-58　生涯学習活動の変遷（『大口町生涯学習基本構想』）
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2-3-59　生涯学習施設一覧及び位置図（『大口町生涯学習基本構想』、各施設パンフレット）
※地図内の番号は、上記一覧表の番号と対応。

名　称 施設概要 竣工・開設日など

1 大口町中央公民館 
（旧総合福祉会館）

老人福祉センター・図書館併設 
中央公民館 
　集会室・C 会議室・研修視聴覚室・C 教室・ 
　調理実習室・小体育室・礼法室・和室

1979年３月30日完成

2 オークマ温水プール
（大口町温水プール）

25m プール（８コース）・歩行プール・子ども
プール・なぎさプール・ジャグジー浴槽 1982年３月11日竣工

3 白山ふれあいの森
管理棟・野外調理場・倉庫兼野外トイレ・キャ
ンプ場・営火場・フィールドアスレチック・
ランニングコース

1983年２月28日竣工 
1983年４月１日開場

4 大口町民会館
大口町商工会館併設 
　１階　会議室 
　２階　町民ホール

1990年２月12日竣工

5 オークマグラウンド
（大口町総合運動場）

多目的運動場（夜間照明施設） 
総合テニスコート（４面） 
多目的広場

1990年３月20日竣工

6 わかしゃち国体
記念運動公園

ソフトボール１面・サッカー１面・グラウン
ドゴルフ・少年野球１面・総合遊具 1994年12月26日竣工

7 大口町文化財収蔵庫 1997年１月26日竣工

8 大口町歴史民俗資料館 常設展示室・企画展示室・特別収蔵庫・
事務室 1998年11月３日開館

9 河北グラウンド ソフトボール１面・サッカー１面・グラウン
ドゴルフ・少年野球１面 1998年11月５日竣工

10 秋田グラウンド ソフトボール１面・サッカー１面・グラウン
ドゴルフ・少年野球１面 2000年10月10日竣工

11 大口町野球グラウンド 軟式野球１面 2008年12月10日完了

12 大口町テニスコート テニスコート４面 2008年12月10日完了
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青
年
団

　

一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
頃
、「
若
い
衆
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、

地
域
の
催
事
な
ど
を
担
っ
て
き
た
青
年
が
、
精
神
修
養
や
体
力
向
上
、

社
会
奉
仕
を
活
動
目
的
に
青
年
会
を
大
字
単
位
（
現
行
政
区
）
で
立

ち
上
げ
た
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
、
そ
れ
ら
青
年
会
を
支
会
と

す
る
大
口
村
青
年
会
が
誕
生
し
た
。
当
時
の
会
員
は
、
尋
常
小
学
校

卒
業
以
上
二
十
歳
ま
で
の
男
子
に
限
ら
れ
た
。

　

一
九
四
五
年
九
月
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
長
年
続
い
て
き
た
青
年

会
を
改
組
し
て
青
年
団
が
誕
生
し
た
。
団
員
は
、
新
制
中
学
校
卒
業

男
子
満
二
十
四
歳
、
女
子
満
二
十
歳
ま
で
の
村
内
在
住
者
で
あ
っ
た
。

一
九
五
六
年
度
の
重
点
目
標
を
み
る
と
、
①
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る

青
年
に
な
ろ
う
、
②
部
落
（
細
部
）
活
動
の
進
展
を
計
ろ
う
、
③
広

報
活
動
の
育
成
に
当
ろ
う
、
④
女
子
活
動
の
推
進
に
努
力
し
よ
う
、

⑤
新
生
活
運
動
を
強
力
に
展
開
し
よ
う
の
五
項
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
の
後
、
社
会
教
育
活
動
の
拡
が
り
で
青
年
団
は
大
き
な
前
進
を
遂

げ
た
が
、
主
な
団
員
で
あ
っ
た
農
業
従
事
者
が
ほ
か
の
産
業
で
働
く
よ

う
に
な
り
、
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
率
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九

六
〇
年
以
降
、
団
員
が
次
第
に
減
少
し
、
活
動
は
自
然
消
滅
の
状
態
と

な
り
、
一
九
七
〇
年
に
な
る
と
青
年
団
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

青
年
団
に
つ
い
て

　

昭
和
二
十
年
代
後
半
、
小
口
神
社
の
青
年
会
場
で
青
年
団
の
寄
り
合
い

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
お
酒
の
味
ど
こ
ろ
か
世
間
の
こ
と
な
ど
よ

く
分
か
ら
な
い
若
者
で
し
た
。
青
年
団
員
は
、
お
百
姓
さ
ん
や
職
人
さ
ん

な
ど
地
元
で
働
い
て
い
る
人
が
多
く
て
逞
た
く
ま
し
く
、
年
齢
よ
り
遥
か
に
大
人

に
見
え
ま
し
た
。

　

青
年
団
へ
の
入
団
祝
い
と
し
て
、
先
輩
達
か
ら
し
っ
か
り
酒
を
飲
ま
さ

れ
す
っ
か
り
酔
っ
払
い
、
こ
れ
か
ら
は
金
輪
際
酒
を
飲
む
ま
い
、
と
決
意

し
た
程
の
痛
飲
で
し
た
。
酔
い
に
任
せ
て
、「
石
上
げ
の
祭
り
歌
」「
木
曽

節
」「
会
津
磐
梯
山
」
な
ど
民
謡
を
賑
や
か
に
唄
い
ま
く
り
、
時
間
の
経
つ

の
を
忘
れ
ま
し
た
。
海
の
魚
と
か
特
別
な
料
理
は
な
い
が
皆
、
何
杯
も
お

か
わ
り
し
、
腹
一
杯
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奉
仕
活
動
に
参
加
し
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

　

青
年
団
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

地じ

下げ

の
勤
労
奉
仕
に
参
加
し
た
こ
と
な
ど
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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婦
人
会

　

婦
人
会
は
一
九
〇
七
年
、
大
口
村
に
赤
十
字
社
の
博は

く

愛あ
い

仁じ
ん

慈じ

の
精

神
に
よ
る
愛
国
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
時
は
会

員
が
約
五
〇
〇
人
で
、
会
長
に
は
村
長
が
就
い
た
。

　

戦
争
が
始
ま
る
と
、
全
村
一
戸
一
人
の
会
員
獲
得
を
目
指
し
、
約

八
五
〇
人
の
会
員
に
よ
り
戦
地
へ
の
慰
問
袋
作
製
、
出
征
兵
士
の
歓

送
迎
な
ど
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
が
始
ま
っ
た
一
九
四
一
年
に
は
、
国
策
遂
行
の
た
め
に
勤
労
奉
仕
・

国
土
防
衛
参
加
を
目
的
と
し
て
大
口
村
国
防
婦
人
会
が
結
成
さ
れ
、

約
一
二
〇
〇
人
の
会
員
が
活
動
し
た
（
２
―
３
―
60
）。

　

戦
後
の
混
乱
期
も
過
ぎ
た
一
九

四
八
年
頃
、
自
主
的
に
大
口
村
婦

人
会
が
結
成
さ
れ
た
。
当
時
の
活

動
目
的
は
、
婦
人
の
教
養
、
生
活

の
改
善
で
あ
り
、
成
人
の
婦
人
が

い
る
家
を
一
単
位
と
し
て
約
一
三

〇
〇
人
の
会
員
で
結
成
さ
れ
た
。

　

婦
人
会
は
青
年
団
な
き
後
、
町

の
社
会
教
育
団
体
の
中
核
と
し
て

自
主
的
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
成

長
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
教
養
・
料
理
・
健
康
な
ど
の
分

野
で
グ
ル
ー
プ
活
動
も
増
え
、
支
部
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
。
徐
々

に
就
労
者
が
増
え
て
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
が
、
社
会
的
問

題
や
防
災
、
省
資
源
な
ど
に
活
動
分
野
を
広
げ
、
地
域
社
会
に
お
け

る
婦
人
の
地
位
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
女
性
の
社
会
進
出
が
本
格
化
し
た
こ
と
や
意
識
の
変
化

に
よ
り
婦
人
会
を
ま
と
め
る
人
が
次
第
に
減
少
し
、
役
員
の
な
り
手

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
脱
退
す

る
支
部
が
出
始
め
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
加
盟
支
部
が
減
少
し
、
組
織
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
た
。
町
で
は
自
主
自
立
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
か
ら
町
長
部
局
に
所
管
を
替
え
て
婦
人
会
の
あ
り

方
が
検
討
さ
れ
、
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
、

会
員
は
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
加
入
で
き
る
大
口
さ
く
ら
メ
イ
ト

を
設
立
し
た
。

　

大
口
さ
く
ら
メ
イ
ト
は
、
組
織
の
活
性
化
を
目
指
し
、
ま
ち
の
特

産
品
づ
く
り
の
研
究
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
、
さ
ら
に
鳴
子
踊
り
隊
「
さ
く
ら
連
」
を
結
成
し
、
町
の

や
ろ
舞
い
大
祭
や
に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中
祭
り
に
参
加
し
て
、
ま
ち
の

元
気
を
発
信
し
た
。

2-3-60　大口村国防婦人会
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婦
人
会
と
女
性

　

戦
後
一
〇
年
余
り
た
ち
、
世
の
中
が
落
ち
着
き
を
見
せ
生
活
の
改
善
や

文
化
的
要
求
の
高
ま
り
の
中
、
公
民
館
活
動
を
中
心
と
し
て
婦
人
会
は
活

動
し
、
青
年
団
は
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
女
性
た
ち
は
唯
一
の
社
会
と
の

接
点
で
あ
り
仲
間
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
女
性
た
ち
は
、
よ
り
良
い
生
活
手
段
と
し
て
専
業
主
婦
か
ら

仕
事
に
就
き
生
活
を
支
え
る
よ
う
に
な
り
、
会
そ
の
も
の
に
魅
力
が
な
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
婦
人
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

　

行
政
主
導
で
、
女
性
に
対
し
て
も
今
ま
で
と
は
違
う
価
値
観
の
啓け
い

蒙も
う

が

あ
り
男
女
共
同
参
画
の
時
代
に
と
自
立
を
促
し
た
こ
と
で
、
多
様
な
生
き

方
を
認
め
、
そ
れ
を
是
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）

「
さ
く
ら
メ
イ
ト
」
そ
れ
何
？

　

戦
後
か
ら
続
い
た
大
口
町
婦
人
会
も
衰
退
期
に
入
り
支
部
の
離
脱
が
増

え
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
消
滅
さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
苦
肉
の
策
で
ま

ず
「
大
口
町
婦
人
会
」
改
め
「
大
口
さ
く
ら
メ
イ
ト
」
に
改
名
し
て
新
し

い
組
織
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
支
部
の
縛
り
を
な
く
し
て
「
さ

く
ら
連
・
さ
く
ら
屋
・
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
企
画
部
」

が
で
き
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
母
体
と
し
て
存
続
し
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
メ
イ
ト
」
に
な
っ
て
、
何
だ
か
新
し
い
風
が
吹
い
た
み
た
い
。

ど
こ
が
？
大
口
の
名
物
を
作
ろ
う
と
「
さ
く
ら
屋
」
が
で
き
た
り
、
麦
茶

「
五
条
川
」
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
福
玉
米
粒
麦
（
株
）
さ
ん
に
依
頼
を
し

て
商
品
化
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
も
受
け
入
れ
、
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
の
発
足
の
元
と
な
り
、
現
在
も
憩
い
の
四
季
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
運

営
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）

ど
真
ん
中
祭
り
～
や
ろ
舞
い
大
祭
～

　

鳴
子
踊
り
「
あ
さ
ぎ
」
の
若
者
の
演
舞
と
熱
気
を
見
て
、
さ
く
ら
メ
イ

ト
の
お
ば
さ
ん
た
ち
も
応
援
す
る
し
か
な
い
と
「
さ
く
ら
連
」
を
発
足
し

ま
し
た
。
町
制
四
十
周
年
で
は
、「
さ
く
ら
連
」
と
「
あ
さ
ぎ
」
と
一
緒
に

初
め
て
名
古
屋
の
「
ど
真
ん
中
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
方
車
（
先
導
車
）
に
乗
り
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
必
死
の

初
体
験
。
踊
り
子
た
ち
も
負
け
じ
と
掛
け
声
勇
ま
し
く
、
大
口
町
を
背
負
っ

て
「
サ
ク
ラ
サ
ク
大
口
」
の
踊
り
を
精
い
っ
ぱ
い
披
露
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
時
観
客
の
人
た
ち
の
目
が
反
対
の
通
り
の
踊
り
子
た
ち
に
集

中
し
ま
し
た
。
相
手
は
、
〇
〇
テ
レ
ビ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。
地
方

車
の
上
か
ら
思
わ
ず
「
〇
〇
テ
レ
ビ
に
負
け
る
な
」
と
叫
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
大
口
町
大
好
き
、
若
者
大
好
き
な
、
お
ば
さ
ん
の
お
話
で
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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老
人
ク
ラ
ブ

　

大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
六
〇
年
、
公
民
館
活
動
と
し
て
始

ま
っ
た
寿じ

ゅ

楽ら
く

学
校
に
さ
か
の
ぼ
る
。
初
代
学
校
長
は
、
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村

長
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
立
ち
直
り
、
皆
が
所
得
倍
増
計
画
の

も
と
勤
労
勤
勉
に
励
む
中
、
数
十
人
の
会
員
で
あ
っ
た
。
以
降
、
二

〇
年
に
わ
た
っ
て
活
動
は
継
続
し
、
一
九
七
二
年
、
厚
生
省
（
現
厚

生
労
働
省
）
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
基
準
が
制
定
・
公
布
さ
れ
、「
老

人
ク
ラ
ブ
は
、
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の
に
し
、
老
人
の

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
も
の
と
す
る
」
と
示
さ
れ
た
。

　

一
九
七
八
年
、
寿
楽
学
校
を
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
改
名

し
、
新
規
約
の
制
定
に
よ
り
一
四
地
区
ク
ラ
ブ
の
上
部
組
織
と
し
た
。

二
〇
一
〇
年
に
は
会
員
数
が
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
内
最
大
の
団

体
と
な
っ
た
（
２
―
３
―
61
）。

　

六
〇
年
あ
ま
り
続
く
活
動
の
歴
史
の
中
で
、
社
会
基
盤
や
生
活
様

式
、
会
員
の
気
質
な
ど
が
様
変
わ
り
し
、
現
役
世
代
と
変
わ
ら
ぬ
精

力
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
四
月
一
日

現
在
の
会
員
数
は
、
八
五
七
人
で
あ
る
。

2-3-61　寿楽学校と老人クラブ連合会の組織・運営比較（『大口老人クラブ創立五十周年記念誌』）

寿楽学校 老人クラブ連合会

設　立 1960年４月（会則制定1962年） 1978年

目　的
老人福祉の増進と健康づくり、教養の向上、生
徒相互の親睦を深め、町民の平和で楽しい生
活環境の構築

地区老人クラブなどの相互の親睦 
老人福祉の増進と社会福祉の発展に寄与

事　業

・高齢者教室の開催（毎月１回） 
・社会見学を兼ねた研修旅行の実施 
　（毎年２～３回） 
・物故者の慰霊祭の実施（毎年１回）

・地区老人クラブなどの連絡調整及び育成、指導 
・老人福祉の推進事業 
・社会奉仕活動 
・生きがいと健康づくり事業

組　織
町内10地区クラブ 
約400～450名 地区老人クラブなどの会員をもって組織

役　員
寿楽学校長 
　村長・町長 
　①社本鋭郎　②井上誠之　③大竹喜久雄

会長、副会長、会計、理事、監事で構成

経　費
　運営は授業料と補助による 
　授業料は会則により月額30円（1962年）

会費、補助金、事業収入、寄付金、雑収入 
その他をもって充てる。

会　場
当初は大口北・南小学校の講堂を借用。のち
に会員の増加により、大口町公民館（現大口
中学校敷地内）が主会場となる。

大口町老人福祉センター
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文
化
協
会

　

一
九
七
九
年
、
総
合
福
祉
会
館
（
中
央
公
民
館
）
の
開
設
を
契
機

に
、
自
主
的
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
七
つ
の
ク
ラ
ブ
が
、
大
口

町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
設
立
し
た
。
一
九
九
五
年
に
愛
知
県
文

化
協
会
連
合
会
に
加
盟
し
、
一
九
九
八
年
、
大
口
町
公
民
館
ク
ラ
ブ

連
合
会
か
ら
大
口
町
文
化
協
会
へ
と
名
称
を
変
更
し
た
。

　

文
化
協
会
に
加
盟
す
る
ク
ラ
ブ
は
、
公
民
館
活
動
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
何
ら
か
の
趣
味
活
動
を
自
主
的
に
組
織
化
し
結
成
さ
れ
、

連
合
会
組
織
は
主
に
、
ク
ラ
ブ
相
互
の
提
携
・
交
流
、
活
動
の
発
展
・

充
実
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
担
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
七
年
、
町

は
文
化
協
会
補
助
金
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
活
動
目
的
に
掲
げ
た
、

地
域
文
化
の
向
上
を
よ
り
推
進
す
る
補
助
金
制
度
と
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
己
実
現
の
場
の
多
様
化
や
活
動
の
場
の
選
択

肢
が
増
え
た
こ
と
、
組
織
運
営
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
な
ど
か
ら
、

ク
ラ
ブ
数
及
び
会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
２
―
３
―
62
）。

老
人
ク
ラ
ブ

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
事
業
は
、
寿
楽
学
校
当
時
の
事
業
が
現
在

も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
は
、

連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て
こ
の
様
に
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
が
い
を
手
に
地
域
の
親
や
子
達
と
の
交
流
に
汗
を
流
そ
う
、
住
み

慣
れ
た
地
域
を
担
う
主
役
は
元
気
な
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
が
地
域
の
担

い
手
と
な
る
に
は
他
世
代
や
他
業
種
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
必
要
で
す
」

私
た
ち
は
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域
社
会
と

つ
な
が
り
、
地
域
福
祉
増
進
を
掲
げ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
創
立
六
十
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
超
高
齢
化
社
会
が
急
激
に
進
む
中
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
く
、
今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

2-3-62　文化協会加盟団体の推移
（『生涯教育の方針と計画』『大口町の生涯学習』）

クラブ数 会員数（人）

1989 12 342

1999 29 680

2009 26 596

2019 21 422
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

一
九
六
二
年
、
日
本
体
育
協
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
を
基
盤

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
計

画
的
か
つ
継
続
的
に
実
践
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全

に
育
成
す
る
目
的
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
結
成
を
全
国
に
呼
び
掛

け
た
。

　

周
辺
自
治
体
で
は
、
江
南
市
が
一
九
六
四
年
、
犬
山
市
が
一
九
六

八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
結
成
し
、
町
内
の
チ
ー
ム
は

周
辺
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
一
緒
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
き

た
。
町
は
一
九
九
五
年
四
月
一
日
、
少
年
の
健
全
育
成
を
根
底
に
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
の
活
発
化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
団
員
の
体
力

の
向
上
と
、
健
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
を
設
立
し
た
。
こ
の
年
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
盟
登
録
は
、
大
口
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
・
大
口
タ
イ
ガ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
大
口
オ
ー

ル
キ
ン
グ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
大
口
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
四
団

で
あ
っ
た
。
当
時
の
団
員
数
は
一
六
八
人
、
指
導
者
数
は
一
五
人
で

あ
っ
た
（
２
―
３
―
63
）。

　

各
単
位
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
以
下
「
単
位
団
」）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
の
体
力
向
上
・
健
康
増
進
を
進
め
て
い
る
。

小
さ
な
町
の
文
化
の
灯

　

一
九
七
二
年
、
子
ど
も
の
文
化
状
況
の
荒
廃
を
憂
い
岐
阜
県
で
創
刊
さ

れ
た
児
童
文
学
雑
誌
『
こ
ぼ
た
ち
』
の
記
事
を
目
に
し
た
一
人
の
お
ば
さ

ん
が
大
口
町
に
い
た
。

　

お
ば
さ
ん
は
保
育
園
の
調
理
員
。
本
が
大
好
き
、
子
ど
も
が
大
好
き
で
、

自
宅
で
ど
ん
ぐ
り
文
庫
を
開
き
子
ど
も
た
ち
に
本
の
貸
し
出
し
を
し
た
（
当

時
は
町
に
図
書
館
が
な
く
、
県
の
移
動
図
書
が
頼
り
の
時
代
）。
ま
た
お
ば

さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
演
劇
を
見
せ
よ
う
と
バ
ス
を
二
台
貸
し
切

り
、
岐
阜
へ
「
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
」
を
見
に
出
か
け
た
。
そ
の
取
り
組
み

が
、「
大
口
親
と
子
の
集
い
」、「
尾
北
親
子
劇
場
」、
そ
し
て
「
子
ど
も
と

文
化
の
森
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

町
の
社
会
教
育
行
政
と
も
連
携
し
て
「
読
書
ク
ラ
ブ
」
や
物
語
を
書
く

「
丹
羽
郡
児
童
文
学
研
究
会
」
を
発
足
。
こ
の
取
り
組
み
は
二
〇
〇
五
年
、

大
口
町
教
育
委
員
会
発
行
の
『
大
口
町
の
む
か
し
ば
な
し
』
の
原
稿
に
も

な
り
花
開
く
。

　

一
人
の
お
ば
さ
ん
の
「
子
ど
も
た
ち
に
良
質
な
文
化
を
」
と
の
想
い
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
触
れ
た
子
ど
も
が
成
長
し
、
次
の
世
代
へ
と
、
そ
の
文

化
の
灯
り
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
お
ば
さ
ん
は
き
っ
と
、
大
空
の
彼
方

で
喜
ん
で
み
え
る
で
し
ょ
う
。�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
中

心
に
活
動
を
お
こ
な
い
、

同
時
に
集
団
行
動
に
お
け

る
ル
ー
ル
を
学
ぶ
な
ど
、

指
導
者
や
保
護
者
集
団
と

い
っ
た
大
人
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
担
っ

て
き
た
。
小
学
校
や
町
内

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
定
期
的
に
練
習
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
果

と
し
て
対
外
試
合
や
町
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
大
会
へ
出
場
し
て

い
る
。

　

二
〇
二
三
年
現
在
の
大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
野
球
の
種
目

で
あ
る
単
位
団
が
、
上
部
（
西
尾
張
な
ど
）
大
会
へ
の
出
場
チ
ー
ム

選
出
と
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
と
し
て
、
大
会
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
対
象
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

体
力
テ
ス
ト
に
も
参
加
し
、
団
員
個
々
の
体
力
を
把
握
し
て
い
る
。

ま
た
、
単
位
団
同
士
の
交
流
会
と
し
て
、
団
員
が
参
加
す
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ
な
い
、
地
域
や
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を

超
え
た
交
流
を
進
め
て
き
た
。

　

単
位
団
の
種
目
は
、
二
〇
二
三
年
現
在
、
野
球
二
団
、
サ
ッ
カ
ー

一
団
、
バ
レ
ー
及
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
団
で
あ
る
。

体
育
協
会

　

大
口
町
体
育
協
会
の
前
身
は
、
大
口
村
公
民
館
体
育
部
で
あ
る
。

戦
後
復
興
の
中
、
公
民
館
活
動
の
一
つ
の
分
野
と
し
て
始
ま
っ
た
。

当
初
は
、
老
若
男
女
が
集
い
、
共
に
楽
し
む
中
で
ひ
と
時
を
過
ご
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
主
と
し
て
い
た
が
、
次
第
に
競
技
を
専
門
的

に
取
り
組
み
は
じ
め
、
住
民
に
加
え
企
業
な
ど
、
職
場
グ
ル
ー
プ
の

参
加
が
多
く
な
っ
た
。

　

一
九
六
一
年
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
制
定
さ
れ
、
国
及
び
地
方
公

共
団
体
は
、
国
民
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
明
る
く
豊
か
な
国
民
生

活
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
し
た
。
一
九
六
四
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
契
機
に
、
国
や
県
の
指
導
に
基
づ
い
て
各

地
に
体
育
協
会
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
町
も
、
七
団
体
か
ら
な
る
大
口

町
体
育
協
会
を
発
足
し
た
。
設
立
か
ら
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
は
、

会
長
を
町
長
が
務
め
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
よ
り
自
主
的
な
活

動
団
体
へ
と
移
行
す
る
た
め
、
会
長
を
会
員
な
ど
か
ら
選
出
し
、
二

〇
〇
七
年
か
ら
は
、
事
務
局
機
能
も
自
主
運
営
と
な
っ
た
。

　

大
口
町
体
育
協
会
は
、
町
民
総
ス
ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
各
種
ス

2-3-63　団員及び指導者数の推移
（『スポーツ少年団理事会資料』）

団員数（人） 指導者数（人）

1995 168 15

2000 171 59

2005 165 76

2010 129 81

2015 95 67

2020 101 21
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ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
の
開

催
、
指
導
者
の
育
成
や
活
動

情
報
の
提
供
、
さ
ら
に
は
功

労
者
へ
の
顕
彰
な
ど
を
自
主

事
業
と
し
て
展
開
し
て
い

る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
を
境
に
、
徐
々
に
団
体
数

及
び
会
員
数
が
減
少
し
て
い

る
（
２
―
３
―
64
）。
二
〇
二

三
年
四
月
よ
り
、
名
称
を
大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
変
更
し
た
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

二
〇
〇
〇
年
四
月
、
大
口
町
生
涯
学
習
課
が
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
地
域
・
世
代
・
種
目
な
ど
相
互
に
協
力
で
き
る
関
係
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
組
織
を
設
立
し
た
い
と
町
内
各
種
団
体
に
呼
び
掛
け
、
そ

の
準
備
会
を
発
足
し
た
。

　

準
備
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
目
的
や
活
動
内
容
、
組
織
づ
く

り
の
検
討
に
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
ス
ポ
ー
ツ
環
境
や

諸
団
体
の
運
営
課
題
な
ど
の
情
報
収
集
、
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
国
内
外
に
お
け
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
現
状

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
団
体
設
立
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
二
〇
〇
二
年
四
月
、
特
定
非
営
利
活
動
団
体
ウ
ィ

ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
た
。

　

団
体
設
立
の
検
討
段
階
か
ら
、
経
済
的
自
立
を
目
指
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
長
年
に
わ
た
り
町
の
社
会
体
育
講
座
と
し
て
運
営
実
績
の

あ
る
水
泳
教
室
を
同
団
体
に
移
管
し
、
総
合
運
動
場
な
ど
を
利
用
し

た
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
設
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
二
年
、
完
全
学
校

週
五
日
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
土
曜
日
の
午
前
中
を
中
心
に
、

会
員
に
な
れ
ば
そ
の
時
々
で
自
由
に
参
加
種
目
を
選
択
で
き
る
「
多

種
目
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」
が
、
体
育
協
会
諸
団
体
の
協
力
に
よ
り
立
ち

上
が
っ
た
。

　

こ
の
団
体
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
法
人
格
を
取
得
し
、「
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
を
と
お
し
、
す
べ
て
の
も
の
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

営
む
た
め
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

と
い
う
使
命
を
掲
げ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多
世
代
・
多
種

目
・
高
い
レ
ベ
ル
で
の
対
応
を
目
指
す
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
事
業
範
囲
や
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。

　

二
〇
二
三
年
四
月
現
在
、
大
口
町
生
涯
教
育
部
所
管
の
体
育
施
設

や
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
、
従
来
は
町
生
涯
学
習

2-3-64　体育協会加盟団体の推移
（『大口町教育要覧』『大口町の社会教育』『おおぐ

ちの社会教育』『大口町の生涯学習』）

団体数 会員数（人）

1984 9 1,828

1991 12 2,015

2001 14 2,082

2012 11 1,804

2022 9 1,462
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課
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
一
部
を
企
画
実
施
す
る
な
ど
、
県
内
で

も
屈
指
の
団
体
へ
と
発
展
し
た
。

わ
か
し
ゃ
ち
国
体

　

一
九
八
三
年
、
愛
知
県
体
育
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、
国
民
体
育

大
会
を
愛
知
県
に
誘
致
す
る
決
議
が
な
さ
れ
た
。
町
は
周
辺
三
市
二

町
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
の
誘
致
に
動
き
、
一
九
八
七
年
、
県

へ
の
誘
致
段
階
で
は
あ
る
が
、
扶
桑
町
と
合
同
で
成
年
男
子
二
部
競

技
の
会
場
に
内
定
し
た
。
こ
の
当
時
、
町
に
は
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

一
面
し
か
な
く
、
大
会
運
営
に
は
練
習
会
場
の
確
保
も
必
要
で
あ
っ

た
た
め
、
新
た
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
必
要
と
な
り
、
一
九
八
六
年

に
、
用
地
確
保
に
着
手
し
た
。

　

一
九
八
八
年
、
町
教
育
委
員
会
内
に
国
体
準
備
室
を
設
置
し
、
一

九
八
九
年
、
第
四
九
回
国
民
体
育
大
会
大
口
町
準
備
委
員
会
を
設
立

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
、
日
本
体
育
協
会
理
事
会
に
お
い
て
、

愛
知
県
開
催
が
正
式
決
定
さ
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
会
場
準
備
か
ら
運
営
、
選
手
の
宿
泊
や
移
動
、

国
体
の
啓
発
な
ど
そ
の
業
務
は
多
岐
に
お
よ
び
、
事
業
規
模
は
町
に

と
っ
て
経
験
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
際
、
国
体
の
企
画
調
整
、
準
備
か
ら
実
行
ま
で
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
た
の
が
大
口
町
体
育
協
会
と
大
口
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

員
で
あ
っ
た
。
特
に
町
内
に
は
宿
泊
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

対
応
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
地
区
住
民
が
、
五
つ
の
学
習
等
共
同
利
用
施
設
（
供
用

施
設
含
む
）
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
娯
楽
室
や
風
呂
（
現
憩い

こ

い
の

四
季
）
な
ど
を
宿
泊
施
設
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
た
（
２
―
３
―
65
・

66
）。

2-3-66　選手団の宿泊施設（河北学習等供用施設）

2-3-65　選手団の宿泊施設（河北学習等供用施設）
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ま
た
、
大
会
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
選
手
団
へ
の
歓
迎
を
示
す
た

め
、
町
内
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
、
幹
線

道
路
で
あ
る
柏
森
大
口
線
の
防
犯
灯
に
は
国
体
の
旗
を
取
り
付
け
た
。

　

大
会
会
場
と
な
る
施
設
整
備
も
順
調
に
進
み
、
一
九
九
〇
年
に
大

口
町
総
合
運
動
場
（
現
オ
ー
ク
マ
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、
一
九
九
四
年
に
上

小
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
国
体
終
了
後
、
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
運
動
公

園
と
改
称
）
が
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
し
た
。

　

一
九
九
四
年
十
月
二
十
三
日
、
大
会
旗
・
炬き

ょ

火か

が
扶
桑
町
か
ら
大

口
町
に
リ
レ
ー
で
引
き
継
が
れ
、
国
体
へ
の
機
運
は
最
高
潮
に
達
し

た
。
十
月
三
十
日
に
扶
桑
会
場

で
開
会
式
を
と
り
お
こ
な
い
、

扶
桑
会
場
と
大
口
会
場
（
大
口

町
総
合
運
動
場
）
で
そ
れ
ぞ
れ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試
合
が
始
ま
っ

た
。
十
一
月
二
日
、
大
口
会
場

で
静
岡
県
と
広
島
県
に
よ
る
決

勝
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
四
日
間

に
お
よ
ぶ
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

宿
泊
し
た
施
設
の
あ
る
行
政

区
と
近
接
行
政
区
が
力
を
あ
わ

せ
て
、
食
事
の
お
世
話
や
選
手
の
送
り
出
し
と
出
迎
え
、
試
合
会
場

で
は
熱
烈
な
応
援
を
お
こ
な
い
、
町
内
が
熱
気
に
包
ま
れ
た
一
週
間

で
あ
っ
た
（
２
―
３
―
67
）。

サ
ラ
イ

　

決
勝
戦
の
前
日
、
大
会
を
裏
方
で
支
え
て
き
た
職
員
か
ら
「
サ
ラ
イ
の

Ｃ
Ｄ
な
い
か
な
？
」
と
打
診
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
縁
と
言
う
も
の
か
、

偶
然
、
保
有
し
て
い
た
の
で
提
供
し
ま
し
た
。

�

決
勝
戦
、
閉
会
式
が
終
了
し
そ
の
曲
が
会
場
に
流
れ
始
め
た
時
、
一
人
、

ま
た
一
人
と
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
方
向
に
走
り
出
し
、

そ
の
後
、
歓
喜
の
輪
の
中
で
胴
上
げ
が
始
ま
っ
た
の
で
す
（
２
―
３
―
68
）。

　

胴
上
げ
を
す
る
者
、
さ
れ
る
者
。
そ
こ
に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
を

離
れ
縁
あ
っ
て
こ
の
地
で
働
き
、

世
話
に
な
っ
た
こ
の
地
に
役
立
て

れ
ば
と
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
多

く
の
方
々
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

工
場
用
地
の
提
供
、
土
地
改
良

事
業
、
区
画
整
理
、
桜
の
植
栽
、

こ
の
国
体
事
業
も
自
主
自
立
の
気

概
に
よ
る
協
働
事
業
で
し
た
。

�
（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

2-3-67　応援風景

2-3-68　大会終了後の胴上げ
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大
口
町
立
図
書
館

　

図
書
館
の
前
身
は
、
一
九
五
〇
年
に
竣
工
し
た
大
口
村
公
民
館
の

一
室
だ
っ
た
。
公
民
館
自
体
は
総
建
坪
一
六
〇
坪
で
そ
の
階
上
に
九

坪
の
小
規
模
な
図
書
室
と
二
・
五
坪
の
映
写
室
を
設
け
巡
回
貸
出
を

お
こ
な
っ
て
い
た
（
２
―
３
―
69
）。

　

当
時
の
蔵
書
数
は
一
一
九
八
冊
で
あ
り
、
県
の
移
動
図
書
館
か
ら

の
貸
出
冊
数
も
一
〇
〇
冊
で
、
利
用
も
少
な
く
住
民
の
読
書
活
動
の

推
進
を
図
る
に
は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
町
立
図
書

館
の
実
現
を
目
指
し
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

　

一
九
七
九
年
四
月
、
大
口
町
立
図
書
館
は
総
合
福
祉
会
館
（
中
央

公
民
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
か
ら
な
る
複
合
施
設
）
の

三
階
に
開
館
し
た
（
２
―
３
―
70
）。

　

当
時
の
開
館
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
休

館
日
は
月
曜
・
火
曜
・
祝
日
、
貸
出
点
数
は
三
点
、
貸
出
期
間
は
二

週
間
で
あ
っ
た
。
同
年
十
一
月
に

は
紙
芝
居
の
貸
出
を
開
始
し
、
開

館
年
度
末
の
蔵
書
数
は
、
約
一
万

八
三
五
〇
冊
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
一
年
に
は
高
ま
る
福
祉

的
需
要
を
見
据
え
、
高
齢
者
や
目

の
不
自
由
な
利
用
者
に
対
し
大
活

字
本
の
貸
出
を
始
め
た
。

利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

一
九
八
九
年
、
高
ま
る
貸
出
需
要
に
対
し
て
貸
出
点
数
を
五
点
に

変
更
し
、
時
間
外
返
却
に
対
応
す
る
た
め
一
九
九
二
年
に
図
書
返
却

ポ
ス
ト
（
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
）
を
設
置
し
た
。
一
九
九
四
年
か
ら
開
館

時
間
を
午
前
九
時
と
し
、
祝
日
及
び
祝
日
の
振
替
休
日
開
館
を
開
始

し
た
。
さ
ら
に
一
九
九
五
年
、
国
立
国
会
図
書
館
と
の
図
書
館
間
で

2-3-69
大口村公民館内の図書室平面図 （1952年頃）

（『公民館の実態』）

2-3-70　開館当時の一般図書室（1979年）
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の
貸
出
を
開
始
し
、
増
加
す
る
利
用
者
や
蔵
書
管
理
に
対
応
す
る
た

め
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

　

一
九
九
九
年
十
一
月
に
は
第
一
回
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
、
資

源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
除
籍
し
た
雑
誌
を
一
般
配
布
す
る
リ

ユ
ー
ス
事
業
を
始
め
た
。
二
〇
〇
一
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る
児
童
を
対
象
と
し
た
読
み
聞
か
せ
イ
ベ
ン
ト
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

を
開
始
し
、
二
〇
〇
二
年
十
月
に
町
立
図
書
館
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
た
。

進
む
情
報
化
と
図
書
館
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

二
〇
〇
三
年
は
貸
出
点
数
を
一
〇
点
に
変
更
し
、
四
か
月
児
健
診

に
訪
問
し
て
読
み
聞
か
せ
を
お
こ
な
い
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
本
に
触
れ

て
健
や
か
な
発
育
を
願
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、
図
書
館
を
自
治
体
の
域
を
超
え
て
利
用
し
た
い
と
い
う
声

が
多
く
届
い
た
た
め
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
、
尾
張
北
部
広
域
行
政
圏

域
（
春
日
井
市
・
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・

扶
桑
町
）
で
図
書
の
広
域
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
町
外
利
用
者

が
増
加
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
、
視
聴
覚
資
料
貸
出
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
加
え
、
二
〇
〇
八
年
に
は
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
さ
ら
に
、
週
六
日
開
館
を

実
施
し
て
よ
り
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
。

　

二
〇
一
四
年
の
総
合
福
祉
会
館
耐
震
化
工
事
の
際
は
、
駐
車
場
に

仮
設
の
臨
時
図
書
館
を
設
け
、
閉
館
せ
ず
事
業
を
継
続
し
、
耐
震
化

工
事
に
合
わ
せ
て
乳
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
が
で
き
る
、
ひ
よ
こ
ル
ー

ム
を
新
設
し
た
（
２
―
３
―
71
）。

　

二
〇
一
六
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を

開
始
し
た
（
２
―
３
―
72
）。

　

な
お
、
開
館
以
来
の
蔵
書
点
数
・
貸
出
人
数
・
貸
出
件
数
の
推
移

を
見
る
と
（
２
―
３
―
73
）、
蔵
書
点
数
が
減
少
し
た
一
九
九
四
年
は
電

算
化
に
と
も
な
う
蔵
書
の
精
査
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
の
減
少
は
、

書
架
の
耐
震
補
強
と
書
庫
の
整
理
を
機
会
に
蔵
書
の
精
査
を
お
こ2-3-72　雑誌スポンサー（2022年撮影）

2-3-71　ひよこルーム（2022年撮影）
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な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
貸
出
人
数
・
貸
出
件
数
も
増
減
は
同
じ
理
由

に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
。
具
体
的
な
要
因
と
し
て
は
、
一
九
九
五

年
十
月
か
ら
電
算
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
と
と
も
に
、
貸
出
点
数
が
五
点

か
ら
六
点
と
な
り
Ｃ
Ｄ
（
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
）、
翌
年
か
ら
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
と
い
っ
た
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
が
始
ま
っ
た
た
め
増
加

し
た
。
貸
出
点
数
が
一
〇
点
ま
で
に
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
、
開
館
が

週
六
日
と
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
、
雑
誌
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
点

数
と
期
間
の
変
更
を
し
た
二
〇
〇
九
年
に
も
数
字
が
伸
び
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
の
減
少
は
、
耐
震
化
工
事
の
影
響
に
よ
る
。
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2-3-73　蔵書点数・貸出人数・貸出件数の推移
（『社会教育概要』『大口町史』『大口町における社会教育』『大口町の社会教育』『おおぐちの社会教育』

『日本の図書館』『社会教育事業報告』『決算に係る主要施策の成果報告書』『図書館年報』）

あ
こ
が
れ
の
図
書
館
員
さ
ん

　

小
学
生
の
頃
、
毎
週
土
曜
日
は
図
書
館
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
本
は

元
々
好
き
で
し
た
の
で
、
館
内
で
い
ろ
い
ろ
な
物
語
や
、
星
に
ま
つ
わ
る

本
を
読
み
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
五
年
生
の
時
、
欲
し
い
本
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
ず
、
図
書
館

員
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
見
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
本
当

に
す
ご
い
と
思
い
、
図
書
館
で
働
く
こ
の
人
の
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
、
子

ど
も
の
頃
の
あ
こ
が
れ
で
し
た
。
そ
ん
な
私
も
時
を
経
て
、
同
じ
図
書
館

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
時
は
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。�

（
昭
和
六
十
一
年
生
ま
れ
）
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『
大
口
町
史
』
の
編
さ
ん

　

一
九
二
五
年
に
『
古
知
野
町
誌
』、
一
九
三
一
年
に
『
扶
桑
村
誌
』、

一
九
三
四
年
に
『
町
史
布
袋
町
大
観
』
が
刊
行
さ
れ
る
中
、
翌
一
九

三
五
年
に
『
大
口
村
誌
』
を
刊
行
し
た
。

　
『
大
口
村
誌
』
は
、
地
誌
・
災
害
・
村
政
・
寺
社
・
兵
事
、
そ
し
て

一
九
〇
六
年
に
大
口
村
が
誕
生
し
た
前
後
の
要
職
者
の
氏
名
な
ど
、

資
料
に
基
づ
き
詳
細
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
は
、
大
口
村
第

一
・
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
大
口
南
小
学
校
・
北
小
学
校
）
の

教
員
に
よ
る
。
村
誕
生
か
ら
五
十
年
目
に
あ
た
る
一
九
五
六
年
に
は
、

『
五
十
年
の
歩
み
』
を
刊
行
し
た
。
八
〇
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
冊
子
で
は

あ
っ
た
が
、
工
場
誘
致
が
本
格
化
す
る
前
の
村
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
編
集
委
員
は
、
公
民
館
役
職
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
執

筆
者
の
情
報
は
な
い
。

　

一
九
六
七
年
は
『
郷
土
大
口
』
を
刊
行
し
た
。
大
学
教
授
に
監
修

を
お
願
い
し
、
二
年
を
か
け
て
一
六
〇
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
冊
子
は
小
中
学
生
に
読
ん
で
も
ら
お
う
と
横
書
き
の
体
裁
を
と

る
。
執
筆
は
、
町
内
の
小
中
学
校
の
教
員
に
よ
る
。

　

一
九
七
六
年
に
『
扶
桑
町
史
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
町
で
も
同
年

七
月
、
一
九
八
二
年
に
町
制
二
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
町
史
編
さ
ん
を
決
定
し
た
。
庁
舎
に
は
事
務
局

が
お
か
れ
、
八
月
に
は
編
さ
ん
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委
員
は
、
町

長
（
委
員
長
）・
教
育
長
（
副
委
員
長
）・
町
内
の
小
中
学
校
長
・
教

育
委
員
で
構
成
さ
れ
、
編
さ
ん
方
針
と
し
て
、
日
本
の
歴
史
の
中
で

町
の
発
展
経
過
を
史
実
と
資
料
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
こ
と
、
各
時

代
の
出
来
事
や
人
物
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
時
代
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
わ
か
り
や
す
い
記
述
で
町
民
に
愛
読
さ
れ
る
も
の
に
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

ま
た
、
編
さ
ん
の
指
導
を
二
人
の
大
学
教
授
に
依
頼
す
る
こ
と
も

決
定
し
た
。
資
料
の
収
集
は
、
町
内
在
住
の
一
八
人
を
資
料
収
集
協

力
員
に
任
命
し
、
町
内

の
旧
家
・
寺
社
を
訪
問

し
て
資
料
や
伝
承
の
収

集
に
従
事
し
た
。
し
か

し
、
一
八
六
八
（
慶
応

四
）
年
の
入
鹿
切
れ
に

よ
る
大
洪
水
（
第
一
編

第
三
章
第
一
節
）
に
よ

り
、
資
料
が
亡
失
し
て

十
分
な
収
集
が
で
き
な

い
訪
問
先
も
あ
っ
た
。

2-3-74　『大口村誌』・『大口町史』・『郷土大口』
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執
筆
に
は
、
町
内
の
小
中
学
校
の
教
員
を
中
心
に
三
八
人
が
携

わ
っ
た
。
一
九
八
二
年
二
月
に
『
大
口
町
史
』
は
刊
行
し
、
区
長
を

介
し
て
地
区
ご
と
に
購
入
希
望
者
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
町
民
に
向

け
て
刊
行
し
た
（
２
―
３
―
74
）。

歴
史
民
俗
資
料
館

　

一
九
八
二
年
に
『
大
口
町
史
』
を
刊
行
し
て
以
降
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
建
設
に
向
け
て
動
き
出
す
。
町
内
の
民
俗
資
料
を
中
心
に
収

集
を
始
め
、
そ
れ
ら
は
大
口
町
中
央
公
民
館
二
階
に
仮
置
き
し
た
。

具
体
的
な
計
画
と
し
て
は
、
一
九
八
八
年
の
公
立
社
会
教
育
施
設
の

整
備
計
画
で
あ
り
、
当
初
は
単
独
館
と
し
て
の
構
想
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
一
九
八
九
年
、「（
仮
称
）
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
基
本

構
想
（
案
）」
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
は
、
建
設
テ
ー
マ
と
し
て
「
自

然
と
風
土
と
土
地
柄
を
み
ん
な
で
生
か
す
町
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
展

示
方
法
は
入
館
者
が
わ
か
り
や
す
く
理
解
し
、
そ
の
場
で
体
験
学
習

が
で
き
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
の
場
を

創
出
す
る
と
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
策
定
し
た
第
四
次
大
口
町
総
合

計
画
で
も
、「
文
化
財
の
保
護
・
文
化
の
振
興
」
の
節
内
に
挙
げ
た
主

要
施
策
の
中
に
、「
歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
設
と
展
示
方
法
の
検
討
」

を
明
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
計
画
は
一
度
中
止
と
な
り
、
収
集
し

た
資
料
も
中
央
公
民
館
内
に
置
い
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
四
年
に
健
康
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
魅
力
あ

る
施
設
を
建
設
す
る
構
想
が
持
ち
上
が
り
、「（
仮
称
）
健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
検
討
専
門
部
会
」
に
よ
る
検
討
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
構
想
に

お
い
て
、
複
合
施
設
内
に
歴
史
民
俗
資
料
館
を
設
置
す
る
こ
と
も
検

討
課
題
と
な
っ
た
。
検
討
時
は
単
独
館
に
す
る
か
複
合
施
設
の
一
つ

と
す
る
か
議
論
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
「（
仮
称
）
健
康
文
化
セ
ン

タ
ー
基
本
構
想
」
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
盛
り
込
む
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
基
本
構
想
に

は
、
家
族
で
対
話
で
き

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
る
よ
う
な
展
示
方
法

と
す
る
な
ど
、
一
九
八

九
年
に
策
定
し
た
基
本

構
想
と
共
通
す
る
理
念

を
一
部
継
承
し
た
。

　

一
九
九
七
年
、
収
集

し
た
資
料
を
整
理
し
、

歴
史
民
俗
資
料
館
を
建

設
す
る
際
の
準
備
施
設

2-3-75　大口町文化財収蔵庫（2022年撮影）
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と
し
て
、
大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
を
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
（
２
―
３
―
75
）。
大

口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
の
東
側
に
位
置
し
て
お
り
、

木
材
は
岐
阜
県
加
子
母
村
（
現
中
津
川
市
）
か
ら
取
り
寄
せ
た
木
造

二
階
建
て
の
建
物
で
あ
る
。

　

一
九
九
八
年
、
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
し
、
歴
史
民

俗
資
料
館
を
三
階
に
設
置
し
た
（
２
―
３
―
76
）。
展
示
室
は
町
内
の

歴
史
・
文
化
を
紹
介
す
る
常
設
体
感
展
示
室
（
２
―
３
―
77
）
と
、
年

間
お
お
む
ね
四
回
の
企
画
展
を
開
催
す
る
企
画
展
示
室
に
分
か
れ
て

い
る
。

第
五
節
　
皆
で
支
え
あ
う
公
共

	

広
聴
制
度

　

住
民
の
意
識
を
町
政
に
反
映
す
る
た
め
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十

九
）
年
か
ら
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
ま
で
の
一
八
年
間
に
わ
た
り
、

各
地
区
か
ら
公
募
・
推
薦
さ
れ
た
二
〇
人
を
町
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

委
嘱
し
た
。
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
毎
年
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
公
共
施
設
・

企
業
の
見
学
、
町
長
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　

一
九
九
一
年
、
町
長
に
就
任
し
た
鈴
木
愽は

く
しは

、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
社
会
経
済
情
勢
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
、
多
様
化
が
進
む
住
民

の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
を
的
確
に
捉
え
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
た
。

　

ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
は
、
町
政
施
策
の
企
画
決
定
に
関
わ
る
女

性
が
少
な
く
、
お
の
ず
と
男
性
の
発
想
や
視
点
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
課
題
の
解
決
で
あ
る
。
従
来
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
廃
止
し
、

区
長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
地
区
代
表
一
一
人
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
・
保
育
園
父
母
の
会
・
婦
人
会
な
ど
各
団
体

の
代
表
二
三
人
、
一
般
公
募
一
〇
人
で
構
成
す
る
女
性
の
み
計
四
四

人
の
「
44
（
し
あ
わ
せ
）
の
会
（
一
九
九
一
～
九
八
年
）」
を
設
置
し

た
。
会
員
に
は
、
日
常
生
活
を
通
し
て
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
身

2-3-77　常設体感展示室（2022年撮影）

2-3-76　大口町歴史民俗資料館（2022年撮影）
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近
な
疑
問
や
町
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
書
面
に
ま
と
め
て
提
出

し
、
行
政
課
題
に
関
連
し
た
先
進
地
視
察
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お

こ
な
い
な
が
ら
多
様
な
意
見
を
集
約
し
た
。

　

一
九
九
三
年
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
募
集
（
～
一
九
九
七

年
）
を
開
始
し
た
。
町
に
関
わ
る
人
々
が
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

を
考
え
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
る
、
地
域
へ
の
愛

着
や
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
を
期
待
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
五
年
間

で
延
べ
一
二
〇
件
が
寄
せ
ら
れ
、
一
九
九
七
年
は
中
学
生
を
対
象
に

募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
三
件
を
優
秀
ア
イ
デ
ア
と
し
て
表
彰
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
声
を
聴
く
た
め
に
は
、
積
極
的
に
地
域
へ
出

向
く
必
要
が
あ
る
と
、
町
長
自
ら
町
幹
部
を
連
れ
て
、
金
曜
日
・
土

曜
日
の
夜
に
、
町
内
一
一
行
政
区
を
訪
ね
る
「
地
区
懇
談
会
（
一
九

九
三
年
・
一
九
九
四
年
）」
及
び
「
女
性
地
区
懇
談
会
（
一
九
九
三

年
・
一
九
九
五
年
）」
を
開
催
し
た
。
三
年
間
で
延
べ
四
四
回
、
二
四

八
七
人
が
参
加
し
、
住
民
と
町
長
た
ち
が
事
前
通
告
な
く
膝
を
交
え

て
活
発
に
質
疑
応
答
し
た
。
そ
の
中
か
ら
地
域
課
題
を
集
め
、
あ
わ

せ
て
実
施
し
た
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
町
政
施
策
の
認
知
度
を

調
査
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
区
懇
談
会
・
女
性
地
区
懇
談
会
か
ら
引
き
継
い

だ
広
聴
事
業
が
、「
企
業
懇
談
会
（
一
九
九
六
年
・
一
九
九
七
年
）」

で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
、
地
域
に
お
け
る
企
業
と
の

共
生
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
に
、
共
に
発
展
が
続

け
ら
れ
る
関
係
づ
く
り
を
目
指
し
、
企
業
・
行
政
の
意
思
疎
通
を
図

る
場
と
し
て
実
施
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
、
町
に
法
人
登
録
を
し

て
い
る
全
て
の
企
業
（
約
四
六
〇
社
）
を
対
象
に
開
催
方
法
な
ど
を

尋
ね
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
い
、
二
年
間
で
延
べ
一
〇
回
、

六
八
社
と
、
町
の
今
後
や
企
業
か
ら
地
域
へ
の
貢
献
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。

　

広
聴
と
は
、
行
政
機
関
な
ど
が
広
く
一
般
の
人
の
意
見
や
要
望
な

ど
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
が
、
町
の
広
聴
活
動
は
、
鈴
木
愽
町
政
に
積

極
的
か
つ
現
場
重
視
へ
と
進
め
方
が
変
容
し
た
。
こ
の
後
の
酒
井
町

政
で
は
、
住
民
の
参
画
と
参
加
に
よ
る
新
た
な
公
共
施
策
を
模
索
し

た
結
果
、
情
報
公
開
に
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
議
会

基
本
条
例
に
、
地
区
懇
談
会
を
位
置
づ
け
た
。

　

協
働
事
業
や
地
域
自
治
組
織
活
動
が
広
が
っ
て
ゆ
く
中
、
広
聴
活

動
は
特
に
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
、
日
常
の
町

民
活
動
の
中
か
ら
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
る
形
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
。
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広
報
制
度

　

町
の
広
報
紙
は
、
一
九
五
〇
年
十
一
月
の
第
一
号
よ
り
、
原
則
月

一
回
発
行
し
て
い
る
。
当
初
は
「
大
口
広
報
」
と
い
う
名
称
だ
っ
た

が
、
一
九
七
二
年
八
月
号
よ
り
「
広
報
お
お
ぐ
ち
」
に
変
更
し
、
二

〇
二
三
（
令
和
五
）
年
三
月
現
在
、
七
六
九
号
ま
で
発
行
し
た
。

　

町
が
所
蔵
す
る
原
本
で
最
も
古
い
広
報
紙
（
一
九
六
五
年
九
月
号
・

第
一
〇
九
号
）（
２
―
３
―
78
）
に
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
国
勢
調
査
の
協

力
依
頼
、
長
寿
の
祝
い
、
町
民
体
育
祭
の
参
加
呼
び
か
け
、
町
民
水

泳
大
会
・
町
内
柔
道
大
会
・
子
ど
も
会
球
技
大
会
の
結
果
、
交
通
安

全
週
間
、
成
人
病
予
防
と
い
う
主
に
行
政
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
は
印
刷
技
術
の
発
達
に
よ
り
二
色
印
刷
、
一
九

九
〇
年
代
に
入
る
と
カ
ラ
ー
印
刷
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
行
政

書
類
が
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版
へ
と
変
わ
っ
た
際
に
は
、
一
時
的
に
Ａ

３
版
の
広
報
紙
（
２
―
３
―
79
）
を
発
行
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
特
集

記
事
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
り
、
カ
ラ
ー
印
刷
と
と
も
に
内
容
の
よ

り
一
層
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

　

一
九
九
八
年
、
広
報
担
当
職
員
が
原
稿
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
指
示
書

を
作
成
し
印
刷
業
者
に
発
注
し
て
い
た
方
法
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
で
原
稿
入
力
し
、
印
刷
レ
イ
ア
ウ
ト
の
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
Ｄ
Ｔ

Ｐ
技
術
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
新
鮮
な
記
事
掲
載
が
可

能
と
な
っ
た
。

2-3-78　「大口広報」第109号（1965年 9 月25日）

2-3-79　Ｂ 5 版からＡ 3 版となった「広報おおぐち」
（写真右：1994年 3 月号（Ｂ 5 版）
写真左：1994年 4 月号（Ａ 3 版））
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二
〇
〇
六
年
五
月
号
か
ら
、
レ
イ
ア
ウ
ト
デ
ー
タ
の
作
成
を
、
住

民
な
ど
の
有
志
が
立
ち
上
げ
た
、
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
委
託

し
た
。
そ
の
後
、
ま
ち
の
話
題
の
取
材
及
び
原
稿
作
成
、
さ
ら
に
特

集
記
事
の
作
成
へ
と
委
託
内
容
の
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
よ
り
住
民
に
身
近
な
話
題
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

地
方
分
権　
地
方
分
権
一
括
法
が
成
立
し
た
一
九
九
九
年
、
町
に

お
い
て
も
、
住
民
の
参
画
と
参
加
に
よ
る
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
（
第
二
編
第
一
章
第
四
節
）。

　

住
民
が
自
ら
の
意
志
に
よ
る
活
動
を
始
め
、
行
政
施
策
の
企
画
立

案
・
実
施
に
お
い
て
も
協
働
の
精
神
を
可
能
な
限
り
組
み
込
み
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
後
ろ
支
え
し
た
こ
と
で
、
従
来
は
行
政
職
員
が
担
っ

て
き
た
公
共
施
策
の
新
た
な
担
い
手
と
な
る
事
例
が
生
ま
れ
始
め
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
精
神
的
な
満
足
度
を
高
め

る
活
動
が
、
結
果
と
し
て
行
政
改
革
の
一
翼
を
担
う
と
い
う
価
値
あ

る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
情
報
公
開
条
例
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
条
例
の
制
定　
二
〇
〇
〇
年

四
月
、
住
民
が
行
政
参
加
を
す
る
た
め
に
必
要
な
大
口
町
情
報
公
開

条
例
を
施
行
し
、
住
民
に
対
し
て
積
極
的
な
行
政
情
報
の
公
開
を
進

め
た
。
同
年
六
月
、
市
町
村
と
し
て
は
早
い
時
期
に
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
促
進
条
例
を
制
定
し
、
住
民
活
動
の
継
続
を
支
援
す
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
た
。

　

そ
し
て
、
行
政
組
織
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
情
報
課
と
共
に
地
域

振
興
課
を
設
置
し
、
住
民
の
地
域
活
動
全
般
を
応
援
す
る
体
制
を
整

広
報
の
サ
イ
ズ

　

広
報
担
当
だ
っ
た
頃
、「
な
ぜ
Ａ
４
版
な
の
か
。
お
年
寄
り
の
た
め
に
大

き
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

の
検
討
も
し
ま
し
た
が
、
Ａ
３
版
を
試
行
す
る
判
断
に
な
り
ま
し
た
。
表

紙
写
真
が
大
き
く
な
り
、
テ
ー
マ
や
精
度
の
確
保
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

読
み
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
保
存
性
や
取
扱
い
の

面
で
や
は
り
、
Ａ
４
版
が
無
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
編
集
作
業
を
Ｄ
Ｔ

Ｐ
化
し
た
折
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

Ａ
３
版
で
培
っ
た
経
験
、
写
真
の
扱
い
や
幅
広
い
年
代
層
に
読
ん
で
頂

く
た
め
特
集
記
事
を
定
例
化
し
、
新
設
し
た
若
者
登
場
コ
ー
ナ
ー
や
親
ば

か
日
誌
、
編
集
後
記
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）
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え
た
。
当
時
、
生
涯
学
習
部
門
が
事
務
局
を
担
っ
て
い
た
老
人
ク
ラ

ブ
・
婦
人
会
・
子
ど
も
会
を
地
域
振
興
課
所
管
と
し
た
。
こ
れ
は
、

会
員
自
ら
が
よ
り
主
体
性
を
持
っ
た
活
動
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
団

体
へ
の
移
行
を
目
指
し
た
も
の
で
、
組
織
体
制
や
事
業
内
容
、
そ
の

実
施
体
制
な
ど
を
会
員
と
町
が
議
論
を
重
ね
た
。

　

そ
の
結
果
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も
会
・
婦
人
会
（
現
大
口
さ
く

ら
メ
イ
ト
）
は
、
事
務
局
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
自
ら
有
す
る

こ
と
と
な
り
、
二
〇
二
三
年
現
在
も
、
役
員
が
中
心
と
な
り
自
主
的

な
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
二
年
の
町
制
施
行
四
〇
周
年
を
迎
え
た
際
に
は
、

住
民
の
参
画
と
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
住
民
団
体
が

行
政
に
公
益
事
業
を
提
案
し
て
実
施
す
る
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
公
益
事
業
を
実
施
す
る
活
動

団
体
が
増
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
芽
吹
き
始
め
た
。

　

し
か
し
、
行
政
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
連
施
策
の
主
眼
は
、
団
体
が

法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
活
動
の
継
続
を
担
保
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
団
体
に
と
っ
て
は
超
え
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
り
、

活
動
の
拡
が
り
や
新
た
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
と
の
本
格
的
な
協
働
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
連
施
策
の
見
直
し　
二
〇
〇
四
年
三
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

の
広
が
り
を
目
指
し
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
委
員
会
の
提
案
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
活
性
化
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
を
皆
で
話
し
合
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
検
討
会
議
を
実
施

し
た
。
こ
の
検
討
会
議
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
が
活
性
化
す
る
た
め
の

し
く
み
に
つ
い
て
議
論
や
研
究
を
重
ね
、
二
〇
〇
五
年
一
月
、
そ
の

検
討
結
果
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
の
提
言
書
と
し
て

町
に
提
出
し
た
。

　

町
は
こ
の
提
言
を
受
け
、
従
来
あ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
連
施
策
に
つ
い

て
「
支
援
か
ら
協
働
へ
」
を
合
言
葉
に
再
構
築
を
図
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
住
民
の
、
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
想
い
を
体
系
的
に
応
援

す
る
ま
ち
づ
く
り
応
援
の
仕
組
み
を
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
実
施
し

た
。

　

こ
の
仕
組
み
で
は
、
町
内
で
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
お
こ
な
う
団

体
を
、
組
織
体
制
・
活
動
状
況
に
応
じ
「
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
」

ま
た
は
「
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
」
に
分
類
し
登
録
す
る
こ
と
で
、
町

は
活
動
団
体
や
内
容
を
把
握
し
情
報
の
一
元
化
を
図
り
、
活
動
支
援
・

育
成
を
可
能
と
し
た
。

　

ま
た
、
町
に
登
録
し
た
団
体
が
実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
事
業
を
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
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審
査
を
経
て
事
業
費
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
、
町
が
承
認
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
や
施
設
利
用
の
助
成
な
ど
、
団

体
の
規
模
や
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
お
こ
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
く
そ
の

継
続
が
有
益
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
町
職
員
に
代
わ
っ

て
公
共
施
策
を
担
う
、
協
働
委
託
事
業
の
仕
組
み
も
生
ま
れ
た
。

面
白
そ
う
な
ヒ
ト
た
ち
を
発
見

　

二
〇
〇
四
年
三
月
、「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
募
集
チ

ラ
シ
で
集
ま
っ
た
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
検
討
会
議
で
は
、

参
加
者
に
面
白
そ
う
な
方
々
を
発
見
し
ま
し
た
。
飄
ひ
ょ
う

々ひ
ょ
うと

し
た
風
貌
と
話

し
方
だ
け
ど
言
葉
に
熱
い
想
い
が
伝
わ
る
変
な
お
じ
さ
ん
、
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
と
話
し
方
で
、
大
口
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
雰
囲
気
で
は
な
い
お
じ

さ
ん
、
他
に
も
金
髪
に
近
い
髪
の
見
た
目
と
は
裏
腹
に
お
っ
と
り
と
優
し

い
口
調
の
子
育
て
中
マ
マ
に
、
他
の
活
動
で
見
か
け
た
こ
と
の
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
な
お
ば
さ
ん
。

　

検
討
会
議
が
終
わ
り
、
面
白
い
方
々
を
逃
し
て
は
い
け
な
い
と
、
ま
ち

づ
く
り
勉
強
会
（
仮
）
を
し
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
集

ま
っ
て
く
れ
た
方
々
で
結
成
し
た
の
が
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
・
太
助
で
す
。

ま
ち
の
人
た
ち
の
活
動
を
応
援
し
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
は
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ば
か
り
の
ま
ち
づ
く
り

初
心
者
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
、
勢
い
と
や
る
気
、「
何
と
か
し
な
け
れ

ば
」
と
い
う
熱
い
思
い
だ
け
は
人
一
倍
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
太
助
が
、
後

の
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
太
助
の
中
心
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
お
じ
さ
ん
は
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
空
の
上
か
ら
今
の
姿
を
喜
ん
で
い
る
の
か
、
ま
だ

ま
だ
と
言
わ
れ
る
か
。�

（
昭
和
四
十
年
生
ま
れ
）

満
額
補
助
は
な
い

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
か
ら
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
「
労
働
力
や
機
材
は
自

己
提
供
す
る
。
原
材
料
費
を
町
で
助
成
し
て
欲
し
い
」
と
申
請
を
出
し
ま

し
た
が
、
町
職
員
は
「
行
政
的
に
満
額
補
助
は
な
い
。
せ
め
て
半
額
だ
」

と
の
回
答
で
し
た
。
こ
れ
は
行
政
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、
補
助
制
度
の

見
直
し
を
進
め
た
尺
度
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
そ
の
団
体
は
、
支
払
い
が
発
生
し
な
い
人
工
賃
や
機
材
費
を
事

業
費
と
し
て
積
算
し
、
原
材
料
費
は
総
事
業
費
の
一
部
で
あ
る
と
説
明
し

て
事
業
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
多
く
の
者
が
協
働
事
業
を
経
験
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
時
代
の
良
き
思
い
出
で
す
。�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
会
員
）
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こ
れ
ら
ま
ち
づ
く
り
応
援
の
仕
組
み
と
協
働
委
託
費
制
度
に
よ
っ

て
、
新
た
な
団
体
登
録
が
増
え
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
活
用

し
、
次
第
に
様
々
な
分
野
で
参
画
と
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
中
か
ら
、
協
働
委
託
事
業
と
し
て
継
続
的
に
実
施

さ
れ
る
も
の
が
生
ま
れ
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
へ
の
対
応
も
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
検
討
会
議
に
参
加
し
た
住
民
が
中
心
と
な
り
、
提
案
書
に

記
載
さ
れ
た
住
民
活
動
を
支
え
る
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
も
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
議
論
を
参
考
に
、
町
は
町
民
活

動
セ
ン
タ
ー
が
住
民
活
動
の
中
心
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
連
携

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
地
域
再
生
計
画
「
Ｏ
ｈ-

！
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

お
お
ぐ
ち
構
想
」
を
策
定
し
た
。

　

こ
の
構
想
を
基
に
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り

応
援
隊
・
太た

助す
け

が
、
国
の
市
民
活
動
団
体
等
支
援
総
合
事
業
を
受
け
、

お
お
ぐ
ち
発
掘
事
業
を
実
施
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
二
〇
〇

九
年
二
月
に
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
町
民
活
動
プ
レ
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
（
２
―
３
―
80
）、
翌
年
、
名
称
を
大
口
町
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
改
め
た
。

　

大
口
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
当
初
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
・
太
助

が
運
営
の
中
心
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
町
民
活
動
ま

か
せ
て
ネ
ッ
ト
に
運
営
が
受
け

継
が
れ
た
。
ま
か
せ
て
ネ
ッ
ト

は
、
二
〇
一
四
年
に
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口

と
し
て
法
人
化
す
る
。
二
〇
二

三
年
現
在
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

だ
け
で
な
く
、
地
域
自
治
組

織
・
行
政
区
・
子
ど
も
会
な
ど

協
働
委
託
費

　

町
財
政
の
予
算
科
目
に
は
、
委
託
料
（
施
策
を
外
部
組
織
な
ど
に
委
ね

る
）
や
補
助
金
・
助
成
金
（
何
ら
か
の
組
織
が
実
施
す
る
事
業
に
係
る
費

用
の
一
部
を
公
費
で
補
う
）
は
あ
り
ま
し
た
が
、
協
働
と
い
う
概
念
の
な

い
時
代
の
制
度
で
し
た
。

　

そ
こ
で
新
た
に
そ
の
中
間
と
な
る
、
協
働
委
託
費
と
い
う
概
念
を
設
け
、

事
業
内
容
に
応
じ
て
団
体
と
行
政
が
協
議
し
、
事
業
費
確
保
や
実
績
に
応

じ
て
精
算
す
る
仕
組
み
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
団
体
と
行
政

が
財
政
制
度
上
、
対
等
に
近
い
形
を
担
保
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
財
政
担
当
職
員
）

2-3-80　町民活動プレセンター
オープンイベントの様子（2009年）
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の
地
域
団
体
や
生
涯
学
習
団
体
も
利
用
し
、
行
政
の
各
課
と
も
連
携

す
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
地
域
再
生
計
画
で
理
想
と
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
の
真
ん
中
」
で
そ
の
存
在
意
義
を
確
立
し
た
。

町
民
活
動
プ
レ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

二
〇
〇
八
年
に
大
口
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
関
す
る
提
言
と

し
て
町
へ
提
出
し
、
設
置
に
向
け
て
検
討
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
新
施
設
の
建
設
も
含
め
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
既
存
の
施
設

で
開
設
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
議
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
新
施
設
の
建
設
を
夢
見
て
い

た
方
も
お
り
、「
も
う
や
め
る
」「
や
っ
て
ら
れ
ん
！
」
と
言
い
出
す
方
も

い
ま
し
た
が
、「
じ
ゃ
あ
、
や
っ
て
み
せ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
他
の
メ
ン

バ
ー
の
言
葉
に
押
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
を
町
民
活
動
プ
レ
セ
ン

タ
ー
と
し
、
何
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
町
長
さ
ん
や
議
員
さ
ん

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
式
典
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
、

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
内
で
い
ろ
い
ろ
な
出
店
を
お
願
い
し
、
住
民
の
方
に
も

団
体
活
動
や
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
、
多
く
の
方
に
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、

こ
れ
か
ら
は
町
づ
く
り
の
中
心
に
な
る
た
め
頑
張
る
、
と
思
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
年
生
ま
れ
）

節
電
も
ほ
ど
ほ
ど
に

　

二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
で
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

職
員
を
配
置
し
ま
し
た
が
、
人
が
集
ま
り
、
賑
わ
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
と
、
採
用
し
た
ば
か
り
の
職
員

が
窓
際
に
ポ
ツ
ン
と
い
ま
し
た
。
そ
の
職
員
い
わ
く
、「
私
ひ
と
り
し
か
い

な
い
の
に
、
電
気
代
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
」
と
の
こ
と
。
い
や
い
や
、

入
り
口
に
明
か
り
が
な
け
れ
ば
、
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
分
か

ら
な
い
の
で
、
電
気
く
ら
い
は
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
と
、
思
わ
ず
愛
が
溢

れ
る
叱
咤
激
励
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は
電
気
の
明
か
り

で
は
な
く
、
職
員
の
愛
情
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
た
く
さ
ん
の
活
動
団
体
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。�

（
昭
和
五
十
一
年
生
ま
れ
）

印
刷
機
が
悲
鳴
を
あ
げ
た

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
足

を
運
ん
で
く
れ
る
方
も
順
調
に
伸
び
始
め
た
頃
。
本
来
の
理
念
は
と
も
か

く
、「
印
刷
す
る
と
こ
ろ
」
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
ま
ず
ま
ず
か
と
思
い
ま
し
た
。
役
場
で
行
っ
て
い
た
行
政
区

の
印
刷
を
可
能
な
限
り
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
と
移
行
で
き
る
よ
う
、
行

政
区
に
は
年
間
二
〇
〇
〇
円
の
運
営
協
力
と
印
刷
代
の
負
担
を
お
願
い
し
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て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
印
刷
機
は
フ
ル
稼
働
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
印
刷

機
は
五
年
の
リ
ー
ス
契
約
だ
っ
た
の
で
す
が
、
二
年
半
ほ
ど
で
カ
ウ
ン
ト

オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
利
用
団
体
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、
印
刷
機
を
二
種
類
二
台
に
増
や
し
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
の
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
悲
鳴
は
な
か

な
か
な
い
み
た
い
で
す
。�

（
昭
和
五
十
一
年
生
ま
れ
）

任
意
団
体
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

　

事
業
規
模
が
大
き
く
な
り
、
任
意
団
体
で
は
な
く
、
法
人
と
し
て
事
業

を
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
団

体
の
活
動
目
的
や
内
容
を
公
開
し
、
よ
り
信
頼
性
を
高
め
て
多
く
の
ご
協

力
を
得
て
い
き
た
い
と
話
し
合
い
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
設
立
趣
旨
書
、
申
請
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
、
申
請
書
類
は

一
言
一
句
ま
で
こ
だ
わ
り
、
何
度
も
議
論
を
重
ね
て
団
体
の
想
い
を
文
章

に
し
て
、
名
古
屋
法
務
局
や
あ
い
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
プ
ラ
ザ
に
今
は
亡
き
中

心
メ
ン
バ
ー
と
何
度
も
通
い
ま
し
た
。

　

団
体
の
名
称
は
「
町
民
活
動
ま
か
せ
て
ネ
ッ
ト
」
か
ら
、
ま
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
担
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
「
ま
ち
ね
っ
と
大
口
」
に
変
更
し
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
た
。�

（
昭
和
五
十
年
生
ま
れ
）

ま
ち
づ
く
り
の
真
ん
中
に
あ
る
、
ま
ち
ね
っ
と
大
口

　

二
〇
一
六
年
二
月
に
開
催
し
た
第
一
回
二
市
三
町
ふ
れ
あ
い
協
働

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
驚
い
た
の
は
二
市
三

町
（
小
牧
市
・
岩
倉
市
・
豊
山
町
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
う
ち
、
参
加

者
の
半
分
以
上
が
大
口
町
の
住
民
で
し
た
。
開
催
場
所
が
大
口
町
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
の
高
さ
が
表
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ち
ね
っ
と
大
口
が
団
体
・
住

民
・
企
業
・
行
政
な
ど
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
が
繋つ
な

が
る
場
や
機

会
を
設
け
て
い
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
座
な
ど
積
極
的
に
開

催
し
て
い
る
こ
と
だ
と
私
は
勝
手
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
は
団
体
活
動
の
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
近
く
に
来
た
か
ら
寄
っ
て
み
た
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
は
、
色
々
な
話
を
そ
の
場
に
落
と
し
て
い
っ

て
く
れ
る
の
で
、
ま
ち
ね
っ
と
大
口
は
情
報
が
豊
か
な
場
で
す
。
つ
ま
り
、

ま
ち
ね
っ
と
大
口
は
、
情
報
や
人
脈
が
集
ま
る
場
に
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
こ
と
で
、
新
し
い
つ
な
が
り
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
に
地
域
再
生
計
画
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
ね
っ
と
大
口

が
ま
ち
づ
く
り
の
真
ん
中
に
あ
る
図
の
と
お
り
で
す
。
本
当
に
当
時
の
図

の
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
、
驚
く
と
と
も
に
、
ま
ち
ね
っ
と
大
口
の
す
ご

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。�

（
平
成
四
年
生
ま
れ
）
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地
域
自
治
の
検
討　
町
は
二
〇
〇
四
年
、
近
隣
市
町
と
協
議
を
重

ね
て
い
た
合
併
協
議
か
ら
離
脱
し
た
が
、
自
治
の
再
考
と
そ
の
実
施

体
制
を
強
く
求
め
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
に
策
定
し
た
第
六
次
大
口

町
総
合
計
画
で
は
、
そ
の
経
験
を
反
映
し
、
み
ん
な
で
進
め
る
自
立

と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
、
地
域
の
あ
り
方
は
地
域

住
民
の
責
任
で
考
え
、
決
め
、
つ
く
る
と
い
う
住
民
自
治
を
促
進
さ

せ
、
地
方
分
権
型
社
会
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な
う
羅
針
盤
と

な
っ
た
。
そ
の
基
本
理
念
は
、
第
七
次
大
口
町
総
合
計
画
に
も
受
け

継
が
れ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
、
活
発
な
住
民
活
動
を
背
景
に
、
ま
ち
の
主
役
は
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
で
あ
る
こ
と
を
住
民
の
総
意
と
し

て
明
確
に
位
置
付
け
る
た
め
、
住
民
も
参
画
し
、
大
口
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
を
策
定
し
た
。
こ
の
条
例
は
町
に
関
わ
る
全
て
の
人
・

団
体
・
事
業
所
な
ど
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
と
定
義
し
、

参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
方
自
治
の
目
的

で
あ
る
住
民
福
祉
（
幸
福
）
の
向
上
と
、
町
の
発
展
を
目
指
す
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
住
民
自
治
の
確
立
を
目
指
す
地
域
自
治
組
織
に
関
す
る
項
目
を

明
記
し
て
お
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
次
の
段
階
を
目
指
す
こ
と

と
な
っ
た
。

　

同
年
十
一
月
、
当
時
の
区
長
を
は
じ
め
各
行
政
区
の
代
表
二
四
人

で
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
会
で
は
、

住
民
自
治
の
基
本
で
あ
る
地
域
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
地
域
自
治
組

織
の
設
立
に
つ
い
て
、
約
二
年
間
で
五
〇
回
の
調
査
・
研
究
・
検
討

を
重
ね
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
に
、
新
た
な
地
域
自
治
組
織
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
を
町
に
提
出
し
た
（
２
―
３
―
81
）。
町

は
提
案
書
を
受
け
、
お
お
む
ね
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
各
区
域
で

設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
二
〇
一
三
年
七
月
に
北
地
域
自
治

組
織
と
中
地
域
自
治
組
織
が
、
同
年
十
二
月
に
は
南
地
域
自
治
組
織

が
設
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
、
国
で
は
地
域
の
生
活
や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
で

暮
ら
す
人
々
を
中
心
に
地
域
内
の
多
様

な
主
体
が
参
加
す
る
協
議
組
織
に
つ
い

て
地
域
経
営
の
指
針
を
示
し
、
地
方
自

治
体
は
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
持
続
的
に
実
践
す
る
組
織
の

形
成
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

町
は
従
来
か
ら
地
域
自
治
活
動
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
全

2-3-81　提案書を町長に提出する大口町
まちづくりを考える会（2011年）
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国
的
に
も
早
い
段
階
で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
子
ど
も
の
見
守
り
・

防
災
や
健
康
づ
く
り
・
福
祉
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
住
民
に
よ

る
公
的
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
経
験
が
地
域
自
治
組

織
の
立
ち
上
が
り
期
の
具
体
的
な
事
業
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。

　

二
〇
二
三
年
現
在
、
各
地
域
に
は
事
務
所
を
整
備
し
、
地
域
の
中

心
と
な
っ
て
地
域
課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
準
備
も
整

え
、
行
政
区
や
地
域
内
で
活
動
す
る
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連

携
を
取
り
、
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

町
は
、
住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
全
体
で
進
め
、
関

連
す
る
施
策
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
住
民
と
行
政
が
一
緒
に
な

り
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
議
論
を
交
わ
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
自
治
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
応
援
す

る
体
制
を
整
え
て
き
た
。
こ
れ
が
住
民
自
治
活
動
に
よ
る
元
気
な
ま

ち
の
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

住
民
と
共
に
取
り
組
む
「
協
働
」
の
精
神
は
、
さ
か
の
ぼ
る
と
町
制

施
行
以
前
、
昭
和
の
合
併
協
議
で
辛
酸
を
な
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

村
を
救
う
た
め
、
住
民
が
農
地
を
差
し
出
し
工
場
誘
致
を
進
め
、

五
条
川
の
桜
を
植
え
た
当
時
の
人
々
が
持
つ
郷
土
を
愛
す
る
心
と
、

自
立
の
精
神
が
ま
ち
の
財
産
と
し
て
形
を
変
え
、
脈
々
と
受
け
継
が

れ
た
と
も
い
え
る
。

情
報
公
開
条
例
の
制
定

　

行
政
の
監
視
・
住
民
の
行
政
参
加
・
住
民
の
権
利
利
益
の
救
済
・

行
政
情
報
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報

の
公
開
に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
情
報
公
開
法
が
一
九
九
九
年
五

月
に
公
布
（
二
〇
〇
一
年
施
行
）
さ
れ
た
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
地

方
分
権
一
括
法
も
施
行
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
に
お
け
る
自
主
自

立
、
住
民
参
加
と
協
働
の
気
運
が
芽
生
え
つ
つ
あ
っ
た
。

　

酒
井
町
長
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ま
ち
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一
歩
と
の
思
い
か
ら
早
速
、
大
口
町
情
報

公
開
条
例
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

条
例
の
策
定
に
あ
た
っ
て
先
進
自
治
体
の
状
況
把
握
や
町
民
代

表
・
有
識
者
七
人
か
ら
な
る
情
報
公
開
懇
談
会
を
組
織
し
た
。
庁
内

に
お
い
て
も
各
課
か
ら
代
表
を
募
り
情
報
公
開
委
員
会
を
組
織
し
、

具
体
的
な
公
開
・
非
公
開
の
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
最
大
限
の
配
慮

を
し
つ
つ
、
町
民
の
知
る
権
利
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
明
記
し
、

情
報
公
開
請
求
は
何
人
も
で
き
る
と
定
め
た
条
例
案
を
同
年
十
二
月

議
会
に
上
程
し
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
。

　

同
年
四
月
、
組
織
改
革
に
よ
り
広
報
広
聴
施
策
を
所
管
す
る
情
報

課
を
設
置
し
、
情
報
公
開
制
度
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
広
報
お
お
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ぐ
ち
十
一
月
号
よ
り
約
半
年
間
、
関
連
記
事
を
掲
載
し
た
り
、
漫
画

形
式
の
Ｐ
Ｒ
冊
子
を
作
成
し
た
り
し
て
、
町
民
へ
の
周
知
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
役
場
に
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
情
報
公
開
制
度

の
啓
発
に
努
め
た
。
条
例
制
定
以
降
、
行
政
事
務
の
電
子
化
が
進
み
、

公
文
書
の
形
態
や
情
報
発
信
手
段
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
続
け
る

社
会
情
勢
の
中
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
の
が
情
報

公
開
制
度
で
あ
る
、
と
い
う
原
点
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
公
開
で
き
る

も
の
は
全
て
公
開
す
る
、
と
い
う
姿
勢
で
制
度
運
用
を
続
け
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画

　

鈴
木
愽
町
長
は
、
女
性
と
の
懇
談
を
通
し
て
、
女
性
の
意
見
を
聞

き
施
策
に
取
り
入
れ
た
い
と
「
44
（
し
あ
わ
せ
）
の
会
」
を
立
ち
上

げ
た
（
第
二
編
第
一
章
第
三
節
）。
町
で
は
、
女
性
の
意
見
を
積
極
的

に
聞
く
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

町
が
男
女
共
同
参
画
に
着
手
し
た
の
は
、
一
九
九
九
年
に
男
女
共

同
参
画
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
翌
年
、
町
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
新

た
に
立
ち
上
げ
た
、
地
域
振
興
課
の
事
務
分
掌
に
男
女
共
同
参
画
を

盛
り
込
ん
で
か
ら
と
な
る
。
同
年
、
町
職
員
一
人
を
一
年
間
、
県
の

男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
実
務
研
修
生
と
し
て
派
遣
し
、
県
の
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
や
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
人
材

育
成
事
業
な
ど
を
経
験
す
る
機
会
も
設
け
た
。

　

二
〇
〇
一
年
七
月
に
は
、
お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
委
員
会
で
の
検
討
を
重
ね

た
。
翌
年
、
計
画
期
間
を
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
五
年
間
と
し
た
、
第

一
次
お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン

の
基
本
理
念
を
「
男
女
が
共
に
生
き
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
、

五
年
ご
と
に
内
容
を
見
直
し
、
Ｄ
Ｖ
防
止
や
女
性
活
躍
推
進
を
盛
り

込
み
な
が
ら
二
〇
二
三
年
現
在
、
第
五
次
計
画
ま
で
策
定
し
た
。

　

ま
た
、
先
述
の
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
設
置
と
同
時
に
、
住
民
の

情
報
公
開
制
度
を
つ
く
る

　

六
月
、
町
長
室
に
呼
ば
れ
「
大
急
ぎ
で
情
報
公
開
に
関
す
る
条
例
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
。
七
月
に
異
動
し
て
も
ら
う
。
今
か
ら
準
備
を
」
と
言
わ

れ
、
全
国
で
い
ち
早
く
条
例
制
定
し
た
ニ
セ
コ
町
を
訪
ね
ま
し
た
。「
行
政

が
全
部
決
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
人
、
関
係
者
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
決
め
れ
ば
い
い
。
み
ん
な
納
得
し
て
決
め
た
話
な
ら
後
は
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
情
報
公
開
は
当
た
り
前
で
す
よ
」
目
か
ら
う
ろ
こ

が
落
ち
ま
し
た
。

　

情
報
公
開
制
度
を
Ｐ
Ｒ
す
る
漫
画
冊
子
の
タ
イ
ト
ル
、
情
報
公
開
の
標

語
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
と
の
オ
ー
ダ
ー
。
と
こ
と
ん
考
え
絞
り
出
し
た

の
が
『
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
』（
考
え
る
）
で
し
た
。
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目
線
に
立
っ
た
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
活
動
を
目
指
し
、
お
お
ぐ
ち

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
を
公
募
に
よ
り
立
ち
上
げ
た
。

　

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
は
、
活
動
理
念
を
「
男
女
共
同

参
画
は
、
女
性
の
救
済
で
も
、
男
性
の
糾
弾
で
も
な
く
、
気
づ
き
の

き
っ
か
け
づ
く
り
」
と
定
め
、
二
〇
〇
二
年
五
月
か
ら
広
報
お
お
ぐ

ち
に
「
△
コ
ラ
ム
」
と
題
し
た
啓
発
記
事
の
掲
載
を
始
め
た
（
２
―
３

―
82
）。
そ
の
後
「
△
タ
イ
ム　

き
ら
め
き
の
風
景
」「
△
便
り
」
と

形
式
を
変
え
な
が
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
視
点
か
ら
親
し
み
や
す
く
わ

か
り
や
す
い
記
事
の
掲
載
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
掲
載
記
事
を

抜
粋
し
、
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
し
た
。

　

二
〇
〇
三
年
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の
啓
発
紙
「
ハ
モ
ー
ン
」
の

第
一
号
を
発
行
し
た
。
ハ
モ
ー
ン
の
由
来
は
「
懇
話
会
か
ら
投
げ
か

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
、
水
面
に
広
が
る
「
波
紋
」
の
よ
う
に
緩
や

か
に
い
く
つ
も
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
な
ぁ
」
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
、
文
部
科
学
省
の
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の
調

査
研
究
事
業
の
委
託
を
受
け
、
中
学
生
・
高
校
生
向
け
の
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
啓
発
資
材
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
を
お
こ
な
い
、
近
隣
の
高
校
な
ど
で

授
業
を
実
施
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
講
演
会
や
多
様
な
視
点
に
立
っ

た
研
修
会
の
企
画
実
施
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
、
町
の
男
女
共

同
参
画
の
啓
発
を
担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き

た
が
、
結
成
か
ら
二
〇
年
と
な
る
節
目
の
二
〇
二
〇
年
、
活
動
分
野

を
男
女
共
同
参
画
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
視
点
を
持
っ
て
活
動
の

幅
を
広
げ
る
た
め
、
名
称
を
ハ
モ
ー
ン
に
変
更
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
制
定
さ
れ
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
男

女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は
浸
透
し
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
五

年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ー
ル
の
一
つ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
か
ら
い
え
ば
社
会
的
な
課
題
は
多
く
、
町
は
今
後
も
住
民
団
体

と
と
も
に
住
民
目
線
に
た
っ
た
、
わ
か
り
や
す
い
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
へ
の
啓
発
を
継
続
し
て
い
く
。

2-3-82　△コラム
（「広報おおぐち2002年 5 月号」）
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指
定
管
理
者
制
度

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
二
〇
〇
三
年
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
地
方
公
共
団
体
が
設
置
し
た
公
の

施
設
す
べ
て
を
対
象
と
し
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
持
て
る
知
恵
や
工

夫
、
資
産
を
活
用
し
て
主
体
的
に
施
設
管
理
を
担
う
こ
と
で
、
そ
の

有
効
活
用
と
経
費
節
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
背
景
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
国
が
規

制
緩
和
や
民
営
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
中
で
、
公
的
主
体
以
外
の

民
間
主
体
も
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
能
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
以
外
に
も
公
の
施
設
を
管

理
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
提
案
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
住
民
に
身
近
な
行
政
は
、
地
方
公
共
団
体
が
担
い
自
主
性

を
発
揮
す
る
と
共
に
、
地
域
住
民
が
地
方
行
政
に
参
画
し
協
働
す
る

こ
と
で
、
よ
り
地
方
分
権
改
革
の
具
現
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
の
裁
量
が
大
き
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入　
町
で
は
、
二
〇
二
三
年
四
月
現
在
、

大
口
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」）・
大

口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
」）・
大
口

町
温
水
プ
ー
ル
（
現
オ
ー
ク
マ
温
水
プ
ー
ル
）
ほ
か
大
口
町
ス
ポ
ー

ツ
施
設
（
以
下
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
」）
に
お
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
い
る
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　
開
設
後
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
地
方
分
権
時
代
を
踏
ま
え
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、
そ
の
施
設
を
改
修
し
運
営
に

携
わ
る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
と
の
発
想
か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
審
議
会
を
設
け
た
。
そ
し
て
施
設
改
修
が
終
了
し
運
営
へ
と
移

行
す
る
時
期
に
指
定
管
理

者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
大
口
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

が
二
〇
〇
四
年
一
月
に
指

定
管
理
者
に
名
乗
り
を
あ

げ
た
。
二
〇
〇
九
年
、
こ

の
委
員
会
は
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
憩
い
の
四
季

と
名
称
を
改
め
て
い
る

（
２
―
３
―
83
）。

2-3-83　老人福祉センター（2022年撮影）
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健
康
文
化
セ
ン
タ
ー　
一
階
か
ら
三
階
ま
で
を
行
政
組
織
が
ほ
ぼ

占
有
し
て
お
り
、
四
階
に
貸
し
部
屋
（
２
―
３
―
84
）、
五
階
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
２
―
３
―
85
）
を
併
設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光

熱
水
費
や
改
修
費
用
な
ど
の
通
常
の
維
持
管
理
費
は
行
政
が
負
担
し
、

建
物
（
設
備
）
管
理
や
貸
し
部
屋
、
事
業
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
、
公
募
に
よ
る
事
業
者
選
定
を
お
こ
な
い
、

二
〇
〇
八
年
四
月
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設　
二
〇
一
〇
年
四
月
、
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ウ
ィ
ル
大

口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
と
し
て
任
意
指
定
し
た
。

　

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
二
〇
〇
二
年
、
完
全
学
校
週

五
日
制
の
導
入
に
際
し
、
子
ど
も
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
の
一
助

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と
い
う
願
い
と
、

将
来
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在
り
方
を
検
討
し
た
中
で
、
町
内
各
種

団
体
な
ど
が
集
ま
り
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。

　

こ
の
団
体
が
、
自
主
事
業
と
町
委
託
事
業
を
実
施
す
る
経
験
を
積

み
運
営
が
安
定
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
事
業
運
営
の
舞
台
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
満

足
度
の
向
上
や
経
費
節
減
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
で
活
躍
す

る
若
者
の
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
指
定
管
理
者

と
し
て
任
意
指
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
町
で
は
、
地
方
分
権
の
流
れ
か
ら
導
入
さ
れ
た
指
定

管
理
者
制
度
に
、
住
民
の
参
画
と
参
加
の
理
念
を
組
み
込
ん
で
運
用

し
た
こ
と
で
、「
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
生
き
が
い
の
場
づ
く
り
」「
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
施
設
の
有
効
活
用
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台

で
活
躍
す
る
若
者
の
雇
用
の
場
」
と
い
う
、
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
一
般
的
な
指
定
管
理
者
制
度
と
は
や
や
趣
を
異
と
し
た
形
で

展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

2-3-85　 5 階トレーニングセンター（2022年撮影）

2-3-84　 4 階ほほえみホール（2022年撮影）
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地
域
自
治
組
織

　

二
〇
一
一
年
十
一
月
に
新
た
な
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
提
案
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
、
小
学
校
区
を
単

位
と
す
る
地
域
自
治
組
織
が
設
立
さ
れ
た
（
２
―
３
―
86
～
89
）。
各
自

治
組
織
の
範
囲
と
し
て
は
、
南
地
域
が
秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
地
区

北
地
域
が
外
坪
・
河
北
・
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
地
区
、
中
地

域
が
余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
は
、
設
立
の
背
景
や
構
成
員
、
活
動
分
野
は
違

い
が
あ
り
、
地
域
計
画
を
策
定
し
て
い
る
（
２
―
３
―
90
）。

2-3-86　地域自治組織位置図

2-3-87　北地域自治組織設立総会
（2013年 7 月 7 日 大口町健康文化センター）

2-3-88　南地域自治組織設立総会
（2013年12月 8 日 大口町健康文化センター）

2-3-89　中地域自治組織設立総会
（2013年 7 月28日 余野学習等共同利用施設）
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2-3-90　地域自治組織の定義と役割、地域計画の概要
（「大口町まちづくり条例」『地域自治組織総会資料』）

南地域自治組織 北地域自治組織 中地域自治組織

定　義 「自立と共助の精神」を持って地域共通の課題解決に努め、住民のより良い暮らしの実現を目
指し活動する組織。おおむね小学校区を単位とした区域で設立。

設立年月日 2013年12月8日 2013年7月7日 2013年7月28日

区　域 秋田地区・豊田地区・
大屋敷地区

外坪地区・河北地区
上小口地区・中小口地区・

下小口地区

余野地区・垣田地区・
さつきケ丘地区

役　割
自ら解決できる地域の課題については、自らが考え決定し主体的に取り組むものとし、自ら
が解決できない地域の課題については、町の執行機関やその他のまちづくりの担い手と連携
し、その解決を図る。

町執行機関 
との関係

町の執行機関は、地域自治組織が地域自治を担うために必要となる組織や制度の整備につい
て、地域自治組織と話し合い取り組み、地域自治組織の自立性と自主性を尊重し、地域自治
を実現するために必要な権限と財源を地域自治組織に委ねる。

地　
　

域　
　

計　
　

画

期間 2022年～24年 2023年～25年 2017年～23年

名称
大口町南地域自治組織地域計画

～住民参加の住みよい
地域づくり～

大口町北地域第二次まちづくり計画
～安全で安心な住みよい
地域社会の形成の実現～

向こう三軒両隣推進計画

目標

『人づくり』と『交流』をキー
ワードに、地域課題の解決に
取り組むことで、子どもから
高齢者まで南地域に暮らす人
が南地域の運営を支えられる

『住民自治の地域づくり』を目
指す。

１　世代間交流の推進
２　 役立ち感に満たされる地

域活動の推進
３　地域愛・郷土愛の醸成

１　 まちづくり計画を確実に実
施できる。大口町北地域自
治組織の構築

２　 愛知県一番の安全で安心な
住みよい北地域をつくる

３　 愛する家族、ふるさとを守
る、災害に強い北地域をつ
くる

４　 北地域内の区域、世代を超
えた、人と地域の強い絆を
育む

５　 北地域の豊かな自然環境を
守り育て次の世代へとつな
げる

中地域自治組織設立時の基本
方針「地域でできることは地
域の住民と汗を流そう」に立
ち返り、地域の抱える課題と
目指すべき未来を改めて考え、
次代を担う人たちに「安心安
全で夢と希望が持てるまち」
として、この地域を引き継い
でいけるよう、地域が目指す
べき姿に向けて計画的に事業
を推進するため、地域計画を
策定する。

期
間
内
に
取
り
組
む
事
業

１　青色防犯パトロール
２　防犯・交通安全活動
３　地域交流イベント
４　情報発信活動
５　座談会
６　福祉交流活動
７　文化・歴史再発見活動
８　防災啓発活動

１　 自治組織への理解、認知度
を深める啓発活動の充実を
図る、地域の結びつきや一
体感を高める、行政・行政
区・企業・諸団体との連携
を高める、望ましい組織の
在り方を評価、検討し活動
する

２　 防犯対策（一般対策・子ど
も対策）、交通事故撲滅対
策

３　 減災事業、避難所運営及び
避難防災訓練、他団体等と
の協力

４　 地域の絆を強める、社会福
祉の制度やしくみを学ぶ、
町の福祉資源について学
び、関係機関、団体、サー
クル等との連携を強める

５　 空地を利用した美化活動、
環境パトロール活動、地域
の歴史を知り広める

１　青色防犯パトロール
２　３行政区合同防災訓練
３　交通安全教室
４　ポールウォーキング
５　歴史と民俗の研究
６　なかちいきさんぽ　など
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地
域
自
治
活
動　
地
域
自
治
組
織
で
は
、
行
政
区
が
従
来
か
ら

担
っ
て
き
た
、
地
縁
活
動
や
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
以
外
の
人
々
の

暮
ら
し
に
関
わ
る
課
題
の
う
ち
、
行
政
区
域
を
越
え
て
対
応
す
る
こ

と
が
合
理
的
で
あ
る
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
そ
の
啓
発

活
動
を
お
こ
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
域
自
治
組
織
と
行
政
区
の
違
い
や
地
域
自
治
組
織
の

目
指
す
べ
き
方
向
性
が
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
住
民
の
意
見
は
根
強

く
、
新
た
な
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
に

描
か
れ
た
、
新
し
い
地
域
自
治
組
織
の
姿
の
実
現
は
芳
し
く
な
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
発
展
を

目
指
す
た
め
、
二
〇
一
八
年
、
区
長
経
験
者
や
各
地
域
自
治
組
織
の

関
係
者
及
び
町
職
員
で
構
成
す
る
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

検
討
委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員
会
」）
を
、
条
例
制
定
し
て
設
置
し

た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
十
一

月
ま
で
の
二
年
間
、
①
行
政
区
と
地
域
自
治
組
織
の
役
割
、
②
行
政

か
ら
区
長
へ
の
依
頼
事
項
の
見
直
し
、
③
行
政
区
交
付
金
制
度
の
あ

り
方
、
④
権
限
と
財
源
を
地
域
自
治
組
織
に
委
ね
る
こ
と
な
ど
を
主

な
協
議
の
テ
ー
マ
と
し
た
。

な
ぜ
地
域
自
治
組
織
が
必
要
な
の
？

行
政
区
で
は
だ
め
な
の
？

　
町
内
に
あ
る
一
一
行
政
区
は
、
生
い
立
ち
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
世
帯
を
構

成
単
位
と
し
、
日
常
生
活
に
身
近
な
地
縁
組
織
と
し
て
、
地
域
内
の
規
律
や
秩

序
の
維
持
、
共
同
作
業
の
実
施
や
生
活
課
題
の
改
善
に
努
め
、
よ
り
良
い
暮
ら

し
の
実
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
お
い
て
そ
の
役
員
は
単
年
度
の
持
ち

回
り
で
あ
る
た
め
、
活
動
内
容
は
慣
例
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
行
政
区
の
規
模
や
年
齢
構
成
、
抱
え
る
課
題
な
ど
の
違
い
が
顕
著
に

な
っ
た
こ
と
で
、
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
複
数
の
行
政
区
に
関
わ
る
課

題
は
増
加
の
一
途
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
行
政
区
よ
り
大
き
な
範
囲
で
か

つ
継
続
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
、
任
期
で
役
員
が
活
動
し
、
地
域
の
諸
団
体
と

も
協
力
体
制
の
構
築
が
可
能
な
地
域
自
治
組
織
は
、
行
政
と
行
政
区
の
中
間
に

位
置
す
る
魅
力
的
な
組
織
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
意
義
を
住
民
が
理
解
す
る
に
は
具
体
的
な
活
動
を
目
に
し
、
そ

の
効
果
や
恩
恵
を
実
感
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
自
治
と

い
う
取
り
組
み
が
住
民
か
ら
賛
同
を
得
る
に
は
、
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
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検
討
委
員
会
か
ら
の
提
案

　
検
討
委
員
会
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
に
提
出
さ
れ
た
最
終
報
告
に
は
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
理
想
の
姿
（
２
―
３
―
91
）
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
案
で
は
、
前
述
の
理
想
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
の
当
面
の
指
針
と
し
て
、
地
域
自
治
組
織
の
考
え
方
や
組
織
イ
メ
ー
ジ
（
２

―
３
―
92
）、
現
在
の
地
域
の
課
題
や
具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
な
ど
を
示
し
て

い
る
。

　
現
在
、
組
織
毎
に
事
務
所
を
設
置
し
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
、
そ
の
周
知
や
組
織
体
制
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

2-3-91　一体型組織のイメージ図（「大口町これからの地域づくり提案書」）

2-3-92　連合体のイメージ図
（「大口町これからの地域づくり提案書」）
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公
益
事
業

　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　
毎
年
十
一
月
初
め
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
る
。
当
初
は
、
産
業
ま
つ
り
・
文
化
祭
・
消
費
生
活
展
が
時

期
を
異
に
し
て
個
別
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
、
同
日
開
催
と
な
っ

た
。
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
後
、
福
祉
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
充

実
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
一
本
化
し
、
一
九
九
六
年
か
ら
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
と
し
て
開
催
し
て
い
る
（
２
―
３
―
93
）。

　

事
務
局
は
、
産
業
・
文
化
・
消
費
生
活
施
策
の
所
管
課
が
持
ち
回

り
で
担
っ
て
い
た
た
め
、
ま
と
ま
り
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
町

と
し
て
は
皆
が
楽
し
め
る
大
規
模
祭
り
と
し
て
開
催
し
て
い
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
町
に
新
設
し
た
地

域
振
興
課
が
事
務
局
と
な
り
、
町
内

の
団
体
・
企
業
・
行
政
所
管
課
が
、

日
頃
の
活
動
や
施
策
を
積
極
的
に
情

報
発
信
し
て
互
い
の
交
流
の
場
と
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
主
催
を
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
参
加
可
能
な
実
行
委

員
会
形
式
と
し
た
が
、
行
政
が
企

画
・
運
営
、
住
民
は
当
日
参
加
と
い

う
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
か
ら
一
般
公
募
に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
・
太た

助す
け

を
中
心
と
し
た
住
民
団
体
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
太
助

は
二
〇
〇
五
年
か
ら
企
画
・
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
た
（
２
―
３
―
94
）。

　

実
行
委
員
会
は
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
つ
な
が

れ　

ひ
ろ
が
れ　

い
き
い
き
大
口
」
と
定
め
、
行
政
職
員
や
各
種
ま

ち
づ
く
り
活
動
団
体
に
参
加
を
働
き
か
け
、
協
働
事
業
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
は
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
町
民

活
動
ま
か
せ
て
ネ
ッ
ト
（
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
）
に
引

き
継
が
れ
た
。

　

二
〇
〇
四
年
に
は
、
行
政
職
員
で
構
成
す
る
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
で
、
町
の
施
策
を
ス

ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
演
じ
啓
発
す
る
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
お
お
ぐ

ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
誕
生
し
た
（
２
―
３
―
95
）。

2-3-93　ふれあいまつり（1998年）

2-3-94　ふれあいまつりで
運営をおこなう太助

2-3-95　おおぐち元気戦隊
ダッシュマン
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や
ろ
舞
い
大
祭　
五
条
川
に
桜
を
植
え
て
ま
ち
の
人
々
が
集
い
、

一
体
感
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
新
た
な
ま
つ
り
の

場
を
設
け
る
こ
と
で
、
皆
が
集
い
場
の
共
有
に
よ
っ
て
一
体
感
を
得

る
、
さ
ら
に
他
地
域
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
こ
と
を
目
指
す
有
志
が
、

一
九
九
七
年
、
ま
つ
り
創
生
研
究
会
を
結
成
し
た
。

　

研
究
会
は
、
結
成
時
の
理
念
を
胸
に
、
町
の
歴
史
や
各
地
で
お
こ

な
わ
れ
る
様
々
な
ま
つ
り
に
つ
い
て
視
察
や
検
討
を
重
ね
立
案
し
た

の
が
、
参
加
者
も
企
画
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
可
能
な
、
や
ろ
舞
い

大
祭
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、
翌
年
、

町
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
総
合
運
動
場
を
舞

台
に
開
催
し
た
（
２
―
３
―
96
）。　

　

こ
の
時
会
場
の
一
角
で
は
、
研
究
会
の
視
察
な
ど
で
交
流
が
あ
っ

た
、
岩
手
県
釜
石
市
の
釜
石
よ
い
さ
運
営
メ
ン
バ
ー
が
地
元
で
と
れ

た
サ
ン
マ
を
大
量
に
持
ち
込
み
、
炭
火
で
焼
い
て
来
場
者
に
振
る
舞

い
、
ま
つ
り
の
誕
生
を
祝
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
町
内
の
有
志
が
や
ろ

舞
い
大
祭
の
会
場
で
思
い
思
い
に
出
店
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
る

形
式
の
足
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

や
ろ
舞
い
大
祭
の
運
営
は
、
毎
年
設
立
・
解
散
す
る
実
行
委
員
会

形
式
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
こ
の
ま
つ
り
の
継
続
を
強
く
想
う
有
志

が
、
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
ろ
舞
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
今

な
お
継
承
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で
は
、
年
間
行
事
に

や
ろ
舞
い
大
祭
を
組
み
込
ん
で
参
加
し
た
り
、
踊
り
好
き
な
町
民
が

新
た
に
団
体
を
作
っ
て
参
加
し
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
既
存
の
団

体
が
、
踊
り
の
好
き
な
有
志
を
集
め
て
参
加
す
る
な
ど
、
小
規
模
な

が
ら
、
運
営
者
と
参
加
者
の
間
に
垣
根
を
作
ら
な
い
手
づ
く
り
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
当
初
の
想
い
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。

2-3-96　第 1 回やろ舞い大祭の様子（2002年）
（「町制40周年記念写真集」）
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西
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
建
設
と
維
持
管
理　
二
〇
〇
〇
年
、
大
口

町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
条
例
を
制
定
し
、
南
小
学
校
区
で
は
夢
キ
ャ
ン
パ

ス
二
〇
〇
一
、
北
小
学
校
区
で
は
北
部
中
学
校
農
園
づ
く
り
、
西
小
学

校
区
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
建
設
が
始
ま
っ
た
（
２
―
３
―
97
）。

　

い
ず
れ
も
町
民
や
企
業
な
ど
、
町
内
に
縁
の
あ
る
個
人
・
団
体
が
、

公
益
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
経
験
す
る
具
体
的
な
場
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
西
小
学
校
の
ビ
オ
ト
ー
プ
建
設
は
学
校
が
住
宅

地
に
立
地
し
、
五
条
川
か
ら
も
離
れ
て
い
た
た
め
、
児
童
に
水
環
境

を
学
ぶ
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
学
校
長
の
想
い
に
、
町
民
や
企
業

が
参
画
し
た
活
動
で
あ
る
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
は
水
辺
環
境
の
絵
を
描
き
、
大
人
は

そ
れ
を
図
面
に
し
、
企
業
は
技
術
や
重
機
な
ど
を
、
行
政
は
材
料
費

を
提
供
す
る
と
い
う
、
官
民
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

幅
広
い
人
々
が
参
加
し
て
工
事
を
進
め
た
。
そ
の
取
り
組
み
や
建
設

後
の
活
動
（
２
―
３
―
98
）
が
、
財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会
主
催
の

第
二
回
全
国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、

二
〇
〇
二
年
、「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
住
民
と
学
校
で
組
織
し
た
西
っ
子
里
山
の
会
が
維
持

管
理
を
担
い
、
毎
年
小
学
四
年
生
が
施
設
を
使
い
な
が
ら
環
境
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

2-3-98　ビオトープで楽しむ児童
（「町勢要覧」2002年）

2-3-97　西小学校内のビオトープ（2022年撮影）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口　
大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
条
例

の
検
討
時
、
課
題
の
一
つ
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
中
間
支
援
組
織
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
設
立

や
活
動
に
は
、
様
々
な
背
景
や
人
材
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の
継
続
に

は
団
体
の
事
情
に
あ
わ
せ
た
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
だ
と
想
定
し

た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
行
政
主
導
で
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
、
事
務
所
の
設
置

や
人
あ
り
き
で
ス
タ
ー
ト
し
、
事
業
展
開
が
後
追
い
に
な
る
事
例
が

多
々
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
織
設
立
の
待
望
論
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
進
展
状
況
に
あ
わ
せ
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
七
月
、
町
の
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
き
内
閣
府
よ
り

受
託
し
た
、
市
民
活
動
団
体
等
支
援
総
合
事
業
お
お
ぐ
ち
発
掘
事
業

に
お
い
て
、
団
体
間
の
交
流
を
図
り
、
人
材
発
掘
の
た
め
の
研
修
会

や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
し
く
み
づ
く
り
の
検
討
会
な

ど
を
実
施
し
た
。
そ
の
検
討
会
を
重
ね
る
ご
と
に
、
活
動
団
体
を
つ

な
ぐ
場
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け
、

一
一
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
か
ら
一
七
人
が
参
加
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
結
成
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
に
よ
り
、
翌
春
に
は
大
口
町
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
の
提
言
が
町
に
提
出
さ
れ
、
同
年
十
月
、
検
討
組
織

を
町
民
活
動
ま
か
せ
て
ネ
ッ
ト
と
改
称
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
中

間
支
援
組
織
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。

　

二
〇
〇
九
年
、
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
に
ま
か
せ
て
広
場
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
の
後
、
同
施
設
の

一
室
を
併
用
し
た
町
民
活
動
プ
レ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
開
始
し
、

二
〇
一
四
年
、
活
動
組
織
の
名
称
を
ま
ち
ね
っ
と
大
口
と
し
て
特
定

非
営
利
活
動
法
人
登
録
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
ち
ね
っ
と
大
口
は
、
事
業
の
拡
大
に
あ
わ
せ
て
職
員
を
増
員
し
、

二
〇
二
二
年
末
現
在
、
職
員
六
人
、
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体

数
一
一
四
団
体
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
３
―
99
）。

2-3-99　NPO 法人まちねっと大口活動の様子
（2016年撮影）
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第
六
節
　
議
会

	
議
員
定
数
の
変
遷

　

一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
四
月
に
町
制
を
施
行
し
た
当
時
、

人
口
は
一
万
人
を
超
え
て
お
り
、
地
方
自
治
法
上
の
議
員
定
数
の
上

限
は
二
六
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
口
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

減
少
す
る
条
例
を
制
定
し
、
議
員
定
数
は
町
制
施
行
前
と
同
じ
二
二

人
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

一
九
八
四
年
三
月
に
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
議

員
定
数
の
協
議
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
、
大
口
町
議
会
の
議
員
の

定
数
を
減
少
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し
、
定
数
を
二
二
人
か
ら
一
八

人
に
削
減
し
た
。
こ
の
定
数
は
、
一
九
八
七
年
四
月
の
一
般
選
挙
か

ら
適
用
し
た
。
そ
れ
以
降
、
一
九
九
〇
年
代
は
定
員
の
変
更
は
な
く
、

定
数
の
議
論
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
三
月
に
大
口
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

減
少
す
る
条
例
を
廃
止
し
、
定
数
を
一
八
人
と
定
め
た
大
口
町
議
会
議

員
定
数
条
例
を
新
た
に
制
定
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に

大
口
町
議
会
議
員
定
数
条
例
を
改
正
し
て
定
数
を
一
八
人
か
ら
一
五
人

に
削
減
し
、
二
〇
〇
七
年
四
月
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
七
月
、
当
時
の
議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
へ
、
議

員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
関
す
る
諮
問
が
さ
れ
た
。
委
員
会
は
議
会

報
告
会
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
町
民
の
声
を
聞
き
協
議
を

お
こ
な
い
、
現
状
の
定
数
を
維
持
す
る
と
い
う
答
申
を
提
出
し
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
五
月
の
議
長
選
挙
に
お
い
て
、

立
候
補
者
の
所
信
表
明
に
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
の
見
直
し
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
再
び
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
特
別
委
員
会
を
設
け
て
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
に
議

員
定
数
・
報
酬
検
討
特
別
委
員
会
に
改
称
し
て
い
る
。

　

特
別
委
員
会
は
、
委
員
会
制
を
採
用
し
て
い
る
町
議
会
で
は
一
委

員
会
あ
た
り
八
人
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
定
数
割
れ
と
な
る

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
改
め
て
定
数
を
検
討
す
る
と
し
、
定
数
は

一
五
人
の
ま
ま
と
す
る
結
論
を
出
し
た
。

議
会
基
本
条
例
の
制
定

　

二
〇
〇
〇
年
四
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
っ
て
地
方
自

治
体
の
裁
量
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
市
町
村
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
も
大
き
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
各
地
で
議
会
改
革
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が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
議
会
の
最
高
規
範

と
な
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
が
全
国
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
の
さ
き
が
け
と
な
る
北
海
道
栗
山
町
議
会
が
、
二
〇
〇
六
年
五

月
に
全
国
初
の
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
か
ら
四
年
後
の
二
〇
一

〇
年
五
月
、
大
口
町
議
会
で
も
条
例
策
定
に
向
け
た
議
会
基
本
条
例

検
討
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会

及
び
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
精
査
し
、
条
例
の
制
定
に
関
す
る

調
査
・
研
究
の
ほ
か
、
議
会
制
度
の
改
革
な
ど
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

に
名
称
を
変
更
し
、
条
例
の
策
定
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
そ
の
際
、

当
時
の
議
長
か
ら
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
特
別
委
員
会
の
全
委
員
の

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
策
定
の
考
え
を
ま
と
め
、
意
思
統
一
を
図
っ
た

う
え
で
今
後
の
方
向
性
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
議
員
間
で
の
協
議

の
ほ
か
、
先
進
地
の
視
察
、
住
民
団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
経
て
、

二
〇
一
四
年
十
二
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
大
口
町
議
会
基
本
条
例

が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
四
月
の
一
般
選
挙
後
に
あ

た
る
同
年
五
月
か
ら
施
行
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
は
、
住
民
と
議
員
が
自
由
に
意
見
及
び
情
報
交
換
す

る
場
を
設
け
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
議

会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
を
毎
年
実
施
し
た
。

　

な
お
、
二
〇
二
〇
年
五
月
に
改
称
し
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

は
、
議
会
報
告
会
の
運
営
方
法
の
見
直
し
も
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
検

討
の
過
程
で
基
本
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
議
会
報
告
会
の
記
述
も

一
部
修
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
二
〇
二
一
年
三
月
に
条
例
の

一
部
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。

「
議
会
だ
よ
り
」
～
住
民
へ
の
情
報
発
信
～

　

大
口
町
議
会
は
町
制
施
行
の
一
〇
年
後
と
な
る
、
一
九
七
二
年
十

二
月
一
日
に
議
会
だ
よ
り
創
刊
号
を
発
刊
し
た
（
２
―
３
―
100
）。
そ

の
後
、
五
〇
年
に
わ
た
り
刊
を
重
ね
、
二
〇
二
二
年
度
末
で
二
三
六

号
と
な
っ
た
。

　

創
刊
当
初
は
Ｂ
４
サ
イ
ズ
両
面
刷
り
一
枚
の
紙
面
で
あ
っ
た
が
、

議
会
か
ら
発
信
す
る
情
報
量
の
増
加
や
紙
面
の
見
や
す
さ
の
追
求
に

あ
わ
せ
て
工
夫
を
重
ね
、
二
〇
二
二
年
度
現
在
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
毎

号
一
六
ペ
ー
ジ
か
ら
二
〇
ペ
ー
ジ
の
製
本
さ
れ
た
紙
面
と
な
っ
て
い

る
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
「
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
」、

「
読
ん
で
も
ら
え
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
が
主
催
す
る
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
第
一
九
回
大
会
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で
は
、
議
会
だ
よ
り
第
一
五
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
五
月
号
）
が
初
の

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
（
２
―
３
―
101
）。
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
団
体
の
広

報
紙
に
は
、
多
く
の
住
民
が
登
場
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、

町
の
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
も
住
民
参
加
型
の
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
町
議
会
で
は
議
会
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り

組
み
、
議
会
だ
よ
り
の
目
標
を
目
指
し
た
紙
面
づ
く
り
を
強
化
す
る

た
め
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
委
員
会
条
例
を
改
正
し
、
従
来
の
議
会

広
報
常
任
委
員
会
を
議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
と
し
た
。

2-3-100　議会だより創刊号（1972年）

2-3-101　コンクールで初入選した議会だより（第150号）と表彰状
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第
一
節
　
い
の
ち
を
育
む

	

母
子
保
健

　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
、
母
子
保
健
法
の
公
布
を
受
け
、
大

口
町
で
は
翌
年
、
助
産
部
門
中
心
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

保
健
指
導
部
門
と
し
て
、
妊
産
婦
の
健
康
相
談
・
出
産
・
検
診
・
予

防
注
射
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
三
年
、
三
歳
児
健
診
・
母
親
学
級
に
加
え
、
新
生
児
訪
問
・

乳
幼
児
健
診
（
〇
～
三
か
月
・
四
～
六
か
月
・
七
～
十
二
か
月
）・
妊

産
婦
相
談
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
七
六
年
に
助
産
部
門
の
廃
止
に

よ
っ
て
保
健
指
導
部
門
の
み
と
な
り
、
母
子
保
健
事
業
は
、
次
の
世

代
を
担
う
健
全
な
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
。

　

乳
幼
児
健
診
に
関
し
て
は
、
障
害
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
目

的
に
加
え
、
子
育
て
を
考
え
る
場
と
な
る
よ
う
健
診
の
形
態
を
変
化

さ
せ
、
一
九
七
七
年
か
ら
、
一
歳
六
か
月
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
は

は
子
教
室
）、
翌
年
に
は
、
四
か
月
・
六
か
月
・
七
～
十
二
か
月
・
一

歳
六
か
月
・
三
歳
児
健
診
・
歯
科
健
診
、
一
九
八
三
年
か
ら
は
、
七

～
十
二
か
月
を
九
か
月
に
変
更
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
。

ま
た
、
乳
幼
児
期
は
母
子
関
係
の
基
盤
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
で
あ

る
た
め
、
育
児
教
室
や
乳
幼
児
相
談
な
ど
保
健
指
導
に
も
力
を
入
れ

た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
母
親
の
高
学
歴
・
少
子
化
・
情
報
過
多

と
い
っ
た
時
代
背
景
を
受
け
、
母
親
の
悩
み
や
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す

る
中
で
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
、
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）

よ
り
母
子
保
健
計
画
の
策
定
指
針
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
翌

年
、「
将
来
を
担
う
母
と
子
の
健
康
を
守
り
、
し
あ
わ
せ
を
願
い
、
親

と
子
が
共
に
い
き
い
き
育
つ
町
の
実
現
を
目
指
す
」
た
め
、
大
口
町

母
子
保
健
計
画
を
策
定
し
た
。

第
四
章
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そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
に
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
大
口
町
母
子
保
健
計
画
の
見
直
し
を
お
こ
な
っ
た
。
同
年
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
〇

五
年
に
大
口
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し
、
子
ど
も
の

健
康
に
関
す
る
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
、
愛
知
県
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
が
開
始
さ
れ
、

二
〇
〇
七
年
に
一
般
不
妊
治
療
の
助
成
を
開
始
し
た
。
二
〇
〇
九
年

に
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
七
回
か
ら
一
四
回
に
増

や
し
、
二
〇
一
四
年
か
ら
、
産
婦
健
診
の
費
用
助
成
を
開
始
し
た
。

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
、

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
と
し
、
き
め

細
か
な
相
談
支
援
が
お
こ
な
え
る
よ
う
、
二
〇
一
七
年
の
母
子
保
健

法
改
正
に
よ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
同

年
十
月
、
大
口
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
北
保
育
園
内
に
開
設
し

た
。

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
、
大
口
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
母
子
保
健
型
）
を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
、
産
婦
健
診

を
一
回
か
ら
二
回
に
増
や
し
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
た
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
連
携

型
と
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
助
成
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
受
給
対
象
者
が
、
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
福
祉
医
療
制
度
の
一
つ
で
あ
る
。
町
で
一
九
七
三
年
四
月
、

県
の
福
祉
医
療
制
度
の
一
つ
と
し
て
乳
児
医
療
制
度
を
創
設
し
開
始

し
た
。
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
自
己
負
担
な
く
医
療
が
受
け
ら

れ
、
そ
の
費
用
を
県
と
市
町
村
が
二
分
の
一
ず
つ
負
担
し
て
い
る
。

　

町
に
お
け
る
制
度
の
変
遷
（
２
―
４
―
１
）
の
う
ち
、
県
助
成
対
象

は
二
〇
二
三
年
現

在
、
通
院
が
未
就
学

児
、
入
院
は
中
学
生

ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
制
度
の
創
設
か

ら
五
〇
年
近
く
を
経

て
、
今
で
は
子
育
て

支
援
制
度
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

2-4-1　町条例による子ども医療助成制度の変遷

通　院 入　院 助成内容

1973年4月 １歳の誕生月末まで 自己負担なし

1992年4月 ２歳の誕生月末まで 自己負担なし

1994年4月 ３歳の誕生月末まで 自己負担なし

1995年4月 ３歳の誕生月末まで ４歳の誕生月末まで 自己負担なし

1996年4月 ４歳の誕生月末まで 自己負担なし

2002年4月 ４歳の誕生月末まで ７歳の誕生月末まで 自己負担なし

2006年4月
４歳の誕生月末まで 自己負担なし

８歳の誕生月末まで 自己負担額の
３分の２を助成

2008年4月 15歳に達した日以後、最初の3月31日まで 自己負担なし

2021年4月 15歳に達した日以後、
最初の3月31日まで

18歳に達した日以後、
最初の3月31日まで 自己負担なし

2023年4月 18歳に達した日以後、最初の3月31日まで 自己負担なし
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第
二
節
　
幼
児
の
成
長

	
保
育
制
度

　

一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
全
国
的
な
普
及
を
み
せ
た
保
育
所
・
幼
稚

園
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
、
学
校
教
育
法
の
成
立
に
よ

り
幼
稚
園
が
、
同
年
成
立
の
児
童
福
祉
法
で
保
育
園
が
そ
れ
ぞ
れ
制

度
化
さ
れ
た
。

　

幼
稚
園
の
目
的
は
学
校
教
育
法
に
お
い
て
、「
幼
児
を
保
育
し
、
幼

児
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
当
な
環
境
を
与
え
て
、
そ
の
心
身

の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
、
小
学
校
入
学
以
前
に
お
け

る
正
規
の
教
育
の
第
一
段
階
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
保
育
園
は
「
す
べ
て
の
児
童
は
、
等
し
く
生
活
を
保
障
さ

れ
、
愛
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
児
童
福
祉
を
保
障
す
る

場
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
一
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に

お
い
て
、
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育
す
る
場
と
規
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
託
児
所
的
な
役
割
が
主
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
六
一
年
、

保
育
に
欠
け
る
主
な
要
件
を
「
母
親
が
子
ど
も
の
養
育
に
か
か
れ
な

い
こ
と
」
と
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
が
示
し
た
こ
と
で
、
幼
児

期
の
保
育
と
教
育
の
不
分
離
を
認
め
な
が
ら
も
、
保
育
園
と
幼
稚
園

の
機
能
の
相
違
が
強
調
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
女
性
の
社
会
進
出
が
増
え
た
り
、

一
九
七
三
年
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
ピ
ー
ク
に
少
子
化
傾
向
と

な
っ
た
り
し
た
こ
と
に
加
え
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
保

育
の
あ
り
様
が
再
検
討
さ
れ
た
。

　

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
、
国
連
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
が
採
択
さ
れ
た
が
、
同
年
、
幼
稚
園
教
育
要
領
の
改
訂
で
、
子
ど

も
を
主
体
と
し
て
、
子
ど
も
一
人
一
人
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
が
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
を
主
体
と
す
る
保
育
観
の
変
化
や
子
育
て
支
援

の
側
面
か
ら
、
二
〇
一
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に
加
え
、
地
域
型
保
育
と
し
て
、
家
庭

的
保
育
・
小
規
模
保
育
・
事
業
所
内
保
育
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を

保
育
の
場
と
し
た
。
保
育
園
は
か
つ
て
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
対

象
と
し
て
き
た
が
、
子
育
て
を
お
こ
な
う
専
業
主
婦
家
庭
に
対
象
を

広
げ
た
こ
と
で
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
家
庭

保
育
の
補
完
か
ら
地
域
子
育
て
の
支
援
の
場
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
幼
稚

園
の
公
立
比
率
は
、
全
国
平
均
が
三
三
・
五
％
、
愛
知
県
が
一
三
・

九
％
で
あ
る
。
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保
育
園
施
設
の
整
備

　

二
〇
二
三
年
現
在
、
町
内
に
公
立
保
育
園
が
三
か
所
、
私
立
保
育

園
が
一
か
所
、
私
立
幼
稚
園
が
二
か
所
あ
り
、
公
立
幼
稚
園
は
な
い
。

　

一
九
四
七
年
、
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
、
村
内
で
も
保
育
所
設

置
の
声
が
高
ま
り
、
一
九
五
〇
年
十
二
月
、
大
口
北
小
学
校
と
大
口

南
小
学
校
内
に
そ
れ
ぞ
れ
北
保
育
所
と
南
保
育
所
を
併
設
し
た
。
開

園
時
は
小
学
校
普
通
教
室
を
借
り
、
就
学
前
の
一
年
保
育
で
あ
っ
た

が
、
一
九
五
二
年
か
ら
三
年
保
育
が
始
ま
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
両

保
育
所
と
も
小
学
校
の
敷
地
内
に
独
立
し
て
保
育
所
建
物
を
建
設
し
、

建
物
内
は
遊
戯
室
一
、
普
通
教
室
三
、
給
食
室
が
あ
り
、
保
育
士
（
当

時
は
「
保
母
」
と
呼
称
）
二
人
、
調
理
員
兼
用
務
員
一
人
、
園
児
約

八
〇
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
人
口
が
増
加
し
、
幼
児
教
育
へ
の
認
識
や
主
婦
労
働
の

増
加
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
も
あ
り
、
保
育
所
増
設
の
声
が
高
ま
っ

た
た
め
、
一
九
六
六
年
以
降
、
追
加
設
置
を
順
次
実
施
し
た
。

　

保
育
環
境
へ
の
要
望
も
多
様
化
す
る
中
、
一
九
七
八
年
に
私
立
幼

稚
園
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
出
生
数
の
減
少
か
ら
二
〇
〇
〇
年
、
東

保
育
園
を
休
園
し
、
そ
の
施
設
を
利
用
し
て
新
た
な
私
立
幼
稚
園
を

開
園
す
る
な
ど
、
保
育
施
設
も
変
化
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
四
年
、
保
育
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
大
に
よ
り
、
保
護
者
に
と
っ

2-4-2　町内の園児数（保育所・幼稚園）の推移
・1970年・2000年・2005年の保育園児の係数は、所管課の調査による。
・1980年の保育園児の係数は、『大口町史』による。
・2010～2020年の保育園児の係数は、主要施策の成果報告書による。
・2015年・2020年の保育園児の係数は、中保育園の園児数が含まれていない。
・幼稚園児の係数は、学校基本調査による。
・1980～2000年の幼稚園児の係数は、大口幼稚園のみ。
・2000年・2005年の幼稚園児の係数は、『愛知県統計年鑑』による。
・2005～2020年の幼稚園児の係数、大口幼稚園とラ・モーナ幼稚園の園児数を合算したもの。
・幼稚園の係数のうち2015年・2020年の（ ）内の係数は、町内在住の園児数。2010年以前の町内在住園児数は不明。

保育園（人） 幼稚園《（　）内は町内在住》（人） 合計 
（人）0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 小計 3歳児 4歳児 5歳児 小計

1970年度 67 193 227 487 487
1980年度 8 145 195 246 594 33 51 42 126 720
1990年度 9 19 104 134 167 433 70 70 73 213 646
2000年度 13 17 36 142 158 166 532 88 92 83 263 795
2005年度 7 23 41 170 165 171 577 118 93 112 323 900
2010年度 16 47 55 159 153 161 591 153 109 89 351 942

2015年度 22 45 42 108 112 103 432 116
（64）

137
（82）

115
（58）

368
（204）

800
（636）

2020年度 33 79 78 112 120 121 543 126 
（80）

142 
（90）

140 
（101）

408 
（271）

951 
（814）
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て
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
拡
大
を
促
し
、
公
立
保
育
園
と
民
間
保

育
園
が
互
い
に
刺
激
・
競
争
・
強
調
す
る
こ
と
で
、
町
全
体
の
保
育

の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
保
育
園
の
民
営
化
を
実
施

し
た
（
２
―
４
―
２
～
10
）。

事　柄

1950 南保育所を南小学校に、北保育所を北小学校に併設開園

1953 南保育所・北保育所ともに、校庭に園舎新築

1961 北保育所、城屋敷二丁目地内（六部橋南）に移転

1966 中保育所設置（現西保育園所在地）

1968 南保育所、奈良子三丁目（現南小西側駐車場）移転

1970 東保育所設置（現ラ・モーナ幼稚園所在地）

1971 北保育所、城屋敷一丁目（現中保育園所在地）移転

1976
五か所目の保育所設置により一部園名変更
　中保育所→西保育園、北保育所→中保育園
　北保育園（中小口二丁目に新設）

1978 学校法人岩倉学園「大口幼稚園」開園

1983 南保育園、御供所三丁目に移転

2000 東保育園休園

2004 学校法人岩倉学園「ラ・モーナ幼稚園」開園

2014 中保育園民営化「宝光福祉会・大口中保育園」開園
2-4-3　保育園施設の変遷

2-4-7　西保育園（2019年撮影）

2-4-6　中保育園（現西保育園）（1992年改築時）

2-4-5　南保育園（2022年撮影）

2-4-4　南保育園（1983年移転改築前）
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北
保
育
園　
一
九
七
六
年
に
開
園
し
た
北
保
育
園
（
２
―
４
―
11
）

は
、
二
〇
一
三
年
に
は
園
舎
の
老
朽
化
と
周
辺
地
域
の
人
口
増
、
さ

ら
に
は
三
歳
未
満
児
保
育
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
教
室
確

保
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
親
子
通
園
施
設
の
再
整
備
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
の
た

め
、
そ
の
拠
点
整
備
の
必
要
性
も
増
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

を
網
羅
す
る
園
舎
の
建
替
え
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
学
校
施
設
や
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
よ
り
良
い
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
木
材
を
利
用
し

て
き
た
が
、
園
運
営
を
継
続
し
な
が
ら
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
当
初
は
鉄
筋
鉄
骨
二
階
建
て
の
構
造
で
検
討
が
進
ん
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
内
に
本
社
を
置
く
タ
イ
ム
技
研
株
式
会
社
か

ら
、
岐
阜
県
関
市
内
に
所
有
す
る
山
林
の
立
木
を
無
償
提
供
で
き
る

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
岐
阜
県
・
関
市
・
中
濃
森
林
組
合
か
ら
、
伐

採
に
関
す
る
林
道
新
設
や
伐
採
費
の
補
助
提
案
も
受
け
た
。
さ
ら
に
、

中
庭
に
仮
園
舎
を
設
け
る
こ
と
で
木
造
平
屋
建
て
施
設
の
建
設
が
可

能
と
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
、
県
内
で
集
成
材
製
造
・
加
工

を
手
掛
け
て
い
る
企
業
な
ど
の
力
添
え
も
得
ら
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、

木
造
改
築
が
決
定
し
た
。

　

立
木
の
切
り
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
木
造
園
舎
建
設
を
願
う
多
く

2-4-10　東保育園（1987年）

2-4-9　中保育園（1992年改築後）

2-4-8　中保育園（1992年改築前）
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の
人
々
が
参
加
し
た
（
２
―
４
―
12
）。
人
力
で
切
り
出
し
た
原
木
は
、

別
管
理
し
て
遊
戯
室
の
縦
柱
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
園
内

に
は
新
た
に
井
戸
を
掘
削
し
て
、
井
戸
水
を
利
用
し
た
空
調
シ
ス
テ

ム
も
導
入
し
て
い
る
。

　

な
お
、
保
育
園
と
一
線
を
画
し
た
外
観
に
つ
い
て
、
北
保
育
園
が

立
地
す
る
中
小
口
地
区
に
は
、
一
四
五
九
（
長
禄
三
）
年
に
織
田
広

近
が
築
い
た
小
口
城
と
、
小
口
城
か
ら
犬
山
の
木
之
下
城
へ
と
通
じ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
通
称
「
織
田
街
道
」
な
ど
の
文
化
遺
産

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
屋
敷
風
と
し
た
（
２
―
４
―
13
）。

　
西
保
育
園　
一
九
六
六
年
、
中
保
育
所
と
し
て
余
野
地
内
に
開
園

し
、
一
九
七
六
年
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
西
保
育
園
は
、
一
九
八
二

年
に
改
築
工
事
を
お
こ
な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
北
保
育
園
改
築
事
業
が
終
了
し
た
頃
、
西
保
育
園

で
も
三
歳
未
満
児
保
育
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
教
室
不
足
が
懸
念
さ

れ
た
。

　

保
育
所
は
通
常
、
通
園
区
域
を
特
定
し
て
い
な
い
た
め
、
利
用
者

の
居
宅
か
ら
遠
距
離
と
な
る
保
育
園
で
子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
調
整

も
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
、
西
保
育
園
の
改
築
や
増
築
、
仮
設
園
舎
設
置
な
ど

を
検
討
し
た
結
果
、
園
児
数
は
微
増
若
し
く
は
維
持
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
そ
の
先
に
つ
い
て
は
減
少
に
転
じ
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
的
に
も
利
用
で
き
る
教
室
と
、
手
狭
に
な
り
老
朽
化
し
て

い
た
調
理
室
を
整
備
し
、
従
来
の
園
舎
の
内
側
に
回
廊
を
設
け
る
計

画
を
立
て
た
。

　

こ
の
設
計
の
場
合
、
園
児
数
が
減
少
に
転
じ
た
折
に
は
旧
園
舎
を

段
階
的
に
取
り
壊
し
、
跡
地
に
木
造
教
室
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
将

来
は
木
造
平
屋
建
て
の
園
舎
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

外
観
は
園
児
に
思
い
の
差
を
生
じ
ぬ
よ
う
北
保
育
園
と
同
様
に
し
、

二
〇
二
〇
年
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
（
２
―
４
―
14
）。

2-4-11　北保育園（1976年）

2-4-12　立木の切り出しを手伝う園児
（2015年撮影）

2-4-13　北保育園（2017年撮影）
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2-4-14　西保育園の増築（2022年撮影）
回廊内部

回廊外観

全景
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保
育
園
の
運
営

　
三
歳
児
保
育
と
三
歳
未
満
児
保
育　
一
九
五
二
年
、
南
保
育
所
・

北
保
育
所
は
三
年
保
育
を
開
始
し
た
。
保
護
者
は
、
満
三
歳
児
か
ら

保
育
所
に
入
園
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
核
家
族
化
、
働
く
女
性
の
増
加
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
三
歳
未
満
児
の
保
育
が
一
九
七

八
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
当
初
は
中
保
育
園
の
み
で
実
施
し
検
証
を
お

こ
な
っ
た
後
、
他
園
へ
順
次
拡
充
し
た
。

　
保
育
時
間　
開
所
当
時
は
、
平
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
も
し
く
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
で
あ
っ
た
。

　

延
長
保
育
の
制
度
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
南
・
北
保
育
園
で
午
後

五
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
始
め
、
そ
の
後
、
中
保
育
園
の
み
午
後
五

時
三
十
分
ま
で
と
な
り
、
さ
ら
に
南
保
育
園
は
午
後
六
時
三
十
分
ま

で
、
北
・
中
・
西
保
育
園
は
午
後
七
時
ま
で
と
徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ

た
。

　

土
曜
保
育
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
中
保
育
園
に
集
約
し
、
民
営
化

後
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
土
曜
保
育
の
利
用
者
が

多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
七
年
よ
り
公
立
園
の
土
曜
保
育
を
、

西
保
育
園
で
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
日
曜
日
・
祝
日
の
休
日
保
育
に

つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
た
め
、
二
〇
一
四
年
か
ら
西
保
育
園

で
実
施
し
て
い
る
。

　
保
育
方
針
（
目
標
）
の
変
遷　
「
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
よ
く

遊
ぶ
こ
ど
も
」
像
を
掲
げ
、
時
代
と
と
も
に
改
定
を
繰
り
返
し
て
き

た
保
育
所
保
育
指
針
に
基
づ
き
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、
戸
外
遊

び
や
散
歩
を
楽
し
み
、
運
動
会
や
生
活
発
表
会
な
ど
季
節
の
行
事
を

お
こ
な
っ
た
。

　

一
九
八
七
年
に
は
、
草
花
あ
そ
び
を
題
材
と
し
た
保
育
を
展
開
し
、

「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
・
草
花
あ
そ
び
の
指
導
」
と
題
し
、
丹
羽
郡
町

立
保
育
園
で
共
同
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
故
珠
川
善
子

（
初
代
名
古
屋
市
保
母
会
長
）
か
ら
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
保
育

士
会
へ
の
寄
附
金
を
も
と
に
、
県
保
育
士
会
で
の
研
究
発
表
に
対
し

て
研
究
奨
励
金
を
贈
呈
す
る
「
珠
川
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
時
に
書

籍
『
自
然
は
と
も
だ
ち
～
草
花
あ
そ
び
～
』
を
発
行
し
、
日
常
保
育

で
活
用
し
て
き
た
。

　

や
が
て
、
核
家
族
化
や
少
子
化
に
よ
り
地
域
で
の
子
育
て
支
援
の

役
割
も
担
う
よ
う
に
な
り
、
異
年
齢
児
保
育
や
、
園
庭
開
放
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
親
子
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
や
田
植
え
・
稲
刈
り
体

験
・
鳴
子
や
和
太
鼓
を
取
り
入
れ
、
や
ろ
舞
い
大
祭
や
伝
統
芸
能
発
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表
会
へ
の
参
加
な
ど
、
日
常
保
育
以
外
の
様
々
な
体
験
の
機
会
を

持
っ
た
。

　

そ
し
て
、
共
働
き
家
庭
の
増
加
や
生
活
様
式
の
多
様
化
に
と
も
な

い
、
未
満
児
保
育
の
充
実
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
、
ご
っ
こ
遊
び
な
ど
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
情
緒
の
安
定
を
図

り
、
成
長
発
達
を
促
す
丁
寧
な
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

三
歳
以
上
児
に
お
い
て
も
、
専
門
講
師
に
よ
る
英
語
や
体
操
教
室

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
自
主
性
を
育
て
る
保
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
以
降
、
木
育
・
食
育
・
郷
土
愛
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
目
標
）
を
意
識
し
た
活
動
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
手
づ
く
り
の

ラ
ッ
キ
ー
パ
ズ
ル
や
け
ん
玉
な
ど
、
二
〇
二
三
年
現
在
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
活
動
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
方
針
を
変
え
つ
つ
、
温

故
知
新
の
精
神
で
、
次
世
代
を
担
う
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
が
、
豊
か

な
心
を
持
ち
、
夢
と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
伸
ば

し
、
健
康
で
育
つ
よ
う
保
育
を
進
め
て
い
る
。

保
育
園
の
け
ん
玉
遊
び

　

保
育
園
の
け
ん
玉
遊
び
は
、
一
九
七
六
年
に
園
長
（
当
時
は
全
て
の
保

育
園
で
一
人
の
園
長
で
し
た
）
に
就
任
さ
れ
た
奥
村
久
男
先
生
が
、
子
ど

も
の
集
中
力
・
持
久
力
・
頭
を
使
う
力
を
養
う
遊
び
と
し
て
、
昔
の
子
ど

も
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
、
け
ん
玉
・
竹
馬
・
た
た
き
コ
マ
・
木
製

パ
ズ
ル
な
ど
を
各
保
育
園
の
遊
び
と
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
が
具
体
的
に
何
年
か
ら
各
保
育
園
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
、

は
っ
き
り
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
園
児
だ
っ
た
方
々
の
お
話
を
伺
う

と
、
一
九
七
七
年
頃
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
途
絶
え
る
こ
と
な
く

活
動
は
続
け
ら
れ
、
園
児
が
大
人
に
な
り
、
保
護
者
と
し
て
保
育
園
で
子

ど
も
が
け
ん
玉
遊
び
を
す
る
姿
を
見
守
っ
た
り
、
保
護
者
自
身
が
昔
覚
え

た
け
ん
玉
を
子
ど
も
に
披
露
し
た
り
す
る
家
庭
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
祭
で
お
こ
な
わ
れ
る
園
児
と
保
護
者
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
親
子
で
け
ん
玉
の
披
露
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
子
ど
も
の
頃
け
ん

玉
遊
び
を
経
験
し
た
保
護
者
は
、
難
な
く
け
ん
玉
を
操
る
た
め
、
町
外
か

ら
引
っ
越
し
て
き
た
保
護
者
は
、
驚
く
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
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中
保
育
園
の
民
営
化　
地
方
分
権
が
進
む
中
、
保
育
園
の
あ
り
様

や
保
育
園
が
抱
え
る
課
題
解
決
、
さ
ら
に
は
民
営
化
に
つ
い
て
、
職

員
間
で
学
び
深
め
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
継
続
的
に
勉
強
会
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
営
化
に
よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と

保
護
者
の
選
択
肢
の
拡
大
、
そ
し
て
公
立
と
民
間
が
互
い
の
持
ち
味

を
生
か
し
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
で
、
町
全
体
の
保
育
の
質
の
向
上
な

ど
を
目
指
し
、
中
保
育
園
を
民
営
化
対
象
園
と
し
た
。

　

移
管
先
法
人
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
第
三
者
機
関
と
し
て
大
口

町
立
中
保
育
園
民
営
化
移
管
先
法
人
選
定
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
か
ら
開
催
し
、
申
し
込
み
の

あ
っ
た
四
法
人
の
中
か
ら
、
社
会

福
祉
法
人
宝
光
福
祉
会
に
決
定
し

た
。

　

決
定
後
、
移
行
期
間
を
経
て
二

〇
一
四
年
四
月
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
大
口
中
保
育
園
は
、

従
来
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
、
民
間
の
特
色
を
生

か
し
た
保
育
の
提
供
を
開
始
し
た

（
２
―
４
―
15
）。

幼
稚
園

　
大
口
幼
稚
園　
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園　
学
校
法
人
岩
倉
学
園
は
、

一
九
七
八
年
に
大
口
幼
稚
園
を
、
二
〇
〇
四
年
に
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚

園
を
町
内
で
開
設
し
た
。
同
法
人
は
創
立
者
が
「
三
つ
子
の
魂
百
ま

で
」
の
こ
と
わ
ざ
に
鑑か

ん
がみ

、
幼
児
教
育
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
一
九

六
七
年
に
岩
倉
幼
稚
園
を
設
立
し
て
い
る
。

　

学
園
の
教
育
基
本
理
念
は
「
健
康
で
、
明
る
く
、
よ
く
考
え
、
た

く
ま
し
く
、
感
謝
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
」、
目
指
す
子
ど
も
像

は
「
友
だ
ち
と
仲
よ
く
遊
べ
る
こ
ど
も
・
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る
こ
ど
も
・
明
る

く
、
い
き
い
き
と
し
て
い

る
こ
ど
も
・
よ
く
見
、
よ

く
考
え
て
や
り
と
お
す
こ

ど
も
」
と
し
、
幼
児
教
育

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

大
口
幼
稚
園
は
、
大
口

町
高
橋
二
丁
目
地
内
に
所

在
す
る
（
２
―
４
―
16
）。

開
園
当
初
、
二
学
級
・
四

六
人
だ
っ
た
園
児
数
は
、

2-4-15　民営化された大口中保育園

2-4-16　大口幼稚園（2023年撮影）
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二
〇
二
二
年
に
は
一
〇
学
級
・
二
四
八
人
と
な
っ
た
。

　

特
色
あ
る
教
育
と
し
て
、
講
師
に
よ
る
英
語
教
室
・
音
楽
教
室
・

絵
画
教
室
・
体
育
教
室
・
習
字
教
室
（
年
中
・
年
長
）
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
特
別
教
室
の
ほ
か
、
日
常
保
育
や
行
事
、
町
内
行
事
へ
の

参
加
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、
一
つ
一
つ
の
成
功
体
験
を

積
み
重
ね
、
子
ど
も
の
頑
張
り
を
認
め
る
、
ほ
め
る
、
自
信
に
繋
げ
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
き
め
細
か
な
保
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
休
園
し
た
東
保
育
園
（
大

口
町
河
北
三
丁
目
地
内
）

の
施
設
を
利
用
し
て
、
町

内
二
園
目
の
幼
稚
園
と
し

て
開
園
し
た
（
２
―
４
―

17
）。
開
園
当
初
、
二
学

級
・
三
七
人
だ
っ
た
園
児

数
は
、
二
〇
二
二
年
に

は
、
六
学
級
・
一
一
六
人

と
な
っ
た
。

　

特
色
あ
る
教
育
と
し

て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
英
語
教
室
（
週
三
回
）・
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
年
中
・
年

長
）・
造
形
教
室
・
音
楽
教
室
・
体
育
教
室
を
実
施
し
、
町
内
の
恵
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
を
生
か
し
、
動
植
物
の
生
態
や
四
季
の
自
然

の
変
化
を
感
じ
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
保
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　

両
園
と
も
に
、
四
大
行
事
（
七
夕
遊
戯
会
・
運
動
会
・
ク
リ
ス
マ

ス
遊
戯
会
・
作
品
展
）
を
節
目
と
し
、
そ
れ
ら
に
向
け
た
活
動
を
は

じ
め
遠
足
な
ど
の
屋
外
行
事
や
、
年
長
は
幼
稚
園
で
の
お
泊
ま
り
保

育
、
寿
の
会
（
老
人
施
設
で
の
交
流
会
）、
文
化
的
鑑
賞
会
な
ど
、
多

様
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て
支
援　
二
〇
〇
七
年
の
学
校
教
育
法
改

正
に
よ
り
、
新
し
く
幼
稚
園
の
役
割
と
し
て
子
育
て
支
援
が
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
幼
児
の
家
庭
や
地
域
で
の
生
活
を
含
め
た

生
活
全
体
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
未
就
園
児
対
象
の
す
く

す
く
教
室
（
年
間
一
三
回
程
、
教
育
相
談
）
を
実
施
し
、
学
校
の
教

育
課
程
に
関
係
し
て
教
育
時
間
の
前
後
や
長
期
休
業
中
に
、
希
望
者

を
対
象
と
し
た
預
か
り
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
と

二
〇
一
八
年
に
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
子
育
て
支
援

の
一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

2-4-17　ラ・モーナ幼稚園（2023年撮影）
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親
子
通
園

　

一
九
九
三
年
、
就
学
前
の
幼
児
で
心
身
に
発
達
の
遅
れ
や
心
配
ご

と
が
あ
る
場
合
、
日
常
生
活
の
自
立
に
向
け
て
保
護
者
と
一
緒
に
通

園
し
、
親
子
や
他
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
幼
児
の
心
身
の
発
達

を
助
長
さ
せ
る
た
め
、
親
子
通
園
を
東
保
育
園
に
設
置
し
た
。

　

親
子
通
園
は
、
空
き
教
室
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
、

二
〇
〇
六
年
に
西
保
育
園
、
二
〇
一
〇
年
に
は
南
保
育
園
へ
と
移
動

し
た
。
二
〇
一
六
年
、
北
保
育
園
整
備
に
合
わ
せ
て
親
子
通
園
棟
を

整
備
し
て
対
応
し
て
い
る
（
２
―
４
―
18
）。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

一
九
九
一
年
五
月
、
留
守
家
庭
児
童
に
対
し
、
放
課
後
に
適
切
な

遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
、
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
始
ま
っ
た
。
対
象
学
年
は
小
学
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
、
開
設
時
間
は
放
課
後
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。

　

開
始
当
時
は
、
西
児
童
ク
ラ
ブ
の
み
七
人
で
、
西
保
育
園
の
教
室

を
活
用
し
た
。
一
九
九
三
年
に
は
二
五
人
と
な
り
、
大
口
西
小
学
校

で
未
使
用
だ
っ
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

に
移
転
し
た
。
同
年
、
大
口
北
小

学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
使
い
北
児

童
ク
ラ
ブ
が
八
人
で
始
ま
っ
た
。一

九
九
六
年
に
は
、
大
口
南
小
学
校

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
児
童

一
人
で
始
ま
っ
た
（
２
―
４
―
19
）。

　

一
九
九
九
年
に
西
児
童
セ
ン

タ
ー
（
２
―
４
―
20
）、
二
〇
〇
一

年
に
南
児
童
セ
ン
タ
ー
（
２
―
４
―

21
）、
二
〇
〇
四
年
に
北
児
童
セ
ン

タ
ー
（
２
―
４
―
22
）
を
そ
れ
ぞ
れ

開
設
す
る
と
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
は

2-4-18　親子通園棟の外観と内部

2-4-19　児童クラブと定員数

名　称 場　所 定員

大口南児童クラブ 南児童センター内 75人

大口北児童クラブ 大口北小学校敷地内 110人

大口西児童クラブ 大口西小学校クラブハウス 45人

西っ子ファミリー 西児童センター内 40人
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活
動
場
所
を
児
童
セ
ン
タ
ー
に
移
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
、対
象
学
年
を
小
学
六
年
生
ま
で
拡
大
し
た
。

　

開
設
時
間
は
、
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
の
平
日
が
、
午
前
七
時
三

十
分
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で
、
土
曜
日
は
西
児
童
セ
ン
タ
ー
で

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
お
い
て
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

健
康
を
増
進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
の
健
全
育
成
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
支
援
も
積
極
的

に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
児
童
セ
ン
タ
ー
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
・
生

徒
や
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者
に
広
く
開
放
し
、
子
育
て
支
援
や
子

ど
も
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

二
〇
一
七
年
十
月
、
北
保
育
園
内
に
子
育
て
家
庭
な
ど
に
対
し
て

情
報
提
供
や
相
談
指
導
を
お
こ
な
い
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
い
っ
た

育
成
支
援
も
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援

す
る
基
盤
形
成
を
図
る
機
能
を
持
つ
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
（
２
―
４
―
23
）。

　

妊
産
婦
や
就
園
前
の
子
ど
も
を
持
つ
親
子
が
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

せ
る
場
所
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
中
の
親
子
の
出
会
い
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

2-4-20　西児童センター（2022年撮影）

2-4-21　南児童センター（2022年撮影）

2-4-22　北児童センター（2022年撮影）

2-4-23　子育て支援センター（2023年撮影）
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第
三
節
　
子
ど
も
の
成
長

	
学
校
の
う
つ
り
か
わ
り

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
四
月
、
学
校
教
育
法
が
施
行
さ
れ

る
と
、
初
等
科
六
年
・
高
等
科
二
年
の
国
民
学
校
か
ら
小
学
校
六
年
・

中
学
校
三
年
の
義
務
教
育
が
始
ま
っ
た
。
名
古
屋
市
内
の
空
襲
に
よ

る
校
舎
不
足
に
比
べ
、
大
口
村
は
校
舎
の
空
襲
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
中
学
校
は
校
舎
建
設
が
間
に
合
わ
ず
、
当
初
は

大
口
南
小
学
校
と
大
口
北
小
学
校
に
分
か
れ
て
の
授
業
で
あ
っ
た
。

校
舎
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
大
口
中
学
校
の
生
徒
が
一
緒
に
授
業
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
同
年
十
月
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
一
九
七
六
年
に
北
小
学
校
か

ら
児
童
が
分
か
れ
て
大
口
西
小
学
校
が
誕
生
し
た
。
中
学
校
も
生
徒

数
の
増
加
に
よ
り
、
一
九
八
五
年
に
大
口
北
部
中
学
校
が
誕
生
し
た
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
徐
々
に
生
徒
数
が
減
少
し
、
学
校
運
営
に

も
支
障
が
出
て
き
た
た
め
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
再
び
大

口
中
学
校
と
統
合
し
た
（
２
―
４
―
24
・
25
・
26
）。

2-4-24　小中学校の沿革図

1907年 大口第一尋常高等小学校 大口第二尋常高等小学校

1941年 大口村南国民学校 大口村北国民学校

1947年 大口村立大口南小学校 大口村立大口北小学校 大口村立大口中学校

1962年 大口町立大口南小学校 大口町立大口北小学校 大口町立大口中学校

1976年 大口町立大口北小学校

大口町立大口北小学校

大口町立大口西小学校

1985年

2008年

2011年

大口町立大口中学校 大口町立大口北部中学校

大口町立大口中学校
（合併により新設）（合併により新設）

旧北部中学校校舎を増改築し移転旧北部中学校校舎を増改築し移転

（明治40）

（昭和22）

（昭和51）

（昭和16）

（昭和37）

（昭和60）

（平成20）

（平成23）
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2-4-25　児童・生徒の推移
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2-4-26　学校ごとの児童・生徒の推移
※2008年からは、統合した新生 大口中学校の生徒数。
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大
口
西
小
学
校
の
設
置　
町
制
施
行
後
、
経
済
発
展
と
共
に
町
の

人
口
も
順
調
に
増
え
、
一
九
六
九
年
、
井
上
町
長
が
新
小
学
校
設
置

を
表
明
し
た
。
同
年
、
町
議
会
に
学
校
用
地
取
得
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
二
年
、
余
野
字
田
代
（
現
余
野
六
丁

目
）
地
内
に
一
万
六
六
一
六
㎡
を
用
地
と
し
た
。

　

一
九
七
五
年
、
敷
地
造
成
・
校
舎
建
設
に
着
手
し
、
一
九
七
六
年

四
月
、
大
口
北
小
学
校
の
通
学
区
域
を
分
離
し
て
児
童
五
〇
一
人
に

よ
る
大
口
西
小
学
校
が
開
校
し
た
（
２
―
４
―
27
）。
同
年
、
プ
ー
ル

が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
（
２
―
４
―
28
）、
そ
の
翌
年
に
は
屋
内
運
動
場
も
竣
工
し

た
。

　
生
徒
増
減
に
よ
る
中
学
校
の
分
校
と
統
合　
一
九
八
〇
年
代
に
入

る
と
、
大
口
中
学
校
に
は
一
〇
〇
〇
人
近
い
生
徒
が
在
籍
し
、
普
通
教

室
が
足
ら
ず
、
運
動
場
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
設
け
て
対
応
し
た
。
一
九

八
二
年
、
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
か
ら
児
童
生
徒
急
増
市
町
村

と
し
て
指
定
さ
れ
、
学
校
用
地
の
確
保
や
校
舎
建
設
、
備
品
購
入
な

ど
新
し
い
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一

九
八
五
年
四
月
、
大
口
北
部
中
学
校
は
、
大
口
中
学
校
か
ら
分
離
開

校
し
た
。
こ
の
時
の
生
徒
数
は
大
口
中
学
校
が
五
六
六
人
、
北
部
中
学

校
が
四
〇
三
人
、
計
九
六
九
人
で
あ
っ
た
（
２
―
４
―
29
）。

　

し
か
し
、
少
子
化
と
と
も
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
生
徒
が
大

幅
に
減
少
し
、
廃
部
に
な
る
部
活
動
が
出
る
な
ど
様
々
な
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
４
―
30
・
31
）。
こ
の
た
め
、
二
〇
〇
四
年

か
ら
統
合
に
向
け
て
の
協
議
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
に
統
合
し
た
。

2-4-28　プール開き

2-4-27　大口西小学校開校式

2-4-29　生徒数の推移（1982-85）

2-4-30　生徒数の推移（2002-08）

大口中
（人）

大口
北部中
（人）

計
（人）

2002年度 340 244 584

2003年度 333 253 586

2004年度 324 255 579

2005年度 348 260 608

2006年度 388 268 656

2007年度 424 278 702

2008年度 693 ― 693

大口中
（人）

大口
北部中
（人）

計
（人）

1982年度 917 ― 917

1983年度 960 ― 960

1984年度 989 ― 989

1985年度 566 403 969
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大
口
西
小
学
校
再
編
整
備
計
画　
各
中
学
校
の
生
徒
数
が
減
少
し

て
い
た
一
九
九
七
年
、
西
小
学
校
区
で
は
余
野
地
区
の
区
画
整
理
事

業
が
終
了
し
、
一
戸
建
て
や
ア
パ
ー
ト
建
設
が
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

人
口
が
急
増
し
、
児
童
増
に
よ
る
西
小
学
校
の
普
通
教
室
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
４
―
32
）。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
西
小
学
校
か
ら
北
小
学
校
に
児
童
を
振
り
分

け
る
べ
く
、
学
区
変
更

案
を
伝
え
地
元
説
明
会

を
開
催
し
た
が
、
住
民

か
ら
強
い
反
対
を
受
け

た
。

　

教
室
不
足
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
校
区
の

見
直
し
に
理
解
を
得
る

に
は
時
間
が
か
か
る
と

の
判
断
か
ら
、
校
舎
の

増
築
（
普
通
教
室
六
教

室
）
案
を
検
討
し
、
二

〇
〇
一
年
度
中
に
校
舎

を
増
築
し
た
。

2-4-32　町内小学校の児童数の変遷（1990-2005）
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2-4-31　町内の中学校に通う生徒数の推移（1980-2021年）
※2008年からは統合した大口中学校。

（「分離記念38年誌」、「第 5 次大口町総合計画」、「大口町の統計」）

第四章　健やかな成長を願う　 284

第二編　政治・経済



　
学
校
の
整
備
再
編
計
画
の
作
成　
各
中
学
校
や
西
小
学
校
の
課
題

を
ふ
ま
え
、
二
〇
〇
三
年
に
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
整
備
再
編
計

画
で
は
、
二
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
て
、
北
小
学
校
は
旧
北
部
中
学

校
に
移
転
開
校
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
南
小
学
校
・
西
小
学
校
は
耐

震
改
修
を
お
こ
な
う
と
し
た
。

　

当
時
は
全
国
的
に
、
公
共
施
設
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
、
建

物
の
耐
震
化
が
課
題
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
学
校
校
舎
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
が
市
町
村
ご
と
の
進
捗
状
況
を
公
表
す
る
ま

で
に
な
っ
て
い
た
。

　

町
で
は
主
に
学
校
の
体
育
館
の
屋
根
仕
上
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
多

く
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
撤
去
を
先
行
し
て
始
め
た
。
校
舎
の

耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
診
断
テ
ス
ト
結
果
を
待
っ
て
計
画
を

策
定
し
た
。

　

二
〇
〇
四
年
、
各
小
中
学
校
の
教
員
一
名
と
学
校
教
育
課
を
事
務

局
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
検

討
や
視
察
を
重
ね
、
結
論
と
し
て
中
学
校
の
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
、

小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
「
夢
の
あ
る
学
校
プ
ラ
ン
」
と
し

て
当
時
町
長
で
あ
っ
た
酒
井
に
報
告
し
た
。
町
長
か
ら
は
「
町
民
と

一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
中
学
校
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
指
示
が
出

さ
れ
た
。

　
明
日
の
学
校
づ
く
り
検
討
委
員
会
と
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
二

〇
〇
四
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
一
月
ま
で
の
間
、
町
民
の
代
表
で

構
成
さ
れ
た
明
日
の
学
校
づ
く
り
検
討
委
員
会
を
計
五
回
開
催
し
た
。

そ
の
結
果
、
統
合
中
学
校
を
二
〇
〇
八
年
に
設
置
す
る
こ
と
、
教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ
い
て
は
議
論
を
繰
り
返
し
た
上
で
採
用
す
る
と

意
見
を
ま
と
め
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
二
月
に
計
四
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
校
舎
の
配
置
や
教
科
教
室
と
ク
ラ
ス
ル
ー
ム

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
統
合
中
学
校
の
開
設
に
向
け
て　
二
〇
〇
六
年
、
統
合
中
学
校
開

設
準
備
委
員
会
を
設
置
し
て
、
学
校
教
育
目
標
に
つ
い
て
同
年
七
月

か
ら
十
二
月
末
ま
で
に
計
六
回
の
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
た
、
教
育
課
程
に
関
す
る
部
会
を
設
置
し
て
、
二
〇
〇
五
年
十

月
か
ら
二
〇
〇
七
年
十
二
月
ま
で
、
両
中
学
校
の
校
長
・
教
頭
・
教

務
・
指
導
主
事
が
一
六
回
の
部
会
を
開
催
し
た
。
教
科
セ
ン
タ
ー
方

式
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
、
教
務
に
関
わ
る
諸
事
項
の
す
り
合
わ

せ
、
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ
い
て
の
教
職
員
の
理
解
・
教
室
の
配

置
・
日
課
・
時
間
割
な
ど
、
授
業
を
お
こ
な
う
上
で
支
障
が
な
い
よ

う
綿
密
に
協
議
さ
れ
た
。
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小
学
校
の
あ
ゆ
み

大
口
南
小
学
校 

　

大
口
南
小
学
校
は
、
大
口
町
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
大
口
村
誕

生
の
翌
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
、
大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校

と
し
て
開
校
し
、
戦
時
下
の
一
九
四
一
年
に
大
口
村
南
国
民
学
校
と

改
称
後
、
一
九
四
七
年
に
大
口
南
小
学
校
と
な
っ
た
（
２
―
４
―
33
）。

　

校
区
に
は
、『
裁
断
橋
物
語
』（
名
古
屋
市
熱
田
区
・
精
進
川
に
架

け
ら
れ
た
東
海
道
の
橋
を
舞
台
と
す
る
、
堀
尾
金
助
と
そ
の
母
の
物

語
）
に
登
場
す
る
堀
尾
金
助
の
出
生
地
跡
を
有
し
、
そ
の
縁
で
名
古

屋
市
立
白
鳥
小
学
校
と
一
九
六
六
年
に
姉
妹
校
と
な
り
以
後
五
〇
年

以
上
、
交
流
が
続
い
て
い
る
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
図
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
、
一
九

九
二
年
に
は
東
海
三
県
学
校
図
書
館
総
合
優
秀
賞
を
、
二
〇
〇
八
年

に
は
文
部
科
学
大
臣
よ
り
、
読
書
活
動
優
秀
実
践
表
彰
を
受
け
た
。

　

二
〇
一
二
年
、
学
校
施
設
の
全
面
建
て
替
え
で
は
、
地
球
・
教
育

環
境
や
図
書
館
教
育
の
充
実
を
念
頭
に
設
計
し
施
工
し
た
。
二
〇
一

四
年
、
内
閣
府
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
功
労

者
表
彰
奨
励
賞
を
受
賞
し
、「
明
る
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
」「
よ
く

考
え
進
ん
で
学
習
す
る
子
」「
健
康
で
た
く
ま
し
い
子
」
の
育
成
を
目

標
に
、
図
書
館
教
育
・
読
書
指
導
を
核
と
し
て
、
家
庭
・
地
域
と
と

も
に
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
新
校
舎
の
設
計　
一
九
七
二
年
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
築
四
〇
年
近
く
経
過

し
た
校
舎
は
、
元
々
耐
震
補
強
工
事
を
お
こ
な
う
方
針
で
あ
っ
た
（
２

―
４
―
34
）。
し
か
し
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
当
初
の
方
針
の
是
非
に

つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
学
校
敷
地

南
側
の
隣
接
地
を
買
収
で
き
る
目
途
が
た
っ
た
こ
と
か
ら
、
校
舎
を

新
築
す
る
方
針
に
変
更
し
た
。

　

方
針
は
変
更
し
た
も
の
の
、
仮
設
校
舎
費
用
が
多
額
と
な
る
こ
と

か
ら
、
既
存
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
の
建
設
を
前
提
と
し
た
た
め
、

校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
の
配
置
が
難
し
く
、
校
舎
の
日
照
の
問
題

も
挙
が
っ
た
。
さ
ら
に
運
動
場
が
校
舎
北
側
に
な
る
こ
と
や
災
害
時

に
お
け
る
避
難
所
と
す
る
た
め
に
は
浸
水
状
況
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
特
色
の
あ
る
図
書
館
活
動

が
で
き
る
設
計
も
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
築
に
あ
た
り
、

調
整
や
設
計
は
困
難
を
極
め
た
。

　

二
〇
一
二
年
三
月
、
新
校
舎
・
屋
内
運
動
場
が
竣
工
し
、
校
区
住

民
へ
の
学
校
内
覧
会
を
開
催
し
た
（
２
―
４
―
35
）。
南
小
学
校
区
は
、

同
校
卒
業
生
が
何
世
代
に
も
わ
た
る
家
庭
も
多
く
、
老
若
男
女
の
参
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加
が
あ
っ
た
。

　

新
校
舎
は
、
広
々
と
し
た
中
央
階
段
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
図
書
館
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
使
っ
て
授
業

が
で
き
る
教
室
を
配
置
し
た
。

相
撲
場

　

今
で
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
大
相
撲
の
人
気
は
あ
る
が
、
昔
は
秋
の
運
動
会

の
昼
休
み
を
利
用
し
て
子
ど
も
達
の
相
撲
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。　　

　

南
小
学
校
の
運
動
場
の
片
隅
に
屋
根
付
き
の
立
派
な
土
俵
が
あ
っ
て
、

こ
こ
で
子
ど
も
達
は
全
員
一
発
勝
負
の
相
撲
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

に
相
撲
は
日
本
の
国
技
だ
と
い
う
気
概
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
に
相
撲
場
が
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
同
年
に
プ
ー

ル
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

南
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
た

　

住
ま
い
が
秋
田
な
の
で
、
ふ
だ
ん
は
五
条
川
ま
で
行
っ
て
泳
ぐ
こ
と
は

な
く
近
所
の
小
川
で
水
浴
び
程
度
、
夏
休
み
に
な
る
と
毎
日
学
校
の
プ
ー

ル
に
行
き
ま
し
た
。
学
校
も
ほ
と
ん
ど
夏
休
み
中
開
放
し
て
く
れ
ま
し
た

の
で
、
毎
日
、
昼
御
飯
を
食
べ
た
ら
出
か
け
て
い
っ
て
、
先
生
に
教
え
て

も
ら
っ
て
な
い
け
れ
ど
、
三
年
生
で
二
五
ｍ
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

塩
素
を
バ
ケ
ツ
で
ま
い
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
い
う
形
で
、
塩
素
が

非
常
に
き
つ
く
、
私
が
卒
業
す
る
こ
ろ
に
、
プ
ー
ル
の
底
の
隅
の
ほ
う
に

水
道
管
み
た
い
な
や
つ
を
引
き
ま
し
て
、
そ
こ
に
穴
を
あ
け
て
、
そ
こ
か

ら
循
環
し
て
塩
素
が
出
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
し
た
。
高
圧
電
線
が
す
ぐ

そ
ば
に
あ
り
、
金
網
が
あ
り
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
は
建
設
会
社
が
作
る
の
で
す
が
、
親
が
勤
労
奉
仕
で
出
て
い
ま

し
た
。
最
初
の
三
月
・
四
月
は
基
礎
工
事
、
七
月
は
最
後
の
仕
上
げ
で
勤

労
奉
仕
。
そ
れ
ぞ
れ
地
区
で
分
担
し
て
、「
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち

の
村
の
学
校
の
子
ど
も
の
た
め
に
」
と
い
う
想
い
で
や
っ
て
く
れ
た
と
い

う
時
代
で
し
た
。

　

中
学
生
が
部
活
動
で
プ
ー
ル
に
練
習
に
来
る
よ
う
に
な
り
、
が
っ
ち
り

し
た
体
で
「
す
ご
い
な
ぁ
」
と
見
て
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）
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大
口
南
小
学
校
　
校
舎
の
変
遷

2-4-33　大口南小学校全景（1956年）

2-4-35　大口南小学校全景（2013年）

2-4-34　大口南小学校全景（1974年）
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大
口
北
小
学
校

　

大
口
北
小
学
校
は
一
九
〇
七
年
、
町
の
中
央
部
に
あ
た
り
、
小
口

城
址
と
古
く
か
ら
の
集
落
、
五
条
川
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
大
口
第
二

尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
戦
時
下
の
一
九
四
一
年
に
大

口
村
北
国
民
学
校
と
改
称
後
、
一
九
四
七
年
に
大
口
北
小
学
校
と

な
っ
た
（
２
―
４
―
37
・
38
）。

　

一
九
五
二
年
に
プ
ー
ル
が
完
成
す
る
ま
で
、
水
泳
の
授
業
は
敷
地

東
側
に
隣
接
し
た
五
条
川
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
在
校
生

の
多
く
は
、
こ
の
経
験
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　
「
よ
く
考
え
る
子
、
き
ま
り
正
し
い
子
、
た
く
ま
し
い
子
」
の
育
成

を
掲
げ
、
児
童
が
生
涯
に
わ
た
り
成
長
を
続
け
て
い
く
基
盤
と
な
る

力
を
養
い
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
を
図
る
た
め
の
教
育
活
動
を
現
在

に
至
る
ま
で
進
め
て
い
る
。

　

昭
和
後
期
に
は
、「
は
だ
し
の
教
育
」
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、
鼓
笛

隊
を
活
用
し
た
音
楽
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
一
九
七
二
年
の

町
制
施
行
十
周
年
及
び
役
場
新
庁
舎
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

記
念
の
時
に
は
、
五
・
六

年
生
が
鼓
笛
隊
で
行
進
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
に
結
成
し
た
交
通
少
年
団
は
、
一
九
九
〇
年
に
県
警

本
部
長
表
彰
を
受
け
た
。
な
お
、
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
一
九
八
六

年
度
の
交
通
安
全
県
民
大
会
で
愛
知
県
知
事
よ
り
交
通
安
全
功
労
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
、
大
口
北
部
中
学
校
跡
地
に
移
転
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
地
域
と
子
育
て
連
携
を
推
進
し
、
保
育
園
・
幼
稚
園
と
の
定
期

的
な
会
議
、
地
域
の
協
力
に
よ
る
田
植
え
・
稲
刈
り
・
餅
つ
き
の
体

験
、
伝
統
行
事
を
学
ぶ
体
験
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
新
校
舎
の
設
計　
老
朽
化
し
た
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
検
討
す

る
中
、
大
口
北
部
中
学
校
の
閉
校
が
決
ま
っ
た
。
北
部
中
学
校
の
校

舎
は
比
較
的
新
し
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
増
改
築
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
経
費
を
抑
制
し
移
転
し
た
。
従
来
の
学
校
は
住
居
密
集
地
に
立
地

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
移
転
に
あ
た
っ
て
は
反
対
意
見
が
根
強
か
っ

た
が
、
学
校
区
全
体
と
し
て
通
学
距
離
で
恩
恵
を
受
け
る
児
童
は
少

な
い
も
の
の
、
学
校
区
の
中
央
に
寄
る
位
置
に
は
な
る
と
い
う
こ
と

で
合
意
し
た
。
二
〇
〇
九
年
に
始
ま
っ
た
施
設
整
備
工
事
は
、
二
〇

一
〇
年
に
竣
工
し
た
（
２
―
４
―
39
）。

　

増
改
築
の
際
、
校
舎
が
中
学
校
仕
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
既
存

部
分
の
階
段
や
黒
板
、
便
器
の
高
さ
、
プ
ー
ル
の
水
深
な
ど
を
、
小

学
校
仕
様
に
造
り
替
え
、
増
築
部
分
の
一
階
・
二
階
に
は
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
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～
校
舎
の
状
況
（
戦
後
）
～

小
学
校
の
水
泳

　

昔
、
北
小
学
校
の
東
側
に
五
条
川
の
天
然
プ
ー
ル
が
あ
り
、「
ゆ
の
し

ま
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
一
緒
に
ヘ
ビ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ヒ
ル
も
泳
い
で

い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

　

南
小
学
校
に
は
ま
だ
プ
ー
ル
が
無
か
っ
た
た
め
、
学
校
の
近
く
を
流
れ

る
五
条
川
の
秋
葉
橋
の
た
も
と
で
代
表
選
手
の
選
考
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
夏
に
な
る
と
、
喜
ん
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
に
な
り
、
北
小
学
校
で
お
こ
な
わ
れ
た
村
の
大
会
に
出
ま
し

た
。
初
め
て
の
プ
ー
ル
で
、
初
の
飛
び
込
み
台
か
ら
の
飛
び
込
み
、
無
我

夢
中
で
泳
い
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。�
（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）

　

北
小
の
プ
ー
ル
は
五
条
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
て
い
て
、
練
習
前
に
丹

念
に
藻
を
取
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
）

北
小
学
校
の
思
い
出

　

北
小
に
も
、
藤
棚
っ
ぽ
い
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。
北
小
は
、
は
だ
し
の
教
育

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
校
庭
に
小
さ
い
石
が
あ
っ
て
痛
か
っ
た
し
、
運
動

会
も
は
だ
し
で
、
夏
は
熱
か
っ
た
で
す
。

　

制
服
は
男
子
が
茶
色
、
女
子
が
緑
、
夏
は
女
子
が
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
赤

い
リ
ボ
ン
。
帽
子
は
夏
が
グ
レ
ー
、
冬
が
赤
白
帽
だ
っ
た
か
も
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

　

愛
知
万
博
の
大
口
デ
ー
で
、
大
正
琴
を
弾
き
ま
し
た
。

�

（
平
成
四
年
生
ま
れ
）

2-4-36　大口北小学校校歌額（2022年撮影）
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大
口
北
小
学
校
　
校
舎
の
変
遷

2-4-37　大口北小学校全景（1956年）

2-4-38　木造校舎とならぶ新築校舎（「卒業記念」1974年 3 月）

2-4-39　大口北小学校全景（2010年）
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大
口
西
小
学
校

　

大
口
西
小
学
校
は
、
人
口
増
加
に
と
も
な
い
、
一
九
七
六
年
に
大

口
北
小
学
校
か
ら
学
校
区
を
分
離
し
て
開
校
し
た
（
２
―
４
―
40
）。

　

校
区
は
名
鉄
柏
森
駅
に
隣
接
し
、
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
た

こ
と
か
ら
開
校
当
時
よ
り
人
口
が
急
増
し
た
地
域
だ
っ
た
。

　

一
九
九
二
年
に
み
ど
り
の
少
年
団
を
結
団
、
一
九
九
七
年
に
は
文

部
大
臣
（
現
文
部
科
学
大
臣
）
よ
り
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
区
画
整
理
事
業
実
施
時
に
は
、
学
校
用
地
を
買
収
し
て
拡

張
し
て
お
り
、
校
舎
北
側
に
未
利
用
地
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時

の
校
長
が
発
案
し
、
地
元
住
民
・
建
設
業
者
・
在
校
児
童
が
協
働
し

て
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
住
民
有
志
と
学
校
に
よ

る
西
っ
子
里
山
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
学
習
の
場
に
組

み
込
ん
で
活
動
を
継
続
し
た
（
第
一
編
第
二
章
第
二
節
・
第
二
編
第

三
章
第
五
節
）。
こ
れ
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
、
全
国
学
校
ビ
オ

ト
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
地
域
と
学
校
が
手
を
携
え
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

大
正
琴
・
稲
作
な
ど
の
体
験
学
習
を
お
こ
な
い
、
児
童
の
生
き
る
力

を
育
む
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

　
校
舎
の
改
築
設
計　
開
校
し
て
か
ら
、
耐
震
補
強
工
事
や
校
舎
増

築
、
部
分
的
な
改
修
工
事
は
実
施
し
て
い
た
が
、
大
口
北
小
学
校
、

大
口
南
小
学
校
の
整
備
終
了
後
、
築
四
〇
年
を
経
過
し
た
校
舎
の
再

整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
（
２
―
４
―
41
）。
校
区
住
民
か
ら
は
、
他

校
に
な
ら
い
全
面
的
な
改
築
の
声
も
あ
っ
た
が
、
国
が
耐
用
年
数
の

目
途
を
八
〇
年
程
度
に
延
長
し
た
こ
と
、
将
来
的
に
児
童
数
の
増
加

は
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
習
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
、
設

備
を
一
新
す
る
こ
と
で
、
向
こ
う
三
〇
年
程
度
の
使
用
に
耐
え
う
る

校
舎
へ
と
改
修
し
た
。

　

事
業
費
を
抑
制
す
る
た
め
、
通
常
の
教
育
活
動
を
継
続
し
な
が
ら

整
備
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度
に
実

施
設
計
を
お
こ
な
い
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
二
か
年
の
工
期
で
着
手

し
た
。
整
備
事
業
で
は
、
過
去
の
増
築
時
に
見
送
ら
れ
た
児
童
玄
関

の
増
築
や
、
給
食
配
膳
室
と
給
食
配
膳
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
移
設
し

て
搬
入
車
両
の
導
線
の
整
理
、
さ
ら
に
は
、
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
や

音
楽
室
の
移
設
、
図
書
室
を
拡
張
し
て
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
と
す
る
な

ど
、
校
舎
の
構
造
は
古
い
も
の
の
、
内
部
は
一
新
す
る
計
画
と
し
た
。

ま
た
、
南
棟
と
北
棟
の
間
に
あ
る
中
庭
も
従
来
は
利
用
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
雨
天
時
で
も
児
童
が
集
え
る
場
と
な
る
よ
う
、
低
層
な

が
ら
シ
ン
ボ
ル
的
な
屋
根
を
設
置
す
る
計
画
も
盛
り
込
ん
だ
。
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大
口
西
小
学
校
　
校
舎
の
様
子

2-4-40　大口西小学校全景（1976年）

2-4-41　大口西小学校校舎（2017年撮影）
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中
学
校
の
あ
ゆ
み

大
口
中
学
校

　

一
九
四
七
年
、
大
口
町
域
の
中
心
に
あ
た
り
、
当
時
は
大
字
大
屋

敷
字
植
松
と
い
う
地
名
で
、
ち
ょ
う
ど
河
岸
段
丘
の
縁
で
あ
っ
た
た

め
、
通
称
「
植
松
の
丘
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
に
大
口
村
立
大
口

中
学
校
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
校
舎
の
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

が
開
校
に
間
に
合
わ

ず
、
最
初
の
半
年
は
大
口
南
小
学
校
と
大
口
北
小
学
校
に
分
教
場
を

設
置
し
て
授
業
を
お
こ
な
っ
た
。

　

校
舎
竣
工
直
後
に
図
書
館
を
設
置
し
て
図
書
館
経
営
研
究
会
議
を

開
催
し
た
り
、
翌
年
に
は
生
徒
有
志
に
よ
る
伊
吹
山
登
山
の
開
始
、

村
民
総
出
で
運
動
場
の
整
備
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
し
た
。
さ
ら

に
、
一
九
五
〇
年
に
建
設
し
た
大
口
村
公
民
館
は
、
中
学
校
の
講
堂

を
兼
ね
て
お
り
、
青
年
学
級
や
成
人
学
級
が
開
講
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
時
か
ら
大
口
中
学
校
は
、
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
で
あ
っ

た
（
２
―
４
―
48
）。

　

開
校
間
も
な
い
一
九
五
〇
年
度
の
教
育
目
標
は
、「
封
建
性
が
強
く

自
主
性
に
乏
し
い
純
農
村
を
環
境
と
す
る
の
に
鑑
み
、
新
時
代
を
目

標
と
す
る
近
代
感
覚
を
教
育
に
活
か
し
、
感
覚
鋭
い
青
年
前
期
の
生

徒
の
個
性
豊
か
な
人
間
性
の
成
育
を
図
り
、
勤
勉
に
し
て
誠
実
、
正

義
と
真
理
を
愛
し
、
実
行
力
旺
盛
な
『
社
会
実
践
者
へ
』
の
本
校
教

育
目
標
の
も
と
民
主
教
育
の
徹
底
を
期
す
」
と
し
た
。

　

一
九
五
五
年
に
は
、
生
徒
の
理
想
像
を
次
の
と
お
り
示
し
た
。「
一　

明
朗
な
生
徒　

二　

健
康
な
生
徒　

三　

常
に
希
望
を
も
っ
た
生い

き

々い
き

と
し
た
生
徒　

四　

自
主
性
、
公
正
な
判
断
力
に
富
む
生
徒　

五　

勤
労
、
責
任
、
創
意
、
工
夫
す
る
生
徒
」

　

そ
の
後
、
表
現
を
変
え
な
が
ら
も
教
育
目
標
は
初
期
に
掲
げ
た
「
実

行
力
旺
盛
な
社
会
実
践
者
へ
」
を
踏
襲
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
生

徒
実
践
目
標
と
し
て
、「
自

ら
学
び　

自
ら
鍛
え　

自
ら

磨
く
」
を
定
め
、
以
後
、
二

〇
〇
八
年
三
月
の
閉
校
ま
で

引
き
継
い
だ
（
２
―
４
―
49
）。

　

ま
た
、
学
校
の
受
賞
歴
か

ら
も
、
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
る

（
２
―
４
―
42
）。

　

一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台

風
で
は
、
木
造
校
舎
三
棟
の

う
ち
、
一
棟
が
倒
壊
し
た

2-4-42　大口中学校の受賞歴

受　賞　歴

1959 東海三県学校図書館コンクール最優秀賞

1982 学校給食文部大臣表彰

1991 保健活動優良校（県教育委員会特別優秀賞）

1995 優良 PTA 文部大臣表彰

1998 ボランティア活動（県知事感謝状）

2004 読書ゆうびんコンテスト 
（日本郵政公社東海支社長賞）
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（
第
一
編
第
三
章
第
三
節
）。
そ
の
直
後
に
防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
の

防
衛
施
設
周
辺
防
音
事
業
補
助
金
を
得
て
、
一
九
六
一
年
四
月
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
校
舎
を
竣
工
し
た
（
２
―
４
―
43
）。

学
校
日
誌
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
三
月
二
十
四
日
、
小
牧
基
地
か

ら
自
衛
官
が
三
人
、
騒
音
調
査
の
た
め
に
来
校
し
た
と
あ
る
。

2-4-43　1961年に竣工した鉄筋コンクリートの校舎

新
し
い
校
舎

　

伊
勢
湾
台
風
で
、
木
造
校
舎
の
倒
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
た
二
年
後
、

管
内
で
も
初
め
て
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

の
立
派
な
校
舎
を
建
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
の
ち
に
増
築
さ
れ
た
と
き
、

あ
の
校
舎
だ
け
が
少
し
向
き
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
聞
い
た
話
だ
と
、

補
助
金
の
関
係
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し
て
も
真
南
に
向
い
て
建
て

な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

大
中
の
赤
ふ
ん

　

五
条
川
の
マ
ル
ト
（
現
大
屋
敷
二
丁
目
に
あ
っ
た
製
麺
所
）
前
か
ら
川

上
に
向
か
っ
て
泳
ぐ
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
五
〇
ｍ
地
点
に
竹た
け

竿ざ
お

で

目
印
が
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
時
、
南
小
に
プ
ー
ル
が
で
き
た
の
で
練
習
に
行
き
ま
し
た
が
、

背
も
高
く
な
っ
て
い
た
の
で
底
に
手
が
つ
い
て
し
ま
い
、
飛
び
込
む
と
き

に
も
気
を
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
、
五
条
川
で
の
猛
練
習
の
お
か
げ
で
、
管
内
大
会
（
丹
葉
）
で
一

三
連
覇
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
大
中
水
泳
部
は
強
か
っ
た
。
当
時
、「
大

中
の
赤
フ
ン
」
と
有
名
で
し
た
。

�

（
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
）
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校
舎
前
庭
に
は
三
つ
の
像
を
配
置
し
、「
憩
い
の
森
」
と
称
し
て
、

生
徒
た
ち
に
愛
さ
れ
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
と
内
省
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
た
（
２
―
４
―
44
～
46
）。

立
志
の
塔
（
一
九
七
七
年
建
立
）

　
「
青
春
の
一
日
一
日
が
共
に
あ
っ
た

　

 

こ
こ
植
松
の
丘
…

　

 

十
有
五
に
し
て
志
を
立
て
る
」

三
省
の
像
（
一
九
八
三
年
建
立
）

　
「
わ
れ
、
三
た
び
わ
が
身
を
省
み

　

 

る
」

望
み
の
像
（
一
九
八
四
年
建
立
）

　
「
果
て
し
な
き
地
平
線
よ
り
わ
き
た
つ

　

 

よ
う
に
昇
る
太
陽
」

　

一
九
八
五
年
四
月
、
生
徒
急
増
に
よ
り
、
大
口
北
部
中
学
校
が
大

口
中
学
校
か
ら
分
離
開
校
し
た
が
、
約
二
〇
年
で
生
徒
数
が
減
少
し
、

二
〇
〇
八
年
に
両
中
学
校
を
統
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

開
校
か
ら
六
一
年
を
迎
え
た
学
び
舎や

か
ら
の
卒
業
生
は
、
約
一
万

六
五
〇
人
に
の
ぼ
り
、
町
内
は
も
と
よ
り
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
歩
ま
れ
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
の
卒
業
生
が
築
い
た
足
跡
や

教
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
尽
力
・
業
績
は
新
生
大
口
中
学

校
創
立
の
礎
と
し
て
引
き
継
が
れ
た
（
２
―
４
―
47
）。

2-4-47　旧大口中学校 校歌碑（2021年撮影）

2-4-44　立志の塔
（1977年）

2-4-45　三省の像
（2022年撮影）

2-4-46　望みの像
（2022年撮影）
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大
口
中
学
校
　
校
舎
の
変
遷

2-4-48　大口中学校全景（1956年）

2-4-49　大口中学校全景（1997年）
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大
口
北
部
中
学
校

　

一
九
八
五
年
四
月
、
大
口
中
学
校
よ
り
分
離
開
校
し
た
（
２
―
４
―

54
）。
校
訓
を
「
勉
強
好
き
、
運
動
好
き
、
き
れ
い
好
き
」
と
定
め
、

「
心
に
大
き
な
希
望
を
持
ち
、
小
さ
な
実
践
を
毎
日
続
け
る
」
を
生
活

信
条
に
掲
げ
、
教
育
理
念
を
込
め
た
三
つ
の
像
を
設
置
し
た
（
２
―
４

―
50
～
52
）。
こ
れ
ら
の
像
は
大
口
北
小
学
校
敷
地
内
に
残
さ
れ
て
い

る
。

立
志
の
塔
（
一
九
八
八
年
建
立
）

「
卒
業
を
前
に
将
来
へ
の
志
を

決
意
を
持
つ
」

友
愛
の
像
（
一
九
九
二
年
建
立
）

「
仲
間
と
と
も
に
学
校
生
活
の

充
実
を
願
う
」

大
望
の
像
（
一
九
九
七
年
建
立
）

「
小
さ
な
実
践
の
積
み
重
ね
が

大
き
な
成
果
と
な
る
こ
と
を

表
す
る
」

　

ま
た
、
全
国
的
に
も
青
少
年
の
非
行
が
低
年
齢
化
し
、
社
会
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
折
に
は
、「
ス
ト
ッ
プ

･

ザ･

い
じ
め
」
実
践
研
究
会
の
開
催
と
「
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

98
」
へ
の
参
加
に
取
り
組
ん
だ
。
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に

は
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
健
康
推
進
学
校
の
研
究

実
践
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
、
二
〇
〇
五
年
に
健
康
教
育
推
進
学
校

優
良
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
新
設
校
が
ゆ
え
に
様
々
な
分
野
で
活
動
を
展
開
し
、

二
〇
〇
五
年
に
は
東
海
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
、
二
〇
〇
六
年

に
第
二
十
回
毎
日
カ
ッ
プ
中
学
生
体
力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
努
力
賞

な
ど
も
受
賞
し
た
。

　

二
〇
年
余
の
弛た

ゆ

ま
ぬ
教
育
活
動
に
よ
っ
て
徐
々
に
校
風
が
醸
成
さ

れ
て
い
た
が
、
生
徒
の
減
少
に
よ
り
学
級
や
部
活
動
な
ど
の
集
団
活

動
に
も
支
障
が
出
始
め
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
〇
七
年
度
を
も
っ

て
そ
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
２
―
４
―
55
）。

　

二
三
年
に
わ
た
る
教
育
活
動
や
数
々
の
思
い
出
は
、
卒
業
生
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
、
校
歌
が
刻
ま
れ
た
石
碑
も
大
口
北
小
学
校
敷
地
内

に
残
っ
て
お
り
、
北
部
中
学
校
の
痕
跡
を
偲し

の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
２

―
４
―
53
）。

2-4-50 立志の塔
（2022年撮影）

2-4-51　友愛の像
（2022年撮影）

2-4-52　大望の像
（2022年撮影）
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2-4-53　旧大口北部中学校 校歌碑（2022年撮影）

大
口
北
部
中
学
校
の
思
い
出

　

開
校
の
年
、
一
年
生
と
し
て
北
部
中
学
校
に
入
学
し
た
。
す
べ
て
が
真

新
し
く
新
鮮
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
も
う
二
〇
年
も
経
つ
の
だ
、
早
い
も

の
だ
。
北
部
中
学
校
が
な
く
な
る
の
は
正
直
寂
し
い
。
同
窓
会
で
も
開
い

て
当
時
を
思
い
出
し
た
い
な
。

　

校
舎
が
新
し
く
、
良
い
環
境
で
中
学
校
生
活
を
送
れ
ま
し
た
。
部
活
動

は
特
に
思
い
出
深
い
で
す
。
北
中
出
身
と
し
て
母
校
が
な
く
な
る
の
は
と

て
も
寂
し
い
で
す
が
、
ま
た
新
し
い
中
学
校
で
、
さ
ら
に
「
ハ
イ
テ
ク
の

町
、
大
口
町
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

開
校
十
周
年
記
念
の
航
空
写
真
、
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
た
収
穫

祭
、
暑
い
中
は
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
て
の
授
業
は
あ
り
が
た
い
環
境
で
し
た
。

（
こ
れ
ら
の
思
い
出
は
、
二
〇
〇
七
年
に
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催

し
た
企
画
展
「
中
学
校
の
思
い
出
〜
二
つ
の
学
校
へ
の
思
い
を
新
し
い
学

校
へ
つ
な
ぐ
〜
」
に
来
館
し
た
大
口
北
部
中
学
校
卒
業
生
の
残
し
た
コ
メ

ン
ト
で
す
）
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大
口
北
部
中
学
校
　
校
舎
の
様
子

2-4-54　大口北部中学校全景（1985年）

2-4-55　大口北部中学校校舎（2008年）
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新
生
大
口
中
学
校

　

二
〇
〇
八
年
四
月
、
大
口
中
学
校
と
大
口
北
部
中
学
校
が
統
合
し

て
、
新
生
大
口
中
学
校
が
開
校
し
た
（
２
―
４
―
56
・
57
）。

　

両
中
学
校
の
統
合
に
あ
た
り
、
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
の
下
、

学
校
関
係
者
に
よ
る
組
織
に
よ
り
、
学
校
整
備
か
ら
学
校
運
営
に
つ

い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
校
訓
を
「
自
ら
学
び
鍛
え
、
共
に
夢
と
友

情
を
育
む
」
と
し
、
異
学
年
交
流
型
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
学

校
運
営
で
、
自
治
意
識
・
自
浄
能
力
を
有
す
る
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
た
。

　

既
存
二
校
の
統
合
で
は
あ
っ
た
が
、
大
口
北
部
中
学
校
の
生
徒
の

意
を
く
み
、
両
校
の
教
職
員
が
生
徒
指
導
や
制
服
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
、
吸
収
合
併
で
は
な
く
両
校
の
生
徒
に
よ
っ
て
新
た
な
中

学
校
を
創
立
す
る
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
よ
う
配
慮
し
た
。

　

教
職
員
は
、
全
国
的
に
も
採
用
事
例
が
少
な
く
、
未
経
験
の
異
学

年
交
流
型
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
学
校
運
営
に
よ
っ
て
、
よ
り

教
育
的
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
。「
異
学
年
交
流
型
」
と

は
、
従
来
で
あ
れ
ば
学
年
単
位
で
行
動
し
、
学
校
行
事
・
生
徒
会
・

部
活
動
で
異
学
年
の
生
徒
と
交
わ
る
機
会
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
と
は

違
い
、
教
室
の
配
置
を
学
年
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
の
単
位
と
し
て
横
並

び
と
し
、
日
常
的
に
異
学
年
の
生
徒
が
交
流
す
る
こ
と
で
学
齢
に
応

じ
た
役
割
を
担
い
、
よ
り
生
徒
の
主
体
的
な
能
力
の
育
成
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
」
と
は
、
教
科
担
任
が
生
徒
の
待
つ

教
室
へ
出
向
い
て
授
業
を
お
こ
な
う
の
で
は
な
く
、
教
科
毎
に
授
業

を
お
こ
な
う
教
室
が
決
ま
っ
て
お
り
、
生
徒
は
時
間
割
に
合
わ
せ
て

そ
の
教
室
へ
移
動
す
る
も
の
で
、
こ
の
方
式
に
よ
り
、
生
徒
が
よ
り

主
体
的
な
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
期
待
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
校
舎
の
各
階
ご
と
に
教
科
専
用
教
室
が
固
め

ら
れ
、
そ
こ
に
は
教
科
教
員
室
と
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
教
科
ラ
ウ
ン

ジ
を
配
置
し
た
。

　

し
か
し
、
周
辺
自
治
体
で
は
採
用
事
例
が
な
い
た
め
、
一
定
期
間

で
異
動
す
る
教
職
員
に
と
っ
て
そ
の
運
用
は
容
易
で
は
な
く
、
異
学

年
交
流
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
活
動
と
な
る
行
事
を
い
く
つ
か
用

意
し
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
と
位
置
づ
け
展
開
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
一
定
の
成
果
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

生
徒
会
活
動
や
学
年
交
流
の
面
で
課
題
が
残
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら

人
流
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
授
業
以
外
の
行
事
も
制
約

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
発
展
的
に
一
旦
、
授
業
を

受
け
る
た
め
の
生
徒
の
移
動
と
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を
中
止
し
た
。
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大
口
中
学
校
　
校
舎
の
様
子

2-4-56　大口中学校校舎全景（2009年）

2-4-57　大口中学校正門（2009年）
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学
校
生
活

　
国
の
施
策
へ
の
対
応　
一
学
級
の
児
童
生
徒
数
は
、

一
九
四
七
年
に
施
行
し
た
学
校
教
育
法
施
行
規
則
で
五

〇
人
以
下
と
定
め
ら
れ
、
一
九
五
八
年
、
義
務
教
育
水

準
の
全
国
的
な
維
持
・
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職

員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
時
、
一
学
級
五
〇
人
以
下
は
変
わ
ら
ず
、
一
九
六
三

年
の
改
正
に
よ
り
翌
年
度
か
ら
一
学
級
四
五
人
以
下
を

標
準
と
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
各
都
道
府
県
が
標
準
人

数
を
下
回
る
基
準
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
市

町
村
も
実
態
に
即
し
て
基
準
を
下
回
る
人
数
に
定
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
町
で
は
、
県
の
基
準
に
基
づ
き
、
国

の
標
準
人
数
よ
り
少
な
い
人
数
で
学
級
編
成
を
お
こ

な
っ
た
（
２
―
４
―
58
）。

　

学
校
週
五
日
制
は
、
一
九
九
二
年
か
ら
段
階
的
に
導

入
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
完
全
実
施
し
た
。
二
〇

〇
二
年
は
、
企
業
や
公
務
員
を
中
心
に
週
休
二
日
制
が

定
着
し
た
年
で
も
あ
っ
た
（
２
―
４
―
59
）。

2-4-59　学校生活に関する制度の変化

国 愛知県（大口町）
1947年 上限50人
1964年 上限45人
1980年 上限40人

2004年 上限35人（小学1年生のみ）
2008年 上限35人（小学1・2年生）

2011年 上限35人（小学1年生のみ）
2021年 上限35人（小学1・2年生） 
～     　　　 ↓ 
2025年 上限35人（小学校全体） 
※段階的に35人へと引き下げ。

2021年 上限35人（小学1-3年生） 
～    　　　  ↓ 
2024年 上限35人（小学校全体） 
※段階的に35人へと引き下げ。

2-4-58　 1 学級の人数上限の変遷

年度 施　策

1980 小学校教育課程の改訂（ゆとりある充実した学校生活の実現）実施
※中学校は1981年から実施

1989 小学校１・２年生の理科・社会を廃止、生活科の新設
1992 月１回の学校週５日制実施（第2土曜日休み 9月12日～）
1995 月２回の学校週５日制実施（第2.4土曜日休み 4月22日～）
2002 完全学校週５日制実施（毎週土曜日休み 4月6日～）
2011 小学校 外国語活動の導入
2018 小学校 道徳教科化
2019 中学校 道徳教科化
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勤
労
奉
仕　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
の
小
学
校
で
は
、
児
童
が

校
庭
で
畑
を
耕
し
野
菜
を
作
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
収
集
や
イ
ナ
ゴ
の
捕

獲
な
ど
食
料
の
確
保
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
他
、
軍
用
の
毛
皮
需
要

に
応
え
て
兎う

さ
ぎの

飼
育
、
戦
闘
機
の
燃
料
と
な
る
「
ひ
ま
し
」
の
栽
培
、

出
征
家
族
に
対
す
る
農
作
業
の
手
伝
い
、
戦
死
者
の
葬
儀
参
列
な
ど
、

戦
争
に
直
結
し
た
活
動
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
、
学
校
で
の
作
業
は
、
学
校
区
の
保
護
者
を
中
心
に
割
り
当

て
ら
れ
た
。
大
口
南
小
学
校
で
は
、
日
常
的
に
校
庭
の
整
備
や
校
舎

の
補
修
、
一
九
五
九
年
の
プ
ー
ル
建
設
工
事
、
伊
勢
湾
台
風
の
修
繕

な
ど
新
規
工
事
や
、
災
害
時
の
修
繕
で
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
た
。

こ
の
状
況
は
、
大
口
北
小
学
校
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

中
学
校
は
、
一
九
四
七
年
の
前
半
ま
で
校
舎
が
完
成
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
南
小
学
校
と
北
小
学
校
に
分
か
れ
て
の
授
業
だ
っ
た

が
、
同
年
五
月
に
建
設
予
定
地
の
小
石
運
搬
と
地
盤
固
め
を
生
徒
が

手
伝
っ
た
。
第
一
校
舎
が
完
成
し
授
業
が
始
ま
る
と
、
第
二
校
舎
の

敷
地
の
小
石
運
搬
と
地
盤
固
め
を
生
徒
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
手
伝
い
、
一
九

五
四
年
に
は
、
理
科
教
室
の
整
備
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
分
担
し
て
お
こ
な
っ

た
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
依
頼
せ
ず
、
生
徒
に
よ
る

勤
労
奉
仕
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
一
九
六
五
年
ま
で
、
春
と
秋
に
な
る

と
生
徒
に
よ
る
学
校
周
辺
の
道
路
整
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、

一
九
五
九
年
に
は
五
条
川
堤
防
の
草
刈
り
、
そ
の
翌
年
、
翌
々
年
に

は
桜
の
補
植
を
手
伝
っ
た
。
こ
れ
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
影
響
と
思
わ

れ
る
。

農
繁
休
暇

　

小
学
校
で
は
、
五
月
末
か
ら
六
月
上
旬
の
一
週
間
を
養
蚕
休
暇
、

七
月
上
旬
か
ら
一
週
間
を
田
植
え
休
暇
、
十
一
月
中
下
旬
の
三
日
間

を
稲
刈
り
休
暇
と
し
た
。
中
学
校
は
、
養
蚕
・
麦
刈
り
・
田
植
え
・

稲
刈
り
で
そ
れ
ぞ
れ
三
～
七
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
一
九
六

二
年
頃
ま
で
続
い
た
。
農
繁
休
暇
が
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
農

業
の
兼
業
化
・
機
械
化
が
考
え
ら
れ
る
。

勤
労
奉
仕

　

中
学
生
の
時
、
道
が
砂
利
道
で
、
わ
だ
ち
が
で
き
て
砂
利
が
少
し
ず
つ

淵ふ
ち

へ
と
動
く
の
で
、
中
央
に
戻
す
作
業
を
や
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

�

（
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
）
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制
服

　

町
内
の
小
学
校
で
は
、
制
服
を
採
用
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
（
２

―
４
―
60
）。

　

南
小
学
校
は
、
採
用
す
る
前
年
を
移
行
期
間
と
し
、
一
九
六
八
年

か
ら
制
服
が
義
務
付
け
ら
れ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
自
由
化
と
な
っ

た
。
同
年
、
北
小
学
校
で
は
新
入
生
が
着
用
せ
ず
、
在
校
生
も
着
用

自
由
と
な
っ
た
。
西
小
学
校
は
、
開
校
年
に
制
服
が
間
に
合
わ
ず
、

新
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
北
小
学
校
の
制
服
を
着
て
い
た
。
胸
の

校
章
の
み
西
小
学
校
の
校
章
の
刺し

繍し
ゅ
うが

配
ら
れ
、
そ
れ
を
家
で
縫
い

付
け
て
登
校
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
は
体
の
成
長
の
た
め
、
制
服
を

買
い
替
え
る
際
、
新
し
い
制
服
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
徐
々
に

統
一
し
た
。
北
小
学
校
同
様
、
一
九
九
八
年
に
新
入
生
は
着
用
せ
ず
、

在
校
生
も
着
用
自
由
化
と
な
っ
た
。

農
繁
休
暇

　

あ
の
頃
は
、
百
姓
と
い
う
の
は
非
常
に
手
間
が
か
か
り
ま
し
た
の
で
、

小
学
生
と
い
え
ど
も
、
大
事
な
働
き
手
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
手
伝
っ

て
も
ら
わ
な
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
休
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
ま
す
と
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
六
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、

七
月
に
も
三
日
間
、
そ
れ
か
ら
、
十
一
月
に
も
四
日
間
の
農
繁
休
暇
。
今
、

こ
ん
な
に
学
校
を
休
ん
だ
ら
、
指
導
要
領
ど
お
り
や
れ
る
の
か
と
思
う
位

で
す
が
、
昔
は
そ
う
い
う
の
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
な
あ
。

　

多
分
、
六
月
は
麦
の
収
穫
、
七
月
は
田
植
え
、
十
一
月
は
稲
刈
り
の
た

め
で
す
。
も
っ
と
前
は
、
養
蚕
休
み
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
私
ら
が
入

学
し
た
頃
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
校
に
も
、
も
ち
ろ
ん
農
繁
休

暇
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
低
学
年
で
す
と
、
な
か
な
か
田
植
え
も
難
し
い
の
で
、
子
守
を

し
た
り
家
の
留
守
番
を
し
た
り
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
住
む
集
落
で
は
、
ほ
場
整
備
さ
れ
る
前
で
す
の
で
、
ち
っ
ち
ゃ
な

田
ん
ぼ
の
田
植
え
を
共
同
で
や
り
ま
し
た
。
集
会
場
に
炊
事
場
を
つ
く
っ

て
、
昼
と
夜
、
料
理
を
つ
く
る
人
、
田
植
え
を
す
る
人
、
そ
れ
か
ら
子
守

を
す
る
人
。
主
婦
連
と
い
う
か
婦
人
会
と
い
う
の
が
割
と
活
発
で
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

2-4-60　上：北小学校制服（1979年頃）
　　　　下：西小学校制服（1977年頃）
　　　　（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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遊
び

　

学
校
ご
と
、
時
代
ご
と
に
、
学
校
内
の
遊
び
は
変
化
し
た
。

　

遊
ぶ
時
間
帯
は
、
登
校
し
て
朝
礼
が
始
ま
る
前
、
二
限
目
と
三
限

目
の
間
に
あ
る
少
し
長
め
の
休
み
時
間
（
放
課
）、
給
食
後
の
昼
休
み

（
昼
放
課
）
な
ど
で
あ
る
。

　

帰
宅
後
に
友
達
と
少
人
数
で
遊
ぶ
の
と
は
異
な
り
、
異
学
年
・
大

人
数
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
学
校
な
ら
で
は
で
あ
り
、
上
級
生

が
下
級
生
の
面
倒
を
み
る
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
。

　

鬼
ご
っ
こ
と
か
く
れ
ん
ぼ
の
要
素
を
進
化
さ
せ
た
「
ポ
コ
ペ
ン
」

や
「
ド
ロ
ケ
イ
（
泥
棒
と
警
察
）」
を
は
じ
め
、
球
技
で
は
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
・
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
家
か
ら
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
持
参
し

て
ハ
ン
ド
テ
ニ
ス
が
よ
く
お
こ
な
わ
れ
た
。
ほ
か
に
も
、
校
庭
の
遊

具
で
あ
る
鉄
棒
や
登
り
棒
な
ど
、
様
々
な
遊
び
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
一
輪
車
で
様
々
な
技
術
を
習
得
す
る

た
め
、
夢
中
で
練
習
す
る
子
ど
も
の
姿
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
人

数
で
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
・
大
縄
跳
び
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

か
つ
て
、
北
小
学
校
の
校
庭
に
は
「
お
と
ぎ
の
山
」、
西
小
学
校
に

は
「
西
っ
子
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
遊
び
場
が
あ
っ
た
。

制
服
の
思
い
出

　

子
ど
も
は
西
小
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
入
学
時
（
平
成
十
年
）、
す

で
に
制
服
が
廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
毎
日
、
何
を
着
せ
て
い
こ
う
か
考

え
る
の
が
面
倒
で
し
た
。
制
服
が
あ
れ
ば
買
う
と
き
は
お
金
が
か
か
る
か

ら
大
変
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
あ
と
は
毎
日
制
服
を
着
せ
て
い
け
ば
い

い
の
で
楽
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

　

南
小
学
校
の
制
服
は
、
男
女
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、
男
が
左
を
前
に
し
て

ボ
タ
ン
を
か
け
、
女
は
右
を
前
に
ボ
タ
ン
を
か
け
る
形
で
、「
ス
モ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
（
２
―
４
―
61
）。
毎
日
制
服
を
着
て
い
く
こ
と
が
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。�
（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

2-4-61　南小学校制服
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道
草

　

私
は
昭
和
二
十
二
年
に
北
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
一
年
生
の
時
は
、

毎
朝
、
上
級
生
が
カ
バ
ン
を
持
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
外
坪
か
ら
、
か
け
声

を
出
し
て
毎
朝
学
校
ま
で
走
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
五
条
川
の
改
修
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
川
底
に
置
い

て
あ
る
ト
ロ
ッ
コ
が
珍
し
か
っ
た
で
す
。
ト
ロ
ッ
コ
は
、
川
底
の
石
を
上

の
道
路
ま
で
運
び
出
し
ま
す
。
勿
論
レ
ー
ル
が
敷
い
て
あ
り
川
底
か
ら
、

発
動
機
で
ワ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
上
げ
な
が
ら
ト
ロ
ッ
コ
を
引
き
上
げ
ま
す
。

そ
の
ト
ロ
ッ
コ
を
い
た
ず
ら
に
押
し
て
遊
ぶ
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

　

私
が
小
学
生
の
と
き
は
、
ま
だ
西
小
が
な
か
っ
た
の
で
北
小
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
朝
、
集
合
場
所
に
集
ま
る
と
ポ
コ
ペ
ン
や
ゴ
ム
飛
び
を
し
て

か
ら
出
発
し
、
朝
日
に
向
か
っ
て
三
〇
分
ほ
ど
歩
き
ま
す
。
学
校
生
活
は

多
分
今
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
放
課
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
遊
具
で
遊

び
ま
し
た
。
給
食
は
二
年
生
ま
で
は
牛
乳
で
は
な
く
、
飲
み
づ
ら
い
脱
脂

粉
乳
で
し
た
。
先
生
は
今
よ
り
厳
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
校
舎
の

玄
関
の
横
に
大
き
な
熱
帯
植
物
が
あ
り
、
ず
っ
と
バ
ナ
ナ
の
木
と
思
っ
て

い
た
が
六
年
間
バ
ナ
ナ
が
実
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
り
は
遊

び
な
が
ら
帰
っ
た
の
で
一
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
途
中
の
白
山
社

に
必
ず
寄
っ
て
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
し
ま
し
た
。
道
沿
い
の
用
水
路
に
笹さ
さ

舟ぶ
ね

を
流
し
た
り
、
垣
根
の
ク
モ
の
巣
を
枝
に
巻
き
付
け
な
が
ら
歩
い
た
り

も
し
ま
し
た
。
小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
数
年
後
に
家
か
ら
五
〇
〇
ｍ
の

と
こ
ろ
に
西
小
学
校
が
で
き
て
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
が
、
六
年
間
歩

い
た
お
か
げ
か
足
腰
は
丈
夫
な
方
だ
と
思
い
ま
す
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

　

西
小
学
校
で
は
、
ウ
サ
ギ
を
飼
っ
て
い
て
、
白
っ
ぽ
い
の
が
ミ
ル
キ
ー
、

白
黒
が
モ
ノ
ク
ロ
と
い
う
名
前
で
し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
が
有
名
で
、
夜
家

族
と
蛍
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
一
・
二
年
生
の
と
き
は
西
っ
子
ラ
ン
ド
で

よ
く
遊
び
ま
し
た
（
２
―
４
―
62
）。�

（
平
成
十
四
年
生
ま
れ
）

2-4-62　西っ子ランド（1981年）
※西っ子ランドは1980年使用開始。

（『開校10年のあゆみ』）

307　 第三節　子どもの成長



小
学
校
の
遠
足

　

一
九
五
〇
年
代
は
、
東
山
公
園
・
丸
山
ダ
ム
（
岐
阜
県
八
百
津

町
）、
ま
た
金
華
山
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）
な
ど
バ
ス
を
利
用
し
て
出
か

け
て
い
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
は
、
春
と
秋
の
ど
ち
ら
か
を
体

力
強
化
を
兼
ね
た
徒
歩
で
の
遠
足
と
し
、
も
う
一
方
を
少
し
遠
出
す

る
行
き
先
に
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２
―
４
―
63
）。

　

徒
歩
で
の
行
先
は
、
一
・
二
年
生
が
町
内
各
所
や
曽
本
二
子
山
古

墳
（
江
南
市
曽
本
町
）、
三
・
四
年
生
が
小
牧
山
・
岩
崎
山
、
五
・
六

年
生
が
尾
張
冨
士
な
ど
、
歩
け
る
距
離
で
の
遠
足
で
あ
っ
た
。

春（4月26日） 秋（11月1日）

1年生
岩崎山 犬山

2年生

3年生

知多朝倉海岸 
潮干狩り

継鹿尾山
4年生

5年生
桃太郎屋敷

6年生

春（4月27日） 秋（10月27日）

1年生
岩崎山 東山公園

2年生

3年生
大縣神社 岡崎公園

4年生

5年生
尾張富士 瑞浪化石博物館

6年生

春（4月26日） 秋（11月1日）

1年生 余野中央公園 
白山ふれあいの森

東山動物園

2年生 名古屋港水族館

3年生 堀尾跡公園 
白山ふれあいの森 淡水魚水族館

4年生 環境美化センター 
磨墨ふれあいの広場

輪中の郷・ 
木曽三川公園

5年生 ※ 別日に自然教室がある
ため、実施せず。

電気の科学館 
産業技術記念館

6年生 青塚古墳史跡公園 瑞浪化石博物館 
サイエンスワールド

南小学校の遠足（1960年）

西小学校の遠足（1977年）

北小学校の遠足（2009年）

2-4-63  各小学校の遠足の行き先
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修
学
旅
行

　

一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
小
学
校
の
修
学
旅
行
先
は
、
伊
勢
・
志
摩

方
面
で
、
中
学
校
は
京
都
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

小
学
校
が
京
都
・
奈
良
に
行
き
先
を
変
更
す
る
と
、
中
学
校
も
関
東

方
面
に
変
更
し
た
。
小
学
校
は
、
神
社
仏
閣
を
見
学
す
る
の
に
対
し
、

中
学
校
は
国
会
議
事
堂
や
日
光
東
照
宮
の
見
学
が
定
番
で
あ
っ
た
。

し
か
し
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
自
主
性
を
育
む
た
め
、
都
内
を
グ
ル
ー

プ
で
行
動
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
行
程
に
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
入
れ
る

な
ど
多
様
化
し
た
。

南
小
学
校
の
社
会
見
学

　

六
年
生
に
社
会
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
中
日
新
聞
や
大
口
出
身
の
舟
橋

さ
ん
が
開
い
た
シ
ヤ
チ
ハ
タ
と
い
う
会
社
、
小
牧
の
飛
行
場
を
見
て
歩
き

ま
し
た
。
中
日
新
聞
で
は
、
屋
上
へ
行
っ
て
、
ま
だ
あ
の
こ
ろ
は
伝
書
バ

ト
が
飼
わ
れ
て
お
っ
た
ん
で
す
。
伝
書
バ
ト
で
ラ
イ
カ
ン
を
つ
け
て
、
新

聞
記
者
が
本
社
に
記
事
を
送
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
お
土
産
じ
ゃ

な
い
で
す
け
ど
、
ハ
ト
を
か
ご
に
入
れ
て
貸
し
て
も
ら
え
た
ん
で
す
。
学

校
へ
戻
っ
て
き
て
、
ハ
ト
に
お
礼
の
手
紙
を
か
け
て
、
飛
ば
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

遠
足

　

一
学
期
の
遠
足
で
、
電
車
に
乗
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
知
多
半

島
の
ほ
う
へ
潮
干
狩
り
に
行
き
ま
し
た
。
ま
だ
海
へ
そ
ん
な
に
連
れ
て
い
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
も
な
い
時
代
で
す
の
で
、
海
を
見
て
は
し
ゃ
ぎ
、
貝
を

採
る
。
ア
サ
リ
が
わ
か
ら
な
く
て
、
お
い
し
く
な
い
貝
を
と
っ
て
喜
ん
で

い
た
ら
、「
お
ま
え
は
あ
ほ
か
。
こ
っ
ち
が
本
当
の
ア
サ
リ
だ
よ
」
と
見
せ

て
も
ら
っ
て
採
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
遠
足
へ
行
っ
て
晩
の
お
か
ず
を

採
っ
て
く
る
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

小
学
校
の
修
学
旅
行

　

私
が
入
学
し
た
頃
は
、
伊
勢
方
面
で
し
た
。
修
学
旅
行
へ
行
く
と
き
は

近
鉄
電
車
で
し
た
か
、
あ
お
ぞ
ら
号
が
始
ま
り
出
し
た
こ
ろ
で
、
私
も
あ

お
ぞ
ら
号
で
出
か
け
ま
し
た
。
伊
勢
神
宮
の
内
宮
と
外
宮
を
参
拝
し
ま
し

た
。
赤
福
餅
と
い
う
の
は
あ
ま
り
記
憶
が
な
く
て
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
と
い
う
、

何
か
ひ
し
形
の
ベ
ー
ス
板
み
た
い
な
よ
う
な
形
の
も
の
が
お
土
産
で
、
業

者
さ
ん
に
袋
を
も
ら
っ
て
買
い
ま
し
た
。
真
珠
島
も
あ
の
こ
ろ
は
船
に
乗

ら
な
い
と
行
け
な
く
て
、
そ
の
船
に
乗
っ
た
つ
い
で
に
海
女
さ
ん
の
実
演

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
真
珠
島
で
貝
の
移
植
を
す
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）
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中
学
校
の
遠
足

　

大
口
中
学
校
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
、
二
年
生
の
夏
の
行
事
と
し

て
伊
吹
山
登
山
が
始
ま
り
、
一
九
六
三
年
ま
で
一
五
年
間
続
い
た
。

行
事
当
日
は
夕
方
に
中
学
校
を
出
発
し
、
夜
中
に
か
け
て
伊
吹
山
の

山
頂
を
目
指
し
登
っ
た
。
山
頂
に
到
着
後
、
ご
来
光
を
拝
ん
で
下
山

し
た
。
参
加
し
た
中
学
生
に
と
っ
て
は
、
思
い
出
に
残
る
行
事
で
あ
っ

た
。
当
初
は
、
伊
吹
山
の
麓
ま
で
列
車
で
行
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年

代
半
ば
あ
た
り
か
ら
、
バ
ス
に
乗
っ
て
移
動
し
た
。
最
終
年
度
と
な
っ

た
一
九
六
三
年
は
、
一
年
生
も
参
加
し
た
（
２
―
４
―
64
）。

伊
吹
山
登
山

　

一
九
四
八
年
か
ら
、
大
口
中
学
校
で
は
伊
吹
山
登
山
が
二
年
生
の
行
事

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夕
方
、
学
級
毎
に
バ
ス
で
学
校
を
出
発
し
て
岐
阜

県
・
伊
吹
山
に
向
か
い
ま
し
た
。
少
し
は
な
れ
た
神
社
ま
で
歩
き
、
午
後

十
一
時
頃
な
の
に
店
は
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
水
は
と
て
も
冷
た
く
、
水
筒

へ
水
を
つ
め
て
か
ら
出
発
で
す
。

　

先
頭
と
最
後
に
大
口
中
の
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

を
つ
け
て
歩
き
ま
し
た
。
背
丈
ほ
ど
の

草
の
茂
る
山
道
の
中
を
、
同
行
す
る
先
生
の
持
つ
懐
中
電
灯
の
光
を
頼
り

に
登
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
た
め
、
に
ぎ
や
か
で
、
全
く
疲
れ
も
感
じ
ず

暗
い
内
に
頂
上
に
着
き
、
ご
来
光
の
上
が
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
つ
ゆ
が

降
り
て
靴
は
ビ
タ
ビ
タ
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
。
周
り
が
白
々
と
明
け
る
中
、「
オ
ウ
！
」
何
と
美
し
い

の
で
し
ょ
う
。
あ
の
山
々
は
、
下
は
雲
が
降
り
山
々
は
新
鮮
な
濃
い
青
、

北
ア
ル
プ
ス
が
連
な
り
高
山
植
物
が
お
い
し
げ
り
、
ほ
ん
と
う
に
気
持
ち

が
よ
か
っ
た
で
す
。
と
同
時
に
寒
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
太

陽
が
山
の
間
か
ら
顔
を
上
げ
出
し
ま
し
た
。
御
来
光
で
す
。
初
め
て
山
に

登
っ
て
見
ま
し
た
。
太
陽
が
山
霧
の
中
か
ら
赤
い
色
を
し
て
昇
り
出
し
ま

し
た
。
時
は
五
時
頃
で
し
た
。
そ
の
う
ち
に
順
々
と
記
念
の
写
真
を
う
つ

し
て
い
き
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）

2-4-64　伊吹山山頂にて（1951年）
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学
校
給
食

　

一
九
四
〇
年
代
の
大
口
南
小
学
校
・
大
口
北
小
学
校
に
は
給
食
調

理
室
が
あ
り
、
校
内
で
給
食
が
作
ら
れ
て
い
た
。
戦
時
中
は
、
校
庭

で
と
れ
た
野
菜
や
授
業
中
に
児
童
が
捕
ま
え
た
イ
ナ
ゴ
を
調
理
し
た
。

　

北
小
学
校
の
学
校
日
誌
に
よ
る
と
、
戦
後
の
一
九
四
七
年
六
月
に
、

毎
日
で
は
な
い
が
「
全
校
給
食
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
同
年
十

月
に
は
、
児
童
に
よ
る
イ
ナ
ゴ
採
取
と
「
イ
ナ
ゴ
佃
煮
給
食
」
の
記

載
が
あ
り
、
十
一
月
四
日
に
給
食
用
ミ
ル
ク
（
脱
脂
粉
乳
）
の
受
け

取
り
以
降
、「
ミ
ル
ク
給
食
」「
味
噌
汁
給
食
」
の
記
述
が
多
く
な
る
。

「
味
噌
汁
給
食
」
の
際
は
、
地
区
ご
と
に
数
人
の
保
護
者
が
来
校
し
給

食
の
手
伝
い
を
し
た
（
２
―
４
―
65
）。
一
九
五
〇
年
代
後
半
、
両
校

と
も
ミ
ル
ク
・
パ
ン
・
お
か
ず
の
給
食
が
定
着
し
た
。
し
か
し
、
中

学
校
で
は
、
後
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
ま
で
弁
当
持
参

で
あ
っ
た
。

2-4-65　北小学校 学校日誌
（1947年11月13日）

「味噌汁給食ヲ行フ」とある。 

給
食
の
思
い
出

　

給
食
室
を
の
ぞ
く
と
大
き
な
釜
が
あ
っ
て
、
れ
ん
が
づ
く
り
か
タ
イ
ル

張
り
の
大
き
な
釜
や
流
し
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
お
野
菜
の
日

が
あ
り
、
田
舎
で
す
の
で
野
菜
は
み
ん
な
と
れ
る
の
で
、
新
聞
紙
に
く
る

ん
で
学
校
へ
持
っ
て
い
っ
て
、
そ
の
野
菜
を
使
っ
て
、
給
食
の
お
ば
さ
ん

た
ち
、
友
達
の
親
も
お
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
給
食
を
つ
く
っ
て

お
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
み
た
い
に
立
派
な
給
食
で
は
な
か
っ
た
で
す
。

　

特
に
苦
手
な
の
は
脱
脂
粉
乳
と
い
う
も
の
で
、
お
湯
で
溶
い
て
、
牛
乳

と
は
言
わ
な
い
ん
で
す
が
、
ペ
ン
ギ
ン
の
く
ち
ば
し
み
た
い
な
ポ
ッ
ト
に

入
っ
て
お
っ
て
、
そ
れ
を
注
ぎ
ま
す
（
２
―
４
―
66
）。
あ
の
こ
ろ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
も
出
始
め
た
こ
ろ
で
、
金
属
の
食
器
も
ま
だ
あ
り
ま
し
た
の
で
、

熱
い
の
は
熱
く
て
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
は
貴
重
品
で
す

が
、
鯨
の
肉
は
よ
く
出
た
な
あ
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

2-4-66　ミルクポット
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設　
一
九
七
二
年
三
月
に
大
口
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
（
２
―
４
―
67
）、
同
年
四
月
か
ら
小
学
校

二
校
と
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
た
め
、
約
二
〇
〇
〇
食
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
全
小
・
中
学

校
で
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以
降
、
衛
生
管
理
・
栄
養
管

理
・
給
食
費
の
軽
減
に
努
め
な
が
ら
運
営

し
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
、
副

食
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
増
加
、
施
設
の

衛
生
面
・
管
理
面
・
耐
久
性
を
考
慮
し
、

一
九
八
八
年
九
月
に
施
設
を
一
新
し
た
。

新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
、
調
理
能
力
四
〇
〇

〇
食
、
厨

ち
ゅ
う

房ぼ
う

方
式
は
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
床
が
常
に
乾
い
た
状
態
で
、
湿

度
を
低
く
保
つ
こ
と
に
よ
り
細
菌
の
繁
殖

を
少
な
く
し
、
床
面
か
ら
の
跳
ね
水
も
な

い
衛
生
管
理
に
優
れ
た
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
（
２
―
４
―
68
）。

　

二
〇
一
二
年
に
は
一
部
の
設
備
を
新
調

し
、
食
育
・
地
産
地
消
と
い
っ
た
施
策
な
ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
を
支
え
る
た
め
、
美
味
し
い
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
る
。

　
献
立
と
食
器　
戦
後
の
復
興
期
に
は
国
全
体
で
慢
性
的
な
米
不
足

に
陥
っ
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
ご
ろ
か
ら
は
、
米
が
余
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
多
く
の
給
食
施
設
で
は
一
度
に
多

く
の
米
を
炊
飯
す
る
器
具
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
米
飯
給
食
の
実

施
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
所
当
初
の
献
立

は
、
パ
ン
・
牛
乳
・
お
か
ず
・
果
物
類
で
あ
っ
た
。
パ
ン
は
、
ス
ラ

イ
ス
パ
ン
・
コ
ッ
ペ
パ
ン
・
黒
パ
ン
に
マ
ー
ガ
リ
ン
・
ジ
ャ
ム
類
が

つ
い
た
。
そ
の
後
、
月
に
一
回
程
度
、
パ
ン
の
代
わ
り
に
ソ
フ
ト
麺

と
カ
レ
ー
、
五
目
御
飯
の
日
も
あ
っ
た
。
一
九
七
七
年
九
月
か
ら
は
、

週
に
一
度
、
五
目
御
飯
や

ピ
ラ
フ
が
出
さ
れ
、
徐
々

に
パ
ン
と
米
飯
の
割
合
が

逆
転
し
た
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
に
は
、
米
飯
給
食

が
主
流
と
な
っ
た
（
２
―
４

―
69
）。

2-4-68  学校給食センター（2022年撮影）

2-4-69　1970年代末の給食

2-4-67　学校給食センター（1972年竣工当時）
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コ
ッ
ペ
パ
ン

　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
、
町
内
同
一
献
立
で
始
ま
っ
た
四
月
の
献
立

（
２
―
４
―
70
）
で
す
。
ハ
ム
サ
ン
ド
、
牛
乳
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
あ
え
、
主
食

は
ス
ラ
イ
ス
パ
ン
・
コ
ッ
ペ
パ
ン
・
コ
ッ
ペ
パ
ン
・
コ
ッ
ペ
パ
ン
・
黒
パ

ン
・
コ
ッ
ペ
パ
ン
と
い
う
よ
う
に
コ
ッ
ペ
パ
ン
が
主
で
し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
新
し
く
な
っ
て
か
ら
、
主
食
は
ご
は
ん
の
日
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
逆
に
パ
ン
の
日
が
月
に
数
回
と
な
っ
て
い
ま
す
（
２

―
４
―
71
）。

2-4-70　1972年 4 月の献立表（「広報おおぐち」1972年 4 月号）

2-4-71　2018年 4 月の献立表
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食
器
の
変
遷　
各
学
校
で
調
理
し
て
い
た
一
九
七
一
年
以
前
は
、

銀
色
の
ア
ル
マ
イ
ト
の
食
器
だ
っ
た
（
２
―
４
―
72
）。
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
た
一
九
七
二
年
以
降
は
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の

食
器
が
使
わ
れ
た
（
２
―
４
―
73
）。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
に
メ
ラ

ミ
ン
製
の
食
器
が
使
わ
れ
始
め
た
が
（
２
―
４
―
74
）、
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
も
メ
ラ
ミ
ン
も
体
に
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
強

化
樹
脂
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
強
化
樹
脂
も
割
れ

て
け
が
を
す
る
心
配
が
あ
り
、
割
れ
な
い
樹
脂
食
器
へ
と
変
更
し
た

（
２
―
４
―
75
）。

2-4-75  2019年現在の食器

2-4-73　ポリプロピレン製の食器

2-4-74　メラミン製の食器

2-4-72　1971年以前の食器
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次
世
代
育
成
事
業

　

町
で
は
、
次
世
代
育
成
の
た
め
に
様
々
な
町
独
自
の
取
組
み
を
し

て
い
る
。

　
社
本
育
英
事
業　
一
九
八
二
年
、
初
代
町
長
を
務
め
た
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

が
逝
去
し
、
一
九
八
五
年
に
遺
族
か
ら
町
の
教
育
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
一
〇
〇
〇
万
円
の
寄
附
を
受
け
た
。
町
で
は
、
利
子
運
用
型
の

社
本
育
英
事
業
基
金
を
設
置
し
た
。
こ
の
基
金
は
、
毎
年
、
中
学
校

を
卒
業
す
る
ク
ラ
ス
数
相
当
の
生
徒
に
一
人
あ
た
り
一
〇
万
円
を
奨

学
金
と
し
て
贈
る
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
金
利
変

動
に
よ
り
奨
学
金
を
減
額
し
た
り
、
新
た
な
寄
附
金
に
よ
る
基
金
の

積
み
増
し
や
原
資
の
確
保
に
よ
っ
て
そ
の
増
額
を
図
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
制
度
を
継
続
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
、
高
校
へ
の
進
学
に
あ
た
り
、
就
学
が
家
計
的
に
厳

し
い
町
民
へ
の
支
援
策
と
し
て
年
五
万
円
を
三
年
間
に
わ
た
り
助
成

す
る
制
度
も
あ
わ
せ
て
開
始
し
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
〇
年
か
ら
は
、
従
来
の
奨
学
金
制
度
は
中
学
校
在

学
時
の
「
奨
励
」
と
位
置
づ
け
、
就
学
支
援
対
象
者
が
高
校
な
ど
へ

進
学
す
る
場
合
、
一
時
金
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
奨
学
制
度
と
し

て
見
直
し
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
・
県
の
高
校
な
ど
を
対
象

と
し
た
授
業
料
及
び
入
学
金
の
無
償
化
政
策
が
充
実
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
入
学
準
備
の
一
時
金
が
確
保
で
き
れ
ば
よ
り
進
学
が
可
能
と

な
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
奨
学
金
返
済
者
助
成
制
度　
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
国
全
体
の
経

済
成
長
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
、
特
に
労
働
者
の
所
得
の
伸
び
は
、
先
進

国
と
い
わ
れ
る
諸
国
に
比
べ
著
し
く
低
く
な
っ
た
。
そ
し
て
主
に
大

学
進
学
の
時
に
奨
学
金
を
受
け
る
学
生
が
増
え
、
大
学
を
卒
業
し
た

と
同
時
に
多
額
の
返
済
残
高
を
負
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
二
〇
一
六
年
、
施
策
見
直
し
か
ら
生
み
出
し
た
財
源
を
活

用
し
て
、
奨
学
金
の
返
済
を
お
こ
な
う
学
生
を
対
象
に
、
年
一
万
円
・

三
年
間
助
成
す
る
制
度
を
始
め
た
。
町
に
は
毎
年
、
就
労
に
よ
り
町

内
へ
転
入
す
る
町
民
も
多
い
こ
と
か
ら
、
助
成
額
は
僅
か
で
あ
る
が
、

企
業
支
援
・
納
税
へ
の
感
謝
の
意
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

高
校
生
等
通
学
費
助
成
制
度　
二
〇
二
〇
年
、
町
民
よ
り
、
長
年

お
世
話
に
な
っ
た
町
へ
、
借
地
と
し
て
企
業
へ
提
供
し
て
い
る
土
地

を
寄
附
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
寄
附
を
受
け
た
時
点
で
毎

年
二
五
〇
万
円
程
の
借
地
料
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
子
ど

も
未
来
基
金
を
設
置
し
そ
の
活
用
方
法
を
検
討
し
た
。
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義
務
教
育
を
担
う
町
教
育
委
員
会
で
は
か
ね
て
よ
り
、
高
校
生
以

上
を
対
象
と
し
た
支
援
を
模
索
し
て
お
り
、
奨
学
金
返
済
へ
の
助
成

制
度
を
は
じ
め
、
高
校
進
学
時
の
助
成
制
度
も
検
討
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
、
高
校
生
世
代
が
通
学
に
要
す
る
費
用

助
成
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
、
通
学
者
の
状

況
と
財
源
を
勘
案
し
、
通
学
費
用
が
年
六
万
円
を
超
え
る
学
生
に
つ

い
て
、
助
成
額
三
万
円
を
限
度
と
し
た
制
度
を
開
始
し
た
。

　
人
財
発
掘
、
人
財
育
成　
ま
ち
に
住
み
働
く
人
々
が
、
分
野
を
問

わ
ず
よ
り
高
み
を
目
指
し
、
全
国
・
世
界
へ
と
羽
ば
た
く
意
欲
を
持

つ
町
民
を
支
援
す
る
制
度
を
二
〇
二
一
年
度
か
ら
始
め
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
対
象
と
な
る
町
民
に
年
一
万
円
、
調
査
・
研
究
を

し
て
み
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
へ
五
万
円
を
助
成
す
る
。
ま
た
、
対

象
者
の
想
い
や
活
動
を
広
報
な
ど
で
取
り
上
げ
、
町
民
一
体
と
な
っ

て
一
緒
に
応
援
す
る
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
る
。
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第
一
節
　
人
口

	

国
勢
調
査

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
、「
国
勢
調
査
ニ
関
ス
ル
法
律
」
が

公
布
さ
れ
た
も
の
の
、
日
露
戦
争
や
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
延

期
さ
れ
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
第
一
回
目
が
実
施
さ
れ
た
。

　

大
口
村
の
人
口
や
世
帯
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
の
調
査

ま
で
は
大
き
な
変
動
が
な
く
、
一
九
五
五
年
以
降
は
、
愛
知
県
の
市

部
の
人
口
増
加
率
に
近
い
状
態
で
推
移
し
て
い
る
（
２
―
５
―
１
）。

　

ま
た
、
工
場
誘
致
施
策
に
よ
っ
て
、
純
農
村
か
ら
次
第
に
、
農
業
・

工
業
が
共
存
す
る
町
へ
と
変
貌
す
る
が
、
人
口
増
加
の
要
因
や
年
齢

構
成
の
変
化
に
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。

第
五
章

人
口
と
財
政

2-5-1　人口・世帯数の推移（『国勢調査』）

人口（人）
世帯数 
（戸）

１世帯
あたり
の人数
（人）

人口増加率（％）
（1955年基準）

男 女 計 大口町 国
愛知県 

（市部）

1955 4,252 4,300 8,552 1,580 5.41 100 100 100
1960 4,580 5,583 10,163 1,887 5.39 118.8 104.7 119.2
1965 5,809 6,439 12,248 2,444 5.01 143.2 110.1 140.9
1970 7,025 7,873 14,898 3,067 4.86 174.2 116.2 163.3
1975 7,630 8,264 15,894 3,677 4.32 185.9 124.3 185.5
1980 8,158 8,037 16,195 4,637 3.49 189.4 130 194.1
1985 8,702 8,545 17,247 4,960 3.48 201.7 134.4 200.9
1990 8,854 8,610 17,464 5,048 3.46 204.2 137.2 208.1
1995 9,676 9,355 19,031 5,796 3.28 222.5 139.4 215.2
2000 10,293 10,149 20,442 6,504 3.14 239 140.9 220.4
2005 10,851 10,751 21,602 7,144 3.02 252.6 141.8 238.9
2010 11,322 11,124 22,446 7,723 2.91 262.5 142.2 256.8
2015 11,679 11,595 23,274 8,316 2.8 272.1 141.1 263.5
2020 12,261 12,044 24,305 9,150 2.66 284.2 140 265.5
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国
勢
調
査
の
年
齢
三
区
分
別
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
年
少
人
口
が
半

世
紀
近
く
ほ
ぼ
横
ば
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
年
齢
人
口
が
増
加

し
て
い
る
の
は
、
要
因
と
し
て
転
入
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
そ
の
増
加
が
四
〇
年
後
の
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
辺
り
か

ら
急
激
な
老
年
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
（
２
―
５
―
２
）。

　

国
勢
調
査
で
は
居
住
す
る
場
所
（
夜
間
）
と
、
通
学
や
就
労
な
ど

の
場
所
（
昼
間
）
を
調
べ
、
夜
間
人
口
に
流
出
・
流
入
数
を
加
味
し

て
昼
間
人
口
と
し
て
い
る
。
町
内
に
は
多
く
の
企
業
が
立
地
す
る
た

め
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
流
入
超
過
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
の
昼
夜
間
人
口
比
一
・
四
五
は
、
県
内

市
町
村
第
二
の
高
値
で
あ
る
（
２
―
５
―
３
）。

2-5-2　年齢 3 区分別の人口推移（『国勢調査』）

2-5-3　夜間人口と昼間人口（『国勢調査』）

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000

195
5
196

0
196

5
197

0
197

5
198

0
198

5
199

0
199

5
200

0
200

5
201

0
201

5
202

0（年）

（人）

年少人口（14歳以下） 生産年齢人口（15～64歳）
老年人口（65歳～）

人口
（人）

流出人口
（人）

流入人口
（人）

流出流入
の差（人）

昼間人口
（人）

昼夜間 
人口比

1960 10,163 1,553 387 ▲ 1,166 8,997 0.89

1965 12,248 2,248 984 ▲ 1,264 10,984 0.90

1970 14,898 2,807 2,512 ▲ 295 14,603 0.98

1975 15,894 3,478 4,185 707 16,601 1.04

1980 16,195 4,218 7,039 2,821 19,016 1.17

1985 17,247 5,204 10,468 5,264 22,507 1.30

1990 17,464 6,008 13,696 7,688 25,152 1.44

1995 19,031 6,859 14,591 7,732 26,763 1.41

2000 20,442 7,314 16,013 8,699 29,317 1.43

2005 21,602 7,307 17,585 10,278 31,872 1.48

2010 22,446 7,488 17,290 9,802 32,248 1.44

2015 23,274 8,063 17,353 9,290 32,564 1.40

2020 24,305 8,945 19,946 11,001 35,306 1.45
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企
業
活
動
に
よ
る
人
口
増
加

　

一
九
五
六
年
三
月
、
工
場
誘
致
の
第
一
号
と
し
て
上
小
口
地
内
で

操
業
を
始
め
た
民
成
紡
績
株
式
会
社
（
第
二
編
第
二
章
第
三
節
）
の

社
員
寮
に
四
四
人
が
住
民
登
録
を
し
た
。
そ
の
数
は
同
年
十
二
月
末

ま
で
に
六
九
七
人
（
男
性
七
八
人
、
女
性
六
一
九
人
）
ま
で
増
加
し

て
お
り
、
翌
年
末
に
は
九
五
三
人
、
そ
の
後
は
記
録
が
残
る
一
九
六

八
年
五
月
ま
で
一
〇
〇
〇
人
か
ら
一
一
〇
〇
人
で
推
移
し
て
い
る
。

　

一
九
五
六
年
の
人
口
動
態
資
料
に
よ
れ
ば
、
転
入
者
は
八
四
五
人

で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
人
口
が
八
〇
〇
〇
人
半
ば
か
ら
急
増
し
、
一

万
人
を
超
え
た
の
は
、
工
場
誘
致
が
主
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
工
場
誘
致
前
の
一
九
五
五
年
を
基
準
と
し
て
、
五
年
毎
に

実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
を
示
す
（
２
―
５
―
４
）。
こ
れ
は
、
死
亡
や

転
入
・
転
出
が
な
け
れ
ば
、
五
年
経
過
後
に
は
あ
る
年
齢
区
分
の
人

口
が
次
の
区
分
段
階
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
一
九
五
五
年
に
人
口
が
九
七
〇
人
で
あ
る
五
歳
か
ら
九
歳
の
世

代
は
、
五
年
後
の
一
九
六
〇
年
は
十
歳
か
ら
十
四
歳
に
な
る
。
そ
の

人
口
は
九
九
〇
人
で
、
五
年
間
で
同
世
代
の
人
口
が
二
〇
人
増
加
し

た
と
い
え
る
。
各
年
齢
区
分
の
推
移
を
み
る
と
、
操
業
初
期
の
寮
生

の
多
く
が
十
五
歳
か
ら
二
十
歳
前
半
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

年
齢
別
デ
ー
タ
が
残
る
一
九
六
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
年

少
者
の
男
女
比
は
十
四
歳
ま
で
が
お
お
む
ね
一
で
あ
る
が
、
十
五
歳

と
十
六
歳
の
女
性
の
合
計
値
は
、
男
性
の
一
・
七
九
倍
と
な
っ
て
い

る
。
同
様
に
、
一
九
七
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
一
・
五
一
倍
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
操
業
か
ら
一
五
年
程
度
は
、
中
学
校
卒
業
後
に
就
業
し

て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
二
十
五
歳
を
超
え
る
と
男
女
比
が
一
に
近
づ

く
た
め
、
二
十
歳
を
迎
え
る
頃
に
離
職
し
町
を
離
れ
て
い
る
。

　

町
に
残
る
住
民
基
本
台
帳
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
町
内
の
企
業
寮
生

数
の
最
大
値
は
、
一
九
七
二
年
末
に
二
〇
九
〇
人
で
あ
っ
た
。

　

2-5-4　1955～1970年における特定年代の人口推移
（『国勢調査』）

1955年

年齢（歳） 05-09 10-14 15-19

男性（人） 492 494 437

女性（人） 478 472 414

計（人） 970 966 851

1960年

年齢（歳） 10-14 15-19 20-24

男性（人） 507 414 455

女性（人） 483 1,111 660

計（人） 990 1,525 1,115

1965年

年齢（歳） 15-19 20-24 25-29

男性（人） 726 588 570

女性（人） 1,200 679 579

計（人） 1,926 1,267 1,149

1970年

年齢（歳） 20-24 25-29 30-34

男性（人） 855 699 654

女性（人） 1,010 687 583

計（人） 1,865 1,386 1,237
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ま
た
、
年
齢
別
人
口
の
男
女
比
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

の
男
女
比
は
、
二
十
代
に
お
い
て
一
時
的
に
男
性
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
（
２
―
５
―
５
）。

　

こ
れ
は
町
内
の
企
業
活
動
が
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
繊
維
関
係

の
製
造
か
ら
機
械
製
造
・
技
術
開
発
へ
と
中
心
が
移
行
し
た
た
め
、

男
性
就
労
者
の
入
寮
に
よ
る
転
入
、
そ
の
後
は
退
寮
な
ど
に
よ
り
以

前
の
数
値
に
近
い
形
へ
と
推
移
し
て
い
る
。

県
営
住
宅
の
整
備
に
よ
る
人
口
増
加

　

戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
国
策
と
し
て
住
宅
確

保
政
策
が
実
施
さ
れ
る
中
、
町
内
に
お
い
て
も
伊
勢
湾
台
風
の
翌
年

と
な
る
一
九
六
〇
年
三
月
、
余
野
地
区
（
垣
田
）
に
建
設
さ
れ
た
県

営
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
数
は
、
同
年
末
に
六
三
〇
人
、
一
九
六
四
年
末
に
は
一
三
三

四
人
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
５
―
６
）。

　

町
の
町
制
施
行
は
一
九
六
二
年
で
あ
る
が
、
紡
績
関
連
企
業
の
操

業
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
一
九
六
〇
年
に
人
口
が
一
万
人
に
到
達
し
、

県
営
住
宅
の
整
備
に
よ
っ
て
、

町
の
人
口
に
一
〇
〇
〇
人
強
が

上
積
み
さ
れ
た
。

　

そ
の
居
住
者
は
、
一
九
七
〇

年
代
半
ば
ま
で
一
三
〇
〇
人
前

後
で
推
移
し
、
そ
の
後
次
第
に

減
少
に
転
じ
て
い
る
（
第
四
編

第
一
章
第
六
節
）。

　

2-5-5　年齢別人口の男女比の推移（『国勢調査』）

年齢（歳） 1985 1990 1995 2000 2005 
10 
｜ 
14

男性（人） 825 644 575 545 608 
女性（人） 740 576 542 473 537 

比率 1.11 1.12 1.06 1.15 1.13 
年齢（歳） 1990 1995 2000 2005 2010 

15 
｜ 
19

男性（人） 880 709 612 578 625 
女性（人） 769 616 553 465 544 

比率 1.14 1.15 1.11 1.24 1.15 
年齢（歳） 1995 2000 2005 2010 2015 

20 
｜ 
24

男性（人） 954 741 661 719 708 
女性（人） 789 583 566 463 511 

比率 1.21 1.27 1.17 1.55 1.39 
年齢（歳） 2000 2005 2010 2015 2020 

25 
｜ 
29

男性（人） 1,045 852 798 817 729 
女性（人） 921 672 628 564 560 

比率 1.13 1.27 1.27 1.45 1.30 
年齢（歳） 2005 2010 2015 2020 

30 
｜ 
34

男性（人） 1,049 809 777 687 
女性（人） 973 730 720 621 

比率 1.08 1.11 1.08 1.11 

人口累計（人）

男性 女性 計

1960年末 308 322 630

1961年末 567 578 1,145

1962年末 595 624 1,219

1963年末 631 651 1,282

1964年末 664 670 1,334
2-5-6　県営住宅居住者数（『住民登録人口世帯』）
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区
画
整
理
事
業
に
よ
る
人
口
増
加

　

経
済
活
動
の
進
展
に
よ
っ
て
、
騒
音
や
公
害
と
い
っ
た
環
境
面
で

の
諸
課
題
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
六
九
年
、
国
に
お
い
て
は
都

市
計
画
法
の
施
行
に
よ
っ
て
土
地
利
用
に
規
制
を
か
け
た
。

　

町
も
当
時
の
居
住
地
や
産
業
実
態
を
勘
案
し
た
土
地
利
用
計
画
を

定
め
、
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
も
宅
地
供
給
に
大
き
な
制
限
を
か

け
た
（
第
二
編
第
二
章
第
二
節
）。

　

必
然
的
に
、
中
小
口
区
・
下
小
口
区
な
ど
、
行
政
区
内
に
宅
地
化

可
能
な
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
住
宅
建
設
が
進
み
、
行
政
区
人
口
が
増

え
た
（
２
―
５
―
８
）。

　

ま
た
、
一
九
八
七
年
、
懸
案
課
題
で
あ
っ
た
大
口
余
野
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
が
着
手
さ
れ
た
。
整
備
工
事
の
進
捗
に
と
も
な
い
順

次
、
換
地
処
分
さ
れ
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

こ
の
地
域
は
、
名
鉄
犬
山
線
柏
森
駅
に
近
い
こ
と
か
ら
賃
貸
住
宅
も

多
く
供
給
さ
れ
た
た
め
、
若
者
及
び
子
育
て
世
帯
が
増
加
す
る
要
因

と
な
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
の
上
小
口
区
の
人
口
急
増
の
要
因
は
、
前
出
の
紡
績

関
連
企
業
、
一
九
七
〇
年
か
ら
の
豊
田
区
の
人
口
急
増
の
要
因
は
、
一

九
七
三
年
五
月
の
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
か
ら
、
衣
料
関
連
企
業
の

操
業
に
よ
り
、
寮
生
と
し
て
約
八
〇
〇
人
が
居
住
し
た
た
め
で
あ
る
。

自
然
動
態
の
特
徴

　

全
国
的
に
は
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
一
九
七
三
年
を
ピ
ー
ク
に

出
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
町
に
お
い
て
は
、
年
度
間
で
差
異

は
あ
り
な
が
ら
も
、
お
お
む
ね
近
年
は
二
三
〇
人
前
後
で
推
移
し
て

い
る
。

　

国
勢
調
査
に
お
け
る
〇
歳
を

起
点
と
し
、
そ
の
五
年
後
毎
の

人
数
を
見
る
と
、
年
数
の
経
過

と
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

従
っ
て
、
賃
貸
住
宅
で
は
手
狭

と
な
り
転
居
す
る
人
が
あ
る
一

方
で
、
そ
の
後
に
ま
た
次
世
代

の
人
が
入
居
し
子
育
て
を
始
め

る
た
め
と
推
測
で
き
る
（
２
―
５

―
７
）。

　

ま
た
、
巻
末
資
料
に
は
人
口

動
態
の
推
移
を
示
し
た
。

2-5-7　年齢別人口（『国勢調査』）

国勢調査（年） 2000 2005 2010 2015
年齢（歳） 0 5 10 15
人数（人） 272 250 260 254

国勢調査（年） 2005 2010 2015 2020
年齢（歳） 0 5 10 15
人数（人） 239 229 236 232

国勢調査（年） 2010 2015 2020
年齢（歳） 0 5 10
人数（人） 223 219 215

321　 第一節　人口



2-5-8　行政区別人口（『住民登録人口世帯』）
※企業寮生を別集計していた当時も行政区に算入。2015年から外国人合算。

※表中斜線はデータなし。

秋田（人） 豊田（人） 大屋敷（人） 外坪（人） 河北（人） 余野（人）

1955年度 834 1,613 952 638 842 918

1960年度 797 1,608 985 616 844 954

1965年度 918 1,663 1,166 700 852 1,123

1970年度 953 2,408 1,289 780 879 1,549

1975年度 1,075 2,681 1,557 826 941 1,964

1980年度 1,286 1,969 1,683 827 1,131 2,487

1985年度 1,579 2,072 1,845 796 1,200 2,571

1990年度 1,680 2,106 1,704 829 1,241 1,876

1995年度 1,775 2,067 1,628 855 1,331 2,781

2000年度 1,965 2,011 1,478 825 1,310 3,884

2005年度 2,195 1,989 1,392 827 1,305 4,357

2010年度 2,186 1,910 1,519 789 1,579 4,960

2015年度 2,289 1,898 1,565 783 1,757 5,343

2020年度 2,353 1,852 1,569 778 1,766 5,712

上小口（人） 中小口（人） 下小口（人） 垣田（人） さつきケ丘（人） 計（人）

1955年度 779 924 1,203 8,703

1960年度 1,800 976 1,189 72 9,841

1965年度 1,934 1,030 1,458 1,360 12,204

1970年度 2,074 1,235 1,862 1,365 14,394

1975年度 1,925 1,548 2,166 1,289 15,972

1980年度 1,642 1,542 2,520 870 15,957

1985年度 1,730 1,644 2,839 1,050 17,326

1990年度 1,602 1,781 2,984 854 781 17,438

1995年度 1,640 1,798 2,959 1,180 817 18,831

2000年度 1,776 1,970 3,274 1,137 865 20,495

2005年度 1,721 2,070 3,532 1,021 837 21,246

2010年度 1,619 2,163 3,664 901 818 22,108

2015年度 1,707 2,226 4,025 837 830 23,260

2020年度 2,158 2,391 4,024 731 869 24,203
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第
二
節
　
財
政

	

　

日
本
国
憲
法
の
施
行
に
先
立
ち
一
九
四
七（
昭
和
二
十
二
）
年
四
月
、

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
、
翌
年
に
は
地
方
財
政
法
が
制
定
さ
れ
た
。

　

一
九
四
九
年
、
道
府
県
と
市
町
村
の
事
務
配
分
に
関
し
て
、
市
町

村
優
先
主
義
に
基
づ
い
た
、
①
地
方
税
制
の
自
主
性
強
化
（
付
加
税

制
度
の
否
定
）
と
地
方
税
収
の
拡
充
②
地
方
税
の
合
理
化
と
均
衡
化

③
道
府
県
税
と
市
町
村
税
の
分
離
を
主
な
内
容
と
す
る
「
シ
ャ
ウ
プ

勧
告
（
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
日
本
税
制
報
告
書
）」
が
出
さ
れ
た
。

　

翌
年
、
そ
の
勧
告
を
反
映
し
た
、
市
町
村
民
税
・
固
定
資
産
税
を

市
町
村
税
の
柱
と
し
、
自
転
車
税
・
荷
車
税
・
電
気
ガ
ス
税
・
鉱
産

税
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
に
、
一
定
の
行
政
運
営
を
保
証

す
る
た
め
の
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
制
度
を
加
え
た
、
地
方
税
財
政

制
度
が
確
立
さ
れ
た
。

　

地
方
財
政
平
衡
交
付
金
の
総
額
は
、
九
〇
％
が
普
通
交
付
税
、
一

〇
％
を
特
別
交
付
税
と
し
、
一
九
五
四
年
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金

制
度
は
地
方
交
付
税
制
度
に
そ
の
役
目
を
引
き
継
い
だ
。

　

一
九
五
〇
年
度
の
地
方
税
財
政
制
度
の
大
き
な
枠
組
み
は
、
大
幅

な
変
更
な
く
七
〇
年
以
上
続
い
て
い
る
（
２
―
５
―
９
）。

2-5-9　地方税財政制度の主な変遷

事　　　　　柄

1955 地方道路譲与税創設（2009年廃止）

1956 都市計画税創設

1965 石油ガス譲与税制度（2009年廃止）

1972 自動車重量譲与税創設

1973 特別土地保有税創設

1974 電気ガス税分離（電気税、ガス税）

1989 消費税（3%・国税）創設、電気税及びガス税廃止

1997 消費税率5%（うち国税4%）へ改正 
地方消費税（1%：都道府県と市町村で折半）創設

2009 地方揮発油譲与税創設

2014 消費税率8%（国税6.3%、地方1.7%）へ改正 
住民税法人税割率を12.3% から9.7% へ改正

2019 消費税率10%（国税7.8%、地方2.2%）へ改正　※軽減税率8% 導入
住民税法人税割率を9.7% から6.0% へ改正、森林環境譲与税創設
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地
方
交
付
税
制
度
の
変
遷

　

一
九
五
四
年
の
制
度
創
設
以
降
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
交
付
金
の
原
資
と
な
る
国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
）

に
消
費
税
を
加
え
た
り
、
そ
の
繰
入
率
を
引
き
上
げ
た
り
、
さ
ら
に

特
別
会
計
か
ら
の
借
り
入
れ
や
市
町
村
財
政
の
偏
在
是
正
措
置
と
し

て
法
人
税
割
率
を
引
き
上
げ
た
り
、
そ
の
全
額
を
原
資
と
し
た
り
す

る
な
ど
、
制
度
改
正
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
国
が
定
め
た
算
定
式
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
、

基
準
財
政
需
要
額
か
ら
基
準
財
政
収
入
額
の
差
し
引
き
が
マ
イ
ナ
ス

の
場
合
、
財
源
不
足
額
と
し
て
交
付
さ
れ
、
町
は
一
九
八
一
年
度
以

降
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
。

大
口
村
の
財
政

　

一
九
五
三
年
に
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る

昭
和
の
大
合
併
に
お
い
て
、
大
口
村
は
財
政
的
に
厳
し
く
近
隣
市
町

と
合
併
協
議
が
成
立
し
な
か
っ
た
。
村
は
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
純
農
村
地
帯
へ
の
工
場
誘
致
に
取
り
組

ん
だ
。

　

村
と
、
一
九
五
四
年
に
丹
羽
郡
古
知
野
町
・
布
袋
町
、
葉
栗
郡
宮

田
町
・
草
井
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
江
南
市
の
当
時
の
税
決
算
の
状

況
を
比
べ
て
み
る
（
２
―
５

―
10
）。

　

住
民
一
人
あ
た
り
の
税

収
額
を
比
較
す
る
と
、
市

町
村
民
税
や
固
定
資
産
税

は
村
の
方
が
多
い
も
の

の
、
電
力
を
使
用
す
る
近

代
的
な
産
業
活
動
に
乏
し

い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ

に
加
え
、
人
口
規
模
も
大

き
な
差
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
村
と
し
て
は
将
来
へ

の
展
望
を
見
出
し
に
く
い

状
況
で
あ
っ
た
。

2-5-10　1955年収納決算比較表（江南市・大口村）
（『1955年国勢調査』『江南市史資料編 5 近現代編』『大口村歳入歳出決算書』）

住民１人当たり税収（円） 住民１人当たり税収倍率（大口村 / 江南市）
市町村民税 固定資産税 電気税 計 市町村民税 固定資産税 電気税 計

江南市 676.5 793.8 275.6 2,001.3 
大口村 823.2 1,150.7 162.2 2,355.4 1.22 1.45 0.59 1.18 

国勢調査 
人口（人）

面積 
（㎞）

住民１人 
当たりの 
面積（㎡）

年税収決算額（千円）

市町村民税 固定資産税 電気税 その他 計

江南市 43,787 30.86 0.7 29,620 34,757 12,068 11,185 87,630 
大口村 8,552 13.55 1.6 7,040 9,841 1,387 1,875 20,143 
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一
九
六
〇
年
以
降
の
町
税
税
収
の
状
況

　

住
民
一
人
当
た
り
の
税
収
決
算
額
に
つ
い
て
三
市
（
犬
山
市
・
江

南
市
・
岩
倉
市
）
二
町
（
大
口
町
・
扶
桑
町
）
の
平
均
値
と
町
の
値

を
倍
率
で
比
較
し
た
（
２
―
５
―
11
）。

　

町
は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
工
場
誘
致
施
策
に
取
り
組
み
、
後

半
に
入
る
と
紡
績
業
か
ら
順
次
、
操
業
が
始
ま
っ
た
。
一
九
六
五
年

以
降
、
固
定
資
産
税
や
電
気
税
の
増
加
割
合
が
他
市
町
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
製
造
業
の
立
地
や
企
業
活
動
が
力
強
か
っ
た
と
見

て
取
れ
る
。

　

ま
た
、
個
人
町
民
税
は
高
度
経
済
成
長
期
ま
で
他
市
町
を
下
回
っ

て
お
り
、
町
民
の
個
人
所
得
は
平
均
よ
り
や
や
低
い
。

　

さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
は
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
二

〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
の
町
の
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
に
よ
れ

ば
、
土
地
分
は
住
民
と
法
人
が
ほ
ぼ
同
額
、
家
屋
分
は
法
人
が
住
民

の
ほ
ぼ
倍
額
、
償
却
資
産
分
は
ほ
と
ん
ど
を
法
人
が
納
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
税
収
入
に
法
人
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
工
場
誘
致
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

2-5-11　住民 1 人あたりの税収決算額の（大口町 / 3 市 2 町平均）倍率表
（『愛知県市町村行財政の概要』『市町村の普通会計等のあらまし』『市町村行財政のあらまし』）

※表中斜線は制度廃止。
※注：土地・家屋・償却を含め、純固定資産税としていたため、「家屋」・「償却」の値は「土地」欄に合算して記載。

市町税 
決算額

うち市町民税 うち固定資産税 うち 
電気税個人 法人 小計 土地 家屋 償却 交付金 小計

1960年度 1.02 1.39 0.87 0.00 
1965年度 1.34 0.77 2.72 1.30 1.57 1.39 1.78 0.80 1.56 1.35 
1970年度 1.66 0.77 3.42 1.84 1.77 

※注

1.33 1.76 1.43 
1975年度 1.73 0.88 3.95 1.61 1.93 1.02 1.93 1.97 
1980年度 2.03 0.87 5.29 2.10 2.06 1.13 2.04 2.35 
1985年度 2.15 0.93 5.22 2.26 2.17 1.52 2.15 2.46 
1990年度 1.98 0.98 4.00 1.90 2.29 1.78 2.28 0.00 
1995年度 1.70 0.93 3.58 1.45 1.86 2.00 2.82 1.95 2.11 
2000年度 1.85 1.17 4.49 1.81 1.76 1.92 2.88 1.94 2.04 
2005年度 1.70 0.99 3.90 1.71 1.68 1.86 2.68 1.64 1.92 
2010年度 1.61 1.03 3.78 1.46 1.69 1.82 3.20 1.79 2.00 
2015年度 1.67 1.03 4.68 1.68 1.63 1.75 2.97 1.76 1.90 
2020年度 1.47 1.09 2.34 1.25 1.65 1.72 3.05 1.64 1.91 
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町
税
構
成
と
普
通
交
付
税
の
変
遷

　

町
は
一
九
八
一
年
以
降
、
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
で
あ
る
た
め
、

町
税
収
入
に
関
す
る
資
料
が
残
っ
て
い
る
一
九
六
〇
年
以
降
の
法
人

町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
構
成
割
合
、
普
通
交
付
税
の
収
入
状
況
を

み
る
（
２
―
５
―
12
）。

　

一
九
六
〇
年
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
誘
致
し
た
企
業
が
順
次
、

操
業
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
法
人
町
民
税
収
入
が
増
加
し
、
一
旦
、

不
交
付
団
体
と
な
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、
財
政
力
指
数
が
ほ

ぼ
〇
・
八
か
ら
〇
・
九
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
は
、

行
政
需
要
の
増
加
と
同
程
度
の
企
業
成
長
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
七
九
～
八
六
年
（
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
円
高
不
況
）
ま
で
、

法
人
町
民
税
収
入
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
製
造
業
に
と
っ
て
マ
ザ
ー
マ
シ
ン
と
言
わ
れ
る
日
本
製

の
工
作
機
械
技
術
が
、
こ
の
時
期
か
ら
世
界
的
な
評
価
を
受
け
飛
躍

的
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
大
手
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
一
社

が
、
本
社
機
能
を
町
内
に
移
転
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
町

は
不
交
付
団
体
と
な
り
、
以
後
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
の
間
、
法
人
町
民

税
が
町
税
の
四
割
程
度
を
占
め
た
。
こ
れ
が
、「
工
場
誘
致
に
よ
り
大

口
町
は
財
政
豊
か
な
ま
ち
だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
で

あ
る
。

　

そ
の
後
、
景
気
の
変
動
に
よ
っ
て
法
人
町
民
税
収
入
は
増
加
・
減

少
を
繰
り
返
し
た
が
、
国
税
で
あ
る
法
人
税
率
の
度
重
な
る
引
き
下

げ
や
法
人
町
民
税
率
の
二
度
に
わ
た
る
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
、
徐
々

に
町
税
に
占
め
る
割
合
は
低
下
傾
向
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
度
に
割

合
は
一
割
を
下
回
っ
た
。

　

一
方
、
町
施
策
を
支
え
る
基
幹
税
の
一
つ
で
あ
る
固
定
資
産
税
は
、

そ
の
制
度
上
、
変
動
は
少
な
く
、
二
〇
二
〇
年
度
は
税
収
の
六
割
に

迫
っ
て
い
る
。
町
は
、
二
度
に
わ
た
る
法
人
町
民
税
率
の
引
き
下
げ

を
機
に
、
そ
の
安
定
性
に
着
目
し
て
、
町
内
に
立
地
す
る
企
業
な
ど

が
事
業
用
地
の
確
保
意
欲
の
高
ま
り
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一

〇
年
代
半
ば
か
ら
、
土
地
の
有
効
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
企
業
誘
致

施
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
施
策
に
よ
り
誘
致
し
た
企
業
が
順
次
、
工
場
や
倉
庫
を
建
設

し
操
業
を
始
め
た
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
増
加
率
が
上
向
き
つ
つ

あ
る
。

　

住
民
一
人
当
た
り
の
固
定
資
産
税
額
は
二
〇
二
三
年
現
在
、
近
隣

平
均
の
二
倍
近
い
こ
と
は
、
町
の
財
政
運
営
に
企
業
活
動
が
寄
与
し

て
お
り
、
法
人
町
民
税
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
固
定
資
産
税
が
大

き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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2-5-12　町税決算額と普通交付税の状況
（『決算状況カード』『愛知県市町村行財政の概要』『市町村の普通会計等のあらまし』『市町村行財政のあらまし』）

※表中斜線はデータなし。

町税
決算額 

（千円）

法人町民税 固定資産税 比率 
（法人税 / 固

定資産税）

普通交付税
決算額 

（千円） 前年比 構成比 決算額 
（千円） 前年比 構成比 決算額 

（千円）
財政力 
指数

1960年度 35,732 5,935 16.61 12,239 34.25 0.48 0 
1961年度 60,467 6,940 1.17 11.48 34,391 2.81 56.88 0.20 0 
1962年度 60,363 2,480 0.36 4.11 35,092 1.02 58.13 0.07 1,162 0.97 
1963年度 68,709 7,956 3.21 11.58 34,136 0.97 49.68 0.23 343 0.98 
1964年度 80,079 12,902 1.62 16.11 39,010 1.14 48.71 0.33 4,908 0.92 
1965年度 98,567 19,040 1.48 19.32 43,664 1.12 44.30 0.44 0 1.01 
1966年度 135,096 37,211 1.95 27.54 55,179 1.26 40.84 0.67 1,714 1.01 
1967年度 158,209 52,984 1.42 33.49 54,774 0.99 34.62 0.97 0 1.07 
1968年度 200,842 69,653 1.31 34.68 72,725 1.33 36.21 0.96 0 1.06 
1969年度 274,728 116,003 1.67 42.22 86,152 1.18 31.36 1.35 48,185 0.94 
1970年度 324,435 115,890 1.00 35.72 117,498 1.36 36.22 0.99 16,920 0.93 
1971年度 352,103 93,770 0.81 26.63 145,295 1.24 41.26 0.65 14,393 0.88 
1972年度 416,769 111,136 1.19 26.67 167,862 1.16 40.28 0.66 46,448 0.91 
1973年度 528,563 144,763 1.30 27.39 210,647 1.25 39.85 0.69 93,064 0.86 
1974年度 749,231 194,682 1.34 25.98 266,691 1.27 35.60 0.73 53,453 0.85 
1975年度 821,179 218,482 1.12 26.61 319,428 1.20 38.90 0.68 57,525 0.87 
1976年度 953,273 254,346 1.16 26.68 364,448 1.14 38.23 0.70 92,851 0.90 
1977年度 1,048,879 210,558 0.83 20.07 426,148 1.17 40.63 0.49 134,423 0.86 
1978年度 1,139,006 271,112 1.29 23.80 455,794 1.07 40.02 0.59 236,255 0.77 
1979年度 1,398,206 409,075 1.51 29.26 530,459 1.16 37.94 0.77 134,990 0.88 
1980年度 1,935,240 752,696 1.84 38.89 603,148 1.14 31.17 1.25 15,290 0.99 
1981年度 2,631,684 1,228,480 1.63 46.68 719,669 1.19 27.35 1.71 0 1.37 
1982年度 2,920,296 1,249,330 1.02 42.78 908,490 1.26 31.11 1.38 0 1.75 
1983年度 2,588,899 848,463 0.68 32.77 911,708 1.00 35.22 0.93 0 1.37 
1984年度 2,948,887 1,037,183 1.22 35.17 1,028,303 1.13 34.87 1.01 0 1.16 
1985年度 3,582,170 1,505,148 1.45 42.02 1,092,131 1.06 30.49 1.38 0 1.34 
1986年度 3,370,637 1,138,114 0.76 33.77 1,205,762 1.10 35.77 0.94 0 1.71 
1987年度 3,026,023 798,306 0.70 26.38 1,129,846 0.94 37.34 0.71 0 1.17 
1988年度 3,618,996 1,128,750 1.41 31.19 1,372,388 1.21 37.92 0.82 0 1.08 
1989年度 3,968,044 1,476,709 1.31 37.22 1,459,407 1.06 36.78 1.01 0 1.35 
1990年度 4,308,286 1,566,601 1.06 36.36 1,621,711 1.11 37.64 0.97 0 1.27 
1991年度 4,821,246 1,770,415 1.13 36.72 1,843,959 1.14 38.25 0.96 0 1.31 
1992年度 4,477,298 994,216 0.56 22.21 2,056,188 1.12 45.92 0.48 0 1.31 
1993年度 4,509,020 1,003,211 1.01 22.25 2,140,398 1.04 47.47 0.47 0 1.23 
1994年度 4,320,970 945,804 0.94 21.89 2,180,023 1.02 50.45 0.43 0 1.25 
1995年度 4,337,373 861,231 0.91 19.86 2,237,435 1.03 51.59 0.38 0 1.12 
1996年度 4,367,511 848,709 0.99 19.43 2,286,633 1.02 52.36 0.37 0 1.08 
1997年度 4,665,148 918,548 1.08 19.69 2,317,997 1.01 49.69 0.40 0 1.07 
1998年度 4,466,208 701,991 0.76 15.72 2,427,794 1.05 54.36 0.29 0 1.09 
1999年度 4,740,177 782,600 1.11 16.51 2,584,346 1.06 54.52 0.30 0 1.01 
2000年度 5,123,417 1,058,571 1.35 20.66 2,521,024 0.98 49.21 0.42 0 1.09 
2001年度 4,948,869 1,033,693 0.98 20.89 2,579,248 1.02 52.12 0.40 0 1.20 
2002年度 4,860,354 952,084 0.92 19.59 2,677,967 1.04 55.10 0.36 0 1.27 
2003年度 4,747,057 1,079,423 1.13 22.74 2,587,019 0.97 54.50 0.42 0 1.36 
2004年度 4,748,777 1,106,944 1.03 23.31 2,560,956 0.99 53.93 0.43 0 1.40 
2005年度 4,910,347 1,193,066 1.08 24.30 2,581,570 1.01 52.57 0.46 0 1.43 
2006年度 5,341,789 1,541,288 1.29 28.85 2,530,337 0.98 47.37 0.61 0 1.48 
2007年度 6,423,638 2,212,952 1.44 34.45 2,673,309 1.06 41.62 0.83 0 1.61 
2008年度 6,076,891 1,813,811 0.82 29.85 2,700,437 1.01 44.44 0.67 0 1.74 
2009年度 4,724,594 747,527 0.41 15.82 2,464,891 0.91 52.17 0.30 0 1.42 
2010年度 5,003,626 811,099 1.09 16.21 2,794,108 1.13 55.84 0.29 0 1.09 
2011年度 4,835,478 681,375 0.84 14.09 2,766,991 0.99 57.22 0.25 0 1.03 
2012年度 4,867,172 804,343 1.18 16.53 2,601,356 0.94 53.45 0.31 0 1.02 
2013年度 5,088,648 952,949 1.18 18.73 2,612,357 1.00 51.34 0.36 0 1.11 
2014年度 5,545,986 1,262,855 1.33 22.77 2,759,432 1.06 49.76 0.46 0 1.18 
2015年度 5,689,139 1,332,020 1.05 23.41 2,773,280 1.01 48.75 0.48 0 1.23 
2016年度 5,403,256 942,752 0.71 17.45 2,840,809 1.02 52.58 0.33 0 1.27 
2017年度 5,272,606 717,536 0.76 13.61 2,890,022 1.02 54.81 0.25 0 1.15 
2018年度 5,595,351 1,001,296 1.40 17.90 2,927,681 1.01 52.32 0.34 0 1.12 
2019年度 5,976,481 1,229,889 1.23 20.58 3,009,508 1.03 50.36 0.41 0 1.20 
2020年度 5,427,344 510,848 0.42 9.41 3,095,277 1.03 57.03 0.17 0 1.24 

327　 第二節　財政



歳
出
（
目
的
別
）
の
状
況

　

一
九
五
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
（
国
勢
調
査
年
毎
）
ま
で
の
一
般

会
計
歳
出
決
算
額
と
そ
の
主
な
目
的
別
の
構
成
比
に
つ
い
て
述
べ
る

（
２
―
５
―
13
）。

　

町
制
施
行
以
前
は
暮
ら
し
や
環
境
衛
生
の
改
善
、
そ
の
後
、
約
三

〇
年
間
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
関
係
施
策
に
重
点
が

置
か
れ
た
。

　

ま
た
、
町
制
施
行
当
時
は
工
場
誘
致
施
策
や
保
育
園
建
設
が
必
須

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
土
木
事
業
を
抑
制
し
て
そ
の
財
源
確
保
を
図
っ

て
い
た
。

　

そ
れ
ら
の
施
策
が
あ
る
程
度
充
足
し
た
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
、
公

共
下
水
道
事
業
整
備
が
本
格
化
し
た
。
当
時
は
、
財
政
運
営
に
余
裕

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
す

こ
と
で
起
債
（
借
金
）
を
抑
制
し
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
頃
か
ら
、
国
で
は
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
向
け
施
策
の
拡
充
が

始
ま
り
、
民
生
関
係
事
業
費
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

学
校
関
係
施
設
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
整
備
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
経

過
し
た
二
〇
〇
六
年
、
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
大
口
中
学
校
・
大
口
北
部
中
学
校
の
統
合
に
よ
る
新

生
大
口
中
学
校
の
新
設
、
旧
北
部
中
学
校
校
舎
の
増
築
改
修
や
大
口

北
小
学
校
の
移
転
、
さ
ら
に
大
口
南
小
学
校
の
取
り
壊
し
新
築
を
実

施
し
た
た
め
、
教
育
関
係
事
業
費
の
構
成
比
が
変
動
し
て
い
る
。

2-5-13　歳出決算額と主な目的別の構成比（『大口村歳入歳出決算書』『大口町歳入歳出決算書』）

歳出
決算額

（千円）

総務 民生費・衛生費 産業関係
（労働・農業・商工） 土木費 教育費

決算額
（千円）

構成比
（％）

決算額
（千円）

構成比
（％）

決算額
（千円）

構成比
（％）

決算額
（千円）

構成比
（％）

決算額
（千円）

構成比
（％）

1950年度 18,339 4,372 23.84 1,864 10.16 1,087 5.93 2,074 11.31 6,360 34.68 

1955年度 41,911 4,880 11.64 15,408 36.76 2,338 5.58 6,639 15.84 7,568 18.06 

1960年度 73,270 10,510 14.34 9,253 12.63 3,600 4.91 8,885 12.13 17,874 24.39 

1965年度 209,738 30,952 14.76 37,747 18.00 44,544 21.24 29,430 14.03 55,807 26.61 

1970年度 724,675 131,471 18.14 130,672 18.03 42,976 5.93 155,884 21.51 214,021 29.53 

1975年度 1,810,626 300,009 16.57 469,841 25.95 110,860 6.12 171,132 9.45 503,620 27.81 

1980年度 3,186,969 485,160 15.22 608,275 19.09 296,814 9.31 484,959 15.22 898,384 28.19 

1985年度 4,640,512 920,449 19.84 885,870 19.09 519,175 11.19 767,766 16.54 1,005,083 21.66 

1990年度 5,840,143 1,082,216 18.53 1,161,276 19.88 580,754 9.94 1,423,739 24.38 952,041 16.30 

1995年度 6,448,803 948,495 14.71 1,950,060 30.24 389,737 6.04 1,247,515 19.34 1,027,590 15.93 

2000年度 7,321,759 1,221,672 16.69 2,447,334 33.43 241,671 3.30 1,410,768 19.27 1,030,962 14.08 

2005年度 7,192,899 1,208,992 16.81 2,285,362 31.77 350,352 4.87 1,007,368 14.01 1,527,983 21.24 

2010年度 7,372,354 1,431,718 19.42 2,676,631 36.31 295,586 4.01 988,310 13.41 1,289,169 17.49 

2015年度 8,307,121 1,432,318 17.24 3,831,867 46.13 364,148 4.38 943,669 11.36 880,701 10.60 

2020年度 12,171,102 1,263,314 10.38 6,540,791 53.74 337,777 2.78 1,936,771 15.91 1,303,980 10.71 
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健
全
財
政
を
維
持
す
る
工
夫

　

町
の
財
政
運
営
は
、
工
場
誘
致
施
策
の
推
進
に
よ
り
好
転
し
た
が
、

製
造
業
の
立
地
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
法
人
町
民
税
は
景
気
変
動

の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
。
そ
こ
で
、
財
政
調
整
基
金
の
活
用
や
、

そ
れ
を
補
完
す
る
特
定
目
的
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
財
政
運
営

の
安
定
化
、
健
全
財
政
の
維
持
を
図
っ
て
き
た
。

　

特
定
目
的
基
金
の
設
置
年
と
、
基
金
残
高
（
財
政
調
整
基
金
及
び

特
定
目
的
基
金
）
や
法
人
町
民
税
収
額
、
経
常
収
支
比
率
の
推
移
を

以
下
に
示
す
（
２
―
５
―
14
・
17
）。

　

安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
基
金
を
活
用
し
積
み
立
て
を
継
続
し

た
こ
と
か
ら
総
額
は
増
額
傾
向
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
は
、
法
人

町
民
税
収
の
増
減
に
対
応
し
て
、
積
み
立
て
、
取
り
崩
し
を
お
こ
な
っ

た
た
め
、
両
者
の
増
減
の
波
は
、
一
年
程
度
の
ず
れ
で
符
合
し
て
い

る
（
２
―
５
―
15
）。

2-5-14　目的基金設置年一覧

目的基金

1982 社本育英事業基金

1990 国際交流基金

1999 地域福祉基金

1999 ふるさとづくり基金

2002 学校施設整備事業基金

2010 明日のまちづくり基金

2012 さくら咲く基金

2015 電算基金

2018 こども未来基金

2020 江南丹羽環境管理組合環境美化
センター解体事業基金

2022 尾張北部新ごみ処理施設建設事業基金

2-5-15　財政調整基金残高と法人町民税収入額の推移
1962年から1975年（『決算状況カード』）

1976年から1984年（『大口町歳入歳出決算書』）
1965年～（『大口町財産台帳』）

※財政調整基金残高は決算年度末・法人町民税収入額は年度末
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経
常
的
経
費
に
充
て
た
経
常
一
般
財
源
額
を
、
経
常
一
般
財
源
総

額
で
除
し
て
求
め
る
経
常
収
支
比
率
を
比
較
す
る
（
２
―
５
―
16
）。

　

県
内
町
村
の
平
均
を
み
る
と
、
高
度
経
済
成
長
や
高
齢
化
対
応
に

よ
っ
て
、
次
第
に
行
政
需
要
が
増
え
た
た
め
、
バ
ブ
ル
景
気
に
よ
る

税
収
増
で
一
時
的
に
低
下
し
た
が
、
段
階
を
経
な
が
ら
も
ほ
ぼ
右
肩

上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
に
お
い
て
は
、
経
常

収
支
比
率
を
算
出
す
る
際

の
分
母
と
な
る
、
経
常
一

般
財
源
に
法
人
町
民
税
が

含
ま
れ
る
た
め
、
他
町
村

と
比
較
す
る
と
、
大
き
く

変
動
す
る
特
徴
が
あ
る
も

の
の
、
総
じ
て
健
全
な
財

政
運
営
を
堅
持
し
て
い

る
。
一
九
四
五
年
以
降
の

財
政
資
料
（
主
に
目
的
別

歳
入
歳
出
決
算
額
）
に
つ

い
て
は
、
巻
末
資
料
に
掲

載
す
る
。

電
算
導
入
と
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

　

一
九
七
〇
年
代
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の
開
発
や
小
型
化
が
急
速
に

進
み
、
行
政
事
務
も
、
住
民
情
報
や
税
務
の
委
託
処
理
の
電
算
化
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
そ
の
先
の
電
算
活
用
の
検
討

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

行
政
職
員
に
よ
る
検
討
会
で
、
委
託
業
務
の
継
続
か
、
一
部
委
託
か
、

そ
れ
と
も
機
器
の
自
己
導
入
に
つ
い
て
情
報
収
集
・
協
議
す
る
も
、
前
例

は
少
な
く
右
往
左
往
。
職
階
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
、
委
託
業
務
に
よ
っ

て
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
こ
と
を
是
と
す
る
考
え
方
が
強
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
組
み
を
理
解
し
が
た
い
魔
法
の
箱
の
活
用
を
検
討

す
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
職
員
は
若
手
が
主
体
で
、
彼
ら
の
意
見
は
「
い

ず
れ
自
己
導
入
に
な
る
は
ず
、
な
ら
ば
こ
の
際
今
か
ら
」
が
主
で
し
た
。

　

私
は
当
時
三
十
代
の
財
政
担
当
職
員
で
し
た
。
手
書
き
に
よ
る
複
写
式

の
財
務
伝
票
を
、
複
数
の
場
所
で
保
管
・
管
理
し
て
い
た
手
間
を
何
と
か

省
こ
う
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
検
討
事
務
局
が
企
画
財
政
課
に
置
か
れ
て

い
た
の
は
好
都
合
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
大
口
町
の
行
政
事
務
の
電
算
化
は
、
近
隣
市
町
よ
り
比
較

的
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
住
民
記
録
・
税
・
財
務
会
計
と
進
み
ま
し
た
。
時

代
に
先
駆
け
動
け
る
の
は
、
や
は
り
若
さ
、
で
し
ょ
う
か
。

�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

2-5-16　経常収支比率の推移
大口町（『決算状況カード』『大口町財産台帳』）

県町村平均（『愛知県市町村行財政の概要』『市町村の普通会計等のあらまし』
『市町村行財政のあらまし』）
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2-5-17　基金残高と法人町民税収額、経常収支比率の推移
（『決算状況カード』『大口町財産台帳』『愛知県市町村行財政の概要』『市町村の普通会計等のあらまし』

『市町村行財政のあらまし』）
※表中斜線はデータなし。

積立金残高（千円） 左のうち財政 
調整基金残高（千円） 法人町民税額（千円）

経常収支比率
大口町 県町村平均

1962年度 130 130 2,480 
1963年度 730 730 7,956 
1964年度 12,902 
1965年度 19,040 
1966年度 1,000 1,000 37,211 
1967年度 2,000 2,000 52,984 
1968年度 3,000 3,000 69,653 
1969年度 59,000 59,000 116,003 46.4 54.8 
1970年度 45,000 45,000 115,890 60.6 57.1 
1971年度 62,500 62,500 93,770 67.7 61.6 
1972年度 1,000 1,000 111,136 65.9 62.0 
1973年度 2,000 2,000 144,763 61.1 62.1 
1974年度 3,000 3,000 194,682 59.9 62.8 
1975年度 84,000 84,000 218,482 65.9 68.0 
1976年度 215,000 215,000 254,346 66.4 66.9 
1977年度 196,254 196,254 210,558 66.9 67.4 
1978年度 102,584 102,584 271,112 73.7 68.7 
1979年度 104,525 104,525 409,075 70.5 69.5 
1980年度 311,423 311,423 752,696 63.9 68.6 
1981年度 527,404 527,404 1,228,480 52.6 68.1 
1982年度 756,424 746,424 1,249,330 53.2 66.5 
1983年度 565,153 553,153 848,463 62.7 67.6 
1984年度 462,687 450,688 1,037,183 59.3 68.3 
1985年度 937,115 925,115 1,505,148 53.8 67.5 
1986年度 812,553 812,553 1,138,114 58.2 69.0 
1987年度 781,049 781,049 798,306 68.7 66.8 
1988年度 1,042,283 812,283 1,128,750 59.6 62.9 
1989年度 1,149,277 908,732 1,476,709 54.2 60.8 
1990年度 1,665,768 1,153,487 1,566,601 54.9 59.9 
1991年度 2,015,949 1,348,818 1,770,415 52.8 62.2 
1992年度 2,086,584 1,400,217 994,216 61.7 63.7 
1993年度 2,174,995 1,253,794 1,003,211 63.9 67.5 
1994年度 2,198,665 1,046,562 945,804 70.9 73.4 
1995年度 2,667,623 874,646 861,231 74.0 73.3 
1996年度 2,458,127 1,006,733 848,709 75.7 74.6 
1997年度 2,224,310 1,133,895 918,548 76.2 74.0 
1998年度 1,411,622 1,000,375 701,991 79.6 76.7 
1999年度 1,448,245 1,035,901 782,600 80.0 75.8 
2000年度 1,468,461 1,176,082 1,058,571 72.8 76.9 
2001年度 1,891,052 1,383,805 1,033,693 75.8 76.1 
2002年度 1,778,418 1,242,314 952,084 77.5 78.1 
2003年度 1,930,072 1,267,880 1,079,423 78.2 79.6 
2004年度 2,047,918 1,170,958 1,106,944 75.5 84.5 
2005年度 2,469,538 1,321,520 1,193,066 72.9 81.5 
2006年度 3,246,915 1,903,816 1,541,288 64.3 79.8 
2007年度 3,179,276 1,825,193 2,212,952 61.2 80.4 
2008年度 3,863,470 2,673,389 1,813,811 65.7 81.5 
2009年度 3,225,062 2,004,755 747,527 78.4 82.9 
2010年度 3,731,839 2,267,602 811,099 73.7 82.4 
2011年度 3,094,842 2,140,034 681,375 78.4 84.8 
2012年度 3,076,329 2,236,237 804,343 78.9 85.3 
2013年度 3,375,223 2,340,827 952,949 77.2 83.8 
2014年度 3,371,535 2,357,535 1,262,855 74.4 84.8 
2015年度 3,785,591 2,459,269 1,332,020 71.1 83.2 
2016年度 4,225,875 2,713,859 942,752 76.9 85.6 
2017年度 4,417,846 2,828,146 717,536 79.0 86.3 
2018年度 4,268,762 2,896,719 1,001,296 77.6 85.3 
2019年度 4,408,132 2,995,349 1,229,889 74.2 85.3 
2020年度 4,150,984 2,601,010 510,848 81.1 85.1 
2021年度 4,096,630 2,521,533 468,402 80.1 85.1 
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第
一
節
　
産
業
構
造
の
変
化

	

就
業
構
造
の
変
化

　

産
業
別
の
就
業
人
口
比
率
を
み
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）

年
で
は
第
一
次
産
業
（
農
業
）
が
七
〇
・
八
％
を
占
め
、
一
九
六
〇

年
で
も
四
九
・
〇
％
と
、
第
二
次
産
業
（
製
造
業
な
ど
）・
第
三
次
産

業
（
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
一
九
六
五
年
に
第
二
次
産
業
が
四
五
・
五
％
を
占
め
、

第
一
次
産
業
の
三
四
・
四
％
を
初
め
て
上
回
り
、
産
業
構
造
の
変
化

を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
産
業
の
就
業
人
口
比
率
が
年
々

高
く
な
り
、
加
え
て
町
内
で
は
工
場
の
増
加
に
よ
っ
て
製
造
業
へ
の

就
業
者
が
大
幅
に
増
え
た
た
め
、
つ
い
に
一
九
七
〇
年
の
割
合
は
、

五
八
・
五
％
と
半
数
を
超
え
た
。

　

第
六
章

産
業

2-6-1　産業別割合（『愛知県統計年鑑』）
※分類不能の産業人数は含まない。

1955 1960 1965 1970 1975 1985 2000 2015 2020
総人口（人） 8,552 10,163 12,248 14,898 15,894 17,247 20,633 23,274 24,305

就業人口（人） 4,782 6,142 7,045 9,081 8,616 9,181 11,070 11,668 12,079
第１次産業（人） 3,388 3,011 2,424 2,031 1,263 791 408 190 147
同比率（％） 70.8 49.0 34.4 22.4 14.7 8.6 3.7 1.6 1.2
第２次産業（人） 731 2,122 3,205 5,315 5,025 5,083 5,016 4,550 4,780
同比率（％） 15.3 34.6 45.5 58.5 58.3 55.4 45.3 39.0 39.6
第３次産業（人） 663 1,009 1,415 1,731 2,317 3,307 5,646 6,617 7,152
同比率（％） 13.9 16.4 20.1 19.1 26.9 36.0 51.0 56.7 59.2
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こ
れ
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
続
い
た
工
場
誘
致

に
よ
り
、
町
内
に
工
場
を
誘
致
し
、
稼
働
し
始
め
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
。
こ
の
数
字
だ
け
見
て
も
、
純
農
村
か
ら
製
造
業
主
体

へ
と
大
き
く
変
貌
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
以
降
、
国
全
体
の
産
業
構
造
の
変
化
と
と
も
に
町
内
で
も

サ
ー
ビ
ス
業
の
拡
大
が
進
み
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
に
は
第

三
次
産
業
の
就
業
人
口
比
率
が
第
二
次
産
業
の
四
五
・
三
％
を
上
回

る
五
一
・
〇
％
を
占
め
た
。
逆
に
二
〇
一
五
年
の
第
一
次
産
業
の
就

業
人
口
比
率
は
一
・
六
％
、
就
業
人
口
一
九
〇
人
ま
で
減
少
し
た
（
２

―
６
―
１
）。

夜
間
人
口
と
昼
間
人
口

　

町
民
の
産
業
別
就
業
人
口
構
成
は
、
町
外
事
業
所
へ
の
就
業
者
を

含
む
構
成
と
な
る
た
め
、
町
内
の
流
動
人
口
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触

れ
る
（
第
二
編
第
五
章
第
一
節
）。

　

一
九
七
〇
年
ま
で
は
流
出
人
口
が
流
入
人
口
を
上
回
っ
て
い
た
。

農
家
の
兼
業
化
と
、
名
古
屋
市
内
で
働
く
住
民
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

が
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
工
場
誘
致
や
大
規
模
小
売
店
の
進
出
に
よ
り
、
一
九
七

五
年
に
は
流
入
超
過
に
転
じ
た
。
こ
れ
も
就
業
人
口
比
率
と
同
じ
く
、

工
場
誘
致
後
、
町
内
の
工

場
が
稼
働
し
た
こ
と
に
よ

り
、
一
九
七
五
年
か
ら
一

九
九
〇
年
ま
で
の
流
入
超

過
の
伸
び
は
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
る
。
二
〇
〇
五

年
に
は
そ
の
差
が
一
万
人

（
昼
間
人
口
比
率
一
四

七
％
）
に
達
し
た
（
２
―
６

―
２
）。

　

な
お
、
隣
接
の
犬
山

市
・
江
南
市
・
扶
桑
町
は

夜
間
人
口
の
方
が
多
い
。

2-6-2　流動人口（『愛知県統計年鑑』『国勢調査』）

1960 1965 1970 1975 1980 1985 

夜間人口（人） 10,163 12,248 14,898 15,894 16,195 17,243

昼間人口（人） 8,997 10,984 14,603 16,601 19,016 22,507

流出入の差（人） ▲ 1,166 ▲ 1,264 ▲ 295 707 2,821 5,264

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 

夜間人口（人） 17,464 19,031 20,618 21,594 22,446 23,274 24,305

昼間人口（人） 25,152 26,763 29,317 31,872 32,248 32,564 35,306

流出入の差（人） 7,688 7,732 8,699 10,278 9,802 9,290 11,001
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産
業
別
事
業
所
数
の
推
移

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
以
降
、
産
業
は
大
き
く
変
化
し
、

町
内
も
同
様
の
道
を
歩
ん
だ
。
そ
こ
で
、
事
業
所
統
計
調
査
か
ら
町

に
お
け
る
産
業
構
造
の
変
遷
を
み
る
。

　

一
九
五
一
年
、
事
業
所
数
は
一
六
六
か
所
で
、
最
も
多
い
業
種
は

製
造
業
で
五
五
か
所
、
続
い
て
サ
ー
ビ
ス
業
四
七
か
所
だ
っ
た
。
そ

の
後
の
事
業
所
数
を
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
〇
三
五
か
所
と
、

戦
後
の
五
〇
年
間
で
六
・
二
倍
と
な
っ
た
。
そ
の
後
は
九
〇
〇
か
所

台
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
所
数
の
推
移
は
、
国
全
体
の

経
済
成
長
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
の
地
理
的
特

性
や
一
九
五
五
年
以
降
の
工
場
誘
致
も
大
き
な
要
因
を
占
め
た
。

　

次
に
、
産
業
別
の
事
業
所
数
に
つ
い
て
推
移
を
み
る
（
２
―
６
―

３
）。
製
造
業
は
、
一
九
六
〇
年
頃
ま
で
総
世
帯
数
の
七
割
以
上
を
農

家
が
占
め
て
い
た
た
め
、
農
産
物
加
工
や
機
織
工
場
な
ど
の
事
業
者

構
成
で
あ
り
、
事
業
所
数
も
卸
売
・
小
売
業
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
っ

た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
る
一
九
六
〇
年
代
末
頃
か
ら
全
て
の

産
業
の
事
業
所
数
が
急
激
に
増
え
、
特
に
製
造
業
の
増
加
が
著
し
く
、

一
九
六
〇
年
の
事
業
所
数
七
〇
か
所
が
、
一
九
七
二
年
に
は
一
六
一

か
所
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
積
極
的
な
工
場
誘
致
の
効
果
が
要

因
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
経
済
の
急
激
な
成
長
と
と
も
に
、
製
造

業
の
事
業
所
数
が
大
き
く
増
え
た
。
一
九
九
一
年
、
地
価
・
株
価
の

高
騰
し
た
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
後
で
あ
っ
た
が
、
事
業
所
数
は
二
九

〇
か
所
と
な
り
、
過
去
最
高
の
数
値
と
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
年
々
減

少
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
一
八
〇
か
所
と
な
る
。
一
九
九
一
年
か
ら

は
卸
売
・
小
売
業
よ
り
も
事
業
所
数
が
少
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

卸
売
・
小
売
業
（
飲
食
店
を
含
む
）
は
一
九
六
〇
年
に
七
八
か
所

だ
っ
た
が
増
加
し
続
け
、
一
九
九
一
年
に
は
三
〇
四
か
所
と
な
り
製

造
業
の
二
九
〇
か
所
を
抜
い
た
。
こ
れ
は
大
規
模
小
売
店
（
ヨ
シ
ヅ

ヤ
大
口
店
）
の
開
業
に
よ
る
。
以
降
、
町
内
に
大
規
模
小
売
店
の
開

業
が
続
き
、
二
〇
〇
一
年
に
三
七
六
か
所
と
過
去
最
多
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
デ
フ
レ
経
済
の
進
行
、
個
人
所
得
の
停
滞
か
ら
事
業
所
の

減
少
が
続
き
、
二
〇
一
六
年
は
二
一
〇
か
所
で
あ
っ
た
。

　

建
設
業
は
、
先
述
の
工
場
誘
致
や
一
九
六
五
年
頃
か
ら
の
農
業
構

造
改
善
事
業
・
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
公
共
事
業
に
恵
ま
れ
、
一
九
九

一
年
に
一
三
五
か
所
と
過
去
最
高
の
事
業
所
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

卸
売
・
小
売
業
、
製
造
業
と
同
様
に
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
続
き
、

二
〇
一
六
年
の
事
業
所
数
は
八
五
か
所
と
な
っ
た
。

　

運
輸
・
通
信
業
は
継
続
し
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
一

九
七
二
年
頃
ま
で
の
事
業
所
数
は
一
〇
か
所
未
満
で
推
移
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
急
激
に
事
業
所
数
が
増
え
、
一
九
九
一
年
は
三
三
か
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所
、
二
〇
〇
一
年
は
六
三
か
所
と
、
一
〇
年
間
で
約
二
倍
に
増
え
て

い
る
。
以
後
は
横
ば
い
で
二
〇
一
六
年
に
は
六
六
か
所
で
あ
っ
た
。

　

倉
庫
業
の
増
加
は
、
国
道
四
一
号
・
一
五
五
号
の
整
備
が
要
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
番
の
理
由
は
、
二
〇
〇
五
年
の
「
流
通
業

務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制
定
で
あ
る
。

同
法
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
五
㎞
の
範
囲

な
ら
ば
市
街
化
調
整
区
域
で
も
物
流
施
設
の
建
築
が
可
能
に
な
り
、

国
道
沿
い
だ
け
で
な
く
県
道
沿
い
に
も
倉
庫
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
（
飲
食
店
は
除
く
）
は
、
一
九
七
二
年
頃
ま
で
日
常

生
活
と
切
り
離
せ
な
い
理
・
美
容
業
、
自
動
車
修
理
業
な
ど
を
中
心

に
、
事
業
所
数
は
五
〇
か
所
程
度
で
推
移
し
た
。
し
か
し
、
多
種
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
業
が
増
え
た
結
果
、
二
〇
〇
六
年
以
降
は
製
造
業
を

超
え
る
事
業
所
数
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
は
三
四
八
か
所
と
な
り
、

事
業
所
数
の
多
い
業
種
と
し
て
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
九
三
か
所
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
七
三
か
所
、
医
療
・
福
祉
六
九
か
所
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
同
年
に
不
動
産
業
は
一
八
か
所
、
金
融
・
保
険
業
は
九
か

所
あ
る
。

2-6-3　産業別事業所数（『愛知県統計年鑑』）
　※飲食店は2006年以降も卸売・小売業に含めた。

　※サービス業の2006年以降は従来含まれていた産業の合計とした。
　※表中斜線は記載なし。

1951 1960 1972 1981 1991 2001 2006 2016

農林業（か所） 0 0 1 1 5 5 5 6

建設業（か所） 14 16 76 68 135 123 109 85

製造業（か所） 55 70 161 232 290 245 211 180

電気等供給業（か所） 0 0 1 1 1 1 1 0

運輸・通信業（か所） 8 4 5 12 33 63 68 66

卸売・小売業（か所） 36 78 114 217 304 376 321 210

金融・保険業（か所） 6 1 0 1 4 6 5 9

不動産業（か所） 0 2 12 14 14 17 13 18

サービス業（か所） 47 38 52 90 142 194 225 348

公務（か所） 6 6 5 5 5

計 166 209 428 642 933 1,035 963 922
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産
業
別
従
業
者
数
の
推
移

　

産
業
別
の
従
業
者
数
の
変
遷
を
み
る
と
、
各
産
業
と
比
べ
製
造
業

は
最
多
数
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
工
場
誘
致
に
よ
り
工
場
が
増
加

し
、
従
業
者
が
増
え
、
最
初
の
誘
致
企
業
の
操
業
開
始
か
ら
四
年
後

の
一
九
六
〇
年
で
は
一
八
六
八
人
と
、
一
九
五
一
年
の
四
・
六
倍
以

上
と
な
っ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
末
の
一
九
七
二
年
に
は
七
五
九
三
人
と
な
り
、

こ
の
一
二
年
間
で
四
倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
七
三
年
二
月
に
変
動
相
場
制
へ
移
行
し
、
工
作
機

械
な
ど
の
海
外
輸
出
の
好
調
も
あ
っ
て
一
九
八
六
年
に
は
一
万
一
二

三
七
人
、
一
九
九
一
年
に
は
一
万
三
八
〇
六
人
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
製
造
業
の
従
業
者
数
は
微
減
す
る
が
、
事
業
所
数
の
減

少
程
で
も
な
く
、
総
じ
て
海
外
輸
出
の
好
調
に
支
え
ら
れ
、
事
業
所

も
人
材
派
遣
・
非
正
規
雇
用
の
拡
大
に
よ
り
乗
り
切
り
、
二
〇
一
六

年
に
は
過
去
最
高
の
一
万
三
九
八
七
人
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
４
）。

　

そ
の
他
の
産
業
に
つ
い
て
は
、
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
と
同
じ

よ
う
な
比
率
で
増
減
し
て
い
る
。

2-6-4　産業別従業者数（『愛知県統計年鑑』）
　※表中「×」は事業所数が 2 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

　※表中斜線は記載なし。

1951 1960 1972 1981 1991 2001 2006 2016

農林業（人） 0 0 1 1 40 29 21 46

建設業（人） 19 49 282 408 1,023 734 691 529

製造業（人） 398 1,868 7,593 9,185 13,806 13,737 13,256 13,987

電気等供給業（人） 0 0 16 24 24 22 21 0

運輸・通信業（人） 20 11 38 199 912 2,056 1,941 1,792

卸売・小売業（人） 72 150 364 1,587 1,944 3,530 3,402 2,336

金融・保険業（人） 101 × 0 19 26 29 25 37

不動産業（人） 0 × 15 25 31 48 35 81

サービス業（人） 197 183 414 685 1,128 1,919 2,632 5,383

公務（人） 89 150 236 222 177

計 807 2,269 8,812 12,283 19,170 22,326 22,201 24,191
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第
三
次
産
業
の
推
移

　

卸
売
・
小
売
業
（
飲
食
店
を
含
む
）
は
一
九
九
一
年
以
降
、
事
業

所
数
が
製
造
業
を
超
え
た
が
（
２
―
６
―
３
）、
製
造
業
よ
り
零
細
な

事
業
所
が
多
い
。
一
九
八
一
年
に
従
業
者
数
が
一
五
八
七
人
と
初
め

て
一
〇
〇
〇
人
台
と
な
り
、
町
内
に
大
規
模
小
売
店
が
開
店
し
た
後

の
一
九
九
一
年
に
は
一
九
四
四
人
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
は
三
五

三
〇
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
減
少
傾
向
に
あ
る
（
２

―
６
―
４
）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
従
業
者
数
が
増
加
し
た
業
種
と
し
て
、
運

輸
・
通
信
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
る
。
運
輸
・
通
信
業
は
二
〇
〇
一

年
の
事
業
所
数
の
増
加
に
と
も
な
い
急
増
し
、
そ
の
後
も
二
〇
〇
〇

人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
九
九
一
年
に
一
〇
〇

〇
人
を
超
え
、
二
〇
一
六
年
は
四
五
六
六
人
（
飲
食
店
を
除
く
）
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
で
医
療
・
福
祉
が
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
事
業
所
数
・
従
業
者
数
と
も
に
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
伸
び
が
大
き
い
（
２
―
６
―
５
）。

　

な
お
、
町
内
の
全
事
業
所
（
公
務
を
除
く
）
の
従
業
者
数
は
、
一

九
五
一
年
に
八
〇
七
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
に
は
一
万
人
、

二
〇
〇
一
年
に
二
万
人
を
超
え
て
、
二
〇
一
六
年
は
二
万
四
一
九
一

人
と
な
っ
た
。

2-6-5　主なサービス業の事業所数・従業者数（『愛知県統計年鑑』）
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

業　　種

2006 2012 2016

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

事業所数 
（か所）

従業者数 
（人）

飲食店・宿泊業 107 881 101 1,025 93 826

医療・福祉 45 1,146 52 1,447 69 1,678

教育・学習支援業 35 403 27 170 34 245

複合サービス業 5 50 2 13 3 46

生活関連サービス ― ― 68 415 73 459

学術・開発研究機関 ― ― 20 769 16 823
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第
二
節
　
農
業
の
動
向

	
近
世
の
農
業

　

大
口
町
域
は
、
古
く
か
ら
木
曽
川
の
氾
濫
原
と
し
て
肥
沃
な
土
地

で
あ
る
こ
と
や
、
五
条
川
の
ほ
か
、
網
の
目
の
よ
う
に
大
小
の
河
川

が
流
れ
て
い
た
地
形
の
た
め
、
集
落
が
点
在
し
て
形
成
さ
れ
た
。
江

戸
時
代
に
入
っ
た
一
六
〇
〇
年
代
は
、
全
国
的
に
新
田
開
発
と
灌か

ん

漑が
い

施
設
の
構
築
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
尾
張
北
部
も
例
外
な
く
、

町
域
に
関
係
の
深
い
施
設
と
し
て
、
五
条
川
の
上
流
に
灌
漑
用
た
め

池
で
あ
る
入
鹿
池
が
一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
に
築
造
さ
れ
た
。
さ

ら
に
木
曽
川
の
水
を
五
条
川
な
ど
に
取
り
入
れ
る
木
津
用
水
の
開
削

が
一
六
五
〇
（
慶
安
三
）
年
に
、
一
六
六
四
（
寛
文
四
）
年
に
は
木

津
用
水
か
ら
分
岐
し
た
新
木
津
用
水
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
。
こ
の

動
き
に
あ
わ
せ
て
、
町
域
内
も
新
田
開
発
が
進
み
、
新
し
く
開
拓
し

た
村
が
成
立
し
て
い
る
。

　

一
七
〇
〇
年
代
に
な
り
、
千
歯
扱こ

き
に
代
表
さ
れ
る
農
具
の
発
明
・

改
良
に
よ
り
労
働
効
率
は
上
昇
し
、
肥
料
は
従
来
の
堆
肥
や
糞ふ

ん

尿に
ょ
うに

加

え
、
イ
ワ
シ
を
干
し
た
干ほ

し

鰯か

や
灰
な
ど
、
代
金
を
支
払
っ
て
手
に
入
れ

る
金き

ん

肥ぴ

が
広
く
普
及
し
た
こ
と
で
全
国
的
に
収
穫
量
や
耕
作
地
が
増
え

た
。
し
か
し
、
町
域
内
は
大
規
模
な
林
野
も
な
く
開
発
の
余
地
が
ほ
と

ん
ど
な
い
地
形
の
た
め
、
耕
作
地
の
著
し
い
増
加
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
〇
〇
年
代
は
各
種
産
業
と
貨
幣
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
、
商

品
作
物
の
生
産
が
増
え
て
い
く
。
村
は
農
業
だ
け
で
な
く
商
工
業
を

兼
業
す
る
人
、
職
人
な
ど
非
農
業
従
事
者
な
ど
が
出
現
し
た
。
町
域

内
の
村
々
は
主
要
な
街
道
が
な
く
、
周
辺
の
小
牧
・
岩
倉
の
よ
う
に

村
で
あ
っ
て
も
人
の
集
ま
る
市
も
な
い
た
め
、
純
農
村
地
帯
と
し
て

農
業
以
外
の
産
業
が
ほ
と
ん
ど
発
達
せ
ず
明
治
維
新
を
迎
え
る
。

近
代
の
農
業

　

一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
以
降
も
引
き
続
き
町
域
内
は
農
業
が
主

役
で
あ
り
、
他
の
産
業
と
い
え
ば
五
条
川
の
水
力
を
利
用
し
た
精
米
・

精
麦
を
主
な
作
業
と
し
た
水
車
業
や
、
酒
・
た
ま
り
（
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
一

種
）・
味
噌
を
醸
造
す
る
小
規
模
な
事
業
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年

頃
、
萩は

ぎ

島し
ま

に
小
規
模
な
織
布
工
場
が
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
町
域
内

に
織
布
工
場
が
増
え
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
は
生
産
額
も
大
い
に

増
加
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
前
後
（
昭
和
初
期
）
の
全
国
的

な
不
況
に
よ
り
、
閉
鎖
す
る
工
場
が
多
く
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
末
頃
に
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
養
蚕
が
、
明
治

時
代
中
頃
以
降
、
飼
育
方
法
や
蚕
の
餌
と
な
る
桑
の
品
種
改
良
が
進
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ん
だ
こ
と
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
農
家
の
貴
重
な
現
金
収
入
源
と
な
る
。

そ
れ
に
と
も
な
い
家
内
工
業
と
し
て
の
機
械
製
糸
も
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
余
野
で
企
業
経
営
と
し
て
の
大

口
製
糸
株
式
会
社
が
創
立
し
た
。
当
時
と
し
て
は
従
業
員
二
八
〇
人

と
い
う
大
規
模
な
工
場
で
多
額
な
生
産
を
誇
っ
た
が
、
昭
和
初
期
の

不
況
に
と
も
な
い
操
業
を
中
止
し
た
。
こ
の
頃
に
は
集
落
ご
と
に
雑

貨
商
が
あ
り
、
日
常
生
活
や
農
業
に
関
係
す
る
必
要
最
低
限
の
品
物

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
の
動
向

　

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
当
時
の
大
口
村
で
は
、
引
き
続
き

農
家
が
総
世
帯
の
八
割
を
超
え
る
純
農
村
だ
っ
た
た
め
、
戦
地
か
ら

帰
っ
た
人
は
す
ぐ
に
農
業
に
復
帰
し
て
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
産
業
と
し
て
の
農
業
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
一
九
四
六

年
か
ら
始
ま
っ
た
農
地
改
革
で
あ
る
。
農
地
改
革
に
よ
っ
て
自
作
農

を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
家
が
世
帯
単
位
で
農
地
を
所
有
し
、

世
帯
員
で
農
業
を
営
む
自
作
農
体
制
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
。
村
内

も
自
作
地
が
八
割
以
上
と
な
り
、
各
農
家
の
生
産
意
欲
も
向
上
し
、

米
麦
な
ど
の
増
産
が
進
ん
だ
。
養
蚕
・
養
鶏
も
増
え
、
野
菜
を
使
っ

た
農
産
加
工
も
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
経
営
耕
地
面
積
（
樹
園
地
を
含

む
）
は
一
九
五
〇
年
の
九
五

五
ha
か
ら
一
九
六
〇
年
の
九

〇
七
ha
と
減
少
し
、
一
九
七

〇
年
に
は
七
〇
〇
ha
と
な
っ

た
。

　

こ
う
し
た
耕
作
面
積
の
大

幅
な
減
少
は
、
国
の
高
度
経

済
成
長
を
支
え
る
工
業
化
の

急
激
な
進
展
に
あ
わ
せ
、
当

時
の
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村
長
に
よ
る

工
場
誘
致
施
策
が
進
め
ら
れ

た
結
果
で
あ
っ
た
。
一
九
六

〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で

の
農
地
の
減
少
は
二
一
四

ha
、
約
二
三
％
に
も
及
ん
だ

（
２
―
６
―
６
）。

　

一
九
六
一
年
の
農
業
基
本

法
の
制
定
を
受
け
、
一
九
六

四
年
か
ら
農
業
振
興
、
農
業

と
工
業
の
協
調
発
展
を
図
る

1950 1955 1960 1965 1970 1975 2005 2015

田（ha） 604 561 576 527 484 423 261 249

畑（普通畑）（ha） 187 146 139 126 120 132 34 27

樹園地（ha） 164 183 192 135 96 47 3 2

計（ha） 955 890 907 788 700 602 298 278

2-6-6　経営耕地面積 （『愛知県統計年鑑』）
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た
め
、
農
業
構
造
改
善
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
内
の
ほ
ぼ

全
農
地
を
対
象
と
す
る
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
工
事
が
一
九
六
五
～

七
三
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
、
農
地
の
区
画
整
理
・
農
道
・
用
排

水
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。

農
家
世
帯
の
減
少

　

一
九
四
〇
年
の
村
内
に
お
け
る
総
世
帯
の
九
〇
％
は
、
農
家
世
帯

で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
以
降
は
、
社
会
の
混
乱
と
厳
し
い
食
糧
難
も
あ
り
、

戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
成
年
男
子
の
多
く
が
家
族
と
と
も
に
農
業
に

従
事
し
た
。
一
九
五
五
年
の
農
家
は
一
三
三
四
戸
で
、
村
内
の
総
世

帯
の
約
八
五
％
だ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
れ
以
後
、
工
場
労
働
者
の
増
加
、
農
家
の
兼
業
化
が
急

激
に
進
み
、
さ
ら
に
世
帯
数
の
増
加
や
離
農
に
よ
っ
て
、
一
九
六
五

年
に
は
五
二
・
五
％
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
は
四
・
二
％
に

ま
で
減
少
し
た
（
２
―
６
―
７
）。

2-6-7　農家世帯の割合（『愛知県統計年鑑』『国勢調査』）

1940 1950 1955 1960 1965 1975 1985 1995 2005 2015 2020
農家世帯（戸） 1,216 1,337 1,334 1,345 1,282 1,145 1,024 789 687 479 387 

その他世帯（戸） 123 237 246 542 1,162 2,532 3,936 5,007 6,471 7,837 8,763 
農家／／全世帯（％） 90.8 84.9 84.4 71.3 52.5 31.1 20.6 13.6 9.6 5.8 4.2 
町内全世帯数（戸） 1,339 1,574 1,580 1,887 2,444 3,677 4,960 5,796 7,158 8,316 9,150 
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兼
業
化
か
ら
離
農
・
自
給
的
農
家
へ

　

農
家
の
兼
業
化
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
は
じ
め
、
一
九

六
〇
年
に
は
、
兼
業
農
家
の
戸
数
が
専
業
農
家
を
上
回
っ
た
。
兼
業

農
家
も
、
一
九
六
五
年
ま
で
農
業
収
入
を
主
体
と
す
る
第
一
種
兼
業

農
家
が
、
農
業
収
入
を
主
体
と
し
な
い
第
二
種
兼
業
農
家
よ
り
も
多

か
っ
た
が
、
徐
々
に
第
二
種
兼
業
農
家
が
多
く
な
り
、
一
九
八
五
年

の
総
農
家
戸
数
一
〇
二
四
戸
の
う
ち
八
六
・
三
％
が
、
第
二
種
兼
業

農
家
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
８
）。

　

専
業
農
家
も
、
農
外
収
入
と
し
て
安
定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
企

業
に
就
労
す
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
就
労
者
の
高
齢
化
・
世
代
交
代

に
よ
っ
て
農
地
を
維
持
で
き
ず
、
大
規
模
経
営
農
家
に
農
地
を
貸
す

世
帯
が
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
統
計
調
査
の
項
目
に
、
一
九
九
〇
年
か
ら
「
自
給
的
農
家
」

が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
耕
地
面
積
が
三
〇
ａ
未
満
で
、
出
荷
額
五

〇
万
円
以
下
、
生
産
し
た
農
作
物
の
ほ
と
ん
ど
を
自
家
消
費
す
る
農

家
の
こ
と
で
、
年
々
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

2-6-8　農家の形態（『愛知県統計年鑑』）
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養
蚕
業
の
衰
退

　

町
域
内
で
養
蚕
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

江
戸
時
代
に
余
野
村
で
は
桑
の
葉
を
周
辺
の
村
に
売
っ
て
い
た
こ
と

が
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

明
治
時
代
以
降
、
養
蚕
業
は
現
金
収
入
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
ど

の
農
家
で
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
多
く
の
蚕
は
座
敷
で
飼
い
、
人
間

は
土
間
で
寝
る
家
も
あ
っ
た
（
２
―
６
―
10
）。

　

し
か
し
、
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
や
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

よ
っ
て
生
糸
の
輸
出
が
途
絶
え
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
ナ
イ
ロ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
日
本
全
体
の
養
蚕
業
が
衰
退
し
て
い
く
。
町
内
の
養

蚕
も
同
様
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
五
六
年
、
養
蚕
戸
数
は
七
二
五
戸
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年

に
は
二
五
一
戸
と
な
り
、
一
九
七
五
年
に
は
三
八
戸
ま
で
減
少
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
八
三
年
に
養
蚕
戸
数
が
一
戸
と
な
っ
た
（
２
―
６
―

９
）。
翌
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
は
未
公
開
（
数
値
が
少
な
い
場
合

に
特
定
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
公
開
せ
ず
）
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

統
計
上
に
お
い
て
は
、
一
九
八
七
年
を
最
後
に
養
蚕
農
家
は
姿
を
消

し
た
。
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2-6-9　養蚕戸数と収繭量（『愛知農林水産統計年報』）
※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公開せず。

1956 1960 1965 1970 1975 1980 1981 1982 1983
養蚕戸数（戸） 725 678 430 251 38 5 4 2 1 

収繭（㎏） 139,076 119,705 70,510 26,627 4,204 959 574 × ×
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養
蚕
の
思
い
出

　

昭
和
の
時
代
は
各
家
で
慶
事
・
仏
事
を
営
み
、
客
寄
せ
を
し
て
食
事
な

ど
を
出
し
た
リ
、
蚕
を
飼
っ
た
り
し
た
の
で
間
取
り
は
広
く
な
っ
て
い
ま

す
。
養
蚕
（
お
か
い
こ
様
と
言
っ
た
）
の
最
盛
期
に
は
座
敷
・
台
所
・
納

戸
に
目
棚
を
組
ん
で
飼
育
し
、
外
屋
の
土
間
に
條
桑
育
と
言
っ
て
棚
を
三

段
位
作
っ
て
飼
育
し
ま
し
た
。

　

大
口
・
扶
桑
は
桑
畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
養
蚕
が
大
変
盛
ん
で
し
た
。

蚕
は
成
長
す
る
と
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
は
お
蚕
さ
ん
が

何
よ
り
優
先
で
、
我
々
は
小
部
屋
で
寝
た
も
の
で
し
た
。
繭
は
値
が
良
く

て
、
貧
し
い
農
家
に
と
っ
て
は
貴
重
な
臨
時
収
入
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

家
で
は
お
袋
や
祖
母
が
こ
の
繭
か
ら
絹
糸
を
つ
く
り
、
木
製
の
「
は
た
お

り
機
」
で
夜
遅
く
ま
で
カ
タ
コ
ト
と
は
た
（
機
）
を
織
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
三
年
か
ら
六
年
生
ま
で
養
蚕
が
盛
ん
な
農
家
に

桑
の
木
の
皮
む
き
の
手
伝
い
に
二
時
間
ず
つ
行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
芋
饅ま
ん

頭じ
ゅ
う・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
蒸
し
た
の
を
も
ら
い
帰
り
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

　

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
養
蚕
を
し
て
い
た
の
で
良
質
な
繭
は
共
同
販
売
を

し
て
、
残
っ
た
二
〜
三
級
の
繭
は
家
で
製
糸
（
糸
を
引
く
）
を
し
て
、
業

者
に
撚
糸
（
よ
か
け
）
染
色
を
し
て
も
ら
い
、
家
で
機
織
（
は
た
お
り
）

を
女
性
が
し
て
い
た
の
で
各
家
に
一
台
足
踏
の
製
糸
機
械
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
姉
妹
は
、「
お
蚕
様
が
い
る
か
ら
」
と
、
土
間
で
寝
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
蚕
が
大
き
く
な
る
と
、
桑
の
葉
を
食
べ
る
音
が
バ
リ
バ
リ
と
聞

こ
え
て
き
て
、
ト
タ
ン
に
雨
が
当
た
る
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

　

昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、

ひ
と
つ
の
集
落
に
二
軒
く
ら

い
の
桑
問
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
う
ち
も
桑
問
屋
と
呼
ば

れ
、
米
や
野
菜
と
と
も
に
樹

木
の
苗
木
と
何
種
類
か
の
桑

の
苗
木
を
育
て
て
出
荷
し
て

い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）

2-6-10　歴史民俗資料館企画展で展示した養蚕関係資料
（2012年）
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米
・
麦
の
生
産

　

一
九
三
〇
年
代
、
耕
地
の
七
割
を
占
め
る
田
は
、
木
津
用
水
・
入

鹿
用
水
に
よ
る
灌か

ん

漑が
い

用
排
水
の
便
が
良
く
、
二
毛
作
が
盛
ん
で
、
大

麦
・
小
麦
を
主
体
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

農
家
の
減
少
に
と
も
な
い
、
米
も
麦
も
一
九
七
〇
年
代
か
ら
減
少

傾
向
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
大
麦
は
元
々
、
二
条
大
麦
と
裸
麦
（
六

条
大
麦
の
穀
皮
が
分
離
し
や
す
い
品
種
の
総
称
）
が
主
に
作
ら
れ
て

い
た
。
裸
麦
は
畜
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
頃
、
主
に
飼
料
用
作
物

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
条
大
麦
は
収
穫
量
が
安
定
し
な
か
っ
た
た

め
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
六
条
大
麦
へ
と
徐
々
に
転
換
が
進
み
、
二

〇
〇
〇
年
代
に
主
に
六
条
麦
茶
と
し
て
生
産
し
て
い
る
。

　

一
九
六
三
年
に
麦
類
の
収
穫
量
が
激
減
し
て
い
る
の
は
、
同
年
五

月
、
一
か
月
の
降
雨
日
数
が
二
五
日
と
な
り
、
農
作
物
が
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
特
に
麦
は
開
花
期
・
結
実
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
県

内
で
六
三
％
の
減
収
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
に
米
の
収
穫

量
が
激
減
し
て
い
る
の
は
、
七
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
の

梅
雨
前
線
に
と
も
な
う
豪
雨
と
、
同
月
十
五
日
に
上
陸
し
た
台
風
六

号
の
影
響
で
被
害
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
（
２
―
６
―
11
）。

2-6-11　米・麦の収穫量の推移（『愛知農林水産統計年報』）
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畜
産
業
の
衰
退

　

大
口
の
農
家
に
と
っ
て
、
養
蚕
に
力
を
入
れ
て
い
た
一
九
四
〇
年

代
ま
で
は
、
畜
産
は
自
家
消
費
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
養
鶏
は
例
外
で
、
明
治
以
来
、
各
地
区
に
養
鶏
組
合
が
あ
り

共
同
活
動
で
利
益
を
上
げ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
一
〇
羽
以
上

を
飼
養
す
る
戸
数
は
四
〇
〇
を
超
え
、
飼
養
羽
数
の
合
計
も
三
万
か

ら
四
万
羽
を
推
移
し
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
も
飼
養
戸
数
は

増
加
し
続
け
た
が
、
一
九
六
一
年
の
八
五
〇
戸
を
境
に
減
少
し
た
。

戸
数
に
反
比
例
し
て
飼
養
羽
数
が
増
加
し
続
け
、
一
九
八
五
年
に
飼

養
戸
数
は
一
六
戸
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飼
養
羽
数
は
九
万
羽
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
各
戸
に
よ
る
小
規
模
の
養
鶏
か
ら
大
規
模
経
営
が
定

着
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
養
鶏

の
衰
退
が
顕
著
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
養
鶏
農
家
は
姿
を
消
し

た
（
２
―
６
―
12
）。

　

養
豚
は
、
肉
の
需
要
の
高
ま
り
と
豚
の
糞ふ

ん

尿に
ょ
うに

敷
き
わ
ら
な
ど
を

混
ぜ
て
作
っ
た
厩

き
ゅ
う

肥ひ

が
田
畑
の
有
機
肥
料
と
し
て
得
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
養
豚
組
合
を
結
成
す
る
地
区
も
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
に
は
飼
養
頭
数
が
二
八
〇
匹
で
あ
っ
た
の
が
一
九
三
二

年
に
は
五
七
五
匹
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

飼
養
戸
数
は
、
一
九
六
〇
年
の
二
七
〇
戸
を
頂
点
と
し
て
以
降
減

少
し
、
飼
養
頭
数
は
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
四
六
〇

〇
匹
か
ら
五
三
〇
〇
匹
の
間
で
推
移
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る

と
飼
養
戸
数
は
一
〇
戸
未
満
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
養
豚
を
営

む
農
家
は
無
く
な
っ
た
（
２
―
６
―
13
）。

2-6-12　採卵鶏飼養戸数と飼養羽数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※ 表中「×」は数値が少ないため

特定されるのを避ける目的で公
開せず。

2-6-13　豚飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※ 表中「×」は数値が少ないため特定されるのを

避ける目的で公開せず。

飼養戸数 
（戸）

飼養羽数 
（羽）

1961 850 24,500

1965 710 26,000

1970 400 59,000

1975 113 42,000

1980 45 81,600

1985 16 90,000

1990 11 73,000

1995 4 72,000

2000 3 64,000

2003 3 35,000

2007 1 ×

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 270 2,210

1965 230 3,300

1970 110 5,140

1975 50 5,310

1980 20 5,135

1985 14 4,680

1990 14 4,600

1995 10 2,810

2000 6 1,670

2004 3 850

2007 2 ×
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酪
農
も
一
九
六
〇
年
ま
で
小
頭
数
の
飼
育
で
搾
乳
を
主
体
に
、
町

内
一
円
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る

と
、
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
小
頭
数
の
飼
育
経
営
で
は
採
算
が
と

れ
な
い
た
め
、
酪
農
家
は
飼
養
頭
数
を
増
や
し
た
が
後
継
者
不
足
に

よ
り
飼
養
戸
数
・
飼
養
頭
数
と
も
に
急
激
に
減
少
し
た
。
統
計
上
、

二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
を
最
後
に
酪
農
は
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
た
（
２

―
６
―
14
）。

　

肉
用
牛
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
河
北
地
区
で
五
、
六
戸
の
農
家
が

五
〇
頭
前
後
飼
育
し
て
い
た
。
こ
れ
は
農
協
の
預
託
事
業
に
よ
る
も

の
で
、
農
協
が
購
入
し
た
子
牛
を
預
か
り
、
肥
育
し
肉
牛
と
し
て
出

荷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飼
育
者
は
農
協
か
ら
飼
育
料
を
受
け
取
る
仕

組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
八
年
か
ら
二
ツ
屋
地
内
で
、
肉
牛
団

地
と
し
て
二
〇
〇
頭
あ
ま
り
の
牛
の
飼
育
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
農

協
の
指
導
を
受
け
施
設
・
経
営
の
充
実
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
健

康
上
の
都
合
か
ら
廃
業
し
、
統
計
上
一
九
九
三
年
を
最
後
に
肉
用
牛

の
飼
育
は
終
了
し
た
（
２
―
６
―
15
）。

　

畜
産
業
の
衰
退
は
、
後
継
者
問
題
だ
け
で
な
く
一
九
七
〇
年
代
に

畜
産
公
害
が
問
題
化
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
生
活
環
境
の
整
備
・
改

善
が
進
む
に
つ
れ
、
畜
産
に
と
も
な
う
悪
臭
・
汚
水
の
問
題
が
起
こ

り
、
畜
産
農
家
に
対
し
、
畜
舎
を
住
宅
地
域
か
ら
移
転
す
る
こ
と
と
、

糞ふ
ん

尿に
ょ
う処

理
施
設
の
完
備
が
求
め
ら
れ
た
。
畜
舎
の
移
転
先
を
決
め
て

も
、
ま
た
悪
臭
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不
安
や
、

施
設
の
整
備
と
維
持
費
に
加
え
、
同
じ
時
期
に
飼
料
の
高
騰
も
あ
り
、

や
む
を
得
ず
畜
産
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

2-6-14　乳用牛飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※ 表中「×」は数値が少ないため特定される

のを避ける目的で公開せず。

2-6-15　肉用牛飼養戸数と飼養頭数
（『愛知農林水産統計年報』

『愛知県統計年鑑』）
※ 表中「×」は数値が少ないため特定される

のを避ける目的で公開せず。

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 73 170

1965 45 235

1970 24 315

1975 22 515

1980 13 427

1985 9 250

1990 7 178

1994 3 61

1995 2 ×

2003 2 ×

飼養戸数 
（戸）

飼養頭数 
（頭）

1960 78 95

1965 20 30

1971 5 28

1973 10 90

1975 4 75

1980 4 336

1985 7 448

1989 4 385

1993 1 ×
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農
地
を
借
り
て
農
業
経
営

　

町
は
一
九
六
五
年
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
水
田
の
ほ
場
整
備
事
業
に

よ
り
、
米
の
生
産
性
向
上
の
環
境
整
備
を
整
え
た
（
第
二
編
第
二
章

第
二
節
）。
ほ
場
整
備
に
よ
り
、
小
さ
な
水
田
や
形
の
い
び
つ
な
水
田

は
大
き
な
長
方
形
（
三
〇
ａ
）
に
区
画
整
理
さ
れ
、
農
業
用
水
路
や

農
道
の
整
備
も
お
こ
な
っ
た
。
水
田
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
の
機
械
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ほ

場
整
備
が
終
わ
り
、
本
格
的
に
農
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
矢
先
に
国
内

で
は
米
の
生
産
過
剰
と
い
う
時
期
を
迎
え
た
。

米
が
余
る

　

日
本
の
農
業
は
農
業
機
械
・
農
薬
の
導
入
・
水
稲
の
品
種
改
良
な

ど
に
よ
り
生
産
技
術
の
向
上
や
多
収
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
食
事

の
欧
米
化
が
進
行
し
、
米
離
れ
が
進
む
中
で
も
食
糧
管
理
法
に
基
づ

き
、
国
民
の
主
食
で
あ
る
米
は
国
が
管
理
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

米
が
余
り
、
古
い
米
が
食
べ
ら
れ
ず
に
残
る
、
在
庫
蓄
積
と
い
う
状

況
に
陥
っ
た
。
一
九
七
〇
年
、
国
は
米
の
生
産
を
抑
制
す
る
米
生
産

調
整
及
び
稲
作
転
換
対
策
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
対
策
は
、
米
の
流
通
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
米
価
を
安
定

助
け
合
い
の
生
活

　

わ
た
し
の
住
む
町
内
は
全
く
の
農
村
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
米
作

り
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
根
の
種
を
採
り
、
菜
種
を
作
り
、
そ
し
て
米

作
り
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
麦
作
り
、
米
作
り
の
合
間
に
養
蚕
を
お
こ

な
い
ま
す
。
年
中
暇
な
し
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
で
は
共
同
作

業
、
助
け
合
い
は
そ
れ
な
り
に
盛
ん
で
し
た
。

　

物
が
な
い
頃
、
機
械
は
な
く
手
作
業
の
た
め
、
全
て
共
同
作
業
で
す
。

菜
種
か
ら
菜
種
油
を
採
る
圧
縮
機
を
共
同
で
購
入
し
ま
し
た
。
お
菓
子
な

ど
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
米
を
は
ざ
し
て
作
る
米
菓
子
、
さ
と
う
き
び

か
ら
黒
砂
糖
を
精
製
し
ま
し
た
。
秋
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
用
水
の
水
が

引
く
と
、
„
か
え
ど
り
�
と
い
う
共
同
作
業
で
の
魚
取
り
を
お
こ
な
い
、

鮒ふ
な

や
鯰
な
ま
ず

を
つ
か
ま
え
ま
し
た
、
今
思
い
返
す
と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

�

（
昭
和
十
六
年
生
ま
れ
）

家
畜
の
飼
育

　

鶏
や
農
耕
用
の
牛
な
ど
は
別
棟
で
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
鶏
が
卵
を
う

む
と
屋
敷
へ
ビ
に
横
取
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
牛
の
餌
は
五
条

川
の
堤
防
な
ど
に
生
え
る
草
で
、
草
刈
り
の
た
め
、
子
ど
も
が
よ
く
か
り

出
さ
れ
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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さ
せ
る
た
め
、
翌
年
度
か
ら
国
が
一
律
的
に
作
付
面
積
を
配
分
（
後

に
生
産
数
量
の
配
分
と
な
る
）
す
る
方
式
か
ら
始
ま
り
、
対
策
の
見

直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
二
〇
一
八
年
ま
で
の
約
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
。
米
の
作
付
面
積
の
制
限
を
し
て
も
米
の
消
費
量

が
年
々
減
っ
て
い
く
た
め
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
国
は
作
付
面
積
の
制

限
を
増
や
し
、
米
以
外
の
作
物
を
作
る
た
め
の
奨
励
補
助
金
の
見
直

し
な
ど
を
繰
り
返
し
た
。

　

結
果
と
し
て
全
国
の
水
稲
の
作
付
面
積
は
、
一
九
六
九
年
の
三
一

七
・
三
万
ha
を
最
高
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
一
四
六
・
二
万
ha
ま
で

減
ら
し
た
。
町
内
で
も
水
稲
の
作
付
面
積
は
一
九
六
四
年
の
六
六
一

ha
を
最
高
に
、
二
〇
二
〇
年
に
は
二
一
四
ha
ま
で
減
っ
た
（
２
―
６
―

16
）。

2-6-16　全国・大口町の水稲作付面積と生産量
（『農林水産省農業生産に関する統計』『愛知農林水産統計年報』）

年　度
全　国 大口町

水稲
作付面積（ha）

米の
生産量（ｔ）

水稲
作付面積（ha）

米の
生産量（ｔ）

1964 3,126,000 12,362,000 661 2,168 
1969 3,173,000 13,797,000 571 2,180 
1970 2,836,000 12,528,000 480 1,720 
1975 2,719,000 13,085,000 441 1,700 
1980 2,350,000 9,692,000 370 1,520 
1985 2,318,000 11,613,000 357 1,580 
1990 2,055,000 10,463,000 303 1,360 
1995 2,106,000 10,724,000 270 1,260 
2000 1,763,000 9,472,000 244 1,200 
2005 1,702,000 9,062,000 242 1,160 
2010 1,625,000 8,478,000 246 1,120 
2015 1,505,000 7,986,000 209 999 
2020 1,462,000 7,763,000 214 995
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米
を
作
ら
せ
な
い

　

国
に
よ
る
減
反
対
策
は
、
一
九
七
一
年
度
か
ら
稲
作
転
換
対
策
と

し
て
米
以
外
の
作
物
を
作
る
転
作
と
何
も
作
ら
な
い
休
耕
の
二
本
立

て
で
進
め
ら
れ
た
が
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
に
よ
り
食
糧
自
給

の
向
上
が
重
要
と
さ
れ
、
一
九
七
三
年
度
で
休
耕
へ
の
奨
励
補
助
金

を
打
ち
切
り
、
転
作
だ
け
を
奨
励
補
助
金
の
対
象
と
し
た
。
こ
の
三

年
間
に
休
耕
し
た
水
田
は
、
補
助
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
何
も
作

ら
な
い
状
況
が
続
き
、
結
果
と
し
て
荒
廃
水
田
に
な
っ
て
し
ま
う
要

因
に
な
っ
た
。

　

原
因
と
し
て
は
、
経
営
面
積
の
少
な
い
農
家
に
と
っ
て
休
耕
以
外

に
転
作
な
ど
の
手
段
が
な
く
、
奨
励
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
自
体
が

目
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
町
内
で
も
荒
廃
水
田
が

多
く
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
は
相
続
に
よ
る
農
地
の
取
得
や
代
替
地
を

町
内
で
取
得
し
た
農
家
な
ど
、
町
外
権
利
者
の
入
作
農
家
が
大
半
で
、

遠
隔
地
の
農
地
だ
か
ら
と
安
易
に
耕
作
を
放
棄
し
た
た
め
で
あ
る
。

米
以
外
の
作
物
を

　

国
は
一
九
七
八
年
度
か
ら
一
九
八
六
年
度
ま
で
に
、
水
田
利
用
再

編
対
策
と
し
て
食
糧
自
給
率
向
上
の
主
力
と
な
る
麦
・
大
豆
・
飼
料

用
作
物
を
特
定
作
物
と
位
置
づ
け
、
転
作
奨
励
金
の
増
額
な
ど
で
転

作
田
の
団
地
化
を
促
進
し
た
。
個
々
の
農
家
の
水
田
で
転
作
を
定
着

さ
せ
る
た
め
、
転
作
農
地
の
連
担
性
を
持
ち
、
三
ha
以
上
（
北
海
道

は
九
ha
以
上
）
の
面
積
で
作
物
の
統
一
性
を
条
件
と
す
る
転
作
田
の

団
地
化
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
畑
作
物
で
あ
る
麦
・
大
豆
の
連
作
障
害
を
避
け
な
が
ら
、

転
作
団
地
を
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
好
ま
し
い

こ
と
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
集
団

転
作
の
手
法
で
、
転
作
を
地
域
農
家
全
体
の
課
題
と
し
て
解
決
す
る

た
め
、
ほ
場
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
区
画
に
分
け
、

毎
年
転
作
を
お
こ
な
う
ブ
ロ
ッ
ク
を
変
え
て
い
く
方
式
で
あ
る
。

団
地
化
に
よ
り
多
く
の
補
助
金
を

　

町
で
は
一
九
七
五
年
頃
、
秋
田
・
下
小
口
の
二
地
区
に
お
け
る
中

心
的
な
農
家
と
協
議
し
、
麦
に
よ
る
転
作
の
団
地
化
を
進
め
た
。
麦

を
作
る
転
作
奨
励
金
の
ほ
か
に
転
作
田
を
団
地
化
す
る
事
に
よ
る
加

算
金
が
大
き
く
、
農
家
に
は
魅
力
的
だ
っ
た
。

　

町
は
転
作
等
目
標
面
積
の
配
分
を
農
家
ご
と
に
配
分
し
た
。
農
家

が
所
有
す
る
総
水
田
面
積
か
ら
家
族
の
年
間
消
費
量
を
控
除
し
た
残

り
に
対
し
て
転
作
等
目
標
面
積
を
算
出
し
、
毎
年
一
月
末
に
各
農
家

へ
転
作
等
目
標
面
積
配
分
を
通
知
し
た
。
通
知
の
配
布
・
回
収
は
、
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小
字
ご
と
に
あ
る
農
家
で
組
織
す
る
農
事
組
合
に
依
頼
し
て
い
る
。

配
分
を
受
け
た
農
家
は
目
標
面
積
に
対
し
、
各
農
家
の
農
業
力
に
応

じ
て
翌
年
度
の
転
作
等
実
施
計
画
書
を
記
入
し
て
い
る
た
め
、
転
作

を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
転
作
割

合
に
応
じ
て
、
耕
起
・
苗
の
注
文
・
肥
料
の
注
文
な
ど
田
植
の
準
備

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
転
作
計
画
に
大
き
な
変
更
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
頃
、
秋
田
・
下
小
口
の
両
地
区
は
農
機
利
用
組
合
を

組
織
し
、
補
助
金
に
よ
り
農
業
機
械
を
購
入
し
た
。
組
合
に
は
農
作

業
を
請
け
負
っ
て
い
た
農
家
の
ほ
か
に
、
請
負
農
作
業
に
従
事
す
る

地
区
外
の
農
家
（
後
の
服
部
農
園
の
設
立
者
）
も
所
属
し
て
い
た
。

請
負
農
作
業
は
耕
起
・
代
か
き
、
田
植
え
、
稲
刈
・
脱
穀
な
ど
の
部

分
作
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
間
を
通
し
た
維
持
管
理
ま
で
へ
と
拡
大

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
書
面
を
通
じ
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
お
こ
な

う
と
い
う
利
用
権
設
定
に
よ
っ
て
継
続
的
な
営
農
へ
と
繋つ

な

が
り
、
中

核
農
家
が
面
積
を
集
積
し
、
転
作
団
地
の
拡
大
す
る
要
因
に
も
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
転
作
を
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
機
会
が
な

か
っ
た
た
め
、
転
作
団
地
は
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ

と
な
く
固
定
化
し
た
。
畑
作
物
で
あ
る
麦
は
連
作
障
害
を
起
こ
し
て
、

三
年
に
一
度
、
収
穫
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
年
も
あ
っ
た
。

　

多
く
の
農
家
は
休
耕
・
麦
・
野
菜
・
大
豆
・
転
換
畑
な
ど
で
転
作

を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
転
作
分
だ
け
田
植
え
を
し
な

い
休
耕
（
保
全
管
理
）、
水
田
を
埋
め
て
転
換
畑
と
し
て
作
付
す
る
ほ

か
、
水
稲
の
青
刈
り
と
他
用
途
利
用
米
が
あ
っ
た
。
青
刈
り
と
は
水

稲
の
出
穂
期
に
水
稲
を
刈
り
取
る
事
で
、
黄
金
色
に
実
る
前
の
青
い

水
稲
を
刈
る
事
か
ら
青
刈
り
と
称
す
る
。
刈
り
取
ら
れ
た
水
稲
は
家

畜
の
飼
料
や
正
月
用
の
し
め
飾
り
に
加
工
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
度

か
ら
は
水
田
の
有
効
利
用
と
加
工
用
米
確
保
の
た
め
、
他
用
途
利
用

米
が
転
作
形
態
に
導
入
さ
れ
、
出
荷
し
た
数
量
を
面
積
換
算
し
て
転

作
と
し
て
加
え
た
。

　

導
入
後
、
田
植
え
を
お
こ
な
い
転
作
と
し
て
数
え
ら
れ
る
利
点
は

あ
る
が
、
国
が
生
産
者
か
ら
買
い
入
れ
、
管
理
す
る
政
府
米
に
比
べ

る
と
価
格
が
低
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
農
家
か
ら
は
他
用
途
利
用

米
が
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
。
ま
た
、
豊
作
の
年
は
良
い
が
不
作
の

年
に
は
自
家
用
と
政
府
売
り
が
優
先
さ
れ
、
他
用
途
利
用
米
が
残
ら

ず
、
転
作
達
成
率
が
下
が
る
要
因
に
も
な
っ
た
。
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転
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
も

　

国
に
よ
る
生
産
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
て
も
米
の
豊
作
が
続
き
、
備

蓄
と
し
て
の
余
剰
米
が
生
じ
た
。
ま
た
、
国
民
一
人
当
た
り
の
年
間

消
費
量
が
減
じ
る
一
方
、
中
食
・
外
食
の
増
加
に
と
も
な
い
、
外
食

産
業
の
米
消
費
は
増
え
て
い
る
が
、
ま
す
ま
す
米
余
り
と
な
っ
て
い

き
、「
生
産
調
整
」
と
「
米
余
り
」
の
堂
々
巡
り
を
繰
り
返
し
た
。
国

民
一
人
当
た
り
の
年

間
消
費
量
は
一
九
六

二
年
の
一
一
八
・
三

㎏
を
最
高
に
、
二
〇

二
〇
年
に
は
五
〇
・

七
㎏
ま
で
減
少
し
た

（
２
―
６
―
17
）。

農
地
を
救
う

　

転
作
等
目
標
面
積
が
増
え
、
生
産
調
整
が
強
化
さ
れ
る
中
、
町
で

も
耕
作
放
棄
水
田
、
不
作
付
け
水
田
、
高
齢
化
及
び
世
代
交
代
に
よ

り
水
田
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
農
家
、
農
業
用
機
械
の
更
新
時
に

戸
別
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
水
田
に
つ
い
て
、
情
報
の
把
握
が
必
要

と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
毎
年
一
月
に
実
施
さ
れ
る
転
作
等

実
施
計
画
書
と
、
十
一
月
に
実
施
さ
れ
る
水
田
の
貸
し
借
り
調
査
か

ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
転
作
実
施
計
画
書
は
転
作
の
実
施
内
容
を

記
入
し
て
も
ら
う
が
、
中
に
は
保
有
す
る
農
地
全
部
を
休
耕
す
る
農

家
や
、
病
気
で
で
き
な
い
と
記
入
さ
れ
た
計
画
書
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
農
地
の
耕
作
放
棄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
は
農
家
を
訪

れ
、
農
地
の
利
用
計
画
を
確
認
し
、
利
用
権
設
定
を
通
し
て
担
い
手

農
家
に
貸
す
こ
と
を
勧
め
た
。
ま
た
、
農
機
具
の
更
新
な
ど
相
談
を

受
け
た
場
合
、
将
来
的
な
利
用
権
設
定
を
見
据
え
な
が
ら
部
分
作
業

を
委
託
す
る
こ
と
を
勧
め
た
り
、
集
団
転
作
団
地
に
隣
接
す
る
農
地

が
あ
れ
ば
転
作
団
地
の
拡
大
へ
と
繋つ

な

い
だ
り
し
た
た
め
、
面
積
自
体

が
減
少
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
土
地
改
良
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農
地
・

水
路
・
農
道
が
転
作
団
地
を
広
げ
た
一
つ
の
要
因
で
も
あ
る
。

2-6-17　国民 1 人当たりの米の年間消費量（農林水産省「食糧需給表」）

118.3

95.1

78.9
70.0

64.6
59.5

50.7

1962 1970 1980 1990 2000 2010 2020

消
費
量
（
㎏
）

（年）

第六章　産業　 352

第二編　政治・経済



農
地
銀
行

　

毎
年
、
稲
作
収
穫
後
の
十
一
月
に
な
る
と
、
町
は
農
事
組
合
を
通

じ
て
各
農
家
に
対
し
農
地
の
貸
し
借
り
調
査
を
実
施
す
る
。
農
地
を

預
け
る
こ
と
か
ら
「
農
地
銀
行
」
と
称
し
て
農
業
委
員
会
事
務
局
が

担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用

権
設
定
で
、
農
地
を
借
り
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
農
業
者
（
借

り
手
）
と
、
高
齢
や
勤
め
な
ど
の
事
情
で
耕
作
が
で
き
な
い
農
地
所

有
者
（
貸
し
手
）
の
間
で
、
農
地
貸
借
の
権
利
（
利
用
権
）
を
設
定

し
、
農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
利
用
権
の
設
定
期
間
（
三
年
、
五
年
な
ど
）
が
終
了
す
れ
ば

返
還
し
、
継
続
し
て
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
対
象
と

な
る
農
地
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

貸
し
手
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
過
ぎ
る
と
、

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
還
さ
れ
、
利
用
権
の
再
設
定
に

よ
り
継
続
し
て
貸
す
こ
と
も
で
き
る
。
借
り
手
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
賃
借
期
間
中
は
安
心
し

て
耕
作
を
お
こ
な
い
、
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継
続
し
て
借
り
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

転
作
団
地
の
拡
大

　

転
作
等
目
標
面
積
が
増
え
る
中
、
国
か
ら
の
転
作
奨
励
金
は
、
転

作
田
を
含
む
水
田
全
体
で
の
作
業
規
模
を
拡
大
し
、
高
能
率
な
生
産

単
位
を
育
成
す
る
こ
と
が
加
算
の
要
件
だ
っ
た
た
め
、
転
作
団
地
を

形
成
せ
ず
、
農
地
で
バ
ラ
バ
ラ
に
転
作
（
バ
ラ
転
と
称
す
）
す
る
よ

り
も
、
集
団
転
作
や
集
団
転
作
団
地
内
で
も
大
規
模
農
家
へ
の
補
助

が
大
き
く
な
っ
た
。
ま
た
、
転
作
を
通
し
て
大
規
模
農
家
を
育
成
す

る
こ
と
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
水
田
農
業
が
、
主
と
し
て

兼
業
農
家
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
米
価
の
低
下
・
高
齢
化
・

就
業
形
態
の
変
化
な
ど
で
兼
業
農
家
の
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
転
作
を
通
し
て
離
農
者
の
農
地
を
集
積
し
、
規
模
拡
大
を

さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

町
で
は
個
人
の
農
家
に
転
作
等
目
標
面
積
を
配
分
し
、
多
く
の
農

家
は
バ
ラ
転
を
実
施
し
て
い
た
た
め
、
団
地
を
形
成
で
き
ず
奨
励
金

の
加
算
金
も
な
く
非
効
率
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
町
は
、
仲
沖
・

大
屋
敷
両
地
区
に
対
し
、
転
作
団
地
形
成
の
た
め
耕
作
者
の
有
無
や
、

転
作
団
地
の
小
作
料
を
維
持
す
る
た
め
の
互
助
料
な
ど
に
つ
い
て
説

明
会
を
実
施
し
た
。
説
明
会
の
目
的
は
、
転
作
団
地
の
計
画
範
囲
を

示
し
、
ほ
場
を
利
用
権
設
定
に
よ
り
借
上
げ
、
大
規
模
経
営
農
家
が

転
作
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
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利
用
権
設
定
に
よ
る
借
上
げ
料
は
通
常
の
標
準
小
作
料
よ
り
高
い

五
万
円
／
一
〇
ａ
と
し
た
。
五
万
円
の
内
訳
は
、
ほ
場
を
耕
作
す
る

大
規
模
経
営
農
家
が
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
利
用
料
と
し
、

転
作
団
地
が
こ
の
地
区
の
転
作
を
受
託
す
る
た
め
、
地
区
の
農
家
は

転
作
等
目
標
面
積
に
応
じ
て
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
転
作
団

地
へ
の
委
託
料
的
な
互
助
料
と
し
た
。
以
上
の
合
計
と
な
る
五
万
円

／
一
〇
ａ
を
地
主
に
借
地
料
と
し
て
支
払
う
。
秋
田
・
下
小
口
両
地

区
の
集
団
転
作
団
地
も
同
じ
運
営
方
式
と
し
た
。

　

標
準
小
作
料
と
は
、
大
口
町
農
業
委
員
会
が
示
す
地
域
に
お
け
る

田
畑
を
貸
し
借
り
す
る
場
合
の
賃
料
だ
が
、
二
〇
〇
九
年
の
農
地
法

改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
以
降
は
地
域
で
成
立
し
て
い
る
農
地
の
賃

貸
借
情
報
を
提
供
す
る
。

　

一
九
九
三
年
の
水
田
営
農
活
性
化
対
策
に
よ
る
集
団
転
作
（
麦
作
）

は
、
六
万
七
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
の
転
作
奨
励
金
を
受
け
て
い
る
。

内
訳
は
国
費
が
五
万
円
／
一
〇
ａ
と
、
町
費
の
上
乗
せ
分
が
一
万
七

〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
で
あ
る
。
転
作
団
地
内
の
耕
作
者
は
、
六
万
七

〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
か
ら
利
用
料
二
万
五
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
を
支

払
っ
た
残
り
の
四
万
二
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
に
、
集
団
の
耕
作
面
積

を
加
算
し
た
金
額
と
、
麦
の
収
穫
量
の
売
上
げ
が
収
入
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
バ
ラ
転
に
お
け
る
麦
作
の
転
作
奨
励
金
は
、
国

費
が
七
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
と
町
費
一
万
二
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
の

計
一
万
九
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
で
あ
る
（
２
―
６
―
18
）。

　

当
時
は
「
ば
ら
ま
き
農
政
」
と
言
わ
れ
た
が
、
転
作
に
よ
り
農
家

が
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
、
兼
業
農
家
は
離
農
し
、
農
地
を
引
き
受
け

た
農
家
は
大
規
模
経
営
農
家
へ
と
姿
を
変
え
た
。

　

各
地
区
で
集
団
転
作
団
地
立
ち
上
げ
の
説
明
会
を
開
い
た
当
初
は
、

農
家
か
ら
農
地
を
借
り
上
げ
る
事
へ
の
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
。
そ

の
後
、
農
家
の
戸
別
訪

問
を
繰
り
返
し
、
徐
々

に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
転
作
団
地

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
転
作
団
地

計
画
内
の
ほ
場
で
水
稲

を
作
付
け
す
る
こ
と
を

目
的
に
代
替
地
を
希
望

す
る
農
家
に
は
、
連
担

性
を
確
保
す
る
た
め
代

替
地
を
探
し
て
提
供
し

た
。

2-6-18　水田営農活性化対策の集団転作とバラ転作の奨励補助金
（麦作の場合）（『決算に係る主要施策の成果報告書』）

※「―」は該当なし。

集団転作 
（円 /10a）

バラ転作 
（円 /10a）

国　費 50,000 7,000 
内　

訳

一般作物 7,000 7,000 
高度水田営農推進助成 33,000 ―
地域営農推進助成 10,000 ―

町　費 17,000 12,000 
内　

訳

水田管理費 5,000 5,000 
麦種子代 7,000 7,000 
団地化報奨金 5,000 ―

計 67,000 19,000 
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以
上
の
よ
う
に
、
集
団
転
作
団
地
は
秋
田
地
区
を
皮
切
り
に
、
下

小
口
・
大
屋
敷
・
豊
田
・
仲
沖
・
上
小
口
地
区
で
成
立
し
た
。
転
作

と
し
て
麦
が
作
ら
れ
（
２
―
６
―
19
）、
一
九
九
三
年
度
に
転
作
等
目

標
面
積
一
一
〇
・
〇
ha
の
半
分
に
あ
た
る
五
四
・
五
ha
を
集
団
転
作

で
達
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
麦
は
農
協
の
検
査
を
経
て
、
町
内
の
企
業

が
購
入
し
て
い
る
。

　

町
外
か
ら
の
入
作
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
し

ま
い
、
隣
接
農
家
か
ら
苦
情
を
受
け
る
原
因
に
な
っ
た
。
町
は
苦
情

の
内
容
を
現
場
確
認
し
、
農
地
の
所
有
者
を
訪
れ
、
苦
情
の
内
容
を

伝
え
る
。
耕
作
す
る
気
が
な
け
れ
ば
、
町
内
の
大
規
模
農
家
に
貸
し

て
ほ
し
い
旨
の
話
を
持
ち
か
け
、
利
用
権
設
定
へ
と
つ
な
げ
た
（
２

―
６
―
20
）。
こ
の
よ

う
に
し
て
経
営
面
積

が
拡
大
す
る
と
、
農

業
機
械
の
大
型
化
へ

も
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。

融
資
を
受
け
る
に
は

諸
要
件
が
あ
り
、
面

積
拡
大
は
一
番
の
要

件
で
も
あ
っ
た
。
面

積
を
増
や
す
た
め
に

機
械
を
購
入
す
る
と

い
う
こ
と
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
な
っ
て

く
る
。
ま
た
、
面
積

2-6-19　麦の作付け面積の推移（『東海農林水産統計年報』『愛知農林水産統計年報』）

2-6-20　利用権設定面積の推移（『決算に係る主要施策の成果報告書』）

年度 面積 
（ha） 年度 面積 

（ha） 年度 面積 
（ha）

1964 464 1986 38 2004 54
1969 297 1987 48 2005 53
1970 190 1988 56 2006 50
1971 105 1989 66 2007 58
1972 45 1990 66 2008 57
1973 16 1991 73 2009 60
1974 13 1992 73 2010 59
1975 5 1993 66 2011 62
1976 5 1994 61 2012 62
1977 4 1995 58 2013 57
1978 5 1996 55 2014 60
1979 28 1997 53 2015 58
1980 30 1998 54 2016 61
1981 38 1999 52 2017 62
1982 33 2000 58 2018 65
1983 35 2001 65 2019 71
1984 36 2002 57 2020 69
1985 40 2003 57 2021 67

年度 町全体水田 
面積（A）ha

利用権設定 
面積（B）ha

うち新規設定 
面積　ha

設定率（％） 
（B/A）

2009 393.4 142.4 0.4 36.2
2010 390.8 154.0 6.0 39.4
2011 390.0 155.0 1.0 39.7
2012 388.9 159.5 4.5 41.0
2013 385.4 174.0 13.0 45.1
2014 382.7 179.0 11.0 46.8
2015 380.9 197.0 9.0 51.7
2016 379.1 185.0 6.8 48.8
2017 377.7 186.5 12.4 49.4
2018 375.1 180.4 5.8 48.1
2019 357.9 177.5 6.8 49.6
2020 349.2 172.8 3.3 49.5
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が
増
え
れ
ば
、
農
地
の
管
理
が
課
題
と
な
っ
た
。
水
田
の
除
草
作
業

が
後
手
に
回
っ
て
し
ま
い
、
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
た
め
に
利
用
権

設
定
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
だ
ら
け
の
水
田
に
な
り
、
同
じ

よ
う
に
隣
接
農
家
か
ら
の
苦
情
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

規
模
経
営
農
家
と
は
い
え
家
族
経
営
の
農
家
の
規
模
拡
大
に
も
限
界

が
あ
っ
た
。
目
安
と
し
て
水
稲
・
転
作
麦
あ
わ
せ
て
三
〇
ha
位
が
規

模
の
限
界
と
思
わ
れ
た
。
農
地
の
管
理
は
、
畦あ

ぜ

の
草
刈
り
、
ト
ラ
ク

タ
ー
に
付
着
し
た
土
を
道
路
に
残
さ
な
い
な
ど
、
隣
接
す
る
農
地
・

周
辺
住
民
と
共
存
す
る
た
め
の
作
業
も
必
要
と
な
る
。

農
業
で
生
き
残
る
に
は

　

兼
業
農
家
は
離
農
し
、
販
路
を
見
出
し
た
農
家
は
生
き
残
っ
た
。

高
齢
化
・
世
代
交
代
・
農
機
具
の
買
い
替
え
な
ど
が
離
農
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
そ
の
き
っ
か
け
が
農
地
を
引
き
受
け
る
大
規
模
経
営
農

家
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
後
町
の
農
業
の
基
盤
と
な
っ
た
。
農
地
の
生

き
残
っ
た
大
規
模
経
営
農
家
は
、
い
ず
れ
も
年
間
収
入
（
年
間
を
通

し
た
農
業
）
を
水
稲
以
外
で
確
保
す
る
た
め
の
複
合
経
営
を
お
こ
な
っ

た
。
あ
る
農
家
は
水
稲
と
転
作
麦
と
施
設
野
菜
、
あ
る
農
家
は
水
稲

と
転
作
麦
と
野
菜
苗
の
育
苗
、
あ
る
農
家
は
水
稲
と
転
作
麦
と
果
実

を
栽
培
し
、
現
金
収
入
の
機
会
を
持
っ
て
い
る
。

　

各
作
物
の
収
入
時
期
に
つ
い
て
、
水
稲
は
十
二
月
末
と
三
月
に
、

転
作
麦
は
転
作
補
助
金
が
三
月
末
で
売
上
げ
が
八
月
末
に
、
そ
れ
ら

以
外
と
し
て
施
設
野
菜
・
野
菜
苗
・
果
樹
な
ど
を
出
荷
し
た
際
の
収

入
が
あ
る
。
農
家
は
年
間
を
通
し
安
定
的
な
収
入
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
機
械
を
購
入
し
て
耕
作
面
積
が
拡
大
し
て
い
き
、
大

規
模
経
営
農
家
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

季
節
ご
と
の
作
業
は
田
植
の
準
備
と
し
て
、
四
月
ま
で
に
は
耕
起
・

整
地
な
ど
の
土
づ
く
り
、
四
月
末
に
籾も

み

を
水
に
つ
け
、
一
週
間
後
に

は
育
苗
箱
へ
籾
を
蒔ま

い
て
代
か
き
を
お
こ
な
い
、
五
月
初
め
頃
か
ら

田
植
え
が
始
ま
る
。
五
月
末
か
ら
麦
刈
を
お
こ
な
い
農
協
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
す
る
。
十
月
中
旬
か
ら
稲
刈
り
が
始
ま
り
、
並
行
し

て
麦
用
の
ほ
場
の
耕
起
、
十
二
月
に
麦
蒔
き
を
お
こ
な
う
。
収
穫
ま

で
に
は
管
理
作
業
も
あ
り
、
複
合
経
営
と
し
て
の
施
設
野
菜
・
野
菜

苗
・
果
実
な
ど
を
入
れ
る
と
年
間
を
通
し
て
農
作
業
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
現
状
で
も
家
族
経
営
で
あ
り
な
が
ら
早
く
か
ら
定

休
日
制
度
を
設
け
、
法
人
と
し
て
組
織
化
し
た
服
部
農
園
有
限
会
社

が
町
内
に
存
在
す
る
。
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法
人
化
し
た
農
家
、
服
部
農
園

　

農
業
機
械
の
大
型
化
に
着
目
し
て
規
模
を
拡

大
し
、
農
業
の
法
人
化
を
実
現
さ
れ
た
外
坪
在

住
の
服
部
靖
宏
さ
ん
、
起
代
子
さ
ん
ご
夫
妻

に
、
服
部
農
園
の
あ
ゆ
み
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

し
た
（
２
―
６
―
21
）。

何
故
、
農
業
を

　

一
九
四
三
年
生
ま
れ
の
靖
宏
さ
ん
が
小
学
校
六
年
生
の
時
、
勤
め
人
で

あ
っ
た
父
親
を
亡
く
し
、
中
学
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

家
が
所
有
し
て
い
た
い
く
ら
か
の
農
地
を
、
知
識
も
資
本
も
労
働
力
も
な

い
中
、
露
地
野
菜
栽
培
か
ら
始
め
た
そ
う
で
す
。
親
か
ら
の
農
業
後
継
者

で
は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
で
し
た
。
一
九
六
五
年
頃
、
町
内
に
は
農

業
青
年
部
が
あ
り
、
父
親
と
同
世
代
の
農
家
と
の
交
流
を
通
し
て
技
術
な

ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

一
九
六
九
年
、
二
十
五
歳
の
時
、
靖
宏
さ
ん
は
起
代
子
さ
ん
と
結
婚
。

働
き
手
が
二
人
に
な
り
、
近
所
の
方
に
お
願
い
し
て
自
宅
近
く
に
ま
と
ま
っ

た
土
地
を
借
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
を
始
め

ま
し
た
。
大
口
農
協
に
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
つ
け
瓜
な
ど
の
部
会
が
あ
り
、

共
同
出
荷
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ナ
ス
の
専
作
農
家
に
な
り
ま
し
た
が
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
農

家
の
暮
ら
し
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
兼
業
農
家
の
農
地
離
れ
に
よ
り
、
田
ん
ぼ

の
耕
作
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
が
耕
う
ん
機
を
使
っ
て
田

を
起
こ
し
て
い
る
時
に
、
靖
宏
さ
ん
は
二
七
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
「
ト
ラ
ク
タ
ー
で
田
ん
ぼ
を
耕
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
田
植
え
や
脱
穀
の
作
業
も
請
け
負

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夫
婦
二
人
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
ず
、
田
植
え
時

に
は
町
内
の
農
家
か
ら
手
伝
い
に
来
て
貰
い
ま
し
た
。
一
九
八
八
年
に
は

経
営
面
積
が
二
〇
ha
を
超
え
、
町
内
で
一
番
の
面
積
の
米
作
農
家
に
な
り

ま
し
た
。
施
設
野
菜
（
ナ
ス
）
を
や
め
、
町
が
ま
と
め
た
集
団
転
作
団
地

で
麦
作
も
始
め
ま
し
た
。

農
業
の
会
社
を
つ
く
り
た
い

　

一
九
八
九
年
、
田
植
え
の
繁
忙
期
に
は
若
手
二
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
若
者
と
接
す
る
う
ち
に
一
緒
に
農
業
が
で
き
た
ら
と
思
っ
た
の

が
、
農
業
の
法
人
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

一
九
九
三
年
、
米
の
大
凶
作
で
タ
イ
米
が
緊
急
輸
入
さ
れ
、
米
市
場
が

2-6-21　服部農園有限会社
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開
放
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
も
国
際
競
争
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
試
練

　

一
九
九
五
年
五
月
二
十
三
日
、
靖
宏
さ
ん
が
脳
内
出
血
で
倒
れ
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
入
院
先
の
集
中
治
療
室
で
、
起
代
子
さ
ん
に
「
と
に
か
く
田
植

え
を
や
れ
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
呂ろ

律れ
つ

も
回
ら
な
い
言
葉
で
し
た
が
、

起
代
子
さ
ん
に
は
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。
一
週
間
後
、
次
女
が
会

社
へ
辞
表
を
出
し
家
業
に
入
り
ま
し
た
。

　

起
代
子
さ
ん
は
二
〇
年
間
、
夫
の
補
助
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
機
械
の

運
転
は
未
経
験
で
不
安
ば
か
り
で
し
た
。
靖
宏
さ
ん
不
在
の
中
、
田
植
え

の
時
期
は
迫
り
、
多
く
の
方
々
に
手
伝
い
を
頼
み
、
乗
り
切
り
ま
す
。
そ

の
中
に
現
在
の
服
部
農
園
の
代
表
者
で
あ
る
次
女
の
婿
も
い
ま
し
た
。
時

に
は
独
り
で
農
作
業
を
す
る
起
代
子
さ
ん
を
見
て
「
服
部
さ
ん
の
農
業
は

も
う
終
わ
っ
た
」
と
人
づ
て
に
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
九
九
九
年
五
月
六
日
、
服
部
農
園
有
限
会
社
を
設
立
。
代
表
は
靖
宏

さ
ん
、
役
員
に
は
起
代
子
さ
ん
と
、
当
時
は
次
女
の
交
際
相
手
（
現
在
の

娘
婿
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
靖
宏
さ
ん
が
農
業
の
法
人
化
を
思
い
描
い
て

か
ら
一
〇
年
、
つ
い
に
そ
の
想
い
は
結
実
し
ま
し
た
。

会
社
設
立
後

　

次
女
の
結
婚
を
契
機
に
、
愛
知
県
農
業
改
良
普
及
課
の
立
ち
合
い
の
下
、

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
の
役
割
や
休
日
の
設
定
、

始
業
時
間
と
終
業
時
間
、
給
料
（
月
給
）
の
明
示
な
ど
、
農
業
を
企
業
と

す
る
た
め
の
約
束
事
を
文
書
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
は
社
員
が
ゼ
ロ
の
状
態
で
、
繁
忙
期
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
い
作
業

を
し
ま
し
た
。
多
く
の
面
積
を
耕
作
す
る
た
め
借
金
で
大
き
な
機
械
を
買

い
、
返
済
す
る
た
め
さ
ら
に
面
積
を
広
げ
、
ま
た
大
き
な
機
械
が
必
要
と

な
り
家
計
も
事
業
も
火
の
車
。
こ
の
頃
の
耕
作
面
積
は
約
三
〇
ha
で
し
た
。

社
員
を
雇
用

　

法
人
設
立
三
年
目
か
ら
三
年
間
、
毎
年
一
名
の
社
員
を
雇
用
し
ま
し
た
。

雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
二
〇
〇
三
年
に

冬
野
菜
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
挑
戦
し
ま
し

た
が
初
年
度
は
全
滅
で
し
た
。

　
「
草
が
生
え
て
い
る
田
ん
ぼ
は
服
部
の
と

こ
ろ
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
荒
れ
て
い

た
田
ん
ぼ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
法
人
化
し

た
以
上
、
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
れ
ま
い
と

管
理
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
（
２
―
６
―
22
）。
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畜
産
・
施
設
園
芸

　

一
九
八
〇
年
代
前
半
に
盛
ん
で
あ
っ
た
乳
牛
・
肥
育
牛
・
養
豚
・

養
鶏
の
畜
産
農
家
は
二
〇
二
三
年
現
在
、
全
て
が
廃
農
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
臭
気
の
苦
情
、
糞ふ

ん

尿に
ょ
うの

処
理
、
後
継
者
問
題
な

ど
が
あ
る
。
屋
敷
内
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
養
豚
も
臭
気
の
苦
情
が

あ
り
、
郊
外
に
移
転
し
た
が
安
い
豚
肉
の
輸
入
と
共
に
廃
農
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
畜
産
は
、
一
般
農
家
よ
り
も
離
農
し
や
す
い
。
注

意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
家
畜
を
処
分
す
れ
ば
離
農
で
き
る
が
、
家

畜
を
飼
育
す
る
土
地
の
ほ
か
に
所
有
し
て
い
る
農
地
の
維
持
を
誰
が

や
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

町
内
の
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野
菜
農
家
も
、
後
継
者
、

ハ
ウ
ス
内
外
の
温
度
差
に
よ
る
体
へ
の
負
担
、
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え

問
題
な
ど
で
全
て
が
廃
農
し
た
。
特
に
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え
で
高
額

な
経
費
を
要
す
る
た
め
、
後
継
者
の
有
無
と
ハ
ウ
ス
へ
の
設
備
投
資

が
廃
農
の
大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
二
年
、
花
き
の
施
設
園
芸
農
家
が
世
代
交
代
し
、
二
代
目

の
後
継
者
が
就
農
（
二
ha
に
一
八
棟
）
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正

月
用
の
花
の
出
荷
は
、
十
月
中
頃
か
ら
十
二
月
中
頃
ま
で
に
終
え
る

（
２
―
６
―
23
）。
ま
た
、
数
年
前
か
ら
葉
ボ
タ
ン
を
色
付
け
す
る
こ
と

に
よ
り
、
付
加
価
値
を
付
け
て
出
荷
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
イ

会
社
の
理
念
を
明
示
す
る

　

娘
婿
に
代
表
を
引
き
継
い
だ
二
〇
一
四
年
、
米
価
が
大
暴
落
し
て
一
俵

が
今
ま
で
の
価
格
の
半
値
と
な
り
、
赤
字
を
出
し
ま
し
た
。

　

新
代
表
は
「
百
年
後
に
繋つ
な

が
る
循
環
型
農
業
（
栽
培
へ
の
約
束
）、
百
年

後
に
繋
が
る
人
材
育
成
（
働
く
人
へ
の
約
束
）、
百
年
後
に
繋
が
る
地
域
と

の
絆
き
ず
な
づ
く
り
（
地
域
へ
の
約
束
）」
を
経
営
理
念
と
し
ま
し
た
。

　

百
年
後
、
こ
の
理
念
を
受
け
継
い
だ
人
が
、
こ
の
地
で
農
業
を
育
て
維

持
・
発
展
さ
せ
、
人
の
育
成
と
地
域
へ
の
貢
献
は
組
織
と
し
て
の
務
め
で

あ
る
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
農
業
に
何
思
う

　

農
業
は
担
い
手
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
が
増
え
続
け
て
お
り
、

地
域
農
業
を
支
え
る
次
世
代
農
業
者
の
育
成
が
我
々
の
課
題
で
あ
り
、
地

域
の
課
題
で
も
あ
る
と
服
部
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

服
部
農
園
か
ら
次
世
代
後
継
者
を
輩
出
す
る
こ
と
、
企
業
理
念
に
掲
げ

る
、
地
域
を
担
う
意
識
の
醸
成
を
叶か
な

え
る
教
育
は
必
須
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
行
動
制
限
、
七

月
の
低
温
・
大
雨
・
日
照
不
足
に
よ
っ
て
米
は
収
量
を
減
ら
し
ま
し
た
。

「
食
」
と
い
う
も
の
の
捉
え
方
の
転
換
期
で
あ
り
、
農
業
経
営
と
は
何
か
を

改
め
て
考
え
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。
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チ
ゴ
の
施
設
栽
培
農
家
が
二
軒
あ
り
（
２
―
６
―
24
）、
ハ
ウ
ス
の
中

で
作
っ
て
い
る
。

農
業
を
始
め
る
に
は

　

新
規
就
農
は
多
額
の
準
備
資
金
と
運
用
資
金
が
必
要
と
な
る
。
具

体
的
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
資
機
材
の
購
入
費
に
加
え
、

農
業
用
倉
庫
や
育
苗
ハ
ウ
ス
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
産
物
の
価

格
低
迷
の
た
め
、
投
資
を
回
収
で
き
る
見
込
み
が
小
さ
い
の
が
現
状

と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
農
業
機
械
と
は
、
軽
自
動
車
・
ト
ラ
ク

タ
ー
・
田
植
え
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乾
燥
機
・
籾も

み

摺す

り
機
な
ど
で
、

こ
れ
に
農
機
具
や
乾
燥
機
を
保
管
す
る
倉
庫
や
育
苗
ハ
ウ
ス
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
購
入
に
つ
い
て
、
自
己
資
金
な
ら
い
い
が
、
融

資
の
場
合
だ
と
担
保
の
有
無
、
公
的
な
融
資
で
あ
れ
ば
経
営
面
積
が

大
き
く
左
右
す
る
。

減
少
す
る
農
地

　

名
神
高
速
道
路
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
地
の
利
を
生
か

し
て
、
国
道
四
一
号
・
一
五
五
号
沿
線
に
は
物
流
倉
庫
が
増
え
て
い

る
。
そ
の
土
地
は
、
兼
業
農
家
が
手
放
し
た
農
地
で
あ
り
、
大
規
模

農
家
の
耕
作
地
で
も
あ
っ
た
農
地
で
も
あ
る
。
企
業
は
農
家
の
自
己

住
宅
・
農
家
分
家
・
沿
道
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
利
用
制
限
が
さ
れ
て
い

る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
を
工
場
用
地
・
駐
車
場
と
し
て
ま
と

め
、
買
っ
た
り
借
り
た
り
す
る
。
農
業
と
そ
の
他
の
産
業
と
が
共
存

で
き
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
農
地
法
に
よ
る
、

農
地
が
農
地
以
外
に
な
る
農
地
転
用
は
、
農
業
で
得
ら
れ
る
以
上
の

税
収
や
雇
用
を
生
む
が
、
農
地
の
減
少
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
一

九
七
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
一
八
七
・
四
ha
の
市
街
化
調

整
区
域
内
の
農
地
（
田
・
畑
）
が
転
用
さ
れ
、
農
家
の
分
家
住
宅
・

農
業
倉
庫
を
は
じ
め
、
沿
道
サ
ー
ビ
ス
・
国
道
沿
線
の
倉
庫
な
ど
に

姿
を
変
え
て
い
る
。
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水
田
の
利
用
権
設
定
に
よ
り
、
規
模
を
拡
大
し
た
農
家
は
、
機
械

の
更
新
の
た
め
融
資
を
受
け
て
購
入
す
る
。
機
械
を
購
入
し
た
途
端

に
土
地
売
買
で
利
用
権
設
定
の
解
除
が
生
じ
、
面
積
が
減
る
。
こ
の

状
況
が
積
み
重
な
る
と
、
集
団
的
に
一
帯
を
耕
作
し
て
い
た
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
農
業
の
た
め
に
利
用
す
る
土
地
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

農
業
振
興
区
域
の
農
地
が
「
歯
抜
け
」
状
態
、
も
し
く
は
飛
び
地
と

な
り
、
大
型
機
械
の
利
用
の
能
率
が
悪
く
な
る
。
転
用
後
が
物
流
倉

庫
で
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
が
激
し
く
な
る
。

　

工
場
誘
致
条
例
は
町
が
生
き
残
る
た
め
の
施
策
で
あ
っ
た
が
、
二

〇
二
三
年
現
在
の
企
業
誘
致
に
よ
る
物
流
倉
庫
な
ど
の
建
設
は
、
農

家
が
先
行
き
を
不
安
視
し
、
農
地
を
手
放
し
た
結
果
と
も
い
え
る
（
２

―
６
―
25
）。

2-6-25　農地法による農地転用面積の推移（『愛知県統計年鑑』）
（総数：許可＋届出、許可：市街化調整区域、届出：市街化区域）

年度
総数 

（ha）
許可 

（ha）
届出 

（ha）
年度

総数 
（ha）

許可 
（ha）

届出 
（ha）

年度
総数 

（ha）
許可 

（ha）
届出 

（ha）

1979 6.3 4.2 2.1 1993 8.5 6.3 2.2 2007 8.8 7.2 1.6
1980 4.9 2.6 2.3 1994 7.9 3.1 4.8 2008 6.2 5.5 0.7
1981 3.3 2.4 0.9 1995 5.6 0.2 5.4 2009 5.7 5.0 0.7
1982 3.5 2.0 1.5 1996 6.0 1.8 4.2 2010 7.4 5.4 2.0
1983 3.7 1.9 1.8 1997 5.0 3.0 2.0 2011 6.0 4.0 2.0
1984 3.3 1.9 1.4 1998 10.9 8.8 2.1 2012 3.1 1.7 1.4
1985 7.3 6.0 1.3 1999 4.6 2.7 1.9 2013 5.6 3.4 2.2
1986 5.5 4.2 1.3 2000 6.8 5.2 1.6 2014 4.2 3.3 0.9
1987 3.9 2.7 1.2 2001 7.5 5.8 1.7 2015 4.1 3.1 1.0
1988 6.6 5.0 1.6 2002 6.2 5.0 1.2 2016 3.5 2.7 0.8
1989 6.6 4.2 2.4 2003 5.1 4.2 0.9 2017 4.5 3.2 1.3
1990 9.3 4.5 4.8 2004 7.2 5.6 1.6 2018 12.1 11.3 0.8
1991 11.8 5.8 6.0 2005 7.9 6.8 1.1 2019 8.6 7.6 1.0
1992 7.9 3.8 4.1 2006 5.7 4.7 1.0 2020 10.9 9.6 1.3
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第
三
節
　
工
業
の
動
向

	

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
日
本
の
工
業
の
推
移
を
、
工
業
統
計

調
査
の
数
値
か
ら
み
る
。
日
本
の
工
業
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需

景
気
を
も
た
ら
し
た
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
ま
で
の
戦
後
復

興
期
、
実
質
経
済
成
長
率
が
年
平
均
一
〇
％
を
達
成
し
た
一
九
七
三

年
頃
ま
で
の
高
度
成
長
期
、
二
回
の
石
油
危
機
を
重
工
業
か
ら
自
動

車
産
業
な
ど
に
移
行
し
た
一
九
八
四
年
頃
ま
で
の
安
定
成
長
期
、
地

価
と
株
価
の
急
騰
に
よ
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
、
そ

し
て
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
小
刻
み
な
変
動
を
繰
り
返
し
、
現
状
を
維
持

し
な
が
ら
推
移
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
二
〇
〇
八
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
も
み
ら
れ
る
。

　

大
口
町
で
は
、
一
九
五
五
年
以
降
の
工
場
誘
致
に
よ
り
、
多
様
な

業
種
の
工
場
・
事
業
所
を
誘
致
し
、
国
道
と
高
速
道
路
に
近
い
地
の

利
を
活
か
し
て
各
企
業
が
活
動
す
る
も
、
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
の

影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

町
内
の
従
業
者
規
模
別
事
業
所
数
の
推
移
（
２
―
６
―
26
）
を
み
る

と
、
一
九
人
以
下
の
小
規
模
事
業
所
が
多
く
、
中
規
模
事
業
所
が

徐
々
に
増
加
し
同
程
度
の
割
合
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

2-6-26　工業・従業者規模別事業所数の推移（『愛知県統計年鑑』）
 ※1990年以降は「 3 人以下」がなくなり、 4 人以上の項目となる。　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

1960 1965 1975 1985 1990 2000 2010 2016 2019
3人以下 61 56 50 82 ― ― ― ― ―
4〜19人 13 48 52 83 94 90 66 49 53
20〜99人 4 10 23 41 41 44 40 41 43

100〜299人 0 3 6 8 13 12 12 10 13
300〜999人 1 2 7 4 4 7 4 4 4
1000人以上 1 1 0 3 3 2 3 3 3

計 80 120 138 221 155 155 125 107 116

0

50

100

150

200

250

1960 1965 1975 1985 1990 2000 2010 2016 2019

事
業
所
数
（
か
所
）

（年）

3人以下 4～19人 20～99人
100～299人 300～999人 1,000人以上
計
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産
業
別
事
業
所
数

　

一
九
五
五
年
か
ら
の
一
〇
年
間
は
、
工
場
誘
致
が
高
度
成
長
期
に

お
け
る
国
の
工
業
振
興
の
追
い
風
を
受
け
て
成
功
し
た
時
期
に
あ
た

る
。

　

事
業
所
数
は
、
一
九
五
六
年
の
五
六
か
所
か
ら
、
一
九
六
〇
年
の

八
〇
か
所
、
一
九
六
五
年
に
は
一
二
〇
か
所
と
増
加
し
た
。
こ
の
時

期
は
、
誘
致
第
一
号
の
民
成
紡
績
株
式
会
社
大
口
工
場
（
現
ト
ヨ
タ

紡
織
株
式
会
社
大
口
工
場
）
を
は
じ
め
、
事
業
所
の
半
数
近
く
を
繊

維
工
業
が
占
め
て
い
た
（
２
―
６
―
27
）。

　

国
道
四
一
号
が
開
通
し
た
翌
年
に
あ
た
る
一
九
七
〇
年
に
は
、
事

業
所
数
が
一
八
〇
か
所
ま
で
増
加
し
た
。
一
〇
年
間
で
倍
以
上
の
増

加
で
あ
り
、
金
属
製
品
で
一
八
倍
、
一
般
機
械
で
七
倍
以
上
増
え
、

輸
送
機
器
も
二
桁
の
事
業
所
数
に
な
っ
た
。

　

大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
を
境
に
、
高
度
経

済
成
長
の
変
動
を
迎
え
る
。
一
九
七
一
年
の
事
業
所
数
は
、
前
年
よ

り
一
〇
か
所
減
少
し
て
一
七
〇
か
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七

三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
の
発
生
や
円
為
替
の
変
動
相
場
制
移
行
な

ど
か
ら
、
一
九
七
四
年
度
に
は
戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
経
済
成
長

と
な
る
な
ど
、
高
度
成
長
期
の
半
分
以
下
の
経
済
成
長
率
が
続
く
不

景
気
と
な
り
、
一
九
七
五
年
の
事
業
所
数
は
五
年
前
に
比
べ
二
割
以

上
減
の
一
三
八
か
所
と
な
っ
た
。
減
少
が
大
き
い
業
種
と
し
て
は
、

繊
維
工
業
で
五
割
減
、
金
属
製
品
も
三
割
以
上
減
少
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
七
五
年
ま
で
事
業
所
数
の
減

少
は
続
い
た
が
、
そ
れ
以
降
は
自
動
車
な
ど
の
輸
出
の
増
加
も
あ
り

景
気
が
持
ち
直
し
、
一
九
八
〇
年
に
は
事
業
所
数
が
二
一
四
か
所
と

な
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
は
一
九
七
六
年
時
点
ま
で
落
ち
込
ん
で
し

ま
う
が
、
一
九
八
八
年
に
は
再
び
増
加
し
、
そ
の
後
増
減
を
繰
り
返

す
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
さ
ら
に
減
少
し
、
二
〇
一
六
年
に
は
一

〇
七
か
所
と
な
る
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
繊
維
工
業
は
一
九
六
三
年
に
全
事
業
所
数
の

半
数
近
く
に
あ
た
る
五
九
か
所
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
、

特
に
一
九
八
〇
年
代
の
減
少
は
著
し
く
、
一
九
八
五
年
に
は
一
桁
と

な
り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
か
所
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
反
比
例
す
る

よ
う
に
、
金
属
製
品
・
一
般
機
械
の
事
業
所
数
が
多
少
の
増
減
を
繰

り
返
し
つ
つ
も
、
時
代
が
新
し
く
な
る
に
つ
れ
、
繊
維
工
業
に
取
っ

て
代
わ
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
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2-6-27　工業・産業別事業所数の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※1985年以降は従業者 4 人以上。

　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。
　※電気機器の2005年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。

　※表中斜線は記載なし。
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 11 10 9 10 12 11 11 12 12 9 9 9 9

繊維工業 44 59 55 56 55 49 49 47 39 28 26 31 6
衣服 7 7 5 6 9 10 7 6 6 5 7 7 5

金属製品 2 8 14 17 36 35 36 28 29 25 31 46 31
一般機械 4 14 13 15 30 27 27 29 27 29 24 44 37

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 0 3 2 2 3 6 4 6 3 4 4 9 9
電子部品
輸送機器 1 4 6 6 11 10 8 12 14 9 12 15 11
その他 11 18 16 15 24 22 24 22 21 29 27 53 31

計 56 80 123 120 127 180 170 166 162 151 138 140 214 139

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 9 8 9 8 8 5 5 5 6 5 6 6 6

繊維工業 3 4 6 4 5 2 1 ― ― ― 2 2 1
衣服 8 8 12 12 6 4 3

金属製品 40 43 44 39 40 38 35 33 27 24 27 26 28
一般機械 51 41 49 39 36 48 39

はん用機械 8 4 2 3 4 4
生産用機械 25 29 27 26 25 29
業務用機械 1 0 1 1 ― ―
電気機器 7 9 10 11 11 9 7 7 7 6 6 6 6
電子部品 1 1 2 1 1 2 2
輸送機器 8 9 11 14 11 10 15 15 10 12 11 9 9
その他 38 33 36 37 34 39 33 30 31 29 28 30 31

計 164 155 177 164 151 155 139 125 116 107 111 110 116
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産
業
別
従
業
者
数
（
人
）

計
（
人
）

計 食料品 繊維工業 衣服 金属製品
一般機械 はん用機械 生産用機械 業務用機械 電気機器
電子部品 輸送機器 その他

（年）
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2-6-28　工業・産業別従業者数の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※1985年以降は従業者 4 人以上。

　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。
※電気機器の2005年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。

　※表中斜線は記載なし。
　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

　※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公表せず。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 52 90 127 158 291 287 314 344 361 306 364 266 409 

繊維工業 1,270 1,268 1,464 1,434 1,438 1,472 1,311 1,394 980 960 974 541 443 
衣服 47 36 27 35 72 967 1,088 933 1,226 783 483 130 69 

金属製品 × 108 220 954 1,525 1,806 1,845 1,884 1,990 2,009 2,139 2,450 2,185 
一般機械 406 682 768 753 1,570 1,458 1,437 1,574 1,407 1,361 1,289 3,079 3,783 

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 ― × × × 9 76 58 93 66 22 37 50 1,765 
電子部品
輸送機器 × × 45 54 300 344 318 342 350 298 356 1,159 562 
その他 × × × × 793 749 719 674 738 729 674 921 1,216 

計 1,225 1,825 2,638 3,167 4,006 5,998 7,159 7,090 7,238 7,118 6,468 6,316 8,596 10,432 

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 465 314 369 467 599 453 573 451 498 254 432 424 451

繊維工業 197 197 220 363 315 × 10 ― 46 41 37 36 33
衣服 132 176 253 100 70 42 14 

金属製品 2,607 2,776 3,093 3,189 3,362 3,206 3,164 2,646 2,722 2,633 2,768 2,551 2,704
一般機械 3,691 4,287 5,010 4,246 3,296 3,079 3,024 

はん用機械 168 88 76 84 91 90
生産用機械 2,876 3,893 3,420 3,427 3,621 3,539
業務用機械 6 ― 4 4 ― ―
電気機器 2,168 2,762 2,972 3,182 3,073 2,930 3,416 4,102 4,300 4,331 4,248 4,300 4,353
電子部品 ― ― ― ― 86 58 59 48 33 110 102
輸送機器 652 840 666 801 786 768 836 957 832 871 901 802 843
その他 954 949 982 1,009 968 × 1,672 1,376 1,227 1,275 1,368 1,580 1,565

計 10,866 12,301 13,565 13,357 12,469 12,019 12,795 12,640 13,665 12,953 13,302 13,515 13,680
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産
業
別
従
業
者
数

　

合
計
し
た
従
業
者
数
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
の

間
に
、
一
八
二
五
人
か
ら
七
一
五
九
人
と
四
倍
近
く
増
え
て
い
る
。

特
に
金
属
製
品
・
一
般
機
械
・
輸
送
機
器
そ
し
て
衣
服
が
大
幅
に
増

え
て
い
る
が
、
繊
維
工
業
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
（
２
―
６
―
28
）。
戦

後
増
え
続
け
た
従
業
者
数
は
、
一
九
七
一
年
を
ピ
ー
ク
に
不
景
気
が

続
き
減
少
し
た
が
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
も
あ
り
七
〇
〇
〇
人
台
で

推
移
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
に
は
事
業
所
数
と
同
様
に
減
少

し
、
六
四
六
八
人
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
再
び
増
加
傾
向
に
転
じ
、
一
九
八
五
年
に
は
一
万
人
台
、

平
成
に
入
る
と
平
成
末
ま
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
台
か
ら
一
万
三
〇
〇

〇
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。

産
業
別
製
造
品
出
荷
額
等

　

製
造
品
出
荷
額
等
は
、
一
九
六
〇
年
で
は
一
五
億
四
五
〇
〇
万
円

で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
に
は
五
八
一
億
七
四
〇
〇
万
円
と
な
り
、

一
二
年
間
で
約
三
八
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
成
長
率
の

伸
展
が
寄
与
し
て
い
る
が
、
生
産
性
の
向
上
も
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
増
加
し
た
業
種
は
、
事
業
所
数
・
従
業
者
数
が
増
え

た
金
属
製
品
・
一
般
機
械
で
あ
っ
た
（
２
―
６
―
29
）。

　

そ
の
後
も
一
九
七
四
年
ま
で
年
々
増
加
し
、
七
九
六
億
円
ま
で
伸

び
た
が
、
一
九
七
五
年
は
七
〇
六
億
円
と
一
時
減
少
し
て
い
る
。

　

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
に
お
け
る
円
高
の
進
行
と
貿
易

の
自
由
化
は
、
繊
維
工
業
の
大
幅
な
輸
出
の
減
少
と
な
り
、
町
内
の

繊
維
工
業
も
急
激
な
減
少
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
以
降
は

増
加
に
転
じ
た
。

　

全
体
で
み
る
と
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
一
九
九
三
年
が
三
四
四
八
億
円
、
二
〇
一
六
年
が
三
九
一

三
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
両
年
の
数
値
に
は
顕
著
な
差
が
な
く
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
た
め
、
統
計
上
は
町
内
製
造
業
の
経
済
規
模
拡

大
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い

る
た
め
、
一
社
あ
た
り
の
従
業
者
数
・
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
規
模

が
拡
大
し
て
い
る
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
先
述
の
一
九
九
三
年
と
二
〇
一
六
年
を
比
較

し
て
、
電
気
機
器
と
輸
送
機
器
は
増
加
し
て
い
る
。
特
に
電
気
機
器

は
、
二
倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
機
械
（
は
ん
用
・
生
産
・
業
務
機
械
）
は
、
一
九
六
〇
年
の

八
億
七
七
〇
〇
万
円
か
ら
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
特
に
一
九
六
六

年
か
ら
一
九
七
〇
年
は
七
倍
以
上
も
増
加
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年

代
の
著
し
い
増
加
に
つ
い
て
、
大
き
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
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2-6-29　工業・産業別製造品出荷額等の推移（『愛知県統計年鑑』）
　※単位は百万円

　※1985年以降は従業者 4 人以上。
　※一般機械の2010年以降は産業分類の再編で、はん用・生産用・業務用機械に分割。

※電気機器の2005年以降は産業分類の再編で電気機器・電子部品に分割。　
※表中斜線は記載なし。

　※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。
　※表中「×」は数値が少ないため特定されるのを避ける目的で公表せず。

1956 1960 1963 1965 1966 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1980 1985
食料品 125 207 347 483 1,070 1,262 1,322 2,141 2,724 2,953 3,562 4,121 7,225 

繊維工業 508 768 1,099 1,106 6,139 5,055 6,234 7,446 8,903 7,333 8,111 11,782 9,010 
衣服 14 7 6 15 60 10,395 12,274 3,350 2,638 2,119 20,097 966 362 

金属製品 × 167 2,596 7,218 20,298 19,608 22,853 32,421 38,317 37,348 39,829 51,926 49,562 
一般機械 877 1,885 2,141 2,223 16,011 13,063 10,952 22,908 17,332 12,944 13,718 83,280 119,445 

はん用機械
生産用機械
業務用機械
電気機器 ― × × × 9 483 500 864 1,005 41 80 530 33,150 
電子部品
輸送機器 × × 67 83 1,263 1,664 1,773 3,685 4,156 2,716 3,399 8,160 11,457 
その他 × × × × 2,526 2,360 2,266 3,518 4,574 5,163 5,656 10,522 35,582 

計 740 1,545 3,730 7,224 12,359 47,376 53,890 58,174 76,333 79,649 70,617 94,452 171,287 265,793 

1988 1990 1991 1993 1995 2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019
食料品 8,866 6,549 6,721 6,822 8,672 8,245 8,053 6,248 8,200 4,632 7,002 6,891 7,015 

繊維工業 2,396 2,192 2,315 18,214 14,933 × × ― × × × × ×
衣服 5,619 6,913 11,815 1,143 460 293 99 

金属製品 85,965 108,965 114,079 115,956 110,344 81,269 98,619 75,463 96,692 95,143 98,292 98,665 107,708 
一般機械 126,964 186,437 178,861 91,410 105,675 96,083 129,598 

はん用機械 3,222 1,317 × 1,791 1,761 1,700 
生産用機械 50,674 148,148 88,835 93,328 112,204 111,828 
業務用機械 × ― × × ― ―
電気機器 45,739 62,240 69,073 67,859 61,933 71,081 111,114 123,413 144,270 138,385 147,601 158,273 152,014 
電子部品 × × × × × × ×
輸送機器 17,254 24,297 23,696 21,604 19,042 23,244 24,478 24,892 25,997 27,012 26,544 25,642 24,431 
その他 18,534 24,189 23,691 21,828 23,132 × × × × × × × ×

計 311,337 421,782 430,251 344,836 344,191 321,261 424,191 322,779 461,977 391,313 410,639 443,081 446,201 

産
業
別
出
荷
額
（
百
万
円
）

出
荷
額
計
（
百
万
円
）

計 食料品 繊維工業 衣服 金属製品
一般機械 はん用機械 生産用機械 業務用機械 電気機器
電子部品 輸送機器 その他

（年）
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は
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社
が
一
九
六
一
年
に
大
口
工
場
を

建
設
し
、
一
九
六
五
年
に
本
社
が
大
口
工
場
へ
移
転
し
た
こ
と
と
、

オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
が
一
九
六
九
年
に
大
口
工
場
の
操
業
を
始
め
た

こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
大
口
工
場
は
、
一
九
七
四
年
に

一
時
操
業
を
停
止
す
る
が
、
一
九
七
九
年
の
再
開
と
と
も
に
工
場
の

増
設
を
お
こ
な
い
、
翌
年
に
本
社
工
場
の
主
力
が
移
転
さ
れ
た
。
一

九
八
二
年
に
は
、
本
社
機
構
を
含
め
て
町
内
へ
移
転
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
が
、
そ
の
後
の
一
般
機
械
の
動
向
に
も
反
映
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
電
気
機
器
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
五
年
以
降
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

海
外
進
出
す
る
企
業

　

円
高
の
影
響
を
背
景
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
生
産
コ
ス
ト

の
低
い
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
工
場
進
出
や
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
・
メ
キ
シ
コ
の
間
で
結
ば
れ
た
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
に
よ
り
、
多
く
の
日
系
企
業
も
進
出
す
る
な
ど
、
国
内
で
は
事

業
継
続
の
課
題
が
出
て
き
た
。

　

し
か
し
、
町
内
で
操
業
を
休
止
す
る
大
規
模
な
工
場
は
な
く
、
工

場
の
拡
張
を
お
こ
な
っ
て
い
る
企
業
も
あ
っ
た
。
な
お
、
町
内
の
大

手
事
業
者
八
社
（
町
外
に
本
社
が
あ
る
事
業
者
、
子
会
社
を
含
む
）

は
、
す
べ
て
海
外
に
二
か
所
以
上
の
生
産
拠
点
を
持
っ
て
い
る
。
主

な
国
と
し
て
は
二
〇
一
八
年
現
在
で
米
国
・
中
国
・
カ
ナ
ダ
・
英
国
・

タ
イ
・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
あ
わ
せ
て
二
二
か
国
に
上
る
（
２
―
６
―
30
）。2-6-30　海外進出する企業（『おおぐち元気なお店・会社ガイドブック』、各社社史など）

誘致時企業名 操業開始 
時期 現在の企業名 業務内容 主な海外工場 

（2018年末現在）

民成紡績㈱ 1956年 トヨタ紡織㈱大口工場 輸送用機器内
装品

フランス、中国、米国、
ロシア、カナダ、ブラジ
ル、ポーランドほか

㈱大隈鐵工所 1969年 オークマ㈱本社、本社工場 工作機械 ドイツ、米国、台湾、中
国

㈱山崎鉄工所 1961年 ヤマザキマザック㈱本社、大
口製作所 工作機械 米国、英国、シンガポー

ル、中国

兼房刃物工業㈱ 1964年 兼房㈱本社、大口工場 工業用刃物

インドネシア、米国、オ
ランダ、中国、インド、
ブラジル、メキシコ、ベ
トナム

㈱林内製作所 1964年 リンナイ㈱大口工場 ガス器具

台湾、オーストラリア、
マ レー シ ア、韓 国、米
国、タイ、ベトナム、中
国ほか

㈱小林製作所 1964年 ㈱パロマ大口工場 ガス器具
米国、カナダ、メキシコ、
ブラジル、ベトナム、中
国、オーストラリアほか

㈱青山製作所 1968年 ㈱青山製作所本社、大口工場
ボルト・ナッ
ト・樹脂製品
など

タイ、米国、チェコ、中
国、インドネシア

㈱東海理化 1980年 ㈱東海理化本社、本社工場
（大口工場） 輸送用機器

台湾、カナダ、米国、中
国、タ イ、ブ ラ ジ ル、
チェコ、インドほか
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第
四
節
　
商
業
の
動
向

	

　

大
口
町
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
主
要
な
街
道
が
な
く
、
純
農
村
地

帯
で
あ
っ
た
た
め
、
商
業
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
、
ほ
と
ん
ど

発
展
し
な
か
っ
た
。
人
口
増
加
に
と
も
な
い
増
え
た
の
は
個
人
商
店

で
、
大
規
模
商
店
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
統
計
調
査
か
ら
商
業
の

動
向
を
み
て
い
く
。

小
売
業
の
推
移

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
の
大
口
村
は
、
食
料
の
自
給
生
活
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村
長
に
よ
る
工
場
誘
致
が
始

ま
り
、
民
成
紡
績
株
式
会
社
（
現

ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
）
大
口
工

場
が
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）

年
七
月
に
、
同
興
紡
績
株
式
会
社

大
口
工
場
が
一
九
六
二
年
に
そ
れ

ぞ
れ
操
業
を
始
め
、
工
場
の
周
辺

に
独
身
寮
の
女
子
従
業
員
や
社
宅

2-6-32　卸売業・小売業の推移（『愛知県統計年鑑』）
※飲食店を除く。

※表中斜線は記載なし。

2-6-31　民成紡績株式会社前の商店街

1956 1960 1966 1972 1974 1979 1982 1985

（卸売・ 
小売業計）

商店数（店） 38 58 98 106 99 137 143 135 
従業者数（人） 76 114 193 313 289 512 636 764 
年間販売額（万円） 13,555 37,643 166,320 200,422 1,492,855 1,850,941 9,208,127 

（小売業）
小売業商店数（店） 55 86 100 94 112 111 101 
小売業従業者数（人） 110 170 302 281 424 389 381 
年間販売額（万円） 13,067 32,061 164,259 193,853 518,857 628,976 682,271 

（卸売業）
卸売業商店数（店） 3 12 6 5 25 32 34 
卸売業従業者数（人） 4 23 11 8 88 247 383 
年間販売額（万円） 488 5,582 2,061 6,569 973,998 1,221,965 8,525,856 

1988 1991 1994 1999 2004 2007 2014 2016

（卸売・ 
小売業計）

商店数（店） 206 206 204 263 211 198 169 171 
従業者数（人） 1,148 1,248 1,306 2,430 2,330 2,303 1,889 1,701 
年間販売額（万円） 10,981,900 18,652,200 12,349,300 17,489,300 16,544,200 22,274,500 18,342,700 20,740,500 

（小売業）
小売業商店数（店） 164 157 159 204 158 153 122 118 
小売業従業者数（人） 832 840 880 1,806 1,821 1,708 1,157 1,129 
年間販売額（万円） 1,446,300 2,308,500 2,352,400 2,940,500 3,164,800 3,174,500 2,427,300 2,653,300 

（卸売業）
卸売業商店数（店） 42 49 45 59 53 45 47 53 
卸売業従業者数（人） 316 408 426 624 509 595 732 572 
年間販売額（万円） 9,535,600 16,343,800 9,996,900 14,548,800 13,379,400 19,100,000 15,915,300 18,087,200 
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の
家
族
を
対
象
と
し
た
商
店
が
で
き
た
（
２
―
６
―
31
）。
民
成
紡
績

株
式
会
社
大
口
工
場
前
の
沿
道
は
多
く
の
店
舗
が
立
地
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
一
九
六
六
年
に
は
町
全
体
で
八
六
店
、
従
業
者
数
一
七

〇
人
、
販
売
額
三
億
二
〇
六
一
万
円
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
32
）。

　

高
度
成
長
期
に
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
に
は
、
町
内
で
も
第
二
次
産
業

へ
の
就
業
者
割
合
が
第
一
次
産
業
の
就
業
者
割
合
を
上
回
っ
た
。
そ
れ

に
と
も
な
い
消
費
生
活
が
活
発
な
時
代
が
到
来
し
、
一
九
七
二
年
に
小

売
店
が
一
〇
〇
店
と
な
り
、
従
業
者
数
も
三
〇
二
人
に
増
加
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
る
不
況
や
、
一

九
七
七
年
の
豊
田
紡
織
株
式
会
社
（
現
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
）
の

非
繊
維
部
門
の
強
化
に
よ
る
独
身
寮
の
閉
鎖
な
ど
か
ら
工
場
周
辺
の

店
舗
が
廃
業
し
、
そ
の
後
も
小
売
店
の
増
加
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
七
九
年
は
一
一
二
店
、
従
業
者
数
四
二
四
人
に
留
ま
り
、
年
間

販
売
額
は
約
五
二
億
円
だ
っ
た
。
一
九
八
五
年
は
、
年
間
販
売
額
こ

そ
約
六
八
億
円
と
増
え
て
い
る
も
の
の
、
店
舗
数
は
一
〇
一
店
に
、

従
業
者
数
は
三
八
一
人
に
減
少
し
た
。

　

町
内
に
小
売
店
が
増
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
南
北
に
長
い
町
域
と
、

町
周
辺
に
商
業
が
発
達
し
て
い
る
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
が
あ

る
た
め
、
隣
接
市
へ
買
い
物
や
遊
び
に
出
か
け
る
な
ど
、
自
治
体
の

枠
を
超
え
た
生
活
圏
を
形
成
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

江
南
市
な
ど
で
は
こ
の
頃
す
で
に
大
規
模
小
売
店
が
立
地
し
、
一
九

七
〇
年
代
に
入
り
自
動
車
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
賑

わ
っ
た
。

大
規
模
小
売
店
の
立
地

　

町
内
の
小
売
業
が
大
き
く
変
化
し
た
き
っ
か
け
は
、
大
規
模
小
売

店
の
町
内
進
出
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
に
大
規
模
小
売
店
舗
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以

前
か
ら
隣
接
の
犬
山
市
・
江
南
市
・
小
牧
市
に
は
大
規
模
小
売
店
が

立
地
し
、
町
民
の
多
く
が
買
物
に
出
か
け
て
い
た
。

　

一
九
八
七
年
六
月
、
工
場
誘
致
に
よ
り
工
場
が
立
地
し
て
い
た
場

所
に
「
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
」
が
営

業
を
開
始
し
た
（
２
―
６
―
33
）。
こ

れ
に
よ
り
、
一
九
八
八
年
に
は
小

売
店
数
が
一
六
四
店
、
従
業
者
数

が
八
三
二
人
と
大
き
く
増
加
し
、

あ
わ
せ
て
年
間
販
売
額
も
九
年
前

の
一
九
七
九
年
に
比
べ
約
二
・
八

倍
も
増
加
し
た
。
一
方
で
、
町
民

の
購
買
行
動
も
変
化
し
、
永
く
住

2-6-33  ヨシヅヤ大口店の開店で大渋滞（1987年）
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民
の
暮
ら
し
に
根
付
い
て
い
た
既
存
の
小
規
模
小
売
店
は
廃
業
が
続

い
た
。

　

そ
の
後
も
大
規
模
小
売
店
の
立
地
が
進
み
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）

年
十
一
月
に
「
バ
ロ
ー
大
口
店
」
が
、
一
九
九
八
年
十
月
に
は
「
ア

ピ
タ
大
口
店
（
現
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
大
口
店
）」
が

開
店
し
、
ま
す
ま
す
町
民
の
購
買
行
動
を
変
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

隣
接
の
市
町
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
域
の
市
町
村
の
住
民
が
町
内

の
大
規
模
小
売
店
に
買
い
物
に
来
る
な
ど
商
業
環
境
が
大
き
く
変
化

し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
小
売
店
数
が
二
〇
四
店
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、

従
業
者
数
の
一
八
〇
六
人
と
、
年
間
販
売
額
の
約
二
九
四
億
円
は
過

去
最
高
額
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
生
鮮
食
品
を
主
体
と
し
た
店
舗

や
書
店
な
ど
の
大
規
模
小
売
店
が
開
店
し
た
が
、
小
売
店
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
従
業
者
数
も
増
え
な
か
っ
た
。

　

年
間
販
売
額
は
、
二
〇
〇
七
年
に
約
三
一
七
億
円
と
過
去
最
高
額

と
な
っ
た
が
、
小
売
店
数
、
従
業
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇

一
六
年
に
は
小
売
店
数
一
一
八
店
、
従
業
者
数
一
一
二
九
人
、
年
間

販
売
額
約
二
六
五
億
円
と
な
っ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

町
内
で
大
規
模
小
売
店
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
既
存
の
小
売

店
は
減
少
し
て
い
く
中
、
二
四
時
間
営
業
と
い
う
新
し
い
業
態
の
小

売
業
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
立

地
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
七
月
現
在
で
、

一
二
店
舗
が
営
業
し
て
い
る
。

従
業
者
規
模
別
小
売
店
数
の
推
移

　

一
九
八
五
年
の
統
計
を
み
る
と
、
従
業

者
規
模
別
で
は
、
従
業
者
二
人
以
下
が
六

三
店
で
全
店
の
六
二
・
四
％
、
三
～
九
人

が
三
一
店
で
三
〇
・
七
％
と
零
細
小
売
店

が
九
割
以
上
を
占
め
、
五
〇
人
以
上
の
小

売
店
は
な
い
。

　

一
九
八
八
年
に
な
る
と
従
業
者
二
人
以

下
が
七
五
店
と
な
る
が
、
そ
れ
以
降
減
少

し
て
い
く
。
一
方
、
こ
の
年
に
初
め
て
従

業
者
数
五
〇
～
九
九
人
の
小
売
店
が
登
場

す
る
。
こ
れ
は
、
前
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
九
年
に
は
従
業
者
数

一
〇
〇
人
以
上
の
小
売
店
が
登
場
し
、
二

2-6-34　従業者規模別小売店数の推移
（『愛知県統計年鑑』『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
2人以下（店） 72 63 75 67 62 43 44

3〜9（店） 31 31 72 72 112 101 79
10〜49（店） 9 7 16 20 27 23 24
50〜99（店） 0 0 1 0 2 2 4

100人以上（店） 0 0 0 0 1 4 2
計（店） 112 101 164 159 204 173 153
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〇
〇
二
年
に
は
四
店
と
な
っ
た
。

　

一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
従
業
者
数
九
人
以
下
の
小
売

店
の
占
め
る
割
合
は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
高
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
（
２
―
６
―
34
）。

産
業
別
小
売
店
数
の
推
移

　

産
業
別
（
取
り
扱
い
商
品
別
）
の

店
数
で
は
、
二
〇
〇
七
年
で
四
五
店

と
最
多
の
飲
食
料
品
店
が
各
年
と
も

第
一
位
で
あ
る
。
繊
維
・
衣
料
品
店

は
二
〇
〇
七
年
で
三
二
店
あ
り
、
一

九
八
八
年
か
ら
飲
食
料
品
店
に
次
ぐ

店
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
小
売
店
の
進
出
前
ま
で
飲

食
料
品
店
に
次
い
で
多
か
っ
た
自
動

車
・
自
転
車
店
は
、
店
数
の
増
減
が

あ
ま
り
な
い
。
大
規
模
小
売
店
の
核

店
舗
と
な
る
各
種
商
品
を
扱
う
店
は

一
九
九
九
年
か
ら
登
場
し
、
二
〇
〇

七
年
は
四
店
あ
る
（
２
―
６
―
35
）。

産
業
別
従
業
者
数
の
推
移

　

産
業
（
取
り
扱
い
商
品
）
別
の
従
業
者
数
を
み
る
と
、
一
九
八
五

年
で
は
飲
食
品
店
が
最
も
多
く
一
二
三
人
、
次
い
で
自
動
車
・
自
転

車
店
が
一
二
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

飲
食
料
品
店
の
従
業
者
数
は
そ
の

後
も
増
加
を
続
け
、
二
〇
〇
七
年
で

は
六
〇
六
人
を
数
え
て
い
る
。
次
い

で
多
い
の
は
、
各
種
商
品
を
扱
う
店

（
大
規
模
小
売
店
）
で
、
二
〇
〇
七
年

に
は
四
九
六
人
と
な
っ
て
い
る
（
２

―
６
―
36
）。

商
業
別
小
売
店
年
間
売
上
の
推
移

　

産
業
（
取
り
扱
い
商
品
）
別
の
年

間
販
売
額
を
み
る
と
、
一
九
八
五
年

の
調
査
で
は
、
飲
食
料
品
店
と
、
自

動
車
・
自
転
車
店
で
そ
れ
ぞ
れ
二
〇

億
円
を
超
え
、
一
九
七
九
年
の
実
績

と
比
べ
増
加
し
て
い
る
。
一
九
八
八

年
以
降
は
、
小
売
店
数
・
従
業
者
数

2-6-35　商業・産業別小売店数の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）

2-6-36　商業・産業別小売店従業者数の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』）
※表中「×」は事業所数が 2 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（店） 0 0 0 0 2 2 4

繊維・衣料（店） 12 10 30 30 42 34 32
飲食料品（店） 45 35 62 57 64 55 45

自動車・自転車（店） 16 20 23 20 27 24 18
家具・建具（店） 13 10 11 12 10 9 7

その他（店） 26 26 38 40 59 49 47
計（店） 112 101 164 159 204 173 153

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（人） 0 0 0 0 × 531 496 

繊維・衣料（人） 29 21 135 123 216 184 163 
飲食料品（人） 181 123 380 368 580 595 606 

自動車・自転車（人） 103 121 123 115 140 121 91 
家具・建具（人） 22 24 37 61 47 81 17 

その他（人） 89 92 157 213 × 318 335 
計（人） 424 381 832 880 1,806 1,830 1,708 
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の
推
移
と
同
様
に
、
飲
食
料
品
の

数
字
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
で
は
各
種
商
品
を

扱
う
店
（
大
規
模
小
売
店
）
が
一

〇
四
億
円
と
最
大
で
、
次
い
で
飲

食
料
品
店
の
八
一
億
円
と
な
っ
て

い
る
（
２
―
６
―
37
）。

　

各
統
計
を
み
る
と
、
一
九
八
〇

年
代
後
半
以
降
に
増
加
し
て
い
る

項
目
が
多
い
。
こ
れ
は
先
述
し
た

と
お
り
、
一
九
八
七
・
一
九
九

五
・
一
九
九
八
年
に
大
規
模
小
売

店
の
営
業
を
開
始
し
た
こ
と
が
、

町
内
の
商
業
に
と
っ
て
大
き
な
影

響
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

消
費
者
購
買
動
向
調
査

　

一
九
八
二
年
に
町
民
の
消
費
者
購
買
動
向
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
成
果
か
ら
町
民
の
購
買
先
を
み
る
と
、
町
内
で
の
購
買
割
合
は

食
料
品
・
日
用
品
な
ど
の
最
寄
品
で
二
九
・
五
％
を
占
め
る
が
全
商

品
の
合
計
で
は
一
三
・
五
％
し
か
な
く
、
買
回
品
は
三
・
七
％
に
過

ぎ
な
い
。
最
も
購
買
割
合
が
大
き
い
地
域
は
町
の
西
側
に
隣
接
す
る

江
南
市
内
で
、
全
商
品
の
合
計
で
五
一
・
四
％
を
占
め
、
衣
料
品
・

家
具
な
ど
の
買
回
品
で
は
六
四
・
一
％
、
雑
貨
な
ど
の
準
買
回
品
が

三
八
・
五
％
、
食
料
品
な
ど
の
最
寄
品
で
も
三
三
・
八
％
を
占
め
、

贈
答
品
三
四
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
江
南
市
内
で
の
購
買
割
合
が

高
い
要
因
は
、
こ
の
時
期
す
で
に
江
南
市
内
に
は
、
広
い
駐
車
場
を

完
備
し
た
大
規
模
小
売
店
が
複
数
開
業
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
２

―
６
―
38
）。

　

二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
は
、
町
内
で
の
購
買
割
合
が
食
料
品
な
ど

の
最
寄
品
で
六
八
・
六
％
と
多
い
。
ま
た
、
下
着
な
ど
の
準
買
回
品

で
五
二
・
三
％
、
贈
答
品
で
四
六
・
二
％
と
町
内
で
の
購
買
割
合
が

お
お
む
ね
半
分
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
洋
服
・
家
電
な
ど

の
買
回
品
は
二
六
・
一
％
と
町
内
が
多
い
も
の
の
、
隣
接
市
町
で
の

購
買
割
合
の
方
が
大
き
い
（
２
―
６
―
39
）。

2-6-37　商業別小売店年間販売額の推移（『商業統計調査結果報告書』『あいちの商業』） 
※表中「×」は事業所数が 2 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

1979 1985 1988 1994 1999 2002 2007
各種商品（百万円） 0 0 0 0 × × 10,419 

繊維・衣料（百万円） 378 434 2,797 4,131 4,008 2,872 2,143 
飲食料品（百万円） 1,835 2,027 5,413 8,844 9,838 5,801 8,144 

自動車・自転車（百万円） 1,558 2,143 2,758 4,039 4,070 3,633 3,036 
家具・建具（百万円） 192 175 639 2,140 1,487 1,487 677 

その他（百万円） 1,226 2,044 2,856 4,370 × × 7,326 
計（百万円） 5,189 6,823 14,463 23,524 29,405 32,752 31,745 
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買回品（％） 準買回品（％） 最寄品（％） 贈答品（％） 合計（％）

大口町内 3.7 21.2 29.5 12.7 13.5

町外

江南市 64.1 38.5 33.8 34.8 51.4

犬山市 4.6 4.0 4.6 3.5 4.4

小牧市 9.2 8.1 6.3 14.3 8.3

扶桑町 2.7 21.2 24.1 3.5 11.7

名古屋市 13.3 5.0 1.1 27.7 8.8

その他 2.4 2.0 0.6 3.5 1.9

計 96.3 78.8 70.5 87.3 86.5

買回品（％） 準買回品（％） 最寄品（％） 贈答品（％） 合計（％）

大口町内 26.1 52.3 68.6 46.2 44.5

町外

江南市 14.4 4.3 1.9 12.9 8.7

犬山市 0.2 1.3 6.8 0.8 1.9

小牧市 25.0 6.6 6.4 3.0 13.6

扶桑町 18.6 15.7 14.0 9.1 15.8

名古屋市 8.7 1.8 0.4 22.7 6.4

その他 5.2 4.3 0.8 3.0 3.8

計 72.0 33.8 30.3 51.5 50.2

通信販売など 1.9 13.9 1.1 2.3 5.4

2-6-38　消費者購買動向調査（1982年）（『消費者購買動向調査報告書』）

2-6-39　消費者購買動向調査（2010年）（『消費者購買動向調査報告書』）
※ 『消費者購買動向調査報告書』によると、各項目の数値は小数点以下第二位を四捨五入して算出したため、合計が100

にならない場合がある。

※ 1 　買回品： 購買頻度が少なく、比較的高額で好みが多様化している商品を購入するにあたって、複数の店舗に足を
運び、価格・品質・デザインなどを比較検討して買うもの。

※ 2 　最寄品： 消費者にとって毎日の生活に欠かせない商品で、購買頻度が高く、消費機会の多い身近なもの。
（『消費者購買動向調査結果報告書』）

【調査品目の区分】

区　　分 調査品目

買回品※１ 紳士服　婦人服　スポーツ・レジャー用品　電気製品

準買回品 下着　園芸用品　化粧品

最寄品※２ 台所用品　日常食料品

贈答品 贈答品
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卸
売
業

　

卸
売
業
の
統
計
調
査
対
象
は
、
小
売
業
へ
の

販
売
の
ほ
か
、
工
場
な
ど
他
の
産
業
用
使
用
者

へ
の
販
売
、
業
務
用
に
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る

商
品
を
販
売
す
る
事
業
所
が
該
当
す
る
。
こ
の

た
め
、
町
内
に
立
地
す
る
工
場
の
事
業
者
が
別

の
場
所
で
自
社
製
品
を
販
売
す
る
事
業
所
も
対

象
に
な
っ
て
い
る
。

　

町
内
の
卸
売
業
が
初
め
て
統
計
調
査
に
計
上

さ
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
で
三
店
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
調
査
す
る
度
に
増
加
し
、
二
〇
〇
二
年

の
五
四
店
が
最
多
と
な
っ
た
。
以
降
は
横
ば
い

に
あ
る
。
し
か
し
、
町
内
製
造
企
業
の
営
業
所

な
ど
が
あ
り
、
年
間
販
売
額
は
年
ご
と
に
大
幅

な
増
加
を
続
け
、
一
九
九
一
年
に
一
〇
〇
〇
億

円
を
超
え
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
九
一
〇
億
円

と
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
は
一
八

〇
八
億
円
と
な
り
、
小
売
業
の
年
間
販
売
額

（
二
六
五
億
円
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
２

―
６
―
40
）。

サ
ー
ビ
ス
業

　

産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
さ
せ
る
た
め
、
日
本
標
準
産
業
分
類
の

改
訂
が
二
〇
〇
二
年
と
二
〇
〇
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
、
多
種
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
業
を
よ
り
細
か
く
分
類
し
て
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
は
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
や
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
（
理
美
容
業
な
ど
）
を
除
い
た
中
で
多
い
業
種
が
、
医
療
・
福
祉

で
四
五
事
業
所
、
従
業
者
数
一
一
四
六
人
、
教
育
・
学
習
支
援
業
で

三
五
事
業
所
、
従
業
者
数
四
〇
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

に
な
る
と
医
療
・
福
祉
は
六
九
事
業
所
、
従
業
者
数
一
六
七
八
人
と

増
加
し
、
年
間
売
上
額
も
一
〇
六
億
四
九
〇
〇
万
円
に
の
ぼ
る
。
教

育
・
学
習
支
援
業
は
三
四
事
業
所
、
従
業
者
数
二
四
五
人
、
年
間
売

上
額
一
二
億
三
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
七
三

事
業
所
、
従
業
者
数
四
五
九
人
、
年
間
売
上
額
三
七
億
一
八
〇
〇
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
六
年
の
卸
売
業
・
小
売
業
・
金
融
・
保
険
業
・
運
輸
・
通

信
業
な
ど
を
除
く
主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
総
計
が
三
六
六
事
業
所
、
従

業
者
数
五
四
六
四
人
、
年
間
売
上
額
三
〇
六
億
三
四
〇
〇
万
円
と
各

項
目
と
も
小
売
業
を
上
回
る
産
業
と
な
っ
た
（
２
―
６
―
41
）。

1960 1970 1982 1991 2002 2007 2014 2016

商店数（店） 3 4 32 49 54 45 47 53 

従業者数（人） 4 7 247 408 427 595 732 572 

年間販売額（万円） 488 2,108 1,221,965 16,343,800 10,089,600 19,100,000 15,915,300 18,087,200 

2-6-40　卸売業（商店数・従業員数・年間販売額）の推移（『愛知県統計年鑑』）
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飲
食
店

　

商
業
統
計
調
査
で
飲
食
店
が
確
認

で
き
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
の
一
店

で
あ
っ
た
。
一
九
六
六
年
は
一
〇
店
、

従
業
者
一
八
人
、
年
間
売
上
額
は
、

約
一
二
〇
〇
万
円
と
な
る
。
一
九
六

九
年
に
国
道
四
一
号
が
開
通
し
た
こ

と
に
よ
り
沿
道
サ
ー
ビ
ス
が
進
み
、

一
九
七
二
年
に
二
五
店
、
従
業
者
九

〇
人
、
年
間
売
上
額
は
約
一
億
六
四

〇
〇
万
円
と
伸
び
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
一
九
九
二
年
に
は
七
九

店
、
従
業
者
三
七
二
人
、
年
間
売
上

額
は
約
二
二
億
六
一
〇
〇
万
円
と
さ

ら
に
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年

に
な
る
と
九
三
店
、
従
業
者
八
二
六

人
、
年
間
売
上
額
二
八
億
三
三
〇
〇

万
円
に
ま
で
増
え
た
（
２
―
６
―
42
）。

2-6-41　主なサービス業の事業所数・従業者数・年間売上額の推移（『愛知県統計年鑑』）
※表中「－」は、皆無または該当数字のないもの。

2-6-42　 飲食店の商店数・従業者数・年間売上額の推移（『愛知県統計年鑑』）
※表中「×」は事業所数が 2 以下のため、特定されるのを避ける目的で公表せず。

2006 2012 2016

事業所数 従業者数
（人）

年間
売上額

（万円）
事業所数 従業者数

（人）

年間
売上額

（万円）
事業所数 従業者数

（人）

年間
売上額

（万円）

飲食店・宿泊業 107 881 ― 101 1,025 333,100 93 826 283,300 

医療・福祉 45 1146 ― 52 1,447 870,900 69 1,678 1,064,900 

教育・学習支援業 35 403 ― 27 170 67,400 34 245 123,200 

生活関連サービス ― ― ― 68 415 370,500 73 459 371,800 

学術・開発研究 ― ― ― 20 769 59,600 16 823 94,000 

複合サービス 5 50 ― 2 13 10,600 3 46 57,200 

その他サービス業 140 1,033 ― 55 1,251 652,200 60 1,306 803,600 

不動産業 13 35 ― 20 89 278,900 18 81 265,400 

計 345 3,548 ― 345 5,179 2,643,200 366 5,464 3,063,400 

1960 1966 1972 1979 1986 1992 2012 2016

商店数（店） 1 10 25 58 72 79 101 93 

従業者数（人） × 18 90 229 284 372 1,025 826 

年間販売額（万円） × 1,217 16,383 92,601 143,950 226,100 333,100 283,300 
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大
口
町
商
工
会

　

大
口
町
商
工
会
は
、
商
工
会
組
織
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

一
九
五
一
年
二
月
に
公
益
法
人
と
し
て
、
会
員
一
三
八
名
に
よ
り
発

足
し
た
。
設
立
当
初
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
進
め
、
一
九
七
〇
年

か
ら
は
記
帳
継
続
指
導
、
労
働
保
険
な
ど
の
事
務
代
行
、
地
域
商
工

業
従
業
員
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
支
援
を
お
こ
な
い
、
一
九
七
五
・

一
九
七
八
年
に
は
経
営
指
導
員
の
増
員
な
ど
、
組
織
の
充
実
を
図
っ

た
。

　

以
降
、
専
門
職
員
で
あ
る
経
営
指
導
員
や
補
助
員
、
記
帳
指
導
職

員
が
小
規
模
事
業
者
の
経
営
・
経
理
指
導
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

組
織
内
に
は
、
女
性
部
や
青
年
部
が
あ
り
活
発
に
活
動
し
て
い
る
が
、

小
売
店
・
工
業
事
業
者
な
ど
産
業
単
位
の
組
織
は
な
い
。

　

商
工
会
の
事
業
と
し
て
、
従
来
か
ら
続
く
県
・
町
の
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
商
工
施
策
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
融
資
保
証
料
補

助
な
ど
）、
大
口
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
窓
口
と
し
て
の
事
業
の

ほ
か
、
町
の
特
産
品
（
五
条
川
の
桜
酵
母
を
使
っ
た
清
酒
な
ど
）
企

画
事
業
、
事
業
経
営
者
の
後
継
者
育
成
な
ど
を
目
的
と
し
た
事
業
（
大

口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
支
援
）
を
お
こ
な
う
。
後
継
者
育
成
事

業
で
は
工
場
誘
致
で
進
出
し
た
企
業
の
技
術
者
Ｏ
Ｂ
も
参
加
す
る
。

　

二
〇
一
五
年
以
降
、
小
規
模
事
業
者
の
減
少
や
、
経
営
・
経
理
指

導
に
関
す
る
各
種
専
門
家
の
増
加
か
ら
、
商
工
会
活
動
の
事
業
運
営

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
の
商
工
業
事
業
者
の
六
割
以
上
が

加
入
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
団
体
で
あ
る

（
２
―
６
―
43
）。

2-6-43　大口町商工会会員数の推移
（『愛知県商工会三十年史』を元に大口町商工会所蔵文書より加筆）

調査年月日 商工業者数 小規模 
事業者数

会員数 
（人）

組織率 
（%）

1951年2月1日 
（設立時） 209 202 138 66.0 

1965年7月1日 350 320 227 64.8 
1970年7月1日 359 329 256 71.3 
1975年7月1日 436 398 355 81.4 
1980年7月1日 556 493 436 78.4 
1985年7月1日 605 474 460 76.0 
1990年7月1日 769 601 514 66.8 
1995年7月1日 876 679 536 61.1 
2000年7月1日 947 704 586 61.8 
2005年7月1日 966 682 594 61.4 
2010年7月1日 889 612 553 62.2 
2015年7月1日 877 623 547 62.3 
2020年7月1日 848 571 554 65.3 
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第
一
章

衣
料
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
あ
わ
せ
多
様
化
し
て
い
っ
た
。

　

履は
き

物も
の

も
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
下げ

駄た

や
草ぞ

う
り履

が
日
常
的
で
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
か
ら
徐
々
に
靴
や
サ
ン
ダ
ル
が
普
及
し
始
め
た
。

第
一
節
　
日
常
生
活

	

　

純
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
大
口
町
は
、
専
業
農
家
か
ら
兼
業
農
家
が

増
え
て
い
く
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
高
度

経
済
成
長
期
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
り
、
住
民
の
暮
ら
し
は
大
き
く

変
化
し
た
。

衣
類

　

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
前
後
、
大
口
村
内
の
一
部
で
洋
服
の
普

及
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
戦
後
に
至
っ
て
も
農
業
に
従
事
す
る
家
が

多
い
こ
と
も
あ
り
、
日
常
生
活
は
木
綿
の
シ
ャ
ツ
や
モ
ン
ペ
と
い
っ

た
農
作
業
に
適
し
た
服
装
が
多
か
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
以
降
、
ナ

イ
ロ
ン
や
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
い
っ
た
化
学
繊
維
に
よ
る
大
量
生
産
・

大
量
消
費
の
時
代
を
経
て
、
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
、
機
能
性
な
ど
日
常

暮
ら
し
の
変
化

衣
服

　

昭
和
初
期
は
老
若
男
女
共
に
着
物
（
和
服
）
で
、
外
に
出
る
時
は
絹
製

品
、
家
で
働
く
時
は
綿
の
物
を
着
用
。
学
生
・
軍
人
・
警
察
・
公
共
交
通

機
関
従
事
は
制
服
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
先
生
も
男
性
は
洋

服
、
女
性
は
和
服
で
し
た
。�

（
大
正
十
四
年
生
ま
れ
）

　

昭
和
十
五
年
頃
、
国
が
国
民
服
と
称
し
て
帽
子
・
服
・
ズ
ボ
ン
の
形
を

示
し
て
慶
弔
共
に
使
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
普
及
し
ま
し
た
。
女
性
も

戦
時
中
は
華
美
な
服
装
は
制
限
さ
れ
て
、
モ
ン
ペ
に
半
て
ん
姿
が
流
行
し

ま
し
た
。
男
性
の
背
広
服
は
戦
後
一
般
の
人
が
着
用
す
る
よ
う
に
な
り
、

女
性
の
服
装
も
自
由
に
な
り
一
変
し
ま
し
た
。�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）
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食
事

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
、
働
き
手
と
な
る
男
性
は
出
兵
し
た
た

め
、
農
作
物
の
生
産
量
は
減
っ
た
。
一
九
三
九
年
十
一
月
、
国
は
米べ

い

穀こ
く

搗と
う

精せ
い

等
制
限
令
を
出
し
、
七
分
搗つ

き
に
す
る
こ
と
で
重
量
を
維
持

し
よ
う
と
し
た
。
翌
一
九
四
〇
年
に
は
米
穀
管
理
規
則
の
公
布
に
よ

り
、
生
産
者
で
あ
る
農
家
に
対
し
て
、
一
定
数
量
の
自
家
保
有
米
を

除
き
、
全
て
の
米
を
決
め
ら
れ
た
値
段
で
国
に
売
る
義
務
を
課
し
た
。

こ
れ
を
米
の
供
出
と
い
い
、
一
九
五
四
年
ま
で
続
い
た
。
大
口
村
で

も
、
米
を
供
出
し
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
後
も
白
い
米
飯
が
食
べ
ら
れ

る
の
は
正
月
な
ど
の
特
別
な
日
の
み
で
、
日
常
は
麦
や
雑
穀
の
混
ざ
っ

た
米
飯
で
あ
っ
た
。
家
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
白
米
の
み
の
米

飯
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

副
食
と
な
る
野
菜
・
魚
・
肉
類
に
つ
い
て
、
野
菜
は
自
家
生
産
の

野
菜
（
大
根
・
か
ぶ
ら
・
里
芋
・
人
参
・
ご
ぼ
う
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ

リ
・
白
菜
・
カ
ボ
チ
ャ
・
大
豆
な
ど
）、
魚
は
川
魚
が
中
心
で
、
海
魚

は
塩
物
・
干
物
が
多
く
、
肉
類
は
鶏
を
飼
育
し
て
鶏
卵
・
鶏
肉
だ
っ

た
。
そ
の
他
、
自
家
製
の
麹こ

う
じを

使
い
味
噌
や
醬
油
を
作
る
な
ど
、
自

給
自
足
の
食
生
活
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
ま
で
続
い
た
。「
オ
カ
ズ
ミ

ソ
」
と
呼
ば
れ
る
、
こ
う
じ
味
噌
の
中
に
人
参
や
ご
ぼ
う
を
細
か
く

刻
ん
で
混
ぜ
込
ん
だ
も
の
が
日
常
の
お
か
ず
と
な
っ
た
。
漬
物
も
自

家
製
で
、
大
根
漬
・
梅
干
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
漬
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

鶏
卵
・
鶏
肉
・
魚
は
、
ご
馳ち

走そ
う

で
あ
っ
た
。
祭
礼
日
に
あ
わ
せ
て
、

ど
の
家
庭
で
も
サ
バ
や
川
魚
の
押
し
寿
司
が
作
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
二
毛
作
で
麦
を
作
る
農
家
が
多
か
っ
た
た
め
、
数
軒
あ
っ

た
製せ

い

麺め
ん

所じ
ょ

を
営
む
家
に
、
収
穫
し
た
麦
を
持
ち
こ
み
、
そ
の
量
に
応

じ
て
も
ら
っ
た
引
換
券
で
「
ひ
や
む
ぎ
」
や
「
う
ど
ん
」
と
交
換
し

て
、
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
。
自
分
専
用
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

・
汁し

る

椀わ
ん

・
箸
を
箱

膳
（
３
―
１
―
１
）
に
し
ま
い
、
箱
膳
を
お
膳
に
し
て
食
事
を
し
た
。

　

昭
和
四
年
生
ま
れ
の
私
は
小
学
校
へ
入
学
す
る
時
初
め
て
洋
服
を
着
ま

し
た
。
そ
れ
も
学
校
に
い
る
時
だ
け
で
、
帰
宅
し
て
着
物
に
着
替
え
ま
し

た
。
入
学
時
に
買
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
革
製
で
な
く
代
用
品
で
出
来
て
い

た
の
で
二
年
も
過
ぎ
る
と
破
れ
て
、
そ
の
後
は
布
製
の
肩
掛
け
カ
バ
ン
で

通
学
し
ま
し
た
。�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

　

終
戦
直
後
の
子
ど
も
達
に
は
、
学
校
で
の
制
服
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
記
念
写
真
を
見
る
と
、
服
装
や
履
き
物
は
み
ん
な
ば
ら
ば

ら
で
、
中
に
は
下
駄
や
草
履
を
履
い
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
当
時
は

兄
弟
姉
妹
が
多
か
っ
た
の
で
、
兄
や
姉
の
古
着
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
い
で

着
て
い
ま
し
た
。�
（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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一
日
の
食
事
の
回
数
は
通
常
三
回
の

と
こ
ろ
、
農
作
業
が
繁
忙
期
に
入
る
と
、

一
日
に
四
～
五
回
食
事
を
と
っ
た
（
３

―
１
―
２
）。

朝
飯････････････････

午
前
五
時
～
六
時
頃

茶
づ
け･･････････････

午
前
十
時
頃

昼
飯････････････････

午
後
二
時
頃

ひ
る
か
ら
茶
づ
け･･････

午
後
五
時
前
後

夕
飯････････････････

午
後
七
時
～
九
時
頃

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
各
地
区
で
簡
易
水
道
を
引
く
よ
う
に

な
る
と
、
屋
外
に
あ
る
井
戸
ま
で
水
を
汲く

み
に
行
く
手
間
が
な
く
な

り
、
炊
事
用
の
水
は
衛
生
的
に
な
っ
た
。
ま
た
、
土
間
で
あ
っ
た
炊

事
場
に
床
を
張
り
、
か
ま
ど
か
ら
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
コ
ン
ロ
へ

と
代
わ
っ
た
の
も
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て

で
あ
っ
た
。

　

氷
冷
蔵
庫
は
一
般
家
庭
で
も
高
価
で
あ
り
、
作
っ
た
煮
物
な
ど
を

蠅
帳
（
ハ
イ
チ
ョ
ウ
）
に
入
れ
た
（
３
―
１
―
３
）。
虫
が
侵
入
せ
ず

通
気
性
も
あ
り
、
冷
蔵
庫
が
普
及
す
る
ま
で
は
食
品
を
保
管
す
る
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
作
っ
て
半
日
程
度
、
次
の
食
事
の
時
間
ま
で
、

残
っ
た
お
か
ず
を
保
管
し
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
、
電
気
冷
蔵
庫
が
各
家
庭
で
使
わ
れ
始
め
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
・
炊
飯
器
も
普
及
す
る
と
炊
事
に
か
け
る
時
間
は
短
縮

し
た
。
ま
た
、
流
通
の
発
展
に
よ
っ
て
商
店
は
食
材
の
品
ぞ
ろ
え
が

豊
富
に
な
り
、
食
卓
は
豊
か
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て

は
、
電
化
製
品
専
門
の
大
型
店
の
進
出
・
調
理
家
電
の
進
歩
・
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
・
冷
凍
食
品
の
普
及
に
よ
り
、
さ
ら
に
炊
事
時
間
が

短
縮
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
炊
事
の
負
担
が
減
り
、
多
様
な
家
庭
の

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
外
食
産
業
の
発
展
に

よ
り
飲
食
店
が
増
え
、
国
道
四
一
号
沿
い
に
は
一
人
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
軽
食
店
も

登
場
し
、
喫
茶
店
で

モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
を
楽
し
む
よ
う
に

な
っ
た
。

3-1-1　箱膳（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-1-3
右 : 蠅帳（ハイチョウ）
左 : 氷冷蔵庫

（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-1-2　農家の食事時間
（繁忙期）（『大口町史』）
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終
戦
前
後
の
自
給
自
足

味
噌
・
た
ま
り
（
醬
油
）
の
作
り
方　
地
域
が
共
同
で
大
豆
を
持
ち
寄
り
、

「
こ
う
じ
」
を
入
れ
て
木
製
の
絞
り
台
に
布
袋
を
セ
ッ
ト
し
て
味
噌
を
作

り
、
こ
の
味
噌
か
ら
た
ま
り
（
醬
油
）
を
作
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
の
こ
と
な
ど
で
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
味
噌
汁
の
中
に

は
大
豆
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
し
た
。

菜
種
油　
麦ば
く

秋し
ゅ
う（

初
夏
）
の
頃
に
田
ん
ぼ
で
菜
種
を
栽
培
し
、
黄
色
い
花

が
咲
き
終
わ
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
菜
種
が
出
来
ま
す
。
そ
の
菜
種
を
茎

ご
と
に
家
へ
運
び
込
ん
で
、
手
で
た
た
い
て
実
を
取
り
、
家
で
蒸
し
て
絞
っ

て
油
を
取
り
ま
し
た
。

野
菜
、
果
実
の
栽
培　
季
節
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
大
根
・
ほ
う
れ
ん

草
・
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
・
白
菜
・
ネ
ギ
・
ワ
ケ
ギ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
里
芋
・
と
ろ
ろ
芋
な
ど
、
収
穫
で
き
る
物
は
何
で
も
栽
培
し
ま
し

た
。
屋
敷
内
に
は
手
っ
取
り
早
く
食
べ
ら
れ
る
物
を
栽
培
し
ま
し
た
。
お
陰

で
田
舎
で
は
栄
養
の
面
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

麦
飯　
今
で
こ
そ
毎
日
白
い
ご
飯
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
田
舎
で
も

麦
ご
飯
が
当
た
り
前
で
し
た
。
地
域
の
小
屋
に
機
械
（
ロ
ー
ル
）
が
あ
り
、

そ
こ
で
麦
を
加
工
（
平
な
麦
に
）
し
ま
す
。
白
米
が
ほ
ん
の
少
し
入
っ
た

「
ひ
し
ゃ
き
麦
」
が
大
半
の
麦
飯
で
し
た
。
お
陰
で
脚か
っ

気け

に
な
ら
ず
幸
運
で

し
た
。
白
米
（
白
飯
）
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
、
盆
と
正
月
ぐ
ら
い
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
頃
の
食
べ
物

　

貧
乏
生
活
で
小
作
百
姓
は
当
時
化
学
肥
料
も
少
な
く
、
有
機
質
肥
料
も

充
分
施
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
水
田
）
一
反
当
た
り
五
～
六
俵
（
三
〇
〇
㎏

～
三
六
〇
㎏)
の
収
穫
で
、
そ
の
う
ち
年
貢
と
し
て
地
主
に
半
分
く
ら
い

納
め
、
そ
の
残
り
や
養
蚕
・
大
根
・
種
子
・
麦
作
な
ど
で
得
た
お
金
で
家

の
切
盛
り
を
し
ま
し
た
。

　

朝
は
麦
飯
に
味
噌
汁
・
漬
物
、
昼
は
ご
飯
に
漬
物
、
夜
は
野
菜
の
煮
物

が
付
く
程
度
で
、
戦
時
中
は
米
麦
が
統
制
に
な
り
年
貢
は
金
納
に
な
り
ま

し
た
が
、
供
出
と
言
っ
て
強
制
的
割
当
で
出
荷
し
て
い
た
た
め
、
米
麦
と

も
に
家
で
生
産
し
て
も
産
物
は
自
由
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
か

ら
米
・
麦
・
塩
・
砂
糖
・
味
噌
・
醬
油
・
菓
子
・
衣
類
・
生
活
用
品
ま
で

配
給
と
な
り
、
自
由
に
物
資
が
入
手
で
き
ず
難
儀
を
し
ま
し
た
。
ど
こ
の

家
も
代
用
食
を
色
々
考
え
て
空
腹
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
農
家
は

良
い
方
で
、
都
会
の
人
は
衣
類
や
貴
重
品
を
食
糧
と
交
換
し
て
食
糧
難
を

し
の
い
で
い
ま
し
た
（
筍
た
け
の
こ生

活
と
言
っ
た
）。
そ
の
頃
の
笑
い
話
に
、
昨
夜

食
べ
た
雑
炊
が
茶
碗
の
中
で
箸
が
立
っ
た
、
倒
れ
た
と
詮
議
し
ま
し
た
。

　

学
校
や
仕
事
に
持
っ
て
行
く
弁
当
も
半
麦
飯
（
米
と
押
麦
と
半
々
）
に
、

梅
干
し
を
一
粒
入
れ
た
日
の
丸
弁
当
が
主
力
で
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
近

い
所
（
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
・
余
野
）
の
児
童
・
生
徒
で
昼
休
み

に
家
に
帰
り
食
事
を
し
て
く
る
子
も
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）
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粗ざ
ら
目め　

各
家
庭
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
地
域
の
小
屋
へ

持
ち
寄
り
、
ロ
ー
ル
に
食
い
込
ま
せ
て
汁
を
集
め
、
夜
通
し
大
き
な
ト
ン

ネ
ル
釜
で
煮
詰
め
て
、
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
た
サ
ト
ウ
を
大
き
な
容
器
に
入

れ
て
保
管
し
ま
し
た
。
検
査
後
、
家
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
こ
の
粗
目
は
、

正
月
の
雑
煮
と
食
べ
る
と
か
、
そ
の
他
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
ズ
米　
共
同
の
籾
摺
り
機
で
籾
が
ら
を
取
っ
て
、
米べ
い

選せ
ん

機き

（
ク
ズ
米
を

よ
り
分
け
る
道
具
）
で
生
じ
た
ク
ズ
米
は
、
精
米
機
で
ヌ
カ
を
除
去
し
そ

れ
を
蒸
し
て
餅
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

戦
後
の
食
糧
事
情

　
「
お
正
月
と
お
盆
と
お
祭
り
は
、
麦
が
入
っ
て
い
な
い
ご
飯
だ
よ
」
と
明

治
十
四
年
生
ま
れ
の
祖
父
が
言
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
祖
父
が
亡

く
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
二
年
で
、
も
う
麦
飯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

農
繁
期
な
ど
は
田
舎
で
は
一
日
四
回
食
事
を
と
り
ま
し
た
。
食
事
の
中

身
は
麦
ご
飯
と
漬
け
物
ぐ
ら
い
。
お
茶
漬
け
で
か
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
空
腹
が
し
の
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
。
晩
ご
飯
は
家
族
そ
ろ
っ

て
大
き
な
飯は
ん

台だ
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祖
父
・
親
父
・
長
男
と
い
っ
た
順

番
で
飯
台
の
席
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
家
族
で
は
長
男
以
外
の
子
ど

も
は
飯
台
に
席
が
な
く
、
小
さ
な
お
膳
で
各
自
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。�

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

買
い
物

　

昭
和
四
十
年
代
後
半
、
大
口
町
の
県
営
住
宅
の
近
く
に
住
み
始
め
ま
し

た
。
県
営
住
宅
の
真
ん
中
辺
り
に
八
百
屋
さ
ん
・
衣
料
品
店
・
雑
貨
屋
・

米
屋
が
あ
っ
て
日
常
生
活
に
不
自
由
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
も
っ

と
色
々
見
た
い
と
、
柏
森
の
商
店
街
、
江
南
の
本
町
通
り
ま
で
足
を
運
び

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
犬
山
に
ス
ー
パ
ー
「
清
水
屋
」
の
開
店
に
合
わ
せ
、

県
営
住
宅
か
ら
無
料
バ
ス
が
、
発
着
し
た
も
の
で
し
た
。

　

以
前
、
近
所
に
駄
菓
子
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
ま
り
場

で
、
我
が
家
の
息
子
た
ち
も
「
め
ん
こ
」「
縄
跳
び
」「
キ
ャ
ラ
メ
ル
」「
ガ

ム
」
な
ど
、
保
育
園
・
学
校
か
ら
帰
る
と
勉
強
よ
り
先
に
駄
菓
子
屋
さ
ん

に
飛
ん
で
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
ほ
か
に
、
雑
貨
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
取
次
店
も
や
っ
て
み
え
て
子
ど
も
ば
か
り
か
、
大
人
に
も
人
気
店

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
に
も
大
き
な
お
店
が
開
店
し
、
買
い
物
が
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
影
で
消
え
て
い
っ
た
あ
の
店
、
こ
の
店
、
会
話
が
弾
ん
だ

お
じ
さ
ん
は
元
気
か
な
と
、
懐
か
し
く
思
い
出
す
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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住
居

　

住
居
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
伝
統
的
な
農
家
の
造
り
が
多
く
見

ら
れ
た
。
一
般
の
農
家
は
、
田
の
字
の
四
部
屋
が
基
本
で
、
す
べ
て

八
畳
間
か
、
六
畳
間
と
八
畳
間
の
各
二
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

屋
根
は
瓦
屋
根
が
普
及
し
て
い
た
が
、「
か
や
葺ぶ

き

」
も
し
く
は
、
そ
の

上
に
ト
タ
ン
を
葺
い
た
も
の
も
見
ら
れ
た
。

　

建
物
幅
は
一
〇
・
八
ｍ
（
六
間
）、
奥
行
は
三
・
六
ｍ
（
二
間
）
な

い
し
四
・
五
ｍ
（
二
間
半
）
の
平
屋
造
り
が
基
本
で
あ
っ
た
。
二
階
建

て
の
場
合
、
二
階
に
あ
る
部
屋
の
高
さ
は
一
階
と
比
べ
て
低
か
っ
た
。

　

廊
下
は
、
一
般
的
に
南
側
の
み
あ
っ
た
が
、
南
側
と
北
側
に
あ
る

家
も
存
在
し
た
。
南
側
の
廊
下
の
玄
関
側
に
は
「
五
右
衛
門
風
呂
」

が
あ
り
、
焚
口
は
外
の
玄
関
横
に
あ
っ
た
（
３
―
１
―
４
）。
天
気
の

良
い
日
に
は
、
複
数
の
桶お

け

に
水
を
汲く

み
、
日
な
た
で
水
温
を
上
げ
て

風
呂
水
に
使
っ
た
。
こ
れ
を
「
日
な
た
水
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　

玄
関
は
、
大お

お

戸ど

（
３
―
１
―
５
）
と
い
う
縦
横
一
・
八
ｍ
四
方
（
一

間
四
方
）
の
戸
が
あ
っ
た
。
土
間
で
作
業
す
る
際
に
必
要
な
も
の
を

入
れ
る
に
は
十
分
な
開
口
を
得
ら
れ
た
。
普
段
は
大
戸
に
付
随
す
る

小
さ
な
戸
（
高
さ
九
〇
㎝
前
後
）
の
開
閉
で
出
入
り
を
し
た
。

　

土
間
の
奥
に
は
、
か
ま
ど
（
ク
ド
）
が
あ
り
、
土
製
の
も
の
か
ら

煉れ
ん

瓦が

造
り
の
も
の
に
代
わ
っ
た
（
３
―
１
―
６
）。
風
呂
と
か
ま
ど
の

燃
料
は
、
ワ
ラ
・
麦
ワ
ラ
・
豆
木
・
桑
枝
（
当
時
「
桑
ボ
エ
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
な
ど
農
業
の
副
産
物
や
、
野
山
の
下
刈
り
を
し
た
葉

木
（
当
時
「
ゴ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
で
あ
り
、
桑
株
・
割
り
木

な
ど
を
使
っ
た
と
き
は
、
そ
の
炭
を
一
旦
消
し
壺つ

ぼ
（
３
―
１
―
７
）
に

3-1-4　復元した風呂の焚口
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-1-7　消し壺
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-1-5　大戸
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-1-6　かまど（クド）
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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入
れ
、
あ
と
か
ら
火
鉢
な
ど
で
使
用
し
た
。

　

屋
外
に
は
、
農
具
入
れ
の
小
屋
に
便
所
が
あ
り
、
外
で
の
農
作
業

中
で
も
家
を
汚
す
こ
と
な
く
用
を
足
せ
た
。
小
屋
裏
に
は
、
し
尿
を

た
め
る
肥こ

え

溜だ

め
が
あ
り
、
下し

も

肥ご
え

と
し
て
利
用
し
た
（
３
―
１
―
８
）。

　

井
戸
は
ほ
と
ん
ど
戸
外
で
、
昭
和
に
な
り
ツ
ル
ベ
か
ら
手
押
し
の

扱
み
上
げ
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

庭
に
は
、
ど
の
家
に
も
柿
の
木
が
あ
り
、
農
作
物
の
不
作
時
に
は

非
常
食
と
な
っ
た
。
通
常
は
果
物
と
し
て
、
ま
た
干
し
柿
に
し
て
正

月
の
楽
し
み
と
し
て
食
し
た
。農家の母屋 配置図

3-1-8　農家の屋敷図（1980年代まで）

❶
❸

❹

❺

❻

❼

❷

❽

❶
ザ
シ
キ

普
段
は
あ
ま
り
使
用
せ
ず
、
客
用
と
し
て
、
あ
る
い
は
養
蚕

に
使
用
し
た
。

❷
ナ
ン
ド

寝
間
で
あ
り
、
タ
ン
ス
・
長
持
が
お
い
て
あ
る
。

❸
ダ
イ
ド
コ
ロ

日
常
生
活
の
中
で
も
っ
と
も
多
く
利
用
す
る
。
家
族
の
居
間

で
、
養
蚕
に
も
使
用
す
る
た
め
中
央
に
は
炉
が
あ
っ
た
。
天

井
は
踏
天
井
で
藁わ
ら

や
麦
カ
ラ
が
し
ま
わ
れ
て
い
た
。

❹
オ
カ
ッ
テ

食
事
を
す
る
間
で
、
天
井
を
貼
っ
て
い
な
い
家
が
多
か
っ
た
。

❺
マ
ヤ

土
間
が
多
く
道
具
や
米
、
麦
な
ど
を
主
に
入
れ
て
お
く
間
で

あ
る
。

❻
ホ
ン
ヤ

漬
物
・
味
噌
・
タ
マ
リ
な
ど
が
保
存
さ
れ
、
薄
ぐ
ら
い
間
で

あ
る
。

❼
ニ
ワ

夜
業
を
す
る
仕
事
場
で
、
藁
打
ち
石
や
桑
の
葉
を
お
く
場
所

で
も
あ
っ
た
。

❽
コ
ウ
エ

お
も
に
養
蚕
用
と
し
て
使
用
し
物
置
と
も
な
り
、
一
間
を
寝

室
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
間
取
り
し
た
家
も
多
く
あ
っ
た
。
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一
九
六
〇
年
代
以
降
、
家
族
構
成
や
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

農
家
の
増
改
築
及
び
建
て
替
え
が
始
ま
っ
た
。
化
学
肥
料
の
普
及
に

と
も
な
い
下
肥
を
使
わ
な
く
な
る
と
、
便
所
を
改
修
し
て
そ
の
横
に

風
呂
を
造
り
、「
五
右
衛
門
風
呂
」
を
取
り
払
っ
た
。
玄
関
の
大
戸
は

引
き
違
い
の
戸
に
改
修
さ
れ
た
。
次
に
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
炊
飯
器
、

冷
蔵
庫
の
普
及
に
よ
り
、
か
ま
ど
が
取
り
払
わ
れ
て
、
床
を
張
り
、

キ
ッ
チ
ン
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
農
業
の
機
械
化
が
進
み
、
藁
打
ち
な

ど
土
間
で
の
作
業
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
床
が
張
ら
れ
、「
マ
ヤ
」

を
主
に
応
接
間
と
し
て
改
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
代
替
わ
り

に
よ
る
農
業
離
れ
な
ど
が
あ
り
、「
コ
ウ
エ
」
や
古
い
蔵
を
撤
去
し
て

庭
を
整
備
し
た
。
広
く
な
っ
た
敷
地
に
は
、
子
ど
も
夫
婦
の
新
家
を

建
て
た
り
、
あ
る
い
は
本
宅
を
二
世
帯
住
宅
に
建
て
替
え
た
り
し
て
、

若
干
の
農
機
具
や
家
庭
生
活
に
必
要
な
も
の
を
収
め
た
新
し
い
倉
庫

と
、
何
台
も
の
車
を
止
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
家
屋
自
体
も
木
造
建
築
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
軽
量
鉄
骨
に
よ
る

家
な
ど
様
々
な
形
態
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

堆
肥

　

我
が
家
で
は
屋
敷
の
東
側
に
農
耕
用
の
牛
を
飼
い
、
牛
小
屋
の
隣
に
鶏

を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
小
屋
の
前
に
は
牛
ぎ
ゅ
う

糞ふ
ん

と
か
鶏
糞
が
積
み
重
ね
て
あ

り
ま
し
た
。
こ
え
場
裏
に
は
人
糞
を
溜た

め
る
瓶
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
人

糞
の
古
い
瓶
と
新
し
い
瓶
と
が
順
番
に
区
別
し
て
あ
り
、
時
間
の
経
過
し

た
人
糞
を
親
父
が
天
秤
で
か
つ
い
で
畑
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
。
恐
ら
く
畑

へ
行
く
途
中
、
人
糞
が
あ
ち
こ
ち
に
こ
ぼ
れ
、
随
分
臭
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ど
こ
の
お
百
姓
で
も
田
や
畑
の
元
肥
に
す
る
た
め
に
、
屋
敷
に
堆
肥

を
作
り
土
肥
と
し
て
積
み
上
げ
て
い
て
、
こ
の
堆
肥
の
中
に
は
カ
ブ
ト
ム

シ
や
ク
ワ
ガ
タ
、
カ
ナ
ブ
ン
な
ど
の
幼
虫
が
潜
ん
で
い
ま
し
た
。
夕
暮
れ

時
、
電
灯
を
つ
け
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
昆
虫
が
飛
ん
で
き
て
電
球
に
ぶ
つ

か
り
、
う
る
さ
く
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
は
捕
ま

え
て
み
る
と
意
外
に
手
足
が
強
く
、
独
特
の
に
お
い
が
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
我
が
家
の
東
に
お
宮
さ
ん
の
森
が
あ
っ
て
、
夏
の
早
朝
、
こ

の
森
に
入
っ
て
い
く
と
、
樫か
し

の
木
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
蜜
が
出
る
木
に
昆
虫

が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
と
か
ク
ワ
ガ
タ
の
幼
虫
な
ど
は
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。
昆
虫
以
外
で
も
、
例
え
ば
青あ
お

蛙が
え
るや
ト
カ
ゲ
な
ど
は
、
あ
ま

り
見
か
け
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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屋
敷
神
様

　

我
が
家
で
は
屋
敷
の
東
の
離
れ
に
二
〇
羽
ほ
ど
鶏
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
鶏
小
屋
で
思
い
が
け
な
い
珍
客
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
珍

客
と
は
「
青
大
将
」
の
こ
と
で
す
。
青
大
将
は
卵
が
好
物
で
、
祖
母
が
大

切
に
育
て
た
鶏
の
卵
を
失
敬
す
る
た
め
、「
し
っ
し
っ
」
と
大
声
を
出
し
て

追
い
払
お
う
と
し
ま
す
が
、
青
大
将
は
身
体
が
大
き
い
う
え
卵
を
飲
み
込

ん
で
い
る
の
で
な
か
な
か
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
旧
家
な
ら
ば
ど
こ
の
家

で
も
青
大
将
は
夫
婦
で
住
み
着
き
屋
敷
の
鼠
ね
ず
み

を
退
治
し
て
く
れ
る
の
で
、

屋
敷
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

養
蚕
が
終
わ
り
仏
壇
の
前
を
掃
除
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
仏
壇

の
前
の
狭
い
所
を
大
き
な
青
大
将
が
し
ず
し
ず
と
通
ろ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
祖
母
の
目
の
前
で
こ
の
卵
泥
棒
を
い
じ
め
に
か
か
っ
た
ら
、
祖
母
が

大
き
な
声
で
、「
青
大
将
は
屋
敷
神
様
だ
か
ら
い
じ
め
て
は
い
け
な
い
」
と

注
意
さ
れ
ま
し
た
。
蚕
が
成
長
し
、
家
の
中
が
蚕
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と

私
た
ち
は
二
階
へ
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
二
階
の
天
井
裏
に
は
鼠

が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
て
、
寝
床
に
入
り
耳
を
澄
ま
す
と
、
鼠
の
大
運
動

会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
ま
た

も
や
鼠
の
大
運
動
会
と
思
い
き
や
、
急
に
静
か
に
な
り
物
音
一
つ
し
な
く

な
り
ま
し
た
。「
青
大
将
が
登
場
し
た
な
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

土
間
の
あ
る
家

　

本
家
の
玄
関
に
入
る
と
土
間
が
あ
り
ま
し
た
。
麦
秋
の
頃
、
小
麦
や
菜

種
を
収
穫
す
る
と
、
庭
の
土
間
に
一
時
収
容
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期

は
養
蚕
も
最
盛
期
で
、
蚕
が
沢
山
の
桑
を
食
べ
る
の
で
畑
で
摘
ん
だ
桑
を

庭
の
土
間
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
土
間
に
は
桑
に
付
い
て
き
た
毛
虫
や
ム

カ
デ
な
ど
も
い
て
気
味
が
悪
か
っ
た
で
す
。

　

本
家
の
隣
に
は
離
れ
家
が
あ
っ
て
、
農
閑
期
に
藁
仕
事
が
出
来
る
よ
う

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
縄
・
び
く
・
藁
草
履
・
む
し
ろ
な
ど
、
野
良
仕

事
の
必
需
品
は
ほ
と
ん
ど
自
家
製
で
し
た
。�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

風
呂

　

我
が
家
で
風
呂
を
沸
か
し
た
と
き
は
、
ご
近
所
へ
「
お
風
呂
が
沸
い
た

が
ど
う
だ
や
ぁ
」
と
い
っ
て
呼
び
か
け
た
も
の
で
し
た
。
ご
近
所
付
き
合

い
は
お
互
い
に
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

　

私
の
子
ど
も
の
頃
、
毎
晩
風
呂
に
入
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
月
に
二
～
三
回
わ
か
す
程
度
で
隣
に
も
風
呂
を
わ
か
し
た
と
連
絡

を
し
て
相
互
に
往
来
し
た
も
の
で
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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家
　

私
の
住
む
地
区
に
三
〇
軒
の
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
瓦
屋
根
の
家
が
一

二
軒
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
に
二
階
造
り
の
家
が
七
軒
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も

屋
根
は
切
妻
で
し
た
。
残
る
家
の
屋
根
は
草
屋
根
と
言
っ
て
小
麦
の
茅か
や

を

乾
燥
し
た
物
を
用
い
て
葺ふ

い
て
い
ま
し
た
。
草
屋
根
は
数
年
お
き
に
葺
き

替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
小
麦
の
茅
を
保
存
す
る
大
事
な
仕
事
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
家
も
屋
根
裏
（「
ツ
シ
」
と
言
っ
た
）
に
、
茅
や
薪ま
き

を
保
存
し
て
ま
し
た
。

　

か
ま
ど
で
火
を
焚た

く
の
で
、
初
期
消
火
な
ど
も
考
え
て
夜
寝
る
前
に
水み
ず

瓶が
め

を
満
水
に
し
て
お
く
よ
う
親
は
言
い
ま
し
た
。
か
ま
ど
（「
ク
ド
」
と

言
っ
た
）
に
つ
い
て
、
昭
和
初
期
は
和
く
ど
（
煙
突
が
な
く
土
を
焼
い
て

焚
口
が
二
つ
あ
る
も
の
）
が
多
か
っ
た
。
昭
和
十
五
年
頃
よ
り
西
洋
く
ど

（
煉
瓦
を
長
方
形
に
積
ん
で
造
り
、
中
段
に
ロ
ス
ト
ル
を
入
れ
て
焚
口
に
は

開
閉
式
の
金
の
扉
を
付
け
、
下
か
ら
空
気
を
入
れ
て
煙
突
に
出
す
も
の
）

に
移
行
し
ま
し
た
。

縄
・
草
履
作
り

　

ど
こ
の
家
に
も
、
離
れ
に
藁
仕
事
が
出
来
る
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。
祖

父
と
か
親
父
が
天
気
の
悪
い
と
き
や
農
閑
期
な
ど
に
は
必
ず
こ
の
小
屋
で

藁
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
わ
ら
草
履
は
こ
の
時
代
、
農
作
業
に
欠
か
せ

な
い
履
き
物
で
し
た
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
靴
な
ど
は
当
時
な
か
っ
た
の

で
、
た
い
て
い
の
子
は
わ
ら
草
履
を
履
い
て
い
ま
し
た
。
家
に
は
縄
を
作

る
機
械
が
あ
っ
て
、
主
に
藁
で
つ
く
っ
た
自
家
製
の
縄
は
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
収
穫
し
た
物
の
入
れ
物
や
、
田
畑
へ
肥
や
土
を
運
ぶ
の
に
必
要
な
「
び

く
」
を
は
じ
め
、
農
作
業
に
必
要
な
物
は
、
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
で
作
っ

て
い
ま
し
た
。

病
気
や
怪
我
を
し
た
と
き

　

当
時
は
、
近
所
に
医
院
が
な
く
、
小
さ
い
頃
、
二
階
か
ら
階
段
を
踏
み

外
し
、
肩
を
脱
臼
し
た
時
、
親
父
が
自
転
車
で
遠
く
の
お
医
者
さ
ん
へ
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
山
の
薬
売
り
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
お
土
産

の
紙
風
船
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
腹
痛
に
は
御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

の
「
百
草
丸
」、

蚕
の
桑
取
り
な
ど
で
毛
虫
に
や
ら
れ
た
ら
「
塩
」
を
ぬ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
マ
ム
シ
」
を
生
き
た
ま
ま
捕
獲
し
、
一
升
瓶
に
入
れ
焼
酎
漬
け
に
し
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
、
こ
れ
を
傷
口
に
塗
り
治
療
に
役
立
て
て
い
ま

し
た
。「
赤
チ
ン
」
と
か
「
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
」
な
ど
も
切
り
傷
の
薬
と
し
て

役
立
ち
ま
し
た
。「
ア
カ
ギ
レ
」
や
肩
こ
り
な
ど
に
は
、
一
宮
の
「
浅あ
ざ

井い

膏こ
う

薬や
く

」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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第
二
節
　
通
過
儀
礼
と
家
庭
生
活

	
通
過
儀
礼

　

通
過
儀
礼
と
は
、
人
が
一
生
の
う
ち
に
経
験
す
る
、
誕
生
・
成
年
・

結
婚
・
死
亡
な
ど
、
年
齢
的
に
重
要
な
節
目
に
あ
た
っ
て
お
こ
な
わ

れ
る
儀
礼
で
あ
り
、
大
口
町
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
ど
の
家
も
儀
礼

用
の
お
膳
を
所
持
し
宴
席
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
時
代
と
と
も

に
、
そ
の
煩わ

ず
らわ

し
さ
か
ら
宴
会
場
を
使
う
な
ど
利
便
性
と
簡
素
化
を

優
先
し
た
結
果
、
儀
礼
の
省
略
や
多
様
化
を
生
ん
だ
。

出
産
前
後
の
産
育
儀
礼

帯
祝
い　
妊
娠
五
か
月
目
の
戌い

ぬ

の
日
を
選
び
、
実
家
か
ら
帯
が
贈
ら

れ
、
妊
婦
が
腹
帯
を
し
め
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
祝
い
餅
を

つ
い
て
近
親
に
配
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
、
戌

の
日
で
も
大
安
の
日
を
選
ん
で
贈
ら
れ
た
帯
を
持
参
し
、
妊
婦
と
そ

の
家
族
そ
ろ
っ
て
安
産
祈
願
に
出
か
け
る
家
庭
が
多
い
。

	

里
帰
り　
妊
婦
は
出
産
予
定
の
七
、
八
日
前
に
赤
飯
を
携
え
実
家
に

帰
り
出
産
に
備
え
た
。
特
に
、
第
一
子
は
実
家
で
出
産
す
る
習
慣
が

あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
は
、
産
後
一
週
間
程
度
で
自
宅
に

戻
り
、
農
作
業
や
家
事
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
あ
た
り
か

ら
、
出
産
予
定
日
の
一
か
月
前
に
実
家
に
帰
っ
て
出
産
に
備
え
、
出

産
後
、
少
な
く
と
も
一
か
月
検
診
を
受
診
し
て
か
ら
自
宅
に
戻
る
の

が
一
般
的
に
な
っ
た
。

　
七
夜　
生
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
か
っ
た
た
め
、

生
後
七
日
目
に
な
る
と
祝
い
、
子
ど
も
に
名
前
を
つ
け
た
。「
名
づ

け
」
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、「
よ
い
画
数
」
を
調
べ
て
決
め
た

り
、
名
前
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
漢
字
を
あ
て
、
簡
単
に
読

め
な
い
よ
う
な
名
前
を
付
け
た
り
す
る
な
ど
、
命
名
に
も
多
様
化
が

見
ら
れ
る
。

初は
つ

宮み
や

ま
い
り　
男
児
は
三
十
二
日
目
、
女
児
は
三
十
一
日
目
（
家
に

よ
っ
て
多
少
異
な
る
）
に
そ
れ
ぞ
れ
盛せ

い

装そ
う

し
、
父
方
の
祖
母
が
つ
き

そ
っ
て
氏
神
様
に
参
拝
す
る
。

破は

魔ま

矢や　

生
後
は
じ
め
て
の
正
月
は
、
初
児
に
限
っ
て
男
児
は
破
魔

矢
が
、
女
児
に
羽
子
板
が
実
家
か
ら
贈
ら
れ
祝
福
を
う
け
る
。
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お
食
い
初
め
（
箸
ぞ
ろ
え
）　
生
後
一
〇
〇
日
目
、
一
一
〇
日
目
、
一

二
〇
日
目
の
い
ず
れ
か
の
日
に
「
ク
イ
ゾ
メ
」
と
い
う
膳
に
つ
か
せ
、

生
育
を
祝
い
、
今
後
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
。
一
九
八
〇
年
代
ま

で
は
、
実
家
か
ら
子
ど
も
に
膳ぜ

ん

部ぶ

一
式
を
贈
る
習
慣
も
あ
っ
た
。
二

〇
二
〇
年
前
後
か
ら
、「
お
食
い
初
め
」
に
対
応
す
る
飲
食
店
も
現
れ

た
。

初
誕
生　
か
つ
て
一
年
目
の
誕
生
日
に
は
、「
誕た

ん

生じ
ょ
う

餅も
ち

」
を
近
親
者
へ

配
り
、
お
返
し
に
足
に
つ
け
る
品
物
（
タ
ビ
、
ゲ
タ
）
を
も
ら
う
習

慣
が
あ
っ
た
。「
誕
生
餅
」
は
「
一
生
餅
」
と
も
呼
ば
れ
、
一
升
の
も

ち
米
を
つ
い
て
餅
を
背
負
わ
す
。
一
生
食
べ
物
に
困
ら
ず
、
健
康
を

願
う
。
内
々
で
祝
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
現
在
も
「
誕

生
餅
」
を
子
ど
も
に
背
負
わ
す
習
慣
が
残
っ
て
い
る
（
３
―
１
―
９
）。

節
句
祝
い　
初
節
句
の
際
、
実
家
か
ら
女
児
は
「
ひ
な
か
ざ
り
」
が
、

男
子
は
「
幟の

ぼ
り」

が
贈
ら
れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
住
宅
事
情

や
簡
素
化
の
風
潮
に
よ
り
、「
ひ
な
か
ざ
り
」「
五
月
人
形
」
な
ど
節

句
に
ま
つ
わ
る
も
の
は
小
型
化
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
一
九
六
〇
年

頃
ま
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
「
ひ
な
か
ざ
り
」
を
贈
る
習
慣
が
あ
っ

た
。

初
誕
生
の
新
し
い
儀
式

　

二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
「
ス
マ
ッ
シ
ュ

ケ
ー
キ
」
と
呼
ば
れ
る
、
初
め
て
の
誕
生
日
に
手
作
り
ケ
ー
キ
（
ス
ポ
ン

ジ
に
食
パ
ン
、
生
ク
リ
ー
ム
の
代
わ
り
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
イ
チ
ゴ
や
バ
ナ

ナ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ケ
ー
キ
）
を
手
づ
か
み
で
食
べ
さ
せ
写
真
を

撮
る
習
慣
が
、
日
本
に
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
末
か
ら
令
和
に
か
け

て
、
出
産
し
た
友
だ
ち
数
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

私
の
子
ど
も
も
、
初
め
て
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
一
升
の
餅
を

リ
ュ
ッ
ク
に
詰
め
て
背
負
っ
て
い
る
孫
の
姿
を
見
て
、
両
親
は
穏
や
か
に

笑
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
私
が
作
っ
た
「
ス
マ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
キ
」

を
息
子
が
楽
し
そ
う
に
手
づ
か
み
で
食
べ
て
い
る
姿
を
、
夢
中
で
写
真
を

撮
り
な
が
ら
、
作
っ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
平
成
三
年
生
ま
れ
）

3-1-9
上： 誕生餅（リュックに餅を入

れて背負う）
下：スマッシュケーキ
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成
人
の
祝
い

　

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
七
月
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
が
施
行
し
、
一
月
十
五
日
を
成
人
の
日
と
定
め
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
地
方
自
治
体
ご
と
で
成
人
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
の
大
口
村
で
も
制
定
後
、
初
の
成
人
の
日
に
大
口
南
小
学
校

講
堂
に
お
い
て
成
人
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
様
子
は
不
明
だ
が
、

女
性
が
振
袖
を
、
男
性
が
ス
ー
ツ
を
着
て
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
で
あ
る
。

　

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
か
ら
大
口
町
で
は
、
新
成
人
に
よ
る

実
行
委
員
会
方
式
を
採
用
し
、「
成
人
の
集
い
」
と
い
う
第
一
部
は
式

典
、
第
二
部
は
同
窓
会
を
兼
ね
た
二
部
構
成
の
催
し
と
な
っ
た
。
二

〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
成
人
式
の
会
場
内
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

な
ど
混
乱
も
あ
っ
た
が
、
町
で
は
一
足
先
に
実
行
委
員
会
方
式
に
し

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
の
導
入
に

と
も
な
い
、
一
月
の
第
二
月
曜
日
が
成
人
の
日
と
な
っ
た
が
、
町
で

は
、
そ
の
前
日
に
あ
た
る
日
曜
日
に
式
典
を
開
催
し
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
成
人
年
齢
が
十

八
齢
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、
町
で
は
「
二
十
歳
の
集
い
」
に
名

称
を
変
更
し
た
。

餅
背
負
い

　

孫
の
一
歳
の
誕
生
日
が
近
く
な
り
、
娘
が
「
時
間
あ
け
て
お
い
て
ね
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
餅
背
負
い
と
か
、
す
る
の
か
な
？　

か
わ
い
い
孫

の
た
め
な
ら
、
自
分
が
餅
を
つ
こ
う
か
な
。
で
も
、「
餅
を
つ
い
て
ほ
し

い
」
と
は
言
っ
て
こ
な
い
か
ら
買
う
の
か
な
？　

し
か
し
、
一
升
の
餅
っ

て
二
キ
ロ
く
ら
い
か
。
餅
を
背
負
う
孫
も
大
変
だ
な
ぁ
・
・
・
な
ど
と
思
っ

て
い
た
ら
、
当
日
孫
が
背
負
っ
て
い
た
の
は
・
・
・「
一
生
餅
」
な
ら
ぬ

「
一
生
パ
ン
」
で
し
た
。
大
き
な
パ
ン
を
背
負
っ
た
孫
を
見
て
、
時
代
は
変

わ
っ
た
な
ぁ
と
思
い
つ
つ
、
何
を
背
負
っ
て
も
や
は
り
孫
の
姿
は
か
わ
い

い
の
で
し
た
。�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

ア
ワ
ビ
を
食
べ
る
と

　

妊
娠
中
の
あ
る
日
、
母
が
食
卓
に
焼
い
た
ア
ワ
ビ
を
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
母
が
言
う
に
は
、「
身
ご
も
っ
て
か
ら
ア
ワ
ビ
を
食
べ
る
と
、
目
の
き

れ
い
な
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
。
私
も
大
口
に
嫁
い
で
、
義
母
が
食
べ
さ
せ

て
く
れ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
生
ま
れ
て
き
た
子
は
、
目
が
ク
リ
ク
リ

し
て
い
て
、
母
は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。�

（
平
成
三
年
生
ま
れ
）
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婚
姻

　

一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
近
隣
の
神
社
で
挙
式
を
お
こ
な
い
、

披
露
宴
は
各
家
で
催
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
挙
式
前
に
新
婦
を
家
に

招
き
入
れ
、
式
場
に
向
か
う
際
に
近
隣
住
民
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
、

餅
や
菓
子
を
ま
い
た
。
こ
れ
を
「
嫁
入
り
の
菓
子
ま
き
（
菓
子
投
げ
）」

な
ど
と
呼
ん
だ
。
家
か
ら
娘
を
嫁
が
せ
る
際
に
も
、
同
様
に
菓
子
ま

き
を
お
こ
な
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
挙
式
会
場
と
披
露
宴
会
場
が
一
体
化

し
た
結
婚
式
場
が
で
き
た
。
こ
れ
は
披
露
宴
に
お
い
て
家
で
の
宴
席

準
備
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
大
い
に
利
用
さ
れ
た
。

「
婚
礼
に
菓
子
ま
き
」
を
お
こ
な
う
習
慣
は
お
お
む
ね
、
一
九
九
〇
年

代
に
入
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

コ
ラ
ム
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
前
の
結
婚
式
の
様
子
や
風
習
を

紹
介
す
る
。
結
婚
式
の
前
日
、
荷
物
を
運
ぶ
た
め
の
リ
ヤ
カ
ー
を
新

婦
の
家
に
届
け
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
当
日
は
午
前
中
に
荷
物

の
引
継
ぎ
と
と
も
に
新
郎
と
新
郎
の
親
戚
代
表
が
新
婦
を
迎
え
に
行

き
、
午
後
に
は
新
郎
の
家
へ
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
新
郎
の
家
で
結

婚
式
及
び
披
露
宴
を
お
こ
な
い
、
翌
日
、
新
婦
の
実
母
が
新
居
を
訪

問
す
る
ま
で
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
る
。

嫁
入
り

結
婚
式
の
前
日

　

新
婦
の
持
参
す
る
荷
物
を
運
ぶ
た
め
、
リ
ヤ
カ
ー
を
三
台
く
ら
い
新
婦

の
家
へ
届
け
ま
す
。

荷
物
の
引
継
ぎ

　

結
婚
式
当
日
の
午
前
中
、
新
婦
の
親
戚
が
嫁
入
り
道
具
を
積
ん
だ
リ
ヤ

カ
ー
を
ひ
い
て
、
前
も
っ
て
申
し
合
わ
せ
た
時
間
・
場
所
（
新
郎
の
家
と

新
婦
の
家
の
中
間
点
。
目
標
の
あ
る
場
所
）
へ
行
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

新
郎
の
親
戚
数
人
が
酒し
ゅ

肴こ
う

を
用
意
し
て
振
る
舞
い
、
新
婦
側
は
荷
物
を
引

継
ぎ
し
て
、
新
郎
方
に
納
め
ま
す
。

新
客

　

荷
物
の
引
継
ぎ
と
同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
、
新
郎
と
新
郎
の
親
戚
代
表

二
人
く
ら
い
が
新
婦
の
家
へ
新
婦
を
迎
え
に
行
き
、
祝
膳
の
振
る
舞
い
を

受
け
て
帰
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
午
後
に
な
り
、
新
婦
が
新
郎
の
家
に
到
着

し
た
後
、
新
婦
の
実
父
と
親
戚
代
表
二
人
く
ら
い
が
、
新
郎
の
家
に
出
向

い
て
披
露
宴
に
同
席
し
ま
し
た
（
当
時
は
新
婦
が
営
業
車
を
利
用
し
、
他

の
者
は
自
転
車
で
往
復
し
ま
し
た
）。

結
婚
式

　

仲
介
人
の
付
き
添
い
で
（
当
時
は
仲
介
人
を
立
て
る
こ
と
が
常
識
で
あ
っ

た
）
新
婦
が
新
郎
の
家
に
着
く
と
、
座
敷
に
上
が
る
前
に
準
備
し
て
あ
っ

第一章　暮らしの変化　 394

第三編　暮らしと文化



葬
儀
・
祭さ
い

祀し

葬
式　
婚
姻
同
様
、
葬
式
も
自
宅
（
集
会
場
な
ど
）
で
お
こ
な
う
こ

と
が
一
九
八
〇
年
代
ま
で
普
通
だ
っ
た
。
家
人
が
亡
く
な
る
と
親
戚
・

縁
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
檀だ

ん

那な

寺で
ら

に
連
絡
し
葬
儀
の
日
時
を
決

め
る
。
近
所
の
住
人
（
隣
保
班
・
組
）
が
そ
の
家
に
集
ま
り
、
長
老

の
差
配
に
よ
り
役
割
分
担
を
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
「
と
り
も

ち
」
と
呼
び
、
喪
主
は
「
と
り
も
ち
」
の
協
力
の
も
と
葬
儀
を
お
こ

な
っ
た
。

　

葬
儀
が
終
わ
る
と
「
と
り
も
ち
」、
僧
侶
ら
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
酒

と
料
理
を
準
備
し
た
。
こ
の
時
に
作
る
味
噌
汁
に
つ
い
て
、
尾
張
北

部
で
は
臭
い
か
ら
ネ
ギ
を
避
け
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
余
野
地
区
で
は

普
段
の
食
事
と
逆
に
す
る
た
め
、
味
噌
汁
に
白
菜
・
豆
腐
・
油
揚
げ

な
ど
を
入
れ
、
砂
糖
を
加
え
て
甘
く
し
た
家
も
あ
っ
た
。
翌
日
の
夜

に
は
、
近
親
者
・
近
所
の
人
が
葬
家
の
仏
前
で
読
経
・
念
仏
を
唱
え

た
。
こ
れ
を
「
無
常
講
」
と
呼
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
行
為
も
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
葬
祭
場
が
で

き
、
多
く
の
家
は
自
宅
で
仮
通
夜
を
お
こ
な
い
、
翌
日
に
葬
儀
社
の

手
配
の
も
と
に
通
夜
・
葬
儀
が
お
こ
な
わ
れ
、
近
所
の
住
人
が
手
伝

う
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は
近

親
者
の
み
で
お
こ
な
う
「
家
族
葬
」
も
増
え
、
葬
祭
場
も
家
族
葬
専

た
藁わ
ら

草
履
の
上
に
足
を
乗
せ
、
帰
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
草
履
の
鼻
緒

を
切
っ
て
、
母
屋
の
屋
根
に
投
げ
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。
座

敷
に
上
が
っ
た
新
婦
は
、
仏
壇
の
前
に
進
み
、
ご
先
祖
様
に
お
参
り
を
し

て
、
三
三
九
度
の
盃
を
交
し
ま
し
た
。
記
念
写
真
が
終
わ
る
と
新
婦
は
お

色
直
し
を
し
て
披
露
宴
の
席
に
着
き
ま
す
。

土
地
の
習
わ
し

　

結
婚
式
の
夜
、
新
郎
の
家
が
祝
宴
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
頃
、
新
婦
が

永
く
居
座
る
よ
う
に
と
、
地
区
の
若
者
達
が
弘
法
堂
に
あ
る
石
仏
を
数
体

運
ん
で
新
郎
宅
の
玄
関
先
に
並
べ
ま
す
。
新
郎
の
家
は
翌
朝
、「
ぼ
た
餅
」

を
作
っ
て
石
仏
に
供
え
た
後
、
石
仏
を
元
の
位
置
に
納
め
、
家
族
や
居
合

わ
せ
た
者
で
「
ぼ
た
餅
」
を
食
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚
式
や
初
老
祝
な

ど
の
祝
膳
の
最
後
に
、
良
い
こ
と
が
長
続
き
す
る
よ
う
に
と
、
う
ど
ん
を

出
し
ま
し
た
。

　

結
婚
式
の
翌
日
、
新
婦
の
実
母
が
部
屋
見
舞
と
い
っ
て
新
居
を
訪
問
し

ま
し
た
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

嫁
入
り
道
具

　

タ
ラ
イ
に
は
下
タ
ラ
イ
と
言
っ
て
、
一
寸
と
小
さ
め
の
物
が
あ
り
、
こ

れ
で
子
ど
も
の
「
む
つ
き(

布
お
む
つ
）」
な
ど
汚
れ
た
物
を
洗
い
ま
し

た
。
嫁
に
行
く
時
、
タ
ラ
イ
・
半
ぞ
う
は
持
参
す
る
必
要
道
具
で
し
た
。�

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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用
の
部
屋
を
設
け
た
。

　

コ
ラ
ム
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
前
、「
と
り
も
ち
」
の
人
々
が
喪

主
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
葬
儀
を
進
め
た
の
か
紹
介
す
る
。
ま
た
、

土
葬
だ
っ
た
頃
で
も
あ
る
た
め
、
自
宅
で
葬
儀
式
を
お
こ
な
っ
た
後
、

墓
地
で
の
埋
葬
ま
で
の
様
子
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

埋
火
葬　
町
内
で
は
古
く
か
ら
死
者
を
弔
う
際
、
集
落
毎
に
墓
地
を

持
ち
土
葬
に
よ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
墓
地
は
埋
葬
地
に
石

塔
を
建
て
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
埋
葬
地
と
石
塔
を
立
て
て
参
る
場
所

が
別
に
あ
る
両
墓
制
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
っ
た
。
両
墓
制
の
場

合
、
埋
葬
地
に
は
墓
標
が
建
て
ら
れ
、
檀
家
で
あ
る
寺
の
敷
地
内
に

も
石
塔
を
建
て
た
墓
が
存
在
し
た
。
火
葬
が
浸
透
し
は
じ
め
る
と
、

江
南
市
・
犬
山
市
な
ど
近
隣
の
火
葬
場
に
依
存
し
、
両
墓
制
の
地
域

で
は
遺
骨
を
分
け
二
か
所
に
納
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

生
活
様
式
の
変
化
や
環
境
へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代

後
半
か
ら
、
町
内
集
落
に
お
い
て
も
、
火
葬
に
よ
る
対
応
が
増
加
し
、

町
内
に
お
け
る
火
葬
場
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
江
南
市
や
犬
山

市
に
お
い
て
は
、
火
葬
場
の
老
朽
に
よ
る
改
修
が
急
務
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
広
域
で
環
境
衛
生
を
完
備
し
た
火
葬
場
を
整
備
す
る

検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

一
九
八
六
年
二
月
十
二
日
に
、
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大

口
町
・
扶
桑
町
の
三
市
二
町
で
構
成
す
る
尾
張
北
部
聖
苑
組
合
が
設

立
さ
れ
、
一
九
八
七
年
、
犬
山
市
善
師
野
地
内
に
お
い
て
火
葬
場
建

設
に
着
手
し
た
。

　

尾
張
北
部
聖
苑
組
合
は
、
一
九
八
九
年
四
月
一
日
か
ら
管
理
棟
・

火
葬
棟
、
翌
年
、
九
月
一
日
か
ら
斎
場
棟
の
供
用
を
開
始
し
、
そ
れ

以
降
は
ほ
ぼ
こ
の
施
設
で
の
火
葬
と
な
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
尾
張
北
部
聖
苑
組
合
と
構
成
市

町
が
同
じ
で
あ
る
、
愛
北
衛
生
処
理
組
合
、
尾
北
広
域
事
務
組
合
と

統
合
し
、
愛
北
広
域
事
務
組
合
へ
組
織
替
え
を
し
た
。

法
要　
宗
派
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
初
七
日
・
三
十
五
日
・
四
十　

九
日
・
百
か
日
・
一
周
忌
の
あ
と
、
三
・
七
・
十
七
・
三
十
三
・
五

十
回
忌
を
お
こ
な
う
。
こ
う
い
っ
た
法
要
を
簡
素
化
す
べ
く
、
町
内

で
も
永
代
供
養
に
す
る
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
四
十
九
日
の
法
要
後
に
忌
明
け
の
し
る
し
と
し
て
、
香
典

返
し
の
品
を
送
る
際
、
砂
糖
を
送
っ
た
が
、
軽
量
の
食
品
や
カ
タ
ロ

グ
ギ
フ
ト
に
代
わ
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
会
葬
御
礼
の
品
と

と
も
に
香
典
返
し
も
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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葬
式
（
互
助
の
精
神
・
と
り
も
ち
）

　

一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
家
人
が
亡
く
な
る
と
親
戚
・
縁
者
、
近
所
の
互

助
組
織
（
隣
保
班
・
講
組
（
宗
派
毎
））
に
連
絡
し
ま
す
。
葬
式
の
段
取
り

は
、
そ
れ
ら
互
助
組
織
の
役
員
な
ど
が
当
家
に
集
ま
り
、
慣
例
や
長
老
な

ど
の
差
配
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
「
と
り
も
ち
」

と
呼
び
、
喪
主
は
「
と
り
も
ち
」
と
と
も
に
葬
儀
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
「
と
り
も
ち
」
と
な
っ
た
者
は
、
通
夜
や
葬
式
当
日
の
献
立
を
相
談
し
、

材
料
の
購
入
先
や
当
番
を
決
め
て
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。
当
日
、
朝
か

ら
集
ま
り
煮
炊
き
を
し
て
当
家
や
そ
の
親
族
、
僧
侶
や
来
客
に
昼
食
を
接

待
し
ま
し
た
。

　

喪
主
は
、
葬
儀
が
終
わ
る
と
「
と
り
も
ち
」
や
僧
侶
ら
を
ね
ぎ
ら
う
た

め
に
酒
と
料
理
を
準
備
し
ま
し
た
。
翌
日
の
夜
に
は
、
近
親
者
・
近
所
の

人
が
葬
家
の
仏
前
で
読
経
・
念
仏
を
唱
え
る
「
無
常
講
」
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
葬
祭
場
が
で
き
、
自
宅
で
仮
通
夜
を
お

こ
な
い
、
翌
日
に
葬
儀
社
の
手
配
で
葬
儀
が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
近
所
の

住
人
が
手
伝
う
姿
を
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
〇

年
代
後
半
に
は
近
親
者
の
み
で
お
こ
な
う
「
家
族
葬
」
が
増
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
葬
祭
場
は
家
族
葬
専
用
の
部
屋
を
設
け
た
り
、
家
族

葬
の
み
あ
つ
か
う
葬
儀
場
が
で
き
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
葬
御
礼
と
し
て
缶
詰
め
砂
糖
を
贈
る
風
習
を
持
つ
地
域
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昔
、
そ
れ
ら
の
食
品
が
貴
重
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
お

礼
と
し
て
贈
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
生
活
水
準
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

軽
量
の
食
品
な
ど
に
代
わ
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
会
葬
御

礼
の
品
と
と
も
に
香
典
返
し
も
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

葬
儀

葬
儀
式

　

第
二
次
世
界
大
戦
で
空
襲
が
始
ま
る
前
ま
で
は
、
家
で
の
式
の
後
、
野

辺
送
り
の
葬
列
を
組
ん
で
墓
へ
行
き
、
葬
儀
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
墓

に
納
棺
し
て
、
身
内
の
者
が
土
や
石
を
棺
の
上
に
少
し
入
れ
た
後
は
、
穴

を
掘
っ
て
く
れ
た
人
が
埋
戻
し
て
土
盛
を
く
れ
ま
し
た
（
こ
の
様
な
こ
と

を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、「
と
り
も
ち
」
で
穴
を
掘
っ
た
り
、

埋
戻
し
を
し
た
り
し
ま
し
た
）。
空
襲
警
報
が
発
令
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
家
で
葬
儀
式
を
済
ま
せ
、
野
辺
送
り
の
葬
列
を
組
ん
で
墓
へ
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

喪
主

　

喪
主
は
袴
は
か
ま

、
喪
主
の
妻
は
白
の
和
服
を
着
用
し
ま
し
た
。
喪
主
は
葬
儀

式
が
終
わ
る
と
墓
の
入
り
口
で
「
こ
も
お
敷
き
」
の
上
に
座
っ
て
低
頭
し
、

参
列
者
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
（
納
礼
と
言
っ
た
）。
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祖
母
の
葬
儀

　

昭
和
二
十
七
年
に
亡
く
な
っ
た
祖
母
の
葬
儀
式
は
、
家
で
棺
の
前
に
供

え
物
や
飾
物
を
添
え
て
お
こ
な
い
、
野
辺
送
り
の
葬
列
を
組
ん
で
墓
に
納

棺
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
に
亡
く
な
っ
た
父
親
の
葬
儀
式
は
、
葬
儀
屋
が
祭
壇
を

家
の
中
に
組
ん
で
済
ま
せ
、
野
辺
送
り
を
し
て
納
棺
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
に
亡
く
な
っ
た
母
親
は
父
親
同
様
に
家
で
式
を
お
こ
な

い
ま
し
た
が
、
当
時
、
埋
葬
が
禁
止
に
な
り
、
江
南
市
の
火
葬
場
へ
送
り

出
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
頃
よ
り
各
地
に
葬
儀
場
が
で
き
、
ど
の
家
も
利
用
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

互
助

　

自
宅
で
葬
儀
を
す
る
時
は
、
隣
組
の
班
や
組
で
「
と
り
も
ち
」
を
し
ま

し
た
。
前
日
に
集
ま
り
、
式
当
日
の
献
立
の
材
料
を
相
談
し
、
購
入
先
も

決
め
て
、
人
の
割
り
振
り
を
し
て
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。
当
日
、
朝
か

ら
煮
炊
き
を
し
て
僧
侶
や
来
客
に
昼
食
を
接
待
し
ま
し
た
。
葬
儀
が
終
わ

る
と
、
遠
方
か
ら
来
た
客
が
自
転
車
や
徒
歩
で
帰
る
た
め
、
空
腹
し
の
ぎ

に
食
事
を
出
し
ま
し
た
。
葬
儀
の
翌
日
以
降
は
、
念
仏
講
や
組
が
あ
っ
て
、

初
七
日
ま
で
毎
晩
続
き
ま
し
た
。
四
十
九
日
ま
で
は
七
日
毎
に
葬
儀
の
あ
っ

た
家
に
集
ま
り
、
念
仏
を
唱
え
ま
し
た
。

　

一
年
の
内
に
同
じ
家
で
葬
儀
が
二
回
あ
る
と
、
三
回
目
は
無
い
よ
う
に
、

こ
れ
で
打
ち
止
め
と
槌つ
ち

を
箕み(

穀
物
を
入
れ
る
道
具
）
に
の
せ
て
、
棺
と

一
緒
に
墓
ま
で
引
く
、「
身
を
引
く
」
と
い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

講
組
の
取
り
持
ち

　

昭
和
二
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
頃
の
葬
儀
は
土
葬
で
し
た
。
大
口
町
所

有
の
白
木
霊
園
の
一
画
に
埋
葬
す
る
場
所
が
あ
り
、
講
組
と
い
っ
て
葬
儀

を
取
り
持
つ
二
つ
の
組
が
あ
り
、
葬
儀
の
な
い
組
が
穴
掘
り
を
お
こ
な
い
、

葬
儀
が
終
わ
っ
た
ら
き
れ
い
に
埋
め
戻
し
、
葬
儀
の
あ
っ
た
家
で
食
事
を

し
て
、
お
礼
の
品
物
を
も
ら
い
帰
り
ま
す
。

　

葬
儀
の
あ
る
組
は
、
亡
く
な
っ
た
日
に
集
ま
り
、
役
場
へ
死
亡
届
を
出

し
て
、
お
寺
さ
ん
へ
連
絡
し
、
葬
儀
の
日
時
を
決
め
ま
す
。

　

葬
儀
の
日
は
朝
早
く
か
ら
、
は
そ
り
と
い
う
大
き
な
釜
で
ご
飯
と
お
味

噌
汁
を
焚た

き
、
親
族
関
係
者
に
ふ
る
ま
い
、
葬
儀
の
準
備
を
し
ま
す
。
葬

儀
が
終
わ
り
、
新
し
い
仏
に
お
参
り
を
し
、
家
族
に
食
事
を
し
て
頂
き
、

隣
の
手
伝
い
の
方
、
講
組
と
食
事
を
し
て
帰
り
ま
す
。
次
の
夜
は
無
常
講

と
い
っ
て
葬
儀
の
あ
っ
た
家
で
お
経
を
唱
え
、
家
の
人
は
葬
儀
の
「
と
り

も
ち
」
の
お
礼
に
食
事
と
引
き
出
物
を
出
し
て
、
喪
主
が
葬
儀
の
お
礼
を

言
い
ま
し
た
。
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伝
染
病
対
策

　
大
口
町
が
伝
染
病
組
合
に
加
入
し
た
の
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
組
合
は
、
犬
山
町
・
羽
黒
村
・
楽
田

村
・
池
野
村
・
城
東
村
・
扶
桑
村
の
六
町
村
で
構
成
し
、
大
口
村
の
加
入

に
よ
り
、
犬
山
町
外
六
ヶ
村
伝
染
病
院
組
合
と
改
称
し
た
。
組
合
に
よ
る

伝
染
病
院
は
、
犬
山
町
丸
山
に
設
置
さ
れ
た
。

　
組
合
に
加
入
す
る
前
ま
で
は
、
伝
染
病
患
者
は
医
院
に
入
院
す
る
か
自

宅
で
療
養
し
、
伝
染
病
が
蔓
延
し
て
患
者
が
多
数
に
な
っ
た
場
合
は
、
臨

時
的
に
バ
ラ
ッ
ク
式
の
仮
隔
離
病
舎
を
建
設
し
て
手
当
て
を
施
し
て
い
た
。

組
合
加
入
後
は
、
主
治
医
の
報
告
に
よ
り
役
場
職
員
が
隔
離
病
院
へ
の
入

院
手
続
き
を
お
こ
な
い
、
患
者
を
出
し
た
地
区
の
委
員
と
協
力
し
、
患
者

の
家
を
中
心
に
消
毒
し
て
防
疫
に
あ
た
っ
た
。

　
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
十
二
月
、
布
袋
町
は
大
口
村
・
千
秋

村
・
岩
倉
町
と
組
合
立
丹
羽
郡
伝
染
病
院
を
設
立
し
、
愛
北
病
院
の
隔
離

病
舎
を
改
築
し
た
。
一
九
五
八
年
に
は
尾
張
伝
染
病
院
組
合
に
改
称
し
、

一
九
七
二
年
五
月
、
二
市
二
町
（
江
南
市
・
岩
倉
市
・
扶
桑
町
・
大
口
町
）

に
よ
る
隔
離
病
舎
が
全
面
改
築
さ
れ
（
３
―
１
―
10
）、
一
九
七
四
年
に
犬

山
市
が
加
入
し
た
。

　
一
九
九
八
年
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
伝
染
病
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
た
。
伝
染
病
院

組
合
の
事
務
は
県
に
移
管
し
、
愛
北
病
院
の
伝
染
病
院
棟
は
廃
止
後
、
春

日
井
市
民
病
院
内
に
新
設
さ
れ
た
。

　
伝
染
病
院
組
合
と
農
業
共
済
の
事
務
を
担
っ
て
い
た
尾
北
広
域
事
務
組

合
は
、
一
九
九
九(

平
成
十
一)

年
四
月
一
日
に
愛
北
衛
生
処
理
組
合
・

尾
張
北
部
聖
苑
と
と
も
に
統
合
し
、
愛
北
広
域
事
務
組
合
と
名
称
を
変
更

し
た
。

3-1-10　全面改築された隔離病棟（『大口広報』1972年 5 月号）
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第
三
節
　
地
元
意
識
の
変
化

	
町
内
会
の
各
種
役
員

　

地
域
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、
町
内
に
あ
る
集
落
の
最
小
単
位

を
隣
保
班
、
隣
保
班
の
集
合
体
を
組
、
組
の
集
合
体
を
大
字
と
称
し

て
集
落
を
形
成
し
て
い
た
。

　

隣
保
班
は
、
日
常
生
活
の
中
で
助
け
合
い
、
普
請
（
建
前
）、
葬
式

な
ど
の
時
は
お
互
い
に
手
伝
い
を
し
た
。

　

大
口
村
誕
生
以
来
、
大
字
ご
と
に
区
長
が
選
出
さ
れ
、
組
ご
と
に

総
代
（
惣
代
）、
隣
保
班
に
は
班
長
な
ど
年
番
の
役
が
置
か
れ
た
。
区

長
は
、
推
薦
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く
一
年
で
交
替
し

た
。
総
代
は
組
の
代
表
で
あ
り
、
隣
保
班
の
班
長
は
順
番
で
回
っ
て

き
て
、
種
々
の
行
事
の
計
画
、
あ
る
い
は
連
絡
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、
行
事
進
行
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
宮
年
番
・
寺
年
番

（
年
行
事
）
な
ど
の
役
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
役
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
書
類
や
道
具
を

管
理
し
、
総
会
の
日
を
も
っ
て
、
引
き
継
ぎ
交
替
し
た
。
交
替
は
概

お
お
む

ね
四
月
一
日
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

町
内
会

　

向
こ
う
三
軒
両
隣
は
大
切
。
遠
い
親
戚
よ
り
近
い
他
人
が
頼
り
。
昔
か

ら
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
壁
隣
の
お
つ
き
あ
い
は
、
め
で
た
い
時
、
悲
し

い
時
な
ど
親
戚
以
上
に
深
く
お
つ
き
あ
い
し
て
い
ま
し
た
。
親
父
が
「
今

晩
風
呂
を
沸
か
す
か
ら
、
風
呂
に
入
り
に
来
て
ち
ょ
う
」
と
隣
に
伝
え
て

来
い
と
言
わ
れ
て
、
走
り
回
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
風
呂
が
す
む
と
火

鉢
を
囲
ん
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
し
ば
ら
く
談
笑
し
た
も
の
で
し
た
。

　

部
落
の
寄
合
が
集
会
場
で
開
か
れ
る
と
、
世
間
話
や
作
柄
の
話
を
し
て

親
睦
を
深
め
る
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
年
一
回
の
町
内
会
総
会
で
は
、
役

員
が
各
家
庭
を
ま
わ
り
、
集
め
た
お
米
を
大
き
な
釜
で
炊
き
、
総
会
が
終

わ
る
と
み
ん
な
で
ご
飯
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
し
た
お
か
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ご
飯
は
何
杯
も
お
か
わ
り
し
ま
し
た
。

　

田
植
え
は
、
一
家
総
出
で
の
苗
取
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
夜
明
け
前
の

作
業
で
大
変
厳
し
か
っ
た
で
す
。
植
え
付
け
が
終
わ
り
、
苗
田
を
片
付
け

る
と
一
息
つ
き
ま
す
。
遅
れ
て
い
る
農
家
が
あ
れ
ば
応
援
に
駆
け
つ
け
る
、

互
い
の
絆
き
ず
な

は
強
か
っ
た
で
す
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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女
性
の
就
労

　

一
九
五
〇
年
代
の
大
口
村
は
、
大
半
が
農
家
だ
っ
た
た
め
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
家
族
全
員
が
貴
重
な
労
働
力
で
あ
っ
た
。
ま
だ
農
作

業
を
手
伝
う
こ
と
が
難
し
い
小
学
校
に
入
学
前
の
子
ど
も
は
、
保
育

所
（
現
保
育
園
）
に
預
け
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
に
と
っ
て
は
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
農
業
の
機
械
化
・
兼
業
農
家
の
増
加
も
あ

り
、
朝
、
子
ど
も
を
保
育
園
や
学
校
に
送
り
出
し
た
後
、
農
作
業
の

手
伝
い
・
内
職
・
短
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
く
女
性
が

増
え
た
。
企
業
も
、
工
場
の
昼
休
憩
時
に
、
正
規
労
働
者
に
代
わ
っ

て
生
産
ラ
イ
ン
に
入
る
労
働
力
と
し
て
女
性
を
雇
っ
た
。
こ
う
し
た

働
き
方
で
、
子
ど
も
が
学
校
か
ら
帰
る
時
間
に
は
家
に
戻
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

子
ど
も
が
大
き
く
な
り
、
仕
事
も
熟
練
す
る
と
、
よ
り
長
い
時
間

働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
働
き
先
は
、
町
内
の
企
業
・
工
場
、
町
外
に

も
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
正
規
職
員
と
し
て
活
躍
す
る
女
性
の

姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
「
パ
ー
ト
さ
ん
」

　

経
済
的
に
も
苦
し
か
っ
た
。
下
の
子
ど
も
が
三
年
生
に
な
っ
た
頃
、
そ

ろ
そ
ろ
子
ど
も
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
働
き
、
少
し
で
も
家
計

の
足
し
に
し
た
い
と
町
内
の
会
社
に
入
り
ま
し
た
。
技
術
部
で
働
い
て
い

た
事
も
あ
り
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
に
大
学
卒
を
大
量
に
採
用
し
、
と
て
も
活
気
に
満
ち
て
他
社
に
負

け
ず
、
工
場
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
目
指
し
て
前
途
洋
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
手
で
図
面
を
書
い
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
名
古
屋
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｍ
を
使
っ
た
図
面
作
成
と
図
面
管
理
を
見
学
し
、
時
代
の
進
歩
に
目
を
丸

く
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
年
、
何
故
か
六
〇
人
あ
ま
り
の
パ
ー
ト
、
派
遣
社
員
の
解

雇
が
あ
り
ま
し
た
。
残
酷
に
も
切
り
捨
て
ら
れ
た
人
た
ち
は
、
泣
く
泣
く

他
社
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
事
が
あ
っ
た
年
の
暮

れ
の
ゆ
く
年
く
る
年
に
、
技
術
部
長
が
Ｆ
Ｍ
Ｆ
ロ
ボ
ッ
ト
工
場
の
輝
か
し

き
成
果
を
自
慢
げ
に
テ
レ
ビ
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
数
年
後
、
他
社
で
も
正
社
員
の
リ
ス
ト
ラ
の
風
が
吹
き
荒
れ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
優
良
企
業
が
沢
山
あ
っ
て
解
雇
さ
れ
て
も
働
く
所
が
あ

る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
。�

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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独
特
な
地
元
意
識
の
醸
成

　

町
内
は
、
歴
史
的
に
主
要
な
街
道
が
通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

公
共
交
通
機
関
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
長
年
、

純
農
村
地
帯
が
続
き
、
人
口
の
流
出
入
も
少
な
く
、
周
辺
自
治
体
に

比
べ
る
と
、
新
し
い
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
乏
し
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
町
域
は
、
独
特
で
保
守
的
な
意
識

が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。

南
部
・
北
部
の
意
識

　

社し
ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

村
長
が
五
条
川
に
桜
を
植
樹
す
る
活
動
（
第
二
編
第
二

章
第
一
節
）
は
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
い
わ

ゆ
る
「
南
部
・
北
部
の
意
識
」
を
解
消
し
、
村
民
に
一
体
感
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
意
識
に
つ
い
て
、
南
部
は
旧
大
字
で
表
す
と
、
秋
田
・
豊
田
・

大
屋
敷
で
あ
り
、
北
部
は
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
と
な
る
。
こ

れ
は
、
大
口
西
小
学
校
が
で
き
る
前
、
二
つ
の
小
学
校
区
と
重
な
る
。

　

二
つ
の
小
学
校
と
は
、
富
成
村
・
小
口
村
・
太
田
村
が
合
併
し
て

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
大
口
村
が
誕
生
し
、
そ
の
翌
年
に

設
置
し
た
大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
後
の
大
口
南
小
学
校
）、
大

口
第
二
尋
常
高
等
小
学
校
（
後
の
大
口
北
小
学
校
）
の
こ
と
で
あ
る
。

設
置
後
、
約
七
〇
年
間
に
わ
た
り
続
い
た
二
つ
の
小
学
校
の
校
区
が
、

南
部
と
北
部
と
い
う
地
域
的
意
識
に
つ
な
が
っ
た
（
３
―
１
―
11
）。

　

そ
の
他
の
要
因
と
し
て
、
大
口
町
役
場
の
北
側
を
東
西
に
延
び
る

道
路
を
境
に
、
行
政
・
施
設
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
物
理
的

に
南
部
と
北
部
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
意
識
は
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
大
口
西
小
学
校

が
開
校
し
小
学
校
が
三
校
に
な
っ
た
こ
と
、
都
市
化
や
世
代
交
代
に

よ
り
そ
も
そ
も
話
題
に
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、
地
域
格
差

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
と
道
路
網
の
再
整
備
に
よ
り
、
町
内
を
不
自
由

な
く
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
南
部
と
北
部
と
の
意
識
」

は
次
第
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
地
理
的
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

柏森駅

大口町役場大口町役場

大口南小学校大口南小学校

旧大口北小学校旧大口北小学校

国道

41

国道

155

3-1-11
大口西小学校開校前の小学校区図

第一章　暮らしの変化　 402

第三編　暮らしと文化



校
区
と
は
違
う
南
部
と
北
部

　

私
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
大
口
に
嫁
い
で
き
ま
し
た
が
、
南
部
と
北
部

と
い
う
意
識
が
あ
る
と
い
う
話
は
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
確
か
に
、
北
小
学

校
と
南
小
学
校
の
校
区
で
「
南
部
と
北
部
」
っ
て
分
か
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
も
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

で
も
ね
、
昔
は
今
の
町
民
会
館
あ
た
り
に
役
場
が
あ
っ
た
で
し
ょ
。
そ

の
横
の
伝
右
か
ら
余
野
へ
向
か
っ
て
い
く
道
、
こ
れ
が
南
部
と
北
部
の
境

界
線
み
た
い
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
を
境
に
電
話
の
回
線
が
違
っ

て
い
る
と
か
、
電
気
も
布
袋
か
ら
く
る
も
の
と
小
牧
か
ら
く
る
も
の
が
あ

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
い
う
の
か
施
設
と
い
う
の
か
、

そ
う
い
う
も
の
が
別
々
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
南
部
と
北
部
と

い
う
意
識
が
芽
生
え
た
要
因
も
、
き
っ
と
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

　
「
町
長
さ
ん
は
南
部
の
人
が
な
っ
た
ら
、
次
は
北
部
か
ら
」
と
か
「
一
方

に
新
た
な
施
設
が
で
き
た
ら
、
も
う
一
方
に
も
」
と
い
っ
た
対
抗
意
識
み

た
い
な
も
の
も
、
今
で
は
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。�（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

川
遊
び

　

今
の
総
合
運
動
場
の
あ
た
り
は
、
五
条
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
堤
防
沿

い
の
両
岸
に
小
山
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
、「
戦
争
だ
！
」
と
言
っ

て
南
小
と
北
小
の
子
ど
も
が
川
を
挟
ん
で
石
を
投
げ
あ
い
ま
し
た
。
危
な

い
遊
び
も
、
当
時
は
当
た
り
前
で
し
た
ね
。
中
学
に
入
学
す
る
と
お
互
い

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
く
て
も
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
九
年
生
ま
れ
）

友
だ
ち

　

小
学
校
の
頃
の
友
達
と
い
え
ば
、
同
じ
南
小
の
同
級
生
く
ら
い
だ
か
ら

校
区
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
、
北
小
の
子
と
は
塾
で
一
緒
に
な
っ
て
も
話

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
「
一
緒
の
塾
だ
っ
た
よ
ね
」
と
言
う
の
が
き
っ

か
け
で
仲
良
く
な
る
と
か
、
ク
ラ
ス
や
部
活
が
一
緒
に
な
る
こ
と
で
徐
々

に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
は
「
南
小
と
北
小
、
ど
ち
ら
が
偉
い
」

と
か
言
い
合
っ
て
い
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

愛
着

　

西
小
学
校
か
ら
大
口
中
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
が
、
西
小
学
校
に
愛
着

は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
口
に
出
し
て
言
い
争
う
こ
と
も
な
く
、
私
も
友
だ

ち
も
中
学
校
生
活
に
自
然
に
な
じ
ん
で
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
平
成
十
四
年
生
ま
れ
）
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個
人
で
は
な
く
家

　

私
の
子
ど
も
の
頃
（
戦
中
戦
後
）
は
、
お
じ
い
さ
ん
と
か
、
ひ
ぃ
お
じ

い
さ
ん
の
名
前
で
「
〇
〇
さ
ん
ち
の
人
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
、
ど
こ
の
人

の
話
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
と
、
昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
昔
、
大
地
主
だ
っ
た
と
か
先
祖
が
庄

屋
さ
ん
だ
っ
た
家
の
姓
に
様
を
付
け
て
「
〇
〇
様
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

〇
〇
家
一
族
の
始
祖
と
い
う
感
じ
で
、
敬
意
を
も
っ
て
呼
ぶ
と
い
う
意
味

も
あ
っ
た
の
で
す
ね
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

屋
号

　

ほ
か
の
町
か
ら
大
口
町
に
嫁
い
で
驚
い
た
の
が
、「
〇
〇
（
屋
号
）
の
家

の
嫁
か
ね
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
で
す
。
お
店
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
も
な

い
の
に
屋
号
が
あ
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
し
、
ほ
か
に
も
嫁
ぎ
先
の
祖

父
の
名
で
「
〇
〇
さ
ん
と
こ
の
嫁
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
ま
し
た
。
実

家
の
方
で
は
義
父
の
名
で
「
〇
〇
さ
ん
と
こ
の
嫁
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
で
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。�

（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）

呼
び
名

　
個
人
を
呼
ぶ
と
き
、
例
え
ば
「
○
○
さ
ん
ち
の
子
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

あ
っ
た
。「
○
○
さ
ん
」
は
親
で
は
な
く
、
祖
父
ま
た
は
曽
祖
父
の
名
前

で
、「
○
○
さ
ん
ち
の
子
」
は
「
○
○
さ
ん
の
家
の
子
」
と
い
う
意
味
で

あ
っ
た
。
戦
前
に
お
け
る
家
長
制
度
の
名
残
だ
と
思
わ
れ
る
。
呼
ば
れ
た

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
会
っ
た
こ
と
も
名
前
も
知
ら
な
い
曽
祖
父
の
名
前

を
言
わ
れ
て
返
事
に
困
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
徐
々
に

「
○
○
さ
ん
」
の
名
前
が
親
の
名
前
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
屋
号

で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
呼
ば
れ
た
子
ど
も
は
、「
自
分
の
う
ち
は
、
お

店
屋
で
は
な
い
し
、
昔
は
商
売
を
し
て
い
た
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
困
惑
し
た
。
屋
号
の
例
と
し
て
多
い
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
農
家

が
桑
問
屋
を
営
ん
で
い
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
最
盛
期
に
は
ひ
と
つ
の
集

落
で
桑
問
屋
が
二
件
あ
っ
た
。
桑
問
屋
か
ら
ほ
か
の
事
業
に
代
わ
っ
て
も

昔
の
屋
号
で
呼
ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、
酒
造
業
の
屋
号
も
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

　
江
戸
時
代
に
庄
屋
も
し
く
は
大
地
主
で
あ
っ
た
旧
家
を
さ
し
、「
○
○

様
」
と
呼
ぶ
慣
習
も
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
呼
び

名
は
、
人
口
規
模
の
小
さ
な
農
村
に
お
い
て
、
互
い
に
農
作
業
を
助
け

合
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
つ
な
が
り
の
深
さ
と
、
ど
こ
に
ど
ん
な
家
族
が
住

ん
で
い
る
の
か
把
握
で
き
た
頃
の
名
残
と
い
え
る
。
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来
た
人
（
キ
タ
リ
ド
）

　

町
域
は
、
昔
か
ら
農
業
が
主
体
の
集
落
で
構
成
さ
れ
、
ど
こ
の
農

家
で
も
祖
父
母
・
父
母
・
子
ど
も
の
三
世
代
で
、
先
祖
か
ら
受
け
継

い
だ
田
畑
を
守
っ
て
き
た
。
代
々
町
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
は

「
地じ

下げ

の
人
」
と
呼
ば
れ
、
地
域

の
決
め
事
を
先
代
か
ら
引
き
継

い
で
き
た
。

　

や
が
て
工
場
誘
致
が
進
み
、

町
外
か
ら
働
く
た
め
に
転
入
し

て
き
た
人
や
、
名
古
屋
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
町
内
に
居
を

構
え
る
世
帯
が
増
え
、
一
九
六

〇
年
代
に
は
人
口
増
加
率
は
一

〇
％
台
と
な
っ
た
（
３
―
１
―

12
）。
そ
こ
に
は
、
地
域
の
決
め

事
を
守
ろ
う
と
す
る
「
地
下
の

人
」
が
、
新
た
な
住
民
を
「
来

た
人
（
キ
タ
リ
ド
）」
と
称
し
て

地
域
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
る
の

か
憂
慮
す
る
姿
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
の
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
こ
の

よ
う
な
意
識
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

町
民
に
な
っ
て
四
十
数
年

　

私
は
大
学
卒
業
後
に
実
家
を
出
て
、
大
口
町
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
大
口
在
住
の
女
性
と
結
婚
し
、
妻
の
実
家
近
く
に
新

居
を
建
て
ま
し
た
。
妻
が
元
々
町
民
だ
っ
た
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
は
私

に
対
し
て
気
さ
く
に
接
し
て
も
ら
い
、
私
も
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
い
た
だ
く
う
ち
に
、
親
し
さ
の
度
合
い
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
会
社
の
同
僚
が
大
口
町
内
に
家
を
建
て
て
暮
ら
し
始

め
る
と
「
来
た
人
だ
か
ら
」
仕
方
な
い
で
す
よ
ね
、
わ
か
ら
な
い
で
す
よ

ね
。
と
、
よ
く
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
同
じ
地
域
に
引
っ
越

さ
れ
た
方
に
対
し
て
私
な
り
に
気
配
り
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
最
近

で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

�

（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）

共
存

　

昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
達
と
新
た
に
大
口
町
に
住
み
着
い
た
人
達
が
共

存
す
る
集
落
が
増
え
、
悩
み
と
い
う
か
問
題
も
色
々
あ
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
伝
統
を
維
持
し
つ
つ
、
新
た
な
地
域
活
動

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980

総数（人） 8,695 8,552 10,163 12,248 14,898 15,894 16,195

男（人） 4,316 4,252 4,580 5,809 7,025 7,630 8,158

女（人） 4,379 4,300 5,583 6,439 7,873 8,264 8,037

世帯数 ─ 1,580 1,887 2,444 3,067 3,677 4,637

増加率（％） -1 -2 16 17 18 6 2

3-1-12　町の人口の推移（『国勢調査』）　※表中「－」はデータなし。
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外
国
人
居
住
者
の
推
移

　

町
内
に
暮
ら
す
外
国
人
の
様
相
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、
一
九

九
〇
（
平
成
二
）
年
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
増
加
と
、
そ
の
後
の
ペ

ル
ー
人
の
増
加
で
あ
る
（
３
―
１
―
13
）。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
好
調
な
日
本
経
済
に
あ
っ
て
、
労
働
条
件

の
厳
し
い
職
種
を
中
心
に
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
外
国
人
労
働
者

に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
た
。
一
九
九
〇
年
六
月
、
入
国
管
理
法
が

改
正
さ
れ
、「
長
期
滞
在
査
証
」（
三
年
間
の
査
証
）
と
称
す
る
特
別

の
資
格
を
日
系
移
民
の
子
ま
た
は
孫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
者
、

も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
に
ま
で
広
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
米
か
ら

日
本
に
就
労
の
た
め
来
日
し
た
人
が
激
増
し
た
。
町
内
で
も
主
に
ブ

ラ
ジ
ル
と
ペ
ル
ー
か
ら
の
日
系
人
二
世
・
三
世
の
居
住
者
が
急
増
し

た
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
、
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

世
界
的
な
株
価
の
下
落
・
金
融
危
機
・
不
況
に
よ
り
、
日
本
で
も
広

が
新
し
い
住
民
を
巻
き
込
ん
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
区
長

も
、
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
が
就
任
す
る
の
が
当
然
と
い
う
考
え
も
、
今

で
は
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

1975 1980 1985 1989 1990 1991 1992 1993 1998 2003 2008 2012 2014 2016 2018 2020 2021

総　数 26 31 40 54 158 251 259 305 440 303 451 457 408 397 538 664 664

韓　国
23 27 16 26 28 29 35 35 45

34 39 34 32 33 41 36 34

朝　鮮 8 3 2 2 3 4 3 3

中　国 2 1 24 20 17 26 12 49 38 55 137 167 160 135 166 163 138

ブラジル 105 145 183 190 279 129 133 115 90 78 98 91 89

フィリピン 7 7 18 15 10 12 25 41 46 32 32 38 74 75

ペルー 1 2 12 40 22 30 32 18 19 18 23 25

ベトナム 36 52 118 193 211

その他 1 3 0 1 1 32 12 9 26 30 68 61 38 45 55 81 89

※1975年～1989年：各年3月31日現在。1990年～1998年：各年12月31日現在。
　2003年～2012年：各年4月１日現在。2014年～2021年：各年1月1日現在。
※2012年7月から在留管理制度の変更のため、外国人登録は中長期在留者制度に変わった。
※1975年～1998年：『愛知県統計年鑑』、2003年～2021年：『大口町の統計』。
※表中空白はデータなし。

3-1-13　町内に住む外国人の推移
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範
な
雇
い
止
め
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
国
は
、
失
業
者
対
策
と
し
て
帰

国
費
用
の
一
部
を
支
給
す
る
措
置
を
取
り
、
約
四
割
の
日
系
人
が
帰

国
し
た
。
町
内
で
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
ペ

ル
ー
人
居
住
者
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
代
わ
っ
て
ア
ジ
ア
諸
国
出
身
の
技
能
実
習
生
や
留
学
生
の

就
労
な
ど
に
よ
り
、
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
在
住
者
が
増
加
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
と
ま
ち
づ
く
り

　

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
二
月
二
十
日
に
関
係
閣
僚
会
議
に
お

い
て
決
定
さ
れ
た
「
外
国
人
材
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対

応
策
（
改
訂
）」
で
は
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
に
対
す
る
支
援
と

し
て
「
や
さ
し
い
日
本
語
の
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
」

「
多
言
語
自
動
音
声
翻
訳
」「
災
害
時
の
情
報
発
信
と
支
援
」
な
ど
の

取
組
み
を
実
施
す
る
と
し
た
。

　

大
口
町
で
も
、
第
七
次
総
合
計
画
に
「
多
文
化
共
生
・
交
流
」
の

項
目
を
設
け
、
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
国
際
交
流
事
業
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
の
協
働
を
掲
げ
、
み
ん
な
で
進
め
る
自
立
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
で
国
際
理
解
と
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

　

町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Ｃ
ｏ
．
は
、
二
〇
〇
五
年
に
開
催

さ
れ
た
愛
知
万
博
の
理
念
を
引
き
継
ぎ
、
外
国
人
の
日
本
文
化
に
お

け
る
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
日
本
人
に
対
し
て
は
国
際
理
解
を
促
す

団
体
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
資
源
ご
み
分
別
表
を
三
か
国
語

（
英
語
・
中
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
の
ち
ベ
ト
ナ
ム
語
を
追
加
）
に

翻
訳
を
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
に
結
成
し
た
、
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
や
い
は
、
町
の
国

際
交
流
事
業
で
海
外
派
遣
の
経
験
者
の
う
ち
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
た
若
い
世
代
で
組
織
さ
れ
、
海
外
派
遣
の
参
加
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
交
流
や
被
災
地
復
興
支
援
に
関
す
る
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
活
動
・
人
材
や
活

動
の
連
携
・
交
流
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と

大
口
が
、
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Ｃ
ｏ
．
・
も
や
い
・
そ
の
他
の
多
文
化
共

生
や
国
際
交
流
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
団
体
に
呼
び
か
け
を
し
、

個
々
の
団
体
の
活
動
を
尊
重
し
つ
つ
、
集
ま
っ
て
や
れ
る
こ
と
は
一

緒
に
な
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
多
文
化
共
生
レ
イ
ン
ボ
ー

を
結
成
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
結
成
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
愛
知
華

人
華
僑
國
際
交
流
會
（
日
中
友
好
の
文
化
交
流
を
中
心
に
活
動
）
や
、

二
〇
二
〇
年
に
結
成
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
あ
い
う
えO

guchi

も

結
成
と
同
時
に
多
文
化
共
生
レ
イ
ン
ボ
ー
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
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団
体
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
達
の
日
本
語
・
学
習
支
援

と
と
も
に
文
化
習
慣
の
学
び
合
い
活
動
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
対
象
は
、
外
国
で
生
ま
れ
て
親
と
一
緒
に
来
日
し
た
子
ど
も

や
外
国
人
の
親
を
持
つ
日
本
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
、
帰
国
子
女
も
含

ま
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
の
日
常
会
話
が
で
き
て
も
、
学
習
の
場
に

お
い
て
は
理
解
が
難
し
い
。
そ
う
い
っ
た
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
と
親

に
寄
り
添
う
活
動
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
多
文
化
共
生
レ
イ
ン
ボ
ー
の
活
動
に
お
い
て
も
同
じ
で

あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
、
ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
３

―
１
―
14
）、
二
〇
一
五
年
に
日
本
文
化
体
験
会
、
翌
二
〇
一
六
年
に

は
「
た
ぶ
フ
ェ
ス
（
多
文
化
共
生

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」
を
開
催
し
、

交
流
を
主
体
と
し
た
催
し
を
積
み

重
ね
て
き
た
。
二
〇
一
七
年
に
は

防
災
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
・
防
災

訓
練
の
体
験
と
い
っ
た
生
活
に
密

着
し
た
催
し
に
し
て
、
同
じ
町
民

と
し
て
寄
り
添
う
関
係
づ
く
り
を

大
切
に
し
て
い
る
。

第
四
節
　
余
暇
の
過
ご
し
方

	

　

農
村
に
お
け
る
余
暇
の
過
ご
し
方
は
主
に
体
を
休
め
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
青
年
団
で
は
、
野
球
や
芝
居
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
あ
り
、
上

小
口
地
区
に
は
芝
居
小
屋
が
あ
り
旅
回
り
の
一
座
に
よ
っ
て
興
行
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
ほ
か
に
お
祭
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
が
楽
し
み
で

あ
っ
た
。

　

テ
レ
ビ
の
普
及
は
、
都
市
部
で
は
街
頭
テ
レ
ビ
か
ら
始
ま
り
、
一

九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
、
皇
太
子
殿
下
の
御
成
婚
パ
レ
ー
ド
を

機
と
し
て
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

以
降
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
、

多
く
の
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及
し
た
。

　

大
口
中
学
校
の
学
校
日
誌
に
よ
れ
ば
、
皇
太
子
殿
下
の
御
成
婚
パ

レ
ー
ド
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
競
技
が
授
業
の
一
環

と
し
て
視
聴
さ
れ
た
。

　

一
九
七
〇
年
前
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
ブ
ー
ム
と
な
り
テ
レ
ビ
で
も

中
継
さ
れ
た
。
町
民
も
、
隣
接
す
る
小
牧
市
・
江
南
市
・
一
宮
市
な

ど
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
に
出
か
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇

年
代
半
ば
か
ら
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
普
及
し
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

3-1-14　ワールドスポーツフェスティバルの様子
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と
し
て
町
内
で
も
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
の
水
準
が
徐
々
に
上
が
り
余
暇
時
間
が
生
ま
れ
た

こ
と
や
車
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
旅
行
や
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど
に

出
か
け
る
町
民
も
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
。
町
内
は
高
速
道
路
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、
活
動
場
所
が
豊
富
な
岐
阜
県
や
長
野
県
に

近
接
し
た
立
地
か
ら
利
便
性
が
高
く
、
余
暇
活
動
を
後
押
し
し
た
要

因
で
あ
る
。

　

一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
、
飲
酒
を
と
も
な
う
飲
食
店
に
設
置
さ
れ

て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
が
、
町
内
や
近
隣
市
町
に
お
い
て
、
安
価
で
利
用

で
き
る
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
営
業
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気

軽
に
楽
し
め
る
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
町
民
が
利
用
し

た
。
そ
の
愛
好
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
町
内
各
地
区
の
学
習
等
共
同

利
用
施
設
な
ど
に
も
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
が
置
か
れ
、
地
域
で
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
む
様
子
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
建
設
し
た

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
や
、
再
整
備
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
憩
い
の

四
季
に
も
、
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
め
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ゴ
ル
フ

と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
、
場
所
な
ど
に
制
約

が
少
な
く
誰
も
が
楽
し
め
審
判
を
要
し
な
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
登
場
す
る
。

　

そ
の
手
軽
さ
か
ら
愛
好
者
は
一
気
に
増
え
、
地
区
や
町
全
体
な
ど
、

曜
日
を
変
え
て
各
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

大
口
村
・
大
口
町
の
行
事

水
泳
大
会　
村
主
催
の
水
泳
大
会
は
、
一
九
五
三
年
八
月
二
十
日
に

北
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
毎
年
開
催
さ
れ
た

（
３
―
１
―
15
）。
南
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
新
設
さ
れ
た
一
九
五
九
年
か

ら
は
、
南
小
学
校
と
北
小
学
校
両
校
の
プ
ー
ル
が
交
互
に
会
場
と

な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
に
大
口
中
学
校
に
プ
ー
ル
が
新
設
さ

れ
る
と
、
八
月
十
六
日
に
中
学
校
の
プ
ー
ル
で
町
民
水
泳
大
会
を
開

催
し
た
。
一
九
八
二
年
か
ら
は
、
温
水
プ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

盆
踊
り　
一
九
五
一
年
、
大
口
音
頭
が
作
ら
れ
、
九
月
三
日
月
曜
日

の
午
後
八
時
か
ら
、
大
口
音
頭
の
お
披
露
目
も
兼
ね
て
、
中
学
校
の

校
庭
で
村
主
催
の
盆
踊
り
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
中
学
校
の
学
校

日
誌
に
よ
る
と
、
終
了
し
た
の
は
午
前
〇
時
三
十
分
と
あ
り
、
大
変

盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
を
機
に
、
各
地
区
で
盆

踊
り
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
３
―
１
―
16
）。

　

そ
の
後
、
時
の
経
過
の
中
で
踊
る
人
が
次
第
に
減
少
傾
向
と
な
っ
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た
こ
と
か
ら
、
夏
の
風
物
詩
と
し
て
継
続
す
る
た
め
に
、
飲
食
の
出

店
を
増
や
し
た
り
楽
器
演
奏
や
演
舞
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
り
す
る
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
色
を
強
め
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

　

町
全
体
の
盆
踊
り
と
し
て
は
、
大
口
町
商
工
会
が
主
催
す
る
夏
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

体
育
大
会　
町
民
体
育
大
会
を
記
録
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
一

九
五
一
年
十
月
二
十
四
日
付
で
書
か
れ
た
大
口
中
学
校
の
学
校
日
誌

で
あ
る
。
こ
の
日
の
記
事
に
は
「
秋
季
体
育
祭
」
と
称
し
、
午
前
は

中
学
校
内
競
技
会
、
午
後
か
ら
村
民
体
育
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
あ

る
。
こ
の
記
事
以
前
は
村
民
体
育
祭
、
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
す
る

よ
う
な
記
載
は
な
く
、
例
え
ば
前
年
は
、
十
月
二
十
三
日
に
「
体
育

祭
」、
前
々
年
は
十
月
二
十
三
日
に
「
運
動
会
挙
行
、
午
前
八
時
半
開

始
、
午
後
四
時
二
十
分
全
演
技
終
了
」
と
、
中
学
校
生
徒
の
み
で
開

催
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

な
お
、
中
学
校
開
校
か
ら
二
年
目
の
一
九
四
八
年
十
月
二
十
二
日

の
学
校
日
誌
に
は
「
南
北
両
小
学
校
校
内
運
動
会
ニ
ツ
キ
午
前
授
業
、

午
後
ハ
全
生
徒
、
職
員
参
観
見
学
ヲ
ナ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

町
民
体
育
大
会
を
中
学
校
の
体
育
大
会
と
分
離
し
て
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
で
あ
っ
た
（
３
―
１
―
17
）。
一

九
八
九
（
平
成
元
）
年
か
ら
は
新
た
に
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
多
目
的
運
動
場
（
総

合
運
動
場
）
で
の
開
催
と
な
り
、
一
九
九
九
年
に
は
、
実
行
委
員
会

主
催
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
３
―
１
―
18
）。

3-1-15　村民水泳大会（1954年）

3-1-16　豊田区盆踊り大会（1954年）
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ク
ラ
ブ
活
動

　

公
民
館
が
で
き
た
当
初
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
村
主
導
で
あ
っ
た
。

事
業
を
五
つ
に
分
け
、
教
養
部
（
定
期
講
座
）、
図
書
部
（
図
書
の
閲

覧
と
貸
出
）、
産
業
部
（
農
業
の
講
習
と
実
地
指
導
）、
芸
能
部
（
映

画
・
演
劇
鑑
賞
）、
厚
生
部
（
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
福
祉
・
健

康
・
防
犯
）
と
い
っ
た
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
公
民
館
活
動
は
、

産
業
や
福
祉
の
分
野
も
含
ん
だ
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
公
民
館
で
は
、
部
屋
の
貸
出
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
自
発
的
に
で
き
た
団
体
で
、
例
と
し
て
は
、
研
農
会
・
文
芸

ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
講
座
の
受
講
生
が
グ
ル
ー
プ
化
し

自
主
的
活
動
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

　

運
動
種
目
の
場
合
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と

し
て
、
住
民
や
職
場
か
ら
な
る
運
動
種
目
別
の
同
好
会
に
発
展
が
み

ら
れ
た
。
大
口
町
体
育
協
会
の
発
足
当
時
、
相
撲
・
弓
道
・
野
球
・

陸
上
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
・
卓
球
・

剣
道
・
ス
キ
ー
・
柔
道
・
山
岳
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ハ
イ
キ
ン
グ
が

あ
っ
た
。

　

特
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
地
区
別
対
抗
・
事
業
所
対
抗
の
大
会
が

お
こ
な
わ
れ
、
卓
球
も
職
場
対
抗
の
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

村
民
体
育
大
会
の
思
い
出

　

昭
和
二
十
七
年
ご
ろ
の
お
話
で
す
、
私
は
大
口
中
学
校
の
教
員
を
し
て

い
ま
し
た
。
午
前
中
は
中
学
校
の
体
育
大
会
で
、
午
後
か
ら
は
村
民
体
育

大
会
で
し
た
。

　

午
前
の
中
学
生
の
種
目
は
、
陸
上
競
技
ば
か
り
で
し
た
ね
。

　

午
後
か
ら
の
種
目
は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
か
、
わ
り
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
的
な
種
目
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
社
会
教
育
に
も
精
通

し
て
い
た
杉
山
先
生
が
お
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

　

私
も
、
午
後
か
ら
は
湯
茶
の
当
番
を
し
て
い
ま
し
て
ね
。
当
時
の
社
本

村
長
に
お
茶
と
羊
か
ん
を
お
出
し
す
る
と
、
村
長
さ
ん
が
「
こ
ん
な
に
厚

く
羊
か
ん
を
切
っ
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。

厳
し
い
財
政
の
中
、
自
ら
質
素
倹
約
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。�

（
大
正
十
五
年
生
ま
れ
）

3-1-17　「いそげはつかねずみ」
（演目の一種）

（1984年町民体育祭）

3-1-18　準備体操
（2007年町民体育祭）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

各
地
区
に
は
集
会
場
が
あ
り
、
大
口

村
公
民
館
が
設
立
さ
れ
る
と
そ
れ
ら
は
、

公
民
館
分
館
と
さ
れ
た
。
集
会
場
が
老

朽
化
す
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か

ら
学
習
等
共
同
利
用
・
供
用
施
設
を
建

設
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
ま
で
公
民

館
分
館
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
（
３
―
１
―
19
）。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
り
、
自
治
宝
く
じ
助
成
制
度
を
活
用
し

て
、
各
分
館
に
、
行
事
用
テ
ン
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
設
備
、
太
鼓
な
ど
が

購
入
さ
れ
、
地
域
で
の
活
動
促
進
を
図
っ
て
い
る
（
３
―
１
―
20
）。
さ

ら
に
そ
の
後
、
そ
の
組
織
を
活
用
し
た
、
自

主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
緊
急
時
の
備

品
を
配
置
し
て

い
る
（
３
―
１

―
21
）。

第
五
節
　
子
ど
も
の
文
化

	

子
ど
も
の
遊
び

　

学
校
の
休
み
時
間
（
放
課
）
で
は
、
多
人
数
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
に
対
し
、
学
校
か
ら
の
帰
宅
後
や
休
日
な
ど
の
遊
び
は
、
少
人

数
の
遊
び
に
限
ら
れ
た
。

　

戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
遊
び
は
、
川
遊
び
・
メ
ン

コ
（
シ
ョ
ウ
ヤ
）・
コ
マ
・
ク
ギ
サ
シ
・
チ
ャ
ン
バ
ラ
と
い
っ
た
屋
外

で
お
こ
な
う
も
の
の
ほ
か
、
室
内
で
は
ビ
ー
玉
（
カ
チ
ン
玉
）・
あ
や

と
り
・
お
手
玉
・
人
形
遊
び
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
、
五
条
川
や
小
川
（
水
路
）
は
水
質
も
よ
く
、
一
九
五
〇
年

代
初
め
ま
で
は
川
に
入
っ
て
泳
ぐ
こ
と
も
で
き
た
（
３
―
１
―
22
）。
魚

と
り
は
ド
ジ
ョ
ウ
・
ア
ユ
・
ナ
マ
ズ
・
ウ
ナ
ギ
な
ど
を
獲
物
と
し
、

食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
秋
に
は
「
カ
エ
ド
リ
」
と
い
う
一
定
の
距

離
で
水
を
せ
き
止
め
て
魚
を
取
る
方
法
も
あ
っ
た
。
地
区
に
よ
っ
て

は
、
大
人
が
地
区
に
お
金
を
納
め
、
権
利
を
買
い
取
っ
て
魚
を
捕
る

が
、
捕
り
終
わ
っ
た
後
を
狙
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
残
っ
た
魚
を
捕
る

こ
と
も
、
よ
く
あ
る
風
景
だ
っ
た
。

　

鬼
ご
っ
こ
と
か
く
れ
ん
ぼ
の
要
素
を
交
ぜ
た
「
ポ
コ
ペ
ン
」「
だ
る

3-1-19　大屋敷学習等共同利用施設

3-1-20　大屋敷学習等共同利用
施設内カラオケ設備

3-1-21　大屋敷学習等共同利用施設内防災倉庫
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ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
な
ど
は
、「
ド
ロ
ジ
ュ
ン
（
泥
棒
と
巡
査
の
略
）・

ド
ロ
ケ
イ
（
泥
棒
と
警
察
の
略
）」
に
転
化
し
た
。
子
ど
も
の
自
由
な

発
想
で
、
遊
び
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で

の
小
学
生
に
と
っ
て
、
神
社
の
境
内
や
休
日
の
学
校
の
校
庭
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
は
、
日
常
的
な
遊
び
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
着
せ
替
え
人
形
・
テ

レ
ビ
漫
画
の
影
響
も
あ
り
野
球
盤
な
ど
が
流は

行や

っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
玩
具
は
町
内
で
は
購
入
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
近
隣
市
町
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
、
誕
生
日
な
ど
子
ど
も
の
特

別
な
日
に
買
い
与
え
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

が
登
場
し
、
一
九
九
〇
年
以
降
は
携
帯
型
の
ゲ
ー
ム
機
も
普
及
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
内
容
も
、
簡
単
な
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
か
ら
、
複
雑
・
多
様
化

し
た
。
特
に
、
タ
マ
ゴ
か
ら
ヒ
ナ
を
育
て
る
電
子
ゲ
ー
ム
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
大
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
以

前
と
同
様
に
近
隣
市
町
の
店
舗
で
購
入
す
る
こ
と
に
加
え
、
町
内
に

も
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
進
出
し
た
た
め
、
そ
こ
で
購
入

す
る
家
庭
が
増
え
た
（
第
二
編
第
六
章
第
四
節
）。

　

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
は
、
電
子
ゲ
ー
ム
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

で
も
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
、
長
時
間
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
に

影
響
が
出
る
な
ど
社
会
問
題
に
も
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
手
軽
に

遊
べ
る
対
戦
型
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
も
流

行
っ
た
。
購
入
先
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
も
町
内
各
所
に
立
地
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
一
輪
車
に
乗

る
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は

下
校
後
や
休
み
の
日
に
は
、
一
輪
車
を
練

習
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3-1-22
上段：水遊び（1955年頃）
中段：魚取り（同上）
下段：カエドリ（同上）
　　　伊藤泰一氏・画
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水
遊
び

　

男
の
子
は
「
も
っ
こ
」
と
い
っ
て
、
股
間
が
隠
れ
る
だ
け
の
布
き
れ
を

つ
け
て
泳
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
泳
ぎ
が
終
わ
っ
て
も
洗
濯
は
せ
ず
、
ち
ょ
っ

と
ゆ
す
ぐ
だ
け
で
竿さ
お

に
引
っ
か
け
簡
単
に
乾
き
ま
し
た
。
泳
ぎ
場
は
「
湯

ノ
島
」
と
い
っ
て
、
北
小
学
校
の
す
ぐ
東
の
五
条
川
に
あ
り
ま
し
た
。
ダ

ム
で
せ
き
止
め
ら
れ
、
自
然
の
プ
ー
ル
の
よ
う
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
魚

が
泳
い
で
い
ま
し
た
。
時
に
は
亀
や
へ
び
が
泳
い
で
川
を
渡
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
秋
に
は
、
こ
の
五
条
川
で
「
替
え
取
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

大
勢
の
子
ど
も
達
が
全
身
ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
魚
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

魚
と
り

ガ
ラ
ス
瓶
で
の
小
魚
と
り

　

水
深
三
〇
㎝
く
ら
い
の
小
川
で
ビ
ン
を
仕
掛
け
ま
す
。
ビ
ン
は
裸
電
球

を
大
き
く
し
た
よ
う
な
物
で
、
頭
の
所
が
入
り
口
と
な
り
、
そ
こ
を
布
で

縛
り
ま
す
。
餌
は
繭
の
中
の
「
む
つ
ご
」
で
、
こ
れ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒

め
て
餌
と
し
て
ビ
ン
の
中
へ
入
れ
ま
す
。
こ
の
ビ
ン
を
静
か
に
小
川
の
川

底
に
沈
め
ま
す
。
ビ
ン
に
つ
け
た
紐ひ
も

で
大
き
め
の
石
に
く
く
り
つ
け
ま
す
。

上
流
か
ら
餌
の
に
お
い
が
流
れ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
求
め
て
下
流
か
ら

ビ
ン
を
目
指
し
て
小
魚
が
や
っ
て
き
ま
す
。
ビ
ン
の
中
へ
入
っ
た
ら
餌
は

伊
藤
泰
一
氏
が
描
い
た
余
野
の
思
い
出
の
風
景

　
余
野
地
区
在
住
の
伊
藤
泰
一
氏
は
、
自
身
が
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
の

風
景
を
絵
に
し
た
。
描
い
た
の
は
一
九
五
五
年
頃
の
余
野
地
区
の
風
景
や
、

年
中
行
事
・
遊
び
な
ど
生
活
の
一
場
面
で
あ
る
。

　
当
時
は
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
ま
る
前
だ
っ
た
た
め
（
第
ニ
編
第
二

章
第
二
節
）、
作
品
を
見
る
と
、
現
在
は
住
宅
街
や
公
園
と
な
っ
て
い
る

場
所
が
、
ま
だ
森
や
田
畑
が
広
が
る
景
観
だ
っ
た
と
わ
か
る
（
３
―
１
―

23
）。

3-1-23　上段：よのばし
　　　　　　　垣田方面をみる（1950年頃 )
　　　　下段：余野から役場までの道路（同上）
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食
べ
放
題
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
中
へ
入
っ
た
ら
魚
は
外
へ
出
ら
れ
ま
せ

ん
。
仕
掛
け
て
か
ら
五
～
六
時
間
後
に
見
に
行
く
と
、
ビ
ン
の
中
に
は
鮒ふ
な

・

諸
子
・
シ
ロ
ハ
エ
な
ど
小
魚
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
持
ち
帰

り
家
で
飼
っ
て
楽
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。

鮎あ
ゆ
捕
り

　

五
条
川
の
堰せ
き

止
め
を
し
ば
ら
く
あ
け
て
か
ら
再
び
止
め
て
堰
下
の
浅
く

な
っ
た
所
で
泳
い
で
い
る
鮎
を
と
り
、
皆
で
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

沢さ
わ

蟹が
に

捕
り

　

沢
蟹
が
多
く
生
息
す
る
場
所
（
青
塚
堺
）
で
沢
蟹
を
捕
獲
し
焼
い
て
食

べ
ま
し
た
。

ド
ジ
ョ
ウ

　

秋
の
収
穫
が
終
わ
る
頃
に
、
友
達
と
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
小
川
で
ど
じ
ょ

う
捕
り
を
や
り
ま
し
た
。
小
川
の
水
が
な
く
な
り
、
表
面
を
歩
け
る
状
態

の
時
、
手
で
小
川
を
掘
り
起
こ
し
ま
す
。
土
の
中
か
ら
ど
じ
ょ
う
が
出
て

き
ま
す
。
家
で
容
器
に
入
れ
て
、
そ
の
後
、
ど
じ
ょ
う
を
味
噌
汁
に
入
れ

て
、
通
称
「
ど
じ
ょ
う
汁
」
と
し
て
、
食
卓
に
出
て
い
ま
し
た
。

ザ
リ
ガ
ニ
取
り

　

田
ん
ぼ
の
中
や
、
小
川
に
は
沢
山
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
い
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
、
捕
ま
え
た
蛙
か
え
る

の
皮
を
む
い
て
、
そ
の
蛙
の
足
を
糸
で
し
ば
り
、
一

ｍ
ぐ
ら
い
の
細
め
の
竹
に
結
び
つ
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
小
川
の
中
、

ま
た
は
ザ
リ
ガ
ニ
の
口
元
に
垂
ら
す
と
、
ザ
リ
ガ
ニ
が
こ
の
餌
を
ハ
サ
ミ

で
挟
み
ま
す
。
こ
れ
を
釣
り
上
げ
て
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
す
。

　

当
時
は
、
ど
こ
の
家
も
卵
を
う
ま
せ
る
た
め
鶏
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。

釣
り
上
げ
た
ザ
リ
ガ
ニ
を
ひ
し
ゃ
い
て
鶏
の
餌
に
し
た
も
の
で
す
。

カ
エ
ル
捕
り

　

カ
エ
ル
の
足
を
一
本
糸
に
し
ば
り
つ
け
、
そ
れ
を
一
ｍ
ぐ
ら
い
の
細
い

竹
の
棒
に
結
び
つ
け
ま
す
。
こ
の
カ
エ
ル
の
足
を
エ
サ
に
し
て
、
小
川
に

ひ
そ
む
カ
エ
ル
の
口
元
に
垂
ら
し
ま
す
。
す
る
と
、
こ
の
エ
サ
に
カ
エ
ル

が
一
気
に
食
い
つ
き
ま
す
。
家
か
ら
持
っ
て
き
た
丸
い
大
き
な
布
袋
に
捕

れ
た
カ
エ
ル
を
入
れ
ま
す
。
当
時
は
、
カ
エ
ル
が
沢
山
捕
れ
ま
し
た
。
家

に
持
ち
帰
り
、
庭
先
の
大
き
な
釜
の
湯
の
中
に
カ
エ
ル
を
入
れ
ま
す
。
カ

エ
ル
は
ニ
ワ
ト
リ
の
エ
サ
に
な
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

戦
後
の
遊
び

シ
ョ
ウ
ヤ
・
カ
チ
ン
玉
・
釘
刺
し
遊
び
な
ど

　

数
人
の
子
ど
も
達
が
も
っ
て
き
た
「
シ
ョ
ウ
ヤ
」
を
出
し
合
っ
て
、
地

べ
た
で
交
互
に
勝
負
し
ま
す
。
相
手
の
「
シ
ョ
ウ
ヤ
」
を
ひ
っ
く
り
返
せ

ば
、
そ
の
「
シ
ョ
ウ
ヤ
」
が
も
ら
え
ま
す
。

　
「
カ
チ
ン
玉
」
遊
び
は
、
地
べ
た
に
お
互
い
の
「
カ
チ
ン
玉
」
を
置
き
、

勝
負
相
手
の
「
カ
チ
ン
玉
」
に
こ
ち
ら
の
「
カ
チ
ン
玉
」
が
当
た
れ
ば
、
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相
手
の
カ
チ
ン
玉
が
も
ら
え
ま
す
。

　
「
釘
刺
し
遊
び
」
は
目
的
地
を
定
め
、
大
き
め
の
「
釘
」
を
使
っ
て
、
地

べ
た
へ
釘
を
突
き
刺
す
遊
び
で
、
目
的
地
に
早
く
到
達
し
た
方
が
勝
ち
で

し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
神
社
が
子
ど
も
の
遊
び
場
で
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
三
角
ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
「
三
角
手
野
球
」

は
狭
い
場
所
で
も
楽
し
め
ま
し
た
。

コ
マ
遊
び

　

鉄
製
の
コ
マ
に
糸
を
し
っ
か
り
巻
い
て
、
し
っ
か
り
回
転
さ
せ
コ
マ
を

放
り
投
げ
ま
す
。
コ
マ
の
着
地
点
で
コ
マ
が
回
転
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
。

そ
の
距
離
を
競
う
遊
び
で
す
。
大
変
危
険
を
と
も
な
う
遊
び
で
し
た
。

紙
芝
居

　

紙
芝
居
の
お
じ
さ
ん
が
、
自
転
車
の
後
ろ
の
荷
台
に
紙
芝
居
の
箱
一
式

を
積
ん
で
、
週
一
回
位
、
リ
ン
を
振
り
振
り
、
太
鼓
を
た
た
き
な
が
ら
や
っ

て
来
ま
す
。
箱
の
中
に
は
駄
菓
子
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
子
ど
も
達
を
集
め

て
か
ら
、
ま
ず
菓
子
を
売
り
つ
け
ま
す
。
一
銭
一
円
の
時
代
。
目
標
額
を

売
っ
た
ら
、
い
よ
い
よ
紙
芝
居
の
始
ま
り
始
ま
り
。
最
高
潮
に
達
し
た
頃

に
、
こ
の
続
き
は
ま
た
来
週
と
、
子
ど
も
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ゴ
ム
ガ
ン

　

Ｙ
の
字
に
な
っ
た
木
の
ま
た
を
探
し
、
そ
の
ま
た
の
部
分
を
切
り
取
り

ま
す
。
Ｙ
の
両
端
に
さ
る
ま
た
用
の
ゴ
ム
で
強
く
し
ば
り
ま
す
。
そ
し
て

ゴ
ム
の
中
央
に
ベ
ル
ト
シ
ー
ト
を
結
び
つ
け
ま
す
。
右
手
で
木
の
本
体
を

持
ち
、
左
手
で
ベ
ル
ト
シ
ー
ト
に
石
を
挟
み
、
左
手
で
ゴ
ム
紐
を
力
い
っ

ぱ
い
引
っ
張
っ
て
、
パ
チ
ン
と
手
を
離
し
ま
す
。
見
事
に
小
石
が
遠
く
へ

飛
び
ま
す
。
電
線
に
と
ま
っ
て
い
る
ス
ズ
メ
な
ど
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

杉
鉄
砲

　

細
い
丸
い
竹
を
用
意
し
ま
す
。
そ
し
て
押
し
出
し
棒
を
用
意
、
出
口
側

に
玉
を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
入
り
口
側
に
も
玉
を
入
れ
ま
す
。
棒
で
強

く
押
す
と
、
筒
の
中
の
空
気
が
圧
縮
さ
れ
て
出
口
側
の
玉
が
、
一
気
に
飛

び
出
し
ま
す
。
ま
た
、
丸
い
竹
を
探
し
出
す
の
が
大
変
で
す
。
普
通
の
竹

で
は
駄
目
で
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
に
想
う

　

小
学
生
の
頃
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
林
に
入
り
、
適
当
に
竹
や
木
の

棒
を
拾
い
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
つ
下
の
弟

は
、
父
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
刀
を
買
い
与
え
ら
れ
て
同
年
代
の
友
達

と
遊
ん
で
ま
し
た
。
私
は
昭
和
二
十
年
代
生
ま
れ
、
弟
は
三
十
年
代
生
ま

れ
。
チ
ャ
ン
バ
ラ
遊
び
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
年
代
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

�

（
昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
）
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対
戦
型
ゲ
ー
ム

　

昭
和
四
十
年
代
の
頃
の
思
い
出
で
す
。
小
学
生
の
頃
、
兄
や
友
達
と
野

球
盤
で
遊
び
ま
し
た
。
友
達
の
家
に
行
く
と
、
消
え
る
魔
球
付
き
の
野
球

盤
が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
消
え
る
魔
球
を
打
つ
の
は
不
可
能
な
の

で
、
消
え
る
魔
球
は
お
互
い
に
禁
止
し
て
い
ま
し
た
。

　

パ
チ
ン
コ
玉
ら
し
き
も
の
を
転
が
し
て
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
、
パ
チ
ン
コ
玉
を
魚
雷
に
見
立
て
て
相
手
の
船
に
当
て
る

ゲ
ー
ム
な
ど
、
よ
く
や
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
に
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

が
は
や
り
始
め
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
携
帯
電
話
で
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
機
が
小
型
化
し
て
持
ち
運
び
も
で
き
、
さ
ら
に
は
対
戦

も
で
き
る
。
自
由
な
発
想
で
、
自
分
で
遊
び
を
見
つ
け
て
い
た
時
代
が
懐

か
し
い
で
す
。�
（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

馬
乗
り

　

小
学
生
の
五
年
生
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、
昭
和
四
十
九
年
の
冬
、
教
室
で

馬
乗
り
と
い
う
遊
び
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。
十
数
名
で
や
る
の
で
、
盛
り

上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
来
、
外
で
や
る
遊
び
で
す
。
し
か
も
、
背
中
を

傷
め
そ
う
で
、
痩
せ
て
い
る
わ
り
に
は
足
腰
が
丈
夫
だ
っ
た
ら
し
く
、
人
に

乗
ら
れ
て
も
結
構
平
気
で
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
の
遊
び
は

危
険
だ
か
ら
と
禁
止
に
な
り
ま
し
た
（
３
―
１
―
24
）。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

凧た
こ

揚
げ

　

冬
の
遊
び
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、
小
学
校
の
図
工
の
時
間
に
作
っ
た

凧
で
、
凧
揚
げ
を
し
た
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
私
の
凧
は
、
紙
が
ぶ

厚
か
っ
た
せ
い
か
、
全
く
飛
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
友
達
の
揚

が
っ
て
い
る
凧
の
糸
を
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
最
中
に
、
糸
が
切
れ
て

友
達
の
凧
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
人
に
な
っ
て
思
い

出
す
た
び
に
友
達
に
す
ま
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
の
ち

に
、
西
洋
凧(

ゲ
イ
ラ
・
カ
イ
ト
）
が
は
や
り
ま
し
た
が
、
自
分
は
興
味

が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
（
３
―
１
―
25
）。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）

3-1-25　凧揚げ（1950年頃）伊藤泰一氏・画

3-1-24　馬乗り（1950年頃）伊藤泰一氏・画
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お
手
伝
い

　

農
業
を
営
む
家
庭
の
子
ど
も
は
、
恒
常
的
に
労
働
力
の
一
部
で
あ
っ

た
。
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
小
中
学
校
で
繁
忙
期
に
「
田
植

え
休
み
」「
稲
刈
り
休
み
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

田
植
え
と
稲
刈
り
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
親
戚
や
近
所
の
人
々

と
協
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
た
め
、
手
伝
い
が
で
き
る
子
ど

も
は
大
人
と
と
も
に
作
業
を
お
こ
な
っ
た
り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
が

で
き
な
い
年
齢
の
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
り
し
た
。
作
業
が
で
き
な

い
年
齢
の
子
ど
も
は
、
集
落
内
の
寺
院
で
預
け
ら
れ
た
り
も
し
た
。

　

田
植
え
・
稲
刈
り
の
時
期
以
外
に
も
、
田
の
草
取
り
・
脱
穀
・
藁わ

ら

切
り
・
稲
刈
り
後
の
麦
蒔ま

き
に
向
け
た
畝う

ね

づ
く
り
、
麦
の
収
穫
、
畑

で
野
菜
の
収
穫
、
市
場
へ
の
出
荷
、
家
畜
の
世
話
な
ど
の
手
伝
い
が

あ
っ
た
た
め
、
農
家
の
子
ど
も
は
忙
し
か
っ
た
。
農
業
の
機
械
化
や

農
業
の
縮
小
に
と
も
な
い
、
子
ど
も
の
で
き
る
手
伝
い
は
減
っ
て
い
っ

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
家
に
限
ら
ず
住
居
の
中
の
手
伝
い
と
し
て
、
炊
事
・

洗
濯
・
掃
除
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
住
居
及
び
家
庭
環
境
が
変
わ
っ

た
と
し
て
も
時
代
を
問
わ
ず
存
在
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
頃
の
遊
び

　

う
ち
は
上
が
女
の
子
で
下
は
男
の
子
で
す
。
性
格
も
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
女
の
子
は
お
う
ち
遊
び
が
好
き
で
、
皆
で
ま
ま
ご
と
を
し
た
り
絵

本
を
読
ん
だ
り
、
と
て
も
穏
や
か
で
し
た
。

　

男
の
子
は
ど
ん
な
に
寒
く
て
も
暑
く
て
も
完
全
防
備
で
外
に
出
て
い
き

ま
す
。
小
牧
の
四
季
の
森
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
あ
れ
ば
、
な
ん
に
も
な
い
芝
生
の
広
場
で
何
時
間
で
も
遊
ん
で
い
ら

れ
ま
し
た
。
遊
具
が
揃
っ
た
き
れ
い
な
公
園
も
素
敵
だ
け
ど
、
小
さ
な
子

ど
も
が
走
り
回
っ
て
遊
べ
る
広
く
て
安
全
な
場
所
も
増
え
て
欲
し
い
な
と

思
い
ま
す
。�

（
昭
和
四
十
六
年
生
ま
れ
）

　

子
ど
も
の
頃
に
流
行
っ
た
も
の
は
、「
オ
シ
ャ
レ
魔
女
♥
ラ
ヴ
ａ
ｎ
ｄ
ベ

リ
ー
」
で
す
。
ア
ピ
タ
な
ど
の
お
店
に
ゲ
ー
ム
機
が
あ
り
、
一
〇
〇
円
を

入
れ
る
と
カ
ー
ド
が
一
枚
出
て
き
て
ダ
ン
ス
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
カ
ー
ド

を
沢
山
集
め
て
、
ラ
ブ
と
ベ
リ
ー
を
オ
シ
ャ
レ
に
し
て
あ
げ
ま
す
。
男
の

子
た
ち
は
、
ム
シ
キ
ン
グ
の
カ
ー
ド
集
め
で
し
た
。
夢
中
に
な
っ
て
カ
ー

ド
を
集
め
ま
し
た
が
、
い
く
ら
使
っ
た
か
計
算
す
る
と
恐
ろ
し
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
た
ま
ご
っ
ち
」
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
お
世
話
を
し
な
い
と
た
ま
ご
っ

ち
が
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、
学
校
に
行
っ
て
い
る
間
は
母
親
に
面
倒
を
み
て

も
ら
い
ま
し
た
。
母
親
に
甘
え
っ
ぱ
な
し
で
し
た
ね
。�

（
平
成
十
一
年
生
ま
れ
）
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田
の
草
取
り

　

夏
休
み
に
入
る
頃
、
稲
も
成
長
し
稲
株
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
厳
し
い

暑
さ
の
中
、
田
の
草
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。
一
番
草
を
取
る
時
は
手
押
し

を
す
る
と
回
転
し
て
稲
の
間
の
泥
を
ひ
っ
く
り
返
す
草
取
り
機
を
使
い
ま

す
。
二
番
草
を
取
る
時
は
小
型
の
備
中
で
稲
株
の
間
の
土
を
ひ
っ
く
り
返

し
ま
す
。
三
番
草
を
取
る
時
は
田
ん
ぼ
に
這は

い
つ
く
ば
っ
て
、
両
手
で
稲

の
間
の
草
を
取
り
除
き
、
足
で
泥
田
の
中
へ
押
し
込
み
ま
す
。
最
後
の
田

の
草
取
り
も
同
じ
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
八
月
の
猛
暑

の
真
最
中
に
お
こ
な
う
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
さ
す
が
に
昼
食
の
後
、

三
時
間
ぐ
ら
い
は
昼
寝
を
し
ま
す
。
午
後
三
時
頃
か
ら
ま
た
田
ん
ぼ
へ
出

か
け
ま
す
。
背
中
に
蓑み
の

傘が
さ

を
つ
け
て
我
慢
し
て
田
ん
ぼ
へ
入
り
ま
す
。
田

の
草
取
り
は
農
作
業
の
中
で
も
一
番
厳
し
い
作
業
で
し
た
。
腰
が
痛
く
な
っ

て
作
業
中
に
腰
を
あ
げ
身
体
を
休
め
て
い
る
と
、
太
陽
は
が
ん
が
ん
照
り

つ
け
る
し
、
自
分
だ
け
が
田
ん
ぼ
の
中
で
取
り
残
さ
れ
ま
す
。�
母
は
何
も

言
わ
な
い
が
親
父
が
ぶ
つ
ぶ
つ
文
句
を
言
い
ま
す
。
太
陽
が
西
に
沈
ん
で

も
し
ば
ら
く
田
の
草
取
り
は
続
き
ま
す
。

　

夕
方
田
の
草
取
り
が
終
わ
り
家
に
帰
り
ま
す
。
祖
母
が
待
ち
構
え
た
よ

う
に
「
暑
い
の
に
え
ら
か
っ
た
の
う
」
と
慰
め
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
も
野

良
仕
事
を
手
伝
っ
て
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
祖
母
は
私

達
を
慰
め
て
く
れ
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

た
ま
ご
と
ま
く
わ
う
り

　

子
ど
も
の
頃
、
私
の
家
で
は
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
岩
倉
に
あ
っ

た
ひ
よ
こ
屋
さ
ん
か
ら
ヒ
ヨ
コ
を
買
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
卵
を
産

め
る
く
ら
い
ま
で
育
っ
た
ら
一
羽
ず
つ
ケ
ー
ジ
に
入
れ
、
卵
を
産
ま
せ
る

の
で
す
。
私
の
手
伝
い
は
、
ど
の
鶏
が
卵
を
産
ん
だ
の
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
。
産
ん
だ
卵
を
バ
ケ
ツ
に
集
め
て
く
る
こ
と
。
集
め
た
卵
を
水
雑
巾

で
掃
除
を
し
な
が
ら
箱
に
詰
め
る
こ
と
な
ど
で
す
。
多
い
と
き
で
三
〇
〇

羽
く
ら
い
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
卵
を
毎
日
二
〇
〇
以
上
集

め
て
い
ま
し
た
。

　

日
の
入
り
が
早
く
な
る
と
、
鶏
舎
に
電
灯
を
付
け
て
明
る
く
し
て
い
ま

し
た
。
鶏
は
明
る
い
内
は
え
さ
を
ど
ん
ど
ん
食
べ
て
く
れ
る
の
で
す
。
暗

く
な
る
と
休
み
ま
す
。
た
く
さ
ん
え
さ
を
食
べ
さ
せ
て
た
く
さ
ん
卵
を
産

ま
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
大
学
生
の
頃
は
、
就
職
し
た
ば
か
り
の
兄
は
と
て
も
忙
し
く
し
て

い
ま
し
た
。
私
の
家
は
農
家
で
し
た
。
父
親
は
、
減
反
政
策
で
米
作
り
を

し
な
い
ス
ペ
ー
ス
に
、
ス
イ
カ
や
ピ
ー
マ
ン
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
つ
く
っ

て
、
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
両
親
は
何
か
と
「
大
学
生
は
暇
か
？
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。
私
は
進
ん
で
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ク

ワ
ウ
リ
も
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
朝
の
五
時
に
起
床
し
、
両
親
が
収
穫
し

て
畝
の
間
に
置
い
た
瓜う
り

を
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
、
道
ば
た
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
ま

で
ひ
た
す
ら
運
び
出
し
ま
し
た
。�

（
昭
和
二
十
九
年
生
ま
れ
）

419　 第五節　子どもの文化



し
か
受
験
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
七
年
度
大
口
村
当

初
予
算
書
を
見
る
と
、「
尾
北
高
校
増
築
負
担
金
二
十
万
円
」
と
い
う

項
目
が
あ
る
。
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
公
立
の
普
通
科
高
校
を

志
望
す
る
生
徒
は
、
家
か
ら
自
転
車
で
通
学
で
き
る
範
囲
内
に
立
地

す
る
高
校
へ
行
く
傾
向
が
強
か
っ
た
。
一
九
七
四
年
に
は
、
大
口
町

と
扶
桑
町
の
境
に
県
立
丹
羽
高
等
学
校
が
開
校
し
、
そ
の
後
も
隣
接

市
町
に
高
校
が
新
設
さ
れ
、
ま
す
ま
す
選
択
肢
は
増
え
た
。
公
立
・

私
立
、
自
転
車
通
学
・
電
車
通
学
、
様
々
な
選
択
肢
の
中
で
、
高
校

進
学
の
多
様
化
が
う
か
が
え
る
。

　

一
九
六
〇
年
か
ら
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
ま
で
の
高
等
学
校

へ
の
進
学
状
況
（
３
―
１
―
26
）
を
見
る
と
、
進
学
率
は
、
一
九
六
〇

年
で
四
五
％
と
低
い
が
、
一
九
六
八
年
か
ら
八
〇
％
台
に
な
り
、
一

九
七
四
年
以
降
に
な
る
と
九
〇
％
前
後
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
の
後
は

九
〇
％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
時
制
高
校
へ
の
進
学
も
統

計
の
当
初
か
ら
あ
り
、
高
等
専
門
学
校
へ
の
進
学
も
見
ら
れ
る
。
一

九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
通
信
制
高
校
へ
の
進
学
も
現
れ
、
特
に
二

〇
〇
〇
年
代
以
降
は
一
〇
人
以
上
が
通
信
制
高
校
に
進
学
し
て
い
る
。

な
お
、
全
日
制
の
高
校
が
学
年
制
で
三
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
定
時

制
高
校
は
単
位
制
で
四
年
、
通
信
制
高
校
は
単
位
制
で
三
年
が
基
本

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
統
計
調
査
で
は
、
教
育
訓
練
機
関
等
入
学
者
・

進
学
状
況

　

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
前
後
、
農
家
の
子
ど
も
は
滝
実
業
高

等
学
校
の
農
業
科
、
公
立
で
安
城
農
林
高
等
学
校
を
受
験
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
普
通
科
志
望
の
生
徒
は
、
私
立
高
校
の
場
合
、
自
由

に
選
択
で
き
た
が
、
公
立
高
校
は
学
区
制
に
よ
り
、
尾
北
高
等
学
校

阿あ

呆ほ
う

の
綱
引
き

　

一
年
の
内
で
最
も
忙
し
い
季
節
は
六
月
で
し
た
。
麦
の
収
穫
と
養
蚕
の

時
期
が
重
な
り
、
そ
の
上
、
田
植
え
の
準
備
に
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
野
良
仕
事
は
全
く
手
作
業
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
物
を
運
ぶ
の
に
大
八
車
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私

が
子
ど
も
の
頃
は
リ
ヤ
カ
ー
が
主
流
で
し
た
。「
阿
呆
」
と
い
っ
て
リ
ヤ

カ
ー
の
前
の
所
に
太
い
縄
を
取
り
付
け
、
こ
の
縄
を
肩
に
か
け
犬
が
荷
を

引
く
よ
う
に
前
の
め
り
に
な
っ
て
力
一
杯
車
を
引
っ
張
る
役
割
が
あ
り
ま

し
た
。
な
ぜ
「
阿
呆
」
と
言
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
こ
の
家
も

こ
の
「
阿
呆
」
の
仕
事
は
た
い
て
い
子
ど
も
が
や
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

月
の
明
か
り
を
頼
り
に
収
穫
し
た
麦
を
リ
ヤ
カ
ー
に
山
盛
り
に
積
み
上

げ
、
親
父
の
引
く
リ
ヤ
カ
ー
の
「
阿
呆
」
を
つ
と
め
て
五
条
川
あ
た
り
ま

で
来
る
と
、
ホ
タ
ル
が
無
数
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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専
修
学
校
・
職
業
訓
練
校
入
学
者
は
、
進
学
者
数
に
含
ま
れ
な
い
。

進
学
よ
り
も
就
職
の
時
代

　

昭
和
二
十
年
ご
ろ
は
中
学
を
卒
業
す
る
と
、
農
業
の
後
継
者
と
な
る
場

合
が
多
か
っ
た
で
す
。
次
男
・
三
男
は
左
官
・
大
工
・
屋
根
瓦
葺ふ

き
と
い
っ

た
職
人
を
目
指
す
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
都
会
へ
出
て
商
売
人
に
な
る
た

め
、
問
屋
に
住
み
込
み
商
い
を
修
行
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
の

頃
は
高
校
と
か
大
学
へ
進
学
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

企
業
内
学
校
か
ら
大
検
、
大
学
へ

　

昭
和
三
十
年
代
後
半
の
思
い
出
で
す
。
男
三
人
兄
弟
で
、
弟
二
人
は
家

か
ら
通
え
る
距
離
の
公
立
の
普
通
科
高
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

父
の
私
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
私
も
父
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
中
学
時

代
の
成
績
は
常
に
上
位
に
い
ま
し
た
。
父
の
想
い
は
、
公
立
の
普
通
科
高

校
で
も
、
少
し
ラ
ン
ク
の
高
い
高
校
に
通
わ
せ
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

ん
な
父
の
想
い
を
よ
そ
に
、
中
学
校
の
先
生
か
ら
「
君
は
成
績
優
秀
だ
か

ら
、
力
試
し
に
こ
の
試
験
を
受
け
て
み
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
高
校
で
は
な
く
大
手
企
業
の
養
成
工
と
な
る
た
め
の
企
業
内
学
校

と
い
う
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、
進
学
で
は
な
く
就
職
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
早
速
、
父
に
話
を
す
る
と
「
随
分
、
レ
ベ
ル
の
高
い
話
を
い
た

だ
い
て
き
た
な
。
ま
あ
、
力
試
し
に
受
け
て
み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
受

3-1-26　進学者数及び進学率の推移（『愛知県統計年鑑』）
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新
設
高
校

　

中
学
三
年
生
に
な
る
と
、
担
任
の
先
生
か
ら
「
新
設
校
は
い
い
ぞ
。
先

輩
も
い
な
い
し
、
新
し
い
校
舎
に
入
れ
て
、
絶
対
に
お
勧
め
だ
ぞ
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
す
っ
か
り
そ
の
気
に
な
っ
て
言
わ
れ
る
ま
ま
、
そ
の
新
設
校

に
入
学
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
校
舎
の
完
成
が
遅
れ
、
私
た
ち
は
近
所
の
高
校
の
敷
地
内
に

建
て
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
一
学
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
同
じ
中
学
か

ら
間
借
り
し
て
い
る
高
校
に
進
学
し
た
友
だ
ち
が
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
に
向

か
っ
て
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
な
ん
と
も
恥
ず
か
し
い
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
七
月
に
な
る
と
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
中
は
暑
く
て
我
慢
が
で
き

ま
せ
ん
。
教
室
ご
と
に
氷
柱
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
目
に
は
涼
し
く
て
も

教
室
の
温
度
が
下
が
る
わ
け
で
も
な
く
、
二
学
期
が
始
ま
る
ま
で
の
我
慢

だ
と
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

　

二
学
期
が
始
ま
り
、
や
っ
と
新
し
い
校
舎
で
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
体
育
の
授
業
の
最
初
の
十
五
分
程
度
は
必
ず
石
拾
い
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
若
い
先
生
が
多
く
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
、
み
ん
な
で
学
校
を
作
っ
た
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま

す
。
今
で
は
、
懐
か
し
き
良
い
思
い
出
で
す
。�

（
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
）

け
て
み
る
と
合
格
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
が
大
変
で
し
た
。

　

私
は
、
普
通
科
高
校
に
進
学
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
周
囲
の
大
人
が

許
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。「
そ
ん
な
す
ご
い
と
こ
ろ
に
合
格
し
た
の
な
ら
、

当
然
行
く
ん
だ
よ
ね
」
と
い
う
大
人
が
多
く
、
父
も
特
に
反
対
し
な
か
っ

た
の
で
、
私
は
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

高
校
と
同
じ
三
年
制
で
、
一
年
目
は
座
学
、
二
年
目
か
ら
は
現
場
に
出

て
技
術
の
修
練
が
始
ま
り
ま
す
。
三
年
目
に
は
修
学
旅
行
も
あ
り
、
普
通

の
高
校
に
通
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
確
実
に

違
っ
た
の
は
、
大
学
入
学
資
格
検
定
（
通
称
「
大
検
」）
を
受
け
る
人
が
多

く
い
た
こ
と
で
す
。
先
輩
の
中
に
は
、
大
検
で
資
格
を
得
て
東
京
大
学
に

入
学
し
た
人
も
い
る
ほ
ど
、
周
り
に
は
秀
才
が
多
く
い
ま
し
た
。
私
も
、

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
企
業
内
学
校
の
三
年
生
の
時
に
夜
間
高
校
（
四
年
制
）

に
入
学
し
、
夜
間
高
校
の
三
年
目
に
は
大
検
を
通
過
し
、
夜
間
高
校
の
四

年
目
に
は
大
学
一
年
生
と
な
っ
て
、
両
方
に
通
っ
た
ら
面
白
い
か
な
と
想

像
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
夜
間
高
校
は
三
年
で
退
学
し
大
学
に
入

学
し
ま
し
た
。

　

回
り
道
を
し
た
も
の
の
、
企
業
内
学
校
で
見
分
が
広
が
っ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。�

（
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
）
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中
学
校
卒
業
後
の
進
路

　

大
口
町
の
農
業
は
、
年
間
を
と
お
し
て
麦
と
米
が
収
穫
で
き
る
恵
ま
れ

た
地
域
で
し
た
。
そ
の
上
養
蚕
が
盛
ん
で
、
桑
畑
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

ど
こ
の
家
で
も
、
子
ど
も
達
は
家
の
た
め
に
大
変
よ
く
働
き
ま
し
た
。
田

植
え
の
時
と
か
、
秋
の
収
穫
の
時
な
ど
、
農
繁
期
に
は
二
～
三
日
学
校
が

休
み
の
時
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
が
休
み
と
な
る
こ
と
は
う
れ
し
か
っ
た

が
、
遊
ん
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
昔
は
田
ん
ぼ
や
畑
で
、
自
然
と
身
体
が

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
働
く
だ
け
で
な
く
、
田
ん
ぼ
の
付
近
で
、
小
魚

を
捕
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
学
校
か
ら
地
元
の
中
学
校
へ
進
む
の
が
普
通
で
、
特
別
に
進
学
の
た

め
に
勉
強
す
る
と
か
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
校
を
卒
業

す
る
と
、
農
家
の
後
を
継
ぐ
人
、
か
わ
ら
ふ
き
職
人
と
か
大
工
職
人
・
左

官
職
人
に
な
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
中
に
は
、
名
古
屋
や
岐
阜
方
面
へ

住
み
込
み
で
、
商
人
と
し
て
の
修
行
に
出
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

大
人
に
な
っ
て
、
何
を
し
て
遊
ん
だ
の
か
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ル

フ
も
な
い
、
カ
ラ
オ
ケ
も
な
い
、
麻
雀
も
な
い
、
パ
チ
ン
コ
も
な
い
、
サ
ッ

カ
ー
も
な
い
、
今
日
の
よ
う
な
遊
び
と
か
ス
ポ
ー
ツ
が
青
年
団
の
頃
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
草
野
球
と
い
う
か
手
作
り
の
ボ
ー
ル
で
お
宮
さ
ん
あ

た
り
で
、
遊
ん
だ
覚
え
は
あ
り
ま
す
。�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

農
業
に
従
事
し
た
思
い
出

　

昭
和
三
十
一
年
の
春
、
青
雲
の
志
を
抱
い
て
、
あ
る
者
は
大
学
へ
、
あ

る
者
は
村
を
離
れ
て
就
職
と
、
同
窓
の
友
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。
私
は
し
ば
ら
く
の
間
、
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
自
分
だ
け
が
、
と
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
惨
め
な
思
い
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
幸
い
猫
の
手
も
借
り
た
い
よ
う
な
忙
し
い
時
を
迎
え
て
い
た

の
で
私
は
救
わ
れ
ま
し
た
。
麦
の
収
穫
が
終
わ
り
、
田
植
え
が
間
近
に
迫

る
六
月
は
、
ま
さ
に
農
繁
期
の
真
っ
盛
り
。
麦
田
お
こ
し
は
、
蒸
し
暑
い

最
中
の
男
の
代
表
的
な
力
仕
事
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
一
本
の
畝
を
手
動
式

の
田
お
こ
し
機
で
畝
の
左
側
・
真
ん
中
・
右
側
と
三
回
で
畝
を
壊
し
、
一

歩
後
ろ
へ
下
が
る
。
こ
ん
な
リ
ズ
ム
で
根
気
よ
く
、
朝
か
ら
晩
ま
で
終
日

頑
張
り
ま
し
た
。

　

一
枚
の
田
ん
ぼ
へ
親
父
と
二
人
が
入
り
、
田
ん
ぼ
の
両
端
か
ら
順
番
に

畝
を
壊
し
て
進
み
ま
す
。
最
後
に
は
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
あ
た
り
で
二
人
が

出
会
い
、
麦
田
お
こ
し
は
終
わ
る
は
ず
で
す
が
、
根
気
よ
く
マ
イ
ペ
ー
ス

で
作
業
す
る
親
父
。
が
む
し
ゃ
ら
、
力
ま
か
せ
に
田
お
こ
し
す
る
私
。
二

人
を
比
較
す
る
と
、
親
父
が
田
お
こ
し
し
た
面
積
が
私
よ
り
広
く
、
何
回

挑
戦
し
て
も
一
度
も
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
四
回
の
食
事
で
も
空
腹
を

満
た
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
厳
し
か
っ
た
麦
田
お
こ
し
に
耐
え
て
、
い
か
に
も

ひ
弱
だ
っ
た
私
の
身
体
は
、
次
第
に
逞
た
く
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）
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大
口
町
に
は
、
戦
前
の
大
口
村
出
身
で
あ
る
前ま

え

田だ

功い
さ
お氏

の
日
記
が

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
前
田
氏
の
日
記
か
ら
、
戦
争
体
験
や

村
の
様
子
を
見
て
い
く
。

第
一
節
　『
前
田
功
日
記
』
と
戦
前
・
戦
後
の
大
口	

前
田
功
氏
の
経
歴
と
『
前
田
功
日
記
』

　

日
記
の
筆
者
で
あ
る
前
田
功
氏
は
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
三

月
に
大
口
村
で
生
ま
れ
た
。
前
田
家
は
農
業
及
び
桑
問
屋
を
営
ん
で

お
り
、
前
田
功
氏
も
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
農
家
と
し
て
地
区

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
二
月
に

六
十
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
前
田
氏
は
三
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
を
持
つ
。
一

九
三
三
年
に
は
徴
兵
検
査
を
受
け
、
満
州
へ
出
兵
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
三
七
～
四
〇
年
に
か
け
て
、
日
中
戦
争
の
た
め
中
国
へ
出
兵
し

た
。
帰
郷
後
、
一
九
四
四
年
に
は
内
地
勤
務
と
し
て
兵
庫
県
淡
路
島

へ
再
び
出
兵
し
、
一
九
四
五
年
八
月
の
終
戦
後
、
大
口
村
へ
と
戻
っ

た
。

　
『
前
田
功
日
記
』
は
、

一
九
二
八
年
か
ら
一
九

八
一
年
（
う
ち
一
九
三

八
年
と
一
九
四
〇
年
分

は
欠
落
）
ま
で
と
、
長

期
間
ま
と
ま
っ
て
残
さ

れ
て
い
る
（
３
―
２
―

１
）。
年
に
よ
っ
て
使
用

し
て
い
る
日
記
帳
は
異

な
る
が
、
基
本
的
に
は

農
民
日
記
が
用
い
ら

れ
、
日
々
の
収
穫
物
・

第
二
章

住
民
意
識
の
変
化

3-2-1　『前田功日記』（1928年 1 月 1 日）
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農
作
業
な
ど
農
業
に
関
す
る
記
述
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中

に
は
当
時
の
世
相
や
地
区
の
運
営
に
対
す
る
考
え
も
多
く
綴つ

づ

ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
出
征
中
で
あ
っ
た
一
九
三
七
年
の
日
記
な
ど
は
陣
中

日
記
で
あ
り
、
戦
闘
の
様
子
を
は
じ
め
、
戦
線
の
最
前
線
に
立
っ
た

彼
の
、
緊
迫
し
た
胸
中
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

『
前
田
功
日
記
』
の
特
徴

　
『
前
田
功
日
記
』
の
特
徴
は
、
大
き
く
わ
け
て
三
点
あ
る
。
第
一

に
、
三
度
に
わ
た
る
従
軍
を
経
験
し
て
お
り
、
戦
地
で
の
生
活
や
、

一
兵
士
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
日
中
戦

争
で
は
第
三
師
団
歩
兵
第
六
連
隊
に
所
属
し
て
お
り
、
兵
士
の
活
動

を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ま
た
前
田
氏
は
、
常
に
戦
局
の

推
移
や
同
郷
部
隊
の
活
躍
に
関
心
を
持
ち
、
日
記
に
綴
っ
て
い
る
。

在
郷
中
の
村
の
戦
中
の
様
子
や
、
戦
後
の
復
興
へ
の
道
の
り
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

第
二
に
、
戦
中
・
戦
後
に
か
け
て
の
大
口
村
（
町
）
の
移
り
変
わ

り
を
、
住
民
の
目
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
前
田

氏
は
、
地
区
の
農
事
組
合
な
ど
の
役
員
を
務
め
、
供
出
の
割
当
や
祭

事
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
地
区
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
区

の
神
社
や
隣
町
に
あ
っ
た
映
画
館
と
い
っ
た
、
当
時
村
周
辺
に
あ
っ

た
建
造
物
と
住
民
の
関
わ
り
や
、
祭
り
の
様
子
も
し
ば
し
ば
記
述
が

あ
る
。

　

第
三
に
、
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
地
域
の
農
業
の
様
子
が
わ
か
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
中
に
お
い
て
は
、
米
・
麦
・
芋
・
野
菜
の

供
出
が
確
認
で
き
る
。
特
に
野
菜
に
つ
い
て
は
、
前
田
氏
は
隣
町
の

青
果
市
場
だ
け
で
な
く
、
名
古
屋
枇び

杷わ

島じ
ま

市
場
ま
で
出
荷
に
行
っ
て

お
り
、
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

農
業
の
ほ
か
に
は
、
養
蚕
・
養
豚
が
お
こ
な
わ
れ
、
戦
後
に
な
る

と
、
酪
農
や
、
杉
・
檜ひ

の
きと

い
っ
た
山
林
苗
の
生
産
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
を
主
と
し
つ
つ
、
他
の
産
業
を
あ
わ
せ
な
が
ら

生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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第
二
節
　
戦
争
の
経
験

	

　

前
田
氏
は
三
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
を
持
つ
。
こ
の
う
ち
、
二
度

目
は
日
中
戦
争
で
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
七
月
に
大
口
村
を

出
て
名
古
屋
第
三
師
団
歩
兵
第
六
連
隊
に
属
し
た
。
中
国
で
の
任
務

は
長
く
、
帰
郷
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。
続
く
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
も
、
一
九
四
四
年
八
月
に
召
集
令
状
が
届
き
、

三
度
目
の
出
兵
と
な
っ
た
。
今
度
は
内
地
で
あ
り
、
兵
庫
県
淡
路
島

に
て
、
糧

り
ょ
う

秣ま
つ

の
確
保
に
携
わ
っ
て
い
た
。

日
中
戦
争
へ
の
出
征

　

一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
と
し
て
日
中
戦
争

が
勃
発
し
た
。
前
田
氏
は
、
新
聞
な
ど
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
よ
う

で
、「
北
支
事
変
、
拡
大
化
の
模
様
（
一
九
三
七
年
七
月
十
一
日
条
）」

や
、「
愈
々
日
支
全
面
的
衝
突
の
危
機
迫
る
（
一
九
三
七
年
七
月
十
四

日
条
）」
な
ど
、
欄
外
に
事
変
の
推
移
を
書
き
留
め
て
い
る
。

　

七
月
十
五
日
深
夜
、
大
口
村
を
含
む
愛
知
県
下
に
動
員
令
が
出
さ

れ
た
。『
前
田
功
日
記
』
に
は
、「
昨
夜
深
更
遂
に
動
員
下
令
さ
る
」

と
見
出
し
が
書
か
れ
、「
朝
、
果
然
動
員
令
の
話
で
三
々
五
々
寄
話
の

み
」（
一
九
三
七
年
七
月
十
六
日
条
）
と
あ
る
。
村
内
で
は
、
航
空
・

野
砲
・
高
射
砲
が
対
象
と
な
り
、
八
名
が
応
召
し
た
。

　

続
く
八
月
十
四
日
に
起
こ
っ
た
第
二
次
上
海
事
変
で
は
、
第
三
師

団
（
名
古
屋
）・
第
十
一
師
団
（
香
川
県
善
通
寺
）・
第
十
四
師
団
（
栃

木
県
宇
都
宮
）
に
動
員
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
第
三
師
団
は
、
八
月
十
八
日
に
先
遣
隊
が
出
発
し
、
十

九
日
に
は
歩
兵
第
六
連
隊
を
含
む
第
五
旅
団
な
ど
が
名
古
屋
港
か
ら

上
海
へ
向
け
て
出
港
、
二
十
三
日
に
は
揚
子
江
よ
り
上
陸
を
果
た
し

て
い
る
。
歩
兵
第
六
連
隊
の
戦
闘
被
害
は
甚
大
で
、
八
月
二
十
三
日

～
十
一
月
八
日
ま
で
に
死
者
九
八
七
人
・
負
傷
者
一
九
一
〇
人
を
出

し
た
。
特
に
八
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た

上
陸
作
戦
で
は
、
五
二
七
人
も
の
死
者
が
出
て
い
る
。
村
内
で
も
、

日
中
戦
争
に
よ
る
被
害
は
戦
死
者
二
七
名
、
戦
病
死
者
一
〇
名
と
さ

れ
て
お
り
、
被
害
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
召
集
令
下
る
。
待
に
待
っ
た
召
集
令
だ
。
俺
は
勇
躍
出
郷
せ
ん
。

見
よ
俺
の
意
気
を
。
午
后
十
一
時
半
、
令
状
を
受
領
す
。（
一
九
三

七
年
八
月
十
四
日
条
）

　
応
召
出
発
す
。
吾
か
意
気
を
見
よ
。
痛
快
だ
、
何
と
も
云
へ
ぬ
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胸
が
す
ー
っ
と
し
た
。
家
よ
り
万
歳
に
送
ら
る
。
午
後
三
時
家
、

集
合
。
挨
拶
を
受
け
、
三
明
神
社
参
拝
午
后
四
時
神
明
社
に
五
名

共
集
合
終
る
。
真
紅
の
襷
、
歓
呼
の
声
。
そ
し
て
俺
は
軍
歌
の
音

頭
を
取
る
。
此
の
意
気
を
見
よ
。（
中
略
）
神
よ
皇
軍
を
守
り
給

へ
。
其
の
声
は
全
国
民
の
祈
り
だ
。（
後
略
）（
一
九
三
七
年
八
月

二
十
日
条
）

　

村
内
で
も
応
召
が
続
き
、
八
月
十
四
日
、
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
前

田
氏
に
召
集
令
が
下
っ
た
。「
待
に
待
っ
た
召
集
令
だ
」
と
、
前
田
氏

は
意
気
込
み
を
綴つ

づ

る
。
村
を
出
発
し
た
二
十
日
条
を
見
る
と
、
ま
ず

地
元
の
氏
神
で
あ
る
三
明
神
社
に
参
拝
し
、
そ
の
後
隣
の
集
落
に
あ

る
神
明
社
に
共
に
出
郷
す
る
仲
間
と
集
っ
た
。
赤
い
襷た

す
きと

出
征
を
見

送
る
歓
呼
の
声
に
囲
ま
れ
、
前
田
氏
は
自
ら
軍
歌
の
音
頭
を
と
る
。

「
此
の
意
気
を
見
よ
」、「
神
よ
皇
軍
を
守
り
給
へ
。
其
の
声
は
全
国
民

の
祈
り
だ
」
と
記
述
は
続
き
、
応
召
し
た
前
田
氏
が
、
意
気
揚
々
と

出
征
す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。

南
京
陥
落

　

大
口
村
を
出
発
し
た
前
田
氏
は
、
同
郷
の
仲
間
と
共
に
名
古
屋
第

三
連
隊
に
入
隊
し
た
。
射
撃
訓
練
や
兵
器
検
査
、
予
防
接
種
な
ど
を

お
こ
な
っ
た
後
、
十
月
六
日
に
名
古
屋
を
出
発
し
た
。
七
日
、
使
役

兵
の
た
め
先
遣
隊
と
し
て
出
帆
し
、
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
十
一
日

に
揚
子
江
か
ら
上
陸
し
た
。
上
陸
後
の
『
前
田
功
日
記
』
に
は
、
腐

乱
死
体
を
見
か
け
た
こ
と
や
街
並
み
の
様
子
、
戦
闘
が
あ
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
、
生
々
し
い
記
述
が
目
立
つ
。

　

こ
の
頃
、
陸
軍
は
上
海
派
遣
軍
と
第
十
軍
の
指
揮
を
統
一
し
、
中

支
那
方
面
軍
を
編
成
し
た
。
こ
の
部
隊
は
、
十
二
月
十
日
に
南
京
へ

の
総
攻
撃
を
開
始
し
、
十
二
日
に
は
南
京
城
へ
の
入
城
と
掃
討
戦
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
三
師
団
の
う
ち
、
前
田
氏
が
属
す
る
歩
兵
第

六
連
隊
は
、
こ
の
南
京
攻
略
戦
に
は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
入
城
も
し

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
会
報
に
依
り
敗
残
兵
の
身
体
験
査
を
な
す
。（
通
行
人
に
し
て
十

五
才
―
五
十
才
マ
デ
の
男
に
し
て
腕
に
予
防
注
射
の
跡
の
あ
る
者

は
皆
正
規
兵
と
の
事
で
厳
重
に
検
査
せ
り
）
本
日
の
み
に
て
も
数

名
発
見
せ
り
と
聞
く
。
午
后
五
時
南
京
占
領
の
萬
歳
を
三
唱
し
祝

賀
す
（
一
九
三
七
年
十
二
月
十
五
日
条
）

　

前
田
氏
は
、
敗
残
兵
の
発
見
と
そ
の
捕
獲
を
主
な
任
務
と
し
て
い

た
。
十
四
日
条
に
は
、「
南
京
遂
に
落
つ
」
と
見
出
し
を
つ
け
、
朝
日
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新
聞
の
南
京
入
城
を
報
じ
た
記
事
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
〇
年
分
の
日
記
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
除
隊
と
な
っ
た

経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
一
月
に
は
村
に
帰
郷
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
前
田
氏
は
そ
の
後
、
再
び
農
業
に
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
大
口
村

　

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
真
珠
湾
攻
撃
を
契
機
と
し
て
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。『
前
田
功
日
記
』
に
は
、「
今
暁
未

明
西
太
平
洋
に
於
て
、
米
英
と
戦
争
状
態
に
入
る
。
長
ら
く
呼
ば
れ

た
日
米
未
来
戦
は
、
遂
に
現
実
と
な
り
火
蓋
は
切
ら
れ
た
り
。
畏
く

も
英
米
に
対
し
宣
戦
の
詔
勅
下
る
」（
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
条
）

と
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
開
戦
と
共
に
ラ
ジ
オ
も
戦
局
を
伝
え
る
よ

う
に
な
り
、
国
全
体
で
戦
時
気
分
が
高
め
ら
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
大
口
村
で
は
一
七
四
名
の
戦

死
者
と
七
六
名
の
戦
病
死
者
を
出
し
た
と
さ
れ
る
。
帰
郷
後
、
大
口

村
に
て
農
業
に
従
事
す
る
前
田
氏
で
あ
る
が
、
戦
局
や
中
国
へ
出
征

し
て
い
る
郷
土
部
隊
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
日
記
に
思
い
を
綴
っ
て

い
る
。

　
我
郷
土
部
隊
、
重
信
部
隊
長
の
率
ゐ
る
江
西
省
に
作
戦
し
、
撫

州
も
崇
仁
も
宣
黄
も
占
領
、
猛
進
撃
を
重
つ
ゝ
あ
り
。
想
へ
ば
我

ら
の
部
隊
も
ず
い
分
と
躍
進
し
た
も
の
だ
。
南
昌
方
面
の
作
戦
に

出
る
と
は
夢
だ
に
思
は
な
か
っ
た
（
一
九
四
二
年
六
月
十
二
日
条
）

　
山
本
司
令
長
官
、
南
太
平
洋
上
に
於
て
機
上
指
揮
中
壮
烈
な
最

期
。
元
帥
に
列
し
国
葬
の
栄
、
大
勲
位
功
一
級
を
賜
ふ
。
昨
年
八

月
以
来
海
軍
も
相
当
な
激
戦
を
し
て
ゐ
る
よ
う
に
思
へ
て
居
た
か
、

遂
に
本
年
四
月
山
本
長
官
の
戦
死
を
見
、
国
民
斉
し
て
「
撃
ち
て

止
ま
む
」
の
意
気
昂
る
（
一
九
四
三
年
五
月
二
十
一
日
条
）

　
ア
ッ
ツ
島
に
血
戦
二
旬
、
山
崎
部
隊
長
以
下
二
千
数
百
名
遂
に

玉
砕
す
。
う
ら
み
は
深
し
。
ア
ッ
ツ
島
十
万
ヵ
位
に
余
る
敵
、
其

優
勢
絶
対
的
な
も
の
に
対
し
て
良
く
も
戦
っ
て
下
さ
っ
た
。
一
億

挙
っ
て
兄
ら
の
霊
を
安
ん
ぜ
ん
に
は
置
か
す
。「
撃
ち
て
止
ま
む
」

我
も
時
局
の
重
大
さ
を
つ
く
〳
〵
と
痛
感
。
ぢ
っ
と
し
て
居
ら
れ

な
い
よ
う
な
感
で
一
ぱ
い
だ
。
俺
で
間
に
合
ふ
な
ら
今
一
度
銃
か

執
り
度
い
（
一
九
四
三
年
五
月
三
十
日
条
）

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
以
降
、
日
本
の
戦
局
は
こ
う
着
状
態
に
陥
り
、
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次
第
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
る
。
ア
ッ
ツ
島
で
の
玉
砕
（
一
九
四
三
年

五
月
）
を
報
道
で
知
っ
た
前
田
氏
は
、「
我
も
時
局
の
重
大
さ
を
つ
く

〳
〵
と
痛
感
」
と
、
戦
局
の
悪
化
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ぢ
っ

と
し
て
居
ら
れ
な
い
よ
う
な
感
で
一
ぱ
い
だ
。
俺
で
間
に
合
ふ
な
ら

今
一
度
銃
か
執
り
度
い
」
と
、
再
び
前
線
に
立
つ
こ
と
を
望
む
よ
う

に
な
っ
た
。

　

一
方
、
大
口
村
か
ら
出
征
し
た
兵
士
が
戦
死
し
、
英
霊
と
し
て
村

に
「
無
言
の
凱
旋
」（
一
九
四
三
年
十
二
月
十
九
日
条
）
が
増
え
、
前

田
氏
も
、
共
に
日
中
戦
争
を
戦
っ
た
仲
間
の
公
葬
に
も
参
列
す
る
よ

う
に
な
る
。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
開
戦
当
初
は
戦
勝
を
重
ね
て
い
た
が
、

次
第
に
戦
局
が
悪
化
す
る
と
、
村
内
で
も
意
気
揚
々
と
し
て
い
た
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
郷
部
隊
で
も
、
前
田
氏
の
同
年
代
の

仲
間
が
戦
死
し
、
村
で
の
公
葬
が
度
々
あ
っ
た
こ
と
が
『
前
田
功
日

記
』
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
前
田
氏
は
、
既
に
二
度
の
出
兵
経
験
が

あ
る
が
、
戦
局
の
悪
化
や
同
郷
部
隊
の
死
を
憂
い
、
も
う
一
度
前
線

に
戻
る
こ
と
を
望
む
程
で
あ
っ
た
。

農
・
商
業
に
対
す
る
意
識
の
揺
ら
ぎ

　

帰
郷
後
、
前
田
氏
は
戦
局
の
悪
化
や
同
郷
部
隊
の
「
無
言
の
凱
旋
」

を
嘆
き
な
が
ら
、
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
就
職

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
四
二
年
九
月
よ
り
名
古
屋
造
兵
廠
鷹

来
製
造
所
（
鷹た

か

来き

工こ
う

廠し
ょ
う）

に
就
職
し
た
。

　

鷹
来
工
廠
は
、
一
九
三
九
年
に
熱
田
製
造
所
の
分
工
場
と
し
て
愛

知
県
春
日
井
市
に
建
設
さ
れ
た
。
七
・
七
粍
（
黄
銅
製
）
や
九
九
式

普
通
実
包
を
製
造
し
た
工
廠
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
八
月
十

四
日
の
空
襲
で
は
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
工
廠
の
五
〇
％

が
被
災
し
た
。
戦
後
は
、
名
城
大
学
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
田
氏
は
、
鷹
来
工
廠
の
守
衛
と
し
て
就
職
し
、
隔
日
で
勤
務
を

し
て
い
る
。
時
に
は
、
枇び

杷わ

島じ
ま

市
場
へ
収
穫
物
を
出
品
し
て
か
ら
登

廠
す
る
な
ど
、
守
衛
勤
務
と
農
業
を
一
日
交
代
で
繰
り
返
す
日
々
が

続
く
の
で
あ
る
。

　
八
時
上
番
表
門
六
番
を
服
務
す
。（
中
略
）
自
分
の
心
に
鞭
を
あ

て
つ
ゝ
も
時
間
か
過
ぎ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
俺
は
思
ふ
、
せ
め
て

も
と
「
家
に
帰
っ
て
農
に
十
二
分
に
活
き
た
仕
事
を
な
さ
ん
と
」、

そ
れ
よ
り
今
の
俺
に
歩
む
道
な
し
（
一
九
四
三
年
四
月
二
十
三
日

条
）

　
我
村
も
皇
国
農
村
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
農
な
ら
農
、
勤
労
者
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な
ら
ば
勤
労
者
と
一
本
立
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
来
る
。
つ
ら
〳
〵

と
思
ひ
を
致
す
時
、
俺
は
農
に
戻
る
必
要
か
あ
る
を
感
ず
。
俺
の

境
遇
か
ら
割
り
出
す
と
ど
う
し
て
も
二
股
を
止
め
ね
ば
村
に
居
れ

な
く
な
る
や
ら
も
知
れ
な
い
（
一
九
四
三
年
八
月
一
日
条
）

　
入
職
以
来
満
一
ヶ
年
を
経
過
す
。
此
の
間
、
幾
度
か
退
職
し
て

農
に
帰
る
べ
く
決
心
し
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た
か
、
ど
う
し
て
も

二
ヶ
年
は
勤
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
て
今
月
に
至
る
。
職
業
と
し

て
は
悪
い
と
は
思
は
ぬ
か
、
時
節
柄
増
産
の
道
を
一
手
に
引
受
け

る
か
本
当
で
な
い
か
と
思
ひ
、
又
夜
勤
は
ど
う
も
身
体
に
思
は
し

く
な
い
か
と
も
考
へ
、
今
迄
に
な
い
後
手
な
考
を
致
す
今
日
で
あ

る
。（
一
九
四
三
年
九
月
一
日
条
）

「
標
準
農
村
」
大
口
村

　

鷹
来
工
廠
に
就
職
し
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
一
九
四
三
年
を
迎
え

る
と
、
次
第
に
農
業
に
専
念
す
べ
き
か
、
と
い
う
悩
み
が
生
じ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
当
時
大
口
村
が
「
皇
国
農
村
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
我
村
も
皇
国
農
村
と
な
り
、
ど
う
し
て
も
農
な

ら
農
、
勤
労
者
な
ら
ば
勤
労
者
と
一
本
立
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
来

る
」
と
述
べ
、「
俺
は
農
に
戻
る
必
要
か
あ
る
」（
一
九
四
三
年
八
月

一
日
条
）
と
決
心
し
て
い
る
。

　

前
田
氏
が
農
業
へ
と
専
念
す
る
背
景
に
は
、
戦
前
の
農
業
政
策
が

関
わ
っ
て
い
る
。
一
九
四
三
年
四
月
七
日
、
農
林
省
農
村
計
画
委
員

会
は
、
標
準
農
村
設
定
要
綱
を
決
定
し
、
全
国
で
計
三
〇
三
町
村
が

指
定
さ
れ
た
。

大
口
村
も
標
準
農
村
に
指
定
さ
る
。
県
下
で
第
一
に
。
愈
よ
　
我

ら
農
民
も
皇
国
農
民
の
意
識
に
燃
へ
て
、
大
奮
斗
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
俺
も

の
寿
命
短
き
か
？
（
一
九
四
三
年
九
月
二
十
八
日
条
）

　
河
村
さ
ん
に
解
雇
し
て
貰
ふ
よ
う
申
出
す
。
し
か
し
、
ま
あ
暫

く
辛
抱
せ
よ
と
の
事
で
一
日
勤
務
に
服
す
を
決
心
し
東
門
に
服
務

す
。
河
村
さ
ん
は
大
口
村
の
事
情
（
標
準
農
村
）
故
、
帰
農
せ
ね

ば
な
ら
な
い
事
は
判
っ
て
ゐ
る
。
だ
が
、
簡
単
に
や
め
る
と
な
れ

ば
他
に
影
響
す
る
か
ら
左
様
心
得
よ
と
話
あ
り
（
他
に
転
向
し
た

い
者
多
数
あ
る
模
様
あ
り
。
此
の
点
幹
部
は
頭
を
痛
め
て
ゐ
る
。

（
一
九
四
三
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）

　
『
前
田
功
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
口
村
が
県
内
で
一
番
に
指
定
さ
れ

た
と
あ
り
、
前
田
氏
も
「
皇
国
農
民
の
意
識
に
燃
へ
て
、
大
奮
斗
せ
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ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
農
業
へ
の
熱
意
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
大
口
村
で
は
、
一
九
四
三
年
度
に
「
大
口
村
農
業
会
」
を
設

立
し
て
い
る
。
農
業
会
は
、
国
防
国
家
体
制
の
中
で
国
策
の
推
進
機

関
と
し
て
、
貯
蓄
の
増
強
・
食
糧
増
産
と
、
こ
れ
に
必
要
な
資
材
・

肥
料
な
ど
の
配
給
、
農
産
物
の
集
荷
、
供
出
な
ど
が
業
務
で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
一
年
十
二
月
に
開
戦
し
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
、
村

内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
生
活
を
大
き
く
変
え
た
。
大
口
村
で
も
、

衣
料
切
符
制
が
開
始
さ
れ
、
米
な
ど
の
穀
物
類
や
金
属
の
供
出
が
定

め
ら
れ
た
。

　

特
に
一
九
四
三
年
は
、
前
田
氏
に
と
っ
て
、
ど
う
生
き
る
の
が
国

や
大
口
村
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
で
あ
る
の
か
、
苦
悩
す
る
一
年
で

あ
っ
た
。
日
中
戦
争
へ
の
出
征
経
験
や
、
同
郷
部
隊
の
活
躍
、
悪
化

す
る
戦
況
の
焦
り
か
ら
、「
今
一
度
銃
か
執
り
度
い
」
と
い
う
思
い
を

強
く
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
勤
務
す
る
鷹
来
工
廠
を
辞
め
、
農
業
一

本
で
生
き
て
い
き
た
い
気
持
ち
も
内
包
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
々

食
糧
難
と
な
っ
て
い
く
現
状
や
、
大
口
村
が
標
準
農
村
に
指
定
さ
れ

た
と
い
う
、
村
の
事
情
が
あ
っ
た
。
前
田
氏
は
、
供
出
の
割
当
を
決

め
る
会
合
に
出
る
な
ど
、
村
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
り
、
自
身
が
率

先
し
て
農
業
に
ま
い
進
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

三
明
神
社

　
『
前
田
功
日
記
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
三
明
神
社
（
３
―
２
―
２
）
は
、

大
口
町
大
御
堂
一
丁
目
三
十
番
地
に
現
存
し
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第

一
節
）。

　
戦
前
の
大
口
村
大
字
大
屋
敷
の
地
区
民
に
と
っ
て
、
こ
の
三
明
神
社
は

ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
前
田
氏
は
他
の
地
区
民
と
共
に
神
社
の

年
行
司
を
務
め
て
お
り
、
例
え
ば
六
月
に
は
、
神
社
の
寄
付
金
集
め
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
八
月
二
十
日
、
日
中
戦
争
の
た
め
中
国
へ

出
征
す
る
こ
と
と
な
っ
た
前

田
氏
は
、
家
を
出
発
す
る
と

ま
ず
三
明
神
社
に
参
拝
を
し

て
い
る
。
地
区
内
で
出
征
す

る
兵
士
に
と
っ
て
、
一
番
に

参
詣
す
る
神
社
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　
一
九
三
九
年
九
月
以
降
、

毎
月
一
日
を
興
亜
奉
公
日

と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

3-2-2　三明神社（2018年撮影）
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た
。
こ
れ
は
、
国
の
国
民
精
神
総
動
員
法
に
基
づ
く
施
策
で
あ
り
、
国
民

は
神
社
参
拝
や
宮
城
遥よ
う
拝は
い
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
の
日

記
で
は
、
興
亜
奉
公
日
に
は
、
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、
一
九
四
二
年
一
月
、
毎
月
八
日
を
大

詔
奉
戴
日
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
一
月
八
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　
大
詔
奉
戴
日
。
記
念
す
べ
き
此
の
日
、
各
戸
は
日
の
丸
掲
揚
。
三
明

社
に
於
て
大
詔
奉
戴
記
念
式
。
先
づ
大
詔
を
奉
読
、
其
后
武
運
長
久
祈

願
の
千
度
参
り
。
寒
気
凜り
ん

烈れ
つ

で
は
あ
っ
た
か
大
詔
を
拝
聴
し
て
居
る
う

ち
に
何
と
な
く
力
の
盛
り
上
が
る
も
の
が
あ
る
。（
一
九
四
二
年
二
月

八
日
条
）

　
旧
正
月
の
元
日
な
り
。
今
年
こ
そ
俺
は
大
地
を
踏
み
し
め
、
万
遺
憾

な
き
よ
う
進
み
度
い
。
先
ず
先
祖
に
決
意
を
告
げ
、
本
年
を
お
願
。
三

明
社
に
ぬ
か
ず
き
、
国
家
の
隆
昌
と
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
願
。

併
せ
て
我
家
を
護
ら
せ
給
へ
と
切
に
祈
念
す
。
二
の
宮
様
へ
は
小
雪
チ

ラ
ツ
ク
な
か
を
一
人
で
参
拝
す
。
此
処
で
も
戦せ
ん

捷し
ょ
うを
希
ふ
人
々
で
一
ぱ

い
で
あ
る
。（
一
九
四
二
年
二
月
十
五
日
条
）

　
前
田
一
君
戦
傷
の
報
に
三
明
社
前
に
全
区
民
集
合
、
快
癒
祈
願
を
行

ふ
。
再
起
奉
公
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
切
に
祈
る
。（
一
九
四
二
年
六

月
三
十
日
条
）

　
二
度
目
と
な
る
二
月
八
日
条
か
ら
は
、
大
口
村
大
字
大
屋
敷
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
戸
で
国
旗
を
掲
げ
、
三
明
（
神
）
社

に
地
区
民
が
集
い
、
大
詔
奉
戴
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
で
は
、
ま
ず

大
詔
を
拝
聴
し
、
そ
の
後
千
度
参
り
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
降
、『
前
田
功
日
記
』
を
見
る
と
、
毎
月
八
日
の
大
詔
奉
戴
日
に
は

三
明
神
社
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
二
月
十
五
日
は

旧
正
月
に
あ
た
る
が
、
こ
の
日
に
も
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
。

　
三
明
神
社
は
建
立
さ
れ
て
以
来
、
大
屋
敷
地
区
に
と
っ
て
の
拠
り
所
で

あ
っ
た
。『
前
田
功
日
記
』
で
は
、
日
中
戦
争
や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

下
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
三
明
神
社
が
登
場
し
、
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
大
屋
敷
地
区
か
ら
出
征
す
る
兵
士
に
と
っ
て
も
、

銃
後
の
村
民
に
と
っ
て
も
、
戦
時
中
の
三
明
神
社
は
、
精
神
を
支
え
る
た

め
に
必
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
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名
付
け
か
ら
見
る
戦
前
・
戦
後

　
前
田
功
氏
は
、
妻
輝
子
（
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
二
月
九
日
挙
式
、

十
一
月
十
九
日
婚
姻
届
提
出
）
と
の
間
に
五
男
を
も
う
け
て
い
る
。『
前

田
功
日
記
』
に
は
、
子
供
の
誕
生
や
名
付
け
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
が
、

名
前
の
由
来
に
は
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
第
一
子
か
ら
第
三
子
ま
で
の
名
付
け
を
紹
介
し
た
い
。

　
第
一
子
は
、
一
九
四
二
年
十
二
月
十
二
日
に
誕
生
し
た
。
当
時
、
前
田

氏
は
、
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
鷹た
か

来き

工
廠
の
守
衛
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
。　

頭
に
第
二
世
の
名
を
あ
ゝ
と
も
思
ひ
こ
う
と
も
思
い
登
廠
。
ど
う
も

こ
れ
な
ら
と
は
決
心
か
つ
か
な
い
。
結
局
十
二
月
入
り
生
と
し
て
大
詔

奉
戴
一
周
年
よ
り
か
八
紘
一
宇
よ
り
か
名
を
得
る
の
が
最
も
意
義
か
深

い
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
子
の
幸
を
祈
る
の
に
余
り
で
仲
々
に
名
も
む

つ
か
し
い
（
一
九
四
二
年
十
二
月
十
四
日
条
）

　
我
二
世
に
紘
一
と
名
命
す
。
八
紘
一
宇
よ
り
名
を
採
り
。
八
紘
一
宇
、

大
精
神
ノ
モ
ト
聖
戦
カ
大
東
亜
各
地
ニ
展
開
サ
レ
テ
イ
ル
。
コ
ノ
大
理

想
ニ
完
遂
ス
ル
人
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
希
フ
余
リ
紘
一
ト
命
名
ス
（
一
九
四

二
年
十
二
月
十
九
日
条
）

　
前
田
氏
は
鷹
来
工
廠
へ
登
廠
し
な
が
ら
、
生
ま
れ
た
男
児
の
名
付
け
に

悩
む
姿
が
見
ら
れ
る
。
候
補
に
は
、「
大
詔
奉
戴
一
周
年
」・「
八
紘
一
宇
」

が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
「
大
詔
奉
戴
」
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
宣
戦
の
詔
勅
が
出
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
翌
年
一
月
二
日
の
閣
議
決
定
を
経
て
制
定
さ
れ
た
。

毎
月
八
日
を
記
念
日
と
し
、
同
月
八
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
。『
前
田
功
日

記
』
に
よ
れ
ば
前
田
氏
は
、
大
詔
奉
戴
日
に
は
三
明
神
社
に
参
拝
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
八
紘
一
宇
」
は
、
戦
時
中
、
対
外
侵
略
を
お
こ
な
う

日
本
の
精
神
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
紘
一
と
名
付
け
ら
れ
た
第
一
子
は
、
一
九
四
三
年
一
月
二
十

日
に
夭よ
う

逝せ
い

し
て
し
ま
う
。

　
次
に
前
田
家
に
男
児
が
誕
生
す
る
の
は
、
一
九
四
四
年
七
月
二
十
五
日

で
あ
っ
た
。
前
田
氏
は
日
記
に
、「
午
前
十
時
、
男
子
を
分
娩
す
。
幸
に

し
て
健
か
な
り
、
我
安
心
し
た
。
第
一
特
に
馳は

せ
向
ふ
か
出
来
得
る
」
と

記
し
、
第
二
子
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
る
。

　
三
十
一
日
に
な
る
と
、第
二
子
を
正
利
と
名
付
け
た
。
日
記
に
は
、「「
正

し
い
勝
利
」
の
一
語
よ
り
」
と
そ
の
由
来
を
書
い
て
い
る
。「
今
こ
そ
正

し
い
勝
利
を
獲
得
す
べ
き
秋
な
り
を
信
じ
て
。
勝
利
こ
そ
正
し
い
者
の
頭

上
に
輝
く
を
信
じ
て
」
と
も
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
頃
の
戦
局
は
、
六
月
十
五
日
に
サ
イ
パ
ン
島
に
米
軍
が
上
陸
、
七
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月
七
日
に
は
日
本
軍
が
玉
砕
し
て
い
る
。
日
記
に
は
七
月
十
八
日
条
に
て
、

大
本
営
発
表
の
模
様
を
書
い
て
い
る
。
前
田
氏
自
身
も
、
こ
の
頃
の
時
局

に
対
し
て
、

　
何
処
へ
行
っ
て
も
我
欲
の
話
の
み
で
、
時
局
戦
局
に
対
す
る
必
勝
の

信
念
の
無
い
の
に
情
な
さ
を
感
ず
。
果
し
て
こ
れ
で
良
い
の
で
あ
ら
う

か
。
今
な
を
第
一
線
で
苦
戦
し
て
ゐ
る
戦
友
を
思
ふ
と
た
へ
ら
れ
な
い

想
な
り
。（
一
九
四
四
年
七
月
十
二
日
条
）

　
と
述
べ
て
お
り
、
戦
勝
祈
念
と
、
郷
土
部
隊
が
前
線
で
戦
っ
て
い
る
こ

と
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
の
勝
利
を
願
っ
て

正
利
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
八
月
三
日
に
夭
逝
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
に
生
ま
れ
た
子
供
の
名
付
け
に
は
、「
八
紘
一
宇
」

や
「
大
詔
奉
戴
」、「
戦
勝
」
と
い
っ
た
、
戦
局
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　
戦
後
、
前
田
家
に
男
児
が
誕
生
す
る
の
は
一
九
四
六
年
八
月
十
五
日
、

奇
し
く
も
終
戦
か
ら
一
年
た
っ
た
日
で
あ
っ
た
。

　
男
子
出
生
す
。
午
前
九
時
に
。
今
度
の
は
格
別
に
元
気
か
好
さ
そ
う

な
り
。
何
と
か
し
て
大
き
く
成
人
さ
せ
度
い
。
名
も
善
隣
友
好
の
友
好

と
着
け
た
い
と
思
ふ
（
一
九
四
六
年
八
月
十
五
日
条
）

　
名
を
新
生
と
命
名
す
。
八
月
十
五
日
生
れ
な
の
で
新
生
日
本
の
意
味

を
以
て
、
し
か
も
俺
と
し
て
今
度
こ
そ
は
育
て
上
け
る
覚
悟
な
の
で
新

し
い
出
発
点
と
名
付
け
た
訳
だ
。
一
寸
珍
ら
し
い
名
な
り
。（
中
略
）
新

生
の
幸
あ
れ
。
俺
か
新
生
と
決
心
し
た
ま
で
に
は
二
つ
名
か
あ
っ
た
。

新
生
日
本
と
善
隣
友
好
な
の
だ
。
結
局
八
月
十
五
日
を
記
念
す
る
と
共

に
、
此
の
子
こ
そ
俺
の
新
生
な
り
と
考
へ
て
（
一
九
四
六
年
八
月
二
十

一
日
条
）

　
終
戦
か
ら
一
年
経
っ
て
、
前
田
氏
は
名
前
の
候
補
に
「
新
生
日
本
」
と

「
善
隣
友
好
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
新
生
日
本
」
は
、
戦
後
日
本
が
復
興
す

る
際
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
し
、「
善
隣
友
好
」
と
は
、
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
諸
外
国
と
友
好
的
な
関
係
を
結
び
直
そ
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
中
の
「
八
紘
一
宇
」
や
「
大
詔
奉
戴
」、「
正
し
い

勝
利
」
と
い
っ
た
、
戦
局
や
日
本
の
戦
勝
を
祈
念
す
る
名
付
け
か
ら
、
敗

戦
後
の
日
本
が
復
興
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
へ
と
、
変
化
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
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三
度
目
の
応
召

　

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
六
月
十
五
日
、
三
十
一
歳
で
あ
っ
た

前
田
氏
は
鷹た

か

来き

工こ
う

廠し
ょ
うを

退
職
し
た
。
退
職
後
は
「
皇
国
農
民
」
と
し

て
食
糧
増
産
に
努
め
る
筈は

ず

で
あ
っ
た
が
、
八
月
に
再
度
、
応
召
さ
れ

る
。
こ
の
年
の
年
末
に
は
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
「
昭
和
一
九
年
を

送
る
。
今
年
は
造
兵
廠
も
や
め
、
専
ら
食
糧
増
産
に
挺て

い

身し
ん

せ
ん
と
し

て
地
力
増
進
に
鋭
意
力
を
注
い
で
ゐ
た
の
に
、
八
月
応
召
と
な
り
、

母
と
輝
子
と
に
任
す
事
と
な
っ
た
。
女
の
み
二
人
で
ず
い
分
と
苦
労

し
た
ら
し
か
っ
た
」（
一
九
四
四
年
十
二
月
三
十
一
日
条
）
と
述
べ
て

い
る
。

　

今
度
は
内
地
勤
務
で
あ
り
、
当
初
は
初
年
兵
の
教
育
を
担
当
し
て

い
た
が
、
十
月
二
十
九
日
に
飛
行
場
大
隊
の
編
成
員
と
し
て
、
豊
場

に
あ
る
豊
場
飛
行
場
（
現
県
営
名
古
屋
空
港
）
に
赴
い
た
。
そ
し
て

十
一
月
中
旬
、
淡
路
島
の
榎え

列な
み

に
駐
屯
し
、
経
理
室
勤
務
で
販
売
所

委
員
助
手
と
な
っ
た
。
み
か
ん
や
酒
、
煙
草
と
い
っ
た
様
々
な
食
糧

を
手
配
し
、
部
隊
に
分
配
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

終
戦
と
帰
郷

　

一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
正
午
、
前
田
氏
は
、
兵
庫
県
淡
路
島
で

終
戦
を
迎
え
た
。

　
大
東
亜
戦
争
遂
に
終
る
。
我
血
涙
を
呑
む
。
此
の
日
正
午
天
皇

陛
下
御
親
し
く
マ
イ
ク
に
立
た
せ
ら
れ
、
国
民
に
注
ぐ
と
の
題
目

勅
詔
を
下
さ
る
。
丁
度
井
上
旅
館
に
来
て
ゐ
て
襟
を
直
し
て
拝
承

し
た
が
、
此
の
無
条
件
降
伏
は
心
外
で
あ
り
残
念
な
る
も
こ
れ
以

上
抗
戦
も
出
来
ず
、
日
本
民
族
の
タ
メ
と
の
聖
諭
な
り
臣
ら
一
億

血
涙
と
共
に
恐
懼
只
々
再
建
の
為
全
力
を
尽
さ
ん
を
誓
ふ
。
俺
の

思
ふ
に
結
局
は
戦
力
の
差
で
あ
り
、
我
ら
矢
折
弾
丸
尽
き
て
な
を

残
っ
た
者
斉
し
く
東
洋
へ
を
忘
れ
ず
大
日
本
を
建
設
の
必
要
あ
り

を
痛
感
す
（
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
条
）

　

出
張
先
の
大
阪
に
あ
っ
た
井
上
旅
館
で
、
襟
を
正
し
て
放
送
を
聞

い
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
無
条
件
降
伏
の
理
由
を
、「
結
局
は
戦
力
の

差
」
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
我
ら
矢
折
弾
丸
尽

き
て
な
を
残
っ
た
者
斉
し
く
東
洋
へ
を
忘
れ
ず
大
日
本
を
建
設
の
必

要
あ
り
を
痛
感
す
」
と
述
べ
、
既
に
戦
後
の
国
の
あ
り
方
を
考
え
る

な
ど
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
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八
月
二
十
四
日
、
前
田
氏
は
除
隊
と
な
り
、
三
十
一
日
に
は
大
口

村
に
帰
郷
し
た
。
親
戚
回
り
な
ど
を
終
え
、
九
月
三
日
か
ら
は
米
の

配
給
を
受
け
、
農
作
業
に
従
事
し
始
め
た
。

戦
後
の
政
策
に
対
す
る
意
識

　
早
や
く
も
10
月
と
な
る
。
世
相
も
愈
よ
深
刻
に
な
っ
て
来
た
よ

う
だ
。
内
閣
も
施
策
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
ど
う
や
ら
短
命
内
閣
の

模
様
な
り
。
政
局
不
安
定
で
山
積
せ
る
諸
問
題
及
施
策
か
案
ぜ
ら

れ
る
。
ど
う
や
ら
玉
砕
し
て
も
無
条
件
降
伏
で
も
同
じ
に
結
果
は

な
る
よ
う
だ
（
一
九
四
五
年
十
月
一
日
条
）

　
思
ひ
起
す
大
詔
奉
戴
日
な
り
。
本
八
日
未
明
に
眞
珠
湾
の
攻
撃

の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
り
。
此
の
日
大
き
な
失
手
か
打
た
れ
、
日
本

民
族
が
暗
黒
面
に
落
さ
れ
た
の
だ
。
今
日
の
新
聞
に
は
米
軍
司
令

部
の
発
表
に
よ
る
第
二
次
戦
乱
の
始
め
よ
り
の
奉
天
事
件
よ
り
、

ミ
ゾ
リ
ー
停
戦
協
定
迄
の
記
事
か
出
る
。
日
本
と
し
て
実
に
残
念

な
事
だ
（
一
九
四
五
年
十
二
月
八
日
条
）

　
日
本
史
上
の
大
変
革
の
年
。
敗
戦
と
言
ふ
現
実
の
前
に
、
何
も

か
も
破
壊
さ
れ
新
ら
し
い
民
主
主
義
的
に
生
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

国
家
的
に
は
天
皇
制
廃
止
の
論
も
出
、
経
済
的
に
は
財
産
税
と
か

利
得
税
な
ど
で
空
前
の
イ
ン
フ
レ
を
防
か
ん
と
し
て
ゐ
る
。
一
方

主
要
食
糧
の
米
は
四
十
年
振
り
の
不
作
で
供
出
も
容
易
で
は
な
い
。

社
会
的
の
不
安
益
々
深
刻
の
度
を
増
し
て
行
く
ば
か
り
な
り
（
一

九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
条
）

　

農
業
の
道
に
戻
っ
た
前
田
氏
で
あ
る
が
、
戦
後
の
内
閣
に
つ
い
て
、

意
見
を
書
き
留
め
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
十
月
一
日
に
は
、

戦
争
に
つ
い
て
玉
砕
で
も
無
条
件
降
伏
で
も
結
果
は
同
じ
だ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
る
。

　

同
年
十
二
月
八
日
、
大
詔
奉
戴
日
に
つ
い
て
思
い
を
綴つ

づ

っ
て
い
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
を
思
い
起

こ
し
、「
此
の
日
大
き
な
失
手
か
打
た
れ
、
日
本
民
族
が
暗
黒
面
に
落

さ
れ
た
」
と
評
価
す
る
。
開
戦
当
初
の
高
揚
し
た
戦
争
へ
の
熱
意
と

比
べ
、
意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

社
会
党
へ
の
期
待

　

一
九
四
六
年
四
月
、
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
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新
日
本
建
設
の
日
。
民
主
日
本
を
世
界
に
表
現
す
る
日
な
り
。

早
朝
よ
り
出
足
早
く
予
想
以
上
の
好
成
績
の
投
票
振
り
な
り
。
で

も
ま
だ
旧
勢
力
を
婦
人
連
ま
だ
無
意
識
に
支
持
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。

全
く
婦
人
連
は
駄
目
な
り
。
我
家
は
全
部
社
会
党
（
一
九
四
六
年

四
月
十
日
条
）

　
今
日
は
愈
よ
開
票
な
り
。
民
主
日
本
の
政
治
分
野
の
決
定
す
る

日
な
り
。
情
報
は
、
俺
の
言
ふ
社
会
党
は
第
三
党
な
り
と
。
依
然

と
し
て
民
衆
は
頭
か
変
ら
ぬ
ら
し
い
。
正
午
の
報
道
に
早
く
も
尾

崎
行
雄
と
女
の
代
議
士
と
し
て
　
　
　
　
氏
か
決
定
す
。
我
区
も

晩
方
に
至
り
加
ト
勘
〔
加
藤
勘
十
　
日
本
社
会
党
〕
ト
ッ
プ
で
白

木
か
続
い
て
ゐ
る
（
一
九
四
六
年
四
月
十
一
日
条
）

　　

四
月
十
日
の
投
票
日
、
前
田
氏
は
「
新
日
本
建
設
の
日
。
民
主
日

本
を
世
界
に
表
現
す
る
日
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
戦
後
初
の
総
選

挙
へ
の
関
心
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
社
会
党
を
支
持
し
て
お
り
、
新

し
い
「
民
主
日
本
の
政
治
分
野
」
は
、
社
会
党
に
担
っ
て
欲
し
い
よ

う
で
あ
る
。

　

兵
士
の
身
で
終
戦
を
迎
え
た
前
田
氏
は
、
戦
争
に
対
し
て
、
敗
戦

の
原
因
を
戦
力
の
差
で
あ
る
と
考
察
し
、
政
府
に
対
し
て
責
任
を
問

う
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
一
九
四
五
年
の
年
末
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
の
契
機
と
な
っ
た
真
珠
湾
攻
撃
を
、
日
本
が
「
暗
黒
面
」

に
落
ち
、
大
き
な
「
失
手
」
で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
た
。
日
中
戦
争

や
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
時
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
厳
し
い

評
価
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
興
味
深
い
の
は
、
前
田
家
が
戦
後
初
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

社
会
党
に
投
票
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
立
ち
直
り
を
早

い
う
ち
か
ら
考
え
、
民
主
主
義
の
体
現
の
た
め
に
社
会
党
を
推
し
た
。

『
前
田
功
日
記
』
に
は
、
こ
の
他
、
天
皇
制
や
貨
幣
制
度
、
憲
法
な
ど

に
も
言
及
し
た
記
述
も
見
ら
れ
た
。

『
前
田
功
日
記
』
か
ら
見
え
る
も
の

　
『
前
田
功
日
記
』
は
、
戦
前
に
大
口
村
に
生
ま
れ
育
っ
た
、
農
民
の

日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
を
読
み
解
く
と
、
戦
前
・
戦
後
に
か
け
て

の
大
口
村
や
暮
ら
し
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
前
田
氏

の
出
兵
中
に
は
、
戦
地
の
様
子
を
は
じ
め
、
戦
場
の
最
前
線
に
立
っ

た
一
兵
士
の
、
生
々
し
い
戦
闘
記
録
が
残
る
。

　

一
九
三
七
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
に
よ
り
、
前
田
氏
は
第
三
師

団
歩
兵
第
六
連
隊
と
し
て
、
中
国
へ
出
兵
し
た
。
村
を
出
る
日
、
日

記
に
は
「
吾
か
意
気
を
見
よ
」
と
書
き
留
め
、
意
気
揚
々
と
故
郷
を
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出
発
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
の
一
九
四
五
年
十
二
月

八
日
に
は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
日
本
国
民
は
「
暗
黒
面
」
に
落

と
さ
れ
た
、
と
戦
争
へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
二
度
に
わ
た
る
出
兵
経
験
が
あ
っ
た
。
大
口
村

を
含
む
愛
知
県
は
、
名
古
屋
第
三
師
団
に
属
し
た
が
、
こ
の
師
団
は

大
き
な
被
害
を
出
し
て
お
り
、
村
内
で
も
戦
死
者
の
公
葬
が
し
ば
し

ば
お
こ
な
わ
れ
た
。
前
田
氏
は
、
村
に
あ
っ
て
も
、
郷
土
の
仲
間
の

死
を
受
け
止
め
、
日
記
に
残
し
て
い
た
。

　

一
方
、
戦
争
に
よ
っ
て
村
の
様
子
が
変
化
し
た
こ
と
も
、
前
田
氏

の
意
識
に
影
響
を
与
え
た
。
特
に
、
一
九
四
三
年
に
村
が
標
準
農
村

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
既
に
米
を
は
じ
め
様
々
な
供
出
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
食
糧
増
産
の
た
め
に
も
と
帰
農
を
考
え
始
め
た

の
で
あ
る
。

　

戦
前
の
村
の
様
子
は
、
村
が
発
行
し
た
公
報
や
回
覧
板
、
新
聞
記

事
な
ど
か
ら
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
前
田
功

日
記
』
は
、
大
口
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
一
農
民
の
日
記
で
あ
り
、
住

民
の
立
場
か
ら
村
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

個
人
の
日
記
は
各
地
方
自
治
体
に
寄
贈
さ
れ
、
地
方
史
の
研
究
と

し
て
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
前
田
功
日
記
』
に
つ
い
て
も
、

ご
子
息
で
あ
る
前
田
新
生
氏
が
、
大
口
町
へ
寄
贈
し
た
。
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め
、
十
七
世
紀
に
至
り
町
内
の
神
社
所
在
数
が
増
加
し
た
。
一
八
二

二
（
文
政
五
）
年
に
成
立
し
た
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
よ
る
と
、
町
域

の
村
々
に
計
三
四
社
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
、

一
八
九
〇
年
代
以
降
は
神
社
の
合ご

う

祀し

・
廃
社
な
ど
が
広
く
実
施
さ
れ
、

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
刊
行
し
た
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、

郷
社
一
・
村
社
一
八
・
無
格
社
五
の
計
二
四
社
と
な
っ
た
。

　

祭
神
別
に
み
る
と
伊
勢
神
宮
の
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みを

勧か
ん

請じ
ょ
うし

た
神
明
社
が

多
く
、
つ
い
で
加
賀
白
山
を
仰
ぐ
地
に
お
け
る
白
山
信
仰
の
白
山
社
、

牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

を
祭
神
と
す
る
津
島
社
、
紀
伊
熊
野
に
発
す
る
熊
野
社
、

信
州
諏す

訪わ

明
神
を
勧
請
す
る
諏
訪
社
な
ど
が
あ
る
。

　

各
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
る
祭
事
は
、
各
地
区
と
も
元
旦
祭
・
夏
祭

り
（
天
王
祭
）・
秋
祭
り
な
ど
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
秋
田
長
桜
地
区

に
所
在
す
る
天
神
社
の
秋
祭
り
（
秋
の
豊
年
祭
）
で
お
こ
な
わ
れ
る

湯
立
神
事
「
湯
の
花
の
神
事
」
は
、
町
指
定
文
化
財
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

第
一
節
　
神
社

	

　

本
節
で
は
、
町
内
に
所
在
す
る
神
社
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

九
〇
五
（
延
喜
五
）
年
に
編
さ
ん
が
始
ま
り
、
九
二
七
（
延
長
五
）

年
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
の
神
名
帳
に
は
、
二
八
六
一
の
神
社
が

記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
神
社
は
式
内
社
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
中
に
「
小

口
神
社
」
の
記
載
が
あ
り
、
町
内
で
現
存
す
る
神
社
の
中
で
最
も
古

い
記
録
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
町
内
の
神
社
に
関
係
し
た
古
文
書

は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
一
五
九
七
（
慶
長
二
）
年
に
中な

か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うが

余
野
地
区
に
所
在
し
た
神
明
社
と
八
幡
社
に
対
し
て
奉
納
し

た
と
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
鰐わ

に

口ぐ
ち

が
残
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章

第
二
節
）。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
『
寛
文
村
々
覚
書
』
を
は
じ
め
、
村
絵
図
な

ど
に
各
集
落
の
神
社
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
以
降
に

誕
生
し
た
新
田
村
に
つ
い
て
も
、
集
落
ご
と
に
神
社
を
創
建
し
た
た

第
三
章

神
社
・
寺
院
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戦
後
は
農
作
業
の
形
態
や
生
活
慣
習
の
変
化
に
よ
り
、
祭
事
の
あ

り
方
や
祭
礼
日
も
変
化
し
て
き
た
。
特
に
秋
祭
り
は
、
神
社
（
地
域
）

ご
と
に
祭
礼
日
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
頃

か
ら
村
内
全
体
で
十
月
十
五
日
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
北
部

（
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
）
で
は
十
月
二
十
日
、
南
部
（
秋
田
・

豊
田
・
大
屋
敷
）
で
は
十
月
二
十
七
日
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に

な
る
と
全
村
で
十
月
二
十
日
に
統
一
さ
れ
、
翌
日
に
小
学
校
の
運
動

会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
十
月
の
第

二
日
曜
日
も
し
く
は
第
三
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

社
格

　

明
治
に
入
る
と
、
全
国
の
神
社
・
神
職
が
国
家
の
管
理
下
に
置
か

れ
、
古
代
以
来
の
神
仏
習
合
を
解
消
す
る
神
仏
分
離
の
令
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
一
八
七
一
年
一
月
に
は
社
寺
領
が
廃
止
さ
れ
、
五
月
に

は
全
国
の
神
社
が
「
国
家
の
宗そ

う

祀し

」
と
な
り
、
神
社
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
柄
が
国
家
の
法
制
度
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同

時
に
、
社
格
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
。
官
社
以
外
を
諸
社
と
し
、
そ

れ
を
府
社
・
藩
社
・
県
社
・
郷
社
と
し
た
。
同
年
七
月
の
廃
藩
置
県

後
改
め
て
、
府
県
社
・
郷
社
・
村
社
・
無
格
社
と
し
た
。

　

一
九
四
六
年
二
月
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以
下

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」）
の
神
道
指
令
に
よ
り
神
社
の
国
家
管
理
が
廃
止
さ
れ
る

と
同
時
に
、
社
格
も
廃
止
さ
れ
た
。

　

郷
社
と
は
府
県
社
に
次
ぐ
郷

き
ょ
う

邑ゆ
う

の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

で
、
村
社
よ
り
も
崇
敬

範
囲
が
広
く
、
一
地
方
に
わ
た
っ
て
崇
敬
さ
れ
る
中
心
的
神
社
を
あ

て
た
。
町
内
で
は
秋
田
長
桜
地
区
の
天
神
社
が
郷
社
と
さ
れ
た
。

　

村
社
は
郷
社
の
下
、
無
格
社
の
上
で
、
氏
神
と
し
て
仰
が
れ
る
社

を
村
社
と
し
た
。
一
九
四
五
年
の
制
度
廃
止
当
時
、
全
国
約
十
一
万

社
の
う
ち
村
社
数
は
四
万
四
九
三
四
社
で
あ
っ
た
。

　

無
格
社
は
旧
神
社
制
度
に
お
い
て
、
最
も
低
い
位
置
に
あ
る
。
一

九
四
五
年
の
制
度
廃
止
当
時
、
全
国
の
無
格
社
数
は
五
万
九
九
九
七

社
で
あ
っ
た
。

摂
社
・
末
社

　

神
社
の
境
内
に
あ
る
小
さ
な
社
（
境
内
社
）
は
、
摂
社
と
末
社
に

分
け
ら
れ
る
。
そ
の
神
社
の
主
祭
神
と
関
係
の
深
い
神
を
祀ま

つ

る
の
が

摂
社
、
そ
れ
以
外
が
末
社
で
あ
る
。
末
社
の
中
に
は
本
社
よ
り
古
い

由
緒
を
も
つ
も
の
も
あ
り
、
そ
の
土
地
に
も
と
も
と
祀
ら
れ
て
い
た

地
主
神
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
地
主
神
は
、
元
来
そ
の
土
地
を
守
護

し
て
き
た
神
の
こ
と
で
、
新
た
に
外
か
ら
大
き
な
神
を
迎
え
る
と
末

社
に
な
っ
て
い
く
場
合
が
多
い
。
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摂
社
・
末
社
の
呼
称
は
戦
後
も
使
わ
れ
、
特
に
本
社
と
の
由
緒
の

深
い
神
社
に
は
摂
社
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
地

外
で
祀
ら
れ
て
い
る
摂
社
・
末
社
を
境
外
社
と
い
う
。

　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
の
時
点
で
は
、
町
内
に
二
四
社
の
所
在

が
確
認
で
き
、
そ
の
他
、
記
録
と
し
て
過
去
に
存
在
し
て
い
た
が
、

現
存
し
て
い
な
い
神
社
が
二
社
あ
る
（
３
―
３
―
１
）。

中
小
口

①
小
口
神
社　

秋
田②

天
神
社　
③
神
明
社　
④
津
島
社　
⑤
熊
野
社

⑥
八
王
子
社　
⑦
金
刀
比
羅
社　
⑧
天
神
社

豊
田⑨

八
剱
社　
⑩
神
福
社　
⑪
山
の
神

大
屋
敷

⑫
三
明
神
社　
⑬
諏
訪
社　
⑭
神
明
社　
⑮
縣
社

外
坪⑯

神
明
社

河
北⑰

神
明
社　
⑱
津
島
社　
⑲
神
明
社

余
野⑳

余
野
神
社

上
小
口

�
白
山
社　
�
清
島
神
社

中
小
口
（
新
宮
）

�
神
明
社

下
小
口

�
白
山
社

（
現
存
せ
ず
）

�
津
島
社
（
豊
田
）　
�
大
口
神
社
（
大
屋
敷
）

3-3-1　神社位置図
※社名は、『愛知県神社名鑑』（愛知県神社庁編1992年）による。
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一
　
小お

口ぐ
ち

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
少す

く

名な

毘び

古こ

那な
の

命み
こ
と

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み　

豊と
よ

受う
け

姫ひ
め
の

大お
お

神か
み

　
　
　
　

品ほ
む

陀だ

和わ

気け
の

命み
こ
と

　
　

息お
き

長な
が

帯た
ら
し

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

建た
け

速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

九
二
七
年
に
完
成
し
た
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
全
国
二
八
六
一

社
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
神
社
を
式
内
社
と
い
う
。
大

口
町
内
で
は
小
口
神
社
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
尾
張
国
本
国
帳
』（
平
安
時
代
末
）
の
中
に
「
從
三
位

小
口
天
神
」
と
あ
る
。

　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
は
「
村
社　

天
神
社
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
十
五
日
、
字
宮
前
の
神
明

社
と
そ
の
境
内
社
（
八
幡
社
・
須
賀
社
・
神
明
社
）
が
天
神
社
に

合ご
う

祀し

さ
れ
た
。

◆
旧
社
格　
村
社
（
平
安
時
代
「
式
内
社
」）

◆
そ
の
他

　

七
月
の
夏
祭
り
の
際
、
役
員
に
よ
り
六ろ

く

部べ

橋ば
し

の
水
神
碑
前
で
水

神
祭
を
お
こ
な
う
。

　

神
社
で
保
管
し
て
い
る
「
大
鈴
」、
境
内
の
「
山
柿
」
が
町
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

3-3-2　小口神社境内（2020年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

九
二
七
年
以
前

創
建
年
代

城
屋
敷
一
丁
目
一
五
三
番
地

所
　
在
　
地
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二
　
天て
ん

神じ
ん

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
長
桜
村
の
項
に
、「
社
二
ヶ
所　

春
日
天
神

社
」
と
あ
り
、『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
「
天
王
神
明
社
二
社
（
略
）、

天
神
春
日
大
明
神
二
社
（
以
下
略
）」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
一
六
〇

〇
年
代
半
ば
に
は
、
長
桜
村
に
天
神
社
と
春
日
社
が
あ
り
、
の
ち

に
天
王
社
と
神
明
社
が
で
き
た
。
春
日
社
は
、
一
九
一
九
年
十
一

月
に
天
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
天
王
社
は
、
入
鹿
八
左
衛
門
新
田

に
あ
っ
て
の
ち
に
津
島
社
と
改
称
さ
れ
た
。

奈な

良ら

志し

天
神

　

延
喜
式
の
神
名
帳
と
は
別
に
、
諸
国
で
作
成
さ
れ
た
神
名
帳
の
う

ち
、
平
安
時
代
末
期
に
作
成
し
た
『
尾
張
国
内
神
名
帳
』
に
は
、
丹

羽
郡
の
項
に
「
奈
良
志
天
神
」
と
あ
る
が
詳
細
な
場
所
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
『
本
国
神
名
帳
集
説
』（
一
七
〇
七

年
）、『
張
州
府
志
』（
一
七
五
二
年
）、
そ
し
て
『
尾
張
徇
行
記
』（
一

八
二
二
年
）
は
中
奈
良
村
（
現
江
南
市
中
奈
良
）
の
項
で
「
奈
良
志

天
神
」
と
の
関
連
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、『
尾
張
志
』（
一
八
四
四
年
）
は
、「
奈
良
志
天
神
」

を
長
桜
村
の
天
神
社
と
し
て
い
る
。
も
と
も
と
天
神
社
の
西
に
位
置

す
る
奈
良
子
の
産
土
神
で
あ
っ
た
が
、
長
桜
村
集
落
の
発
展
に
よ
り

奈
良
子
か
ら
長
桜
村
の
産
土
神
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
秋
葉
社
・
稲
荷
社
・
御
嶽
社

◆
旧
社
格
　
郷
社

◆
そ
の
他

　

境
内
の
樹
木
「
マ

メ
ナ
シ
」、
秋
の
豊

年
祭
に
お
こ
な
わ
れ

る
湯
立
神
事
は
「
湯

の
花
の
神
事
」
の
名

称
で
町
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
（
第

三
編
第
六
章
第
二

節
）。

3-3-3　天神社境内（2022年撮影）

天
神
七
代

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
三
九
七
番
地

所
　
在
　
地
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三
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒

　

社
伝
で
は
、
当
初
鈴
木
一
族
十
戸
の
氏
神
で
あ
っ
た
が
、
長
桜

の
氏
神
と
な
り
、
一
九
三
三
年
に
拝
殿
が
改
築
さ
れ
た
。
本
殿
は
、

一
七
一
五
（
正
徳
五
）
年
再
建
の
棟
札
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

以
前
の
創
建
と
な
る
。

ま
た
、
そ
の
昔
兵
火
が

あ
り
、
創
建
年
代
が
不

明
と
の
伝
承
も
残
さ
れ

て
い
る
。

◆
境
内
社　
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

四
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

◆
由
緒

　

江
戸
時
代
、
入
鹿
八
左
衛
門
新
田
成
立
時
に
創
建
か
。
一
八
七

二
年
七
月
、
天
王
社
か
ら
津
島
社
と
改
称
し
村
社
と
な
る
。
境
内

北
側
に
自
生
し
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
桜
は
、「
お
お
ぐ
ち
観か

ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら」

を
ク
ロ
ー
ン
培
養

す
る
際
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
し
た
も
の
で
あ
る

（
第
二
編
第
二
章
第
一

節
）。

◆
境
内
社　
稲
荷
社
・

　
　
　
　
　

秋
葉
社

◆
旧
社
格　
村
社

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
六
九
番
地

所
　
在
　
地

3-3-4　神明社（2020年撮影）

3-3-5　津島社（2021年撮影）

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
一
丁
目
一
〇
六
番
地

所
　
在
　
地
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五
　
熊く
ま

野の

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
よ
る
と
、
宗
雲
入
鹿
新
田
に
「
一	

権
現　

社
内
三
畝
歩　

前
々
除
」
と
あ
る
。
社
で
は
な
く
「
権
現
」
と
称

し
、「
社
内
三
畝
歩
」
は
敷
地
が
九
〇
坪
、「
前
々
除
」
は
備
前
検

地
（
尾
張
国
で
は
一
六
〇
八
年
に
実
施
）
よ
り
前
か
ら
免
税
地
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
新
田
開
発
前
は
荒
れ
地
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
も
「
権
現
社
」
と
あ
る
が
、
そ
の
由
緒
に
つ

い
て
、
一
六
六
一
（
寛
文
元
）
年
に
弥や

次じ

右え

も

ん
衛
門
が
屋
敷
内
に
勧か

ん

請じ
ょ
うし

た
こ
と
、
一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
に
寺
社
役
所
に
よ
り
改

め
が
あ
り
年
貢
地
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
、「
権
現
社
」
か
ら
熊
野
社

と
改
称
し
た
。
天
保
の
村
絵
図
の
字
中
山
に
「
宮	

三
畝	

村
除
」

と
あ
り
、
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
字
中
山
五
十
九
番
地
に
「
村

社
熊
野
神
社
」
と
あ
る
。

　

社
伝
で
は
、
伊い

邪ざ

邦な

美み
の

命み
こ
と・

伊い

邪ざ

邦な

岐ぎ
の

命み
こ
と・

建た
け

速は
や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と・

火ひ

之の

迦か

具ぐ
の

土つ
ち
の

神か
み

を
守
護
神
と
し
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）

に
小お

笠が
さ

原わ
ら

宗そ
う

雲う
ん

ほ
か
数
名
が
こ
の
地
に
入
植
し
、
入
鹿
用
水
を
利

用
し
て
開
拓
し
た
。
一
九
一
五
年
祭
文
殿
を
建
立
、
一
九
四
〇
年

に
拝
殿
を
改
築
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
災
禍
を
受
け
一
九
六
〇
年

に
拝
殿
を
再
建
し
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
本
殿
・
祭
文
殿
・

玉
垣
を
改
築
し
た
。

　

な
お
、『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
で
は
、
祭
神
を
伊い

邪ざ

那な

美み
の

命み
こ
と・

櫛く
し

御み

気け

野の

命み
こ
とと

記
し
て
い
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社
・
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
村
社

伊い

邪ざ

邦な

美み
の

命み
こ
と

祭
　
神

年
不
詳

創
建
年
代

秋
田
二
丁
目
一
三
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-7　熊野社境内（2020年撮影）

3-3-6　熊野社（2020年撮影）
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六
　
八は
ち

王お
う

子じ

社し
ゃ

◆
祭
神

　

天
あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
と

　

活い
く

津つ

日ひ

子こ
の

神か
み　

熊く
ま

野の

樟く
す

日び

神の
か
み

　

多た

芸き

津つ

姫ひ
め

神の
か
み

　

田た

心ご
り

姫ひ
め

神の
か
み　

天
あ
め
の

穂ほ

日ひ
の

命み
こ
と

　

天あ
ま

津つ

彦ひ
こ

根ね
の

命み
こ
と

　

市い
ち

杵き

島し
ま

姫ひ
め
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

社
伝
に
、
一
六
二
三
（
元
和
九
）
年
四
月
、
丹
羽
郡
安
良
村
（
現

江
南
市
安
良
町
）
の
佐さ

藤と
う

伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
ら
が
こ
の
地
を
開
拓
し
、
入

鹿
伝
右
衛
門
新
田
と
し
て
新
し
く
村
を
成
立
さ
せ
た
際
、
郷
里
の

八
王
子
社
（
現
江
南
市
安
良
町
八
王
子
地
内
）
を
勧
請
し
、
守
護

神
と
し
て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
一
六
四
六
（
正
保
三
）
年
勧
請
と
記
さ
れ

て
い
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社
・
神
明
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

秋
祭
り
で
は
、
境
内
で
湯
立
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
拝
殿
内
に

お
い
て
は
、
お
囃は

や

子し

に
よ
る
巫み

女こ

舞
が
披
露
さ
れ
る
。

天あ
め
の

忍お
し

穂ほ

耳み
み
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

一
六
二
三

創
建
年
代

伝
右
一
丁
目
一
五
四
番
地
一

所
　
在
　
地

3-3-9　八王子社境内（2021年撮影）

3-3-8　八王子社（2021年撮影）
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七
　
金こ

刀と

比ひ

羅ら

社し
ゃ

◆
祭
神　
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

　

大お
お

物も
の

主ぬ
し
の

命み
こ
と

　

崇す

徳と
く

天て
ん

皇の
う

◆
由
緒

　
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
に
社
伝
と
し
て
、
境
内
か
ら
西
に
近
接
す

る
豊
田
字
笹
折
（
現
奈
良
子
三
丁
目
）
の
土つ

ち

田だ

弥や

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

が
、
寛
政

年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
に
勧
請
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社　
白
山
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

八
　
天て

ん
神じ
ん

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』
に
社
伝
と
し
て
、
こ
の
社
の
東
隣
に
あ
る

替
地
釈し

ゃ

迦か

堂
の
開
基
定
隠
尼
が
京
都
の
北
野
天
神
の
分
霊
を
う
け

一
八
四
三
（
天
保
十
四
）
年
こ
の
地
に
祀
り
氏
神
と
し
た
。
な
お
、

境
内
に
あ
る
春
日
灯
籠
に
は
「
文
政
八
年
八
月
」（
一
八
二
五
年
）

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

◆
境
内
社

　
　

津
島
社
・
御
鍬
社
・

　
　

稲
荷
社
・
国
府
宮
・

　
　

金
刀
比
羅
宮

◆
旧
社
格　
村
社

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

祭
　
神

一
八
四
三

創
建
年
代

替
地
二
丁
目
三
〇
五
番
地

所
　
在
　
地

3-3-10　金刀比羅社（2022年撮影）

大お
お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

秋
田
三
丁
目
二
三
三
番
地
の
一

所
　
在
　
地

3-3-11　天神社（2021年撮影）
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九
　
八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み　

日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊　

菊く
く

理り

姫ひ
め

神の
か
み

◆
由
緒

　

鎌
倉
時
代
末
頃
、
こ
の
地
に
堀
尾
氏
が
移
り
住
み
、
熱
田
神
宮

別
宮
で
あ
る
八
剱
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
、
代
々
熱
田
神
宮
へ
神
饌
米
を
供
奉
し
た
こ
と
か
ら
、
御ご

供ご

所し
ょ

（
ご
ご
し
ょ
＝
お
ん
そ
な
え
ど
こ
ろ
）
と
い
う
地
名
の
由
来
と
な
っ

た
。
社
造
営
は
、
一
三
八
二
（
永
徳
二
）
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
、
一
六
一
〇
年
に
は
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

が
、

本
殿
再
建
の
寄
進
を
し
た
と
さ
れ
る
。
一
六
三
三
（
寛
永
十
）
年
、

堀
尾
家
は
断
絶
し
、
翌
一
六
三
四
年
、
堀ほ

り

尾お

但た

馬じ
ま

が
本
殿
再
建
の

寄
進
を
し
た
後
は
、
氏
子
に
よ
り
改
修
・
改
築
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
三
二
年
か
ら
四
年
か
け
て
、
大
規
模
な
改
築
が
お
こ
な
わ
れ
、

拝
殿
は
曳ひ

き

家や

さ
れ
現
況
の
配
置
と
な
っ
た
。

◆
境
内
社

　
　

若
宮
八
幡
社
・
津
島
社
・
神
明
社
・
上か

み

知ち

我か

麻ま

社し
ゃ

・

　
　

大
国
主
社
・
事こ

と

代し
ろ

主ぬ
し

社し
ゃ

・
堀
尾
社

◆
旧
社
格　
　

郷
社

◆
そ
の
他

　

春
の
大
祭
で
は
、
境
内
社
の
堀
尾
社
で
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
に
よ

る
堀
尾
吉
晴
・
金
助
と
そ
の
母
の
顕
彰
と
と
も
に
神
事
を
お
こ
な

い
、
北
側
の
堀
尾
跡
公
園
・
東
側
の
豊
田
学
共
と
合
わ
せ
「
金
助

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
熱
田
神
宮

に
新
米
二
〇
㎏
を
五
袋

分
と
、
玉
串
代
を
添
え

て
奉
納
し
て
い
る
。

　

境
内
は
「
堀
尾
氏
邸

宅
跡
」
と
い
う
名
称
の

史
跡
と
し
て
、「
八
剱

社
拝
殿
」
は
建
造
物
と

し
て
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
（
第
三
編

第
六
章
第
二
節
）。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

堀
尾
跡
一
丁
目
六
十
番
地

所
　
在
　
地

3-3-12　八剱社（2020年撮影）
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一
〇
　
神し
ん

福ぷ
く

社し
ゃ

◆
祭
神

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み　

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
と　

倉う
か

稲の

魂み
た
ま

命の
み
こ
と

　

保う
け

食も
ち

神の
か
み

　

大お
お

年と
し

神が
み　

　

猿さ
る

田た

彦ひ
こ

神の
か
み

　
　
　

大お
ほ

宮み
や

比ひ

売め
の

命み
こ
と

◆
由
緒

　

江
戸
時
代
に
は
、
南
側
に
神
明
社
、
北
側
に
大
福
田
社
と
二
社

に
分
か
れ
て
い
た
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
神
明
社
は
小
折
村

（
現
江
南
市
小
折
町
）
か
ら
移
転
し
て
来
た
社し

ゃ

本も
と

増ま
す

左ざ

エえ

門も
ん

が
、
小

折
八
龍
社
（
現
江
南
市
小
折
町
八
竜
地
内
）
か
ら
別
社
し
て
き
た

も
の
で
、
一
六
八
八
年
に
再
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
福

田
社
は
、
土
田
弥
十
郎
が
創
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
村
人
の
増
加

と
と
も
に
氏
神
と
し
て
祀
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
六
五
二
（
慶
安

五
）
年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
こ
の
地
区
は
小
折
入
鹿
出
新
田
と
呼
ば
れ
、
一
六

三
三
（
寛
永
十
）
年
の
入
鹿
池
完
工
後
、
集
落
が
形
成
さ
れ
る
過

程
で
勧
請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
社	

二
社
」
と
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
六
〇
〇
年
代
中
頃
に
は
二

社
と
も
創
建
さ
れ
た
。

　

一
九
一
七
年
四
月
、
大
福
田
社
へ
神
明
社
を
合
併
し
て
神
福
社

と
改
称
し
た
。

◆
旧
社
格　
村
社

3-3-13　神福社（2021年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

一
六
〇
〇
年
代
中
頃

創
建
年
代

豊
田
二
丁
目
一
三
一
番
地

所
　
在
　
地
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一
一
　
山や
ま

の
神か
み

◆
由
緒

　

創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
入
鹿
九
郎

右
衛
門
新
田
に
住
む
一
族
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

◆
旧
社
格　
無
各
社

◆
そ
の
他

　

地
元
で
は
、
九
郎
右
衛
門
に
ち
な
み
「
ク
ロ
エ
社
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
山
の
神
の
信
仰
は
町
内
で
も
広
く
存
在
し
て
お
り
、
各

地
区
の
集
落
内
に
も
「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
所
在
す
る
。

入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
だ
っ
た
こ
の
集
落
の
場
合
、
氏
神
と
し
て

祀
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
境
内
に
は
小
規
模
な
本
殿
の
裏
（
北
側
）

に
、「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
一
月
に

は
左
義
長
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
四
章
第
二
節
）。

山
の
神

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

御
供
所
二
丁
目
一
四
五
番
地

所
　
在
　
地

3-3-15　「山神」と刻まれた石碑（2020年撮影） 3-3-14　山の神（2020年撮影）
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一
二
　
三さ
ん

明み
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
日や

ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と

尊　

国く
に
さ
つ
ち
の
み
こ
と

狭
槌
尊　

大
己

お
お
な
む

貴ち
の

命み
こ
と

　
　
　
　

応お
う

神じ
ん

天て
ん
の
う皇　

　

伊い
ざ
な
み
の

弉
册
尊み

こ
と

◆
由
緒

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、
大
縣
・
真
清
田
・
熱
田
を
一
社
に
集
め

た
三
明
神
を
一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
正
月
に
勧
請
し
、
同
時

に
境
内
の
末
社
と
し
て
白
山
権
現
社
を
勧
請
し
た
と
あ
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
一
六
六
二
年
正
月
社
殿
再
建
の
棟
札
あ
り

と
の
記
述
が
あ
る
が
、『
大
口
町
史
』
で
は
そ
の
棟
札
は
現
存
せ
ず

と
し
、
一
六
七
二
年
の
棟
札
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年

に
本
殿
回
廊
修
復
工
事
を
施
工
し
た
際
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料

館
が
本
殿
に
収
め
ら
れ
て
い
る
棟
札
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
大
口

町
史
』
記
載
の
と
お
り
、
一
六
七
二
年
よ
り
遡
る
棟
札
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
な
お
、
創
建
年
は
不
詳
で
あ
る
。

　

一
九
三
八
年
十
月
二
十
八
日
、
境
内
社
の
八
幡
社
と
熊
野
社
を

合
祀
し
た
。

◆
境
内
社　
白
山
社
・
山
王
社
・
天
神
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

か
つ
て
境
内
社
と
し
て
縣
社
が
あ
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
に
近

接
す
る
大
屋
敷
字
県
に
移
し
た
。

日や
ま
と本

武た
け
る
の
み
こ
と

尊
ほ
か

祭
　
神

一
六
七
二
年
か

創
建
年
代

大
御
堂
一
丁
目
三
十
番
地

所
　
在
　
地

3-3-17　三明神社境内（2021年撮影）

3-3-16　三明神社（2021年撮影）
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一
三
　
諏す

訪わ

社し
ゃ

◆
由
緒

　

社
伝
で
は
、
天
文
年
中
に
信
州
の
士
、
諏す

訪わ

三さ
ぶ

郎ろ
う

時と
き

定さ
だ

が
こ
の

地
に
来
て
暫
く
居
住
し
、
子
孫
は
宮
土
氏
、
の
ち
宮
地
氏
を
名
乗

り
、
一
五
三
九
（
天
文
八
）
年
七
月
二
十
七
日
、
宮み

や

地ち

市い
ち

左ざ

ヱえ

門も
ん

・

同
長

ち
ょ
う

蔵ぞ
う

が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
九
年
、
社
殿

を
造
営
し
た
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
も
「
諏
訪
大
明
神
社
・
・
・
天
文
八
亥
七
月

勧
請
ナ
リ
」
と
記
載
が
あ
る
。
一
九
一
九
年
、
社
殿
を
造
営
し
た
。

　

境
内
東
側
に
自
生
し
て
い
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系
の
桜
は
、「
お
お
ぐ

ち
観か

ん

鋭え
つ

桜ざ
く
ら」

を
ク
ロ
ー
ン
培
養
す
る
際
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
し
た
も

の
で
あ
る
（
第
二
編
第
二
章
第
一
節
）。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
稲
荷
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

愛
知
県
神
社
庁
に
は
諏
訪
社
と
届
出
を
し
て
い
る
が
、
地
元
で

は
諏
訪
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

建た
て
み
な
か
た
の
み
こ
と

御
名
方
命

祭
　
神

一
五
三
九

創
建
年
代

高
橋
一
丁
目
五
十
三
番
地

所
　
在
　
地

3-3-19　諏訪社境内（2021年撮影）

3-3-18　諏訪社（2021年撮影）
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一
四
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊と
よ
う
け受

大お
お
み
か
み

神

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
丹に

羽わ

三さ
ん

九く

郎ろ
う

・
三み

輪わ

九く

郎ろ
う

兵べ

衛え

に
よ
り
一

六
〇
〇
年
頃
に
勧
請
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
六
八

八
（
貞
享
五
）
年
五
月
の
棟
札
が
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
文

字
不
明
と
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』

に
は
、
一
六
八
八
年

勧
請
と
あ
る
。

◆
境
内
社　
御
嶽
社

◆
旧
社
格　
無
格
社

一
五
　
縣

あ
が
た

社し
ゃ

◆
由
緒

　

天
保
期
の
村
絵
図
を
見
る
と
、「
縣
大
明
神
」
が
字
県
に
描
か
れ

て
い
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、「
大
縣
大
明
神
」
は
一
六
九
九

年
四
月
に
勧
請
し
た
と
あ
る
。
一
八
七
七
年
頃
、
三
明
神
社
に
合

祀
さ
れ
た
が
、
一
九
五
四
年
に
字
縣
の
地
に
社
を
再
建
し
た
。

　

記
録
に
よ
る
と
こ
の
年
の
十
一
月
三
日
に
上
棟
式
が
お
こ
な
わ

れ
、
大
屋
敷
地
区
内
の
本
郷
か

ら
神み

輿こ
し

、
新
田
か
ら
献
馬
、
高

橋
か
ら
大
鏡
餅
、
地
元
大
御
堂

か
ら
は
神
輿
が
そ
れ
ぞ
れ
奉
納

さ
れ
た
。
午
後
に
は
子
ど
も
踊

り
、
夜
に
は
獅し

子し

芸
が
披
露
さ

れ
た
。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

一
六
〇
〇
年
ご
ろ

創
建
年
代

大
屋
敷
二
丁
目
七
九
番
地

所
　
在
　
地

大お
お
あ
ら
た
の
か
み

荒
田
神

祭
　
神

一
六
九
九
年

創
建
年
代

大
御
堂
一
丁
目
九
十
三
番
地

所
　
在
　
地

3-3-20　神明社（2022年撮影）

3-3-21　縣社（2020年撮影）
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一
六
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊と
よ
く
む
ぬ
の

斟
渟
尊み

こ
と

◆
由
緒

　

創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
八
五
一
（
仁
寿
元
）
年
、
社
殿
再

建
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
社
二
ヶ
所
、
神
明	

大
明
神
」
と
あ
る
。

『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』
を
引
用
し
つ
つ
も
「
三

明
神	

神
明
社
内
東
西
五
十
間
南
北
四
十
七
間
、
此
社
ハ
天
正
十

五
年
（
一
五
八
七
）
勧
請
ナ
リ
」
と
あ
る
。

　

一
九
二
五
年
の
本
殿
改
築
時
に
、
境
内
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三

大
明
社
（
豊
斟
渟
尊
）
を
本
社
で
あ
る
神
明
社
に
合
祀
し
た
。

◆
境
内
社　
知
立
社
・
国
府
宮
・
洲
原
社
・
津
島
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

笹
踊
り
と
い
う
行
事
が
、
一
九
〇
五
年
頃
ま
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
祭
礼
で
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
が
笹
を
持
っ
て
踊
っ

た
の
で
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
名
古
屋
か
ら
師
匠
を
迎
え

て
、
一
週
間
稽
古
を
し
、
当
日
に
面
白
お
か
し
く
舞
っ
た
。
こ
の

神
社
の
神
様
は
、
四
つ
足
を
嫌
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
馬
を
走
ら

せ
る
代
わ
り
に
、
こ
の
踊
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

安
産
の
神
と
し
て
、
妊
婦
が
参
拝
し
玉
垣
内
の
砂
を
持
ち
帰
り
、

お
守
り
に
す
れ
ば
安
産
に
な
る
。
出
産
後
、
こ
の
砂
を
返
す
と
と

も
に
鷹た

か

の
絵
を
奉
納
す

る
と
い
う
風
習
が
あ
っ

た
。
こ
れ
を
「
お
砂
を

借
り
る
」
と
い
っ
た
。

　

戦
後
、
社
格
が
廃
止

に
な
る
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
目

を
お
そ
れ
て
、
神
社
の

石
柱
に
モ
ル
タ
ル
を
詰

め
た
と
い
う
。

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

外
坪
三
丁
目
二
番
地

所
　
在
　
地

3-3-22　神明社（2022年撮影）
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秋
の
大
祭

　

十
月
二
十
日
の
秋
の
大
祭
に
犬
山
の
上
野
か
ら
巫み

女こ

を
連
れ
て
来
る
人

が
あ
り
、
氏
子
の
若
衆
（
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
徴
兵
検
査
ま
で
在
住
の

氏
子
の
男
性
で
組
織
）
が
祭
り
の
前
か
ら
横
笛
や
太
鼓
の
練
習
を
重
ね
て

秋
の
大
祭
に
祭
文
殿
（
拝
殿
）
で
巫
女
舞
い
を
奉
納
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
年
中
の
各
々
の
神
事
を
若
衆
で
奉
仕
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
行
事
も
戦
時
中
に
出
来
な
く
な
り
、
昭
和
二
十
年
代
に
は

拝
殿
で
踊
り
や
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
の

伊
勢
湾
台
風
で
拝
殿
が
倒
壊
し
、
倒
木
を
材
料
と
し
て
拝
殿
を
再
建
し
た

の
ち
に
は
、
宮
司
に
よ
る
神
事
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
外
坪
区
に
一
六
の
班
が
あ
り
、
一
年
交
替
で
各
班
よ
り
一
人
神

祭
係
と
な
り
、
氏
子
総
代(

三
年
任
期
）
六
人
と
神
祭
係
一
六
人
で
年
間

の
神
事
を
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
境
内
の
清
掃
は
、
氏
子
全
員
で
五
・
七
・

九
月
の
年
三
回
。
そ
の
ほ
か
、
各
月
、
各
班
交
替
で
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

境
内
社
の
祭

　

知
立
社
・
国
府
宮
・
津
島
社
は
毎
年
、
氏
子
総
代
が
三
河
の
知
立
神
社
、

尾
張
の
国
府
宮
と
津
島
神
社
に
代
参
を
し
ま
す
。

①
知
立
神
社
で
は
神
札
と
清
め
砂
を
受
け
て
来
て
、
知
立
社
に
納
め
て
氏

子
の
神
祭
係
が
御
酒
・
御ご

饌せ
ん

、
海
・
川
・
山
野
の
物
を
供
え
て
お
祀
り

を
し
て
清
め
砂
は
手
持
の
砂
で
増
量
し
て
氏
子
各
家
に
配
布
す
る
。

②
国
府
宮
も
上
記
の
よ
う
に
代
参
を
し
て
箱
札
一
体
と
紙
札
十
三
体
を　

受
け
て
①
の
よ
う
に
祀
り
を
し
て
紙
札
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
笹
竹

に
付
け
、
本
郷
・
松
山
・
巾
地
区
の
東
西
南
北
に
立
て
郷
の
一
班
の
屋

敷
に
も
一
本
立
て
る
。

③
洲
原
社
も
上
記
の
よ
う
に
代
参
し
て
神
札
と
清
め
砂
を
受
け
て
い
た
が
、

平
成
の
中
頃
よ
り
常
駐
の
宮
司
が
不
在
に
な
り
神
札
が
受
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
り
中
断
し
て
い
る
。

④
津
島
社
は
、
元
外
坪
字
前
田
、
現
在
の
外
坪
一
丁
目
に
あ
り
、
毎
年
夏
、

津
島
の
天
王
祭
に
併
せ
て
社
の
下
を
流
れ
る
境
川
に
綱
を
張
り
赤
提
灯

に
点
火
し
て
飾
り
、
社
の
前
で
火
を
焚た

い
て
祀
り
を
し
て
い
た
が
、
戦

争
中
の
燈
火
管
制
で
出
来
な
く
な
っ
た
。
戦
後
、
県
道
名
古
屋
小
口
線

の
拡
巾
に
社
の
敷
地
が
か
か
り
、
外
坪
神
社
の
境
内
に
移
設
し
た
。
津

島
神
社
を
代
参
し
て
箱
札
を
受
け
て
①
の
よ
う
に
お
祀
り
を
す
る
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）
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一
七
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
の
河
北
村
（
原
文
「
川
北
村
」）
の
項
に
は

「
神
明
二
社
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
河
北
二
ツ
屋
地
区
に
所
在
す
る

神
明
社
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
古

老
の
言
い
伝
え
と
し
て

「
当
地
の
墓
地
の
碑
を
見

る
に
明
暦
年
間
（
一
六
五

五
～
五
八
年
）
の
も
の
が

も
っ
と
も
古
い
の
で
、
お

そ
ら
く
こ
の
神
社
の
創
立

は
、
そ
れ
以
前
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
」
と
あ
る
。

　

社
伝
で
は
、
一
六
六
七

（
寛
文
七
）
年
に
三
尺
の
社
を
建
立
し
、
村
人
の
守
護
神
と
し
て
崇

め
て
き
た
。
一
八
〇
六
（
文
化
三
）
年
に
は
社
殿
・
拝
殿
・
鳥
居

な
ど
改
築
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
二
（
平

成
四
）
年
に
社
殿
の
改
築
を
し
た
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
熱
田
社
・
池ち

鯉り

鮒う

社し
ゃ

◆
旧
社
格　
村
社

一
八
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
河
北
村
の
枝
郷
と
し
て
仲
沖
・
二
ツ
屋
が

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
津
島
社
に
つ
い
て
の
記
載
は
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
も
な
い
。
境
内
の
灯
籠
に
刻
ま
れ
た
「
文
政
四
（
一
八
二

一
）」
年
が
、
唯
一
境
内
で
確
認
で
き
る
年
代
で
あ
る
。

◆
旧
社
格　
無
格
社

3-3-23　神明社（2022年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

一
六
六
七
年

創
建
年
代

河
北
二
丁
目
三
二
八
番
地

所
　
在
　
地

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

河
北
三
丁
目
一
七
二
番
地
二

所
　
在
　
地
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◆
そ
の
他

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
、
出
雲
に
出
発
す
る
神

を
送
り
出
す
神
事
で
あ
る
九
月
三
十
日
の
お
神
送
り
当
日
、
郷
中

へ
一
五
か
一
六
貫
匁
ほ
ど
（
約
六
〇
㎏
）
の
大
き
な
石
が
お
ち
て

来
た
た
め
、
そ
れ
以
後
、
お
神
送
り
を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

虫
送
り
で
は
、
藁わ

ら

の
人
形
は
作
ら
な
い
が
、
子
ど
も
達
が
鉦か

ね

や

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
集
落
を
ま
わ
る
。

　

境
内
に
あ
る
灯
籠
は
、
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

正
面
「　
　

金
毘
羅
大
権
現

　
　
　

奉　

神
明
宮　

　
　
　
　
　

牛
頭
天
王

　
　
　

献　

天
照
皇
太
神
宮

　
　
　
　
　

秋
葉
山
大
権
現
」

右
面
「
永
代
常
夜
燈
」

裏
面
「
丹
羽
郡
河
北
村
願
主	

大
竹
圓
蔵
」

左
面
「
辛
巳	

文
政
四
歳
正
月
謹
重
吉
旦
」

3-3-24　津島社（2022年撮影）

3-3-25　津島社灯籠（右：灯籠全体、中：台座正面、左：台座左面）（2022年撮影）
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一
九
　
神し
ん

明め
い

社し
ゃ

◆
祭
神　
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　

豊
と
よ
う
け
の受

大お
お
か
み神

◆
境
内
社　
津
島
社
・
大
縣
社
・
琴
平
社

◆
由
緒

　

社
伝
に
よ
る
と
、
木
曽
川
築
堤
の
前
は
「
舟
つ
な
ぎ
の
宮
」
と

い
わ
れ
、「
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
四
月
吉
日
宮
地
数
馬
」
と
記

し
た
棟
札
を
所
蔵
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、『
寛
文
村
々
覚

書
』
に
は
、「
神
明
二
社
」

と
あ
り
、
旧
河
北
村
郷
中

の
神
明
社
も
含
ま
れ
て
い

る
。
少
な
く
と
も
、
覚
書

が
完
成
し
た
一
六
七
二
年

以
前
に
創
建
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

町
内
の
神
社
で
、
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
輪
く
ぐ
り
」

は
、
こ
の
神
社
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
中

頃
ま
で
津
島
社
ゆ
か
り
の
「
提
灯
ま
つ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
と
い
う
。

二
〇
　
余よ

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み
か
み

神　
　

豊と
よ
う
け
ひ
め

受
姫
神の

か
み

　

誉ほ
む
た田

別わ
け
の
み
こ
と

命　

息お
き

長な
が
た
ら
し帯

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

伊い

ざ

な
邪
那
美み

の

命み
こ
と

　

事こ
と

解さ
か
お
の男

命み
こ
と

　

保う
け
も
ち食

神の
か
み　

菅
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真

　

菊く
く
り
ひ
め
の

理
比
売
命み

こ
と

　

大お
お
な
ち
の

名
遅
命み

こ
と

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』・『
尾
張
徇
行
記
』
余
野
村
の
項
に
、
神
明
・

八
幡
・
権
現
・
天
神
・
白
山
の
五
社
が
書
か
れ
て
い
る
。『
尾
張
徇

3-3-26　神明社（2022年撮影）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

二
ツ
屋
一
丁
目
八
五
番
地

所
　
在
　
地

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
みほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

余
野
一
丁
目
一
五
三
番
地

所
　
在
　
地
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行
記
』
に
は
、
神
明
社
と
八
幡
社
は
同
じ
場
所
に
あ
り
、
勧か

ん

請じ
ょ
う年

は
不
明
だ
が
、
八
幡
社
は
一
五
九
六
（
文
禄
五
・
慶
長
元
）
年
に
、

神
明
社
は
一
五
九
七
年
に
中な

か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

尉じ
ょ
うに

よ
っ
て
再
建
さ
れ
、

鰐わ
に

口ぐ
ち

が
両
社
に
寄
進
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
熊
野
社
（
字
下

流
）・
白
山
権
現
社
（
の
ち
垣
田
社
）
は
、
一
五
九
七
年
に
中
嶋
佐

兵
衛
尉
が
勧
請
し
、
天
神
社
（
字
寺
前
）
は
一
六
一
三
年
に
吉よ

し

田だ

伊い

右え

も

ん
衛
門
が
勧
請
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
成
立
年

は
不
詳
で
あ
る
が
、
諸も

ろ

钁く
わ

社
（
字
日
高
）・
愛あ

た
ご
し
ゃ

宕
社
・
須す

佐さ

之の

男お

社し
ゃ

が
村
内
に
所
在
し
た
（
３
―
３
―
29
）。

　

一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
熊
野
社
・
須
佐
之
男
社
・
諸

钁
社
が
神
明
社
に
、
天
神
社
と
そ
の
末
社
愛
宕
社
が
八
幡
社
に
合ご

う

祀し

さ
れ
、
翌
年
、
垣
田
社
が
八
幡
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
一
九
一
一

年
に
は
、
八
幡
社
が
境
内
神
社
で
あ
る
神
明
社
も
合
祀
し
た
。
そ

し
て
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
神
明
社
と
八
幡
社
が
合
併
し
、

名
称
を
余
野
神
社
と
し
た
（
３
―
３
―
30
）。

　

な
お
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
に
描
か
れ
た
余
野
村
の
村

絵
図
に
は
、
神
明
宮
・
権
現
・
天
神
宮
・
白
山
宮
と
あ
る
。『
尾
張

徇
行
記
』
に
あ
る
「
白
山
権
現
社
」
は
、
村
絵
図
と
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
か
ら
、
の
ち
の
垣
田
社
と
み
ら
れ
る
。

◆
境
内
社　
秋
葉
社
・
津
島
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

陶
製
狛こ

ま

犬い
ぬ

（
一
対
）
が
愛
知
県
指
定
文
化
財
、
鰐
口
と
獅し

子し

狛

犬
（
一
対
）
が
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章

第
一
・
二
節
）。

3-3-28　余野神社境内（2021年撮影）

3-3-27　余野神社（2021年撮影）
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3-3-30　余野神社成立までの経緯（『余野神社のあゆみ』）

1596（文禄5）年 中島佐兵衛尉が八幡社を再建

1597（慶長2）年 中島佐兵衛尉が神明社を再建、熊野社・白山権現社（垣田社）を勧請

1613（慶長18）年 吉田伊右衛門が天神社を勧請

1908（明治41）年
神明社に熊野社・須佐之男社（成立年不詳）・諸钁社（成立年不詳）
を合祀
八幡社に天神社・愛宕社（成立年不詳）を合祀

1909（明治42）年 八幡社に垣田社を合祀

1911（明治44）年 八幡社に境内神社の神明社を合祀

1917（大正６）年 神明社と八幡社を合併し余野神社と改称する

3-3-29　明治初期の余野地区内の神社（1884年の地籍図（愛知県公文書館所蔵））
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二
一
　
白は
く

山さ
ん

社し
ゃ

（
上
小
口
）

◆
由
緒

　
『
寛
文
村
々
覚
書
』
小
口
村
の
項
に
は
、「
社
五
ヶ
所　

内　

神

明　

白
山　

八
幡　

愛
宕　

大
日
」
と
あ
る
。「
白
山
」
が
上
小

口
・
下
小
口
ど
ち
ら
の
白
山
社
を
さ
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
小
口
村
の
項
に
は
、「
修
験
福
生
院
書
上
ニ
薬

師
堂
白
山
社
弁
財
天
社
境
内
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
境

内
に
白
山
社
と
弁
財
天
社
に
加
え
、
薬
師
堂
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
白
山
社
と
弁
財
天
社
の
勧
請
年
も
不
詳
で
あ
る
が
、
再
建

は
一
六
五
五
（
承
応
四
）
年
と
し
て
い
る
。

◆
境
内
社　
市
杵
島
社
・
津
島
社
・
天
神
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

昔
は
左さ

義ぎ

長ち
ょ
うを

お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
あ
る
年
そ
の
火
が
拝
殿

に
移
り
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
祭
神
が
花
火
・
竹
な
ど
の
は
ぜ
る

音
を
嫌
う
と
し
て
左
義
長
を
お
こ
な
わ
な
く
な
っ
た
。
一
九
七
八

（
昭
和
五
十
三
）
年
頃
よ
り
再
開
さ
れ
た
と
い
う
。

　

藁
で
人
形
を
作
り
、
子
ど
も
達
が
鉦か

ね

や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て

集
落
を
ま
わ
る
虫
送
り
は
、
町
内
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、

徐
々
に
姿
を
消
し
上
小
口
地
区
の
み
残
っ
た
た
め
、
町
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

菊く
く

理り
ひ

姫め
の

命み
こ
と

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

上
小
口
一
丁
目
四
九
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-31　白山社（2020年撮影）
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二
二
　
清き
よ

島し
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

◆
祭
神　
豊と

よ
く
む
ぬ
の

斟
渟
尊み

こ
と

　

品ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命　

気お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の

長
帯
比
売
命み

こ
と

◆
由
緒

　

社
伝
に
よ
れ
ば
一
六
六
四
年
四
月
、
こ
の
地
に
三
明
社
が
創
建

さ
れ
た
。
一
八
八
六
年
六
月
の
洪
水
で
社
殿
が
流
失
し
、
一
九
〇

九
年
六
月
二
日
に
小
口
字
清
水
五
十
四
番
地
（
現
在
地
の
西
に
あ

た
る
木
津
用
水
右
岸
）
の
村
社
八
幡
社
を
三
明
社
へ
合
祀
し
て
清

島
神
社
と
改
称
し
た
。『
尾
張

徇
行
記
』
で
は
三
明
社
は
元
禄

年
中
（
一
六
八
八
～
一
七
〇

四
）
に
、
八
幡
社
は
一
五
九
八

年
の
勧
請
と
あ
る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
、
須
賀
社

　
　
　
　
（
一
八
八
六
年
流
失
）

◆
旧
社
格　
村
社

二
三
　
神し

ん
明め
い

社し
ゃ

◆
由
緒
　

　

創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、『
尾
張
志
』
に
て
「
神
明
ノ
社
、
二

所
小
口
村
ニ
ア
リ
セ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
社
で
あ

る
。
創
立
年
代
、
由
緒
い
ず
れ
も
不
詳
で
あ
る
が
、『
大
口
町
史
』

に
よ
る
と
一
八
三
一
年
、
一
八
四
五
（
弘
化
四
）
年
、
一
八
六
四

（
元
治
元
）
年
の
棟
札
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
明
社
修
理
と
記
さ
れ
て
い

る
。

◆
境
内
社　
津
島
社
・
池
鯉
鮒
社

◆
旧
社
格　
旧
無
格
社

品ほ
む
だ
わ
け
の
み
こ
と

陀
和
気
命
ほ
か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

萩
島
一
丁
目
一
三
二
番
地

所
　
在
　
地

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

新
宮
二
丁
目
一
四
一
番
地

所
　
在
　
地

3-3-32　清島神社（2022年撮影）

3-3-33　神明社（2022年撮影）
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二
四
　
白は
く

山さ
ん

社し
ゃ

（
下
小
口
）

◆
祭
神　
菊く

く

理り

姫ひ
め
の

命み
こ
と

　

迦か

具ぐ
つ
ち
の土

命み
こ
と

◆
由
緒

　
『
尾
張
徇
行
記
』
小
口
村
の
項
に
あ
る
白
山
社
は
、
上
小
口
地
区

の
白
山
社
の
こ
と
で
あ
り
、
下
小
口
地
区
の
白
山
社
の
記
述
は
な

い
。

　

一
八
四
一
年
の
小
口
村
の
村
絵
図
と
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に

は
、
現
況
の
位
置
に
あ
た
る
旧
小
口
字
仁
所
野
六
十
一
番
地
に
白

山
社
が
、
そ
の
北
側
の
同
五
十
五
番
地
に
愛
宕
社
が
同
程
度
の
面

積
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
愛
宕
社
の
位
置
に
は
古
墳
が
所

在
し
、
伝
承
で
は
祠ほ

こ
らの

み
遺
存
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
〇
九
年
四
月
二
十
九
日
、
愛
宕

社
と
小
口
字
下
五
明
九
十
二
番
地
（
現
下
小
口
四
丁
目
、
天
神
橋

の
西
）
の
天
神
社
（
祭
神
不
詳
）
を
白
山
社
に
合
祀
し
た
と
さ
れ

る
。

◆
境
内
社　
池
鯉
鮒
社

◆
旧
社
格　
村
社

◆
そ
の
他

　

こ
の
社
の
拝
殿
及
び
本
殿
は
古
墳
の
墳
丘
上
に
建
ち
、
境
内
一

帯
に
も
古
墳
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら

古
墳
群
を
白
山
古
墳
群
と
し
て
町
指
定
文
化
財
と
し
た
。
そ
の
後
、

古
墳
以
外
に
も
弥
生
時
代
の
墓
制
で
あ
る
方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ

れ
、
境
内
地
を
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
と
し
て
改
め
て
町
指
定
文
化
財
と
し

た
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

菊く
く

理り

姫ひ
め
の

命み
こ
とほ

か

祭
　
神

不
詳

創
建
年
代

下
小
口
一
丁
目
一
五
四
番
地

所
　
在
　
地

3-3-35　白山社本殿・拝殿（2021年撮影）

3-3-34　白山社（2021年撮影）
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二
五
　
津つ

島し
ま

社し
ゃ

（
現
存
せ
ず
）

◆
由
緒

　

創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
、
入
鹿
三
右
衛
門
新

田
に
住
む
人
々
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
で
水
路
に
挟
ま
れ

た
狭
小
地
に
位
置
し
て
い
た
。

　

地
元
住
民
の
話
で
は
、
現
南
保
育
園
の
西
方
五
〇
ｍ
あ
た
り
に

小
さ
な
祠
が
あ
っ
た
が
神
社
と
い
う
認
識
は
な
く
、
一
九
六
〇
年

代
に
土
地
改
良
事
業
で
整
理
さ
れ
た
と
い
う
。

◆
旧
社
格　
無
各
社

二
六
　
大お
お
口ぐ
ち
神じ
ん
社じ
ゃ

　（
一
九
五
二
～
二
〇
〇
八
年
）

◆
所
在
地　
丸
一
丁
目
地
内
（
現
大
口
中
学
校
校
庭
）

◆
概
要

　

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
建
立
さ
れ
、
西
南
戦
争
か
ら

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
戦
没
者
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

毎
年
十
一
月
に
は
「
み
た
ま
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
八
年
、
大
口
中
学
校
と
大
口
北
部
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
、
新
し
い
中
学
校
の
敷
地
を
再
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
学
校
の

西
側
か
ら
東
側
に
場
所
を
移
し
、
平
和
記
念
公
園
と
し
て
姿
を
変

え
た
。

◆
そ
の
他

　

建
立
年
月
日
は
、
一
九
五
二
年
八
月
二
十
二
日
と
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
記
録
に
よ
る
と
、
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式
は
一
九
五
二
年
十
月
二

十
五
日
午
後
一
時
か
ら
お
こ
な
わ
れ
、
余
興
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

大
変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

須す

佐さ

之の

男お
の

尊み
こ
と

祭
　
神

江
戸
時
代
か

創
建
年
代

奈
良
子
三
丁
目
地
内

所
　
在
　
地

3-3-37　平和記念公園（2020年撮影）

3-3-36　大口神社（1982年頃）
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第
二
節
　
寺
院

	

　

朝
鮮
半
島
か
ら
六
世
紀
中
頃
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
後
、
八
世
紀

に
は
国
分
寺
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
伽が

藍ら
ん

を
整
え
た
寺
院
が
建
立

さ
れ
た
。
大
口
町
域
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
は

確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
平
安
時
代
末
以
降
に
創
始
さ
れ
た
宗
派
の
寺

院
が
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。
創
建
時
期
は
寺
伝
の
た
め
確
証
は
得

ら
れ
な
い
が
、
全
て
十
三
世
紀
以
降
で
あ
り
、
十
五
世
紀
か
ら
十
七

世
紀
が
多
い
。

　

宗
派
別
に
み
る
と
、
曹
洞
宗
及
び
臨
済
宗
が
現
存
し
て
い
な
い
寺

院
も
含
め
一
一
か
寺
所
在
し
て
お
り
、
そ
の
多
さ
が
目
立
つ
（
３
―
３

―
38
）。
江
戸
時
代
に
は
伽
藍
を
備
え
て
い
な
い
小
規
模
の
寺
院
が
宗

派
関
係
な
く
創
建
さ
れ
た
が
、
昭
和
末
か
ら
平
成
の
間
に
無
住
と
な

り
、
寺
院
が
整
理
さ
れ
る
、
も
し
く
は
地
元
住
民
に
よ
り
お
堂
を
維

持
さ
れ
る
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
各
地
区
に
所
在
す
る
寺
院
に
つ
い
て
、
昭
和
以
降
に

廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
含
め
記
載
す
る
。

地
域
の
寺
の
解
体
　
苦
し
み
と
も
な
っ
た

　

私
の
住
む
河
北
地
区
で
、
本
堂
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住

職
が
七
年
前
か
ら
お
ら
ず
、
管
理
者
不
在
が
続
き
、
老
朽
化
で
建
物
の
安

全
確
保
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

解
体
工
事
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
儀
式
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。
親
寺
の
住

職
が
「
今
日
の
こ
の
日
で
、
全
て
水
に
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
。
解
体
へ
の

苦
労
や
苦
し
み
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

解
体
に
至
る
ま
で
約
五
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
住
民
へ
の
説
明
、

解
体
に
か
か
る
費
用
の
捻
出
、
寺
の
遣
品
の
処
分
、
後
世
へ
伝
承
す
る
方

法
、
加
え
て
存
続
か
解
体
か
、
我
々
地
区
の
代
表
と
親
寺
と
の
激
論
が
あ

り
ま
し
た
。
二
二
〇
年
余
の
歴
史
あ
る
こ
の
お
寺
は
、
地
域
の
礎
で
し
た
。

境
内
で
盆
踊
り
に
興
じ
、
映
写
会
・
葬
儀
な
ど
住
民
と
の
関
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
消
え
る
こ
と
へ
の
寂
し
さ
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
無
念

で
す
。

　

全
国
に
は
七
万
七
千
余
の
寺
院
が
あ
り
、
常
駐
の
住
職
の
い
な
い
無
住

寺
は
約
二
割
あ
る
そ
う
で
す
。
寺
の
維
持
問
題
は
、
他
の
地
域
も
抱
え
て

い
る
難
問
で
す
。
答
え
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
問
題
を
直
視
し
、

話
し
合
う
こ
と
が
解
決
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。

�

（
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
）
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3-3-38　寺院位置図

宗　派 寺院（所在地） 無住の寺 現存せず

曹 洞 宗
①桂林寺（豊田）、②地蔵寺（豊
田）、③長松寺（大屋敷）、④円
応寺（萩島）

	⑤薬師堂（上小口）

臨 済 宗 ⑥妙徳寺（中小口）、⑦徳林寺
（余野）、⑧全徳寺（余野）

⑨観音堂（余野）、
⑩妙智寺（河北） 	⑮大師寺（下小口竹田）

浄土真宗 ⑪本光寺（外坪）、⑫教善寺（外
坪）

浄 土 宗 ⑬釈迦堂（秋田替地） ⑯阿弥陀堂（下小口）、
⑰放光寺（下小口寺田）

真 言 宗 ⑭薬師堂〔陽学院〕
（下小口下島）
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一
　
桂け
い

林り
ん

寺じ

◆
開
基　
僧
桂
林

◆
本
尊　
聖
観
世
音
菩ぼ

薩さ
つ

◆
由
緒

　

一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年
三
月
、
越
前
国
南
條
郡
高
瀬
村
（
現

福
井
県
武
生
市
）
宝
円
寺
三
世
・
桂
林
祖
香
和
尚
が
創
立
し
た
も

の
で
、
最
初
は
大
光
山
長
楽
寺
と
称
し
、
現
在
の
奈
良
子
一
丁
目

と
御
供
所
一
丁
目
の
境
あ
た
り
（
旧
豊
田
字
長
楽
寺
）
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
廃
寺
に
な
っ
た
が
、
正
保
年
間
（
一
六

四
四
～
四
八
年
）
に
龍
嶽
和
尚
が
現
在
地
に
再
建
し
て
大
香
山
桂

林
寺
と
改
称
し
た
。
境
内
に
は
こ
の
地
の
出
身
で
あ
る
戦
国
武
将
、

堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

と
、
金
助
と
そ
の
母
の
供
養
塔
が
あ
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
、
兵
火
の
た
め

に
長
楽
寺
の
殿
堂
を
焼
失
し
、
一
六
二
四
（
寛
永
元
）
年
中
に
龍

嶽
和
尚
が
現
在
地
に
再
建
し
て
大
香
山
桂
林
寺
と
改
称
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

◆
そ
の
他

　

二
〇
〇
一
（
平
成
十
三
）
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
建

物
を
大
改
修
し
、
さ
ら
に
敷
地
面
積
を
広
げ
て
境
内
を
整
備
し
た
。

二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
落
慶
法
要
と
晋し

ん

山ざ
ん

式し
き

を
お
こ
な
っ
た
。

曹
洞
宗

宗
　
派

一
四
八
四

開
基
年
代

堀
尾
跡
二
丁
目
一
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-41　供養塔（2020年撮影）
（左：堀尾吉晴、右：金助とその母）

3-3-40　桂林寺（1935年頃『大口村誌』）

3-3-39　桂林寺（2022年撮影）
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二
　
地じ

蔵ぞ
う

寺じ

（
秋あ
き

葉ば

三さ
ん

尺じ
ゃ
く

坊ぼ
う

）

◆
開
基　
桂
林
寺
五
世	
堅
戚
舜
豊

◆
本
尊　
地
蔵
菩
薩
、
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現

◆
由
緒

　

桂
林
寺
五
世	

堅
戚
舜
豊
和
尚
が
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三

六
年
）
に
地
蔵
堂
を
兼
務
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
以
後
、
桂
林
寺

住
職
が
代
々
兼
務
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
、
地
元
の
庄
屋
で
あ
っ
た
社し

ゃ

本も
と

伴ば
ん

左ざ

エえ

門も
ん

が
武

家
屋
敷
か
ら
秋
葉
様
の
ご
神
体
を
も
ら
い
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

地
蔵
堂
に
安
置
し
た
の
が
「
御
供
所
の
秋
葉
さ
ま
」
の
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
暦
の
正
月
初は

つ

丑う
し

の
日
と
二
十
八
日
は
大
祭
日
に
あ
た
り
、
か

つ
て
参
拝
者
は
、
く
ど
（
か
ま
ど
）
の
灰
を
持
参
し
、
線
香
の
灰

を
も
ら
っ
て
帰
っ
た
。
家
に
着
く
と
、
そ
の
灰
を
く
ど
に
ま
い
て

火
難
除
け
と
し
た
。
毎
月
二
十
八
日
は
縁
日
で
、
境
内
及
び
そ
の

周
辺
に
は
露
天
商
や
見
世
物
小
屋
が
立
ち
並
び
、
一
九
六
〇
年
代

ま
で
は
近
隣
集
落
か
ら
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
（
第
三
編
第
四
章

第
二
節
）。

　

一
九
九
六
年
六
月
五
日
、
不
審
火
に
よ
り
総
本
殿
が
焼
失
し
た

が
、
一
九
九
八
年
十
月
に
再
建
さ
れ
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

曹
洞
宗

宗
　
派

享
保
年
間

開
基
年
代

奈
良
子
二
丁
目
二
二
八
番
地

所
　
在
　
地

3-3-43　総本殿（2020年撮影）

3-3-42　総本殿（1935年頃『大口村誌』）
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三
　
長
ち
ょ
う

松し
ょ
う

寺じ

◆
開
基　
僧
伝
東

◆
本
尊　
鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

◆
由
緒

　

一
六
九
四
（
元
禄
七
）
年
、
諸
国
巡
行
の
僧
伝
東
が
、
村
人
の

願
い
に
よ
り
、
中
島
郡
奥
田
村
（
現
稲
沢
市
）
に
あ
っ
た
長
松
寺

を
大
屋
敷
村
に
移
し
た
の
が
、
こ
の
寺
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
七
三
一
（
享
保
十
六
）
年
に
は
、
僧
皓
受
が
境
内
に
地

蔵
堂
を
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
寺
宝
で
あ
っ
た
薬
師
如
来
立
像
は
、
丈
三
尺

（
約
九
〇
㎝
）、
天
然
木
で
聖
徳
太
子
作
、
弘
法
大
師
開
眼
と
い
わ

れ
、
寺
院
の
西
を
流
れ
る
幼
川
（
現
五
条
川
）
を
流
れ
て
き
た
も

の
を
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

一
九
九
五
年
十
二
月
十
五
日
、
不
審
火
に
よ
り
本
堂
と
薬
師
如

来
立
像
を
焼
失
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
指
定
文
化
財
で
あ
っ
た
鋳

鉄
地
蔵
菩
薩
立
像
（
第
三
編
第
六
章
第
一
節
）
も
被
災
し
た
が
、

檀
家
に
よ
る
負
担
と
県
・
町
か
ら
の
補
助
に
よ
り
修
復
さ
れ
た
。

本
堂
も
、
一
九
九
八
年
四
月
に
再
建
さ
れ
落
慶
法
要
が
営
ま
れ
た
。

◆
伝
承
　
汗
か
き
地
蔵

　
　
　

小
平
治
弘
法

　
　
　
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）

3-3-45　長松寺本堂（2022年撮影）

3-3-44　長松寺本堂（1935年頃『大口村誌』）

曹
洞
宗

宗
　
派

一
六
九
四

開
基
年
代

大
屋
敷
三
丁
目
一
九
六
番
地

所
　
在
　
地
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四
　
円え
ん

応お
う

寺じ

◆
開
基　
円
応
祥
徳
居
士

◆
本
尊　
釈し

ゃ

迦か

如
来

◆
由
緒

　

こ
の
寺
は
、
元
来
熱
田
（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
）
に
あ
っ
て
留

心
寺
と
称
し
て
い
た

が
、
惠
閑
尼
の
宿
願
で

一
七
五
五
（
宝
暦
七
）

年
に
こ
の
地
へ
移
し

た
。
翌
年
大
口
村
の
住

人
、
田た

山や
ま

地ち

九く

右え

も

ん
衛
門

が
父
の
供
養
の
た
め
に

寺
を
建
立
し
、
檜
岩
山

円
応
寺
と
改
号
し
た
。

五
　
薬や

く
師し

寺じ

◆
開
山　
木
村
良
源

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
「
由
緒
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
初
年
ま

で
は
田
福
山
福
生
寺
と
称
し
、
上
小
口
の
白
山
社
の
境
内
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
現
地
に
う
つ
し
、
寺
号
を
薬
師
堂
と
改
め
た
」
と

あ
る
が
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
の
小
口
村
の
村
絵
図
に
は
、

白
山
社
の
西
隣
に
薬
師
堂
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記
』
に
は
、
一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
に
「
三
四
〇

年
ほ
ど
経
っ
て
い
る
が
年
暦
は
不
詳
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
一
四
〇
〇
年
代
中
頃
に
あ
た
る
室
町
時
代
の
創
建

と
な
る
。

　

ま
た
、
当
初
丹
羽
郡
役
所
が
作
成
し
、
郡
役
所
廃
止
後
は
大
口

村
が
作
成
し
た
『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は
、「
創
立	

天
正
十
一

年
、
明
治
十
二
年
十
二
月
一
日
存
置
許
可
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

曹
洞
宗

宗
　
派

一
七
五
五

開
基
年
代

萩
島
一
丁
目
一
三
三
番
地
一

所
　
在
　
地

3-3-46　円応寺（2022年撮影）

曹
洞
宗

宗
　
派

一
五
八
三

開
基
年
代

上
小
口
一
丁
目
三
三
五
番
地

所
　
在
　
地
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一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
に
宗
教
団
体
法
が
施
行
さ
れ
、
一

九
四
二
年
に
登
録
申
請
を
し
た
際
、
薬
師
堂
か
ら
薬
師
寺
と
し
て

認
可
さ
れ
た
。

　

堂
内
に
は
、
銅
造
千
体
地
蔵
（
愛
知
県
指
定
文
化
財
（
第
三
編

第
六
章
第
一
節
））・
薬
師
如
来
坐
像
・
聖
観
音
坐
像
・
釈
迦
如
来

立
像
（
い
ず
れ
も
町
指
定
文
化
財
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
））
が

あ
る
。
ほ
か
に
も
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は

開
基
年
代
よ
り
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
一
九
九
〇

年
代
に
無
住
と
な
り
、
以
後
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る
。

　

境
内
入
り
口
の
石
柱
正

面
に
は
「
萬
町
薬
師
如

来
」
と
あ
り
、
そ
の
上
部

に
「
臨
済
宗
」
と
あ
る
が
、

『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
で

は
、
曹
洞
宗
と
な
っ
て
い

る
。
石
柱
の
右
面
に
は

「
霊
覚
山	

薬
師
寺
」、
左

面
に
は
「
昭
和
十
四
年
十

二
月
吉
旦
」
と
あ
る
。

六
　
妙

み
ょ
う

徳と
く

寺じ

◆
開
基
　
織
田
遠
江
守
広
近

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　

小
口
城
主
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
一
四
七
五
年
に
出
家
し
、
隠
居

所
を
万ば

ん

好こ
う

軒け
ん

と
改
号
し
た
。
一
四
九
二
（
明
応
元
）
年
、
織お

田だ

伊い

勢せ
の
か
み
と
し
さ
だ

守
敏
定
が
広
近
の
遺
命
を
う
け
吉
祥
山
妙
徳
寺
を
創
建
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

本
尊
の
薬
師
如
来
は
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

作
と
い
わ
れ
る
木
座
像
（
約

二
一
㎝
）
で
、
雷
除
け
の
薬
師
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
堂
は
、

一
五
四
四
（
天
文
十
三
）
年
に
建
立
し
た
が
、
一
八
九
一
（
明
治

二
十
四
）
年
の
濃
尾
大
地
震
に
よ
り
倒
潰
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ

今
日
に
至
る
。

　

庫
裏
は
、
広
近
の
隠
居
所
で
あ
る
万
好
軒
が
度
重
な
る
改
修
・

改
築
を
受
け
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

3-3-47　薬師寺（2020年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
七
五

開
基
年
代

中
小
口
一
丁
目
三
七
七
番
地

所
　
在
　
地
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七
　
徳と
く

林り
ん

寺じ

◆
開
基　
織
田
遠
江
守
広
近

◆
本
尊　
聖
観
世
音
ほ
か

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
徳
林
寺
の
前
身
と
し
て
、
一
二
九
四
（
永
仁

二
）
年
、
余
野
村
在
住
の
武
士
小こ

池い
け

与よ

八は
ち

郎ろ
う

貞さ
だ

宗む
ね

が
、
亡
き
母
の

供
養
の
た
め
寺
院
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
寺
院
仏
堂
明

細
帳
』
に
は
、
一
二
九
四
年
、
北
面
の
武
士
小こ

池い
け

民み
ん

部ぶ

貞さ
だ

利と
し

の
創

建
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
院
は
空
母
山
徳
蓮
寺
と
称
し
、

宗
派
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
。
徳
蓮
寺
は
一
時
衰
退
し
て
い
た
が
、

一
四
六
九
年
、
小
口
城
主
の
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
臨
済
宗
の
寺
院
、

大
龍
山
徳
林
寺
と
改
称
し
て
再
興
し
た
。
広
近
は
、
塔
頭
の
龍
福

庵
・
全
徳
庵
・
宝
光
院
・
徳
重
庵
の
四
か
寺
を
あ
わ
せ
、
自
ら
師

事
す
る
臨
済
宗
の
高
僧
、
悟ご

渓け
い

宗
頓
禅
師
を
開
山
と
し
て
招
い
た
。

悟
渓
禅
師
は
弟
子
の
壽
嶽
宗
彭
禅
師
に
徳
林
寺
を
継
承
さ
せ
、
自

ら
は
美
濃
の
瑞
龍
寺
に
住
院
し
た
。

3-3-50　本堂・書院（2021年撮影） 3-3-49　妙徳寺（2021年撮影）

3-3-48　山門（1935年頃『大口村誌』）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
六
九

開
基
年
代

余
野
二
丁
目
二
〇
一
番
地

所
　
在
　
地
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一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
お
い

て
、
古
方
丈
と
中
門
を
残
し
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
に
再
建
さ
れ
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
『
尾
張
名
所
図
会
』
に
も
禅
宗

の
修
行
道
場
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
伝
承
　
山や

ま

姥ん
ば

物
語

　
　
　
　
（
第
三
編
第
四
章
第
三
節
）

◆
そ
の
他

徳
林
寺
山
門
・
中
門

（
町
指
定
文
化
財

（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
））

八
　
全ぜ

ん
徳と
く

寺じ

◆
開
基　
海
甫
和
尚

◆
本
尊　
聖
観
世
音

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
一
二
九
四
年
、
山
姥
を
退
治
し
た
福ふ

く

富と
み

新し
ん

蔵ぞ
う

に
よ
り
徳
林
寺
の
塔
頭
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
全
徳
坊
と
し
て
建
立

さ
れ
た
。
一
四
七
五
年
、
徳
林
寺
開
山
壽
嶽
和
尚
に
よ
り
全
徳
庵

と
改
称
さ
れ
る
。
一
五
八
四
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
焼
失

し
た
が
、
一
五
九
八
（
慶
長
三
）
年
、
海
甫
和
尚
に
よ
っ
て
再
建

さ
れ
た
。
一
九
〇
一
年
、
大
休
和
尚
（
十
世
）
に
よ
り
全
徳
寺
と

改
称
し
、
徳
林
寺
を
離
れ
本
山
の
直
末
と
な
る
。『
尾
張
徇
行
記
』

に
は
、
草
創
年
暦
は
不
明
で
、
中
興
再
建
は
一
六
一
五
（
元
和
元
）

年
と
あ
る
。

　

ま
た
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は
、
一
二
九
七
年
に
丹
羽
郡
羽

黒
村
の
郷
士
、
福
冨
太
良
輔
が
全
徳
坊
と
し
て
建
立
し
、
一
四
六

九
年
に
徳
林
寺
二
世
壽
嶽
和
尚
に
よ
り
全
徳
庵
と
改
称
さ
れ
、
そ

3-3-53　中門（2022年撮影）

3-3-51　山門（1935年頃『大口村誌』）

3-3-52　山門（2022年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
四
七
五

開
基
年
代

余
野
二
丁
目
二
〇
五
番
地

所
　
在
　
地
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の
後
の
経
緯
は
、
寺
伝
と
同
じ
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

◆
建
設
・
改
修

　

一
九
八
九
年
、
文
雄
和
尚
（
十
二
世
）
に
よ
り
、
本
堂
・
庫
裏
・

山
門
・
東
司
が
再
建
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
に
鐘
楼
、
二
〇
〇
六
年

に
は
、
書
院
と
茶
室
も
再
建
し
た
。

九
　
観か
ん

音の
ん

堂ど
う

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
観
世
音
菩
薩

◆
由
緒

　
『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
一
六
〇
〇
年
、
徳
林
寺
僧
継

山
和
尚
に
よ
り
創
立
し
、
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
六
月
に
再
建

し
た
。
一
八
九
一
年
の
濃
尾
大
地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
た
た
め
建
て

直
し
た
が
、
平
成
に
入
る
と
無
住
と
な
り
、
敷
地
を
整
理
し
た
。
六

世
住
職
の
貫
道
祖
了
尼
が
喘ぜ

ん

息そ
く

に
苦
し
み
、
石
橋
山
宝
寿
寺
・
佐

奈
田
霊
社
（
現
神
奈
川
県
小
田
原

市
）
に
参
詣
す
る
と
全
快
し
た
こ
と

か
ら
、
同
病
者
の
た
め
に
再
度
参
詣

し
て
御
分
霊
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
許

さ
れ
た
。
以
来
、
観
音
堂
は
喘
息
・

百
日
咳
な
ど
の
病
状
に
霊
験
あ
り
と

参
詣
者
が
増
え
た
と
い
う
。

3-3-55　山門（2021年撮影）

3-3-54　山門（1935年頃『大口村誌』）

3-3-56　堂内（2021年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
六
〇
〇

開
基
年
代

余
野
一
丁
目
一
七
四
番
地

所
　
在
　
地
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一
〇
　
妙
み
ょ
う

智ち

寺じ

　

◆
開
山　
研
宗
真
和
尚

◆
本
尊　
土
面
観
世
音

◆
由
緒

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
扶
桑
村
斉
藤
よ
り
、
仙
田
藤
右
エ
門
と
い
う

人
物
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
を
の
が
れ
河
北
の
地
へ
移
り
、
こ
こ

に
居
を
か
ま
え
た
。
そ
の
後
、
藤
右
エ
門
は
挙こ

ろ

母も

川
（
現
豊
田
市

地
内
）
の
川
普
請
に
出
た
が
こ
れ
に
失
敗
し
客
死
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
霊
を
と
む
ら
う
た
め
、
扶
桑
村
高
雄
覚
王
寺
住
職
に

請
い
創
立
し
た
と
あ
り
、
覚
王
寺
の
受
持
で
あ
る
。

　

創
立
後
は
「
観
音
堂
」
と
称
し
て
い
た
が
、
一
九
四
二
年
に
寺

院
の
認
可
申
請
を
し
た
際
に
「
観
音
山
妙
智
寺
」
と
改
め
た
。

　
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、
一
七
九
四
年
、
二
ノ
宮
村
常
福
寺
控

（
現
犬
山
市
北
大
門
地
内
）
の
薬
師
堂
号
を
譲
り
う
け
、
堂
を
創
建

し
観
音
を
安
置
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
は

「
創
立
寛
政
九
年
二
月
五
日　

覚
王
寺
受
持　

臨
済
宗
妙
心
寺
派　

余
一
様
の
ア
メ

　
無
住
に
な
っ
て
以
後
も
、
観
音
堂
の
役
員
が
三
月
二
十
三
日
に
「
余
一

様
の
お
札
と
ア
メ
」
を
観
音
堂
の
檀だ
ん

家か

に
配
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
、
今

も
昔
も
こ
の
ア
メ
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
余
一
様
と
は
、
佐さ

奈な

田だ

余よ

一い
ち
義よ
し
忠た
だ
と
い
う
平
安
末
期
の
武
将
で
、
現
在

の
神
奈
川
県
平
塚
市
真
田
を
本
拠
と
し
て
い
た
。
余
一
は
通
り
名
（
通
称

名
）
で
、
真
田
与
一
と
も
書
か
れ
る
。
一
一
八
〇
（
治
承
四
）
年
八
月
二

十
三
日
の
夜
、
源
み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の
挙
兵
に
際
し
、
初
戦
の
石
橋
山
の
戦
い
（
現
神

奈
川
県
小
田
原
市
石
橋
）
で
頼
朝
に
加
担
し
た
が
、
頼
朝
は
大
敗
し
て
、

余
一
は
命
を
落
と
し
た
。

　
余
一
が
討
死
し
た
場
所
に
は
「
与
一
塚
」
が
建
て
ら
れ
、
余
一
を
神
霊

と
す
る
佐
奈
田
霊
社
が
建
立
さ
れ
た
。
余
一
は
、「
敵
将
と
戦
っ
て
い
た

最
中
に
タ
ン
が
か
ら
ん
で
声
が
出
ず
、
闇
夜
の
中
で
居
場
所
を
味
方
に
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
で
討
ち
取
ら
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
伝
説
か
ら
、
佐
奈
田
霊
社
で
は
、「
佐
奈
田
飴
」
が
売
ら
れ
、

咳
・
喘
息
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
『
大
口
村
誌
』
に
は
、
観
音
堂
に
佐
奈
田
余
一
の
軸
が
あ
り
、
喘
息
に

霊
験
が
あ
る
た
め
遠

方
か
ら
来
る
人
が
多

い
と
書
か
れ
て
い
る
。

臨
済
宗

宗
　
派

一
七
九
四

開
基
年
代

河
北
二
丁
目
一
六
番
地

所
　
在
　
地

3-3-57
余一様のお札
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観
音
堂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
に
入
り
、
し
ば
ら
く
し
て
無
住
と
な
る
。
建
物
の
老
朽
化

に
よ
り
、
本
堂
は
二
〇
一
八
年
に
解
体
し
た
。
そ
の
際
に
本
堂
屋

根
裏
か
ら
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
本
堂
の
建
立
は
一
七
九
七
年
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
堂
解
体
後
は
、
山
門
と
弘
法
堂
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

妙
智
寺
は
、
一
八
七
七
年
頃
か
ら
「
河こ

北ぎ
た

学
校
」
と
し
て
児
童

の
教
育
の
場
と
な
り
、
富
成
村
小
学
校
開
校
後
は
農
繫
期
に
幼
児

を
預
か
る
場
と
な
り
、
戦
後
ま
で
続
い
た
。

一
一
　
本ほ

ん
光こ
う

寺じ

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

浄
土
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
、
一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
に
僧

善
昌
の
開
基
に
よ
る
。
元
は
外
坪
本
郷
に
あ
っ
た
が
、
一
六
九
〇

年
に
新
田
（
現
所
在
地
）
に
移
っ
た
。

　

創
立
は
天
正
年
間
（
一
五

七
三
～
九
一
年
）
と
す
る
記

述
も
あ
る
。

　

ま
た
、
当
初
は
天
台
宗
で

あ
っ
た
こ
と
、
浄
土
真
宗
の

開
基
は
諦
信
法
師
で
一
八
三

一
年
火
災
に
よ
り
宝
物
を
焼

失
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
。

3-3-59　弘法堂（2022年撮影）

3-3-58　山門（2022年撮影）

3-3-60　本堂（2022年撮影）

浄
土
真
宗

宗
　
派

一
六
六
九

開
基
年
代

外
坪
五
丁
目
一
七
三
番
地
一

所
　
在
　
地
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一
二
　
教
き
ょ
う

善ぜ
ん

寺じ

　

◆
開
基　
平
子
左
エ
門

◆
開
山　
見
真
大
師

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

開
基
年
代
は
不
明
だ
が
、
一

九
〇
一
年
ま
で
外
坪
本
郷
に
説

教
所
が
あ
り
、
同
年
現
在
地
に

移
し
た
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
説
教
所
は
名
古
屋
市
内
に
あ
る
浄
土
真
宗
大

谷
派
の
教
順
寺
か
ら
僧
侶
を
招
き
、
定
期
的
に
説
教
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
が
、
一
宮
市
内
に
あ
る
同
派
の
寺
院
か
ら
僧
侶
を
招
き

住
職
と
し
た
。
一
九
五
四
年
、
寺
号
「
宮
西
山
教
善
寺
」
と
し
て

寺
院
と
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
大
谷
派
か
ら
本
願
寺
派
に
宗
旨

替
え
し
た
。

　
　

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
、
本
堂
を
建
て
替
え
た
。

一
三
　
釈し
ゃ

迦か

堂ど
う

（
弘こ
う

法ぼ
う

堂ど
う

）

◆
開
基　
泰
誉
安
窓
貞
穏
法
尼　

◆
本
尊　
釈
迦
（
石
像
）

◆
由
緒

　

伝
承
に
よ
る
と
一
八
三
六
年
、
替
地
全
戸
の
寺
と
し
て
創
立
し

た
。
集
落
内
に
住
む
人
々
の
宗
派
は
、
禅
宗
・
浄
土
真
宗
の
二
派

が
多
か
っ
た
た
め
、
集
落
内
の
混
乱
を
避
け
よ
う
と
、
両
者
に
関

係
の
な
い
浄
土
宗
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
尊
は
、
初
め
屋

外
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
堂
を
建
て
て
祀
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
〇

二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
弘
法
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

3-3-63　釈迦堂内部（2022年撮影）

3-3-62　釈迦堂（2022年撮影）

3-3-61　教善寺（2022年撮影）

浄
土
真
宗

宗
　
派

一
九
五
四

開
基
年
代

外
坪
三
丁
目
一
番
地

所
　
在
　
地

浄
土
宗

宗
　
派

一
八
三
六

開
基
年
代

替
地
二
丁
目
三
〇
二
番
地

所
　
在
　
地
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一
四
　
薬や
く

師し

堂ど
う

（
陽よ
う

学が
く

院い
ん

）

◆
開
基
・
開
山　
陽
学
院
實
空
（
伝
承
）　

◆
本
尊　
薬
師
如
来

◆
由
緒

　

四
・
八
ｍ
×
二
・
七
ｍ
の
本
堂
と
、
一
〇
・
八
ｍ
×
五
・
四
ｍ

の
庫
裏
が
あ
り
、
三
宝
院
の
末
寺
で
、
真
言
宗
智
山
派
密
厳
院
出

張
説
教
所
で
あ
っ
た
。

　

い
つ
か
ら
無
住
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
数
十
体
の
仏
像

と
座
敷
か
ら
な
る
本
堂
を
地
元
住
民
が
守
っ
て
い
る
。

一
五
　
大た
い

師し

寺じ

（
現
存
せ
ず
）　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
十
二
面
観
世
音

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
八
七
七
年
乙
第
十
号
御
達
に
よ
っ

て
、
最
寄
り
の
寺
院
へ
転
合
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、
臨
済
宗
妙
徳

寺
住
職
尾
関
亮
道
を
受
持
と
し
、
信
徒
に
よ
る
寄
付
で
本
堂
な
ど

を
建
設
し
た
。
一
八
八
三
年
五
月
、
寺
院
と
し
て
公
称
す
る
願
い

を
提
出
し
、
同
年
六
月
十
四
日
公
称
許
可
が
下
り
た
。
ま
た
、
境

内
地
に
仏
堂
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
弘
法
大
師
像
も
あ
っ
た
と
も

記
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
は
存
在
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
の
時
点
で
境
内
の
建
造
物
群
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

真
言
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

竹
田
一
丁
目
一
八
四
番
地

所
　
在
　
地

3-3-65　石造物群（2020年撮影）

3-3-64　本堂（2020年撮影）

臨
済
宗

宗
　
派

一
八
一
二

開
基
年
代

竹
田
三
丁
目
地
内

所
　
在
　
地
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一
六
　
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

（
現
存
せ
ず
）　
　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
不
詳

◆
由
緒

　
『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
専
修
院
（
扶
桑
町
柏
森
）
受
持
で
、

地
元
住
人
の
先
祖
代
々
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。

　

一
九
三
八
年
に
発
行
さ
れ
た
『
大
口
村
土
地
宝
典
』
に
阿
弥
陀
堂

の
記
載
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
ま
で
住
職
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
七
　
放ほ
う

光こ
う

寺じ

（
現
存
せ
ず
）　
　

◆
開
基　
不
詳

◆
本
尊　
阿
弥
陀
如
来

◆
由
緒

　

創
立
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
寺
院
仏
堂
明
細
帳
』
に
よ
る
と
、
一

九
〇
一
年
、
東
京
市
本
所
区
太
平
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
良
徳
院
が
、

小
口
村
の
浄
土
宗
放
光
庵
に
移
り
県
の
許
可
を
得
て
放
光
寺
と

な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
、
県
の
許
可
を
得
て
瀬
戸
市
へ
移
転
し
た
。

◆
伝
承

　

江
戸
時
代
後
期
の
念
仏
行
者
で
槍や

り

ヶが

岳た
け

を
開
山
し
た
播ば

ん

隆り
ゅ
う上

人

（
一
七
八
六
～
一
八
四
〇
年
）
が
放
光
庵
に
逗と

う

留り
ゅ
うし

た
際
、
井
戸
の
水

が
濁
っ
て
困
っ
て
い
た
様
子
を
見
て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
紙
に

書
き
井
戸
に
投
げ
入
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
澄
み
切
っ
た
水
が
湧
き
出

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
人
が

播
隆
上
人
に
師
事
し
、
出
家
後
は
隆

り
ゅ
う

盤ば
ん

と
名
乗
り
、
播
隆
上
人
が
一

八
三
〇
年
に
開
い
た
一
心
寺
（
岐
阜
県
揖い

斐び

郡
揖
斐
川
町
）
の
二
世

住
職
に
な
っ
た
。
そ
の
隆
盤
が
放
光
庵
を
創
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

播
隆
上
人
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
町
内
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
北
部

一
帯
に
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
播
隆
上
人
が
各
地
を
巡
っ
た
足
跡

と
も
考
え
ら
れ
、
放
光
庵
へ
逗
留
し
た
と
い
う
逸
話
も
全
く
見
当

外
れ
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
独
特
の
書
体
に
よ
る
名
号

（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
の
軸
・
石
碑
が
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
町
内
に

は
石
碑
が
地
蔵
寺
と
徳
林
寺
に
所
在
す
る
。

浄
土
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

下
小
口
七
丁
目
地
内

所
　
在
　
地

浄
土
宗

宗
　
派

不
詳

開
基
年
代

下
小
口
五
丁
目
地
内

所
　
在
　
地
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第
一
節
　
祭
り

	

秋
祭
り
（
豊
年
祭
）

　

明
治
初
年
の
秋
祭
り
は
、
旧
暦
の
八
月
十
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
た

地
区
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
養
蚕
業
の
技
術
向
上
に
よ
り
、
年
一
回

か
ら
年
四
回
へ
と
蚕
の
飼
育
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
晩
秋
ま
で
忙

し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
祭
礼
日
が
徐
々
に
遅
く
な
り
、
新
暦
の
十
月

五
日
だ
っ
た
の
が
十
五
日
に
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
頃
に
は
二

十
日
前
後
、
村
の
南
部
で
は
二
十
七
日
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代

に
な
る
と
、
祭
礼
日
が
十
月
二
十
日
と
定
め
ら
れ
、
小
学
校
は
休
校

と
な
り
翌
日
に
運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
農
耕
用
に
馬
を
飼
う
農
家
が
当
番
で
馬
を
出

し
、
そ
の
家
を
宿や

ど

と
呼
び
、
当
番
を
示
す
提
灯
を
玄
関
に
掲
げ
た
。

馬
に
お
祭
り
用
の
刺し

繡し
ゅ
う飾

り
と
「
オ
マ
ン
ト
花
」
と
呼
ば
れ
る
、
紙

で
花
ビ
ラ
を
作
り
端
に
色
を
付
け
、
竹
ひ
ご
を
刺
し
た
も
の
を
飾
り

つ
け
、
神
社
を
出
発
し
地
区
内
を
回
っ
た
（
3
―
4
―
1
・
2
）。
ま

た
、
獅し

子し

屋
形
を
引
き
回
し
、
笛
・
太
鼓
に
よ
る
祭
囃ば

や

子し

を
奏
で
な

が
ら
地
区
内
を
回
り
神
社
に
戻
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
の
生
ま

れ
た
家
に
獅
子
を
持
っ
て
玄
関
に
入
り
、
そ
の
家
の
繁
栄
を
祈
願
す

る
地
区
も
あ
っ
た
。

第
四
章

風
習

3-4-1　祭用に飾られた馬（1920年代）
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-4-2　再現された祭用に飾られた馬
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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豊
田
地
区
に
あ
る
八は

っ

剱け
ん

社し
ゃ

で
は
、
一
九
五
八
年
ま
で
、
裸
馬
を
走

ら
せ
て
捕
ま
え
る
神
事
が
、
春
の
御
蚕
祭
り
と
秋
の
豊
年
祭
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。

　

馬
は
、
周
辺
市
町
か
ら
よ
い
も
の
を
選
び
、
祭
礼
当
日
に
ク
ジ
で

決
め
た
馬
宿
へ
と
連
れ
て
い
く
。
玄
関
に
「
宿
」
と
書
い
た
提
灯
を

下
げ
、
訪
れ
る
客
に
酒
や
押
し
寿
司
を
ふ
る
ま
っ
た
。
昼
過
ぎ
、
体

を
清
め
、
飾
り
を
つ
け
た
馬
が
、
口
持
ち
と
と
も
に
地
区
を
練
り
歩

き
八
剱
社
で
祈き

禱と
う

を
受
け
る
。
そ
し
て
、
飾
り
を
外
し
、
ス
タ
ー
ト

地
点
か
ら
一
直
線
に
走
ら
せ
、「
若
い
衆
」
が
待
ち
受
け
て
馬
を
捕
ま

え
た
（
3
―
4
―
3
）。
馬
は
そ
の
ま
ま
一
宮
や
岩
倉
の
借
主
の
と
こ

ろ
へ
逃
げ
て
し
ま
い
、
田
を
荒
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ほ
か
の
地
区

で
も
、
馬
を
使
っ
た
神
事
は
存
在
し
た
が
、
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾

台
風
を
契
機
に
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

祭
礼
日
の
食
べ
物
は
、
祭
礼
の
前
日
よ
り
寿
司
を
つ
く
り
、
赤
飯

を
た
き
、
そ
の
他
様
々
な
ご
馳ち

走そ
う

を
し
て
客
を
待
ち
受
け
る
。
寿
司

は
「
箱
寿
司
（
押
寿
司
・
切
寿
司
）」
と
呼
ば
れ
、
家
庭
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
主
に
モ
ロ
コ
な
ど
の
川
魚
（
の
ち
サ
バ
の
半
身
）
や
、
桜

で
ん
ぶ
・
蓮
根
・
し
い
た
け
・
カ
ク
フ
な
ど
を
具
材
と
し
た
（
3
―
4

―
4
・
5
）。

　

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
地
区
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の

の
、
神
事
は
十
月
中
旬
の
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
、
子
ど
も
神み

輿こ
し

や

獅
子
が
地
区
を
練
り
歩
い
た
。

3-4-3　八剱社 馬を走らせる神事
位置図（1958年）

（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-4-4　箱寿司の道具
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-4-5　再現された箱寿司
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

※サバは半身を使うことが多かった。
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秋
祭
り
の
思
い
出

　

私
の
住
む
地
区
の
先
輩
方
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年

代
く
ら
い
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
神
事　
神
社
に
宮
司
が
来
て
神
事
斎
行
し
ま
す
。
獅
子
屋
形
の
あ
る
地

区
は
、
神
社
に
奉
納
し
て
地
区
内
を
笛
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
巡
回
し
ま
し

た
。
ま
た
、
巫み

女こ

さ
ん
が
来
て
笛
・
太
鼓
に
合
わ
せ
て
巫
女
舞
い
を
奉
納

す
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
戦
後
は
余
興
と
し
て
素
人
演
芸
会
や
子
ど
も
み

こ
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
庭　
家
で
は
赤
飯
を
作
り
、
氏
神
様
へ
お
供
え
を
し
て
食
べ
ま
し
た
。

秋
祭
り
の
献
立
の
メ
イ
ン
は
寿
司
で
、
年
一
回
、
箱
寿
司
で
満
腹
に
な
り

ま
し
た
。
寿
司
は
家
で
作
り
、
箱
に
は
サ
バ
・
ア
ジ
を
使
っ
た
魚
す
し
、
川

で
採
れ
た
小
魚
を
使
っ
た
も
ろ
こ
寿
司
、
蓮
根
や
タ
ニ
シ
を
貼
っ
た
切
り

寿
司
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
親
戚
が
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
各
地
区
の
祭

礼
日
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
相
互
に
お
客
を
招
い
て
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
門
日
（
も
ん
び
）　
農
家
は
朝
か
ら
夜
ま
で
体
一
つ
で
働
き
、
全
部
手
作

業
で
休
む
日
が
な
か
っ
た
の
で
、
月
に
一
～
二
回
祭
事
を
設
け
て
区
長
が

休
日
の
旗
を
立
て
休
養
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
食

は
、
ち
ょ
っ
と
気
張
っ
て
休
養
と
栄
養
を
取
る
気
配
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
犬
山
祭
り
や
二
之
宮
の
お
祭
り
、
一
宮
の
七
夕
祭
り

な
ど
、
見
物
に
行
っ
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

　

お
祭
り
に
な
る
と
、
ご
近
所
さ
ん
が
サ
バ
の
押
し
寿
司
を
く
れ
た
の
で

喜
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
も
う
年
だ
か
ら
作
れ
な
い
。
道

具
を
あ
げ
る
」
と
い
わ
れ
、
お
祭
り
に
な
る
と
、
義
母
が
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
平
成
十
五
年
く
ら
い
ま
で
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
中
学

に
な
る
ま
で
は
、
毎
年
食
べ
て
い
ま
し
た
。�

（
昭
和
三
十
九
年
生
ま
れ
）

　

就
職
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、
近
所
に
住
む
職
場
の
先
輩
か
ら
、
祭
囃
子

の
練
習
会
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
の
日
は
、
獅
子
屋
形
と
と
も
に
祭

囃
子
を
奏
で
な
が
ら
地
区
を
ま
わ
り
ま
す
。
職
場
の
先
輩
も
、
父
親
か
ら

厳
し
く
教
え
ら
れ
て
太
鼓
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

　

何
と
か
参
加
で
き
る
ま
で
に
な
れ
ま
し
た
が
、
地
区
で
受
け
継
が
れ
て

い
く
行
事
と
か
技
術
は
、
こ
の
先
、
受
け
継
い
で
く
れ
る
人
が
い
る
の
か
、

ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
り
ま
す
。�

（
昭
和
五
十
二
年
生
ま
れ
）
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石
上
げ
祭
（
犬
山
市
羽
黒
　
尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社
）

　

石
上
げ
祭
は
、
尾
張
冨
士
に
様
々
な
大
き
さ
の
石
を
献
納
す
る
祭

礼
で
、
江
戸
時
代
以
前
の
確
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
明
治
時
代
以
降

に
な
る
と
、
確
実
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
由
来
と
し
て
、

村
人
の
夢
に
御
祭
神
が
あ
ら
わ
れ
、
尾
張
冨
士
が
、
隣
の
本
宮
山
よ

り
背
が
低
い
と
嘆
い
た
の
で
、
背
を
高
く
す
る
た
め
、
石
を
山
頂
に

運
ん
だ
。
ま
た
、
あ
る
者
が
石
に
願
い
を
書
い
て
献
石
し
た
と
こ
ろ

願
い
が
か
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
祭
礼
に
発
展
し
た
と
い
う
説
話
が
残
っ

て
い
る
。

　

毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

が
、
一
九
七
五
年
頃
ま
で
は
八
月
一
日
と
決
ま
っ
て

い
た
。
古
く
は
旧
暦
六
月
三
十
日
か
七
月
一
日
で

あ
っ
た
。

　

石
を
上
げ
る
グ
ル
ー
プ
は
壮
年
・
青
年
・
子
ど
も

に
分
か
れ
、
手
に
は
竹
の
杖
を
持
つ
。
石
に
は
、
御

幣
・
献
石
名
札
と
と
も
に
榊さ

か
きま

た
は
笹
竹
を
立
て
る
。

榊
や
笹
竹
に
は
寄
進
者
の
年
齢
・
性
別
な
ど
を
記
し

た
赤
・
青
・
黄
な
ど
色
と
り
ど
り
の
お
手
ふ
き
を
飾

る
。

　

登
山
道
の
途
中
に
は
、
町
内
に
縁
の
あ
る
大
字
・

小
字
名
が
刻
ま
れ
た
献
石
が
確
認
で
き
る
（
３
―
４
―
６
）。
夏
の
「
虫

送
り
」
と
と
も
に
五
穀
豊
穣
を
願
う
大
切
な
祭
礼
で
あ
る
と
と
も
に
、

集
落
の
一
致
団
結
（
互
助
）
と
娯
楽
も
兼
ね
て
、
一
九
六
〇
年
代
ま

で
他
の
地
区
と
競
い
な
が
ら
参
加
し
た
。

　

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
町
内
か
ら
運
ば
れ
た
献
石
は
、

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
を
筆
頭
に
明
治
か
ら
平
成
ま
で
十
数

基
あ
る
。
山
頂
付
近
で
は
、
階
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
石
に
「
太

田
村
」
と
彫
ら
れ
た
石
も
見
ら
れ
る
。

3-4-6 献石の状況
　上段右：小口上組（1903年 6 月）   高：130cm・幅：  65cm
　上段左：大口村豊田（1914年 6 月）高：400cm・幅：160cm
　下段右：大口村替地（1927年 6 月）高：125cm・幅：  55cm
　下段左：河北交友会（2000年 8 月）高：105cm・幅：  55cm

第四章　風習　 486

第三編　暮らしと文化



石
上
げ
祭
の
思
い
出

　

子
ど
も
石
と
大
人
石
（
一
八
歳
が
発
起
人
）
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
石
は
、
青

年
団
が
夜
練
習
を
し
ま
し
た
。
リ
ヤ
カ
ー
に
石
を
載
せ
て
山
ま
で
運
び
ま
し
た
。

河
北
が
尾
張
富
士
か
ら
一
番
近
い
た
め
、
一
番
大
き
い
石
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
地
区
は
、
大
き
す
ぎ
る
と
途
中
で
タ
イ
ヤ
が
潰
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

�

（
昭
和
四
年
生
ま
れ
）

　

伝
説
に
よ
る
と
、
大
昔
、
本
宮
山
と
尾
張
富
士
が
背
比
べ
を
し
た
そ
う
な
。
雨あ
ま

樋ど
い

を
二
つ
の
山
に
架
け
、
水
を
流
し
た
と
こ
ろ
水
は
本
宮
山
に
流
れ
た
そ
う
な
。

本
宮
山
の
神
様
が
、
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
自
分
の
山
の
頂
上
に
土
の
塊
を
乗
せ

ま
し
た
。
現
在
で
も
遠
く
か
ら
本
宮
山
を
眺
め
る
と
、
頂
上
が
ち
ょ
う
ど
お
椀わ
ん

を
伏
せ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
こ
で
二
度
目
の
背
比
べ
を
し
た
と
こ
ろ
、
今

度
は
雨
樋
の
水
が
尾
張
富
士
側
へ
流
れ
た
そ
う
な
。
そ
こ
で
尾
張
富
士
の
神
様

が
集
落
の
人
達
に
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
に
石
を
上
げ
て
お
く
れ
と
お
願
い
を
し
た

そ
う
な
。
こ
れ
が
石
上
げ
祭
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
私
の
集
落
か
ら
子
ど
も
石
・
大
人
石
が
毎
年
尾
張
富
士
へ
運

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
ら
じ
を
履
き
、
袢は
ん

纏て
ん

を
着
、
は
ち
ま
き
を
し
て
、
木き

遣や

り
を
歌
い
な
が
ら
石
を
運
ぶ
。
尾
張
富
士
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
随
分
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。
疲
れ
て
、
や
っ
と
麓
に
た
ど
り
着
き
、
こ
れ
か
ら
頂
上
ま
で

石
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
心
に
大
変
な
祭
り
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
石
を
引
き
上
げ
る
の
は
そ
れ
な
り
に
体
力
と
精
神

力
が
要
り
ま
す
。
あ
の
頃
は
道
路
も
整
備
さ
れ
て
な
く
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

本
当
に
よ
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

木
遣
り
石
上
げ
唄
は
、
素
朴
で
こ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

一
．
め
で
た
め
で
た
の
若
松
様
よ
、
栄
え
て
葉
も
茂
る

二
．
高
い
山
か
ら
谷
底
見
れ
ば
、
き
ゅ
う
り
や
な
す
び
の
花
盛
り
な
よ

三
．
見
た
か
聞
い
た
か
石
上
げ
祭
り
、
お
山
を
高
く
す
る

四
．
尾
張
名
代
の
石
上
げ
祭
り
、
ど
ん
ど
と
石
が
上
が
る

五
．
尾
張
お
富
士
へ
こ
の
石
あ
げ
り
ゃ
、
病
に
か
か
り
ゃ
せ

六
．
石
上
げ
祭
り
は
天
下
の
奇
祭
、
そ
ろ
う
て
石
を
上
げ
る

�

（
昭
和
十
五
年
生
ま
れ
）

　

昭
和
四
十
九
年
、
小
学
五
年
生
だ
っ
た
私
は
友
達
と
石
上
げ
祭
に
行
き
ま
し

た
。
当
時
は
、
曜
日
に
関
係
な
く
八
月
一
日
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
浅
間
神

社
に
三
〇
〇
円
を
納
め
て
、
竹
の
棒
に
テ
ー
プ
で
巻
き
つ
か
れ
た
こ
ぶ
し
大
の

石
を
も
ら
い
、
そ
こ
に
「
家
内
安
全
」
と
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い
て
山
頂
ま
で
登
り
、

山
頂
で
石
を
奉
納
し
、
帰
り
は
竹
の
棒
の
み
を
持
っ
て
降
り
ま
す
。
夏
の
イ
ベ

ン
ト
の
ひ
と
つ
で
し
た
。�

（
昭
和
三
十
八
年
生
ま
れ
）
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第
二
節
　
風
習

	
年
中
行
事
と
農
耕
儀
礼

　

町
内
に
お
い
て
、
農
業
を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
の
中
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
年
中
行
事
や
農
耕
儀
礼
は
、
戦
後
の
生
活
様
式
や
農
業
と

同
様
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
、
小
中
学
校
で
は
旧
正
月
に
午
後
か
ら
休
み
が
あ

り
、
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
農
繁
期
に
も
休
み
が
あ
る
な
ど
、
生
活

と
旧
暦
・
農
業
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

兼
業
農
家
の
増
加
や
離
農
な
ど
に
よ
り
農
業
色
の
強
い
風
習
に
も
変

化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
外
国
の
行
事
が
旧
来
の
年
中
行
事
に
代

わ
っ
て
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、『
大
口
町
史
』
記
載
の
年
中
行
事
を
も
と
に
、
二
〇
二

三
（
令
和
五
）
年
現
在
の
状
況
を
追
記
す
る
。
農
耕
儀
礼
も
同
様
に

記
載
す
る
が
、
虫
送
り
を
除
き
、
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
行
事
の
う
ち
地
域
で
お
こ
な
う
も
の
は
、
役
員

が
地
域
内
の
掲
示
板
に
行
事
名
・
場
所
・
日
時
を
記
し
た
紙
を
貼
り

出
し
て
周
知
す
る
。
こ
の
方
法
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
変
わ
っ
て

い
な
い
。

年
中
行
事

　
鏡
か
が
み

開び
ら

き　
正
月
に
お
供
え
し
た
鏡
餅
を
、
一
月
十
一
日
に
ぜ
ん
ざ

い
に
し
て
食
べ
る
家
が
多
く
あ
っ
た
。

　
左さ

義ぎ

長ち
ょ
う

　
「
ド
ン
ド
や
き
」
と
も
い
っ
て
、
一
月
十
四
日
に
お
こ
な

う
。
し
め
縄
飾
り
・
古
い
お
守
り
・
お
札
な
ど
を
燃
や
す
（
３
―
４
―

７
）。
子
ど
も
の
書か

き

初ぞ

め
を
燃
や
し
、
高
く
舞
い
上
が
る
ほ
ど
字
が
上

達
す
る
と
い
わ
れ
た
。
火
勢
が
弱
ま
る
と
餅
を
焼
き
、
家
中
の
者
が

分
け
て
食
べ
る
と
夏
に
病
気
に
か
か
ら
な
い
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
か

つ
て
は
、
人
が
よ
く
集
ま
る
辻
（
交
差
点
付
近
）
の
空
き
地
で
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
三
叉
路
の
辻
で
お
こ
な
う
の
が
よ
い
と

す
る
地
区
も
あ
っ
た
。
二
〇
二
三
年
現
在
、
神
社
で
お
こ
な
う
地
区

が
多
い
。

3-4-7　左義長（2020年撮影）
　上：八剱社（豊田）
　下：餅を焼く（余野神社）
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節
分　
立
春
の
前
日
、
二
月
三

日
ご
ろ
に
節
分
を
む
か
え
る
。
禅

宗
の
家
で
は
、「
イ
ワ
シ
ノ
カ
ブ
」

と
い
っ
て
イ
ワ
シ
を
焼
き
、
そ
の

頭
を
豆
木
に
さ
し
て
、
ひ
い
ら
ぎ

の
枝
と
と
も
に
戸
口
に
さ
す
（
３

―
４
―
８
・
９
）。
夕
方
あ
る
い
は

夜
に
な
る
と
各
家
で
は
「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
と
唱
え
て
豆
ま
き
を
す

る
。
二
〇
二
三
年
現
在
、「
イ
ワ
シ

ノ
カ
ブ
」
を
見
る
こ
と
も
、
豆
ま

き
を
お
こ
な
う
家
庭
も
少
な
く

な
っ
た
。

　
秋
葉
様　
旧
暦
一
月
二
十
八
日
、
豊
田
地
区
の
秋あ

き

葉ば

三さ
ん

尺じ
ゃ
く

坊ぼ
う

（
現

地
蔵
寺
）
で
は
、
境
内
で
火
渡
り
が
あ
り
、
護ご

摩ま

が
焚た

か
れ
大
般
若

経
が
奉
納
さ
れ
た
。
露
店
も
多
く
並
び
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
町

外
か
ら
も
多
く
の
参
詣
者
が
あ
っ
た
。
旧
正
月
の
初
丑
の
日
に
は
、

火
難
よ
け
の
た
め
、
か
ま
ど
の
灰
を
も
っ
て
参
詣
す
る
人
も
多
く
あ
っ

た
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　
ひ
な
節
句　
三
月
三
日
は
、
ひ
な
節
句
で
あ
る
。
ひ
な
人
形
を
飾

り
、
菱
形
に
切
っ
た
餅
・
餅も

ち

花ば
な

（
ひ
な
あ
ら
れ
）
を
供
え
、
桃
や
椿
の

花
を
添
え
る
。
家
に
よ
っ
て
は
「
あ
さ
り
」「
ツ
ボ
（
タ
ニ
シ
）」
な

ど
の
味
噌
あ
え
を
供
え
、
ワ
ケ
ギ
の
箸
を
添
え
た
。
一
九
六
〇
年
代

ま
で
は
、
内だ

い
り裏

雛び
な

に
加
え
、
添
え
人
形
と
し
て
土
雛
を
飾
っ
た
（
３

―
４
―
10
）。
ひ
な
祭
り
が
終
わ
る
と
、
壊
れ
た
（
ま
た
は
最
も
古
い
）

土
雛
に
子
ど
も
の
厄
を
込
め
て
割
り
、
土
に
埋
め
て
翌
年
に
新
し
い

土
雛
を
買
い
足
す
家
も
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
頃
ま
で
は
、
衣
装
雛
の
段

飾
り
が
よ
く
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
、
場
所
を
取
り
手
間
も
か

か
る
段
飾
り
か
ら
内
裏
雛
の
み

を
飾
る
家
庭
が
多
く
な
っ
た
。

　
十
じ
ゅ
う
さ
ん三

参
り　
旧
暦
三
月
十
三
日
、
十
三
歳
の
女
子
が
い
る
家
庭
で

は
、
厄
祓は

ら

い
を
す
る
と
同
時
に
子
ど
も
の
成
長
を
祈
っ
た
。
犬
山
市

楽が
く

田で
ん

の
大

お
お
あ
が
た縣

神
社
（
二
之
宮
）
へ
参
拝
す
る
人
も
あ
る
。
全
国
的
に

は
男
女
に
関
係
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
。

3-4-9　イワシノカブ
（2022年撮影） 3-4-8　イワシノカブ（伊藤泰一氏作画）

3-4-10　土人形
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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弘
法
さ
ま　
弘
法
大
師
の
命
日
に
、
大
師
を
祀ま

つ

る
寺
・
お
堂
、
弘

法
大
師
を
信
仰
す
る
一
般
家
庭
で
も
旗
（
３
―
４
―
11
）
を
立
て
て
参

詣
者
に
餅
や
菓
子
を
分
け
た
。
こ
の
日
に
は
子
ど
も
達
が
、
旗
を
目

印
に
餅
や
菓
子
な
ど
の
お
供
え
を
も
ら
っ
て
ま
わ
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
る
と
、
一
般
家
庭
で
菓
子
を
配
る
家
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
ま
た
、
弘
法
大
師
の
命
日
が
旧
暦
の
三
月
二
十
一
日
な
の
で
、

新
暦
の
三
月
二
十
一
日
か
、
旧
暦
を
新
暦
に
お
き
か
え
た
四
月
下
旬

の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
お
こ
な
う
。

　
天
王
祭
（
提
灯
祭
り
）　
旧
暦
の
六
月
中
旬
（
新
暦
七
月
中
旬
）、

集
落
で
は
天
王
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
津
島
神
社
の
お
札
を
む
か
え

祠ほ
こ
らに

納
め
、
夜
は
境
域
で
提
灯
を
灯
し
、
参
詣
者
に
は
、
キ
ュ
ウ
リ

や
な
す
の
酢
も
み
と
神
酒
を
ふ
る
ま
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
。
一

九
六
〇
年
代
か
ら
、
徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
輪
く
ぐ
り
（
茅ち

の
輪
く
ぐ
り
）　
町
内
の
神
社
で
は
、
七
月
中
下
旬

（
旧
暦
の
六
月
中
旬
）
に
、「
夏
祭
り
」
と
か
「
夏な

越ご
し

の
祓は

ら
え」

と
呼
ん

で
、
境
内
で
輪
く
ぐ
り
を
お
こ
な
う
。
紙
の
人ひ

と

形が
た

に
「
家
内
安
全
」

な
ど
祈
願
す
る
事
柄
・
名
前
と
数
え
の
年
か
干
支
・
男
女
の
別
な
ど

を
書
き
、
神
前
に
供
え
参
拝
す
る
。
本
殿
で
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
、

境
内
に
設
置
さ
れ
た
輪
を
お
祓
い
し
、
輪
く
ぐ
り
が
始
ま
る
。
一
礼

し
、
最
初
は
左
回
り
、
次
に
右
回
り
、
最
後
に
左
回
り
と
計
三
回
輪

を
く
ぐ
る
。
心
身
を
清
め
無
病
息
災
や
厄
除
け
、
家
内
安
全
を
願
う
。

各
地
区
で
長
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
夏
の
代
表
的
な
行
事
の
ひ
と
つ

3-4-11　弘法大師の旗
（2022年撮影）

3-4-12　輪の制作（大屋敷 三明神社）
（2020年撮影）

マコモの採取

端材の切取り 芯への巻付け

立ち上げて固定
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で
あ
る
。
輪
く
ぐ
り
は
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
輪
を
作
る
材
料
は
、
チ
ガ
ヤ
（
茅
萱
）
や
ワ
ラ
で
な
く
オ
ギ

（
荻
）
や
マ
コ
モ
（
真
菰
）
と
い
う
湿
地
・
水
辺
に
群
生
す
る
植
物
を

使
用
す
る
地
区
が
多
い
。
オ
ギ
を
力

ち
か
ら

草ぐ
さ

と
呼
ぶ
地
区
も
あ
る
。
二
〇

二
三
年
現
在
、
ど
の
地
区
で
も
、
輪
を
作
る
た
め
の
オ
ギ
や
マ
コ
モ

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
輪

の
大
き
さ
・
形
も
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
（
３
―
４
―
12
）。

　
八や

ツつ

八は
ち

月が
つ　

八
歳
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
、「
ヤ
ツ
ハ

チ
」
と
い
っ
て
旧
暦
の
八
月
八
日
に
餅
を
つ
き
親
類
や
近
所
に
配
り
、

厄
祓
い
を
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
祈
る
。
こ
れ
を
男
子
の
み
お
こ
な

う
地
区
も
あ
る
。
犬
山
市
楽が

く

田で
ん

の
大お

お

縣あ
が
た

神
社
（
二
之
宮
）
へ
参
拝
す

る
こ
と
が
多
い
。

　
お
神
送
り
・
お
神
迎
え　
各
神
社
の
神
が
、
出
雲
大
社
へ
集
ま
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
十
月
上
旬
ご
ろ
、
氏
神
の
境
内
で
役
員
に
よ
る
お

神
送
り
の
神
事
を
お
こ
な
う
。
そ
し
て
、
十
月
末
ご
ろ
に
な
る
と
、
神

様
が
出
雲
大
社
か
ら
帰
る
た
め
、
お
神
迎
え
の
神
事
を
す
る
。
一
九
六

〇
年
代
頃
ま
で
は
、
一
晩
中
た
き
火
を
し
て
お
神
送
り
・
お
神
迎
え
の

神
事
を
お
こ
な
っ
た
。

　
餅
つ
き　
十
二
月
二
十
日
以
降
に
、
正
月
用
の
餅
を
親
戚
の
分
も

含
め
て
つ
く
。
丸
餅
を
作
る
の
は
、
子
ど
も
の
手
伝
い
で
あ
っ
た
。

二
十
九
日
を
避
け
る
の
は
、
九
が
苦
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九

七
〇
年
代
か
ら
電
動
餅
つ
き
機
が
普
及
し
始
め
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

代
に
は
、
餅
を
つ
く
家
庭
も
少
な
く
な
っ
た
。

農
耕
儀
礼

　

初は
つ

詣ま
い

り　
一
九
六
〇
年
代
頃
ま
で
は
初
詣
り
と
い
っ
て
、
一
月
一

日
（
元
日
）
早
朝
に
地
元
の
氏
神
様
に
参
詣
し
、
家
内
安
全
と
農
作

物
の
豊
穰
を
祈
り
、
お
寺
へ
年
頭
の
挨
拶
に
行
っ
た
。

　
仕
事
始
め　
正
月
二
日
を
農
作
業
の
は
じ
め
の
日
と
し
て
、
苗
田

を
耕
す
風
習
が
あ
り
「
田
打
ち
初
め
」
と
も
い
っ
た
。

　
養
蚕
ま
つ
り　
旧
暦
三
月
下

旬
、
一
九
五
〇
年
代
頃
は
、
各
集

落
が
花
馬
を
出
し
て
盛
大
に
お
こ

な
い
、
米
粉
に
砂
糖
で
味
付
け
し

て
蒸
し
た
「
マ
ユ
ダ
ン
ゴ
」（
３
―

４
―
13
）
を
つ
く
り
神
仏
に
供
え
豊

3-4-13  マユダンゴの再現
（写真：大口町歴史民俗資料館所蔵）
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作
を
祈
願
し
た
。
養
蚕
の
衰
退
と
と
も
に
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
八
十
八
夜　
五
月
初
旬
、
立
春
の
日
か
ら
八
十
八
日
目
の
こ
と
を

昔
は
「
苗な

わ

代し
ろ

正
月
」
と
も
い
い
、
農
家
で
は
籾も

み

ま
き
の
準
備
を
し
た
。

ま
た
八
十
八
夜
が
す
ぎ
れ
ば
、
野
菜
な
ど
の
種
子
を
ま
く
と
よ
い
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
農
家
の
減
少
に
よ
り
、
暦こ

よ
みと

し
て
の
八
十
八
夜

と
認
識
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
田
植
休
み　
六
月
下
旬
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
て
、
多
人
数
で
お

こ
な
う
田
植
え
が
終
了
す
る
と
、
体
を
休
め
る
た
め
「
田
植
休
み
」

と
い
っ
て
休
日
（
遊
び
日
）
と
し
、
ど
の
家
で
も
ご
ち
そ
う
を
つ
く
っ

た
。
二
毛
作
を
せ
ず
田
植
え
時
期
が
早
く
な
り
（
六
月
中
旬
）、
機
械

化
が
進
む
と
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
少
な
く
な
っ
た
。

　
虫
送
り　
「
ウ
ン
カ
オ
ク
リ
」
と
も
い
い
、
水
田
の
害
虫
を
追
い
払

い
豊
年
を
祈
る
儀
礼
で
旧
暦
六
月
十
八
日
（
新
暦
七
月
中
旬
）
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
平
安
末
期
の
武
将
で
平
家
に
仕
え
た
斉さ

い

藤と
う

実さ
ね

盛も
り

の
乗
る
馬
が
、
源
平
合
戦
の
際
に
稲
の
切
り
株
に
足
を
取
ら
れ
、
木き

曽そ

義よ
し

仲な
か

軍
に
討
た
れ
た
こ
と
を
恨
ん
で
田
の
害
虫
ウ
ン
カ
に
化
け
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
集
落
境
に
、
竹
に
し
め
縄

を
つ
け
た
も
の
を
立
て
て
虫
送
り
を
し
て
い
る
地
区
が
多
い
中
、
わ

ら
で
人
形
を
作
り
鉦か

ね

や
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
集
落
内
を
回
る
地

区
も
あ
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　
雨
乞
い
と
お
湿
り
祭
り　
七
、
八
月
ご
ろ
、
日
照
り
が
つ
づ
き
農

作
物
に
被
害
が
あ
る
よ
う
な
と
き
、
集
落
で
は
め
ぐ
み
の
雨
が
あ
る

よ
う
に
と
、
村
中
総
出
で
氏
神
様
に
お
参
り
を
し
た
。
そ
し
て
慈
雨

が
あ
れ
ば
、
一
斉
に
「
お
湿
り
祭
り
」
と
い
っ
て
祝
っ
た
。

　
厄
日
除
れ　
二
百
十
日
（
立
春
か
ら
数
え
て
二
百
十
日
目
。
新
暦

の
九
月
一
日
・
二
日
頃
）、
二
百
二
十
日
に
大
風
が
な
く
農
作
物
の
被

害
が
な
か
っ
た
年
は
、「
無
難
祝
い
」
と
も
い
っ
て
氏
神
様
に
お
礼
参

り
を
し
た
。
二
百
十
日
頃
、
竹
の
竿さ

お

の
先
に
鎌
を
つ
け
た
も
の
を
、

庭
の
木
に
南
向
き
で
結
び
つ
け
、
台
風
が
来
な
い
よ
う
、
来
て
も
被

害
が
少
な
い
よ
う
に
と
祈
っ
た
た
め
「
鎌
立
て
」
と
も
い
っ
た
。

　
恵え

比び

須す

講こ
う　

恵
比
須
（
恵
比
寿
）
は
、
お
も
に
商
家
の
神
と
し
て

祀
ら
れ
る
が
、
農
家
で
も
作
神
と
し
て
祀
ら
れ
旧
暦
十
月
二
十
日
を

農
家
の
、
旧
暦
十
一
月
二
十
日
を
商
家
の
恵
比
須
と
も
い
い
、
町
内

で
は
十
月
二
十
日
に
恵
比
須
大
黒
様
を
祀
っ
て
お
供
え
を
し
た
。
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正
月

　
鏡
餅　
大
小
そ
れ
ぞ
れ
に
作
り
、
神
棚
・
仏
前
や
車
・
農
機
具
な
ど
に

お
供
え
を
し
ま
す
。
俵
餅
と
言
っ
て
、
そ
の
年
に
収
穫
し
た
俵
に
も
お
供

え
し
ま
し
た
。
農
具
は
、
年
末
に
洗
っ
て
一
か
所
に
集
め
て
切
餅
を
、
平

年
は
一
二
切
り
、
閏
う
る
う

年ど
し

は
一
三
切
り
、「
鍬く
わ

の
餅
」
と
言
っ
て
供
え
ま
し

た
。

　

餅
つ
き　
戦
後
、
農
家
の
暮
ら
し
は
よ
く
な
く
て
、
ぬ
か
米
ば
か
り
で

作
っ
た
餅
で
、
三
が
日
ぐ
ら
い
し
か
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
は
粉
餅

と
い
っ
て
、
ぬ
か
米
の
く
ず
米
の
く
ず
を
粉
に
ひ
い
た
も
の
の
中
に
つ
な

ぎ
と
し
て
ぬ
か
米
を
少
し
入
れ
て
搗つ

い
て
作
っ
た
物
を
食
べ
ま
し
た
。

　

行
事　
元
旦
は
、
戸
主
が
若
水
を
汲く

ん
で
餅
を
煮
ま
し
た
。
朝
、
早
出

で
氏
神
様
に
参
拝
し
、
大
縣
神
社
、
続
け
て
尾
張
三
山
（
本
宮
山
・
白
山
・

尾
張
富
士
）
を
巡
り
昼
頃
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

二
日
は
仕
事
始
め
。
藁わ
ら

細
工
の
藁
を
「
打
ち
始
め
」
と
言
い
、
家
で
小

枝
に
餅
を
刺
し
て
色
を
付
け
、
花
餅
を
飾
り
ま
し
た
。
七
日
は
七
日
正
月

と
し
て
本
来
は
七
草
が
ゆ
を
食
べ
ま
す
が
、
七
草
が
揃
わ
な
い
の
で
、
菜な

粥が
ゆ

に
餅
を
入
れ
て
煮
ま
し
た
。
十
四
日
は
左
義
長
で
、
皆
が
青
竹
を
持
ち

寄
り
、
正
月
飾
り
や
古
札
、
書
初
め
な
ど
燃
や
し
て
、
そ
の
火
で
菱
餅
を

焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。
十
五
日
は
、
十
五
日
正
月
と
し
て
、
小
豆
粥
に
餅

を
入
れ
て
煮
て
食
べ
ま
し
た
。
還
暦
の
人
が
赤
い
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
お
ま

い
り
に
行
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

　

集
落
で
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、
八
月
頃
ま
で
何
回
も
蚕
を
飼
う
の
で
、
盆

は
九
月
の
初
め
で
し
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
は
、
妙
徳
寺

の
境
内
に
櫓
や
ぐ
ら

を
組
ん
で
青
年
会
・
婦
人
会
が
中
心
で
盆
踊
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
老
若
男
女
が
輪
に
な
っ
て
木
曽
節
・
大
口
音
頭
・
名
古
屋
囃ば
や

子し

・

炭
坑
節
な
ど
交
代
で
歌
い
地
声
に
合
わ
せ
て
遅
く
ま
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

私
達
男
の
子
は
盆
踊
り
の
輪
に
入
る
の
が
照
れ
く
さ
く
て
、
境
内
を
走
り

ま
く
っ
て
、
た
だ
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で
い
る
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
年

お
盆
が
近
づ
き
、
宵
や
み
に
踊
り
唄
が
聞
こ
え
て
く
る
と
何
と
な
く
わ
く

わ
く
し
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
集
落
で
は
催
し
物
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
、
盆
踊
り
は
大
勢
の
人
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
の
夕
方
、
お
迎
え
し
た
先
祖
の
霊
前
に
茄な

子す

・
き
ゅ
う

り
・
果
物
・
ご
飯
な
ど
を
供
え
、
木
魚
を
た
た
い
て
念
仏
を
唱
え
て
い
ま

し
た
。
九
月
一
日
に
は
親
戚
が
集
ま
り
、
お
寺
や
お
墓
参
り
に
出
か
け
ま

し
た
。
九
月
二
日
夕
方
に
は
お
精
霊
様
を
近
く
の
五
条
川
へ
流
す
行
事
が

あ
り
ま
し
た
。
親
父
達
が
藁
舟
に
お
供
え
物
の
果
実
な
ど
を
乗
せ
て
、
ぼ

ん
ぼ
り
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
祖
先
の
霊
を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
の
頃
、
い
つ
も
近
所
の
小
川
で
魚
取
り
に
夢
中
だ
っ
た
が
、
お
盆
の

三
が
日
は
、
殺
生
は
厳
禁
と
祖
母
か
ら
よ
く
諭
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）
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湯
の
花
の
神
事

　
秋
田
長
桜
地
区
の
天
神
社
で
、
毎
年
秋
祭
り
の
日
に
行
わ
れ
、
町
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　
こ
の
地
区
で
は
秋
祭
り
の
こ
と
を
「
お
い
だ
て
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
お

い
だ
て
」
と
は
湯ゆ

立だ
て

神
事
の
こ
と
で
、
元
来
、
禊み
そ
ぎの

一
形
態
と
し
て
神
前

で
湯
を
沸
か
し
神
意
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
神
楽
と
結
び
つ
い
て

湯
立
神
楽
と
な
り
、
湯
を
神
々
に
献
上
し
、
舞
う
人
自
身
や
参
詣
す
る

人
々
に
清
め
と
し
て
振
り
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　
天
神
社
で
は
、
神
事
の
一
週
間
前
に
、
役
員
に
よ
っ
て
か
ま
ど
が
拝
殿

東
側
に
掘
ら
れ
、
湯
立
の
当
番
を
決
め
る
。
当
番
は
、
地
区
全
戸
の
名
前

を
書
い
た
小
さ
い
紙
を
丸
め
て
三さ
ん

方ぽ
う

に
の
せ
、
御ご

幣へ
い

で
そ
の
上
を
な
で
た

時
に
付
い
て
き
た
紙
で
決
め
る
。
こ
れ
を
符ふ

上あ

げ
と
い
い
、
神
前
で
お
こ

な
う
。

　
神
事
当
日
は
、
当
番
が
か
ま
ど
に
釜
を
か
け
、
一
年
「
ま
め
」
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
と
、
そ
の
年
に
収
穫
し
た
豆
木
と
藁
で
炊
き
つ
け
て
湯
を
沸

か
す
。
普
段
使
う
蓋
で
は
、
釜
の
中
が
暗
く
な
り
縁
起
が
悪
い
た
め
、
新

藁
で
十
二
段
に
編
ん
だ
隙
間
の
あ
る
蓋
を
作
り
、
落
し
蓋
と
す
る
。
こ
う

し
て
沸
か
し
た
湯
と
、
山
海
の
珍
味
を
神
前
に
供
え
、
神
楽
を
奉
納
す
る
。

そ
の
後
、
供
え
た
湯
を
釜
に
戻
し
、
神
主
が
最
初
に
湯
を
飲
み
、
氏
子
も

続
い
て
湯
を
飲
ん
で
無
病
息
災
を
願
う
。

精
霊
流
し

　
盆
行
事
の
最
後
を
締
め
く
く
る
精
霊
送
り
は
、
盆
の
期
間
中
に
供
え
た

供
え
物
や
ナ
ス
の
馬
な
ど
を
川
や
海
に
流
す
の
が
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。

町
内
で
は
、
八
月
十
五
日
、
タ
方
に
な
る
と
各
家
の
庭
で
送
り
火
の
松た
い

明ま
つ

を
焚た

く
。
そ
し
て
、
麦
藁
で
作
っ
た
舟
形
に
蓮
の
葉
を
敷
い
て
お
供
え
を

の
せ
、
松
明
を
灯
し
て
近
く
の
川
へ
流
し
た
（
３
―
４
―
14
・
15
）。
こ
れ
を

「
精
霊
流
し
」
と
呼
び
、
お
盆
の
最
後
に
お
こ
な
う
行
事
で
あ
っ
た
。

　
の
ち
環
境
に
配
慮
し
、
川
へ
流
す
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
一
九
八
四

（
昭
和
五
十
九
）
年
か
ら
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
の
『
広
報
お
お
ぐ
ち
』

八
月
号
に
は
、
毎
回
「
精
霊
流
し
を
自
粛
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
お
願
い
が

掲
載
さ
れ
た
。
毎
年
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
当
時
、
伝
統
的
な
行
事
へ
の
想

い
の
深
さ
か
ら
、
川
に
流
す
行
為
が
や
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3-4-15　よのばしの上から見た
精霊流し　伊藤泰一氏・画

3-4-14　精霊舟
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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お
日
待

　
「
オ
ヒ
マ
チ
」
も
し
く
は
「
日
待
」
は
、
あ
る
特
定
の
日
に
人
々
が
集

ま
っ
て
籠
も
り
明
か
す
行
事
の
こ
と
で
、
朝
日
を
拝
ん
で
散
会
す
る
。
人
々

と
は
集
落
内
の
役
職
者
・
講
な
ど
特
定
の
人
物
が
、
集
落
の
決
め
事
・
相

談
事
や
講
の
行
事
を
兼
ね
て
行
う
こ
と
が
多
い
。
町
内
に
お
い
て
は
、『
大

口
村
誌
』
に
「
正
月
の
中
か
二
月
の
初
め
に
お
日
待
と
い
っ
て
各
組
毎
に

各
戸
一
人
ず
つ
出
て
会
食
を
す
る
。
こ
れ
は
、
も
と
日
の
神
の
お
祭
り
を

し
て
そ
の
祝
い
に
ご
馳ち

走そ
う
し
た
の
が
現
今
の
ご
と
く
と
な
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
秋
田
の
宗そ
う

雲う
ん

地
区
で
は
二
〇
一
九
年
現
在
、
二
〇
軒
ほ
ど
が
参
加
し
、

二
月
と
十
月
下
旬
の
夕
方
か
ら
禰ね

宜ぎ

さ
ん
の
祈き

禱と
う

の
あ
と
会
食
を
す
る
。

　
昔
は
、
五
目
御
飯
を
炊
き
、
夜
を
徹
し
て
お
祭
り
を
祝
い
、
飲
食
と
会

話
で
一
層
の
親
交
を
深
め
た
。
夜
が
明
け
る
と
全
員
で
朝
日
を
拝
み
、
豊

作
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、
禰
宜
さ
ん
で
は
な
く

お
坊
さ
ん
に
お
願
い
し
、
食
事
も
一
人
で
一
升
を
一
晩
か
け
て
ゆ
っ
く
り

食
べ
な
が
ら
作
物
の
話
を
し
た
と
聞
く
。
宗
雲
で
は
、
今
で
も
禰
宜
さ
ん

を
呼
ん
で
ご
祈
禱
を
お
願
い
す
る
が
、
食
事
は
割
り
子
を
頼
み
、
夜
遅
く

な
る
前
に
は
終
了
す
る
。
二
月
は
農
作
祈
願
と
農
作
業
の
安
全
、
十
月
は

豊
作
御
礼
と
家
内
安
全
を
願
い
、
年
間
二
回
に
分
け
て
「
お
日
待
」
の
ご

祈
禱
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
禰
宜
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
宗
雲
以
外
で
は
頼

ま
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
の
講
（
山
の
子
）

　
「
ヤ
マ
ノ
コ
」
と
も
呼
ば
れ
る
民
間
信
仰
の
一
つ
で
あ
り
、
旧
暦
二
月

七
日
と
十
一
月
七
日
に
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
山
へ
入
っ
て
木

を
伐
っ
て
は
い
け
な
い
、
山
へ
入
る
と
怪
我
を
す
る
と
し
て
、
山
仕
事
や
、

大
工
・
指
物
屋
な
ど
、
木
材
を
使
う
仕
事
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
『
大
口
町
史
』
に
よ
る
と
、
山
の
講
も
し
く
は
山
の
子
と
呼
ば
れ
、
材

木
屋
・
大
工
職
人
・
山
仕
事
な
ど
を
生
業
と
す
る
人
が
山
の
神
に
感
謝
し

て
赤
飯
・
ボ
タ
モ
チ
な
ど
を
お
供
え
し
、
一
日
仕
事
を
休
ん
だ
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
山
ノ
神
」・「
山
神
」
と
刻
ん
だ
石
碑
が
、
田
の
あ
ぜ
道
・

塚
の
上
・
辻
な
ど
に
祀
ら
れ
て
い
た
。

　
尾
張
東
部
で
は
、
春
は
山
か
ら
田
に
、
秋
は
田
か
ら
山
に
入
る
と
い
う

山
の
神
と
田
の
神
の
交
代
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
町
内
で
も
同
様
な
信
仰

が
存
在
し
た
。
こ
の
た
め
、
山
や
木
に
直
接
関
係
の
な
い
集
落
で
も
旧
暦

十
一
月
は
田
の
神
と
し
て
参
り
、
二
月
は
山
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
。

　
信
仰
の
痕
跡
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
現
在
で
も
山
の
神
に
ま
つ
わ
る
石

碑
が
集
落
ご
と
に
確
認
で
き
る
が
、
集
落
内
の
各
所
で
は
な
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
御
嶽
信
仰
な
ど
、
他
の
信
仰
に
ま
つ
わ
る
石
碑
と
と
も
に
、
神

社
・
寺
院
の
境
内
で
確
認
で
き
る
。「
山
の
神
」
自
体
を
祭
神
と
す
る
神

社
も
豊
田
地
区
に
所
在
し
て
お
り
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
）、
信
仰
の

深
さ
が
う
か
が
え
る
。
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汗
か
き
地
蔵
（
長
松
寺
・
鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像
）

　

一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
正
月
、
鉄
の
お
地
蔵
さ
ま
が
汗
を
か
い

て
い
た
。
そ
の
夏
、
日
照
り
が
続
き
、
村
人
は
お
地
蔵
様
に
雨
ご
い

祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
雨
が
降
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
村
人
は
正
月

に
お
地
蔵
さ
ま
が
汗
を
か
い
て
い
た
の
は
、
村
に
難
儀
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
以
来
「
汗
か
き
地
蔵
」

と
呼
び
大
切
に
し
た
と
い
う
（
第
三
編
第
六
章
第
一
節
）。

小
平
治
弘
法
（
長
松
寺
）

　

大
屋
敷
本
郷
に
住
ん
で
い
た
野
田
小
平
治
は
、
大
工
職
人
で
あ
っ

た
が
、
酒
や
「
バ
ク
チ
」
を
好
み
無
頼
の
者
と
も
付
き
合
い
が
あ
り
、

近
所
の
人
々
に
と
て
も
嫌
わ
れ
て
い
た
。

　

あ
る
年
、
バ
ク
チ
場
か
ら
酒
に
酔
っ
て
帰
る
途
中
、
小
川
に
か
か
っ

た
木
橋
が
長
雨
で
流
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
小
平
治
は
地
元
の
有

力
者
に
橋
の
修
理
を
強
く
進
言
し
た
が
、
日
ご
ろ
の
素
行
の
悪
さ
か

ら
「
大
工
な
の
だ
か
ら
自
分
で
何
と
か
す
れ
ば
い
い
」
と
相
手
に
さ

れ
な
か
っ
た
。
小
平
治
は
、
少
し
の
洪
水
で
も
橋
が
流
さ
れ
村
人
が

困
る
姿
を
思
い
、
村
中
の
橋
を
石
橋
に
し
よ
う
と
決
心
し
た
。
日
本

各
地
の
弘
法
大
師
霊
場
を
巡
拝
し
な
が
ら
苦
労
し
て
多
く
の
浄
財
を

集
め
、
そ
の
お
金
で
十
一
か
所
の
木
橋
を
石
橋
に
架
け
替
え
た
。

　

そ
れ
以
来
、
小
平
治
は
村
人
の
尊
敬
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
一

九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
、
村
人
に
惜
し
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
。

戒
名
は
、
覚
翁
大
師
と
い
う
。
の
ち
に
小
平
治
の
墓
を
訪
ね
る
人
々

が
増
え
る
と
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
村
人
有
志
に
よ
っ
て
長

松
寺
境
内
に
小
平
治
の
霊
を
ま
つ
る
石
碑
を
建
立
し
「
小
平
治
弘
法
」

と
名
付
け
た
。
ま
た
、
碑
の
上
部
に
刻
ま
れ
た
弘
法
大
師
像
に
触
れ

た
ら
眼
病
が
治
っ
た
と
い
う
人
も
現
れ
た
た
め
、「
目
た
た
き
弘
法
」

と
呼
ば
れ
、
多
く
の
参
拝
者
が
あ
っ
た
と
い
う
（
3
―
4
―
16
）。

　

碑
文

　

覚
翁
之
碑

　
　

野
田
小
平
治
晩
年
深
信
大
師
行
脚
諸
国
明
治
十
八
年
帰
郷
投

　
　

私
財
架
石
橋
拾
壹
個
所
以
便
行
人
奉
安
大
師
家
信
仰
最
厚
遠

　
　

近
做
之
者
夛
遂
光
明
講
為
基
明
治
三
十
三
年
八
十
七
歳
歿

3-4-16　覚翁之碑
（小平治弘法）（2022年撮影）

高：155cm　幅：69cm
厚：13cm
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山や
ま

姥ん
ば

物
語
（
徳
林
寺
）

　

羽
黒
村
の
住
人
で
弓
矢
の
達
人
・
福
富
新
蔵
国
平
が
、
夜
に
本
宮

山
で
狩
り
を
し
て
い
る
と
白
髪
を
振
り
乱
し
た
山
姥
に
遭
遇
し
、
退

治
せ
ね
ば
と
弓
矢
を
放
っ
た
。
矢
は
山
姥
に
命
中
す
る
が
、
た
ち
ま

ち
霧
に
包
ま
れ
て
し
ま
い
、
霧
が
晴
れ
る
夜
明
け
を
待
っ
て
山
姥
の

血
の
跡
を
た
ど
る
と
、
余
野
村
に
住
む
友
人
の
小
池
与
八
郎
の
家
ま

で
続
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
新
蔵
と
与
八
郎
は
妻
の
玉
姫
が
山
姥
で

あ
る
こ
と
を
知
る
。
山
姥
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
時
が
た
ち
、
与

八
郎
の
子
・
京
丸
は
、
母
が
な
い
こ
と
を
寂
し
く
思
い
、
父
に
尋
ね

て
も
「
病
で
亡
く
な
っ
た
」
と
し
か
答
え
な
い
。
京
丸
が
元
服
し
小

池
与
八
郎
貞
宗
と
名
乗
る
と
、
父
か
ら
真
実
を
明
か
さ
れ
た
。
更
に

時
が
過
ぎ
た
一
二
九
四
（
永
仁
二
）
年
八
月
、
母
の
二
十
三
回
忌
の

法
要
を
営
ん
だ
折
、
貞
宗
は
、
母
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔
う
た
め
に
徳
蓮
寺
を

建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
に
再
建
さ
れ
た
徳
林
寺
は
「
山
姥

寺
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
３
―
４
―
17
）。

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
古
里
の
宮
（
ニ
ツ
屋
地
内
）

　

昔
、
二
ツ
屋
地
内
に
住
ん
で
い
た
キ
ツ
ネ
が
、
た
び
た
び
村
人
を

苦
し
め
た
た
め
、
あ
る
山
伏
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
住
む
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
西
濃
（
現
岐
阜
県
西
部
）
に
移
住
し
た
。
の
ち
自
分
の

行
い
を
改
め
、
西
濃
の
人
々
の
た
め
に
つ
く
し
た
の
で
、
死
後
、
神

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
今
日
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
キ
ツ
ネ
が
、
あ
る
村
人
（
修
行
者
）
に
「
ふ
る
里
が
な
つ
か

し
い
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
集
落
の
人
々
が
集
ま
り
相
談
し

て
、
二
ツ
屋
地
内
に
一
九
六
四
年
十
月
「
お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
古
里
の
宮
」

を
祀
り
、
の
ち
に
境
内
も
整
備
し

た
（
３
―
４
―
18
）。

　

二
ツ
屋
集
落
の
北
、「
字
西
狭

間
」
の
地
に
明
治
の
初
期
ま
で
塚

が
あ
り
、
こ
れ
を
「
オ
チ
ョ
ボ
塚
」

と
よ
ん
で
い
た
が
、
道
路
修
理
の

際
に
、
と
り
こ
わ
さ
れ
た
。
こ
の

塚
に
住
ん
で
い
た
の
が
「
オ
チ
ョ

ボ
キ
ツ
ネ
」
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

3-4-17　「山姥寺」と刻まれた石柱
（2022年撮影）

3-4-18　おちょぼ稲荷古里の宮（2022年撮影）
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六ろ
く

部べ

橋ば
し

（
中
小
口
地
内
）

　

中
小
口
地
内
の
五
条
川
に
架
け
ら
れ
て
い
る
六
部
橋
に
は
、
次
の

よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

昔
、
六ろ

く

部ぶ

が
、
こ
の
地
に
来
て
住
み
着
き
、
住
人
の
苦
労
を
思
い

架
け
た
の
が
こ
の
橋
と
い
わ
れ
て
い
る
。
六
部
が
こ
の
橋
の
所
に
来

て
行
き
倒
れ
た
と
も
伝
わ
る
。
橋
の
西
側
に
は
、
六
部
の
供
養
碑
が

存
在
す
る
（
３
―
４
―
19
）。

　

六
部
と
は
、
六
十
六
部
廻か

い

国こ
く

聖ひ
じ
りの

略
称
で
、
日
本
全
国
六
六
か
国

を
め
ぐ
り
、
各
国
を
代
表
す
る
著
名
な
寺
社
に
『
法
華
経
』
一
部
を

奉
納
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
回
国
巡
礼
行
者
の
こ
と
で
あ
る
。
六

部
の
満
願
の
あ
か
つ
き
に
は
、
多
く
の
旦
那
の
寄
進
に
よ
っ
て
石
塔

を
建
て
る
風
習
が
あ
る
（
第
一
編
第
三
章
第
一
節
）。

　

碑
文

（
表
）　　

		

奉
納
大
乗
妙
典
六
部
回
国
供
養

（
右
側
面
）		

宝
暦
十
一
申
巳
年
青
春

（
裏
）　　

		

尾
州
丹
羽
郡
中
小
口
村　

願
主
導
善

（
宝
暦
十
一
年
は
、
西
暦
一
七
六
一
年
）

3-4-19　六部回国供養碑（左：右側面・右：正面）（2022年撮影）
高：100cm　幅：45cm　右側面：35cm
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山
え
ん
ね

　

余
野
地
区
の
伝
承
と
し
て
、「
山
え
ん
ね
」
と
呼
ば
れ
た
大
男
の
話

が
あ
る
。

　
「
山
え
ん
ね
」
は
、
酒
を
飲
む
と
他
人
の
家
に
入
り
食
料
を
食
い
散

ら
か
し
物
を
盗
み
、
畑
の
作
物
を
勝
手
に
と
る
な
ど
、
村
人
は
手
に

負
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
句
を
言
う
と
仕
返
し
が
あ
る
た
め
、

何
も
言
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
山
え
ん
ね
」
に
は
二
人
の
子
ど

も
が
い
た
の
で
、
村
人
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
大
目
に
見

て
い
た
。

　

あ
る
年
の
夏
、
連
日
の
暑
さ
の
た
め
農
作
物
が
枯
れ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
切
に
し
て
い
る
わ
き
水
の
清
水
か
ら
、
村
人
た
ち
は
力

を
合
わ
せ
て
水
を
く
み
、
な
ん
と
か
枯
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の

努
力
に
よ
り
、
秋
に
は
生
活
で
き
る
程
度
の
収
穫
は
あ
っ
た
が
、
冬

を
越
せ
る
か
ど
う
か
は
不
安
だ
っ
た
。

　

冬
が
近
づ
い
て
も
、「
山
え
ん
ね
」
の
振
る
舞
い
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
た
め
、
こ
れ
以
上
農
作
物
を
盗
ま
れ
る
と
冬
が
越
せ
な
い
と
困
り

果
て
た
村
人
た
ち
は
、
郡
代
に
「
山
え
ん
ね
」
を
捕
ま
え
て
も
ら
う

よ
う
願
い
出
た
。
し
か
し
、
郡
代
も
「
山
え
ん
ね
」
を
恐
れ
、
捕
ま

え
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
た
。

　

こ
れ
以
上
「
山
え
ん
ね
」
の
振
る
舞
い
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け

ば
、
自
分
た
ち
が
飢
え
死
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
村
人
た

ち
は
、
郡
代
は
頼
り
に
な
ら
な
い
の
で
、
夏
の
日
照
り
で
干
あ
が
っ

た
井
戸
に
「
山
え
ん
ね
」
を
閉
じ
込
め
よ
う
と
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

翌
日
の
夜
、「
山
え
ん
ね
」
を
酒
が
飲
め
る
か
ら
と
誘
い
出
し
、
村

人
た
ち
は
井
戸
の
中
に
閉
じ
込
め
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、

「
山
え
ん
ね
」
は
村
人
た
ち
の
記
憶
か
ら
消
え
て
い
っ
た
が
、
村
で
不

審
な
火
事
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
火
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
煙
が

立
ち
の
ぼ
り
、
小
屋
や
母
屋
が
焼
か
れ
る
な
ど
、
村
人
た
ち
を
恐
怖

に
お
と
し
い
れ
た
。

　

そ
の
時
、
村
人
の
ひ
と
り
が
「
こ
れ
は
『
山
え
ん
ね
』
の
た
た
り

じ
ゃ
。
あ
の
と
き
の
仕
打
ち
を
恨
ん
で
、
あ
ち
こ
ち
に
火
を
つ
け
と

る
ん
じ
ゃ
」
と
話
し
た
。
村
人
た
ち
は
、「
山
え
ん
ね
」
の
供
養
や
子

ど
も
た
ち
の
健
康
、
村
の
安
全
を
祈
っ
て
地
蔵
を
祀
っ
た
。
そ
れ
か

ら
は
火
事
も
な
く
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵

は
余
野
一
丁
目
地
内
の
道
路

沿
い
に
所
在
し
て
お
り
、
地

元
で
は
「
や
ま
え
も
ん
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
（
３
―
４
―

20
）。

3-4-20　山えんね地蔵（2022年撮影）
台座に「山圓右エ門」とある。

高：100cm　幅：45cm　右側面：35cm
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裁
断
橋
物
語
（
堀
尾
跡
公
園
）

　

御
供
所
村
に
住
む
十
八
歳
の
堀
尾
金
助
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
り
、
小

田
原
へ
出
陣
す
る
よ
う
命
令
を
受
け
た
。
一
五
九
〇
（
天
正
十
八
）
年

二
月
十
八
日
、
初
陣
と
な
る
金
助
は
、
母
と
と
も
に
熱
田
神
宮
で
祈
願

し
、
精

し
ょ
う

進じ
ん

川
に
架
か
る
裁さ

い

断だ
ん

橋ば
し

で
母
と
別
れ
小
田
原
へ
と
向
か
っ
た
。

　

戦
が
終
わ
り
出
陣
し
た
人
々
が
家
に
帰
っ
て
く
る
が
、
そ
の
中
に

金
助
の
姿
は
無
い
。
し
ば
ら
く
し
て
知
り
合
い
の
僧
が
母
を
訪
ね
、

金
助
は
陣
中
で
亡
く
な
っ
た
と
伝
え
た
。
母
は
嘆
き
悲
し
み
、
念
仏

を
唱
え
る
日
々
を
過
ご
す
。
あ
る
日
、
金
助
と
最
期
の
別
れ
と
な
っ

た
裁
断
橋
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
橋
の
架
け
替
え
時
と
い
う
話
を
耳
に

し
た
。
母
は
、
息
子
の
供
養
に
と
財
産
や
田
畑
を
投
げ
う
っ
て
橋
の

架
け
替
え
を
始
め
る
。

　

金
助
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
橋
は
完
成
し
、
橋
の
安
全
・
無
事
を

願
う
儀
式
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
母
に
金
助
の
最
期

を
知
ら
せ
た
僧
が
、
架
け
替
え
の
経
緯
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
人
々
は

大
い
に
心
を
打
た
れ
た
。
し
か
し
、
十
年
、
二
十
年
と
時
が
流
れ
る

と
、
金
助
と
そ
の
母
の
話
も
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

金
助
の
母
は
年
を
重
ね
、
裁
断
橋
を
訪
れ
て
も
金
助
の
話
を
す
る

人
は
誰
も
お
ら
ず
、
橋
は
す
っ
か
り
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

様
子
を
見
た
母
は
、
金
助
の
三
十
三
回
忌
に
あ
わ
せ
、
も
う
一
度
架

け
替
え
、
橋
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

に
自
分
の
想
い
を
彫
る
こ
と
に
し
た
。

　

金
助
の
三
十
三
回
忌
に
あ
た
る
一
六
二
二
（
元
和
八
）
年
、
悲
願

で
あ
る
裁
断
橋
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
金
助
の
母
の
姿
は

無
か
っ
た
。
母
は
完
成
を
見
る
こ
と
な
く
、
前
年
に
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
母
の
想
い
は
、
擬
宝
珠
に
刻
ま
れ
、
末

永
く
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

裁
断
橋
は
、
一
九
二
六
年
に
精
進
川
の
埋
め
立
て
に
よ
り
撤
去
さ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
、
堀
尾
跡
公
園
に
擬

宝
珠
と
と
も
に
復
元
し
た
（
第
二
編
序
章
第
二
節
）。
擬
宝
珠
の
実
物

は
、
名
古
屋
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
計
四
つ
の
う
ち
三
つ

は
漢
文
、
一
つ
は
仮
名
文
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

擬
宝
珠
銘
文
（
仮
名
文
）

　
　

て
ん
し
や
う
十
八
ね
ん
二
月　

十
八
日
に
を
だ
は
ら
へ
の

　
　

御
ち
ん
ほ
り
を
き
ん
助
と　
　

申
十
八
に
な
り
た
る
子
を

　
　

た
ゝ
せ
て
よ
り
又
ふ
た
め　
　

と
も
見
さ
る
か
な
し
さ
の

　
　

あ
ま
り
に
い
ま
こ
の
は
し　
　

を
か
け
る
成
は
ゝ
の

　
　

身
に
は
ら
く
る
い
と　
　
　
　

も
な
り
そ
く
し
ん
し
や
う

　
　

ふ
つ
し
給
へ　
　
　
　
　
　
　

い
つ
か
ん
せ
い
し
ゆ
ん
と
後

　
　

の
よ
の
又
の
ち
ま
で
此　
　
　

か
き
つ
け
を
見
る
人
は

　
　

念
仏
申
給
へ
や
卅
三　
　
　
　

年
の
く
や
う
也

第四章　風習　 500

第三編　暮らしと文化



　

こ
の
城
の
主
な
家
中
の
一
人
で
あ
っ
た
酒
井
安
芸
守
良
隆
が
「
織

田
公
御
系
図	

大
久
地
古
事
記
」
を
記
し
、
下
小
口
地
区
に
在
住
の
酒

井
鉦
三
氏
宅
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
（
3
―
5
―
1
）。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
大
口
町
及
び
各
大
字
の
起
源
、
箭
筈
城
の
沿

革
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
一
方
、
近
藤
・
大
塚
の
姓
に
つ
い
て
も
詳

細
に
書
か
れ
て
い
る
。

第
一
節
　
古
文
書

	

　

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
に
刊
行
し
た
『
大
口
町
史
』
編
さ
ん

時
に
、
町
内
に
所
在
す
る
記
録
類
の
把
握
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館

し
、
古
文
書
や
民
具
な
ど
の
資
史
料
が
寄
贈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大お
お
久ぐ

地ち

古こ

じ

き
事
記
　（
個
人
所
蔵
）

　

現
在
の
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
地
区
は
、
九
三
〇
年
代
に
成

立
し
た
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

に
「
小
口
」
と
い
う
地
名
が
尾
張
国
丹
羽

郡
の
中
に
あ
る
集
落
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
十
世
紀
に

は
確
実
に
集
落
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
地
に
一
四
五
九
（
長
禄
三
）

年
、
尾
張
国
守
護
代
で
あ
っ
た
織
田
敏
広
の
弟
、
織
田
遠
江
守
広
近

が
小
口
城
（
大お

久ぐ

地ち

城
、
別
名
「
箭や

筈は
ず

城
」）
を
築
城
し
た
。

第
五
章

古
文
書
・
記
念
碑

3-5-1　大久地古事記
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楽
田
原
新
田
水
車
願
連
判
帳

（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

一
七
四
六
（
延
享
三
）
年
、
楽
田
原
新

田
の
伊
右
衛
門
の
水
車
願
い
に
対
し
、
周

辺
の
村
々
に
相
談
し
た
結
果
、
先
年
に
設

置
し
た
場
所
で
全
村
納
得
し
差
し
支
え
な

い
旨
を
杁
方
役
所
に
伝
え
た
連
判
覚
書
で

あ
る
（
3
―
5
―
2
）。

　

村
名
か
ら
み
て
、
新し

ん

木こ
っ

津つ

用
水
を
利
用

し
た
水
車
設
置
後
に
、
用
水
の
上
流
域
の

村
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
。

3-5-2　楽田原新田水車願連判帳

　［
表
紙
］

　
　
延
享
三
年

楽
田
原
新
田
水
車
願
連
判
帳

　
　
寅
九
月

　
覚

楽
田
原
新
田
伊
右
衛
門
、

水
車
奉
願
候
儀
ニ
付
、

近
村
中
相
談
有

之
候
先
年
之
場
所
ニ
而

何
茂
納
得
仕
、
何
方
ニ
も

故
障
無
御
座
候
為

其
連
判
一
札

指
上
ケ
申
所
如
件

　
　
　
右
村
願
主

　
　
　
　
　
庄
屋

　
　
　
　
　
　
伊
右
衛
門

延
享
三
年

　
寅
九
月

　
　
　
　
　
楽
田
村
（
印
）

　
　
　
　
　
羽
黒
新
田
（
印
）

　
　
　
　
　
河
北
村
（
印
）

　
　
　
　
　
小
口
村
（
印
）

　
　
　
　
　
久
保
一
色
村
（
印
）

　
　
　
杁
方

　
　
　
　
御
役
所
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御
請
状
之
事
　（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　
「
御
請
状
之
事
」（
3
―
5
―
3
）
と
は
、
江
戸
時
代
に
農
民
が
奉
公

に
出
る
た
め
必
要
な
契
約
書
・
身
元
保
証
書
で
あ
る
。
奉
公
人
の
精

勤
を
保
証
し
、
奉
公
先
へ
奉
公
人
本
人
と
身
元
保
証
人
で
あ
る
請
人

が
連
判
で
出
し
た
。
当
時
は
、
年
貢
を
納
め
ら
れ
な
い
農
家
の
次
男

や
三
男
、
女
子
が
奉
公
に
出
か
け
、
そ
の
前
借
し
た
給
金
で
年
貢
を

支
払
う
こ
と
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
お
け
る
大

口
町
内
の
農
民
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
一
七
八
五
（
天
明

五
）
年
の
史
料
を
紹
介
す
る
。

　
御
請
状
之
事

一
　
丹
羽
郡
小
口
村
庄
蔵
殿
召
仕
之
下
人
當
村

孫
吉
と
申
者
巳
の
御
年
貢
に
差
詰
り
申
付
御
奉
公
に

罷
出
候
為
御
給
分
金
子
壱
両
弐
分
弐
朱
相
究

只
今
取
切
被
下
請
人
慥
に
受
取
御
年
貢
差
上

申
所
は
実
正
也
此
老
取
逃
欠
落
仕
候
は
賦
物
早
々

急
度
相
改
返
斉
可
仕
候
其
上
本
人
尋
出
し
御
奉
公

さ
せ
可
申
候
若
有
所
無
仰
候
は
人
代
に
も
又
は
五
割
の

利
足
加 

成
共
次
第
可
仕
候
自
然
相
煩
候
は
二
三
日
は

御
宥
免
可
被
下
候
若
長
病
候
は
其
方
如
仰
実
可
申
候

私
し
御
懸
り
ら
ち
あ
け
申
敷
候
為
御
後
日

御
請
状
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
　
林
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
　
孫
吉

　
天
明
五
年

　
　
　
巳
十
二
月

　
　
　
　
　
　
庄
蔵
殿

3-5-3　御請状之事　24.5×34.5cm

（
要
旨
）

丹
羽
郡
小
口
村
庄
蔵
殿
の
下
人
は
、
当

村
の
孫
吉
と
い
う
者
で
、
巳
年
（
天
明

五
年
）
の
年
貢
が
払
え
ず
、
奉
公
に
出

ま
す
。
給
金
を
壱
両
弐
分
弍
朱
と
決

め
、
詰
人
が
確
か
に
受
取
り
、
年
貢
の

支
払
い
に
あ
て
ま
し
た
。
も
し
こ
の
者

（
奉
公
人
孫
吉
）
が
（
奉
公
先
か
ら
）
逃

げ
失
踪
し
た
場
合
は
、
お
借
り
し
た
も

の
を
早
々
に
お
返
し
し
、
そ
の
上
本
人

を
探
し
出
し
奉
公
を
続
け
さ
せ
ま
す
。

も
し
探
し
出
せ
な
か
っ
た
ら
代
わ
り
の

者
を
た
て
、
ま
た
は
五
割
の
利
息
を
つ

け
ま
す
。
万
が
一
（
奉
公
中
に
）
病
気

に
な
っ
た
ら
二
、
三
日
の
休
日
は
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。
請
人
が
責
任
を

持
っ
て
対
処
し
ま
す
。
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若
者
締
方
條
々
　（
所
在
不
明
）

　

大
屋
敷
本
郷
地
区
に
お
け
る
祭
礼
時
の
決
め
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
三
四
（
天
保
五
）
年
の
文
書
で
、
本
郷
地
内
は
丹
羽
組
・
野
田

組
・
三
輪
組
の
三
組
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
、
祭
礼
時
の
若
衆
の
す

べ
き
役
割
、
中
老
と
呼
ば
れ
る
相
談
役
に
聞
く
こ
と
、
先
例
を
重
ん

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
農
村
の
様
子
や
秩

序
が
わ
か
る
。
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
っ
た
が
、
原
本
の
写
し
は
確

認
で
き
た
た
め
、
翻
刻
文
を
掲
載
す
る
（
３
―
５
―
４
）。

（
翻
刻
文
）

若
者
締
方
條
々

一
　
神
事
祭
礼
太
神
楽
警
固
之
儀 
本
郷
三
株

　
　
よ
り
壱
人
宛
罷
出 

相
勤
候
事 
昔
古
よ
り
式
例

　
　
に
付 

勿
論
に
は
候
得
共 

壱
株
よ
り
壱
人
ツ
ヽ
都
合
三
人

　
　
相
勤
可
申
事

　
　
　
尤
右
に
付
前
髪
子
供
等
之
儀
相
止
メ 

元
服
相
済
候
人

　
　
　
壱
株
よ
り
見
立
之
上 

指
出
可
申
候 

若
又
警
固
之
人

　
　
　
不
都
合
之
節
ハ
外
組
相
頼
相
勤
可
申
候 

尤
三
人
可
為
す
事

一
　
壱
組
之
内
警
固
替
り
く
相
勤
候
共 

羽
織
之
儀
は
、

　
　
警
固
三
人
ニ
可
限
事

一
　
若
者
連
中
之
儀 

兄
弟
共
本
役
相
勤
可
申
事

一
　
抜
引
之
儀
ハ
女
房
を
呼
候
境
八
月
十
一
日
本
祭
相
勤

　
　
候
上
翌
十
二
日
引
取
筈
ニ
候 

尤
女
房
不
連
候
人
ハ
三
十
三
之

　
　
暁
迄
相
勤
候
事
、
古
来
之
先
例
ニ
て
勿
論
之
事
ニ
候

一
　
太
神
楽
御
宝
物
之
獅
子
釣
候
義 

是
又
先
規
之

　
　
通 

若
者
ニ
而
釣
相
勤
可
申
事

一
　
祭
礼
神
器
宝
物
之
儀 

相
抜
候
節
ハ
村
方
諸

　
　
中
老
相
窺
ひ
談
判
之
上
相
抜
候
様
取
計
可
申
候

　
　
右
入
用
等
之
儀
連
中
懸
り
仕
村
方
奉
加
之
儀 

麦
綿
米

　
　
之
奉
加
ニ
可
仕
候 

勿
論
随
分
之
御
倹
約
御
触
先
ニ
御
座
候
間

　
　
可
成
丈
省
略
仕
、
無
拠
儀
の
み
取
計
可
申
事

　
　
　
但
三
株
之
諸
中
老
納
得
之
上
可
仕
候
事

一
　
御
上
様
御
法
度
之
条
々
急
度
相
守
可
申
候 

幷

　
　
村
方
定
式
之
外 

休
日
等
相
願
申
出
間
敷
事

一
　
連
中
懸
り
も
の
割
符
之
儀
、
中
老
差
加
へ
配
当
可
致
候

　
　
事
三
株
之
内
新
中
老
立
合
可
申
候
、
若
新
中
老
無
之

　
　
組
ハ
、
古
中
老
壱
人
宛
立
合
可
申
事
、
万
一
不
時
入
組

　
　
等
出
来
候
節
ハ
、
中
老
へ
相
談
仕
、
相
納
候
様
取
計
ひ

　
　
可
申
候
事

一
　
若
者
帳
面
預
り
頭
分
の
内
へ
年
功
ニ
可
限
事
、
尤
定
之

　
　
通
ニ
候
得
共
、
和
談
之
上
模
通
宜
敷
方
取
計
可
申
事

右
之
条
々
永
々
堅
相
守
可
申
候
、
尤
定
之
儀
、
昔
古
よ
り

御
座
候
得
共
、
猶
又
今
般
任
先
例
評
議
相
極
候
上
は

自
今
已
後
一
切
故
障
有
之
間
敷
候
、
為
後
証
連
印

如
件

　
　
　
　
天
保
五
年
　
　
　
　
　
丹
羽
組
惣
代

　
　
　
　
午
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
甚
吉
（
印
）

　
　
　
同
　
儀
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
同
　
平
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
同
　
三
右
衛
門
（
印
）

野
田
組
惣
代

　
　
　
野
田
庄
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
同
　
孫
助
（
印
）

　
　
　
同
　
小
平
治
（
印
）

　
　
　
同
　
甚
左
衛
門
（
印
）

三
輪
組
惣
代

　
　
　
三
輪
和
平
（
印
）

　
　
　
同
　
九
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
同
　
善
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
同
　
利
蔵
（
印
）

3-5-4　若者締方條々 翻刻
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（
要
旨
）

若
者
締
方
條
々

一
　 
神
事
祭
礼
太
神
楽
の
警
固
に
つ
い
て
は
、
本
郷
三
株
よ
り
一
人
ず
つ

出
て
勤
め
る
こ
と
。
昔
か
ら
の
式
例
で
あ
る
の
で
勿
論
で
は
あ
る
が
、

一
株
か
ら
一
人
ず
つ
、
合
わ
せ
て
三
人
が
勤
め
る
こ
と
。

　
　 

も
っ
と
も
元
服
以
前
の
子
供
が
警
固
を
勤
め
る
こ
と
は
止
め
、
元

服
が
済
ん
だ
人
を
撰
ん
で
差
出
す
事
。
も
し
警
固
の
人
が
不
都
合

で
い
な
い
な
ら
ば
外
の
組
に
頼
ん
で
出
し
て
も
ら
う
事
。
三
人
立

て
る
事
。

一
　 

一
組
の
内
で
警
固
を
交
替
で
勤
め
た
と
し
て
も
、
羽
織
を
着
る
の
は

警
固
を
勤
め
る
三
人
に
限
る
こ
と
。

一
　 

若
者
連
中
は
、
兄
弟
と
も
に
本
役
を
勤
め
る
事
。

一
　 

抜
引
に
つ
い
て
は
女
房
を
呼
ぶ
境
を
八
月
十
一
日
の
本
祭
か
ら
勤
め
、

翌
十
二
日
に
引
き
取
る
筈
で
あ
る
。
も
っ
と
も
女
房
の
い
な
い
人
は

三
十
三
の
暁
ま
で
勤
め
る
事
。
古
来
の
先
例
に
て
も
ち
ろ
ん
の
事
で

あ
る
。

一
　 

太
神
楽
御
宝
物
の
獅し

子し

を
釣
る
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
先
規
の
通

り
、
若
者
が
釣
る
こ
と
を
勤
め
る
事
。

一
　 

祭
礼
神
器
宝
物
に
つ
い
て
は
、
取
り
出
す
際
は
村
の
諸
中
老
に
窺
う
か
が

っ

て
談
判
の
上
で
取
り
出
す
よ
う
取
り
計
ら
う
事
。

　
右
の
入
用
金
等
に
つ
い
て
は
連
中
が
係
を
勤
め
、
村
の
奉
加
は
麦

綿
米
な
ど
を
奉
加
す
る
事
。
勿
論
、
御
倹
約
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る

の
で
、
な
る
だ
け
省
略
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
の
み
取
計
ら
う
事
。

　
但
し
三
株
の
諸
中
老
の
納
得
の
上
で
行
う
事
。

一
　 

御
上
様
御
法
度
の
条
々
を
必
ず
守
る
事
。
ま
た
、
村
の
決
ま
り
の
外

は
休
日
等
の
願
い
出
を
し
な
い
事
。

一
　 

連
中
係
の
割
符
に
つ
い
て
は
、
中
老
を
加
え
て
配
当
す
る
事
。
三
株

の
内
、
新
中
老
が
立
合
い
を
す
る
事
。
も
し
新
中
老
が
い
な
い
組
は
、

古
中
老
が
一
人
ず
つ
立
合
い
す
る
事
。
万
一
思
い
が
け
ず
入
組
み
な

ど
が
出
来
た
場
合
は
、
中
老
へ
相
談
し
、
納
め
る
様
取
計
う
事
。

一
　 

若
者
帳
面
の
預
り
は
、
頭
分
の
内
で
年
功
の
者
に
限
る
事
。
も
っ
と

も
決
ま
り
の
通
り
で
は
あ
る
が
、
話
し
合
い
の
上
、
良
い
や
り
方
で

取
計
ら
う
事
。

右
の
条
々
永
く
堅
く
守
る
事
。
も
っ
と
も
決
ま
り
は
、
昔
よ
り
あ
る
事
な

の
で
、
猶
又
今
回
も
先
例
に
従
っ
て
評
議
を
決
め
る
。
そ
の
た
め
今
後
一

切
差
支
え
な
く
行
う
事
。
後
の
た
め
連
印
し
取
り
決
め
す
る
。

　
　
天
保
五
年
　
午
七
月

　
　（
後
略
）

505　 第一節　古文書



村
落
合
併
願
　

（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

尾
張
国
丹
羽
郡
に
所
在
す
る
五
つ
の

村
（
長
桜
・
長
桜
替
地
新
田
・
宗
雲
新

田
・
八
左
衛
門
新
田
・
伝
右
衛
門
新
田
）

の
耕
宅
地
反
別
・
戸
数
・
人
員
を
書
き

上
げ
、
合
併
の
上
、
秋
田
村
と
改
称
し

た
い
旨
の
願
書
で
あ
る
（
3
―
5
―
5
）。

「
明
治
九
年
六
月
」
と
あ
り
、
一
八
七
八

（
明
治
十
一
）	

年
十
二
月
に
承
認
さ
れ

た
。
郡
区
町
村
編
制
法
が
同
年
七
月
に

制
定
さ
れ
、
大
区
小
区
制
か
ら
郡
町
村

制
に
な
り
、
愛
知
県
で
は
十
二
月
二
十

日
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
丹
羽
郡

内
に
は
丹
羽
郡
役
所
も
設
置
さ
れ
た

が
、
こ
の
合
併
の
願
書
は
「
明
治
九
年

六
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
区
小
区

制
の
中
で
合
併
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
で
あ
る
。

3-5-5　村落合併願　25×17.8cm
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村
落
合
併
願

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
張
国
丹
羽
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
桜
替
地
新
田

耕
宅
地
反
別
四
拾
三
町
弐
反
七
畝
拾
九
歩

戸
数
四
拾
三
戸

人
員
百
九
拾
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
桜
　
村

耕
宅
地
反
別
弐
拾
四
町
三
反
三
畝
拾
七
歩

戸
数
三
拾
四
戸

人
員
百
四
拾
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
　
雲
　
新
　
田

耕
宅
地
反
別
弐
拾
七
町
九
反
八
畝
廿
壱
歩

戸
数
弐
拾
九
戸

人
員
百
拾
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
左
衛
門
新
田

耕
宅
地
反
別
九
町
四
反
九
畝
九
歩

戸
数
三
拾
戸

人
員
百
拾
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
右
衛
門
新
田

耕
宅
地
反
別
九
町
七
反
八
畝
拾
七
歩

戸
数
四
拾
四
戸

人
員
百
八
拾
六
人

合
計

愛
知
県
令
安
場
保
和
殿

前
書
願
之
趣
事
実
相
違
無

御
座
依
テ
奥
印
仕
候
也

　
　
　
　
　
　
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
増
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
区
長

　
　
　
　
　
　
　
服
部
勘
七
郎
（
印
）

書
面
願
之
趣
聞
届
候
事

明
治
十
一
年
十
二
月
廿
三
日
（
朱
印
）

　
耕
宅
地
反
別
百
拾
四
町
八
反
七
畝
弐
拾
三
歩

　
戸
数
百
八
拾
戸

　
人
員
七
百
五
拾
六
人

右
五
ケ
村
之
儀
者 

地
所
錯
受

経
界
不
明
隙
二
付 

合
併
之
上
、

更
ニ
秋
田
村
与
改
称
被
成
下
度

此
段
奉
願
候
也

　
　
　
　
　
長
桜
替
地
新
田
副
戸
長

　
明
治
九
年
六
月
　
　
安
藤
佐
六
（
印
）

　
　
　
　
　
同
村
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
伊
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
長
桜
村
副
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
甚
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
同
村
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
藤
五
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
宗
雲
新
田
副
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
甚
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
同
村
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
常
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
八
左
衛
門
新
田
副
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
幸
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
同
村
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
勇
右
衛
門
（
印
） 

　
　
　
　
　
伝
右
衛
門
新
田
副
戸
長

　
　
　
　
　
　
　
　
古
池
倉
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
同
村
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
古
池
喜
左
衛
門
（
印
）
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第
二
節
　
記
念
碑

	
　

大
口
町
内
に
は
、
様
々
な
記
念
碑
が
あ
る
（
３
―
５
―
６
）。
記
念

碑
は
、
そ
の
当
時
の
出
来
事
や
先
人
の
労
苦
を
偲し

の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
節
で
は
、
町
内
に
残
る
記
念
碑
を
取
り
上
げ
、
碑
文
か
ら
そ
の

事
業
や
歴
史
的
背
景
を
確
認
す
る
。
な
お
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
人
名

の
記
載
は
揮き

毫ご
う

し
た
人
や
役
員
と
し
て
名
前
を
刻
ま
れ
た
人
の
み
と

す
る
。

太
田
表
忠
園
に
あ
る
石
碑
群

（
奈
良
子
二
丁
目
地
内
）

　

五
条
川
左
岸
で
秋
葉
橋
の
東
に
あ
り
、
近
隣

住
民
が
「
南
部
表
忠
園
」・「
御
嶽
山
」
と
呼
ぶ

こ
の
地
に
、
従
軍
紀
念
碑
と
報
国
烈
士
碑
が
設

置
さ
れ
、
そ
の
後
、
忠
魂
碑
と
忠
孝
碑
が
同
地

に
建
て
ら
れ
た
。
階
段
横
に
太
田
表
忠
園
の
碑
、

植
栽
の
中
に
四
基
の
石
碑
、
御
嶽
信
仰
の
祠ほ

こ
らが

あ
る
（
３
―
５
―
７
）。

一
　
従
軍
紀
念
碑

　

一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
に
建
立
さ
れ
た
（
３
―
５
―
８
）。
文

字
は
片
面
の
み
に
彫
ら
れ
、
一
八
七
七
年
の
西
南
戦
争
と
一
八
九
四

年
の
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
、
当
時
の
太
田
村
住
民
の
氏
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
題
字
は
、
当
時
陸
軍
少
将
で
あ
っ
た
三み

好よ
し

成な
る

行ゆ
き

（
の
ち

中
将
、
一
八
四
五
～
一
九
一
九
年
）
が
書
い
て
い
る
。
文
面
は
、
八 3-5-7　秋葉橋東の太田表忠園（2022年撮影）

⑧

⑨

⑥ 

征
清
紀
念
碑

⑦ 

竣
功
記
念
碑

⑧ 

昭
和
用
水
改
修
碑

⑨ 

昭
和
用
水
完
工
之
碑

⑩ 

豊
三
用
水
改
修
記
念
碑

③ 

忠
魂
碑
　

④ 

忠
孝
碑

⑤ 
戦
役
記
念
碑

① 

従
軍
紀
念
碑

② 

報
国
烈
士
碑
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木
雕あ

き
ら（

一
八
二
八
～
一
九
一
〇
年
）
が
起
草
し
た
。
八
木
は
、
幕
末

に
犬
山
城
主
の
成
瀬
家
に
仕
え
、
犬
山
城
下
の
敬
道
館
の
教
授
と
な

り
、
明
治
維
新
後
は
内
務
省
社
寺
局
な
ど
に
勤
め
、
碑
文
を
起
草
し

た
頃
は
奈
良
帝
国
博
物
館
に
嘱
託
と
し
て
勤
め
て
い
た
。

「
従
軍
紀
念
碑　

正
五
位
三
好
成
行
書

　

武
功
併
力
山
河
萬
里
敷
其
勇
忠
烈
銘
肝
姓

　

字
千
年
磨
不
磷　
　

正
六
位
八
木
雕
選

　

西
南
之
役

　
　
（
四
人
の
氏
名
）

　

明
治
廿
七
八
年
之
役

　
　
（
一
四
人
の
氏
名
）

　

明
治
廿
九
年
五
月
建
之　

浪
越　

井
邨
貫
一
書　

中
鶴
年
刻
」

二
　
報
国
烈
士
碑

　

表
面
に
は
「
報
国
烈
士
碑
」、
裏
面
に
は
一
九
〇
四
年
の
日
露
戦
争

に
従
軍
し
た
、
当
時
の
太
田
村
住
民
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一

九
〇
六
年
一
月
に
「
丹
羽
郡
太
田
村
尚
武
会
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
（
３
―
５
―
９
）。

「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
従
軍
者　

氏
名
平
假
名
順

　

戦
死
者

　
　
（
六
人
の
氏
名
）

　

病
死
者

　
　
（
三
人
の
氏
名
）

　

生
存
者　

　
　
（
九
三
人
の
氏
名
）

　
　

明
治
三
十
九
年
一
月　
　
　

設
立
者　

丹
羽
郡
太
田
村
尚
武
會

　
　
　
　
　
　
　
　

	

名
古
屋
市
江
川
丁
二　

石
匠
中
島
和
吉
書
彫
」

3-5-8　従軍紀念碑（2022年撮影）
高さ：228.7㎝　幅：122㎝
奥行：24.5㎝

3-5-9　報国烈士碑（2022年撮影）
高さ：228.7㎝　幅：122㎝
奥行：24.5㎝
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三
　
忠
魂
碑

　

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
、
当
時
の
大
口
村
南
部
在
郷
軍
人
会

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
題
字
は
、
一
九
三
一
年
十
二
月
か
ら
一
九

三
六
年
三
月
に
か
け
て
犬い

ぬ
か
い養

毅つ
よ
し内

閣
・
斎さ

い
と
う藤

実ま
こ
と内

閣
・
岡お

か

田だ

啓け
い

介す
け

内

閣
で
海
軍
大
臣
を
つ
と
め
た
大お

お

角す
み

岑み
ね

生お

海
軍
大
将
（
一
八
七
六
～
一

九
四
一
年
）
が
書
い
て
い
る
。
こ
の
忠
魂
碑
の
題
字
を
揮き

毫ご
う

し
た
の

は
、
岡
田
啓
介
内
閣
で
海
軍
大
臣
を
務
め
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
大

角
は
、
愛
知
県
中
島
郡
三
宅
村
（
現
稲
沢
市
平
和
町
）
で
生
ま
れ
、

海
軍
兵
学
校
を
卒
業
後
、
日
露
戦
争
で
は
大
尉
と
し
て
従
軍
し
た
。

　

石
碑
の
裏
面
に
は
、「
西
南
之
役　

日
清
之
役　

日
露
之
役　

台

湾
守
備　

西し

べ比
利り

亜あ

出
征　

大
東
亜
戦
争
」
で
の
「
戦
病
死
者
」
の

氏
名
が
八
段
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
（
３
―
５
―
10
）。

「
西
南
之
役
（
一
人
の
氏
名
）　

日
清
之
役
（
二
人
の
氏
名
）　

日
露

之
役
（
九
人
の
氏
名
）　

台
湾
守
備
（
一
人
の
氏
名
）　

西
比
利
亜
出

征
（
一
人
の
氏
名
）　

大
東
亜
戦
争
（
一
二
九
人
の
氏
名
）

　
　
　
　
　

当
地

　
　

寄
進　

大
森
甚
太
郎

　
　
　
　

コ
メ
ノ

　
　
　
　
　

石
工
井
上
」

四
　
忠
孝
碑

　

こ
の
石
碑
は
一
九
三
三
年
に
大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
大

口
南
小
学
校
）
に
奉
安
殿
が
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
た
記
念
で
建
て
ら
れ
、
一
九
六

五
年
に
こ
の
地
へ
移
さ
れ
た
（
３
―
５
―
11
）。

　

表
面
の
「
忠
孝
」
を
書
い
た
陸
軍
大
将
渡わ

た

邉な
べ

錠じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

（
一
八
七
四

～
一
九
三
六
年
）
は
、
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
で
斎
藤
実
内

大
臣
・
高
橋
是
清
大
蔵
大
臣
ら
と
と
も
に
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
渡
邉

は
、
春
日
井
郡
小
牧
村
（
現
小
牧
市
）
の
出
身
で
十
九
歳
の
時
、
丹

羽
郡
岩
倉
町
上
市
場
北
口
（
現
岩
倉
市
）
の
母
の
生
家
で
叔
父
の
渡

邉
庄
兵
衛
の
養
子
と
な
っ
た
。
満
二
十
歳
で
陸
軍
士
官
学
校
に
合
格

し
、
陸
軍
大
学
校
卒
業
後
、
大
尉
で
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
。
一
九

三
一
年
に
陸
軍
大
将
に
昇
進
し
た
。
こ
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
き

3-5-10　忠魂碑（2022年撮影）
高さ：311㎝　幅：123.2㎝
奥行：19.8㎝
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は
、
軍
事
参
議
官
の
職
で
あ
っ
た
。
読
書
家
で
あ
り
、
蔵
書
を
よ
く

郷
土
に
寄
贈
し
、
帰
郷
の
際
に
は
時
局
講
話
を
よ
く
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

（
表
面
）

　
「
忠　

孝

　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位

　
　
　

陸
軍
大
将　

勲
一
等　

渡
邉
錠
太
郎
書

　
　
　
　
　
　
　
　

功
五
級
」

（
裏
面
）

　
「
奉
安
殿
竣
工
記
念　

寄
贈　

社
本
朝
正

　

昭
和
四
十
年
十
月
南
小
学
校
よ
り
こ
の
地
に
移
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
袋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
匠　
　

新	

海	　

實
」

五
　
戦
役
記
念
碑
（
小
口
城じ

ょ
う

址し

公
園
）

　

こ
の
石
碑
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
十
一
月
、
丹
羽
郡
大
口

村
大
字
小
口
尚
武
会
・
帝
国
在
郷
軍
人
会
大
口
分
会
小
口
班
が
、
大

正
天
皇
即
位
記
念
事
業
と
し
て
設
置
し
た
（
３
―
５
―
12
）。

　

石
碑
は
円
柱
で
、
そ
の
表
面
と
な
る
「
戦
役
記
念
」
の
文
字
は
、
陸

軍
大
将
の
奥お

く

保や
す

鞏か
た

元
帥
（
一
八
四
七
～
一
九
三
〇
年
）
が
書
い
て
い

る
。

　

奥
は
、
一
八
七
二
年
に
大
尉
、
一
八
七
四
年
に
は
少
佐
と
し
て
西

南
戦
争
に
出
征
し
、
日
清
戦
争
時
に
は
中
将
と
し
て
、
日
露
戦
争
時

に
は
大
将
と
し
て
第
二
軍
司
令
官
と
な
り
出
征
し
て
い
る
。
こ
の
第

二
軍
の
編
制
下
に
名
古
屋
の
第
三
師
団
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　

建
設
委
員
は
、
在
郷
軍
人
会
長
以
下
三
四
人
で
、
こ
の
中
に
は
、

小
口
城
址
の
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
こ
の
土
地
に
戦
役
記
念
碑
と
小

口
城
址
の
石
碑
を
建
て
る
た
め
奔
走
し
た
、
の
ち
の
愛
知
無
尽
の
創

始
者
で
あ
る
渡わ

た

邊な
べ

米よ
ね

次じ

郎ろ
う

が
い
る
（
第
三
編
第
七
章
）。
ま
た
、
小
口

村
長
か
ら
郡
会
議
員
・
大
口
村
村
会
議
員
と
な
っ
た
酒さ

か

井い

惟た
だ

一い
ち

（
第

三
編
第
七
章
）、
小
口
村
長
と
合
併
後
の
大
口
村
長
を
歴
任
し
た
酒さ

か

井い

覚か
く

郎ろ
う

、
村
会
議
員
か
ら
戦
後
大
口
村
長
と
な
っ
た
仙せ

ん

田だ

賢け
ん

弌い
ち

な
ど
で

あ
る
。
石
碑
の
人
名
を
書
い
た
仙せ

ん

田だ

愛あ
い

之の

助す
け

も
建
設
委
員
で
あ
り
、

村
会
議
員
を
経
て
記
念
碑
建
立
時
に
は
郡
会
議
員
と
な
っ
て
い
る
。

3-5-11　忠孝碑（2022年撮影）
高さ：約380㎝　幅：121.8㎝
奥行：21.6㎝
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碑
標
表
面

　
「
戰　

役　

記　

念　

　
　

元
帥
陸
軍
大
將
正
二
位
勲
一
等
功
一
級
伯
爵　

奥　

保
鞏	

書
」

碑
標
裏
面

　
「
西
南
役
從
軍
者　
　
　
　
（
三
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

日
清
役
從
軍
者　
　
　
　
（
五
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

日
清
日
露
兩
役
從
軍
者　
（
七
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

日
露
役
戰
病
死
者　
　
　
（
九
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

日
露
役
從
軍
者　
　
　
　
（
七
三
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

臺
灣
土
匪
討
伐
從
軍
者　
（
六
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

　

	

日
独
役
從
軍
者　
　
　
　
（
三
人
の
所
属
・
階
級
・
氏
名
）」

台
石

　
（
右
側
）

　
　
「
人
皇
百
二
十
二
代
今
上
天
皇
御
即
位
紀
念

　
　

	

大
正
四
年
拾
壱
月
」

（
左
側
）

　
「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
小
口
尚
武
會

　

	

帝
国
在
郷
軍
人
會
大
口
分
會
小
口
班
」

3-5-12　戦役記念碑（左：奥保鞏書　右：正面） （2021年撮影）
円柱：高さ約300㎝　径57㎝　台座：118㎝四方　台座：正面164㎝×奥行162㎝
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六
　
征
清
紀
念
碑
（
外
坪 

神
明
社
境
内
）

　

こ
の
石
碑
は
、
外
坪
地
区
の
神
明
社
境
内
、
東
側
の
道
路
に
面
し

た
位
置
に
あ
る
。
一
八
九
八
年
九
月
に
、
富
成
村
大
字
外
坪
か
ら
日

清
戦
争
に
従
軍
し
た
八
人
の
所
属
と
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
３
―
５

―
13
）。

「
（
表
面
）
征
清
紀
念
碑

　
（
裏
面
）
明
治
三
十
一
年
九
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　

従
軍
者

　
　
　
　

	

近
衛
歩
兵　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

陸
軍
歩
兵　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

陸
軍
騎
兵　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

陸
軍
歩
兵　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

輜
重
輸
卒　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

仝　
　

上　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

仝　
　

上　
（
氏
名
）

　
　
　
　

	

仝　
　

上　
（
氏
名
）

　
　
　
　
　

富
成
村
大
字
外
坪

　
　
　
　
　
　

有
志
者
」

七
　
竣
し
ゅ
ん

功こ
う

記
念
碑
（
大
屋
敷
　
大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設
）

　
『
大
口
村
誌
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
道
路
の
項
目
で
、
大
屋
敷
地
内

を
通
る
県
道
に
「
県
道	

古
知
野
楽
田
線
」
が
あ
り
、
そ
の
道
路
工
事

の
竣
工
記
念
碑
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
面
に
は
、
一
九
三
二
・
三
三
年
に
大
屋
敷
地
内
で
施
行
し
た
箇

所
と
総
工
費
が
記
さ
れ
、
裏
面
は
区
長
・
道
路
委
員
長
・
道
路
委
員

の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
予
定
ど
お
り
、
一
九
三
三
年
度
末
に
工

事
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
「
昭
和
九
年
四
月
竣
功
」、
こ
の
石
碑
は
工

事
完
了
か
ら
一
年
後
の
一
九
三
五
年
四
月
に
建
立
さ
れ
た
（
３
―
５
―

14
）。

（
表
面
）

3-5-13　征清紀念碑
（2022年撮影）
高さ：197.5㎝
幅　：  92.7㎝
奥行：  　41㎝

丹
羽
郡
大
口
村
大
字
大
屋
敷
地
内

　

縣
費
土
木
事
業

　

昭
和
七
年
度
施
行
箇
所

　

延
長　

六
百
十
米

　

農
村
振
興
土
木
事
業
直
営

　

昭
和
八
年
度
施
行
箇
所

　

延
長　

八
百
六
十
米

　

此
總
工
費
金
壱
萬
八
千
七
百
五
拾
円

念　　記　　功　　竣
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（
裏
面
）

「
大
口
村
長　
　

野
田
正
昇　
　
　
　

道
路
委
員

　

大
屋
敷
区
長　

前
田
悦
次
郎　
　
　

丹
羽
藤
兵
衛

　

仝　
　
　
　
　

丹
羽
歳　
　
　
　
　

丹
羽
鎌
吉

　

道
路
委
員
長　

丹
羽
範
治　
　
　
　

丹
羽
隆
吉

　

仝　
　
　
　
　

丹
羽
徳
一　
　
　
　

前
田
海
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
地
小
兵
衛

　

昭
和
九
年
四
月
竣
功

　

仝　

十
年
四
月
建
設
」

八
　
昭
和
用
水
改
修
碑

　

こ
の
石
碑
は
、
一
九
五
九
年
、
昭
和
用
水
が
五
条
川
と
接
続
す
る

近
く
に
、
昭
和
用
排
水
土
地
改
良
区
が
建
て
ら
れ
た
。
表
面
は
当
時

の
衆
議
院
議
員
江え

崎さ
き

真ま

澄す
み

が
文
字
を
書
い
て
い
る
（
３
―
５
―
15
）。

（
表
面
）

昭
和
用
水
改
修
碑

　
　
　

衆
議
院
議
員
江
崎
真
澄
書

（
裏
面
）

當
用
排
水
路
は
大
口
村
上
小
口
地
内
に
於
て
木
津
用

水
よ
り
取
水
し
沿
線
各
部
落
を
縫
流
し
江
南
市
小
折

地
内
に
於
て
五
條
川
に
放
流
す
る
無
名
小
流
に
し
て

古
来
よ
り
水
路
施
設
共
に
天
然
原
始
的
に
て
年
々
旱

水
害
の
惨
を
極
む
昭
和
二
十
九
年
秋
此
の
悪
順
還
を

絶
ち
福
利
増
進
の
悲
願
を
結
集
し
昭
和
用
排
水
路
と

命
名
改
良
區
を
設
立
圑
体
営
事
業
に
着
工
有
ゆ
る
困

難
を
克
服
し
現
代
技
術
を
網
羅
し
此
れ
が
完
成
所
期

の
成
果
を
収
む
其
の
梗
概
を
記
し
後
世
に
傳
う
る
も

の
で
あ
る

　

昭
和
五
十
四
己
亥
年
十
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
用
排
水
土
地
改
良
區

3-5-15　昭和用水改修碑
（2022年撮影）

高さ：148㎝
幅　：  65㎝
奥行：  23㎝

功
労
者

　

衆
議
員
議
員　

江
崎
眞
澄

　

県
会
議
員　
　

安
藤
信
太
郎

関
係
役
員

　

発
起
人
代
表　

前
田
孫
一
郎

　

理
事
長　
　
　

前
田
俊
男

　

三
ツ
口
久
次　

丹
羽
高
治

　

村
瀬
清
治　
　

江
端
嘉
一

　

大
岩
曻
一　
　

長
谷
川
信
一

　

大
島
亀
市　
　

平
松
兼
文

　

江
口
他
一　
　

江
口
金
安

　

前
田
悦
次
郎　

稲
山　

實

　

前
田
高
信　
　

暮
石
義
一

　

吉
田
正
香　
　

佐
々
信
一

　

川
崎
廣
一　
　

　
　

事
務
担
任　

落
合
裕
之

　
　

工
事
施
行　

栗
本
建
設

　
　
　
　
　
　
　

永
井
組　
　

　
　
　
　
　
　
　

林
本
建
設　

　
　
　
　

筆　
　
　

松
月

3-5-14　竣功記念碑（2022年撮影）
高さ：128㎝　幅：62㎝
奥行：11.5㎝

（
マ
マ
）

第五章　古文書・記念碑　 514

第三編　暮らしと文化



九
　
昭
和
用
水
完
工
之
碑
（
上
小
口
一
丁
目
地
内
）

　

こ
の
石
碑
は
、
一
九
六
八
年
、
昭
和
用
水
の
取
水
口
で
あ
る
木
津

用
水
近
く
に
、
昭
和
用
排
水
土
地
改
良
区
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。

表
面
は
当
時
の
愛
知
県
知
事
桑く

わ

原は
ら

幹み
き

根ね

が
文
字
を
書
い
て
い
る
。
裏

面
は
江
南
市
在
住
の
書
家
、
冨と

み

永な
が

奇き

洞ど
う

（
一
九
三
一
～
二
〇
一
〇
年
）

の
揮
毫
で
あ
る
。
扶
桑
町
と
の
境
で
、
丹
羽
高
等
学
校
の
東
側
に
あ

る
（
３
―
５
―
16
）。

（
表
面
）

　

昭
和
用
水
完
工
之
碑

　
　

愛
知
県
知
事　

桑
原
幹
根
書

（
裏
面
）

　

昭
和
四
十
三
年
三
月
建
之　
　
　

当
水
路
は
大
口
江
南
両
境
界
を

　
　

昭
和
用
排
水
土
地
改
良
区　
　

貫
流
し
其
の
流
域
を
灌
漑
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
共
に
扶
桑
を
加
え
た
排
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
滑
な
ら
し
む
る
幹
線
水
路
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
昭
和
二
十
九
年
改
良
区
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
以
来
幾
多
困
難
な
障
害
を
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

除
し
完
成
し
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奇
洞
書

一
〇
　
豊
三
用
水
改
修
記
念
碑
（
秋
田
三
丁
目
地
内
）

　
「
秋
田
三
丁
目
」
五
差
路
交
差
点
の
南
角
に
建
つ
石
碑
に
あ
る
豊
三

用
水
は
、
初
め
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
に
よ
り
整
備
し
た
用
水
路
で
、

整
備
前
は
蛇
行
し
流
域
に
水
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

　

水
害
は
下
流
の
小
牧
市
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
一
九
四

九
年
か
ら
県
に
陳
情
を
重
ね
、
二
年
後
の
一
九
五
一
年
に
灌か

ん

漑が
い

工
事

と
し
て
の
認
可
を
得
て
、
着
工
し
た
。
工
事
は
八
年
を
要
し
て
整
備

し
た
。

　

こ
の
石
碑
は
、
完
成
後
の
一
九
五
九
年
八
月
に
建
て
ら
れ
、
表
面

は
当
時
の
愛
知
県
知
事
桑
原
幹
根
が
文
字
を
書
い
て
い
る
。
裏
面
は
、

髙
木
天
仙
（
第
三
編
第
七
章
）
の
書
に
よ
る
（
３
―
５
―
17
）。

3-5-16
昭和用水完工之碑
（2022年撮影）
高さ：166㎝
幅　：  62㎝
奥行：  37㎝

3-5-17　豊三用水改修記念碑（2022年撮影）
高さ：約74.5㎝　幅：58㎝
奥行：215㎝
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（
表
面
）

　
「
豊
三
用
水
改
修
記
念
碑

　
　
　

愛
知
県
知
事　

桑
原
幹
根　

書　

印　

印
」

（
裏
面
）

此
の
用
水
は
古
来
よ
り
大
口
村
並
び
に
小
牧
市
を
含
む

六
ヶ
村
落
を
縫
流
し
六
ヶ
用
水
と
稱
せ
ら
れ
湾
曲
甚
だ

し
天
災
に
依
る
水
害
旱
害
著
し
く
其
の
被
害
は
甚
大
で

あ
つ
た　

時
恰
も
昭
和
廿
四
年
地
元
関
係
者
相
計
り
豊

三
用
水
と
改
稱
し
奮
起
し
て
県
会
議
員
安
藤
信
太
郎
氏

を
通
じ
再
三
再
四
懇
請
嘆
願
に
つ
と
め
漸
に
し
て
昭
和

廿
六
年
県
営
主
要
支
派
線
灌
漑
工
事
と
し
て
認
可
あ
り

　

大
口
村
直
営
事
業
と
し
て
直
ち
に
着
工
爰
に
八
ヶ
年

の
歳
月
を
要
し
て
完
成
せ
り　

灌
漑
面
積
七
十
余
町
歩　

施
工
延
長
三
五
五
七
米　

総
工
費
一
千
六
百
八
十
三

万
円　

出
役
人
員
一
万
七
千
余
人
の
一
大
事
業
で
あ
つ

て
所
期
の
成
果
を
挙
げ
農
民
の
福
利
蓋
し
無
量
無
限
で

あ
る　

其
稉
概
を
記
し
後
世
に
伝
へ
る
者
で
あ
る

　
　
　

昭
和
三
十
四
己
亥
年
八
月
建
之　
　

大
口
村

大
口
村
長　

社
本
鋭
郎

工
事
関
係
功
労
者

発
起
人　
　

江
口
壽
三
郎

仝　
　
　
　

江
口
純
三

委
員
長　
　

社
本
守
男

仝　
　
　
　

大
森
徳
義

仝　
　
　
　

社
本
弘
夫

他
村
代
表　

舟
橋
高
晴

工
事
担
当　

前
田
喜
雄

碑
、
台
石

寄	

附　

林
本
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

筆　
　

天
仙
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り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
制
定
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
り

改
め
て
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

県
指
定
重
要
文
化
財
　
※
表
中
「
資
料
館
」
は
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
指
す
。

鋳ち
ゅ
う

鉄て
つ

地じ

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う　

（
長
松
寺
所
蔵
）

　

像
高
九
七
・
四
㎝
、
肩
幅
二
七
㎝
、
裾
張
二
七
㎝
。
右
手
に
錫

し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

を
執
る
型
で
左
手
首
を
欠
き
、
鋳
型
は
前
後
継
合
せ
で
あ
る
が
、
内

部
は
空
間
が
な
く
充
実
し
て
い
る
た
め
非
常
に
重
い
。
本
像
の
作
者

第
一
節
　
国
・
県
指
定
文
化
財

	

　

町
内
に
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
指
定
文
化
財
の
う

ち
、
国
指
定
が
一
件
（
３
―
６
―
１
）・
県
指
定
が
三
件
（
３
―
６
―
２
）

あ
る
。

国
指
定
重
要
文
化
財

刀
　
無む

銘め
い 

伝で
ん

守も
り

利と
し　

（
個
人
蔵
）

　

長
さ
七
四
・
二
㎝
。
銘
は
な
い
が
守
利
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
守

利
は
、
鎌
倉
初
期
の
備
中
国
（
岡
山
県
西
部
）
の
刀
工
で
あ
る
。
古

社
寺
保
存
法
に
基
づ
き
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
国
宝
と
な

第
六
章

指
定
文
化
財

美
術
工
芸
品

（
工
芸
品
）

類
　
別

刀　

無
銘	

伝
守
利

名
　
称

個
人

所
蔵
者

一
九
五
〇
年

八
月
二
十
九
日

指
定
年
月
日

工一
四
七
一
号

指
定
番
号

美
術
工
芸
品

（
工
芸
品
）

美
術
工
芸
品

（
彫
刻
）

類
　
別

銅
造
千
体
地
蔵

附	

聖
徳
太
子
像

陶
製	

狛
犬
（
一
対
）

鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

名
　
称

薬
師
寺

（
上
小
口
）

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

〔
資
料
館
〕

長
松
寺

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
六
九
年

六
月
二
十
三
日

一
九
六
二
年

三
月
十
日

一
九
五
九
年

一
月
十
六
日

指
定
年
月
日

工第
八
二
号

工第
四
七
号

彫第
五
二
号

指
定
番
号

3-6-1
国指定文化財一覧

3-6-2　県指定文化財一覧
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は
不
詳
で
あ
る
。
指
定
当
初
は
、
室
町
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、『
愛
知
県
史
』
編
さ
ん
に
と
も
な
う
調
査
で
十
六
世
紀
末
の
作

と
さ
れ
た
（
３
―
６
―
３
）。

陶と
う

製せ
い

狛こ
ま

犬い
ぬ

（
一
対
）　
（
余
野
神
社
所
蔵
）

　

高
さ
二
八
㎝
（
阿あ

形ぎ
ょ
う）・

二
七
㎝
（
吽う

ん

形ぎ
ょ
う）、

側
幅
二
〇
㎝
。
江
戸

時
代
の
作
で
、
黄
緑
色
の
灰か

い

釉ゆ
う

が
全
身
に
掛
か
る
。
背
面
に
は
「
山

田
加
右
衛
門
奉
寄
進
御
神
前
干
時
寛
永
二
乙
丑
天
三
月
吉
祥
日
」、

「
干
時
寛
永
三
月
祥
日
山
田
加

右
衛
門
」
と
刻
銘
が
あ
り
、
一

六
二
五
（
寛
永
二
）
年
に
山
田

加
右
衛
門
が
寄
進
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
大
口
町
歴
史
民
俗
資

料
館
に
寄
託
さ
れ
、
保
存
展
示

し
て
い
る
（
３
―
６
―
４
）。

銅ど
う

造ぞ
う

千せ
ん

体た
い

地じ

蔵ぞ
う 

附
つ
け
た
り 

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

像ぞ
う　

（
薬
師
寺
（
上
小
口
）
所
蔵
）

　

像
高
五
・
一
～
五
・
三
㎝
、
重
さ
三
九
・
一
～
四
五
・
三
ｇ
。
総

じ
て
同
型
の
形
態
と
考
え
ら
れ
る
が
、
表
情
や
衣
文
線
に
相
違
が
見

ら
れ
、
数
個
の
鋳
型
に
よ
る
大
量
生
産
の
可
能
性
が
高
い
。
仏
像
が

固
定
さ
れ
て
い
る
木
製
の
型
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
干
支
・
村
名
・
寄
進

者
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
作
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

中
央
の
聖
徳
太
子
像

（
像
高
五
㎝
）
も
同

じ
く
県
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
お
り
、
鎌

倉
時
代
の
作
と
推
定

さ
れ
る
。

　

一
九
九
九
（
平
成

十
一
）
年
に
大
口
町

歴
史
民
俗
資
料
館
に

寄
託
さ
れ
、
保
存
展

示
し
て
い
る
（
３
―

６
―
５
）。

3-6-5　銅造千体地蔵 附 聖徳太子像（中央）

3-6-4　陶製狛犬
3-6-3

鋳鉄地蔵菩薩立像
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第
二
節
　
町
指
定
文
化
財

	

　

町
内
に
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
四
七
件
の
町
指
定

文
化
財
が
あ
る
（
３
―
６
―
６
）。

※
表
中
「
資
料
館
」
は
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
を
指
す
。

3-6-6　町指定文化財一覧

美
術

工
芸
品

（
考
古

資
料
）

美
術

工
芸
品

（
工
芸
）

類
別

地
蔵
堂
遺
跡
出
土

の
土
器

壺
形
土
器

有
舌
尖
頭
器

有
舌
尖
頭
器

有
舌
尖
頭
器

西
山
神
遺
跡
出
土

の
石
器

四
神
二
獣
鏡

北
替
地
遺
跡
出
土

の
土
器

石
剣

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

乳
文
鏡

鰐
口
（
一
対
）

大
鈴

名
　
称

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

小
口
神
社

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
七
一
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
一
年

八
月
二
十
五
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

一
九
六
七
年

五
月
十
六
日

指
定
年
月
日

第
二
五
号

第
二
三
号

第
二
二
号

第
二
一
号

第
二
〇
号

第
一
九
号

第
一
八
号

第
一
五
号

第
一
四
号

第
一
三
号

第
一
二
号

第
五
号

第
八
号

第
七
号

指
定
番
号

美
術

工
芸
品

（
彫
刻
）

建
造
物

類
別

不
動
明
王
立

像 獅
子
狛
犬

（
一
対
）

木
仏
尊
像

薬
師
如
来
坐

像 釈
迦
如
来
立

像 聖
観
音
坐
像

八
剱
社
拝
殿

徳
林
寺
山
門

徳
林
寺
中
門

名
　
称

薬
師
堂
（
竹
田
）

〔
資
料
館
〕

余
野
神
社

〔
資
料
館
〕

個
人

薬
師
寺
（
上
小
口
）

薬
師
寺
（
上
小
口
）

薬
師
寺
（
上
小
口
）

八
剱
社

徳
林
寺

徳
林
寺 所

蔵
者

〔
寄
託
先
〕

二
〇
〇
九
年

十
二
月
二
十
五
日

二
〇
〇
八
年

十
一
月
二
十
八
日

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
六
八
年

九
月
十
日

一
九
九
八
年

三
月
三
十
日

一
九
八
五
年

一
月
十
六
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

指
定
年
月
日

第
四
九
号

第
四
八
号

第
三
八
号

第
一
一
号

第
一
〇
号

第
九
号

第
四
六
号

第
四
一
号

第
一
七
号

指
定
番
号
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美
術

工
芸
品

（
考
古
資

料
） 類

別

広
縁
宮
廷
式
土
器

（
パ
レ
ス
ス
タ
イ
ル

壺
）・
無
頸
脚
付
土
器

曲
玉
（
勾
玉
）・
管
玉

磨
製
石
斧

向
江
遺
跡
出
土
の

石
斧
と
土
器

弥
生
系
小
型
仿
製
鏡

（
小
型
仿
製
内
行
花
文

鏡
）

飾
把
手
付
坏

（
把
手
付
坏
）

白
木
遺
跡
出
土
の
土
器

い
わ
き
塚
古
墳
出

土
の
副
葬
品

清
水
遺
跡
出
土
の
土
器

大
御
堂
遺
跡
出
土

の
土
器
片

石
棒

（
石
棒
状
石
製
品
）

下
林
遺
跡
出
土
の
土
器

名
　
　
称

資
料
館

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

資
料
館

個
人

〔
資
料
館
〕

個
人

資
料
館

資
料
館

個
人

個
人

個
人

〔
資
料
館
〕

資
料
館

所
蔵
者

〔
寄
託
先
〕

一
九
八
五
年

一
月
十
六
日

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

八
月
二
十
五
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

一
九
七
六
年

三
月
十
日

指
定
年
月
日

第
四
二
号

第
三
九
号

第
三
七
号

第
三
五
号

第
三
四
号

第
三
三
号

第
三
二
号

第
三
一
号

第
二
九
号

第
二
八
号

第
二
七
号

第
二
六
号

指
定
番
号

記
念
物

（
天
然
記

念
物
）

記
念
物

（
史
跡
）

民
俗
文
化

財
（
無
形

民
俗
文
化

財
） 類

別

山
茶
花

山
柿

マ
メ
ナ
シ

し
ょ
う
ね
ん
塚

古
墳

仁
所
野
遺
跡

堀
尾
氏
邸
宅
跡

	

大
日
塚
古
墳

桜
塚
古
墳

善
光
寺
塚
古
墳

白
山
古
墳
群

虫
送
り

湯
の
花
の
神
事

名
　
称

個
人

小
口
神
社

天
神
社

大
屋
敷
新
田

安
藤
組

白
山
社
（
下
小
口
）

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会

個
人

秋
田
長
桜
地
区

上
小
口
区

白
山
社
（
下
小
口
）

上
小
口
伝
統
工
芸

保
存
会

天
神
社

活
動
者
・
管
理
者

一
九
七
九
年

二
月
二
十
六
日

一
九
七
七
年

八
月
七
日

一
九
七
六
年

八
月
十
日

一
九
八
六
年

十
二
月
十
四
日

一
九
八
五
年

一
月
三
十
一
日

一
九
七
三
年

十
月
五
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

一
九
六
〇
年

六
月
八
日

二
〇
〇
五
年

四
月
二
十
六
日

一
九
七
五
年

六
月
二
日

指
定
年
月
日

第
四
〇
号

第
三
六
号

第
三
〇
号

第
四
四
号

第
四
三
号

第
一
六
号

第
四
号

第
三
号

第
二
号

第
一
号

第
四
七
号

第
二
四
号

指
定
番
号
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愛
知
県
史
編
さ
ん
事
業
は
、
一
九
九
四
（
平
成
七
）
年
四
月
か
ら

二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
の
二
六
年
間
で
、
全
五
八
巻
（
通
史
編
一
〇

巻
・
資
料
編
三
六
巻
・
別
編
一
二
巻
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
編
さ
ん

過
程
で
、
町
内
で
も
専
門
の
調
査
員
に
よ
る
指
定
文
化
財
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
報
告
事
項
と
、
あ
わ
せ
て
地
元
か
ら
の
要

望
で
調
査
し
た
結
果
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
文
化
財
を
紹
介
す

る
。

薬や
く

師し

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う　

（
薬
師
寺
所
蔵
（
上
小
口
一
丁
目
地
内
））

　

木も
く

造ぞ
う

寄よ
せ

木ぎ

造づ
く
りで

像
高
五
八
㎝
、
肩
幅
三
一
㎝
、
膝
張
四
五
・
五
㎝
。

一
九
九
八
年
五
月
、
愛
知
県
史
編
さ
ん
室
が
大
屋
敷
地
区
の
長
松
寺

本
堂
内
に
あ
る
鋳
鉄
地
蔵
菩ぼ

薩さ
つ

立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
と
、
上
小

口
地
区
の
薬
師
寺
内
に
あ
る
銅
造
千
体
地
蔵
（
県
指
定
文
化
財
）
の

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
際
、
薬
師
寺
内
に
あ
る
薬
師
如
来
坐
像
の

底
部
に
墨
書
を
確
認
し
た
。

一
五
八
九
（
天
正
十
七
）
年

に
小
口
在
住
の
古
田
弥
助
に

よ
っ
て
修
理
さ
れ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
墨
書
は
制
作
年
代

を
古
く
見
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
に

か
け
て
の
作
と
推
定
し
た
（
３
―
６
―
７
）。

徳と
く

林り
ん

寺じ

中な
か

門も
ん

・
山さ
ん

門も
ん

　（
余
野
二
丁
目
地
内
）

　

二
〇
〇
三
年
十
月
、
徳
林
寺
の
建
造
物
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

　

徳
林
寺
中
門
（
３
―
６
―
８
）
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年

に
確
認
さ
れ
た
部
材
に
「
文
明
七
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
四

七
五
（
文
明
七
）
年
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
門
の
構
造
は
、

間
口
八
尺
（
二
ｍ
四
二
㎝
）、
奥
行
五
尺
五
寸
（
一
ｍ
六
六
㎝
）、
化

粧
棟
高
一
一
尺
五
寸
（
三
ｍ
四
八
㎝
）
の
小
規
模
な
薬
医
門
で
あ
る
。

屋
根
は
後
世
に
大
き
な
改
造
を
受
け
て
い
る
が
、
軸
部
に
古
材
が
残

さ
れ
、
扉
の
飾
金
具
な
ど
に
古
風
な
様
式
が
認
め
ら
れ
る
。

　

徳
林
寺
山
門
（
３
―
６
―
９
）
は
、
一
八
七
六
年
に
犬
山
城
の
第
一

黒
門
を
移
築
し
た
も
の
で
、
建
立
年
代
は
一
八
四
二
（
天
保
十
三
）

年
に
犬
山
城
が
火
災
に
あ
い
、
焼
失
し
た
後
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
門
の
構
造
は
薬
医
門
の
形
式
を
と
り
、
間
口
一
二
尺

（
三
ｍ
六
三
㎝
）、
奥
行
七
尺
五
寸
（
二
ｍ
二
七
㎝
）、
化
粧
棟
高
一
七

尺
五
寸
（
五
ｍ
三
〇
㎝
）
と
規
模
が
大
き
く
、
か
つ
木
柄
も
太
く
、

城
郭
の
門
に
相
応
し
い
豪
壮
で
雄
大
な
造
り
で
あ
る
。

　

犬
山
城
は
、
一
八
七
三
年
の
廃
城
令
に
よ
り
、
天
守
以
外
の
建
造

3-6-7　薬師如来坐像
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物
に
つ
い
て
取
り
壊
し
と
払
い
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
払
い
下
げ

ら
れ
た
門
と
櫓や

ぐ
らは

、
犬
山
城
周
辺
の
寺
院
な
ど
に
移
築
さ
れ
た
。
例

え
ば
犬
山
・
瑞
泉
寺
総
門
は
犬
山
城
の
内
田
御
門
を
移
し
た
も
の
で
、

徳
林
寺
山
門
と
同
様
の
薬
医
門
で
あ
る
。

獅し

子し

狛こ
ま

犬い
ぬ

（
一
対
）　（
余
野
神
社
所
蔵
（
余
野
一
丁
目
地
内
））

　

像
高
三
九
・
三
㎝
（
阿あ

形ぎ
ょ
う）

と
四
一
・
九
㎝
（
吽う

ん

形ぎ
ょ
う）、

胸
張
一

七
・
九
㎝
（
阿
形
）、
一
六
・
七
㎝
（
吽
形
）。
ヒ
ノ
キ
を
用
い
た
木

製
の
狛
犬
。
阿
形
と
吽
形
の
二
体
で
一
対
と
な
る
。
白
色
の
下
地
を

塗
っ
た
後
に
、
彩
色
を
施
す
。
吽
形
の
背
面
に
は
、「
□
田
七
郎
□
」

と
い
う
刻
銘
が
あ
る
。
作
風
及
び
他
の
作
例
と
の
比
較
か
ら
、
桃
山

時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
（
３
―
６
―
10
）。

　

二
〇
〇
八
年
、
余
野
神
社
所
蔵
の
陶
製
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）

調
査
の
際
、
地
元
役
員
の
要

望
で
同
神
社
に
保
管
さ
れ
て

い
た
獅
子
狛
犬
を
鑑
定
し

た
。
結
果
と
し
て
、
町
指
定

文
化
財
と
し
て
大
切
に
保
管

す
べ
き
と
の
判
断
に
至
っ

た
。
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料

館
で
保
存
展
示
さ
れ
て
い

る
。

不ふ

動ど
う

明み
ょ
う

王お
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う　

（
薬
師
堂
所
蔵
（
竹
田
一
丁
目
地
内
））

　

像
高
四
五
・
九
㎝
、
胸
厚
八
・
三
㎝
。
一い

ち

木ぼ
く

造づ
く
り

で
玉

ぎ
ょ
く

眼が
ん

嵌か
ん

入に
ゅ
うし

、

彩
色
を
施
す
。
頭
髪
の
形
状
や
目
の
造
作
な
ど
、
他
の
不
動
明
王
像

で
は
珍
し
い
表
現
が
あ
る
た
め
、
稀け

有う

な
作
例
と
い
え
る
。
大
作
り

な
表
現
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
南
北
朝
時
代
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
、
余
野
神
社
所
蔵
の
陶
製
狛
犬
（
県
指
定
文
化
財
）

の
調
査
の
際
、
下
小
口
竹
田
地
区
に
所
在
す
る
薬
師
堂
の
調
査
も
実

3-6-9　徳林寺山門

3-6-10　獅子狛犬

3-6-8　徳林寺中門
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施
し
た
。
町
民
の
「
仏
像
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
名
前
を
知
り
た
い
」

と
い
う
希
望
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
堂
内
の
調
査
を
進
め
た
と

こ
ろ
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
像
の
中
に
、
一
体
だ
け
明
ら
か

に
古
い
特
徴
を
持
つ
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
詳
細
な
調
査

を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
後
世
に
造
ら
れ
た
台
座
か
ら
外
さ
な
い
と

出
来
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
、
地
元
役
員
の
許
可

を
得
て
、
台
座
を
取
り
は
ず
し
鑑
定
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

南
北
朝
時
代
（
一
三
三
〇
年
代
～
九
〇
年
代
）
に
制
作
さ
れ
た
不
動

明
王
像
と
判
明
し
た
た
め
、
町
指
定
文
化
財
と
し
た
。
ま
た
、
地
元

役
員
か
ら
の
要
望
に
よ
り
修
理
の
上
、
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で

保
存
展
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
３
―
６
―
11
）。

　

次
に
、
代
表
的
な
史
跡
及
び
出
土
遺
物
を
紹
介
す
る
。

白
山
古
墳
群
・
仁に

所し
ょ
野の

遺
跡　
（
白
山
社
（
下
小
口
一
丁
目
地
内
））

　

一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
白
山
社
境
内
の
五
つ
の
古
墳
を
、

町
指
定
文
化
財
第
一
号
「
白
山
古
墳
群
」
と
し
た
。
一
九
八
二
年
、

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
工
事
に
あ
た
り
境
内
地
を
発
掘
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
弥
生
時
代
の
墓
制
で
あ
る
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

が
発
見
さ
れ
、
弥

生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
と
判
明
し
た
。
そ
の

た
め
、
一
九
八
五
年
に
古
墳
を
含
む
境
内
地
を
町
指
定
文
化
財
「
仁

所
野
遺
跡
」
と
し
た
。

広こ
う
縁え
ん
宮き
ゅ
う

廷て
い
式し
き
土ど

器き

・
無む

頸け
い
脚き
ゃ
く

付つ
き
土ど

器き（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

仁
所
野
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
は
、
方
形
周
溝
墓
と
多
く
の
出
土
遺

物
を
確
認
し
た
。
従
来
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
第
四
号
墳
は
、
弥

生
時
代
後
期
の
方
形
周
溝
墓
で
、
こ
の
周
溝
か
ら
朱
塗
り
で
底
部
に

穿せ
ん

孔こ
う

が
認
め
ら
れ
る
広
縁
宮
廷
式
土
器
（
高
さ
三
〇
㎝
）
と
、
類
例

の
な
い
特
異
な
形
態
を
し
た
蓋ふ

た

付
き
の
無
頸
脚
付
土
器
（
高
さ
三
一

㎝
）
を
町
指
定
文
化
財
と
し
た
（
３
―
６
―
12
）。

3-6-11 不動明王像（楽浪文化財修理所）
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堀
尾
氏
邸
宅
跡　
八
剱
社
境
内
（
堀
尾
跡
一
丁
目
地
内
）

　

八
剱
社
の
境
内
地
は
、
の
ち
の
出
雲
・
隠
岐
両
国
の
領
主
と
な
っ

た
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

を
は
じ
め
と
し
た
、
堀
尾
氏
累
代
の
邸
宅
跡
と
い
わ
れ

て
い
る
。
境
内
の
東
南
角
に
は

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
大

正
天
皇
即
位
記
念
で
建
立
し
た

「
堀
尾
吉
晴
邸
宅
趾　

愛
知
県
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
石
碑
が
存
在

す
る
（
３
―
６
―
13
）。
境
内
地

の
北
側
に
五
条
川
、
南
側
に
は

池
が
あ
り
、
昔
は
こ
の
池
が
堀

の
よ
う
に
長
く
周
囲
を
め
ぐ
っ

て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

い
わ
き
塚
古
墳
出
土
の
副
葬
品　
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

　

い
わ
き
塚
古
墳
は
、
豊
田
字
西
成
兼
（
現
豊
田
一
丁
目
）
地
内
に

位
置
し
て
い
た
が
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
盛
り
土
が
取
ら
れ

た
際
、
横
穴
式
石
室
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
副
葬
品
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
鏡
は
「
乳
文
鏡
」（
３
―
６
―
14
）
と

し
て
一
九
六
七
年
に
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。
九
年
後
の

一
九
七
六
年
に
は
須
恵
器
・
鉄
製
大
刀
・
そ
の
他
鉄
製
品
が

「
い
わ
き
塚
古
墳
出
土
の
副
葬
品
」
と
し
て
町
指
定
文
化
財
と

な
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
大
刀
の
保
存
処
理
を
お
こ
な
っ
た
際
、
錆

を
落
と
す
と
孔
の
周
囲
の
両
面
か
ら
銀
象
嵌
の
連
弧
文
が
現

れ
た
（
３
―
６
―
15
）。
同
種
の
文
様
を
施
し
た
象
嵌
は
、
確

認
当
時
、
全
国
で
も
一
〇
例
ほ
ど
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

3-6-12
　上：広縁宮廷式土器
　下：無頸脚付土器3-6-13　堀尾氏邸宅跡

3-6-15
　上：連弧文（約10㎝）
　下：刀身（約110㎝）

3-6-14　乳文鏡
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村む
ら

瀬せ

太た
い

乙い
つ

（
一
八
〇
三
～
八
一
年
）
の
薫く

ん

陶と
う

を
受
け
、
の
ち
京
の

秦は
た

金き
ん

石せ
き

（
一
八
五
五
～
不
詳
）
に
師
事
し
て
南
画
を
学
ん
だ
た
め
、

半
畊
は
特
に
漢
詩
・
山
水
画
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
、
岐

阜
県
絵
画
共
進
会
に
出
品
し
て
二
等
賞
、
一
九
〇
四
年
の
全
国
絵
画

共
進
会
及
び
一
九
〇
七
年
の
全
国
南
画
画
会
に
出
品
し
て
、
各
々
一

等
褒
状
を
受
け
帝
国
絵
画
協
会
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
半
畊
は
富
成

村
（
現
大
口
町
河
北
・
二
ツ
屋
・
仲
沖
・
外
坪
）
の
村
長
（
一
八
九

三
～
九
五
年
）、
郡
会
議
員
（
一
八
九
八
～
一
九
〇
三
年
）
を
歴
任
し

て
い
る
。
当
時
の
小
口
村
在
住
の
画
人
、
酒
井
椿ち

ん

渓け
い

（
一
八
五
一
～

一
九
二
一
年
）
と
同
世
代
で
あ
り
共
通
点
も
多
い
。
半
畊
は
婿
養
子

で
は
あ
る
が
二
人
と
も
庄
屋
の
家
系
で
あ
り
、
酒
井
も
小
口
村
の
村

長
を
務
め
、
郡
会
議
員
を
半
畊
の
あ
と
に
歴
任
し
て
い
る
。

　

画
に
対
す
る
特
徴
は
、
山
水
画
や
花
鳥
図
を
描
く
こ
と
を
得
意
と

し
た
酒
井
に
対
し
、
半
畊
は
山
水
画
を
好
ん
で
描
い
た
（
３
―
７
―
２

～
７
）。
書
も
達
者
で
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
建
て
ら
れ
た
小

仙
田 

半
畊
（
せ
ん
だ 
は
ん
こ
う
・
一
八
四
九
～
一
九
二
〇
年
）

本
名
　
裁
（
さ
い
）

　

仙
田
半
畊
は
、
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
、
現
在
の
名
古
屋
市
東

区
に
あ
っ
た
赤
塚
町
味
淋
屋
の
高
橋
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

十
歳
で
東
春
日
井
郡
の
定
光
寺
に
入
る
も
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年

に
還げ

ん

俗ぞ
く

し
て
教
員
と
な
っ
た
。
一
八
七
三
年
、
半
畊
は
富と

み

成な
り

村
河
北

（
現
大
口
町
河
北
）
に
住
む
仙
田
善
之
右
エ
門
の
長
女
い
ね
と
結
婚
し

仙
田
姓
と
な
っ
た
。
半
畊
が
婿
入
り
し
た
仙
田
家
は
、
大
地
主
で
豊

か
な
経
済
基
盤
が
あ
っ
た
た
め
、
自
身
は
書
画
・
漢
詩
を
好
み
骨こ

っ

董と
う

を
収
集
し
教
養
を
深
め
て
い
っ
た
。

第
七
章

人
物
伝

3-7-1　仙田半畊

一
八
四
九
年	

現
名
古
屋
市
で
生
誕

一
八
七
三
年	

仙
田
家
に
婿
入
り

一
八
九
三
年	
富
成
村
村
長
就
任
（
～
九
五
）

一
八
九
八
年	
郡
会
議
員
（
～
〇
三
）

一
九
〇
四
年	

全
国
絵
画
共
進
会　

一
等

一
九
〇
七
年	

全
国
南
画
画
会　
　

一
等

一
九
二
〇
年	

没
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口
城

じ
ょ
う

址し

の
石
碑
は
、
半
畊
の
書
で
あ
る
（
３
―
７
―
８
）。
大
口
町
出
身

で
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
活
躍
し
た
書
家
の
高
木
大だ

い

宇う

は
、
父
・

天て
ん

仙せ
ん

が
半
畊
に
書
を
習
っ
て
い
た
こ
と
、
天
仙
が
半
畊
の
書
を
「
と
に

か
く
字
が
う
ま
か
っ
た
」
と
何
度
も
言
っ
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い

る
。

　

半
畊
は
一
九
二
〇
年
、
七
十
二
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
。

【
作
品
】

3-7-4　春山水図
（紙本 墨画淡彩）

139.5×34㎝
1917年

（大口町歴史民俗資
料館所蔵）

3-7-8　小口城址石碑
1915年

裏面の由緒書に「仙田半畊謹書」とある。
（小口城址公園）

3-7-7　渓橋看梅之図
（絹本 墨画淡彩）

24.6×15.3㎝
1888年

（大口町歴史民俗資料館所蔵）
3-7-6　菊之図（絹本 墨画淡彩）

16.7×59.6㎝ 1888年
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-5　秋山水図（絹本 墨画淡彩）
17.3×35.6㎝ 1886年

（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-3　春山水図
（紙本 墨画淡彩）

136×33㎝
1915年

（大口町歴史民俗資
料館所蔵）

3-7-2　秋山水図
（絹本 墨画淡彩）

125×42㎝
1912年

（大口町歴史民俗資
料館所蔵）
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酒
井 

椿
渓
（
さ
か
い 

ち
ん
け
い
・
一
八
五
一
～
一
九
二
一
年
）

本
名 

惟
一
（
た
だ
い
ち
）

　

椿
渓
は
、
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
に
小
口
村
下
組
（
現
大
口
町

下
小
口
）
の
庄
屋
、
酒
井
市
郎
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

地
域
の
指
導
者
と
な
る
べ
く
教
養
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
、
そ
の
教
養
の
中
に
は
、
風
流
を
解
す
べ
く
書
画
を
嗜た

し
なむ

こ
と

も
含
ま
れ
て
い
た
。
尾
張
藩
最
後
の
御
用
絵
師
と
な
っ
た
四
条
派
の

松ま
つ

吉よ
し

樵し
ょ
う

渓け
い

（
不
明
～
一
八
七
〇
年
）、
同
じ
く
四
条
派
で
中
京
画
壇
の

重
鎮
と
言
わ
れ
た
奥お

く

村む
ら

石せ
き

蘭ら
ん

（
一
八
三
四
～
九
五
年
）
に
学
び
、
の

ち
に
川か

わ

端ば
た

玉ぎ
ょ
く

章し
ょ
う（

一
八
四
二
～
一
九
一
三
年
）
に
も
学
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
生
い
立
ち
が
「
画
人
・
酒
井
椿
渓
」
を
生
み
出
し
た
。

椿
渓
は
、
こ
と
に
花
鳥
図
・
山
水
画
を
得
意
と
し
（
３
―
７
―
10
～
12
）、

い
く
つ
も
の
作
品
が
展
覧
会
に
入
賞
す
る
と
、
四
条
派
の
画
人
と
し

て
尾
張
の
画
界
で
名
を
高
め
た
。

　

ま
た
、
自
ら
を
「
山
茶
園
」
と
称
し
、
屋
敷
の
一
隅
に
画
室
を
設

け
多
く
の
文
人
・
画
人

を
招
き
、
俳
句
の
吟
作

も
努
力
を
重
ね
た
（
３

―
７
―
13
）。

　

一
方
、
郷
土
の
発
展

に
も
力
を
尽
く
し
、
一

八
七
七
（
明
治
十
）
年

に
地
租
改
正
の
小
口
村

役
員
と
な
り
、
一
八
九

二
年
に
は
四
十
二
歳
で

小
口
村
村
長
を
一
年
間

務
め
た
。
そ
の
後
、
一

九
〇
三
年
に
は
郡
会
議
員
、
一
九
〇
六
年
に
大
口
村
が
誕
生
す
る
と

旧
小
口
村
の
代
表
と
し
て
、
大
口
村
第
一
次
村
会
議
員
と
な
り
、
同

じ
旧
小
口
村
下
組
在
住
の
大
口
村
初
代
村
長
・
酒さ

か

井い

覚か
く

郎ろ
う

（
一
八
六

一
～
一
九
三
四
年
）
を
支
え
た
。

　

こ
う
し
て
酒
井
は
、
村
長
や
議
員
を
歴
任
し
な
が
ら
画
人
と
し
て

作
品
を
残
し
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
三
月
に
、
七
十
一
歳
で
生

涯
を
閉
じ
た
。

3-7-13　画室のあった庭の山茶花（町指定文化財）

3-7-9　酒井椿渓

一
八
五
一
年	

現
大
口
町
下
小
口
で
生
誕

一
八
八
四
年	

第
二
回
内
国
絵
画
共
進
会	

入
賞

一
八
九
二
年	

小
口
村
村
長
就
任
（
～
九
三
）

一
九
〇
三
年	

郡
会
議
員
就
任
（
～
〇
七
）

一
九
〇
六
年	

大
口
村
村
会
議
員
（
～
〇
九
）

一
九
一
〇
年	

中
古
美
術
展　

入
賞

一
九
二
一
年	

没

527



【
作
品
】

3-7-12　襖絵　狸・鯉・子犬（紙本）　140×63㎝（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-11　日吉丸（絹本）
127×49.7㎝（個人蔵）

3-7-10　白藤猿（絹本）
106×40㎝（個人蔵）

第七章　人物伝　 528

第三編　暮らしと文化



野
田 

正
昇
（
の
だ
　
ま
さ
の
り
・
一
八
七
六
～
一
九
四
七
年
）

　

野
田
正
昇
（
通
称
：
せ
い
し
ょ
う
）
は
、
一
八
七
六
（
明
治
九
）

年
十
二
月
二
十
一
日
、
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
（
現
大
口
町
大
屋
敷
）
の

野
田
庄
右
ェ
門
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

幼
少
よ
り
学
業
は
優
秀
で
、
早
稲
田
大
学
に
進
み
法
学
を
修
め
た
。

日
露
戦
争
で
は
陸
軍
歩
兵
少
尉
と
し
て
従
軍
し
た
。

　

一
九
〇
九
年
、
大
口
村
の
村
会
議
員
に
な
る
と
、
一
九
一
二
年
に

は
三
十
七
歳
で
大
口
村
長
に
就
任
し
た
。
そ
れ
以
後
三
十
余
年
村
長

の
要
職
に
就
い
た
。

　

村
長
に
就
任
し
た
一
九
一
二
年
四
月
に
は
降こ

う

雹ひ
ょ
う、

九
月
に
は
台
風

に
よ
り
、
村
内
の
農
家
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
人
々
の

生
活
と
農
業
を
再
建
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九

一
五
（
大
正
四
）
年
、
村
内
の
各
地
に
散
在
し
て
い
た
青
年
会
（
後

の
青
年
団
）
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、
村
民
生
活
の
秩
序
回
復
を
図
っ

た
。

　

一
九
一
八
年
に
は
、
村
の
有
力
者
達
の
手
に
よ
っ
て
銀
行
・
愛
知

無
尽
（
今
の
愛
知
銀
行
の
母
体
の
ひ
と
つ
）
を
設
立
し
た
。
一
九
一

九
年
、
村
内
に
電
線
を
敷
設
す
る
と
同
時
に
、
若
い
村
民
が
新
し
い

農
業
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
、
農
業
の
再
建
を
目
指
す
た
め
、
農

業
補
習
学
校
（
第
一
・
第
二
）
を
開
校
し
た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
に
は
株
式
の
暴
落
を
き
っ
か

け
に
戦
後
恐
慌
が
起
き
、
さ
ら
に
一
九
二
三
年
に
起
き
た
関
東
大
震

災
で
日
本
経
済
は
大
打
撃
を
う
け
る
中
、
同
年
、
愛
知
県
議
会
議
員

と
な
り
、
村
長
を
兼
任
し
つ
つ
、
自
ら
大
口
村
農
会
の
会
長
と
な
っ

て
農
業
の
更
な
る
発
展
に
努
め
た
。

　

愛
知
県
議
会
議
長
を
二
度
務
め
た
後
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中

の
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に
は
、
第
二
十
一
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
（
翼
賛
選
挙
）
で
当
選
し
、
愛
知
県
議
会
議
員
は
辞
し
た
。
戦

後
の
第
八
十
九
回
議
会
で
は
、
日
本
進
歩
党
に
属
し
て
い
た
が
、
中

央
政
界
で
の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
四
六
年
五
月
二
日
、
病
気
を
理
由
に
村
長
辞
職
願
を
提
出
し
、

翌
年
六
月
に
七
十
一
歳
で
死
去
し
た
。

　

三
四
年
間
の
大
口
村
長
、
そ
の
間
二
〇
年
間
の
愛
知
県
議
会
議
員

の
兼
務
、
そ
し
て
晩
年
の
衆
議
院
議
員
と
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に

わ
た
っ
て
の
大
口
村
を
率
い
た
政
治
家
で
あ
っ
た
。

一
八
七
六
年	

現
大
口
町
大
屋
敷
で
生
誕

一
九
〇
九
年	

村
会
議
員
初
当
選

一
九
一
二
年	

村
長
就
任
（
一
九
四
六
年
ま
で
）

一
九
二
三
年	

県
議
会
議
員
初
当
選

一
九
二
八
年	

県
議
会
議
長
（
～
三
一
）

一
九
三
五
年	

県
議
会
議
長
（
～
三
七
）

一
九
四
二
年	

衆
議
院
議
員
初
当
選

一
九
四
七
年	

没

3-7-14　野田正昇
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県
議
会
に
お
け
る
活
動

　

一
九
二
八
年
七
月
か
ら
一
九
三
一
年
九
月
ま
で
の
三
年
間
、
一
九

三
五
年
十
月
か
ら
一
九
三
七
年
十
月
ま
で
の
二
年
間
の
二
回
に
わ
た

り
、
議
長
を
務
め
た
。
最
初
の
議
長
在
任
中
に
は
、
二
〇
一
四
（
平

成
二
十
六
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
県
庁
の
庁
舎
建

設
計
画
議
案
の
可
決
に
尽
力
し
た
。
二
回
目
の
議
長
在
任
中
は
、
県

庁
舎
の
建
設
工
事
と
重
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
四
一
年
十
二
月
六
日
に
は
、
愛
知
県
議
会
の
重
鎮
と
し
て
、
議

案
可
決
後
、
緊
急
動
議
を
提
出
し
た
。
前
日
の
日
米
交
渉
決
裂
を
受

け
て
、
県
民
が
一
致
団
結
し
て
国
難
を
突
破
す
る
決
議
案
と
、
こ
の
決

議
を
も
っ
て
国
策
推
進
を
祈
念
す
る
旨
の
電
報
を
総
理
・
陸
海
軍
省
、

外
務
省
あ
て
に
発
す
る
よ
う
提
案
し
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

野
田
正
昇
の
銅
像

　

一
九
三
三
年
、
大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
大
口
南
小
学
校
）

の
校
庭
に
御
真
影
（
天
皇
と
皇
后
の
写
真
）
と
教
育
勅
語
を
納
め
て

い
た
奉
安
殿
が
建
て
ら
れ
た
際
、
有
志
に
よ
り
野
田
正
昇
の
銅
像
が

建
立
さ
れ
た
（
３
―
７
―
15
）。

　

そ
の
後
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
に
金
属
の
供
出
で
取
り
は
ず

さ
れ
た
が
、
一
九
五
二
年
十
月
に
大
口
村
公
民
館
に
再
建
さ
れ
、
一

九
七
八
年
に
新
築
し
た
現
大
口
町
中
央
公
民
館
に
移
さ
れ
た
（
３
―
７

―
16
・
17
）。

　

一
九
三
三
年
に
建
て
ら
れ
た
銅
像
は
、
当
時
、
村
長
と
三
期
目
の

県
会
議
員
を
兼
任
し
、
精
気
に
満
ち
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

九
五
二
年
に
再
建
さ
れ
た
銅
像
と
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
威
風
堂
々

と
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
再
建
さ
れ
た
銅
像
は
、
一
九
五
一
年

に
村
長
と
な
っ
た
社し

ゃ

本も
と

鋭え
つ

郎ろ
う

が
役
場
庁
舎
を
見
守
る
よ
う
な
位
置
に

す
る
た
め
、
以
前
よ
り
も
高
い
台
座
に
設
置
し
た
。

3-7-15　大口第一尋常高等小学校
（現大口南小学校）に建てられた銅像　1933年

右：全景　
左：銅像のアップ（ポストカード）
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野
田
正
昇
翁
銅
像
再
建
委
員
会
長

　

大
口
村
村
長　

社
本
鋭
郎

　
　

昭
和
廿
七
年
十
月
吉
祥
日
再
建
之

維
精
維
一
允
執
厥
中
則
人

心
必
服
治
績
必
擧
君
曽
為

縣
會
議
長
不
備
不
荷
操
縦

得
冝
政
敵
皆
稱
至
公
不
敢

違
節
制
六
為
村
長
拮
据
忌

身
誠
實
執
務
持
費
力
於
産

業
開
発
與
歳
育
普
及
全
国

町
村
長
會
表
彰
其
功
績
為

盖
非
偶
然
也
郷
黨
夙
讍
歌

其
徳
欲
聊
表
謝
意
且
示
後

昆
所
嚮
乃
相
議
建
銅
像
以

傳
不
朽
云
爾

　
　
　
　
　

鷲
津
順
光
選

　
　
　
　
　

岩
田
雲
岳
書

こ
れ
精
こ
れ
一
、
ま
こ
と
に
そ
の
中
を

執
れ
。
則
ち
人
心
、
必
ず
治
績
に
従

い
、
県
会
議
長
に
推
挙
さ
れ
る
。
不
備

不
荷
（
自
然
体
で
）
操
縦
（
人
心
を
掌

握
）
し
、
公
に
至
り
、
敢
え
て
違
わ

ず
、
政
敵
も
皆
た
た
え
る
。
節
制
し
、

村
長
を
忙
し
く
働
き
身
を
慎
み
誠
実
に

執
務
し
、
産
業
開
発
に
力
を
費
や
す
。

年
を
重
ね
普
及
し
育
む
。
そ
の
功
績
の

た
め
全
国
町
村
長
表
彰
受
賞
は
蓋
し

偶
然
に
あ
ら
ず
な
り
。
郷
の
仲
間
、
つ

と
に
喜
び
そ
の
徳
に
謝
意
を
表
し
、
か

つ
後
昆
（
子
孫
）
に
示
す
た
め
、
相
談

し
銅
像
を
建
て
以
て
不
朽
に
伝
え
る
。

3-7-17　1952年再建時の碑文

3-7-16
右：再建時の銅像（大口中学校敷地内 公民館西側）1952年
中：現在の銅像（大口町中央公民館駐車場）2022年
左：銅像アップ
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社
本 

鋭
郎
（
し
ゃ
も
と
　
え
つ
ろ
う
・
一
九
〇
一
～
八
二
年
）

　

社
本
鋭
郎
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
三
月
三
十
日
、
丹

羽
郡
太
田
村
（
現
大
口
町
堀
尾
跡
）
に
住
む
社
本
亀
一
郎
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
大
口
第
一
尋
常
高
等

小
学
校
（
現
大
口
南
小
学
校
）
を
卒
業
す
る
と
、
家
業
の
精
穀
業
に

従
事
し
た
。

　

一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
か
ら
大
口
村
議
会
議
員
と
な
り
、

一
九
四
九
年
に
公
民
館
建
設
委
員
長
に
就
任
す
る
と
、
建
設
中
、
日

に
何
度
も
建
設
現
場
に
足
を
運
ん
だ
。
ま
た
、
野
田
正
昇
の
銅
像
再

建
委
員
長
と
し
て
資
金
集
め
に
奔
走
し
た
。
そ
の
熱
意
あ
る
仕
事
ぶ

り
か
ら
、
周
囲
よ
り
次
期
村
長
に
請
わ
れ
、
一
九
五
一
年
か
ら
大
口

村
長
、
一
九
六
二
年
か
ら
町
長
を
務
め
た
（
第
二
編
第
一
章
第
二

節
）。
三
期
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
家
業
に
専
念
す
る
心
づ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
再
び
周
囲
か
ら
推
さ
れ
て
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
七
五

年
ま
で
県
議
会
議
員
と
し
て
町
と
県
の
発
展
の
た
め
に
公
務
を
全
う

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
口
町
土
地
改
良
区
理
事
長
、
木
津
用
水
土
地

改
良
区
副
理
事
長
及
び
理
事
長
を
歴
任
し
た
。

　

一
九
七
五
年
、
文
化
の
興
隆
又
は
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
功
績
が

あ
り
、
か
つ
、
町
民
の
尊
敬
を
受
け
る
者
の
名
誉
を
称
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
大
口
町
名
誉
町
民
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
一
九
七
七
年

に
、
名
誉
町
民
第
一
号
に
な
っ
た
の
が
、
社
本
鋭
郎
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
二
年
一
月
二
十
日
、
木
津
用
水
事
務
所
・
県
庁
に
行
き
、

公
務
を
済
ま
せ
た
後
、
夕
方
、
突
然
倒
れ
八
十
歳
で
生
涯
を
遂
げ
た
。

町
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会

　

公
務
以
外
に
も
、
堀ほ

り

尾お

金き
ん

助す
け

と
そ
の
母
に
よ
る
母
子
慈
愛
の
物
語

『
裁
断
橋
物
語
』
の
普
及
と
堀ほ

り

尾お

吉よ
し

晴は
る

の
顕
彰
に
情
熱
を
傾
け
、
堀
尾

史
蹟
顕
彰
会
の
設
立
と
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
は
、
一
九
六
五
年
、
斎さ

い

藤と
う

武た
け

夫お

（
元
名
古
屋
市

助
役
・
大
口
町
豊
田
地
区
出
身
）・
社
本
ら
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

し
、
同
年
、
豊
田
地
区
内
に
所
在
す
る
八は

っ

剱け
ん

社し
ゃ

境
内
に
「
金
助
と
そ

の
母
」
の
石
碑
・
銅
像
を
建
立
し
た
（
３
―
７
―
19
・
20
）。
翌
年
か

ら
、『
裁
断
橋
物
語
』
に
お
け
る
金
助
と
そ
の
母
の
最
期
の
別
れ
と

な
っ
た
裁
断
橋
（
現
名
古
屋
市
熱
田
区
伝
馬
地
内
）
が
校
区
内
に
あ

一
九
〇
一
年	

現
大
口
町
堀
尾
跡
で
生
誕

一
九
四
七
年	

村
会
議
員
初
当
選

一
九
五
一
年	

村
長
就
任

一
九
六
二
年	

町
制
施
行
に
よ
り
町
長
就
任

一
九
六
三
年	

愛
知
県
議
会
議
員
当
選
（
～
七
五
）

一
九
七
七
年	

大
口
町
名
誉
町
民

一
九
八
二
年	

没

3-7-18　社本鋭郎
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た
る
名
古
屋
市
立
白
鳥
小
学
校
と
大
口
南
小
学
校
と
の
交
歓
会
や
、

金
助
桜
ま
つ
り
の
実
施
、
機
関
紙
「
ほ
り
お
だ
よ
り
」
の
発
刊
な
ど

の
活
動
を
精
力
的
に
お
こ
な
い
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
一
年
、
当
時
の
人
気
小
説
家
で
あ
っ
た
水み

ず

上か
み

勉つ
と
むに

、『
天
正

戦
暦　

姥
の
架
け
橋
―
金
助
と
そ
の
母
―
』
と
題
す
る
舞
台
台
本
の

執
筆
を
依
頼
し
、
劇
団
前
進
座
に
よ
り
、
名
古
屋
御
園
座
を
は
じ
め
、

全
国
で
公
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
金
助
の
父
で
松
江
開
府
の
祖
で
あ
る
堀
尾
吉
晴
の
顕
彰
活

動
も
積
み
重
ね
た
。
毎
年
、
島
根
県
松
江
市
内
の
松
江
城
二
の
丸
に

所
在
す
る
松
江
神
社
の
例
大
祭
と
、
堀
尾
氏
の
菩ぼ

提だ
い

寺じ

、
円え

ん

成じ
ょ
う

寺
で

催
さ
れ
る
堀
尾
祭
に
顕
彰
会
か
ら
会
員
が
参
加
し
交
流
を
深
め
て
き

た
。
こ
の
活
動
が
土
台
と
な
り
、
吉
晴
が
松
江
城
と
城
下
町
の
建
設

を
お
こ
な
っ
た
一
六
〇
七
（
慶
長
十
二
）
年
か
ら
一
六
一
一
年
に
あ

わ
せ
、
松
江
市
で
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま

で
の
五
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
松
江
開
府
四
〇
〇
年
祭
を
機
に
、

大
口
町
と
松
江
市
の
民
間
交
流
が
さ
ら
に
活
発
と
な
り
、
二
〇
一
五

年
に
大
口
町
と
松
江
市
は
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
。

3-7-20　堀尾氏邸宅跡に建てられた金助とその母の像
（八剱社 : 大口町堀尾跡）

3-7-19　堀尾氏邸宅跡に建てられた石碑
（八剱社 : 大口町堀尾跡）
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大
竹 

喜
久
雄
（
お
お
た
け 

き
く
お
・
一
九
二
八
～
二
〇
一
七
年
）

　

大
竹
喜
久
雄
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
九
月
十
五
日
、
大
口

村
大
字
河
北
（
現
大
口
町
河
北
）
で
生
ま
れ
、
一
九
四
五
年
に
大
口

村
役
場
に
入
庁
し
た
。
社
本
村
長
時
代
に
二
十
代
で
収
入
役
に
就
任

し
て
以
降
、
要
職
を
四
十
有
余
年
務
め
た
。

　

町
長
に
就
任
し
た
一
九
七
五
年
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

二
年
後
で
イ
ン
フ
レ
が
続
き
、
高
度
経
済
成
長
が
終
焉
を
迎
え
た
時

期
で
あ
っ
た
。
町
の
財
政
が
厳
し
く
財
源
の
確
保
が
難
し
い
時
で
は

あ
っ
た
が
、
長
年
の
行
政
経
験
と
時
代
の
先
を
読
む
力
で
住
民
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
施
策
を
進
め
、
町
の
生
活
基
盤
の
整
備
に
尽
力
し

た
。
ご
み
焼
却
施
設
の
更
新
、
大
口
西
小
学
校
の
開
校
や
総
合
福
祉

会
館
（
現
中
央
公
民
館
・
図
書
館
）・
温
水
プ
ー
ル
の
完
成
な
ど
、
住

民
の
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
楽
し
む
時
代
の
到
来
に
あ
わ
せ
た
公
共

施
設
を
充
実
さ
せ
た
。

　

大
竹
町
長
の
特
色
あ
る
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保
育
園
と
小
中

学
校
に
冷
暖
房
を
完
備
し
た
事
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。
の
ち
に
地
球
温

暖
化
に
よ
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
学
校
で
は
冷
房
設
置
が
必
須
と

な
っ
た
た
め
、
ほ
か
の
自
治
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
っ
た
。

　

一
九
八
三
年
四
月
か
ら
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
四
月
ま
で
の

四
期
一
六
年
間
、
愛
知
県
議
会
議
員
と
し
て
も
尽
力
し
た
。
ま
た
、
県

議
会
議
員
の
傍
ら
、
一
九
八
三
年
に
大
口
町
土
地
改
良
区
の
副
理
事

長
、
一
九
八
七
年
に
は
理
事
長
に
就
任
し
、
土
地
改
良
事
業
を
推
し

進
め
、
組
合
員
及
び
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
一
九
九
九
年
十
二
月

に
全
面
完
了
し
た
。
二
〇
〇
二
年
、
大
口
町
二
人
目
の
名
誉
町
民
が

授
与
さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
一
月
二
十
日
、
九
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

一
九
二
八
年	

現
大
口
町
河
北
で
生
誕

一
九
四
五
年	

大
口
村
役
場
に
入
庁

一
九
五
六
年	

収
入
役
就
任

一
九
七
一
年	

助
役
就
任

一
九
七
五
年	

町
長
就
任
（
～
八
三
）

一
九
八
三
年	

愛
知
県
議
会
議
員
（
～
九
九
）

二
〇
〇
二
年	

名
誉
町
民

二
〇
一
七
年	

没

名
誉
町
民
の
受
賞
の
際
に

　
名
誉
町
民
受
賞
の
際
、
大
竹
喜
久
雄
は
「
私
が
町
長
に
就
任
し
た
年
、

社
本
元
町
長
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
に
大
口
町
名
誉
町
民
条
例
を
制
定

（
一
九
七
五
年
九
月
）
し
ま
し
た
。
自
分
が
そ
の
栄
に
浴
す
る
の
は
い
か
が

な
も
の
か
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
ご
期
待
に
沿
え
る
こ
と
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
多
く
の
先
輩
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
の
発
展
を
祈
り
、
謙
虚

な
思
い
で
余
生
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
。
今
の
思
い
は
感
無
量
で
す
」
と

心
境
を
語
っ
た
。（『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史 

近
・
現
代
編
』二
〇
〇
六
年
）

3-7-21　大竹喜久雄
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渡
邊 

米
次
郎

　
　（
わ
た
な
べ
　
よ
ね
じ
ろ
う
・
一
八
七
〇
～
一
九
五
〇
年
）

　
　
　
・
脩
（
お
さ
む
・
一
九
〇
四
～
九
八
年
）　
銀
行
家
親
子

　

米
次
郎
は
、
愛
知
無
尽
株
式
会
社
の
創
業
者
の
一
人
で
、
後
に
同

社
の
社
長
・
頭
取
を
務
め
た
脩
の
父
で
あ
る
。

　

米
次
郎
は
、
大
口
村
大
字
小
口
字
城
屋
敷
地
内
（
現
大
口
町
城
屋

敷
地
内
）
に
住
み
、
織
物
業
を
営
ん
で
い
た
。
当
時
の
尾
張
北
部
で

は
、
織
物
工
場
と
そ
の
製
品
を
取
り
扱
う
商
家
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
米
次
郎
は
経
営
者
の
資
金
需
要
を
支
え
る
た
め
、
金
融
機
関
と

し
て
の
無
尽
会
社
の
必
要
性
を
説
き
、
同
志
を
募
っ
た
。
そ
し
て
米

次
郎
と
同
じ
く
小
口
地
内
に
住
む
七
人
と
、
名
古
屋
市
内
に
住
む
兄

の
渡
邊
常
太
郎
も
あ
わ
せ
九
人
で
設
立
準
備
を
進
め
、
一
九
一
九
（
大

正
八
）
年
四
月
、
愛
知
無
尽
株
式
会
社
が
事
業
を
開
始
し
た
。
当
初

は
、
取
締
役
五
人
で
代
表
取
締
役
を
置
か
ず
、
業
務
は
丹
羽
金
重
が

取
り
仕
切
り
、
米
次
郎
は
そ
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。

　

開
業
時
は
、
大
口
村
大
字
小
口
字
田
中
地
内
（
現
大
口
町
上
小
口

三
丁
目
地
内
）
に
事
務
所
を
置
い
た
が
、
三
年
後
の
一
九
二
二
年
に

は
手
狭
と
な
り
、
大
口
村
大
字
小
口
字
城
屋
敷
地
内
（
現
大
口
町
城

屋
敷
一
丁
目
地
内
）
に
あ
っ
た
米
次
郎
所
有
の
土
地
に
仮
営
業
所
を

作
り
、
好
調
な
経
営
を
背
景
に
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
八
月
、
総

二
階
建
て
の
本
店
を
建
て
た

（
３
―
７
―
24
）。
一
九
二
三
年

に
丹
羽
金
重
が
退
任
し
た

後
、
業
務
の
中
心
と
な
っ
て

い
た
米
次
郎
は
、
本
店
の
新

築
を
機
に
一
九
二
七
年
九

月
、
周
囲
に
推
さ
れ
代
表
取

締
役
に
就
任
し
た
。
こ
の
と

き
、
株
式
会
社
愛
知
無
尽
と

改
称
し
た
。

一
八
七
〇
年	

現
大
口
町
城
屋
敷
で
生
誕

一
九
一
六
年	

無
尽
設
立
に
向
け
て
定
款
策
定

一
九
一
八
年	

大
正
無
尽
㈱
取
締
役
就
任

一
九
二
七
年	

㈱
愛
知
無
尽
代
表
取
締
役

一
九
四
二
年	

愛
知
無
尽
㈱
専
務
取
締
役

一
九
四
八
年	

中
央
無
尽
退
職

一
九
五
〇
年	

没

一
九
〇
四
年	
現
大
口
町
城
屋
敷
で
生
誕

一
九
二
九
年	
京
都
帝
国
大
学
卒
業

　
　
　
　
　

	

㈱
愛
知
無
尽
入
社

一
九
六
三
年	

中
央
相
互
銀
行
社
長
就
任

一
九
八
三
年	

同
銀
行
会
長
就
任

一
九
八
九
年	

愛
知
銀
行
初
代
社
長
就
任

一
九
八
九
年	

愛
知
銀
行
会
長
就
任

一
九
九
八
年	

没

3-7-22　渡邊 米次郎3-7-23　渡邊 脩

3-7-24  1927年に完成した愛知無尽 本店（大口村）
（『愛知銀行のあゆみ』）
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し
か
し
、
戦
時
下
の
金
融
統
制
の
中
、
県
内
の
無
尽
会
社
の
合
併

が
進
め
ら
れ
、
一
九
四
二
年
に
は
、
経
営
上
の
目
標
と
し
て
い
た
名

古
屋
無
尽
と
合
併
し
、
株
式
会
社
愛
知
無
尽
は
愛
知
無
尽
株
式
会
社

と
再
び
社
名
変
更
し
た
。
そ
の
際
、
米
次
郎
は
副
社
長
に
就
任
し
、

大
口
本
店
は
大
口
支
店
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
に
愛
知

無
尽
株
式
会
社
は
、
三
河
を
中
心
に
営
業
し
て
い
た
東
海
無
尽
株
式

会
社
と
、
名
古
屋
及
び
三
河
の
一
部
で
営
業
し
て
い
た
勧
業
無
尽
株

式
会
社
と
合
併
し
、
愛
知
合
同
無
尽
株
式
会
社
と
な
り
、
米
次
郎
は

取
締
役
と
な
っ
た
。
戦
後
の
一
九
四
八
年
二
月
、
中
央
無
尽
株
式
会

社
に
商
号
変
更
を
経
て
、
同
年
五
月
に
米
次
郎
は
退
任
し
た
。
家
業

の
織
物
業
を
長
男
に
ゆ
ず
り
、
自
ら
は
三
〇
年
に
わ
た
り
銀
行
家
と

し
て
絶
え
ず
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
。

小
口
城じ
ょ
う

址し

顕
彰
碑
の
建
立

　

米
次
郎
が
無
尽
会
社
設
立
と
と
も
に
、
そ
の
必
要
性
を
熱
心
に
説

い
て
い
た
の
が
、
小
口
城
址
の
顕
彰
で
あ
っ
た
。
米
次
郎
が
所
有
す

る
土
地
の
一
部
が
小
口
城
址
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
碑

を
建
て
て
顕
彰
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
一
方
、
愛
知
県
で
は
、

大
正
天
皇
の
即
位
記
念
事
業
と
し
て
名
所
旧
跡
標
柱
建
設
事
業
を
計

画
し
た
。
こ
の
事
業
で
、
建
設
候
補
地
約
三
百
か
所
を
選
定
し
一
九

一
六
年
三
月
十
五
日
に
発
表
し
た
。
村
内
で
は
、
堀
尾
氏
邸
宅
跡
と

小
口
城
址
が
選
ば
れ
た
。
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
、
市
町
村
長
・

団
体
・
個
人
で
同
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
標
柱
建
設
の
願
書
を
出

し
、
翌
年
十
二
月
末
ま
で
に
完
了
し
た
工
事
に
対
し
、
金
一
〇
円
の

県
費
補
助
金
を
助
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

米
次
郎
は
、
同
年
三
月
二
十
三
日
に
県
へ
碑
標
建
設
許
可
申
請
を

提
出
し
、
同
年
三
月
三
十
一
日
に
許
可
が
降
り
着
工
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
く
小
口
地
内
に
住
み
、
の
ち
に
無
尽
の
設
置
と
運
営
を
共
に
し

た
丹
羽
金
重
が
、
県
の
提
示
し
た
碑
文
案
で
は
簡
潔
す
ぎ
て
当
時
の

様
子
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
だ
と
米
次
郎
に
伝
え
た

と
こ
ろ
、
米
次
郎
も
共
感
し
た
。

　

そ
こ
で
、
金
重
の
知
人
で
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
長
で
あ
っ
た
堀

田
璋

し
ょ
う

左ぞ

右う

（
一
八
七
一
～
一
九
五
八
年
）
ら
に
よ
っ
て
小
口
城
址
の

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
年
九
月
十
五
日
に
碑
文
の
増
補
修
正
許
可

申
請
を
改
め
て
提
出
し
、
許
可
を
得
た
た
め
、
工
事
を
進
め
た
。
石

碑
は
同
年
十
月
二
十
五
日
建
立
、
十
一
月
三
日
に
建
碑
式
を
お
こ

な
っ
た
（
３
―
７
―
25
）。
碑
文
の
揮き

毫ご
う

は
、
河
北
在
住
の
仙
田
半
畊

に
よ
る
。
な
お
、
仙
田
半
畊
に
師
事
し
た
高
木
天
仙
が
、
小
口
城
址

の
碑
文
を
手
本
に
し
た
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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銀
行
家
と
し
て
約
七
〇
年
を
歩
ん
だ
脩

　

渡
邊
脩
は
米
次
郎
の
二
男
で
、
幼
く
し
て
伯
父
に
あ
た
る
渡
邊
常

太
郎
の
養
子
と
な
り
、
京
都
帝
国
大
学
で
経
済
学
を
専
攻
し
、
一
九

二
九
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
こ
の
年
は
、
未
曽
有
の
就
職
難
で
、
業

績
が
比
較
的
好
調
で
あ
っ
た
繊
維
業
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
求
人
が

な
か
っ
た
。
脩
は
、
実
父
で
あ
る
米
次
郎
を
頼
り
株
式
会
社
愛
知
無

尽
に
就
職
し
た
。

　

最
初
の
一
年
は
大
口
の
本
店
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
名
古
屋
支
店
で

無
尽
業
務
に
不
慣
れ
な
職
員
が
い
た
た
め
、
名
古
屋
支
店
に
異
動
し

た
。
当
時
の
株
式
会
社
愛
知
無
尽
で
、
取
引
金
額
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
名
古
屋
支
店
で
全
体
の
三
三
・
八
％
、
地
元
の
丹
羽
郡
が
二
二
・

六
％
で
あ
り
、
両
地
域
で
取
引
金
額
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。

脩
は
、
得
意
の
経
済
学
の
知
識
を
活
か
し
て
ド
ル
買
い
・
金
の
解
禁

と
再
禁
止
の
意
味
・
金
利
の
動
向
と
い
っ
た
顧
客
の
質
問
に
対
し
、

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
脩
の
対
応
か
ら
顧
客
の
信
頼
が

厚
く
、
無
尽
内
で
も
経
済
の
先
行
き
を
見
通
す
力
量
も
あ
っ
た
。

　

一
九
四
二
年
の
名
古
屋
無
尽
と
の
合
併
後
に
は
専
務
に
、
一
九
四

四
年
の
合
併
で
愛
知
合
同
無
尽
株
式
会
社
が
誕
生
し
た
際
に
も
、
専

務
に
就
任
し
た
。
戦
前
か
ら
役
員
と
し
て
、
無
尽
・
銀
行
を
支
え
続

け
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
六
三
年
に
中
央
相
互
銀
行
の
社
長
に
就
任
し
て
以

降
、
二
五
年
以
上
に
わ
た
り
社
長
・
会
長
と
し
て
銀
行
経
営
に
携
わ
っ

た
。
特
に
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
前
後
の
普
通
銀
行
へ
の
転
換

に
あ
た
っ
て
は
、
陣
頭
指
揮
に
立
ち
、
新
生
愛
知
銀
行
の
初
代
頭
取

を
務
め
る
傍
ら
、
地
元
経
済
界
・
金
融
界
の
活
動
に
も
熱
心
で
数
々

の
要
職
を
務
め
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
大
口
町
は
小
口
城
址
を
顕
彰
す
る
た
め
、

小
口
城
址
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
際
に
は
、

脩
を
は
じ
め
渡
邊
一
族
が
所
有
す
る
小
口
城
址
の
土
地
に
つ
い
て
、

父
米
次
郎
の
意
志
を
継
ぎ
、
公
園
整
備
に
理
解
と
協
力
を
示
し
た
。

3-7-25　小口城址石碑（2022年撮影）
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舟
橋 

金
造
（
ふ
な
は
し
　
き
ん
ぞ
う
・
一
八
九
六
～
一
九
七
六
年
）

　
　
・
高
次
（
た
か
じ
・
一
九
〇
二
～
八
六
年
）
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
～
「
万
能
ス
タ
ン
プ
台
」
を
発
明
し
た
兄
弟
～

　

シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
の
創
業
家
で
あ
る
舟
橋
家
は
、
現
在
の
大

口
町
秋
田
二
丁
目
で
、
二
町
歩
の
田
畑
と
雑
木
林
を
持
つ
中
程
度
の

自
作
農
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
シ
ヤ
チ
ハ
タ
創
業
者
と
な
る
金
造
と
高

次
は
、
舟
橋
家
の
四
男
・
五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
金
造
は
、
小
学

校
を
卒
業
す
る
と
名
古
屋
市
内
の
洋
服
屋
に
見
習
い
と
し
て
勤
め
、
そ

の
後
、
製
剤
会
社
で
配
置
売
薬
の
仕
事
に
就
い
た
。
高
次
も
小
学
校

卒
業
後
、
金
造
に
誘
わ
れ
同
じ
仕
事
に
就
い
た
。
金
造
は
高
次
に
薬

の
効
能
と
包
み
方
を
教
え
、
二
人
で
荷
物
を
背
負
い
、
村
々
を
戸
別

訪
問
し
て
歩
く
日
々
が
続
い
た
。
し
か
し
、
高
次
は
重
度
の
神
経
痛

を
病
み
、
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
、
三
兄
の
鈴
一
が
独
立
し
て

織
物
工
場
を
始
め
た
た
め
、
そ
の
工
場
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
工

場
で
働
き
な
が
ら
夜
学
に
通
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
な
が
ら
、
夜

間
の
商
業
学
校
に
三
年
間
通
い
、
早
稲
田
大
学
の
夜
学
に
通
学
し
た
。

　

金
造
は
、
配
置
売
薬
の
仕
事
を
辞
め
、
名
古
屋
を
中
心
に
様
々
な

製
品
の
販
売
を
手
掛
け
て
い
た
。
そ
の
際
、
高
次
に
ポ
ケ
ッ
ト
イ
ン

キ
瓶
と
蚤の

み

取
り
器
の
販
売
を
持
ち
か
け
た
。
売
薬
で
培
っ
た
金
造
の

営
業
経
験
は
活
か
さ
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
イ
ン
キ
瓶
が
大
阪
の
有
名
百
貨

店
で
販
売
さ
れ
た
が
、
ポ
ケ
ッ
ト
イ
ン
キ
に
は
栓
が
な
い
た
め
イ
ン

キ
が
蒸
発
し
て
困
る
な
ど
の
苦
情
が
相
次
ぎ
、
結
果
と
し
て
失
敗
を

招
い
た
。
こ
の
失
敗
が
、
の
ち
に
品
質
に
こ
だ
わ
る
姿
勢
を
貫
き
、

「
万
年
ス
タ
ン
プ
台
」
を
開
発
す
る
教
訓
と
な
っ
た
。

　

二
人
は
名
古
屋
に
戻
り
、
の
ち
の
舟
橋
商
会
に
つ
な
が
る
イ
ン
キ

の
配
合
を
生
業
と
し
た
。
万
年
ス
タ
ン
プ
台
開
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
売
薬
行
商
時
代
に
顧
客
か
ら
も
ら
う
納
品
時
の
受
領
印
で

あ
っ
た
。
当
時
の
ス
タ
ン
プ
台
は
、
す
ぐ
に
表
面
の
イ
ン
キ
が
蒸
発

し
て
し
ま
う
た
め
、
使
う
た
び
に
イ
ン
キ
を
瓶
か
ら
補
充
す
る
必
要

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
目
を
付
け
た
兄
弟
は
、
い
つ
で
も
使
え
る
ス

一
八
九
六
年	

誕
生

一
九
二
五
年	

舟
橋
商
会
設
立

一
九
四
一
年	

シ
ヤ
チ
ハ
タ
工
業
㈱
設
立

　
　
　
　
　
　

社
長
就
任

一
九
六
四
年	

同
社	

会
長
就
任

一
九
七
六
年
四
月　

没

一
九
〇
二
年
一
月
八
日　

誕
生

一
九
二
五
年	

舟
橋
商
会
設
立

一
九
四
一
年	

シ
ヤ
チ
ハ
タ
工
業
㈱
設
立	

常
務

一
九
六
四
年	

同
社	

社
長
就
任

一
九
七
七
年	

同
社	

会
長
就
任

一
九
八
六
年
六
月　

没

3-7-26　舟橋金造3-7-27　舟橋高次
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タ
ン
プ
台
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
開
発
は
原
材
料
に
こ
だ
わ
り
、

染
料
科
学
を
徹
底
的
に
研
究
し
た
。

　

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
一
月
、
名
古
屋
市
中
区
に
舟
橋
商
会

を
創
立
し
、
イ
ン
キ
の
補
充
が
い
ら
な
い
万
年
ス
タ
ン
プ
台
の
製
造

販
売
を
開
始
し
た
（
３
―
７
―
28
）。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
、

万
年
ス
タ
ン
プ
台
の
改
良
品
で
特
許
を
取
得
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
、

名
古
屋
城
の
金
の
鯱
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
シ
ヤ
チ
ハ
タ
印
」
の
商
標

登
録
も
さ
れ
た
。
売
上
げ
は
伸
張
し
た
も
の
の
暮
ら
し
は
依
然
厳
し

く
、
原
材
料
の
仕
入
れ
は
苦
労
が
続
い
た
。

　

一
九
四
一
年
九
月
、
舟
橋
商
会
を
改
組
し
て
シ
ヤ
チ
ハ
タ
工
業
株

式
会
社
を
設
立
し
、
上
海
に
出
張
所
を
出
す
な
ど
会
社
経
営
は
順
調

で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
関
東
軍
の
指

示
で
満
州
国
に
生
産
工
場
を
建
て
た
が
、
敗
戦
時
に
す
べ
て
水
泡
に

帰
し
た
。
ま
た
、

名
古
屋
市
内
の
工

場
・
本
社
も
爆
撃

に
遭
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
一
九

四
五
年
九
月
に

は
、
名
古
屋
市
内

に
工
場
を
建
て
ス
タ
ン
プ
台
の
製
造
を
再
開
し
た
。
朝
鮮
戦
争
特
需

を
経
て
一
九
五
四
年
に
工
場
を
拡
張
し
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
二
台
を

有
す
る
最
新
設
備
の
工
場
に
よ
り
、
生
産
力
が
大
幅
に
増
強
さ
れ
た
。

品
質
の
向
上
と
製
品
の
多
角
化
に
こ
だ
わ
り
、
特
に
朱
肉
・
ス
タ
ン

プ
台
の
改
良
、
不
滅
イ
ン
キ
・
筆
記
具
の
開
発
に
力
を
入
れ
た
。
一

九
六
四
年
五
月
、
高
次
は
社
長
に
就
任
し
、
社
長
の
金
造
は
会
長
と

な
っ
た
。
高
次
は
、
視
野
を
広
く
持
ち
、
国
際
社
会
に
向
け
て
優
れ

た
製
品
を
生
産
し
、
国
家
社
会
に
貢
献
す
る
社
是
を
示
し
た
。
金
造

は
経
営
の
一
切
を
高
次
に
ま
か
せ
、
以
後
、
中
部
商
工
連
盟
会
長
、

名
古
屋
輸
出
振
興
会
副
会
長
な
ど
様
々
な
役
職
を
歴
任
し
、
中
部
の

経
済
発
展
に
貢
献
し
た
。
一
九
七
六
年
四
月
、
金
造
が
亡
く
な
る
と
、

翌
年
に
高
次
が
会
長
に
就
任
し
、
長
男
の
紳
吉
郎
が
四
十
歳
で
社
長

と
な
っ
た
。
高
次
は
、
若
い
社
長
を
中
心
と
し
た
経
営
陣
の
支
え
と

な
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
六
年
六
月
に
亡
く
な
っ
た
。

　

舟
橋
兄
弟
と
町
の
か
か
わ
り
と
し
て
、
一
九
六
二
年
九
月
六
日
、

舟
橋
金
造
は
大
口
中
学
校
へ
招
か
れ
て
全
校
生
徒
に
対
し
講
演
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
口
南
小
学
校
が
、
創
業
家
の
出
身
小
学

校
と
い
う
縁
で
、
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
、
五
年
生
・

六
年
生
の
遠
足
（
社
会
見
学
）
先
と
し
て
シ
ヤ
チ
ハ
タ
工
場
の
見
学

を
受
け
入
れ
た
。

3-7-28　舟橋商会 
名古屋市中区岩井通り営業所

（1936年）（『シヤチハタ八〇年誌』）
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赤
堀 

禅
稲
（
あ
か
ほ
り 

ぜ
ん
と
う
・
一
八
九
一
～
一
九
六
四
年
）

　

赤
堀
禅
稲
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
丹
羽
郡
野
寄
村

（
現
岩
倉
市
野
寄
町
）
で
生
ま
れ
、
九
歳
の
時
に
桂け

い

林り
ん

寺じ

一
四
世
森
川

師
に
得と

く

度ど

し
、
曹
洞
宗
大
本
山
永え

い

平へ
い

寺じ

で
修
行
し
た
。
洋
画
を
野
崎

華か

年ね
ん

（
一
八
六
二
～
一
九
三
六
年
）、
日
本
画
を
土
佐
派
の
森
村
宜よ

し

稲ね

（
一
八
七
一
～
一
九
三
八
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ
学
ん
だ
。
の
ち
に
東
京
美

術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
の
聴
講
生
と
な
る
。

　

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
、
山
梨
県
東
八
代
郡
富
士
見
村
（
現
山

梨
県
笛
吹
市
）
の
少

し
ょ
う

林り
ん

寺じ

住
職
に
招
か
れ
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
十

二
）
年
、
山
梨
県
甲
府
市
で
開
か
れ
る
市
制
五
十
周
年
記
念
全
日
本

産
業
観
光
大
博
覧
会
の
た
め
、
同
市
か
ら
依
頼
を
受
け
、
三
方
ヶ
原

合
戦
図
の
制
作
に
入
っ
た
。
縦
二
ｍ
二
六
㎝
・
横
二
七
ｍ
の
大
作
で

あ
っ
た
が
、
戦
争
の
激
化
で
博
覧
会
が
中
止
と
な
り
、
作
品
の
制
作

も
途
中
で
打
ち
切
ら
れ
た
。
な
お
甲
府
市
の
市
制
百
周
年
記
念
事
業

で
、
こ
の
絵
は
展
示
さ
れ
た
。

　

一
九
四
二
年
に
桂
林
寺
住
職
と
な
り
、
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
豊
田

に
移
り
住
ん
だ
。

　

赤
堀
は
、
禅
宗
の
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
仏
画
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

歴
史
・
美
人
画
・
花
鳥
風
月
な
ど
流
派
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
様
な
題

材
を
描
き
続
け
、
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
・
大
本
山
總そ

う

持じ

寺じ

に
も
作

品
を
献
納
し
た
。
一
九
五
一
年
、
永
平
寺
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
永

平
寺
高
祖
大
師
（
道
元
禅
師
）
七
百
年
忌
に
あ
わ
せ
、「
聖
徳
太
子
尊

像
」
を
献
納
し
（
３
―
７
―
30
）、
そ
の
二
年
後
に
總
持
寺
か
ら
の
依

頼
を
受
け
「
後
醍
醐
天
皇
御
肖
像
」
を
献
納
し
て
い
る
（
３
―
７
―

31
）。

　

一
九
五
九
年
二
月
に
永
平
寺
よ
り
、
参
拝
者
の
増
加
に
と
も
な
い

永
平
寺
の
全
景
図
を
描
い
て
ほ
し

い
と
依
頼
さ
れ
た
。
同
年
四
月
か

ら
制
作
を
は
じ
め
（
３
―
７
―
32
）、

一
九
六
二
年
七
月
に
「
永
平
寺
全

図
」（
３
―
７
―
33
）
が
完
成
し
、
翌

年
十
一
月
に
額
装
し
た
。
作
品
に

使
わ
れ
た
約
五
ｍ
四
方
の
和
紙

は
、
横よ

こ

山や
ま

大た
い

観か
ん

（
一
八
六
八
～
一

九
五
八
年
）
が
一
九
二
六
年
に
越

3-7-32　永平寺全図を描く禅稲

一
八
九
一
年	

丹
羽
郡
野
寄
村
で
生
誕

一
八
九
九
年	

九
歳
で
桂
林
寺
入
山

一
九
二
〇
年	

山
梨
県
の
少
林
寺
住
職

一
九
四
二
年	

桂
林
寺
住
職

一
九
六
四
年	

没

3-7-29　赤堀禅稲
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前
和
紙
の
紙
す
き
名
人
・
初
代
岩い

わ

野の

平へ
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
一
八
七
八
～
一
九
六

〇
年
）
に
依
頼
し
た
三
二
枚
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
。
赤
堀
は
、「
永

平
寺
全
図
」
の
額
装
を
見
届
け
た
翌
一
九
六
四
年
一
月
、
七
十
三
歳

で
永
眠
し
た
。

【
作
品
】

3-7-33　永平寺全図 510×510㎝（永平寺所蔵）1963年

3-7-31　後醍醐天皇御肖像
213×165㎝（總持寺所蔵）1953年

3-7-30　聖徳太子尊像 206×171㎝
（永平寺所蔵）1951年
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前
田 

（
ま
え
だ 

え
き
・
一
九
二
一
～
二
〇
一
三
年
）

本
名 

男
（
え
き
お
）

　

前
田
曎
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
三
月
生
ま
れ
、
大
口
村
大

字
大
屋
敷
（
現
大
口
町
大
御
堂
）
で
育
ち
、
西
枇
杷
島
町
（
現
清
須

市
）
に
住
ん
で
い
た
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
大
口
村
に
疎
開
し
、

絵
を
教
え
な
が
ら
作
品
を
描
い
て
い
た
。
日
本
画
家
小こ

松ま
つ

均ひ
と
し（

一
九

〇
二
～
八
九
年
）
に
師
事
し
、
若
く
し
て
日
本
美
術
院
に
出
品
し
た
。

　

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
、
第
三
十
三
回
日
本
美
術
院
展
で

初
入
選
を
果
た
し
、
同
年
十
一
月
三
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法

律
制
定
後
、
初
の
文
化
の
日
に
あ
わ
せ
、
大
口
中
学
校
で
「
本
校
舎

竣
工
祝
賀
展
覧
会
、
大
口
村
出
身
前
田
画
伯
出
品
展
覧
会
」
を
開
催

し
た
こ
と
が
同
中
学
校
の
学
校
日
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
一
年
に
は
日
本
美
術
院
賞
、
そ
の
後
も
白
寿
賞
・
奨
励
賞

な
ど
を
受
賞
し
た
。
前
田
と
同
じ
く
小
松
均
に
師
事
し
、
県
内
で
活

躍
す
る
日
本
画
家
本ほ

ん

多だ

茂し
げ
る（

一
九
一
三
～
二
〇
〇
五
年
）
と
一
九
六

九
年
に
パ
リ
へ
デ
ッ
サ
ン
の
旅
に
出
る
な
ど
、
意
欲
旺
盛
な
活
動
を

お
こ
な
っ
た
。

　

晩
年
は
絵
画
制
作
と
後
進
の
指
導
に
力
を
入
れ
、
長
く
中
部
院
展

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
歩
ん
だ
。
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
、
九

十
二
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

前
田 

曎
　
～
そ
の
人
柄
～

　
二
〇
〇
五
年
に
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
前
田

の
個
展
を
開
催

し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
八
年
に
大
口
村
内
で
展

覧
会
を
開
催
後
、
展
示
作
品
を
購
入
し
た
住
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
を
受

け
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
個
展
の
開
催
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
前
田
は
当
初
、
固
辞
し
て
い
た
。

し
か
し
、
村
内
で
開
催
し
た
展
覧
会
を
懐
か
し
む
住
民
が
い
る
こ
と
に
感

謝
の
念
を
抱
き
、
個
展
の
開
催
を
承
諾
し
、
新
た
に
作
品
を
出
品
し
た
。

当
時
は
八
十
三
歳
で
、
名
古
屋
市
内
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
絵
画
教
室
の
講

師
を
し
て
い
た
が
、
受
講
生
に
対
し
て
何
も
話
さ
ず
、
人
づ
て
に
個
展
の

話
を
聞
い
た
受
講
生
が
資
料
館
を
訪
れ
た
際
に
「
先
生
が
何
も
言
っ
て
く

れ
な
い
か
ら
、
見
そ
び
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。
前
田
の

寡
黙
で
目
立
つ
こ
と
を
嫌
う
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。
ま
た
、
資
料
館
に
は

「
西
濃
を
中
心
に
自
分
の
贋
作
が
出
回
っ
た
時
期
が
あ
る
の
で
注
意
す
る

よ
う
に
」
と
助
言
を
す
る
な
ど
、
細
や
か
な
気
づ
か
い
を
す
る
一
面
も

あ
っ
た
。

一
九
二
一
年	

大
口
村
で
生
誕

一
九
四
八
年	

日
本
美
術
院
展	

初
入
選

一
九
五
一
年	

日
本
美
術
院
賞

一
九
六
一
年	

日
本
美
術
院	

特
待

　
　
　
　

	　
（
日
本
美
術
院
招
待
）

二
〇
一
三
年	

没

3-7-34　前田 曎
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展
覧
会

　

作
品
「
馬
」
は
、
曎
が
展
覧
会
で
初
入
賞
す
る
前
後
の
作
品
と
み

ら
れ
る
（
３
―
７
―
35
）。
サ
イ
ン
も
名
字
が
入
る
。
こ
の
作
品
は
、
資

料
館
で
個
展
を
お
こ
な
う
際
、
当
時
の
大
口
南
小
学
校
校
長
室
に
飾

ら
れ
て
い
た
。
記
録
か
ら
は
、
一
九
四
八
年
に
大
口
中
学
校
で
お
こ

な
わ
れ
た
展
覧
会
の
み
確
認
で
き
る
が
、
当
時
を
知
る
町
民
の
話
で

は
、
大
口
南
小
学
校
・
大
口
北
小
学
校
で
も
個
展
を
開
催
し
、
会
期

終
了
後
は
作
品
を
購
入
し
て
前
田
曎
を
応
援
し
た
と
い
う
証
言
も
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
口
南
小
学
校
で
開
催
し
た
と
き
に
寄
贈
さ

れ
た
作
品
の
可
能
性
が
あ
る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
生

ま
れ
育
っ
た
大
御
堂
地
内
の
集
会
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

【
作
品
】

3-7-35　馬  72×56cm（絹本）
（大御堂集会所所蔵）

3-7-37　長春花 妙高高原
39.5×30.5cm（紙本）

（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-36　巒峯春雲 戸隠  
31.5×41cm（紙本）

（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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髙
木 

天
仙
・
大
宇
（
書
家
親
子
）

　
髙
木 
天
仙
（
た
か
ぎ
　
て
ん
せ
ん
・
一
八
九
八
～
一
九
八
六
年
）

本
名 

鶴
義
（
か
く
よ
し
）

　

髙
木
天
仙
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
九
月
五
日
、
丹
羽

郡
小
口
村
（
現
大
口
町
中
小
口
）
に
て
、
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。

　

小
学
六
年
生
の
時
、
近
所
の
住
民
よ
り
「
和
尚
か
ら
十
円
借
り
る

た
め
、
借
金
の
証
文
を
代
筆
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ま
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
隣
家
の
妙
徳
寺
住
職
、
亮
堂
惠
隆
か
ら
書
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
以
前
よ
り
丹
羽
郡

富
成
村
河
北
（
現
大
口
町
河
北
）
在
住
の
仙
田
半は

ん

畊こ
う

に
師
事
し
、
詩

書
画
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

隣
村
の
丹
羽
郡
古
知
野
村
（
現
江
南
市
）
に
住
む
大
池
晴せ

い

嵐ら
ん

（
一

八
九
九
～
一
九
七
七
年
）
も
、
親
戚
に
あ
た
る
半
畊
に
少
年
時
代
か

ら
師
事
し
て
い
た
。
天
仙
と
晴
嵐
は
同
学
年
で
付
き
合
い
も
長
く
、

晴
嵐
か
ら
「
一
緒
に
東
京
に
出
て
一
旗
揚
げ
よ
う
」
と
誘
わ
れ
た
が
、

天
仙
は
厳
し
か
っ
た
父
の
目
を
気
に
し
て
一
緒
に
上
京
す
る
こ
と
な

く
、
家
業
の
農
業
を
営
み
な
が
ら
書
の
研
鑽
を
積
む
道
を
選
び
、
展

覧
会
に
出
品
し
て
名
声
を
得
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
農
村
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
農
業
改
良
実
行
組
合
長
や

養
蚕
組
合
長
な
ど
を
務
め
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
は
、

大
口
村
議
会
議
員
に
も
な
る
な
ど
、
様
々
な
役
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

役
職
を
務
め
た
関
係
上
、
名
古
屋
市
内
へ
出
張
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
の
度
に
展
覧
会
を
観
賞
し
自
己
研
鑽
に
励
ん
だ
。
自
宅
で
の
書
道

塾
、
一
九
五
七
年
に
民
成
紡
績
株
式
会
社
が
開
校
し
た
明
光
高
等
家

政
学
校
の
講
師
と
し
て
書
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
様
々
な
碑
文
の
書

を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
書
家
と
し
て
そ
の
名
声
は
高

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

晩
年
、「
こ
の
頃
の
書
家
の
字
は
、
く
り
く
り
と
丸
ま
っ
た
、
お
も

し
ろ
い
字
が
得
意
ら
し
い
が
、
や
は
り
書
は
正
座
し
て
襟
を
正
し
て

み
る
も
の
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

一
九
八
六
年
、
八

十
八
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

一
八
九
八
年	

現
・
大
口
町
中
小
口
で
生
誕

一
九
四
七
年	

大
口
村
議
会
議
員
に
当
選
（
～
五
一
）

一
九
五
七
年	

民
生
紡
績
㈱
明
光
高
等
家
政
学
校

　
　
　
　

	　

講
師

一
九
八
六
年	

没

3-7-39　自ら書いた整田碑の前で
写真に写る天仙

3-7-38　髙木天仙
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【
作
品
】

3-7-41　徳
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-42　とりなくうた（大口北小学校所蔵）

3-7-40　小口城址碑文
（小口城址の裏面の由緒書きを書写したもの

（原文は仙田半畊による））
（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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碑碣

1952 野田正昇頌碑 大口町総合福祉会館

1954 水神碑（署名なし） 大口町中小口

1955 五条川改修記念碑 大口町上小口荒井

1958 土地改良完成記念碑（署名なし） 大口町余野

1959 豊三用水改修記念碑 大口町秋田

1964 ニツ屋三百五十年記念碑 大口町ニッ屋神明社

1966 堀尾金助とその母顕彰碑 大口町豊田八剱社

1968 小口神社由緒碑 大口町中小口　小口神社内

1968 整田碑 大口町秋田緑地公園内

1974 太田表忠碑 大口町豊田

1975 豊穣洽之碑 大口町役場東

1977 献碑神徳碑 大口町中小口　小口神社内

1980 土地改良碑 大口町外坪

1981 整田碑 大口町新宮北外坪・中小口

1982 大口町民憲章碑 大口町役場

寺社標

1939 薬師寺（署名なし） 大口町上小口

1952 大口神社 大口町大屋敷

1966 小口神社 大口町中小口

1966 八剱社 大口町豊田

その他

1972 弘法大師巡拝碑 大口町下小口仁所野地内

1981 巡拝記念碑 大口町余野徳林寺内

1982 大口西小学校校歌碑 大口町余野

1982 津島社寄付者名（4mステンレス焼付） 大口町秋田

1982 津島社額（木額） 大口町秋田津島社拝殿

3-7-43 天仙が揮毫した金石文
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髙
木 

大
宇
（
た
か
ぎ 

だ
い
う
・
一
九
三
〇
～
二
〇
一
三
年
）

本
名
　
健
治
（
け
ん
じ
）

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
八
月
二
十
八
日
、
大
口
村
大
字
小
口
（
現

大
口
町
中
小
口
）
に
て
髙
木
鶴か

く

義よ
し

（
天
仙
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

る
。
幼
少
期
に
は
、
父
か
ら
書
の
指
導
を
受
け
、
の
ち
大
池
晴せ

い

嵐ら
ん

・

青
山
杉さ

ん

雨う

（
一
九
一
二
～
九
三
年
）
に
師
事
し
た
。

　

一
九
五
一
年
、
二
十
一
歳
で
日
展
初
入
選
を
果
た
し
た
際
は
、
大だ

い

鳩き
ゅ
うと

号
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
祝
い
の
会
で
前
衛
書
家
の
上
田
桑そ

う

鳩き
ゅ
う（

一
八
九
九
～
一
九
六
八
年
）
か
ら
「
新
人
の
く
せ
に
俺
よ
り
で

か
い
名
前
だ
な
」
と
い
わ
れ
「
大
宇
」
に
改
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

本
職
は
中
学
校
の
教
員
で
あ
っ
た
が
、
途
中
か
ら
書
道
専
任
の
高

校
教
諭
と
な
り
、
師
匠
の
字
を
ま
ね
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
発
想

で
書
の
美
し
さ
を
追
求
す
る
「
考
え
る
書
道
」
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
大
宇
は
、
書
の
大
衆
化
が
急
務
と
し
て
諸
活
動
を
す
る
傍

ら
、
中
国
の
古
典
を
幅
広
く
研
究
し
た
。
訪
中
は
三
九
回
に
お
よ
び
、

北
京
・
南
京
・
西
安
に
お
い
て
作
品
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
中
国
と

の
国
際
交
流
に
活
躍
し
、
書
道
界
の
発
展
に
尽
く
し
た
。

　

一
九
七
一
年
か
ら
書
道
研
究
宇
門
会
を
立
ち
上
げ
て
、
以
降
四
二

回
の
宇
門
展
を
開
催
し
、
後
進
の
指
導
と
育
成
に
尽
力
し
た
。
の
ち

に
大
学
の
教
授
と
し
て
、
教
育
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
十
二
月
、
八
十
三
歳
で
そ
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

　

大
宇
は
、
父
・
天
仙
と
同
じ
く
依
頼
を
受
け
た
整
田
碑
や
公
園
名

な
ど
多
く
の
石
碑
が
町
内
に
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
九
年
に
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
天
仙
・
大

宇
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
際
、
大
宇
は
多
く
の
作
品
を
寄
贈
し
た
。

【
作
品
】

一
九
三
〇
年	

現
大
口
町
中
小
口
で
生
誕

一
九
五
一
年	

日
展
初
入
選
（
以
後
入
選
三
一
回
）

一
九
七
三
年	

毎
日
書
道
展
準
大
賞

一
九
九
〇
年	

教
育
功
労
者
表
彰

一
九
九
七
年	

愛
知
芸
術
選
奨
文
化
賞

二
〇
一
二
年	

文
部
科
学
大
臣
賞

二
〇
一
三
年	

教
育
文
化
功
労
者
・
県
表
彰

　
　
　
　
　

	

没

3-7-44　髙木大宇

3-7-45　桃源郷
170×66.5㎝

（大口町歴史民俗資料館所蔵）
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【
作
品
】

3-7-47　群仙長寿
140×34.5cm

（大口町歴史民
俗資料館所蔵）

3-7-46　福禄寿　34×68㎝
（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-48　大口町文化財収蔵庫　196×45.5cm
（看板作成のために揮毫した作品）

（大口町歴史民俗資料館所蔵）

3-7-49　雅宴舞会（堀尾跡公園内）
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第
四
編

地
域
の
変
化

大口町史 現代史編

第 1章　地域のあゆみ
第 2章　地名いまむかし
第 3章　地名の由来・伝承
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第
一
章

戸
長
役
場
が
改
め
ら
れ
た
。
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
で
一
か
所
、

秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
で
一
か
所
の
計
二
か
所
に
連
合
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
た
。

　

一
八
八
八
年
四
月
、
市
制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
町
域
内
で
は

翌
年
十
月
、
太
田
村
（
秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
）・
小
口
村
（
余
野
・

小
口
）・
富
成
村
（
河
北
・
外
坪
）
の
三
か
村
に
合
併
し
、
七
か
村
の

名
称
は
各
村
の
大お

お

字あ
ざ

名
と
な
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
大
字
名
と
な
っ
た
秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
・
外
坪
・

河
北
・
余
野
（
余
野
・
垣か

き

田た

・
さ
つ
き
ケが

丘お
か

）・
小
口
（
上
小
口
・
中

小
口
・
下
小
口
）
の
順
に
地
区
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
４
―
１
―
１
）。

　

な
お
、
一
九
〇
六
年
に
大
口
村
が
誕
生
し
た
翌
年
度
に
は
区
長
制

度
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
大
口
村
誌
』
に
は
、
一
九
〇
七
年
を
第
一
回

と
し
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
第
二
六
回
ま
で
に
お
け
る
区
長

及
び
区
長
代
理
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
地
区
名
の
記
載
が
な
い

た
め
氏
名
か
ら
の
推
察
と
な
る
が
、
最
初
の
七
人
が
区
長
で
秋
田
・

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
廃
藩
置
県
の
後
、
尾
張
国
と
三
河
国

に
一
二
の
県
が
置
か
れ
、
同
年
十
一
月
に
尾
張
国
（
知
多
郡
を
除
く
）

は
名
古
屋
県
に
、
三
河
国
と
知
多
郡
は
額ぬ

か

田た

県
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、

町
域
内
に
存
在
し
た
小お

口ぐ
ち

・
御ご

供ご

所し
ょ

・
長な

が

桜さ
く
ら・

大お
お

屋や

敷し
き

・
外と

坪つ
ぼ

・
余よ

野の

・
河こ

北ぎ
た

の
七
か
村
と
、
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
に
よ
り
成
立
し
た

村
々
は
、
名
古
屋
県
に
属
し
た
。
翌
一
八
七
二
年
四
月
に
名
古
屋
県

は
愛
知
県
と
改
め
ら
れ
、
同
年
十
一
月
に
額
田
県
を
廃
し
て
愛
知
県

の
管
轄
に
移
し
、
律
令
制
か
ら
永
く
続
い
た
尾
張
国
・
三
河
国
は
愛

知
県
と
し
て
統
合
さ
れ
た
。

　

一
八
七
八
年
七
月
に
、
郡
区
町
村
編
制
法
が
公
布
さ
れ
た
。
県
で

は
十
二
月
に
施
行
さ
れ
、
丹
羽
郡
役
所
が
小こ

折お
り

村
（
現
江
南
市
布ほ

袋て
い

）

に
設
け
ら
れ
た
。
町
域
内
は
七
か
村
に
集
約
さ
れ
、
御
供
所
村
は
豊と

よ

田た

村
に
、
長
桜
村
は
秋あ

き

田た

村
に
近
隣
の
新
田
村
と
合
併
し
て
改
称
し

た
。
そ
し
て
丹
羽
郡
の
治
下
に
入
り
、
戸
長
・
戸
長
役
場
が
置
か
れ

た
。
一
八
八
四
年
に
は
、
小
折
村
に
丹
羽
郡
役
所
庁
舎
が
建
て
ら
れ
、

地
域
の
あ
ゆ
み
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豊
田
・
大
屋
敷
・
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
の
順
で
書
か
れ
、
小

口
区
長
は
下
小
口
・
中
小
口
・
上
小
口
の
順
で
輪
番
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
、
区
長
代
理
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
年
に
よ
っ
て
七
人
か
ら
一
〇
人
と
人
数
に
差
が
あ
る
。
一

九
四
四
年
度
の
区
長
及
び
区
長
代
理
の
告
示
書
類
に
は
、
七
人
の
区

長
と
七
人
の
区
長
代
理
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
五
十
年
の
歩
み
』
に
は
、
区
長
の
氏
名
が
九
人
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
年
以
前
に
区
長
は
九
人
と
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
六

四
年
二
月
か
ら
垣
田
（
県
営
住
宅
）
が
追
加
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に

余
野
か
ら
分
区
し
た
、
さ
つ
き
ケ
丘
の
区
長
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
毎
年
一
一
人
の
区
長
が

選
出
さ
れ
、
地
域
活
動
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代

以
降
の
名
称
地
番
変
更
に
と
も
な
う
境
界
変
更
に
よ
り
、
区
長
は
大

字
の
代
表
者
か
ら
行
政
区
の
代
表
者
と
な
っ
た
。

　

各
節
に
掲
載
し
た
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
三
年
か
ら

集
計
が
始
ま
っ
た
行
政
区
ご
と
の
人
口
デ
ー
タ
を
主
に
使
用
し
た
。

ま
た
、
名
称
地
番
変
更
に
と
も
な
い
、
居
住
地
が
隣
接
行
政
区
に
変

わ
っ
た
り
、
分
家
に
よ
り
隣
の
行
政
区
に
所
有
す
る
土
地
に
新
居
を

建
て
た
り
し
た
場
合
に
は
、
元
の
行
政
区
に
属
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
区
の
人
口
が
地
区
内
の
土
地
に
居
住
す
る
人
の
み
を

表
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

人
口
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
各
地
区
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
一
六
五
五
～
七
三
年
（
明
暦
～
寛
文
年
間
）
に
尾
張
藩
の
国
奉

行
所
の
管
轄
で
作
成
さ
れ
た
『
寛か

ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』（
以
下
『
覚
書
』）

と
、
尾
張
藩
士
で
あ
る
樋ひ

口ぐ
ち

好よ
し

古ふ
る

が
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
か
ら

作
成
し
始
め
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
完
成
し
た
『
尾お

張わ
り

徇じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』（
以
下
『
徇
行
記
』）
と
い
う
二
つ
の
地
誌
を
も
と
に
述
べ
る
。

4-1-1　町内区域図
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第
一
節
　
秋
田

	

　

町
の
南
部
に
位
置
し
、
南
東
は
小
牧
市
、
西
は
豊
田
地
区
に
接
す

る
。
県
道
宮
後
小
牧
線
・
県
道
若
宮
江
南
線
・
国
道
一
五
五
号
が
東

西
に
走
る
。
水
田
を
中
心
と
し
た
農
業
地
域
で
あ
る
。
大
口
町
中
央

公
民
館
・
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
・
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
大
口
出
張
所
が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
中
原
と
北
替
地

か
ら
出
土
し
、
縄
文
土
器
片
も
北
替
地
・
東

ひ
が
し

藪や
ぶ

山や
ま

・
南
山
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
桜
塚
古
墳
や
明
治
時
代
に
道
路
工
事
で
滅
失

し
た
仏ぶ

っ

鬼き

塚づ
か

古
墳
な
ど
が
立
地
す
る
。

　

秋
田
と
豊
田
の
境
に
あ
る
天
神
社
は
、
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し

た
『
尾
張
國
内
神
名
帳
』
の
丹
羽
郡
の
項
に
あ
る
「
奈
良
志
天
神
」

で
あ
り
、
も
と
も
と
御ご

供ご

所し
ょ

村
奈な

良ら

子し

（
豊
田
地
区
）
の
鎮
守
社
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長な

が

桜さ
く
ら村

（
秋
田
地
区
）
の
発
展
に
よ
り
長
桜
村

の
鎮
守
社
と
な
っ
た
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
）。

　
『
信の

ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』

に
よ
る
と
、
長
桜
に
織
田
信
雄
の
家
臣
丹
羽
民み

ん

部ぶ

の
知
行
地
（
領
地
）
が
あ
っ
た
が
、
一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不ふ

知ち

行ぎ
ょ
う（

領
地

で
な
く
な
る
こ
と
）
と
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
尾
張
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
覚
書
』
に
書
か
れ

た
村
で
、
後
の
大
字
秋
田
と
な
る
村
と
し
て
、
長
桜
村
・
入い

る

鹿か

長な
が

桜さ
く
ら

替か
え

地ち

新
田
・
入い

る

鹿か

八は
ち

左ざ

衛え

門も
ん

新
田
・
入い

る

鹿か

伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
宗そ

う

雲う
ん

入い
る

鹿か

新
田
が
あ
る
。
す
べ
て
の
村
は
蔵く

ら

入い
り

地ち

（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
で

小
牧
代
官
所
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。

　

長
桜
村
は
、
先
述
の
と
お
り
天
神
社
を
鎮
守
社
と
し
て
、
そ
こ
か

ら
東
南
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る

と
、
生
産
す
べ
き
石
高
に
対
し
、
労
働
力
不
足
の
た
め
散さ

ん

田で
ん

（
荒
地

ま
た
は
川
辺
な
ど
、
常
時
は
課
税
さ
れ
な
い
土
地
を
耕
し
、
軽
い
税

を
納
め
た
田
）
が
多
く
貧
村
と
あ
る
。

　

入
鹿
長
桜
替
地
新
田
は
、「
替
地
」
と
い
う
地
名
の
由
来
と
し
て
以

下
の
よ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
紀
伊
国
田
辺
城
主

安あ
ん

藤ど
う

直な
お

次つ
ぐ

（
紀
伊
藩
付
家
老
）
の
子
で
訳
あ
っ
て
浪
人
と
な
っ
た
安

藤
彦
十
郎
直
高
が
、
一
六
四
九
（
慶
安
二
）
年
に
愛
知
郡
古ふ

る

渡わ
た
り村

（
現

名
古
屋
市
中
村
区
古
渡
）
に
来
て
棚た

な

村む
ら

小こ

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

と
出
会
っ
た
。
直
高

は
、
子
の
安
藤
伊い

兵へ

衛え

と
棚
村
小
十
郎
を
と
も
な
い
長
桜
村
に
移
り
、

村
の
土
豪
で
あ
っ
た
鈴す

ず

木き

重し
げ

任と
う

に
許
し
を
得
て
、
長
桜
村
の
南
辺
を
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開
発
し
た
。
さ
ら
に
南
方
の
土
地
（
現
替
地
集
落
）
を
開
墾
し
て
集

落
が
で
き
た
。
同
地
は
犬
山
城
主
成
瀬
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
た
め
、

尾
張
藩
主
に
申
し
出
て
小
口
村
に
あ
っ
た
尾
張
領
の
一
部
と
交
換
し

た
。
そ
れ
か
ら
「
替
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

入
鹿
八
左
衛
門
新
田
は
、
庄
屋
八
左
衛
門
の
先
祖
五
代
以
前
に
長

桜
村
の
北
に
集
落
を
形
成
し
、
開
墾
し
た
田
は
長
桜
村
・
宗
雲
新
田
・

伝
右
衛
門
新
田
に
入
交
り
、
六
か
所
程
に
分
か
れ
て
い
た
。
一
七
八

二
（
天
明
二
）
年
の
洪
水
で
田
が
荒
廃
し
、
御
供
所
村
の
伴
左
衛
門
、

小
折
入
鹿
出
新
田
の
弥
左
衛
門
が
耕
作
を
引
き
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

　

入
鹿
伝
右
衛
門
新
田
は
、
庄
屋
伝
右
衛
門
の
六
代
前
に
あ
た
る
先

人
が
、
安や

す

良ら

村
（
現
江
南
市
安
良
）
か
ら
移
り
住
み
、
一
六
六
二
（
寛

文
二
）
年
に
は
周
辺
の
荒
地
の
大
半
を
開
墾
し
た
。

　

宗
雲
入
鹿
新
田
は
、
奥
州
か
ら
来
た
小
笠
原
宗
雲
が
家
来
の
左
右

田
弥
次
右
衛
門
と
佐
竹
左
大
夫
に
開
墾
さ
せ
て
で
き
た
集
落
で
あ
る
。

左
右
田
弥
次
右
衛
門
は
、
一
六
六
一
年
に
屋
敷
地
内
に
権
現
社
を
勧か

ん

請じ
ょ
うし

た
と
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
熊
野
社
に
あ
た
る
。
集
落
は
、
南

屋
敷
・
中
屋
敷
・
北
屋
敷
に
分
か
れ
て
い
た
。

　

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
長
桜
村
と
四
つ
の
新
田
村
は
、
合

併
し
て
秋
田
村
と
な
る
。
一
八
八
九
年
十
月
に
太
田
村
大
字
秋
田
と

な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
以
降
水
利
組
合
を

相
次
い
で
設
立
し
、
昭
和
初
期
に
は
養
鶏
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
九

七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
か
ら
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
が
始

ま
っ
た
。

　

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
月
九
日
か

ら
秋
田
字
柳
原
は
、
大
屋
敷
三
丁
目
と
奈
良
子
二
丁
目
に
な
っ
た
。
大

屋
敷
三
丁
目
と
な
っ
た
旧
秋
田
字
柳
原
三
三
番
地
に
は
桜
塚
古
墳
が

あ
り
、
名
称
地
番
変
更
以
降
も
長
桜
地
区
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

地
区
内
集
落

　

秋
田
地
区
内
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
名
残
で
、
長
桜
（
ハ
ラ
含

む
）・
替
地
・
八は

ち

左ざ

・
宗そ

う

雲う
ん

・
伝で

ん

右ね

の
五
つ
の
集
落
（
組
）
で
構
成

し
、
輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。
各
組
は
、
複
数
の
班
で
成
り

立
っ
て
い
る
（
４
―
１
―
２
）。

　
「
ハ
ラ
」
は
、
通
称
名
と
し
て
残
る
旧
小
字
の
「
中
原
」
を
中
心
と

し
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
）。
住
民
に
よ
る

と
、
長
桜
か
ら
新
田
開
発
に
出
て
代
々
墓
地
も
同
じ
場
所
で
あ
っ
た

と
い
う
。
実
際
に
「
ハ
ラ
」
の
住
民
は
、
隣
接
す
る
伝
右
・
宗
雲
で

は
な
く
、
長
桜
と
付
き
合
い
が
あ
る
。
人
口
は
、
微
増
傾
向
に
あ
り
、

町
内
全
人
口
の
九
％
台
で
推
移
し
て
い
る
（
４
―
１
―
３
）。
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第
二
節
　
豊
田

	

　

町
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
は
大
屋
敷
地
区
、
東
は
秋
田
地
区
、

西
は
五
条
川
を
境
に
江
南
市
、
南
は
小
牧
市
に
接
す
る
。
国
道
一
五

五
号
・
県
道
若
宮
江
南
線
が
東
西
に
走
る
。
北
部
は
住
宅
地
、
南
部

は
水
田
中
心
の
農
業
地
域
が
広
が
る
。
南
保
育
園
・
大
口
南
小
学
校

が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
西
河
原
か
ら
出

土
し
、
白
木
（
現
豊
田
一
丁
目
）
地
内
に
は
弥
生
時
代
か
ら
古
代
の

集
落
遺
跡
と
古
墳
が
所
在
し
、
明
治
時
代
に
道
路
工
事
で
滅
失
し
て

し
ま
っ
た
が
、
仏ぶ

っ

鬼き

塚づ
か

古
墳
・
い
わ
き
塚
古
墳
の
出
土
品
（
第
三
編

第
六
章
第
二
節
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
堀
尾
氏
が
御
供
所
に
入
り

土
豪
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
五
五
九
（
永
禄
二
）
年
、
織

田
信
長
に
よ
り
岩
倉
城
が
攻
め
落
と
さ
れ
る
ま
で
、
堀ほ

り

尾お

泰や
す

晴は
る

・
吉よ

し

晴は
る

親
子
は
岩
倉
城
に
出
仕
し
て
い
た
。
一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年

に
桂け

い

林り
ん

和
尚
に
よ
り
長

ち
ょ
う

楽ら
く

寺じ

が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
御
供
所
は
集
落

4-1-2　秋田地区内集落図

4-1-3　秋田の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合
（％）

世帯数
（戸）

世帯割合
（％）

1670頃 222 7 43 7.7

1822頃 456 9.6 113 10

1932 740 10.1 129 9.7

1953 838 9.6 ― ―

1963 817 7.2 ― ―

1973 1,036 6.6 301 5.7

1983 1,572 9.3 389 8.1

1993 1,766 9.6 483 8.8

2003 2,096 9.9 634 9.1

2013 2,256 9.9 782 9.4

2022 2,368 9.8 910 9.3
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と
し
て
成
立
し
て
い
た
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　
『
覚
書
』
に
記
載
さ
れ
た
村
名
の
う
ち
、
後
の
大
字
豊
田
に
入
る
も

の
と
し
て
、
御ご

供ご

所し
ょ

村
・
入い

る

鹿か

三さ
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
小こ

折お
り

入い
る

鹿か

出で

新
田
・

入い
る

鹿か

又ま
た

助す
け

新
田
・
入
鹿
九く

郎ろ
う

右え

も

ん
衛
門
新
田
が
あ
る
。
な
お
『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』

で
は
「
入
鹿
九
郎
左ざ

衛え

門も
ん

新
田
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
九
郎
右

衛
門
」
と
す
る
。
小
牧
代
官
所
の
管
理
下
に
あ
り
、
新
田
村
は
蔵く

ら

入い
り

地ち

（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
で
あ
っ
た
。

　

御
供
所
村
に
つ
い
て
『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
枝
郷
（
村
内
で
元
の

集
落
（
本
郷
・
元
郷
）
か
ら
分
出
し
た
集
落
）
と
し
て
奈な

良ら

師し

（
現

奈な

良ら

子し

）
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
徇
行
記
』
に
よ
る
と
、
幼

川
（
現
五
条
川
）
の
南
に
東
奈
良
師
・
北
に
西
奈
良
師
と
分
か
れ
て

い
る
。
御
供
所
村
は
竹
木
が
よ
く
茂
り
、
土
も
よ
く
、
生
産
す
べ
き

石
高
に
対
し
農
民
の
労
働
力
も
足
り
て
お
り
、
農
民
の
頭
で
あ
る
伴

左
衛
門
は
村
内
と
近
隣
の
村
に
も
新
田
を
多
く
持
ち
、
佐
右
衛
門
・

繁
右
衛
門
も
持
ち
高
が
多
い
と
あ
る
。
な
お
、
一
八
四
一
（
天
保
十

二
）
年
の
御
供
所
村
と
九
郎
右
衛
門
新
田
の
村
絵
図
（
以
下
「
天
保

の
村
絵
図
」）
に
は
「
庄
屋　

社
本
伴
左
衛
門
」
と
あ
る
。
ま
た
、
御

供
所
村
は
、
蔵
入
地
と
給

き
ゅ
う

知ち

（
藩
士
の
所
領
）
の
蔵
給
立
合
（
同
じ

村
で
尾
張
藩
に
年
貢
を
納
め
る
土
地
と
藩
士
の
所
領
が
あ
る
こ
と
）

で
尾
張
藩
士
一
九
人
の
名
前
が
『
徇
行
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

入
鹿
三
右
衛
門
新
田
に
つ
い
て
一
六
七
〇
年
頃
と
一
八
二
二
年
頃

を
比
較
す
る
と
、
戸
数
の
三
軒
は
変
わ
ら
な
い
が
、
人
口
は
五
人
か

ら
一
五
人
に
増
加
し
て
お
り
、
新
田
村
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
様

子
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
徇
行
記
』
に
は
開
墾
当
時
、
庄
屋
の
伊
右
衛

門
が
一
人
で
住
ん
で
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

小
折
入
鹿
出
新
田
に
つ
い
て
一
八
二
二
年
頃
の
人
口
を
み
る
と
、

一
六
七
〇
年
頃
の
六
軒
五
三
人
か
ら
一
八
軒
九
一
人
と
増
え
て
い
る
。

こ
の
新
田
は
、
庄
屋
の
（
土
田
）
弥
十
郎
の
先
祖
が
開
墾
し
た
が
、

弥
十
郎
の
宅
地
は
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
の
東
に
あ
っ
た
。
入
鹿
三
右

衛
門
新
田
は
小
折
入
鹿
出
新
田
の
支し

邑ゆ
う

（
小
折
出
新
田
か
ら
分
か
れ

た
村
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
鹿
又
助
新
田
は
、『
覚
書
』
に
一
戸
三
人
と
あ
り
、
新
田
主
又
助

が
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
家
が
途
絶
え
て
小
折
入
鹿
出
新
田
の

庄
屋
が
こ
の
新
田
も
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
『
徇
行
記
』
に
あ

る
。
天
保
期
の
村
絵
図
は
、
小
折
入
鹿
出
新
田
と
入
鹿
又
助
新
田
が

一
枚
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
は
、『
覚
書
』
や
一
八
四
一
年
と
一
八
五
一

（
嘉
永
四
）
年
の
村
絵
図
に
「
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
が
、『
徇
行
記
』
は
「
入
鹿
九
郎
左
衛
門
新
田
」
と
な
っ
て
い

る
。
一
八
二
二
年
頃
に
は
、
人
口
が
一
六
七
〇
年
頃
の
五
戸
三
五
人
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か
ら
四
戸
一
二
人
に
減
少
し
、
目
標
石
高
に
対
し
て
労
働
力
不
足
に

よ
り
貧
し
い
村
と
な
っ
た
た
め
、
新
田
を
開
い
た
九
郎
左
衛
門
の
末ま

つ

裔え
い

は
零
落
し
、
御
供
所
村
の
庄
屋
の
管
理
と
な
っ
た
と
あ
る
。

　

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
御
供
所
村
と
四
つ
の
新
田
村
は
、

合
併
し
て
豊
田
村
と
な
る
。
一
八
八
九
年
十
月
に
太
田
村
大
字
豊
田

と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
を
施
行
す
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
は
、
五
条
川
筋
の
水
力
を
利
用
し
た
水
車
業
が
三
軒

あ
り
、
精
米
・
精
麦
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
頃

か
ら
養
鶏
が
盛
ん
と
な
る
。
秋
田
と
同
じ
く
一
八
九
〇
年
以
降
水
利

組
合
を
設
立
し
水
利
事
情
は
改
善
さ
れ
た
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
十

九
）
年
農
業
構
造
改
善
事
業
に
着
手
し
た
。

地
区
内
集
落

　

東
御
供
所
・
西
御
供
所
・
東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
・
小
折
新
田
の

五
つ
の
集
落
（
組
）
か
ら
な
り
、
輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。

副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
（
４
―
１
―
４
）。

　

人
口
は
、
一
九
七
三
年
五
月
末
の
二
九
三
六
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
世
帯
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
（
４
―
１
―
５
）。

4-1-4　豊田地区内集落図

4-1-5　豊田の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 422 13.3 74 13.4

1822頃 701 14.7 167 14.7

1932 1,294 17.7 237 17.9

1953 1,626 18.7 ― ―

1963 1,622 14.4 ― ―

1973 2,757 17.6 1,127 21.5

1983 2,013 11.9 493 10.3

1993 2,079 11.3 533 9.7

2003 2,002 9.5 562 8.1

2013 1,926 8.4 642 7.7

2022 1,826 7.5 720 7.3
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第
三
節
　
大
屋
敷

	

　

町
の
中
西
部
に
位
置
す
る
。
北
か
ら
北
東
に
か
け
て
は
下
小
口
地

区
、
東
か
ら
南
に
か
け
て
は
秋
田
地
区
、
南
は
豊
田
地
区
、
そ
し
て

西
は
昭
和
用
水
を
境
に
江
南
市
に
接
す
る
。
大
口
中
学
校
・
大
口
郵

便
局
・
大
口
町
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
町
民
会
館
・
愛
知
北
農
協
大
口

支
店
・
大
口
交
番
が
所
在
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
山
間
（
現
高
橋

二
丁
目
）
か
ら
出
土
し
、
大
御
堂
地
内
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
あ

る
。
ほ
場
整
備
に
よ
り
滅
失
し
た
古
墳
も
あ
る
が
、
大
日
塚
古
墳
・

し
ょ
う
ね
ん
塚
古
墳
が
残
っ
て
い
る
。

　

一
五
四
三
（
天
文
十
二
）
年
六
月
十
六
日
付
け
戒か

い

蔵ぞ
う

坊ぼ
う

厳げ
ん

良り
ょ
う

起き

請し
ょ
う

文も
ん

に
「
お
や
敷
」
を
含
む
七
か
村
が
「
尾
州
石い

し

枕ま
く
ら戒

蔵
坊
代
々
白
山

先
達
所
」
と
し
て
記
さ
れ
、
地
区
内
に
白
山
信
仰
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
信の

ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』

に
よ
る
と
大
屋
敷
に
織

田
信
雄
の
家
臣
二
宮
与
三
右
衛
門
と
佐
橋
弥
右
衛
門
の
知
行
地
（
領

地
）
が
あ
っ
た
。
一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の

戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不
知
行
と
な
っ
た
。

　
『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
大
屋
敷
村
の
項
に
は
、
枝
郷
と
し
て
「
高た

か

橋は
し

・
大お

お

御み

堂ど
う

」
と
あ
る
。
社
は
六
か
所
「
三
明
神
・
神
明
・
諏す

訪わ

・

県
宮
・
天
神
・
八
幡
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
所
在
は
、
天
保
期
の
村

絵
図
に
よ
る
と
本
郷
集
落
付
近
に
天
神
社
、
高
橋
集
落
付
近
に
諏
訪

社
、
大
御
堂
集
落
付
近
に
縣
社
・
三
明
神
社
、
五
条
川
沿
い
の
新
田

集
落
付
近
に
神
明
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
丹
羽
郡
稲
木
庄
大

屋
敷
村
絵
図
面
』（
一
八
〇
〇
年
代
中
頃
成
立
）
で
は
、
三
明
神
社
の

場
所
に
「
三
名
神
社
・
八
幡
社
・
白
山
社
」
と
あ
る
。

　
『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る
と
、
大
屋
敷
村
は
、
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支

配
下
で
、
家
臣
二
五
人
分
の
給

き
ゅ
う

知ち

高
七
九
五
石
、
藩
の
蔵
入
地
高
五

一
石
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
人
口
が

少
な
く
、
他
の
村
か
ら
九
〇
人
ほ
ど
に
対
し
て
耕
作
を
依
頼
し
て
お

り
、
村
中
が
労
働
力
不
足
の
た
め
、
徐
々
に
貧
し
い
村
と
な
っ
た
と

あ
る
。
御
供
所
村
の
富
裕
農
で
あ
る
伴
左
衛
門
は
、
大
屋
敷
村
内
で

多
く
の
田
畑
を
持
っ
て
い
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
木
津
用
水
史
』
や
『
大
口
町
史
』
に
よ
る
と
、
五
条
川
筋
に
水
車

が
二
か
所
あ
り
米
麦
を
つ
い
た
と
あ
り
、
一
八
三
〇
年
代
（
天
保
年

間
）
頃
か
ら
明
治
初
年
ま
で
運
上
金
を
納
め
て
い
た
。

　

一
八
一
〇
年
前
後
（
文
化
年
間
）
か
ら
天
然
の
桑
に
よ
る
養
蚕
が
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お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
明
治
に
入
り
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
、
桑
苗
な
ど
の
苗
木
栽
培
も
盛
ん
と
な
っ
た
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
十
月
に
太
田
村
大
字
大
屋
敷
と
な

り
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字

名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
二
月
、
大
屋
敷
字
丸
は
名
称
地
番

変
更
に
よ
り
下
小
口
七
丁
目
の
一
部
と
な
っ
た
。
こ
の
地
は
、『
丹
羽

郡
稲
木
庄
大
屋
敷
村
絵
図
面
』（
一
八
〇
〇
年
代
中
頃
成
立
）
に
「
中な

か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う
え
の
す
け

衛
佑
城
跡
」
と
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
「
丸
ノ
内
・
字
丸
裏
」

と
い
っ
た
小
字
名
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
由
来
と
な
り
、
明
治

に
入
る
と
、
そ
の
一
帯
を
大
屋
敷
字
丸
と
し
た
。
そ
し
て
、
名
称
地

番
変
更
の
際
、「
丸
」
と
い
う
地
名
が
残
る
よ
う
、
字
丸
か
ら
西
側
の

範
囲
を
「
丸
一
丁
目
・
丸
二
丁
目
」
と
し
た
。

4-1-6　大屋敷地区内集落図

559　 第三節　大屋敷



地
区
内
集
落

　

本
郷
・
大
御
堂
・
高
橋
・
新
田
・
山さ

ん

王の
う

道ど
う

の
五
つ
の
集
落
が
あ
り
、

輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定

者
が
務
め
る
。
区
会
議
員
は
、
各
集
落
（
組
）
の
総
代
・
副
総
代
二

人
・
会
計
の
二
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
（
４
―
１
―
６
）。

　

人
口
は
、
一
九
八
五
年
の
一
八
四
五
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二

〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
一
三
八
三
人
を
底
に
増
加
に
転
じ
て
い

る
（
４
―
１
―
７
）。

第
四
節
　
外
坪

	

　

町
の
南
東
部
に
あ
り
、
北
は
中
小
口
地
区
の
新
宮
、
西
と
南
は
小

牧
市
、
東
は
木こ

っ

津つ

用
水
を
境
に
犬
山
市
に
接
し
て
い
る
。
北
部
を
県

道
若
宮
江
南
線
が
東
西
に
、
西
部
を
国
道
四
一
号
が
南
北
に
走
り
北
西

部
で
交
差
す
る
。
水
田
中
心
の
農
業
地
域
に
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

歴
史

　

東
部
の
神
明
社
周
辺
に
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
あ
り
、
付
近
に
古
墳

が
あ
る
。
特
に
、
明
治
末
の
道
路
新
設
工
事
に
よ
り
滅
失
し
た
石
亀

塚
古
墳
か
ら
は
銅
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　

一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
三
月
二

十
八
日
、
徳
川
家
康
の
本
陣
で
あ
る
小
牧
山
に
対
し
て
秀
吉
は
楽
田

に
本
陣
を
構
え
、
外
坪
村
に
も
布
陣
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、『
覚
書
』
に
は
、
戸
数
三
三
戸
・
人
口
二
二
一

人
と
あ
り
、『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
戸
数
六
八
戸
・
人
口
二
〇
一
人
と
あ

る
。
ま
た
、
外
坪
村
は
、
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
、
家
臣

八
人
分
の
給
知
（
藩
士
の
所
領
）
高
三
二
四
石
、
藩
の
蔵
入
地
（
尾

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 529 16.6 82 14.7

1822頃 538 11.3 137 12.1

1932 796 10.9 150 11.3

1953 962 11 ― ―

1963 1,033 9.2 ― ―

1973 1,374 8.8 431 8.2

1983 1,829 10.8 584 12.1

1993 1,670 9 547 10

2003 1,433 6.8 486 7

2013 1,533 6.7 556 6.7

2022 1,550 6.4 621 6.3
4-1-7　大屋敷の人口・世帯の推移

（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。
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張
藩
の
直
轄
領
）
高
一
六
石
で
あ
っ
た
。
村
の
本
郷
は
小
口
村
に
接

し
て
お
り
、
集
落
は
本
郷
・
新
田
屋
敷
・
松
山
屋
敷
・
寺
屋
敷
の
四

つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
、
人
口
が

少
な
く
労
働
力
不
足
で
貧
村
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
と
一
八
九
二
年
、
木
津
用
水
の
堤

防
が
外
坪
地
内
で
決
壊
し
、
村
内
に
被
害
が
出
た
。
一
八
八
九
年
に

富
成
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
一
九
一
〇
年
に

小
牧
町
巾
下
耕
地
整
理
組
合
に
加
入
し
て
、
一
筆
一
反
歩
に
耕
地
整

理
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ

に
と
も
な
う
換
地
処
分
に

よ
り
旧
小
字
名
も
変
更
さ

れ
る
。
一
九
六
四
（
昭
和

三
十
九
）
年
、
農
業
構
造

改
善
事
業
に
着
手
し
た
。

地
区
内
集
落

　

郷ご
う

・
巾は

ば

・
松ま

つ

山や
ま

の
三
集

落
（
組
）
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
江
戸
時
代
の
集

落
四
区
分
の
う
ち
、
本
郷
が
郷
と
呼
ば
れ
、
新
田
屋
敷
が
東
部
段
丘

上
の
集
落
で
巾
と
呼
ば
れ
、
松
山
屋
敷
・
寺
屋
敷
が
松
山
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
は
班
が
存
在
す
る
（
４
―
１
―
８
）。

　

従
来
、
区
長
の
選
出
は
地
区
で
区
長
・
副
区
長
を
選
出
し
て
い
た

が
、
選
出
さ
れ
た
人
の
年
齢
に
開
き
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
是

正
す
る
た
め
、
区
政
改
革
委
員
会
を
組
織
し
、
区
長
の
選
出
区
域
を

外
坪
一
円
と
し
立
候
補
制
と
し
た
。
の
ち
に
、
副
区
長
が
翌
年
の
区

長
に
就
任
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
。

　

人
口
は
多
少
の
増
減
が
あ
る
も
の
の
、
人
口
割
合
は
徐
々
に
減
少

し
つ
つ
あ
る
（
４
―
１
―
９
）。

4-1-9　外坪の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 221 6.9 33 5.9

1822頃 201 4.2 68 6

1932 539 7.4 108 8.1

1953 646 7.4 ― ―

1963 625 5.5 ― ―

1973 838 5.3 267 5.1

1983 778 4.6 210 4.4

1993 841 4.6 233 4.2

2003 809 3.8 228 3.3

2013 811 3.6 271 3.2

2022 741 3.1 269 2.7

4-1-8　外坪地区内集落図
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昭
和
二
十
年
代
の
町
内
会
（
外
坪
）

　
昭
和
二
十
年
代
は
本
当
に
貧
し
い
十
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
大
口
村
は
大
半
が
農
家
で
し
た
か
ら
物
は
無
く
と
も
食
べ
る
こ

と
だ
け
は
、
お
腹
を
空
か
す
こ
と
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
名
古
屋
な
ど
都
会
か
ら
食
物
を
求
め
に
来
る
人
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が

家
の
遠
縁
は
、
家
族
で
訪
れ
て
子
供
た
ち
に
腹
一
杯
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
祖
母
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
婦
人
会
活
動
・
青
年
団
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
野
球
が
唯
一
の
娯
楽
で
、
子
ど
も
も
青
年
も
野
球
に
熱
中
し
ま

し
た
。
時
代
で
も
あ
り
プ
ロ
野
球
で
は
川
上
・
大
下
・
杉
下
と
い
っ
た
名

選
手
が
活
躍
し
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
わ
が
外
坪
は
全
く
の
農
村
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
米
作
り
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
麦
を
作
り
、
大
根
の
種
を
採
り
、
菜
種
を
作
り
、
そ
し
て

米
作
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
麦
作
り
、
米
作
り
の
合
間
に
養
蚕
と
、
年

中
暇
な
し
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
共
同
作
業
が
そ
れ
な
り
に
盛
ん
で

あ
り
ま
し
た
。

　
物
が
な
い
時
代
、
機
械
化
の
な
い
手
作
業
の
時
代
、
籾も
み

擢す

り
も
共
同
作

業
、
菜
種
か
ら
菜
種
油
を
採
る
、
圧
縮
機
を
共
同
で
購
入
し
、
お
菓
子
な

ど
ほ
と
ん
ど
な
い
時
代
、
米
を
は
ざ
し
て
作
る
米
菓
子
、
こ
れ
も
共
同
購

入
。
さ
と
う
き
び
か
ら
黒
砂
糖
を
精
製
す
る
。
秋
は
あ
ち
こ
ち
の
用
水
の

水
が
引
く
と
水
路
の
一
部
を
堰せ

き
止
め
て
、
水
を
下
流
に
か
き
出
し
て
鮒ふ
な

や
鯰
な
ま
ず
、
川
魚
を
捕
ま
え
た
。
こ
れ
を
„
か
え
ど
り
�
と
い
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
町
内
共
同
で
の
魚
取
り
、
今
思
い
返
す
と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
当
時
は
何
を
す
る
に
も
共
同
作
業
、
助
け
合
い
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
「
寄
り
合
い
」
と
い
っ
て
何
か
と
相
談
し
決
定
し
、
こ
れ
が
中
々

決
ま
ら
な
い
、
こ
ん
な
会
合
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
し
た
。

　
お
宮
や
お
寺
の
行
事
も
今
と
は
違
い
村
中
総
出
の
時
代
、
尾
張
富
士
の

石
上
げ
祭
、
お
宮
で
は
演
芸
会
・
映
画
会
・
お
祭
り
・
輪
く
ぐ
り
・
初
詣
。

み
ん
な
が
集
い
語
ら
う
。
こ
の
ご
ろ
は
、
こ
う
し
た
集
い
は
ず
い
ぶ
ん
と

減
っ
て
、
寂
し
い
思
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
„
山
の
子
�
で
お
米
を
持
ち
寄
り
、
親
た
ち
が
作
っ
て

く
れ
る
五
目
ご
飯
を
食
べ
、
夜
遅
く
ま
で
騒
い
で
楽
し
み
、
皆
で
魚
取
り
、

皆
一
緒
に
泳
ぎ
、
上
級
生
は
下
級
生
を
い
た
わ
り
、
物
に
は
恵
ま
れ
な
い

時
代
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
助
け
合
い
、
い
た
わ
り
の
あ
る
良
き
時
代
で

あ
り
ま
し
た
。

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）
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第
五
節
　
河
北

	

　

町
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。
東
は
五
条
川
、
北
は
郷ご

う

瀬ぜ

川
を
境
に

犬
山
市
、
南
は
外
坪
地
区
、
西
は
上
小
口
地
区
に
接
す
る
。
県
道
斉

藤
羽
黒
線
・
草
井
羽
黒
線
が
東
西
に
走
る
。
水
田
中
心
の
農
業
地
域

で
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
・
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
が
地

区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
入
鹿
切
れ
（
第
一
編
第
三
章
第
一
節
）

に
よ
り
町
内
で
一
番
多
く
犠
牲
者
を
出
し
た
地
域
で
あ
る
。

　

近
世
は
、『
覚
書
』
に
「
川
北
村
」
と
記
載
さ
れ
、「
枝
郷　

中
沖 

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
は
あ
る
が
、

人
口
は
戸
数
四
六
戸
・
人
口
二
八
七
人
と
あ
る
。『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
村

名
が
「
小
弓
庄
河
北
村
」
と
な
り
、
戸
数
八
五
戸
・
人
口
三
五
六
人

と
あ
る
。
新
田
を
除
き
尾
張
藩
付
家
老
で
犬
山
城
主
成な

る

瀬せ

隼は
や

人と
の

正し
ょ
うの

給
地
で
あ
っ
た
。
北
部
を
流
れ
る
郷
瀬
川
（
善ぜ

ん

師じ

野の

川
）
が
決
壊
す

る
な
ど
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
村
で
、
村
内
に
は
水
車
が
あ
り
、
運
上

金
を
出
し
て
い
た
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
富
成
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、

名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
前
後
（
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
）
に
は
、
人じ

ん

絹け
ん

カ
ベ
織
布
工
場
が
三
軒
設
立
さ
れ

た
。
人
絹
カ
ベ
と
は
、
人
造
絹
糸
に
よ
る
壁
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九

六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
か
ら
農
業
構
造
改
善
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

地
区
内
集
落

　

河
北
は
、
上
郷
・
仲
沖
・
二
ツ
屋
の
三
つ
の
集
落
（
組
）
か
ら
な

り
、
区
長
は
上
郷
二
年
、
仲
沖
一
年
、
上
郷
二
年
、
二
ツ
屋
一
年
の

サ
イ
ク
ル
で
選
出
し
て
い
る
。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者

が
務
め
る
（
４
―
１
―
10
）。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
が

前
年
か
ら
人
口
で
二
〇
〇
人
増
、
世
帯
数
で
八
〇
世
帯
ほ
ど
増
加
し

た
（
４
―
１
―
11
）。

4-1-10　河北地区内集落図
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第
六
節
　
余
野
（
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）	

　

町
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
北
と
西
は
扶
桑
町
、
東
は
中
小
口
地

区
、
南
は
下
小
口
地
区
に
接
す
る
。
南
端
を
県
道
小
口
岩
倉
線
、
北

端
を
県
道
斉
藤
羽
黒
線
が
東
西
に
走
る
。
名
鉄
犬
山
線
柏
森
駅
に
近

く
、
住
宅
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
神
社
は
余
野
神
社
、
寺
院
は
山や

ま

姥ん
ば

物
語
ゆ
か
り
の
徳
林
寺
と
全
徳
寺
が
あ
る
。
西
保
育
園
・
大
口
西
小

学
校
が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
垣
田
・
西
浦
・
清
水
遺
跡
が
、
弥
生
時

代
の
遺
跡
と
し
て
西
浦
・
清
水
・
日
高
遺
跡
が
あ
る
。
清
水
遺
跡
か

ら
は
、
弥
生
時
代
の
壺つ

ぼ

・
高た

か

坏つ
き

・
小
型
仿ぼ

う

製せ
い

鏡き
ょ
うな

ど
が
出
土
し
て
お

り
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）、
余
野
四
丁
目
地
内
（
旧
字
神
明
下
）

か
ら
は
全
長
五
・
六
㎝
の
小
型
銅ど

う

鐸た
く

が
発
見
さ
れ
た
。

　

徳
林
寺
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
一
二
九
四
（
永
仁
二
）
年
、
余
野
村

在
住
の
武
士
、
小こ

池い
け

与よ

八は
ち

郎ろ
う

貞さ
だ

宗む
ね

が
、
空
母
山
徳
蓮
寺
と
称
し
た
真

言
宗
の
寺
院
を
建
立
し
、
一
時
衰
退
し
た
が
、
一
四
六
九
（
文
明
元
）

年
、
小
口
城
主
、
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
大
龍
山
徳
林
寺
と
改
称
し
臨

4-1-11　河北の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 287 9 46 8.2

1822頃 356 7.5 85 7.5

1932 706 9.6 124 9.4

1953 841 9.7 ― ―

1963 844 7.5 ― ―

1973 932 5.9 187 3.6

1983 1,160 6.8 258 5.4

1993 1,311 7.1 311 5.7

2003 1,288 6.1 363 5.2

2013 1,676 7.3 550 6.6

2022 1,749 7.2 632 6.4
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済
宗
の
寺
院
と
し
て
再
興
し
た
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　
『
信の

ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』

に
よ
る
と
、
余
野
に
織
田
信
雄
の
家
臣
、
滝
善
太

郎
の
知
行
地
（
領
地
）
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
一
五
八
四
（
天
正

十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不

知
行
と
な
っ
た
。『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
、
こ
の
と
き
徳
林
寺
の
本
堂
と
塔

頭
を
焼
失
し
た
と
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
一
六
七
〇
年
頃
と
一
八
二
二
年
頃
の
戸
数
・

人
口
を
比
較
す
る
と
、
戸
数
は
七
二
戸
か
ら
一
三
二
戸
に
、
人
口
は

四
二
一
人
か
ら
五
二
〇
人
に
な
っ
て
い
る
。
余
野
村
は
、
尾
張
藩
領

小
牧
代
官
所
支
配
下
で
、
家
臣
一
二
人
分
の
給
知
（
藩
士
の
所
領
）

高
四
八
九
石
、
藩
の
蔵
入
地
（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
高
五
〇
石
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
人
口
は
多
か
っ
た
が
、

年
貢
を
納
め
る
べ
き
農
家
が
徐
々
に
少
な
く
な
り
貧
村
と
あ
る
。
そ

し
て
村
内
は
畑
が
多
く
や
せ
た
土
地
に
は
茶
畑
が
入
り
混
じ
り
、
砂

地
な
の
で
大
麦
は
実
ら
ず
茶
と
桑
の
間
に
小
麦
と
荏え

（
エ
ゴ
マ
）
を

栽
培
し
た
。
桑
の
葉
は
養
蚕
用
と
し
て
他
村
へ
売
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
小
口
村
の
大
字
と
な
っ
た
が
、

一
八
九
五
年
に
柏
森
村
に
編
入
さ
れ
同
村
の
大
字
と
な
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
六
年
に
大
口
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が

施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
余
野
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
が
設

立
さ
れ
、
資
金
の
貸
し
付
け
、
食
糧
・
農
業
に
必
要
な
も
の
を
共
同

購
入
し
て
組
合
員
に
販
売
し
、
農
業
生
産
物
の
協
働
販
売
も
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
に
余
野
字
西
浦
で
大
口
製
糸
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
設
立
当
時
は
従
業
員
二
八
〇
人
で
年
間
七
〇
〇
梱

こ
う
り

の
生
糸
を
産
出
し
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
こ
の
会
社
は
一

九
三
五
（
昭
和
十
）
年
頃
に
不
況
の
た
め
解
散
し
て
し
ま
う
。

　

一
九
六
〇
年
に
余
野
字
垣
田
で
県
営
住
宅
が
完
成
し
、
一
九
六
四

年
か
ら
垣
田
区
と
し
て
独
立
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
七
年
に
は
、
地

区
の
一
部
が
さ
つ
き
ケ
丘
区
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
、
余
野
を
含
む
市
街
化
区
域
を
設
定
す
る
と
、
鉄
道

の
駅
に
近
い
場
所
か
ら
宅
地
化
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
一
九
八
七
年
一

月
に
は
、
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
が
認
可
さ
れ
、
一
九

九
七
（
平
成
九
）
年
二
月
に
事
業
が
完
了
す
る
と
、
人
口
は
飛
躍
的

に
増
加
し
た
。
ま
た
、
町
内
全
人
口
に
対
す
る
余
野
区
の
人
口
割
合

が
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
と
な
り
、
余
野
区
に
人
口
が
集
中
し
て
増
加

し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
に
人
口
が
一
旦
減
少
し
て
い
る
の
は
、
さ

つ
き
ケ
丘
区
民
の
人
口
を
別
に
し
た
た
め
で
あ
る
（
４
―
１
―
12
）。
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地
区
内
集
落
（
４
―
１
―
13
）

　

余
野
区　
か
つ
て
は
、
地
区
内
を
南
北
に
流
れ
る
昭
和
用
水
を
境

に
、
川
東
と
川
西
に
集
落
を
分
け
て
い
た
が
、
急
激
な
人
口
増
加
と

宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
余
野
区
を
東
西
南
北
の
四
つ
の
班
に

分
け
た
。
区
長
・
副
区
長
・
評
議
員
で
構
成
す
る
役
員
は
、
公
募
及

び
前
年
度
役
員
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
副
区
長
・
評
議

員
の
定
数
は
前
年
度
の
区
長
が
決
め
る
。
評
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
一
〇
〇
世
帯
に
つ
き
一
名
で
決
め
て
い
る
。4-1-12　余野区の人口・世帯の推移

（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

4-1-13　余野・垣田・さつきケ丘区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 421 13.2 72 12.9

1822頃 520 10.9 132 11.6

1932 781 10.7 129 9.7

1953 912 10.5 ― ―

1963 1,025 9.1 ― ―

1973 1,803 11.5 455 8.7

1983 2,530 14.9 672 14

1993 2,413 13.1 777 14.1

2003 4,187 19.8 1,434 20.6

2013 5,174 22.7 1,874 22.4

2022 5,829 24.1 2,403 24.4

余野余野
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垣
田
区　
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
直
後
に
県
営
住
宅
が
余
野

字
垣
田
に
お
い
て
建
設
を
開
始
し
、
翌
年
に
完
成
し
た
。
完
成
以
降

は
入
居
が
相
次
ぎ
、
約
三
年
で
人
口
が
約
一
七
倍
と
な
っ
た
（
４
―
１

―
14
）。
一
九
六
四
年
二
月
か
ら
、
県
営
住
宅
の
町
内
会
長
が
垣
田
区

長
と
な
る
。
一
九
七
九
年
か
ら
三
年
か
け
て
、
三
一
五
戸
の
う
ち
一

九
六
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
平
屋
一
五
八
戸
が
建
替
え
ら
れ
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
も
し
く
は
四
階
建
て
と
な
っ
た
。

　

さ
つ
き
ケ
丘
区　
一
九
八
七
年
に
余
野
か
ら
分
区
し
、
さ
つ
き
ケ

丘
区
と
し
て
区
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

現
在
、
区
内
は
一
八
組
に
分
か
れ
、
組
長
は
一
九
人
い
る
（
一
〇
組

は
一
〇-

一
・
一
〇-

二
で
二
人
の
組
長
）。
区
会
は
、
区
長
・
副
区

長
・
会
計
（
区
会
議
員
兼
務
）・
顧
問
・
集
会
所
委
員
（
区
会
議
員
兼

務
）・
区
会
議
員
四
人
（
一
～
四
組
担
当
・
五
～
九
組
担
当
・
一
〇
～

一
三
組
担
当
・
一
四
～
一
八
組
担
当
）
か
ら
な
る
。
分
区
以
降
は
大

き
な
人
口
の
増
減
が
な
い
分
、
高
齢
化
率
は
徐
々
に
上
昇
し
、
二
〇

一
一
年
以
降
は
高
齢
化
率
が
三
〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
（
４
―
１
―

15
）。

4-1-15　さつきケ丘区の人口・世帯の推移
（町の統計データによる）

4-1-14　垣田（県営住宅）の人口・世帯の推移
（町の統計データによる）
※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1960 72 0.7 ― ―

1963 1,235 11 ― ―

1973 1,304 8.3 372 7.1

1983 948 5.6 284 5.9

1993 1,204 6.5 405 7.4

2003 1,096 5.2 398 5.7

2013 927 4.1 397 4.8

2022 663 2.7 338 3.4

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1987 737 4.2 200 4.1

1993 816 4.4 254 4.6

2003 852 4 294 4.2

2013 836 3.7 324 3.9

2022 861 3.6 375 3.8
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さ
つ
き
ケ
丘
区
の
歴
史

　
さ
つ
き
ケ
丘
は
、
一
九
八
七
年
に
大
口
町
の
行
政
区
と
し
て
余
野
区
か

ら
独
立
し
ま
し
た
。

　
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
直
後
に
、
県
営
垣
田
住
宅
と
し
て
木
造
建

て
の
簡
素
な
家
が
三
一
五
戸
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
周
り
は
殆
ど
桑
畑

と
田
畑
ば
か
り
の
淋
し
い
所
で
し
た
が
、
豆
腐
屋
・
肉
屋
・
八
百
屋
・
理

髪
店
・
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
お
店
も
出
来
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
九
七
〇
年
か
ら
垣
田
と
そ
の
周
辺
の
区
画
整
理
が
始
ま
り
、

名
鉄
柏
森
駅
の
利
用
で
江
南
市
よ
り
地
価
が
安
い
と
い
う
事
と
、
ま
だ
自

然
も
残
り
駅
か
ら
歩
い
て
十
分
～
十
五
分
と
い
う
便
利
さ
も
あ
り
居
住
者

が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
行
政
区
と
し
て
は
余
野
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
が
多
い
現
状
で
は
農
業
中
心
の
余
野
区
の
慣
習
に
馴
染
め
ず
、

行
事
参
加
に
も
不
慣
れ
で
し
た
の
で
一
九
六
七
年
区
内
分
離
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
消
防
団
が
な
い
、
神
社
が
な
い
、
集
会

所
が
な
い
な
ど
、
な
い
な
い
づ
く
し
の
住
民
が
乗
り
超
え
る
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
余
野
区
と
の
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
余
野
区
に
属
し

て
い
て
は
、
直
接
道
路
の
舗
装
、
側
溝
の
整
備
な
ど
の
要
望
が
、
余
野
区

長
経
由
で
は
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
街
化
区
域
と
し
て

自
分
達
の
自
治
会
を
組
織
し
な
く
て
は
と
、
一
九
八
七
年
さ
つ
き
ケ
丘
区

と
し
て
承
認
さ
れ
、
初
代
区
長
さ
ん
と
地
元
の
町
議
会
議
員
さ
ん
が
三
年

間
に
わ
た
り
お
骨
折
り
い
た
だ
き
、
街
路
燈
の
設
置
、
集
会
所
の
建
設
な

ど
住
民
の
声
を
集
約
し
て
町
へ
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
余
野

区
と
は
、
余
野
神
社
の
祭
礼
に
は
氏
子
と
し
て
参
加
し
、
消
防
団
も
余
野

区
の
お
世
話
に
な
っ
て
、
人
的
協
力
が
出
来
な
い
所
は
負
担
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
集
会
所
は
町
有
地
の
一
部
の
上
に
一
九
八
八
年
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
老
朽
化
し
た
集
会
所
の
建
設
問
題
が
起
こ
り
ま
し

た
が
、
二
〇
一
一
年
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
二
〇
一
四
年
に
防
災
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た
地
域
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
歴
史
の
浅
い
区
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
御
近
所
の
絆
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
ふ
れ
あ
い
事
業
の
重

要
性
に
気
付
き
、
手
を
取
り
合
っ
て
温
か
い
地
域
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

「
さ
つ
き
ケ
丘
」
と
い
う
名
前

　
ど
う
し
て
さ
つ
き
ケ
丘
っ
て
シ
ャ
レ
た
名
前
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
余
野
区
か
ら
独
立
し
五
月
に
報
告
を
受
け
た
当
時
の
役
員
さ
ん
の
ひ
と

こ
と
、
五
月
だ
か
ら
「
さ
つ
き
」
で
し
ょ
と
、
全
員
一
致
で
「
さ
つ
き
ケ

丘
」
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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第
七
節
　
小
口
（
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
）	

　

町
の
北
東
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
位
置
す
る
。
北
は
扶
桑
町
、
東

は
河こ

北ぎ
た

地
区
、
南
は
外
坪
地
区
・
秋
田
地
区
・
大
屋
敷
地
区
、
西
は

余
野
地
区
・
江
南
市
と
接
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
初
め
頃
に
は
、

上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
つ
の
区
域
に
分
か
れ
て
い
た
。
東

西
に
県
道
斉
藤
羽
黒
線
・
県
道
小
口
岩
倉
線
が
通
る
。
住
宅
地
で
あ

る
が
、
一
部
水
田
が
広
が
る
。

　

上
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
区
域
中
央
を
東
西
に
県
道
斉
藤

羽
黒
線
が
走
る
。
中
央
部
は
住
宅
地
で
、
東
側
に
水
田
が
広
が
る
。

公
共
施
設
は
、
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
と
わ
か
し
ゃ
ち
国
体

記
念
運
動
公
園
が
あ
り
、
北
に
接
す
る
扶
桑
町
と
の
境
界
上
に
、
県

立
丹
羽
高
等
学
校
が
あ
る
。
社
寺
は
、
白は

く

山さ
ん

社
と
薬や

く

師し

寺
（
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う）

が
所
在
す
る
。

　

萩は
ぎ

島し
ま

は
、
木こ

っ
つ津

用
水
（
合
瀬
川
）
と
新
木
津
用
水
の
間
に
あ
る
集

落
で
、
江
戸
時
代
か
ら
上
小
口
の
枝
郷
で
あ
っ
た
。
社
寺
は
、
清き

よ

島し
ま

神
社
と
円え

ん

応お
う

寺
（
曹
洞
宗
）
が
あ
る
。

　

中
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
上
小
口
境
を
南
北
に
県
道
小
口

名
古
屋
線
が
走
る
。
西
部
は
住
宅
地
で
、
東
側
に
水
田
が
広
が
る
。

公
共
施
設
は
、
北
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
大
口
中
保
育

園
（
町
立
か
ら
の
ち
に
民
営
化
）、
大
口
北
小
学
校
・
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
・
小
口
城

じ
ょ
う

址し

公
園
が
所
在
す
る
。
大
口
北
小
学
校
は
当
初
、

五
条
川
右
岸
に
あ
っ
た
が
、
五
条
川
左
岸
の
大
口
北
部
中
学
校
（
一

九
八
五
～
二
〇
〇
七
年
）
が
大
口
中
学
校
と
統
合
し
た
た
め
、
増
改

築
を
し
て
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
に
移
設
し
た
。
北
小
学
校

の
跡
地
は
、
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
と
な
る
。
社
寺
は
、
小
口
神

社
・
神し

ん

明め
い

社
・
妙

み
ょ
う

徳と
く

寺
（
臨
済
宗
）
が
あ
る
。

　

下
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
南
北
に
県
道
小
口
岩
倉
線
が
走

る
。
住
宅
地
で
、
東
南
部
に
水
田
が
広
が
る
。
公
共
施
設
は
、
町
の

中
央
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
児
童
セ
ン
タ
ー
・
大
口
町
役
場
・
総

合
運
動
場
と
い
っ
た
主
要
な
施
設
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
に
白
山
ふ
れ
あ
い
の

森
が
あ
る
。
社
寺
は
、
白
山
社
・
薬
師
堂
（
陽よ

う

学が
く

院い
ん

）
が
あ
る
。
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歴
史

　

旧
石
器
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
荒
井
（
上
小
口
三
丁
目
・
旧
小
口

字
馬ば

喰く
ろ

島じ
ま

）
出
土
の
握あ

く

斧ふ

、
西
山
神
遺
跡
（
中
小
口
一
丁
目
・
旧
小

口
字
西に

し

山や
ま
の

神か
み

）
出
土
の
石
器
類
が
あ
る
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て

は
、
ほ
場
整
備
の
際
に
見
つ
か
っ
た
向
江
遺
跡
（
中
小
口
一
丁
目
地

内
・
旧
小
口
字
向
江
）
の
住
居
跡
、
仁
所
野
遺
跡
の
調
査
で
確
認
し

た
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

群
、
東
樋
田
遺
跡
（
下
小
口
一
丁
目
・
旧
小
口
字
東

樋
田
）
の
住
居
跡
な
ど
が
あ
る
。
古
墳
時
代
に
は
、
善
光
寺
塚
古
墳

（
上
小
口
一
丁
目
）、
小
口
城
古
墳
が
立
地
す
る
。

　

承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
年
）
成
立
の
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

に

は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
十
二
郷
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
小
口
郷
」
と
あ
り
、

小
口
の
地
名
が
確
認
で
き
る
最
古
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
九
二
七

年
成
立
の
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
小
口
神
社
と
『
尾
張
国
内
神
名
帳
』

の
小
口
天
神
は
同
一
で
あ
り
、
九
〇
〇
年
代
に
は
小
口
神
社
（
小
口

天
神
）
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
四
〇
〇
年
代
に
は
、
尾
張
国
守
護
代
で
あ
っ
た
織お

田だ

敏と
し

広ひ
ろ

の
弟
、 

織お
だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
一
四
五
九
（
長
禄
三
）
年
に
小
口
城
を
築
城
し
、

そ
の
後
犬
山
に
木
之
下
城
も
築
城
し
て
美
濃
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
た
。

小
口
城
と
木
之
下
城
を
往
来
す
る
「
織
田
街
道
」
と
い
う
道
が
存
在

し
た
と
伝
承
に
残
っ
て
い
る
。
広
近
は
余
野
地
区
の
徳
林
寺
を
再
興

し
、
出
家
後
に
は
小
口
城
の
北
西
に
隠
居
所
を
建
て
た
。
こ
の
隠
居

所
が
、
の
ち
の
妙
徳
寺
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
『
覚
書
』
に
は
、「
枝
郷 

上
小
口　

中
小
口　

下
小

口　

萩
島
」、
戸
数
二
〇
二
軒
・
人
口
一
〇
五
〇
人
と
あ
る
。
一
六
〇

〇
年
代
に
、
す
で
に
小
口
の
中
で
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
と
萩

島
と
い
っ
た
集
落
区
分
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は

戸
数
四
一
七
軒
・
人
口
一
九
四
一
人
と
あ
る
。
ま
た
、
小
口
村
は
尾

張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
は
あ
る
が
、
新
田
を
除
き
尾
張
藩
付

家
老
で
尾
張
藩
領
美
濃
今い

ま

尾お

藩
主
で
あ
る
竹

た
け
の

腰こ
し

山や
ま

城し
ろ
の

守か
み

の
給
地
で

あ
っ
た
。
小
口
村
は
、
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
村
に
分
か

れ
、
支し

邑ゆ
う

と
し
て
萩
島
・
北
外
坪
・
竹
田
・
下
島
・
野
田
野
・
稲
口
・

寺
田
の
七
つ
に
分
か
れ
、
萩
島
は
上
小
口
に
「
属
す
」
と
明
確
に
書

か
れ
て
い
る
が
、
北
外
坪
・
稲
口
・
寺
田
は
下
小
口
の
東
南
、
竹
田
・

下
島
・
野
田
野
は
下
小
口
の
西
と
位
置
関
係
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
竹
田
・
下
島
・
野
田
野
は
、
砂
地
で
茶
畑
が
多
く
、
そ
の
東

側
は
黒
土
で
土
性
が
よ
い
と
あ
る
。

　

入い
る

鹿か

清せ
い

右え

も

ん
衛
門
新
田
は
、『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
戸
数
七
軒
・
人
口

三
〇
人
と
あ
る
。『
徇
行
記
』
に
は
戸
数
一
六
軒
・
人
口
四
四
人
で
、

場
所
は
木
津
用
水
と
新
木
津
用
水
の
間
で
萩
島
集
落
の
南
に
位
置
す

る
。
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
小
口
村
へ
編
入
さ
れ
た
。
一
八
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八
九
年
、
余
野
村
と
合
併
し
小
口
村
大
字
小
口
と
大
字
余
野
の
二
つ

の
大
字
で
編
成
さ
れ
る
が
、
一
八
九
五
年
に
余
野
が
柏
森
村
に
編
入

さ
れ
大
字
は
小
口
の
み
と
な
る
。
一
九
〇
六
年
に
大
口
村
の
大
字
と

な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

区
長
制
度
下
で
は
、
小
口
区
長
は
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の

輪
番
で
選
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）

年
以
降
は
、
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
が
区
長
を
選
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
区
内
集
落

　

上
小
口
区　
ほ
か
の
区
と
は
異
な
り
、
集
落
が
比
較
的
固
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
木
津
用
水
で
南
北
に
つ
な
が
る
枝
郷
の
萩
島
を
除

け
ば
区
内
で
の
地
区
分
け
は
な
く
、
区
長
の
選
出
方
法
も
世
代
順
に

選
出
し
て
い
る
（
４
―
１
―
16
）。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定

者
が
務
め
る
。
こ
の
他
、
評
議
員
一
九
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
萩

島
は
総
代
な
ど
が
上
小
口
区
会
に
出
席
し
、
単
独
で
で
き
る
行
事
を

除
い
て
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

工
場
誘
致
に
よ
り
、
民
成
紡
績
株
式
会
社
の
敷
地
内
に
寮
が
で
き
、

地
区
内
に
も
社
宅
が
で
き
た
た
め
、
一
九
五
七
年
に
人
口
割
合
が
前

年
の
九
・
四
％
か
ら
一
六
・
四
％
に
ま
で
上
昇
し
、
一
九
六
〇
年
に

4-1-17　上小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。 4-1-16　上小口地区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 620 8.5 112 8.4

1953 763 8.8 ― ―

1963 1,834 16.3 ― ―

1973 2,067 13.2 1,054 20.1

1983 1,722 10.2 596 12.4

1993 1,572 8.5 512 9.3

2003 1,789 8.5 626 9

2013 1,577 6.9 610 7.3

2022 2,181 9 823 8.4

上小口上小口
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は
一
八
・
三
％
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
れ
以
降
、
紡
績
業
の
衰
退
も
あ

り
人
口
は
徐
々
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は

工
場
・
社
宅
跡
地
の
分
譲
化
が
進
み
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
一
気
に

上
昇
し
た
（
４
―
１
―
17
）。

　　

中
小
口
区　
地
区
内
は
川
端
・
上
之
段
・
下
之
段
・
新
宮
に
分
か

れ
、
区
長
を
選
出
し
て
い
る
（
４
―
１
―
18
）。
副
区
長
は
、
次
年
度

の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
。
区
会
議
員
は
、
川
端
か
ら
南
部
・
中
部
・

北
部
の
代
表
三
人
、
上
之
段
か
ら
東
部
・
西
部
の
代
表
二
人
、
下
之

段
か
ら
東
部
・
中
部
一
・
中
部
二
・
西
部
・
北
部
の
代
表
五
人
、
新

宮
総
代
一
人
の
合
計
一
一
人
で
構
成
さ
れ
る
。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
理
由
と
し
て
一
九
七

〇
年
に
一
部
市
街
化
区
域
に
な
っ
た
こ
と
や
町
営
住
宅
の
建
設
に
よ

り
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４

―
１
―
19
）。

4-1-19　中小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。 4-1-18　中小口地区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 772 10.5 140 10.6

1953 923 10.6 ― ―

1963 968 8.6 ― ―

1973 1,462 9.3 426 8.1

1983 1,626 9.6 432 9

1993 1,795 9.7 508 9.2

2003 2,054 9.7 654 9.4

2013 2,201 9.6 774 9.3

2022 2,398 9.9 949 9.6
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下
小
口
区　
地
区
内
は
竹
田
組
・
新
田
組
・
天
神
組
・
前
田
組
・

仁
所
野
組
・
本
郷
組
の
六
地
区
に
分
か
れ
、
区
長
を
選
出
し
て
い
る

（
４
―
１
―
21
）。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
。
区

会
議
員
は
一
九
人
で
構
成
さ
れ
る
。
竹
田
組
は
、
竹
田
集
落
と
下
島

集
落
か
ら
な
り
、
竹
田
組
の
代
表
の
み
「
総
代
」
と
呼
ぶ
。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年

代
に
か
け
て
特
に
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
企
業
の
寮
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４
―
１
―
20
）。

4-1-20　下小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

4-1-21　下小口地区内集落図

人口
（人）

人口割 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 1,078 14.7 197 14.9

1953 1,201 13.8 ― ―

1963 1,268 11.3 ― ―

1973 2,116 13.5 632 12

1983 2,763 16.3 889 18.5

1993 3,001 16.2 932 17

2003 3,501 16.6 1,291 18.5

2013 3,894 17.1 1,573 18.8

2022 4,059 16.8 1,797 18.3
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第
二
章

地
名
い
ま
む
か
し

字
区
域
及
び
名
称
の
変
更

　

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
の
大
口
村
成
立
後
、
村
全
域
に
わ

た
る
地
名
の
変
更
は
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
従
来
の
区
域
割

で
は
数
多
く
の
字あ

ざ

が
入
り
組
み
、
道
路
・
水
路
の
新
設
や
改
良
を
お

こ
な
う
と
、
一
つ
の
区
域
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
大
口
町
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
か
ら
土
地
改

良
事
業
に
よ
る
区
画
整
理
と
と
も
に
、
地
籍
の
明
確
化
で
税
の
公
平

性
を
図
り
、
境
界
及
び
面
積
に
関
す
る
測
量
で
新
し
い
地
図
・
地
籍

簿
を
整
備
す
る
国
土
調
査
事
業
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
進

む
に
つ
れ
、
地
番
の
整
理
が
必
要
に
な
り
、
ま
た
道
路
・
水
路
の
新

設
な
ど
で
、
字
区
域
界
が
分
断
さ
れ
る
状
況
も
引
き
続
き
生
ず
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九
七
六
年
度
に
地
区
代
表

者
・
学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
字
区
域
及
び
名
称
変
更
の
た
め
の
推

進
協
議
会
を
組
織
し
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
本
方
針
と
し
て
境

界
は
主
要
構
築
物
（
道
路
・
水
路
な
ど
）
を
も
っ
て
区
画
す
る
、
名

称
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
、
親
し
み
の
深
い
も
の
な
ど
、
地
区
住
民

の
意
向
を
十
分
尊
重
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

字
名
・
字
区
域
の
変
更
に
難
色
を
示
す
地
区
も
あ
っ
た
が
、
話
し

合
い
を
重
ね
た
結
果
、
関
係
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

町
議
会
で
は
、
一
九
七
七
年
三
月
定
例
会
で
「
町
の
区
域
及
び
名
称

の
設
定
に
つ
い
て
」
の
審
議
を
経
て
、
早
期
完
全
施
行
を
議
決
し
た
。

　

こ
う
し
て
字
区
域
の
境
界
変
更
と
、「
大
字
○
○
字
△
△
」
か
ら

「
〇
〇
△
丁
目
」
と
い
う
名
称
変
更
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
始
ま
り
二

〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
完
了
し
た
。
な
お
、
大
口
町
役
場
の
所
在

地
は
、
施
行
前
の
「
大
口
町
大
字
大
屋
敷
字
丸
七
番
地
」
か
ら
「
大

口
町
下
小
口
七
丁
目
一
五
五
番
地
」
と
な
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
新
旧
の
名
称
と
境
界
の
変
更
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

地
区
ご
と
の
地
図
を
示
す
（
４
―
２
―
１
～
11
）。
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秋田
変更年月日 変　　更　　後

1979（昭和54）年３月15日 秋田一丁目（一部）・二丁目・三丁目（一部）・四丁目、
替地二丁目（一部）、伝右一丁目・二丁目

1992（平成４）年１月９日 秋田一丁目（一部）
1993年３月30日 秋田三丁目（一部）、替地一丁目
2011年９月20日 替地一丁目（一部）・二丁目（一部）・三丁目

豊田
1986（昭和61）年２月13日 御供所一丁目（一部）、堀尾跡一丁目
1992（平成４）年１月９日 奈良子一丁目・二丁目

1993年３月30日
御供所一丁目（一部）、二丁目、三丁目、
豊田一丁目・二丁目（一部）・三丁目（一部）、
奈良子三丁目、堀尾跡二丁目

1998年６月11日 豊田二丁目（一部）・三丁目（一部）
2011年９月20日 豊田三丁目（一部）

大屋敷
1979（昭和54）年２月１日 丸二丁目（一部）
1979年３月15日 高橋二丁目（一部）

1992（平成４）年１月９日

大屋敷一丁目・二丁目・三丁目、
大御堂一丁目（一部）・二丁目、
高橋一丁目・二丁目（一部）、
丸一丁目（一部）・二丁目（一部）

1995年５月１日 大字大屋敷字大御堂（地番変更）
1999年12月22日 大御堂一丁目（一部）、丸一丁目（一部）

外坪
1979（昭和54）年２月１日 外坪一丁目・四丁目・五丁目
1979年３月23日 外坪二丁目
1982年２月８日 外坪三丁目

河北
1979（昭和54）年３月23日 仲沖一丁目・二丁目、二ツ屋一丁目・二丁目
1990（平成２）年３月31日 河北一丁目（一部）
1991年７月９日 河北一丁目（一部）
1997年10月２日 河北一丁目（一部）・二丁目・三丁目
2008年１月31日 仲沖一丁目（地番変更）
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余野、さつきケ丘、垣田
変更年月日 変　　更　　後

1996（平成８）年10月１日 余野一丁目・三丁目・四丁目・五丁目（一部）・六丁目（一
部）

1999年12月22日 余野五丁目（一部）・六丁目（一部）
2001年10月24日 余野三丁目（一部）　　
2002年３月28日　 余野二丁目
2009年３月27日 さつきケ丘一丁目・二丁目、垣田

上小口
1978（昭和53）年８月31日 上小口一丁目（一部）・二丁目（一部）・三丁目

1979年３月23日 萩島一丁目・二丁目
1986年８月６日 上小口一丁目（一部）　
1990（平成２）年３月31日 上小口二丁目（一部）

中小口
1978（昭和53）年８月31日 中小口二丁目（一部）

1979年２月１日 城屋敷二丁目、新宮一丁目・二丁目、中小口三丁目・五丁目
1979年３月23日 中小口四丁目　　　　
1986年８月６日 中小口一丁目（一部）
1995（平成７）年５月11日 大字小口字大御堂腰（地番変更）

1996年10月１日 中小口一丁目（一部）、大字小口字下之段（新字名）、大字小
口字地蔵堂（新字名）、大字小口字宮之前（新字名）

2013年６月17日 城屋敷一丁目
2019（令和元）年７月16日 中小口一丁目（一部）・二丁目（一部）

下小口
1979（昭和54）年２月１日 下小口三丁目・四丁目・五丁目・六丁目（一部）・七丁目

1979年３月15日 下小口六丁目（一部）
1983年６月１日 下小口一丁目・二丁目（一部）

1992（平成４）年１月９日 竹田三丁目（一部）

1999年12月22日 竹田二丁目・三丁目（一部）
2001年10月24日 下小口二丁目（一部）
2007年６月27日 竹田一丁目・三丁目（一部）
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4-2-3　秋田地区名称地番変更図

文

文
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4-2-4　豊田地区名称地番変更図
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4-2-5　大屋敷地区名称地番変更図
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4-2-6　外坪地区名称地番変更図

581　 



4-2-7　河北地区名称地番変更図

第二章　地名いまむかし　 582

第四編　地域の変化



4-2-8　余野地区（余野・垣田・さつきケ丘）名称地番変更図

ケ

ケ

ケ
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4-2-9　上小口地区名称地番変更図
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4-2-10　中小口地区名称地番変更図

新宮一丁目
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4-2-11　下小口地区名称地番変更図

三
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第
三
章

地
名
の
由
来
・
伝
承

　

大
口
町
域
に
存
在
す
る
地
名
に
つ
い
て
、
承
平
年
間
（
九
三
一
～

九
三
八
年
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

に
、「
尾
張

国
丹
羽
郡
小
口
郷
」
と
確
認
で
き
る
。
以
降
、
各
時
代
の
記
録
類
に

は
村
名
の
表
記
は
確
認
で
き
る
が
、
村
内
の
詳
細
な
地
名
は
記
録
と

し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
絵
図
な

ど
の
史
料
よ
り
、
村
名
だ
け
で
な
く
、
各
村
内
の
土
地
に
対
す
る
地

名
（
小こ

字あ
ざ

名
）
ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
明
治
時
代
に
入
り
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区

町
村
編
制
法
施
行
時
の
町
域
内
で
は
、
小
口
村
・
豊
田
村
・
秋
田
村
・

大
屋
敷
村
・
河
北
村
・
外
坪
村
・
余
野
村
が
あ
り
、
豊
田
村
・
秋
田

村
以
外
は
施
行
前
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
村
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

村
名
は
、
一
八
八
九
年
に
富
成
村
・
小
口
村
・
太
田
村
の
三
村
に
統

合
さ
れ
た
際
に
大お

お

字あ
ざ

名
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
〇
六
年
に
三
村
が

合
併
し
、
大
口
村
と
な
っ
た
後
も
大
字
名
と
し
て
残
り
続
け
た
。

　

小
字
名
は
、
江
戸
時
代
の
史
料
で
把
握
で
き
る
も
の
に
加
え
、
明

治
時
代
の
史
料
で
新
た
に
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
江
戸

時
代
に
お
け
る
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
小
字
名
が
、
場
所
に
よ
っ

て
詳
細
に
設
定
さ
れ
て
い
た
理
由
と
し
て
、
そ
の
土
地
か
ら
年
貢
を

取
る
た
め
、
戦
国
時
代
の
検
地
、
古
代
の
律
令
制
度
を
起
源
と
す
る

な
ど
様
々
な
説
が
あ
る
。

　

大
口
村
成
立
後
、
全
域
に
わ
た
る
地
名
の
変
更
は
、
一
九
七
八
（
昭

和
五
十
三
）
年
か
ら
始
ま
る
字
区
域
の
境
界
変
更
及
び
名
称
変
更
と

な
る
（
第
四
編
第
二
章
）。

　

本
章
で
は
、
大
字
・
小
字
と
も
に
、
地
名
が
ど
の
時
代
の
史
料
で

確
認
で
き
る
か
に
も
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
由
来
・
伝
承
を

記
述
す
る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
（
一
八
四
〇
～

五
〇
年
代
）
に
描
か
れ
た
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
の
村
絵
図
（
以

下
「
村
絵
図
」）、『
寛
文
村
々
覚
書
』（
一
六
七
〇
年
前
後
に
成
立
）、

『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』（
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
成
立
）、
愛
知
県
公
文
書

館
所
蔵
の
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
、『
大
口
村
誌
』（
一
九
三
五
年
刊
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行
）、『
五
十
年
の
歩
み
』（
一
九
五
六
年
刊
行
）、『
大
口
町
史
』（
一

九
八
二
年
刊
行
）、
地
名
辞
典
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

　

ま
た
、
村
絵
図
に
旧
小
字
名
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
地
名
は
、
江

戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
、
村
絵
図
に
記
載
が
な
く
、

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
記
載
の
あ
る
も
の
は
明
治
時
代
の
地
籍
図

で
確
認
で
き
る
地
名
と
し
、
明
治
時
代
に
確
認
で
き
る
地
名
は
、
江

戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
ど
の
よ
う
な
地
名
で
あ
っ
た
の
か
把
握
で
き

る
範
囲
で
記
載
す
る
。
由
来
に
つ
い
て
は
、
文
末
に
出
典
を
記
載
し
、

出
典
の
な
い
も
の
は
地
元
の
伝
承
か
ら
で
あ
る
。

　

各
地
区
ご
と
に
地
名
を
列
挙
す
る
に
あ
た
り
、
江
戸
時
代
に
村
名

で
あ
り
、
明
治
時
代
に
大
字
と
な
っ
た
地
名
、
昭
和
期
の
名
称
地
番

変
更
に
よ
り
新
し
く
付
け
ら
れ
た
町
名
、
明
治
時
代
以
降
に
地
名
と

し
て
残
ら
な
か
っ
た
が
、
各
地
区
に
お
い
て
は
慣
習
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
通
称
名
、
名
称
地
番
変
更
前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
小
字
名

に
分
類
す
る
。
小
字
名
の
読
み
仮
名
は
、『
大
口
町
史
』
の
小
字
名
一

覧
に
掲
載
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
付
す
。
各
地
名
の
位
置
に
つ
い
て

は
、
第
四
編
第
二
章
に
掲
載
し
た
地
区
ご
と
の
地
図
を
参
照
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

第
一
節
　
秋
田

	

（
４
―
２
―
３　

秋
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
秋
田
（
あ
き
た
）

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
秋
田

村
が
誕
生
し
、
一
八
八
九
年
、
太
田
村
の
大
字
と
な
る
。
湿
地
・

低
地
を
示
す
ア
ク
タ
（
芥
）、
ア
ク
ツ
（
阿
久
津
）（『
日
本
の
地

名
』）
が
転
じ
て
ア
キ
タ
（
秋
田
）
と
な
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
町
名

　
秋
田　
「
大
字
秋
田
」
参
照
。

　
伝
右
（
で
ん
ね
）

江
戸
時
代
前
期
、
庄
屋
の
伝
右
衛
門
の
六
代
前
の
先
人
が
、
安や

す

良ら

村
（
現
江
南
市
安
良
）
か
ら
移
り
住
み
、
田
畑
を
開
墾
し
入

鹿
伝
右
衛
門
新
田
と
い
う
集
落
が
成
立
し
た
。
こ
の
伝
右
衛
門

の
略
語
と
し
て
、「
伝
右
（
デ
ン
ネ
）」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
町
名
と
な
っ
た
。

　

替
地
（
か
え
ち
）

江
戸
時
代
前
期
、
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
は
、
紀
伊
藩
の
浪
人
が
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長
桜
の
土
豪
を
頼
っ
て
長
桜
村
南
辺
を
開
発
し
た
が
、
同
地
が

犬
山
城
主
成
瀬
氏
領
で
あ
っ
た
た
め
、
小
口
村
に
あ
っ
た
尾
張

藩
領
の
一
部
と
交
換
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
経
緯
が

村
名
の
由
来
と
な
り
、
替
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
長
桜
（
な
が
さ
く
ら
）

伝
承
で
は
二
説
あ
る
。
一
つ
は
、
奈
良
か
ら
皇
族
ゆ
か
り
の
人

が
天
神
を
背
負
い
、
桜
の
枝
を
杖つ

え

と
し
て
や
っ
て
来
た
。
こ
の

杖
を
桜
塚
に
立
て
て
お
い
た
の
が
発
芽
し
、
そ
れ
か
ら
八
重
と

一
重
の
二
つ
が
開
花
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
奈
良
桜
村

と
い
い
、
転
じ
て
長
桜
村
に
な
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
正せ

い

字じ

が

「
長
狭
倉
」
で
、
木
曽
川
の
支
流
と
入
鹿
池
か
ら
の
水
路
に
挟
ま

れ
た
南
北
に
長
く
小
高
い
土
地
を
意
味
す
る
。
桜
塚
の
因
縁
を

も
っ
て
「
長
桜
」
と
な
っ
た
と
信
ず
る
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る

（『
大
口
村
誌
』）。

　

八
左
（
は
ち
ざ
）

入
鹿
八
左
衛
門
新
田
の
庄
屋
、
八
左
衛
門
が
縮
ま
り
「
八
左
（
ハ

チ
ザ
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
宗
雲
（
そ
う
う
ん
）

庄
屋
常
右
衛
門
の
七
代
前
の
先
祖
が
開
墾
し
た
。
奥
州
か
ら
来

た
小
笠
原
宗
雲
が
家
来
の
左
右
田
弥
次
右
衛
門
、
佐
竹
左
太
夫

に
開
墾
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
入
鹿
宗
雲
新
田
と
な
り
、
集
落
名

を
宗
雲
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
庄
屋
常
右
衛
門
は
、
佐
竹
左

太
夫
の
末ま

つ

裔え
い

で
あ
る
。
宗
雲
は
南
北
に
広
く
、
南
屋
敷
・
中
屋

敷
・
北
屋
敷
と
三
区
に
分
け
て
い
た
（『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』）。

〇
通
称
名
（
地
域
）

　
ヒ
バ
シ
リ

秋
田
一
丁
目
（
旧
大
屋
敷
字
寺
東
と
秋
田
字
東
藪や

ぶ

山や
ま

の
境
あ
た

り
）
の
用
水
に
折
れ
た
石
橋
が
あ
り
、
夜
に
な
る
と
こ
の
橋
か

ら
火
が
走
っ
た
と
い
う
の
で
、
火
走
り
橋
の
名
が
つ
い
た
（『
大

口
村
誌
』）。
こ
れ
が
転
じ
て
、
近
隣
の
住
民
は
こ
の
周
辺
を
「
ひ

ば
し
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
別
に
、
秋
の
野
焼
き
の
際
、
夕
暮

れ
時
に
伊
吹
き
お
ろ
し
で
残
り
火
が
立
ち
、
東
方
向
へ
火
が
走

る
よ
う
に
燃
え
移
る
様
子
か
ら
「
火
走
り
（
ヒ
バ
シ
リ
）」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　
ハ
ラ伝

右
二
丁
目
と
秋
田
二
丁
目
の
境
に
あ
る
「
字
中
原
」
あ
た
り

の
地
域
を
「
ハ
ラ
」
と
呼
ぶ
（
伝
右
二
丁
目
「
中
原
」
参
照
）。
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【
旧
小
字
名
】

〇
伝
右
一
丁
目

　
五
反
田
（
ご
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。
北
に
隣
接
す
る
下
小
口
に

「
下
五
反
田
」
の
小
字
名
あ
り
。

　
壱
丁
田
（
い
っ
ち
ょ
う
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
壱
町
田
」
と
あ
る
。
丁
は
町
の
当
て

字
。
一
町
を
一
区
画
と
す
る
田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
西
壱
丁
田
（
に
し
い
っ
ち
ょ
う
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
壱
町

田
」
を
明
治
に
入
り
「
壱
町
田
」
と
「
西
壱
丁
田
」
に
分
割
。

　
屋
敷
（
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
に
「
伝
右
衛

門
新
田
郷
立
」
と
あ
り
、
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
、

明
治
に
入
り
「
屋
敷
」
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
郷
裏
（
ご
う
う
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
郷
う
ら
」
と
あ
る
。
郷
は
集
落
、

裏
は
北
側
の
意
味
で
伝
右
集
落
の
北
の
意
味
。

　
郷
西
（
ご
う
に
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
集
落
の
意
味
で
、

伝
右
集
落
の
西
の
意
味
。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
「
大
原
」

と
確
認
で
き
る
（「
村
絵
図
」）。
東
に
接
す
る
梶
田
の
意
味
と
、

樋
の
字
か
ら
、
こ
の
地
が
用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し

て
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
梶
田
（
か
じ
た
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
下
小
口
か
ら
伝
右
一
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
の
ち
小
口
字
梶
田
と
な

り
下
小
口
地
区
内
で
あ
っ
た
が
、
名
称
地
番
変
更
に
よ
る
区
域

変
更
で
秋
田
地
区
に
。
水
路
に
接
し
て
お
り
、
用
水
路
の
分
岐

す
る
場
所
「
カ
ジ
を
切
る
」
の
意
味
で
つ
い
た
。
ま
た
、
神
に

捧
げ
る
木
と
し
て
神
社
の
境
内
に
植
え
ら
れ
る
な
ど
神
事
と
の

関
連
が
強
い
カ
ジ
ノ
キ
が
多
く
あ
っ
た
か
ら
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

〇
伝
右
二
丁
目

　
畦
知
野
（
あ
ぜ
ち
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
あ
ぜ
ち
の
」
と
確
認
で
き
る
。
ア

ゼ
は
、
浅
い
川
の
ほ
と
り
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
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村
絵
図
に
も
二
筋
の
水
路
ぞ
い
に
立
地
し
て
い
る
。

　
八
反
田
（
は
っ
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
八
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
大
原
（
お
お
は
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
向
山
（
む
か
え
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
伝
右
の
集
落
か
ら
見
て
、

微
高
地
で
あ
る
こ
と
が
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
村
絵
図
で
も
畑

と
田
の
両
方
が
見
ら
れ
る
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
の

境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
中
原
（
な
か
は
ら
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
、「
下

原
」（「
村
絵
図
」）。
明
治
に
入
り
、「
下
原
」
か
ら
「
中
原
」
に

改
め
た
。
地
元
の
通
称
名
で
は
、
こ
の
地
の
集
落
を
「
ハ
ラ
」

と
呼
ぶ
。

　
髭
田
（
ひ
げ
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ひ
げ
田
」
と
あ
る
。
水
引
の
ヒ
キ
、

ヒ
ク
に
ヒ
ゲ
を
あ
て
た
も
の
で
水
が
よ
く
流
れ
込
む
田
の
意
味

を
表
し
て
い
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
秋
田
一
丁
目

　
米
野
（
こ
め
の
）　

秋
田
二
丁
目
「
米
野
」
参
照
。

　
西
廻
間
（
に
し
は
ざ
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
境
は
西
北
に
あ
り
、

川
と
水
田
に
は
さ
ま
れ
た
狭
い
範
囲
を
示
す
（『
大
口
町
史
』）。

　
六
反
田
（
ろ
く
た
ん
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
六
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
村
北
（
む
ら
き
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
地
名
で
は
あ
る
が
、
名

称
地
番
変
更
前
の
「
字
村
北
」
と
「
字
勝
負
山
」
は
、
村
絵
図

で
は
「
中
山
」
に
含
ま
れ
、「
字
中
山
」
と
「
字
南
山
」
の
「
居

屋
敷
（
集
落
）」
の
北
に
狭
い
範
囲
で
「
字
村
北
」
と
確
認
で
き

る
。

　
勝
負
山
（
し
ょ
う
ぶ
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
中
山
」
に
含
ま
れ
て
い
る
（「
村
北
」
参
照
）。
土
地
争

い
、
境
界
争
い
が
あ
る
と
、
新
た
な
地
名
に
「
勝
負
」
の
文
字

が
入
る
例
が
多
い
（『
大
口
町
史
』）。
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西
中
山
（
に
し
な
か
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
中
山
」
の
範
囲
が
広
く
、
中
山
の
西
端
を
明
治
に
入
っ

て
「
西
中
山
」
と
し
た
。

　
川
原
ヶ
田
（
か
わ
ら
け
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
で
は
「
河
原
田
」

と
し
て
い
る
。

　
屋
敷
越
（
や
し
き
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
同
地
を
「
八
左
衛
門
新
田　

居
屋
敷
」
と
し
て
い
る
。

『
尾
張
徇
行
記
』
に
、
長
桜
村
か
ら
こ
こ
に
移
り
開
墾
し
た
と
あ

る
。
長
桜
の
「
居
屋
敷
」
か
ら
越
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
藪
山
（
や
ぶ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
明
治
に
入
り
「
東
藪

山
」・「
柳
原
」・「
宮
浦
」・「
西
藪
山
」
に
分
か
れ
た
（
第
四
編

第
三
章
第
二
節
奈
良
子
二
丁
目
「
藪
山
」
参
照
）。

　
東
藪
山
（
ひ
が
し
や
ぶ
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
で
、
東
に
位
置
す
る
。

　
宮
浦
（
み
や
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
で
、
浦
は
裏
の
あ
て
字
で
天
神
社
の
北
の
意
味
。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
奈
良
子
二
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
第
四
編
第
三
章
第
二

節
奈
良
子
二
丁
目
「
柳
原
」
参
照
）。

　
西
藪
山
（
に
し
や
ぶ
や
ま
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
奈
良
子
二
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
第
四
編
第
三
章
第
二

節
奈
良
子
二
丁
目
「
藪
山
」
参
照
）。

〇
秋
田
二
丁
目

　
米
野
（
こ
め
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
北
屋
敷
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
村
北秋

田
一
丁
目
「
村
北
」
参
照
。

　
山
神
前
（
や
ま
が
み
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
あ
る
「
字
六
反
田
」
の
南
西
端
に
「
山
の
神
」
の
記
載
が
あ
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り
、
明
治
に
入
り
そ
の
南
を
「
山
神
前
」
と
し
た
。

　
法
徳
寺
（
ほ
う
と
く
じ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
村
絵
図

に
あ
る
「
中
山
」
の
一
部
で
あ
っ
た
。
窪く

ぼ

ん
だ
地
形
を
表
す
女

性
の
陰
部
（
ホ
ト
）
に
好
字
で
あ
る
法
徳
の
文
字
を
あ
て
、
寺

は
地
の
借
字
と
さ
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
中
山
（
な
か
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
東
端
に
「
居
屋
敷
」
と

そ
の
北
に
「
宮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
中
屋
敷
と
権
現
社
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七

八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

〇
秋
田
三
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
天
神
社
境
内
地
と
そ
の

南
側
を
呼
ぶ
。

　
宮
東
（
み
や
ひ
が
し
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
天
神
社
の
東
側
の
地
。

な
お
、
村
絵
図
に
は
字
名
は
な
い
が
「
居
屋
敷
」
が
密
集
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
村
東
（
む
ら
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
宗
雲
南
部
に
位
置
す
る

「
字
南
山
」
の
集
落
の
東
を
表
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
南
山
（
み
な
み
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
あ
る

宗
雲
の
南
屋
敷
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
村
西
（
む
ら
に
し
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
「
字
兎
」
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宗
雲
南
部
に

位
置
す
る
「
字
南
山
」
の
集
落
の
西
を
表
し
て
い
る
。

　
西
川
原
（
に
し
か
わ
は
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
秋
田
四
丁
目

　
大
樋
（
お
お
ど
い
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
あ
る
「
字
森
上
」
周
辺
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
天
王
（
て
ん
の
う
）
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
東
に
津
島
神
社
が
あ
り

（
小
牧
市
内
）、
祭
神
の
牛
頭
天
王
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
兎
（
う
さ
ぎ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
砂
地
の
意
味
を
持
つ
ウ

タ
・
ウ
サ
（『
日
本
の
地
名
』）
が
転
じ
て
ウ
サ
ギ
と
な
っ
た

（『
大
口
町
史
』）。

　
北
替
地
（
き
た
か
え
ち
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
に

お
い
て
最
初
に
開
墾
し
た
土
地
。

　
三
町
野
（
さ
ん
ち
ょ
う
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
三
町
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
清
水
（
し
み
ず
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
矢
戸
川
右
岸
沿
い
に

あ
た
り
、
豊
田
地
区
御
供
所
三
丁
目
地
内
ま
で
続
い
て
い
る

（
第
四
編
第
三
章
第
二
節
御
供
所
三
丁
目
「
清
水
」
参
照
）。

〇
替
地
一
丁
目

　
西
郷
前
（
に
し
ご
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
替
地
集
落
、
前

は
南
を
示
す
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
森
上
」
に
あ
た
る
。

〇
替
地
二
丁
目

　
東
郷
前
（
ひ
が
し
ご
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
郷
は
替
地
集
落
、
前

は
南
を
示
す
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
森
上
」
に
あ
た
る
。

な
お
、
他
の
村
絵
図
に
は
「
森
上
」
の
東
に
「
郷
東
」
と
あ
る
。

〇
替
地
三
丁
目

　
東
八
丁
（
ひ
が
し
は
っ
ち
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
八
町
野
」
と
あ
る
。
明
治
時
代
以

降
は
「
東
八
丁
」
と
表
記
。

　
西
八
丁
（
に
し
は
っ
ち
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
西
八
町
野
」
と
あ
る
。
明
治
時
代

以
降
は
「
西
八
丁
」
と
表
記
。
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第
二
節
　
豊
田

	

（
４
―
２
―
４　

豊
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
豊
田
（
と
よ
た
）

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
、
豊

田
村
と
つ
け
ら
れ
、
の
ち
太
田
村
の
大
字
と
な
る
。
ホ
タ
、
ト

ダ
（
ド
タ
）
が
湿
地
、
湿
田
の
意
味
が
あ
り
、
ホ
タ
、
ト
ダ
に

豊
の
字
を
あ
て
、
水
田
耕
作
に
適
し
た
湿
潤
な
こ
の
地
を
豊
田

と
し
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
町
名

　
豊
田　
「
大
字
豊
田
」
参
照
。

　
奈
良
子
（
な
ら
し
）

平
ら
に
す
る
意
味
の
他
動
詞
「
均な

ら

す
」「
平な

ら

す
」
の
名
詞
形
が

「
ナ
ラ
シ
」
で
あ
り
、
平
坦
な
土
地
の
意
味
。
子
は
地
の
意
味
を

表
す
（『
大
口
町
史
』）。
伝
承
で
は
、
奈
良
か
ら
来
た
小
森
三
象

と
い
う
人
が
奈
良
子
の
開
発
人
で
あ
り
、
こ
の
地
名
も
小
森
三

象
の
命
名
と
あ
る
。
奈
良
子
に
大
森
が
多
い
の
は
、
こ
の
小
森

の
一
族
が
次
第
に
増
え
た
た
め
に
、
小
森
を
転
じ
て
大
森
と
し

た
の
だ
と
い
う
。
開
発
者
小
森
三
象
は
九
〇
二
（
延
喜
二
）
年

一
月
二
日
に
亡
く
な
っ
た
（『
大
口
村
誌
』）。

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

八は
っ

剱け
ん

社し
ゃ

の
境
内
地
が
、
松
江
城
と
城
下
町
を
築
い
た
戦
国
武
将 

堀
尾
吉
晴
を
は
じ
め
と
し
た
堀
尾
氏
の
邸
宅
跡
で
あ
り
、
の
ち

に
小
字
名
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
名
称
地
番
変
更
で
町
名
と
し

て
残
さ
れ
た
。

　
御
供
所
（
ご
ご
し
ょ
）

江
戸
時
代
に
は
御
供
所
村
と
称
し
、『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る

と
、
熱
田
神
宮
に
お
供
え
を
献
上
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
名
が

つ
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
別
に
大お

お

縣あ
が
た神

社
（
二
之
宮
）
に
お

供
え
を
献
上
し
て
い
る
か
ら
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
小
折
新
田
（
こ
お
り
し
ん
で
ん
）

豊
田
地
区
の
南
部
、
豊
田
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
に
か
け
て
は
、

江
戸
時
代
に
「
小
折
入
鹿
出
新
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
行
政
上
の
正
式
な
地
名
と
し
て
は
残
ら
な
か
っ
た

が
、
集
落
の
地
名
と
し
て
「
小
折
新
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
（
ひ
が
し
な
ら
し
・
に
し
な
ら
し
）
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『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、
御
供
所
村
の
枝
郷
の
集
落
名
で
「
奈
良

師
」
と
記
載
さ
れ
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
、
幼
川
（
現
五
条

川
）
の
南
側
を
「
東
奈
良
師
」、
北
側
を
「
西
奈
良
師
」
と
あ

る
。
明
治
時
代
以
降
は
「
師
」
か
ら
「
子
」
と
表
記
は
変
わ
り
、

東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
と
呼
ば
れ
る
。

【
旧
小
字
名
】

〇
奈
良
子
一
丁
目

　
大
屋
敷
前
（
お
お
や
し
き
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
本
郷
の
南
側
に

隣
接
す
る
土
地
の
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
流
レ
（
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
「
下
流
」
の

南
側
に
隣
接
し
、
西
境
に
水
路
（
現
昭
和
用
水
）
が
あ
る
こ
と

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）・
一

九
八
六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
薬
師
裏
（
や
く
し
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
一
七

三
八
（
元
文
三
）
年
秋
、
村
人
の
安
静
を
祈
念
し
、
鬼
門
に
あ

た
る
位
置
に
薬
師
堂
を
建
て
、
一
八
八
八
年
頃
、
東
奈
良
子
地

蔵
寺
（
秋
葉
三
尺
坊
）
内
に
移
転
し
た
と
あ
る
。

　
鹿
ノ
戸
（
か
の
と
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
カ
ノ
ド
」
と
あ
る
。
他
の
村
絵
図

で
は
「
鹿
野
戸
」。
カ
ノ
は
畑
、
ト
は
所
の
意
味
（『
日
本
の
地

名
』）。

　
差
柳
（
さ
し
や
な
ぎ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
苗
代
の
水
口
の
両
側
に

柳
の
小
枝
を
た
て
た
農
耕
儀
礼
に
因ち

な

む
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
奈
良
子
（
な
ら
し
）

小
字
名
と
し
て
は
、
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

集
落
名
と
し
て
は
、『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
確
認
で
き
る
（
町
名

「
奈
良
子
」
参
照
）。

東
池
尻
・
中
池
尻
・
西
池
尻
（
ひ
が
し
い
け
じ
り
・
な
か
い
け
じ

り
・
に
し
い
け
じ
り
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
池
尻
」
と
あ
り
、
明
治
時
代
の
地

籍
図
に
は
東
・
中
・
西
の
三
つ
の
小
字
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

尻
と
は
下
部
、
底
面
の
意
味
で
、
昔
は
池
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
に
接
す
る
江
南
市
安
良
に
も

池
尻
の
地
名
が
あ
り
、
か
な
り
広
い
湖
沼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
八
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
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部
を
江
南
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
長
楽
寺
（
ち
ょ
う
ら
く
じ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
、

一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年
に
桂
林
和
尚
の
開
基
で
こ
の
地
に

長
楽
寺
が
造
ら
れ
た
と
あ
る
。
別
に
、
五
条
川
と
昭
和
用
水
と

の
合
流
す
る
地
で
、
洪
水
の
と
き
よ
く
流
れ
る
田
地
で
あ
る
た

め
ナ
ガ
レ
（
流
れ
る
）
の
意
の
「
ナ
ガ
レ
ジ
」（
流
れ
地
）
に
好

字
の
長
楽
寺
を
あ
て
た
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
八
一
・
一
九
八

六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

〇
奈
良
子
二
丁
目

　
若
森
（
わ
か
も
り
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
藪
山
（
や
ぶ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
秋
田

村
か
ら
豊
田
村
に
か
け
て
五
条
川
沿
い
の
広
範
囲
に
「
字
藪
山
」

が
あ
っ
た
が
、
明
治
に
入
り
細
分
化
さ
れ
、
秋
田
一
丁
目
地
内

に
は
「
字
藪
山
」・「
字
東
藪
山
」、
奈
良
子
二
丁
目
地
内
に
「
字

藪
山
」・「
字
西
藪
山
」
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

　
東
奈
良
子
（
ひ
が
し
な
ら
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
奈
良
子
一
丁
目
「
奈

良
子
」
参
照
）。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
秋
田
か
ら
奈
良
子
二
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
「
藪
山
」

の
一
部
。

　
西
藪
山
（
に
し
や
ぶ
や
ま
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
秋
田
か
ら
奈
良
子
二
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（「
藪
山
」
参
照
）。

　
長
渕
（
な
が
ぶ
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
高
橋
一
丁
目
へ
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
五
条
川
沿
い
の
「
字
若
森
」・「
字
高
橋
東
」
北
端
。

〇
奈
良
子
三
丁
目

　
善
鍬
（
ぜ
ん
く
わ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ゼ
ン
コ
ハ
」
と
あ
る
。
ク
ワ
に
は

際
（
き
わ
）
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
山
根
（
さ
ん
ね
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
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寺
東
（
て
ら
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
桂
林
寺
の
東
に
隣
接

す
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
堀
尾
跡
一
丁
目

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

町
名
「
堀
尾
跡
」
参
照
。

　
石
河
原
（
い
し
か
わ
は
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
河
川
改
修
前
は
五
条

川
右
岸
の
み
の
小
字
で
あ
っ
た
。

　
東
屋
敷
（
ひ
が
し
や
し
き
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

〇
堀
尾
跡
二
丁
目

　
堀
尾
跡
（
ほ
り
お
せ
き
）

町
名
「
堀
尾
跡
」
参
照
。

〇
御
供
所
一
丁
目

　
西
屋
敷
（
に
し
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
西
河
原
（
に
し
か
わ
は
ら
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
南
屋
敷
（
み
な
み
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
居
屋
敷
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
端
の
五
条
川
沿
い
は

村
絵
図
の
「
字
早
稲
田
」
あ
た
り
。

　
小
皿
（
こ
ざ
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
御
供
所
二
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
の
村
絵
図
に
、
水
路
の
続
く

先
と
し
て
御
供
所
村
「
字
宮
前
」
と
あ
る
。
八
剱
社
の
南
に
位

置
す
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
東
屋
敷
（
ひ
が
し
や
し
き
）
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堀
尾
跡
一
丁
目
「
東
屋
敷
」
参
照
。

　
度
々
目
利
（
ど
ど
め
り
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
字

ド
ド
メ
キ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
山
神
（
や
ま
が
み
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）

年
現
在
も
、
山
の
神
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一

節
）。
江
戸
時
代
の
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
の
村
絵
図
に
あ
る

「
居
屋
敷
」
に
あ
た
る
。

　
南
野
（
み
な
み
の
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
成
兼
」
の
西
側
あ
た
り
。

〇
御
供
所
三
丁
目

　
笹
折
（
さ
さ
お
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
大
笹
前
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
追
分
（
お
い
わ
け
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
東
手
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
樹
木
（
じ
ゅ
も
く
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
東
手
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
矢
崎
野
（
や
ざ
き
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
で
は
「
矢

先
埜
」
と
あ
る
。
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
の
集
落
が
存
在
し
た
土

地
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
町
野
（
さ
ん
ち
ょ
う
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
三
町
」
と
確
認
で
き
る
。
隣
接
す

る
秋
田
四
丁
目
の
「
三
町
野
」
と
同
一
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
秋
田
四
丁
目
「
三
町
野
」
参
照
）。

　
給
田
（
き
ゅ
う
で
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
三
町
」
の
西
、「
字
三
反
田
」
あ
た
り
と
考
え
ら
れ

る
。
江
戸
時
代
で
は
各
藩
か
ら
藩
士
に
与
え
た
知
行
地
の
こ
と

を
給
田
又
は
給
地
と
い
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。

　
大
牧
（
お
お
ま
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
清
水
（
し
み
ず
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
入
鹿
長
桜
替
地
新
田
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か
ら
矢
戸
川
右
岸
沿
い
に
続
く
。
三
町
野
の
南
側
で
清
水
が
湧

き
出
た
こ
と
に
よ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
秋
田
四
丁
目

「
清
水
」
参
照
）。

　
藤
ノ
木
（
ふ
じ
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
久
八
東
」
の
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。

　
榎
坪
（
え
の
き
つ
ぼ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
水
田
潅か

ん

漑が
い

用
の
細
い
用

水
路
を
「
え
ぎ
」
と
昔
は
呼
び
、
そ
の
「
え
ぎ
」
が
あ
る
田
の

区
域
と
い
う
意
味
が
榎
坪
と
な
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。
な
お
、

エ
ギ
に
は
「
縁
」
の
意
味
も
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
高
場
（
た
か
ば
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
タ
カ
バ
」
と
確
認
で
き
る
。
一
八

八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
鷹
場
」、『
大
口
村
誌
』
に
は
「
高
場
」、

一
九
三
八
年
の
公
図
で
は
「
鷹
場
」
と
あ
る
。

　
茨
島
（
い
ば
ら
じ
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
い
ば
ら
じ
ま
」
と
確
認
で
き
る
。

他
の
村
絵
図
に
も
「
字
い
ば
ら
嶋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
豊
田
一
丁
目

　
南
野
（
み
な
み
の
）　

御
供
所
二
丁
目
「
南
野
」
参
照
。

　
白
木
（
し
ら
き
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
志

ら
き
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
西
成
兼
（
に
し
な
り
か
ね
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
成
兼
」
と
確
認
で
き
る
。
他
の
村

絵
図
に
は
「
な
り
か
年
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代
以

降
は
東
成
兼
と
西
成
兼
に
分
け
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
、
田
畑
か

ら
上
納
す
る
年
貢
以
外
の
税
の
総
称
を
小こ

物も
の

成な
り

箇か

と
い
い
、
一

定
の
年
貢
の
ほ
か
雑
税
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
白
亀
（
し
ら
が
め
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
白
木
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
平
田
（
ひ
ら
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
成
兼
」
の
南
側
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
霞
野
（
か
す
み
の
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
成
兼
」
の
南
側
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七

一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
小
渕
（
こ
ぶ
ち
）・
仏
忌
塚
（
ぶ
っ
き
づ
か
）

一
九
七
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
か
ら
編
入

し
た
。

〇
豊
田
二
丁
目

　
東
成
兼
（
ひ
が
し
な
り
か
ね
）　

豊
田
一
丁
目
「
西
成
兼
」
参
照
。

　
福
田
（
ふ
く
た
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
、
小
折
入

鹿
出
新
田
の
「
居
屋
敷
」
が
あ
り
、
村
人
の
氏
神
と
し
て
鎮
座

し
た
大
福
田
社
か
ら
小
字
名
が
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
切
（
な
か
ぎ
り
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
二
見
（
ふ
た
み
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
一
九
七
一
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
二
子
（
ふ
た
ご
）・
八
反
田
（
は
っ
た
ん
だ
）

一
九
七
一
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
か
ら
編
入

し
た
。

〇
豊
田
三
丁
目

　
大
山
（
お
お
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
他
の
村
絵
図
に
道
の
続

く
先
と
し
て
御
供
所
村
「
字
大
山
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
水
戸
先
（
み
と
さ
き
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
狭
間
（
は
ざ
ま
）　
　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
矢
戸
（
や
ど
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
矢
戸
川
沿
い
に
あ
た

る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
雉
子
野
」
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
野
田
（
の
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
埜
田
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明

治
時
代
以
降
は
「
野
田
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
傍
示
（
ぼ
う
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
ホ
ヲ
ジ
」
と
確
認
で
き
る
。
明
治
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時
代
以
降
は
「
字
傍
爾
」、
の
ち
「
字
傍
示
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
。
傍
示
と
は
標
示
の
こ
と
で
、
村
境
に
立
て
境
界
を
示
す
傍

示
木
の
こ
と
を
い
い
、
村
境
に
あ
る
土
地
と
か
、
村
境
の
標
の

あ
る
土
地
の
意
味
（『
大
口
町
史
』）。

　
松
下
（
ま
つ
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
雉
子
野
（
き
じ
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
雉
子
埜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
以
降
は
「
字
雉
子
野
」
と
表
記
さ
れ
る
。
一
九
七
八

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

　
下
田
（
し
も
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
花
見
塚
（
は
な
み
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
入
鹿
長

桜
替
地
新
田
の
村
絵
図
に
「
字
花
塚
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
花
」
は
、
ハ
シ
（
端
）
を
意
味
し
、「
見
」
は
場
所
を
表
す
接

尾
語
の
こ
と
で
、「
塚
」
は
二
子
山
（
古
墳
）
に
因
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
一
九
七
一
・
一
九
八
一
・
一
九

八
六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

第
三
節
　
大
屋
敷

	

（
４
―
２
―
５　

大
屋
敷
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
大
屋
敷
（
お
お
や
し
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
大
屋
敷
村
」
と
確
認
で
き
、
文
字
ど

お
り
大
き
な
屋
敷
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
屋

敷
が
集
ま
っ
て
い
る
「
多
く
の
」
と
い
う
意
味
で
、
一
つ
の
集

落
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。「
お
お
や

し
き
」
を
縮
め
て
「
お
や
し
き
」
と
呼
ぶ
慣
習
が
あ
る
。

〇
町
名

　
大
御
堂
（
お
お
み
ど
う
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、「
枝
郷　

高
橋　

大
御
堂
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
小
字
名
と
な
り
、
名
称
地
番
変
更
以

降
も
残
る
。
元
々
「
お
お
み
ど
う
」
を
縮
め
て
「
お
み
ど
」
と

呼
ぶ
慣
習
が
あ
り
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
住
所
表

記
自
体
が
「
お
み
ど
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
丸
（
ま
る
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
幼
川
（
現
五
条
川
）
沿
い
に
「
中な

か
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嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う

衛え
の

佑す
け

城
跡
」
と
書
か
れ
た
範
囲
が
あ
り
、
そ
の
南
西
に

隣
接
し
て
「
字
丸
の
内
」、
北
西
に
隣
接
し
て
「
字
丸
裏
」
と
確

認
で
き
る
。
名
称
地
番
変
更
時
に
、
こ
の
地
が
下
小
口
地
内
と

な
り
、
地
名
は
西
側
に
あ
た
る
新
境
界
の
範
囲
内
に
「
丸
」
を

残
し
た
。
城
や
砦と

り
でを

意
味
す
る
マ
ル
は
、
韓
国
語
の
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

が
転
じ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
愛
知
の
地
名
』）。

　
大
屋
敷
　「
大
字
大
屋
敷
」
参
照
。

　
高
橋
（
た
か
は
し
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
、「
枝
郷　

高
橋　

大
御
堂
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
小
字
名
と
な
り
、
名
称
地
番
変
更
時

に
町
名
と
な
っ
た
。
ハ
シ
は
階
（
キ
ザ
ハ
シ
）
の
ハ
シ
で
、
段

の
こ
と
を
意
味
し
、「
タ
カ
ハ
シ
」
は
自
然
堤
防
洲
の
微
高
地
を

表
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
大
口
町
史
』）。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
、「
居
屋
敷　

大
屋
敷
郷
」
と
記
述
が
あ

り
、
大
屋
敷
村
の
中
核
と
な
る
集
落
だ
っ
た
。
明
治
時
代
以
降

は
「
本
郷
」
が
小
字
名
と
な
り
、
大
屋
敷
地
区
の
集
落
（
組
）

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
「
本
郷
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
新
田
（
し
ん
で
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
、「
居
屋
敷　

新
田
郷
」
と
記
述
が
あ

る
。
大
屋
敷
地
区
の
集
落
（
組
）
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
地

域
を
「
新
田
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
幼
川
（
よ
う
せ
ん
）

江
戸
時
代
、
五
条
川
を
幼

お
さ
な

川が
わ

と
呼
ん
で
い
た
が
、
新
田
か
ら
高

橋
に
か
け
て
、
五
条
川
右
岸
沿
い
の
集
落
を
音
読
み
で
幼
川
（
よ

う
せ
ん
）
と
呼
ぶ
。

　
安
藤
屋
敷
（
あ
ん
ど
う
や
し
き
）

大
屋
敷
三
丁
目
地
内
、
旧
字
向
野
の
集
落
に
安
藤
姓
が
固
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
字
名
】

〇
大
御
堂
一
丁
目

　
大
御
堂
（
お
お
み
ど
う
）

町
名
「
大
御
堂
」
参
照
。
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）・
一
九
八

六
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
北
海
道
（
き
た
か
い
ど
う
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
竹
田
前
」・「
字
覚
王
寺
」
に
あ
た
る
。

603　 第三節　大屋敷



海
道
は
街
道
の
意
味
で
、
村
落
の
北
の
方
の
街
道
の
あ
る
地
の

こ
と
（『
大
口
町
史
』）。

　
縣
（
あ
が
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
大お

お

縣あ
が
た神

社
か
ら
勧か

ん

請じ
ょ
うし

て
縣
社
を
創
建
し
た
の
で
、
江
戸
時
代
か
ら
小
字
名
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
ツ
面
」
に
あ
た
る
。
三
明
神
社
の
前
（
南
）
の
位

置
に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
称
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
大
御
堂
二
丁
目

　
吹
野
（
ふ
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
フ
キ
が
転
じ
て
フ
ケ
は

深
田
・
低
湿
地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
八
ツ
面
（
や
つ
め
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ヤ
チ
に
は
泥
・
湿
地
、

メ
ン
に
は
字
（
あ
ざ
）
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
ヤ

チ
メ
ン
が
転
じ
て
八
ツ
面
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
明
神

社
の
所
在
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
神
社
の
東
側
は
「
字
宮
腰
」、

そ
の
東
に
「
字
堀
込
」・「
字
住
蓮
寺
」
が
存
在
し
た
が
、
明
治

時
代
以
降
に
「
字
八
ツ
面
」
に
含
ま
れ
た
。

〇
丸
一
丁
目

　
山
王
道
（
さ
ん
の
う
ど
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
山
王
堂
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
白
金
（
し
ろ
か
ね
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
白
ヶ
根
が
転
化
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
砂
地
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。「
根
」
は

地
・
土
の
意
味
が
あ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
植
松
（
う
え
ま
つ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
八
ツ
垂
（
は
つ
た
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
初
足
り
」
と
確
認
で
き
る
。
ハ
ッ
タ

に
は
湿
地
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
丸
二
丁
目

　
上
野
（
う
え
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
植
野
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
他

の
村
絵
図
で
は
「
字
上
野
」
と
あ
る
。
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丸
（
ま
る
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
下
小
口
七
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
（
町
名
「
丸
」
参
照
）。

〇
大
屋
敷
一
丁
目

　
花
ノ
木
（
は
な
の
き
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
榛
（
ハ
ン
）
の
木
（
カ

バ
ノ
キ
科
の
落
葉
樹
）
が
ハ
ナ
ノ
木
に
転
じ
た
も
の
で
畑
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
大
屋
敷
の
中
心
と
な

る
集
落
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
、
本
郷
に
あ
た
る
範
囲
の
周
囲
に

「
字
十
王
堂
」・「
字
寺
腰
」・「
字
西
浦
・
字
上
流
」・「
字
麻
畑
」・

「
五
輪
石
」
が
確
認
で
き
る
。

　
坂
小
渕
（
さ
か
こ
ぶ
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
坂
は
境
の
転
化
し
た

も
の
で
本
郷
と
高
橋
と
の
境
に
あ
た
る
渕
の
意
味
と
考
え
ら
れ

る
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、
坂
小
渕
に
あ

た
る
範
囲
の
周
囲
に
「
字
水
道
」・「
字
高
畑
」・「
字
五
反
田
」・

「
字
神
明
道
」
と
い
っ
た
字
名
が
確
認
で
き
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。「
字
上
流
」
は
「
字
本

郷
」
に
取
り
込
ま
れ
、「
字
下
流
」
が
残
っ
た
。
一
九
八
一
年
の

境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。

　
平
生
（
へ
い
ぜ
い
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ひ
ら
た
く
な
る
の
意
の

「
ひ
ら
ぶ
」
で
、
草
木
の
は
え
る
所
を
開
懇
し
田
畑
に
し
た
所
を

表
し
、
の
ち
に
「
ヒ
ラ
ブ
」
を
「
ヘ
イ
ゼ
イ
」
と
呼
ん
だ
（『
大

口
町
史
』）。

〇
大
屋
敷
二
丁
目

　
勝
負
池
（
し
ょ
う
ぶ
い
け
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
勝
負
池
」
と
書
か
れ
た
池
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
他
の
村
絵
図
に
は
「
字
水
引
塚
」・「
字
登
渡
」・

「
字
山
ノ
神
」
と
い
っ
た
字
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
地
名
と
し

て
は
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
樋
の
字
か
ら
こ
の
地
が

用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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〇
大
屋
敷
三
丁
目

　
大
塚
（
お
お
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。「
大
塚
」
と
い
う
塚

（
古
墳
か
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
村
絵
図
に
も
塚
の
表

現
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
向
野
（
む
か
い
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
本
郷
か
ら
見
て
川
の
向

こ
う
側
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寺
東
（
て
ら
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
長
松
寺
の
東
側
の
意

味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
字
向
野
」・「
字
清
水
」
の
範

囲
に
あ
た
る
。

〇
高
橋
一
丁
目

　
高
橋
（
た
か
は
し
）

町
名
「
高
橋
」
参
照
。

　
長
渕
（
な
が
ぶ
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
大
字
豊
田
か
ら
高
橋
一
丁
目
に
》

第
四
編
第
三
章
第
二
節
奈
良
子
二
丁
目
「
長
渕
」
参
照
。

〇
高
橋
二
丁
目

　
上
大
塚
（
か
み
お
お
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
五
反
林
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
樋
先
（
と
い
さ
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
五
反
林
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
自
然
の
落
差
で
は
水

田
に
水
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
樋
で
水
を
通
し
た

田
地
の
先
端
の
地
の
意
味
（『
大
口
町
史
』）。

　
山
間
（
や
ま
ま
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、「
字
向
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
面
山
林
で
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
開
墾
し
た
も
の
で
、
山
林
の
間
に
あ
る
集
落
を
示
し
た
。

昔
は
「
ヤ
マ
ア
イ
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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第
四
節
　
外
坪

	

（
４
―
２
―
６　

外
坪
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
外
坪
（
と
つ
ぼ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
外
坪
村
」
と
確
認
で
き
る
。
川
の
堤

防
の
外
に
あ
る
土
地
か
ら
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。

〇
町
名

　
外
坪
　「
大
字
外
坪
」
参
照
。

〇
通
称
名
（
集
落
）

　
郷
（
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
御
新
田
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
、「
居

屋
敷
」
を
表
す
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
集
落
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
松
山
（
ま
つ
や
ま
）

集
落
の
ひ
と
つ
と
し
て
字
名
の
「
松
山
」
が
、
そ
の
ま
ま
集
落

名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
巾
（
は
ば
）

外
坪
三
丁
目
の
集
落
を
、「
巾
」
と
呼
ん
で
い
る
（
外
坪
三
丁
目

「
巾
上
」・
外
坪
四
丁
目
「
巾
下
」
参
照
）。

【
字
名
】

〇
外
坪
一
丁
目

　
六
反
田
（
ろ
く
た
ん
だ
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
永
苻
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
六
反
を

一
区
画
と
す
る
田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
郷
屋
敷
（
ご
う
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
通
称
名
「
郷
」
参
照
）。

　
郷
東
（
ご
う
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
境
川
の
南
側
は
「
字
宮

下
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
南
側
の
河
岸
段
丘
上
に
神
明
社
が
あ

る
こ
と
か
ら
つ
い
た
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
田
（
ま
え
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
郷
屋
敷
の
南
側
に
田
が

あ
る
こ
と
か
ら
「
前
田
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
島
（
お
お
し
ま
）
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《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
新
宮
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
新
宮
二
丁
目
「
大
島
」
参
照
。

〇
外
坪
二
丁
目

　
豆
田
（
ま
め
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
字
井
堀
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
低
地
と
微
高
地
が
入

り
組
ん
だ
地
で
、
そ
の
隙
間
あ
る
田
、
す
な
わ
ち
間
間
田
（
ま

ま
だ
）
が
転
じ
て
豆
田
に
な
っ
た
も
の
（『
大
口
町
史
』）。

　
大
長
（
お
お
お
さ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
字
井
堀
東
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
田
の
区
画
を
オ
サ
と

い
い
、
耕
地
整
理
の
こ
と
を
オ
サ
ナ
オ
シ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
大
き
く
区
画
整
理
さ
れ
た
意
味
を
示
す
（『
大
口
町
史
』）。

一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

〇
外
坪
三
丁
目

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
区
域
内
の
北
端
に
神

明
社
が
あ
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代

の
村
絵
図
で
は
「
字
巾
上
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
巾
上
（
は
ば
う
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味
が
あ

り
、
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
上
」
と
呼
ぶ
（『
愛

知
の
地
名
』）。

〇
外
坪
四
丁
目

　
巾
下
（
は
ば
し
た
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味
が
あ

り
、
河
岸
段
丘
の
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
下
」
と
呼
ぶ
（『
愛

知
の
地
名
』）。

　
松
山
東
（
ま
つ
や
ま
ひ
が
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
村
絵
図
は
巾
下
川
が
や

や
西
に
蛇
行
し
、
南
の
村
境
近
く
の
左
岸
に
「
字
中
野
」、
右
岸

に
は
巾
下
川
と
水
路
の
間
に
田
が
あ
り
「
字
東
ハ
サ
マ
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

〇
外
坪
五
丁
目

　
柿
田
（
か
き
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
境
川
の
南
に
、
東
か
ら
西
に
「
字

第三章　地名の由来・伝承　 608

第四編　地域の変化



ド
イ
ノ
ウ
チ
」・「
字
高
畑
裏
」・「
大
セ
マ
チ
」
と
あ
る
範
囲
に

あ
た
る
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、
東
か
ら
「
字
前
畑
」・

「
字
柿
田
」・「
字
大
勢
町
」
と
あ
る
。

　
柿
田
前
（
か
き
た
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
東
か
ら
西
に
「
字
南
野
」・「
字
石

塚
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、

東
か
ら
「
字
南
野
」・「
字
高
畑
前
」
と
あ
る
。

　
松
山
（
ま
つ
や
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、
東
か
ら
西
に
「
字
大
門
東
」・「
松

山
居
屋
敷
」・「
字
松
山
西
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
で
は
、「
字
松
山
」
と
な
る
。
一
面
の
松
山
だ
っ
た
こ

と
が
由
来
と
さ
れ
る
（『
五
十
年
の
歩
み
』）。

　
松
山
西
（
ま
つ
や
ま
に
し
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
は
「
字
西
ハ

サ
マ
」、
そ
の
西
は
「
河
内
屋
新
田
」
の
入
合
地
で
あ
っ
た
。「
字

西
ハ
サ
マ
」
は
、
水
路
と
境
川
の
間
に
位
置
し
た
。
一
八
八
四

年
の
地
籍
図
で
は
、「
字
西
廻
間
」
と
あ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
小
牧
市
へ
編
入
し
た
。

第
五
節
　
河
北

	

（
４
―
２
―
７　

河
北
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
河
北
（
こ
ぎ
た
）

川
の
北
に
あ
る
集
落
な
の
で
川
北
（
か
わ
き
た
）
と
称
し
、
俗

に
縮
め
て
コ
ギ
タ
と
呼
ん
だ
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。『
寛
文
村
々

覚
書
』
で
は
「
川
北
村
」
と
あ
り
、『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
「
河

北
村
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
町
名

　
河
北
　「
大
字
河
北
」
参
照
。

　
仲
沖
（
な
か
お
き
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
に
「
枝
郷　

中
沖　

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。

　
二
ツ
屋
（
ふ
た
つ
や
）

二
軒
屋
の
意
味
で
、
開
村
当
時
、
二
軒
の
人
が
開
発
に
あ
た
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
地
名
と
し
て
後
世
に
残
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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〇
通
称
名
（
集
落
）

　
上
郷
（
か
み
ご
う
）

地
区
内
で
五
条
川
の
北
の
集
落
を
上
郷
と
呼
ぶ
。

【
字
名
】

〇
河
北
字
神
明
下

　
神
明
下
（
し
ん
め
い
し
た
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
北
東

に
近
接
し
て
神
明
社
（
犬
山
市
内
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
江

戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
字
神
明
池
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
で
唯
一
残
っ
て
い
る
字
名
。

〇
河
北
一
丁
目

　
棧
敷
（
さ
ん
じ
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
三
敷
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
は
同
じ
読
み
で
「
字
棧
敷
」
と
な
っ
た
。
河
北
地

内
の
北
端
に
位
置
し
、
村
内
に
お
い
て
郷
瀬
川
の
最
上
流
部
に

沿
っ
た
地
で
あ
り
、
堤
防
が
あ
り
高
く
構
え
た
地
の
意
味
と
考

え
ら
れ
る
（『
五
十
年
の
歩
み
』）。
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
が
扶
桑
町
へ
編
入
し
、
一
九
七
八

年
の
境
界
変
更
で
は
一
部
を
犬
山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
北
川
田
（
き
た
か
わ
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
三
敷
」・「
字
鴨か

も

池い
け

」
あ
た
り
の
範
囲
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
「
田
面
郷
瀬
川
の
決
壊
あ
り

て
水
災
を
受
け
る
こ
と
あ
り
」
と
の
記
載
か
ら
、「
川
田
」
と
名

付
け
ら
れ
た
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
村
絵
図
の
「
字
鴨
池
」
は

田
に
な
っ
て
い
る
が
、
犬
山
城
主
成
瀬
氏
の
狩
場
を
「
お
鴨
池
」

と
い
っ
た
と
も
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

　
南
川
田
（
み
な
み
か
わ
た
）

「
北
川
田
」
参
照
。

　
西
見
浦
（
に
し
み
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
郷
瀬
川
の
右
岸
に
「
字
三
浦
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
が
扶
桑
町
へ
編
入
し

た
。

　
柳
原
（
や
な
ぎ
は
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
と
あ
る
範
囲
に
あ
た
る
。

　
芋
堀
（
い
も
ほ
り
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
地
内
に
用
水
堀
が
あ

る
た
め
、
井
堀
が
転て

ん

訛か

し
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
羽
加
ノ
上
（
は
か
の
う
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
石
曽
根
（
い
し
ぞ
ね
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
他
の
字
よ
り
も
広
範
囲
に

わ
た
る
。
ソ
ネ
は
局
地
的
に
砂
地
・
石
地
を
な
す
痩
せ
地
の
所

（『
日
本
の
地
名
』）。

　
蟹
ヶ
坪
（
か
に
が
つ
ぼ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
カ
ニ
は
曲
が
っ
た
と

こ
ろ
を
意
味
し
、
お
そ
ら
く
用
水
路
の
極
端
に
曲
が
っ
た
区
画

と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
東
端
（
ひ
が
し
ば
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
上
郷
集
落
の
東
端
に
あ

た
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
下
大
日
（
し
も
た
い
に
ち
）

犬
山
市
大
字
羽
黒
字
下
大
日
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
塚
本
（
つ
か
も
と
）・
大
竹
（
お
お
た
け
）・
中
窪
（
な
か
く
ぼ
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。

〇
河
北
二
丁
目

　
北
割
（
き
た
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
伴
上
（
ば
ん
じ
ょ
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
交
通
の

要
所
に
設
け
て
、
通
行
人
を
見
張
っ
た
番
所
の
転
訛
と
考
え
ら

れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽

根
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
平
田
（
ひ
ら
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
ヒ
ラ
は
平
地
を
意
味

す
る
（『
日
本
の
地
名
』）
こ
と
か
ら
、
比
較
的
平
ら
な
田
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」
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の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
井
両
（
い
り
ょ
う
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
、「
字
井
両
」
地
内
に
水
路

が
多
く
確
認
で
き
る
。「
井
」
は
水
路
を
表
し
、「
両
」
は
「
領
」

の
当
て
字
と
す
る
と
「
水
路
の
多
い
土
地
」
の
意
味
に
な
る

（『
日
本
の
地
名
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
石
曽
根
」

の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
割
（
ひ
が
し
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
村
絵

図
に
は
「
居
屋
敷
」・「
田
」
と
あ
る
の
み
で
字
名
の
記
載
は
な

い
が
、「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
釈
迦
の
下
（
し
ゃ
か
の
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
坂
の
下
が
訛な

ま

っ
た
も

の
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷
前
」
の

範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬

山
市
か
ら
編
入
し
た
。

　
郷
前
（
ご
う
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
五
条
川
両
岸
の
広
範
囲
に

わ
た
る
。「
郷
」
は
集
落
を
、「
前
」
は
南
側
を
表
す
。

　
郷
中
（
ご
う
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
は
「
居
屋
敷
」・「
野
」・「
宮
」
を
含
ん
だ
「
字
郷
前
」
の
範

囲
に
あ
た
る
。「
郷
」
は
集
落
を
表
す
。

　
西
割
（
に
し
わ
り
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
土
地
を
開
発
し
て
分

配
す
る
際
の
分
け
振
り
の
仕
方
を
表
す
（『
大
口
町
史
』）。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
五
三
次
（
ご
さ
ん
じ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
河
北
三
丁
目

　
五
反
田
（
ご
た
ん
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
長
筬
（
な
が
お
さ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
オ
サ
は
田
の
一
区
画
を

第三章　地名の由来・伝承　 612

第四編　地域の変化



表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
馬
喰
島
（
ば
く
ろ
じ
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
、
牛
馬
の
売
買
、
そ
の
仲
介
す
る
者
を
馬
喰
（
ば
く
ろ
う
）

と
い
っ
た
。

　
藤
ノ
木
（
ふ
じ
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
町
田
（
ま
ち
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
町
」
は
土
地
の
区
画
を

表
す
意
味
が
あ
る
（『
地
名
の
研
究
』）。

　
両
目
（
り
ょ
う
め
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
、「
字
両
目
」
の
中
央
に
東

西
に
流
れ
る
水
路
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
郷

前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
分
目
（
分
け
た
所
、
区
別
し
た
地
点
）

の
目
と
同
じ
で
、
二
つ
に
分
け
た
田
地
を
意
味
し
、
河
北
と
仲

沖
の
境
目
と
い
う
こ
と
（『
大
口
町
史
』）。

　
一
本
宮
（
い
っ
ぽ
ん
の
み
や
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変

更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
柿
野
（
か
き
の
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
仲
沖
集
落
の
浦
（
裏
）、

集
落
の
北
側
の
意
味
。

〇
仲
沖
一
丁
目

　
三
神
（
さ
ん
じ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
そ
の
内
に
「
山
神
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
に
近
接
し
て
「
天
王
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
現
在
の
津
島
社
の
こ
と
で
、
境
内
に
三
神
と
書
か

れ
た
石
碑
が
あ
り
、
ほ
場
整
備
の
際
「
字
三
神
」
か
ら
移
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
天
王
前
（
て
ん
の
う
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
北
に
近
接
し
て
「
天

王
」
と
あ
る
。「
天
王
」
は
現
在
の
津
島
社
の
祭
神
牛
頭
天
王
の

こ
と
で
、
そ
の
社
の
前
を
「
字
天
王
前
」
と
し
た
。
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仲
沖
（
な
か
お
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
居
屋
敷　

枝
郷　

中
沖
」
と
あ
る
。

『
尾
張
國
地
名
考
』
に
は
、「
い
に
し
え
は
岐
蘇
の
長
流
伊
木
山

前
渡
山
に
突
き
当
た
り
て
、
そ
れ
よ
り
水
勢
逆
浪
乱
れ
散
り
て

蜘
蛛
の
ご
と
く
に
分
か
る
。（
中
略
）
ま
た
木
津
・
羽
根
鳴
海
・

高
橋
・
河
北
・
中
沖
・
二
ツ
屋
・
外
坪
・
長
狭
倉
・
三
淵
の
方

へ
と
流
れ
る
。
此
条
の
う
ち
河
北
・
中
沖
の
辺
り
に
て
は
濁
り

水
も
淀
み
其
う
へ
入
鹿
山
の
し
ず
く
の
清
水
も
落
ち
あ
い
湛
え

て
た
ひ
ら
か
な
る
沖
を
な
す
所
な
り
け
り
」
と
記
述
が
あ
る
。

〇
仲
沖
二
丁
目

　
椿
下
（
つ
ば
き
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
中
沖
前
」
と
あ
る
。
東
に
隣
接
す
る
犬
山
市
の
椿
集

落
が
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
椿
下
」
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
仲
沖
東
（
な
か
お
き
ひ
が
し
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
北
半
分
が
「
字
中
沖
前
」、
南
半
分
が
「
字
二
ツ
屋
浦
」
と

あ
る
。「
字
二
ツ
屋
浦
」
は
、
二
ツ
屋
集
落
の
浦
（
裏
）、
集
落

の
北
側
の
意
味
。
仲
沖
集
落
の
南
東
の
区
画
と
し
て
「
字
仲
沖

東
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
仲
沖
前
（
な
か
お
き
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
「
字
中
沖
前
」
と
そ
の
南
に
「
字
二
ツ

屋
浦
」
と
確
認
で
き
る
。「
字
中
沖
前
」
は
、
仲
沖
集
落
の
南
か

ら
南
東
に
か
け
て
広
が
る
範
囲
で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
以
降
に

入
り
細
長
い
区
画
で
「
字
仲
沖
前
」
と
な
っ
た
。

　
北
ノ
坪
（
き
た
の
つ
ぼ
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
（
萩
島
）
か
ら
仲
沖
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ツ
ボ
に
は
、
集
落
の
一

部
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
〇
二
ツ
屋
一
丁
目

　
宮
東
（
み
や
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
二
ツ
屋
集
落
の
東

か
ら
南
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
は
、
神
明

社
の
東
の
土
地
を
「
字
宮
東
」
と
し
た
。
一
九
七
八
年
の
境
界

変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
二
ツ
屋
（
ふ
た
つ
や
）
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
居
屋
敷　

枝
郷　

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。

二
軒
屋
の
意
味
（
町
名
「
二
ツ
屋
」
参
照
）。

　
西
狭
間
（
に
し
は
ざ
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

神
明
社
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
集
落
が
展
開
し
て
お
り
、
そ
の

西
に
あ
た
る
範
囲
を
明
治
時
代
以
降
に
「
西
狭
間
」
に
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
巾
上
（
は
ば
う
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
巾
に
は
崖
の
意
味

が
あ
り
、
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
巾
上
」
と
呼
ぶ

（『
愛
知
の
地
名
』）。
こ
の
河
岸
段
丘
は
外
坪
ま
で
続
き
、
外
坪

に
も
同
じ
地
名
が
あ
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一

部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
伊
賀
田
（
い
が
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
イ
ガ
（
イ
カ
）
は
、

背
後
に
高
い
土
地
が
あ
る
こ
と
を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。
河

岸
段
丘
の
下
に
あ
る
田
で
「
伊
賀
田
」
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
二
ツ
屋
二
丁
目

　
百
畝
町
（
ひ
ゃ
く
せ
ま
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
マ
チ
は
一
区
画
の

田
の
意
味
で
、
百
畝
で
一
区
画
の
田
と
し
た
土
地
の
意
味
か

（『
日
本
の
地
名
』）。
百
畝
は
一
〇
反
で
あ
り
一
町
で
あ
る
。
一

九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
寺
島
（
て
ら
し
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
北
側
が
二
ツ
屋
集
落
で
南
が
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲

に
あ
た
る
。
シ
マ
は
、
田
・
川
沿
い
の
耕
地
・
集
落
の
意
味
が

あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
磯
ヶ
下
（
い
そ
が
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
イ
ソ
に
は
岩
と
い

う
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
磯
ヶ
下
は
河
岸
段
丘
の
下

の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一

部
を
犬
山
市
へ
編
入
し
た
。

　
天
神
塚
（
て
ん
じ
ん
づ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
昔
、
塚
の
上
に
天

神
社
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
が
、
道
路
改
修
の
用
途
で
土
取
り
を
し

た
の
で
塚
は
残
っ
て
い
な
い
（『
大
口
村
誌
』）。

　
青
塚
東
（
あ
お
つ
か
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
犬
山
市
の
青
塚
集

落
の
北
東
に
位
置
す
る
。

　
塚
田第

四
編
第
三
章
第
七
節
萩は

ぎ

島し
ま

一
丁
目
「
塚
田
」
参
照
。

　
東
出
（
ひ
が
し
で
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
（
萩
島
）
か
ら
二
ツ
屋
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に

あ
た
る
。

　
出
口
（
で
ぐ
ち
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

第
六
節
　
余
野

	

（
４
―
２
―
８　

余
野
地
区
（
余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）
名
称
地

番
変
更
図
）

〇
大
字
余
野

あ
ま
る
野
と
い
う
意
味
か
。
そ
の
意
味
を
知
ら
ず
「
ヨ
ノ
」
と

呼
ん
だ
か
（『
尾
張
國
地
名
考
』）。

〇
町
名

　
余
野
　「
大
字
余
野
」
参
照
。

　
垣
田
（
か
き
た
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
笠
田
」「
字
久
手
」
の
範
囲
に
あ
た

る
。
ク
テ
は
湿
地
帯
を
表
す
。

　
さ
つ
き
ケ
丘

一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
、
余
野
区
か
ら
分
区
し
て
で
き

た
地
名
。
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〇
通
称
名

　
川
西
・
川
東
（
か
わ
に
し
・
か
わ
ひ
が
し
）

か
つ
て
、
昭
和
用
水
を
境
に
「
川
西
」・「
川
東
」
と
分
け
て
呼

ん
で
い
た
。

【
字
名
】

〇
余
野
一
丁
目

　
西
浦
（
に
し
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
表
畑
」（
主
に
余
野
一
丁
目
地
内
）・「
字
だ
れ
」（
主

に
余
野
二
丁
目
地
内
）
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
八
年
の
境

界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

　
清
水
（
し
み
ず
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
扇
状
地
の
伏
流
水
で
、

か
つ
て
は
清
水
が
わ
い
て
い
た
。

　
日
高
（
ひ
だ
か
）

余
野
六
丁
目
「
日
高
」
参
照
。

〇
余
野
二
丁
目

　
西
浦
（
に
し
う
ら
）

余
野
一
丁
目
「
西
浦
」
参
照
。

　
僧
都
庵
（
そ
う
づ
あ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
表
畑
（
表
野
畑
）」・「
字
中
嶋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
前
（
て
ら
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
徳
林
寺
を
含
む
南
側

を
寺
前
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居

屋
敷
」
が
広
く
字
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
余
野
三
丁
目

　
少
々
腰
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
上
畑
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
明
戸
（
み
ょ
う
ど
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
鷹た

か

の
山
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
宮
西
（
み
や
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
東
側
の
大
字
余
野
境

に
あ
た
る
中
小
口
側
に
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
ま
で
社
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
宮
西
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
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時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
天
神
東
」
と
あ
り
東
側
に
「
天
神
宮
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。「
宮
西
」
と
同
じ
く
、

一
部
が
中
小
口
側
に
あ
る
た
め
「
宮
前
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
天
神
東
」
の
範
囲
と
考

え
ら
れ
る
。

　
天
神
前
（
て
ん
じ
ん
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
天
神
宮
」
の
南
に
位
置
す

る
た
め
「
天
神
前
」
と
な
っ
た
。

〇
余
野
四
丁
目

　
寺
前
（
て
ら
ま
え
）

余
野
二
丁
目
「
寺
前
」
参
照
。

　
権
現
浦
（
ご
ん
げ
ん
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
権
現
裏
」
と
あ
る
（
余
野
五
丁
目

「
権
現
」
参
照
）。

　
川
向
（
か
わ
む
か
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
神
明
社
（
現
余
野
神

社
）
か
ら
み
て
、
昭
和
用
水
を
挟
ん
だ
向
か
い
に
位
置
す
る
た

め
か
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
明
下
（
し
ん
め
い
し
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
北
側
に
神
明
社
（
現

余
野
神
社
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
神
明
下
」
と
な
っ
た
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
下
流
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
余
野
五
丁
目

　
権
現
（
ご
ん
げ
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
明
治
維
新
前
に
は
、

高
さ
五
間
（
約
九
ｍ
）
ほ
ど
の
丘
に
権
現
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
こ

と
が
由
来
（『
大
口
村
誌
』）。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字

若
ヶ
橋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
権
現
西
（
ご
ん
げ
ん
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
権
現
の
西
側
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
若
ヶ
橋
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
若
ヶ
橋
（
わ
か
ん
ば
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
も
と
は
「
わ
か
ば
し
」

と
い
い
、
小
池
与
九
郎
が
社
を
建
て
風
景
を
添
え
よ
う
と
松
・

桜
・
カ
エ
デ
な
ど
を
植
え
、
近
郷
の
雅
人
も
来
て
と
も
に
和
歌

を
詠
じ
た
の
で
「
和
歌
ヶ
橋
」
と
も
い
う
。
付
近
の
銀し

ろ
がね

塚
（
一
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説
に
は
こ
こ
に
あ
る
亭

あ
ず
ま
やに

至
る
橋
）
で
和
歌
を
詠
じ
た
と
の
伝

承
が
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

　
大
福
寺
（
だ
い
ふ
く
じ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
、「
大

福
寺
が
あ
っ
た
の
で
地
名
と
し
て
残
っ
た
」
と
あ
る
が
、「
こ
の

あ
た
り
を
掘
る
と
金
く
そ
が
出
る
。
刀
鍛か

冶じ

屋
が
い
た
と
想
像

さ
れ
る
」
と
の
記
述
も
あ
り
、「
フ
ク
ダ
は
炭
火
を
吹
く
（
フ

ク
）
に
因ち

な

ん
で
鍛
冶
を
い
う
」（『
日
本
の
地
名
』）
こ
と
を
あ
わ

せ
る
と
、
寺
と
の
関
連
よ
り
江
戸
時
代
以
前
に
野
鍛
冶
を
し
た

場
所
（
寺
が
地
）
と
い
う
意
味
も
考
え
ら
れ
る
。

〇
余
野
六
丁
目

　
大
福
寺
（
だ
い
ふ
く
じ
）

余
野
五
丁
目
「
大
福
寺
」
参
照
。

　
田
代
（
た
し
ろ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
タ
シ
ロ
は
、
田
を
こ
し

ら
え
た
所
、
つ
ま
り
新
田
の
こ
と
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
田
代
西
（
た
し
ろ
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
田
代
の
西
。
江
戸
時

代
の
村
絵
図
で
は
「
字
田
代
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
中
畑
（
な
か
は
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
郷
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
昭
和
用
水
に
因
む
。

　
日
高
（
ひ
だ
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
石
橋
」・「
字
だ
れ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
ヒ
ダ
に
は
、

辺
鄙
（
へ
ん
ぴ
）
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。
一
九
七

八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

　
清
水
（
し
み
ず
）

余
野
一
丁
目
「
清
水
」
参
照
。
一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ

り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

〇
垣
田
（
か
き
た
）

町
名
「
垣
田
」
参
照
。

　
花
立
（
は
な
た
て
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。

619　 第六節　余野



〇
さ
つ
き
ケ
丘
一
丁
目

　
水
瀬
（
み
ず
せ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
溝
寄
・
字
溝
よ
せ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
七
三

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
へ
編
入
し
た
。

〇
さ
つ
き
ケ
丘
二
丁
目

　
浅
畑
（
あ
さ
ば
た
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
溝
寄
・
字
溝
よ
せ
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
浦
（
て
ら
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、
徳
林
寺
北
側
に
「
字
寺
浦
」

と
あ
る
。「
浦
」
は
「
裏
」
の
意
味
。
そ
の
西
側
に
は
「
字
溝

寄
」、
徳
林
寺
西
側
に
は
「
字
中
嶋
」
と
描
か
れ
て
い
る
。

　
御
字
神
（
お
じ
が
み
）

一
九
七
八
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入
し

た
。

第
七
節
　
上
小
口

	

（
４
―
２
―
９　

上
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
大
字
小
口
（
お
ぐ
ち
）

台
地
の
川
の
出
口
。
ま
た
分
流
口
の
意
味
で
、
木
曽
川
の
枝
川

が
流
れ
て
い
た
所
（『
愛
知
の
地
名
』）。
中
世
に
は
、
尾
口
と
も

書
い
た
。
尾
は
山
の
さ
き
の
垂
れ
た
る
（
傾
斜
）
を
い
う
（『
尾

張
國
地
名
考
』）。
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
に
成
立
し

た
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ
う

抄し
ょ
う』

に
は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
内
の
郷
名
に
「
小

口
」
と
あ
る
。

〇
通
称
名

　

上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口

　（
か
み
お
ぐ
ち
・
な
か
お
ぐ
ち
・
し
も
お
ぐ
ち
）

『
寛
文
村
々
覚
書
』
の
小
口
村
の
項
で
、「
枝
郷　

上
小
口　

中

小
口　

下
小
口　

萩
嶋
」
と
あ
る
。『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
、
小

口
村
は
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
村
に
分
か
れ
る
と
あ

る
。
五
条
川
の
上
流
か
ら
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
に
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
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〇
町
名

　
上
小
口　
通
称
名
「
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
」
参
照
。

　
萩
島
（
は
ぎ
し
ま
）

『
尾
張
徇
行
記
』
に
「
萩
島
は
上
小
口
に
属
す
る
」
と
記
載
が
あ

る
。
萩
は
、「
土
地
が
は
が
れ
や
す
い
所
」
の
意
味
が
あ
り
（『
愛

知
の
地
名
』）、
シ
マ
は
「
川
沿
い
の
耕
地
」
を
表
す
（『
日
本
の

地
名
』）。
木こ

っ

津つ

用
水
と
新
木
津
用
水
に
挟
ま
れ
、
洪
水
時
に
耕

作
土
が
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
字
名
】

〇
上
小
口
一
丁
目

　
油
田
（
あ
ぶ
ら
で
ん
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
獅
子
毛
（
し
し
げ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
シ
ケ
は
湿
地
を
示
し
た
も

の
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
弁
天
東
（
べ
ん
て
ん
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
原
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
起
シ
（
お
こ
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
「
字
起
」
と
確
認
で
き
る
。
オ
コ
ス
（
起

す
・
興
す
・
耕
す
）
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
り
、
こ
こ
で

は
開
墾
地
を
表
し
た
も
の
（『
大
口
町
史
』）。

　
北
ノ
山
（
き
た
の
や
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
起
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
水
戸
（
す
い
と
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
居
屋
敷
」
と
な
っ
て
い
る
。
水
戸
と
は
水
の
あ
る
場
所

の
こ
と
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
郷
浦
（
ご
う
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
上
組
郷
浦
・
上
郷
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
上
小
口
の

郷
（
集
落
）
の
浦
（
裏
）
の
意
味
。

　
郷
西
（
ご
う
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
上
組
郷
浦
・
上
郷
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
上
小
口
の

郷
（
集
落
）
の
西
の
意
味
。
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西
屋
敷
（
に
し
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
郷
中
（
ご
う
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
墓
ノ
腰
（
は
か
の
こ
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
コ
シ
は
側
の
意
味
。

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
墓

地
が
近
接
し
て
い
る
。

　
上
山
伏
（
か
み
や
ま
ぶ
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
丸
ノ
内
（
ま
る
の
う
ち
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
中
小
口
か
ら
上
小
口
一
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
マ
ル
は
砦と

り
での

意
味
が

あ
り
、「
丸
ノ
内
」
は
砦
の
領
域
内
の
意
味
を
持
つ
（『
愛
知
の

地
名
』）。
小
口
城
の
領
域
内
と
し
て
「
丸
ノ
内
」
に
し
た
か
。

〇
上
小
口
二
丁
目

　
亀
ケ
淵
・
中
窪
（
か
め
が
ふ
ち
・
な
か
く
ぼ
）

一
九
七
三
年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
扶
桑
町
か
ら
編
入

し
た
。

　
郷
瀬
（
ご
う
せ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
北
太
郎
丸
（
き
た
た
ろ
う
ま
る
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
向
江
（
か
み
む
か
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
太
郎
丸
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
石
曽
根
（
い
し
ぞ
ね
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
河
北
村
の
村
絵
図
で
は
、

「
石
曽
根
」
の
範
囲
が
東
西
に
長
く
広
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
接

し
て
い
る
（
第
四
編
第
三
章
第
五
節
河
北
一
丁
目
「
石
曽
根
」

参
照
）。

　
上
長
渕
・
中
長
渕
（
か
み
な
が
ぶ
ち
・
な
か
な
が
ぶ
ち
）　
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
、「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た

る
。
明
治
時
代
以
降
は
「
上
長
淵
」
と
「
中
長
淵
」
に
分
け
て

記
載
さ
れ
て
い
る
。
フ
チ
は
縁
に
通
じ
（『
日
本
の
地
名
』）、
木

津
用
水
と
五
条
川
に
接
す
る
川
縁
（
川
の
ほ
と
り
）
の
土
地
と

し
て
「
字
長
渕
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
上
小
口
三
丁
目

　
原
田
（
は
ら
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
馬
喰
島
（
ば
く
ろ
じ
ま
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
万
願
寺
・
西
万
願
寺
（
か
み
ま
ん
が
ん
じ
・
に
し
ま
ん
が
ん
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、「
上
万
願
寺
」・「
西
万
願
寺
」・

「
東
万
願
寺
」・「
下
万
願
寺
」（
現
中
小
口
二
丁
目
地
内
）
に
分

け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
大
口
村
誌
』
の
万
願
寺
塚
の
項
に
よ

れ
ば
、
上
小
口
字
田
中
の
田
中
屋
敷
跡
の
東
に
あ
る
万
願
寺
塚

か
ら
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
が
書
か
れ
た
丸
い
石
が
出

る
た
め
、
こ
の
地
が
万
願
寺
の
跡
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
ま

た
、
村
絵
図
に
は
字
田
中
の
あ
た
り
に
「
観
音
堂
」
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
寺
院
が
存
在
し
た
資
料
は
確
認
で
き

て
い
な
い
（
第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
二
丁
目
「
東
万
願

寺
・
下
万
願
寺
」
参
照
）。

　
田
中
（
た
な
か
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
れ

ば
、
小
口
城
主
織お

だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
の
家
老
、
田
中
惣
右
衛
門
の

屋
敷
が
あ
り
、
周
囲
の
土
塁
が
残
っ
て
い
た
と
あ
る
。

　
金
三
西
（
き
ん
ざ
に
し
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
中
小
口
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
二
丁
目
「
金
三
西
」
参
照
。

〇
萩
島
一
丁
目

　
東
柿
野
・
西
柿
野
（
ひ
が
し
か
き
の
・
に
し
か
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
柿
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
の
記
録
に
は
「
東
柿
野
」・「
西
柿
野
」
に
分
か
れ

て
い
る
。「
柿
」
は
欠
け
る
所
に
通
じ
る
（『
愛
知
の
地
名
』）。

　
下
田
（
し
も
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
用
水
沿
い
の
「
字
浦
梨
田
（
う
り
た
）」
と
、
そ
の
東
の
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「
字
北
ノ
坪
」
が
範
囲
に
あ
た
る
。
ウ
リ
は
川
の
曲
が
っ
た
所
に

み
ら
れ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
細

い
水
路
が
二
筋
に
分
か
れ
、
曲
が
り
つ
つ
通
っ
て
い
る
。

　
井
堀
間
（
い
ぼ
り
ま
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
二
つ
の
水
路
（
井
堀
）

の
間
に
あ
る
土
地
の
意
味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
荒

井
」
と
「
字
井
堀
合
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
高
岡
（
た
か
お
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
東
出
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
島
浦
（
し
ま
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
萩
島
集
落
の
裏
の
意

味
。

 

塚
田
（
つ
か
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
山
前
田
」・「
字
二
ツ
屋
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
〇
萩
島
二
丁
目

　
島
内
（
し
ま
う
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
島
前
（
し
ま
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
前
」・「
字
大
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
梨
子
ノ
木
（
な
し
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
萩
島
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
大
坪
（
か
み
お
お
つ
ぼ
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
ツ
ボ
は
、
広
さ
・
面
積

の
単
位
の
ほ
か
、
庭
・
淵
・
穴
・
く
ぼ
み
・
町
村
の
一
部
を
示

す
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
北
ノ
坪

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
仲
沖
二
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
（
第
四
編
第
三
章
第

五
節
仲
沖
二
丁
目
「
北
ノ
坪
」
参
照
）。

　

東
出《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
二
ツ
屋
二
丁
目
へ
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
地
名
（
第
四
編
第
三
章
第
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五
節
二
ツ
屋
二
丁
目
「
東
出
」
参
照
）。

　

出
口《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
二
ツ
屋
二
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
五
節
二
ツ
屋
二
丁
目
「
出
口
」
参
照
。

　
清
水《

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
新
宮
一
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
八
節
新
宮
一
丁
目
「
清
水
」
参
照
。

　

下
林
（
し
も
ば
や
し
）

一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ

れ
た
境
界
変
更
に
よ
り
、　

扶
桑
町
へ
編
入
。

第
八
節
　
中
小
口

	

（
４
―
２
―
１０　

中
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

【
字
名
】

〇
中
小
口
一
丁
目

　
西
山
神
（
に
し
や
ま
の
か
み
）

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸

時
代
の
絵
図
で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
定
光
寺
（
じ
ょ
う
こ
う
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
定
光
寺
」
と
確
認
で
き
る
。

　
西
野
合
（
に
し
の
あ
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
定
光
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
地
蔵
堂
（
じ
ぞ
う
ど
う
） 

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
北
出
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
ノ
段
（
し
も
の
だ
ん
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
の
範
囲
に
あ
た
り
、
字

名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
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宮
之
前
（
み
や
の
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、「
居
屋
敷
」
の
範
囲
内
に
あ
た
り
、

「
神
明
境
内 

妙
徳
寺
境
内
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
字
名
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
余
野
境
に
神
明
社
が
あ
り
、
一
八
一
六
（
大

正
五
）
年
、
小
口
神
社
に
合ご

う

祀し

さ
れ
て
い
る
。

　
丸
ノ
内

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
一
丁
目
へ
》

第
四
編
第
三
章
第
七
節
上
小
口
一
丁
目
「
丸
ノ
内
」
参
照
。

〇
中
小
口
二
丁
目

　
金
三
西
（
き
ん
ざ
に
し
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
上
小
口
か
ら
中
小
口
二
丁
目
に
》

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。『
大

口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
頃
、
上
小
口

字
金
三
西
に
あ
る
小
口
劇
場
の
東
か
ら
小
判
が
二
枚
、
翌
年
に

一
枚
出
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
下
山
伏
（
し
も
や
ま
ぶ
し
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
山
伏
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
、「
上
山
伏
（
上
小
口
一
丁
目
地
内
）」・「
金
三

西
」・「
下
山
伏
」
に
分
か
れ
た
。

　
馬
場
（
ば
ん
ば
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
字
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、「
御
城

山
」
と
あ
る
。
小
口
城
の
北
側
に
近
接
し
、
馬
の
調
教
を
し
て

い
た
た
め
「
馬
場
」
に
な
っ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。

　
東
万
願
寺
・
下
万
願
寺
（
ひ
が
し
ま
ん
が
ん
じ
・
し
も
ま
ん
が
ん
じ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
万
願
寺
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

明
治
時
代
以
降
、
こ
の
「
字
万
願
寺
」
か
ら
「
上
万
願
寺
・
西

万
願
寺
（
上
小
口
三
丁
目
）」・「
東
万
願
寺
」・「
下
万
願
寺
」
の

四
つ
に
分
か
れ
た
（
第
四
編
第
三
章
第
七
節
上
小
口
三
丁
目

「
上
万
願
寺
・
西
万
願
寺
」
参
照
）。

〇
中
小
口
三
丁
目

　
上
野
合
・
下
野
合
（
か
み
の
あ
い
・
し
も
の
あ
い
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
「
字
野
合
」
と
あ
る
。『
大
口
村
誌
』

で
は
「
上
野
合
」・「
西
野
合
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
中
川
原
（
な
か
か
わ
は
ら
）

一
九
三
八
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
野
合
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
鍋
田
（
な
べ
た
）

一
九
三
八
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
榎
坪
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
木
賀
田
・
下
木
賀
田
（
か
み
き
が
た
・
し
も
き
が
た
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
木
賀
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

明
治
時
代
以
降
は
「
上
木
賀
田
」
と
「
下
木
賀
田
」
に
分
か
れ

る
。
キ
ガ
が
転
じ
て
コ
ガ
と
呼
び
、
未
墾
地
・
空
閑
地
を
意
味

す
る
ほ
か
、
村
内
の
小
区
画
の
意
味
を
持
つ
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
樋
田
（
と
い
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
樋
の
字
か
ら
こ
の
地
が

用
水
か
ら
水
を
引
く
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
辻
田
（
つ
じ
た
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
辻
は
交
差
点
・
道
筋
の

意
味
が
あ
る
た
め
「
辻
田
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
烏
田
（
か
ら
す
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
カ
ラ
ス
に
は
、
小
石
の

土
地
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
小
石
混
じ
り
の
田
の

意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

　
東
大
鹿
（
ひ
が
し
お
お
し
か
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
シ

カ
に
は
、
砂
州
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
砂
混
じ
り

の
土
質
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
中
小
口
四
丁
目

　
下
長
渕
（
し
も
な
が
ぶ
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
長
渕
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
条
川
が
木
津
用
水
に

流
れ
込
む
直
前
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で

確
認
で
き
る
「
字
長
渕
」
は
、
五
条
川
の
右
岸
と
な
る
。

　
北
穴
田
・
南
穴
田
（
き
た
あ
な
だ
・
み
な
み
あ
な
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
穴
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
明

治
時
代
以
降
は
、「
北
穴
田
」
と
「
南
穴
田
」
に
分
か
れ
る
。

　
一
本
松
（
い
っ
ぽ
ん
ま
つ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
穴
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
仲
沖第

四
編
第
三
章
第
五
節
仲
沖
一
丁
目
「
仲
沖
」
参
照
。

〇
中
小
口
五
丁
目

　
長
蔵
橋
（
ち
ょ
う
ぞ
う
ば
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
木
津
用
水
に
架
か
る
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橋
の
名
を
小
字
名
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵

図
で
は
「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
寺
田
巽
（
て
ら
だ
た
つ
み
）

《
名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
下
小
口
か
ら
中
小
口
五
丁
目
に
》

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
寺
田
集
落
か
ら
巽
（
東

南
）
の
方
角
の
意
味
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
稲
口
浦
」

の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
神
薙
（
ひ
が
し
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
カ
ン
ナ
ギ
は
神
社
に

関
係
し
、
東
側
の
木
津
用
水
右
岸
に
八
幡
社
が
あ
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
参
照
）。
江
戸
時
代
の
村

絵
図
で
は
「
字
稲
口
」・「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。『
尾

張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
、
下
小
口
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
稲
口
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
西
神
薙
（
に
し
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
稲
口
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
（「
東
神
薙
」
参
照
）。

〇
新
宮
一
丁
目

　
清
水
（
し
み
ず
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
最
も
北
に
八
幡
社
が

あ
っ
た
（「
東
神
薙
」
参
照
）。

　
稲
口
前
（
い
な
ぐ
ち
ま
え
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
神
薙
（
し
も
か
ん
な
ぎ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
大
坪
（
お
お
つ
ぼ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
は
、
木
津
用
水
左
岸
に
「
大
坪
」
と
あ

る
（
第
四
編
第
三
章
第
七
節
萩
島
二
丁
目
「
上
大
坪
」
参
照
）。

　
乾
田
（
い
ぬ
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
新
宮
二
丁
目

　
外
坪
浦
（
と
つ
ぼ
う
ら
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

　
苗
田
島
（
な
え
だ
じ
ま
）
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一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
宮
前
（
し
ん
み
や
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
宮
浦
（
し
ん
み
や
う
ら
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
外
坪
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
大
島
（
お
お
し
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
シ
マ
に
は
、
上
大
坪
と

同
じ
よ
う
に
広
い
区
域
の
田
地
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

〇
城
屋
敷
一
丁
目

　
城
屋
敷
（
し
ろ
や
し
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
「
御
城
山
」
と
あ
る
が
字
名
は
確
認
で
き
な
い
。

　
宮
之
前
（
み
や
の
ま
え
）

第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
一
丁
目
「
宮
之
前
」
参
照
。

　
山
中
（
や
ま
な
か
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

に
字
名
は
確
認
で
き
な
い
。

〇
城
屋
敷
二
丁
目

　
向
江
（
む
か
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
大
鹿
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
西
大
鹿
（
に
し
お
お
し
か
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
大
鹿
」
と
あ
る
。
シ
カ
に
は
、
砂

州
の
意
味
が
あ
り
（『
日
本
の
地
名
』）、
砂
混
じ
り
の
土
質
の
意

味
と
考
え
ら
れ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
八
節
中
小
口
三
丁
目

「
東
大
鹿
」
参
照
）。

　
榎
坪
（
え
の
き
つ
ぼ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
確
認
で
き
る
が
、
位
置
が
異
な
る
。
名

称
地
番
変
更
前
の
「
字
榎
坪
」
は
、
村
絵
図
で
は
「
字
大
鹿
」

の
一
部
で
あ
る
。
村
絵
図
の
「
字
榎
坪
」
は
名
称
地
番
変
更
前

の
「
字
鍋
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
水
田
潅か

ん

漑が
い

用
の
細
い
用
水

路
を
「
え
ぎ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
え
ぎ
」
が
あ
る
田
区
の

意
が
榎
の
坪
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
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第
九
節
　
下
小
口

	

（
４
―
２
―
１１　

下
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
）

〇
通
称
名

　
三
軒
家
（
さ
ん
げ
ん
や
）

下
小
口
七
丁
目
地
内
「
字
新
田
」
を
三
軒
家
と
呼
ぶ
。
由
来
は

三
軒
の
旧
家
か
ら
集
落
に
な
っ
た
、
も
し
く
は
岩
の
唐か

ら

櫃び
つ

に
宝

剣
宝
玉
が
入
っ
て
い
た
の
を
発
見
し
、
埋
め
戻
し
て
三
体
の
不

動
尊
を
祀ま

つ

っ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
、「
三
剱
矢
」
の
字
を
あ
て
た

と
も
あ
る
（『
大
口
村
誌
』）。

【
字
名
】

〇
下
小
口
一
丁
目

　
仁
所
野
（
に
し
ょ
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
こ
の
「
居
屋
敷
」
は
、
下
小
口
一
丁
目
か
ら
二
丁

目
と
三
丁
目
の
西
半
分
に
至
る
大
き
な
集
落
で
あ
っ
た
。
一
八

八
四
（
明
治
十
七
）
年
の
地
籍
図
に
「
字
仁
所
野
」・「
字
宮

前
」・「
字
本
郷
」
と
あ
る
。
仁
所
野
の
由
来
は
、
琴
平
神
社
と

白
山
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
か
所
の
霊
地
と
い
う
意
味
と
考

え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
宮
前
（
み
や
ま
え
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
宮
前
」
と
あ
る
。

白
山
社
の
南
側
に
位
置
す
る
の
で
「
宮
前
」
と
な
っ
た
（「
仁
所

野
」
参
照
）。

　
本
郷
（
ほ
ん
ご
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
本
郷
」
と
あ
る
。

ホ
ン
ゴ
ウ
は
本
村
（
元
と
な
る
集
落
）、
下
小
口
の
元
と
い
う
意

味
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
下
小
口
二
丁
目

　
北
屋
敷
（
き
た
や
し
き
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
北
屋
敷
」
と
あ
る
。

　
前
田
（
ま
え
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
字
名
は
確
認

で
き
な
い
。
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
に
「
字
前
田
」
と
あ
る
。
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上
五
明
（
か
み
ご
み
ょ
う
）

下
小
口
三
丁
目
「
中
五
明
・
下
五
明
・
東
五
明
」
参
照
。

〇
下
小
口
三
丁
目

中
五
明
・
下
五
明
・
東
五
明
（
な
か
ご
み
ょ
う
・
し
も
ご
み
ょ
う
・

ひ
が
し
ご
み
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
五
明
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年
の

地
籍
図
で
は
、
上
五
明
も
含
め
頭
に
上
・
中
・
下
・
東
を
つ
け
、

四
つ
の
小
字
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゴ
ミ
ョ
ウ
が
転

じ
ゴ
ミ
の
意
味
と
し
て
泥
地
を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。

〇
下
小
口
四
丁
目

　
天
神
前
（
て
ん
じ
ん
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
〇
九
年
に
白
山
社

に
合ご

う

祀し

さ
れ
る
ま
で
、
下
小
口
三
丁
目
（
字
下
五
明
）
地
内
に

は
天
神
社
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に
あ
た
る
た
め
名
付
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
山
ノ
神
（
や
ま
の
か
み
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
に
白
山
社
に
合
祀
さ
れ
る
ま
で
、
塚
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
（『
大
口
村
誌
』）。
地
籍
図
に
は
、
塚
の
横
に

「
山
神
道
」
が
確
認
で
き
る
。

　
植
野
（
う
え
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
、「
字
植
野
」
と
「
字
下
植
野
」
に
分

か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
名
称
地
番
変
更
前
の
植
野

は
、
村
絵
図
の
「
字
下
植
野
」
に
該
当
す
る
。

　
上
池
田
・
下
池
田
（
か
み
い
け
だ
・
し
も
い
け
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
上
池
田
が
「
字
植
野
」
と
「
字
下
植
野
」、
下
池
田
が
「
字

下
植
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

〇
下
小
口
五
丁
目

　
寺
田
（
て
ら
だ
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇

じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
下
小

口
地
区
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
寺
田
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
寺
田
東
（
て
ら
だ
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」・「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
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寺
田
前
（
て
ら
だ
ま
え
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
寺
田
の
南
に
位
置
す
る

の
で
、
寺
田
前
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
石
田
（
い
し
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」・「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
上
流
（
か
み
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
条
川
左
岸
沿
い
に
「
上

流
」・「
中
流
」・「
下
流
」
と
あ
る
。

　
中
流
（
な
か
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
寺
田
前
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
下
流
（
し
も
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
広
瀬
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
小
虱
（
こ
じ
ら
み
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。「
シ
ラ
ミ
」
は
白
い
に
状

態
・
程
度
を
表
す
接
尾
語
「
み
」
が
つ
き
、
虱
の
字
を
あ
て
た

も
の
で
、
砂
地
を
意
味
す
る
地
名
（『
大
口
町
史
』）。

　
上
猿
境
・
下
猿
境
（
か
み
さ
る
さ
か
い
・
し
も
さ
る
さ
か
い
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
小
虱
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
砂
利
（
ジ
ャ
リ
・
ザ
リ
）

の
砂さ

礫れ
き

地
は
地
下
へ
の
水
の
滲し

ん

透と
う

が
よ
く
、
笊ざ

る
（
竹
製
の
か
ご
）

は
水
が
洩も

れ
る
こ
と
か
ら
、「
ザ
ル
」
は
砂
礫
地
を
表
し
、
ザ
ル

の
清
音
サ
ル
に
猿
の
字
を
あ
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
砂
地

で
し
か
も
外
坪
と
小
口
の
境
を
示
す
地
名
で
あ
ろ
う
（『
大
口
町

史
』）。

〇
下
小
口
六
丁
目

　
東
曲
田
・
西
曲
田
（
ひ
が
し
ま
が
り
だ
・
に
し
ま
が
り
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
庭
森
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

上
五
反
田
・
中
五
反
田
・
下
五
反
田
（
か
み
ご
た
ん
だ
・
な
か
ご

た
ん
だ
・
し
も
ご
た
ん
だ
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
庭
森
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
五
反
を
一
区
画
と
す
る

田
地
の
意
味
（『
地
名
の
研
究
』）。

上
庭
森
・
中
庭
森
・
下
庭
森
（
か
み
に
わ
も
り
・
な
か
に
わ
も
り
・

し
も
に
わ
も
り
）　
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江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
庭
森
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年
の

地
籍
図
で
は
「
字
上
庭
森
」・「
字
中
庭
森
」・「
字
下
庭
森
」
に

分
か
れ
る
。
イ
ワ
イ
モ
リ
（
祝
森
）
か
ら
転て

ん

訛か

し
た
ニ
ワ
モ
リ

で
、
田
の
神
・
山
の
神
な
ど
農
耕
儀
礼
に
因ち

な

む
も
の
を
祀
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
モ
リ
は
杜
に
も
通
じ
開
墾
前
は
樹
林
地

で
、
田
の
神
・
山
の
神
が
祀
っ
て
あ
っ
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
下
小
口
七
丁
目

　
新
田
（
し
ん
で
ん
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
岡
田
塚
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
新
田
前
（
し
ん
で
ん
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
岡
田
塚
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
東
樋
田
（
ひ
が
し
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
升
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
西
樋
田
（
に
し
と
い
だ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
八
升
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
植
松
（
う
え
ま
つ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。

〇
竹
田
一
丁
目

　
下
島
（
げ
し
ま
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小

口
内
の
集
落
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
下
嶋
」
と
あ
り
、「
竹
田
」・

「
下
島
」・「
野
田
野
」
あ
た
り
は
砂
地
で
茶ち

ゃ

圃ほ

が
多
い
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
シ
マ
は
川
沿
い
の
耕
地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の

地
名
』）。

　
下
島
前
（
げ
し
ま
ま
え
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
下
島
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
下
島
」
の
南
西
に
位
置

す
る
の
で
「
下
島
前
」。

　
下
島
東
（
げ
し
ま
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。「
下
島
」
の
東
に
位
置

す
る
。

　
西
流
（
に
し
な
が
れ
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図
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で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
余
野
地
区
か
ら
流
れ

込
む
川
（
現
昭
和
用
水
）
が
由
縁
と
考
え
ら
れ
る
。

　
野
田
野
山
（
の
た
の
や
ま
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
野
田
野
」
と
あ
る
。
一
八
八
四
年

の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。

　
乗
船
（
の
り
ふ
ね
）　

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
薬
師
浦
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
深
田
で
あ
る
か
ら
、

船
に
乗
っ
て
農
作
業
を
し
た
の
に
因
む
地
名
で
あ
ろ
う
（『
大
口

町
史
』）。
ま
た
、
音
読
み
で
ジ
ョ
ウ
は
畑
・
山
の
意
味
、
セ
ン

は
山
の
意
味
（『
日
本
の
地
名
』）。
こ
の
地
周
辺
は
、
地
籍
図
・

村
絵
図
と
も
に
雑
木
林
と
畑
に
な
っ
て
お
り
、
田
は
少
し
南
側

に
展
開
す
る
。

〇
竹
田
二
丁
目

東
水
砂
野
・
西
水
砂
野
・
下
水
砂
野
（
ひ
が
し
み
さ
の
・
に
し
み

さ
の
・
し
も
み
さ
の
）　

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
水
砂
野
」
と
確
認
で
き
る
。
一
八

八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
東
水
砂
野
」・「
西
水
砂
野
」・「
下
水

砂
野
」
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
段
丘
の
下
に

立
地
す
る
低
湿
地
で
あ
っ
た
。

　
伏
部
（
ふ
す
べ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
燻ふ

す

ベ
る
（
燃
や
し
て
煙

を
立
て
る
）
の
フ
ス
ベ
で
、
焼
畑
畑
作
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
地
名
と
考
え
ら
れ
る
（『
大
口
町
史
』）。
村
絵
図
・
一
八
八
四

年
の
地
籍
図
で
は
、
畑
と
な
っ
て
い
る
。

　
堂
軒
（
ど
う
の
き
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
伏
部
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
地
籍
図
で
は
畑
に
な
っ

て
い
る
。
ド
ウ
は
堤
や
土
手
の
意
味
の
塘
の
転
訛
で
、
軒
は
緩

傾
斜
の
土
地
を
意
味
す
る
（『
大
口
町
史
』）。

　
野
田
野
東
（
の
た
の
ひ
が
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
「
字
野
田
野
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。

　
野
田
野
（
の
た
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。
ノ
ダ
・
ヌ
タ
は
、
湿
地

を
表
す
（『
日
本
の
地
名
』）。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小
口
内
の

集
落
の
一
つ
と
し
て
「
野
田
野
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
吹
野
・
西
吹
野
（
ふ
き
の
・
に
し
ふ
き
の
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
に
「
字
吹
野
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
八
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八
四
年
の
地
籍
図
で
は
「
吹
野
」・「
西
吹
野
」
に
分
か
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
フ
キ
が
転
じ
て
フ
ケ
は
深
田
・
低
湿

地
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
山
王
田
（
さ
ん
の
う
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
が
、「
字
水
砂
野
」
の
東
に

書
か
れ
て
い
る
た
め
位
置
が
異
な
る
。
集
落
共
有
の
林
野
を
「
野

散
」・「
散
野
」
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
散
野
に
山
王
の
字
が

あ
て
ら
れ
た
（『
大
口
町
史
』）。

〇
竹
田
三
丁
目

　
野
田
野
西
（
の
た
の
に
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
竹
田
二
丁
目
「
野
田

野
」
参
照
）。

　
西
乗
船
（
に
し
の
り
ふ
ね
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
（
竹
田
一
丁
目
「
乗
船
」

参
照
）。

　
彦
市
（
ひ
こ
い
ち
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
、
大
屋
敷
村
字
吹
野
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
コ
に
は
、

田
畑
が
出
張
っ
た
所
と
い
う
意
味
が
あ
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

　
竹
田
（
た
け
だ
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
確
認
で
き
る
。『
尾
張
徇
行
記
』
に
下
小

口
内
の
集
落
の
一
つ
と
し
て
「
竹
田
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
タ

ケ
（
岳
）
に
崖
の
意
味
が
あ
り
、
タ
ケ
ダ
は
、
や
や
高
い
と
こ

ろ
を
意
味
す
る
（『
日
本
の
地
名
』）。

竹
田
東
・
竹
田
西
・
竹
田
浦
（
た
け
だ
ひ
が
し
・
た
け
だ
に
し
・

た
け
だ
う
ら
）

江
戸
時
代
の
村
絵
図
で
は
「
字
竹
田
」
の
範
囲
に
あ
た
る
。
一

八
八
四
年
の
地
籍
図
で
は
、
そ
の
周
囲
に
東
・
西
・
浦
（
北
の

意
味
）
を
頭
に
付
け
た
小
字
と
し
て
確
認
で
き
る
。
一
九
八
一

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
竹
田
西
・
竹
田
浦
の
一
部
を
江
南
市

へ
編
入
し
た
。

　
大
御
堂
腰
（
お
お
み
ど
ご
し
）

一
八
八
四
年
の
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
の
村
絵
図

で
は
大
屋
敷
村
字
竹
田
前
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
八
一

年
の
境
界
変
更
に
よ
り
、
一
部
を
江
南
市
へ
編
入
し
た
。
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【
参
考
資
料
】

（
村
絵
図
・
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）

・・「
丹
羽
郡
伝
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
喜
左
衛
門
、
頭
百
姓
重
兵

衛
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
長
桜
村
絵
図
［
庄
屋
鈴
木
甚
三
郎
、
頭
百
姓
嘉
右
衛
門
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
宗
雲
新
田
絵
図
［
庄
屋
幸
吉
、
頭
百
姓
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
宗
雲
新
田
絵
図
［
庄
屋
幸
吉
、
頭
百
姓
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
五
（
弘
化
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
八
左
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
良
右
衛
門
、
頭
百
姓
幸
吉
」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
長
桜
替
地
新
田
絵
図
［
庄
屋
伊
右
衛
門
、
頭
百
姓
平
左
衛

門
」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
御
供
所
村
絵
図
［
庄
屋
社
本
伴
左
衛
門
、
組
頭
桂
作
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
御
供
所
村
絵
図
」　

年
代
不
明

・・「
丹
羽
郡
九
郎
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
社
本
伴
左
衛
門
］」　

一

八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
折
出
新
田
・
又
助
新
田
絵
図
［
庄
屋
土
田
弥
十
郎
、
頭

百
姓
仲
八
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
三
右
衛
門
新
田
絵
図
［
庄
屋
伊
右
衛
門
、
頭
百
姓
嘉
藤

治
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
絵
図
［
庄
屋
甚
吉
・
三
九
郎
］」　

一
八
四
一

（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
稲
木
庄
大
屋
敷
村
絵
図
面
」　

年
代
不
明

・・「
丹
羽
郡
外
坪
村
絵
図
［
庄
屋
和
吉
・
同
断
伊
右
衛
門
、
組
頭
増

平
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
絵
図
［
庄
屋
歌
右
衛
門
・
同
断
浜
蔵
、
組
頭
円

蔵
］」　

一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
絵
図
［
庄
屋
歌
右
衛
門
］」　

一
八
四
五
（
弘
化

二
）
年

・・「
丹
羽
郡
余
野
村
絵
図
［
庄
屋
正
作
、
組
頭
三
郎
治
」　

一
八
四
一

（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
絵
図
［
庄
屋
締
役
酒
井
孫
八
、
庄
屋
市
郎
右
衛

門
・
同
断
伊
三
八
・
同
断
甚
作
、
組
頭
新
作
・
同
良
助
］」　

一
八

四
一
（
天
保
十
二
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
御
見
取
所
御
定
納
米
場
所
絵
図
面
［
庄
屋
金
八
・

同
断
前
田
繁
右
衛
門
・
同
断
近
藤
甚
吉
］」　
一
八
六
三（
文
久
三
）年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
御
見
取
所
図
面
」　

年
代
不
明
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（
地
関
図
・
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
）

・・「
丹
羽
郡
秋
田
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
豊
田
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
大
屋
敷
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
外
坪
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
河
北
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
余
野
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

・・「
丹
羽
郡
小
口
村
」　

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

（
地
誌
・
自
治
体
史
な
ど
）

・・
大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
一
九
三
五
年
）

・・
帝
國
市
町
村
地
圖
刊
行
会
『
大
口
村
土
地
寶
典
』（
一
九
三
八
年
）

・・
大
口
村
役
場
『
五
十
年
の
歩
み
』（
一
九
五
六
年
）

・・
帝
国
市
町
村
地
図
刊
行
会
『
大
口
町
土
地
宝
典
』（
一
九
六
四
年
）

・・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文

村
々
覚
書
（
上
）』（
一
九
六
四
年
）

・・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇

行
記
（
三
）』（
一
九
六
六
年
）

・・
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
『
尾
張
國
地
名
考
』（
一
九
七
〇
年
）

・・
大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

・・
中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

・・
柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）

・・
鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
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巻
末
資
料

大口町史 現代史編

人口動態の推移
大口町一般会計決算額
大口町特別会計決算額
大口町内に生息する動物・植物一覧





出生数（人） 死亡数（人） 増減 
（人）男性 女性 計 男性 女性 計

1955 77 77 154 35 28 63 91
1956 66 73 139 46 42 88 51
1957 63 70 133 33 52 85 48
1958 82 80 162 53 37 90 72
1959 61 69 130 47 39 86 44
1960 89 89 178 41 35 76 102
1961 113 100 213 53 42 95 118
1962 128 119 247 38 46 84 163
1963 115 115 230 35 32 67 163
1964 126 123 249 33 40 73 176
1965 158 134 292 36 32 68 224
1966 75 85 160 34 35 69 91
1967 152 124 276 46 29 75 201
1968 143 143 286 46 43 89 197
1969 130 151 281 47 41 88 193
1970 137 147 284 48 46 94 190
1971 171 154 325 35 76 111 214
1972 162 142 304 42 38 80 224
1973 142 185 327 44 38 82 245
1974 152 142 294 39 45 84 210
1975 135 113 248 36 53 89 159
1976 122 129 251 34 38 72 179
1977 133 127 260 35 39 74 186
1978 115 113 228 46 44 90 138
1979 130 102 232 54 34 88 144
1980 120 105 225 53 47 100 125
1981 118 103 221 48 40 88 133
1982 94 113 207 40 35 75 132
1983 104 119 223 38 40 78 145
1984 117 101 218 51 51 102 116
1985 111 88 199 42 44 86 113
1986 95 104 199 41 41 82 117
1987 104 97 201 53 44 97 104

人口動態の推移（『愛知県統計年鑑』）

641　 



出生数（人） 死亡数（人） 増減 
（人）男性 女性 計 男性 女性 計

1988 95 82 177 42 42 84 93
1989 97 64 161 48 37 85 76
1990 82 74 156 52 33 85 71
1991 95 95 190 63 39 102 88
1992 112 111 223 59 54 113 110
1993 107 101 208 62 47 109 99
1994 127 106 233 58 45 103 130
1995 106 107 213 70 49 119 94
1996 116 114 230 64 50 114 116
1997 132 128 260 58 47 105 155
1998 135 131 266 55 50 105 161
1999 136 123 259 67 58 125 134
2000 134 136 270 65 74 139 131
2001 130 134 264 67 69 136 128
2002 152 127 279 61 56 117 162
2003 134 119 253 79 61 140 113
2004 140 110 250 73 65 138 112
2005 123 106 229 83 74 157 72
2006 124 129 253 62 62 124 129
2007 130 119 249 76 77 153 96
2008 116 136 252 96 92 188 64
2009 138 99 237 84 80 164 73
2010 123 110 233 99 71 170 63
2011 121 100 221 91 84 175 46
2012 106 108 214 91 83 174 40
2013 100 99 199 98 73 171 28
2014 128 113 241 95 79 174 67
2015 111 118 229 96 88 184 45
2016 127 106 233 88 98 186 47
2017 137 114 251 88 104 192 59
2018 116 98 214 91 107 198 16
2019 136 92 228 101 83 184 44
2020 101 105 206 100 87 187 19
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大口町一般会計決算額（『大口村歳入歳出決算書』『大口町歳入歳出決算書』）
（単位 : 百万円）

1945年度 1946年度 1947年度 1948年度 1949年度 1950年度 1951年度 1952年度 1953年度 1954年度

歳入決算額 0.185 0.503 4.518 8.898 11.15 19.97 21.95 30.64 33.93 40.12 

主

な

内

訳

町税 0.100 0.247 1.262 4.701 7.57 13.38 13.22 18.00 17.81 18.61 
地方交付税 1.94 2.75 4.20 2.56 1.57 
使用料・手数料 0.001 0.002 0.007 0.013 0.03 0.04 0.05 0.08 0.13 1.45 
国庫支出金 0.023 0.115 0.432 1.418 0.66 1.35 2.27 0.54 2.51 4.35 
県支出金 0.010 0.044 0.294 0.904 1.74 1.61 1.28 2.88 3.74 4.42 
寄附金 0.010 0.010 2.315 1.466 0.15 0.38 0.15 
繰越金 0.026 0.071 0.060 0.261 0.73 1.27 1.63 2.13 4.64 3.63 
諸収入 0.012 0.010 0.052 0.134 0.43 0.25 0.69 0.80 1.36 0.47 
町債 0.095 2.00 0.80 4.50 

歳出決算額 0.114 0.044 4.257 8.171 9.89 18.34 19.82 26.00 30.30 38.45 

主

な

内

訳

会議（議会）費 0.001 0.006 0.041 0.050 0.13 0.31 0.22 0.30 0.43 0.44 
役場費 0.043 0.224 0.700 2.291 4.07 3.66 5.77 5.63 4.91 4.36 
厚生（社会施設）費 0.001 0.033 0.361 0.731 0.86 1.67 3.63 4.28 1.37 5.62 
衛生費 0.004 0.012 0.064 0.15 0.19 0.21 0.25 1.62 0.29 
勧業（産業経済）費 0.001 0.019 0.268 0.938 0.60 1.09 1.28 2.50 3.75 3.22 
土木費 0.006 0.025 0.060 0.422 0.46 2.07 1.17 1.97 4.32 6.38 
消防費 0.077 3.42 1.12 
教育費 0.024 0.097 2.665 3.178 3.18 6.36 4.46 5.66 5.91 13.40 
公債費 0.001 0.034 0.19 0.22 

1955年度 1956年度 1957年度 1958年度 1959年度 1960年度 1961年度 1962年度 1963年度

歳入決算額 43.90 46.92 49.88 51.07 54.61 80.32 96.55 94.21 107.29 

主

な

内

訳

町税 20.14 24.51 34.53 28.00 31.01 35.73 60.47 60.36 68.71 
地方交付税 1.17 1.39 0.83 0.30 0.59 0.15 0.26 2.21 1.89 
使用料・手数料 0.26 1.39 1.51 0.61 0.64 0.67 0.72 0.70 0.74 
国庫支出金 2.56 7.24 3.30 1.07 2.74 20.56 7.61 3.11 3.91 
県支出金 3.42 2.72 2.31 6.27 5.86 4.10 4.42 5.85 6.95 
繰入金 0.86 3.30 6.40 6.00 9.18 
繰越金 1.68 2.22 1.99 1.84 0.87 2.87 7.02 0.04 2.70 
諸収入 0.87 0.65 1.24 3.77 1.32 1.57 5.91 5.11 4.73 
町債 6.00 2.90 4.00 1.80 1.00 

歳出決算額 41.91 44.93 48.04 50.20 51.74 73.27 96.41 91.21 103.33 

主

な

内

訳

会議（議会）費 0.33 0.39 0.51 0.49 0.49 0.99 1.32 1.77 2.56 
役場費 4.40 6.19 11.83 8.57 8.77 10.06 17.66 22.02 25.33 
厚生（社会施設）費 1.44 7.00 2.42 2.59 3.33 8.27 16.21 12.69 14.10 
衛生費 13.97 7.00 2.31 0.89 0.98 0.99 1.16 2.02 3.14 
勧業（産業経済）費 2.34 3.51 4.24 3.21 2.81 3.60 3.40 2.13 3.89 
土木費 6.64 5.53 6.41 13.09 6.87 8.89 14.98 25.52 22.43 
消防費 0.74 0.67 1.47 2.02 7.40 0.85 4.37 3.86 2.66 
教育費 7.57 7.28 10.07 13.03 5.01 17.87 13.35 13.60 18.45 
公債費 1.05 4.98 6.31 1.68 2.28 2.47 3.56 3.60 3.13 

※1949年度以降、会議費に議会費、厚生費に社会施設費、勧業費に産業経済費を計上している。
※1959年度の伊勢湾台風により、決算書によれば、災害復旧費に、1959年度は7.74百万円、
　1960年度には、16.27百万円が計上されている。
※表中斜線は記載なし。
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（単位 : 百万円）
1964年度 1965年度 1966年度 1967年度 1968年度 1969年度 1970年度 1971年度

歳入決算額 201.5 224.6 241.5 302.1 410.2 649.1 774.4 863.2 

主
な
内
訳

町税 80.1 98.6 135.1 158.2 200.8 274.7 324.4 352.1 
自動車取得税交付金 6.7 12.3 12.9 12.5 
地方交付税 5.8 1.3 1.7 1.9 2.4 50.7 20.5 21.3 
使用料・手数料 0.1 0.8 1.9 3.9 5.1 5.9 6.4 8.9 
国庫支出金 4.2 15.5 6.1 12.5 52.9 75.9 59.2 105.9 
県支出金 6.4 10.8 14.7 24.5 24.9 16.6 32.2 43.6 
繰入金 0.7 1.1 2.8 
諸収入 42.4 27.1 22.7 29.2 33.9 44.7 69.1 64.1 
町債 8.0 18.0 9.0 21.0 23.4 80.5 112.7 127.5 

歳出決算額 180.0 209.7 205.8 263.0 347.8 545.1 724.7 816.9 

主
な
内
訳

議会費 3.3 4.5 5.3 5.8 7.6 9.4 11.9 14.5 
総務費 32.8 31.0 41.9 39.3 46.8 83.4 131.5 84.5 
民生費 16.9 17.4 42.1 48.6 44.1 45.1 100.7 113.5 
衛生費 4.0 20.3 9.6 14.3 20.5 29.3 29.9 59.1 
農業費 7.3 15.8 17.0 33.1 43.0 31.8 37.6 48.5 
商工費 48.9 28.7 2.5 1.6 5.3 8.0 5.4 3.9 
土木費 33.0 29.0 46.8 79.8 80.0 103.6 155.9 147.8 
消防費 1.5 2.8 3.4 5.5 80.2 7.3 9.5 12.0 
教育費 30.1 55.8 18.3 20.9 77.0 206.5 214.0 289.8 

1972年度 1973年度 1974年度 1975年度 1976年度 1977年度 1978年度 1979年度

歳入決算額 1,161.8 1,214.2 1,287.0 1,944.6 2,396.3 2,439.4 2,964.4 2,793.6 

主
な
内
訳

町税 416.8 528.6 749.2 821.2 953.3 1,048.9 1,139.0 1,398.2 
自動車取得税交付金 13.8 16.7 23.6 24.1 25.7 29.8 34.7 38.5 
地方交付税 56.9 109.6 78.7 85.8 125.3 169.5 278.3 179.3 
使用料・手数料 9.0 10.0 14.4 14.2 10.9 11.3 10.3 11.1 
国庫支出金 117.4 128.8 53.4 264.2 193.2 203.8 375.1 301.5 
県支出金 51.0 68.0 79.3 74.5 58.6 76.0 150.3 200.7 
繰入金 6.4 3.0 4.0 29.0 190.0 
諸収入 89.6 78.0 94.9 92.0 52.6 135.1 148.8 170.0 
町債 210.9 116.7 10.7 307.5 381.5 335.2 324.1 199.4 

歳出決算額 1,149.6 1,146.5 1,151.4 1,810.6 2,224.2 2,344.3 2,852.5 2,656.9 

主
な
内
訳

議会費 15.8 25.8 36.2 37.7 44.4 54.0 59.6 62.2 
総務費 436.2 118.1 150.4 300.0 328.9 231.4 337.2 266.8 
民生費 92.1 126.0 193.2 399.2 243.0 470.3 494.9 443.9 
衛生費 41.5 42.3 72.1 70.6 79.3 120.2 91.7 97.1 
農業費 105.6 68.1 82.7 76.3 103.7 150.9 170.5 271.5 
土木費 133.8 276.9 254.9 171.1 261.9 429.9 379.1 363.9 
消防費 11.4 16.9 25.3 52.9 72.0 95.5 89.8 86.3 
教育費 248.3 364.0 183.4 503.6 683.8 593.0 957.5 760.7 
公債費 52.4 65.3 87.8 93.6 113.9 144.5 195.3 216.1 

※1972年度、庁舎建設（工事費357百万円）により、総務費が増額となっている。
※表中斜線は記載なし。
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（単位 : 百万円）
1980年度 1981年度 1982年度 1983年度 1984年度 1985年度 1986年度 1987年度

歳入決算額 3,290.1 4,311.3 4,166.0 4,388.0 5,612.5 4,895.2 5,103.8 4,570.7 

主
な
内
訳

町税 1,935.2 2,631.7 2,920.3 2,588.9 2,948.9 3,582.2 3,307.6 3,026.0 
自動車取得税交付金 38.3 39.2 53.0 58.4 63.4 65.7 81.2 78.9 
地方交付税 59.8 30.3 31.8 30.6 30.1 30.7 31.2 32.2 
使用料・手数料 12.2 13.4 23.2 25.8 27.5 36.4 42.5 44.0 
国庫支出金 304.2 507.8 278.5 243.5 661.7 69.7 181.2 136.8 
県支出金 183.9 318.9 222.7 174.0 197.0 286.6 222.7 242.0 
繰入金 2.6 325.0 553.5 200.0 115.8 
諸収入 220.9 224.5 248.5 264.4 314.5 361.6 293.8 271.0 
町債 195.6 233.0 50.0 205.0 385.0 150.0 25.1 

歳出決算額 3,187.0 4,228.2 3,947.6 4,217.0 5,393.8 4,580.5 4,781.2 4,214.4 

主
な
内
訳

議会費 69.0 77.3 89.4 91.4 98.8 99.9 105.8 94.7 
総務費 485.2 560.1 558.0 481.4 569.7 920.4 532.7 492.8 
民生費 490.5 829.0 851.6 570.6 596.1 697.9 863.2 756.5 
衛生費 117.8 128.0 190.9 184.7 172.4 188.0 248.5 263.1 
農業費 263.3 333.6 337.5 251.5 413.1 472.6 398.8 479.7 
土木費 485.0 496.6 575.9 462.4 568.0 707.8 835.0 769.6 
消防費 108.0 120.4 112.6 115.3 121.1 142.9 188.3 147.9 
教育費 898.4 1,338.8 889.2 1,756.2 2,544.7 1,005.1 1,294.4 919.8 
公債費 223.6 245.6 268.6 257.3 268.2 298.1 268.5 247.1 

1988年度 1989年度 1990年度 1991年度 1992年度 1993年度 1994年度 1995年度

歳入決算額 6,272.9 5,888.9 6,123.7 6,994.4 6,629.0 6,877.6 7,330.1 6,941.3 

主
な
内
訳

町税 3,619.0 3,968.0 4,308.3 4,821.2 4,477.3 4,509.0 4,321.0 4,337.4 
自動車取得税交付金 94.0 118.4 120.6 122.5 120.6 119.3 120.9 135.6 
地方譲与税 59.3 207.0 213.6 196.5 206.0 224.2 225.6 233.0 
使用料・手数料 45.5 47.7 39.0 40.6 44.3 54.3 48.1 45.2 
国庫支出金 134.1 128.6 127.3 334.4 181.0 125.6 125.8 179.9 
県支出金 246.3 278.2 324.6 271.2 220.0 252.6 344.3 302.5 
繰入金 593.6 1.4 13.1 104.8 4.7 263.5 365.5 200.0 
諸収入 298.9 333.3 365.2 414.7 494.2 517.1 475.3 490.0 
町債 551.7 200.0 300.0 120.0 575.0 270.0 

歳出決算額 5,963.7 5,662.4 5,840.1 6,720.3 6,242.2 6,471.8 6,848.1 6,448.8 

主
な
内
訳

議会費 100.9 104.8 118.8 124.7 136.6 135.1 142.8 140.1 
総務費 752.7 658.8 1,082.2 1,065.1 872.1 1,006.0 1,016.4 948.5 
民生費 724.5 789.3 864.6 1,370.7 1,061.8 1,339.9 1,598.3 1,433.2 
衛生費 279.4 267.0 296.6 349.6 369.0 531.3 440.6 516.8 
農業費 426.3 449.4 531.8 464.8 425.3 362.8 313.4 303.5 
土木費 928.9 1,151.7 1,423.7 1,590.3 1,402.4 1,073.9 1,323.2 1,247.5 
消防費 153.4 162.1 221.8 523.2 295.2 272.7 311.5 371.9 
教育費 2,270.8 967.7 952.0 892.5 1,285.0 1,234.8 1,250.5 1,027.6 
公債費 267.9 285.2 299.5 289.8 301.1 296.8 319.5 373.4 

※1981年度以降、大口町は普通交付税不交付団体、地方交付税は特別交付税のみ。
※1984年度、国庫支出金が小学校費補助金・中学校費補助金により増額。
※1989年度、消費税創設。電気・ガス税が廃止され、消費譲与税制度が新設。
※表中斜線は記載なし。
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（単位 : 百万円）
1996年度 1997年度 1998年度 1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

歳入決算額 6,901.6 7,764.1 8,939.0 7,443.5 7,884.8 7,739.9 7,345.2 7,512.9 

主
な
内
訳

町税 4,367.5 4,665.1 4,466.2 4,740.2 5,123.4 4,948.5 4,860.4 4,747.1 
地方消費税交付金 70.1 314.3 294.4 303.6 295.1 268.1 319.7 
地方譲与税 224.9 146.9 94.8 98.0 99.9 107.6 111.3 117.0 
使用料・手数料 46.1 45.4 53.5 74.3 76.4 79.6 75.6 94.1 
国庫支出金 171.7 267.6 339.9 371.3 187.8 261.0 178.9 272.9 
県支出金 278.4 368.4 415.9 301.5 297.4 273.2 287.4 384.0 
繰入金 402.1 1,083.4 115.2 241.9 17.7 384.0 210.4 
諸収入 511.9 559.5 592.1 550.7 553.6 563.9 225.8 340.4 
町債 415.0 280.0 650.0 30.0 50.0 50.0 

歳出決算額 6,414.4 7,425.5 8,529.9 7,003.8 7,321.8 7,359.4 6,972.8 7,148.9 

主
な
内
訳

議会費 149.4 150.4 150.9 139.7 142.5 141.6 140.4 136.1 
総務費 987.2 1,043.6 952.3 1,021.3 1,221.7 1,163.1 1,041.8 1,082.3 
民生費 1,485.5 1,542.0 1,750.4 1,848.8 1,768.4 1,849.0 1,454.2 1,768.2 
衛生費 517.6 1,403.5 1,982.3 648.5 679.0 673.1 618.1 653.6 
農業費 311.0 315.6 270.0 225.0 119.8 165.6 199.6 177.7 
土木費 1,000.9 1,267.7 1,619.4 1,225.0 1,410.8 1,105.6 1,141.5 1,039.6 
消防費 317.6 324.7 338.8 366.9 360.0 379.1 418.2 406.1 
教育費 978.5 892.8 929.3 952.9 1,031.0 1,298.9 1,440.6 1,396.1 
公債費 542.0 367.5 383.2 416.7 430.4 418.9 393.5 350.9 

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

歳入決算額 7,862.7 7,552.8 8,294.3 11,179 8,781.6 9,656.9 7,632.7 8,941.9 

主
な
内
訳

町税 4,748.8 4,910.3 5,341.8 6,423.6 6,076.9 4,724.6 5,003.6 4,835.5 
地方消費税交付金 358.0 332.8 353.2 348.8 326.4 348.1 347.5 352.2 
地方譲与税 158.5 185.9 286.6 118.9 114.1 106.5 104.1 101.6 
使用料・手数料 93.7 96.4 94.7 102.8 92.6 87.1 60.4 57.1 
国庫支出金 199.2 207.6 223.6 762.3 201.9 1,151.4 509.7 891.4 
県支出金 239.5 244.3 258.0 304.0 311.8 310.8 362.2 379.9 
繰入金 320.5 76.5 93.0 973.9 377.1 1,168.8 72.9 797.3 
諸収入 240.0 295.5 261.8 303.6 313.8 284.6 248.1 250.6 
町債 590.0 250.0 524.9 945.4 500.0 100.0 700.0 

歳出決算額 7,398.9 7,192.9 7,763.3 10,577 8,146.9 9,188.7 7,372.4 8,637.9 

主
な
内
訳

議会費 138.7 137.5 132.4 124.1 125.2 121.9 114.8 151.5 
総務費 1,139.7 1,209.0 1,496.3 1,648.6 1,835.3 2,229.1 1,431.7 1,087.8 
民生費 1,770.8 1,677.7 1,675.5 1,712.2 1,766.6 1,744.1 2,032.2 2,198.9 
衛生費 587.2 607.7 687.8 619.4 611.5 600.3 644.5 683.8 
農業費 2,221.2 190.6 203.0 155.3 132.1 113.6 127.2 86.7 
土木費 830.9 1,007.4 1,004.4 998.1 1,037.8 878.0 988.3 946.5 
消防費 366.4 383.5 375.5 364.3 366.5 383.9 370.2 362.4 
教育費 1,543.2 1,528.0 1,763.9 4,541.0 1,868.8 2,671.8 1,289.2 2,758.8 
公債費 669.8 291.8 291.6 288.8 253.1 234.7 205.9 215.0 

※1997年度、消費税率が3% から5% に改正、消費譲与税が廃止、地方消費税交付金制度が新設。
※1997年度、1998年度、健康文化センター建設。工事費は2,069百万円。
※2007年度、大口中学校校舎等建設。工事費は3,132百万円。
※表中斜線は記載なし。
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（単位 : 百万円）
2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

歳入決算額 7,448.0 7,570.8 8,544.6 8,952.6 8,631.9 7,998.0 9,028.7 9,763.1 

主
な
内
訳

町税 4,867.2 5,088.6 5,546.0 5,689.1 5,403.3 5,272.6 5,595.4 5,976.5 
地方消費税交付金 355.5 352.5 403.0 604.9 554.6 573.1 587.6 557.2 
地方譲与税 92.7 90.6 86.2 90.1 89.3 89.5 90.4 90.8 
使用料・手数料 57.9 59.9 57.8 139.7 142.8 150.5 159.4 126.7 
国庫支出金 534.8 563.9 758.3 698.0 647.9 593.7 594.3 716.3 
県支出金 323.5 321.5 415.7 562.7 565.6 415.4 455.2 546.7 
繰入金 316.8 54.1 347.6 15.5 28.7 40.0 454.3 616.1 
諸収入 307.2 269.9 279.9 391.2 262.1 266.1 501.7 341.9 
町債 130.0 300.0 100.0 100.0 141.0 

歳出決算額 6,984.4 7,349.9 8,286.5 8,307.1 8,350.0 7,620.7 8,776.9 9,266.4 

主
な
内
訳

議会費 141.1 138.4 139.1 141.2 130.1 130.1 125.7 129.9 
総務費 1,187.9 1,417.4 1,297.0 1,432.3 1,568.1 1,180.0 1,660.3 1,814.8 
民生費 2,121.8 2,286.2 2,487.0 3,123.6 3,012.2 2,605.5 2,635.2 3,075.2 
衛生費 595.1 658.9 675.0 708.3 740.6 721.1 730.8 978.8 
農業費 93.4 106.2 117.6 113.5 114.7 123.0 113.6 160.3 
土木費 808.4 801.7 869.8 943.7 1,132.3 1,251.2 1,571.4 1,381.2 
消防費 468.3 569.0 425.6 458.3 428.6 414.3 403.4 415.5 
教育費 1,253.7 819.3 1,918.1 880.7 839.0 841.8 1,180.0 951.2 
公債費 223.1 242.4 237.6 237.0 235.5 237.2 194.1 202.5 

2020年度 2021年度 2022年度

歳入決算額 12,431.0 10,328.0 11,364.3 

主
な
内
訳

町税 5,427.3 5,270.5 5,905.7 
地方消費税交付金 649.5 706.7 753.9 
地方譲与税 90.9 92.6 91.6 
使用料・手数料 91.5 100.3 101.3 
国庫支出金 3,782.0 1,988.5 1,407.2 
県支出金 538.6 531.5 641.3 
繰入金 480.5 453.1 39.7 
諸収入 342.6 298.0 288.4 
町債 225.0 135.0 947.3 

歳出決算額 12,171.0 9,795.2 10,571.5 

主
な
内
訳

議会費 128.7 124.4 120.4 
総務費 1,263.3 1,337.7 1,600.8 
民生費 5,479.2 3,565.0 3,273.9 
衛生費 1,061.6 902.0 923.7 
農業費 143.9 84.0 102.3 
土木費 1,936.8 1,661.9 1,496.3 
消防費 445.1 675.3 400.4 
教育費 1,304.0 983.1 2,173.1 
公債費 214.7 234.1 246.4 

※2014年度、中央公民館耐震化等工事により教育費増額。工事費は697百万円。
※2020・2021年度、新型コロナウイルス感染症対策により、国庫支出金、民生費・衛生費増額。
※表中斜線は記載なし。
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（単位 : 百万円）

国保事業 国保診療 保育所 土地取得 簡易水道 農業共済 社本育英
1950年度 2.9
1951年度 5.2
1952年度 3.3 1.6
1953年度 6.9 1.6 3.1
1954年度 8.3 3.1 3
1955年度 5.8 4.5 2.4
1956年度 6.2 3.1 廃止 5.9
1957年度 6.9 3.4 0.9
1958年度 5.8 2.9 1.2
1959年度 7.6 5.9 1.4
1960年度 9.2 6.2 1.6
1961年度 12.5 8.6 2.5
1962年度 13.6 9.4 2.5
1963年度 17 9.4 3.2
1964年度 22.2 13.9 2.9
1965年度 24.5 35.2 3.9
1966年度 25.2 13.9 4.1
1967年度 31.9 17.8 4.1
1968年度 49.2 22.9 4.7
1969年度 58.0 22.2 30.0 6.1
1970年度 66.3 26.2 29.5 廃止
1971年度 71 31.3 28.1
1972年度 91.6 31.8 4.8
1973年度 104.8 37.7 103.1
1974年度 139.2 31.8 48.4
1975年度 182.8 27.2 51.8
1976年度 231.8 32.6 33.5
1977年度 290.5 45.1 34.3
1978年度 312.7 44.6 21.7
1979年度 329.4 45.8 16.4 38.7
1980年度 383 41.7 23.6 19.9
1981年度 404.2 26.6 老人保健 96.9 16.8
1982年度 410.5 3.3 24.2 4.9 19.6
1983年度 422.7 廃止 354.2 321.3 21.6 0.5
1984年度 484 395.3 338 18.5 0.7
1985年度 570.5 463.4 8.6 21.5 0.8

※表中斜線は記載なし。

大口町特別会計決算額（『大口村歳入歳出決算書』『大口町歳入歳出決算書』）
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（単位 : 百万円）

年度 国保事業 訪問看護 老人保健 介護保険 土地取得 国際交流 下水道 農業共済 社本育英
1986年度 579.4 555.3 784.7 22.6 0.8
1987年度 627 643.9 298.2 18.7 0.8
1988年度 674.4 640.3 931.6 19.3 3.6
1989年度 715.8 619.3 29.1 247.8 19.9 0.6
1990年度 673.1 740.5 278.7 30.4 482.6 18.5 0.6
1991年度 655.3 782.7 250.8 32.4 650.6 21.2 1
1992年度 782.5 765.3 356.1 2.4 739.7 廃止 1
1993年度 821.5 823.6 284 4.9 794.3 10.7
1994年度 854.8 997 280 5.6 830.5 集落排水 5.7
1995年度 892.1 1,051.3 39.7 4.4 775.4 20.2 0.7
1996年度 1,017.3 1,112.2 17.5 3.7 1,028.8 15.3 0.3
1997年度 1,026.1 1,195 0.8 4 818.1 20.8 0.3
1998年度 1,075.8 1,260 48.7 5.2 1,135.7 17.3 0.4
1999年度 1,235.3 1,392.4 41.2 2.3 1,026.3 15.1 0.4
2000年度 1,331.9 15.3 1,381 439.7 3.1 2.3 914.3 15.2 0.2
2001年度 1,409.9 15.4 1,335.6 527.6 1.9 0.6 689.9 21.9 0.4
2002年度 1,428.5 15.3 1,375.9 574.3 162.3 0.1 753.8 20 0.4
2003年度 1,520 13.6 1,365.3 583.7 42.2 0 688.2 26.4 0.4
2004年度 1,641 8.1 1,332.7 625.7 0 0.1 753.3 23.5 0.4
2005年度 1,666.4 廃止 1,360.5 640.2 0 0 883.6 20.3 0.4
2006年度 1,736.5 1,271.2 682.4 0 0.6 945.3 23.8 0.4
2007年度 1,808.9 後期高齢 1,223.1 727.3 0 0 934.6 24.1 0.4
2008年度 1,688.9 140.6 111.7 725.8 0.2 0 857.9 20.2 0.4
2009年度 1,809.9 140.7 3.9 711.2 0.2 0.2 793.5 21.6 0.3
2010年度 1,843.3 160.1 0.5 765.1 0.3 0.2 733.5 22.2 0.3
2011年度 1,966.3 166.6 廃止 829.1 0.1 5 742.3 21.7 0.3
2012年度 1,862.7 187.2 830.3 0.2 4.8 970.9 22 0.4
2013年度 2,019.6 195.1 906.5 275.1 5.3 916.7 21.4 0.3
2014年度 2,073.9 215.2 962.4 8.3 5.6 784.9 27.5 10.7
2015年度 2,413.9 226.8 1,012.4 47.5 6 758.7 32.1 0.7
2016年度 2,365 259.7 1,011 18.3 6.6 847.6 28.4 0.9
2017年度 2,322.5 278.8 1,065 26.7 4.8 852.8 25.7 7.3
2018年度 2,038.3 278.1 1,098.6 74.5 5.1 1,030.5 27.4 1.2
2019年度 1,957.7 295.1 1,164.4 180.6 5.6 976.1 20.4 6.2
2020年度 1,885.2 331.5 次世代 1,212.6 34.8 1.4 1,025.5 廃止 2.9
2021年度 1,837.9 349 11.4 1,294.8 266.1 1.1 857.4 廃止
2022年度 1,876.8 354.5 11.8 1,331 0 1.3 880.4
※表中斜線は記載なし。
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凡
　
例

１
．
本
リ
ス
ト
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
〇
二
二
年
十
二
月
の

期
間
に
生
息
・
生
育
が
確
認
で
き
た
動
物
・
植
物
を
記
録
し
た
。

　
　

な
お
、
鳥
類
に
つ
い
て
は
、「
広
報
お
お
ぐ
ち
」
二
〇
一
九
年
九

月
号
「
特
集
自
然
が
多
い
大
口
町
に
は
多
く
の
野
鳥
が
生
息
し

て
い
ま
す
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
加
え
て
い
る
。

２
．
種
名
の
表
示
は
、
和
名
・
学
名
の
順
で
あ
げ
、
学
名
は
、
生
物

の
属
・
種
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
、
命
名
者
は
ロ
ー
マ
ン
体
で
示

し
た
。

３
．
和
名
・
学
名
の
表
記
及
び
分
類
は
、
原
則
、
愛
知
県
環
境
調
査

セ
ン
タ
ー
『
愛
知
県
の
生
物
多
様
性
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

あ
い
ち
二
〇
一
八
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫
類
編　

両
生
類
編　

汽
水
・
淡
水
魚
類
編　

昆
虫
編　

ク
モ
編　

苔
類
・
ツ
ノ
ゴ
ケ

類
編
』、『
愛
知
県
の
生
物
多
様
性
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ

い
ち
二
〇
一
七
―
維
管
束
植
物
編
―
』
及
び
『
愛
知
県
の
外
来

種
ブ
ル
ー
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
』
に
従
う
が
、
当

該
資
料
に
記
載
の
な
い
種
に
つ
い
て
は
、
表
末
に
記
載
の
あ
る

参
考
文
献
に
よ
る
。

４
．
備
考
欄
に
、
採
集
（
確
認
）
記
録
を
記
載
し
た
。
本
文
中
に
写

真
の
掲
載
が
あ
る
種
に
つ
い
て
は
、「
写
」
と
記
載
し
そ
の
後
に

写
真
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
標
本
が
存
在
す
る
場
合
は
「
標
」

と
記
載
し
た
。
そ
の
後
に
、
採
集
（
確
認
）
年
月
日
、
採
集
（
確

認
）
場
所
、
性
別
が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
性
別
を
記
載
し
た
。

「
写
」・「
標
」
の
記
載
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
野
外
観
察
で

確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。

５
．
採
集
（
確
認
）
場
所
は
大
字
名
と
し
、
特
定
の
河
川
内
で
確
認

で
き
た
場
合
は
大
字
名
に
つ
な
げ
て
、
河
川
名
を
記
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
の
広
範
囲
に
確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

場
所
を
特
定
せ
ず
「
町
内
」
と
表
記
し
て
あ
る
場
合
が
あ
る
。

６
．
採
集
（
確
認
）
者
、
標
本
所
持
者
は
全
て
執
筆
者
本
人
で
あ
る
。

参
考
文
献

・・
内
山
り
ゅ
う
『
田
ん
ぼ
の
生
き
物
図
鑑
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
二

一
年
）

・・
角
野
康
郎
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
日
本
の
水
草
』（
文
一
総
合
出

版
、
二
〇
一
四
年
）

・・
寺
山
守
「
日
本
産
有
剣
膜
翅
類
目
録
（
二
〇
一
六
年
版
）」　

（https://terayam
a.jim

dofree.com

　

二
〇
二
二
年
八
月
三
十

一
日
閲
覧
）
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哺乳類

ドブネズミ Rattus norvegicus (Berkenhout, 1769)
クマネズミ Rattus rattus (Linnaeus, 1758)

ヌートリア科 ヌートリア Myocastor coypus (Molina, 1782)

トガリ目（モグラ目） モグラ科 コウベモグラ Mogera wogura (Temminck, 1842)
翼手目（コウモリ目） ヒナコウモリ科 アブラコウモリ Pipistrellus abramus (Temminck, 1840)

キツネ Vulpes vulpes (Linnaeus, 1758)
タヌキ Nyctereutes procyonoides (Gray, 1834)

アライグマ科 アライグマ Procyon lotor (Linnaeus, 1758)
ネコ科 ノネコ Felis catus Linnaeus, 1758
イタチ科 ニホンイタチ Mustela itatsi Temminck, 1844

シベリアイタチ Mustela sibirica Pallas, 1773

ニホンアナグマ Meles anakuma Temminck, 1844
ジャコウネコ科 ハクビシン Paguma larvata (C.E.H.Smith, 1827)

４目 ９科 １３種

目名 科名 和名 学名

齧歯目（ネズミ目） ネズミ科

食肉目（ネコ目） イヌ科

確認情報

標:2018.5.22河北♂,標2018.5.26河北,標:2018.6.4河北♂,標:2019.11.13河北

標:2019.6.30河北

標:2020.10.20河北

標:2017.12.1河北

2015.9.8河北♀,標:2018.3.9下小口♀,標:2018.7.2河北♀

標:2018.4.5大屋敷♂、写1-2-2:2011.12.29河北

写1-2-1:2015.2.1河北,標:2016.3.14河北♀,標2016,7.12河北♀

標:2019.11.10河北

標:2017.2.14河北♂,標:2017.11.30萩島♂,標:2018.2.21河北

標:2018.3.12外坪♀,標:2018.10.24奈良子♀,標本:2018.11.9二ツ屋♀

標:2019.8.20中小口♀,標2015.9.8幼獣河北

写1-2-4:2016.7.25河北♀,2016.1.26河北

2016.10.31河北♂,標:2017.12.11大屋敷♀,標:2018.1.23丸♀

標:2020.4.24城屋敷♀

標:2016.3.16河北♀,標:2017.11.7丸♀,標:2019.10.10高橋♂

標:2019.7.12河北,標:2019.7.14余野♀

標:2019.11.11河北

標:2019.1.31替地♀,標:2019.3.26外坪♂,標:20195.15外坪♀

標:2019.9.2外坪♀,標:2019.10.9大屋敷♂

2021.9.30河北他町内多数

標:2018.4.27大屋敷,標:2018.5.15下小口♀,写1-2-3標:2018.6.18河北♀

鳥類

キジ目 キジ科 キジ Phasianus colchicus Linnaeus, 1758 ●

オシドリ Aix galericulata  (Linnaeus, 1758)
マガモ Anas platyrhynchos Linnaeus, 1758
カルガモ Anas zonorhyncha Swinhoe, 1866 ●

ドバト（カワラバト） Columba livia Gmelin, 1789
キジバト Steptopelia orientalis (Latham, 1790)
アオバト Treron siboldii (Temminck, 1835)

カツオドリ目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo (Linnaeus,1758)
サギ科 ゴイサギ Nycticorax nycticorax (Linnaeus,1758)

アオサギ Ardea cinerea Linnaeus, 1758 ●

ダイサギ Ardea alba Linnaeus, 1758
チュウサギ Egretta intermedia (Wagler, 1829)
コサギ Egretta garzetta (Linnaeus, 1766) ●

ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ Caprimulgus indicus Latham, 1790
チドリ目 チドリ科 ケリ Vanellus cinereus (Blyth, 1842) ●

コチドリ Charadrius dubius Scopoil, 1786 ●

シギ科 オオジシギ Gallinago hardwickii (Gray, 1831) ●

タシギ Gallinago gallinago (Linnaeus,1758) ●

クサシギ Tringa ochropus Linnaeus, 1758 ●

タカブシギ Tringa glareola Linnaeus, 1758 ●

タマシギ科 タマシギ Rostratula benghalensis (Linnaeus,1758) ●

トビ Milvus migrans  (Boddaert, 1783)
ハイタカ Accipiter  nisus (Linnaeus,1758)
オオタカ Accipiter gentilis (Linnaeus,1758)
ノスリ Buteo buteo (Linnaeus,1758)

フクロウ目 フクロウ科 オオコノハズク Otus lempiji (Horsfield, 1821)
ブッポウソウ目 カワセミ科 カワセミ Alcedo atthis  (Linnaeus, 1758) ●

ハヤブサ目 ハヤブサ科 チョウゲンボウ Falco tinnunculus Linnaeus, 1758 ●

モズ科 モズ Lanius bucephalus  Temminck & Schlegel, 1845 ●

ハシボソガラス Corvus corone Linnaeus, 1758
ハシブトガラス Corvus macrorhynchos Wagler, 1827

シジュウカラ科 シジュウカラ Parus minor Temminck & Schlegel, 1848 ●

ツバメ科 ツバメ Hirundo rustica Linnaeus, 1758
ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis  (Temminck, 1830)
ムシクイ科 メボソムシクイ Phylloscopus xanthhodryas (Swinhoe, 1863)
メジロ科 メジロ Zosterops japonicus Temminck & Schlegel, 1845 ●

ムクドリ科 ムクドリ Spodiopsar cineraceus (Temminck, 1835)
ヒタキ科 トラツグミ Zoothera dauma (Latham, 1790)

シロハラ Turdus pallidus  Gmelin, 1789
ツグミ Turdus naumanni Temminck, 1820 ●

ジョウビタキ Phoenicurus auroreus (Pallas, 1776) ●

ノビタキ Saxicola torquata  (Linnaeus, 1766) ●

オオルリ Cyanoptila cyanomelana  (Temminck, 1829)
スズメ科 スズメ Passer montanus (Linnaeus,1758)
セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea Tunstall,1771 ●

ハクセキレイ Motacilla alba Linnaeus, 1758
セグロセキレイ Motacilla grandis Sharpe, 1885 ●

アトリ科 カワラヒワ Chloris sinica (Linnaeus, 1766) ●

１２目 ２５科 ４８種

標:2022.4.10河北♀

標:2018.2.14河北,標:2018.8.31堀尾跡,標2021.9.22河北

標:2018.1.30堀尾跡,2021.9.22河北

標:2018.10.12上小口♀,標:2019.8.11余野♂

2017.1.14河北,2018.11.9河北,2019.10.15河北

標:2019.8.11竹田

2021.2.10河北

標:2020.2.16余野♀

写1-2-8:2017.3.24河北,2019.4.28河北

2016.12.25河北

標:2020.4.15河北

標:2017.1.20,

標:2020.12.24,河北

標:2021.4.12丸♂

標:2021.6.5河北

標:2021.8.26下小口♂

標:2017.1.20上小口

2016.12.1河北,標:2018.8.5河北♂

写1-2-6:2016.7.8河北,写1-2-7:2019.6.24下小口

標:2021.12.20下小口

標:2019.1.30河北

カモ目 カモ科

学名目名

ペリカン目

タカ目 タカ科

ハト目 ハト科

スズメ目

カラス科

科名 和名

標:2020.7.20河北

標:2021.9.30河北

標:2021.9.11河北

標:2021.2.18河北

標:2022.12.30河北

標:2020.10.30余野

標:2018.3.12外坪♂,標:2019.2.24♀上小口

2017.3.13河北,標:2018.5.22竹田♂,標:2019.5.21高橋♂

確認情報

標:2021.7.13河北

2021.9.22,河北他町内多数

2021.9.22,河北

2015.3.10,河北五条川

標2019.11.28竹田

標:2019.2.27上小口,標:2019.7.3上小口♂

標:2019.8.15河北他,町内多数

標:2017.10.24河北,標:2018.3.23河北,標:2018.8.4外坪♂

広報

大口町内に生息する動物・植物一覧
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は虫類

ニホンイシガメ Mauremys japonica (Temminck et Schlegel, 1835)
クサガメ Mauremys reevesii (Gray, 1831)

ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans  (Wied, 1839)
スッポン科 ニホンスッポン Pelodiscus sinensis  (Wigmann, 1835)
ヤモリ科 ニホンヤモリ Gekko japonicus (Dum�éril et Bibron, 1836)
トカゲ科 ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus  Okamoto et Hikida, 2012
カナヘビ科 ニホンカナヘビ Takydromus tochydromoides  (Schlegel, 1838)

アオダイショウ Elaphe climacophora (Boie, 1826)
シマヘビ Elaphe quadrivirgata  (Boie, 1826)
ヒバカリ Hebius vibakari vibakari  (Boie, 1826)
ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus (Boie, 1826)

クサリヘビ科 二ホンマムシ Gloydius blomhoffii (Boie, 1826)
２目 ８科 １２種

2017.4.27河北

2014.8.28河北、2021,8,25河北

2012.5.23河北,標:2011.7.12河北

2011.7.18河北,標:2021.8.27河北

写1-2-11:2014.7.14河北,標:2021.7.30河北

標:2019.9.12河北

2017.5.9河北,2021.5.28河北,標:2022.4.10河北

2021.9.20河北五条川,標2020.6.10河北五条川

2015.4.24河北五条川,標:2021.9.30河北,標:2021.9.10秋田

2016.9.1河北,2021,9,16河北

2021.9.15河北

確認情報

写1-2-9:2015.1.3河北五条川,写1-2-10:2011.11.8河北カメ目 イシガメ科

学名

有鱗目

ナミヘビ科

目名 科名 和名

両生類

アマガエル科 ニホンアマガエル Hyla japonica Günther, 1859
ナゴヤダルマガエル Pelophylax porosus brevipodus (Ito, 1941)
ウシガエル Lithobates catesbeianus (Shaw, 1802)

ヌマガエル科 ヌマガエル Fejervarya kawamurai  (Djong, Matsui, Kuramoto, Nishioka et Sumida, 2011)

１目 ３科 ４種

2016.9.27河北,2021.9.19河北,標2022.5.7河北

2013.2.13河北合瀬川,標:2022.8.22河北

2021.9.19河北

確認情報

2016.4.27河北,2021.9.20河北,標:2022.5.6河北

学名

無尾目

アカガエル科

目名 科名 和名

魚類

ウナギ科 ニホンウナギ Anguilla japomica Temminick and Schlegel
コイ科 コイ Cyprinus carpio  Linnaeus

ギンブナ Carassius sp.
ヤリタナゴ Tanakia lanceolate (Temminick and Schlegel)
カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella Fowler
オイカワ Opsariichthys platypus (Temminick and Schlegel)
ヌマムツ Candidia sieboldii  (Temminick and Schlegel)
モツゴ Pseudorasbora parva (Temminick and Schlegel)
カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus  (Temminick and Schlegel)

タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus  (Temminick and Schlegel)

カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus (Temminick and Schlegel)

ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus  (Cantor)
トウカイコガタスジシマドジョウ Cobitis minamorii tokaiensi Nakajima

ナマズ科 ナマズ Silurus asotus Linnaeus
カダヤシ科 カダヤシ Gambusia affinis (Baied and Girard)
メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes  (Temminick and Schlegel)
サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus 

オオクチバス Micropterus salmoides (Cuvier)
ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis Katsuyama, Arai and Nakamura

カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus  (Mizuno)
タイワンドジョウ科 カムルチー Channa argus (Cantor)

９科 ２1種

写1-2-26:2015.3.26河北五条川

2021.9.22河北

2020..18河北♂,2019.8.29河北♂,標:2021.9.10河北

2020.7.20河北,2021.7.16河北

写1-2-30:2019.7.10河北五条川

2016.9.26河北五条川

2021.9.22河北,2014.10.28河北五条川,標:2021.6.15境川

2015.12.25大屋敷五条川

2021.1.25河北,2021.9.20河北五条川

標:2017.9.30河北

確認情報

2016.10.5河北五条川,写1-2-31:2016.10.5河北五条川

2021.8.31河北

2013.7.30河北

学名和名

2017.9.18河北五条川

2016.9.22河北

2015.3.26河北五条川

2016.12.5河北五条川

2021.9.22河北多数

科名

写1-2-13:2017.1.14河北,2021.9.20河北多数

2014.2.1河北五条川,2021.7.15河北

2019.6.30河北,標:2022.10.7河北

リンゴガイ科 Pomacea canaliculata  (Lamarck, 1822)
イシガイ科 Lanceolaria oxyrhyncha (Martens)

Pronodularia japanensis  (Lea)
Cipangopaludina chinensis laeta  (Martens)
Sinotaia  histrica (Gould)

カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina
Corbicula leana Prime
Corbicula fluminea (O F Müller, 1774)
Hirudo nipponica
Whitmania pigra

ヌマエビ科 Neocaridina denticulata denticulata
テナガエビ科 Palaemon paucidens
アメリカザリガニ科 Procambarus clarkii (Girard, 1852)
ミズムシ科 Asellus hilgendorfi
カイエビ科 Caenestheriella gifuensis
カブトエビ科 Triops spp.
ホウネンエビ科 Branchinella kugenumaensis

１３科

ササノハガイ（トンガリササノハガイ）

確認情報

写1-2-14:2020.9.22河北,2014.11.25河北,標:2022.9.11河北

2021.9.30河北五条川多数

2016.10.10河北,2021.6.7河北

標:2021.8.31河北

標:2021.8.31河北

2021.9.30町内多数,標:2022.5.1河北

ヒルド科

タニシ科

スクミリンゴガイ

カブトエビ類

マルタニシ

ヒメタニシ

マツカサガイ

マシジミ

タイワンシジミ

チスイビル

１７種

ホウネンエビ

標:2018.10.3河北,標:2021,9,30河北

2020.7.15河北

標:2020.9.21河北,標:2016.9.5河北

標:2020.10.1河北,2021.9.30河北

2019.6.26河北,2021.7.20河北

学名

貝類、エビ類、その他水生動物

和名

シジミ科

ウマビル

ミナミヌマエビ

スジエビ

アメリカザリガニ

ミズムシ

カイエビ

科名

標:2021.8.31河北

標:2020.7.25河北,標:2020.9.15河北

2020.9.23河北

2021.10.5河北

2021.7.30河北多数

2017.6.19河北多数,2021.6.30河北多数,標:2022.6.27河北
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昆虫類

トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata Selys
イトトンボ科 アジアイトトンボ Ischnura asiatica  Brauer
ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope  (Selys)
サナエトンボ科 コオニヤンマ Sieboldius albardae Selys
トンボ科 ナツアカネ Sympetrum darwinianum  (Selys)

アキアカネ Sympetrum frequens   (Selys)
ウスバキトンボ Pantala flavescens   (Fabricius)
シオカラトンボ Orthetrum albistylum  (Selys)

バッタ目 コオロギ科 エンマコオロギ Teleogryllus emma  (Ohmachi et Matsuura)
ケラ科 ケラ Gryllotalpa orientalis  Burmeister
キリギリス科 クビキリギス Euconocephalus varius  (Waiker)
ツユムシ科 ツユムシ Phaneroptera falcata (Poda)

サトクダマキモドキ Holochlora japonica  Brunner von Wattenwyl
オンブバッタ科 オンブバッタ Atractomorpha lata (Motschulsky)
ヒシバッタ科 ハラヒシバッタ Tetrix japonica (Bolívar)
バッタ科 ツチイナゴ Patanga japonica  (Bolívar)

コバネイナゴ Oxya yezoensis Shirak
ショウリョウバッタ Acrida cinerea (Thunberg)
ツマグロバッタ Stethophyma magister  (Rehn)
トノサマバッタ Locusta migratoria  Linnaeus

イボバッタ Trilophidia japonica  Saussure
カマキリ目 カマキリ科 コカマキリ Statilia maculata  Thunberg

オオカマキリ Tenodera sinensis Saussure
カマキリ Tenodera angustipennis Saussure
ハラビロカマキリ Hierodula patellifera  (Audinet-Serville)

カメムシ目 セミ科 ニイニイゼミ Platypleura kaempferi  (Fabricius)
クマゼミ Cryptotympana facialis  (Walker)
アブラゼミ Graptopasltria nigrofuscata  (Motschulsky)
ツクツクボウシ Meimuna opalifera  (Walker)

ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis  (Motschulsky)
アワフキムシ科 ハマベアワフキ Aphrophora maritima  (Matsumura)
コオイムシ科 コオイムシ Appasus japonicus Vuillefroy
ミズムシ科 コミズムシ Sigara substriata  (Uhler)
マツモムシ科 マツモムシ Notonecta triguttata Motschulsky
アメンボ科 シマアメンボ Metrocoris histrio  (White)

アメンボ Aquarius paludum paludum (Fabricius)
ヒメアメンボ Gerris latiabdominis  Miyamoto

サシガメ科 アカシマサシガメ Haematoloecha nigrorufa  (Stål)
キイロサシガメ Sirthenea flavipes  (Stål)

ヒョ ウタンナガカメムシ科 ヨツボシヒョウタンナガカメムシ Gyndes pallicornis (Dallas)
オオホシカメムシ科 オオホシカメムシ Physopelta gutta  (Burmeister)
ホソヘリカメムシ科 ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris (Fabricius)
ヘリカメムシ科 ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus (Thunberg)
マルカメムシ科 マルカメムシ Megacopta punctatissima  (Montandon)
ツチカメムシ科 ツチカメムシ Macroscytus japonensis Scott
カメムシ科 トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus   (Scopoli)

キマダラカメムシ Erthesina fullo  (Thunberg)
ナガメ Eurydema rugosa Motschulsky
ツヤアオカメムシ Glaucias subpunctatus  (Walker)
アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum  (Westwood)

コウチュウ目 オサムシ科 ナガヒョウタンゴミムシ Scarites terricola pacificus  Bates
オオキベリアオゴミムシ Chlaenius nigricans Wiedemann
キボシアオゴミムシ Chlaenius posticalis Motschulsky
アトワアオゴミムシ Chlaenius virgulifer Chaudoir
オオゴミムシ Lesticus magunus  (Motschulsky)
セアカヒラタゴミムシ Dolichus halensis  (Schaller)

ナガマルガタゴミムシ Amara macronota Solsky
ゲンゴロウ科 ハイイロゲンゴロウ Eretes sticticus (Linnaeus)

コシマゲンゴロウ Hydaticus grammicus (Germar)
ガムシ科 マメガムシ Regimbartia attenuata  (Fabricius)

ヒメガムシ Sternolophus rufipes (Fabricius)
ハネカクシ科 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes  (Curtis)
センチコガネ科 センチコガネ Phelotrupes laevistriatus  (Motschulsky)
クワガタムシ科 コクワガタ Dorcus rectus rectus (Motschulsky)

ノコギリクワガタ Prosopocoilus inclinatus inclinatus (Motschulsky)
コガネムシ科 コブマルエンマコガネ Onthophagus atripennis Waterhouse

ナガチャコガネ Heptophylla picea picea Motschulsky
オオコフキコガネ Melolontha frater Arrow
クロコガネ Nigrotrichia kiotoensis (Brenske)
オオクロコガネ Pedinotrichia parallela   (Motschulsky)
アオドウガネ Anomala albopilosa albopilosa (Hope)

セマダラコガネ Exomala orientalis (Waterhouse)
コガネムシ Mimela splendens (Gyllenhal)
カブトムシ Trypoxylus dichotomus septentrionalis Kôno
コアオハナムグリ Gametis jucunda (Faldermann)
シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarmorea (Burmeister)
シラホシハナムグリ Protaetia brevitarsis brevitarsis (Lewis)
カナブン Pseudotorynorrhina japonica (Hope)

標:2018.7.10河北,標:2018.7.11河北,標:2020.9.10河北

標:2021.9.11河北

標:2020.8.1河北

標:2021.9.4河北

標:2018.7.10河北

標:2019.8.12河北

標:2018.8.21河北,標:2019.8.16河北

標:2022.7.3河北

標:2021.9.20河北

標:2018.7.10河北♀,標:2018.8.21♂

標:2018.7.17河北♂,標:2021.7.22河北♂,標:2022.7.29河北♀

標:2020.8.13河北

標:2018.7.11河北,標:2020.9.10河北,標:2022.7.31河北
標:2020.9.10河北

標:2018.5.16河北

標:2018.5.26河北,標:2022.7.16河北

標:2018.6.2河北,標:2018.7.9河北,標:2020.7.20河北

標:2018.7.10河北,標:2020.7.2河北,標:2020.8.2河北

標:2020.8.10河北

標:2018.7.2河北,標:2022.8.21河北

標:2018.9.16河北,標:2020.7.10河北

標:2021.8.26河北

標:2020.7.15河北

標:2019.9.7河北

標:2018.5.30河北,標:2018.7.9河北,標:2021.9.15河北

標:2020.6.11河北,標:2022.7.16河北

標:2020.8.11河北

標:2020.8.3河北

標:2018.6.15河北,標:2018.6.28,標:2020.8.3河北

標:2020.9.1河北,標:2022.9.12河北

標:2020.8.13河北

標:2021.9.30河北

標:2022.9.17河北

標2018.6.10河北,標:2018.7.22河北

標:2018.7.10河北

標:2020.9.1河北

確認情報

標:2021.7.15河北,2021.8.1町内多数

標:2019.8.5♂,標:2020.9.24河北♂,標:2022.8.2♂

標:2021.9.3河北♀

標:2018.7.10河北♂,標:2019.7.12河北♂,標:2022.8.16河北♀

標:2018.7.12河北,標:2020.7.11河北,標:2022.7.29河北

標:2020.7.11河北

標:2020.9.11河北

標:2019.9.7河北

標:2019.6.2河北

標:2020.4.10河北

標:2018.7.31河北,標:2018.8.12河北,標:2019.7.22河北

標:2021.8.31河北

標:2021.9.6河北,標:2022.7.24河北

2018.5.11河北五条川

標:2018.10.7河北,標:2021.9.12河北

標:2018.8.13河北

標:2020.8.16,標:2020.7.15河北

標:2018.7.11河北

2016.11.15河北五条川

2021.6.2河北

標:2019.8.5河北♂,標:2022.8.1河北♀

標:2020.8.10河北

標:2020.8.10河北

標:2020.9.15河北

標:2020.9.22河北

標:2018.8.26河北,標:2018.8.29河北,標:2019.9.10河北

2021.8.15河北

標:2019.8.2河北

標:2021.7.7河北

標:2018.8.9河北,標:2020.8.22河北,標:2021.9.1河北

標:2020.8.22河北

学名目名 科名 和名

標:2019.6.2河北

標:2019.6.2河北

標:2022.8.12河北

標:2018.8.22河北♀,標:,2022.7.4河北♂

標:2018.10.6河北,標:2021.9.29河北,標:2022.9.10河北

標:2021.10.1河北

標:2019.9.13河北

標2020.8.1河北,標:2022.7.10河北

標:2018.10.6河北,標:2020.9.21河北,標:2020.9.22河北

標:2021.9.21河北,標:2021.9.29河北

標:2021.9.22河北

標:2018.8.22河北,標:2018.10.9河北

標:2018.7.11河北

標:2022.9.18河北

標:2022.8.6♀
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タマムシ科 ヤマトタマムシ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima  (Schönherr)
コメツキムシ科 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus (Motschulsky)

アカヒゲヒラタコメツキ Neopristilophus serrifer (Candèze)
ホタル科 ヒメボタル Luciola parvula  (Kiesenwetter)
ジョウカイボン科 ジョウカイボン Lycocerus suturellus suturellus (Motschulsky)
カツオブシムシ科 ハラジロカツオブシムシ Dermestes maculatus  DeGeer
テントウムシ科 ナナホシテントウ Coccinella septempuncutata Linnaeus

ナミテントウ Harmonia axyridis (Pallas)
キイロテントウ Kiiro koebelei koebelei  (Timberlake)
ヒメカメノコテントウ Propylea japonica (Thunberg)

ゴミムシダマシ科 二ホンキマワリ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus Motschulsky

サトユミアシゴミムシダマシ Promethis valgipes valgipes (Marseul)
カミキリムシ科 ベニカミキリ Purpuricenus temminckii  (Guérin-Méneville)

ゴマダラカミキリ Anoplophora malasiaca  (Thomson)

キボシカミキリ Psacothea hilaris hilaris (Pascoe)

ハムシ科 ヨモギハムシ Chrysoline aurichalcea  (Mannerheim)
カミナリハムシ Altica cyanea  (Weber)
ウリハムシ Aulacophora indica  (Gmelin)
クロウリハムシ Aulacophora nigripennis nigripennis Motschulsky

ゾウムシ科 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus  Roelofs
オジロアシナガゾウムシ Sternuchopsis trifidus  (Pascoe)

ハエ目 ケバエ科 メスアカケバエ Bibio japonica  (Motshulsky)
ミズアブ科 アメリカミズアブ Hermetia illucens  (Linnaeus)

コウカアブ Ptecticus tenebrifer (Walker)
ムシヒキアブ科 アオメアブ Cophinopoda chinensis (Fabricius)
ハナアブ科 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus (de Geer)

シマアシブトハナアブ Mesembrius peregrinus (Loew)
ミバエ科 ミスジミバエ Bactroera(Zeugodacus) scutellatus (Hendell)
ベッコウバエ科 ベッコウバエ Dryomyza formosa  (Wiedemann)

トビゲラ目 ヒゲナガカワトビゲラ科 ヒゲナガカワトビゲラ Stenopsyche marmorata Navás
チョウ目 アゲハチョウ科 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipponum  (Fruhstorfer)

アゲハ Papilio xuthus xuthus  Linnaeus
キアゲハ Papilio machaon hippocrates  C&R.Felder
ミヤマカラスアゲハ Papilio maackii maackii  Menetries

シロチョウ科 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora  (Boisduval)
キタキチョウ Eurema mandarina  (de I'Orza)

シジミチョウ科 ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta  Niceville
ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio  (Matsumura)
ヤマトシジミ Pseudozeeria maha argia  (Menetries)

タテハチョウ科 ヒメアカタテハ Vanessa cardui cardui  (Linnaeus)
キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum  (Linnaeus)
ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius  (Linnaeus)
ゴマダラチョウ Hestina japonica japonica  (C&R.Felder)
コムラサキ Apatura metis substituta  Butler
ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia  Fruhstorfer

マダラガ科 ホタルガ Pidorus glaucopis  Butler
ツトガ科 ワタノメイガ Haritalodes derogatus  (Fabricius)
スズメガ科 ホシホウジャク Macroglossum pyrrhosticta Butler

クロホウジャク Macroglossum saga  Butler
ヒトリガ科 シロヒトリ Chionarctia nivea  (Ménétriès)

カノコガ Amata fortunei fortunei  (Orza)
ヤガ科 アカエグリバ Oraesia excavata (Butler)

オオウンモンクチバ Mocis undata  (Fabricius)
ハチ目 セイボウ科 オオセイボウ Stilbum cyanurum (Foerster)

ツチバチ科 ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella annulata annulata （Fabricius）
コモンツチバチ Scolia decorata ventralis Smith

クモバチ科 オオモンクロクモバチ Anoplius samariensis  （Pallas）
スズメバチ科 フタモンアシナガバチ Polistes chinensis antennalis  Pérez

ヤマトアシナガバチ Polistes japonicus japonicus  de Saussure
セグロアシナガバチ Polistes jokahamae jokahamae Radoszkowski

キアシナガバチ Polistes rothneyi  iwatai van der Vecht
コガタスズメバチ Vespa analis insularis Dalla Torre
ヒメスズメバチ Vespa ducalis pulchra Buysson
オオスズメバチ Vespa mandarinia japonica Radoszkowski

ドロバチ科 オオフタオビドロバチ Anterhynchium flavomarginatum micado (Kirsch)
ミカドトックリバチ Eumenes micado Cameron
スズバチ Oreumenes decoratus  (Smith)

アナバチ科 クロアナバチ Sphex argentatus fumosus Kohl
ミツバチ科 キムネクマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans Smith

タイワンタケクマバチ Xylocopa tranquebarorum (Swederus)

二ホンミツバチ Apis cerana japonica  Radoszkowski
セイヨウミツバチ Apis mellifera  Linnaeus

９目 ６７科 １５０種

標:2018.6.10河北,標:2018.6.12河北

標2022.5.4河北

標:2020.5.29河北

標:2022.4.29河北

標:2021.8.30河北♀,標:2021.8.30河北♀,標:2021.9.9河北♂

標:2022.7.6河北♀

標:2022.6.28河北

写1-2-18,1-2-19標:2021.5.18大口町,標:2022.5.20♂♀大口町

標:2018.6.1河北,標:2022.6.10河北

標:2020.8.2河北

標:2021.11.1河北

標:2018.7.17河北,標:2021.6.22河北,標:2022.6.24河北

標:2022.9.10河北

標:2018.7.11河北

標:2018.5.20河北,標:2018.7.6河北,標:2018.7.11河北

標:2018.8.22河北

標:2018.7.22河北

標:2022.4.20河北

標:2021.9.10河北

標:2020.9.9河北

標:2018.8.1河北,標:2018.9.1河北,標:2020.9.1河北

標:2018.10.7河北,標:2020.9.10河北,標:2022.7.24河北

標:2022.6.8河北

標:2018.9.2河北,標:2021.7.16河北標:2022.7.20河北

標:2020.7.31河北.標:2021.10.3河北

標:2018.8.29河北,標:2020.9.1河北,標:2022.7.12河北

標:2020.9.13河北

標:2022.7.22河北

標:2020.9.2河北,標:2020.9.3河北,写1-2-16標:2021.9.19河北

標:2018.5.22河北,標:2020.9.11河北

標:2018.8.21河北,標:2020.9.9河北,標:2022.9.16河北

標:2018.7.18河北

標:2018.8.18河北,標:2020.9.20河北,標:2021.9.15河北

標:2020.9.20河北

標:2020.6.25河北,標:2018.8.10河北,標:2020.9.20河北

標:2021.9.23河北

写1-2-17標:2020.9.23河北

標:2022.9.22河北

標:2021.7.3河北

標:2021.8.19河北

標:2022.8.6河北

標:2021.9.23河北

標:2020.8.10河北

標:2020.8.22河北

標:2022.9.7河北,標:2022.9.9河北

標:2021.9.23河北

標:2021.9.18河北

標:2021.9.18河北

標:2021.7.25河北

標;2018.7.27河北,標:2020.7.8河北

2021.9.30河北

2021.9.30河北

標:2020.6.20河北

標:2021.9.20河北

標:2018.5.5河北,標:2018.7.7河北,標:2021.9.30河北

標:2020.8.15河北

標:2020.9.10河北

標:2021.9.10河北

標;2021.9.10河北

標:2018.5.22河北,標:2018.5.30河北

標:2018.7.1河北,標:2021.4.2河北,標:2022.3.21河北

標:2019.5.5河北,標:2020.9.22河北,標:2021.3.19河北

標:2020.3.19河北

標:2018.8.1河北

標：2021.9.19河北

標：2021.9.18河北

標:2020.9.10河北

標:2020.8.10河北

標:2020.8.10河北

標:2021.10.3河北

標:2021.10.3河北,標:2022.7.21河北

標:2021.9.10河北

標:2021.8.30河北,標:2021.8.31河北

標:2020.11.1河北♀,標:2020.11.9河北♂,標:2021.8.30河北♂

標:2020.8.5河北

標:2020.9.9河北,標:2021.7.19河北,標:2022.6.21河北

標:2021.9.2河北

標:2022.8.30河北,標:2022.9.8河北
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植物

大葉植物（シダ植物） トクサ科 スギナ Equisetum arvense  L. 2021.4.30河北多数

トクサ Equisetum hyemale  L. 2021.5.12河北

イノモトソウ科 イノモトソウ Pteris multifida Poir. 2021.5.13河北、2021.5.25河北
大葉植物（種子植物）・裸子植物 ヒノキ科 ヒノキ Chamaecyparis obtusa  (Siebold et Zucc.) Endl. 2021.5.4河北,2021.5.4外坪
被子植物・原始被子植物 ジュンサイ科 フサジュンサイ Cabomba caroliniana A.Gray 2019.9.12河北五条川,ハゴロモモ

ドクダミ科 ドクダミ Houttuynia cordata Thunb. 2021.5.23河北

クスノキ科 クスノキ Cinnamomum camphora  (L.) J.Presl 2021.7.17河北

単子葉類 ショウブ科 セキショウ Acorus gramineus Sol. ex Aiton 2021.6.4河北

サトイモ科 アオウキクサ Lemna aoukikusa  Beppu et Murata 2021.9.23河北

トチカガミ科 オオカナダモ Egeria densa  Planch. 2021.5.4外坪巾下川,写1-2-52:2021.10.1河北

セキショウモ Vallisneria natans  (Lour.) H.Hara 2021.5.4外坪巾下川,標:2021.5.3外坪巾下川

ヒルムシロ科 エビモ Potamogeton crispus  L. 写1-2-43:2016.12.17河北五条川,写1-2-44:2019.12.1河北五条川

ヤナギモ Potamogeton oxyphyllus  Miq. 標:2021.7.11外坪巾下川

ユリ科 オニユリ Lilium lancifolium Thunb. 2021.7.11外坪,2021.7.12合瀬川

ラン科 シラン Bletilla striata (Thunb.) Rchb.f. 2021.5.12河北

ネジバナ Spiranthes sinensis (Pers.) Ames var. amoena  (M.Bieb.) H.Hara 2021.6.10河北多数,標:2021.6.18河北

アヤメ科 シャガ Iris japonica Thunb. 2021.5.2上小口五条川

キショウブ Iris pseudacorus L. 2021.5.4河北五条川多数

アヤメ Iris sanguinea Hornem. 2021.5.10河北合瀬川

ニワゼキショウ Sisyrinchium rosulatum E.P.Bicknell 2021.7.12河北

ススキノキ科 ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva  L. var. kwanso  Regel 2021.7.6河北五条川

ヒガンバナ科 ノビル Allium macrostemon Bunge 2021.5.3河北

ニラ Allium tuberosum  Rottler ex Spreng 2021.8.25河北多数,2021.9.1上小口多数

ヒガンバナ Lycoris radiata (L'Hér.) Herb. 2021.10.1河北五条川,2021.9.23合瀬川多数

シロバナマンジュシャゲ Lycoris × albiflora Koidz. 2021.9.30上小口,河北

スイセン Narcissus tazetta  L. var. chinensis  M.Roem. 2021.5.3河北五条川

ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis L. 2021.5.13河北多数

ミズアオイ科 コナギ Monochoria vaginalis  (Burm.f.) C.Presl ex Kunth 写1-2-46,47・9:2021.9.23河北,2021.7.5外坪

イグサ科 イグサ Juncus decipiens (Buchenau) Nakai 2021.5.4外坪,2021.7.30中小口

カヤツリグサ科 タマガヤツリ Cyperus difformis L. 2021.7.12河北, 標2021.6.1河北

ヒナガヤツリ Cyperus flaccidus R.Br. 2021.8.10河北

コゴメガヤツリ Cyperus iria L. 2021.9.10河北

カヤツリグサ Cyperus microiria  Steud. 2021.9.11河北

イヌホタルイ Schoenoplectiella juncoides (Roxb.) Lye 2021.9.10河北多数

イネ科 ノハラスズメノテッポウ Alopecurus aequalis Sobol. 2021.3.20河北多数

カラスムギ Avena fatua L. 2021.5.4河北多数

カズノコグサ Beckmannia syzigachne (Steud.) Fernald 2021.4.9河北

コバンソウ Briza maxima L. 標:2021.5.31.河北五条川

ヒメコバンソウ Briza minor L. 2021.5.2河北

イヌムギ Bromus catharticus Vahl 2021.5.7河北

ジュズダマ Coix lacryma-jobi  L. 2021.9.30河北五条川多数,2021.10.5河北合瀬川多数

カモガヤ Dactylis glomerata L. 2021.5.13河北

アキメシバ Digitaria violascens Link 2021.8.2河北

イヌビエ Echinochloa crus-galli (L.) P.Beauv. 2021.8.16河北多数

オヒシバ Eleusine indica (L.) Gaertn. 2021.8.2河北

シバムギ Elytrigia repens (L.) Desv. ex B.D.Jackson 2021.5/2河北

フシゲチガヤ Imperata cylindrica  (L.) Raeusch.var. koenigii  (Retz.) Pilg. 2021.5.12.河北多数

オギ Miscanthus sacchariflorus (Maxim.) Benth. 写1-2-41,標:2021.7.30中小口,2021.7.16竹田

ススキ Miscanthus sinensis Andersson 2021.9.30河北多数,2021.10.7河北合瀬川多数

シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum Poir. 2021.9.30河北多数

タチスズメノヒエ Paspalum urvillei Steud. 2021.9.30河北多数

クサヨシ Phalaris arundinacea  L. var. japonica  (Steud.) Hack. 2021.5.14河北合瀬川

ヨシ Phragmites australis  (Cav.) Trin. ex Steud. 写1-2-40:2021.9.27河北五条川多数

ネザサ（ナナナナネザサ） Pleioblastus argenteostriatus  (Regel) Nakai f. comunis  (Makino)  f. glaber  (Makino) Murata 2021.5.10河北多数

スズメノカタビラ Poa annua  L. 2021.5.2河北

エノコログサ Setaria viridis (L.) P.Beauv. 2021.9.30河北多数

セイバンモロコシ Sorghum halepense  (L.) Pers. 2021.7.11外坪多数,2021.8.11河北合瀬川多数

ナギナタガヤ Vulpia myuros  (L.) C.C.Gmel. 2021.4.10河北

マコモ Zizania latifolia (Griseb.) Turcz. ex Stapf 写1-2-42:2021.7.30二ツ屋巾下川,標:2021.7.30外坪境川

ケシ科 ナガミヒナゲシ Papaver dubium L. 2021.4.30河北多数

ヒナゲシ Papaver rhoeas L. 2021.5.8河北

アケビ科 アケビ Akebia quinata (Houtt.) Decne. 2021.5.6河北五条川

キンポウゲ科 センニンソウ Clematis terniflora DC. 2021.9.1河北五条川

ケキツネノボタン Ranunculus cantoniensis  DC. 標:2021.6.23河北

タガラシ Ranunculus sceleratus L. 2021.4.10河北

ベンケイソウ科 コモチマンネングサ Sedum bulbiferum Makino 標:2021.6.2河北

メキシコマンネングサ Sedum mexicanum Britton 2021.6.2河北

ツルマンネングサ Sedum sarmentosum  Bunge 2021.5.4奈良子五条川
アリノトウダイグサ科 オオフサモ Myriophyllum aquaticum  (Vell.) Veldc. 写1-2-51:2021.2.16河北五条川多数,2021.9.30河北

ブドウ科 ノブドウ Ampelopsis glandulosa  (Wall.) Momiy var. heterophylla  (Thunb.) Momiy. 2021.9.10河北

キレハノブドウ  Ampelopsis glandulosa (Wall.) Momiy f. citrulloides (Lebas) Momiy. 2021.9.10河北

ヤブカラシ結実型 Cayratia japonica  (Thunb.) Gagnep. 2021.5.15河北

ツタ Parthenocissus tricuspidata (Siebold et Zucc.) Planch. 2021.5.6奈良子五条川

科名 和名 学名 確認情報
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マメ科 クサムネ Aeschynomene indica L. 2021.8.16河北多数

ゲンゲ Astragalus sinicus L. 2020.5.1上小口多数,2021.5.4河北

アレチヌスビトハギ Desmodium paniculatum (L.) DC. 2021.9.30河北多数

コマツナギ Indigofera pseudotinctoria Matsum. 2021.6.23河北合瀬川

メドハギ Lespedeza cuneata  (Dum.Cours.) G.Don 2021.9.30河北

クズ Pueraria lobata (Willd.) Ohwi 2021.9.30河北合瀬川多数

クララ Sophora flavescens  Aiton 2021.5.4外坪,写1-2-45標:2021.5.24河北合瀬川

コメツブツメクサ Trifolium dubium Sibth. 2021.5.13河北

ベニバナツメクサ Trifolium incarnatum  L. 写1-2-39:2021.5.4外坪,2021.4.30河北

ムラサキツメクサ Trifolium pratense  L. 2021.5.12河北多数

シロツメクサ Trifolium repens L. 2021.5.12河北多数

ヤハズエンドウ Vicia sativa L.subsp. nigra  (L.) Ehrh. var. segetalis  (Thuill.) Ser. 2021.4.10河北多数

ナヨクサフジ Vicia villosa Roth subsp. varia  (Host) Corb. 2021.5.11河北合瀬川

バラ科 ボケ Chaenomeles speciosa  (Sweet) Nakai 2021.5.21河北合瀬川

ヤブヘビイチゴ Potentilla indica (Andrews) Th.Wolf 2021.5.10外坪

ノイバラ Rosa multiflora  Thunb. 2021.5.4河北多数

ナワシロイチゴ Rubus parvifolius  L. 2021.5.2河北合瀬川多数

ワレモコウ Sanguisorba officinalis  L. 2021.9.1河北五条川,2021.9.27河北合瀬川

ニレ科 ケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) Makino 2021.5.3外坪

アサ科 ムクノキ Aphananthe aspera (Thunb.) Planch. 2021.5.10新宮

エノキ Celtis sinensis Pers. 2021.5.4外坪

カナムグラ Humulus scandens (Lour.) Merr. 2021.7.21河北合瀬川

クワ科 マグワ Morus alba L. 2021.5.2外坪,2021.5.16河北

イラクサ科 ヤブマオ Boehmeria japonica (L.f.) Miq. 2021.5.4外坪,2021.8.20河北

ブナ科 アラカシ Quercus glauca  Thunb. 2021.5.4河北

シラカシ Quercus myrsinifolia Blume 2021.5.4河北

コナラ Quercus serrata Murray 2021.5.4河北

ウリ科 カラスウリ Trichosanthes cucumeroides (Ser.) Maxim. ex Franch. et Sav. 2020.9.15河北

カタバミ科 イモカタバミ Oxalis articulata Savigny 2021.5.4上小口

カタバミ Oxalis corniculata L. 2021.5.4河北多数

ムラサキカタバミ Oxalis debilis  Kunth subsp. corymbosa  (DC.) Lourteig 2021.5.4河北多数

オッタチカタバミ Oxalis dillenii Jacq. 2021.5.4河北多数

トウダイグサ科 コニシキソウ Chamaesyce maculata (L.) Small 2021.8.10河北

アカメガシワ Mallotus japonicus (L.f.) Müll.Arg. 2021.5.4河北多数

スミレ科 スミレ Viola mandshurica W.Becker 2021.4.22河北

フクロソウ科 アメリカフウロ Geranium carolinianum L. 2021.6.5河北合瀬川

アカバナ科 チョウジタデ Ludwigia epilobioides Maxim. 2021.9.30河北多数

メマツヨイグサ Oenothera biennis L. 2021.5.6新宮,2021.7.17河北多数

コマツヨイグサ Oenothera laciniata Hill 2021.5.25河北

ユウゲショウ Oenothera rosea L'Hér. ex Aiton 2021.5.7上小口多数,2021.5.10外坪

ヒルザキツキミソウ Oenothera speciosa Nutt. 2021.6.5河北

ウルシ科 ヌルデ Rhus javanica  L. var. chinensis  (Mill.) T.Yamaz. 2021.5.12河北

ムクロジ科 イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. 2021.5.2外坪,2021.5.4上小口

アブラナ科 セイヨウカラシナ Brassica juncea (L.) Czern. 2021.5.4外坪多数,2021.5.10河北合瀬川

セイヨウアブラナ Brassica napus L. 2021.5.10河北合瀬川

ナズナ Capsella bursa-pastoris (L.) Medik. var. triangularis  Grunner 2021.5.4外坪

ミチタネツケバナ Cardamine hirsuta L. 20216.16河北

マメグンバイナズナ Lepidium virginicum L. 2021.5.16河北

オランダガラシ Nasturtium officinale  R.Br. 2021.5.11河北

ショカツサイ Orychophragmus violaceus (L.) O.E.Schulz 2021.5.4外坪,2021.5.10河北合瀬川

スカシタゴボウ Rorippa palustris (L.) Besser 2021.5.25河北

タデ科 イタドリ Fallopia japonica  (Houtt.) Ronse Decr. 2021.4.30河北五条川,2021.5.21河北合瀬川

ヤナギタデ Persicaria hydropiper (L.) Delarbre 2021.5.11河北

オオイヌタデ Persicaria lapathifolia  (L.) Delarbre 2021.9.10河北

サナエタデ Persicaria lapathifolia  (L.) Delarbre var. incana (Roth) H.Hara 写8:2021.9.23河北,標:2021.9.23河北

イヌタデ Persicaria longiseta (Bruijn) Kitag. 2021.9.30河北多数,標:2021.6.7河北

サクラタデ Persicaria macrantha  (Meisn.) Haraldsonsubsp. conspicua  (Nakai) Yonek. 2021.9.2河北

ボントクタデ Persicaria pubescens  (Blume) H.Hara 2021.5.11河北

ミゾソバ Persicaria thunbergii  (Siebold et Zucc.) H.Gross 2021.5.11河北,2021.9.30河北合瀬川

スイバ Rumex acetosa L. 2021.5.13河北多数

ナガバギシギシ Rumex crispus L. 2021.5.26河北多数

ギシギシ Rumex japonicus  Houtt. 2021.5.6河北多数

ナデシコ科 オランダミミナグサ Cerastium glomeratum Thuill. 2021.6.23河北多数

ムシトリナデシコ Silene armeria  L. 2021.5.13河北合瀬川

シロバナマンテマ Silene gallica L. 2021.5.21河北

コハコベ Stellaria media (L.) Vill. 2021.5.10河北

ヒユ科 シロザ Chenopodium album  L. 標:2021.5.23河北

ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana L. 2021.9,30河北合瀬川多数

スベリヒユ科 スベリヒユ Portulaca oleracea  L. 2021.7.13河北

モッコク科 サカキ Cleyera japonica Thunb. 2021.5.4外坪

ヒサカキ Eurya japonica  Thunb. 2021.5.4外坪

サクラソウ科 ヤブコウジ Ardisia japonica (Thunb.) Blume 2021.5.4外坪

コナスビ Lysimachia japonica Thunb. 2021.5.4外坪

アカネ科 ヤエムグラ Galium spurium L. var.echinospermon (Wallr.)Hayek 2021.5.4河北

ヘクソカズラ Paederia scandens  (Lour.) Merr. 2021.9.1河北五条川,2021.5.4外坪

ヒルガオ科 ヒルガオ Calystegia japonica Choisy 2021.5.10河北

セイヨウヒルガオ Convolvulus arvensis  L. 2021.5.11河北

マルバルコウ Ipomoea coccinea L. 2021.8.10河北
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ナス科 ワルナスビ Solanum carolinense L. 2021.6.2河北

イヌホオズキ Solanum nigrum L. 2021.5.13河北

モクセイ科 ネズミモチ Ligustrum japonicum Thunb. 2021.5.2河北

トウネズミモチ Ligustrum lucidum Aiton 2021.5.2河北

オオバコ科 ウキアゼナ Bacopa rotundifolia (Michx.) Wettst. 2021.5.4外坪,2021.9.30河北多数

ミズハコベ Callitriche palustris L. 写1-2-48,4911:2021.5.31河北

マツバウンラン Nuttallanthus canadensis (L.) D.A.Sutton 2021.5.4外坪多数

オオバナノマツバウンラン Nuttallanthus texanus (Scheele) D.A.Sutton 2021.5.10中小口

オオバコ Plantago asiatica L. 2021.4.6河北

ヘラオオバコ Plantago lanceolata L. 2021.4.29河北合瀬川,2021.5.4外坪

ツボミオオバコ Plantago virginica L. 2021.5.2河北

タチイヌノフグリ Veronica arvensis L. 2021.5.10河北

オオイヌノウグリ Veronica persica  Poir. 2021.5.10河北

イケノミズハコベ Callitriche staganalis Scop. 2021.6.4河北

アゼナ科 アゼナ Lindernia procumbens  (Krock.) Borbás 2021.7.27河北

シソ科 クサギ Clerodendrum trichotomum  Thunb. 2021.7.28河北五条川

トウバナ Clinopodium gracile (Benth.) Kuntze 2021.5.3河北

カキドオシ Glechoma hederacea  L. subsp. grandis  (A.Gray) H.Hara 標:2021.5.24河北

ホトケノザ Lamium amplexicaule  L. 2021.4.10河北

ヒメオドリコソウ Lamium purpureum L. 2021.4.30河北

メハジキ Leonurus japonicus Houtt. 2021.6.24河北合瀬川

マルバハッカ Mentha suaveolens Ehrh. 2021.7.11河北合瀬川

サギゴケ科 サギゴケ Mazus miquelii Makino f. albiflorus  (Makino) Makino 2021.5.3河北

トキワハゼ Mazus pumilus (Burm.f.) Steenis 2021.6.10河北

キツネノマゴ科 キツネノマゴ Justicia procumbens L. var. leucantha  Honda f. japonica  (Thumb.)H.Hara 標:2021.8.23河北

クマツヅラ科 アレチハナガサ Verbena brasiliensis Vell. 2021.5.2外坪多数,2021.6.8河北多数

モチノキ科 クロガネモチ Ilex rotunda  Thunb. 2021.4.30河北

キキョウ科 キキョウソウ Triodanis perfoliata (L.) Nieuwl. 2021.5.21河北

キク科 オオブタクサ Ambrosia trifida L. 2021.6.20河北

カズザキヨモギ Artemisia indica Wild. ver.maximowizii (Nakai)H. Hara 2021.5.13

オトコヨモギ Artemisia japonica  Thunb. 2021.5.13河北

アメリカセンダングサ Bidens frondosa  L. 2021.10.5河北

コセンダングサ Bidens pilosa  L. 2021.6.18河北

コシロノセンダングサ Bidens pilosa L.var. minor  (Blume) Sherff 2021.10.1河北

ヤグルマギク Centaurea cyanus L. 2021.5.2河北合瀬川

ノアザミ Cirsium japonicum  Fisch. ex DC. 標:2021.5.27河北

アメリカオニアザミ Cirsium vulgare (Savi) Ten. 2021.5.24河北合瀬川

ヒメムカシヨモギ Conyza canadensis (L.) Cronquist 2021.9.30河北多数

オオアレチノギク Conyza sumatrensis (Retz.) E.Walker 2021.5.7河北

オオキンケイギク Coreopsis lanceolata L. 写1-2-50:2021.4.30河北多数,2021.5.4上小口多数

アメリカタカサブロウ Eclipta alba  (L.) Hassk. 2021.9.2河北

タカサブロウ Eclipta thermalis Bunge 標:2021.9.2河北

ヒメジョオン Erigeron annuus (L.) Pers. ,2021.5.21外坪多数,2021.6.20河北多数

ハルジオン Erigeron philadelphicus  L. 2021.4.30河北多数

テンニンギク Gaillardia pulchella Foug. 2021.4.30河北

ハキダメギク Galinsoga quadriradiata Ruiz et Pav. 2021.6.8河北

ウラジロチチコグサ Gamochaeta coarctata (Willd.) Kerguélen 2021.5.10河北

ウスベニチチコグサ Gamochaeta purpurea (L.) A.L.Cabrera 2021.5.13奈良子

ブタナ Hypochaeris radicata L. 2021.5.10河北

オオジシバリ Ixeris japonica (Burm.f.) Nakai 2021.5.10河北

アキノノゲシ Lactuca indica L. 標:2021.5.30河北

コオニタビラコ Lapsanastrum apogonoides  (Maxim.) J.H.Pak et K.Bremer 2021.5.10河北

フランスギク Leucanthemum vulgare Lam. 2021.4.30河北

コウゾリナ Picris hieracioides L. subsp. japonica  (Thunb.) Krylov 2021.5.4河北合瀬川

ハハコグサ Pseudognaphalium affine (D.Don)Anderb. 2021.5.2河北

オオハンゴウソウ Rudbeckia laciniata L. 2021.7,28河北

ノボロギク Senecio vulgaris  L. 2021.3.30河北多数

セイタカアワダチソウ Solidago altissima  L. 写2:2020.10.5上小口

オニノゲシ Sonchus asper (L.) Hill 2021.5.26河北

ノゲシ Sonchus oleraceus L. 標:2021.6.1河北

ヒロハホウキギク Symphyotrichum subulatum  (Michx.)G.L.Nesom var. squamatum  (Spreng.) S.D.Sundberg 2021.9.10河北

セイヨウタンポポ Taraxacum officinale Weber ex F.H.Wigg. 2021.5.30河北多数

オオオナモミ Xanthium occidentale Bertol. 2021.5.4町内多数,2021.9.30河北多数

スイカズラ科 スイカズラ Lonicera japonica Thunb. 標:2021.5.26河北

ウコギ科 ヤツデ Fatsia japonica (Thunb.) Decne. et Planch. 2021.5.4外坪

セイヨウキヅタ Hedera helix L. 2021.5.4奈良子

ノチドメ Hydrocotyle maritima  Honda 標:2021.5.30河北,2021.5.4外坪

チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides Lam. 2021.6.5河北

セリ科 オヤブジラミ Torilis scabra (Thunb.) DC. 標:2021.5.31河北

６５科 ２２０種
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
四
五

昭
和
二
十

昭
和
天
皇
に
よ
る
「
玉
音
放
送
」
で
無
条
件
降
伏
受
諾
を
国
民
に
発
表
（
八
月
十
五
日
）

一
九
四
六

二
十
一

入
鹿
池
改
修
工
事
完
了
（
三
月
）

農
地
改
革
施
行
（
十
一
月
二
十
二
日
）

公
選
制
に
よ
る
農
地
委
員
会
（
の
ち
の
農
業
委
員
会
）
設
置
（
十
二
月
）

一
九
四
七

二
十
二

教
育
基
本
法
公
布
（
三
月
三
十
一
日
）

日
本
国
憲
法
施
行
（
五
月
三
日
）

農
業
協
同
組
合
法
公
布
（
十
一
月
十
九
日
）

大
口
中
学
校
創
立
（
四
月
一
日
）

大
口
南
・
北
小
学
校
改
名
（
四
月
一
日
）　　
　
　
　
　
　
　

大
口
村
警
防
団
を
消
防
団
に
改
称
（
五
月
一
日
）

村
会
を
村
議
会
と
改
称
（
六
月
）

五
条
川
村
内
区
間
改
修
工
事
着
手

一
九
四
八

二
十
三

地
方
自
治
法
施
行
（
一
月
一
日
）

教
育
委
員
会
法
公
布
（
七
月
十
五
日
）

大
口
村
農
業
協
同
組
合
創
立
（
七
月
）

一
九
四
九

二
十
四

土
地
改
良
法
公
布
（
六
月
六
日
）

社
会
教
育
法
公
布
（
六
月
十
日
）

国
民
健
康
保
険
事
業
開
始
（
四
月
一
日
）

大
口
村
養
蚕
組
合
設
立
（
四
月
）

社
会
学
級
開
講
（
七
月
二
十
六
日
）

一
九
五
〇

二
十
五

公
職
選
挙
法
施
行
（
五
月
一
日
）

生
活
保
護
法
公
布
（
五
月
四
日
）

朝
鮮
動
乱
発
生
（
六
月
二
十
五
日
）

地
方
公
務
員
法
公
布
（
十
二
月
十
三
日
）

大
口
村
公
民
館
竣
工
（
三
月
二
十
七
日
）

青
年
学
級
開
講
（
七
月
）

大
口
広
報
第
一
号
発
行
（
十
一
月
）

農
地
交
換
分
合
始
ま
る

一
九
五
一

二
十
六

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
（
九
月
八
日
）

五
条
川
（
荒
井
堰
ま
で
）
改
修
工
事
完
了
（
三
月
）

村
立
診
療
所
設
置
（
六
月
一
日
）

大
口
南
・
北
小
学
校
に
大
口
南
・
北
保
育
所
併
設
（
十
二
月
一
日
）

木
津
用
水
土
地
改
良
区
発
足
（
十
二
月
一
日
）

一
九
五
二

二
十
七

農
地
法
公
布
（
七
月
十
五
日
）

大
口
村
教
育
委
員
会
設
置
（
十
一
月
六
日
）

五
条
川
堤
に
桜
植
樹
開
始

一
九
五
三

二
十
八

町
村
合
併
促
進
法
公
布
（
九
月
一
日
）

南
・
北
保
育
所
園
舎
新
築
（
三
月
）

一
九
五
四

二
十
九

教
育
二
法
公
布
（
六
月
三
日
）

自
衛
隊
発
足
（
七
月
一
日
）

簡
易
水
道
（
竹
田
・
小
折
新
田
地
区
）
設
置
（
竹
田
：
四
月
、
小
折
新
田
：
十
月
）

大
屋
敷
地
内
で
縄
文
中
期
の
土
器
発
掘

年
　
表
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
五
五

三
十

大
口
村
工
場
設
置
並
び
に
拡
張
に
関
す
る
固
定
資
産
税
減
免
並
び
に
奨
励
条
例
制
定
（
八
月
）

一
九
五
六

三
十
一

民
成
紡
績
株
式
会
社
（
現
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
）
操
業
開
始

一
九
五
七

三
十
二

第
一
期
濃
尾
用
水
事
業
着
工
（
六
月
一
日
）

村
営
住
宅
豊
田
団
地
建
設
（
九
戸
）

一
九
五
八

三
十
三

東
京
タ
ワ
ー
完
成
（
十
二
月
二
十
三
日
）

有
線
放
送
開
局
（
四
月
）

一
九
五
九

三
十
四

伊
勢
湾
台
風
（
九
月
二
十
六
日
）

国
民
健
康
保
険
法
改
正
（
十
二
月
）

一
九
六
〇

三
十
五

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
・
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
制
定
（
四
月
）

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開
始
（
九
月
十
日
）

県
営
住
宅
垣
田
団
地
建
設
（
三
七
五
戸
）

一
九
六
一

三
十
六

国
民
年
金
制
度
施
行
（
国
民
皆
年
金
）（
四
月
一
日
）

国
民
健
康
保
険
制
度
施
行
（
国
民
皆
保
険
）（
四
月
一
日
）

農
業
基
本
法
成
立
（
六
月
十
二
日
）

愛
知
用
水
通
水
（
九
月
三
十
日
）

大
口
村
商
工
会
発
足
（
二
月
十
三
日
）

大
口
村
工
場
設
置
並
び
に
拡
張
に
関
す
る
奨
励
条
例
全
部
改
正
（
九
月
）

一
九
六
二

三
十
七

犬
山
頭
首
工
完
成
（
七
月
二
十
二
日
）

全
国
総
合
計
画
策
定
（
十
月
五
日
）

町
制
施
行
（
四
月
一
日
）

大
口
町
体
育
協
会
設
立
（
四
月
）

一
九
六
三

三
十
ハ

老
人
福
祉
法
公
布
（
七
月
十
一
日
）

大
口
町
工
場
誘
致
条
例
制
定
（
九
月
）

一
九
六
四

三
十
九

東
海
道
新
幹
線
営
業
開
始
（
十
月
一
日
）

第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
会
式
（
十
月
十
日
）

大
口
町
総
合
計
画
審
議
会
条
例
制
定
（
三
月
十
九
日
）

大
口
町
・
小
牧
市
開
発
事
業
団
発
足
（
三
月
）

一
九
六
五

四
十

明
治
村
開
村
（
三
月
十
八
日
）

名
神
高
速
道
路
全
線
開
通
（
七
月
一
日
）

一
九
六
六

四
十
一

メ
ー
ト
ル
法
完
全
施
行
（
四
月
一
日
）

中
部
圏
開
発
整
備
法
公
布
（
七
月
一
日
）

大
口
町
土
地
改
良
区
設
立
（
一
月
）

県
営
ほ
場
整
備
事
業
着
手
（
一
月
）

工
場
誘
致
条
例
廃
止
（
三
月
）

中
保
育
所
（
現
西
保
育
園
）
設
置
（
四
月
一
日
）

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
立
（
施
設
新
築
と
診
療
所
改
築
）（
五
月
十
八
日
）

大
口
町
総
合
開
発
計
画
樹
立

一
九
六
七

四
十
二

公
害
対
策
基
本
法
公
布
（
八
月
三
日
）

総
人
口
一
億
人
突
破
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
六
八

四
十
三

大
口
電
話
局
開
局
（
十
月
二
十
六
日
）

国
道
四
一
号
（
名
濃
バ
イ
パ
ス
）
開
通
（
十
一
月
一
日
）

一
九
六
九

四
十
四

第
一
期
濃
尾
用
水
事
業
完
了
（
三
月
三
十
一
日
）

東
名
高
速
道
路
全
線
開
通
（
五
月
二
十
六
日
）

新
全
国
総
合
開
発
計
画
決
定
（
五
月
三
十
日
）

新
都
市
計
画
法
施
行
（
六
月
十
四
日
）

人
類
初
「
月
面
有
人
着
陸
」（
七
月
二
十
日
）

第
二
期
濃
尾
用
水
事
業
着
手
（
十
月
一
日
）

町
営
住
宅
植
松
団
地
（
準
耐
火
構
造
二
階
建
）
完
成
（
十
八
戸
）（
三
月
十
一
日
）

じ
ん
埃
処
理
場
建
設
（
江
南
扶
桑
大
口
共
同
事
業
）（
三
月
十
一
日
）

交
通
災
害
共
済
制
度
発
足
（
九
月
一
日
）

一
九
七
〇

四
十
五

万
国
博
覧
会
開
催
（
大
阪
）（
三
月
十
五
日
〜
九
月
十
三
日
）

心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
制
定
（
五
月
）

公
害
基
本
法
改
正
（
十
二
月
二
十
五
日
）

高
齢
化
社
会
（
高
齢
化
率
七
％
）

市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
決
定
（
十
一
月
二
十
四
日
）

東
保
育
所
設
置
（
十
二
月
）

町
営
住
宅
小
口
団
地
（
準
耐
火
構
造
二
階
建
完
成
（
十
二
戸
））

一
九
七
一

四
十
六

環
境
庁
発
足
（
七
月
一
日
）

都
市
計
画
道
路
の
都
市
計
画
決
定
（
三
月
三
十
一
日
）

用
途
地
域
・
都
市
計
画
道
路
決
定
（
三
月
）

北
保
育
所
移
転
（
現
中
保
育
園
）（
六
月
三
十
日
）

農
業
振
興
地
域
指
定
（
九
月
六
日
）

一
九
七
二

四
十
七

第
十
一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
（
二
月
三
日
〜
十
三
日
）

入
鹿
池
大
規
模
老
朽
た
め
池
事
業
完
了
（
三
月
）

沖
縄
本
土
復
帰
（
五
月
十
五
日
）

日
中
国
交
回
復
（
九
月
二
十
九
日
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
二
月
二
十
九
日
）

尾
張
北
部
水
道
企
業
団
が
発
足
（
四
月
一
日
）

町
制
施
行
十
周
年
、
町
章
制
定
（
八
月
一
日
）

新
庁
舎
竣
工
（
十
一
月
二
十
日
）

一
九
七
三

四
十
八

老
人
福
祉
法
改
正
（
福
祉
元
年
）（
一
月
）

第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
、
第
一
次
石
油
危
機
（
十
月
〜
一
九
七
四
年
三
月
）

一
九
七
四

四
十
九

愛
知
県
立
丹
羽
高
等
学
校
開
校
（
四
月
一
日
）

国
土
利
用
計
画
法
公
布
（
六
月
二
十
五
日
）

経
済
不
況

町
営
住
宅
小
口
団
地
改
築
（
中
層
耐
火
構
造
四
階
建
一
棟
）
竣
工
（
三
月
三
十
日
）

公
害
監
視
委
員
選
任
（
四
月
一
日
）

第
二
次
大
口
町
総
合
計
画
策
定
（
五
月
）

一
九
七
五

五
十

丹
羽
消
防
組
合
設
立
（
十
月
一
日
）

一
九
七
六

五
十
一

核
拡
散
防
止
条
約
承
認
（
六
月
）

大
口
西
小
学
校
開
校
（
四
月
一
日
）

中
保
育
所
を
西
保
育
園
に
、
北
保
育
所
を
中
保
育
園
に
改
称
し
て
北
保
育
園
を
現
在
地
に
設
置
（
四
月一日
）

国
道
一
五
五
号
町
内
供
用
開
始
（
九
月
十
日
）
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
七
七

五
十
二

社
本
鋭
郎
氏
名
誉
町
民
章
授
与
（
四
月
一
日
）

一
九
七
八

五
十
三

新
東
京
国
際
空
港
（
成
田
）
開
港
（
五
月
二
十
日
）

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印
（
八
月
十
二
日
）

岩
倉
学
園
大
口
幼
稚
園
開
園
（
四
月
一
日
）

農
村
総
合
整
備
事
業
開
始
（
四
月
）

一
九
七
九

五
十
四

御
嶽
山
有
史
以
来
の
初
噴
火
（
十
月
二
十
八
日
）

第
二
次
石
油
危
機
（
十
月
〜
一
九
八
二
年
四
月
）

第
二
二
回
オ
リ
ン
ピッ
ク
モ
ス
ク
ワ
大
会
（
日
本
不
参
加
）（
七
月
十
九
日~

八
月
三
日
）

国
際
児
童
年

県
営
ほ
場
整
備
事
業
大
口
地
区
完
了
（
三
月
）

第
三
次
大
口
町
総
合
計
画
策
定
（
五
月
）

大
口
町
総
合
福
祉
会
館
竣
工
（
八
月
三
十
一
日
）

尾
北
自
然
歩
道
竣
工

一
九
八
〇

五
十
五

世
界
保
健
機
関
「
天
然
痘
根
絶
宣
言
」（
五
月
八
日
）

大
口
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
現
文
化
協
会
）
設
立
（
十
一
月
二
日
）

一
九
八
一

五
十
六

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
発
足
（
三
月
十
六
日
）

国
際
障
害
者
年

一
九
八
二

五
十
七

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
有
人
浮
上
走
行
実
験
成
功
（
九
月
二
日
）

中
央
自
動
車
道
全
線
開
通
（
十
一
月
十
日
）

カ
ー
ド
式
公
衆
電
話
設
置
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
発
売
（
十
二
月
二
十
三
日
）

大
口
町
史
発
行
（
二
月
）

温
水
プ
ー
ル
竣
工
（
三
月
十
一
日
）

西
保
育
園
舎
新
築
（
三
月
）

社
本
育
英
事
業
開
始
（
四
月
一
日
）

町
制
施
行
二
十
周
年
、
町
民
憲
章
制
定
（
九
月
十
日
）

町
の
木
（
も
く
せ
い
）・
町
の
花
（
さ
く
ら
）
決
定

一
九
八
三

五
十
八

老
人
保
健
法
施
行
（
二
月
一
日
）

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園
（
四
月
十
五
日
）

南
保
育
園
舎
新
築
移
転
（
三
月
）

白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
開
設
（
四
月
一
日
）

一
九
八
四

五
十
九

先
進
五
か
国
蔵
相
会
議
（
プ
ラ
ザ
合
意
）（
九
月
二
十
二
日
）

第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
策
定
（
三
月
）

一
九
八
五

六
十

国
民
年
金
法
改
正
（
基
礎
年
金
制
度
創
設
）（
五
月
）

道
路
交
通
法
改
正
（
一
般
道
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
義
務
化
）（
九
月
一
日
）

大
口
北
部
中
学
校
開
校
（
四
月
一
日
）

非
核
平
和
宣
言
（
九
月
十
三
日
）

一
九
八
六

六
十
一

男
女
雇
用
均
等
法
施
行
（
四
月
一
日
）

交
通
安
全
の
町
宣
言
（
三
月
二
十
四
日
）

一
九
八
七

六
十
二

国
鉄
民
営
化
、
Ｊ
Ｒ
十
一
社
発
足
（
四
月
一
日
）

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正
（
旧
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
）（
四
月
一
日
）

精
神
保
健
法
公
布
（
九
月
）

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
（
世
界
で
株
価
大
暴
落
）（
十
月
十
九
日
）

大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
開
始
（
二
月
八
日
）

東
保
育
園
舎
新
築
（
二
月
二
十
六
日
）

社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
（
七
月
一
日
）
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
八
八

六
十
三

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
業
（
三
月
十
三
日
）

第
二
期
濃
尾
用
水
事
業
完
了
（
三
月
三
十
一
日
）

江
南
警
察
署
大
口
派
出
所
が
開
所
式
（
四
月
十
五
日
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
更
新
（
八
月
二
十
五
日
）

五
条
川
左
岸
関
連
公
共
下
水
道
事
業
着
工
（
十
一
月
）

一
九
八
九

平
成
元

消
費
税
法
施
行
（
消
費
税
率
三
％
）（
四
月
一
日
）

高
齢
者
保
健
福
祉
十
か
年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）（
四
月
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
衛
星
放
送
開
始
（
六
月
一
日
）

世
界
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
（
名
古
屋
）（
七
月
十
五
日
〜
十
一
月
二
十
六
日
）

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
採
択
（
十
一
月
二
十
日
）

尾
張
北
部
聖
苑
が
竣
工
（
二
月
二
十
八
日
）　　

一
九
九
〇

二

県
及
び
市
町
村
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
策
定
義
務
化
（
六
月
）

生
涯
教
育
振
興
法
成
立
（
六
月
）

東
西
ド
イ
ツ
統
一
（
十
月
三
日
）

株
価
暴
落
（
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
）

電
算
シ
ス
テ
ム
稼
動
（
自
己
処
理
）（
一
月
四
日
）

町
民
会
館
、
商
工
会
館
竣
工
（
二
月
十
二
日
）

総
合
運
動
場
完
成
（
三
月
二
十
日
）

第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
（
三
月
）

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
開
設
（
四
月
一
日
）

一
九
九
一

三

湾
岸
戦
争
（
ク
ウ
ェ
ー
ト
）
勃
発
（
一
月
十
七
日
）

農
業
集
落
家
庭
排
水
供
用
開
始
（
四
月
一
日
）

西
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
西
保
育
園
利
用
）（
五
月
二
十
一
日
）

名
鉄
バ
ス
路
線
休
止
（
十
月
二
十
一
日
）

一
九
九
二

四

東
海
道
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
運
行
開
始
（
三
月
十
四
日
）

入
鹿
池
防
災
ダ
ム
工
事
完
了
（
三
月
）

育
児
休
業
法
施
行
（
四
月
一
日
）

国
家
公
務
員
週
休
二
日
制
開
始
（
五
月
一
日
）

中
保
育
園
舎
新
築
（
三
月
）

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
開
始
（
四
月
一
日
）

町
制
施
行
三
十
周
年
（
四
月
一
日
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
助
成
事
業
開
始
（
四
月
一
日
）

一
九
九
三

五

Ｊ
リ
ー
グ
（
十
チ
ー
ム
）
初
開
催
（
五
月
十
五
日
）

障
害
者
基
本
法
改
正
（
旧
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
）（
十
二
月
三
日
）

北
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
北
小
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
利
用
）（
四
月
）

健
康
の
ま
ち
宣
言
（
十
二
月
二
十
二
日
）

一
九
九
四

六

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
施
行
（
三
月
四
日
）

ハ
ー
ト
ビ
ル
法
制
定
（
六
月
二
十
九
日
）

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
（
十
二
月
）

高
齢
社
会
（
高
齢
化
率
一
四
％
）

第
四
九
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
成
年
男
子
二
部
開
催
（
十
月
三
十
日
〜
十
一
月
二
日
）

わ
か
し
ゃ
ち
国
体
記
念
運
動
場
公
園
設
置
（
十
二
月
二
十
二
日
）

一
九
九
五

七

阪
神
淡
路
大
震
災
（
一
月
十
七
日
）

製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
施
行
（
七
月
一
日
）

新
食
糧
法
施
行
（
米
の
販
売
自
由
化
）（
十
一
月
一
日
）

高
齢
社
会
対
策
基
本
法
（
十
一
月
八
日
）

尾
北
看
護
専
門
学
校
が
開
校
（
四
月
一
日
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
御
桜
乃
里
が
開
所
（
四
月
一
日
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
設
立
（
四
月
一
日
）
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

一
九
九
六

八

国
内
初
検
索
サ
イ
ト
「Y

ahoo!JA
PA

N

」
開
設
（
四
月
一
日
）

住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
発
足
（
七
月
二
十
六
日
）

五
条
川
左
岸
公
共
下
水
道
供
用
開
始
（
一
月
九
日
）

堀
尾
跡
公
園
竣
工
（
三
月
）

第
五
次
大
口
町
総
合
計
画
策
定
（
三
月
）

南
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
南
小
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
利
用
）（
四
月
）

大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了
（
十
二
月
十
六
日
）

一
九
九
七

九

消
費
税
法
改
正
（
税
率
五
％
）（
四
月
一
日
）

児
童
福
祉
法
改
正
（
六
月
十
一
日
）

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
（
京
都
議
定
書
採
択
）（
十
二
月
十
一
日
）

一
九
九
八

十

郵
便
番
号
七
桁
化
（
二
月
二
日
）

第
十
八
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
（
二
月
七
日
〜
二
月
二
十
二
日
）

特
定
非
営
利
活
動
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
促
進
法
施
行
（
十
二
月
一
日
）

新
濃
尾
第
一
期
事
業
着
手
（
十
二
月
一
日
）

五
条
川
右
岸
公
共
下
水
道
事
業
着
工
（
三
月
）

丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
開
設
（
四
月
一
日
）

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
開
館
）（
十
一
月
九
日
）

河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
設
置
（
十
一
月
二
十
日
）

一
九
九
九

十
一

大
規
模
小
売
店
舗
法
施
行
（
六
月
十
一
日
）

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
成
立
（
六
月
二
十
三
日
）

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
制
定
（
十
二
月
十
五
日
）

小
口
城
址
公
園
竣
工
（
二
月
）

大
口
町
障
害
者
福
祉
計
画
（
現
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
み
計
画
）
策
定
（
三
月
）

愛
北
衛
生
処
理
組
合
・
尾
張
北
部
聖
苑
組
合
・
尾
北
広
域
事
務
組
合
を
統
合
し
て
愛
北
広
域
事
務
組

合
発
足
（
四
月
一
日
）

西
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
（
四
月
一
日
）

大
口
町
情
報
公
開
条
例
公
布
（
十
一
月
十
二
日
）

二
〇
〇
〇

十
二

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
施
行
（
一
月
十
日
）

介
護
保
険
法
施
行
（
四
月
一
日
）

介
護
保
険
制
度
開
始
（
四
月
一
日
）

地
方
分
権
一
括
法
施
行
（
平
成
の
大
合
併
ス
タ
ー
ト
）（
四
月
）

東
海
豪
雨
（
新
川
氾
濫
）（
九
月
十
一
日
）

東
保
育
園
休
園
（
三
月
三
十
一
日
）　

資
源
（
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
段
ボ
ー
ル
等
）
回
収
開
始
（
四
月
一
日
）

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
条
例
公
布
（
六
月
）

大
口
町
地
下
水
の
水
質
保
全
に
関
す
る
条
例
公
布
（
六
月
）

東
海
豪
雨
（
北
河
原
橋
被
災
、
西
河
原
橋
周
辺
五
条
川
越
水
）（
九
月
十
一
日
）

二
〇
〇
一

十
三

中
央
省
庁
再
編
（
一
府
二
二
省
→
一
府
一
二
省
）（
一
月
六
日
）

情
報
公
開
法
施
行
（
四
月
一
日
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
（
四
月
一
日
）

国
内
初
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染
牛
確
認
（
九
月
十
日
）

南
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
（
南
児
童
ク
ラ
ブ
同
所
へ
移
転
）（
四
月
一
日
）

社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
設
立
（
六
月
）

二
〇
〇
二

十
四

学
習
指
導
要
領
見
直
し
・「
ゆ
と
り
教
育
」
開
始
（
四
月
六
日
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
始
動
（
八
月
）

町
制
施
行
四
十
周
年
（
四
月
一
日
）

知
的
障
害
者
授
産
施
設
ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
開
所
（
四
月
）

丹
羽
広
域
事
務
組
合
設
立
（
丹
羽
消
防
組
合
と
尾
張
北
部
水
道
企
業
団
を
統
合
）（
四
月
一
日
）
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と
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町
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二
〇
〇
三

十
五

公
職
選
挙
法
改
正
（
期
日
前
投
票
制
度
導
入
）（
六
月
十
一
日
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
七
月
十
六
日
）

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
公
布
（
七
月
三
十
日
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始
（
十
二
月
一
日
）

巡
回
バ
ス
試
行
運
転
開
始
（
三
月
三
日
〜
二
十
八
日
）

大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定
（
三
月
）

二
市
二
町
合
併
検
討
協
議
会
発
足
（
八
月
五
日
）

二
〇
〇
四

十
六

国
民
保
護
法
成
立
（
六
月
十
八
日
）

発
達
障
害
者
支
援
法
（
十
二
月
十
日
）

子
ど
も
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
策
定
（
十
二
月
）

入
鹿
用
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
完
了

二
市
二
町
合
併
検
討
協
議
会
解
散
（
三
月
三
十
一
日
）

大
口
町
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
お
お
ぐ
ち
21
」
第
一
次
計
画
策
定
（
三
月
）

岩
倉
学
園
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
開
園
（
四
月
一
日
）

大
口
町
地
域
再
生
計
画
認
定
（
暮
ら
し
楽
々
ま
ち
づ
く
り
）（
六
月
二
十
一
日
）

北
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
（
七
月
二
十
日
）

大
口
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
発
足
（
八
月
一
日
）

お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
「
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
誕
生
（
十
一
月
六
日
）

二
〇
〇
五

十
七

中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
開
港
（
二
月
十
七
日
）

万
国
博
覧
会
開
催
（
愛
知
）（
三
月
二
十
五
日
〜
九
月
二
十
五
日
）

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
（
四
月
一
日
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
竣
工
（
三
月
一
日
名
称
変
更
）（
二
月
二
十
二
日
）

大
口
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
（
三
月
）

愛
知
万
博
お
お
ぐ
ちD

A
Y
!

開
催
（
三
月
二
十
八
日
）

大
口
町
地
域
再
生
計
画
認
定
（
五
条
川
ア
ク
ア
ポ
リ
ス
お
お
ぐ
ち
再
生
計
画
）（
六
月
十
七
日
）

二
〇
〇
六

十
八

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
（
四
月
一
日
）

認
定
こ
ど
も
園
設
置
法
公
布
（
十
月
一
日
）

日
本
郵
政
株
式
会
社
発
足
（
十
月
一
日
）

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン
危
機
・
世
界
金
融
危
機

超
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率
二
一
％
）

第
六
次
大
口
町
総
合
計
画
策
定
（
三
月
）

五
条
川
右
岸
公
共
下
水
道
供
用
開
始
（
四
月
一
日
）

大
口
誕
生
百
周
年
記
念
事
業
実
施
（
十
月
一
日
）

二
〇
〇
七

十
九

大
口
町
障
害
福
祉
計
画
策
定
（
三
月
）

大
口
町
地
域
再
生
計
画
認
定
（O

h

―!T
O
W

N

お
お
ぐ
ち
構
想
）（
四
月
）

地
方
自
治
法
施
行
六
十
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
（
十
一
月
二
十
日
）

二
〇
〇
八

二
十

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施
行
（
老
人
保
健
制
度
廃
止
）（
四
月
一
日
）

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
施
行
（
五
月
一
日
）

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
株
価
暴
落
（
十
月
）

日
本
の
総
人
口
が
ピ
ー
ク
（
一
億
二
八
〇
八
万
人
）
と
な
る

大
口
中
学
校
・
大
口
北
部
中
学
校
を
閉
校
し
、
新
生
大
口
町
立
大
口
中
学
校
開
校
（
四
月
一
日
）

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
四
月
一
日
）

愛
知
県
植
樹
祭
開
催
（
大
口
中
学
校
に
て
）（
五
月
十
七
日
）

レ
ジ
袋
削
減
・
有
料
化
協
定
調
印
式
（
八
月
二
十
一
日
）
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

二
〇
〇
九

二
十
一

裁
判
員
裁
判
制
度
開
始
（
五
月
二
十
一
日
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
確
認
（
五
月
）

消
費
者
庁
発
足
（
九
月
一
日
）

荒
井
堰
（
五
条
川
）
改
修
工
事
完
了
（
三
月
三
十
一
日
）

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
設
立
（
学
校
支
援
本
部
事
業
開
始
）（
四
月
）

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
（
四
月
）

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
制
定
（
六
月
）

大
口
町
土
地
改
良
区
解
散
（
九
月
三
十
日
）

二
〇
一
〇

二
十
二

日
本
年
金
機
構
発
足
（
一
月
一
日
）

新
濃
尾
第
一
期
工
事
完
了
（
三
月
三
十
一
日
）

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
（
六
月
十
三
日
）

大
口
北
小
学
校
移
転
開
校
（
四
月
一
日
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
四
月
一
日
）

二
〇
一
一

二
十
三

東
日
本
大
震
災
発
生
（
三
月
十
一
日
）

「
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
提
案
書
の
取
り
ま
と
め
（
十
一
月
）

二
〇
一
二

二
十
四

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
完
全
終
了
（
三
月
三
十
一
日
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
（
五
月
二
十
二
日
）

大
口
南
小
学
校
新
校
舎
竣
工
（
三
月
十
六
日
）

町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
（
四
月
一
日
）

二
〇
一
三

二
十
五

復
興
特
別
所
得
税
導
入
（
二
〇
三
七
年
ま
で
）（
一
月
一
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙
運
動
解
禁
（
四
月
十
九
日
）

国
土
強
靭
化
基
本
法
施
行
（
十
二
月
十
一
日
）

大
口
町
消
防
団　

日
本
消
防
協
会
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
受
賞
（
二
月
二
十
六
日
）

未
来
の
土
地
利
用
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
（
四
月
一
日
）

三
小
学
校
区
（
町
内
全
域
）
で
地
域
自
治
組
織
設
立
（
南
：
十
二
月
八
日
、
北
：
七
月
七
日
、
西
：

七
月
二
十
八
日
）

二
〇
一
四

二
十
六

消
費
税
率
改
正
（
五
％
→
八
％
）（
四
月
一
日
）

介
護
保
険
法
改
正
（
六
月
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
着
工
（
十
二
月
十
七
日
）

大
口
町
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
お
お
ぐ
ち
21
」
第
二
次
計
画
策
定
（
三
月
）

中
保
育
園
民
営
化
（
社
会
福
祉
法
人
宝
光
福
祉
会
大
口
中
保
育
園
）（
四
月
一
日
）

大
口
町
社
協
と
岩
手
県
遠
野
市
社
協
が
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
（
五
月
二
十
四
日
）

大
口
町
工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
制
定
（
六
月
七
日
）

大
口
町
議
会
基
本
条
例
公
布
（
十
二
月
二
十
二
日
）

二
〇
一
五

二
十
七

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
基
本
法
施
行
（
一
月
九
日
）

子
ど
も
子
育
て
新
支
援
制
度
制
定
（
四
月
一
日
）

公
職
選
挙
法
改
正
（
投
票
権
が
一
八
歳
以
上
に
）（
六
月
十
九
日
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
設
置
（
十
月
一
日
）

Ｃ
Ｏ
Ｐ
二
一
・
パ
リ
協
定
採
択
（
十
二
月
十
二
日
）

古
代
種
の
桜
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
で
芽
吹
く
（
二
月
）

大
口
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
等
計
画
策
定
（
三
月
）

企
業
立
地
推
進
室
設
置
（
平
成
の
企
業
誘
致
着
手
）（
七
月
一
日
）

名
古
屋
市
立
白
鳥
小
学
校
交
歓
会
五
〇
周
年
（
大
口
南
小
学
校
）（
七
月
二
日
）

島
根
県
松
江
市
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
（
松
江
城
国
宝
化
）（
八
月
二
十
九
日
）

二
〇
一
六

二
十
八

電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
（
四
月
一
日
）

熊
本
地
震
（
四
月
十
六
日
）

出
生
数
が
一
九
八
八
年
統
計
調
査
開
始
以
降
初
め
て
百
万
人
を
割
る

尾
張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始
（
四
月
一
日
）

第
七
次
大
口
町
総
合
計
画
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
策
定
（
五
月
）
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西
　
暦

和
　
暦

国
・
県
な
ど
の
で
き
ご
と

大
口
町
の
で
き
ご
と

二
〇
一
七

二
十
九

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
締
結
（
一
月
）

北
保
育
園
舎
新
築
竣
工
（
三
月
九
日
）

大
口
町
教
育
大
綱
制
定
（
三
月
三
十
一
日
）

大
口
町
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
第
一
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
（
三
月
）

尾
張
北
部
環
境
組
合
設
立
（
犬
山
市
・
江
南
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
）（
四
月
一
日
）

ゲ
リ
ラ
豪
雨
（
七
・
一
四
：
五
条
川
豊
田
地
区
内
越
水
）（
七
月
十
四
日
）

新
木
津
用
水
（
大
口
町
内
萩
島
工
区
）
改
修
工
事
着
手
（
八
月
二
十
九
日
）

町
内
の
国
道
四一号
、
六
車
線
化
工
事
着
手
（
十
二
月
二
十
八
日
〜
二
〇
一八
年
一月
五
日
集
中
工
事
）

二
〇
一
八

三
十

小
学
校
で
「
道
徳
」
が
教
科
化
（
四
月
一
日
）

働
き
方
改
革
関
連
法
成
立
（
六
月
二
十
九
日
）

町
内
地
区
全
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
終
了
（
三
月
一
日
）

古
代
種
の
桜
を
商
標
登
録
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」（
三
月
二
十
日
）

大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
（
三
月
）

大
口
南
小
学
校
が
公
共
建
築
賞
優
秀
賞
を
受
賞
（
五
月
三
十
一
日
）

尾
張
北
部
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
（
小
牧
市
、
岩
倉
市
、
扶
桑
町
と
共
同
設
置
）（
七
月
一
日
）

大
口
町
空
家
等
対
策
計
画
策
定
（
八
月
）

国
道
四一号
外
坪
五
丁
目
交
差
点
供
用
（
隧
道
に
よ
る
立
体
交
差
を
平
面
交
差
点
化
）（
十
二
月
二
十
一日
）

青
木
川
放
水
路
（
町
内
区
間
着
工
）（
十
二
月
二
十
一
日
）

二
〇
一
九

三
十
一

消
費
税
率
改
正
（
八
％
を
十
％
と
軽
減
税
率
制
の
併
用
へ
）（
十
月
一
日
）

台
風
一
九
号
に
よ
る
東
日
本
豪
雨
（
十
月
十
日
〜
十
三
日
）

多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
（
旧
大
口
北
小
学
校
跡
地
）
竣
工
・
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
植
樹
（
三
月
二
十
二
日
）

町
内
の
国
道
一
五
五
号
、
四
車
線
化
工
事
着
手
（
十
月
十
五
日
）

大
口
町
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
制
定
（
十
二
月
二
十
四
日
）

令
和
元

二
〇
二
〇

二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
国
内
で
感
染
確
認
（
二
月
一
日
）

第
五
世
代
移
動
通
信
（
五
Ｇ
）
開
始
（
三
月
二
十
五
日
）

民
法
、
百
二
十
年
ぶ
り
に
改
正
（
四
月
一
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
初
の
緊
急
事
態
宣
言
（
四
月
七
日
）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
有
料
義
務
化
（
七
月
一
日
）

お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
植
栽
（
桜
塚
古
墳
）（
二
月
二
十
二
日
）

農
業
集
落
家
庭
排
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
（
四
月
一
日
）

大
口
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
（
四
月
一
日
）

西
保
育
園
未
満
児
棟
増
築
、
供
用
開
始
（
四
月
一
日
）

大
口
町
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
第
二
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
（
六
月
）

「
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
」
報
告
（
十
一
月
）

二
〇
二
一

三

第
三
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
（
一
年
延
期
で
）
開
催
（
七
月
二
十
三
日
〜

八
月
八
日
）

デ
ジ
タ
ル
庁
設
置
（
九
月
一
日
）

五
十
音
別
電
話
帳
「
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
」
新
規
発
刊
廃
止
（
十
月
、
発
行
・
配
布
が

最
終
版
）

大
口
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
（
三
月
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
全
児
童
生
徒
に
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
配
布
（
二
五
〇
〇
台
）（
三
月
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
（
五
月
十
日
）

大
口
中
学
校
が
島
根
県
松
江
市
へ
修
学
旅
行
（
五
月
十
日
〜
十
二
日
）

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
開
始
（
総
合
運
動
場
、
温
水
プ
ー
ル
、
歩
道
橋
）（
十
月
一
日
）

二
〇
二
二

四

大
口
交
番
建
設
工
事
竣
工
（
庁
舎
北
東
角
→
大
口
中
学
校
南
東
角
移
転
）（
一
月
十
七
日
）
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大
口
町
は
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
四
月
一
日
、
町
制
六
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、『
大
口
町
史
〜
現
代
史
編
〜
』
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
史
編
さ
ん
室
は
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
一
月
か
ら
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
史
編

さ
ん
事
業
は
本
町
の
理
念
で
あ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
下
、
町
民
の
皆
様
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
同
年
五
月
よ
り
町
史
編
さ
ん
講
座
を
開
講
し
、
参
加
者
に
情
報
提

供
の
呼
び
か
け
と
編
さ
ん
事
業
を
共
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
声
が
け
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
い
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
、
大
口
町
史
編
集
委
員
会

の
委
員
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
座
後
に
ご
所
蔵
の
資
料
を
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
本
書
第
三
編
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
日
記
で
す
。
こ

の
講
座
に
お
け
る
参
加
者
と
の
対
話
が
、
本
事
業
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

編
さ
ん
講
座
と
併
行
し
、
大
口
町
史
編
集
委
員
会
の
準
備
も
進
め
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年

十
二
月
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月
に
準
備
会
を
重
ね
、
同
年
四
月
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。
編
さ

ん
室
の
立
ち
上
げ
か
ら
ご
指
導
賜
り
、
編
さ
ん
講
座
で
は
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
編
集
委
員
会
で
は
学
術
専
門
委
員
に
ご
就
任
く
だ
さ
っ
た
愛
知
学
院
大
学
の
後
藤
先

生
に
は
、
本
町
の
理
念
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
多
大
な
る
ご
尽
力
、
お
骨
折
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

後
藤
先
生
と
も
打
合
せ
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
主
に
取
り
扱
う
時
代
が
、
今
を
生
き
る
わ

あ
と
が
き
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た
し
た
ち
も
経
験
し
た
現
代
に
あ
た
る
た
め
、「
事
実
に
加
え
、
住
民
な
ど
の
記
憶
や
感
性
を

大
切
に
次
世
代
へ
繋
ぐ
町
史
」
と
の
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
大
口
町
史
編
集
委
員
会
で
も
、

住
民
目
線
の
町
史
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
す
る
結
論
に
至
っ
た
た
め
、
子
ど
も
の
頃
の
思

い
出
や
、
ま
ち
の
出
来
事
を
経
験
し
た
方
々
の
想
い
・
考
え
な
ど
、
記
憶
を
記
録
と
し
て
遺

す
た
め
、
コ
ラ
ム
と
い
う
形
で
具
現
化
し
、
本
書
の
随
所
に
散
り
ば
め
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
掲

載
の
た
め
、
様
々
な
年
齢
・
立
場
の
方
々
に
当
時
の
話
を
お
伺
い
し
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ

た
逸
話
な
ど
数
多
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
史
編
さ
ん
事
業
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
戦
後
に
お
け
る
本
町
の
あ
ゆ
み
と
同
様
、

逆
境
に
耐
え
忍
び
、
結
果
と
し
て
発
刊
が
当
初
の
目
論
見
よ
り
遅
れ
る
こ
と
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
こ
こ
に
発
刊
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
は
安
堵
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
が
本
書
を
手
に
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
郷
土
「
お
お
ぐ
ち
」
の
あ

ゆ
み
を
知
っ
た
り
、
愛
着
が
深
ま
っ
た
り
し
て
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
、
自

立
と
共
助
の
精
神
が
心
の
中
で
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
資
料
の
ご
提
供
や
執
筆
原
稿
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
体
験
談
な
ど
を
お

話
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ
め
、
編
さ
ん
に
あ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係

諸
機
関
、
編
集
委
員
会
の
委
員
と
し
て
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月

大
口
町
教
育
委
員
会　

町
史
編
さ
ん
室
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史
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史
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史
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史
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史
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濃
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〇
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委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
二　

考
古
二　

弥
生
』（
愛
知
県
、

二
〇
〇
三
年
）

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
三　

考
古
三　

古
墳
』（
愛
知
県
、

二
〇
〇
五
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
四　

考
古
四　

飛
鳥
〜
平
安
』（
愛

知
県
、
二
〇
一
〇
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
六　

古
代
一
』（
愛
知
県
、
一
九
九
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九
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
七　

古
代
二
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇

九
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
向
江
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
下
林
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
仁
所
野
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
文
化
財
保
護
委
員
会
『
北
替
地
遺
跡　

大
御
堂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』（
大　

口
町
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

原
始
・
古
代
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

古
代
・
中
世
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

名�

古
屋
市
博
物
館
『
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
二　

倭
名
類
聚
抄
』（
名
古
屋
市
博

物
館
、
一
九
九
二
年
）

西
村
大
民
『
尾
北
の
歴
史
』（
西
濃
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
七
六
年
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
二　

中
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
三　

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、

二
〇
一
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
八　

中
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
一
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
九　

中
世
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
五
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十　

中
世
三
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
一　

織
豊
一
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
三
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
三　

織
豊
三
』（
愛
知
県
、
二
〇

一
一
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
小
口
城
址
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大�

口
町
教
育
委
員
会
『
小
口
城
跡
範
囲
確
認
発
掘
調
査
報
告
書
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

古
代
・
中
世
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

織
豊
期
編
』（
大
口
町
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
四
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

財�
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
堀
尾

氏
邸
宅
跡
』（
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）

堀�

尾
吉
晴
公
共
同
研
究
会
『
堀
尾
吉
晴
公
共
同
研
究
会
報
告
書
』（
堀
尾
吉
晴
公
共
同

研
究
会
、
二
〇
二
一
年
）
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第
三
節

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
四　

近
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
六　

近
世
二　

尾
西
・
尾
北
』

（
愛
知
県
、
二
〇
〇
六
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
二
十
一　

近
世
七　

領
主
一
』（
愛

知
県
、
二
〇
一
四
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
世
編
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
五
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

東
海
地
方
史
料
頒
布
会
『
尾
張
志　

丹
羽
郡　

葉
栗
郡　

中
島
郡
』（
一
九
七
九
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

名�

古
屋
史
談
会
『
愛
知
県
郷
土
資
料
叢
書　

第
十
九
集　

張
州
府
志
（
全
）』（
愛
知
県

郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
）

　
　
第
四
節

愛
知
県
総
務
部
地
方
課
『
市
町
村
沿
革
史
』（
愛
知
県
、
一
九
六
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
六　

近
代
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
七　

近
代
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
役
所
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九
七

四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

江�

南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
編
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、
一
九

八
八
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史　

改
組
編
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務

所
、
一
九
七
五
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

村
瀬
鼎
五
郎
編
『
町
史　

布
袋
町
大
観
』（
町
史
布
袋
町
大
観
発
行
所
、
一
九
三
四
年
）

　
第
一
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
史
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、
二
〇
一

九
年
）

井
上
誠
之
『
公
民
館
報
』（
大
口
村
役
場
、
一
九
五
一
年
）
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相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
一
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

カ�

ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ズ
、
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ズ
『
カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン

ズ
写
真
集　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
日
本
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
企
画
部
統
計
課
『
あ
い
ち
の
人
口
の
あ
ゆ
み
（
七
〇
〇
万
人
突
破
記
念
誌
）』

（
愛
知
県
、
一
九
九
九
年
）

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史
通
史
編
下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一
九

九
五
年
）

岩�

波
書
店
編
集
部
『
近
代
日
本
総
合
年
表
第
四
版
』（
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

一
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

厚�

生
労
働
省
『
水
道
法
の
施
行
に
つ
い
て
』
厚
生
労
働
省
、https://w

w
w
.m

hlw
.

go.jp/w
eb/t_doc?dataId=00ta5399&

dataT
ype=1&

pageN
o=1

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
六
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史
本
文
編　

別
冊
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

立
公
文
書
館
『
公
文
書
に
よ
る
日
本
の
あ
ゆ
み　

農
業
基
本
法
案
に
関
す
る
閣
議
請
議

に
つ
い
て
』
国
立
公
文
書
館
、https://w

w
w
.archives.go.jp/ayum

i/kobetsu/

　

s36_1961_01.htm
l

、
二
〇
二
三
年
年
十
一月
六
日
参
照

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所
、
一
九

七
五
年
）

佐�

々
木
毅
・
鶴
見
俊
輔
・
富
永
健
一
・
中
村
政
則
・
正
村
公
宏
・
村
上
陽
一
郎
『
戦
後

史
の
大
辞
典
』（
株
式
会
社
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）

総�

務
省
『
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
』
総
務
省https://
w
w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

中�

部
経
済
新
聞
社
『
明
日
へ
の
礎
石
―
福
玉
の
百
年
―
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、

一
九
七
一
年
）

西
井
一
夫
『
二
十
世
紀
年
表
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）

日�

本
法
令
索
引
『
土
地
改
良
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』https://hourei.ndl.

go.jp/sim
ple/detail?law

Id=0000055724&
current=-1#infom

ation

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

丹�

羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
に
つ
い
て
』
丹
羽
広
域
事

務
組
合
水
道
部
、https://w

w
w
.niw

a-suido.jp/about/,

二
〇
二
三
年
十
一
月
六

日
参
照

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史
上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

ｅ�

－
Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
『
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
都
市
計
画
法
』https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=343A

C0000000100

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
六
日
参
照

『
故
社
本
鋭
郎
を
偲
ん
で
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
八
二
年
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
七
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
七
年
）
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『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
三
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
四
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
四
年
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
第
三
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大�

口
町
『
投
票
所
に
つ
い
て
』
大
口
町
（
二
〇
二
三
年
四
月
十
七
日
）、https://w

w
w
.

tow
n.oguchi.lg.jp/2721.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

加�

藤
友
康
・
瀬
野
精
一
郎
・
鳥
海
靖
・
丸
山
雍
成
『
日
本
史
総
合
年
表　

第
三
版
』（
株

式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）

黒
川
雄
一
『
日
本
歴
史
大
事
典
三
』（
株
式
会
社
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

経�

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
一
五
〇
年
の
歴
史
四
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
二
〇
一
八
年
五
月
三
十
一
日
）http://w

w
w
.

enecho.m
eti.go.jp/about/special/johoteikyo/history4shouw

a2.htm
l

、
二

〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

国�

土
交
通
省
大
阪
交
通
局
『
騒
音
対
策
に
つ
い
て
』
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
、

https://w
w
w
.cab.m

lit.go.jp/w
cab/m

easure/noise.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
六
日
参
照

国�

土
交
通
省
北
関
東
防
衛
局
『
防
衛
施
設
と
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
施
策
の

概
要
』
国
土
交
通
省
北
関
東
防
衛
局
、https://w

w
w
.m

od.go.jp/rdb/n-kanto/

　

kichi-syuhen/sesaku/sesaku.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一月
六
日
参
照

財�

団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
Ｈ
Ｐ
「
日
本
に
お
け
る

最
近
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
」
横
道
清
孝
、https://w

w
w
.clair.or.jp/j/forum

/
honyaku/hikaku/pdf/up-to-date_jp5.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

財�

務
省
「
第
六
章�

バ
ブ
ル
・
好
況��

崩
壊
下
降
期
の
予
算
編
成
―
平
成
四
〜
六
年
度
―
」

財
務
省
、https://w

w
w
.m

of.go.jp/pri/publication/policy_history/series/

　

h1-12/1_1_6.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

独�

立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
物
資
機
構
『
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源
情
報　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
』
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
物
資
機
構
、

https://oilgas-info.jogm
ec.go.jp/term

list/1000769/1000820.htm
l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
六
日
参
照

内�
閣
府
『
第
一
部　

少
子
化
対
策
の
現
状
と
課
題
』
内
閣
府
、https://w

w
w
8.cao.

go.jp/shoushi/shoushika/w
hitepaper/m

easures/w
-2015/27w

ebgaiyoh/
htm

l/gb1_s2-3.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

内�

閣
府
「
中
央
防
災
会
議
の
ペ
ー
ジ　

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
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項
の
規
定
に
基
づ
く
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
内
閣
府
、

https://w
w
w
.bousai.go.jp/kaigirep/chuobou/kyoka-area2.htm

l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
七
日
参
照

内�

閣
府
「
平
成
五
年　

年
次
経
済
報
告　

バ
ブ
ル
の
教
訓
と
新
た
な
発
展
へ
の
課
題
」

経
済
企
画
庁
（
平
成
五
年
七
月
二
十
七
日
）https://w

w
w
5.cao.go.jp/keizai3/

keizaiw
p/w

p-je93/w
p-je93-00202.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

日�

経
平
均
プ
ロ
フ
ィ
ル
「
一
九
八
〇
年
代
：
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
か
ら
バ
ブ
ル
へ
」
日

経
電
子
版
、https://indexes.nikkei.co.jp/atoz/2016/06/1980s.htm

l

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

ｅ�

－
Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
社
会
教
育
法
」（
二
〇
二
二
年
六
月
十
七
日
）、https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=324A

C0000000207

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
六
日
参
照

「
磯
石
や
井
戸
跡
そ
の
ま
ま
保
存
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
九
年
三
月
十
一
日
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

「
大
口
北
部
中
が
開
校
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
五
年
四
月
三
日
、
近
郊
版
）

「
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
」『
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｎ
ｅ
ｔ
』（
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
日
）

「
健
康
推
進
員
、
活
動
ス
タ
ー
ト
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
七
月
十

五
日
）

「
高
校
生
活
が
ん
ば
っ
て　

大
口
町
第
一
回
社
本
育
英
基
金
を
支
給
」『
尾
北
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
八
三
年
四
月
二
十
三
日
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
四
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
四
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
八
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

「
五
条
川
堤
を
き
れ
い
に
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
四
年
九
月
五
日
）

「
桜
満
開
の
五
条
川
沿
い
堀
尾
跡
公
園
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
六

年
四
月
六
日
）

「
44
の
会
」
設
置
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
一
年
六
月
二
十
九
日
）

『
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

「
鈴
木
氏
、
握
手
攻
め
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
五
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
第
一
回
生
四
一
人
が
入
学
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
四
月
二
十
九
日
）

『
第
二
次
四
十
九
―
五
十
三
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、（
一
九
七
三
年
）

『
第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

「
大
竹
大
口
町
長
が
県
議
選
に
出
馬
表
明
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
三
年
三
月
十
八
日
、

近
郊
版
）

「
農
業
基
盤
や
下
水
整
備
を
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
三
年
四
月
十
九
日
、
近
郊
版
）

「
平
成
四
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
議
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
二
年
）

「
平
成
五
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
三
年
）

「
平
成
六
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
四
年
）

『
平
成
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

「
来
月
か
ら
供
用
開
始
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
三
月
二
十
八
日
、
近
郊
版
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
第
四
節

愛�
知
県
『
第
一　

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
背
景
』
愛
知
県
、https://w

w
w
.pref.aichi.

jp/kikaku/bunken/torikum
i/houkoku-youkou/pdf/p-100.pdf

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
七
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大�

口
町
健
康
福
祉
部
福
祉
課
（
福
祉
こ
ど
も
課
）『『
第
三
期
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
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み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

大�
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大�

口
町
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
支
援
」
大
口
町
、https://w

w
w
.tow

n.
oguchi.lg.jp/2352.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

全�

国
知
事
会
「
市
町
村
合
併
の
状
況
」
全
国
知
事
会
、https://w

w
w
.bunken.nga.

gr.jp/.assets/iinkai-1_sr2_20.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

辻�

正
次
、
竹
内
信
仁
、
柳
原
光
芳
『
新
版　

経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、

二
〇
一
九
年
）

内�

閣
府
『
地
方
分
権
ア
ー
カ
イ
ブ
』
内
閣
府
、https://w

w
w
.cao.go.jp/bunken-

suishin/archive/archive-index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
圧
六
日
参
照

日�

本
自
然
災
害
学
会
『
自
然
災
害
科
学
・
防
災
の
百
科
事
典
』（
丸
善
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
二
二
年
）

「
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り　

創
刊

号
」（
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
、
二
〇

〇
三
年
）

「
大
口
町
替
地
地
区
に
都
市
公
園　

夢
キ
ャ
ン
広
場
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』

（
二
〇
一
七
年
六
月
九
日
）

「
大
口
町
が
中
学
校
統
合
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
六
月
十
七
日
）

「
合
併
法
定
協　

来
月
設
置
は
「
尚
早
」
大
口
町
長
が
不
参
加
表
明
」『
中
日
新
聞
』（
二

〇
〇
四
年
三
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り　

第
一
号
」（
江
南

市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
三
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
三
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
〇
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

「
自
然
の
空
間　

夢
着
々
と
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
一
年
一
月
二
十
三
日
、
近
郊
版
）

『
第
六
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

「
地
方
選
挙
結
果
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
五
月
十
三
日
）

「
町
長
選　

候
補
の
横
顔
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
九
年
四
月
二
十
二
日
、
近
郊
版
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

「
平
成
二
十
二
年
六
月
第
五
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

〇
年
）

「
平
成
二
十
四
年
五
月
第
三
回
大
口
町
議
会
臨
時
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

二
年
）

「
平
成
二
十
五
年
三
月
第
一
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

三
年
）

「
平
成
二
十
六
年
三
月
第
二
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一
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四
年
）

「
平
成
三
十
年
三
月
第
二
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、二
〇一八
年
）

「
ま
ち
づ
く
り
情
報
誌　

お
お
ぐ
ち
モ
ー
ド
Ｖ
ｏ
ｌ
・
五
九
」（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ち
ね
っ
と
大
口
、
二
〇
一
八
年
）

　
　

　
　
第
五
節

出�

雲
縁
結
び
空
港
「
空
港
概
要
」
出
雲
縁
結
び
空
港
、https://w

w
w
.izum

o-airport.
co.jp/airport-outline

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大�

口
町
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
に
つ
い
て
」
大
口
町
）
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6267.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大�

口
町
「
平
成
二
十
九
年　

所
信
表
明
」
大
口
町
（
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
七
日
）、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6314.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大�

口
町
「
平
成
二
十
六
年
〜
令
和
三
年
度
施
策
方
針
」
大
口
町
（
二
〇
二
二
年
三
月
二

日
）、https://w

w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/2747.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日

参
照

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

辻�

正
次
、
竹
内
信
仁
、
柳
原
光
芳
『
新
版　

経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、

二
〇
一
九
年
）

「
大
口
町
長
初
当
選
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
九
日
）

「
大
口
町
と
松
江
市
姉
妹
都
市
に
調
印
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
）

『
郷
土
大
口
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

「
修
学
旅
行
で
姉
妹
都
市
交
流
」『
中
日
新
聞
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将　

堀
尾
吉
晴
』（
松
江
歴
史
館
、
二
〇
二
一
年
）

「
松
江
市
と
姉
妹
提
携
へ
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
七
月
九
日
）

　
第
二
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
「
一
宮
建
設
事
務
所　

一
級
河
川　

青
木
川
放
水
路
（
新
川
水
系
）」
愛
知
県
、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/ichinom

iya-kensetsu/0000064572.
htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

愛�

知
県
Ｈ
Ｐ
「
七
月
十
四
日
及
び
八
月
十
八
日
の
豪
雨
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
生
じ
た

一
級
河
川
合
瀬
川
に
お
い
て
、
緊
急
に
河
川
改
修
を
実
施
し
ま
す
！
」
愛
知
県
、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/suisinhi-aise.htm

l

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
九
日
参
照

岩
倉
町
史
編
さ
ん
室
『
岩
倉
町
史
』（
丹
羽
郡
岩
倉
町
、
一
九
五
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
に
つ
い
て
」
大
口
町
）
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6267.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

春
日
村
史
編
集
委
員
会
『
春
日
村
史
』（
西
春
日
井
郡
春
日
村
、
一
九
八
八
年
）

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史
改
組
編
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所
、

一
九
七
五
年
）

近
田
文
弘
『
桜
の
樹
木
学
』（
株
式
会
社
技
術
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）

主
婦
の
友
社
『
日
本　

桜
の
名
所
一〇
〇
選
』（
株
式
会
社
主
婦
の
友
社
、
二
〇
一〇
年
）

高
木
大
宇
『
高
木
天
仙
作
品
集
「
鵞
楽
」』（
高
木
天
仙
、
一
九
八
二
年
）

平
井
信
二
『
木
の
大
百
科
』（
株
式
会
社
朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
）
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「
大
雨　

一
時
間
一
二
〇
ミ
リ　

小
牧
・
犬
山
氾
濫
や
家
屋
浸
水
」『
朝
日
新
聞
』（
二

〇
一
七
年
七
月
十
五
日
）、
社
会
面
（
一
四
版
）

「
五
条
川
上
流
域
市
町　

情
報
の
共
有
化
へ
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
七

年
十
月
六
日
）

「
昭
和
二
十
五
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
」（
大
口
村
、
一
九
五
一
年
）

「
昭
和
二
十
六
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
一
年
）

「
昭
和
二
十
七
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
二
年
）

「
昭
和
二
十
八
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
三
年
）

「
昭
和
二
十
八
年
度
丹
羽
郡
大
口
村
事
務
報
告
書
」（
大
口
村
、
一
九
五
三
年
）

「
昭
和
二
十
九
年
度
大
口
村
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
四
年
）

『
流
れ
遥
か
に　

福
玉
の
百
二
十
五
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
三
年
）

　
　
第
二
節

衆�

議
院
「
農
業
基
本
法
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_

housei.nsf/htm
l/houritsu/03819610612127.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日

参
照

農�

林
水
産
省
「
農
村
整
備
事
業
〈
公
共
〉」
農
林
水
産
省
、https://w

w
w
.m

aff.go.jp/
j/nousin/soum

u/yosan/R5_zentai/attach/pdf/R5_zentai-42.pdf

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

農�

林
水
産
省
「
農
村
政
策
を
中
心
と
し
た
戦
後
農
政
の
流
れ
」
農
村
振
興
局
（
二
〇
二

〇
年
五
月
十
九
日
）、https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/study/nouson_kentokai/
attach/pdf/farm

-village_m
eetting-3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

ｅ�-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」（
二
〇
二
二
年
六
月
十
七
日
）、https://elaw

s.e-gov.
go.jp/docum

ent?law
id=

350A
C
0000000067_20220617_5

04A
C0000000068

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

ｅ�-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
都
市
計
画
法
」（
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
六
日
）、https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=343A

C0000000100

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
九
日
参
照

「
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
明
日
を
夢
み
て
』（
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
、
一
九
九
七
年
）

　
　
第
三
節

犬�

山
市
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
九
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）

大�

口
町
「
都
市
計
画
法
に
よ
る
区
域
区
分
別
空
き
家
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
」
大
口

町
、https://w

w
w

.tow
n.oguchi.lg.jp/secure/9306/tokeihou_

akiyariyouhandan.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

株�
式
会
社
ド
ー
コ
ー
ボ
ウ
「
会
社
概
要
」
株
式
会
社
ド
ー
コ
ー
ボ
ウ
、http://w

w
w
.

docobo.co.jp/com
pany.htm

l#com
pany

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

公�

益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
「《
高
速
道
路
五
十
年
の
歩
み
》
第
二
章�

高
速
道
路

の
黎
明
期
―
名
神
・
東
名
の
時
代
」
公
益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
、https://
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w
w

w
.express-highw

ay.or.jp/P
ortals/0/im

ages/com
pany/

docum
ent/50th/07_50ayum

i2.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

税
庁
「
地
方
法
人
税
の
税
率
の
改
正
の
お
知
ら
せ
」
国
税
庁
、https://w

w
w
.nta.

go.jp/publication/pam
ph/hojin/chihou_hojin/01.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
九
日
参
照

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

内�

閣
府
「
第
二
章　

金
融
危
機
と
日
本
経
済
」
内
閣
府
、https://w

w
w
5.cao.go.jp/

j-j/w
p/w

p-je09/09b02010.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

農�

林
省
愛
知
統
計
調
査
事
務
所
『
愛
知
農
林
水
産
統
計　

昭
和
三
十
年
度
』（
愛
知
農

林
統
計
協
会
、
一
九
五
七
年
）

百
周
年
事
業
推
進
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
紡
織
の
あ
ゆ
み　

と
も
に
挑
む
新
た
な
百
年　

一

九
一
八-

二
〇
一
八
』（
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

米
川
明
彦
『
平
成
の
新
語
・
流
行
語
辞
典
』（
株
式
会
社
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
）

「
愛
知
県
公
報　

第
七
四
一
二
号
」（
愛
知
県
、
一
九
七
九
年
）

「
ア
ピ
タ
大
口
店　

二
十
三
日
オ
ー
プ
ン
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
八
年
十
月
十
七
日
、

近
郊
版
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

　
　
第
四
節

愛�

知
県
「
エ
コ�

モ
ビ
リ
テ
ィ�

ラ
イ
フ
推
進
表
彰
」
愛
知
県
、https://w

w
w
.pref.

aichi.jp/kotsu/ecom
obi/action/121002.htm

l#H
25

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九

日
参
照

犬�

山
市
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

大�

口
町
「
平
成
三
十
年
度　

施
政
方
針
」
大
口
町
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
八
日
）

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/5368.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

国�

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
「
国
道
四
一
号
名
濃
バ
イ
パ
ス　

改
築
事
業
」
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
、https://w

w
w
.

cbr.m
lit.go.jp/aikoku/project/route41/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

国�

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
「
国
道
四
一
号
名
濃
バ
イ
パ
ス
【
横

内
西
交
差
点
〜
新
宮
二
丁
目
交
差
点
】
12
月
21
日
よ
り
昼
間
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
」
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
（
二
〇
一
八�

年
十

一
月
二
十
七
日
）、https://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/kisya/2018/11/1138.pdf

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

衆�

議
院
「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.

go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm
l/housei/20120200527031.htm

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

名�

古
屋
鉄
道
株
式
会
社
広
報
宣
伝
部
『
名
古
屋
鉄
道
百
年
史
』（
名
古
屋
鉄
道
株
式
会

社
、
一
九
九
四
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

「
愛
知
県
公
報
」（
愛
知
県
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

「
名
高
速　

小
牧
北
入
口
が
開
通
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
五
日
、
県

内
版　

一
九
面
）

『
西
枇
杷
島
百
年
歴
史
紀
行
』（
西
枇
杷
島
町
制
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九

八
九
年
）

『
平
成
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
平
成
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
平
成
十
七
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

「
南
仮
駅
舎
が
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
五
年
十
二
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
名
鉄
柏
森
駅　

橋
上
化
が
完
了
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
二

十
四
日
）

　
　
第
五
節

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、https://group.ntt/jp/group/

history/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
端
末
機
器
の
形
態
の
推
移
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、https://w

w
w
.

ntt-w
est.co.jp/tekigou/kensatow

a/1-1.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一月
十
日
参
照

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
東
日
本
「（
参
考
一
）
加
入
電
話
の
施
設
設
置
負
担
金
の
変
遷
」、https://

w
w
w
.ntt-east.co.jp/databook/pdf/2022_33-11.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

北�

川
高
嗣
・
須
藤
修
・
西
垣
通
・
浜
田
純
一
・
吉
見
俊
哉
・
米
本
昌
平
『
情
報
学
事

典
』（
株
式
会
社
弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、一九
八
八
年
）

衆�

議
院
「
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
」
衆
議
院
（
一
九
五
七
年
六
月
一
日
）、

https://w
w

w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm

l/
houritsu/02619570601152.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

総�

務
省
「
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.
go.jp/hakusho-kids/life/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

総�

務
省
「
昭
和
五
〇
年
版�

通
信
白
書
」
総
務
省
（
一
九
七
五
年
十
二
月
）、https://

w
w

w
.soum

u.go.jp/johotsusintokei/w
hitepaper/ja/s50/htm

l/
s50a01020202.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

ナ�

イ
セ
ン
テ
レ
ワ
ー
ク
「
専
門
用
語
集
」
ナ
イ
セ
ン
テ
レ
ワ
ー
ク
、https://naisen-

telew
ork.jp/glossary/analog-line/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

日�

本
郵
政
「
郵
政
民
営
化
法
の
改
正
で
こ
う
な
る
」
日
本
郵
政
、https://w

w
w
.

japanpost.jp/corporate/m
ilestone/privatization/index02.htm

l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
日
参
照

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
愛
知
県
統
計
年
鑑　

昭
和
三
十
六
年
刊
行
』（
愛
知
県
、
一
九
六
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
六
九
八
年
）

「
大
口
町
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
Ｉ
Ｐ
電
話
」
共
同
実
験
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年

一
月
二
十
四
日
、
近
郊
版
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

「
き
ょ
う
か
ら
二
ケ
タ
局
番
に
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
六
年
三
月
十
九
日
、
近
郊
版
）

　
　
第
六
節

愛�

北
広
域
事
務
組
合
「
組
合
の
沿
革
」
愛
北
広
域
事
務
組
合
、http://w

w
w
.aihoku-

kouiki.jp/gaiyou3.php
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
〇
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

小�

島
紀
徳
・
島
田
荘
平
・
田
村
昌
三
・
似
田
貝
香
門
・
寄
本
勝
美
『
ご
み
の
百
科
事

典
』（
丸
善
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
）

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
愛
知
県
営
水
道　

工
業
用
水
道
五
十
年
史
』（
愛
知
県
企
業
庁
、
二
〇
一
二
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

「
尾
張
北
部
地
域
第
一
小
ブ
ロ
ッ
ク　

ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
」（
江
南
丹
羽
環
境

管
理
組
合
、
二
〇
〇
九
年
）

「
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
〇
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
二
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

「
五
条
川
左
岸
流
域
下
水
道
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
愛
知
県
）

「
五
条
川
右
岸
流
域
下
水
道
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
愛
知
県
）

「
ご
み
処
理
計
画　

改
訂
版
」（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

「
ご
み
処
理
計
画　

改
訂
版
」（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

「
循
環
型
社
会
の
先
進
地
区　

大
口
町
河
北
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
五

年
一
月
二
十
九
日
）

『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
ビ
ジ
ョ
ン　

二
〇
一
九-

二
〇
二
八
』（
丹
羽
広
域
事
務
組

合
、
二
〇
一
九
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

「
平
成
十
四
年
三
月
第一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、二
〇
〇
二
年
）

「
平
成
二
十
五
年
度
決
算
審
査
資
料
」（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
、
二
〇
一
四
年
）

「
来
月
か
ら
供
用
開
始　

大
口
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
三

月
二
十
八
日
、
近
郊
版
）

『
令
和
元
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
九
年
）

「
令
和
三
年
度
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
施
設
の
概
要
」（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
、

二
〇
二
二
年
）

『
令
和
三
年
度
水
道
事
業
年
報
』（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
、
二
〇
二
二
年
）

「
令
和
四
年
度
愛
知
の
下
水
道
（
資
料
編
）」（
愛
知
県
建
設
局
下
水
道
課
、二
〇
二
三
年
）
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第
三
章

　
　
第
一
節

愛
知
県
警
察
史
編
集
委
員
会
『
愛
知
県
警
察
史
』（
愛
知
県
警
察
本
部
、
一
九
七
五
年
）

愛�

知
県
消
防
協
会
史
編
集
委
員
会
『
愛
知
県
消
防
協
会
史
』（
愛
知
県
消
防
協
会
、
一

九
八
五
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
役
所
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九
七

四
年
）

愛�

知
県
「
愛
知
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」
愛
知
県
（
二
〇
〇
八
年
三
月
三
十
一
日
）、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/uploaded/attachm

ent/9509.pd

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
三
日
参
照

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

尾�

張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
「
経
緯
」
尾
張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
、

http://nakakita-shirei.jp/circum
stances.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日

参
照

総�

務
省
消
防
庁
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
等
の一部
改
正
」
総
務
省
消
防
庁
（
二
〇一四
年

二
月
七
日
）、https://w

w
w
.fdm

a.go.jp/pressrelease/houdou/assets/260207_

　

1houdou_01_houdoushiryou.pdf

、
二
〇
二
三
年
一一月
十
三
日
参
照

総�

務
省
消
防
庁
「
消
防
団
の
歴
史
」
総
務
省
消
防
庁
、https://w

w
w
.fdm

a.go.jp/
relocation/syobodan/about/hisutory/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

内�

閣
府
防
災
情
報
「
災
害
対
策
基
本
法
の
概
要
」
内
閣
府
、https://w

w
w
.bousai.

go.jp/taisaku/pdf/090113saitai.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

『
愛
知
県
公
報　

第
八
八
七
号
別
冊
』（
愛
知
県
、
一
九
九
四
年
）

「
大
口
交
番　

開
所
式
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
二
二
年
一
月
十
八
日
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

「
豪
雨
被
害　

各
地
で
申
告
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
三
日
、
近
郊
版
）

「
交
通
安
全
の
町　

大
口
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
八
六
年
四
月
五
日
）

「
交
通
少
年
団
が
発
足
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
五
年
五
月
十
五
日
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
三
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

「
災
害
発
生
時
の
情
報
を
配
信
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十

六
日
）

「
親
し
ま
れ
る
派
出
所
に　

大
口
派
出
所　

始
動
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九

八
八
年
四
月
三
十
日
）

『
消
防
年
報　

令
和
四
年
版
』（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
、
二
〇
二
三
年
）

『
昭
和
六
十
年
度
〜
平
成
元
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、

一
九
八
六
年
〜
一
九
九
〇
年
）
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「
設
立
二
十
周
年
の
丹
羽
消
防
組
合
」『
尾
北
ホ
ー
ムニュー
ス
』（
一九
九
五
年
十
月
七
日
）

『
第
二
次
四
十
九
―
五
十
三
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、（
一
九
七
三
年
）

「
短
時
間
に
局
地
的
豪
雨
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日
、
朝
刊
、
一
面
）

「
豊
明
市
と
大
口
町
全
国
大
会
へ
出
場
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
五
日
）

『
平
成
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
第
七
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
、二
〇一八
年
）

『
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

「
平
成
三
十
年
九
月
第
七
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

「
無
事
故
の
誓
い
胸
に
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
九
年
十
二
月
十
二
日
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
」
愛
知
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、http://w

w
w
.aichi-kouiki.jp/iryou/index.htm

l
、
二

〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

井�

戸
美
枝
『
二
〇
二
一
年
度
介
護
保
険
の
改
正　

早
わ
か
り
ガ
イ
ド
』（
株
式
会
社
日

本
実
業
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

香
取
照
幸
『
教
養
と
し
て
の
社
会
保
障
』（
東
洋
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
）

権�

丈
善
一
・
権
丈
英
子
『
も
っ
と
気
に
な
る
社
会
保
障　

歴
史
を
踏
ま
え
未
来
を
創
る

施
策
編
』（
株
式
会
社
勁
草
書
房
、
二
〇
二
二
年
）

公�

益
財
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
は
」
公
益
財
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
、https://zsjc.
or.jp/about/about_02.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

公�

益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
「
沿
革
」
公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
、

https://w
w
w
.shigotozaidan.or.jp/outline/history.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
四
日
参
照

厚�

生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
」
厚
生
労
働
省
、https://

w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.htm

l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

厚�

生
労
働
省
『
令
和
三
年
版　

厚
生
労
働
省
白
書
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

社
会
保
障
―
』（
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
二
一
年
）

庄�

司
洋
子
・
木
下
康
仁
・
武
川
正
吾
・
藤
村
正
之
『
福
祉
社
会
事
典
』（
株
式
会
社
弘

文
堂
、
一
九
九
九
年
）

全�

国
社
会
福
祉
協
議
会
「
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）」
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
二

〇
二
一
年
八
月
二
日
）、https://w

w
w
.shakyo.or.jp/bunya/shakyo/70th/

index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

全�

国
社
会
福
祉
協
議
会
「
全
社
協
の
あ
ゆ
み
」
全
校
社
会
福
協
議
会
、https://w

w
w
.

shakyo.or.jp/tsuite/gaiyo/history/chronology.htm
l#linkj04

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
十
三
日
参
照

日�
本
介
護
福
祉
学
会
事
典
編
集
員
会
『
介
護
福
祉
学
事
典
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
四
年
）

ミ�

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
編
集
部
『
社
会
福
祉
小
六
法
二
〇
二
〇
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
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結�
城
康
博
・
河
村
秋
・
大
津
唯
『
わ
か
り
や
す
い　

社
会
保
障
制
度　

〜
は
じ
め
て
福

祉
に
携
わ
る
人
へ
〜
』（
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
八
年
）

若�

林
美
佳
『
図
解　

福
祉
の
法
律
と
手
続
き
が
わ
か
る
事
典
』（
株
式
会
社
三
修
社
、

二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
の
福
祉　

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
三
十
五
年
史
』（
社
会
福
祉
法
人　

愛
知

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
九
八
七
年
）

『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画　

第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

『
大
口
町
障
害
者
福
祉
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
大
口
町
障
害
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
町
の
保
健
』
平
成
七
〜
平
成
十
一
年
度
（
大
口
町
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）

『
健
康
お
お
ぐ
ち
21
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
健
康
お
お
ぐ
ち
21　

第
二
次
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
総
合
的
に
支
援
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
一
年

一
月
二
十
九
日
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業　

運
営
の
手
引
き
』（
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
）

『
第
三
期
大
口
町
障
害
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
第
五
期
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

「
特
養
老
人
ホ
ー
ム　

御
桜
乃
里
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
五
五
年
三
月
四
日
、
近

郊
版
）

『
法
人
設
立
二
十
周
年
記
念
誌　

軌
跡　

〜
新
た
な
一
歩
へ
〜
』（
大
口
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
二
〇
〇
七
年
）

『
法
人
設
立
三
十
周
年
記
念
誌　

社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
』（
大
口

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
〇
一
七
年
）

『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』
平
成
十
二
〜
令
和
三
年
度
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
二
二
年
）

「
一
コ
イ
ン
家
事
援
助
好
評
」『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
一
一
年
二
月
三
日
）

　
　
第
四
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編
下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

岩�

波
書
店
編
集
部
『
近
代
日
本
総
合
年
表　

第
四
版
』（
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
一
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、一九
八
八
年
）

庄�

司
洋
子
・
木
下
康
仁
・
武
川
正
吾
・
藤
村
正
之
『
福
祉
社
会
事
典
』（
株
式
会
社
弘

文
堂
、
一
九
九
九
年
）

文�

部
科
学
省
「
生
涯
学
習
振
興
の
経
緯
等
に
つ
い
て
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.

m
ext.go.jp//content/20210602-m

xt_syogai03-15653_2.pdf

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
四
日
参
照

文�
部
科
学
省
「
第
七
節　

社
会
教
育
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.m

ext.go.jp/
b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1318266.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
四
日
参
照

Ｎ�

Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
団
体
概
要
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ル
大
口
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、https://w

w
w
.w

ill-oguchi.com
/club-overview

/

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

『
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
三
十
五
周
年
記
念　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
団
体
要

覧
』（
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
、
二
〇
一
一
年
）

『
公
民
館
の
實
態
』（
大
口
村
公
民
館
、
一
九
五
二
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
大
口
体
協
四
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
体
育
協
会
、
二
〇
〇
三
年
）

『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
大
口
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
二
〇
一

〇
年
）

『
大
口
老
連
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
一
九
九
一
年
）

『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は
」』（
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
二
〇
二
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
九
年
四
月
十
一
日
、
近
郊
版
）

『
第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
第
四
九
回
国
民
体
育
大
会　

大
口
町
実
行
委
員
会
第
３
回
総
会
』（
第
49
回
国
民
体

育
大
会
大
口
町
実
行
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）

『
第
四
九
回
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』（
第
49
回
国
民
体
育
大
会
扶
桑
町
実
行
委
員
会
、

一
九
九
五
年
）

「
文
化
財
収
蔵
庫
が
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
七
年
二
月
四
日
、
近
郊
版
）

『
平
成
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

「
令
和
四
年
度
版　

図
書
館
年
報
」（
大
口
町
立
図
書
館
、
二
〇
二
二
年
）

　
　
第
五
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

ま�

ち
ね
っ
と
大
口
「
運
営
団
体
「
ま
ち
ね
っ
と
大
口
」
に
つ
い
て
」
ま
ち
ね
っ
と
大

口
、https://m

achinetoguchi.com
/guide/m

achinet/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
四
日
参
照

『
新
た
な
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
』（
大
口
町
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
会
、
二
〇
一
一
年
）

『
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
』（
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
検
討

委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）

「
校
内
ビ
オ
ト
ー
プ
が
全
国
大
会
で
優
秀
賞
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十

五
日
、
近
郊
版
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
二
年
）

『
昭
和
五
十
九
〜
平
成
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、

一
九
八
五
〜
二
〇
〇
一
年
）

『
第
六
次
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
―
共
に
生
き
共
に
輝
く
ま
ち
―
お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』（
大
口
町
、
二
〇

〇
三
年
）

『
二
〇
二
〇
年
ミ
ニ
町
勢
要
覧
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
平
成
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
ま
ち
の
財
布　

平
成
二
十
年
度
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

　
　
第
六
節

議�

会
だ
よ
り
編
集
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

特
別
号
』（
大
口
町
議
会
、
二
〇

一
五
年
）

議�

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

N
o

一
五
五
』（
大
口
町
議
会
、

二
〇
〇
五
年
）

議�

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

N
o

一
八
二
』（
大
口
町
議
会
、

二
〇
一
〇
年
）

「
令
和
四
年
度　

議
会
の
概
要
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
二
二
年
）

　
第
四
章

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
大
口
町
の
保
健
』
平
成
七
〜
平
成
十
一
年
度
（
大
口
町
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）

『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』
平
成
十
二
〜
令
和
三
年
度
（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
二

二
年
）

　
　
第
二
節

井�

上
明
美
「
日
本
の
保
育
観
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
と
ら
え
る
保
育
」『
花
園
大
學
社
会

福
祉
学
部
研
究
紀
要　

第
二
八
号
』（
二
〇
二
〇
年
）

岩�

倉
幼
稚
園
「
教
育
方
針
」
岩
倉
幼
稚
園
、http://iw

akurakinder.sakura.ne.jp/
policy.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
幼
稚
園
「
大
口
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」
大
口
幼
稚
園
、http://

oguchi-hp.sakura.ne.jp/index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

政�

府
統
計
の
総
合
窓
口�

ｅ-

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
「
学
校
基
本
調
査　

幼
稚
園　

都
道
府
県
別

学
校
数
」、https://w

w
w
.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&

layout=d
atalist&

toukei=00400001&
tstat=000001011528&

cycle=0&
tclass1=0000

01161251&
tclass2=000001161406&

tclass3=000001161407&
tclass4=0000

01161409&
cycle_facet=tclass1&

tclass5val=0

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五

日
参
照

内�

閣
府
「
少
子
化
対
策
の
現
状
（
第
一
章
二
）」
内
閣
府
、https://w

w
w
8.cao.

go.jp/shoushi/shoushika/w
hitepaper/m

easures/w
-2022/

r04w
ebhonpen/htm

l/b1_s1-1-2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照
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内�
閣
府
「
よ
く
わ
か
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」」
内
閣
府
、https://w

w
w
8.

cao.go.jp/shoushi/shinseido/sukusuku.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日

参
照

文�

部
科
学
省
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.m

ext.
go.jp/a_m

enu/kokusai/jidou/m
ain4_a9.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日

参
照

文�

部
科
学
省
「
幼
稚
園
教
育
要
領
（
平
成
元
年
三
月
）」
文
部
科
学
省
、https://

w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/old-cs/1322225.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
五
日
参
照

ラ�

・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
「
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」
ラ
・

モ
ー
ナ
幼
稚
園
、http://lam

onakinder.sakura.ne.jp/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

　
　
第
三
節

一�

般
財
団
法
人
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
『
学
校
教
育
の
戦
後
七
十
年
史
』（
株
式
会

社
小
学
館
、
二
〇
一
六
年
）

学�

制
百
年
史
編
集
委
員
会
「
学
級
編
制
基
準　

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制

お
よ
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
制
定
」
文
部
科
学
省
、ttps://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317804.htm

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

文�

教
科
学
委
員
会
調
査
室�

戸
田
浩
史
「「
ゆ
と
り
教
育
」
見
直
し
と
学
習
指
導
要
領
の

在
り
方
」
参
議
院
、https://w

w
w
.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/

rippou_chousa/backnum
ber/2009pdf/20090801065.pdf

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
十
五
日
参
照

「
安
全
運
動
に
一
丸
の
大
口
北
交
通
少
年
団　

県
警
本
部
長
か
ら
表
彰
」『
中
日
新
聞
』

（
一
九
九
〇
年
四
月
七
日
、
近
郊
版
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
大
口
町
立
大
口
中
学
校　

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
、
一
九
九
七
年
）

『
大
口
町
立
大
口
中
学
校　

創
立
六
十
一
周
年
記
念
誌
』（
創
立
六
十
一
周
年
記
念
誌

事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）

『
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校　

創
立
二
十
三
周
年
記
念
』（
大
口
町
立
大
口
北
部
中

学
校
、
二
〇
〇
八
年
）

『
開
校
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校
、
一
九
九
五
年
）

『
開
校
十
周
年
記
念　

―
開
校
十
年
の
あ
ゆ
み
―
』（
大
口
西
小
学
校
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
七
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

『
姉
妹
校
交
歓
会
五
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
南
小
学
校
、
一
九
九
〇
年
）

「
新
校
舎
と
屋
内
運
動
場
が
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
二
年
三
月
三

十
一
日
）

『
新
生
大
口
中
学
校
検
討
経
緯　

〜
明
日
の
学
校
づ
く
り
各
部
会
検
討
の
経
緯
〜
』（
大

口
町
立
大
口
中
学
校
・
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校
、
二
〇
〇
八
年
）

『
平
成
十
六
年
度
当
初
予
算　

予
算
の
重
点
施
策
の
概
要
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
四
年
）

『
平
成
二
十
年
度
当
初
予
算　

予
算
の
重
点
施
策
の
概
要
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
八
年
）

『
令
和
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
令
和
三
〜
五
年
度　

当
初
予
算
予
算
参
考
資
料
』（
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一

〜
二
〇
二
三
年
）

『
六
三
学
制　

小
中
学
校
七
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
一
八
年
）
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第
五
章

　
　
第
一
節

総�

務
省
統
計
局
「
国
勢
調
査
の
あ
ゆ
み
」
総
務
省
統
計
局
、https://w

w
w
.stat.

go.jp/data/kokusei/2015/kouhou/ayum
i.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五

日
参
照

　
　
第
二
節

一�

般
財
団
法
人
日
本
工
作
機
械
工
業
会
「
工
作
機
械
に
つ
い
て
」
一
般
財
団
法
人
日
本

工
作
機
械
工
業
会
、https://w

w
w
.jm

tba.or.jp/m
achine

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

税
庁
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
税
制
改
正
」
国
税
庁
、https://w
w
w
.nta.go.jp/about/

organization/ntc/sozei/shiryou/library/19.htm
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

国�

税
庁
「
地
方
法
人
税
の
税
率
の
改
正
の
お
知
ら
せ
」
国
税
庁
、https://w

w
w
.nta.

go.jp/publication/pam
ph/hojin/chihou_hojin/01.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

国�

立
公
文
書
館
「
地
方
自
治
法
」
国
立
公
文
書
、https://w

w
w
.archives.go.jp/

ayum
i/kobetsu/s22_1947_04.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

国�

立
国
家
愛
図
書
館
「
第
五
章　

憲
法
の
施
行
」
国
立
国
会
図
書
館
、https://w

w
w
.

ndl.go.jp/constitution/gaisetsu/05gaisetsu.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

財�

務
省
「
地
方
交
付
税
の
財
源
は
何
で
す
か
」
財
務
省
（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
九

日
）、https://w

w
w
.m

of.go.jp/faq/budget/01ai.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
七
日
参
照

財�

務
省
「
法
人
課
税
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
」
財
務
省
、https://w

w
w
.m

of.go.jp/
tax_policy/sum

m
ary/corporation/c01.htm

、二
〇
二
三
年
十一月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
」
総
務
省
、https://

w
w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.
go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/150790_18.htm
l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
交
付
税
率
の
変
遷
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000874391.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
自
治
制
度
の
歴
史
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

sosiki/jichi_gyousei/bunken/history.htm
l

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
自
治
と
地
方
税
財
政
制
度
七
十
年
の
変
遷
と
今
後
の
展
望
」
総
務
省
、

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000562286.pdf

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
消
費
税
」
総
務
費
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/149767_14.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
譲
与
税
の
概
要
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000320200.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
都
市
計
画
税
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/150790_16.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

内
閣
府
「
消
費
税
の
歴
史
」
内
閣
府
、https://w

w
w
.cao.go.jp/zei-cho/history/

　

1996-2009/gijiroku/soukai/2004/pdf/kiso_b22a3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照
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扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

法�
令
用
語
研
究
会　

代
表　

岩
尾
信
行
『
有
斐
閣
法
律
用
語
辞
典
』（
株
式
会
社
有
斐

閣
、
二
〇
二
〇
年
）

文�

部
科
学
省
「
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.

m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/zyosei/taishin/index.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

　
第
六
章

　
　
第
一
節

厚�

生
労
働
省
「
産
業
社
会
の
変
化
と
勤
労
者
生
活
」
厚
生
労
働
省
、https://w

w
w
.

m
hlw

.go.jp/w
p/hakusyo/roudou/10/dl/02-1.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

国�

土
交
通
省
「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
国
土
交
通

省
、https://w

w
w
.m

lit.go.jp/seisakutokatsu/freight/gaiyou.pdf

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

「
ア
ピ
タ
大
口
店
二
十
三
日
オ
ー
プ
ン
」（
一
九
九
八
年
十
月
十
七
日
、
近
郊
版
）

「
価
格
競
争
に
拍
車
…
競
合
店
は
警
戒　

大
型
店
あ
す
開
店
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九

五
年
十
一
月
二
十
二
日
、
近
郊
版
）

「
店
舗
目
面
積
五
四
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
二
十
四
日
オ
ー
プ
ン
」『
中
日
新
聞
』（
一
九

八
七
年
六
月
十
六
日
、
尾
張
版
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
編
四　

近
世一』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
九　

現
代
』（
愛
知
県
、二
〇
二
〇
年
）

愛
知
の
稲
編
さ
ん
会
『
愛
知
の
稲
』（
愛
知
県
、
一
九
九
一
年
）

愛
知
県
総
務
部
消
防
防
災
課
『
愛
知
県
災
害
誌
』（
愛
知
県
、
一
九
八
二
年
）

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

大
口
町
総
務
部
秘
書
企
画
課
『
大
口
町
総
合
計
画　
一九
七
九
→
一九
八
四
』（
大
口
町
）

東�

海
農
政
局
統
計
情
報
『
第
二
〇
次
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』（
愛
知
農
林
統
計
協

会
、
一
九
七
三
年
）

中�

村
恵
二
『
図
解
入
門
業
界
研
究　

最
新
農
業
の
動
向
と
し
く
み
が
よ
〜
く
わ
か
る
本

［
第
二
版
］』（
株
式
会
社　

秀
和
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
二
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

農�

林
環
境
調
査
室��

中
渡
明
弘
「
米
の
生
産
調
整
政
策
の
経
緯
と
動
向
」
国
立
国
会
図

書
館
、https://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_3050297_po_071703.

　

pdf?contentN
o=1

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

農�

林
環
境
調
査
室��

中
渡
明
弘
「
米
の
生
産
調
整
政
策
の
経
緯
と
見
直
し
問
題
」
国
立

国
会
図
書
館
、https://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_1000534_po_

　
0659.pdf?contentN

o=1

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

農�
林
中
金
総
合
研
究
所
「
畜
産
環
境
問
題
の
現
状
と
課
題
」
農
林
中
金
総
合
研
究
所
、

https://w
w
w
.nochuri.co.jp/report/pdf/n9909re3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
二
十
日
参
照

山�

口
竜
也
・
堀
田
貢
太
郎
・
田
之
口
正
隆
『
デ
ー
タ
と
地
図
で
見
る　

日
本
の
農
業
一　

農
業
一
米
づ
く
り
』（
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一
四
年
）
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『
第
一
一
次
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』（
農
林
省
愛
知
統
計
調
査
事
務
所
、一
九
六
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

　
　
第
三
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
九
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

岡�

野
進
『
十
五
才
か
ら
身
に
つ
け
る
経
済
リ
テ
ラ
シ
ー
』（
朝
日
学
生
新
聞
社
、二
〇一七
年
）

百
周
年
事
業
推
進
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
紡
織
の
あ
ゆ
み　

と
も
に
挑
む　

新
た
な
百
年
』

（
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）

南�

英
世
の
政
治
・
経
済
学
講
義
ノ
ー
ト
「
戦
後
日
本
経
済
論
」（
二
〇
二
二
年
二
月
）、

http://hom
epage1.canvas.ne.jp/m

inam
ihideyo/note-sengonihonkeizairon.

htm

、
二
〇
二
三
年
十一月
二
十
日
参
照

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

　
　
第
四
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、

一
九
九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
八
五
年
）

『
愛
知
県
商
工
会
三
十
年
史
』（
愛
知
県
商
工
会
連
合
会
、
一
九
九
一
年
）

衆�

議
院
「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.

go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm
l/houritsu/03419600520089.htm

、
二

〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

消�

費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
「
消
費
者
問
題
年
表
（
一
九
四
六
年
〜
二
〇
二
二

年
）」
消
費
者
庁
（
二
〇
二
二
年
六
月
十
四
日
）、https://w

w
w
.caa.go.jp/

policies/future/topics/m
eeting_010/m

aterials/assets/furure_caa_
cm

s201_220624_00.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び
付
属
資
料　

平
成
六
〜
平
成
二
十
七
年
度
』（
大
口

町
、
一
九
九
五
〜
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
二
月
号
』（
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
）

『
予
算
に
関
す
る
説
明
書　

平
成
二
十
五
〜
平
成
二
十
七
年
度
』（
大
口
町
、二
〇一三
〜
二

〇一五
年
）

第
三
編

　
第
一
章

　
　
第
一
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
第
十
二
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
一
年
）

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）

日�
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
『
日
本
国
語
大
辞

典
第
二
版
第
十
一
巻
』（
株
式
会
社
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　
第
二
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一
九
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九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
〇
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
代
編
』（
江
南
市
、
一
九
八
八
年
）

参�

議
院
法
制
局
「
国
民
の
祝
日
」
参
議
院
法
制
局
二
〇
二
〇
年
四
月
）、https://

houseikyoku.sangiin.go.jp/colum
n/colum

n037.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
三
日
参
照

「
尾
北
聖
苑
の
造
成
着
工
」『
中
日
新
聞
』（一九
八
七
年
六
月
二
十
四
日
、
朝
刊
、
近
郊
版
）

　
　
第
三
節

石�

田
久
・
杉
田
昌
平
『
外
国
人
住
民
の
生
活
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』（
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、

二
〇
二
〇
年
）

井
上
裕
務
『
激
動
の
平
成
史
』（
株
式
会
社
洋
泉
社
、
二
〇
一
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
、
二

〇
〇
六
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

厚�

生
省
児
童
家
庭
局
長
「
特
別
保
育
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
（
一
九
九
五
年
四
月
二
十
五
日
）、https://w

w
w
.ipss.go.jp/

publication/j/shiryou/no.13/data/shiryou/syakaifukushi/688.pdf

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

厚�

生
労
働
省
「
帰
国
支
援
を
受
け
た
日
系
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」　

厚
生
労
働
省
、

（
二
〇
一
三
年
九
月
）、https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/houdou/0000024158.

htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
四
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

首�

相
官
邸
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
（
改
訂
）
の
概

要
」、（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
日
）https://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

gaikokujinzai/kaigi/pdf/taiosaku_kaitei_gaiyou.pdf�

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
三
日
参
照

総�

務
部
政
策
推
進
課
『
み
ん
な
で
進
め
る
自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り　

第
七
次
大
口

町
総
合
計
画
二
〇
一
六-

二
〇
二
五
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

谷
田
貝
公
昭
『
改
訂
新
版
保
育
用
語
辞
典
』（
株
式
会
社
一
藝
社
、
二
〇
一
九
年
）

辻�

正
次
・
竹
内
信
仁
・
柳
原
光
芳
『
経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、二
〇一九
年
）

福�

玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
『
流
れ
遥
か
に
―
福
玉
の
百
二
十
五
年
―
』（
福
玉
精
穀
倉

庫
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

　
　
第
四
節

一�

般
社
団
法
人
全
国
カ
ラ
オ
ケ
事
業
者
協
会
「
カ
ラ
オ
ケ
歴
史
年
表
」、https://

w
w
w
.karaoke.or.jp/03nenpyo/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
公
民
館
『
公
民
館
の
実
態
』（
大
口
村
公
民
館
、
一
九
五
二
年
）

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
二
一
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
六
日
、
朝
刊　

近

郊
版
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
八
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
八
年
）

「
区
民
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ムニュー
ス
（
一九
九
七
年
三
月
二
十
二
日
）

「
一
二
チ
ー
ム
が
熱
戦
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
五
月
三
十
日
、
朝
刊　

近
郊
版
）

「
町
民
の
交
流
と
親
ぼ
く
の
場
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
九
年
八
月
七
日
）

「
初
優
勝
は
大
屋
敷
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
六
月
六
日
、
朝
刊　

近
郊
版
）

　
　
第
五
節

愛�

知
県
教
育
委
員
会
編
さ
ん
事
務
局
『
愛
知
県
教
育
史
第
五
巻
』（
愛
知
県
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
六
年
）

愛�

知
県
公
立
高
等
学
校
長
会
『
愛
知
県
高
校
教
育
六
十
年
』（
愛
知
県
公
立
高
等
学
校

長
会
、
二
〇
〇
八
年
）

川
勝
泰
介
『
よ
く
わ
か
る
児
童
文
化
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）

谷
田
貝
公
昭
『
図
説
子
ど
も
事
典
』（
株
式
会
社
一
藝
社
、
二
〇
一
九
年
）

『
学
年
誌
が
伝
え
た
子
ど
も
文
化
史
【
昭
和
四
十
〜
四
十
九
年
編
】』（
小
学
館
、
二
〇

一
八
年
）

『
学
年
誌
が
伝
え
た
子
ど
も
文
化
史
【
昭
和
五
十
〜
六
十
四
年
編
】』（
小
学
館
、
二
〇

一
八
年
）

　
第
二
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

渋�

井
康
弘
「
鷹
来
工
廠
と
私
た
ち
」（『
名
城
大
学
経
済
・
経
済
学
会
会
報
』
第
77
号
所

収
、
二
〇
一
九
年
）

「
農
林
省
農
村
計
畫
委
員
會
の
標
準
農
村
設
定
要
綱
の
決
定
」（『
人
口
問
題
研
究
四
』

所
収
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
一
九
四
三
年
）

　
第
三
章

　
　
第
一
節

愛
知
県
神
社
庁
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』（
名
古
屋
・
愛
知
県
神
社
庁
、
一
九
九
二
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
中
地
域
自
治
組
織
『
余
野
神
社
の
あ
ゆ
み
』（
二
〇
二
〇
年
）

大��

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、一九
九
九
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

岡�

田
荘
司
・
笹
生　

衛
『
事
典　

神
社
の
歴
史
と
祭
り
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
八
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
七
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

三
橋
建
『
カ
ラ
ー
図
鑑
イ
チ
か
ら
知
り
た
い
！
』（
株
式
会
社
西
東
社
、
二
〇
一
九
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）
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第
二
節

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
一
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

「
全
焼
の
本
堂
な
ど
祈
願
の
再
建
完
成
」『
中
日
新
聞
朝
刊
、
近
郊
版
、
一
九
九
八
年
十

月
二
十
三
日
）

　
第
四
章

　
　
第
一
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九

八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
五
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

加�

藤
友
康
・
高
埜
利
彦
・
長
沢
利
明
・
山
田
邦
明
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
株
式
会
社

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

「
虫
送
り
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
十
三
日
）

　
　
第
三
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九

八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
お
お
ぐ
ち
の
む
か
し
ば
な
し
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
〇
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

加�

藤
友
康
・
高
埜
利
彦
・
長
沢
利
明
・
山
田
邦
明
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
株
式
会
社

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

福�

田
ア
ジ
オ
・
新
谷
尚
紀
『
日
本
民
族
大
辞
典　

下
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
）

　
第
五
章

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
四
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）

　
第
二
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九
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八
五
年
）

岩
倉
市
史
編
集
委
員
会
『
岩
倉
市
史
』（
岩
倉
市
、
一
九
八
五
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
二
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
〇
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
八
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
七
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
十
一
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇
年
）

椎
野
八
束
『
別
冊
歴
史
読
本
』（
株
式
会
社
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
）

太�

平
洋
戦
争
研
究
会『
日
本
陸
軍
将
官
総
覧
』（
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、二
〇一〇
年
）

鳥
海
靖
『
歴
代
内
閣
・
首
相
事
典
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

秦�

郁
彦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』（
一般
社
団
法
人
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
五
年
）

平
和
町
誌
編
纂
委
員
会
『
平
和
町
誌
』（
平
和
町
、
一
九
八
二
年
）

　
第
六
章

　
　
第
一
節

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、一九
九
九
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
資
料
館
年
報
二　

平
成
十
一
年
度
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　
第
二
節

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会『
愛
知
県
史　

通
史
編　

九　

現
代
』（
愛
知
県
、二
〇
二
〇
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九

九
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
一
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
二
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
七
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
資
料
館
年
報
二　

平
成
十
一
年
度
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
一
年
）

株�

式
会
社
イ
ビ
ソ
ク
名
古
屋
支
店
『
犬
山
城
跡
第
六
・
七
次
発
掘
調
査
報
告
書
』（
犬

山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年
）

　
第
七
章

愛�

知
県
『
愛
知
県
庁
本
庁
舎　

本
庁
舎
解
説
』
愛
知
県
（
二
〇
二
三
年
九
月
十
九
日
更

新
）、（https://w

w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/zaisan/honchokaisetsu.htm

l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

愛
知
県
議
会
事
務
所
『
愛
知
県
議
会
史　

第
八
巻
』（
愛
知
県
議
会
、
一
九
七
一
年
）

愛
知
銀
行
総
合
企
画
部
『
愛
知
銀
行
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
愛
知
銀
行
、
二
〇
一一年
）

愛�

知
県
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
編
纂
員
会
『
角
川
日
本
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』（
株

式
会
社
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
教
育
会
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九

七
四
年
）

愛�

知
県
美
術
館
『
作
家
デ
ー
タ
＆
作
品
一
覧
』（http://jm

apps.ne.jp

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
五
日
参
照
）

槙�
村
一
世
『
地
域
の
繁
栄
と
と
も
に
中
央
相
互
銀
行
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
中
央
相

互
銀
行
、
一
九
八
五
年
）

大
池
晴
嵐
『
大
池
晴
嵐　

巻
頭
言
集
』（
財
団
法
人
晴
嵐
館
、
一
九
九
二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
・
町
長
公
室
・
秘
書
企
画
課
『
第
五
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
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九
六
年
）

大�
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
三　

仙
田
半
畊
』（
大

口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
四　

酒
井
椿
渓
』（
大

口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
六　

前
田
曎
』（
大
口

町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

社
史
編
纂
委
員
会
『
シ
ヤ
チ
ハ
タ
八
十
年
史
』（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
七
年
）

社
本
鋭
郎
『
熱
田
裁
断
橋
物
語
』（
姥
堂
裁
断
橋
保
存
会
・
堀
尾
遺
跡
顕
彰
会
、
一
九

七
〇
年
）

高
木
大
宇
『
高
木
天
仙
作
品
集
「
鵞
楽
」』（
高
木
天
仙
、
一
九
八
二
年
）

中�

部
経
済
新
聞
社
『
明
日
へ
の
礎
石　

福
玉
の
百
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、

一
九
七
四
年
）

中�

部
経
済
新
聞
社
『
流
れ
遥
か
に　

福
玉
の
百
二
十
五
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会

社
、
一
九
九
九
年
）

日�

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
『
日
本
の
創
業
者
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、

二
〇
一
〇
年
）

服
部
徳
次
郎
『
愛
知
画
家
名
鑑
』（
愛
知
県
画
家
顕
頌
会
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
故
社
本
鋭
郎
を
偲
ん
で
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
八
二
年
）

『
中
部
日
本
書
家
名
鑑
』（
名
古
屋
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
六
六
年
）

『
堀
尾
氏
の
築
城
と
ま
ち
づ
く
り　

松
江
誕
生
』（
松
江
湖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
二

〇
一
五
年
）

第
四
編

　
第
一
章

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
六　

近
代一』（
愛
知
県
、二
〇一七
年
）

愛�

知
県
丹
羽
郡
教
育
会
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九

七
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）
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名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

松
江
歴
史
館
『
戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将　

堀
尾
吉
晴
』（
松
江
歴
史
館
、
二
〇
二一年
）

　
　
第
三
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会『
愛
知
県
史　

資
料
編
十　

中
世
三
』（
愛
知
県
、二
〇
〇
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

一
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
四
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

　
　
第
五
節

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

　
　
第
六
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大�

口
町
健
康
福
祉
部
健
康
生
き
が
い
課
『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』（
大
口
町
、
二
〇
一二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

扶
桑
町
史
編
纂
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
明
日
を
夢
み
て
』（
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
、
一
九
九
七
年
）

『
大
口
町
中
地
域　

近
年
の
風
景
変
遷
』（
大
口
町
中
地
域
自
治
組
織
・
歴
史
民
俗
研
究

会
、
二
〇
一
八
年
）

「
中
層
に
建
て
替
え
へ
」『
中
日
新
聞
』（
一九
七
九
年
六
月
二
十
二
日
、
朝
刊
、
近
郊
版
）
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第
七
節

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
六　

古
代一』（
愛
知
県
、一九
九
九
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

名
古
屋
市
博
物
館
『
和
名
類
聚
抄
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
一
九
九
二
年
）

　
第
二
章

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

国
土
交
通
省『
国
土
調
査
の
概
要
』（https://w
w
w
.m

lit.go.jp/com
m
on/001031136.

　

pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

「
県
営
ほ
場
整
備
に
よ
る
区
域
再
編
で
」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
七
六
年
九
月
九
日
朝
刊
）

　
第
三
章

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
五
年
）

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
三
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）
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第
四
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

　
　
第
五
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
六
節

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
七
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
八
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
九
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
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掲
載
図
版
一
覧

第
一
編

第
一
章

１
－
１
－
１

位
置
図

1
－
1
－
2

民
有
地
の
地
目
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

1
－
1
－
3

河
川
地
図

1
－
1
－
4

河
川
流
路
図

1
－
1
－
5

気
温
と
降
水
量
の
比
較
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部�

『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
6

年
間
総
降
雨
量
・
日
最
大
雨
量
・
時
間
最
大
雨
量
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
7

年
間
平
均
風
速
・
最
多
風
向
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
8

町
内
か
ら
望
む
伊
吹
山

第
二
章

1
－
2
－
1

タ
ヌ
キ

1
－
2
－
2

キ
ツ
ネ

1
－
2
－
3

シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ

1
－
2
－
4

ニ
ホ
ン
イ
タ
チ

1
－
2
－
5

町
内
で
見
ら
れ
る
野
鳥
一
覧
（
観
察
地
別
）

1
－
2
－
6

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ�

1
－
2
－
7

町
役
場
上
空
を
飛
翔
す
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

1
－
2
－
8

ハ
ト
を
捕
食
す
る
オ
オ
タ
カ�

1
－
2
－
9

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ

1
－
2
－
10

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
の
幼
体

1
－
2
－
11

ヤ
マ
カ
ガ
シ

1
－
2
－
12

町
内
で
見
ら
れ
る
魚
類
・
貝
類
・
そ
の
他
水
生
生
物
一
覧

1
－
2
－
13

ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

1
－
2
－
14

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
卵
塊

1
－
2
－
15

町
内
で
見
ら
れ
る
主
な
昆
虫
類

1
－
2
－
16

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ

1
－
2
－
17

オ
オ
セ
イ
ボ
ウ

1
－
2
－
18

ヒ
メ
ボ
タ
ル

1
－
2
－
19

ヒ
メ
ボ
タ
ル
（
腹
側
）

1
－
2
－
20　
「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」（
大
口
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）

1
－
2
－
21

キ
ベ
リ
マ
ル
ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ

1
－
2
－
22　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

1
－
2
－
23　

タ
ヌ
キ
の
兄
弟
（
一
九
八
七
年
撮
影
）

1
－
2
－
24　

キ
ツ
ネ
の
親
子
（
一
九
八
七
年
撮
影
）

1
－
2
－
25　
『
余
野
の
タ
ヌ
キ　

ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
』

1
－
2
－
26　

カ
ム
ル
チ
ー
（
五
条
川
）

1
－
2
－
27

荒
井
の
風
景
（
一
九
六
〇
年
代
頃
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
28

い
げ
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
29

荒
井
堰
（
二
〇
二
〇
年
八
月
撮
影
）

1
－
2
－
30

モ
ツ
ゴ
（
五
条
川
）

1
－
2
－
31

カ
マ
ツ
カ
（
五
条
川
）

1
－
2
－
32

ド
ン
コ
（
木
曽
川
）

1
－
2
－
33

ア
カ
ザ
（
木
曽
川
）

1
－
2
－
34

ホ
タ
ル
籠
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
35

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
（
幼
虫
）（
大
口
西
小
学
校
提
供
）

1
－
2
－
36

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
（
成
虫
）（
大
口
西
小
学
校
提
供
）

1
－
2
－
37

濃
尾
平
野
の
地
形
（『
濃
尾
平
野
の
歴
史
１
』
よ
り
作
成
）

1
－
2
－
38

町
内
で
見
ら
れ
る
主
な
植
物
一
覧

1
－
2
－
39

ベ
ニ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
（
外
坪
）

1
－
2
－
40

ヨ
シ
（
河
北
）

1
－
2
－
41

オ
ギ
（
下
小
口
）

1
－
2
－
42

マ
コ
モ
（
二
ツ
屋
）

1
－
2
－
43

エ
ビ
モ
（
河
北
）

1
－
2
－
44

エ
ビ
モ
の
群
落
（
河
北
）

1
－
2
－
45

ク
ラ
ラ
（
河
北
）

1
－
2
－
46

コ
ナ
ギ
（
河
北
）

1
－
2
－
47

ミ
ズ
ハ
コ
ベ
（
河
北
）

1
－
2
－
48

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
河
北
）

1
－
2
－
49

オ
オ
フ
サ
モ
（
河
北
）
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1
－
2
－
50

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
（
河
北
）

1
－
2
－
51

町
の
木
・
町
の
花
の
応
募
結
果

1
－
2
－
52

キ
ン
モ
ク
セ
イ

1
－
2
－
53

各
区
の
木

第
三
章

1
－
3
－
1

大
口
町
・
犬
山
市
に
お
け
る
入
鹿
切
れ
被
災
地
の
位
置
図

1
－
3
－
2

入
鹿
切
れ
被
害
の
状
況

1
－
3
－
3

暴
水
流
亡
各
霊
墓
（
一
九
三
五
年
頃
）（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
4

１
か
所
に
集
め
ら
れ
た
石
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
5

暴
水
流
亡
各
霊
墓
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
6

暴
水
流
亡
各
霊
墓
の
台
座
の
文
字
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
7

村
別
震
害
取
調
表�

一
八
九
一
年
十
一
月
三
十
日
調
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
8

丹
羽
郡
内
で
被
害
額
の
多
い
町
村
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
9

農
作
物
の
被
害
状
況
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
10

降
雹
被
害
略
図
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
11

雹
害
補
助
金
領
収
人
名
簿
（
個
人
所
蔵
）

1
－
3
－
12

建
物
の
被
害
状
況
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
13

農
作
物
の
被
害
状
況
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
14

旧
大
屋
敷
本
郷
地
区
の
獅
子
屋
形　

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の
展
示
の
様
子
（
一
九
九
九
年

十
月
）

1
－
3
－
15

三
河
地
震
発
生
翌
日
の
新
聞
記
事
の
一
部
（『
中
部
日
本
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
月
十
四
日
）

1
－
3
－
16

救
援
物
資
の
輸
送

1
－
3
－
17

大
口
村
・
扶
桑
町
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
状
況
（「
伊
勢
湾
台
風�

災
害
救
助
費
清
算
書
」（
愛
知
県
公

文
書
館
所
蔵
）
か
ら
の
抜
粋
）

1
－
3
－
18

被
害
を
受
け
た
八
剱
社
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
19

倒
壊
し
た
公
民
館
大
屋
敷
分
館
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
20

倒
壊
し
た
大
口
中
学
校
の
校
舎
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
21

給
食
室　

窓
枠
・
屋
根
瓦
が
散
乱
（「
伊
勢
湾
台
風
関
係
書
類
綴　

大
口
南
小
学
校
」
大
口
町
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
22

大
口
南
小
学
校
講
堂　

瓦
は
飛
ば
さ
れ
、
出
入
り
口
の
破
損
も
激
し
い
（「
伊
勢
湾
台
風
関
係
書
類

綴　

大
口
南
小
学
校
」
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
23

屋
根
を
竹
で
押
さ
え
、
南
か
ら
の
強
風
に
備
え
番
線
を
張
っ
た
様
子
（
地
元
住
民
の
作
画
）

1
－
3
－
24

伊
勢
湾
台
風
後
に
固
定
さ
れ
た
支
柱

1
－
3
－
25

被
災
し
た
北
河
原
橋

1
－
3
－
26

町
内
水
位
計
設
置
位
置
図
（『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
二
〇
一
八
年
八
月
号
）

第
二
編

序　
章

2
－
0
－
1　

旧
石
器
・
縄
文
時
代
に
お
け
る
主
要
遺
跡

2
－
0
－
2

弥
生
時
代
に
お
け
る
主
要
遺
跡

2
－
0
－
3　

余
野
遺
跡
群
（
清
水
遺
跡
）
で
発
見
さ
れ
た
小
型
仿
製
鏡

2
－
0
－
4　

余
野
遺
跡
群
（
神
明
下
遺
跡
）
で
発
見
さ
れ
た
小
銅
鐸

2
－
0
－
5　

白
山
一
号
墳
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
6　

大
口
町
域
南
部
周
辺
の
文
化
遺
産
分
布
図
（『
白
木
遺
跡
』）

2
－
0
－
7　

主
な
中
世
関
係
遺
跡
・
寺
院
位
置
図

2
－
0
－
8 

二
〇
一
〇
年
の
範
囲
確
認
調
査
で
検
出
し
た
内
堀
跡
（『
小
口
城
跡
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
』）

2
－
0
－
9　

堀
尾
氏
邸
宅
跡
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
10　

堀
尾
跡
公
園
に
復
元
し
た
裁
断
橋
（
写
真
上
）
と
擬
宝
珠
（
写
真
下
）（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
11　

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
口
町
域
の
村
々
（『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』）

2
－
0
－
12　

江
戸
時
代
に
お
け
る
村
々
の
状
況
（『
寛
文
村
々
覚
書
』『
尾
張
徇
行
記
』）

2
－
0
－
13　

一
九
〇
六
年
大
口
村
合
併
直
前
に
お
け
る
各
村
の
位
置
図
（『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』）

第
一
章

2
－
1
－
1　

酒
井
久
美

2
－
1
－
2　

仙
田
賢
弌

2
－
1
－
3　

大
口
村
公
民
館
（
一
九
五
二
年
）（「
公
民
館
の
実
態
」）

2
－
1
－
4　

社
本
鋭
郎

2
－
1
－
5　

町
制
施
行
式
（
一
九
六
二
年
）

2
－
1
－
6　

井
上
誠
之

2
－
1
－
7　

県
営
垣
田
住
宅
（
一
九
六
二
年
頃
）

2
－
1
－
8　

大
竹
喜
久
雄

2
－
1
－
9　

豊
田
学
習
等
共
同
利
用
施
設
（
一
九
八
〇
年
）

2
－
1
－
10　

江
口
一
信

2
－
1
－
11　

町
民
会
館
（
二
〇
一
九
年
撮
影
）

705



2
－
1
－
12　

鈴
木　

愽

2
－
1
－
13　

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
一
年
撮
影
）

2
－
1
－
14　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
し
て
い
る
「
木
津
の
曳
舟
」（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
1
－
15　

酒
井　

鍈

2
－
1
－
16　
「
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り
」　

第
１
号
（
二
〇
〇
三
年
）

2
－
1
－
17　

森　

進

2
－
1
－
18　

南
三
陸
町
役
場
新
庁
舎
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
1
－
19　

鈴
木
雅
博

2
－
1
－
20　

姉
妹
都
市
盟
約
時
に
握
手
を
交
わ
す
鈴
木
町
長
（
写
真
右
）
と
松
浦
松
江
市
長　

※
当
時
（
写
真

左
）（
二
〇
一
五
年
）

2
－
1
－
21　

姉
妹
都
市
盟
約
書
（
二
〇
一
五
年
）

2
－
1
－
22　

村
長
・
町
長
の
在
職
時
の
年
齢

第
二
章

2
－
2
－
1

五
条
川
改
修
工
事
年
表
（『
大
口
町
史
』）

2
－
2
－
2

五
条
川
河
川
改
修
工
事
区
間
及
び
記
念
碑
位
置
図

2
－
2
－
3

五
条
川
改
修
記
念
碑
の
碑
文

2
－
2
－
4

五
条
川
改
修
記
念
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
5

水
神
碑
の
碑
文

2
－
2
－
6

水
神
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
7

河
北
地
区
で
の
植
樹
風
景
（
一
九
五
三
年
頃
）

2
－
2
－
8

紅
葉
す
る
カ
エ
デ
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
9

ク
ロ
ー
ン
培
養
技
術
に
よ
る
大
口
町
古
代
種
桜
の
苗
木
育
成
事
業
委
託
の
内
容
（
三
か
年
計
画
）

2
－
2
－
10
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」
と
そ
の
開
花
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
11

純
米
酒
「
お
お
ぐ
ち
」

2
－
2
－
12

焼
き
菓
子
（
ブ
ッ
セ
）

2
－
2
－
13

新
川
圏
域
地
図
（『
一
級
河
川
庄
内
川
水
系　

新
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
』）

2
－
2
－
14

五
条
川
流
路
図
（
御
供
所
一
丁
目
地
内
）

2
－
2
－
15

青
木
川
河
川
整
備
計
画
地
図
（『
一
級
河
川
庄
内
川
水
系
新
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
』）

2
－
2
－
16

土
地
改
良
区
換
地
処
分
状
況

2
－
2
－
17

土
地
改
良
区
整
田
碑　

秋
田
・
二
ツ
屋
・
仲
沖

2
－
2
－
18

土
地
利
用
方
針
図
（
二
〇
一
一
年
）（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
19

組
合
事
業
略
年
表

2
－
2
－
20

区
画
整
理
対
象
地
域

2
－
2
－
21

公
園
・
緑
地
の
方
針
図
（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
22

堀
尾
跡
公
園

2
－
2
－
23

都
市
公
園
・
緑
地
一
覧

2
－
2
－
24

役
場
南
ひ
ろ
ば

2
－
2
－
25

誘
致
工
場
位
置
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
26

民
成
紡
績
（
株
）（
一
九
五
七
年
頃
）

2
－
2
－
27

鈴
木
町
政
最
初
の
工
場
誘
致
と
な
っ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
大
口
第
二
部
品
セ
ン
タ
ー
（
写
真

提
供
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
））

2
－
2
－
28

町
周
辺
の
鉄
道
路
線
図

2
－
2
－
29

柏
森
駅
南
仮
駅
舎

2
－
2
－
30

公
設
駐
輪
場

2
－
2
－
31

橋
上
化
さ
れ
た
柏
森
駅

2
－
2
－
32

旧
役
場
庁
舎
前
の
バ
ス
停
（
一
九
五
八
年
）

2
－
2
－
33

町
内
バ
ス
路
線
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
34

東
一
宮
〜
羽
黒
間
の
バ
ス
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
35

町
内
バ
ス
路
線
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
七
二
年
』）

2
－
2
－
36

古
知
野
〜
明
治
村
口
間
の
バ
ス
（『
町
勢
要
覧　

一
九
七
二
年
』）

2
－
2
－
37

車
両
数
の
変
化

2
－
2
－
38

町
周
辺
の
道
路
環
境

2
－
2
－
39

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
口
町
中
小
口
三
丁
目
地
内
）

2
－
2
－
40

道
路
整
備
状
況
の
比
較
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
2
－
41

道
路
・
交
通
の
方
針
図
（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
42

都
市
計
画
道
路
整
備
状
況
（
二
〇
二
三
年
一
月
現
在
）

2
－
2
－
43

対
面
二
車
線
（
一
九
七
二
年
頃
）

2
－
2
－
44

四
車
線
化
（
二
〇
〇
二
年
）

2
－
2
－
45

工
事
前
の
高
架　
（
二
〇
一
六
年
）

2
－
2
－
46

高
架
か
ら
交
差
点　
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
47

六
車
線
化
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
48

八
劔
橋
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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2
－
2
－
49

国
道
一
五
五
号
拡
幅
工
事
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
2
－
50

愛
岐
南
北
線
の
工
事
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
2
－
51

拡
幅
工
事
を
施
工
し
た
町
道

2
－
2
－
52

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
図
（
二
〇
二
三
年
）

2
－
2
－
53

導
入
当
時
の
バ
ス
（
二
〇
〇
五
年
）

2
－
2
－
54

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
延
べ
人
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
2
－
55

近
隣
郵
便
局
開
設
年

2
－
2
－
56

大
口
郵
便
局
移
転
位
置
図

2
－
2
－
57

大
口
郵
便
局
（
一
九
四
八
年
〜
）

2
－
2
－
58

大
口
郵
便
局
（
一
九
七
七
年
〜
）

2
－
2
－
59

大
口
南
郵
便
局
（
一
九
九
五
年
〜
）

2
－
2
－
60

有
線
放
送
電
話
の
加
入
状
況
（
一
九
五
八
・
六
七
年
は
『
大
口
町
史
』、
一
九
七
三
年
以
降
は
『
第

四
次
大
口
町
総
合
計
画
』）

2
－
2
－
61

昭
和
期
の
有
線
電
話
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
2
－
62

環
境
及
び
資
源
に
関
す
る
施
設
位
置
図

2
－
2
－
63

ご
み
焼
却
施
設
（
一
九
七
〇
年
代
前
半
）
手
前
に
職
員
用
住
居
が
見
え
る

2
－
2
－
64

更
新
さ
れ
た
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
）

2
－
2
－
65

町
が
直
接
搬
入
し
た
粗
大
ご
み
の
搬
入
量

2
－
2
－
66

最
終
処
分
場

2
－
2
－
67

可
燃
ご
み
収
集
経
路
（『
二
〇
二
二
年
度
大
口
町
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
』）

2
－
2
－
68

分
別
収
集
の
あ
ゆ
み

2
－
2
－
69

駐
輪
場
に
置
か
れ
た
堆
肥
化
装
置

2
－
2
－
70

堆
肥
で
つ
く
っ
た
野
菜

2
－
2
－
71

河
北
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
外
観
（
上
）
と
内
部
（
下
）

2
－
2
－
72

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
外
観
（
左
）
内
部
（
右
））

2
－
2
－
73

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
利
用
者
延
べ
人
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
2
－
74

豊
田
有
機
資
源
保
管
所

2
－
2
－
75

二
ツ
屋
有
機
資
源
保
管
所

2
－
2
－
76

ご
み
排
出
量
の
推
移
（『
大
口
町
ご
み
処
理
基
本
計
画
』）

2
－
2
－
77

愛
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量

2
－
2
－
78

し
尿
収
集
量
と
下
水
道
普
及
率
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
2
－
79

下
水
道
計
画
図
（『
大
口
町
公
共
下
水
道
基
本
計
画
説
明
書
』
二
〇
二
一
年
度
）

2
－
2
－
80

年
間
総
配
水
量
中
の
自
己
水
と
県
水
の
量
（
管
内
）（『
水
道
事
業
年
報
』）

第
三
章

2
－
3
－
1

駐
在
所
の
受
持
区
域
と
位
置

2
－
3
－
2

町
内
に
所
在
し
て
い
た
駐
在
所
（
一
九
七
二
年
）

2
－
3
－
3

町
内
に
お
け
る
犯
罪
発
生
件
数
（
一
九
四
八
〜
二
〇
二
〇
年
）（
一
九
四
八
〜
一
九
七
一
年
『
大
口

町
史
』、
一
九
七
三
〜
二
〇
二
〇
年
『
愛
知
の
犯
罪
統
計
』）

2
－
3
－
4

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
防
犯
灯
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
5

カ
ラ
ー
塗
装
さ
れ
た
歩
行
者
の
通
行
帯
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
6

町
内
の
人
身
事
故
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
3
－
7

屋
外
拡
声
器
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
3
－
8

個
別
受
信
機
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
）（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
3
－
9

放
送
卓
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
10

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
二
〇
二
〇
年
四
月
作
成
）

2
－
3
－
11

役
場
防
災
倉
庫
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
12

さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
13

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
14

大
口
町
消
防
団　

年
表
（『
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

消
防
団
』『
平
成
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要

施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
3
－
15

大
口
町
消
防
団　

団
員
数
（
二
〇
二
三
年
四
月
一
日
現
在
）（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消

防
年
報
』）

2
－
3
－
16

全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
大
口
町
消
防
団
（
二
〇
一
〇
年
）

2
－
3
－
17

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

2
－
3
－
18

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
大
口
町
女
性
消
防
隊

2
－
3
－
19

出
火
件
数
の
推
移
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
20

救
急
出
動
件
数
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
21

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
22

丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
23

消
防
・
救
急
車
の
現
場
到
着
所
要
時
間
別
件
数
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
24

高
齢
受
給
者
証
併
用
保
険
証
の
設
計
案

707



2
－
3
－
25

国
民
健
康
保
険
世
帯
加
入
状
況
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
大
口
町
国
保
運
営

協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
26

年
代
別
被
保
険
者
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
大
口
町
国
保
運
営
協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
27

歳
出
事
業
費
の
内
訳
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
28

一
般
会
計
繰
入
金
内
訳
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
29

一
人
あ
た
り
の
給
付
費
と
納
付
額
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』『
国
保
運
営
協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
30

高
齢
化
率
と
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
推
移
（『
大
口
町
介
護
保
険
事
業
報
告
書
』）

2
－
3
－
31

介
護
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）
の
推
移
（『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』『
厚
生
労
働
省
資
料
』

『
愛
知
県
高
齢
福
祉
課
資
料
』）

2
－
3
－
32

保
険
給
付
費
の
推
移
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
33

認
定
者
数
の
推
移
（『
決
差
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
』『
大
口
町
介
護
保
険
事
業
報
告
書
』）

2
－
3
－
34

主
な
介
護
者
の
性
別
（『
大
口
町
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
』）

2
－
3
－
35

主
な
介
護
者
の
年
代
別
（『
大
口
町
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
』）

2
－
3
－
36

保
険
料
率
等
の
推
移
（『
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
料
』）

2
－
3
－
37

被
保
険
者
数
と
一
人
あ
た
り
の
納
付
額
の
推
移
（『
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
料
』）

2
－
3
－
38

大
口
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

2
－
3
－
39

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
の
推
移
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
数
）

2
－
3
－
40

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
41

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所

2
－
3
－
42

相
談
件
数
の
推
移
（『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
の
ま
と
め
』）

2
－
3
－
43

大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
事
務
所

2
－
3
－
44

契
約
金
額
及
び
会
員
数
の
推
移
（『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
総
会
議
案
書
』）

2
－
3
－
45

大
口
町
診
療
所
（
一
九
六
六
年
）

2
－
3
－
46

大
口
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
（
一
九
六
六
年
）

2
－
3
－
47

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
一
九
九
八
年
）

2
－
3
－
48

健
康
の
町
宣
言
啓
発
看
板

2
－
3
－
49

健
康
お
お
ぐ
ち
21
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

2
－
3
－
50

旬
の
野
菜
の
レ
シ
ピ
本

2
－
3
－
51

介
護
認
定
率
の
比
較
（
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
は
『
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
年

報
）
厚
生
労
働
省
』
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
は
『
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
月
報
）

厚
生
労
働
省
』）

2
－
3
－
52

愛
知
県
と
大
口
町
の
感
染
者
数
の
推
移
（
月
別
）（
厚
生
労
働
省
「
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
―
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
情
報
―
」
大
口
町
「
過
去
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生
状
況
に
つい
て
」）

2
－
3
－
53

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
の
様
子
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
54

大
口
町
中
央
公
民
館
（
旧
総
合
福
祉
会
館
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
55

消
費
生
活
講
座
（
婦
人
学
級
）（『
昭
和
五
十
四
年
度
社
会
教
育
概
要
』）

2
－
3
－
56

温
水
プ
ー
ル
（『
大
口
町
温
水
プ
ー
ル
竣
工
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』）

2
－
3
－
57

総
合
運
動
場
（『
大
口
町
総
合
運
動
場
竣
工
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』）

2
－
3
－
58

生
涯
学
習
活
動
の
変
遷
（『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』）

2
－
3
－
59

生
涯
学
習
施
設
一
覧
及
び
位
置
図
（『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』、
各
施
設
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

※
地
図
内
の
番
号
は
上
記
一
覧
表
の
番
号
と
対
応
。

2
－
3
－
60

大
口
村
国
防
婦
人
会

2
－
3
－
61

寿
楽
学
校
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
・
運
営
比
較
（『
大
口
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
』）

2
－
3
－
62

文
化
協
会
加
盟
団
体
の
推
移
（『
生
涯
教
育
の
方
針
と
計
画
』『
大
口
町
の
生
涯
学
習
』）

2
－
3
－
63

団
員
数
な
ど
の
推
移
（『
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
理
事
会
資
料
』）

2
－
3
－
64

体
育
協
会
加
盟
団
体
の
推
移
（『
大
口
町
教
育
要
覧
』『
大
口
町
の
社
会
教
育
』『
お
お
ぐ
ち
の
社
会

教
育
』『
大
口
町
の
生
涯
学
習
』）

2
－
3
－
65

選
手
団
の
宿
泊
施
設
（
河
北
学
習
等
供
用
施
設
）

2
－
3
－
66

選
手
団
の
宿
泊
施
設
（
河
北
学
習
等
供
用
施
設
）

2
－
3
－
67

応
援
風
景

2
－
3
－
68

大
会
終
了
後
の
胴
上
げ

2
－
3
－
69

大
口
村
公
民
館
内
の
図
書
室
平
面
図�

（
一
九
五
二
年
頃
）（『
公
民
館
の
実
態
』）

2
－
3
－
70

開
館
当
時
の
一
般
図
書
室
（
一
九
七
九
年
）

2
－
3
－
71

ひ
よ
こ
ル
ー
ム
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
72

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
73

蔵
書
点
数
・
貸
出
人
数
・
貸
出
件
数
の
推
移
（『
社
会
教
育
概
要
』『
大
口
町
史
』『
大
口
町
に
お
け

る
社
会
教
育
』『
大
口
町
の
社
会
教
育
』『
お
お
ぐ
ち
の
社
会
教
育
』『
日
本
の
図
書
館
』『
社
会
教

育
事
業
報
告
』『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
図
書
館
年
報
』）

2
－
3
－
74
『
大
口
村
誌
』・『
大
口
町
史
』・『
郷
土
大
口
』

2
－
3
－
75

大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
76

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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2
－
3
－
77

常
設
体
感
展
示
室
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
78
「
大
口
広
報
」（
一
九
六
五
年
九
月
二
十
五
日
）

2
－
3
－
79

Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
３
版
と
な
っ
た
「
広
報
お
お
ぐ
ち
」（
写
真
右
：
一
九
九
四
年
三
月
号
（
Ｂ
５
版
）

写
真
左
：
一
九
九
四
年
四
月
号
（
Ａ
３
版
））

2
－
3
－
80

町
民
活
動
プ
レ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
3
－
81

提
案
書
を
町
長
に
提
出
す
る
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
（
二
〇
一
一
年
）

2
－
3
－
82

△
コ
ラ
ム
（「
広
報
お
お
ぐ
ち
二
〇
〇
二
年
五
月
号
」）

2
－
3
－
83

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
84

４
階
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
85

５
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
86

地
域
自
治
組
織
位
置
図

2
－
3
－
87

北
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
七
月
七
日　

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）

2
－
3
－
88

南
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
八
日　

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）

2
－
3
－
89

中
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
八
日　

余
野
学
習
等
共
同
利
用
施
設
）

2
－
3
－
90

地
域
自
治
組
織
の
定
義
と
役
割
、
地
域
計
画
の
概
要
（「
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」『
地
域
自
治

組
織
総
会
資
料
』）

2
－
3
－
91

一
体
型
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
図
（「
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
」）

2
－
3
－
92

連
合
体
の
イ
メ
ー
ジ
図
（「
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
」）

2
－
3
－
93

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
一
九
九
八
年
）

2
－
3
－
94

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
運
営
を
お
こ
な
う
太
助

2
－
3
－
95

お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン

2
－
3
－
96

第
１
回
や
ろ
舞
大
祭
の
様
子
（
二
〇
〇
二
年
）（「
町
制
40
周
年
記
念
写
真
集
」）

2
－
3
－
97

西
小
学
校
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
98

ビ
オ
ト
ー
プ
で
楽
し
む
児
童
（『
町
勢
要
覧
』
二
〇
〇
二
年
）

2
－
3
－
99

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
活
動
の
様
子
（
二
〇
一
六
年
撮
影
）

2
－
3
－

100

議
会
だ
よ
り
創
刊
号
（
一
九
七
二
年
）

2
－
3
－

101

コ
ン
ク
ー
ル
で
初
入
選
し
た
議
会
だ
よ
り
（
第
一
五
〇
号
）
と
表
彰
状

第
四
章

2
－
4
－
1

町
条
例
に
よ
る
子
ど
も
医
療
助
成
制
度
の
変
遷

2
－
4
－
2

町
内
の
園
児
数
（
保
育
所
・
幼
稚
園
）
の
推
移

2
－
4
－
3

保
育
園
施
設
の
変
遷

2
－
4
－
4

南
保
育
園
（
一
九
八
三
年
移
転
改
築
前
）

2
－
4
－
5

南
保
育
園
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
6

中
保
育
園
（
現
西
保
育
園
）（
一
九
九
二
年
改
築
時
）

2
－
4
－
7

西
保
育
園
（
二
〇
一
九
年
撮
影
）

2
－
4
－
8

中
保
育
園
（
一
九
九
二
年
改
築
前
）

2
－
4
－
9

中
保
育
園
（
一
九
九
二
年
改
築
後
）

2
－
4
－
10

東
保
育
園
（
一
九
八
七
年
）

2
－
4
－
11

北
保
育
園
（
一
九
七
六
年
）

2
－
4
－
12

立
木
の
切
り
出
し
を
手
伝
う
園
児
（
二
〇
一
五
年
撮
影
）

2
－
4
－
13

北
保
育
園
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
4
－
14

西
保
育
園
の
増
築
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
15

民
営
化
さ
れ
た
大
口
中
保
育
園

2
－
4
－
16

大
口
幼
稚
園
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
17

ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
18

親
子
通
園
棟
の
外
観
と
内
部

2
－
4
－
19

児
童
ク
ラ
ブ
と
定
員
数

2
－
4
－
20

西
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
21

南
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
22

北
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
23

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
24

小
中
学
校
の
沿
革
図

2
－
4
－
25

児
童
・
生
徒
の
推
移

2
－
4
－
26

学
校
ご
と
の
児
童
・
生
徒
の
推
移

2
－
4
－
27

大
口
西
小
学
校
開
校
式

2
－
4
－
28

プ
ー
ル
開
き

2
－
4
－
29

生
徒
数
の
推
移
（
一
九
八
二‒

八
五
年
）

2
－
4
－
30

生
徒
数
の
推
移
（
二
〇
〇
二‒

〇
八
年
）

2
－
4
－
31

町
内
の
中
学
校
に
通
う
生
徒
数
の
推
移
（
一
九
八
〇‒

二
〇
二
一
年
）

2
－
4
－
32

町
内
小
学
校
の
児
童
数
の
変
遷
（
一
九
九
〇‒

二
〇
〇
五
年
）

2
－
4
－
33

大
口
南
小
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
34

大
口
南
小
学
校
全
景
（
一
九
七
四
年
）
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2
－
4
－
35

大
口
南
小
学
校
全
景
（
二
〇
一
三
年
）

2
－
4
－
36

大
口
北
小
学
校
校
歌
額
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
37

大
口
北
小
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
38

木
造
校
舎
と
な
ら
ぶ
新
築
校
舎
（「
卒
業
記
念
」
一
九
七
四
年
三
月
）

2
－
4
－
39

大
口
北
小
学
校
全
景
（
二
〇
一
〇
年
）

2
－
4
－
40

大
口
西
小
学
校
全
景
（
一
九
七
六
年
）

2
－
4
－
41

大
口
西
小
学
校
校
舎
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
4
－
42

大
口
中
学
校
の
受
賞
歴

2
－
4
－
43

一
九
六
一
年
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎

2
－
4
－
44

立
志
の
塔
（
一
九
七
七
年
）

2
－
4
－
45

三
省
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
46

望
み
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
47

旧
大
口
中
学
校�

校
歌
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
4
－
48

大
口
中
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
49

大
口
中
学
校
全
景
（
一
九
九
七
年
）

2
－
4
－
50

立
志
の
塔
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
51

友
愛
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
52

大
望
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
53

旧
大
口
北
部
中
学
校�

校
歌
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
54

大
口
北
部
中
学
校
全
景
（
一
九
八
五
年
）

2
－
4
－
55

大
口
北
部
中
学
校
校
舎
（
二
〇
〇
八
年
）

2
－
4
－
56

大
口
中
学
校
校
舎
全
景
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
4
－
57

大
口
中
学
校
正
門
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
4
－
58

一
学
級
の
人
数
上
限
の
変
遷

2
－
4
－
59

学
校
生
活
に
関
す
る
制
度
の
変
化

2
－
4
－
60

上
：
北
小
学
校
制
服
（
一
九
七
九
年
頃
）
下
：
西
小
学
校
制
服
（
一
九
七
七
年
頃
）（
大
口
町
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
4
－
61

南
小
学
校
制
服

2
－
4
－
62

西
っ
子
ラ
ン
ド
（
一
九
八
一
年
）
※
西
っ
子
ラ
ン
ド
は
一
九
八
〇
年
使
用
開
始
（『
開
校
十
年
の
あ

ゆ
み
』）

2
－
4
－
63

各
小
学
校
の
遠
足
の
行
き
先

2
－
4
－
64

伊
吹
山
山
頂
に
て
（
一
九
五
一
年
）

2
－
4
－
65

北
小
学
校�

学
校
日
誌
（
一
九
四
七
年
十
一
月
十
三
日
）「
味
噌
汁
給
食
ヲ
行
フ
」
と
あ
る

2
－
4
－
66

ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
4
－
67

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
一
九
七
二
年
竣
工
当
時
）

2
－
4
－
68

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
69

一
九
七
〇
年
代
末
の
給
食

2
－
4
－
70

一
九
七
二
年
四
月
の
献
立
表
（『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
一
九
七
二
年
四
月
号
）

2
－
4
－
71

二
〇
一
八
年
四
月
の
献
立
表

2
－
4
－
72

一
九
七
一
年
以
前
の
食
器

2
－
4
－
73

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
食
器

2
－
4
－
74

メ
ラ
ミ
ン
製
の
食
器

2
－
4
－
75

二
〇
一
九
年
現
在
の
食
器

第
五
章

2
－
5
－
1

人
口
・
世
帯
数
の
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
2

年
齢
三
区
分
別
の
人
口
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
3

夜
間
人
口
と
昼
間
人
口
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
4

一
九
五
五
〜
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
特
定
年
代
の
人
口
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
5

年
齢
別
人
口
の
男
女
比
の
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
6

県
営
住
宅
居
住
者
数
（『
住
民
登
録
人
口
世
帯
』）

2
－
5
－
7

年
齢
別
人
口
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
8

行
政
区
別
人
口
（『
住
民
登
録
人
口
世
帯
』）

2
－
5
－
9

地
方
税
財
政
制
度
の
主
な
変
遷

2
－
5
－
10

一
九
五
五
年
収
納
決
算
比
較
表
（
大
口
村
・
江
南
市
）（『
一
九
五
五
年
国
勢
調
査
』「
江
南
市
史
資

料
編
五
近
現
代
編
」『
大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
5
－
11

住
民
一
人
あ
た
り
の
税
収
決
算
額
の
（
大
口
町
／
三
市
二
町
平
均
）
倍
率
表
（『
愛
知
県
市
町
村
行

財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の
あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
12

町
税
決
算
額
と
普
通
交
付
税
の
状
況
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』

『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の
あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
13

歳
出
決
算
額
と
主
な
目
的
別
の
構
成
比
（『
大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
』『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算

書
』）

2
－
5
－
14

目
的
基
金
設
置
年
一
覧

710



2
－
5
－
15

財
政
調
整
基
金
残
高
と
法
人
町
民
税
収
入
額
の
推
移　

一
九
六
二
年
か
ら
一
九
七
五
年
（『
決
算
状

況
カ
ー
ド
』）、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
四
年
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）、
一
九
六
五
年
〜

（『
大
口
町
財
産
台
帳
』）

2
－
5
－
16

経
常
収
支
比
率
の
推
移　

大
口
町
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
大
口
町
財
産
台
帳
』）
県
町
村
平
均

（『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の

あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
17 

基
金
残
高
と
法
人
町
民
税
収
額
、
経
常
収
支
比
率
の
推
移
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
大
口
町
財
産

台
帳
』『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財

政
の
あ
ら
ま
し
』）

第
六
章

2
－
6
－
1

産
業
別
割
合
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
2

流
動
人
口
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
3

産
業
別
事
業
所
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
4

産
業
別
従
業
者
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
5

主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
数
・
従
業
者
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
6

経
営
耕
地
面
積�

（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
7

農
家
世
帯
の
割
合
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』『
国
勢
調
査
』）

2
－
6
－
8

農
家
の
形
態
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
9

養
蚕
戸
数
と
収
繭
量
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
10

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
で
展
示
し
た
養
蚕
関
係
資
料
（
二
〇
一
二
年
）

2
－
6
－
11

米
・
麦
の
収
穫
量
の
推
移
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
12

採
卵
鶏
飼
養
戸
数
と
飼
養
羽
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
13

豚
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
14

乳
用
牛
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
15

肉
用
牛
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
16

全
国
・
大
口
町
の
水
稲
作
付
面
積
と
生
産
量
（『
農
林
水
産
省
生
産
に
関
す
る
統
計
』『
愛
知
農
林

水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
17

国
民
一
人
当
た
り
の
米
の
年
間
消
費
量
（
農
林
水
産
省
「
食
糧
需
給
表
」）

2
－
6
－
18

水
田
営
農
活
性
化
対
策
の
集
団
転
作
と
バ
ラ
転
作
の
奨
励
補
助
金
（
麦
作
の
場
合
）（『
決
算
に
係

る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
6
－
19

麦
の
作
付
け
面
積
の
推
移
（『
東
海
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
20

利
用
権
設
定
面
積
の
推
移
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
6
－
21

服
部
農
園
有
限
会
社

2
－
6
－
22

作
業
風
景

2
－
6
－
23

出
荷
を
待
つ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

2
－
6
－
24

出
荷
間
近
の
イ
チ
ゴ

2
－
6
－
25

農
地
法
に
よ
る
農
地
転
用
面
積
の
推
移
（『
愛
知
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
26

工
業
・
従
業
者
規
模
別
事
業
所
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
27

工
場
・
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
28

工
業
・
産
業
別
従
業
者
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
29

工
業
・
産
業
別
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
30

海
外
進
出
す
る
企
業
（『
お
お
ぐ
ち
元
気
な
お
店
・
会
社
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
各
社
社
史
な
ど
）

2
－
6
－
31

民
成
紡
績
株
式
会
社
前
の
商
店
街

2
－
6
－
32

卸
売
業
・
小
売
業
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』

2
－
6
－
33

ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
の
開
店
で
大
渋
滞
（
一
九
八
七
年
）

2
－
6
－
34

従
業
者
規
模
別
小
売
店
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い

ち
の
商
業
』）

2
－
6
－
35

商
業
・
産
業
別
小
売
店
数
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）

2
－
6
－
36

商
業
・
産
業
別
小
売
店
従
業
者
数
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）�

2
－
6
－
37

商
業
別
小
売
店
年
間
販
売
額
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）�

2
－
6
－
38

消
費
者
購
買
動
向
調
査
（
一
九
八
二
年
）（『
消
費
者
購
買
動
向
調
査
報
告
書
』）

2
－
6
－
39

消
費
者
購
買
動
向
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）（『
消
費
者
購
買
動
向
調
査
報
告
書
』）

2
－
6
－
40

卸
売
業
（
商
店
数
・
従
業
員
数
・
年
間
販
売
額
）
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
41

主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
数
・
従
業
者
数
・
年
間
売
上
額
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
42

飲
食
店
の
商
店
数
・
従
業
者
数
・
年
間
売
上
額
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
43

大
口
町
商
工
会
会
員
数
の
推
移

第
三
編

第
一
章

3
－
1
－
1

箱
膳
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
2

農
家
の
食
事
時
間
（
繁
忙
期
）（『
大
口
町
史
』）

3
－
1
－
3

右
：
蠅
帳
（
ハ
イ
チ
ョ
ウ
）、
左
：
氷
冷
蔵
庫
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
4

復
元
し
た
風
呂
の
焚
口
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
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3
－
1
－
5

大
戸
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
6

か
ま
ど
（
ク
ド
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
7

消
し
壺
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
8

農
家
の
屋
敷
図
（
一
九
八
〇
年
代
ま
で
）

3
－
1
－
9

上
：
誕
生
餅
（
リ
ュ
ッ
ク
に
餅
を
入
れ
て
背
負
う
）
下
：
ス
マ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
キ

3
－
1
－
10

全
面
改
築
さ
れ
た
隔
離
病
棟
（『
大
口
広
報
』
一
九
七
二
年
五
月
号
）

3
－
1
－
11

大
口
西
小
学
校
開
校
前
の
小
学
校
区
図

3
－
1
－
12

町
の
人
口
の
推
移
（
国
勢
調
査
）

3
－
1
－
13

町
内
に
住
む
外
国
人
の
推
移　

一
九
七
五
年
〜
一
九
九
八
年
：『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』、
二
〇
〇
三

年
〜
二
〇
二
一
年
：『
大
口
町
の
統
計
』

3
－
1
－
14

ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

3
－
1
－
15

村
民
水
泳
大
会
（
一
九
五
四
年
）

3
－
1
－
16

豊
田
区
盆
踊
り
大
会
（
一
九
五
四
年
）

3
－
1
－
17
「
い
そ
げ
は
つ
か
ね
ず
み
」（
演
目
の
一
種
）（
一
九
八
四
年
町
民
体
育
祭
）

3
－
1
－
18

準
備
体
操
（
二
〇
〇
七
年
町
民
体
育
祭
）

3
－
1
－
19

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設

3
－
1
－
20

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設
内
カ
ラ
オ
ケ
設
備

3
－
1
－
21

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設
内
防
災
倉
庫

3
－
1
－
22

上
段
：
水
遊
び（一九
五
五
年
頃
）中
段
：
魚
取
り（
同
上
）、
下
段
：
カエ
ド
リ（
同
上
）
伊
藤
泰一氏
・
画

3
－
1
－
23

上
段
：
よ
の
ば
し　

垣
田
方
面
を
み
る
（
一
九
五
〇
年
頃
）、
下
段
：
余
野
か
ら
役
場
ま
で
の
道
路

（
同
上
）
伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
24

馬
乗
り
（
一
九
五
〇
年
頃
）　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
25

凧
揚
げ
（
一
九
五
〇
年
頃
）　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
26

進
学
者
数
及
び
進
学
率
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

第
二
章

3
－
2
－
1
『
前
田
功
日
記
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
）

3
－
2
－
2

三
明
神
社
（
二
〇
一
八
年
撮
影
）

第
三
章

3
－
3
－
1

神
社
位
置
図　

※
社
名
は
、『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』（
愛
知
県
神
社
庁
編
一
九
九
二
年
）
に
よ
る

3
－
3
－
2

小
口
神
社
境
内
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
3

天
神
社
境
内
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
4

神
明
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
5

津
島
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
6

熊
野
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
7

熊
野
社
境
内
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
8

八
王
子
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
9

八
王
子
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
10

金
刀
比
羅
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
11

天
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
12

八
剱
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
13

神
福
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
14

山
の
神
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
15
「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
16

三
明
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
17

三
明
神
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
18

諏
訪
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
19

諏
訪
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
20

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
21

縣
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
22

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
23

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
24

津
島
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
25

津
島
社
灯
籠
（
右
：
灯
籠
全
体
、
中
：
台
座
正
面
、
左
：
台
座
左
面
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
26

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
27

余
野
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
28

余
野
神
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
29

明
治
初
期
の
余
野
地
区
内
の
神
社
（
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
（
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
））

3
－
3
－
30

余
野
神
社
成
立
ま
で
の
経
緯
（『
余
野
神
社
の
あ
ゆ
み
』）

3
－
3
－
31

白
山
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
32

清
島
神
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
33

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
34

白
山
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）
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3
－
3
－
35

白
山
社
本
殿
・
拝
殿
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
36

大
口
神
社
（
一
九
八
二
年
頃
）

3
－
3
－
37

平
和
記
念
公
園
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
38

寺
院
位
置
図

3
－
3
－
39

桂
林
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
40

桂
林
寺
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
41

供
養
塔
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）（
左
：
堀
尾
吉
晴
、
右
：
金
助
と
そ
の
母
）

3
－
3
－
42

総
本
殿
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
43

総
本
殿
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
44

長
松
寺
本
堂
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
45

長
松
寺
本
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
46

円
応
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
47

薬
師
寺
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
48

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
49

妙
徳
寺
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
50

本
堂
・
書
院
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
51

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
52

山
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
53

中
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
54

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
55

山
門
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
56

堂
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
57

余
一
様
の
お
札

3
－
3
－
58

山
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
59

弘
法
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
60

本
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
61

教
善
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
62

釈
迦
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
63

釈
迦
堂
内
部
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
64

本
堂
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
65

石
造
物
群
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

第
四
章

3
－
4
－
1

祭
用
に
飾
ら
れ
た
馬
（
一
九
二
〇
年
代
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
2

再
現
さ
れ
た
祭
用
に
飾
ら
れ
た
馬
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
3

八
剱
社　

馬
を
走
ら
せ
る
神
事　

位
置
図
（
一
九
五
八
年
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
4

箱
寿
司
の
道
具
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
5

再
現
さ
れ
た
箱
寿
司
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
6

献
石
の
状
況　

上
段
右
：
小
口
上
組
（一九
〇
六
年
六
月
）、
上
段
左
：
大
口
村
豊
田
（一九一四
年
六

月
）、
下
段
右
：
大
口
村
替
地
（一九
二
七
年
六
月
）、
下
段
左
：
河
北
交
友
会
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

3
－
4
－
7

左
義
長
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）　

上
：
八
剱
社
（
豊
田
）、
下
：
餅
を
焼
く
（
余
野
神
社
）

3
－
4
－
8

イ
ワ
シ
ノ
カ
ブ
（
伊
藤
泰
一
氏
作
画
）

3
－
4
－
9

イ
ワ
シ
ノ
カ
ブ
（
二
〇
二
二
撮
影
）

3
－
4
－
10

土
人
形
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
11

弘
法
大
師
の
旗
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
12

輪
の
制
作
（
大
屋
敷
三
明
社
）（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
4
－
13

マ
ユ
ダ
ン
ゴ
の
再
現
（
写
真
：
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
14

精
霊
舟
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
15

よ
の
ば
し
の
上
か
ら
見
た
精
霊
流
し　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
4
－
16

覚
翁
之
碑
（
小
平
治
弘
法
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
17
「
山
姥
寺
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
18

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
古
里
の
宮
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
19

六
部
回
国
供
養
碑
（
右
：
正
面
・
左
：
右
側
面
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
20

山
え
ん
ね
地
蔵
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）第

五
章

3
－
5
－
1

大
久
地
古
事
記

3
－
5
－
2

楽
田
原
新
田
水
車
願
連
判
帳

3
－
5
－
3

御
請
状
之
事

3
－
5
－
4

若
者
締
方
條
々�

翻
刻

3
－
5
－
5

村
落
合
併
願

3
－
5
－
6

記
念
碑
位
置
図

3
－
5
－
7

秋
葉
橋
東
の
太
田
表
忠
園
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
8

従
軍
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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3
－
5
－
9

報
国
烈
士
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
10

忠
魂
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
11

忠
孝
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
12

戦
役
記
念
碑
（
右
：
正
面　

左
：
奥
保
鞏
書
）（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
5
－
13

征
清
紀
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
14

竣
功
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
15

昭
和
用
水
改
修
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
16

昭
和
用
水
完
工
之
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
17

豊
三
用
水
改
修
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

第
六
章

3
－
6
－
1

国
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
2

県
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
3

鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

3
－
6
－
4

陶
製
狛
犬

3
－
6
－
5

銅
造
千
体
地
蔵　

附�

聖
徳
太
子
像
（
中
央
）

3
－
6
－
6

町
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
7

薬
師
如
来
坐
像

3
－
6
－
8

徳
林
寺
中
門

3
－
6
－
9

徳
林
寺
山
門

3
－
6
－
10

獅
子
狛
犬

3
－
6
－
11

不
動
明
王
像
（
楽
浪
文
化
財
修
理
所
）

3
－
6
－
12

上
：
広
縁
宮
廷
式
土
器
、
下
：
無
頸
脚
付
土
器

3
－
6
－
13

堀
尾
氏
邸
宅
跡

3
－
6
－
14

乳
文
鏡

3
－
6
－
15

上
：
連
弧
文
、
下
：
刀
身

第
七
章

3
－
7
－
1

仙
田
半
畊

3
－
7
－
2

秋
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
3

春
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
4

春
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
5

秋
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
6

菊
之
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
7

渓
橋
看
梅
之
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
8

小
口
城
址
石
碑
（
小
口
城
址
公
園
）

3
－
7
－
9

酒
井
椿
渓

3
－
7
－
10

白
藤
猿
（
個
人
蔵
）

3
－
7
－
11

日
吉
丸
（
個
人
蔵
）

3
－
7
－
12

襖
絵　

狸
・
鯉
・
子
犬
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
13

画
室
の
あ
っ
た
庭
の
山
茶
花
（
町
指
定
文
化
財
）

3
－
7
－
14

野
田
正
昇

3
－
7
－
15

大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
大
口
南
小
学
校
）
に
建
て
ら
れ
た
銅
像　

一
九
三
三
年

3
－
7
－
16

右
：
再
建
時
の
銅
像
（
大
口
中
学
校
敷
地
内�

公
民
館
西
側
）
一
九
五
二
年
、
中
：
現
在
の
銅
像

（
大
口
町
中
央
公
民
館
駐
車
場
）
二
〇
二
二
年
、
左
：
銅
像
ア
ッ
プ

3
－
7
－
17

一
九
五
二
年
再
建
時
の
碑
文

3
－
7
－
18

社
本
鋭
郎

3
－
7
－
19

堀
尾
氏
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
（
八
剱
社
：
大
口
町
堀
尾
跡
）

3
－
7
－
20

堀
尾
氏
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
金
助
と
そ
の
母
の
像
（
八
剱
社
：
大
口
町
堀
尾
跡
）

3
－
7
－
21

大
竹
喜
久
雄

3
－
7
－
22

渡
邊
米
次
郎

3
－
7
－
23

渡
邊　

脩

3
－
7
－
24

一
九
二
七
年
に
完
成
し
た
愛
知
無
尽
本
店
（
大
口
村
）（『
愛
知
銀
行
の
あ
ゆ
み
』）

3
－
7
－
25

小
口
城
址
石
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
7
－
26

舟
橋
金
造

3
－
7
－
27

舟
橋
高
次

3
－
7
－
28

舟
橋
商
会　

名
古
屋
市
中
区
岩
井
通
り
営
業
所
（
一
九
三
六
年
）（『
シ
ヤ
チ
ハ
タ
八
〇
年
誌
』）

3
－
7
－
29

赤
堀
禅
稲

3
－
7
－
30

聖
徳
太
子
尊
像
（
永
平
寺
所
蔵
）
一
九
五
一
年

3
－
7
－
31

後
醍
醐
天
皇
御
肖
像
（
總
持
寺
所
蔵
）
一
九
五
三
年

3
－
7
－
32

永
平
寺
全
図
を
描
く
禅
稲

3
－
7
－
33

永
平
寺
全
図
（
永
平
寺
所
蔵
）
一
九
六
三
年

3
－
7
－
34

前
田
曎

3
－
7
－
35

馬
（
大
御
堂
集
会
所
所
蔵
）

714



3
－
7
－
36

巒
峯
春
雲�

戸
隠
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
37

長
春
花�

妙
高
高
原
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
38

髙
木
天
仙

3
－
7
－
39

自
ら
書
い
た
整
田
碑
の
前
で
写
真
に
写
る
天
仙

3
－
7
－
40

小
口
城
址
碑
文
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
41

徳
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
42

と
り
な
く
う
た
（
大
口
北
小
学
校
所
蔵
）

3
－
7
－
43

天
仙
が
揮
毫
し
た
金
石
文

3
－
7
－
44

髙
木
大
宇

3
－
7
－
45

桃
源
郷
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
46

福
禄
寿
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
47

群
仙
長
寿
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
48

大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
49

雅
宴
舞
会
（
堀
尾
跡
公
園
内
）

第
四
編

第
一
章

4
－
1
－
1

町
内
区
域
図

4
－
1
－
2

秋
田
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
3

秋
田
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
4

豊
田
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
5

豊
田
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
6

大
屋
敷
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
7

大
屋
敷
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾

張
徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
8

外
坪
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
9

外
坪
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
10

河
北
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
11

河
北
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
12

余
野
区
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾

張
徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
13

余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
区
内
集
落
図

4
－
1
－
14

垣
田
（
県
営
住
宅
）
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
15

さ
つ
き
ケ
丘
区
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
16

上
小
口
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
17

上
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
18

中
小
口
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
19

中
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
20

下
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
21

下
小
口
地
区
内
集
落
図

第
二
章

4
－
2
－
1

名
称
地
番
変
更
一
覧
一

4
－
2
－
2

名
称
地
番
変
更
一
覧
二

4
－
2
－
3

秋
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
4

豊
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
5

大
屋
敷
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
6

外
坪
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
7

河
北
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
8

余
野
地
区
（
余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
9

上
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
10

中
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
11

下
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
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協
力
者
一
覧
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

愛
知
県
一
宮
建
設
事
務
所

愛
知
県
学
校
給
食
会

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合

愛
知
県
立
尾
北
高
等
学
校

株
式
会
社
青
山
製
作
所

安
達
錦
故

伊
藤
久
美
子

伊
藤
雪
路

稲
垣
朝
子

稲
垣
猛

入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所

岩
佐
栄
興

宇
野
千
春

永
平
寺

江
口
宏

江
口
洋
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口

円
応
寺

大
口
北
小
学
校

大
口
中
学
校

大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
口
町
商
工
会

大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ

大
口
西
小
学
校

お
お
ぐ
ち
福
祉
会

大
口
南
小
学
校

大
口
南
郵
便
局

大
口
郵
便
局

大
口
幼
稚
園

オ
ー
ク
マ
株
式
会
社

大
森
智

大
森
滋

大
森
昌
太
郎

小
川
千
代
子

尾
張
冨
士
浅
間
神
社

勝
又
紀
雄

河
合
唯
敏

教
善
寺

清
須
市
は
る
ひ
美
術
館

倉
地
昭
義

江
南
布
袋
郵
便
局

後
藤
幸
康

近
藤
春
雄

近
藤
道
孝

近
藤
喜
昭

斉
木
一
三

株
式
会
社
齊
木
工
業
所

酒
井
鉦
三

酒
井
工

佐
竹
三
喜
雄

佐
藤
久
雄

社
本
宮
明

杉
本
勝
弘

鈴
木
英
幸

仙
田
邦
利

千
田
正
仁

全
徳
寺

總
持
寺

竹
本
均

棚
村
重
三

谷
田
潔

徳
川
林
政
史
研
究
所

徳
林
寺

中
日
本
航
空
株
式
会
社

中
野
幸
子

名
古
屋
市
中
区
役
所

西
尾
市
資
料
館

丹
羽
敬
子

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部

農
林
水
産
省
東
海
農
政
局

野
田
透

服
部
起
代
子

服
部
哲
夫

服
部
靖
宏

馬
場
輝
彦

平
岡
寿
弘

廣
瀬
春
雄

福
富
弘
之

扶
桑
郵
便
局

本
光
寺

前
田
新
生

前
田
弘
秋

松
永
秀
視

松
山
章
恵

水
野
賢
治

水
野
弘
俊

宮
地
昭
彦

宮
地
淸
敬

妙
徳
寺

村
田
貞
俊

森　

進

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社

山
田
綾
子

吉
村
定
夫

リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社
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『
大
口
町
史
～
現
代
史
編
～
』
編
さ
ん
関
係
者
名
簿

（
敬
称
略
・
順
不
同　

令
和
五
年
一
月
一
日
現
在
）

大
口
町
史
編
集
委
員
会

　

専
門
委
員
（
担
当
分
野
）

　
　

学
術
専
門
委
員　

後
藤　

致
人　

愛
知
学
院
大
学
教
授

　
　

委�

員�

長　
　
　

佐
竹　

一
昇��

（
暮
ら
し
―
教
育
）

　
　

副
委
員
長　
　
　

近
藤　

定
昭��（
政
治
―
行
政
）

　
　

委　
　

員　
　
　

近
藤　

孝
文��（
経
済
―
農
業
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

松
坂　

年
造��

（
経
済
―
工
業
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

大
島　

弘
幸��

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

舟
橋　

功　

��

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

岩
根
佐
代
子��

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　

執
筆
委
員
（
担
当
分
野
）

　
　

委　
　

員　
　
　

吉
田　

昇　

��（
自
然
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

服
部
都
史
子��

（
経
済
―
農
業
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

大
森　

克
美��

（
暮
ら
し
―
教
育
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

堀
部　

令
子��

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　

�

同�　
　
　
　

岩
井　

美
和��

（
史
料
整
理
・
解
読
）

学
術
専
門
委
員
補
助

　
　

鈴
木　

乙
都

大
口
町
史
編
さ
ん
調
査
協
力
員

　
　

伊
藤　

泰
一　

河
原　

良
子　

木
野　

弓
子　

水
谷　

惠
子

　
　

水
谷　

萌
七　

水
谷　

龍
南　

吉
田　

愛

原
稿
執
筆

　

本
文
原
稿
は
町
史
編
さ
ん
室
及
び
大
口
町
役
場
職
員
等
、
各
項
目

に
関
係
す
る
職
員
が
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
で
設
け
た
担
当
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
編
第
二
章　
　

吉
田　

昇

第
三
編
第
二
章　
　

鈴
木　

乙
都
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宮前（外坪）�………………………………………………608
宮前（豊田）�………………………………………………598
宮前（余野）�………………………………………………618
妙智寺（妙智庵）� ………………………………40,477,544
明戸（余野）�………………………………………………617
妙徳寺�………………………………… 72,473,493,569,570
民成紡績株式会社（トヨタ紡織株式会社）�… 126,129,319,

363,369,370,544,571
向野（大屋敷）�……………………………………………606
向山（秋田）�………………………………………………591
向江（中小口）�……………………………………………629
向江遺跡�………………………………………………67,570
虫送り………………………………………459,486,488,492
ムクノキ�……………………………………………………33
村北（秋田）�…………………………………………591,592
村西（秋田）�………………………………………………593
村東（秋田）�………………………………………………593
室町幕府�……………………………………………………71
名称地番変更�…552,554,557,559,561,563,565,571,588,590,

591,595,602,629,631
名神高速道路�………………………………84,125,136,360
名濃バイパス建設促進期成同盟会………………………142
名誉町民………………………………………………532,534
メンコ（ショウヤ）�…………………………………412,415
綿（木綿）�…………………………………………………381
餅つき…………………………………………………491,493
モツゴ（イシモロコ）� ……………………………26,27,28
紅葉�……………………………………………………38,128
森進�……………………………………………………97,103
モロコ（諸子）� …………………………………25,415,484

や
藥師裏（豊田）�……………………………………………596
薬師寺（上小口）�…………………………472,518,521,569
薬師堂（下小口・竹田）�………………………480,522,569
薬師如来坐像…………………………………………473,521
役場前線……………………………………………………145
役場南ひろば………………………………………………122
厄日除れ……………………………………………………492
矢崎野（豊田）�……………………………………………599
屋敷（秋田）�………………………………………………590
屋敷越（秋田）�……………………………………………592
八ツ八月……………………………………………………491
ヤツメウナギ（スナヤツメ）�…………………………26,27
八ツ面（大屋敷）�…………………………………………604
矢戸（豊田）�………………………………………………601
矢戸川…………………………………………………………5
柳原（河北）�………………………………………………610
柳原（豊田）�…………………………………………592,597
ヤナギモ�……………………………………………………32
ヤブガラシ�…………………………………………………32
藪山（秋田・豊田）�…………………………………592,597
山えんね……………………………………………………499
ヤマカガシ�…………………………………………………16
山柿�……………………………………………………38,444
山神（豊田）�………………………………………………599
山神前（秋田）�……………………………………………592
ヤマザキマザック株式会社………………126,144,219,368
山中（中小口）�……………………………………………629

山の神…………………………………………………452,633
山ノ神（下小口）�…………………………………………631
山の講（山の子）�……………………………………495,562
山間（大屋敷）�……………………………………………606
山姥物語………………………………………………497,564
弥生時代�……………………………………65,66,67,68,70
ヤリタナゴ�…………………………………………………17
やろ舞い大祭�……………………………………93,260,275
有機資源保管所……………………………………………163
有舌尖頭器………………………………… 65,553,555,558
有線放送電話（有線電話）�……………………150,151,178
湯の花の神事……………………………………441,445,494
養鶏……………………………………………………346,359
養蚕�…79,304,305,339,343,344,346,348,384,387,420,423,

426,483,492,493,558,562,565
養蚕まつり…………………………………………………491
養豚……………………………………………………346,359
幼川（大屋敷）�……………………………………………603
ヨシ（アシ）� ………………………………………26,31,33
ヨシヅヤ大口店…………………………………335,370,371
良峰氏�………………………………………………………71
余野… 12,13,22,23,24,30,38,118,131,145,169,255,283,

284,320,340,384,402,414,499,551,565,567,569,571,
616,617,634

余野遺跡群………………………………………………66,68
余野区……………………………178,552,565,566,568,616
余野神社……………48,72,460,461,518,522,564,568,618
余野線………………………………………………………145
余野中央公園�………………………………………………38

『余野のタヌキ　ポン子とポン太』�………………………24
余野村�…… 39,76,77,343,460,461,497,551,565,571,587

ら
酪農…………………………………………………………347
ラ・モーナ幼稚園�………………………………86,277,278
両目（河北）�………………………………………………613
隣保班……………………………………………395,397,400
連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）�…………………442
老人クラブ………………………………………214,228,244
六反田（秋田）�……………………………………………591
六反田（外坪）�……………………………………………607
六部回国供養碑�……………………………………………41
六部橋…………………………………………40,41,106,498

わ
わかしゃち国体（第四九回国民体育大会）�……………233
わかしゃち国体記念運動公園

（上小口グラウンド）�………………………94,222,234,569
若宮江南線……………………3,142,144,190,553,555,560
若者締方條々………………………………………………504
若森（豊田）�………………………………………………597
若ヶ橋（余野）�……………………………………………618
輪くぐり（茅の輪くぐり）� ……………………34,490,562
渡邊米次郎………………………………………511,535,536
渡邊脩…………………………………………………535,537
鰐口�………………………………………………72,441,461

『倭名類聚抄』�………………………… 70,501,570,587,620
ワレモコウ�…………………………………………………36
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百畝町（河北）�……………………………………………615
「雹害補助金領収人名簿」�…………………………………44
標準農村…………………………………………431,432,439
平田（河北）�………………………………………………611
平田（豊田）�………………………………………………600
吹野（大屋敷・下小口）�……………………………604,634
福田（豊田）�………………………………………………601
フサジュンサイ…………………………………………32,34
藤ノ木（河北）�……………………………………………613
藤の木（豊田）�……………………………………………600
婦人会…………………………………226,227,244,493,562
伏部（下小口）�……………………………………………634
二子（豊田）�………………………………………………601
二ツ屋�…………… 12,163,347,458,497,563,609,614,615
二ツ屋学習等共同利用施設（二ツ屋学共）�……………160
二見（豊田）�………………………………………………601
仏忌塚（豊田）�……………………………………………601
不動明王立像………………………………………………522
フナ（鮒）� …………………………………25,348,415,562
舟橋金造………………………………………………538,539
舟橋高次………………………………………………538,539
舟橋商会……………………………………………………539
ブルーギル�…………………………………………………17
ふれあいまつり………………………………………214,259
ブロックローテーション……………………………350,351
文化協会……………………………………………………229
ヘイケボタル……………………………………21,23,29,30
米国搗精等制限令…………………………………………382
平生（大屋敷）�……………………………………………605
平和記念公園…………………………………………174,466
ヘクソカズラ�………………………………………………32
ベニバナツメクサ�…………………………………………32
弁天東（上小口）�…………………………………………621
放課後児童クラブ…………………………………………279
放光寺………………………………………………………481
報国烈士碑……………………………………………508,509
豊三用水……………………………………………………515
豊三用水改修記念碑………………………………………515
法人町民税……………………………………………128,129
傍示（豊田）�………………………………………………601

「暴水流亡各霊墓」�…………………………………40,41,42
法徳寺（秋田）�……………………………………………593
防犯灯………………………………………………………176
暴風雨�………………………………………………………45
ホタル�…………………………………………22,29,30,420
ホタル籠�……………………………………………………29
布袋駅………………………………4,131,132,134,143,146
ホトケノザ�…………………………………………………33
堀尾金助（金助とその母）� …74,93,101,286,450,469,500,

532,533
堀尾史蹟顕彰会…………………………………101,450,532
堀尾氏邸宅跡�………………………………93,450,524,536
堀尾跡…………………………………………………595,598
堀尾跡公園………………………………60,93,122,450,500
堀尾但馬……………………………………………………450
堀尾泰晴�………………………………………………73,555
堀尾吉晴……………73,74,101,.450,469,532,533,555,595
盆踊り………………………………………………………409
本宮山……………………………………………487,493,497
本光寺�…………………………………………………48,478

本郷（大屋敷）� ……… 46,496,504,558,560,596,603,605
本郷（下小口）�………………………………………573,630

『本国神名帳集説』…………………………………………445
ホンドギツネ�………………………………………………24
ホンドタヌキ�………………………………………………24

ま
前田（下小口）�………………………………………573,630
前田（外坪）�………………………………………………607
前田功�…425,426,427,428,429,430,431,432,433,434,438,

439
前田曎（曎男）�……………………………………………542
マクワウリ…………………………………………………419
マコモ………………………………………………31,34,491
マシジミ�……………………………………………………18
又助新田（入鹿又助新田）�………………………76,78,556
町田（河北）�………………………………………………613
まちづくり応援隊・太助………………………245,246,259
まちねっと大口…………………245,246,248,259,262,407
マツカサガイ�………………………………………………18
松下（豊田）�………………………………………………602
松山（外坪）�……………………………………561,607,609
松山西（外坪）�……………………………………………609
松山東（外坪）�……………………………………………608
マムシ�………………………………………………………29
豆田（外坪）�………………………………………………608
マメナシ……………………………………………………445
マユダンゴ…………………………………………………491
マリーゴールド�……………………………………………38
丸�…………………………………………………13,602,605
マルタニシ�…………………………………………………18
丸ノ内（上小口）�……………………………………622,626
満州…………………………………………………………425
三河国………………………………………………………551
三河地震…………………………………………………47,48
ミシシッピアカミミガメ�…………………………………16
水瀬（余野）�………………………………………………620
ミズハコベ�…………………………………………………35
ミゾソバ�……………………………………………………31
水戸先（豊田）�……………………………………………601
南穴田（中小口）�…………………………………………627
南川田（河北）�……………………………………………610
南児童センター……………………………………………279
南野（豊田）�…………………………………………599,600
南保育園�………………………… 86,270,275,279,466,555
ミナミメダカ�………………………………………………17
南屋敷（豊田）�……………………………………………598
南山（秋田）�…………………………………………591,593
ミミナグサ�…………………………………………………33
宮後小牧線…………………………………………3,190,553
宮浦（秋田）�………………………………………………592
宮城県本吉郡南三陸町…………………………………50,98
宮西（余野）�………………………………………………617
宮之前（中小口）�……………………………………626,629
宮東（秋田）�………………………………………………593
宮東（河北）�………………………………………………614
宮前（秋田）�………………………………………………593
宮前（大屋敷）�……………………………………………604
宮前（下小口）�……………………………………………630
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丹羽広域事務組合消防本部大口出張所………186,190,553
丹羽広域事務組合消防本部（丹羽消防本部）�… 7,8,58,186,

187,569
丹羽広域事務組合水道部……………………………170,171
丹羽高等学校………………………………………………569
丹羽消防組合�…………………………………………89,186
丹羽甚吉�……………………………………………………45
ニワトリ（鶏）�…………………………………382,415,419
丹羽ライオンズクラブ�………………………………51,101
ヌマムツ�……………………………………………………17
ネジバナ�……………………………………………………33
農事有線放送電話施設……………………………………150
農地銀行……………………………………………………353
農繁休暇………………………………………………304,305
濃尾大地震�……………………………………………43,473
濃尾平野�……………………………………………………31
ノコギリクワガタ�…………………………………………23
野田（豊田）�………………………………………………601
野田野（下小口）�………………………………570,633,634
野田野西（下小口）�………………………………………635
野田野東（下小口）�………………………………………634
野田野山（下小口）�………………………………………634
野田正昇�……………………… 79,81,85,103,529,530,532

『信雄分限帳』……………………………………553,558,565
ノブドウ�……………………………………………………32
野辺送り……………………………………………………397
野焼き………………………………………………………163
乗船（下小口）�……………………………………………634

は
ハートフル大口�………………………………………98,206
ハイイロゲンゴロウ�………………………………………19
蝿帳…………………………………………………………383
羽加ノ上（河北）�…………………………………………611
墓ノ腰（上小口）�…………………………………………622
萩島（上小口）�…………………339,569,570,571,621,624
白山1号墳�………………………………………………66,68
白山社（上小口）�………………………………463,472,569
白山社（下小口）� ………… 38,307,465,523,569,630,631
白山ふれあいの森……………………………………221,569
ハクビシン………………………………………………12,13

『羽黒水災記』�………………………………………………40
羽黒線（名鉄バス）�…………………………………132,133
馬喰島（上小口）�…………………………………………623
馬喰島（河北）�……………………………………………613
箱寿司（押寿司・切寿司）�……………………382,484,485
箱膳…………………………………………………………382
狭間（豊田）�………………………………………………601
服部農園有限会社……………………351,356,357,358,359
八王子社……………………………………………………448
八左……………………………………………………554,589
八左衛門新田（入鹿八左衛門新田）�… 76,78,445,446,506,

553,554,589
八十八夜……………………………………………………492
八剱社……………………73,79,450,484,524,532,595,598
八剱社拝殿…………………………………………………450
初誕生………………………………………………………392
初詣り………………………………………………………491
初宮まいり…………………………………………………391

八田川……………………………………………………6,114
八ツ垂（大屋敷）�…………………………………………604
八反田（秋田）�……………………………………………591
八反田（豊田）�……………………………………………601
花ノ木（大屋敷）�…………………………………………605
花立（余野）�………………………………………………619
花水木�………………………………………………………38
花見塚（豊田）�……………………………………………602
花見橋………………………………………………………122
巾（外坪）�……………………………………………561,607
巾上（河北）�………………………………………………615
巾上（外坪）�………………………………………………608
巾下（外坪）�………………………………………………608
巾下川……………………………………5,31,32,34,36,608
破魔矢………………………………………………………391
ハラ……………………………………………………554,589
原田（上小口）�……………………………………………623
バロー大口店………………………………………………371
万好軒�…………………………………………………72,473
伴上（河北）�………………………………………………611
阪神・淡路大震災………………………49,93,178,205,206
班長…………………………………………………………400
馬場（中小口）�……………………………………………626
播隆上人……………………………………………………481
ビー玉（カチン玉）�…………………………………412,415
ビオトープ�……………………………… 29,30,95,261,292
東池尻（豊田）�……………………………………………596
東大鹿（中小口）�…………………………………………627
東柿野（上小口）�…………………………………………623
東神薙（中小口）�…………………………………………628
東郷前（秋田）�……………………………………………594
東御供所……………………………………………………557
東五明（下小口）�…………………………………………631
東出（河北）�…………………………………………616,624
東樋田（下小口）�…………………………………………633
東奈良子……………………………………132,557,595,597
東成兼（豊田）�……………………………………………601
東日本大震災�………………… 50,51,98,204,205,206,568
東端（河北）�………………………………………………611
東八丁（秋田）�……………………………………………594
東保育園�…………………………………………86,278,279
東曲田（下小口）�…………………………………………632
東万願寺（中小口）�…………………………………623,626
東水砂野（下小口）�………………………………………634
東屋敷（豊田）�……………………………………………598
東藪山（秋田）�………………………………………592,597
東割（河北）�………………………………………………612
ヒガンバナ�…………………………………………………32
髭田（秋田）�………………………………………………591
彦市（下小口）�……………………………………………635
ヒサカキ�……………………………………………………33
日高（余野）�…………………………………………617,619
ひな節句……………………………………………………489
ヒノキ�………………………………………………………33
ヒバシリ……………………………………………………589
尾北広域事務組合………………………………165,396,399
ヒメガムシ�…………………………………………………19
ヒメタニシ�…………………………………………………18
ヒメボタル�…………………………………………19,21,29
ヒメムカシヨモギ�…………………………………………33
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外坪�…12,25,38,48,142,169,255,307,357,402,513,551,561,
562,563,569,607,615,632

外坪浦（中小口）�…………………………………………628
外坪学習等共同利用施設（外坪学共）� …………………38
外坪区……………………………………………178,457,552
外坪扶桑線……………………………………………………3
外坪村�………………………… 39,76,78,551,560,587,607
度々目利（豊田）�…………………………………………599
トノサマバッタ�……………………………………………19
ドブガイ（ドウビン）� ……………………………………25
富成村�…43,78,173,402,478,513,525,544,551,561,563,587
豊田… 38,58,95,105,163,167,169,255,355,402,484,489,

495,532,540,551,553,556,557,558,595
豊田学習等共同利用施設（豊田学共）� ……………38,450
豊田区……………………………………………178,321,552
トヨタ自動車株式会社大口第一部品センター…………129
豊田駐在所…………………………………………………174
豊田村�…………………………… 78,551,557,587,595,597
とりもち…………………………………………395,396,397
土葬…………………………………………………………396
トンガリササノハガイ�……………………………………18
ドンコ（ダボ）� ……………………………………26,27,28

な
苗田島（中小口）�…………………………………………629
中池尻（豊田）�……………………………………………596
仲沖……………………353,355,458,563,609,613,614,627
仲沖集会場…………………………………………………160
仲沖東（河北）�……………………………………………614
仲沖前（河北）�……………………………………………614
長筬（河北）�………………………………………………612
中小口… 27,38,39,40,90,106,255,273,384,498,501,544,

547,551,552,560,564,569,570,571,617,618,620
中小口区…………………………………………178,321,572
中川原（中小口）�…………………………………………626
中切（豊田）�………………………………………………601
中窪（上小口）�……………………………………………622
中窪（河北）�………………………………………………611
中五反田（下小口）�………………………………………632
中五明（下小口）�…………………………………………631
中保育園（大口中保育園）� …… 86,271,273,275,277,569
長桜………………………………441,442,494,553,554,589
長桜替地新田（入鹿長桜替地新田）� …76,77,78,506,553,

588,598,599,602
長桜村………………76,78,445,506,551,553,554,589,592
中嶋佐兵衛尉�……………………………………72,441,461
中嶋城跡�……………………………………………………72
中嶋豊後守�…………………………………………………72
中長渕（上小口）�…………………………………………622
中流（下小口）�……………………………………………632
中庭森（下小口）�…………………………………………632
中畑（余野）�………………………………………………619
中原（秋田）�………………………………………………591
中原遺跡�……………………………………………………65
長渕（大屋敷）�………………………………………597,606
ナガミヒナゲシ�……………………………………………33
中山（秋田）�…………………………………………591,593
長良川�………………………………………………………31
流レ（豊田）�………………………………………………596

名古屋高速道路………………………………………136,142
名古屋市立白鳥小学校………………………………286,532
ナゴヤダルマガエル�………………………………………16
梨子ノ木（上小口）�………………………………………624
鍋田（中小口）�……………………………………………626
ナマズ�………………………………………17,348,412,562
ナミアゲハ�…………………………………………………23
奈良子�………………………………………12,556,595,596
奈良・平安時代�……………………………………………70
南天�…………………………………………………………38
西池尻（豊田）�……………………………………………596
西壱丁田（秋田）�…………………………………………590
西浦（余野）�…………………………………………565,617
西浦遺跡�……………………………………………………65
西大鹿（中小口）�…………………………………………629
西柿野（上小口）�…………………………………………623
西川原（秋田）�……………………………………………593
西河原（豊田）�……………………………………………598
西神薙（中小口）�…………………………………………628
錦木�…………………………………………………………38
西郷前（秋田）�……………………………………………594
西御供所……………………………………………………557
西児童センター………………………………………279,280
西っ子里山クラブ…………………………………………292
西樋田（下小口）�…………………………………………633
西中山（秋田）�……………………………………………592
西流（下小口）�……………………………………………633
西奈良子………………………………………………557,595
西成兼（豊田）�……………………………………………600
西野合（中小口）�…………………………………………625
西乗船（下小口）�…………………………………………635
西廻間（秋田）�……………………………………………591
西狭間（河北）�……………………………………………615
西八丁（秋田）�……………………………………………594
西吹野（下小口）�…………………………………………634
西保育園�……………………………… 86,273,275,279,564
西曲田（下小口）�…………………………………………632
西万願寺（上小口）�…………………………………623,626
西見浦（河北）�……………………………………………610
西水砂野（下小口）�………………………………………634
西屋敷（上小口）�…………………………………………622
西屋敷（豊田）�……………………………………………598
西藪山（豊田）�………………………………………592,597
西山神（中小口）�…………………………………………625
西山神遺跡…………………………………………64,65,570
仁所野（下小口）�……………………………………573,630
仁所野遺跡（白山古墳群）� … 66,67,68,465,523,569,570
西割（河北）�………………………………………………612
日露戦争………………………………317,509,510,511,529
日清戦争…………………………………………508,511,513
日中戦争………………………………425,426,427,432,438
ニホンアナグマ�……………………………………………13
ニホンイシガメ�……………………………………………16
ニホンイタチ……………………………………………13,14
ニホンウナギ�………………………………………………17
日本社会党…………………………………………………438
ニホンマムシ�………………………………………………16
ニホンミツバチ�……………………………………………19
丹羽郡�………………………………………………………43

「丹羽郡大口村大字余野周辺採集昆虫写生図」�…………22
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全徳寺…………………………………………………475,564
宗雲…………………………………………495,554,589,592
宗雲新田（宗雲入鹿新田）�…76,78,447,506,553,554,589
葬式………………………………………………395,397,400
総代…………………………………………………………400
僧都庵（余野）�……………………………………………617
草履（藁草履）�……………………………381,382,389,390
ソメイヨシノ………………………………102,109,110,111
村落合併願…………………………………………………506

た
体育協会……………………………………231,232,233,411
体育大会（町民体育祭）�…………………214,242,276,410
大規模経営農家…………………………………353,354,356
大師寺………………………………………………………480
第二次上海事変……………………………………………427
大日塚古墳…………………………………………………558
第二室戸台風�………………………………………………56
大福寺（余野）�……………………………………………619
タイム技研株式会社………………………………………272
タイワンシジミ�……………………………………………18
タイワンタケクマバチ…………………………………19,20
田植え………304,351,356,357,358,418,420,423,488,492
田植休み……………………………………………………492
高岡（上小口）�……………………………………………624
鷹来工廠（名古屋造兵廠鷹来製造所）� …430,431,432,434,436
高木大宇（健治）�……………………………………544,547
高木天仙（鶴義）�…………………………515,536,544,547
高場（豊田）�………………………………………………600
高橋………………………………558,560,602,603,605,606
タガラシ�……………………………………………………33
竹田（下小口）�… 13,14,86,144,169,522,570,573,633,635
竹田浦（下小口）�…………………………………………635
竹田西（下小口）�…………………………………………635
竹田東（下小口）�…………………………………………635
凧揚げ………………………………………………………417
田代（余野）�………………………………………………619
田代西（余野）�……………………………………………619
多世代が集う憩い広場…………………………102,111,569
田中（上小口）�……………………………………………623
タヌキ……………………………………………………12,24
多文化共生…………………………………………………407
珠川賞………………………………………………………275
タマシギ�……………………………………………………15
タモロコ�……………………………………………………17
男女共同参画……………………………………227,251,252
地域自治組織�……………… 97,246,249,250,255,257,258
チガヤ�…………………………………………………32,491
地区懇談会�……………………………………………92,241
地方交付税……………………………………………323,324
地方分権�………………………………… 94,96,97,243,253
チャンバラ……………………………………………412,416
中央相互銀行………………………………………………537
忠孝碑…………………………………………………508,510
忠魂碑…………………………………………………508,510
沖積低地（沖積平野）�………………………………………3
鋳鉄地蔵菩薩立像（汗かき地蔵）�………471,496,517,521
チョウゲンボウ�……………………………………………15
長松寺…………………………………471,496,517,521,606

チョウジタデ�………………………………………………33
『張州府志』…………………………………………………445
長蔵橋（中小口）�…………………………………………627
町村合併促進法………………………………… 83,124,324
町内会………………………………………………………400
長楽寺（豊田）�……………………………………………597
塚田（上小口）�………………………………………616,624
塚本（河北）�………………………………………………611
津島社（秋田）�………………………………………111,446
津島社（河北）�………………………………………458,613
津島社（豊田）�……………………………………………466
辻田（中小口）�……………………………………………627
椿下（河北）�………………………………………………614
ツマグロヒョウモン……………………………………19,20
出口（河北）�…………………………………………616,625
寺浦（余野）�………………………………………………620
寺島（河北）�………………………………………………615
寺田（下小口）�………………………………………570,631
寺田巽（中小口）�…………………………………………628
寺田東（下小口）�…………………………………………631
寺田前（下小口）�…………………………………………632
寺東（大屋敷）�……………………………………………606
寺東（豊田）�………………………………………………598
寺前（余野）�…………………………………………617,618
伝右衛門新田（入鹿伝右衛門新田）�… 39,76,78,448,506,

553,554,588
転作団地……………………350,351,352,353,354,355,357
天神（下小口）�……………………………………………573
天神社（秋田・替地）�……………………………………449
天神社（秋田・長桜）�…………441,442,445,494,553,593
天神塚（河北）�……………………………………………615
天神前（下小口）�…………………………………………631
天神前（余野）�……………………………………………618
伝染病…………………………………………………165,399
伝統芸能発表会……………………………………………275
伝右�…………………………………………79,554,588,590
天王（秋田）�………………………………………………593
天王前（河北）�……………………………………………613
天王祭（提灯祭り）�………………………………………490
樋先（大屋敷）�……………………………………………606
樋田（秋田）�………………………………………………590
樋田（大屋敷）�……………………………………………605
樋田（中小口）�……………………………………………627
トウカイコガタスジシマドジョウ

（シマメドジョウ）�…………………………………17,26,27
東海豪雨……………………………………7,58,95,113,179
東海理化（株式会社東海理化）�…………………………219
同興紡績株式会社……………………………………126,369
陶製狛犬…………………………………………461,518,522
銅造千体地蔵……………………………………473,518,521
東南海地震………………………………………………47,48
堂軒（下小口）�……………………………………………634
東名高速道路…………………………………………125,136
徳林寺�…72,79,474,476,481,497,521,564,565,570,617,620
徳林寺山門・中門……………………………………475,521
都市計画道路………………………………100,138,140,145
都市計画法�……………………………… 4,85,120,140,144
都市計画マスタープラン……………………………120,122
ドジョウ�………………………………… 17,26,27,412,415
土地改良……………………………………100,140,145,352
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下神薙（中小口）�…………………………………………628
下木賀田（中小口）�………………………………………627
下五反田（下小口）�………………………………………632
下五明（下小口）�…………………………………………631
下猿境（下小口）�…………………………………………632
下田（上小口）�……………………………………………623
下田（豊田）�………………………………………………602
下大日（河北）�……………………………………………611
下長渕（中小口）�…………………………………………627
下流（下小口）�……………………………………………632
下流（大屋敷）�……………………………………………605
下流（余野）�………………………………………………619
下庭森（下小口）�…………………………………………632
下野合（中小口）�…………………………………………626
下ノ段（中小口）�……………………………………572,625
下林（上小口）�……………………………………………625
下林遺跡�……………………………………………………65
下万願寺（中小口）�…………………………………623,626
下水砂野（下小口）�………………………………………634
下山伏（中小口）�…………………………………………626
釈迦堂（弘法堂）�…………………………………………479
釈迦如来立像………………………………………………473
釈迦の下（河北）�…………………………………………612
シヤチハタ株式会社………………………………………538
社本育英事業………………………………………………315
社本鋭郎�…82,103,109,111,124,315,340,369,402,530,532
従業者規模別小売店数……………………………………371
従軍紀念碑…………………………………………………508
十三参り……………………………………………………489
集中豪雨…………………………………………………59,60
ジュズダマ�…………………………………………………31
樹木（豊田）�………………………………………………599
竣功記念碑…………………………………………………513
純農村地帯……………116,135,324,334,339,340,369,402
奨学金返済者助成制度……………………………………315
承久の乱�……………………………………………………71
商業別小売店年間売上……………………………………372
定光寺（中小口）�…………………………………………625
少々腰（余野）�……………………………………………617
浄心線（名鉄バス）�…………………………………132,134
上水道…………………………………………………169,171
小銅鐸�………………………………………………………66
庄内川�…………………………………………6,23,113,114
しょうねん塚古墳…………………………………………558
消費者購買動向調査………………………………………373
勝負池（大屋敷）�…………………………………………605
勝負山（秋田）�……………………………………………591
消防操法大会…………………………………………184,185
消防団……………………49,55,182,183,184,185,189,568
縄文時代…………………………………………………64,65
ジョウレン�…………………………………………………25
精霊流し……………………………………………………494
昭和用水…… 59,114,514,515,566,596,597,617,618,634
昭和用水改修碑……………………………………………514
昭和用水完工之碑…………………………………………515
シラカシ�……………………………………………………33
白亀（豊田）�………………………………………………600
白木（豊田）�………………………………………………600
白木遺跡�……………………………………………………70
白金（大屋敷）�……………………………………………604

シロツメグサ�………………………………………………33
シロハエ……………………………………………………415
城屋敷（中小口）�……………………………………535,629
新川……………………………………………5,113,114,115
進学…………………………………………………………420
新型コロナウイルス感染症……148,210,213,218,219,359
新郷瀬川………………………………………………………5
新木津用水�………………… 76,114,339,502,569,570,621
新田（大屋敷）�………………………………………560,603
新田（下小口）�………………………………………573,633
新田前（下小口）�…………………………………………633
神福社………………………………………………………451
神福神社古墳�………………………………………………68
新宮（中小口）�………………………………………560,572
新宮浦（中小口）�…………………………………………629
新宮前（中小口）�…………………………………………629
神明下（河北）�……………………………………………610
神明下（余野）�……………………………………………618
神明社（秋田）�……………………………………………446
神明社（大屋敷）�………………………………428,455,558
神明社（河北・上郷）� ………………………………38,458
神明社（河北・二ツ屋）�……………………………460,614
神明社（外坪）�…………………………………448,513,560
神明社（中小口）�……………………………………464,569
水泳大会……………………………………………………409
水神碑�…………………………………………………41,106
水素ステーション…………………………………………136
水戸（上小口）�……………………………………………621
スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）� …………………18
ススキ……………………………………………………32,33
鈴木愽�………………………………………………………92
鈴木雅博�……………………………… 99,103,128,138,142
スズサイコ�…………………………………………………36
墨俣川の合戦�………………………………………………71
スポーツ少年団………………………………………230,231
諏訪社……………………………………………111,454,558
清右衛門新田（入鹿清右衛門新田）�……………76,78,570
聖観音坐像…………………………………………………473
征清記念碑…………………………………………………513
成人の祝い…………………………………………………393
製造品出荷額等……………………………………………366
セイタカアワダチソウ�……………………………………32
西南戦争………………………………………………508,511
青年会…………………………………………………225,493
青年団………………………225,226,227,408,423,529,562
制服（小学校）�………………………………………305,306
セイヨウアブラナ�…………………………………………32
セイヨウカラシナ�…………………………………………32
セイヨウタンポポ�…………………………………………33
セイヨウミツバチ�…………………………………………19
セキショウモ�………………………………………………32
節句祝い……………………………………………………392
節分…………………………………………………………489
戦役記念碑…………………………………………………511
善鍬（豊田）�………………………………………………597
善光寺塚古墳………………………………………………570
仙田賢弌�………………………………………………81,511
仙田半畊（裁）�…………………………………525,536,544
センチコガネ�………………………………………………19
全町農業公園構想…………………………………………159
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144,336,360,553,555
国土調査事業�………………………………………………91
御供所…………………………………………………555,595
御供所村�……40,73,76,78,500,551,553,554,556,557,558,

595,598
小皿（豊田）�………………………………………………598
五三次（河北）�……………………………………………612
五条川（幼川・稚川）�…3,5,6,11,16,17,18,19,20,28,29,31,

33,34,35,36,41,58,59,60,68,83,86,91,93,95,102,105,
109,110,111,113,114,115,128,144,153,166,179,260,
261,287,289,290,295,304,307,339,348,377,412,414,
415,420,471,493,498,514,524,555,556,557,558,563,
569,596,597,598,602,603,610,620,623,627,632

五条川右岸浄化センター…………………………………167
五条川改修記念碑…………………………………………106
五条川改修工事……………………………………………105
五条川改修工事期成同盟会………………………………105
五条川左岸浄化センター…………………………………166
小虱（下小口）�……………………………………………632
コセンダングサ�……………………………………………33
五反田（秋田）�……………………………………………590
五反田（河北）�……………………………………………612
木津用水（合瀬川）�…5,6,11,16,17,19,20,26,29,31,33,35,

36,60,76,105,113,114,115,339,345,464,515,532,560,
569,570,571,621,623,627,628

固定資産税………………………………………126,128,129
金刀比羅社…………………………………………………449
子ども医療助成制度………………………………………268
コナギ……………………………………………………33,35
コナラ�………………………………………………………33
こぶし�………………………………………………………38
小渕（豊田）�………………………………………………601
古墳時代�……………………………………………66,67,68
小平治弘法……………………………………………471,496
コマ……………………………………………………412,416
小牧インターチェンジ………………125,136,140,142,360
小牧・長久手の戦い�…………… 73,475,553,558,560,565
ゴマダラカミキリ�…………………………………………23
コミュニティバス……………………………4,130,131,146
ゴミムシ�……………………………………………………19
ゴムガン……………………………………………………416
米野（秋田）�…………………………………………591,592
婚姻…………………………………………………………394
権現（余野）�………………………………………………618
権現浦（余野）�……………………………………………618
権現西（余野）�……………………………………………618
近藤俊夫�……………………………………………………24
近藤豊治�……………………………………………………22

さ
裁断橋…………………………………………………500,532

『裁断橋物語』………………………74,93,101,286,500,532
斎藤羽黒線……………………………………3,563,564,569
境川…………………………………………5,31,34,607,609
酒井鍈…………………………………………… 94,159,285
酒井覚郎………………………………………………511,527
酒井椿渓（惟一）�………………………………511,525,527
酒井久美�………………………………………………81,103
サカキ�………………………………………………………33

坂小渕（大屋敷）�…………………………………………605
サカマキガイ�………………………………………………30
左義長…………………………………………………463,488
桜（さくら）�……38,83,88,93,109,110,111,128,153,304
桜塚古墳………………………………………………553,554
桜ライン311�……………………………………………50,98
笹踊り………………………………………………………456
笹折（豊田）�………………………………………………599
ササバモ�……………………………………………………32
差柳（豊田）�………………………………………………596
さつきケ丘…………………………38,59,255,551,568,616
さつきケ丘区……………………178,181,552,565,567,568
さつきケ丘防災センター�………………………38,181,568
里帰り………………………………………………………391
ザリガニ……………………………………………………415
三右衛門新田（入鹿三右衛門新田）�…76,78,466,556,599
産業別小売店数……………………………………………372
産業別事業所数………………………………………363,366
産業別従業者数………………………………………366,372
三軒家（下小口）�…………………………………………630
三神（河北）�………………………………………………613
三町野（秋田・豊田）�………………………………594,599
山根（豊田）�………………………………………………597
棧敷（河北）�………………………………………………610
山王田（下小口）�…………………………………………635
山王道…………………………………………………560,604
三明神社……………………428,432,433,453,455,558,604
44（しあわせ）の会�……………………………92,240,251

『寺院仏堂明細帳』…………472,473,474,475,476,477,481
シオカラトンボ…………………………………………19,23
市街化区域…………………………………………4,121,122
市街化調整区域�……………… 4,85,121,126,336,353,360
地下の人……………………………………………………405
仕事始め……………………………………………………491
獅子毛（上小口）�…………………………………………621
獅子狛犬………………………………………………461,522
獅子屋形�…………………………………………46,483,485
自主防災組織�………………………………………………91
治承・寿永の乱�……………………………………………71
地蔵寺（秋葉三尺坊）�……………………470,481,489,596
地蔵堂（中小口）�…………………………………………625
自治体内自治区�……………………………………………96
七夜…………………………………………………………391
指定管理者制度……………………………………………253
柴山藤蔵…………………………………………………40,41
シベリアイタチ…………………………………………13,14
姉妹都市……………………………………………………101
島内（上小口）�……………………………………………624
島浦（上小口）�……………………………………………624
島根県松江市�……………………………………74,101,533
島前（上小口）�……………………………………………624
清水（秋田・豊田）�…………………………………594,599
清水（中小口）�………………………………………625,628
清水（余野）�…………………………………………617,619
清水遺跡……………………………………………………564
下池田（下小口）�…………………………………………631
下小口… 13,15,38,40,56,152,255,350,351,354,355,384,

465,501,527,551,552,558,564,569,570,571,590,603,
620,630,634

下小口区…………………………………………178,321,573
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ギシギシ�……………………………………………………33
雉子野（豊田）�……………………………………………602
絆11（イレブン）� …………………………………………51
木曽川…………………………………3,26,31,115,170,339
北穴田（中小口）�…………………………………………627
北尾張中央道整備促進期成同盟会………………………143
北海道（大屋敷）�…………………………………………603
北替地（秋田）�……………………………………………594
北替地遺跡�…………………………………………………65
北川田（河北）�……………………………………………610
北河原橋…………………………………………………58,95
キタキチョウ�………………………………………………19
北児童センター………………………………………279,569
北太郎丸（上小口）�………………………………………622
キタテハ�……………………………………………………19
北ノ坪（河北）�………………………………………614,624
北ノ山（上小口）�…………………………………………621
北保育園�………… 86,268,270,272,273,275,279,280,569
北屋敷（下小口）�…………………………………………630
来た人………………………………………………………405
北割（河北）�………………………………………………611
キツネ……………………………………………………12,24
絹……………………………………………………………381
キベリマルクビゴミムシ�…………………………………23
擬宝珠………………………………………………… 74,500
キマダラカメムシ�…………………………………………20
キムネクマバチ�……………………………………………20
木遣り………………………………………………………487
給田（豊田）�………………………………………………599
清島神社………………………………………………464,569
供出……………………………………………………382,384
行政防災無線�………………………………99,151,178,179
教善寺………………………………………………………479
金三西（中小口）�……………………………………623,626
ギンブナ�……………………………………………………17
キンモクセイ（もくせい）�……………………………38,88
釘刺し遊び（クギサシ）�………………………412,415,416
草井羽黒線�…………………………………………3,60,563
クサムネ�……………………………………………………33
クスノキ�……………………………………………………33
クズ�…………………………………………………………32
区長�…44,125,400,406,485,551,552,554,557,560,561,563,

566,567,571,572,573
熊野社…………………………………………………447,554
組………………………………………………………395,400
クララ�………………………………………………………35
九郎右衛門新田（入鹿九郎右衛門新田）� …76,78,452,556,599
桑……………………………………………………37,45,344
クワガタムシ�………………………………………………22
桂林寺�………………………………… 79,469,470,540,598
下島（下小口）�…………………………………570,573,633
下島東（下小口）�…………………………………………633
下島前（下小口）�…………………………………………633
下水道………………………………………………………166
下駄……………………………………………………381,382
ケヤキ�………………………………………………………33
県営住宅（県営垣田住宅）� ………………85,167,320,385
県営名古屋空港（豊場飛行場）� ……………………87,436
県営ほ場整備事業（ほ場整備事業）�… 85,116,125,140,144,

341,348

兼業農家……………………………………………………100
健康おおぐち21�…………………………………93,214,215
ゲンジボタル……………………………………21,23,29,30
コイ�…………………………………………………………17
郷（外坪）�……………………………………………561,607
郷裏（秋田）�………………………………………………590
郷浦（上小口）�……………………………………………621
広縁宮廷式土器・無頸脚付土器…………………………523
後期高齢者医療制度………………………191,192,194,200
後期旧石器時代…………………………………………63,64
高校生等通学費助成制度…………………………………315
工場誘致�…83,85,116,124,125,126,127,128,136,138,317,

319,324,325,326,328,329,334,335,337,340,362,363,
369,377,405,569,571

洪水ハザードマップ………………………………………179
郷瀬（上小口）�……………………………………………622
郷瀬川…………………………………………………563,610
郷中（上小口）�……………………………………………622
郷中（河北）�………………………………………………612
江南池之内線…………………………………………144,190
江南駅………………………………………………4,131,146
江南大口線……………………………………………144,145
江南警察署…………………………………………………173
江南丹羽環境管理組合（環境美化センター）�……15,60,155,

156,157,161
郷西（秋田）�………………………………………………590
郷西（上小口）�……………………………………………621
郷東（外坪）�………………………………………………607
降雹�……………………………………………43,46,79,529

「降雹被害略図」�……………………………………………44
広報おおぐち…………………………………………242,250
弘法さま……………………………………………………490
郷前（河北）�………………………………………………612
公民館…………………………………………………220,411
公民館活動…………………………………………………411
郷屋敷（外坪）�……………………………………………607
五右衛門風呂…………………………………………386,388
コオイムシ�…………………………………………………21
小折入鹿出新田……………………76,78,451,554,556,595
小折警察署（布袋警察署）�………………………………173
小折新田………………………………………………557,595
氷冷蔵庫……………………………………………………383
小型仿製鏡（弥生系小型仿製鏡）� ………………………66
河北�…12,13,14,16,19,36,38,40,58,106,155,156,159,160,

161,169,255,347,402,467,525,534,536,544,551,609,
610,613

河北エコステーション……………………………………161
河北エコ・リサイクルの会………………………………160
河北学習等供用施設（河北学供）�………………………160
河北区…………………………………………………178,552
河北グラウンド�…………………………………94,159,161
河北駐在所…………………………………………………174
河北村…………………39,40,76,77,458,551,587,609,622
国勢調査………………………………242,317,318,319,321
国土調査事業………………………………………………575
国民健康保険制度………………………………191,192,194
コクワガタ�…………………………………………………19
国道41号（名濃バイパス）�……3,101,114,125,128,136,138,

140,142,144,336,360,363,376,383,560,569
国道155号（北尾張中央道）�…3,101,125,136,138,140,143,
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小口線…………………………………………………100,145
小口岩倉線�……………………………… 3,73,145,564,569
小口城�…71,72,73,93,273,289,501,525,536,537,564,570,

622,623,626
小口城址公園……………………………73,93,511,537,569
小口神社…………………38,70,225,441,444,569,570,626
小口駐在所…………………………………………………174
小口名古屋線……………………………………………3,569
小口村… 39,40,43,76,77,78,114,130,173,402,463,465,

525,527,544,551,554,561,565,570,571,587,589,620
起シ（上小口）�……………………………………………621
御字神（余野）�……………………………………………620
織田街道………………………………………………273,570
織田郷広�……………………………………………………71
織田敏定（織田伊勢守敏定）�……………………………473
織田敏広�…………………………………………71,501,570
織田広近（織田遠江守広近）�… 71,72,93,273,473,474,501,

564,570,623
おちょぼ稲荷古里の宮……………………………………497
お日待………………………………………………………495
帯祝い………………………………………………………391
オマント花…………………………………………………483
オミナエシ�…………………………………………………36
親子通園……………………………………………………279
尾張川合戦�…………………………………………………71
尾張国………………………………………………………551

『尾張國地名考』………………………607,609,614,616,620
『尾張国内神名帳』………………………………445,553,570
『尾張国本国帳』……………………………………………444
『尾張志』………………………………………………445,464
『尾張徇行記』�…76,77,343,441,445,447,448,453,454,455,

456,458,460,461,463,464,465,472,475,477,552,553,
556,558,560,563,570,587,589,592,593,595,596,597,
609,610,620,621,628,631,633,634,635

尾張伝染病院組合…………………………………………399
尾張中北消防指令センター………………………………187
尾張富士……………………………………308,486,487,493
尾張北部環境組合…………………………………………156
尾張北部水道企業団�……………………………86,170,171

『尾張名所図会』……………………………………………475
尾張北部聖苑組合（尾張北部聖苑）�…………165,396,399
オンブバッタ�………………………………………………19

か
介護保険制度…………………………191,192,197,198,204
カエデ………………………………………………………109
カエドリ�………………………………………………25,348
替地�……………………………… 12,169,553,554,588,594
鏡開き………………………………………………………488
鏡餅…………………………………………………………493
垣田………………………………255,320,551,565,568,616
柿田（外坪）�………………………………………………608
垣田区………………………………………178,552,565,567
柿田前（外坪）�……………………………………………609
柿野（河北）�………………………………………………613
学習等共同利用施設（学習等供用施設）�…221,233,409,412
楽田原新田水車願連判帳…………………………………502
梶田（秋田）�………………………………………………590
樫木�…………………………………………………………38

柏森駅……………………4,118,131,146,292,321,564,568
柏森大口線………………………………………144,145,234
霞野（豊田）�………………………………………………600
火葬…………………………………………………………396
刀　無名　伝守利…………………………………………517
カタバミ�……………………………………………………33
カダヤシ�……………………………………………………17
学校法人岩倉学園…………………………………………277
カナブン�……………………………………………………19
蟹ヶ坪（河北）�……………………………………………611
兼房株式会社………………………………………………126
鹿ノ戸（豊田）�……………………………………………596
カブトムシ�…………………………………………19,22,23
カマツカ（スナクジ）� ……………………………26,27,28
かまど（クド）�……………………………383,386,388,390
鎌倉幕府�……………………………………………………71
上池田（下小口）�…………………………………………631
上大塚（大屋敷）�…………………………………………606
上大坪（上小口）�…………………………………………624
上小口… 27,38,39,40,59,110,134,135,144,255,319,355,

384,408,463,465,501,521,535,551,552,563,569,570,
571,620,621,623

上小口学習等供用施設（上小口学供）� …………………38
上小口区………………………………………………178,571
上木賀田（中小口）�………………………………………627
カミキリムシ……………………………………………22,37
上郷（河北）�……………………………………563,610,611
上五反田（下小口）�………………………………………632
上五明（下小口）�…………………………………………631
上猿境（下小口）�…………………………………………632
紙芝居………………………………………………………416
上長渕（上小口）�…………………………………………622
上流（下小口）�……………………………………………632
上庭森（下小口）�…………………………………………632
上野合（中小口）�…………………………………………626
上之段（中小口）�…………………………………………572
上万願寺（上小口）�…………………………………623,626
上向江（上小口）�…………………………………………622
上山伏（上小口）�…………………………………………622
カムルチー（ライギョ・ソウギョ）� ……………17,18,25
亀ヶ淵（上小口）�…………………………………………622
蚊帳�…………………………………………………………29
カラスガイ�…………………………………………………25
烏田（中小口）�……………………………………………627
川西（余野）�………………………………………………617
川東（余野）�………………………………………………617
カワニナ�……………………………………………………30
川端（中小口）�……………………………………………572
カワバタモロコ�……………………………………………17
カワヒガイ�…………………………………………………17
カワヨシノボリ（ヨシノボリ）�………………………26,27
川原ヶ田（秋田）�…………………………………………592
川向（余野）�………………………………………………618
簡易水道…………………………………56,86,169,170,383
観音堂（余野）� …………………………………48,476,477

『寛文村々覚書』�…73,76,77,441,445,447,451,456,458,460,
463,552,553,556,558,560,563,565,570,587,596,602,
603,609,620

議会だより……………………………………………264,265
キショウブ………………………………………………31,34
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応仁・文明の乱…………………………………………71,72
大縣神社（二之宮）� …………… 71,489,491,493,595,604
大長（外坪）�………………………………………………608
大型ショッピングセンター………………………………413
オオカナダモ（アナカリス）� ……………………32,34,36
オオキンケイギク………………………………………33,36
大口さくらメイト………………………………226,227,244
オオクチバス�………………………………………………17
おおぐち観鋭桜……………………………102,111,438,454
大口絆つなぐネット……………………………………50,51
大口北小学校（大口第二尋常高等小学校・
大口北国民学校）� …… 48,86,87,96,97,177,220,238,270,

279,281,283,284,285,289,290,292,294,298,304,305,
306,307,311,328,402,403,409,414,543,569

大口北防災センター………………………………………181
大口交番（大口派出所）�……………………………174,569

『大久地古事記』……………………………………………501
大口町コミュニティー・ワークセンター…………209,210
大口神社……………………………………………………466
大口中学校（新生大口中学校）…55,86,87,96,102,174,222,

281,283,294,296,298,301,310,328,403,408,409,410,
411,466,539,542,543,558,569

大口町NPO活動促進条例� ……………… 95,243,261,262
大口町NPO団体（町NPO団体）�…244,246,252,260,407
大口町温水プール�………………………… 88,221,253,534
大口町学校給食センター…………86,90,311,312,313,314
大口町議会…………………………………………………263
大口町議会基本条例…………………………………241,264
大口町北地域自治組織…………………………181,249,255
大口町教育委員会�…………………………………………24
大口町健康文化センター… 93,204,212,232,239,240,247,

253,254,262,409,553
大口町工場誘致条例…………………………………124,361
大口町交通安全推進協議会………………………………176
大口町子育て支援センター………………213,268,280,569
大口町子育て世代包括支援センター………………213,268
大口町サイバータウン・プラン…………………………152
大口町資源リサイクルセンター……………………162,207
大口町次世代育成支援行動計画…………………………268
大口町社会福祉協議会�…………… 50,51,98,202,206,259
大口町生涯学習基本構想…………………………………223
大口町障害者計画

（大口町障がい者ほほえみ計画）…………………………201
大口町商工会……………………………………112,377,410
大口町情報公開条例�……………………………95,243,250
大口町診療所�…………………………………………86,211
大口町総合運動場（総合グラウンド）�…… 86,91,222,232,

234,260,410,569
大口町地域安全パトロール協議会………………………176
大口町地域包括支援センター…………………207,208,216
大口町土地改良区………………………………116,532,534
大口町中央公民館（総合福祉会館）……23,87,88,97,98,99,

181,219,221,229,235,236,239,530,534,553
大口町中地域自治組織………………………………249,255
大口町文化財収蔵庫�…………………………………94,240
大口町保健センター………………………………91,93,212
大口町母子健康センター�………………………86,211,267
大口町母子保健計画…………………………………267,268
大口町まちづくり基本条例…………………95,97,241,249
大口町まちづくり団体……………………………………244

大口町南地域自治組織………………………………249,255
大口町民会館�……………………………………91,161,558
大口町民活動センター……………………246,247,248,262
大口町野球グラウンド�………………………………86,558
大口町立図書館�……………………………87,221,235,534
大口町歴史民俗資料館�…46,94,239,501,502,503,506,518,

522,523,524,542,547
大口桃花台線�………………………………………………91
大口西小学校�…29,30,49,87,95,177,261,279,281,283,284,

285,292,305,306,307,402,403,534,564
おおぐち福祉会………………………………………206,208
大口北部中学校�…90,95,96,97,222,281,283,285,289,296,

298,301,328,466,569
大口南小学校（大口第一尋常高等小学校・
大口南国民学校）�…55,56,86,87,96,97,101,135,177,220,

238,270,279,281,285,286,290,292,294,295,304,305,
306,309,311,328,402,403,409,510,530,532,533,539,
543,555

大口南郵便局………………………………………………149
大口村工場設置並に拡張に関する
固定資産税減免並に奨励条例……………………………124
大口村工場設置並に拡張に関する奨励条例……………124
大口村公民館�………………………………82,150,294,412
大口村農業協同組合………………………………………150
大口郵便局�………………………………………49,149,558
大口幼稚園…………………………………………………277
大口余野特定土地区画整理組合…………………………565
大口余野特定土地区画整理事業

（余野区画整理事業）………………………118,145,186,321
大島（中小口）�………………………………………607,629
大鈴…………………………………………………………444
オオスズメバチ�……………………………………………23
オオセイボウ�………………………………………………20
オオタカ�……………………………………………………15
大竹（河北）�………………………………………………611
大竹喜久雄……………………………………… 87,103,534
太田表忠園…………………………………………………508
太田村�…43,78,173,402,486,508,509,532,551,554,557,559,

587,588,595
大塚（大屋敷）�……………………………………………606
大坪（中小口）�……………………………………………628
大樋（秋田）�………………………………………………593
大之瀬橋…………………………………………………59,60
大原（秋田）�………………………………………………591
オオフサモ（パロットフェザー）�……………………34,36
大牧（豊田）�………………………………………………599
大御堂……………………………542,543,558,560,602,603
大御堂遺跡�…………………………………………………67
大御堂腰（下小口）�………………………………………635
大屋敷… 12,38,44,45,46,167,169,255,353,355,402,432,

433,513,521,529,551,552,555,559,569,602,603,605
大屋敷学習等共同利用施設（大屋敷学共）� ………38,513
大屋敷区……………………………………………………178
大屋敷前（豊田）�…………………………………………596
大屋敷村�……… 46,76,78,471,551,558,587,602,603,635
大山（豊田）�………………………………………………601
お神送り・お神迎え………………………………………491
オギ�……………………………………………31,33,34,491
お食い初め（箸ぞろえ）�…………………………………392
小口�……………… 70,132,169,402,501,551,552,620,632
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あ
愛岐大橋線…………………………………………………144
愛岐南北線…………………………………………… 100,144
愛知北農協大口支店………………………………………558
愛・地球博（愛知万博）�…………………………… 161,290
愛知銀行……………………………………………………537

『愛知県神社名鑑』…………………………………… 447,449
愛知無尽……………………………… 511,529,535,536,537
愛北衛生処理組合�………………………………165,396,399
愛北広域事務組合�………………………………165,396,399
アオウキクサ�………………………………………………33
青木川………………………………………………… 5,6,115
青木川放水路……………………………… 113,114,115,144
青塚東（河北）�……………………………………………616
青山製作所（株式会社青山製作所）�……………………219
アカザ（赤鯰）� ……………………………………26,27,28
縣（大屋敷）�………………………………………………604
縣社…………………………………………453,455,558,604
アカハライモリ（イモリ）�……………………………26,27
赤堀禅稲……………………………………………………540
秋田…12,13,15,38,40,85,110,133,169,255,350,351,354,

355,402,538,551,554,555,557,558,569,588,590
秋田学習等共同利用施設（秋田学共）� …………………38
秋田区………………………………………………………178
秋田村�………………………78,506,551,554,587,588,597
秋葉様………………………………………………………489
秋祭り………………………………………………………483
浅畑（余野）�………………………………………………620
アジア・太平洋戦争…81,304,335,362,369,382,427,429,430,

432,433,438,466,529,530,539
明日の学校づくり検討委員会……………………………285
畦知野（秋田）�……………………………………………590
アピタ大口店（現MEGAドン・キホーテUNY大口店）�…371
アブラゼミ�…………………………………………………23
油田（上小口）�……………………………………………621
雨乞いとお湿り祭り………………………………………492
阿弥陀堂……………………………………………………481
アメリカセンダングサ�……………………………………33
アメンボ�……………………………………………………19
アユ（鮎）�……………………………………26,27,412,415
アライグマ�…………………………………………………12
荒井堰…………………………… 6,27,28,41,105,106,114
アラカシ�……………………………………………………33
アレチハナガサ�……………………………………………32
あんしん・安全ねっと……………………………………176
安藤屋敷（大屋敷）�………………………………………603
伊賀田（河北）�……………………………………………615
イケノミズハコベ�…………………………………………35
いげ（うげ）�……………………………………………26,27
憩いの四季（老人福祉センター）�…… 87,233,235,253,409
石上げ祭…………………………………………486,487,562
石河原（豊田）�……………………………………………598
石曽根（上小口・河北）�……………………………611,622

石田（下小口）�……………………………………………632
伊勢湾台風……9,52,55,56,57,294,304,320,457,567,568
磯ヶ下（河北）�……………………………………………615
イタチ�………………………………………………………12
壱丁田（秋田）�……………………………………………590
一本宮（河北）�……………………………………………613
一本松（中小口）�…………………………………………627
伊藤泰一……………………………………………………414
稲木荘�………………………………………………………71
稲口前（中小口）�…………………………………………628
乾田（中小口）�……………………………………………628
イヌタデ�……………………………………………………33
犬山扇状地……………………………………3,64,65,66,68
稲刈り…………………………………304,351,357,418,488
井上誠之�…………………………………………84,103,283
茨島（豊田）�………………………………………………600
伊吹山……………………………………………………8,310
井堀間（上小口）�…………………………………………624
いぼれ……………………………………………………26,27
芋掘（河北）�………………………………………………610
井両（河北）�………………………………………………612
入鹿池………………………………………5,39,76,114,339
入鹿切れ�………………………………… 39,68,77,238,563
入鹿用水……………………………………………………345
岩手県釜石市�…………………………………………98,260
いわき塚古墳�……………………………………68,524,555
岩手県遠野市綾織町�………………………………50,51,98
岩手県陸前高田市�…………………………………………50
ウィル大口スポーツクラブ…………………………232,254
上野（大屋敷）�……………………………………………604
植野（下小口）�……………………………………………631
植松（大屋敷）�……………………………………………604
植松（下小口）�……………………………………………633
ウキアゼナ�…………………………………………………33
兎（秋田）�…………………………………………………594
ウシガエル………………………………………………26,27
ウスバキトンボ�……………………………………………19
ウナギ………………………………………………………412
ウルシ�………………………………………………………37
江口一信�………………………………………………89,103
SNS�…………………………………………………………153
エノキ�………………………………………………………33
榎坪（豊田）�………………………………………………600
榎坪（中小口）�……………………………………………629
エノコログサ�………………………………………………32
エビモ……………………………………………………32,34
恵比須講……………………………………………………492
エリカ�………………………………………………………38
円応寺…………………………………………………472,569

『延喜式』�……………………………………70,441,444,570
エンマコオロギ�……………………………………………19
オークマ株式会社………………………………126,144,368
オイカワ�……………………………………………………17
追分（豊田）�………………………………………………599
御請状之事…………………………………………………503

索　　引
索引内の（　　）は別名、略称などを入れた。なお、目次の見出しにある事項については、

索引項目から除外してある。
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